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このコンテンツは『本好きの下剋上 〜司書になるためには手段を選んでいられません〜 第三部　領主の養女』１〜５巻を収録しています。








    
  
  





    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




第三部　領主の養女Ｉ



プロローグ


診断結果と貴族街


洗礼式の準備


貴族の洗礼式


養子縁組


就任式


久し振りの再会


ふわふわパンの作り方


星結びの儀式　下町編


領主の城


星結びの儀式　貴族編


領主とイタリアンレストラン


小神殿


寄付金の集め方


初めての魔術特訓


ロウ原紙作成にむけて


フェルディナンドのイラスト


ヨハンとザック


エルヴィーラとランプレヒ卜の来襲


騎獣とロウ原紙の完成


フェシュピール演奏会


エピローグ






妹の護衛騎士


腹の痛い料理人






あとがき






今回も突然に巻末おまけ漫画：しいなゆう
４コマ「ゆるっとふわっと日常家族」






第１回人気キャラクター投票結果発表！









    
  
  




プロローグ


領主会議へ戻るジルヴェスターを見送った後、カルステッドは無人になった神殿長の部屋から犯罪の証拠になる物をフェルディナンドと一緒に持ち出し、誰も入れないように閉鎖した。


その後、二人でローゼマインに関する話や設定を煮詰につめていく。ジルヴェスターがその場で適当に即興で作った話をそのまま使うのはさすがに無理がある。「母親に似て魔力が高く生まれた愛娘まなむすめを守るために領主と養子縁組させることにした」という筋書きだが、魔力だけで養女になれるほど領主一族の地位は軽くない。もうひと押し、何かが欲しい。


フェルディナンドがこめかみを軽く叩きながら「ふむ……」と少し考え込む。


「工房の件を使うか。孤児院のあまりの惨状さんじょうを憐あわれんで、ローゼマインは孤児に仕事と食事を与えた。その献身けんしんぶりと新しい事業が領主の目に留まったことにしよう」


「孤児院の惨状を嘆なげき、孤児に仕事と食事を与えただなんて、まるで聖女ではないか」


カルステッドの呟きにフェルディナンドは満足そうに頷うなずいた。


「聖女か。ふむ。その方向でいくつか美談を作ればローゼマインを神殿長に就任させるのも無理がなくなりそうだ。……何だ、カルステッド。そのように疑わしそうな顔をするな。別に嘘ではないぞ。実際にローゼマインは孤児を救うために工房を作った。自分が心安らかに本を読むためというのが最大の目的だったが、孤児が救われたことに変わりはない」


カルステッドもフェルディナンドからの報告で孤児院に工房を作ったという話は聞いていたが、ローゼマイン本人を見ると、とてもそんな偉業いぎょうをなしたようには思えない。


「其方そなたも知っての通り、強大な祝福も得意だし、筋書き以外の言葉を喋しゃべらなければ聖女らしく見えるはずだ。トロンベ討伐とうばつで土地を癒いやした時のようにさせれば良い」


フェルディナンドに言われるまま、トロンベ討伐の癒しを思い出してみる。圧倒的な魔力で土地を癒し、同行した騎士達の度肝を抜いた。先に癒しきれなかったシキコーザがいたので、尚更なおさらその魔力が強大に見えたものだ。確かに聖女と呼ぶには幼すぎるが、黙って立っていればそれらしく見える。さらりと流れる夜色の髪はよく手入れされていて、上級貴族の娘でもあまり見ない程に艶つやがあり、感情をよく映す月のような金色の瞳も目を引く美しさだ。顔立ちは整っていて、成長が楽しみな子供だと思う。虚弱きょじゃくなためか、平民育ちだというのに日の光をあまり知らぬ白い肌をしていて、全く荒れていない小さな手は労働を知らなくて柔らかい。フェルディナンドが教育しているため、立ち居振る舞いも平民には見えない程に品がある。上級貴族には足りないが、教育次第でどうにでもなるだろう。


……まぁ、あまりにもできすぎた話だから、貴族達を納得させるためには強大な祝福の一つでも見せる必要はあるが、聖女でも悪くはないな。


カルステッドが納得していると、フェルディナンドが難しい顔でカルステッドを見た。


「実績はそれで良いが、妻達の苛いじめを恐れて、其方が神殿に隠した辺りに少し無理があるのではないか？　エルヴィーラはそれほど愚かではないし、その設定で協力は得られぬ」


「だが、エルヴィーラがローゼマリーを疎うとんでいたのは事実だ」


第一夫人のエルヴィーラと第二夫人のトルデリーデに第三夫人のローゼマリーは疎まれて爪弾きにされていた。その心労で元々体が弱かったローゼマリーは倒れたのだ。


「それは其方がローゼマリーから聞いただけの話であろう？　両方の言い分をきちんと詳つまびらかにしたのか？」


カルステッドはどうしても被害に遭あっていたローゼマリーの肩を持ってしまうけれど、フェルディナンドはじっとカルステッドを見据みすえて、本当に間違いがないのか問い詰める。


「……根はトルデリーデとローゼマリーの実家の確執かくしつだったと聞いている。だが、家庭内で最も影響力が強いエルヴィーラがトルデリーデに肩入れしたことで、ローゼマリーは身の置き所がなくなったのだ。庇かばわなければならなかったのはローゼマリーであったのに」


エルヴィーラが中立である間はまだよかった。エルヴィーラが片方についたからこそ、状況が大きく変わったのだ。それがカルステッドには歯痒はがゆかった。


「エルヴィーラがトルデリーデについた理由を問わなかったのか？」


「……私がローゼマリーを庇うからだ、と言っていた。だが、嫌味を言われていたのを見れば普通は庇うであろう？　エルヴィーラがトルデリーデの肩を持つ意味がわからぬ」


カルステッドの説明にフェルディナンドは呆あきれた顔でこめかみを押さえた。


「カルステッドがローゼマリーを庇ったから第二夫人の肩を持ったのならば、エルヴィーラは公平を維持しただけではないか？　やはり、エルヴィーラには全てを詳らかにして協力を求めた方が良いと思う。これから先、ローゼマインが貴族の女性社会でどのように生きていくかの位置付けが決まるからな」


最大派閥はばつだった領主の母親が失脚した今、貴族の女社会における次の最大派閥は領主の妻とエルヴィーラがいる派閥だ。ローゼマインが平和な生活を望むならば、この派閥に属するのが一番良い。女社会はジルヴェスターでもそう簡単に立ち入れぬ場所だ。それがわかっていても、カルステッドはエルヴィーラに頼むことがどうにも憂鬱ゆううつに思えた。


「……フェルディナンド、エルヴィーラへの説明に共に来てもらっても良いか？　其方がいるといないでは、あれの機嫌が変わるからな」


フェルディナンドは領主の異母弟で、優秀すぎるからこそ領主の母親のヴェローニカに疎まれて生きてきた。カルステッドは彼を騎士団へ入れ、率先して領主の息子として敬意を払い、接することで悪意から庇ってきた。けれど、先代領主が病に倒れ、次期領主を決定しなければならなくなった頃からヴェローニカの嫌がらせが更にひどくなり、フェルディナンドは領主の座には興味がないと宣言し、神殿へ入ることになった。だが、今でも彼は領主の仕事を手伝い、騎士団の人員が足りない時には穴埋めをしてくれている。エルヴィーラは常々「フェルディナンド様がいらっしゃらなければ、エーレンフェストは立ち行かない」と言い、絶賛しているのだ。カルステッドが説明するのと、フェルディナンドが説明するのではエルヴィーラの受け取り方が大きく変わる。


「では、明日の夕食に招待してくれ。午後までは予定が詰まっているのだ」


「わかった。こちらも騎士団での取り調べがあるので、それくらいの時間の方が助かる」






カルステッドが神殿を出て騎士団に戻ると、ダームエルが情けない顔で他の団員から事情を聴かれていた。意識を失ったまま神殿から運び出されていたが、今は座って話ができている。どうやら騎士団から癒しの魔術が使える者が派遣されたようだ。


「ダームエルの聴取が終わったら本日は解散だ。捕らえた者の取り調べは明日にする」


騎士団長であるカルステッドがそう声をかけると、「はっ！」と歯切れの良い返事が返ってくる。そんな中、ダームエルが情けない顔のままでおずおずと尋ねてきた。


「カルステッド様、あの、巫女見習いは……」


「無事だ。あれだけの魔力差でよく守った」


伯爵位はくしゃくいを継つげる上級貴族と下級貴族のダームエルでは魔力量にずいぶんと差がある。よく持ちこたえたものだ、とカルステッドは正直なところ感嘆かんたんした。カルステッドがローゼマインの無事を伝えて労うと、ダームエルは心底安堵あんどしたように肩の力を抜いた。


「……恐れ入ります」


聴取を終えて騎士団をひとまず解散させ、カルステッドは仮眠をとるために騎士団の寮の部屋に向かった。本来は領主会議のために中央へ行っていることになっているので、突然帰宅されても困るだろうと考えたのだ。決してフェルディナンドがいない場でエルヴィーラと顔を合わせて話をしたくないと思ったわけではないと、自分に言い聞かせつつ、カルステッドは軽く手を振ってシュタープを取り出して黄色の魔石を軽く叩いた。


「オルドナンツ」


魔石がぐにゃりと形を変えて白い鳥の形をとる。カルステッドは「明日の夕食にフェルディナンド様をお招きするので準備を頼む」と声を吹き込み、エルヴィーラに届くように念じながらシュタープを振った。すぐに戻ってきたオルドナンツは「まぁ、フェルディナンド様がいらっしゃるの？　すぐに準備しなくては」という弾はずんだ声を三回繰り返して魔石に戻る。やはりフェルディナンドを招いて正解だったようだ。






翌朝、カルステッドは取り調べに向かった。まずは神殿長ベーゼヴァンスだ。本人が証言を拒否してもフェルディナンドによって作られた不正リストがあるため、処刑は確実だ。カルステッドは罪状の多さと細かいことまできっちりと調べ上げるフェルディナンドの性格にげんなりする。だが、一番呆れてしまうのはベーゼヴァンスをずっと庇い続けたヴェローニカの存在だった。


「よくこれだけ庇ったものだ」


罪状を並べられれば、もっと反論したり大騒ぎしたりするかと思ったが、ベーゼヴァンスは気力もないように項垂うなだれている。ジルヴェスターが自分の母親も断罪しなければならなくなったことがよほど堪こたえているのだろう、とカルステッドは思う。


無気力になっているベーゼヴァンスと違って、ビンデバルト伯爵は無言を貫つらぬいているらしい。これはジルヴェスターが領主会議から戻ってきてから記憶を探る魔術具を使うしかなさそうだ。誰が一番魔力を通しやすいのかわからないが、あの男の記憶など探りたくはない。カルステッドはビンデバルト伯爵と魔力の色が似ていないことを祈った。






「まぁ、フェルディナンド様。お忙しい中、ようこそいらっしゃいました」


カルステッドがフェルディナンドを伴ともなって帰宅すると、エルヴィーラが深い緑の髪を普段より複雑に結い上げて、いつもの三倍ほど愛想あいその良い笑顔で出迎えてくれた。この対応の差はいつものことだが、溜息ためいきは隠せない。


食事の後に「大事な話がある」と側仕え達を下がらせると、カルステッドはエルヴィーラを見つめた。エルヴィーラは静かにカルステッドの言葉を待っている。


「あ〜、エルヴィーラ。その、この夏、娘の洗礼式を行うことになった」


「まぁ、一体どなたの娘かしら？」


エルヴィーラはカルステッドの様子を一つも見逃さないと言いたげに黒い瞳を細めた。


「私と……ローゼマリーの娘、ローゼマインの洗礼式だ」


「あら、ローゼマリーに娘はいないはずです。子供がいれば、あの方々が今まで黙っていたはずがないでしょう？　ローゼマリーが上級貴族と縁続きになったことで気が大きくなったのか、無茶な要求を方々にし始めた愚か者のことをもう覚えていらっしゃらないの？　また、トルデリーデとローゼマリーの実家の確執が起こりますよ」


ローゼマリーが排斥はいせきされる原因となった彼女の親戚の話を出して、エルヴィーラはじろりとカルステッドを睨にらんだ。カルステッドが「あれは……」と反論をしようとしても、彼の言葉を遮さえぎるようにエルヴィーラは畳みかける。


「ローゼマリーの娘が現れたら、せっかく騒ぎが収まったのにまた騒がしくなるでしょう？　嫌だわ。……と言いたいところですけれど、フェルディナンド様がご一緒ですもの。何か事情があるのでしょう？　事と次第によっては協力してあげてもよろしくてよ」


「エルヴィーラは実に聡さとい女性だな。貴女の力が必要だ。ぜひ、協力していただきたい」


「まぁ、フェルディナンド様ったら」


フェルディナンドがエルヴィーラに事情を説明し始める。有能なローゼマインという子供をカルステッドの娘として洗礼式を行うこと、そして、洗礼式の場で領主の養女となることを。領主と領主の異母弟が養女に望むということは、このエーレンフェストの将来に大きく貢献するとすでに認められていることに他ならない。


「ローゼマリーの親族に存在が知られれば、また争いが生まれます。ローゼマリーの娘だということを公表せずに洗礼式を行いましょう。この家の娘として、貴方の娘として、わたくしが母代りとして恥ずかしくないように教育いたしましょう」


「それは実に助かる。エルヴィーラに任せておけば間違いはなさそうだ」


フェルディナンドに褒ほめられて、エルヴィーラが嬉しそうに笑う。


予想通りといえば予想通りだが、夫であるカルステッドが頼むよりフェルディナンドから頼む方がよほど効果はあるようだ。エルヴィーラの顔から険けんが完全に消えている。


「神殿で私が多少の手解てほどきはしているので、立ち居振る舞いがそれほど見苦しいことはないと思うが、領主の館に上がるのに相応しく仕上げてほしい」


「あら、フェルディナンド様が教育されていらっしゃったのですか？」


エルヴィーラが目を丸くした。騎士団においても厳しくて、熱血指導だと評判のフェルディナンドに幼い子供の指導ができるのか疑っているのだろう。その気持ちがカルステッドにはよくわかった。カルステッド自身も初めて聞いた時は耳を疑ったものだ。ローゼマインの上品な動きやフェシュピールの腕前から考えると、フェルディナンドに厳しく指導されているはずだが、彼女はフェルディナンドを信頼して懐なついていた。子供に懐かれているフェルディナンドなど、カルステッドは初めて見た。トロンベ討伐の時に、フェルディナンドの後ろに隠れた姿を見た時の衝撃は未だに忘れられないくらいだ。


フェルディナンドは「そのうち貴族の養女にする必要があると思っていたから」と言いながら、ローゼマインについて説明し始めた。


「書類仕事の助手としては素晴らしく、魔力は豊潤ほうじゅんだ。思考回路は単純で扱いやすく、使い勝手が良い。常識外れな面が多々あるが、頭は悪くないので教育し甲斐がいがある。呑のみ込みは悪くないのだが、私ではどうしても女性らしさを教えることはできぬ」


「えぇ、お任せくださいませ。きちんと教育いたします」


その後は、これからの予定について話し合った。カルステッドはエルヴィーラに洗礼式までの準備を頼む。ローゼマインのための部屋を整え、息子達につけていた行儀作法の教師に洗礼式までの指導を依頼してもらわなければならない。準備が整ったらローゼマインを神殿から貴族街へ移動させるのだ。


「女の子のお部屋と衣装を整えるのですね」


息子しかいないエルヴィーラは楽しそうに目を輝かせた。任せておいても大丈夫だいじょうぶそうだ、とカルステッドは胸を撫なで下ろした。






そして、フェルディナンドからローゼマインの健康診断をするので立ち会うように、と連絡がきて、カルステッドは取り調べから抜け出して神殿の神官長室へ赴おもむいた。


「えーと、その、お父様、ごきげんよう」


慣れない様子でたどたどしく挨拶あいさつをする幼い声にカルステッドは思わず頬ほほを緩ゆるめる。騎士の息子しかいないカルステッドには妙にくすぐったく感じられた。本当にローゼマリーの娘が生まれていれば、このような感じだっただろうか。


「ローゼマイン、もう少し呼び慣れなければ周囲に怪しまれるぞ」


カルステッドの指摘に、うっ、と小さく息を呑んだ後、ローゼマインは小さく何度か「お父様」と真面目な顔で呟きながら少しでも慣れようと練習する。自分の家族を守るために貴族社会に身を投じた小さな体を見下ろしてカルステッドがそっと息を吐く横で、人払いをしたフェルディナンドは部屋の真ん中に魔法陣が描かれた紙を広げ始めた。不思議そうに首を傾げながら、ローゼマインが魔法陣を覗のぞき込む。


「何ですか、これ？　何をするのですか？」


「君の魔力の流れを確認するのだ。身体に一定の魔力を満たしていなければ、動けなくなると以前に言っていただろう？」


「……そんなことがあるのか？」


貴族院に入れば、魔力を満たしておくために必要なシュタープを得たり、体の中に魔力を圧縮して溜ためる方法を教えられたりするが、それまでは親に贈られた魔術具に魔力を流すのが普通だ。魔力を動かすのは体力も使うし、体の成長にも良くないので体内に残しておく魔力は少ない方が良いとされている。


「常に体に魔力が満たされているせいで、君の成長が遅いのは間違いないだろう。だが、魔力が多くても少なくても不調になるという話は聞いたことがない」


「え？　普通じゃないんですか？」


フェルディナンドの説明に驚きの声を上げたローゼマインが自分の体を見下ろす。


「あぁ、普通ではない。それを確認するためにも、君の体に流れる魔力を調べるのだ」


「へぇ、そんなことができるのですか。すごいですね」


感心したようにローゼマインは魔法陣を覗き込んで何度か頷く。無邪気な様子を見せる彼女と違い、カルステッドはじろりとフェルディナンドを睨んだ。体の中を流れる魔力を見ることができる魔法陣は誰もが持てる物ではなかったはずだ。


「その魔法陣は医者が使う物ではないか。何故其方がそのような物を持っているのだ？」


「魔術具を作る時に使われる一般的な魔法陣を少し応用した自作の魔法陣だ。医者が持っている魔法陣と同じかどうかは知らぬし、自分以外の人間に使うのも初めてだ」


欲しい物は自分で作ってしまうフェルディナンドの優秀さにカルステッドは言葉が出なかった。そんなカルステッドに構わず、魔法陣を広げて魔石を四隅に置くと、フェルディナンドはローゼマインの方を振り返る。


「ローゼマイン、服も靴も脱いで、この上に上がりなさい」


「はい!?」


「ちょ、ちょっと待て、フェルディナンド!?」


カルステッドはぎょっとした。幼いとはいえ、女性に命じることではない。しかし、フェルディナンドは何の動揺も見せることなく、当たり前の顔で魔法陣を指差した。


「洗礼式が終わって領主の養女となればできぬ。今の内だ。早くしなさい」


ローゼマインはカルステッドとフェルディナンドを交互に見ながら、恥ずかしそうに顔を赤らめて「嫌ですよ。恥ずかしいじゃないですか！」とじりじり後ろに下がる。


いくら何でも可哀想かわいそうだろう、と思うカルステッドと違って、涼しい顔でフェルディナンドはちらりとローゼマインを見てフンと鼻で笑った。


「君には恥らいなどなかろう？　だいたい、風呂ふろが平気だったのに何を言っている？」


「は!?　風呂!?」


カルステッドにはフェルディナンドの口から出た言葉が信じられなかった。


……風呂が平気だった？　まさか一緒に入っているのか？　フェルディナンドとローゼマインが!?


「フェルディナンド、このような幼子に一体何を……」


「か、勘違いするな、カルステッド！　例の魔術具で記憶を覗いた時の話だ。私が一緒に入ったわけではない！」


フェルディナンドがくわっと目を見開くと、焦った様子でカルステッドに噛かみ付いてきた。普段の無表情が崩れて素が出ているので嘘ではなさそうだ、とカルステッドは頭の片隅で冷静に判断する。しかし、普通は勘違いすると思う。あの魔術具を知らぬ者が聞いたら、幼女趣味確定だ。ジルヴェスターがいたら、嬉々ききとして突いているに違いない。


「ローゼマイン、あの時は全く動揺していなかったのに、君は今更何を言っている!?」


「だって、あれは、久し振りの『入浴剤』と『シャンプー』と『リンス』に浮かれてたし、神官長の姿が全く見えないから『電話』しているような気分だったし、夢の中で現実じゃなかったし……とにかく！　誰かがいる前で服を脱ぐなんてできません！」


記憶を覗く中で風呂に入った情景が出てきたのは間違いなく、その時にローゼマインが大して動揺しなかったのも事実であることがカルステッドにも伝わってきた。


「体を調べるだけだぞ？　風呂より抵抗ていこうはないであろう？」


「ありますって！　健康診断だとおっしゃるなら、お医者さんを呼んでください」


「私を医者だと思えばいいではないか。どうせやることは変わらぬ」


なまじ優秀なせいで、フェルディナンドは本当に医者の真似事もできてしまうし、気になったことを自分で調べなければ気が済まないところがある。


「父親とは思えなかった男に服を剥むかれても、マインとなって三日で諦あきらめたのだろう？　ローゼマインになって三日以上たっている。今回も諦めろ」


「む、むむむ、無理ですっ！」


バタバタと手を振りながらローゼマインがフェルディナンドから距離を取り、「た、助けてください、カルステッド様！」と叫びながらダダッと逃げ出した。カルステッドから見ると、フェルディナンドの向こうにローゼマインがいる。ローゼマインは大きく迂回うかいしながら駆けてこようとしていたが、途中でフェルディナンドにあっさり捕まった。


「ぎゃー！　やめてくださいっ！　うわーっ！」


「カルステッドのことはお父様と呼べと何度言えばわかるのだ、馬鹿者。それから、今後神殿以外では私のことを神官長ではなく、名で呼ぶように」


フェルディナンドは淡々とそう言いながら、泣いて嫌がるローゼマインの帯を解き、青の巫女服を剥ぎ取る。躊躇ためらいなど欠片もない。傍から見れば、我儘わがままを言う幼女と辟易へきえきとしている保護者にしか見えない。けれど、幼いとはいえ女性に対する行動ではない。祈念きねん式の時に見たことがある若草色の衣装になったローゼマインがカルステッドに向かって、必死の形相で手を伸ばした。


「お父様ぁ！　神官長が幼女趣味です！」


「誤解されそうなことを言うな、この馬鹿者！」


ガシッとローゼマインの頭をつかんで、指に力をこめていくフェルディナンドとぎゃあぎゃあと叫びながら助けを求めるローゼマインを見ながら、カルステッドは現実逃避気味に、ずいぶんと仲が良いのではないか？　と思った。トロンベ討伐の後、ローゼマインの魔力が強いということを知ったジルヴェスターと二人でふざけて「フェルディナンドの嫁に良いのでは？」と話をしたことがあったが、満更でもないかもしれない。


そんなことを考えていると、ローゼマインの動きが鈍ってきた。


「フェルディナンド、少しやりすぎではないか？　ローゼマインの息が上がっているぞ」


ハッとしたようにフェルディナンドが手を緩め、その隙をついてローゼマインがカルステッドの懐ふところに飛び込んだ。そのまま背後に回って、うーっ、と唸うなりながらマントの陰からフェルディナンドの方を睨む。小動物が必死に威嚇いかくしているようなローゼマインの姿にカルステッドは笑いがこみあげてきた。ジルヴェスターの言った通り、ローゼマインはシュミルに似ている。これでぷひーっ！　と鳴けば完璧だ。


威嚇されたフェルディナンドは苛立いらだたしそうに腕を組むと、カルステッドとローゼマインをまとめて睨んだ。予定通りに事が進まないことに立腹していることがわかる顔だ。


「カルステッド、其方は父親としてローゼマインの虚弱さをどう思う？」


フェルディナンドに「さっさと協力しろ」と言外に要求されたカルステッドはローゼマインとフェルディナンドを見比べた。フェルディナンドの強引なやり方は少々まずいが、虚弱すぎてすぐにでも死にそうなローゼマインの体を少しでも健康にできるならば、してもらった方が良いと思う。カルステッドがローゼマインを抱き上げて視線を合わせる。


「ローゼマイン、フェルディナンドは魔力に関しては優秀だ。診断してもらって、有効な薬があるならば、作ってもらった方が良いのではないか？」


「それは、そうですけれど……」


説得を試みると、ローゼマインは威嚇を止めておとなしくなった。異なる世界とはいえ成人した記憶があるので、他の子供と違っていきなり泣き出したり落ち着きなく騒いだりしないようだ。このまま説得すれば良い。しかし、それをぶち壊す者がいた。


「カルステッド、そのままローゼマインを捕まえておけ！」


騎士団で命令を下す時と同じ言い方で命じられたカルステッドは、反射的にローゼマインを拘束こうそくする。直後、大股で歩み寄ってきたフェルディナンドがローゼマインの背中に並んだ小さなボタンを素早い指の動きで次々と外し始めた。


「ひぎゃー！　神官長の『エッチ』！　実は『ロリコン』だったんですね!?」


「何を言っているのか全くわからないが、あまり時間はないのだ。急ぎなさい」


ボタンを外し終わったフェルディナンドがくいっと自分の寝台の天幕を指差した。


「あの陰で靴下を脱いできなさい。背中から見るので、上半身だけ裸になればそれでよい。……何だ、その反抗的な目は？　下までここで剥かれたいのか？」


「行きます！　行けばいいんでしょう!?」


「そうだ。私に手間をかけさせず、手早くすればよい」


涙目でフェルディナンドを睨みながら、ローゼマインが寝台の陰へ駆けていく。半泣きのローゼマインの姿にフェルディナンドは何も感じていなさそうだが、カルステッドは胸と頭が痛い。どうしてフェルディナンドはここまで幼い娘に厳しいのか。


「いくら何でも恥じらう娘に冷たすぎる。フェルディナンド、昔から言っているだろう？　女性にはもう少し優しく接しろ」


「時間の無駄だ」


領主の母親には嫌がらせをされ、実の母親も庇ってくれるわけでもなく育ってきたフェルディナンドは基本的に女性を信用していないところがある。優しくした方が合理的だと判断した時以外は、非常に厳しいフェルディナンドにカルステッドは溜息を禁じ得ない。


「相変わらずいくら言っても聞かないところだけはジルヴェスターとお揃そろいだな」


「嫌なことを言うな」


むっとしたようにカルステッドを睨むフェルディナンドの向こうから、脱いだ衣装で恥ずかしそうに前を隠したローゼマインが裸足でのそのそと歩いてきた。


「その上に立ちなさい」


広げられている魔法陣は、魔術具を作る時に魔力がうまく巡っているか、流れにおかしいところがないか、確認するための物をフェルディナンドがいじって作ったらしい。


恐る恐るといった感じでローゼマインの爪先が魔法陣を踏んで、フェルディナンドに背中を向けた。軽く手を振ってシュタープを取り出したフェルディナンドが膝立ちになり、トントンと軽く魔法陣をシュタープで叩いて魔力を注ぎ込む。すると、魔力が満たされた魔法陣が赤い光となって浮かびあがった。魔法陣はローゼマインの足から頭へと上がっていき、ローゼマインの体には魔力の流れが赤く光るように見え始めた。下着を付けている下半身は見えないが、背中や腕にはくっきりと赤い線が見える。


「わぁ!?　何ですか、これ？」


「魔力の流れを見ると言っただろう。ローゼマイン、髪が邪魔だ」


長い髪を退しりぞけられた小さな背中を難しい顔でフェルディナンドが睨む。魔力の流れを見るだけならばカルステッドにもローゼマインにも可能だ。しかし、その赤い線を見て、流れのどこが異常なのか診断することは、ここではフェルディナンドにしかできない。


しばらく背中を睨んでいたフェルディナンドが重い息を吐いて立ち上がった。難しい顔でこめかみを押さえてローゼマインを見下ろす。


「君は一度死んだことがあるな。中心に近い位置で魔力が固まっている」

            





診断結果と貴族街


絶対「神官長にお嫁にいけない体にされましたっ！」と言い張って、政略結婚はお断りして将来は実家に居座ってやるんだ、と考えて、恥ずかしさから目を逸そらしていた健康診断の結果、わたしはフェルディナンドに一度死んだことがあると言われた。


……うん、知ってる。死にかけはよくあったから、一回くらいは死んだかもね。


わたしはすぐに納得したが、カルステッドは納得できない顔でわたしを見た。


「一度死んだことがあるのというのは、どういうことだ？」


「以前はよく魔力が溢あふれて死にかけていたので、一度と言わず、数回死んでいてもおかしくないのです。むしろ、わたくしは魔力が固まっているという方がわかりません。体の中で動かそうと思えば動くのに、固まっていると言われても実感がわかないのです」


わたし達二人の反応に、フェルディナンドは言葉を探すようにこめかみを押さえる。


「カルステッド、魔獣の場合、死んだら魔力を溜める器官へと魔力が流れ込んで固まる。これは知っているだろう？」


「む？　うむ。魔石の元となる場所だろう？」


カルステッドは当たり前のことのように頷いたけれど、わたしは目を瞬またたいた。


……え？　魔力を溜める器官なんて知らないよ？　あれ？　身体の構造が違うの？　見た目が一緒だから全く同じだと思っていたんだけど……。


皮膚を切れば血が出るし、泣けば涙が出るし、口から食べて下から排泄はいせつするので、髪の色や目の色が奇天烈きてれつな人は多いけれど、身体構造については全く同じだと信じて疑っていなかった。魔力を溜める器官があるなんて知らない。


「今、生きて動いているわけだからローゼマインも完全に死んだわけではなく、仮死状態から生き返ったのだと思う。だが、その時に中心に近い位置まで魔力が戻り、ところどころ固まっているところがある」


図に描いてもらったり、状態を色々と教えてもらったりした結果、魔力を溜める器官は場所から考えると、多分心臓だと思う。そして、魔力が固まっているという状態は、雰囲気的には動脈硬化どうみゃくこうかっぽいものではないかと理解した。


「ローゼマインの体は、魔力があちこちで固まっているせいで流れが悪くなり、倒れやすいのだと思う。興奮するとどうしても流れが速くなろうとするが、うまく流れなくて、体を守るために、意識を切って感情を抑えるのではないだろうか」


「では、感情を抑える訓練が必要だな。貴族は覚えねばならぬことだ。ちょうど良い」


興奮しすぎると意識がすこーんと途切れるのは、体の防衛反応らしい。けれど、図書室を見ただけで興奮して倒れるわたしに感情を抑えるなんて高度なことができるとは思えない。


「神官長、体内の魔力を少なくしておけば、ちょっとくらい興奮しても大丈夫ですよね？」


「君は少なくしても動けなくなると言ったであろう？　おそらく魔力が少なすぎると魔力の流れが固まりを越えて行けず、体が動かなくなるのではないかと思われる。そのため、程よく常に魔力を体内に満たした状態にしておかなければならないのであろう」


……うーん、魔力って血液のことかと思ったけれど、やっぱりちょっと違うみたい。わたしが知っている人体と違うっぽい。


「ローゼマイン、君は自分がいつ死んだのか、わかるか？」


「え？　えーと……」


わたしが覚えている最初の頃は部屋の掃除をしたらぶっ倒れていたし、井戸まで行ったら息を切らしていたのだ。わたしがマインになる前から虚弱だったようだし、すでに魔力の固まりがあったとも考えられる。正直なところ、いつ死んだのか全くわからない。


「えーと、わたくしがマインとしての意識を持ったのが五歳の時ですから、その時は多分死んだと思います。でも、魔力の固まりが原因で虚弱だというならば、生まれた頃からずっと虚弱だったと言われていたので、最初に死にかけたのがいつかわかりません」


「自分の体のことだぞ。そのようにどうでもよさそうな顔をするな」


細かく調べたがるフェルディナンドには苦い顔をされたけれど、別にいつ死んだのかは大して重要ではないと思っている。


「だって、いつ死んだのか、何回死にかけたのかなんて、正直どうでも良いんです。今、生きて動いているので。わたくしにとって大事なのは、これが治るかどうかなんですよ。神官長は治す薬を作れるのですか？」


わたしがフェルディナンドを見上げると、眉間みけんの皺しわを深くしながら息を吐いた。


「できなくはない。が、非常に難しい」


魔術具とか回復薬でパパッと終わらせられるのかと思えば、そうではないらしい。


……意外と役に立たないな、魔術具。


心の声が顔に出ていたのか、フェルディナンドがうにっとわたしの頬をつねった。


「難しいのは私にとってではなく、君にとってだ」


「わたくし、ですか？」


……え？　それって、作ろうと思ったら作れるってことですか？


「仮死状態を生き返らせるための薬を使えば良い。魔力が固まるのを防ぎ、溶かす薬はある。ただ、必要な材料の入手が難しい」


「もしかして、領主の養女でも買えないお値段ということですか？」


……そりゃね、死にかけを生き返らせるような薬なんだから、希少価値は高いだろうけど、領主の養女になってもお金に苦労するとは思わなかったよ！


のおおぉ、と頭を抱えていると、フェルディナンドが「値段ではない」と首を振った。


「自分で素材を採らねばならないのだ。素材を採るために、自分の魔力が必要になる」


「死にかけの人に自分で採ってこいって、なかなかひどい薬ですね」


緊急で必要な時に使えないじゃないですか、と唇を尖とがらせていると、フェルディナンドが心底馬鹿にしたような目でわたしを見下ろした。


「君は馬鹿だろう？　上級貴族は貴族院に在籍している間の健康な時に予あらかじめ作ってあって、常に携帯している類の薬だ。実際、ジルヴェスターも私もカルステッドも持っている」


なんと上級貴族にとっては常備薬に当たるらしい。


「わたくし、健康な時がないのですけれど、そういう場合はどうしたら良いのでしょう？」


ぜひとも賢い神官長に教えていただきたいと思って質問すると、フェルディナンドは今度こそ完全に呆れた顔になった。


「だから、君にとっては難しいと言ったではないか。聞いていなかったのか？」


「あの採集を虚弱なローゼマインが行うのは……なぁ」


カルステッドも顎あごを撫でながら難しい顔になる。


「騎士で周りを固めて採りに行き、最後の採集だけローゼマインにさせれば何とかなるはずだ。そのためには自分で騎獣きじゅうに乗れるようにならなければ話にならぬが……」


「うむ。洗礼式と神殿関係の儀式、諸々が終わったら特訓だな」


……うひぃ、上級貴族にふさわしい礼儀作法や一般常識に加えて、そんな特訓まで？　薬を手に入れる前に、わたし、死んじゃうよ!?


「ローゼマインが貴族院に行く前に集め終われば良いが……」


「え？　そんなに時間がかかるのですか？」


「上手くいけば一年。下手すると数年かかる。下級貴族は在学中に完成しないこともある」


わたしが貴族院へ行く十歳までまだ三年もある。それでも、素材が集まるかどうかわからないらしい。それだけ時間がかかるならば、素材を集めても腐くさったり、傷んだりするのではないだろうか、と一瞬思った。けれど、一年以上かかることが前提となっている薬の材料だ。何か保存方法があるのだろう。


「フェルディナンド、冬の素材はどうする？　貴族院の周辺ならば、よく知られた定番の場所があるが、中央に騎士が連れ立って侵入することはできんぞ。完全に宣戦布告になる。どこで採集するつもりだ？」


「エーレンフェスト内で相応しい物を探さなくてはならないな。いくつか候補はある。それに、品質を考えると、貴族院にある定番の素材では少し足りないと思う」


「そうなのか？」


「本人の記憶にないほど昔から固まっているのだ。かなり品質が高くなければ効かぬ」


二人だけでどんどんと話が進んでいく。わたしのことなのに、わたしは完全に置いていかれている。よくある状況だけれど、無視しないでわたしにも説明してほしい。


「し、質問です！　品質の良し悪しはどこで決まるのですか？　どうすれば高品質の物が手に入るんですか？」


びしっと手を挙あげて質問すると、二人は「いたのか」と言うような目でわたしを見下ろした。身長が高い二人の視界にわたしの姿が入らないので、本当に忘れられていたようだ。


「品質はいかに魔力が豊富なところで採集されたかに左右されるな。それから、素材が溜め込んでいる魔力の量にもよる」


「高品質の物を手に入れようと思えば、採集日、採集場所、採集物をよく選ばなければ手に入らぬ。もちろん、採集する者の魔力量にもよる」


「もちろん、と言われても、さっぱりわかりません」


もう少し説明してください、とお願いすると、フェルディナンドは非常に面倒くさそうな顔で首を振った。


「今は時間がない。こちらで手筈てはずは整えるから、君は余計なことは考えず、まず洗礼式を乗り切ることを考えなさい。貴族街へ移動するのは三日後だ」


天幕の陰で着替えてこい、とフェルディナンドに軽く手を振って追い払われた。


二人はどこで何を採るのが、品質や効率を考えて、採集するのは何が良いか、話し合っていたけれど、わたしは着替えが終わるとすぐに部屋から出され、フェシュピールの練習でもしていろと言われてしまった。いつも通りだけど、蚊帳かやの外だ。ひどい。






フェルディナンドの部屋から外に出されると、人払いされていたフランが「神官長は何のお話だったのですか？」と問いかけてきた。フランの隣にはダームエルもいる。


「三日後に巫女見習い、あ、いや、ローゼマイン様が貴族街へと移られると伺うかがったので、その話ではございませんか？」


「えぇ、お部屋の準備ができたのだそうです。しばらくの間、貴族街で教育を受けるので洗礼式までダームエル様、違う、ダームエルともお別れですね」


ダームエルは癒しの魔術を受けたようで、すぐに騎士団に復帰したそうだ。そして、わたしが貴族街にいる間に騎士団で鍛え直され、領主の養女となったわたしの専属の護衛ごえいになるらしい。慣れた人がいるのは安心できるだろう、という配慮だそうだ。けれど、突然身分の上下が入れ替わったので、お互い、敬称の変化には苦労している。すぐには慣れない。


「あとは、わたくしの体を治す薬が作れるかどうか、診断されました」


「親の承諾もなく勝手なことはできない、と神官長から伺ったことがございます。この度カルステッド様がお父様となられたので、診断なさったのでしょう」


確かに娘の服をひん剥いて、魔法陣の上に立たせるような診断をウチの父さんが承諾するとは思えない。変なことをするな、と言いそうだ。親馬鹿な父さんが言いそうな言葉が頭をよぎり、クスッと小さな笑みが思わず浮かぶ。直後にどーんと寂寥感せきりょうかんが胸を占めた。


……うぅ、皆に会いたいなぁ。顔だけでも見たいよ。


洗礼式が終わるまではギルベルタ商会を含む下町の人間と会うことは禁止されている。周囲にマインが死んだことを納得させ、ローゼマインの設定を根回しして浸透しんとうさせる時間が必要なのだそうだ。寂しすぎる。そんなわたしの今の癒しは新しい側仕え達だ。


「おかえりなさいませ、ローゼマイン様」


孤児院長室に戻ると、モニカが出迎えてくれた。エメラルドグリーンの髪を飾り気なく、ひっつめに後ろで一つにくくっている。ヴィルマが大好きで真似っこしているらしい。最初の挨拶は「孤児院から出られないヴィルマの分もわたしがローゼマイン様にお仕えいたします」だった。焦げ茶の瞳は理知的で、雰囲気は真面目な委員長のような感じだ。フランとは真面目同士とても気が合うようで、ロジーナの書類仕事を引き継げるように、今は一生懸命に勉強している努力家さんだ。孤児院ではヴィルマの書類仕事のお手伝いをしていたようで、予想以上に呑み込みが早くて助かる、とフランが褒めていた。


「ただいま戻りました、モニカ、ニコラ」


「おかえりなさいませ、ローゼマイン様。すぐにお茶の準備をいたしますね」


ぱぁっと明るい笑顔を浮かべて厨房ちゅうぼうへ向かったのは、量の多いオレンジに近い赤毛を二つに分けて三つ編みにしているニコラだ。おいしいものが大好きで活動的な十三歳である。いつも元気なにこにこニコラと、心の中でこっそり呼んでいる。以前のデリアの仕事は完全にニコラが引き継ぎ、エラの助手をするのを楽しみにしている子だ。


二人とも、冬に料理の助手として出入りしていたせいもあるのだろうけれど、あっという間に部屋に馴染なじんで、くるくるとよく働いてくれている。この二人が今の癒しだ。


二階に上がるとロジーナがいた。貴族街へと向かう前にこれだけは終わらせてほしいとフランに仕事を積まれている。今処理しているのは神殿長の部屋に入れる調度品の選定で、新しい部屋をどのような色でまとめるのか、どのような道具が必要なのか、リストアップしなければならないらしい。執務しつむ机一つをとっても、どの程度の大きさで、どの程度の高さの物が必要なのか。引き出しの大きさや数を書き出さなければならない。そのリストを元にカルステッドが材質やデザインを選んで品物を注文するのだそうだ。


「ローゼマイン様、お留守の間にお父様からの贈り物が届いていますよ。貴族街へと向かう時の衣装ですね」


貴族街へ向かうための衣装がカルステッドから贈られてきた。わたしの分だけではなく、一緒に移動する専属楽師のロジーナ、専属料理人のエラの分も入っている。


「神官長に言われたのですけれど、わたくし、三日後には貴族街に移るようです」


「では、急いで終わらせなければなりませんね」


ロジーナはフェシュピールを見て、キラリと青い目を光らせた。灰色巫女から専属楽師という立場になれるのが嬉しくて仕方ないことがよくわかる顔をしている。






少しでもお嬢様らしく見えるようにロジーナの猛特訓を受けているうちに、すぐに出発の日になった。朝食を終えて、貴族街へと向かう準備をする。カルステッドに贈られた衣装を着せてもらい、布の靴を履いた。簪かんざしは儀式用の豪華な物を。エラとロジーナもそれぞれの部屋で着替えているので、わたしの着替えを手伝ってくれるのはモニカとニコラと二人に教えるために孤児院から来てくれたヴィルマの三人だ。


「エラを連れていってしまうし、もう少ししたらフーゴ達もイルゼのところへ修行に出てしまうから、モニカとニコラはお料理、大変でしょうけれど、よろしくお願いね」


わたしの言葉にヴィルマも頷きながらモニカ達を見つめて頼む。


「マイン、いえ、ローゼマイン様のお部屋で作らなければ孤児院へ回す神の恵みも減ってしまうから、二人が頑張ってくれると助かります」


「安心してください、ヴィルマ」


「冬にたくさん練習しましたから、おいしいものを作ります」


孤児院から移ってきたばかりの二人は、青色神官や巫女が一人いなくなるだけで神の恵みがどれだけ減るかよく知っている。


「食材は今までと同じ予算で購入するようにフランに伝えているから、気にせず作ってね」


「ありがとう存じます、ローゼマイン様」


モニカとヴィルマが声を揃えて、よく似た笑みを浮かべる。モニカがヴィルマを本当に好きな様子が伝わってきてとても可愛い。


「わたくし、ローゼマイン様がお戻りになる頃には、たくさんのレシピを作れるように頑張って練習します」


「楽しみにしているわ、ニコラ」


着替え終わり、皆で一階へと向かうと、フランとギル、それから、普段は姿を見せない料理人のフーゴ達も一緒に並んで跪ひざまずいて待っていた。


「フラン、皆の取りまとめと神殿長のお仕事の引き継ぎ、よろしくお願いしますね。神殿長のお部屋を整える件については、わたくし、家具は今のままでもよいのですけれど……」


「いいえ、神殿長のお部屋にある家具は女性らしさが全くございません。全て入れ替えるように、と神官長から指示が出ています」


その費用がもったいないと思うのは、わたしの平民思考が抜けていないせいだろう。貴族には見栄が大事で、女性用の家具は優美で華やかな物を揃えなければならないらしい。


下町の人間との会合場所として使われる孤児院長室はこのままの家具を使うことで合意してもらったが、神殿長室は青色神官や貴族も訪れることになるので見た目が大事なのだそうだ。領主の養女になる上級貴族の娘が犯罪者のお下がりを使うなど、とんでもないらしい。家具に罪はないのに融通ゆうずうが利かない。


わたしは上流貴族の娘が使うような家具の知識が全くないし、図書室みたいに本棚と本を大量に置きたいという希望を最初に却下きゃっかされたので、自室の準備などどうでもよくなっている。家具選びも費用も、側仕えとフェルディナンドとカルステッドに丸投げだ。


「ギル、わたくしがいない間に近くの町へ視察に行くのでしょう？　ギルベルタ商会の人達と一緒になるべく行動するように気を付けてね。神官長から文官にわたくしの代理だと伝えてもらったけれど、身分差がどのように作用するかわからないから」


「わかりました。気を付けます」


わたしが上級貴族の娘となったことで、ギルはフランから徹底的に口調と態度を矯正きょうせいされている。領主の養女となり、神殿長となってしまえば、この先気軽に撫でることもできなくなるかもしれない。今のうちに、と考えたわたしはギルの頭をいっぱい撫でた。


そして、珍しく一階のホールに出ている二人の料理人の前に立つ。


「二人とも、毎日おいしい料理をありがとうございました。次に会う時はイタリアンレストランでしょう。ここで学んだことを活かしてくださいね」






神殿の正面玄関まで迎えに来てくれたカルステッドにエスコートされ、わたしは馬車に乗り込む。貴族の服を着ているフェルディナンドも一緒だ。ロジーナとエラは側仕えが使う別の馬車に乗っている。貴族門の開門をするために、側仕え用の馬車は先に走り出した。


「では、いってまいります。フラン、留守を頼みます」


「お早いお帰りをお待ちしています、ローゼマイン様」


見送ってくれる側仕え達との挨拶を終えると、扉が閉められて馬車が軽やかに走り出した。ベンノと乗っていた馬車とは全く違って、あまり揺れないし、乗り心地が良い。すでに貴族門が大きく開いている。門の手前で待機している側仕えの馬車の横を通り抜け、わたし達の馬車は貴族街へ入っていった。


馬車はトロンベ討伐の時に騎士が集合していた広場を通り過ぎ、ずっと続く真っ白の綺麗きれいな石畳を走る。まるで小さな公園が並んでいるように見えるけれど、一つ一つが貴族の館らしい。貴族門から奥に向かうほど高級住宅地になっていくのだそうだ。門から遠いほど、高級住宅地になるのは貴族街も同じらしい。


汚れらしい汚れが見えない馬車が行き交っているけれど、歩いている人の姿は見えない。大人ならば騎獣を使うし、幼い子供を連れる時は馬車なので、街を歩く者は滅多めったにいないそうだ。下町は徒歩が基本だったので、とても変な感じがする。


「あれ？」


建物は大きいけれど、日本の住宅地のように庭の狭い家が立ち並ぶ区域が見えた。門からかなり進んだので、この辺りは門の近くより高級な住宅地のはずなのに狭くなっている。


「庭が大きい家と小さい家がありますが、どう違うのですか？」


「この辺りは領主から土地を与えられているギーベと呼ばれる貴族達の冬の屋敷だ。雪深い冬にしか使わない家に広大な庭は必要ない」


祈念式から収穫祭までを所有する土地で過ごし、冬の社交シーズンに貴族街へ戻ってくる貴族の家らしい。確かに、雪に埋もれてしまうだけなので、広大な庭は必要ないだろう。領主に仕え、エーレンフェストで暮らす貴族の館は庭も広くなるそうだ。


「あの壁までが貴族街ですか？」


貴族街の奥の高い壁を指差して尋ねると、カルステッドは軽く首を振った。


「いや、あの奥に領主の城がある。ローゼマインが行くのは洗礼式の後だ」


高い壁に近い場所に、これからわたしの家となるお屋敷があった。公園のように広い庭を馬車で進むと、神殿や壁と同じ素材を使っているのか、真っ白の建物が見える。


「ここに住んでいるのは、私と第一夫人であるエルヴィーラと息子のコルネリウスだ。あと二人、息子がいるが、すでに成人していて騎士寮にいる。そして、第二夫人とその息子が一人、離れに住んでいる。この二人と顔を合わせることはほとんどないだろう」


扉の前には人が並んでいて、馬車が到着すると同時に扉が開いた。中から一人の女性がゆったりとした歩調で歩み出てくる。


「エルヴィーラだ。これから先、其方の母となる。なるべく上手く付き合っていけ」


お母様となる人は深い緑の髪を複雑に結い上げて、色とりどりの刺繍ししゅうがなされたひだの多い衣装をまとっていた。見た感じ、年のころは三十代半ばだと思われる。静かに立っているだけでも姿勢が良く、動きの一つ一つが優美で上品だ。今まで見たことがあるこの世界の女性とはあまりにも違いすぎて、どんな会話をすれば良いのか思い浮かばない。


「あの、上手くと言われましても、どのようにすれば上手くいくのでしょう？　上級貴族の奥様と上手くやる方法なんて知りません」


わたしが弱音を吐くと、フェルディナンドも「女性の社交は管轄かんかつ外だ」と呟いた。


「エルヴィーラは息子にしか恵まれなかったからな。ひとまず、従順な娘であればよいのではないか？　領主の養女になるとわかっている子供に無体むたいな真似をするほど愚かな女性ではない。ただ、なるべく気に入られた方がこれから先の女性社会では生きやすい」


女ばかりのお茶会や集まりには、いくら保護者でもカルステッドやフェルディナンドは入れない。女性社会での味方を得なければならないそうだ。いきなり難易度が高い。


「エルヴィーラは娘を着飾らせるのを楽しみにして部屋や衣装を整えていたから、気が済むまで付き合ってやればよいと思う」


「わかりました。ひとまずお人形さんに徹してみます」


嬉々として衣装を整えていたのならば、リンシャンや髪飾り、お茶会のお菓子で機嫌が取れないだろうか。共通の会話を探すところから始めるしかない。






「おかえりなさいませ、カルステッド様。それから、ようこそいらっしゃいました、フェルディナンド様」


「あぁ、エルヴィーラ。これから世話をかけるローゼマインだ」


わたしはフェルディナンドとカルステッドに軽く背を押されて、前に立たされる。何度も練習させられた通り、なるべくゆっくりと腰を落としてエルヴィーラの前に跪いた。


「お初にお目にかかります。ローゼマインと申します。水の女神フリュートレーネの清らかなる流れに導かれし良き出会いに、祝福を祈ることをお許しください」


「許します」


これは貴族ならば、出会いを喜んでいますということで、誰もが行う祝福らしい。初対面のベンノにフェルディナンドが与えた祝福も同じものだと言われた。


「水の女神フリュートレーネよ　新たな出会いに　祝福を」


練習した通り、少し魔力を指輪の魔石に籠こめれば、ふわりと浮かび上がった緑の光が降り注ぐ。祝福を受けたエルヴィーラがにこりと笑った。


「歓迎します、ローゼマイン。これから、わたくしが貴女あなたの母です」


……一応挨拶は及第点きゅうだいてんをもらえたみたい。

            





洗礼式の準備


そんなこんなで貴族街での生活が始まったわけだが、下町の生活とも神殿の生活とも全く違う。壁一つ隔てるだけでここまで違うのか、と目を見張ることの連続だった。


一番大きな違いはトイレだ。おまるにして外にポイではない。なんとお部屋にトイレがあった。ただし、水洗トイレではない。深い穴が開いた落下式便所だ。底の方には何やらねばねばしたものがうごめいていて、初めての時は悲鳴を上げてしまった。ねばねばが排泄物を分解してくれるそうだが、すぐには慣れない。


……ホントに気持ち悪いんだよ！　あのねばねばが上がってきそうで怖い！


まだ夜中のトイレには一人で行きたくない。誰か付いてきて、と言っても変には思われない幼女でよかった。必ず側仕えが付いて回るお嬢様でよかったと心底思っている。


そして、念願ねんがんのお風呂もあった。わたしの場合、まだうまく背中に手が届かなくて、今まではトゥーリと洗いっこしていたので、女性に手伝ってもらって入るお風呂には特に抵抗はない。高いのだろうとわかる香りの強い石鹸せっけんを惜しげもなく使われ、ちょっと恐縮してしまうが、マッサージ付きで極楽気分だ。でも、石鹸で髪を洗われると、乾いた後バシバシガビガビした感じになってしまう。櫛くし通りが悪くなり、艶がなくなってきた。


「お母様、お願いがあります」


「あら、何かしら？」


「ギルベルタ商会を呼んでください。リンシャンがないと髪が傷んでしまって……」


下級貴族が使うような商人を呼ぶなんて、と最初は良い顔をしなかったエルヴィーラだったが、髪の艶のための商品が欲しい、と訴えたことで呼んでくれることになった。






指定した日、木箱に商品を詰めたベンノとマルクが来た。二人とも仕事用のキリッとした顔付きで部屋に入ってくる。ルッツも来るかな？　とワクワクしながら待っていたけれど、ルッツの姿はない。まだ上級貴族の家に連れてくることはできないようだ。


……ちぇ、会いたかったのにな。


長々とした挨拶を終えると、エルヴィーラが商品を見せるように促した。


「ベンノと言ったかしら？　ローゼマインが愛用していた商品を見せてちょうだい」


「こちらでございます」


ベンノとマルクが持ち込んだ木箱から、リンシャン、この家では普段使いになりそうなやや豪華な髪飾り、羊皮紙より安価で購入しやすい植物紙を取り出していく。


「ローゼマイン様がご愛用なさっていたのは、こちらのリンシャンです。季節に合わせた新しい香りもございます。ぜひ、お手に取ってご確認ください」


商魂しょうこんたくましいベンノは工房でスクラブを変えて、四種類のリンシャンを作らせていた。今までトゥーリの手作りリンシャンを使っていたわたしは、ちょっと珍しい物を見る気分で、匂いを嗅かいでみる。ほとんど匂いのしない物やハーブの匂いのする物、甘い匂い、さっぱりした匂いと四種類があった。わたしが気に入ったのは、この季節になると採とれる甘い匂いのするコーヴェとフェリジーネの皮を粉末状のスクラブにしたリンシャンだ。


「お母様、わたくし、今回はこのリンシャンをいただきたいです」


「まぁ、良い香りね。わたくしも使ってみようかしら？」


リンシャンとお勉強用に植物紙を買ってもらうことが決定した後、わたしは押し花の透すかしが入った紙をエルヴィーラにお勧めしてみた。


「お母様、この紙を招待状に使うと素敵だと思いませんか？　花がとても綺麗」


「あら、本当ね。花が入っているなんて珍しいわ」


どうなっているのかしら、とエルヴィーラは興味深そうに紙を手にした。


「こちらは作られたばかりの新作でございます。春の花が華やかで、いただいた方の心に残る招待状となるでしょう」


「でも、すでに購入者がいるでしょう？　わたくしが後を追うのは、ね」


ギルベルタ商会は主に下級貴族が使っている店だ。上級貴族であるエルヴィーラが下級貴族の真似をするのは美しくないらしい。上級貴族は流行に乗る側ではなく、流行を作る側でなければならないのだそうだ。


……何それ、面倒くさい。


「いいえ、これはローゼマイン様のために本日初めて店から出した物で、目にしたお客様は他にいらっしゃいません」


「そう。では、いただきましょう」


エルヴィーラの後ろからこっそりベンノに向かって「やったね」と言う代わりに親指を立てる。ベンノがニヤリと笑い、マルクが笑うのを堪こらえてさりげなく後ろを向いた。


……あ、いけない、いけない。お嬢様しなくっちゃ。


「こちらはローゼマイン様にご愛用いただいている髪飾りです」


「可愛らしいですけれど、もう少し良い糸を使って華やかにしていただきたいわ」


今日付けている髪飾りより豪華だが、品質がお気に召さないらしい。充分だと思うけど、と心の中で思いながらベンノを見ると、獲物を見つけた狩人かりゅうどのように目を輝かせていた。


「もちろん注文も受け付けています。最高級の糸をお望みでしたら、色や糸の指定もいただいた方が、よりご満足いただけるでしょう。花や葉の形も数種類ございまして、お好みの花をどのように組み合わせるのか、いくつ使うのかで印象も変わってまいります」


エルヴィーラはいくつかの髪飾りの中から、この形でこれくらいの大きさで、これとこれを組み合わせて、色は、糸は……と注文を出していき、ベンノはそれを書き留めていく。


後日、仕上がった物を持ってくると約束して、ベンノ達は帰っていった。ギルベルタ商会は上級貴族のお得意さんゲットに成功したのである。






「本当に艶が出て綺麗になったわ。これを下級貴族が独占していたなんて……」


新しいリンシャンを使って、わたしの髪に艶が戻り、エルヴィーラの髪も艶々になった。エルヴィーラは自分の髪に満足しつつも上級貴族が知らなかったことに不満を零こぼす。


「リンシャンが売り出されてから、まだ一年ほどしかたっていませんし、石鹸に比べるとお値段が高いので、なかなか売れないそうです。美容にお金をかけられる上級貴族向きの商品かもしれませんね。領主様の奥様にお勧めしたら喜んでくださるでしょうか？」


「えぇ、きっと」


お茶の時間の話題は美容に関するものが多い。リンシャンや髪飾りは上級貴族の間で目にすることもなかったようで、エルヴィーラはこれから流行させるのだ、と息巻いている。


これまでのギルベルタ商会から考えると横道に逸れたお仕事ばかり頼んでいたわたしとしては、本業でお手伝いできて嬉しい限りだ。「ベンノさーん、本業のお仕事が増えたよ。よかったね」と心の中で呼びかけておいた。


「お待たせいたしました。本日は、お茶の葉を混ぜ込んだクッキーでございます」


エラがなるべく音を立てないように、そっとお皿をわたしとエルヴィーラの前に置いた。ふんわりと甘い匂いが漂ただよい、エルヴィーラの目が柔らかく細められる。


「今日は一体どのような味かしら？」


エラの作るお菓子は予想通り、エルヴィーラに大好評だった。中央から砂糖が入ってきているけれど、まだお菓子のレシピはそれほど出回っていないらしい。これまでのお茶の時にカトルカール、クレープ、クッキーを出してみたけれど、どれも評価が高い。


研究しまくって、数種類のカトルカールを作れるイルゼには敵わないけれど、エラもカトルカールを作ることはできる。もう独占契約をした期間も過ぎたので、カトルカールのレシピを公表しても問題ないはずだ。


「お菓子のレシピを我が家の料理人にも教えてほしいものだわ」


エラはまだ家人の信用を得ていないので、これまではわたしの専属料理人として小さな厨房でお茶の時のお菓子だけを作っていたけれど、やっとエルヴィーラの信用を得たらしい。エラの顔に笑みが広がっていく。


「厨房への立ち入りを許していただければ、エラが知らないお料理のレシピとお菓子のレシピを交換いたしますよ。わたくし、エラにはもっと色々なレシピを知ってほしいのです」


「では、料理長と相談した後、許可を出しましょう」


料理長が呼ばれて話をした結果、数日後からは大きな厨房に立ち入ることが許され、レシピ交換が行われることになった。エルヴィーラはわたしが領主の養女になって生活の場を変える前に、お茶会に必要なお菓子のレシピを手に入れたいようだ。お菓子でも流行を作るつもりなのだろう。上流貴族の奥様というのはとても大変そうだ。


「これはお茶の香りがして、とてもおいしいですね」


「えぇ、このクッキーはフェルディナンド様も好んでいらっしゃるのです」


神殿にいる時以外は「フェルディナンド様」と呼ばなければならないが、正直、長くて呼びにくい。ちなみに、「養女になった後は叔父様ですか？」とフェルディナンドに聞いたら、無言で頭をぐりぐりされた。叔父様呼びは駄目らしい。


「フェルディナンド様が？……そう」


フェルディナンドの日常におけるちょっとした情報はエルヴィーラにとって、とても楽しい話題のようで、最も食いつきが良い。不安だったエルヴィーラとの関係がそれなりにうまくやっていけるのは、フェルディナンドのおかげだ。


二日に一度はフェルディナンドが様子を見に来てくれるせいか、エルヴィーラは常にご機嫌だ。わたしはご機嫌なエルヴィーラしか知らないけれど、この家の三男で騎士見習いをしている十一歳のコルネリウスがそう言っていた。コルネリウスは若葉のような明るい緑の髪に黒い瞳の、背が伸び始めたけれど幼さが残っている少年である。


ここに来て初めて知ったことがある。フェルディナンドは貴族女性のアイドルだったらしい。顔良し、血筋良しで、領主代理も文官も騎士も、とどんな仕事もこなせる上に、芸達者。しかも、神官で決まった相手はこれから先もできない。確かに、遠くから見て騒ぐなら、これ以上はないと思う。


フェルディナンドが来た時のエルヴィーラは完全にアイドルのディナーショーに来ているファンのような顔をしている。フェルディナンドの前では真面目な顔でわたしの教育方針や進み具合を話しているけれど、フェルディナンドが帰った後の「ここが素敵だった」話が長い。しかも、同じような褒め言葉がループする。今まではその聞き役を務めていたコルネリウスは、嬉々としてその役割をわたしに回してくれた。「やはり、女同士の方がフェルディナンド様の魅力はよくわかるだろう」だそうだ。


……いや、よくわからないんですけど。


確かに、フェルディナンドは万能な人で、何をやらせてもすごい人で、とてもお世話になっている。でも、きつい物言いをするし、容赦ようしゃがなくて怖いところがある。わたしから見たフェルディナンドは、エルヴィーラのようにきゃあきゃあと騒げるような対象ではないのだ。


わたしが小さくそう言ったら、「まぁ、ローゼマイン。腹芸の一つもできない、敵を排除はいじょすることもできないような優しいだけの男は駄目よ」とエルヴィーラに諭さとされた。


……貴族社会、怖い。


もちろん、お勉強は毎日させられている。今は専もっぱら洗礼式に集まる親戚についてのお勉強だ。カルステッドが領主の従兄なので、親戚関係は上流貴族ばかりで、長ったらしい名前を覚えるのに苦労している。しかも、土地持ちの伯爵や子爵も多く、ギーベ＋土地の名前と個人の名前を別に覚えなければならなくて大混乱だ。


「貴族達の名前を覚えるのが大変なのです。何か簡単な覚え方はございませんか？」


フェルディナンドが様子を見に来てくれた時に愚痴ぐちを言ってみると、フェルディナンドは仕方がなさそうな顔になる。


「さもありなん。君には馴染みがないからな。だが、覚えておかなければ、後で困る」


そう言ってフェルディナンドは領地内の地図を広げると、わたしの親戚の所有する領地とそこで有名なものなどを祈念式で行った順番に指先でたどりながら教えてくれた。春先に泊まったところが多いので、記憶に新しくわかりやすい。横でメモをしながら話を聞く。


「領地持ちの親戚はまだ記憶しやすいですけれど、城に勤つとめる文官や武官は役職名も似ていてわかりにくいですね」


「ふむ。ならば、少しやる気が出るように褒美ほうびをつけるか……」


フェルディナンドはニヤリと笑って、わたしを見た。


「洗礼式までにこれを全て覚えて、無事に洗礼式を乗り切れば、君が神殿長になった暁あかつきには神殿図書室と貴重本が収められた書棚の鍵の管理を任せよう」


「フェルディナンド様、それって、もしかして……」


図書室の鍵を持っていれば、好きな時に入れるということではないだろうか。今までは神殿長が管理していたため、見ることさえできなかった貴重本を読めるということではないだろうか。期待に目を輝かせると、フェルディナンドは貴族らしい笑みで頷いた。


「その通りだ。私の許可なく図書室へ入れるし、貴重本を読むことができるようになる」


「やります！　死んでも覚えます！」


自由に入れる図書室で新しい本を読むためならば、行儀作法もお勉強もエルヴィーラのフェルディナンド語りも苦ではない。俄然がぜんやる気が湧わいてきた。本気で暗記に没頭ぼっとうし始めたわたしは、エルヴィーラとフェルディナンドの会話を全く聞いていなかった。


「貴重本の管理は長おさの職務ではありませんか。神殿長の職務をご褒美に見せかけるなんて、相変わらずフェルディナンド様は人を使うのがお上手ですわね」


「あれが扱いやすいだけだ」






そして、お勉強は順調に進み、根を詰めすぎてぶっ倒れた後、洗礼式の衣装の仮縫ぬいも行われた。わたしが屋敷に来る前からエルヴィーラが張り切って注文していたらしいが、持ち込まれた衣装は何故か四着あった。洗礼式の衣装なんて一つで十分だと思う。


「あの時はローゼマインの容貌ようぼうも何もわからなかったから、念のために頼んでおいたのです。どの衣装が気に入って？」


多分ここで「どれでもいいです」と言うのはお嬢様失格だ。わたしは大きな姿見の前で着替えさせられ、エルヴィーラの顔色を見ながら少し悩む。どの衣装も色は白で、季節の貴色である青とわたしの瞳の色である金色が刺繍に使われているので、どれを着ても似たような感じだし、この外見ならどれでも似合う。麗乃うらの時代と違って、隠さなければならない欠点らしい欠点がないのだ。強いて欠点を挙げるならば中身だろう。


わたしはそれほどごてごてした衣装は必要ないと思っているが、普段着せられている服や飾りから考えると、エルヴィーラは飾り立てるのがお好きらしい。とりあえず、エルヴィーラの好みを考えて、衣装を指差してみた。


「こちらか、そちらで悩んでいます」


「あら、ローゼマインも？」


どうやら正解だったようで、エルヴィーラはどちらも似合うから困る、と真剣に悩み始めた。針子はりこ達はわたしが指差した衣装でサイズ合わせを始めた。洗礼式を受ける子供のおよそ平均的なサイズで作ってくれた仮縫いの衣装だが、わたしにはちょっと大きい。


……うぅ、一年留年してるのに。


「どうだ、決まったか？」


エルヴィーラが悩んでいるところにカルステッドがやってきた。財布を受け持つ家長として最終的に決まった衣装の確認をするのだそうだ。


「あら、カルステッド様。いかがです？　とても可愛らしく仕上がったでしょう？」


「あぁ、よく似合っている」


「ですが、こちらとそちらで悩んでいるのです」


スカート部分のひだや胸元のデザインを比べては、ものすごく細かいところで良し悪しを付けているエルヴィーラを見て、カルステッドは肩を竦すくめた。


「細かい違いを延々と説明されてもよくわからぬ。両方とも注文すれば良いのではないか？　当日の気分で選べば良いし、子供は衣装を汚すことも考えられるだろう」


「まぁ、それは良いですね。そうしましょう」


エルヴィーラは嬉々として針子達に指示を出し始めた。その様子を横目で見ながら、わたしはカルステッドのマントをつかんでクイッと引っ張ると、小さな声で話しかける。


「お父様、わたくしは衣装を汚すつもりもありませんし、洗礼式の衣装なんて二つも必要ありません。お金がもったいないですよ」


「エルヴィーラの長い説明と、後から何度も、やはりあちらの方が、と聞かされる苦行から逃れられると思えば衣装の一つくらい安いものだ」


衣装を二つ買うのは、カルステッドなりの先行投資だったらしい。心と家庭の平穏が金で買えるうちは良いのだそうだ。


……悟りきっている目が気になるよ。何があったの、お父様？






洗礼式の前日には、騎士寮で生活している長男のエックハルトと次男のランプレヒトが戻ってくると連絡があった。わたしはコルネリウスに手を引かれて出迎えに向かう。コルネリウスは未成年の騎士見習いで家から通っているため、朝食と夕食の時には顔を合わせている。けれど、普段は騎士寮で生活している兄様方と顔を合わせるのは初めてだ。


「初めてお会いするので、少し緊張いたします」


「……兄上達に会ったことはあるだろう？　私は話を聞いたことがあるぞ」


なんと二人の兄様は騎士としてトロンベ討伐の時に同行していたらしい。騎士団は皆が同じような全身を覆おおう鎧とあまり顔が見えない兜かぶとを被っていたので、わたしの方には覚えがない。けれど、兄様方はわたしを知っているそうだ。


「あぁ、もう着いたようだな」


前にわたしを急かして倒れさせたことがあるコルネリウスは、側仕えにわたしを抱き上げさせると、早足で玄関へと向かった。


「兄上、おかえりなさい」


「コルネリウス、今戻った」


長男のエックハルトは十八歳で濃い緑の髪に青の瞳だ。カルステッドとよく似た顔立ちで、体つきも大柄でがっちりしている。


「おかえりなさいませ、エックハルト兄様」


「あぁ、ただいま戻った。……ローゼマイン」


少し体を屈めて、視線を合わせようとしてくれるエックハルトと違って、次男のランプレヒトはわたしをぐいっと抱き上げて視線を合わせた。


「本当にあの時の巫女見習いだ。巫女見習いが妹だったとは思わなかったよ。……ローゼマインはヴィルフリート様より小さくて軽いな」


「ランプレヒト兄上、ローゼマインが驚いている」


コルネリウスが注意を促したけれど、ランプレヒトはニッと笑っただけだ。


「あぁ、本当だ。目が真ん丸になっている」


まだ成長期なのだろうか、十六歳のランプレヒトはカルステッド譲ゆずりの赤茶の髪に明るい茶色の瞳だ。エックハルトに比べると頭一つ分くらい背が低いけれど、大人の平均くらいの身長はある。肉付きもカルステッドやエックハルトに比べると薄く見えるが、抱き上げられるとがっちりとしているのがよくわかる。


「ただいま、ローゼマイン」

            





    
  
  




「おかえりなさいませ、ランプレヒト兄様」


「私はアウブ・エーレンフェストの息子であるヴィルフリート様の護衛騎士だ。ローゼマインが養女となって、城に上がってからも顔を合わせることになる。よろしく」


明日はいよいよ洗礼式。領主夫妻とヴィルフリートも招待されているらしく、また新しい家族との顔合わせである。

            





貴族の洗礼式


洗礼式当日の朝は、去年の下町の時も慌ただしかったけれど、貴族街ではさらに慌ただしかった。朝早くから叩き起こされて、眠たいまま湯浴ゆあみをさせられ、汚さないように普段着で朝食を摂った後、すぐに洗礼式の衣装に着替えさせられるのだ。


「おはようございます、お母様」


湯浴みを終えたわたしが食堂へ行くと、朝食を摂っているのはエルヴィーラ一人だけだった。貴族街では神殿に行って洗礼を受けるのではなく、神官を呼びつけて自宅で洗礼式を行うので、洗礼式を行う時は家中がてんやわんやになる。給仕もいつもならば、厨房の人がしているのだが、今日は側仕えの仕事になっている。お客様がいらっしゃる時間に合わせて、厨房は今戦争中に違いない。


「ローゼマイン、フェルディナンド様が贈り物を持っていらっしゃるから、早目に着替えを済ませておくのですよ」


「はい、お母様」


朝食を終えたエルヴィーラが出て行ったかと思うと、エックハルトが入ってきた。なるべく急いで食べているわたしの正面に座り、エックハルトは優しく微笑んだ。


「おはよう。それから、おめでとう、ローゼマイン」


「ありがとう存じます、エックハルト兄様」


エックハルトは置かれた皿に手を付けながら、わたしに話題を振ってくれる。沈黙で食べることになるのか、と少しだけドキドキしていたので安心した。


「今日の洗礼式を執とり行う神官はフェルディナンド様だそうだな？　フェルディナンド様が神事を執り行うところを見るのは初めてだから、実は私も楽しみにしているのだ」


「……初めて、なのですか？」


貴族の洗礼式は神官を家に呼んで行われる。そして、貴族の洗礼式はお礼金をもらえるので、神官にとって貴重な収入の機会である。貴族は少しでも位の高い神官を呼ぼうとするが、フェルディナンドは今まで貴族街で神事を執り行ったことがないらしい。どうしてだろう、と考えていたのが目に入ったのだろう。エックハルトが説明してくれる。


「上級貴族の神事にはこれまで神殿長が来ていたからな」


領主や上級貴族など、フェルディナンドとお付き合いのある家は基本的に神殿長ともお付き合いがあり、招かれるのは神殿長だったらしい。フェルディナンドは神事に呼ばれなくても、別枠の収入と大量の仕事があるので全く問題ないらしく、神事は他の神官に回していたようだ。


「フェルディナンド様が神官としていらっしゃるなら、今日はいらっしゃった貴族の女性方が大騒ぎするかもしれないな」


フェルディナンドが貴族街に来る時はいつも貴族らしい装いをしているので、神官の儀式用衣装を見れば、きっと黄色い悲鳴が上がるだろう、というようなことを教えてくれた。


……儀式用の神官服に悲鳴って、制服にときめくようなものかな？　わたしは神官服の方が見慣れているから何も思わないけれど。


騎士見習いになってからフェルディナンドが神殿に入るしばらくの間、一緒に騎士をしていたエックハルトはフェルディナンドについて、かなり詳しいらしい。


「フェルディナンド様は何をやらせても完璧だから、妬ねたんだり、僻ひがんだりするより、憧れというか、崇拝すうはい対象だったよ」


なんと貴族院にいる間はフェルディナンド情報をエルヴィーラに流して、お小遣いをもらっていたらしい。フェルディナンド情報はわたしにとってもイイ収入源になりそうだ。


「フェルディナンド様が庇護ひごするとおっしゃった巫女見習いだからね。私も君を妹として大事にするよ。だから、ローゼマインもフェルディナンド様を大事にしてくれ。私はあの方の味方が一人でも増えてほしいのだ」


「わかりました」


もきゅもきゅとわたしが朝食を終えるより早くエックハルトが食べ終えて出て行った。お喋りしながら、ゆったりとした優雅ゆうがな動きで食べていたのに早い。後から来たエックハルトに置いていかれたわたしは、急いで掻かき込むように朝食を食べ終えた。


「コルネリウス兄様、おはようございます」


部屋へ戻る途中で、食堂へ向かうコルネリウスを見つけた。


「ローゼマイン、おはよう。君も叩き起こされたんだ？」


「側仕えに起こされましたけれど、わたくしはもう湯浴みも朝食も済みました」


着替えは済ませているが、コルネリウスはまだ眠そうな起き抜けの顔をしている。それを指摘すると、コルネリウスは小さく笑った。


「では、私も急いで食事を終わらせなければ。あぁ、ローゼマイン。今日はおめでとう」


「ありがとう存じます、コルネリウス兄様」






部屋に戻ると着替え開始だ。側仕えがどちらの衣装にいたしましょうと、二つの衣装を並べた。どちらを選んでも、エルヴィーラの好みなので問題はないはずだ。衣装の内、何となくの気分で右側を選んだ。手早く仕事をこなす側仕え達の「腕をこちらに」「右の足をこちらへ」という指示に従えば、すぐに着替えは終わる。


鏡の前で丁寧ていねいに髪を梳すかれていると、扉の向こうで小さくベルが鳴った。


「お母様だわ。お通しして」


「ローゼマイン、着替えは終わったかしら？」


「もう終わっています、お母様」


わたしが返事をすると、エルヴィーラは一度部屋から出た。その後、扉の向こうへと声をかけて、晴れ着を着たカルステッドと、儀式用の衣装を着て小さ目の木箱を持ったフェルディナンドを伴って部屋に戻ってくる。カルステッド、フェルディナンド、その後ろからエルヴィーラが進んでくるのだが、フェルディナンドを見ているエルヴィーラの目がキラキラしているのが、ちょっと楽しい。


「洗礼式おめでとう、ローゼマイン。あぁ、よく似合っているな」


「ありがとう存じます、お父様」


お礼を述べると、カルステッドはフッと笑みを浮かべた後、わたしの手を取って、「この指輪を一度返してもらう。洗礼式で渡すからな」と魔術具の指輪を抜き取った。神殿の隠し部屋の登録をするため、そして、神殿で青色神官と何かあった時のために用心で指輪をくれたが、本来は洗礼式で渡す物なのだ。


貴族の子は生まれた時に溢れる魔力を魔石に溜めるための魔術具を与えられ、洗礼式では魔力を放出する指輪が与えられる。わたしは貴族の子に与えられる魔術具を与えられていない。神殿で奉納ほうのうすれば良いし、魔力の籠こもった魔石が必要になった時はすぐに準備できる魔力があるからだ、とフェルディナンドが言っていた。


カルステッドが指輪を持って退くと、次はフェルディナンドが木箱を持ってやってきた。


「おめでとう、ローゼマイン。今日の祝いにこれを」


「まぁ、何をいただいたのかしら？　ローゼマイン、開けてみてちょうだい」


もらったわたしよりもエルヴィーラの方が興奮している。わたしはフェルディナンドにお礼を言って木箱をテーブルの上に一度置くと、上級貴族に相応しい所作で丁寧に蓋を開けた。


「あら、素敵ですこと！」


そこにあったのは最高級の糸を使った艶のある華やかな髪飾りだった。そっと取り出して見てみれば、花弁はなびらの縁が金色で彩いろどられた白の大振りの花が三つ。その周囲を花弁の縁が金色で彩られた青の小さ目の花が取り囲み、そこから藤の花のように連なって垂れて揺れる小花が青から白へのグラデーションを描いている。


……これを作ったの、トゥーリと母さんだ。


髪飾りの中の花に、コリンナに技術を譲った後でトゥーリと母さんに教えた新しい花がある。去年の髪飾りとデザインが似ていることからも二人の関与は明らかだ。ならば、この簪部分を削って磨いてくれたのは父さんかもしれない。脳裏のうりに家族の顔が浮かんだ途端とたん、忙しさに没頭することで頭の隅の方へと押しやっていた寂しさが一気に襲ってきた。


「……あ……」


堰せきを切ったように涙が溢れて零れていく。考えないようにしようと思っていた家族のことで胸がいっぱいになって、髪飾りを持ったまま動けなくなった。


「ローゼマイン？」


エルヴィーラが驚いたように目を見開いて、わたしを見た。突然零れた涙に驚いた側仕えがタオルを持って駆けてきて、そっと顔に押し当ててくれる。


「ローゼマイン、落ち着きなさい」


わたしの手から髪飾りを取り上げて、フェルディナンドが無表情に静かな声で命じる。止められるものならば止めたいが、蛇口が壊れた水道のように勝手に涙が流れていくのだ。


「……む、無理です。止まらな……っひ……っく……」


おろおろとしている周囲をくるりと見回したフェルディナンドの顔は無表情なのに、薄い金色の目にはわずかに焦りが浮かんでいる。ググッと眉間に深い皺を刻んだフェルディナンドがトントンと指先でこめかみを叩いた。


「カルステッド、全員部屋から出せ！　私が許可するまで誰も入ってくるな！」


「はっ！」


厳しい声の命令を受けたカルステッドが即座そくざに心配そうな皆をまとめて部屋から出す。誰も残っていないことを確認して、カルステッドは扉を閉めた。






二人だけで残された部屋の中、全員が完全に出て行き、扉がぴったりと閉ざされたことを確認した後、フェルディナンドはわたしの顔をタオルでゴシゴシ無造作に拭ぬぐう。それでも止まらず、止めどなく零れる涙にものすごく嫌そうな顔になった。


「神官長、ぎゅー」


「タオルを顔から離さないように。衣装を汚したら、私は帰るからな」


恨うらめしそうな声でそう言いながらフェルディナンドは椅子に座り、わたしを抱き上げて包み込むように抱きしめてくれた。人の温もりに身体中の力が抜けていく。カルステッドもエルヴィーラも兄様方も優しくしてくれるけれど、今までの生活に比べると、ここでは触れ合いが極端に少ない。安心できるスキンシップに飢えていたらしい。顔にタオルを押し当てたまま、わたしはフェルディナンドにしがみついた。


「……まさか洗礼式当日の朝にこのようなことになるとは」


フェルディナンドのぼやく声が響いてきた。やっと涙が止まってきたわたしも唇を尖らせる。


「洗礼式に家族が作った簪を持ってくるなんて、狙ねらってやったとしか思えませんよ」


「ほぅ、そうか。私としては喜ばせるつもりだったのだが、逆効果だったようだ。君に髪飾りはもう二度と贈らないことにする」


「待ってください。喜びました！　すごく嬉しいです。これからも贈ってください」


「またこのような状況になるのは御免こうむる」


苦々しい表情でそう言われ、ただでさえ不安定だったわたしの涙がまた溢れ出す。


「嬉しいって、言ってるのに……これからも欲しいって、言っているのに……神官長の意地悪ぅ。……うぇ……っく」


「面倒くさい。本当に面倒くさいな、君は。私に一体どうしろと？」


突き放した言葉の割に、フェルディナンドの声は途方に暮れている。


「今度からは数日前に贈ってください。すごく嬉しいのは本当なんです。でも、すごく寂しくなるから、心の整理をする時間も欲しいです」


「……わかった。考慮こうりょするから、いい加減に泣き止みなさい」


泣く子には勝てないと言わんばかりに、そう言って、フェルディナンドはわたしの頭をぽふぽふと軽く叩いた。






しばらくぎゅーしてもらったことで落ち着いてきたので、フェルディナンドにもたれかかっていた体を起こして膝から降りる。


「そろそろ平気そうです。お世話かけました」


タオルを握ったままわたしが退くと、フェルディナンドは「まったくだ」と言いながら、むすっとした顔で立ち上がって扉の方へと向かう。


「入れ」


フェルディナンドの言葉にランプレヒトと側仕え数人が入ってきた。


「失礼いたします。父上と母上は客人の出迎えに行ったので、私が代わりに……」


そう言いながら入ってきたランプレヒトが、目元が赤くなったわたしの顔を見た途端、言葉を途切れさせ、ひくっと頬を引きつらせた。


「ローゼマインの目元が真っ赤だ。すぐに冷やせ。母上が見たら一騒動起こるぞ」


ハッとしたように側仕えがバタバタと慌ただしく動き始め、そこでフェルディナンドが初めてわたしの目が赤くなっていることに気付いたようで、わたしに向かって手を伸ばす。


「いや、必要ない。ローゼマイン、来なさい。癒しを」


フェルディナンドが魔力を籠めたのか、左手の腕輪の魔石が光った。その左手でわたしの目元を覆い、「ルングシュメールの癒しを」と小さく呟く。フェルディナンドの手で閉ざされた瞼の向こうに優しい緑の光が満ちていくと、側仕え達の「おぉ」という小さなざわめきが耳に届いた。すぐに光は消え、フェルディナンドの手が離れていく。


わたしがゆっくりと目を開けると、目の状態を検分するフェルディナンドと、母親の怒りの回避に成功したことに安堵するランプレヒトが見えた。


「神事を前に、癒しをいただくことになるとは……。恐れ入ります、フェルディナンド様」


「これくらいならば大したことはない」


どうやら目元の腫はれは引いたらしい。わたしはペタペタと自分の顔を触り、鏡を見て確認する。大丈夫そうだ。


「フェルディナンド様、ローゼマインの身に一体何が起こったのでしょう？　今後のためにも教えていただけると助かります」


「……今日はお互い忙しい。後日でよかろう。ローゼマインは早く準備を終えるように」


ランプレヒトの質問に、フェルディナンドは言葉を濁にごして扉へ向かう。元の家族が作った髪飾りを贈ったら泣かれて、抱きしめて慰めていたなんて、フェルディナンドが答えるわけがない。後日追及されるまでに、何やら言い訳を考えるのだろう。


洗礼式が始まる時間が迫っているようで、フェルディナンドが扉を開けると、がやがやとした喧騒けんそうが遠くから聞こえてきた。






ポマードのような整髪料で髪を整えると、わたしの髪もきちんと紐で結べるようだ。べたべたと整髪料を付けられ、側仕えに髪の上半分を複雑に編み込まれた。そして、フェルディナンドにもらったばかりの髪飾りを挿してもらう。


準備を終えると、ランプレヒトにエスコートされて待機用の部屋に移動する。洗礼式を行うホールへ続く階段に最も近い部屋で、お呼びがかかるまで待機だそうだ。


「どうやら領主一家が到着したらしい。私も挨拶に行かねばならないのだが……一人で待てるか？　ヴィルフリート様のように抜け出したり、隠れたりしないか？」


ジルヴェスターの息子はどうやらミニジル様らしい。護衛騎士のランプレヒトは、脱走暴走するジルヴェスターを押さえるカルステッドと同じような立場のようだ。普段からとても苦労しているのだな、と思わず同情してしまう。


「ランプレヒト兄様は、一人で、とおっしゃったけれど、兄様が出て行ったとしても、側仕えがいるので、完全に一人にされるわけではありません。それに、わたくしには普通の子供のように抜け出すための体力がございません。安心していってらっしゃいませ」


ランプレヒトが「逆に不安になる」と言いつつ、部屋を出て行く。


しばらくすると、カルステッドとエルヴィーラが待機部屋に入ってきた。招待客の出迎えは済んだようだ。エルヴィーラはわたしのところに来て、じっくりと顔を覗き込む。


「ランプレヒトから聞きました。泣いて、目を腫らして、フェルディナンド様から癒しを受けたのですって？　ローゼマイン、初対面というのはとても大事です。その方の印象が顔を合わせたほんの一瞬で決まってしまうのですから」


目元が腫れていないことを確認しながらエルヴィーラは貴族女性の心得を説く。


「大勢の方との初対面になる洗礼式で目元が腫れるように泣くのは淑女しゅくじょ失格です。常に一番美しい自分を見せられるようにならなければなりませんよ」


その後、洗礼式の流れをおさらいする。別の部屋で待機しているフェルディナンドが出て行ったところから洗礼式が始まり、呼ばれたら両親の後ろを歩いて壇に上がるのだ。


「まああぁぁぁ！」


「きゃあああぁぁぁ！」


突然、女の人の黄色い悲鳴が上がったのが部屋を隔てていてもわかった。何事か、とわたしが驚いて扉の方を見ると、「フェルディナンド様だろう」とカルステッドの声がかかる。今日は洗礼式で、別にフェルディナンドのフェシュピールコンサートではないはずだ。


「……これでは、主役のわたくしはどなたの目にも入らないかもしれませんね」


「あら、神官服のフェルディナンド様は、皆様初めてですもの。胸が高鳴るのも仕方ありませんわ」


普段とは違う姿にキュンとする人は、麗乃時代の数少ない友人にもいた。眼鏡やスーツに異様に食いつくのだ。


……眼鏡男子ならぬ、神官男子？　それとも、制服萌えというやつだろうか。わたしにはわからないし、外見から考えると、神官長は男子なんて年じゃないけどね。


ピタリと黄色い悲鳴が止まった。その後、何を言っているのか聞き取れないけれど、フェルディナンドの響きの良い低い声が聞こえてくる。いよいよ始まるらしい。






リンと小さくベルが鳴り、扉の前で待機していた側仕えがギッと扉を開ける。同時に、カルステッドとエルヴィーラが立ち上がり、わたしも椅子から降りた。二人の一歩後ろを歩く形で一階のホールへと階段を下りていく。階段の前に立った瞬間、一階のホールに集まっている人の多さに思わず「うひっ」と息を呑んだ。


二百人、いや、三百人くらいはいるかもしれない。個人の家に集まっているとは思えないような人数がひしめき合い、こちらを凝視ぎょうししている。視線が痛いというか、重いというか、一挙手一投足いっきょしゅいっとうそくに注目されているのが嫌でもわかった。


……こんな中を歩くの？


ホールの真ん中にわたし達が通るための道があり、一番奥に祭壇さいだんが作られ、神殿から持ち出されたのか、見慣れた神具が並んでいる。その前にはフェルディナンドが儀式用の神官服を着て待っている。まるで一人で臨む教会の結婚式だ。


ほんの一瞬、前でエルヴィーラをエスコートしているカルステッドが心配そうにこちらを見た。わたしは少しでも安心させられるように小さく頷く。自分の命を、家族の命を守るために、わたしは家族と離れる決意をした。そして、無事に洗礼式を成功させたら、鍵をもらう約束をフェルディナンドとした。


わたしは領主の養女にならなければならない。図書室入室の自由と貴重本の閲覧えつらん権を手に入れなければならない。わたしは何が何でもここで失敗するわけにはいかないのだ。


ぐっと顔を上げると、ロジーナとエルヴィーラに叩き込まれた笑顔を浮かべて、一歩を踏み出す。背筋を伸ばして俯うつむかない。下を見ない。視線は全体に巡らせるようにして、一点を凝視しない。ゆっくりでよいから、優雅に流れるようにリズムよく歩く。


叩き込まれた行儀作法に従って足を進めていると、階段に近いところで音楽を奏でている数人の楽師の中にロジーナの姿が見えた。演奏しながら、心配そうにわたしを見ている。大丈夫だよ、と安心させるようにわたしはニコリと笑みを深めて見せた。


更に足を進めていくと、フェルディナンドに近い場所に一番きらびやかな衣装を着たジルヴェスターが見えた。奥様と思われる女性と、わたしと同じくらいの年の男の子が一緒だ。あれがヴィルフリートだろう。ジルヴェスターと通路を挟んだ反対側には三人の兄様が見える。コルネリウスがハラハラしているような顔でこちらを見ている。表情には出ていないけれど、他の兄様も多分ハラハラしているに違いない。


カルステッドとエルヴィーラが祭壇の前で止まる。そして、わたしに手を差し伸べた。その手を取って、数段高い位置にいるフェルディナンドの前へ進み出た。わたしがフェルディナンドの前に立つと、カルステッドとエルヴィーラは祭壇から降りて、兄様達がいるところに下がっていく。


「ローゼマイン、本日君は七歳となった」


フェルディナンドがそう言いながら、去年の洗礼式の時にも見たようなメダルを出してくる。あれに血判けっぱんを押した記憶がある。また血判か。メダルを見て思わず嫌な顔になったわたしをフェルディナンドが軽く睨んで、「手を出しなさい」と言った。


わたしが恐る恐る手を出すと、ナイフでも針でもなく、豪奢ごうしゃな飾りのついた二十センチくらいの細い棒を渡される。魔石が入っている魔術具だったようで、それを手にした瞬間、魔力が吸い出されていくのがわかった。魔力が少し強制的に吸い出され、棒が光る。それは洗礼式に必要なことだったようで、招待客から拍手が沸わき起こった。


フェルディナンドはメダルをわたしに向かって差し出し、まるで印鑑を押すようにその棒の平たい部分をメダルに押し付けさせる。棒に溜まった魔力がメダルに吸い込まれたのか、棒の光はおさまり、代わりにメダルの色が七色に変わった。メダルを見ていたフェルディナンドが「やはりな」と小さく呟くと、すぐさまメダルを小さな箱の中に入れる。


「おめでとう、ローゼマイン。これで君は正式にカルステッドの娘として認められた。エーレンフェストに新しい子供が誕生したのである」


拍手や喝采かっさいが起こる中、カルステッドが指輪を手に祭壇へと上がってくる。そして、壇上だんじょうで青い魔石がはまった指輪を高く掲げて、皆に見せた。


「我が娘として、神と皆に認められたローゼマインに指輪を贈る」


先程指輪を外された時と同じようにカルステッドはわたしの左手を取って、中指にするりと指輪をはめた。しゅんと大きさが変わって、ぴったりのサイズに落ち着く。


「ローゼマインに、火の神ライデンシャフトの祝福を」


フェルディナンドの声と共に視界の端に青い光が映った。わたしがそちらを向くと、フェルディナンドが指輪を光らせているところだった。ふわりと上がった青い光がわたしの頭上から降り注いでくる。


「恐れ入ります、神官長」


フェルディナンドから祝福を与えられたら、フェルディナンドと来てくださった皆様へ祝福のお返しを行わなければならないと言われている。


「わたくしの洗礼式をお祝いくださった神官長と集まりくださった皆様にも、火の神ライデンシャフトの祝福を賜たまわりますよう、お祈り申し上げます」


わたしは自分の手に戻ってきたばかりの指輪に魔力を流した。指輪から青の光が膨ふくれ上がり、ホールの中をぐるぐる回ってぶわりとホール全体に降り注ぐ。それは、色が違うけれど、家族との別れ際に降り注いだ光と似ていた。


……ふぅ、洗礼式終了。


教えられた通りの儀式を終えて気が楽になったわたしと違って、ホールに集まった人々がざわつき始めた。先程までの予定調和のような喝采や拍手とは違う、予想外のことが起こった時のようなざわめきだ。


「なんと、これだけの光を？」


「あの小さな体で一体どれだけの魔力を持っているのだ？」


……え？　何？　もしかして、わたし、何か失敗した？　


周囲のざわめきが不安で、わたしはカルステッドとフェルディナンドに視線を向ける。わたしが視線で問いかけると、フェルディナンドもカルステッドもニッとわずかに唇の端を上げた。何か企たくらんでいる時の笑顔だ。カルステッドがわたしの背後に立ち、肩に手を載せながらわたしにしか聞こえないような小声で囁いた。


「本来の祝福は神官に返すだけで良いのだ。領主の養女となるための一種の箔付はくづけだ」


悪戯いたずらが成功したような笑みを浮かべてジルヴェスターが一歩、また一歩とゆっくり壇上へと上がってくる。その姿を目にした招待客からざわめきが消えていき、しんと静まったまま、領主の動向を見守る態勢たいせいへとなっていった。


「ローゼマイン、おめでとう。これで其方はエーレンフェストの子として認められた」


壇上でわたしに向かってそう言った後、ジルヴェスターはくるりと体を招待客へと向ける。バサリとマントが翻ひるがえり、それと同時に朗々ろうろうとした声がホールに大きく響いた。


「これより、この場で私とローゼマインの養子縁組を行う」


養子縁組が行われることが大部分の招待客には通知されていなかったのか、ホールは蜂はちの巣を突いたような大騒ぎになった。

            





養子縁組


大騒ぎしている招待客を壇上から見ながら、わたしは自分の保護者三人に心の中で悪態あくたいを吐ついた。「三人だけでわかりあっていないで、こっちにも説明してよ！」と。わたしが蚊帳の外に置かれることが多いのは知っているが、こういう壇上で周囲の注目を浴びる時には知らせておいてほしい。


「其方等も見た通り、ローゼマインの魔力量は多い」


静まれ、とも、注目、とも言わず、ジルヴェスターは突然話し始めた。領主という職業柄こうして語ることに慣れているようで、広いホールに張りのある声が響く。それだけで、貴族達はシンと静まった。これが階級社会の暗黙の了解なのか、ジルヴェスターのカリスマなのか、わたしにはわからないけれど、皆が口を噤つぐみ、壇上で語り始めたジルヴェスターに注目しているのがわかる。


「だからこそ、生まれたばかりの我が子を巡るいざこざを避けるため、カルステッドはその存在を隠して育てた。神殿においても存在を隠そうとしたことで、前神殿長が誤認ごにんし、平民の青色巫女見習いが神殿の規律を乱すのだ、と嘯うそぶいていたことは、まだ其方等の記憶に新しいはずだ」


……はい、出た。神殿長への責任転嫁せきにんてんか。必殺「全部あいつのせい」。


神殿長の悪行はフェルディナンドがリストアップするのにうんざりするほどあったという話を、カルステッドと兄様達の話から何となく理解した。計算を手伝った横領おうりょうだけでもとんでもない量だったから、この上に一つくらい罪が重なっても大した違いはないかもしれない。それでも、この大人数の前で堂々と嘘を述べられるジルヴェスターはすごい。


「自分の両親がどのような立場の者かも知らされず、ひっそりと育てられてきたローゼマインだが、彼女は自分より厳しい境遇きょうぐうで生きる者に施す慈悲じひの心を忘れてはいなかった。孤児院で暮らす子供達を哀れに思い、幼い身で彼等に仕事と食事を与えたのだ」


伸びの良い声で朗々と語られるローゼマインの生い立ちは、誰の話？　と言いたくなる物だった。確かに孤児院の惨状にビックリしたのも、改善しようと思って工房を作ったのも本当だから、大筋は間違ってはいない。なのに、自分がやったことだとは思えない。


「私は神官長であるフェルディナンドより、ローゼマインの献身ぶりについての話を聞いたが、私はその話に疑問を持った。そのような子供がいるわけがないと思い、実際に孤児院に足を運んだのだ。だが、そこには孤児達から聖女のごとく慕したわれ、崇あがめられているローゼマインがいた。その様子を見て、私はその清らかさに心を打たれたのだ」


……盛りすぎだ。誰が聖女!?　ウチの聖女はヴィルマですけど！


わたしの心の中のツッコミとは対照的に、フェルディナンドの話を疑って、実際に足を運んで確認した、と領主自身が述べることで、妙な信憑性しんぴょうせいが増したようだ。先程までは「何を馬鹿な」「そんなことがあるとは思えない」と言っていた招待客の疑わしい顔が「本当なのか？」「信じられないが、見たと言われると……」というように少し変わってきた。


……ああぁぁ！　もう壇上に立っているのが居いた堪たまれない！　「わたし、そんな大層な人間じゃないので信じないで」って、叫んで逃げ出したいよ！　父さん、ルッツ、助けて！


「そして、ローゼマインが孤児達のために与えた仕事は珍しいもので、私はこの領地の新しい事業となる可能性を見出した。二十年ほどかけて、領地内に広げていきたいと思っていたところ、ローゼマインが他領の貴族に狙われた」


ざわりとホールにどよめきが起こる。


「其方等にも通達つうたつしていると思う。私が不在になる領主会議の期間を狙って、許可証を偽造した悪質な犯罪が起こったことを。前神殿長からすでにローゼマインの豊富な魔力量と孤児院を救ったという話が漏もれている。彼女の立場を確固たるものとするため、豊富な魔力を持つエーレンフェストの子を守るため、私はローゼマインを養女とする」


再度どよめきが起こったけれど、それには納得の色が滲にじんでいるように感じられた。多分、領地内の魔力不足を一番感じているのは、魔力を供給している貴族達なのだろう。


「前神殿長の処分のため、祈りと祝福を行える神官の数が不足していること、これからも孤児達を救っていきたいと本人が希望したことから、私の養女となった後、ローゼマインが成人するまでの期間、神殿長の職に就けることとする。手始めに近隣の町の孤児院に工房を設立し、ローゼマインの要望通り、孤児達を救うところから始める」


わたしは結婚なんて全く望んでいないので、神殿長として印刷業を広げていきながら、神殿図書室を充実させていく一生で構わないのだけど、それは許してくれないらしい。他領の貴族に奪われぬように養女にするならば、わたしはもしかしたらヴィルフリートの相手に想定されているのだろうか。ヴィルフリートはミニジル様らしいし、憂鬱ゆううつだ。


「フェルディナンド、これを改めよ」


ジルヴェスターは懐から一枚の羊皮紙を取り出し、フェルディナンドに差し出した。すでに何やら書いてある紙で、フェルディナンドはざっと目を通して、一度頷いた。それは養子縁組の正式書類だった。ジルヴェスターは懐から細かい細工がなされた万年筆のような形の豪奢なペンをするりと取り出し、カルステッドに渡した。ペンを渡されたカルステッドはインクを付けずにサインし、そのペンをわたしに差し出した。


インク壺つぼに付ける必要がないペンをボールペンのような物だと思っていたわたしは、ペンを握った瞬間、するりと引き出されていく魔力の流れに小さく息を呑んだ。魔力をインクとして書く魔術具だったらしい。渡されたペンでわたしもサインするが、ほんの少しの魔力を引き出されるだけで、普通に書けるインクいらずのペンだった。


……わぉ、これ欲しいなぁ。


ペンをうっとりと眺めていると、コホンと誰かの咳払せきばらいが聞こえた。じろりとわたしを睨むフェルディナンドの視線が、ゆっくりとジルヴェスターに向けられる。視線をたどってみたら、ジルヴェスターが手を広げていた。口元が「早く返せ」と小さく動いている。


わたしが内心の焦りを呑み込んで、引きつった笑顔と共に、なるべく優雅にペンを返すと、ジルヴェスターはさらりと書類にサインした。


契約魔術と同じように紙が金色の光に包まれて、燃えて消えていく。ここに契約は成立した。どよめきと歓声が上がる中、わたしはカルステッドに抱き上げられた。


「笑顔で手を振れ」


歓声に掻き消されそうな声量で低く指示を出され、わたしは咄嗟とっさにさながら皇室のような笑顔でお手ふりをする。方々に向かって手を振りながら、こっそりとカルステッドに質問する。


「あの、契約魔術はこの街限定ですよね？　養子縁組がこの街限定で大丈夫なのですか？」


「この街に限定されるのは平民の商人用の契約魔術であろう。一緒にするな」


カルステッドではなく、フェルディナンドから答えが返ってきた。どうやら、契約魔術にも色々と種類があるらしい。






洗礼式と養子縁組の契約が終わった後は、この家の料理長とエラがタッグを組んだ自慢の料理を食べながらの歓談かんだんが始まる。残念ながら、わたしは壇上に座らされて貴族達の挨拶を受ける立場だ。次々と寄ってくる人がいるのに口をもごもごさせるわけにはいかないので、わたしは挨拶の人が途切れるまで飲み物以外は口にできない。


……あぁ、おいしそう。わたしも食べたい。いいなぁ、コルネリウス兄様。


嬉々として料理を食べているコルネリウスの近くには、料理を取ろうとするヴィルフリートとその手を押さえたランプレヒトが見えた。領主の奥様が料理に向かって駆け出して行ったヴィルフリートを捕えて、ランプレヒトに何やら指示を出し、こちらへやってくる。


一番に紹介されるというか、わたしから挨拶しなければならないのはジルヴェスターの家族なのだ。領主への挨拶が終わらなければ、他の貴族が挨拶に来られない。料理を目前に引っ張ってこられたヴィルフリートは無表情ながらもむすっとした雰囲気が見えているけれど、親はそれを敢あえて無視しているのがわかった。


カルステッドが三人を紹介してくれる。


「領主であるジルヴェスター様と第一夫人フロレンツィア様。そして、ジルヴェスター様のご子息ヴィルフリート様だ」


フロレンツィアは銀に近い金髪に藍色あいいろの瞳をしていて、パッと見た感じからは、おっとりとした美女に見えたが、ヴィルフリートの手綱たづなを握る様子からは、肝っ玉母ちゃんの雰囲気が漂っている気がする。ヴィルフリートが本当にミニジル様だった場合は、同じようなのが二人もいるわけだから、大変だろう。


「フロレンツィア様はジルヴェスター様より二つ上で、ジルヴェスター様を押さえられるという偉大な能力を持っている」


「カルステッド」


その紹介にジルヴェスターは嫌な顔をしたけれど、フロレンツィアはふふっと笑って流す。フェルディナンドも同意するように頷いているのが見えた。姉さん女房でジルヴェスターを押さえられる人ならば、ぜひ、仲良くなっておきたい。


「ローゼマインと申します。これからよろしくお願い申し上げます」


「エルヴィーラからも話は聞きました。ジルヴェスター様の養女となれば、色々と大変なことも多いでしょうけれど、仲良くしましょうね」


ヴィルフリートは母譲りの淡い金髪に、ジルヴェスターによく似た深緑の目をしている。正直に言うならば、髪の色以外、母親に似た要素がない。顔立ちが完全にミニジル様だ。


「ヴィルフリート様は春に洗礼式が終わったため、ローゼマインと同じ年だが、ヴィルフリート様の方が兄上に当たられる。城にはあと二人のお子様もいらっしゃる」


本当はわたしの方がお姉さんなのだが、七歳を留年してしまったせいで、対外的にはわたしが妹になる。そして、洗礼式が終わっていない子供は、領主の子供でも公式の場には連れてこられないため、洗礼式に連れてこられているのはヴィルフリートだけだが、城には妹と弟がいるらしい。なんと中身小学生のジルヴェスターが三人の子持ちだった。わたしにとっては本日一番のビックリだ。


……わたしが言うのもなんですが、中身を成長させようよ、ジルヴェスター様。


「お兄様と呼んでいいぞ、ローゼマイン。シャルロッテもそう呼んでいるからな」


「では、お言葉に甘えて、ヴィルフリート兄様と呼ばせていただきます」


「うむ」


兄弟としての序列で、自分が上に立ったことでヴィルフリートは満足したらしい。笑顔で「面倒を見てやる」と言われた。振り回されて、意識がすこーんと飛ぶ未来が見える。






領主一家が挨拶を終えると、他の貴族がやってくるよりも先にカルステッドがすっと手を挙げた。合図として決まっていたのだろう、二人の人物が近付いてくるのが見えた。


「ローゼマインが城へ居を移すのは神殿長の就任式を終えてからだが、領主の養女となったからには護衛騎士を付ける必要がある。明日から行動を共にする護衛騎士を紹介しよう」


人波を縫うようにして近付いて来るうちの一人はよく見知った顔だが、もう一人は裾すそを長く引く衣装を身に着けた女性だった。


「ローゼマインは工房の関係で神殿はもちろん下町にも出ることになるので、なかなか女騎士のなり手がいなくてな」


どこまでも共に行動して護衛できる女性の騎士が必要だが、普通の女性騎士の基本的な行動範囲は貴族女性が行動する範囲なので、どうしても貴族街から出たがらないらしい。


「今日、紹介するのは神殿でも行動を共にする護衛騎士だ。片方はよく知っていると思う」


わたしの前にやってきた二人がザッと跪いた。


「元気そうで何よりです、ダームエル。これからもよろしくお願いします」


「久方振りにお目にかかります、ローゼマイン様。精一杯、お仕えしたいと存じます」


ダームエルのような下級貴族が領主一族の護衛騎士となるのはありえない幸運なのだそうだ。シキコーザのとばっちりで処罰された不運な男から、神殿という掃き溜めで魔石を拾った幸運な男と言われるようになったらしい。


「こちらの女性はブリギッテ。ダームエルと同期だ。腕は確かで、中級貴族のためダームエルよりも魔力量も多い。頼りになると思う。彼女はどちらかというと神殿へ向かう時の護衛だな。領主の城にいる時はまた別の護衛が付くことになる」


暗い赤の髪にアメジストのような瞳の女性が顔を上げて、真っ直ぐにわたしを見た。貴族女性の平均に比べると大柄で引き締まった体をしているブリギッテはなるほど女騎士と言われたら納得できる。パッと見た感じは姉御という感じで、頼りがいがあるように見えた。


「ブリギッテ、神殿まで来るのは大変そうですけれど、よろしくお願いいたします」


「こちらこそよろしくお願いいたします、ローゼマイン様」


騎士の紹介が終わると、今度は貴族が次々と挨拶とお祝いの言葉を述べるためにやってくる。






「ローゼマイン」


何人かの貴族の挨拶を受けていると、お腹が満たされて暇になったのか、ヴィルフリートがやってきた。領主の息子がやってきたら、どんな子供が相手でも場を譲らなければならないのが貴族社会というものである。貴族達がざざっとその場を退いていく。


「ここにいてもつまらないから遊びに行くぞ。来い」


そう言って腕を引っ張られた。わたしは一応本日の主役で、貴族との顔合わせも重要な仕事だったはずだ。必死に覚えた貴族の名前と役職と洗礼式を成功させるというフェルディナンドとの約束が、頭の中をぐるぐる回る。


「あの、わたくしは皆様とご挨拶が……」


「いいから、来い」


助けを求めて振り返ると、フェルディナンドが「行け」と言うように手を振った。


「子供は子供同士で遊んでいればいいのではないか？　ローゼマインも大人といるより、子供といた方が良かろう」


……え？　いや、わたしは大人といる方がいいですよ？　っていうか、洗礼式を抜け出しちゃっていいんですか？


フェルディナンドが許可を出したことが信じられず、口をパクパクさせているうちに、わたしはヴィルフリートにぐいぐいと引っ張られた。転ばずに済むように足を動かせば、スピードはどんどん上がっていく。壇上から連れ出され、着飾った紳士淑女の間を縫うように、それでいて、引きずられるようにして走った。


「ヴィルフリート兄様、もう少しゆっくり……」


「遅すぎるぞ、ローゼマイン。そんなに遅くては追っ手に追いつかれる」


声をかけたら、「不甲斐ない」と怒られた。追っ手に追われるようなことを常日頃からしているということだろう。ジルヴェスターの行動を思い返せば簡単に情景が思い浮かぶ。


「うるさいランプレヒトを上手く撒まいて、隠れて逃げるためには日頃の鍛錬たんれんが大事だ。其方のように鈍臭どんくさくては、すぐに追いつかれるぞ」


「わたくしは追っ手から逃げも隠れも致しませんから、手を離し……」


「ダメだ！　それでは捕まって、ひどく叱しかられるぞ！」


護衛騎士を撒いて逃げるから追いかけられるし、叱られるんだよ、と反論したかったけれど、もう息が上がって言葉にならない。

            





    
  
  




……やばい。意識が途切れる。


「止まって、ください。息が……」


「んなっ!?　ローゼマイン!?」


ずしゃあ、と自分の体が地面に放り出されて、やや引きずられる衝撃と痛みに加えて、ヴィルフリートの心底驚いた叫びを最後の記憶にわたしの意識は暗転した。


二度目というのに、洗礼式はまたしてもリタイア。


……三度目はいらないからね。






気が付けば自室にいた。のっそりと起き上がると、カルステッドとフェルディナンドがリバーシをしているのが見える。


「気付いたか」


「……口の中が苦いです」


またあの薬を飲まされたらしい。口の中に残る苦さが尋常じんじょうではない。


「ヴィルフリートはジルヴェスターの幼い頃にそっくりで、言っても聞かぬ故、君の虚弱さを手っ取り早く叩き込むためにこのような手段を取ったわけだが……」


「連れ出した途端いきなり倒れたら、ヴィルフリート兄様の心の傷になりますよ」


路上でいきなりぶっ倒れたわたしを見たマルクやベンノでさえ心臓が縮み上がったと言って、その後は過保護な面を見せるようになった。コルネリウスも同じだ。子供相手にはかなり深いトラウマになるのではないだろうか。


「うむ。力加減がまだできぬが、ヴィルフリートも根は優しいから、心の傷になるだろう。だからこそ、今後はローゼマインの体を気遣ってくれるようになるはずだ」


手っ取り早く確実に結果を出すためには、子供の心にトラウマを植え付けることさえ躊躇ちゅうちょしないらしい。わたしへの接し方が合理的すぎて厳しいのは、わたしの中身を知っているからだと思っていたが、本物の甥っ子でも容赦しないなんて、フェルディナンドはひどい。


「君は不服そうな顔をしているが、早かれ遅かれ、同じ結果になったであろう。ヴィルフリートには聞く気がないし、ローゼマインはあの勢いに付いていけないのだ。仮に城で同じことが起これば、君の護衛騎士が主を守れなかったということで罰を受ける。周囲の人間も君自身も、今のうちに虚弱さと立場を知っておいた方が良い」


そうだった。わたしは領主の養女として城に入るのだ。わたしに何かあれば、護衛騎士は処罰の対象となる。今日はカルステッドの娘として洗礼式を行ったために護衛騎士もおらず、ヴィルフリートの暴走で済んだけれど、今度からは別の人間も巻き込まれるのだ。


「ランプレヒトも泡を食っていたからな。ヴィルフリートとローゼマインは同い年であるし、洗礼式を終えた領主の子として、行動を共にする機会が増える。お互いの護衛騎士が現状を等しく認識していなければならぬ」


わたしがぶっ倒れたことで、ヴィルフリートの護衛騎士として隠れて後をつけていたランプレヒトにもトラウマを植え付けたらしい。


……ごめんなさい、ランプレヒト兄様。


「たまたまその場に居合わせた貴族の知らせで我々が駆け付けた時には、ひどい状態だったぞ。勢いよく引きずられていたせいで、君のこめかみから頬にかけては広範囲に擦すり傷ができ、白い石畳にできた血の赤がじんわりと広がっていく。そして、肘ひじや膝ひざを擦ってできた傷で、洗礼式の白を基調とした服が血に染まっていた。そこに倒れたまま、ピクリとも動かず、全く反応を示さない君はまるで死んでいるようだった」


「いやー！　聞きたくない！　痛い、痛い！」


わたしが耳を押さえてぶるぶると首を振ると、フェルディナンドは呆れたようにわたしを見下ろし、カルステッドは口元を押さえて吹き出した。


「心配するな、ローゼマイン。傷はフェルディナンド様が癒してくれたし、薬もいただいた。ヴィルフリートとランプレヒトへの説教もした。もう終わった話だ」


「……傷は残っていませんか？」


麗乃時代の顔ならばともかく、可愛い幼女の顔に傷が残っていたら大変だ。ぺたぺたと顔を触って確認していると、「私の腕を疑うのか」とフェルディナンドが嫌な顔をした。


……いえいえ、神官長がすごいことは知っているので、疑うなんてとんでもない。


「とにかく、無事に洗礼式も養子縁組の手続きも終わった。明日一日、休養して体調に異常がなければ神殿に戻るように。神殿長の就任式を行う」






これからの予定を言い置いて、フェルディナンドが帰っていった。これで話は終わりかと思っていると、カルステッドが何か言いたそうにじっとわたしを見つめている。


「お父様、どうかしましたか？」


「……ローゼマイン、ダームエルに何かしたか？」


「何かとはどのような意味ですか？　甘味で餌付けしたとか？」


孤児院で時々出していたパルゥケーキの件がばれたのだろうか。それとも……と考えていると、カルステッドは眉間を押さえて首を振った。


「そうではなく、ダームエルの魔力の件だ。じわじわとだが、鍛えれば鍛えるほど魔力が増えている。ほぼ成長期を終えたダームエルでは考えられない伸びだ。勝手に祝福を与えるような真似をしていないか？」


ダームエルだけに特別に祝福を与えたことはない。あるとすれば、あの家族への祝福のお裾分すそわけくらいだ。


「……祝福があったとすれば、家族への祝福のお裾分けの時くらいですよ？　怪我した皆も治ればいいと思っていたから、フランやディルクにも光が届いたわけですし、意識を失っていたダームエルにも飛んで行っていたとしても不思議はないです」


「あれか……」


カルステッドはそう呟いた後、しばらくの間、頭を抱えていた。何かまずいことをしてしまったのだろうか。


「ローゼマイン、そのことに関しては沈黙を守れ。ジルヴェスターはもちろん、フェルディナンドにも言うな」


「え？」


「ダームエルがジルヴェスターにいびられる姿しか見えぬ」


わたしが家族に与えた祝福はとんでもないもので、その祝福を受けたフェルディナンドはジルヴェスターにちくちく嫌味を言われたり、からかわれたりしているらしい。


「フェルディナンドは異母弟という身分があり、付き合いの長さからジルヴェスターの言動を受け流す術すべを心得ているが、ダームエルには無理だ」


それに関しては祈念式の時の様子を思い出せばよくわかる。ジルヴェスターにいじられて、苛められてダームエルは胃を壊しそうだった。あれが繰り返されるのは可哀想だ。


「……ジルヴェスター様に知られてはならないことはわかりますけれど、フェルディナンド様にも言うな、というのはどういう意味ですか？」


「あの合理主義者のことだ。自分がジルヴェスターから逃れるために、ダームエルを人身御供ひとみごくうに出すくらい、平然とやってのける」


「わかりました。言いません」


フェルディナンドの合理主義の厳しさをわたしは身を以て知っている。ダームエルが祝福を受けたことは秘密にしておこう、と心に誓った。

            





就任式


洗礼式の次の日はフェルディナンドに一日お休みを言い渡されていた。エルヴィーラにも様子を見るように言って帰ったようで、朝食の席で「一日ベッドで過ごすように」と言われた。薬で無理やり体調を整えると後で反動が来る時もあるので、のんびりできるのはありがたい。


「ローゼマイン、少し良いか？」


「ランプレヒト兄様？　わたくしは構いませんけれど、どうされたのですか？」


「ローゼマインの体調を確認しておこうと思ったのだ。ヴィルフリート様もご心配なさっているだろうから……」


しこたま叱られたのか、しょんぼりした感じのランプレヒトが出勤前に様子を見に来てくれた。溌剌はつらつとした明るい雰囲気だったランプレヒトがしょげている様子から、一体どれだけカルステッドやフェルディナンドに叱られたのだろうかと思うと胸が痛くなる。わたしが普通の子供だったら、転んで擦り傷を作った程度で終わったはずだ。トラウマにはならなかっただろう。


「フェルディナンド様がきつくお灸きゅうをすえるために、故意こいにしたことですから、それほど気に病まなくても……」


「フェルディナンド様は御自身で薬も癒しも行える方だから、目が届く範囲であのような無茶をされたのだろう。ローゼマインがすぐに助けられたから説教で済んだが、城で同じことが起こった場合、癒しを使える者が側にいなければどうなる？　その時にローゼマインを失っていれば、ヴィルフリート様の心の傷は今の比ではなかったはずだ」


……あれ？　何だか合理主義の鬼畜きちく神官長がすごくいい人のように聞こえる気がする。


「本来はフェルディナンド様の手を煩わずらわせるのではなく、私がヴィルフリート様に教えておかなければならないことだったのだ」


ランプレヒトは深く反省しているが、むしろ、反省しなければいけないのは広範囲にトラウマを残したフェルディナンドだと思う。もう少し周囲とわたしに優しくしてほしい。


「ヴィルフリート兄様とランプレヒト兄様が今後気を付けてくだされば十分です」


「ローゼマイン、其方は死にかけの目に遭わされたというのに、何と寛大かんだいな……」


ランプレヒトの茶色の目に明るさが戻ってきて、驚きと称賛しょうさんが浮かんでいる。


……まずい。なんか変な方向に感動されている気がする。


「あの、ランプレヒト兄様。違います。わたくし、あのような状態には慣れておりますので、一度くらいの失敗では特に……」


「なるほど、慈悲深い」


……なんか、いくら言っても無駄っぽい。聞いてないよ。もういいや。


理解してもらうのは無理そうだ、とわたしが匙さじを投げたところで、ランプレヒトは手にしていた布をするりと解いて一冊の本を取り出した。


「ローゼマインへの見舞いに持っていくのは何が良いのか、フェルディナンド様に伺ったところ、これが最適だと手渡されたのだが……」


「本ではありませんか！」


「ローゼマインが確実に一日で読みきれる量で、読んだことがない本だと伺ったが、本当にこのような厚い本が読めるのか？」


疑わしそうにランプレヒトはわたしと本を見比べるが、このくらいなら楽勝だ。


「読めます！　読みます！　ランプレヒト兄様、ありがとう存じます」


「そこまで喜んでもらえて嬉しいよ。では、私は城へ行くが、よく休むんだ。いいね？」


「はぁい」


フェルディナンドは鬼畜な合理主義者だけど、とてもいい人だ。これ以上厚い本になって一日で読み終わらなかったら、仮病を使って神殿に戻ってこなくなる、と予想している辺り、完全に行動を読まれているけれど、気にしない。


……神官長、ありがとう！


神殿の図書室にはなかった兵の運用方法の基本に関する本を読みながら、その一日は久し振りにゴロゴロと本当に休憩した。兵の運用に魔術を使うせいでわけがわからなくて、「どうしてそうなるの!?」というツッコミの連続でとても楽しかった。






フェルディナンドの癒しと薬の二重の効果に加えて、本を読みながら一日ゆっくり休めたので、体調はすこぶる良好だ。エラとロジーナにも神殿へ戻ることを伝えてもらった。


朝食後、わたしが出発準備を終えたところに護衛騎士であるダームエルとブリギッテがやってきた。わたしの前でザッと跪いて、胸の前で手を交差させる。


「おはようございます、ローゼマイン様」


「今日から神殿に戻ります。伴ともをお願いしますね」


挨拶を終えた二人が「はっ！」と短い返事をして立ち上がる。わたしも立ち上がろうとしたら、ブリギッテに止められた。


「ローゼマイン様はそのままお待ちください。フェルディナンド様にオルドナンツを飛ばします」


ブリギッテが光るタクトを取り出して、黄色の魔石をコンコンと軽く叩いて、「オルドナンツ」と呟くと白い鳥になった。「ローゼマイン様がこれから神殿へと向かいます」そう言って、ブンとタクトを振ると、鳥が飛んでいく。


しばらくすると、鳥が戻ってきて、フェルディナンドの声で「了解した」と三回喋って、魔石に戻った。初めて見た時はものすごく驚いたけれど、最近は魔術具が周囲にあることを少し普通に感じている。自分のことながら、順応がすごく早い気がした。


連絡を終えると、わたしはダームエルとブリギッテにエスコートされて馬車に乗り込んだ。エラとロジーナも神殿へ戻るので、側仕え用の馬車に乗っている。


「フェルディナンド様によろしくお伝えしてちょうだい。しっかりお勤めするのですよ」


「はい、お母様」


カルステッドとコルネリウスはすでに騎士団へ出ているので、見送ってくれるのはエルヴィーラだけだ。馬車は滑なめらかに動き出し、真っ白の街並みを走って神殿へ向かう。


「ブリギッテも神殿や下町に出たことはないのかしら？」


「そうですね。通過以外で貴族門の向こうに出るのは初めてです」


ブリギッテはこの街より南の方に領地を持っているイルクナー子爵の妹らしい。子爵は中級貴族のギーベに与えられる地位である。そのため、魔石を変化させた騎獣に乗って下町を飛び越す形や家族と一緒に馬車で通過するだけならば下町に出たことはあるけれど、神殿や下町に降り立ったことはないらしい。わたしに付き添うために下町を連れ回された経験があるダームエルは何とも言えない顔でブリギッテを激励げきれいする。「……神殿はともかく、下町は女性には厳しいと思うが、頑張れ」と。






「おかえりなさいませ、ローゼマイン様」


神殿の正面玄関にはフランが待っていてくれた。わたしが貴族街へ移動したのが、春の盛りを少し過ぎた頃で、今は夏の盛りをもうじき迎えようとしている季節なので、フランと顔を合わせるのもずいぶんと久し振りだ。


「ただいま戻りました、フラン。皆、変わりはないかしら？」


「ローゼマイン様のお部屋が変わっておりますし、ギルが目の色を変えて仕事をしているので、ずいぶんと変わったように感じます」


「それは楽しみですね。ブリギッテ、わたくしの筆頭側仕えであるフランです。フラン、わたくしの護衛騎士のブリギッテです」


それぞれを紹介した後、わたしは神殿長の部屋へ向かった。貴族区域の中でも奥の方で、冬の奉納式の時にはその前を何度か通った記憶がある。


「モニカとニコラは厨房で下拵したごしらえをしています。ギルは工房です。ご挨拶は就任式の後になるか、と存じます」


フランが扉を開けてくれて、わたしは新しい部屋に入った。ロジーナの作成したリストの通りに模様替えが行われたので、神殿長の部屋が女性らしい部屋になっていた。赤系の色でまとめられ、お花模様のメルヘンな雰囲気で、元の部屋の面影おもかげがほとんどない。


面影というか、棚のデザインは違うけれど飾り棚があり、三十センチくらいの神様の像と聖典とキャンドルが聖典を中心にほぼシンメトリーに飾られているところだけが似ている。これは神殿長の部屋に必要な祭壇なのだろう。


そういえば、わたしが青色巫女見習いになる時に、「本来ならば、神殿長の部屋の祭壇の前で神と神殿に仕える誓いを行い、衣の付与ふよがある」とフェルディナンドが言っていたはずだ。つまり、今後、青色神官や巫女が増える時はここで誓いの儀式をすることになる。


……うーん、わたしにできるかな？


「ずいぶんと可愛らしい部屋ですね。ローゼマイン様にはよくお似合いです」


神殿の部屋にここまでお金をかけられるとは、と感心したようにブリギッテが何度か頷いている。この模様替えは全てカルステッドがお金を払ってくれたので、わたしの懐は全く痛んでいない。もしかしたら、工房の利益の一部は生活費としてカルステッドに納めた方が良いかもしれない。


「それから、護衛騎士が泊まり込むことも考えられるので、神殿長室の隣をそれぞれ男騎士用と女騎士用に整えるように、と神官長より指示がありました。不都合や不足がありましたらお知らせください」


フランの言葉に、わたしはそれぞれの部屋を見るために足を運んだ。


男騎士の部屋は客室のように整えられた部屋だが、無駄な物は一切ないとてもシンプルな感じの部屋だった。ダームエルによると「騎士寮にそっくり」らしい。カルステッドの「慣れた環境が一番だろう」というコンセプトで作られたようだ。


女騎士の部屋も騎士寮にそっくりかと思ったが、今回調査のためにカルステッドが女性用の騎士寮に踏み込んで調べたところ、女性は自室をどんどんと好みに変えていくので、原型がわからなかったそうだ。色々と考えるのを面倒くさがったカルステッドが「ローゼマインと似た物を入れておけば、どんな身分の女騎士でも文句はないだろう」と選んだのが、この部屋らしい。つまり、女の子向け。女性らしさの象徴である土の女神ゲドゥルリーヒの貴色である赤やピンクの明るい色合いにお花模様が基本だ。姉御という感じのブリギッテには嫌がられそうな可愛らしさである。


「ずいぶんと可愛らしいですね……」


わたしの部屋を見た時と同じ言葉だが、今度は少しばかり驚きと戸惑いが含まれている。可愛らしすぎて、困っているのかもしれない。


「ブリギッテ、その、気に入らなければ……」


「ローゼマイン様が気にするようなことではございません。客室ですし、眠れれば良いのです。わざわざ交換する必要はないので、お気になさらず」


フッと優しい笑みをアメジストの瞳に浮かべて、ブリギッテがそう言ってくれる。カッコいい女性の優しい言葉にわたしは胸が軽くなった。


神殿長室に戻ると、モニカが厨房から出てきていた。エラが到着したので、ニコラに助手を任せてモニカは通常業務を行うそうだ。


「おかえりなさいませ、ローゼマイン様」


フェシュピールの設置と荷物の片付けを終えたロジーナとモニカの二人に手伝ってもらい、わたしは神殿長の儀式用衣装に着替えた。これはフェルディナンドがギルベルタ商会に頼んでくれていたものらしい。


「時間がないため、急遽きゅうきょ前神殿長の儀式用衣装を仕立て直したそうです」


モニカの言葉に、それはそうだろう、とわたしは頷く。とてもこの品質の布を一から準備するだけの時間などないはずだ。領主の母を姉としていた神殿長の衣装は最高級の布を使っている。手触りも良いし、布が軽く感じられてとても良い。ただ、紋章はせっかく考えたマイン工房の物ではなく、エーレンフェストの領主の子を示す、フェルディナンドとお揃いの獅子ししの紋章になっている。


……工房の紋章、気に入っていたのに。


ちょっと唇を尖らせて紋章を指先でいじっていると、モニカが困ったような顔になった。


「前神殿長の使っていた物に袖を通すのはご不快ふかいかと存じますが、ご辛抱しんぼうください」


「違います、モニカ。以前の紋章を気に入っていたから、少し残念に思っただけなのです。人を憎んで服を憎まず。わたくしと周囲の人間が恥をかかないものであれば、誰の衣装を仕立て直したものでも問題ありません」


わたしはここ何年も中古服ばかりを着てきたのだ。他人が袖を通した服なんて、と思っていたら、中古服なんて着ていられない。煤すす集めのために雑巾ぞうきんを縫い合わせた物を着せられたことに比べれば、こんな綺麗な服に文句を言うなんて罰が当たる。


「ローゼマイン様はやはり素晴らしい方ですね。ヴィルマの言っていた通りです」


モニカは目を輝かせて感動しているが、どうしてそんな言葉が出てきたのか、さっぱりわからない。しばらく考えてポンと手を打った。フランやギルはボロ服で下町を歩き回るわたしを知っているけれど、モニカは神殿内にいた青色巫女見習いのわたしと、領主の養女になってしまったわたししか知らないのだ。常に新品を着るような立場の上級貴族の娘が、神殿長のお古で我慢していると思い込んでいるようだが、ブリギッテもいる前で訂正ていせいなんてできるわけもない。説明するのは諦めて流しておくことにした。


「寸法すんぽうは問題ないですね。では、本日の予定からご説明いたします」


わたしの儀式用衣装をざっと確認したフランに執務机へ向かうように言われ、本日の予定の説明を受けた。この後、フェルディナンドがこの部屋へとやってきて、就任式の打ち合わせがあり、午後から就任式が行われるらしい。そして、明日はギルベルタ商会との会合が予定されているとのことだった。


……久し振りにルッツと会えるんだ。


フランの説明が終わる頃合いに、フェルディナンドがやってきた。建前上、わたしの方が役職は上なので、これからは基本的にフェルディナンドがわたしの部屋にやってくることになるらしい。わたしはランプレヒトのお見舞いの本と儀式用の衣装の準備と騎士達の部屋の準備など、諸々のお礼を述べた。


「それにしても、ずいぶんと急いで就任式をするのですね」


就任式は神殿内だけで行われる内輪の式なので、準備する物もほとんどないらしい。手順を確認したわたしは、神殿に戻った当日に就任式を行う性急せいきゅうさについて質問してみた。一応貴族である青色神官を集めなければならないのだから、本来ならば数日間は余裕を持たせると思ったのだ。


「神殿長室を君が使う以上、必要な儀式だ。それに正式に神殿長に就任しなければ、君に図書室の鍵を渡すことができない」


「それは大変ですね。急がなくっちゃ。……でも、それだけではないですよね？」


図書室の鍵は大事だが、フェルディナンドがわたしの図書室のことなんて気にするとは思えない。絶対に何か裏があるに決まっている。


「青色神官にはすでに何日も前から通達しているので問題ない。君の体調を薬と癒しで回復させることは決まっていたからな。……だいたい、このような内輪の儀式に時間をかけるわけにはいかないのは君の方であろう？　ジルヴェスターの言ったことに早急に取り掛からねば、時間が足りないのではないか？」


「ジルヴェスター様のおっしゃったこと？」


……何かあったっけ？


わたしが首を傾げると、フェルディナンドは指先でトントンとこめかみを叩いて、苛立たしげにわたしを睨んだ。


「聞いていないのか？　印刷業の拡大と食事処の件だ」


「印刷業の拡大は近隣の町の孤児院に工房を作るという話をジルヴェスター様が洗礼式でおっしゃっていたのでわかりますけれど、食事処の件とは？」


ベンノの走り書きで、イタリアンレストランの共同出資者にギルド長を入れることと、代わりにイルゼのところにフーゴ達を修行に出すことは知ったけれど、詳しくは知らない。


「ベンノはジルヴェスターから命令書を受け取っていた。星結びの儀式までに文官と打ち合わせをして、視察に出かけ、結果をまとめて、イタリアンレストランで報告しろという無茶なものだ」


「えぇ!?」


「さすがにベンノ一人の肩には荷が勝ちすぎている。君があれの養女となったことで、期限が前倒しになったのだから、なるべく手伝ってやりなさい」


フェルディナンドが同情して優しくなるくらい大変らしい。血の気が引いて、頭がくらりとした。


……就任式なんてさっさと終わらせて、なるべく早くお手伝いしなくちゃ。






就任式は礼拝れいはい室に青色神官とその側仕え、洗礼式が終わっている灰色神官や灰色巫女の全てが集められて行われる新しい神殿長のお披露目ひろめ式である。進行役はフェルディナンドで、神殿長が更迭された件を簡単に述べ、領主の指示により新しい神殿長が決まったことを述べる。その間、わたしはフェルディナンドに呼ばれるまで扉の前で待機だ。


「……という領主の意向により、新神殿長は領主の養女であるローゼマインと決まった」


フェルディナンドの声と共にゆっくりとわたしの前の扉が開き始める。完全に開くと、礼拝室に整然せいぜんと並んでいる灰色神官達が見えた。一段高くなっているところにフェルディナンドがいる。


「神に祈りを捧ささげ、皆で迎えるように。神に祈りを！」


久し振りの大量グ○コに懐かしささえ覚えながら、わたしはフランに手を引かれてゆっくりと中央に歩き出す。高くなっている段に上がると、礼拝室の様子がよく見えた。


一番前には青色神官が十人ほど一列に並んでいるけれど、わたしを見て顔色を変えたのは数人の青色神官だった。すれ違いざまに嫌味を言ってきたり、マインの時に顔を合わせたりしたことがある青色神官は驚愕きょうがくに大きく目を見開いた。けれど、「へぇ、これが新しい神殿長か」というような顔をしている者もいる。マインの顔を知らなかった青色神官だろう。違いが顕著けんちょでわかりやすい。


「よくお集まりいただきました。火の神ライデンシャフトの威光いこう輝く良き日、養父ようふである領主より神殿長を任じられましたローゼマインと申します」


「領主の養女だと？　そんなはずはない！　平民だったはずだ！」


一人の青色神官の声に、フェルディナンドの口からジルヴェスター様が洗礼式で言ったのと同じような説明がされた。それでも、納得ができず、呑み込めない神官は唾つばを飛ばすような勢いで叫ぶ。


「領主の異母弟である神官長なら、上級貴族の娘だと、知っていたはずだ。平民だと言うはずがない。こんなのはおかしいだろう！」


「領主に最も近く、高貴なる生まれだと言っていた前神殿長が知らなかったことを、私が知っているはずがあるまい」


……出た！　必殺「全部あいつのせい」！　前神殿長は罪を押し付けるのに最適な方です。


ジルヴェスターだけではなく、フェルディナンドも必殺技を使っているが、おかげで、その青色神官以外は納得できたかどうかは置いておいて、事情と状況を呑み込んだようだ。


元々上から言われることに慣れている灰色神官達は、「よくわからないが、そうなったのだ」と簡単に呑み込んでいる。ここで話を聞いた灰色神官や巫女が、孤児院の子供に向けても同様に、「前の神殿長が平民だと言っていたが、本当は平民ではなかった。領主様の養女となったので、マイン様はローゼマイン様になった」と教えることになるので、わたしは完全に上級貴族の娘として、神殿でも扱われることになる。


「わたくしが上級貴族の娘であることをお疑いでしたら、騎士団長のカルステッドか、養父であるアウブ・エーレンフェストにお確かめくださいな」


とにかく黙れ、と遠回しに告げて、わたしは今後の抱負ほうふを飾られた綺麗な言葉で述べて、最後は神への祈りと感謝で締める。


「高く亭亭ていていたる大空を司る最高神、広く浩浩こうこうたる大地を司る五柱の大神、水の女神フリュートレーネ、火の神ライデンシャフト、風の女神シュツェーリア、土の女神ゲドゥルリーヒ、命の神エーヴィリーベに祈りと感謝を捧げましょう」


わたしの言葉に反応して、ざっと神官達が構える。


「神に祈りを！　神に感謝を！」


全員で神に祈りを捧げると、わたしは退場となる。フェルディナンドに手を引かれて段を下りて足を進めていたが、退場途中でやや俯き加減になって視線を逸らそうとしている一人の青色神官に気付いて足を止めた。壮年の貴族然とした顔には覚えがある。


「あら、貴方……」


「エグモントを知っているのか、ローゼマイン？」


「わたくしの図書室を荒らした方、ですよね？　エグモントというお名前でしたの？」


ふふっ、み〜つけた、とわたしが小さく笑うと、別に威圧いあつされたわけでもないのにエグモントの顔色が真っ青になった。「あ、あれは……その……」と口をはくはくとさせて意味をなさない言葉を呟きながら、助けを求めるようにエグモントの視線がさまよう。


そして、フェルディナンドを見て、ハッとしたように言い訳した。


「あれは前神殿長のご指示で！　私の本意ではなく！」


……はい、また出た！　必殺「全部あいつのせい」！　神殿長ったら大人気。


だがしかし、その必殺技がいつでも効くと思われては困る。わたしの大事な図書室を荒らした罪は深く、本に関係するわたしの怒りはしつこい。前神殿長に擦なすり付けたくらいで消えるようなものではないのだ。


「そう。神殿長のご指示でしたの」


わたしの言葉にエグモントは「その通りです」と笑みを浮かべた。その笑顔は怒りを逃れた喜びのみで、反省など小指の先ほどもしていないものだ。わたしはフフッと笑いながら、「わたくし、まだ怒っているのですけれど……」と軽く威圧しておく。


「貸し一つ。二度目はないと思ってくださいね」


血祭りにしなかった分、とても理性的、かつ、この上なく穏便おんびんに終わらせたのに部屋へ戻った途端、フェルディナンドに「やりすぎだ」と怒られた。解げせぬ。


「おかしいですね。心に傷を植え付けて、体に叩き込むのが合理的で最適なやり方だ、と神官長が教えてくれたではありませんか」


「……それは、相手が言っても聞かぬ場合だ」


苦々しい顔でフェルディナンドが言ったけれど、言って聞くかどうかを確認するのも面倒くさいし、聞かなかった場合に再び図書室が荒らされる方が大問題だ。


「言って聞くかどうかは、この際どうでもいいです。わたくしの図書館に手を出すなって、青色神官全員が覚えてくれればそれでいいのですから。とても合理的だったでしょう？」


わたしがニコリと笑うと、フェルディナンドも貼り付けたような作り笑いを浮かべた。


「君の合理性は感情に任せている分、非常に怖い。どこにどんな影響があるか、わからぬ」


「あら？　神官長の合理性は計画的な分、とても広範囲に深い影響を及ぼしますよね？」


ふふふふ、と笑い合っている途中で、大事なことを思い出した。エグモントのトラウマなんてどうでもいいことでフェルディナンドと笑い合っている場合ではない。


「さぁ、神官長。洗礼式も就任式も無事に終わりました。危険人物も排除しました。図書室の鍵をください。明日、ルッツ達と会う前にできるだけ読まなければいけないのです」


わたしが期待に満ちた満面の笑みを浮かべつつ、バッと手を差し出して図書室と書棚の鍵を要求すると、フェルディナンドがきつく目を閉じて頭を抱えた。


「今日は倒れても薬も癒しもないからな」

            





久し振りの再会


フェルディナンドから鍵をもらって、すぐさま図書室へ飛び込もうとしたわたしだったが、フランに阻止されてしまった。


「ローゼマイン様、長らく留守にしていたのですから、報告することも話し合わなければならないこともたくさん溜まっているのです。軽くとはいえ、新しい神殿長の威圧を受けたのですから、図書室は荒らされることも逃げることもございません。急ぎの案件を片付けてから、ごゆっくりと読書をお楽しみください」


わたしは部屋の扉とフランを見比べ、味方になってくれそうな人がいないか、部屋の中を見回す。フランの後ろに控えるモニカ、我関せずと言うようにフェシュピールを磨いているロジーナ、そして、巻き込まれてはならないと視線を逸らすダームエルと、難しい顔で成り行きを見ているブリギッテ。誰も当てにならなそうだ。


「でも、明日はルッツ達が来るから、今日の内に少しでも読みたくて……」


フェルディナンドが同情するほど、ギルベルタ商会の面々が忙しいのならば、わたしも必然的に忙しくなるはずだ。ゆっくりできるのは今日しかないと考えて間違いない。時間がないことを訴えると、フランはまるでフェルディナンドのような笑顔を浮かべた。


「ご安心ください、ローゼマイン様。図書室に行かなくても読むべき物がございます。図書室の本より先にこちらをご覧になって、星結びの儀式までに覚えてください」


どどん、と執務机に積み上げられたのは木札だった。なんとフラン達がまとめた儀式の手順とお祈りの言葉の数々らしい。積み上がった木札の数にひくっと頬を引きつらせたのは、わたしではなく、ブリギッテだった。


「待ちなさい。これを全てとは、いくら何でも多すぎます。幼いローゼマイン様には……」


洗礼式を終えたばかりの子供に課す量ではない、とブリギッテがわたしを庇う。貴族に詰め寄られたフランはぐっと苦しそうに顔をしかめて、それでも、じっとブリギッテを見返して静かに言った。


「ローゼマイン様は星結びの儀式に神殿長として出席しなければなりません。初めての儀式で失敗すれば、それが後々のローゼマイン様の評価としてずっと残ります。貴族社会でそのような評価を得ればどうなるか、ブリギッテ様にはご理解いただけると存じます」


フェルディナンドの側仕えをしていたフランは、貴族社会のやり方をフェルディナンドの間近で学んでいる。フェルディナンドがどのようなことに注意して行動するのか、他人に対してどのように評価を下すのか、わかっている。


「……理解しました。わたくしの差し出口であったようです」


ブリギッテはそう言うと、すっと下がった。フランが明らかに緊張の解けた顔になって、わたしに木札を差し出してくる。


「どうぞ、ローゼマイン様」


「これ、わたくしが書きました。ローゼマイン様のために頑張ったのです」


キラキラとした眼差しでモニカがわたしを見下ろしてくる。主を思う気持ちと邪気のない笑顔の後押しには勝てないし、モニカの後ろでニッコリと笑っているフランから逃げられる気がしない。やっぱりフランはフェルディナンドに教育された側仕えだ。


……フランったら、神官長に影響を受けすぎ！


「うぅ、覚えます。二人の努力に報むくいるために、気合いを入れてわたくしも努力します」


「ローゼマイン様のためにまとめた物が無駄にならなくてよかったですね、フラン」


「モニカの努力をローゼマイン様が無にするはずがございません。では、まず、こちらにある儀式の手順からお願いいたします」


わたしは図書室を諦めて、泣く泣く木札を手に取った。


……ふーんだ、嬉し泣きだもん。主思いの側仕えで嬉しいなぁ。ハァ、図書室……。


こうして星結びの儀式の流れや神殿長の仕事について話をし、一日は終わりを告げた。






今日は、印刷業に関する仕事の進み具合を確認するため、フェルディナンドも一緒にギルベルタ商会の者と会うそうだ。文官に改竄かいざんされる前の報告が欲しいらしい。そう伝えると、ギルは朝食を食べ終わった後、「神官長が同席することを連絡してきます」と言って、すぐに部屋を飛び出していった。文官と一緒の視察はとても大変だったようで、ベンノやルッツに強い仲間意識を持つ結果になったようだ。


ギルはしばらく留守にしていた間に字もかなり上達していたし、報告の仕方も様になっていた。商人と文官の中に放り込まれて必死に努力したのが、結果に表れている。わたしがいつも通りにギルの頭を撫でて褒めていたら、「側仕えにそのような態度は……」と、ものすごく言いにくそうなブリギッテに注意された。


……やっぱり上級貴族の娘が側仕えの頭をなでなでするのはダメみたい。


ギルベルタ商会の面々は三の鐘に合わせてやってきて、昼食も一緒に摂ることになっている。そのため、エラとニコラは朝食の準備を終えた後、孤児院長室の厨房で昼食の準備をするために移動したし、フランもわたしの世話や案内をモニカに任せて孤児院長室でお茶の準備をしている。貴族の食事には音楽が付き物なので、朝食の後はフェシュピールを抱えてロジーナも孤児院長室へ行った。わたしは神殿長室に残って、昨日の暗記の続きだ。






「ローゼマイン、そろそろ行くぞ」


アルノーではなく、ザームという側仕えを連れたフェルディナンドが部屋にやってきた。移動の準備はできていたので、わたしはモニカと一緒に部屋を出る。


「ローゼマイン、下町の者との久し振りの再会で興奮するかもしれないが、私の話が終わるまではおとなしくしていなさい。……その代わり、あの部屋の中に入った後に関しては目を瞑つぶる。存分に心の平穏を得てくると良かろう」


歩きながらフェルディナンドがぼそりとそう言った。多分、自分がぎゅーから逃れるためにルッツを人身御供にするつもりなのだろうが、わたしにとっては望むところだ。


「はいっ！」


回廊かいろうを通り、孤児院の院長室に着くとモニカが扉を開けてくれた。久し振りに入った自室がひどく懐かしい。見慣れた家具が置かれたままの部屋に落ち着きを感じた。


「こちらは変わっていないので安心できますね」


約束の時間になるまで、わたしは二階のテーブルでフェルディナンドと星結びの儀式について話をしていた。午前に下町で、午後からは貴族街で星結びの儀式が行われるため忙しいそうだ。それから、星結び当日の孤児達の行動についての話もした。粘り強く交渉した結果、ルッツに余裕があり、ヴィルマを責任者として残すならば去年くらいの遊びは構わない、とフェルディナンドが言ってくれた。






三の鐘が鳴る。ほとんど待つこともなく、下町の方の門で待機していたギルがギルベルタ商会の面々を連れてきた。ベンノとマルク、それから、ルッツが一緒だ。


ルッツは少し見ない間にちょっと背が伸びた気がする。顔立ちも大人びたかもしれない。ギルの成長にも驚いたけれど、ルッツもぐっと成長した。久し振りのルッツに飛びつきたいのを我慢して、わたしは小さく手を振ってみようと手を挙げかける。ピクリと手が動いた時点で「ローゼマイン」とフェルディナンドに低い声で名前を呼ばれて睨まれた。


……ごめんなさい、おとなしくしています。


「では、ベンノ。視察について見たこと、思ったことを率直に述べてもらいたい。私は文官以外の報告が欲しいのだ」


「かしこまりました」


ベンノの話で初めて知ったことだが、神殿があるのはエーレンフェストの街だけらしい。「そんなにたくさんの青色神官があちらこちらにいるわけがなかろう」とはフェルディナンドのお言葉である。そんな当たり前の顔で言われても、神殿は神様を祀まつる所なのだから、麗乃時代の教会やお寺のようにどの町にも一つはあるのだと思っていたのだ。


街ではなく、領地に大きな神殿が一つあり、それ以外は各自が信じる神をそれぞれ祠ほこらや祭壇を作って祀っているのだそうだ。下町の店には商売の神や水の女神が祀られているし、鍛冶かじ工房には火の神や鍛冶の神が祀られている。門には旅人の守護神や風の女神が祀られているらしい。農村においては、冬の館に小さな礼拝室のようなところがあって、神殿のように全ての神が祀られているが、その代わり、小さな祠は特にないそうだ。


そんな中でどのように孤児院が運営されているのかというと、町長や街の有力者による運営だった。治安維持のために町長の屋敷の離れに孤児院を設け、孤児を発見次第、収容することが何代も前の領主によって定められているらしい。そして、町長は孤児達に食事を与える代わりに、孤児達を奴隷のようにこき使う権利を得ているとのことだ。青色神官が町長や街の有力者に変わっただけで、灰色神官や巫女と同じだな、と思う。


「ハッセの孤児院はひどい状態でした」


ベンノの言葉の後に、ギルが立ち上がって、その惨状を工房ができる前の神殿の孤児院と比較して報告し始めた。他の町の孤児院は神殿と併設へいせつされているわけではない。そのため神の恵みもなく、貴族ではない町長も低予算の中で困っている。全員が汚い不衛生ふえいせいな環境で過ごしているが、地階の子供達のように完全に世話を放棄ほうきされているところは見当たらなかったようだ。


「子供達が孤児院に閉じ込められているわけでもなく、森で採集しながら食い繋いでいます。夏から秋にかけて工房を軌道きどうに乗せることができたら、少しはマシになると思います」


ギルが報告を終えた。あの生意気で口の悪かったギルがなんて立派になって……と、わたしは授業参観を見て感動に打ち震える親の気分を味わいながら、ギルを見つめて笑顔で頷く。へへっ、とやり切った満足感たっぷりの笑顔でギルが頷き返してくれた。


ギルが席に着くと、今度はルッツが立って報告を始める。


「神殿の孤児院と違って神の恵みがない分、生活を向上させるために必要な金額は高めになります。そして、一番難しいのは農村の孤児院では神殿と違って、全て平等という考え方を持っていないことです。ここの孤児院ほど平和に生活が向上するとは思えません」


家庭内においても弱肉強食が当たり前だったルッツから見ると、この神殿の孤児院の平等が徹底された様子は不思議で仕方がないものだったらしい。そのおかげで平和に全てが向上したが、それが他の孤児院に当てはまるとは思えないと言う。


「それに、あそこの孤児院長はここの青色神官みたいな感じでした。孤児達が利益を上げたとしても、上前うわまえをどんどんはねていくと思います」


「……でしたら、工房を作る前に孤児院ごとわたくしの名義で作って、最初からこちらの決まりを叩き込んだ方が良いかもしれませんね」


弱肉強食の世界で生きてきた者は、強い者に従うことを知っている。権力を使って最初の土台を作り上げた方が楽かもしれない。わたしにとって横から茶々を入れてくる街の有力者なんて印刷業の邪魔者だ。つまり、本作りの敵である。権力を使って排除することに大した躊躇いはない。


「ローゼマイン工房にするのでしたら、初期投資に必要な金額はある程度、わたくしが出しても構わないと思っています。けれど、領地の事業として行うなら、領地の予算からも出ますよね？」


「それは当然であろう」


当たり前の顔でそう言ったフェルディナンドとは逆に、ベンノは首を横に振った。


「……領地の事業にするのは難しいかもしれません」


「それは何故だ？」


「文官達は、この印刷事業を潰つぶしたいのではないか、と考えられるからです」


ベンノの目が厳しい光を放った。隣でマルクも静かに頷いている。


「文官達にどのように伝達されて、どのように仕事をするように言われているのか存じませんが、本当に嫌で仕方がない仕事を無理やり割り振られたようでした」


ルッツとギルも、うんうん、とベンノの言葉に大きく頷いている。同行した文官のせいで、ずいぶんと嫌な思いをしたようだ。


「率直な意見をお望みだと伺ったので、意見させていただきますが、あれが本当に領主主導で起こそうとしている新しい事業の担当者なのか、と思わざるを得ません。当人の意識が低いだけなのか、領主の意思が通じていないのか、故意に事業を失敗させたいのか、一介の商人である私にはわかりません。ですが、あの担当者では確実に計画は頓挫とんざします」


マイン工房孤児院支店を作る時でさえ、「また面倒なことを」と言われて、根回しや進め方について注意は受けたけれど、ダメだとは言われなかった。今回は儲もうけの匂いや損得に敏感な商人であるベンノに頓挫すると言われる程ひどいらしい。印刷業が頓挫する可能性の高さに、ひぃっと息を呑んだわたしと違い、フェルディナンドはにんまりとした笑みを口元に浮かべた。


……あぁ、この邪悪じゃあくな黒い笑顔。脳内で何か罠を張り巡らせている気がする。


視察に行った文官が餌食えじきになるに違いない。印刷業の頓挫は困るので、わたしは心の中でフェルディナンドを応援しながら見守るだけだ。


「ふむ。君達の意見は参考にさせてもらおう。わざわざ足を運んだ甲斐があったようだ。それから、星結びが間近に迫っているが、食事処の件は一体どうなっている？」


領主、領主の異母弟、領主の養女、騎士団長と錚々そうそうたる顔ぶれが集まる食事会だ。ジルヴェスターの期待値を考えると頭が痛い。けれど、ベンノはフッと余裕の笑みを浮かべた。


「順調です。食事処自体は完成しましたし、料理人の腕も上がっていますし、教育された給仕も増えました。貴族のことをよく知っている者が主となって動かしておりますので、食事会はそれほど大きな問題もなく開催できると思われます」


「そうか。他に問題は？」


「……神官長にご報告するものは、それで終了です。イタリアンレストランに関してローゼマイン様にお伺いしたいことが数点ございます」


ちらりとこちらに向いたベンノの視線が鋭く刺さる。


……ベンノさんったら、なんでそんなに怖い目をしているんでしょうね？　連絡が取れなかったのはわたしのせいじゃないですよ？


「では、報告のまとめや初期費用の計算などはローゼマインにも手伝わせると良いだろう。一つの事業を起こす大変さを知っておくのも領主の養女として必要な経験だ」


……仕事を振り分けられた下の者の苦労を思い知って、養父様のように無茶なことを言うな、ということですね。わかります。わかるけど、本を得るためには自重なんてしないよ、わたしは。


「ローゼマイン、この後はあの隠し部屋を使っても良い。護衛はダームエルだ。ブリギッテはここで待機し、先に昼食を終えよ」


「はっ！」


フェルディナンドの指示に、モニカはブリギッテの昼食の支度したくを始め、フランは退室しようとするフェルディナンドとザームを見送りに行く。


フェルディナンドが一階へ降りていくのを見送った後、わたしは隠し扉に手を当てて、軽く魔力を流した。指輪から魔力が流れて、認証が終わると隠し部屋が開く。フェルディナンドの部屋の工房と違って、ここは魔力がない者でも入れるようにしてあるので、わたしが許可した者ならば誰でも入れるのだ。


「ギルベルタ商会の方々はこちらへ入ってくださる？　神官長がおっしゃったように護衛騎士はダームエルで、側仕えはギル。モニカはブリギッテの食事の給仕をお願いします。用があれば、扉の魔石を押してちょうだい」


モニカにそう言い置いて、わたしは皆が入ったのを確認してゆっくりと扉を閉める。






隠し部屋はそれほど広くはない。八畳くらいの広さで、テーブルと椅子がある応接室のようなものだ。広さは魔力量によって変えられるらしいが、側仕えにも聞かせたくないようなことを話すための部屋なので、それほどの広さは必要ないと思っている。


パタリと隠し部屋の扉を閉めて、わたしはハァと息を吐いた。我慢は終了。わたしはくるりと振り向いて駆け出すと、ルッツに飛びついた。


「うわあぁん、ルッツ、会いたかったよぉ！」


「おわっ!?」


頭をぐりぐりと押し付けながら、わたしは溜まりに溜まった鬱憤うっぷんを晴らすように、ぎゅーっとしがみつく。


「もうお貴族様なんて嫌だよ！　ずーっと行儀作法の練習と勉強ばっかりで気が滅入めいった。ホントに疲れた。ぶっ倒れたら薬で無理やり体調を治されて、後で頭がくらくらするし、周りの人は腹黒い人が多いし、癒しがないし、家族もルッツもいないし、お父様もお母様もこうやってぎゅーってしてくれないし……それから、それから」


わたしがルッツに抱きついたまま、つらつらと貴族街での生活について不満を述べていると、ルッツはどうすればいいのかわからない、というような顔で自分の頭を押さえる。


「……あ〜、マイン？」


「ルッツ、そこは間違えたらダメだよ。ちゃんとローゼマインって呼ばなきゃ」


久し振りに呼ばれた「マイン」という名前に目の奥が熱くなるのを感じながら、わたしはゆっくりと首を横に振る。


「ねぇ、ルッツ。家族皆の代わりにちゃんとぎゅーってして。全然足りないよ」


わたしの要求にルッツは慣れた動きでぎゅーっとしてくれる。わたしは満足の笑みを浮かべるが、周囲にいる人達は非常にしょっぱい顔になっていた。でも、止めない。わたしはまだ満足できない。そして、ルッツにぎゅーっとしてもらいながらベンノを見上げる。


「ベンノさん、ベンノさん、お願いがあります」


「……何だ？」


呆然ぼうぜんとしていた顔から、やや警戒したような顔になったベンノがわたしを見下ろした。


「ちょっとでいいので、叱ってください」


「はぁ!?」


ベンノの声が裏返り、完全に貴族相手の表情が掻き消えた。それがわかって何とも嬉しい気分になる。


「貴族の館に行ったら身分が違うせいか、誰も叱ってくれないんです。何しても褒められて気持ち悪いんですよ。わたし、そんなに褒められるようなことしてないのに！」


行儀作法の先生も勉強を教えてくれる先生も、気持ち悪いくらいに持ち上げてくる。それに、カルステッドもエルヴィーラも基本的に叱ることをしない。何か失敗した時は笑顔で切り捨てられそうで、正直怖い。わたしがそう訴えると、俯いてぷるぷると震えていたベンノがガッと顔を上げて、特大の雷を落とした。


「気を抜きすぎだ、この阿呆あほう！　ただでさえ、お前はうっかりぼんやりしていて注意力散漫さんまんなのに、足元をすくわれるぞ！」


「そう！　それ！　そういうのが欲しかった！　あぁ、ホッとする〜」


ベンノの雷さえ懐かしくて嬉しく感じるなんて、ずいぶんとわたしは我慢していたようだ。ハァ、と満足の息を吐くと、ルッツは逆に疲れ果てたような息を吐いて、がっくりと肩の力を抜いた。そして、少しだけわたしに体重を預けてくる。


「なぁ、お前さ、お貴族様になっても全然中身が変わってないんだけど……」

            





    
  
  




「人間の中身がそんなに簡単に変わるわけがないでしょ？　ルッツ、何を言ってるの？」


そんなに簡単に変わったらビックリだ。この短期間で猫を被るのは上達したし、立ち居振る舞いも洗練されたと思うが、中身に大した違いはない。わたしの言葉にベンノが「だから、言っただろう？」とルッツに諦めの混じった声を向ける。


「平民から上級貴族の娘になったところで、こいつの本質はそう簡単に変わらない」


ルッツが悔しそうに歯を食いしばって、ぐぬぬぬ……とわたしを睨む。


「くっそぉ……。マインにはもう会えないんだって思ったオレの涙を返せ！」


「わかった。ぎゅーで倍返しにしてあげる」


とてもいいことを思いついたのに、ルッツには拒否されてしまった。おかしい。


何はともあれ、ルッツ分の補充ができて満足、満足である。


「満足したなら、話を進めていいか？　イタリアンレストランの売りにするふわふわパンのことだが……」


ベンノが商売人の顔になって、ギラリと目を光らせた。

            





ふわふわパンの作り方


「ふわふわパンってことは、天然酵母てんねんこうぼちゃんの作り方を知りたいってことですか？」


「あぁ、そうだ」


うーん、とわたしは唇を尖らせて考え込んだ。ふわふわパンを作るのは、他の店に出し抜かれないための……たとえ、レシピを教え込んだ料理人が引き抜かれても、こちらが優位に立つための切り札だった。想定されるライバルはギルド長やイルゼだったが、彼等はすでに共同出資者だし、フーゴ達とイルゼの間ではレシピが行き来している。正直、今の状態ならばふわふわパンを店に出す必要は特にない。


「養父様とうさまは多分変わった食事を楽しみにしているでしょうから、わたしが同行する食事会では前もって天然酵母ちゃんをお渡しします。そうすればフーゴ達は使い方を知ってるから、ふわふわパンを作れますよね。でも、製法その他に関しては秘密にします。しばらくはふわふわパンなしで運営してください」


「はぁ!?」


ギルド長の家で食べたイルゼのパンも、カルステッドの家で食べたパンも、ふわふわパンではなかった。イタリアンレストランは「貴族が食べる食事を出す店」というコンセプトで客寄せをするので、ふわふわパンである必要はない。


「それは何故だ？　ふわふわパンを売りにするんじゃなかったのか？」


ベンノが目を丸くし、マルクもルッツも驚いた顔になった。ベンノはふわふわパンをかなり気に入っていたようなので、ベンノ自身もレシピを知りたいのかもしれない。


「イタリアンレストランを他の人が真似できないって意味では必要だったんですよ。でも、ギルド長を取り込んだ今となっては、他の人が真似したいと思ったところで一体どの商人がギルド長とベンノさんの組み合わせに正面から立ち向かってくるというんですか？　もう敵なし状態ですよね？」


「……うっ、まぁ、そうだな」


貴族と付き合いのある大店おおだなは他にもあるけれど、ギルド長とベンノのタッグを敵に回しても勝ち目がないだろうし、イタリアンレストランは富豪向けの店なので、何店も同じような店があっても共倒れになるだけだ。


ベンノが苦労したように、材料の調達や料理人と給仕を揃える手間と金を考えれば、手を引くのが普通の商人だ。ベンノはイルゼとギルド長への対抗心でやり始めたけれど、売り言葉に買い言葉で新しい事業に手を出すようなバカなことは普通しない。


「それに、ふわふわパンはイタリアンレストランより、むしろ、わたしに必要なんです」


「お前に？　すでに日常的に食べているだろう？」


「……領主の養女になった以上、わたしも流行の発信元にならなきゃダメなんですって」


下の者の後追いをするのは美しくない。それはエルヴィーラだけの持論ではなく、上級貴族の女性には必要なことらしい。新しい物を自ら取り上げて広めていくことで、需要が生まれる。そうやって領地内の経済を活性化させることも貴族の役目だそうだ。


つまり、わたしも領主の養女として、これからは貴族がこぞってお金を落としたくなるような流行を作らなければならない。


「そんな感じのややこしい貴族の事情がありまして、ふわふわパンはわたしの立場を作るために領主の城や上級貴族から広げていきたいんです。お母様の派閥に広がったら、イタリアンレストランにはレシピを流してもいいと思っています。ギルド長のところと協力してやっていくなら、別に天然酵母ちゃんのような切り札は必要ないでしょ？」


「切り札はいくらでもあった方が良いだろう？」


ベンノは不満そうにそう言ってわたしを見たけれど、「やはり貴族には貴族で色々とあるんだな」と一応の理解を示してくれた。


「わたしが欲しいなと思った物は、これからも基本的にギルベルタ商会を通じて作って売ってもらうつもりなので、ふわふわパンを最初から店に出すのは諦めてください」


「わかった。物事には順番というものがあるからな」


上から下に流した方が流れやすい。高級な物なら尚更だ。自作して身近にあるので忘れがちだが、リンシャンも植物紙も髪飾りも絵本も、誰もが手に入れられるほど安価な物ではない。購入層はお金を持っている者に限られる。そして、上の立場の者は下の後追いが許されないならば、尚更、上から流さなくてはならない。


「とりあえず、イタリアンレストランの売り文句である、貴族も利用する食事処、という部分は、わたしががっちり守りますから。それで勘弁してください」


「守るって、何をするつもりだ？」


ベンノがひくっと頬を引きつらせた。


……どうやら、わたし、ものすごく信用がないみたい。……知ってたけど。


「大店の旦那様を集めて行う試食会で、わたしが共同出資者として挨拶します。新しい神殿長のお墨付きということで店を始めれば、箔付けとしては十分でしょ？」


「……中身はともかく、肩書は神殿長で、領主の養女だからな。客が腰を抜かすぞ」


「挨拶だけで食事なんてしませんよ。味がわからなくなったら可哀想じゃないですか」


ちらっと顔を出して、「ぜひ、ご贔屓ひいきに」と愛想を振りまくだけでも十分に効果はあると思う。そして、大店の旦那様方が領主や貴族との繋がりを求めてベンノに擦り寄ってくれば、印刷業を広げる上でも彼等の協力を得やすいはずだ。


「どちらにせよ、イタリアンレストランはなるべくギルド長にお任せして、ベンノさんはそこまで頑張らなくてもいいんじゃないですか？」


「共同出資者はギルド長ではなく、あの孫娘だが？」


共同出資者の中で成人しているのがベンノだけなので、奮闘ふんとうしなければならないと主張する。けれど、わたしとしてはフリーダに丸投げでも構わない気がした。


「フリーダが共同出資者なら頼もしいですね。何が何でも利益を出してくれそうですし、フリーダだけで手が回らなかったら、あそこの家族はがっつり協力してくれますから。ベンノさんが多少手を抜いても大丈夫ですよ」


フリーダは何だかんだ言っても家族に大事にされているのだ。おまけに、利益に敏感で少々がめつい一族だから、全力でイタリアンレストランに協力してくれるだろう。


「手を抜いていたら乗っ取られるぞ？」


「え？　でも、一年もしないうちに、印刷業が忙しすぎて、任せられる相手がいるイタリアンレストランになんて構っていられなくなると思いますけど。共同出資者としての名前が残っていて、その分の利益が得られたら十分ですって」


理解できないと言いたそうなベンノとマルクとルッツの顔をぐるりと見回した。


「ベンノさん、さっき、文官が本当にやる気があるかわからないって言ったでしょ？　でも、文官のやる気なんてこの際全く関係ないんですよ」


「計画が頓挫しそうなやる気のなさでもか？」


疑わしそうなベンノを見つめて、わたしはハッキリと頷いた。


「だって、ついこの間、わたしの洗礼式で養父様が宣言しちゃいましたから。二十年くらいで領地に広げるって。それに、神官長が悪い顔をしてたので、すぐに態度の悪い文官なんていなくなります。むしろ、更なる計画の前倒しや早送りの心配をした方が良いですよ」


あのフェルディナンドの顔を見ればわかる。絶対に何かの布石か罠だ。その罠がやる気のない文官に向けられたものならば良いけれど、これが「ギルベルタ商会は本当に使えるのか」という試練だった場合、気を抜いたら大変なことになる。


「……あんまり適当なことを言うな」


「適当じゃありません。経験に基づいた断言ですから」


胸を張って断言するわたしを見ながらまだ疑わしそうな顔をしているベンノの後ろで、マルクがすっと両手を胸の前で交差させた。


「貴重な助言、ありがとうございます。心に留めておきます」


「マルク……」


「旦那様、いくら現実が忙しすぎるからといって、目を逸らしてはいけません。忠告通り、どのような無茶を言われてもある程度対応できるようにしておかなければ」


マルクの言葉にベンノとルッツと、何故かギルとダームエルまでが、すっと表情を引き締めた。


……無茶ぶりをする上を持つと大変だね。


「じゃあ、ベンノさんのお話はこれで終了にしてもいいですか？」


「構わないが……」


「わたし、ギルとルッツの話が聞きたいんです」


わたしは少し身を乗り出すようにして、ギルとルッツを見つめる。余所の町や農村の冬の館には、わたしも行ったけれど、基本的に騎獣に乗っての移動だったし、馬車に乗っている時は周辺の貴族を警戒して雰囲気がピリピリしていた。それに、祈りを捧げる以外のことをしていないので、普通の旅ではない。わたしは普通の旅の話が聞きたいのだ。特に、ルッツなんて念願の余所の町である。


「ねぇ、二人とも。初めての余所の町はどうだった？　エーレンフェストとどう違った？　馬車に揺られるの、気持ち悪くなかった？」


「すっげぇ揺れた！　半日もかからない距離なのに、ギルなんて行きも帰りも酔ってへろんへろんになってたぞ」


「何だよ!?　ルッツだって、行きはぐたぁっとしてたじゃないか！」


楽しそうに目を輝かせた二人が言い合うようにして、初めての旅について話をしてくれる。町の中を走るのと違って馬車がひどく揺れたこと。貴族の文官がぶん殴ってやりたくなるくらい腹の立つ相手だったこと。余所の町の小ささと人の少なさに驚いたこと。孤児院のひどさに一年ほど前を思い出したこと。ボロを着て、生気のない目をした孤児達にもうちょっとマシな生活をさせてやりたいと二人で決意したこと。


「初めての遠出なのに馬車酔いにも負けず、二人とも頑張ったね。ありがとう。ギル、外じゃ撫でちゃダメって言われるから、ここで褒めてあげる」


駆け寄ってきて跪いたギルの頭をわしゃわしゃしたら、ギルが嬉しそうに破顔した。


「……もう、頑張っても褒めてもらえないかと思った」


「こうして撫でて褒めてあげられるのは、ここだけになりそうだけどね。身分って想像以上に面倒だから」


ギルを撫でた後、ルッツも撫でようとしたら、「別にいい」とかわされた。ちょっと悔しかったので、ぎゅーしてやる。しかし、こうして取とり繕つくろったところのない意見を聞くと、孤児院での印刷業はなかなか厳しそうだ。


「ベンノさん、マルクさん。その孤児院でどうしたら印刷業ができると思いますか？」


「あそこは本当に人数も少ないし、力のあるやつも多くないから、印刷をさせるんじゃなくて、紙作りを中心にさせた方が良いんじゃないか？　インゴの作る印刷機を扱うのは難しいと思うぞ」


ベンノが顎を撫でながら言った意見に、マルクも苦笑した。


「領主様がいらっしゃるエーレンフェストが大きいだけで、この周辺は他の町もそれほど大きくありませんからね」


「じゃあ、紙作りと印刷業は分業にした方がいいかもしれませんね。周辺でなるべく紙を作ってもらって、神殿の工房を印刷専用工房にするとか……。なるべく早くガリ版印刷を完成させて、力がなくても印刷ができるようにするとか……」


わたしが何となく思いつくことを指折り並べていると、ベンノは頭をガシガシ掻きながら呆れた目でわたしを見下ろした。


「ローゼマイン、お前、そんな開発をしている余裕があるのか？」


「今のところは全くないです。だから、その町の権力者と色々やり取りして、落としどころを探り合うよりは、せっかくある権力をどーんと使って、孤児院兼工房を新しく作った方が面倒はなさそうだと思いました」


ついでに、神の教えを広げるなんて名目でこぢんまりとした礼拝室を付けておけば、わたしが様子を見に行くにも言い訳が立つ。


「おい、こら！　いきなり権力の暴走か!?　お前、喧嘩は嫌だとか言ってなかったか？」


「喧嘩は嫌ですけど、この場合、喧嘩にならないでしょ？　身分差を考えれば、絶対にわたしの要求が通るじゃないですか。だったら、本作りの邪魔者を排除できる手段があるんだから、使った方が楽だなって思って……」


正味の話、肩書が多すぎて、付随する責任や仕事や新しく覚えることが多すぎて、わたしも脳みそが破裂はれつしそうなのだ。余所の小さな町の有力者と悠長に腹の探り合いをしながら、落としどころをさぐっていく余裕なんてない。


……権力で片付くなら、さっさと片付けてしまえばいいじゃない。


「誰だ、こんなのに権力を持たせたヤツ!?」


「領主である養父様です」


「……くっそぉ、文句も言えねぇ」


ベンノが頭を抱えるけれど、物事には優先順位がある。まず、本を作って増やすこと。これがわたしにとって一番重要で最優先課題だ。そのためには権力もお金も使えた方が良い。神殿長や領主の養女としての責任を果たすのは、そのための努力なので頑張れるけれど、手に入れた権力で排除できるとわかりきっている邪魔者にかける手間は惜しい。


「権力を振り回すと言ったところで、普通なら洗礼式を終えたばかりのわたしの思い通りになんてならないとは思うんです。でも、養父様、わたし以上にせっかちなんですよね」


思い当たることがあったのか、ベンノが「あぁ〜」と絶望のこもった声を上げる。同時に、マルクがそっと額を押さえた。やっぱりジルヴェスターの暴走でギルベルタ商会は大変なことになっているようだ。


今度の食事会で、ジルヴェスターに一体どんな無茶を要求されるのか、強張こわばった顔で話し始めた二人を眺めていると、ルッツが折りたたまれた植物紙を取り出す。そして、ちらりと周囲を見回して、少しだけ声を小さくしながらそっと渡してくれた。


「ここを出る前に渡しておいた方が良いよな。……手紙」


この植物紙は、わたしがマインとして稼いだお金から購入し、家族が気兼ねなく手紙を書けるようにルッツから渡してもらった物だ。マインが死んだことになった後、貴族街に行くまでの間に、フェルディナンドと相談してベンノに手紙で依頼した。


フェルディナンドによると、マインは貴族に殺されたという設定になっているので、ビンデバルト伯爵から没収したお金の一部が見舞金として出たらしい。しかし、娘を金で売ったみたいで嫌だ、とウチの家族にはお金を受け取ってもらえなかったそうだ。目に浮かぶ。


なので、見舞金も遺産もこちらで管理して、わたしの好きに使うことにしたのだ。「せめて、お手紙が欲しいな」って、わたしの名前で紙とインクを贈られたら、ウチの家族は嫌でも手紙を書かざるを得ないだろう。そうしたら、わたしの寂しさがちょっと減る。


……うふふん。わたし、頭いい。


「これは死んじゃったマインに対する手紙だから、中を見てもローゼマイン様へ、とは書いてないからな」


家族からの初めての手紙に緊張しながら、かさりと広げるとトゥーリの拙つたない字が紙面に踊っているのが見えた。まだ書き慣れていない上に、初めてのインクを使った文字なので、ところどころインクの染みができている。変な方向に書かれている文字や、文字がつぶれているところもあって、「マイン、わたしは元気だよ」しか読めない。


「えーと、これは……何て書いてあるんだろう？」


「あぁ、そこはコリンナ様のところで裁縫さいほうの勉強を始めたって書きたかったはずだ。この辺りはおじさんだな。カミルの首が据わったって。ここら辺がおばさんだと思う。倒れてないかってすげぇ心配してた」


父さんは仕事で字を書いているし、わたしも門で読んでいたから、ちょっと癖があるけれど普通に読める。母さんは覚えたてなのでトゥーリよりも読みにくい。そんな三人がそれぞれ好きなように書き込んでいるので、せっかく手紙をもらっても解読不能だ。


「……ルッツ、今度から一人一枚使うように言って。字が重なって読めないから」


「一応言ったんだけどな」


高いのにもったいない、と言われたらしい。そう言っている姿が頭に浮かぶ。高くて、家族からは手紙を出してくれないと思ったから、マインの遺産で植物紙やインクを買ったのだ。わたしが読めるように使ってほしい。


「読めないから一人で一枚ずつ使ってほしい、とは伝えておく」


「ありがとう、ルッツ。後で急いでわたしも返事を書くから届けてくれる？」


「おぅ」


ここにも筆記用具を持ち込まないといけないな、と話し合いのためのテーブルと椅子しかない部屋を見回してそう思っていると、マルクがすっと筆記用具一式を自分の荷物の中から取り出して、テーブルに並べていく。


「お貸しします。ここで書いてしまった方が良いですよ」


「さすがマルクさんですね。痒かゆいところに手が届く感じが、とても素敵です」


マルクの貸してくれた筆記用具で、わたしはすぐさま返事を書いた。忙しいけれど、わたしは元気だよ、と。






隠し部屋でなければできない話し合いは終わったので、部屋を出て、昼食を摂ることになった。すでにブリギッテは終えていたので、護衛を交代し、ダームエルと一緒に食べる。


「ブリギッテ、昼食はいかがでした？　お口に合いまして？」


食事の準備がされる間に、わたしはブリギッテに問いかける。ブリギッテは普通の貴族だ。イタリアンレストランの開店を間近に控えているので、少しでも多くの貴族の感想が欲しい。


「えぇ、とても美味しくいただきました。ローゼマイン様の料理人は腕が良いですね。護衛がとても楽しみになりました」


キリッとした表情はほとんど変わらなかったけれど、アメジストの目元は少し柔らかく細められていた。そこまで言ってくれるなら、かなり気に入ってもらえたに違いない。


わたしが安堵の息を吐いていると、視界の端にオレンジに近い赤毛の三つ編みが映った。


「ローゼマイン様、これは半分くらいわたくしが作ったのですよ」


にこにこニコラが得意そうに笑いながら、お皿を持ってきた。貴族街に行く前は「ローゼマイン様にお出しするには自信がありません」と言っていたが、どうやらわたしがいない間に自信を持てるくらいまで料理の腕を上げたようだ。食べるのが楽しみだ。


「ローゼマイン様、新しいレシピはありますか？　もっと色々作ってみたいです」


おいしいものが大好きで、わたしの側仕えになって一番嬉しいのが食事で、おいしいご飯のために頑張ります、と決意表明していたニコラに、わたしは小さく笑う。


「今夜にでもレシピを渡しますね。エラと一緒にたくさん練習してください」


まずは門外不出という扱いで、エラとニコラに天然酵母を作れるようになってもらおう。それから、上級貴族の女性に流行りそうなお菓子のレシピもマスターしてもらいたい。魔術具の氷室ひむろがあると言っていたし、今の暑い時期なら冷たいお菓子もいいかもしれない。


……印刷業が広がったら、「ローゼマインおすすめレシピ集」も作ってみようかな？

            





星結びの儀式　下町編


わたしは星結びの儀式まで神殿から出ることなく過ごした。お祈りの言葉を覚え、ニコラに天然酵母の進捗しんちょく状況を報告してもらい、孤児院長室の隠し部屋で食事会に出すメニューや領主に対する報告と予算案についてルッツやベンノと話し合ってまとめる。


今日もギルベルタ商会からベンノとルッツが来ていて隠し部屋で話し合いだ。


「星結びの儀式で貴族街へ行くので、その時に養父様にも日取りや時間を聞いてみますね」


「あぁ、頼む」


食事会を前におおよそやるべきことは終えた。ベンノの目に少々生気がないけれど、食事会まではゆっくり休めそうだ。「こんなもんか。何とかなったな」と少し安堵した顔で大きく息を吐いたベンノが眉間を指でぐりぐりしている。


「……ねぇ、ルッツは星祭り、どうするの？」


「去年と一緒にするつもりだけど？……昼食を孤児院で摂らせてくれるならな」


ルッツの分の昼食を準備して孤児院の食堂で一緒に食べてもらうだけならば、わたしでも手配できる。けれど、このベンノが過労死しそうな忙しさの中で、孤児院の面倒を見てもらうことができるのだろうか。


「忙しくない？　大丈夫？」


「今、どうしてもやらなきゃいけないものは終わったし、祭りの日に家で休めるわけがないだろ？　孤児院の方がまだのんびりできる。飯もうまいし……」


星祭りは街一丸となる祭りだ。新郎新婦とその家族以外は開門と同時にタウの実を拾いに行き、投げまくった後は広場に出す食事の支度や夜の祭りの準備で忙しい。結婚する者が家族にいないからといって、我関せずとばかりに家でのんびりできるような環境ではない。追い立てられて手伝いに駆り出されるのだ。


「タウの実は全部投げないで、少しだけ置いておいてね」


ニッと笑って「わかってる」と答えるルッツは以前と全く変わらないのに、わたしが会いたい家族はちっとも顔を見せてくれない。星祭りの日に孤児院の子供達の面倒を見るのをお願いするという名目で顔を合わせたいと思っていたが、その日は予定があると断られた。孤児院には顔を見せてくれると言っていたのに、トゥーリはまだ一度も来ていない。


「……トゥーリ、来ないね」


わたしがポツリと零すと、ベンノが「当然だ」と鼻で笑った。


「トゥーリは今、忙しいんだ。ダルア契約した工房で仕事をし、休みの日にはコリンナの工房で髪飾りの作り方を教えながら裁縫の勉強をしている」


「え？」


「コリンナによると、すごい勢いで貪欲どんよくに技術を吸収しているらしいぞ。……一流の針子になるのが、お前との最後の約束なんだろう？」


手紙からは読み取れなかったトゥーリの頑張りをベンノの口から聞かされて、目の奥が熱くなってきた。わたしとの約束を守るためにトゥーリは必死で努力しているらしい。


「ギュンターおじさんも大変なんだぜ。通達があったのに余所の貴族を入れたってことで、騎士団の調査が入って、重要事項を伝達していなかった東門の士長が罰せられたんだ」


父さんが「領主不在のため、以後許可証が出ることはない」という情報を各門の士長に伝えたことはそれぞれの門の士長から証言が得られた。また、東門以外の門ではきちんとその情報が門番まで伝えられている。それなのに、最も人通りが多くて最も警戒しなければならない東門の士長が、一番に情報を受け取っていたにもかかわらず伝達を怠った。


これが重大な失態しったいであると判断されたらしい。そして、娘を失ったこと、街に入った貴族を捕えるために健闘したことなどが考慮され、士長の穴を埋めるように父さんは昇進。東門の士長になったそうだ。


「出勤時間が増えて忙しくて、まともに家族とご飯が食えんって、泣きつかれたんだ」


「……うわぁ、目に浮かぶよ」


皆、忙しくて来られないのか。仕事なら仕方ないなぁ、と肩を落としていると、ルッツがわたしの頭を軽く叩いた。


「あんまり落ち込むなって。トゥーリの星祭りの日の予定って、お前なんだから」


ルッツの思いがけない言葉に「へ？」と目を丸くすると、ルッツがニッと笑う。


「新郎新婦の家族に交じって神殿の前庭で扉が開くのを待つんだってさ。新郎新婦が退場する時、お前は礼拝室の祭壇のところにいるんだろ？」


ルッツはトゥーリに「孤児院の子供達と一緒に行動していたら、初めての神殿長の姿が見えないでしょ」と言われたらしい。ほんのちょっと、ちらっと見るだけのために、家族揃って扉の前で待機する予定だ、とルッツが教えてくれる。


「せっかくなんだから、イイところ、見せてやれよ？」


「……うっ、本番までにもう一回お祈りの言葉を覚え直すよ」


今の気持ちは初めての授業参観に緊張する感じに似ている。せっかく家族が来てくれるのだからいいところを見せたい。でも、失敗したらどうしよう、と不安になってしまう。






疲れ果ててやつれた顔にやり切った充足じゅうそく感を乗せたベンノとルッツと別れて、隠し部屋から神殿長の自室へと戻る。ルッツが一緒に行動してくれると言ったので、星結びの儀式当日に孤児院の子供達がどのように過ごすのか、ヴィルマとも話し合わなければならない。


「これから孤児院へ向かいます。伴を」


「わたしにお伴させてください、ローゼマイン様」


ヴィルマに会えるのが嬉しくて仕方がない様子で、モニカがぱぁっと笑顔を浮かべて駆け寄ってくる。わたしは視線を上げてフランを見た。


「フランはここでお仕事をしていてください。星結びの時の子供達についてヴィルマと話をしてくるだけですから」


フェルディナンドから派遣されてきたザームと話をしているフランは軽く頷いた。


「モニカ、ローゼマイン様をよろしくお願いします。いってらっしゃいませ」


「いってらっしゃいませ、ローゼマイン様」


フランと共にザームも腕を交差して、その場に跪いて見送ってくれる中、わたしはモニカと一緒に部屋を出た。護衛騎士はもちろん二人とも付いて来る。


ここ最近、フェルディナンドがザームという側仕えを神殿長室に派遣してくれていて、神殿長関係の仕事をフランと二人で行っている。ザームはフェルディナンドの側仕えの中でも前神殿長とのやりとりを主にしていたらしい。フェルディナンドはいつもアルノーを連れていたので、ザームはあまり印象のない人だった。けれど、これからはアルノーではなく、ザームが神殿長であるわたしとフェルディナンドの連絡役になるようだ。


前神殿長が関わる時もアルノーがフェルディナンドに付き従っていた気がするのだけれど、フェルディナンドの側仕えがどのような配分で仕事を行っていたか、詳しくは知らない。ただ、アルノーと話をしている時はどことなく上司と話をしているような雰囲気を出していたフランが、ザームとは同僚と話をするような気安さで接しているので、フランにとっては良い変化だったようだ。






「ヴィルマ、ローゼマイン様がいらっしゃいました」


孤児院の扉を開けて、モニカが待っていたヴィルマに声をかけた。


「わざわざ足を運んでくださってありがとう存じます。神殿長自らが足を運ぶことについて、神官長は何もおっしゃいませんでしたか？」


ヴィルマが心配そうにわたしに問いかける。孤児院長だった頃と違って、神殿長が孤児院に出入りするとは考えられなかったらしい。


「神殿長はわたくしですから、わたくしのやりたい通りにするのです。身の安全であるとか、淑女としてよほど恥ずかしいことをしない限り、神官長は禁止なさいません」


余所の町に孤児院兼工房を作る計画にフェルディナンドを巻き込もうとしたところ、「聖女らしい実績を積め」と言われたくらいだ。孤児院に向かうことに文句を言うはずがない。


「それで、星結びの儀式の日の話なのですけれど……」


青色神官は全ての側仕えを貴族街に連れていくそうだ。これは実家に戻っても世話をしてくれる者がいないため、自分で連れて帰るしかないという事情があるらしい。フェルディナンドは貴族街に自分の屋敷を持っていて、そこにも側仕えがいるので連れて帰る必要はないが、皆が連れて帰るので一応連れて帰っていると言っていた。


「ただ、わたくしは領主の養女ですから、事前に許可のない者を城に入れることはできません。そのため側仕えは全員神殿で留守番です。ロジーナだけは連れていきますけれど……」


専属楽師は宴うたげには絶対に必要な存在だ。ロジーナだけはわたしと一緒に城に向かう。専属料理人であるエラも連れていこうと思えば連れていけるのだが、盛大な婚礼の儀式を前に戦争状態になっている厨房へ勝手もわからないエラを放り込んでも苦労するだけだ。本人の希望も聞いた結果、今回の同行は見合わせて、わたしが領主の城へと住むことになった時に連れていくことになった。


「ですから、エラとニコラには孤児院の食事を準備するように申し付けています。それから、他の青色神官にも食事の支度はさせるように通達を出しました」


青色神官が出払ってしまうので、星結びの儀式の日、孤児院では毎年夕飯抜きになっていたようだが、青色神官が料理人を連れていくわけではない。貴族の家には料理人がいるから、側仕えとは違って料理人は必要ないのだ。今年は神殿長命令で「自分が神殿にいないのに食事を作らせる必要がない」と言う青色神官達に食事の支度をさせることにした。


その代わり、星結びの儀式の時にもたらされるお布施ふせの配分を去年と変えた。前神殿長は自分が半分を取り、都合の良い腰巾着こしぎんちゃくほど取り分が多い配分になっていたのだ。


わたしは平等に頭割りにすれば、と言ったのだが、フェルディナンドに止められた。貴族社会の身分的な建前やわたしが神殿長でなくなった後のこともあるので、等分というわけにはいかないそうだ。最終的には神殿長と神官長が四分の一ずつ、残りの半分を青色神官で等分にすると決めた。前神殿長の腰巾着以外は諸手もろてを挙げて賛同さんどうしてくれたし、腰巾着達も不満そうな顔をするだけで表立って文句は言わなかった。


「では、食事の心配がいらないのですね。本当にありがとう存じます、ローゼマイン様」


「それから、去年と同じようにルッツが孤児院の皆を森へ連れていってくれるそうです。ルッツの昼食はこの食堂で一緒に摂れるようにしてください。過ごし方は去年と同じなので、それほど混乱はないでしょう。孤児院の者が下町に迷惑をかけないように、よく見ていてください」


「かしこまりました」


笑みを浮かべて頷くヴィルマにニコリと笑った後、わたしは食堂に視線を巡らせる。


「……デリアならば、ディルクと一緒にお昼寝をしています」


「二人の様子はどうかしら？」


ディルクにも祝福の光が飛んだことは、側仕えにするために召集したモニカとニコラから報告を受けた。命に別状がないことはわかっていたけれど、デリアが周囲と馴染めず、大変だとヴィルマからも報告があったので心配はしていたのだ。


「二人とも元気ですよ。デリアもディルクの世話を一人で囲い込んで倒れることもなく、周囲にお願いすることを覚えて余裕ができたようです。そうはいっても、最近ディルクが這はい始めたものですから、デリアは掃除と追いかけるのが大変なようですよ。もー！　と怒りながらディルクを追い回している姿をよく見るようになりました」


「そう、それなら良かった」


気がかりが消えて安堵の息を吐くと、ヴィルマが聖女の笑顔でわたしを見ていた。


「ローゼマイン様、わたくしは貴女にお仕えできて、本当によかったと思います」


「ヴィルマ、どうしたの？　突然、そんなこと……」


「そのお年で神殿長の職務に就くのは大変だと存じますが、きっと、きっとやり遂げられると信じております」


優しくわたしを見つめるヴィルマから後光が差しているように見えた。神殿なので後光ではなく、祝福の光かもしれない。魔力もないのに祝福を与えられた気分だ。


……ヴィルマ、マジ聖女。神々しすぎる。






そして、星結びの儀式が行われる当日の朝。わたしはモニカによって朝早く起こされ、簡単な食事を摂った。


「ローゼマイン様、孤児院に行ってきます」


「ギル、子供達をよろしくお願いしますね」


ギルが出て行くと少しして二の鐘が鳴り響いた。わたしはルッツとギル達がそろそろ森へ向かう頃かな、と思いを馳せながら湯浴みをする。本来は水浴だが、わたしが水浴などしたら儀式どころではなくなってしまう。湯浴みでも体を清めるのが大事なのだ。


「モニカ、ダメよ。それではここに皺ができるでしょう？」


楽師のロジーナは側仕えの職分を侵おかしてはならない。でも、側仕えになりたてのモニカとニコラには儀式用の服を美しく着付けるのがまだ難しいので、教師役をしてくれている。


「ここをこうして……こうですか？」


「えぇ、ニコラ。綺麗にできましたね」


神殿長として初めて人前に出る儀式なので適当な着付けで出るわけにはいかない。けれど、ロジーナが二人に美しい着せ方を教えながら着付けをしているので時間がかかる。


……神殿長付きの側仕えだったせいもあると思うけど、最初から儀式用の着付けができたデリアって、意外とすごかったみたい。


神殿長の衣装を着せられ、黒と金で織おられた生地のタスキを右肩から斜めにかけられて、ブローチで留められた。帯の飾りも黒と金なので、星結びの儀式は最高神の夫婦神からの祝福を得る儀式だと一目でわかる。


神殿でも貴族らしく髪を整えなさい、とエルヴィーラから整髪料を与えられた。そのため、クリスティーネの髪を結ゆっていたロジーナが貴族の娘に相応しい複雑な結い方を二人に教える。わたしの髪は金と黒で編まれた紐で結われ、美しく見える角度を何度も検証しながら簪を挿し込まれた。今日の簪は洗礼式の時にフェルディナンドからもらった物だ。






「神殿長、礼拝室へ移動して待機してください」


「ローゼマイン様、参りましょう」


まだ「神殿長」と呼ばれることに慣れていなくて、少し反応が遅れるわたしのフォローをしてくれるのはフランだ。フランに手を引かれて、わたしは衣装の裾を踏みつけないように気を付けて歩く。いつもの神殿長服は帯のところでおはしょりのように織り込んで膝丈に調節しているけれど、儀式の衣装は成人女性と同じように完全に足が隠れる長さである。踏んで転ぶ危険性は高い。慎重に歩くわたしの後ろから付いて来るのは、神殿長用の大きな聖典を胸に抱いたモニカだ。ニコラはエラの昼食準備を手伝いに行っている。






「神殿長、入室」


フェルディナンドの声と共に灰色神官達によって扉が開かれていく。祭壇の前に並んだ青色神官が手に持っている棒を振ることで、たくさんの鈴が鳴ったような音が礼拝室に響き渡った。わたしはモニカから大きくて重たい聖典を受け取り、その中をゆっくりと足を進めていく。右手には青色神官が、左手には数十組の新郎新婦がずらりと並んでいる。


新郎も新婦もそれぞれの生まれた季節の貴色の晴れ着を身にまとっていた。仲良さそうに寄り添っているのは、大体がご近所で幼い頃から両家がお互いを知っている幼馴染の恋愛結婚で、無表情で並んで立っているのは家の関係で婚姻こんいんを決められた者達だ。下手したら、初めて顔を合わせた夫婦もいるかもしれない。


ただ、今は皆がわたしを見て表情を変えていた。口をパクパクさせてお互いに顔を見合わせたり、他のカップルに囁ささやきかけたりしている。マインだった時の洗礼式でしていたように、声を響かせない魔術具を使っていなければ大騒ぎだっただろう。


祭壇前でわたしはフェルディナンドに聖典を渡す。そうすると、フェルディナンドが祭壇の上に聖典を置いてくれるのだ。腕が軽くなったわたしは少し緊張を解いて階段を上がろうと足を上げた。そのまま一段目で衣装を踏みつける。ピンと生地が張ったことで踏んでしまったのがわかった。このまま上がろうとすれば間違いなく転ぶ。


どうしよう!?　と固まっていると、フェルディナンドがぐいっと抱き上げて壇上に下ろしてくれた。冷たい笑顔に「この馬鹿者」と大きく書かれているのが見えるようだ。


……はい、ごめんなさい。


「新しく神殿長に就任したのは、領主の娘でいらっしゃるローゼマイン様である」


フェルディナンドからの紹介に新郎新婦の顔が固まった。ひそひそしていた相手が領主の娘と紹介されれば誰でも驚くだろう。


そんな中、フェルディナンドが朗々とした声で祝いの言葉を述べ、神話を語り始める。最高神である闇の神と光の女神が婚姻する話で、婚姻の後も様々な問題が起こるが、二人が力を合わせて乗り越えていく。そして、子が生まれて育ち、その子供達の結婚に自分達が祝福を与える辺りが星結びの儀式のお話になる。ちなみに、フェルディナンドは前神殿長と違って聖典を読むのではなく暗唱あんしょうしている。


神話について語るのは神殿長の仕事なのだが、わたしの声が幼くて小さいのと、長時間読み上げていると息切れするのでフェルディナンドが代理で語ることになった。わたしが行うのは神への祈りと感謝を捧げさせて、代わりに、神からの祝福を与えるだけだ。


「では、神に祈りを捧げましょう。神に祈りを！」


ざっと青色神官達に続いて新郎新婦が祈りを捧げる。わたしはその様子を見ながら、何となく聖典のページをパラりと捲った。


……ずっるぅ！　お祈りの言葉が書いてある！　わたし、必死で覚えたのに！


聖典のところどころにフェルディナンドの字でも、フランの字でも、自分の字でもない書きつけを見つけて、わたしはひくっと頬を引きつらせた。フランとモニカが書いた木札を睨んで覚えるだけで精一杯で、部屋にある聖典を読み直す余裕などなかった。でも、聖典には祈りの言葉が書かれていて、わざわざ覚える必要はなかったらしい。


ふんぬぅ、と憤慨ふんがいするわたしの横で、フェルディナンドが「では、これより其方等に神々の祝福を与える」と、新郎新婦にその場で跪くように言った。わたしの出番である。


……せっかく暗記したんだもん。カンペなんて必要ないよ。


わたしは聖典を閉じると、すぅっと息を吸い込んで指輪に魔力を込めていく。


「高く亭亭たる大空を司る最高神は闇と光の夫婦神よ　我の祈りを聞き届け　新しき夫婦の誕生に　御身が祝福を与え給え　御身に捧ぐは彼等の想い　祈りと感謝を捧げて　聖なる御加護ごかごを賜わらん」


最高神の夫婦神の祝福を祈っていると、指輪から金の光と黒の光が渦巻き、礼拝室の天井付近へと飛んでいって、弾けた。黒と金の光が飛び散って、新郎新婦に降り注ぐ。


信じられないものを見たというようにポカーンと口を開けたまま、皆が上を見上げている。新郎新婦だけではなく、青色神官も同じ表情で上を見上げていた。平然としているのはフェルディナンドだけだ。


「神具も持っていないのに、本物の祝福……？」


近くにいた青色神官の呟きに、わたしは自分の手の指輪を見つめた。そういえば、青色神官は魔力が少ない貴族や魔術具を揃えることができない貧乏貴族がなるものだった。当然、魔石の入った魔術具を持っているはずがない。やり方は同じような方法だけれど、魔力を流し込む物が神具しかない青色神官にとっては神具を持たずに祝福はあり得ないことなのだと思う。


……もしかして、やっちゃったかな？


わたしが恐る恐るフェルディナンドの様子を窺うかがうと、フェルディナンドは計算通りというような顔で唇の端を上げた。


……あぁ、例の聖女計画ですか。


「最高神の祝福を得た其方等の門出は明るいものとなろう」


フェルディナンドの声と共に神殿の扉が灰色神官によってギギッと開かれていく。夏の眩まぶしい日差しが一気に入ってきて白い壁に反射し、礼拝室が一気に明るくなった。それと同時に静寂せいじゃくの魔術具は効力を失い、新郎新婦の口からは興奮したような声が上がり始める。


「初めて見た！　祝福だよ！　領主の娘だって言ってたよな？」


「最高神の祝福だってさ。新しい神殿長、ちっこいのにすごいよね？」


「この祝福って、今年からじゃねぇの？　兄ちゃんの時はこんなの聞かなかったぜ」


周囲から聞いていた星結びの儀式と明らかに違ったことに興奮しながら、新郎新婦が大きく開けられた扉から退場していく。


「すげぇ祝福を受けたんだ。この後のタウの実は全部避けてやるぜ」


花嫁を守りつつ、新居に駆け込まなければならない新郎達から気合の入った声が上がった。


「では、神殿長も退場を」


「いいえ、わたくしは全員を最後まで見送ります」


フェルディナンドに促されても祭壇の上に残り、わたしは扉の向こうをじっと見つめる。


扉の向こうに、出て行く新郎新婦に祝福の声をかけるわけでも、目当ての新郎新婦を探すわけでもなく、一心に礼拝室を覗き込んでくる家族の顔が見えた。ルッツから聞いていた通り、家族全員がわたしの神殿長姿を見るためだけに来てくれている。神殿にやって来た目的が違うため、礼拝室を覗き込んできょろきょろしているウチの家族は結婚を喜ぶ周囲から明らかに浮いていて挙動不審だ。


……目立ってる！　すごく目立つよ！


皆の動きが面白くて小さく笑いがこみあげてきた。家族に呼びかけたいのをぐっと堪えて、わたしは右手の拳で左胸を軽く二回叩く。向こうも気付いてくれたようで、同じ動作を返してくれた。


「……なるほど」


フェルディナンドは納得したように頷くと、周囲の青色神官や灰色神官に片付けやこの後の指示を出し始めた。どうやらわたしのやりたいようにさせてくれるつもりらしい。


フェルディナンドが見て見ぬふりをしてくれている間、わたしは家族と決して触れられない触れ合いを行う。簪に触れて花を揺らすとトゥーリが飛び上って喜んでくれた。母さんがスリングに入っているカミルを出して見せてくれる。カミルの首がすわっていた。父さんが笑っている。全ての新郎新婦が退場し、扉が閉まるまで、わたしは祭壇を動かなかった。






扉が閉まった時には、灰色神官達が礼拝室の片付けをしていて、もう青色神官は一人も礼拝室には残っていなかった。幸せな夢から覚めたような気分になっているわたしのところへ眉間に皺を刻んだフェルディナンドがやってきた。壇上のわたしを抱き上げてスタスタと歩き、礼拝室を出たところで待機していたフランにわたしを渡す。


「急いで昼食を終えなさい、ローゼマイン。時間がない」


ほんの一時とはいえ、家族と触れ合えたわたしは心に温かいものが満ちているのを感じながら、「はい」と大きく頷いた。

            





    
  
  




領主の城


「ねぇ、フラン。貴族街の星結びの儀式はどのような感じですか？」


昼食を食べながら尋ねると、フランは困ったように視線をさまよわせた。


「他の青色神官はともかく、神官長の場合は貴族街の屋敷にも側仕えがいらっしゃいますから我々の仕事は特にありません。屋敷で留守番をしているだけです。食事も普段とさほど変わりません。休憩すると良い、と神官長はおっしゃいますが、仕事がない状態も落ち着かず、結局、神殿の側仕え全員で集まって仕事の話をしておりました」


フェルディナンドの側仕えはどうやら全員深刻な仕事中毒らしい。ちょっとした休みをあげているつもりのフェルディナンドと、仕事がなくて暇すぎて落ち着かない側仕えのすれ違いに、ちょっとしょっぱい涙が落ちそうだ。


「私は神殿に残っている方が落ち着きます。……貴族街は灰色神官にとって、それほど居心地の良い場所ではないので」


最後に小さく付け加えられた言葉に、わたしはそっと目を伏せた。貴族街では差別意識が強いのだろうと思われる。貴族街へ向かうのが少し億劫おっくうになった。


くぴっと食後のお茶を飲んでいると、扉の向こうから数人の足音が近付いて来るのが聞こえてくる。神殿長室より奥には奉納式に使う部屋しかないので、わたしに用がある人だと思って間違いない。


「ローゼマイン、急ぐように言ったであろう!?　すでに全員揃った。君が最後だ！」


しびれを切らしたような顔で、フェルディナンドが苛立たしげに声を荒げて入ってきた。


「すぐに行きます！」


わたしは急いでカップのお茶を流し込むと、椅子から滑すべり降りて、ロジーナと一緒に部屋を出る。フェルディナンドの怒声に背筋をびしっと伸ばした護衛騎士の二人も一緒だ。


今夜は領主の城で一泊することになっているけれど、カルステッドとエルヴィーラがすでに服や小物を送って城の部屋を整えてくれているようで、わたしが持っていかなければならない物は特にないと言われている。神殿長の儀式用の衣装があれば良いそうだ。


ロジーナは側仕え達と同じ馬車に、わたしは護衛騎士達と一緒にフェルディナンドの馬車に乗り込んだ。ダームエルとブリギッテは身分差か、騎士見習いとしてフェルディナンドの教育を受けたことがあるためか、二人とも普段より小さくなって馬車に乗っていた。






大きく開いた貴族門をくぐり、貴族街を通り抜けて、貴族街の奥にある高い壁の大きな門を抜ければ領主の城に到着だ。建物は門を通り抜けて少し奥にあった。貴族街や神殿と同じ素材が使われているのだろう、白一色の建物で清廉せいれんな美しさがある。外から見たところ、三階建てか四階建てだ。下町の六階建てや七階建てのみっちりと詰まった街並みに住んでいたわたしの目には、城自体は思ったほどは大きくないように見えた。多分、高さがないから、威圧感が少ないのだろう。


ただ、広い。門から城まで馬車がなければ移動できないくらいの広さがあり、狭い土地にぎゅうぎゅうに住んでいる下町の皆に土地を分けてあげて、と思うくらい広大だ。この広さが富の証なのだと思う。門から城までの間に、一体何に使われているのかわからない建物がいくつか点在している。


「庭師の住まいや森の管理人の住まいがあり、農園や果樹園もある。それに、騎士団の訓練場や茶会の庭がいくつかあるな。城の離れには騎士団の寮もあるし、君が住むことになる北の離れ、領主の第二夫人や第三夫人が住むことになる西の離れもある」


騎士が訓練する場所や美しく整えられた庭園を横目で見ながら馬車で通り抜けて、城の北側の玄関へ到着した。南側の正面玄関はお仕事用で、文官や騎士、領主に執務上の用がある貴族が出入りする場所であり、領主の家族やごくプライベートな客人は北の玄関から出入りするそうだ。


……確かにバリバリと仕事をしている文官に「ただいま」とは言いにくいよね。






わたしが馬車から見ていると、ロジーナが側仕え用の馬車から出て下働きの者にいくつかの荷物を運んでもらっているのが見えた。側仕え用の馬車から出てきたのはロジーナだけで、荷物を運び終わると側仕え用の馬車は走り出す。フェルディナンドの側仕えをフェルディナンドの屋敷に送るのだろう。


ロジーナの準備ができたところで、わたし達が乗っている馬車の扉が開かれてダームエルとブリギッテが出て行った。次にフェルディナンドが出て、わたしが降りられるように手を差し伸べてくれる。そういえば、ダームエルもエスコートしようとしてくれた。そんなことを思い出しながら足元を確認しようと視線を下げた途端、フェルディナンドから他には聞こえないくらいの小声で「俯くな」と叱責しっせきされる。


「無理です。足を置く場所を確認しなきゃ落ちます」


わたしも小声で反論すると、フェルディナンドは一度軽く目を閉じた後、わたしをひょいっと抱き上げて地面に下ろしてくれた。わたしはにっこり笑って「恐れ入ります」と愛想よくお礼を言ったのに、フェルディナンドから返ってきたのは溜息だった。何故だ。


わたしが馬車から降りている間に北側玄関の扉が開かれて、数人の出迎えてくれる姿が見えた。普段はもっと大勢で出迎えるが、今日は星結びの儀式のために皆が大忙しらしい。


先頭に立っていた執事っぽいおじいちゃんが跪くと、そこに居た者が一斉に跪いた。


「ようこそいらっしゃいました、フェルディナンド様。そして、おかえりなさいませ、ローゼマイン様。火の神ライデンシャフトの威光輝く良き日、神々のお導きによる出会いに、祝福を祈ることをお許しください」


「許します」


「火の神ライデンシャフトよ、新しき主に祝福を。……お初にお目にかかります。側仕えを束ねているノルベルトと申します。以後、お見知り置きを」


ふわりふわりといくつもの青い光がわたしのところへと飛んでくる。それを受け取ると、先頭に跪いていたノルベルトが名乗った。執事っぽいと思ったら、本当に執事の仕事をしている人だった。


「ローゼマインです。以後、よろしくお願いいたします」


ノルベルトは挨拶を終えて立ち上がると、「では、護衛騎士の交代を」と後ろを振り返る。どうして突然護衛騎士の交代が行われるのかわからなくて、わたしが面食らっていると、フェルディナンドが説明してくれた。


「ダームエルとブリギッテは未婚の成人なので、星結びの儀式の後に行われる夜の宴に出席しなければならない。もうそろそろ騎士寮で着替えて準備を始める時間だ」


「そうなのですか」


多分下町と同じように夜の宴は未婚の成人が結婚相手を探す場なのだろう。今日はこの後、成人していない騎士見習いがわたしの護衛として付くことになるのだそうだ。


「コルネリウス、アンゲリカ」


ノルベルトの呼びかけに立ち上がって、前へ出てきた騎士見習いは二人。一人は兄であるコルネリウスで、もう一人はコルネリウスとあまり変わらないくらいの少女だった。淡い水色の髪に深い青の瞳。女騎士という雰囲気がハッキリとしていたブリギッテと違って、側仕えならともかく、どこからどう見ても騎士には見えない。小柄で細身の美少女だった。


「これから君の護衛を務めるコルネリウスとアンゲリカだ。コルネリウスは知っているので省略する。アンゲリカは貴族街にいる間の護衛だと考えてほしい。この容姿なので茶会や宴で護衛するのに向いているのだ」


フェルディナンドの言葉から腕が立つのだろうとは予想できるけれど、可憐な美少女に見えるアンゲリカを女騎士だとはどうしても思えなかった。






護衛騎士を交代して城の中を歩く。見えるのは真っ白の長い廊下と階段だけだ。夏の貴色である青のカーペットが敷かれ、タペストリーが掲げられているので彩あやはあるけれど、途中にある扉の向こうに何があるのか誰も説明してくれない。


二階へと上がり、また廊下を歩くと窓から別館が見えた。フェルディナンドがその建物を指差し、「あちらの建物が北の離れだ」と教えてくれる。洗礼式を終えた領主の子供が住む場所で、二階から渡り廊下で本館と繋がっているそうだ。このまま北の離れに続く渡り廊下へ向かうのかと思ったが、ノルベルトはその手前にある扉の前で足を止めた。


「こちらへどうぞ。ローゼマイン様の側仕えを紹介いたします」


護衛騎士の二人は扉の前に立ち、わたしとフェルディナンドはノルベルトと一緒に中に入った。長椅子と一人用の椅子がいくつか、そして、テーブルがある待合室のような部屋で、そこにおば様というよりはおばあ様と言った方が良さそうな年の女性が立っている。その女性を見た瞬間、フェルディナンドの顔がわずかに引きつった。とても珍しい反応だ。


「リヒャルダ、其方がローゼマインの……？」


「えぇ、ジルヴェスター様から頼まれまして」


わたしがフェルディナンドとリヒャルダを見比べていると、一歩前に進み出たノルベルトがリヒャルダを紹介してくれる。


「ローゼマイン様、こちらの女性はリヒャルダ。筆頭側仕えでございます」


「よろしくお願いいたします」


わたしがエルヴィーラから叩き込まれた礼をすると、リヒャルダは相好そうごうを崩した。


「さすがよく教育されたカルステッド様のお嬢様ですこと。礼儀作法をよくご存じなのですね。ローゼマイン姫様、リヒャルダと申します。こちらこそよろしくお願いいたします」


「……姫様、ですか？」


「えぇ、領主の養女となったのです。姫と呼ばれるのは当然でございましょう？」


……姫なんて柄じゃないし、神殿長と呼ばれる以上に反応できる気がしないんだけど！


たらりと冷汗が伝う。本当にこんなところで生活していけるのだろうか。不安に思うわたしの前でリヒャルダはてきぱきと指示を出していく。


「そちらが姫様の専属楽師ですね？　ジルヴェスター様から腕は良いと聞いています。ノルベルト、楽師を連れていってください。今日は何人いても足りないでしょう？」


リヒャルダの指示にノルベルトは胸の前で腕を交差させる。


「では、リヒャルダ。後はよろしくお願いいたします」


ノルベルトに連れられて、ロジーナがその場を去っていく。宴で演奏するために楽師が打ち合わせしている場に連れていくらしい。


「では、姫様に本日の予定をお知らせいたします」


リヒャルダの言葉にわたしはピッと背筋を伸ばした。


「まず、湯浴みです。その髪を今の流行の髪形に結い直さなくてはなりません。湯浴みの後は着替えて正餐せいさんです。それから儀式用の衣装に着替えて星結びの儀式に出席します。儀式が終了次第、部屋に戻って湯浴みをして就寝となります。何か質問はございますか？」


着替えてばっかり、と思っていたわたしだが、湯浴みという言葉にハッとした。リンシャンがあるかどうか、確認しておかなければならない。石鹸で髪がガビガビになってしまったことは忘れない。


「あの、リヒャルダ。わたくし、髪を洗うにはリンシャンが必要なのですけれど、お母様は準備してくださっているかしら？　リンシャンがなければ髪が傷むのです。髪が傷むくらいなら、髪型が少々流行と違っていようと今のままが良いのですけれど」


わたしの言葉にリヒャルダは目を丸くして、「おませさんだこと」とクスクス笑う。


「あらあら、まぁまぁ……。では、リヒャルダのお願いです。エルヴィーラ様に確認してきてくださいませんか、フェルディナンド坊ちゃま？」


……神官長にお使いを頼むんですか、リヒャルダおばあちゃま!?　しかも、坊ちゃまって！　神官長が坊ちゃまって！　似合わない！


笑いそうになるのを堪えながら、わたしはそっとフェルディナンドから目を逸らした。今フェルディナンドの顔を見たら絶対に笑いを耐えられない。


「……リヒャルダ、行って来るから坊ちゃまと呼ぶのは止めてくれないか？」


「坊ちゃまがご結婚なさった暁には」


……神官長が完全に負けてる！　すごいよ、リヒャルダおばあちゃま！　今すぐ床をゴロゴロ転がってバンバン叩きながら笑いたい！


わたしの心中を察したのか、フェルディナンドは何とも冷たい眼差しでわたしを睨みながらバルコニーへ出て、魔石を騎獣に変化させる。バッと飛び乗って空を駆けていった。


「すぐに帰ってくるでしょうから、お茶でも飲みながら待っていましょうか」


リヒャルダはそう言って手早くお茶の支度をする。


「あの、リヒャルダ。フェルディナンド様やお父様、それから、養父様とどのような関係なのか、伺ってもよろしくて？」


「わたくしはカルステッド様の教育係を務め、その後、ジルヴェスター様の乳母をしていました。本当にお二人とも体を動かすのがお好きで、なかなかじっと座っていられなくて、苦労したものです。フェルディナンド様もこちらで養育され始めた時から存じております」


……なんと、あの三人を子供時代から知っている強者つわものがいるとは！


リヒャルダは上級貴族の未亡人で、すでに孫もいるらしい。ジルヴェスターの乳母の仕事を終えた後は、側仕えとして仕えていたそうだ。今回、ジルヴェスターの頼みでわたしの側仕えとなったようだ。


……うーん、暴走領主のストッパーがなくなったんじゃなきゃいいんだけどね。






しばらくすると、フェルディナンドが小さな壺を手に戻ってきた。バルコニーに降り立ち、騎獣を魔石に戻すと中へ入ってくる。


「坊ちゃま、恐れ入ります」


「だから、止めろと言っているのに……。ハァ、私はジルヴェスターの執務室に行く。リヒャルダ、ローゼマインを頼む」


嫌そうな顔で逃げるようにさっさと退散するフェルディナンドという珍しいものを見ながら、わたしは北の離れにある自室へ案内されることになった。


「こちらへどうぞ、姫様」


本館から渡り廊下で繋がっている北の離れは洗礼式を終えた領主の子が住むところで、二階が男子、三階が女子と分かれている。成人すれば男子は北の離れを出ると決まっていて、次期領主ならば本館へ居室が移動し、それ以外は城の外に居を構えるそうだ。女子は嫁に行くまで一応いることが許されるとのことである。今はヴィルフリートとわたししかこの離れの住人はいない。


北の離れに入るとすぐに階段があった。ぐるりと視線を巡らせると、少し奥の扉の前に護衛騎士が立っている。おそらくそこがヴィルフリートの部屋なのだろう。ランプレヒトがいないか、と探しかけて、すぐにランプレヒトも成人で未婚の貴族だということを思い出した。ここにいるわけがない。きっと準備の最中だ。


三階に上がって、すぐのところにある部屋がわたしの部屋だった。扉を開ければエルヴィーラが整えたのだとすぐにわかる。カルステッドの屋敷の部屋や神殿長の部屋と同じような雰囲気で、赤やピンクのお花が可愛らしい部屋だった。


「お家のお部屋と同じような雰囲気だそうですから、違和感はそれほどないでしょう？」


リヒャルダはそう言いながらわたしを浴室へ連れていく。手早く衣装を剥ぎ取られ、リンシャンで髪をわしわし洗われた。とりあえず頭の整髪料を落としたかったらしい。リンシャンでわしわしされて、お湯で豪快ごうかいに流される。口を開けたら大変なことになりそうだ。わたしは下拵ごしらえされる野菜の気分でざぶざぶ洗われるのに、じっと耐えた。


「ローゼマイン姫様はおとなしくてやりやすいですね。あの子達とは大違いですこと」


豪快な洗い方はカルステッドやジルヴェスターを相手にしていたせいらしい。昔を思い出したのか、懐かしそうに目を細めている。そこには紛れもない愛情が浮かんでいてちょっと嬉しくなった。


「おやまぁ、本当に髪がつるつるですね。このリンシャンという物の効果ですか？」


「えぇ、一度知ったら止められなくなってしまったのです」


わたしの髪を拭っていたリヒャルダにもリンシャンをお勧めしておく。


「今日の正餐ではこちらをお召ください」


エルヴィーラが準備していた衣装の中から豪華なワンピースが選ばれる。今日は星結びの儀式がある上に、正餐だからきちんとした衣装で出席しなければならないそうだ。整髪料でまたもや髪をベタベタにされて整えられ、簪を挿す。この簪はエルヴィーラがギルベルタ商会に注文した物だ。


「この髪飾りもまた珍しいですね」


リヒャルダが興味深そうに見ているところから考えても、領主の娘であるわたしが付けていれば髪飾りが流行るに違いない。「ベンノさん、ごめん。やっと仕事が片付いたところなのに増えるかも」と心の中で謝っておいた。






着替えを終えたわたしはリヒャルダに先導されて食堂へ向かった。すでにジルヴェスターとフェルディナンドが席についていて、何やら話をしているのが見える。わたしはフェルディナンドの隣の席に誘導された。


「ローゼマイン、来たか」


「養父様、お久し振りです。少し質問があるのですけれど、よろしいでしょうか？」


「あぁ、構わぬ。何だ？」


わたしはイタリアンレストランでの食事会の日取りと時間について質問した。ジルヴェスターの中では決まっているかもしれないが、こちらには連絡が来ていないのだ。


「……明日は儀式の片付けがあるであろう？　明後日が婚姻した貴族の出立の見送り。ならば、その次だな。三の鐘に神殿へと向かい、四の鐘には食事処に着くように移動する」


「わかりました。メニューについては何か欲しい物、食べられない物がございますか？」


「今まで食べたことがない物が良い」


「……今まで養父様が何を召し上がってこられたのか、わたくし、存じませんけれど？」


「以前に食べたような物が良いのだ」


ジルヴェスターが新しい物や珍しい物が好きなことは知っている。今まで決めていたメニューで特に問題なさそうだった。


ベンノに確認しておいてほしいと頼まれたことを質問していると、フロレンツィアが入室してきた。そして、話が終わったところでヴィルフリートが入ってくる。わたしを見て、ホッとしたように表情を緩ませた。やはり、洗礼式での一件を相当気に病んでいたようだ。


ヴィルフリートが席に着くと、ジルヴェスターが立ち上がった。


「全員揃ったな。では、始めよう」


領主らしいキリッとした顔でジルヴェスターは神々への挨拶やら、本日の星結びの儀式についてのあれこれやら話し始めた。その間に給仕する者が忙しなく、しかし、優雅に歩き回り、大皿を運んできて取り分けてくれる。


ジルヴェスターは全員揃ったと言ったが、この場にはヴィルフリートの妹と弟の姿がない。ジルヴェスター、フロレンツィア、ヴィルフリート、わたし、それから、客人のフェルディナンドだけだ。


「フェルディナンド様、他のお子様は？」


「洗礼式が終わっていない者は同席できない」


なんと、洗礼前の貴族の子供はご飯さえ家族と一緒に食べられないらしい。きちんと躾られてマナーを覚えられるまで、大人と同席するのは許されないと言う。そんな家族は嫌だ、と思ってしまうのは、わたしが家族と一緒に摂る食事が好きだったからだろう。なんだかすごく寂しい。しかし、それに寂しさを感じるのはわたしだけのようだ。ここにいるのは皆そういう教育を受けてきた貴族ばかりで、ヴィルフリートでさえきちんと座っている。食事が終わるまでは席を立ってはならない、と教え込まれるのだそうだ。わたしの洗礼式では食事が終わった途端の暴走で、惨事さんじを引き起こしたわけだけれど。






今日ばかりは六の鐘が鳴るより早い時間から正餐が始められる。かなり早目の夕食だが、正餐である分、ゆっくりと時間をかけて行われる。この正餐は結婚する者にとっては家族との最後の食事になるらしい。


食事が終わると、シャルロッテと二歳になったばかりのメルヒオールが乳母によって連れてこられた。幼い二人の姿は席についたままではよく見えない。


「お父様、お母様、おやすみなさいませ」


「シャルロッテ、メルヒオール、おやすみなさい」


軽い抱擁ほうようと就寝の挨拶をする。そして、すぐに退場だ。フェルディナンドによると、この時間がほぼ唯一の触れ合いらしい。わたしはあまりの簡素さに目を丸くしてしまった。


「父上、母上、おやすみなさいませ」


ヴィルフリートが立ち上がって就寝の挨拶をする。彼もまたここで退場だ。わたしも真似して就寝の挨拶をして、ヴィルフリートと共に北の離れへ戻ることになった。


ヴィルフリートはそのまま部屋から出してもらえないけれど、わたしはすぐに神殿長の衣装に着替えて、星結びの儀式が行われる大広間に向かわなければならない。そんなことを考えていると、階段での別れ際ヴィルフリートがぽそりと呟いた。


「……ローゼマインが元気そうでよかった。すまなかったな」


「フェルディナンド様の癒しとお薬がありましたから、もう何ともございません。ご心配おかけいたしました」


ヴィルフリートは謝ったことにすっきりした顔で自室に向かう。わたしも階段を上がって自室に入る。扉を開けてすぐのところでリヒャルダが衣装を抱えて、待ち構えていた。


「さぁ、姫様、急いで着替えましょう。新郎新婦が次々と到着しております」

            





星結びの儀式　貴族編


「オティーリエ、貴女は帯を解いてちょうだい」


部屋で待機していたリヒャルダの他にもう一人の側仕えがいた。エルヴィーラと同じ年頃の女性でオティーリエという名前らしい。二人が分担してわたしのワンピースを脱がせていく。わたしは二人になされるがままだ。靴を履き替えさせられ、神殿長の儀式用の衣装を着せられる。子供を着替えさせることに慣れているようで、二人とも速い、速い。


朝はモニカとニコラが苦戦していた儀式用の衣装だが、リヒャルダとオティーリエはあっという間に美しく着付けていく。美しくひだを取った上から帯が結ばれ、タスキのような布や帯飾りなどが次々と増えていくのが、鏡を見ているだけでわかる。


準備されていた衣装一式の箱が空になると、わたしから一歩離れて全体を見て回ったリヒャルダが「これでよろしいでしょう」と満足そうに大きく頷いた。鏡の中の神殿長姿に、一部分だけ全く触られていないところがある。わたしはそろりと手を挙げて、そっと簪に触れる。家族に作ってもらった簪に付け替えてもらいたい。


「リヒャルダ、簪はそちらの……夏の貴色を使っている方をお願いいたします」


リヒャルダはすぐに付け替えてくれて、今度こそ完成だ。






「では、参りましょう」


わたしはリヒャルダに先導されながら、大広間に向かう。当然、護衛であるコルネリウスとアンゲリカも付いて来る。


「ひゃっ!?」


「危ない！」


部屋を出てすぐの階段を降りようとして、裾を踏みつけ、転び落ちそうになったわたしをコルネリウスが咄嗟に支えてくれた。


「ありがとう存じます。普段は膝丈なので、どのように歩けばよいのかわからなくて……」


「このように少しだけ持ち上げて歩くのですよ、姫様」


リヒャルダが少しだけスカートを持ち上げて歩くように、と教えてくれた。他に誰も持ち上げて歩いていないから禁止かと思っていたが、どうやら裾を持ち上げてもいいらしい。これなら何とか……と思った途端、リヒャルダの注意が飛んでくる。


「あまり上げないように気を付けてくださいませ。足が見えてしまいますよ」


普段は膝丈だから足首が見えるくらい問題ないと思うけど……、という反論は心の中だけでしておく。リヒャルダはフェルディナンドにも勝てる人だ。わたしではとても敵かなうはずがない。


軽くスカートを持ち上げて、服の裾を踏んで転ばないように注意深くのそのそと歩いていると、困り切ったような顔でリヒャルダがわたしの前に進み出て腰を落とした。


「姫様、失礼いたします」


突然リヒャルダに抱き上げられて、「え？」と目を白黒させているうちに、リヒャルダはおばあちゃまとは思えないようなスピードで歩き出す。


「姫様の歩みでは大広間に着くまでに七の鐘が鳴ってしまいます」


どうやら七の鐘が星結びの儀式の開始時刻で、このままでは遅れると判断されたらしい。


でも、これは城が広すぎるのが悪いと思う。子供の足には居住区である北の離れと公的な催しが行われる大広間が遠すぎるのだ。おまけに、ぐるりと回っていかなければならないため、更に距離ができてしまう。建物の中に馬車が必要だと主張したい。






わたしはリヒャルダによって大広間の近くまで運ばれ、ホールに出る手前で下ろされた。リヒャルダはわたしの衣装に乱れがないか、あちらこちらを確認していく。


「わたくしはここまでしかご一緒できません。姫様はカーペットを真っ直ぐに歩いて壇上にお上がりくださいませ。そちらにジルヴェスター様がいらっしゃいます」


「はい」


廊下の角から一歩出ると、そこはホールになっていて、ランプのような物で明るく照らされていた。下町では蝋燭ろうそくでさえもったいなくてなかなか使えず、日が落ちると辺りが真っ暗になるのが当たり前だった。けれど、貴族街にはランプのような道具があり、数多く使われているようだ。このランプも電気のような明るさではない。ただ、それほど大きくはない光でも周囲の壁が全て真っ白なので、かなり明るく感じられる。


「……明るいですね」


「神殿にはなかったのかな？　魔術具で蝋燭の小さな明かりを増幅ぞうふくさせているのだ」


コルネリウスの説明にわたしは軽く頷きながら足を進める。ホールから大広間に繋がる扉は大きく開け広げられていて、すでに大勢の人が集まっているのが見えた。






「神殿長が到着いたしました」


体育館のように天井が高くて広い大広間の真ん中には金の縁取りがある黒のカーペットが敷かれていて、両脇には新郎新婦の家族と成人している未婚の貴族が歓談している。


わたしは好奇の視線に晒さらされる中、視線を真っ直ぐ前に向けてできるだけ速く歩いた。それでも、コルネリウスに小さな声で「頑張れ」と声をかけられたことから考えると、周囲の人にとってはゆっくりの歩みだったようだ。そして、壇上へと上がる。裾を持ち上げたので、踏みつけることなく階段を上がることができた。すでに大仕事を終えた気分だ。


「ローゼマイン、こちらへ」


リヒャルダが言った通り、壇上にはジルヴェスターがすました顔で椅子に座っていた。その後ろにはカルステッドが立っている。わたしも準備されている椅子に座るように、と視線で促され、領主の隣に準備されている椅子に座った。


「ローゼマイン、其方、聖典はどうした？　聖典がなければ儀式を行えないではないか」


ものすごく心配そうにジルヴェスターに問われたけれど、フェルディナンドが書いてくれた「貴族街へ行く際準備するべき荷物」のリストに載っていなかったので、聖典を持って来なければならない物だと認識していなかった。


「祈りの言葉は覚えましたし、神話を語るのはフェルディナンド様です。大丈夫ですよ？」


わたしの説明にジルヴェスターは気を楽にしたように肩の力を抜いた。


「……祝福ができるならば構わぬ。それに、神話を語るのは私だ」


「そうなのですか」


壇上に上がって周囲を眺める余裕ができると、教壇から教室を見るような感じで大広間の様子がよくわかる。


……あ、神官長だ。


「フェルディナンド様の周りには女性がいらっしゃいませんね。何故でしょう？」


遠巻きに見て、ひそひそきゃあきゃあ騒いでいるだけで、女性がちっとも近付いていかない。もしかしたら、性格の悪さが広く知られているのだろうか。このままではリヒャルダの「坊ちゃん」呼びからは逃れられないと思う。


「結婚相手を見繕みつくろう場で、結婚しないとわかりきっている神官に声をかけるなど、馬鹿の所業だ」


ジルヴェスターのもっともな言い分に、わたしは「なるほど」と頷く。だったら、フェルディナンドは一体何のために会場内をうろうろしているのだろう。


「ローゼマインはフェルディナンドに早く結婚してほしいのか？　神殿で仕事を山のように積み上げられて、こき使われて苛められているのであろう？　アレは厳しいからな」


「いいえ、どちらかというと逆ですね。今、フェルディナンド様に神官長を辞められたら一番困るのはわたくしです。フェルディナンド様には悪いと重々承知じゅうじゅうしょうちですが、わたくしが成人するくらいまで独身でいてくれれば嬉しく存じます」


他に知っている人がいないか、と思って視線を巡らせると、ブリギッテが壁の花になっていた。本人もあまり興味ないような顔をしているけれど、大丈夫なのだろうか。


「ここで結婚相手が見つからなければどうなるのですか？」


「家によるし、見つからない事情にもよる。……其方の護衛騎士か。あれは難しいであろうな」


ジルヴェスターは壁の花になっているブリギッテに視線を向けて難しい顔になった。


「難しいというのは？」


「一つは家の事情だ」


ジルヴェスターによると、三年前にブリギッテの父が亡くなり、成人したばかりの兄がギーベ・イルクナーの地位を継いだらしい。ブリギッテには婚約者がいたけれど、その男と家族はブリギッテの兄がまだ若いことに目を付けて、家の乗っ取りを企んだそうだ。


ブリギッテは男の家族に嫌気が差して婚約を破棄はきした。階級的には同じくらいだが、あちらの方が色々な方面で経験はあり、老獪ろうかいだった。若くて経験が少ないブリギッテの兄は今でも色々な面で苦境に立たされているらしい。自分が婚約破棄したことで乗っ取りは防げたけれど、兄に苦労させる結果となったことで、ブリギッテはひどく落ち込んだそうだ。


少しでも兄の力になりたくて、権力者に取り入りたくて仕方がないからこそ、ブリギッテは神殿や下町に行くこともあるということで、なり手がいないわたしの護衛騎士に一番に志願したらしい。家族と領民の生活を守るためならば、皆が嫌がる下町にも行く、という気概きがいの持ち主だという。


ぶわりと涙が盛り上がってくるのを感じながら話を聞いていると、ジルヴェスターがわたしを見て大きく目を見開いた。


「何故、泣く!?　今の話のどこに泣く要素があるのだ？　ありふれた話であろう？」


「だ、だって……」


……家族の絆のような話には弱いんだよ、わたし。今は特に。


一家の大黒柱である父親が亡くなると、家族の生活が一気に苦しくなるのは下町も同じことだ。特に跡継ぎがまだ育ちきっていない状況ならば尚更である。成人したばかりの頃に親を亡くしたベンノも、従業員が一気に離れて苦境に立たされた上に、ギルド長の小さい嫌がらせに翻弄ほんろうされたと言っていた。平民の商人でさえそんな状況なのだから、土地を治めなければならないギーベならば、どれだけの苦労があるのか。


「ブリギッテにそんな事情があったなんて……。養父様、お父様、わたくしがブリギッテのためにしてあげられることがございますか？」


「少しでも良い家と縁が結べれば、多少は変わるだろうが、本人の気質から考えても難しいと思うぞ。……彼女は人の目を気にする割に少しずれている。今日の衣装一つ取ってもわかるであろう？」


ジルヴェスターにそう言われ、わたしはブリギッテをよく見てみた。周囲にもたくさん同じような型の衣装を着ている女性がいるので、今の流行の衣装をまとっていることはわかる。でも、あまり衣装がブリギッテに似合っていない。


「人目を気にして流行を追っているけれど、似合わない衣装で魅力が半減していますね」


正直、いつもの騎士の姿の方がカッコよくてブリギッテの魅力がよく出ていると思う。


「大柄でがっちりしているので、女性用の衣装は似合わぬからな」


「そんなことありませんよ。型や色を考えればブリギッテに似合う衣装はあります。流行とは違うでしょうけれど……」


「では、其方が流行を作ってやれば良かろう。女性の結婚適齢期は短い。二十歳にもなれば婚期を逃したと言われるぞ」


……流行を作れなんて、また無茶な。


むぅっと頬を膨らませ、わたしはブリギッテに似合う衣装を考えながら、更に視線を巡らせる。ブリギッテだけではなく、ダームエルも苦戦しているような気がしたのだ。


視線を巡らせているとランプレヒトが見えた。女性に取り囲まれているところから頭が飛び出ていたのでわかった。ランプレヒトはモテモテで選より取どり見取りだ。この分ならば何の心配もいらない。


「ランプレヒト兄様は女性に囲まれていますね。来年には結婚できるのではないですか？」


「もうしばらく独り身だと思うぞ。貴族院で思いを交わした相手が他領の娘で、まだ成人していない。彼女が成人して、家の事情が許さなければ、結婚は無理だろうな」


護衛中のカルステッドがぼそりと教えてくれた。ランプレヒトには他領に想い人がいるらしい。


……遠距離恋愛ということ？　え？　家の事情って何？　ロミオとジュリエット？　


もうちょっと詳しく聞きたい。自分には縁がない分、他人の恋愛話は大好きなのだ。


「エックハルト兄様は、いらっしゃいませんよね？」


「そろそろ後添のちぞえを探してほしいと思っているのだが、もう少し時間がかかりそうだな」


「え!?　聞いてませんよ？」


エックハルトは一度結婚して、奥様を亡くしていたらしい。わたし、新しい家族の情報を知らなさすぎるのではないだろうか。


「まだ反応が過敏だから、家の中ではあまり話題に出さないのだ。ローゼマインもエックハルトに対して結婚や亡くした妻を話題に出すのは控えてくれ」


「わかりました……」


驚きの新情報が次々と出てくる中、わたしはダームエルを探し続ける。でも、ダームエルは埋もれていて判別できない。どこかにいるはずなのだが、わからない。






ダームエルを探せ、を真剣にしているうちに七の鐘が鳴り響いた。すっとジルヴェスターが立ち上がり、マントを翻しながら一歩前に出る。


「これより星結びの儀式を始める。新郎新婦はこれへ！」


大広間に八組の新郎新婦が入場してきた。午前中の下町の時に比べると、布の豪華さもデザインも全く違うけれど、生まれた季節の貴色をまとうところは同じだった。色とりどりの衣装を身にまとった新郎新婦が一定の間隔で歩いて来る。周囲には拍手と歓声が飛び交い、お祝いの声がかけられていて、喜びに満ちていた。


新郎新婦が壇の前に並ぶと、ジルヴェスターが壇上で朗々と神話について語り始める。聖典に載っていた分から考えると、かなり端折はしょられているが、暗記しているようだ。あの神殿長は本当にダメダメだったらしい。


闇と光の神話が終わると、ジルヴェスターが今年結婚する新郎新婦の名前を呼んだ。


「グラーツ男爵子息ベルンデット、並びに、ブロン男爵令嬢ラグレーテ」


呼ばれた新郎新婦は壇上に上がってくる。ジルヴェスターが二人に婚姻の意思を確認して、養子縁組の時に使った魔術具のペンを渡した。広げられた書類に二人がサインすると、金色の炎と共に契約書が消えていく。金色に燃え上がる契約書類が八枚、全て綺麗に消えてしまうと、大きな歓声が上がった。


「新たなる夫婦の誕生に神殿長からの祝福を」


やっとわたしの出番だ。立ち上がってのそのそと歩いてジルヴェスターの隣に並ぶ。


「少し派手にやれ」


ジルヴェスターの小声が上から降ってきた。この人も聖女伝説の片棒を担かついでいるらしい。わたしは神殿で行った時よりも、少し多めに魔力を指輪に注いでいく。ゆっくりと息を吐いて、また吸って、手を挙げて神に祈り始めた。


「高く亭亭たる大空を司る最高神は闇と光の夫婦神よ　我の祈りを聞き届け　新しき夫婦の誕生に　御身が祝福を与え給え　御身に捧ぐは彼等の想い　祈りと感謝を捧げて　聖なる御加護を賜わらん」


最高神の夫婦神の祝福を祈っていると、神殿と同じように指輪から金の光と黒の光が渦巻き、天井付近へと飛んでいく。そして、金と黒が捻ねじれ合い、重なり合い、弾けた。全てが小さな光の粒となって、飛び散って、新郎新婦に降り注いでいく。


「ほぉ……」


感心したような吐息が大広間に広がった。そして、一呼吸の後、わぁっと大広間に歓声が満ちた。その場にいる新郎新婦の表情が驚きと喜びに満ちていることから考えても、わたしの祝福は成功したと考えて良いと思う。


「神殿長、退場。幼い身で多大な祝福を与えた神殿長に祝福を！」


ジルヴェスターの声にその場にいた全員が光るタクトを取り出して、魔力を込めて光らせるとバッと高く掲げた。まるでコンサート会場で光るサイリウムだ。光景は綺麗だけれど、それが全て自分に向けられたものだと思えば恥ずかしすぎる。その中を平然と歩けだなんて苦行すぎる。気恥ずかしくて逃げ出したくて、わたしはなるべく急ぎ足で大広間を出た。






わたしの退場と共に大広間の扉が閉められた。この後は大人だけの宴になるのだ。役目を終えて気が抜けたのと、普段ならばすでに眠っている時間だったせいか、一気に体が重くなってきた。


「ローゼマイン、大丈夫か？」


「コルネリウス兄様、そろそろ限界です」


わたしがすこーんと意識を失うことを知っているコルネリウスは慌ててわたしを抱き上げた。わたしと兄様では体格が違うとはいってもコルネリウスはまだそれほど腕力もない。


「すまない、アンゲリカ。急いでリヒャルダを呼んできてくれないか？」


コクリと頷いたアンゲリカが前傾姿勢を取ったかと思うと、ものすごいスピードでいなくなった。そして、すぐに戻ってきた。


「リヒャルダがすぐに参ります」


「助かった、アンゲリカ」


アンゲリカに呼ばれたリヒャルダは「まぁまぁまぁ」と言いながらやってきて、ひょいっとわたしを軽々と抱き上げると、スタスタと部屋まで戻り始めた。


「姫様は小さい上におとなしいですから、運ぶのも楽でございますねぇ」


飛び出していこうとするジルヴェスターを捕まえて教師のところに連行していたり、起き抜けから「仕事をしたくない」とうだうだ言うジルヴェスターをベッドから叩き出して執務室に連行したりしていたリヒャルダはかなり力持ちらしい。


そんな話を聞きながら、ゆらゆら揺られているうちに自室にたどり着いた。


「姫様、湯浴みをなさらなければ眠れませんよ」


わたしは今すぐにでも眠りたかったけれど、髪に整髪料を付けたまま眠るのはリヒャルダにとって絶対に許せないことらしい。オティーリエと二人がかりで衣装を脱がされ、風呂に入れられた。湯船のへりに頭を置いて、湯につかっているうちに二人が髪をリンシャンで洗ってくれる。お湯につかっているとどんどん眠たくなってきた。


「姫様、しっかりしてくださいませ」


「ん……」


湯から出て、香油のようなものを塗られる頃には完全に意識が落ちていた。


「姫様、ローゼマイン姫様。起きてください」


「はひ……」


眠気でふらふらする中、お湯で香油を一度流され、拭われて服を着せられる。左右を支えられながら湯浴みを終えて、やっとベッドに潜り込むことができた次の日、わたしは熱を出して寝込んだ。






「うぅ〜……。フェルディナンド様、頭が痛いです」


「やはり寝込んでいたか」


朝食を終えるとすぐにフェルディナンドが様子を見に来てくれた。一応今日の午前中に神殿に戻る予定だったのだが、過密スケジュールだったので倒れているのではないか、と予想していたらしい。大正解だ。


「何を落ち着いていらっしゃるのですか、フェルディナンド坊ちゃま!?」


カルステッドやジルヴェスターのような健康すぎる子供ばかりを育ててきたらしいリヒャルダは、大した理由もなく突然出たわたしの熱にオロオロとしていた。そのせいでどうしても声が尖っている。リヒャルダの叱責するような声を聞き流しながら、フェルディナンドは腰につけている薬の筒を差し出した。


「一日に神事を二度も行い、魔力をたくさん使った上に忙しかったのだ。数日寝込むことになるのは目に見えていた。これを飲ませて寝かせておけばよい」


「寝かせておけばよいとは何ですか!?　寝込むことがわかっているならば、先に対策を立てなくてどうします!?」


こういう時にこそその優秀な頭を働かせなさい、とリヒャルダはなかなか無茶な要求をする。ジルヴェスターの無茶ぶりはリヒャルダに育てられたせいかもしれない。


「リヒャルダ、ローゼマインの虚弱さは先に対策できるものではない。私に何とかできるものならばすでにしている」


いつもならば、「黙れ」の一言で終わらせてしまうフェルディナンドが、額を押さえながら困った顔でリヒャルダに弁明している。本当にリヒャルダには勝てないようだ。わたしはベッドから手を伸ばすと、リヒャルダのスカートを軽く引っ張った。


「リヒャルダ、フェルディナンド様を怒らないでください。ちゃんとお薬を準備してくれているのです。……すごく苦いところは改善してくださらないので、ちょっと意地悪なのですけれど」


「あら、まぁ。では、薬を飲んでおとなしくしていてくださいませ」


リヒャルダが小さく笑いながらフェルディナンドから手渡された薬をわたしに差し出した。小さな瓶に入った緑の液体が揺れる。蓋を開けると煮詰められた薬の臭いが鼻を突き、何度も飲まされたどうしようもない苦さが頭に浮かんだ。一瞬怯ひるんだけれど、意を決して、わたしは一気に薬を口に流し込む。この薬は一気に飲んだ方がまだ被害は少ないのだ。


「……あれ？　あんまり苦くない？」


苦いことは苦い。けれど、今までのような、のたうって転げ回るような、どうしようもない苦さではない。わたしの呟きを拾ったフェルディナンドがじろりとわたしを睨む。


「改善した。意地悪な私が改善する必要などなかったようだが……」


「あ、あぅ。……さ、さっすがフェルディナンド様。優秀な上に、お優しいですね。ほほほほ……」


……ぐふぅ、視線が痛い。


フェルディナンドのチクチクする視線を避けるため、わたしは急いで布団に潜り込んだ。

            





領主とイタリアンレストラン


城から神殿への移動は昼食後を予定していたけれど、昼にはまだ熱が下がっていなかった。そのため、神殿に帰れず、フェルディナンドが側仕え達を先に神殿に帰らせる手続きをしてくれた。


「まぁ、これならば問題なかろう」


何とか熱が下がった夕方、わたしはフェルディナンドの騎獣に乗せられ、両脇をダームエルとブリギッテが固める形で神殿に戻る。


「ダームエル、お相手は見つかりましたか？」


昨夜の会場では結局見つけることができなかったダームエルに戦果を尋ねると、ダームエルは困ったように眉尻まゆじりを下げて首を横に振った。


「……いえ、残念ながら。ローゼマイン様の護衛に取り立てられたとはいえ、私はまだ処分の最中で、騎士見習いの身に落とされているので」


確かに騎士見習いの身分に一年間落とされているダームエルを結婚相手に考えるのは難しいだろう。でも、一応領主の養女の護衛騎士となったのだから、処分が解ける前に予約しておけばいいのに、と思う。ダームエルは祝福効果で貴族には大事な魔力も増えているところだから、結構お買い得のはずだ。


「では、来年が楽しみですね」


「あまり楽観的な気分にはなれませんが、精一杯努力したいと存じます。……ブリギッテはどうだったのだ？」


ダームエルが軽い調子で尋ねた。会場でのブリギッテの様子を知っているわたしは恐る恐るブリギッテの様子を窺う。わたしと視線が合うと、ブリギッテはすっと目を伏せた。


「……わたくしはお父様が亡くなったことで、一度婚約破棄したことがございます。おそらく、次は見つからないでしょう」


ブリギッテの固く強張った表情に何とかしてあげたい気持ちが強くなった。






貴族門に降り立って神殿へ戻れば、フランが実にタイミングよく扉を開けて「おかえりなさいませ」と出迎えてくれる。


「フラン、どうして？　連絡も入れていなかったのに……」


「貴族門の方から騎獣が飛んでくるのが見えましたから」


当然のことのようにフランは言うけれど、多分ずっと注意して見ていてくれたのだろう。側仕えの鑑かがみだ。わたしがフランを見上げると、フランが跪いて視線を合わせてくる。


「……ローゼマイン様、お顔の色が良くないように見受けられますが？」


「そうかしら？　フェルディナンド様に薬もいただいたし、熱は下がっているのですよ」


わたしが自分の顔や手を触って体温を確認していると、フェルディナンドが肩を竦めた。


「君の言葉よりフランの言葉の方が正確だ。フラン、ローゼマインを寝かせておけ。今日はもう何もさせるな」


「かしこまりました」


わたしが口を挟もうにも二人だけでさっさと決められてしまった。このままでは強制的にベッドへ放り込まれてしまう。フランに抱き上げられて部屋へ戻りつつ、わたしはフランに頼みこんだ。


「フラン、ギルベルタ商会に使いを出してほしいの」


「明日になさってください」


フランはフェルディナンドの言葉を盾に首を横に振った。体調があまり良くないことは事実だろうけれど、やらなければならないことがあるのに何もできないのは困る。


「大急ぎなのです。養父様が食事処へいらっしゃる日が決まりました。日時をお知らせしなければならないの」


「明日でもよいでしょう」


取り付く島もないフランの返答に、わたしはむぅっと唇を尖らせた。


「では、養父様もお父様も食事処に向かう前に神殿にいらっしゃるのですけれど、フランへの報告も明日にしますね」


ぴくりとフランの肩が揺らぐ。他人事ではなくなった途端、不安が溢れた顔色になった。


「ねぇ、フラン。領主である養父様が一体いついらっしゃるのか、予想できるかしら？　あまり急だとお迎え準備は大変でしょう？」


「かしこまりました。ギルベルタ商会に使いは出しましょう。ただし、お手紙だけです。会合はお控えください。……それで、いつ、いらっしゃるのですか？」


「明後日ですって」


フランは目を白黒させて神殿長室へ急ぎ足で戻った。お茶の好みの確認や茶菓子の準備など、領主を迎えて恥ずかしくないように整えようと思えば、手持ちの物では品質が足りない可能性もある。


「ローゼマイン様はお手紙を書いたら、すぐにお休みください」


「えぇ、わかっています」


フランの許可を得て、わたしは急いでベンノに手紙を書いた。食事会の日時と食事に来る人数を書き込んでメニューについてもいくつかの注意点を書き添える。そして、明日の夕刻には天然酵母を取りに来てくれるように、頼んでおいた。


「ギル、工房を終えたところで悪いけれど、ギルベルタ商会へお使いをお願いしても良いかしら？」


「かしこまりました」


手紙を書き終えると、モニカに着替えを手伝ってもらって寝台に入る。食事まで出てはなりませんよ、とモニカからも釘を刺された。


「モニカ、孤児院のお祭りはどうだったのかしら？　子供達は皆楽しんでいた？」


「はい。今年はヴィルマも一緒にタウの投げっこをしました。ローゼマイン様が青色神官にお願いしてくださったおかげで神の恵みも多かったようで、スープ作りも去年ほどは大変ではなかったそうです」


寝台でゴロゴロしながらモニカからわたしが不在の間の話を聞いていると、お使いに行っていたギルが返事を持って帰ってきた。


「準備はすでにできている。いつでも来い！……と、言っていました。明日の夕方にはレオンが天然酵母を取りに来るそうです」


そう言いながらギルはベンノからの手紙を差し出してくる。ベンノらしい頼もしい言葉に安堵してわたしは手紙を開いた。そこには食事会のメンバーにギルド長とフリーダが共同出資者として参加する旨が書かれていた。二人はマインとローゼマインが同一人物だと知っている。それを予あらかじめ領主に伝えておけ、とあった。






次の日もあまり体調が良くなかったので、わたしはフランから院長室に行くことも図書室に行くことも禁止されて寝かされていた。本がないと休めないとフランと何度か交渉して、図書室から本を持ってきてもらうことに成功し、ゴロゴロしながら本を読んで過ごす。至福しふくの一日だった。


夕方にはレオンが天然酵母を取りに来たので渡した、とニコラから報告が届く。フランも忙しそうに部屋を出入りしていて、ジルヴェスターやカルステッドを迎える準備をしていたようだ。






食事会当日の三の鐘が鳴った後でジルヴェスターとカルステッドが護衛を連れてやってくると聞いていたが、よほど楽しみだったのか、うきうきした顔のジルヴェスターが到着したのは三の鐘が鳴るより早い時間だった。ロジーナとフェシュピールの練習をしていたわたしは、一行を案内してきたフェルディナンドの苦々しい顔に完全に同調してしまった。


「お約束の時間は守ってください、養父様」


「ローゼマインの言う通りだ。こちらにも都合があると何度言えばわかる!?」


「わかった、わかった。食事処に着く時間を守れば問題なかろう」


軽く流すジルヴェスターと「これでもかなり抑えたのだ」と額を押さえているカルステッドの後ろからエックハルトとコルネリウスの二人が顔を覗かせる。カルステッドも食事の席に着く以上他にも護衛が必要だろうということで、エックハルトは最初から護衛として来ることが決まっていた。けれど、未成年のコルネリウスが来る予定はなかったはずだ。


「コルネリウス兄様もご一緒なのですか？」


「私もローゼマインの護衛騎士だからな」


手を腰に当てて胸を軽く反らせてキリッとした表情で言っているが、その顔には「面白そうなのに仲間外れにするな」と書いてある気がする。


どうしたものかと思いつつエックハルトを見ると、「護衛は交代で食事を摂るから私の交代要員も兼ねているらしい」とからかうような視線でコルネリウスを見下ろした。どうやら、コルネリウスは半ば無理やり付いて来たらしい。


「来てしまったものは仕方がない。ここでもてなせ。ローゼマイン、君の家族だ」


「養父様は神官長の家族でもありますよね？」


ジルヴェスターだけでも引き受けてほしいと要求すると、フェルディナンドは苦い顔でわたしを見下ろして「……食後は受け持つ」と言ってくれた。


フランがお茶を入れている間、ジルヴェスターと兄様方が部屋の中を見て回るのを放置し、わたしはすぐさまベンノに手紙を書いた。護衛の人数の変更を伝えなければならない。材料は余裕を見ているので一人分増えても大丈夫だと思うが、事前連絡があるのとないのとでは心構えが変わってくるだろう。衣装についても皆の大体の格好について書き記し、ギルド長とフリーダにも伝えてもらえるようにお願いしておく。ドレスコードは揃えた方が良い。一人だけ浮いていたら非常に居心地が悪いはずだ。


「ロジーナ、このお手紙を迎えに来た人に渡してちょうだい」


「かしこまりました」


ロジーナは音楽係として食事会の間フェシュピールを奏でることになっている。三の鐘にはギルベルタ商会から馬車を回してくれることになっているので、一歩先に食事処へ行くのだ。ベンノに頼んで今日のために購入した薄い水色の服がよく似合っている。


「では、ローゼマイン様。いってまいります」


三の鐘が鳴るより早く、ロジーナは優雅な微笑みを残して上級貴族がひしめく部屋から逃げ出した。事前に聞いていたとはいえ、領主と騎士団長が客として来るという状況に軽くパニックになっていたニコラは、羨ましそうにロジーナが出かける姿を見つめていた。


「ニコラ、皆様にクッキーをお出しして。……味見して一番おいしい物をお願いね」


「はいっ！　お任せくださいませ」


味見につられて笑顔で厨房へ向かうニコラに苦笑しながら、わたしはフランに淹れてもらったお茶を堪能たんのうしているジルヴェスターのところへ向かった。


昼食前だというのに、ジルヴェスターはニコラに出されたクッキーを「これはうまい」と言いながら次々と口に放り込み始める。そんなジルヴェスターを、護衛として後ろに立っているため食べられないコルネリウスが恨めしそうに見ていた。






四の鐘が鳴る頃になると、ギルベルタ商会から馬車が回されてきた。わたしとフェルディナンドとジルヴェスターとカルステッドで一台。兄様方とダームエルとブリギッテで一台。そして、フランとフェルディナンドの側仕え三人で一台。馬車三台という大所帯で店へと移動する。


「なんだ、この馬車は!?」


貴族街の馬車と違ってガタガタと揺れる平民の馬車にジルヴェスターが目を吊つり上げた。


「下町の馬車はこんなものですよ。貴族街の馬車は魔術具を使っているのでしょう？　道も真っ直ぐで平らですし」


「ローゼマイン、其方の知識で何とかならぬのか？　本を作るより先にこちらを改造しろ」


「……馬車は全く馴染みがないのです。どのように改造すれば良いかなんて存じません」


わたしは自分が乗ることもない馬車の構造に興味を持ったことはない。吊り下げる形の馬車で揺れの軽減が行われたような文章をどこかで読んだ気もするけれど、ヨハンに注文できるほど詳しく記憶なんてしていない。


「それに相変わらずひどい臭いだ」


下町を抜けて森に狩りへと行っていたジルヴェスターが顔を歪ゆがめる。カルステッドもフェルディナンドも嫌そうな強張った顔になっているので同じことを思っているらしい。


「そう思うならば、下町の衛生管理に少し予算を割いてくださいよ」


「予算を割けば何とかなるのか？」


カルステッドが興味深そうにわたしを見た。期待の目で見られるとちょっと困る。


「……上下水道を設置できれば大幅に改善できます。けれど、詳細は存じません」


「本の作り方以外何もないのか!?　其方の知識は本当に使い勝手が悪いな！」


ジルヴェスターに怒鳴られた。使い勝手が悪いと言われても、わたしの興味は昔から変わっていないのだ。とりあえず本が最優先だ。他のことは余裕ができたら考える。


「興味も必要もないことなんて、そんなに詳しく記憶しているわけがないではありませんか。養父様は何でも記憶していらっしゃるのですか？」


「そういう仕事はフェルディナンドに任せてある」


……胸を張って言うことじゃないよね!?


到着前に疲れた気分になりつつ、わたしは養父様を見る。


「養父様、本日の食事会の顔ぶれを先にお知らせしておきますね」


ギルド長とフリーダが食事会に参加すること、この二人は洗礼式前のわたしを知っていること、ベンノから伝えておくように言われたことも合わせて伝える。


「ふむ。利に敏さとい商人か。……わかった。どのように遇するかは顔を見てから決める」






そんな話をしているうちにイタリアンレストランに到着した。内輪だけに見せる顔を引き締めて口を噤む。街の北にある店なので広めの店だが、六階まであるのは周囲と大して変わらない。外から見ただけでは中が貴族の館を模したものだとは思わないだろう。


最初に側仕え達が荷物を抱えて先に降りる。続いて護衛が馬車から降りた。店の前は綺麗に掃除され、歩きやすいようになっている。カルステッドとフェルディナンドが馬車から降り、わたしはカルステッドに馬車から下ろしてもらい、最後に領主であるジルヴェスターが降りてくる。


馬車が三台も並んでいるので、周囲を行き交う人々の注目の的だ。ここにいるのが誰なのか知らなくても、とんでもない金持ちだということだけは一目でわかるのだろう。やや遠巻きにしてこちらを見てくる野次馬がどんどん増えていく。


「早く入りましょう、養父様」


店に入って扉を閉めると、外の臭いがかなり遮断され、興味本位の視線から逃れることができた。ふぅ、と息を吐いて振り返ると、そこにはベンノとマルクを始め、ギルド長、フリーダ、給仕が全員集合していた。全員が跪いて胸の前で手を交差させている。


フリーダと会うのは久し振りだったが、わたしはもうマインではないので「久し振りだね」と声をかけることもできない。少し寂しい気分になりながら、わたしは代表者であるベンノが長ったらしい挨拶をするのを聞いていた。


「イタリアンレストランの従業員一同です。火の神ライデンシャフトの威光輝く良き日、神々のお導きによる出会いに、祝福を賜らんことを」


「祝福を」


前にイタリアンレストランに来たのは内装さえ終わっていない状態だった。こうして豪奢な模様の入った扉や窓枠などがはまり、カーペットやタペストリーが飾られ、花や絵画が彩を添えると、全く違う店のように思える。長椅子や個人用の椅子がいくつか準備されているのは待合室も兼ねた玄関ホールで、ロジーナとフランが色々と選んでいた調度品が入っていた。


「こちらは護衛の方々が食事を摂る部屋となっております。貴族の方々を遇することを想定していないので、本日は格の落ちる部屋となりますが、ご容赦ください」


やや大きめのテーブルに椅子があるけれどシンプルな部屋だ。側仕えが交代で食事を摂ったり、人払いされた時に待機したりする部屋らしい。客が使うことを想定した部屋ではないので、今日の護衛が使うにはシンプルすぎるが仕方がない。


「こちらが食堂でございます」


「ほぉ、中級貴族から下級貴族の部屋の雰囲気はあるな。下町とは思えぬ」


「ありがたきお言葉に存じます」


領主の言葉にベンノの顔が少し緩んだ。かなりお金も時間もかけた店に対する評価として領主の口から合格が出たのだ。安堵しているのがよくわかる。


複雑な彫刻のついた腰壁が取り付けられ、同じ装飾の飾り棚が並び、高価そうな皿や壺の他に、わたしが作った絵本とかなり前にあげた折紙の祝い鶴が飾られていた。テーブルはよく磨かれて艶があり、人数分のナプキンと本日のメニューが準備されている。テーブルの中央には向かい側の相手の顔が見えるように背が低めの花瓶と季節の花が飾られている。給仕を呼ぶためのベルも可愛らしい物が準備されていて、わたしは満足して頷いた。


「では、こちらにどうぞ」


気が済むまで店の中をぐるりと見て回った後、席に案内された。護衛のエックハルトが扉の内側、外側にブリギッテが立ち、ダームエルとコルネリウスは護衛の控室へ向かう。


「この食事処の共同出資者を紹介させていただきます。まず、領主様の養女ローゼマイン様。本日のメニューもローゼマイン様が考えられたものです。それから、商業ギルドのギルド長グスタフとその孫娘であるフリーダ。給仕や料理人の教育に多大な貢献をしています」


領主に対して、共に食事を摂ることになる相手をベンノが紹介していく。ここで初めて知ったこと。ギルド長の名前はグスタフだった。


「其方等か」


ローゼマインとマインが同一人物だと知っているギルド長とフリーダに、ジルヴェスターが鋭い視線を向ける。わたしの記憶の中であんなに偉そうだったギルド長が体を縮めるようにして胸の前で手を交差させた。


「グスタフ、それから、フリーダ。其方等は優秀だと聞いている。機を読み、利を得ることができる、と。ならば、其方がするべきことは自ずとわかるはずだ。そうだな？」


「もちろん、できる限りの協力をさせていただく所存でございます」


「ふむ。では、これから私の養女が一大事業を始めるのだ。其方からも支援を頼む」


遠回しに無駄口を叩かず、ベンノに便宜べんぎを図れ、と命じるジルヴェスターの様子を見ていたけれど、特にギルド長をどうこうするつもりはないらしい。ギルド長はお金にがめつい人だけれど、一応命の恩人だ。このままの状態が続くことに胸を撫で下ろした。


領主からの釘差しが終わって少し緊張が解けたらしいフリーダと目が合い、ニコリと笑い合っておく。フリーダは成人したら貴族街に住むと言っていたし、ある程度仲良くしていきたい。


ベンノによる紹介が行われている間に、フランとフェルディナンドの側仕えは持参した荷物の中から食器の準備を始めていた。ベンノ達の分は給仕が手早く準備している。給仕の中にレオンの姿もあった。料理は鍋や大皿でワゴンに乗せられて運び込まれてくる。そして、側仕えや給仕がその場で皿に取り分けて主に給仕する形になっているのだ。


今日は領主の給仕にフランが付いていて、わたしの給仕はザームが担当している。階級的に考えれば領主に最初に給仕しなければならないが、初めての場所で普段とは勝手が違う方法で領主相手に給仕して失敗するのを誰もが躊躇った。一番打ち合わせをする時間があり、わたしの料理に慣れているフランが領主に給仕し、それを見ながら他の者が給仕をすることになったのである。


「ほぅ、これが本日のメニューか」


結婚式のメニュー表のようにテーブルに置かれたカードをジルヴェスターは手にとって興味深そうに眺める。知らない料理の数々が並んでいることで、にんまりと口元が笑っているのが見えた。


レオンが焼きたてのふわふわパンを給仕していく。湯気と共にふわりと立ちのぼる匂いが食欲をそそり、早く食べたくて仕方がない気分になってきた。カルステッドとフェルディナンドが普段食べている物と形の違うパンを見て驚きの顔になり、ギルド長とフリーダがバッとわたしを見る。


そっとジルヴェスターの前にフランが皿を置いた。お手製のマヨネーズで和あえられたポテトサラダが右側に丸く盛られ、左側にはイタリアンドレッシングもどきがかけられた蒸し鶏と野菜サラダが三日月のような形で盛りつけられている。


「幾千幾万の命を我々の糧としてお恵み下さる高く亭亭ていていたる大空を司る最高神、広く浩浩こうこうたる大地を司る五柱の大神、神々の御心に感謝と祈りを捧げ、この食事をいただきます」


全員の皿が揃ったところで食前の祈りを捧げ、わたしはフォークを手に取った。毒見も兼ねて、招待した者が一番に口に入れるのだ。


……うん、美味。


むぐむぐしていると、すぐさまジルヴェスターが食べだしたのが見えた。見慣れた野菜サラダではなく、初めて見るポテトサラダから口に入れる辺り、新しい物好きな性格がよくわかる。まずは慣れた見た目のサラダに手を出すフェルディナンドとは大違いだ。


どういう反応を示すのか、わたしはじっとジルヴェスターを見つめる。ガッと口に入れてもぐもぐと口を動かした後、ジルヴェスターは目を見開いてバッとわたしを見た。


「……ローゼマイン、これは何だ？　初めて食べる味だ」


深緑の目が爛々らんらんと輝いているので、どうやらポテトサラダはお気に召したようだ。


「これは『ポテトサラダ』と言います。カルフェ芋を茹ゆでて潰して、他の野菜も入れて『マヨネーズ』で和えたものなのですが、お口に合いますか？」


「初めて食べる味だが、悪くない。うむ、悪くない」


どうやらジルヴェスターはとても気に入ったらしい。そういえば、ルッツのところで初めてマヨネーズを作った時もルッツ兄弟には大喜びされた。味気なかったり、ちょっと苦みがあったりする野菜がおいしく食べられると言っていたはずだ。ちなみに、わたしはマインとなってから自分で作ったことはない。マヨネーズは混ぜるのがすごく大変なので、ハンドミキサーもない状態ではわたしには作れないのだ。


野菜サラダは放置で、ポテトサラダばかり食べているジルヴェスターを見たカルステッドがポテトサラダを口に入れ、何度か噛みしめながら頷いた。


「……確かに初めて食べる味だが、悪くないな」


二人の反応を見た上で、フェルディナンドがかなり小さ目の一口分を口に入れた。顔にはほとんど出ないものの、次の一口分が大きかったので満足してくれたのだと思う。


わたしと同じように上級貴族である三人の反応をじっと窺っていたベンノが、緊張を解いたように少し肩を下げて自分の皿に口を付け始めた。ベンノ、ギルド長、フリーダは料理人が練習した物を食べているので、おいしい顔をしているが、特に驚きの表情はない。


「養父様、そちらのサラダも食べてみてくださいな」


ポテトサラダをお替りしようとしたジルヴェスターにわたしは声をかける。まだジルヴェスターは蒸し鶏のサラダに手を付けていない。あまり野菜は好きではないのか、少し嫌そうに顔をしかめてジルヴェスターがサラダを突いた。シャクシャクと咀嚼そしゃくする音が響いた後、ジルヴェスターは何度か目を瞬き、もう一口食べる。


「ローゼマイン、こちらのサラダも非常にうまいな。何のソースをかけているのだ？」


「それは『ハーブドレッシング』です。今回は植物油と塩と柑橘かんきつ類の果汁と食用の薬草を混ぜた物ですけれど、混ぜる物によって色々な味になります」


こちらでは一度煮立たせて作るソースが主流で、肉汁を使って作る物が多い。グレービーソースのような物を野菜にもかけるのだ。おいしいことはおいしいのだが、食べる頃には白く油が浮いていることが多くて、わたしはあまり好きではない。


「この野菜の上の白い物は何だ？　鶏肉のようにも思えるが、柔らかいし、味が違う」


「鶏肉で正解です。下拵えに手間がかかるのですが、おいしくいただけるでしょう？」


野菜が好きではなさそうなジルヴェスターが満足そうにサラダを全て食べ終わり、フランにお替りを頼もうとした。


「養父様、ここでお腹いっぱいになると、他の料理が食べられなくなりますよ？」


「むぅ、確かにそうだな」


わたしは他の人が手に取れるように、ふわふわパンを手に取って一口分ちぎった。まだ温かいパンをちぎると湯気と共に焼きたてパン特有の甘い匂いがふわりと立ち上る。口に放り込むと、おいしい匂いと一緒に柔らかな食感と温かい甘みが口の中に広がった。


……あぁ、フーゴの味だ。


同じレシピでもエラとはまた違う、絶妙の焼き加減と慣れた味に頬が緩んでいくわたしの視界で、勢いよくパンを手にしたのはフリーダだった。わたしが毒見するのをじっと待っていたらしい。


フリーダはまだ温かいパンを手に取った瞬間、ぎょっとしたようにパンとわたしを見比べた。柔らかさに驚いたようで、もにもにとパンを揉むように軽く手を動かして、柔らかさを確認している。その後、一口分ちぎって口に入れた。食べている間、ずっと右手は口元を押さえたまま、軽く目を見張ったままだ。次第にその茶色の瞳が輝きを増していき、脳内で計算をしている様子が手に取るようにわかる。


「ローゼマイン様、このようにふんわりと柔らかで、噛むことがなくても甘みのあるパンは初めてです。ぜひ当店で扱わせていただきたく存じます」


案の定、フリーダが食い付いてきた。天然酵母の現物を渡しただけで、フーゴ達にも作り方は教えていないから絶対に欲しがるとは思っていたのだ。さて、何と言って断ろうか、と考えていると、ニヤリとジルヴェスターが笑った。


「フリーダと言ったか？　残念ながら、それはできぬ相談だ。このパンはこの冬に貴族を驚かせるための秘密のレシピだからな」


そうだと言え、と深緑の目がこちらを向いてギラリと光る。わたしは自分の立場を強化するためにふわふわパンを使うつもりだったので、その断り文句に異存はない。


「養父様のおっしゃる通りです。今日は養父様やお父様がいらっしゃるので特別に作らせましたけれど、このパンを広く知らせるのは冬の社交界になる予定なのです」


「そうでしたの。残念です」


ニコリと笑ってフリーダが言いながら、パンをもう一口食べる。今日の料理人にイルゼはいないはずなので、きっとイルゼにも食べさせたいと思っているのだろう。


「うまいことはうまいが……」


お替りをした三つ目のパンを手に取って、半分にちぎって口に入れたカルステッドが、んん〜、と眉根を寄せて唸る。


「柔らかすぎて頼りなくて物足りぬ。食べても、食べても、食べ足りない気がする」


噛むことで満足感や満腹感が出るのでそういう意見もあるだろう。「お父様は硬めのパンが好き」と脳内に書き込んでおいた。カルステッドの勢いで満足するまでふわふわパンを食べられたら、食費が大変なことになりそうだ。


「こちらはコンソメスープです」


大きめのスープ壺が載せられたワゴンが部屋に入ってきた瞬間から、意識を引き付ける匂いが漂ってくる。中にはじっくり煮込んで旨味が凝縮ぎょうしゅくされたコンソメスープが入っている。野菜も何も入っていない、ただひたすらに透き通った琥珀こはくのスープだ。一度野菜を煮込んで、煮汁を捨てるのが当然であるこの辺りでは絶対に味わえない物である。


「良い香りだが、何も入っていないぞ？」


フランに注いでもらったスープを見て、ジルヴェスターが目を丸くした。ここではスープはくたくたになるまで茹でられた野菜が入っている物だと決まっている。具材の見えないスープなど存在しない。


「入っていない方が、味がよりわかるのです。おいしくてビックリすると思いますよ」


わたしは少し顔を近付けて軽く匂いを楽しむ。口の中に唾が溜まるような濃厚のうこうな匂いがした。丁寧に、丁寧に濾こされたのだと一目でわかる琥珀の液体にスプーンを入れると、表面がゆらりと揺れて更に香りが広がっていく。そして、スプーンを口に入れてコンソメを流し込んだ。ぎゅっと詰まった旨味をゆっくりと舌の上で転がすようにして堪能する。濃くて味わい深いのに後味は不思議とさっぱりしているダブルコンソメの味に、ほぅ、と思わず感嘆の溜息が漏れた。フーゴはずいぶん頑張ってくれたようだ。経験の差だろうか、正直、エラが作ったコンソメより何倍もおいしい。


「では、私もいただこう」


ジルヴェスターが一口食べて、目を見開き、すぐにもう一口食べて目をきらりと光らせた。それから、もう一口食べて、首を傾げながら口をむぐむぐと動かす。


「これは、何の味だ？」


「肉も野菜も色々入っています。全ての旨味を凝縮したスープです。色々なお料理の味を付けるためにも使うのですよ」


フェルディナンドも不可解そうに眉間に深い皺を刻んだままコンソメスープを食べている。表情だけ見ると非常においしくなさそうだが、手の進み具合を見るとおいしいとは思ってくれているようだ。


「フェルディナンド様、難しいお顔ですが、お口に合いまして？」


「む？……ふむ。これは実に美しい料理だと思う」


おいしいではなく、美しいと評したことがすぐに理解できないでいると、フェルディナンドは軽くナプキンで口元を拭って説明してくれた。


「あぁ、実に美しい。一口飲めば、その味わいの奥深さに色々な素材が使われていることがわかるであろう？　それぞれの旨味が出て、引き立て合い、凝縮されている。それにもかかわらず、スープには何も入っておらず、底まで見えるほどに透き通っているではないか。とても高度に完成された美しさがある」


美しいというのはちょっと理解しにくい表現だが、まさかそんなに饒舌じょうぜつに語られるとは思っていなかった。相当コンソメを気に入ったと考えて間違いないだろう。


「お待たせいたしました」


そんな声と同時にワゴンが入ってくる。メイン料理の一つであるマカロニグラタンが出てきた。これは陶器で作った小さなココット皿で焼かれ、手で持てるように取手の付いた木の器の中にココット皿が入っている。


「この茶色の器はものすごく熱いですから、絶対に触らないように気を付けてくださいませ。食べる時はこの木の部分に手を添えてくださいね」


グラタンはオーブンから出たばかりということが、誰の目にも一目でわかった。まだグツグツと音を立ててホワイトソースが沸き上がり、上にかかっているチーズが動いている。白い湯気と一緒に広がっていく焦げたチーズの匂いがたまらない。


ここでは穴の開いたマカロニがなかったので、今回は手打ちパスタでファルファッレを作ってもらった。これならホワイトソースとの相性も良いし、穴の中のソースが熱くて不意打ちで舌を火傷やけどすることもない。完璧だ。


「ローゼマイン、これはチーズ焼きか？」


「似たような感じですね。舌を火傷しないように気を付けて食べてください」


貴族街にも鳥や野菜にチーズをかけて焼く料理はいくつかあるし、ミートソースのようなものは食べたことがある。けれど、ホワイトソースを味わったことはなかった。存在しないのか、わたしがたまたま食べていないのかわからない。熱々でとろりと伸びるチーズを軽くファルファッレに巻き付けるようにした後、ふぅふぅと軽く息を吹きかけて、口に入れた。濃厚な味わいで口の中に幸せが広がっていく。元々の素材の味が少しずつ違うので、出来上がった味もやはり違うが、これは麗乃時代の母のレシピだ。


「ローゼマイン」


一口食べたジルヴェスターがググッと眉間に力を入れた顔でわたしを睨む。


「どこが似たような物だ？　チーズ焼きとは全く別の料理ではないか」


「チーズをかけてオーブンで焼くのですから、似ているでしょう？」


「それ以外が全く違う。このとろりとした白いものは何だ？　これが気に入った」


今日はジルヴェスターのために、貴族街にはなくて、なるべく子供が好きそうなお子様ランチふうのメニューを選んだのだが、成功だったらしい。深緑の目を輝かせながらホワイトソースをすくって見せるジルヴェスターにわたしは小さく笑った。


「これは『ホワイトソース』です。バターと牛乳と小麦粉に塩で味付けしたものですよ」


やはりホワイトソースがなかったようだ。カルステッドがグラタンを一口食べてフォークを置いた。気に入らなかったかと思って視線を向けると、真剣な顔でこちらを見てくる。


「ローゼマインが我が家にいる間、其方の料理人が作ったという珍しいお菓子はいくつか食べたが、料理は洗礼式で出た物以外食べてないぞ。これもローゼマインの料理人が作ったのか？」


珍しいお菓子という単語に反応してジルヴェスターが、ぬ？　と顔を上げたけれど、それは無視してわたしはカルステッドと会話する。


「初めて連れてこられた料理人に料理を任せるような迂闊うかつなことをお母様はなさいません。何度もお菓子を作って提供し、信用を得て、最近やっとお菓子のレシピを交換するようになったところですもの。お料理はまだまだこれから、といったところです」


「なるほど。これから、か」


エルヴィーラはお茶会で出すお菓子のレシピの交換を優先したので、料理のレシピ交換はほとんどしていなかったはずだ。洗礼式もエラの担当はほとんどお菓子だったと聞いている。わたしはどの料理も食べられないまま意識を失ったのだけれど。






「護衛の交代をいたします」


先に食事を終えたコルネリウスが大満足の顔で入ってきた。交代で食事を摂るため、護衛騎士は早く食べることが要求されるけれど、今回は出される食事の内容は同じのはずだ。いい笑顔でお腹を撫でているところから考えてもコルネリウスはガッツリ食べたらしい。皆が食べるのをじっと見ていただけのエックハルトが表情は崩さないまま、足早に部屋を出て行った。扉の外ではダームエルとブリギッテが交代しているはずだ。


エックハルトと入れ替わるようにワゴンが入ってきた。メイン料理二つ目は肉料理だ。


「お肉料理が欲しいのではないかと思い、準備しました。『煮込みハンバーグ』です」


ジルヴェスターなら多分好きだろうと考えたのだ。予想通り、肉料理に目が輝いている。


実は、ここでハンバーグを作ろうと思ったら、肉をミンチにするのも手作業なので大変だ。買ってくれば良い麗乃時代とは大違いである。しかし、フーゴ達は頑張ってくれた。包丁で叩きまくって作ってくれたのだ。切ったらトロリもあるチーズ入りのハンバーグを。


ポメという黄色のトマト味の野菜の皮を剥いて、賽さいの目切りにした物をコンソメで煮込み、そこに表面を焼いて焦げ目の付いたハンバーグを入れて、更に煮込んである。


すでにお腹がいっぱいになっているわたしとフリーダのハンバーグは他の人の半分ほどの大きさだ。皿の上に盛られた、小さく丸められているハンバーグにナイフを入れれば、透明の肉汁が流れ出し、一瞬遅れて黄色のとろりとしたチーズが零れ落ちてきた。


「何か出てきたぞ!?」


「チーズです」


ナイフを動かせば、とろけて出てきたチーズがゆらゆらと揺れる。一口の大きさに切ったハンバーグにソースとチーズを絡めて口に入れる。


「んん〜、おいしい」


上質のコンソメを使っているポメソースがたまらない。待ちきれなかったのか、ジルヴェスターがすぐさまハンバーグを切って口に入れた。大きく目を見開いて何度か頷く。


「おおぉぉ……。これはうまい。今までで一番気に入った」


「養父様ならきっと喜んでくださると思っていました。気に入っていただけて嬉しいです」


カルステッドとフェルディナンドは無言で食べている。カルステッドは大きな口でガツガツと。フェルディナンドは流れるような優雅なナイフ捌さばきで悠然ゆうぜんと。でも、二人とも皿からハンバーグがなくなるのが早い。


「フェルディナンド様、いかがでした？」


「これはソースに先程のスープを使っているのだな？　味わい深くて実に良い。このように応用が利くとは……」


フェルディナンドは本当にコンソメが気に入ったようだ。滔々とうとうとコンソメスープの美しさを語り始めた。


……あぁ、うん。美しいね。もぐもぐ、ハンバーグおいしぃ。






メイン料理が終わったところでジルヴェスターは至福の表情になっていたが、これで終わりではない。まだデザートが残っている。


……わたしも満腹だけど、デザートは別腹。いける。まだいけるよ。


「こちらがデザートになります」


給仕達が皿を下げ、お茶の支度に動き回る中に、最初のワゴンを押して入ってきたのはレオンだった。ワゴンの上には五センチくらいのスクエアに切られている季節のフルーツを飾ったショートケーキが並んでいる。真っ白の生クリームが盛り上がっている中央に赤く輝くルトレーベが鎮座ちんざしている様は、完全にイチゴのショートケーキだ。


実は、このスポンジケーキを成功させるのは非常に難しい。オーブンの温度調節が容易ではないので、なかなか大成功の味にはならないのだ。成功したらとてもおいしいけれど。今回のケーキの切り方と大きさを見る限りでは、多分端の方が焼けすぎて硬くなったに違いない。おいしく食べられる部分だけを持ってきたのだと思う。


次のワゴンが入ってきた。スポンジケーキに失敗した時のために予め作っておくことになっていたケーキだ。わたしの好みでミルクレープにした。クレープの間に薄く生クリームを挟んで重ねていくケーキである。見た目の美しさを出すために、フェリジーネというオレンジの果汁を砂糖で煮詰めたソースを一番上に塗って照りを出している。このフェリジーネが爽さわやかな夏の果実の香りと味を添えてくれるのだ。


最後に入ってきたワゴンに乗せられているのが、甘いものがそれほど得意ではない男性用に蒸留酒をたっぷり使ったカトルカールとお茶の葉が入ったカトルカールである。これは前もってイルゼが焼いた物で、一日寝かせられているので味もしっとり馴染んでおいしくなっているはずだ。


「お好きな物をお選びください」


給仕をするレオンがずらりとワゴンを並べて、ジルヴェスターにどれが良いのか、尋ねた。ジルヴェスターが一つ一つのワゴンに乗せられたケーキを睨みながら、真剣に悩み始める。多分、心の中では「全部だ。全て寄越よこせ」と言っているに違いない。これを普通に声に出してくれればレオンは従えるが、頼まれもしていないのに給仕が声をかけることはできない。お茶の準備が終わったというのにまだ選べないジルヴェスターを見つめて、レオンが途方に暮れた表情になる。そして、視線だけでわたしに助けを求めた。


「養父様、それほど悩まなくても気になる物を選べば良いのですよ？　全て選んでもお皿に盛れるように、予め小さ目に切り分けてあるのですから」


「そうか！　では、全てだ」


晴れがましい顔でそう言ってジルヴェスターは満足そうに鼻を鳴らす。


……まぁ、養父様が「全部」と答えたから、興味がある他の人も全部味を見ることが簡単になったわけだし、小学生男子みたいな中身もたまには役に立つよね。


わたしはこの間エラにショートケーキを作ってもらったので、予定通りにミルクレープを選んだ。フェルディナンドとカルステッドは全種類、ベンノはカトルカールを両方、ギルド長とフリーダはショートケーキを選んでいた。


お茶を飲みながらケーキを少しずつ堪能する。控えめな甘みの中にあるフェリジーネの風味が心地よい。味見の段階でどのお菓子も料理も食べているわたしやベンノ達の間には、食後のまったりとした空気が漂っていて、何とも言えない満足感を共有していた。一つ一つ食べ比べては目を閉じて堪能しているジルヴェスターや難しい顔で少しずつケーキを食べているフェルディナンド、あっという間に全て食べてしまってお代わりを求めるカルステッドとは空気が違う。おいしかったね。初めてのお客様に満足してもらえてよかったね……という感じのやりきった気分が漂っていた。

            





小神殿


全てのデザートを平らげて、お茶を飲んだジルヴェスターが満足の笑みを浮かべた。


「本日の昼食は実に有意義であった。正直、下町の食事処に何が出せるか、と思っていたが、予想を裏切る美味であった」


「恐れ入ります」


無茶ぶりをされまくったベンノの口から出た言葉には万感ばんかんの思いが込められている。ギルド長とフリーダも領主との食事会という大イベントを成功させることができたことに会心の笑みを浮かべていた。


「このイタリアンレストランの今後に期待する」


そう言った後、すぅっとジルヴェスターが表情を引き締める。雰囲気が変わったことに気付いたのか、皆が一斉に背筋を伸ばした。


「では、ベンノ。先日の視察についての報告を聞こう。人払いを頼む」


領主の言葉に、ベンノは給仕や側仕えに外へ出るように告げた。楽師として演奏していたロジーナもフェシュピールを抱えて出ていく。彼等はこれからやっとお昼御飯だ。


そして、一瞬悩んだ素振りを見せた後、ベンノはギルド長とフリーダに向き直った。孤児院の視察に関しては無関係だが、これから先、ローゼマイン工房孤児院支店を作る時には絶対に協力してもらわなければならない相手だ。


「フリーダ嬢、君は出てくれ。ギルド長はこのまま共に話を聞いてもらいたい」


「……ベンノ、何故彼を残す？」


「グスタフは商業ギルドのギルド長でございます。私より大店にも通じているので、この街から生まれる産業の話に関しては通しておいた方が、より早い対応が可能になります」


つまり、領主からの次の無茶ぶりがあった時、ギルド長を確実に巻き込むためにここに残すということだろう。ギルド長は老体に鞭むち打って働かなければならない事態になりそうだ。


……お気の毒に。まぁ。元気は有り余っているみたいだから大丈夫かな？


「ふむ、よかろう。エックハルトは扉の前へ。それ以外の者は外で人が近付かぬよう見張っているように」


扉の前にずらりと並んだ護衛騎士に領主が命じると、エックハルトだけが食堂に残り、他の三人とフリーダは扉の外へ出される。代わりに、マルクが入ってきてベンノの後ろに控えた。


パタリと扉が閉められ、静寂が満ちる。わたし達なりに色々と無茶ぶりについて考えて、対策を練ったつもりではあるけれど、相手はジルヴェスターだ。一体何が飛び出すのかわからない。緊張が広がる空気の中、フェルディナンドがベンノに視線を向けた。


「では、報告を」


フェルディナンドにはすでに述べた内容を、ベンノは領主に向けて報告する。孤児院の状況と周囲の経済状況、担当文官の動き次第では失敗するという懸念けねんについても述べていく。ジルヴェスターはすでにフェルディナンドから話を聞いているようで、驚く素振りも見せずに聞いていた。形式上必要で、ギルド長に聞かせるためでもある。


「ふむ。それで、ローゼマイン。其方はどうすればよいと思う？」


ベンノの報告が終わると、ジルヴェスターがわたしに視線を向けてきた。わたしは一瞬ベンノと視線を交わしてジルヴェスターに向き直る。


「わたくしは時間もお金もかかりますけれど、新しい孤児院及び工房が必要だと思います。工房ではわたくしのやり方に従っていただきたいですし、町の有力者との折衝せっしょうも煩わしいですから」


ここでわたしは神殿の孤児院と町の孤児院の違いについて述べておいた。ジルヴェスターは、「それで？」と先を促す。


「今の神殿は青色神官が少なく、灰色神官がたくさん余っています。ですから、数人の灰色神官と灰色巫女を新しい孤児院と工房に派遣して、仕事と生活、両方の面でわたくしのやり方を孤児達に教える予定です。ですから、わたくしが様子を見るために出入りし、灰色神官が生活するために小さな礼拝室を併設していただけると嬉しいです」


街の有力者からのちょっかいを防いで孤児達を保護するためにも、こちらのやり方に孤児達を従わせて生活や仕事をスムーズにするためにも、新設するのが良い。そして、印刷業の拡大に対する態勢を整えたい。すでにベンノと何度も話し合っていたことを述べていると、ちらりとジルヴェスターがベンノを見た。


「工房を作れば、道具はすぐに揃うのか？」


孤児院が新設できるまで工房だけでも場所を借りてやれ、と言われても大丈夫なように道具の発注は終わっていて準備させている。ベンノはしっかりと頷いた。


「すでにある程度準備ができております。ただ、孤児達の数、年齢等を考慮いたしますと、印刷は力が足りなくて難しいと思われます」


「ならば、紙を作る工房とするのか？」


「えぇ、養父様。その通りです。印刷をしようと思えば紙はいくらでも必要ですもの」


わたしもベンノの意見に賛同して後押しする。ジルヴェスターが、ふぅむ、と顎を撫でていたかと思うと、ニヤリと嫌な笑みを浮かべた。


「わかった。ならば、ローゼマインの要望を聞き入れ、工房と孤児院、そして、礼拝室のある小神殿を作るとしよう」


「恐れ入ります」


まさかこれほど簡単に要望が通ると思っていなかった。この後、早速どの建築工房に頼むか、どう注文を割り振るか、話し合いを煮詰めなくては、とベンノと頷き合っていると、ジルヴェスターがフェルディナンドを突然指名した。


「フェルディナンド、お前がやれ」


「私は構いませんが、守りの魔力はどうするおつもりですか？」


「そちらはローゼマインに任せればよかろう」


何か全く理解できない話が勝手に進んでいる気がする。頭に疑問符を浮かべていると、フェルディナンドがフッと笑って「かしこまりました」と頷いた。そして、紙とペンを取り出す。フェルディナンドはインクのいらない魔術具のペンでさらさらと何やら書き始めた。身を乗り出すのは品が良くないのでおとなしく座っているが、何を書いているのか覗き込みたくて仕方がない。


「ローゼマイン、工房の広さは神殿と同じで良いのか？　孤児院の部屋の数はどの程度必要だ？」


「工房の広さは同じで良いです。孤児院の部屋の数は、この先孤児が増えたとしても半分ほどで十分だと思います」


「そうだな。町の人口を考えてもこのくらいあれば良かろう。礼拝室の大きさもそれほどは必要ないな。造りは男子棟と女子棟を作って、神殿の孤児院と同じにすれば良いのか？」


フェルディナンドは、ふむふむ、と頷きながら紙に色々と書き込んでいく。一体何を書き込んでいて、何を考えているのか全くわからない。


「男子棟、女子棟の両方に食料の貯蔵や商品を置いておくための地下室が必要です。男子棟の地階が工房、女子棟の地階が厨房になるようにして、女子棟の一階が食堂ですね」


「では、男子棟の一階を礼拝室として、回廊と階段はこの位置に。男女共に二階を部屋とする。ローゼマインの部屋は魔力登録の必要な部屋にして、普段は閉ざしておいた方が安全だな。これは礼拝室から出入りできるようにしておこう。君の側仕えには男性も女性もいるからな」


事態がどんどんと自分達の手を離れていく空気にベンノとマルクの顔色が悪くなっていくのがわかる。わたしにも何が起こっているのかわからない。ただ、下町の建築関係の工房に依頼を持っていくのではなく、フェルディナンドが主体となることだけはわかった。


「ふむ、こんなものか。……いかがでしょう？」


ざざっと書きまとめた紙をフェルディナンドがすっと領主に差し出した。それにざっと目を通してジルヴェスターは満足そうに唇の端を上げる。


「相変わらず早いな」


「神殿を基本にしているので、大した手間はかかりませんから」


「では、行くぞ。エックハルト、護衛達を呼べ」


すっと立ち上がったジルヴェスターに合わせて、フェルディナンドとカルステッドも立ち上がる。ベンノとギルド長も立ち上がり、エックハルトは扉を開けて、護衛達に声をかけた。わたしは皆から一歩遅れて、椅子から滑り降りる。側仕えがいなければ品良く動くなんてできない。


「養父様、行くとおっしゃいましたが、一体どちらへいらっしゃるのですか？」


「小神殿を作るハッセの町に決まっているだろう」


「い、今から、ですか？」


護衛騎士が入ってきて、扉の前にずらりと並ぶのを見ながらジルヴェスターが頷く。


「先導はフェルディナンド、殿しんがりと全体の護衛をカルステッド。ローゼマインは私が連れていくので、其方等はそこの三人を騎獣に同乗させよ」


「はっ！」


領主命令だからこそ反射的に頷いたけれど、騎士達は理解できないような顔になっている。よかった。ジルヴェスターの突然の行動が意味不明なのは、わたしだけではなかった。


「エックハルトがベンノを、コルネリウスがグスタフを、ダームエルがその側仕えを乗せるのだ。ブリギッテはアウブの騎獣の護衛をせよ。急げ！」


カルステッドの素早い指示が出た時にはジルヴェスターはホールへ向かって歩いていた。存在を忘れられて放って行かれそうで、わたしも急ぎ足で付いていく。


「下がれ、邪魔だ」


領主の威厳ある声が響き、ホールに控えていた給仕達や側仕えが目を白黒させながら壁際に飛び退いた。フリーダが説明を求めるようにわたしを見たのがわかったけれど、わたしにも事態が理解できていない。


「フェルディナンド、行け」


「はっ！　扉を開けろ」


命令された側仕えが大きく両開きの扉を開けると同時に、フェルディナンドの白い騎獣がその場に出現した。息を呑んで叫び声を出さないように必死に口元を押さえている店の者には目もくれず、羽のある白いライオンは空へ駆け出していく。


続いて、ジルヴェスターがケルベロスのように頭が三つあるライオンのような騎獣を出して、わたしを抱き上げて飛び乗ると店から飛び出した。通りを行く人々が、突然店から駆け出してきた騎獣に、ぎゃあっ！　と叫びながら飛び退いていく。ごめんなさい、ごめんなさい、と声に出して謝ってみるものの、獣より速くて魔力のスピードであっという間に駆け抜けていくので、相手に聞こえているとは思えない。


「養父様。いきなりハッセの町に行くなんて、唐突とうとつすぎると思います」


領主の前で取り乱すわけにもいかず、目を見開いて固まっていたギルド長を始め、口元を引きつらせていたベンノとマルクの顔を思い出す。


……ギルド長は会合の間ずっと、事態の変化に頭がついていかないような顔をしていたけど、大丈夫かな？　騎獣に乗せられて心臓麻痺しんぞうまひ、起こしてなきゃいいけど。


「フン。我々の中では計画通りだ。お前達が話し合っていたのと同様、我々も話し合っていたのだからな」


取り乱し、叫び、指差す人達の頭上を走り抜けて外壁を越える。農地を越えて小さな森を越えたところにハッセの町はあった。ルッツやギルから聞いた話では馬車で半日ほどらしいが、騎獣で移動するとハッセの町はとても近い。


「ローゼマイン、どのような土地が工房に向いているのだ？」


ハッセの町の上空でフェルディナンドが辺りを見回しながら質問する。わたしも同じように周りを見ながら、紙作りの工房に向いた場所を探す。


「木を採る森が近くて、川が近くにあると助かります」


「では、あそこだな」


ジルヴェスターが下を見下ろしてそう言うと、水車小屋の近くを指差した。


「フェルディナンド、水車小屋に影響を及ぼさぬ程度に距離を取った対岸だ」


ジルヴェスターの指示にフェルディナンドは辺りをぐるりと見回すと、「かしこまりました」と頷いて、騎獣の高度を下げていく。この面子で押しかけて町の有力者を脅おどし、もとい、説得にでも行くのかと思えば、下へと向かったのはフェルディナンドだけだった。


フェルディナンドが森の木々よりも少し高い位置で騎獣を止めると、ジルヴェスターがフェルディナンドの位置から少し離れた方向へと移動し始める。


「全員、もう少し距離を取れ」


ジルヴェスターの指示に従い、全ての騎獣が距離を取っていく。フェルディナンドがわたしの小指くらいの大きさに見えるまで離れた上空で停止した。


こちらの動きが止まったことを確認したフェルディナンドが、いつもの光るタクトを取り出したかと思うと、もう片手には何やら光る粉を持っていた。フェルディナンドがまるで音楽の指揮でもしているようにタクトを振ると、光る粉が意思を持っているように動き出す。遠すぎて声も聞こえないし、何をしているのか、わからない。けれど、ふわりと浮かび上がった光る粉が魔法陣を作り出し、くるくると回り始めた。


「養父様、フェルディナンド様は何をしているのですか？」


「小神殿を作るに決まっているだろう？　他に何をするのだ？」


「え？」


大きな魔法陣が浮かびあがり、眩まばゆい光が満ちた直後、フェルディナンドがタクトと下に向けて振り下ろした。それと同時に、魔法陣が下へ下へとゆっくり降りていく。魔法陣の光に触れたところから、森の木が白く光る粉へと変わっていった。上から葉が消え、枝が消え大きな幹が消えていく。根元に生えていた草や花も木々と同じように白い粉へと変わっていく。魔法陣の中では大量の白い粉だけが渦巻き始めた。


「な、何ですか、あれ？」


「滅多に見られるものではない。領主一族だけに許される魔術だ。領主の娘となった其方もいずれ貴族院で学ぶことになる。よく見ておけ」


ゆっくりと降りていた魔法陣が地面に着いた。その瞬間、土の色が変わった。白くなり、ぐにゃりと歪んだかと思うと、液体のようにどろりと動き始める。


フェルディナンドが先程の紙を取り出した。バサバサと風に煽あおられるように飛んだ紙が魔法陣の中心で金色に燃え上がった。そして、フェルディナンドの指揮によってまるで白く光るコンクリートが勝手に動いているように形を変える。ぼこりと穴が開いたかと思うと、ぶわっと白い土が形を変え、高く上がってきて太い柱となっていく。柱と柱の間に幕が張るように白い土が伸びていった。


白い土の動きが止まったように見えた次の瞬間、一際ひときわ眩しく光ったかと思うと、そこには小神殿ができていた。貴族区域がなく、規模が小さいけれど、真っ白の石の見慣れた形の建物があり、魔法陣と同じ大きさの円形に石畳ができている。森と川に挟まれた場所に不自然なほどに美しい真っ白の小神殿が建っている様は実にシュールだった。


「これで、すぐにでも工房ができるであろう？」


フフン、と得意そうなジルヴェスターと対照的にベンノとマルクの顔色は真っ青だ。新しい工房作りが一瞬で終わってしまうなんて誰が想像しただろうか。


ジルヴェスターは騎獣を下に向けて、降下こうかを始めた。


「中を見てみると良い。ほら、行くぞ」






「ここに立っても大丈夫ですか？」


小神殿の前へと降り立ったわたしは爪先でトントンと軽く石畳を踏んでみる。ぐにゃぐにゃと動いていたはずの白い土は神殿や貴族街で見慣れた白い石になっており、上に乗っても何ともない普通の石になっていた。


小神殿は見た通り、建物は完璧にできていた。何故か窓がはまっているし、出入り口には扉がある。けれど、中に入ってみると家具や扉がない。真っ白のがらんどうだった。


「ここが礼拝室になる。神の像とカーペットが必要だな。いつできる？」


「神の像は三月みつきほどかかるそうです。カーペットはさすがにすぐにはできません」


後ろで耳打ちするマルクからの情報を得てベンノが答える。わたしが礼拝室を併設したいと言ったため、すでに芸術関係の工房に神の像を作るとした場合に必要な期間や金額をマルクは問い合わせてあったらしい。


……さすが、マルクさん。仕事のできる男。素敵すぎる。


「急かせて二月ふたつきで準備させろ。収穫祭には間に合わせるように」


「ベンノ、カーペットは神殿にかなり余裕があったはずだ。この礼拝室くらいならば十分だろう。小神殿用に譲るので取りに来なさい」


礼拝室にはそれぞれの季節のカーペットが必要だし、準備するにはかなり時間がかかる。


「ありがとう存じます、神官長。譲っていただけるのは正直とても助かります」


「ローゼマイン、礼はいらぬ。今ある分を譲るので、新しくできた方を神殿に納めるように」


……神官長のちゃっかりさんめ。


しかし、新しい物が収穫祭に間に合わないのは事実だ。ある分をありがたくいただこう。


「中の扉と家具の類はどうだ？　冬には間に合わせなければ、孤児達が大変だぞ」


礼拝室の脇の廊下にある階段を上がると男子の部屋になる。ドアの部分がぽっかりと空いた真っ白の空間がならんでいるのを見て、ジルヴェスターが呟き、フェルディナンドが必要な物を優先順に指折り挙げていく。


「収穫祭に間に合わせるならば、礼拝室の扉と祭壇が最優先であろう。家具としては食堂のテーブルと椅子、食器棚、孤児達のベッドか？」


フェルディナンドの言葉をベンノが書字板にガシガシと書き込んでいく。


「ベンノとグスタフとわたくしの専属の木工工房を全て使えば、工期は短縮できます。この町の木工工房にも仕事を割り振ってお金を落とせば、神殿の印象も少しは上がるでしょう」


わたしの専属の扱いになっているインゴは印刷機の改良に加えて、孤児院の冬の手仕事のための板作りをしてもらわなければならないけれど、収穫祭までならば大丈夫だろう。


「これで工房は動かせそうだな」


「養父様、無茶を言わないでくださいませ。生活基盤があって、すでに人が生活していて、工房だけを整えればよかった神殿の孤児院とは違います」


神殿の孤児院では青色巫女見習いであるわたしの言葉には従うこと、年かさの灰色神官の言うことをよく聞いて皆が真面目に働くこと、食事や報酬を皆で平等に分け合うことができていた。ここですぐに生産に結びつく仕事ができるかどうかはわからない。


「家具を運び込んで生活道具を揃えなければ、ここでは生活さえできません。工房に道具を運び込んで、すぐに工房を動かせるわけではありません」


「仕方がない。少しは待つが、せっかく作ったのだ。なるべく早くしろ」


「かしこまりました」


一通り見終わると、ベンノ、マルク、ギルド長が集まって何やら話し合いを始めた。仕事の割り振りや納期についての話をしているのだろう。わたしはベンノ達の集まりと、ジルヴェスター達を見比べる。何をするにしても先立つものは必要だ。ハッセの町では孤児の数が少ないけれど、何もない状態から始めるのでどうしても初期費用が高くなる。確かフェルディナンドは領主主体の事業になるのだから予算が付くと言っていた。補助金の金額を吊り上げることはできないだろうか。


「初期費用には補助金が必要です、養父様」


「小神殿の建築で使い切った。これ以上は自分で集めろ」


補助金額を吊り上げるどころか、バッサリと切られた。あの光る粉が高価だったらしい。それはそうだろう。商人用の契約魔術の紙もかなり高価だと聞いている。小神殿が建つほどの魔術具が安価なわけがない。しかし、工房に手付金を払うにしても莫大ばくだいなお金が必要になるはずだ。自分で集めろ、と言われても困る。


「全部の費用をわたくしが準備するなんて無理です」


「何のための立場だ？　寄付金を募つのれ」


領主の養女の立場を利用して貴族から金を集めるように、と言われてしまった。なるほど、それならば多少集まるかもしれない。


「募金箱を持って、城をうろうろするということですか？」


麗乃時代の駅前で寄付金を募っていた人達を思い出してそう言うと、ジルヴェスターはこめかみを押さえて首を振った。


「……ハァ。カルステッド、エルヴィーラにやらせろ」


「ならば、どのように寄付を募るかをエルヴィーラが実地で教えるため、ローゼマインはしばらく我が家に滞在するといい」


カルステッドはフッと優しく目を細めてそう言った。貴族の女性が行う寄付金の募り方はこれから先にも必要になりそうだ。最初にしっかり教えてもらった方が良いだろう。


「お父様、ありが……」


「いや、それは駄目だ。エルヴィーラを城に招いて、フロレンツィアと共にするように。これは領主主体で行う事業だからな」


カルステッドにお礼を言って、厚意こういに甘えようと思っていたら、ジルヴェスターが即座に却下した。言われてみれば、確かにこれは領主主導の事業なのだから、城で行う方が適切かもしれない。


ジルヴェスターの言葉に「なるほど」と納得して頷くと、カルステッドが少し笑みを深めて「いやいや」と軽く手を振りながら一歩前に出た。


「よく考えてみていただきたい。城では一体どこでどのような邪魔者や聞き耳を立てている者がいるか、わからないではございませんか。我が家の方が情報漏洩ろうえいを防ぐという意味では安全だと存じます」


「いやいやいや、情報漏洩を防ぐこと、常に周囲に対して緊張感を持ちながら過ごすことをローゼマインは学ばなければならぬ。そう言ったのは、其方ではないか」


わたしの頭上で、表面上は穏やかな、しかし、目がギラギラした意見が行き交っている。一体何が起こっているのだろうか。わたしはそっと一歩後ろに下がり、静かに成り行きを見ているフェルディナンドの袖を軽く引っ張った。


「お二人とも意見は正しいと思うのですが、どうして睨み合っているのでしょう？」


フェルディナンドが顎に手を当てながら二人に視線を向け、フッと小さく笑う。


「二人とももっともらしいことを言っているが、君の料理人がどちらに滞在するか、が争点になっているせいであろう」


予想外の争点が出てきた。建前でやり取りしているが、本音はわたしの料理人がどこに滞在するかで争っていたらしい。心の底からどうでもいい。


「……うわぁ、面倒くさいですね」


「あぁ、食が絡むと、この二人は実に面倒なのだ。だから、ローゼマインは神殿から城へ通えば良いのではないか？　馬車ではなく、護衛騎士と騎獣で行けば大して時間もかからぬからな」


「確かに。どちらにも行かなければ争いにはなりませんね」


なんていい考え、と手を打った時、フェルディナンドの肩にジルヴェスターとカルステッドの手が両方からポンと置かれた。


「フェルディナンド、抜け駆けはいかんな」


……涼しい顔で面倒な人、もう一人いたみたい。


表面上は穏やかだが、目が全く穏やかではない三人の争いから、わたしはそそそそっと抜け出してベンノ達のところへ向かう。正直、わたしはどこに滞在しても構わないので、くだらない争いに巻き込まないでほしい。


「収穫祭まで、だと？　金と時間が全く足りんぞ」


「想定外だな。どうするつもりだ、ベンノ？」


頭を抱えているベンノとギルド長の間に立って、わたしは二人を見上げた。


「お金はわたくしが貴族間で寄付金を募るとして、時間はどうしようもないですよね」


突然現れたわたしにひゅっと息を呑んだベンノとマルクとギルド長が一斉に下を向く。そして、領主達の動向を気にするように視線を巡らせた。入り口付近に護衛騎士が立っていて領主達は三人で何やら話をしているけれど、お互いに話の内容が聞きとれないくらいの距離がある。それを確認したベンノが小声で話しかけてきた。


「ローゼマイン様、あの方々はよろしいのですか？」


「わたくしがこれからどこに滞在するのかを真剣に話し合っています。わたくしの滞在場所にエラを連れていくので、それが狙いのようです」


つまり、料理人の取り合いだと言うと、マルクが何か考えるように顎を撫でた。


「旦那様、孤児院の全てを整えるのではなく、家具は木箱や籠かごに物を入れるようにし、今の季節ならば藁詰わらづめの布団を下に敷いて寝ても問題ないので、冬になるまでに順々にベッドを入れていくと仮定します。工房の道具、それから、最低限の生活道具や食料の搬入と神官達の移動にどのくらいの時間がかかりますか？」

            





    
  
  




マルクの質問にベンノが頭をガシガシ掻きながら考え込む。


「ウチとじいさんのところで手分けしたとしても、できれば一月ひとつきは欲しいな」


「うむ、そのくらいはかかるだろうな。本音を言えば、もう少し余裕が欲しいところだ」


ギルド長も難しい顔で唸った。二人からほぼ同じ意見が出たということは、孤児院の体裁が最低限整うまでに一月ひとつきは間違いなく必要だということだ。自分達で出した答えに、ベンノとギルド長がジルヴェスターをちらりと見て頭を抱えた。


「それだけ待っていただけるのだろうか？」


今日一日でいきなり小神殿を立てて、「これで工房ができるだろう」と言った人が悠長に待ってくれるとは思えない。書字板に何やら書き込んでいたマルクがフッと笑った。


「お任せください。一月ひとつきは文句を言われないだけの余裕と初期費用を作り出しましょう」


「どうするのですか？」


わたしがマルクを見上げると、マルクは何ということもなさそうに微笑んだ。


「お客様が欲しがっている料理のレシピを売って、時間を買うのですよ」


マルクの提案は、秋まで小神殿を整えることに全力を尽くさなければならないのだから、イタリアンレストランの開店は一月ひとつき、場合によっては二月ふたつきほど延期しなければならない。その間、料理人を有料で貸し出し、教えるレシピを売るというものだった。


「店を開けなくても料理人には給料が必要ですから、他の場所で働いてもらうだけです」


……貴族街や城を他の場所で括くくっちゃいますか。


でも、かなり良い提案だ。開店までの間の料理人の行き先も決まるし、お金も稼げる。そして、引き抜きの心配をせずに、あの三人を満足させることができるのである。






小神殿からイタリアンレストランに戻ると、わたしは「料理人を紹介したい」と告げてフーゴとトッドと呼んでもらった。


「こちらの二人が、本日の料理を作ってくれた料理人です。わたくしが考案したレシピを作ることができる貴重な人材なのです」


ニコリと笑って紹介すると、ジルヴェスターを始めとした三人の目がギラリと光った。結構獰猛どうもうな感じで、貴族に目を付けられた二人がビクッとしたのがわかる。


「実は、この食事会の後、すぐにでも大店の方々に招待状を送って、イタリアンレストランを開店させる予定だったのです。けれど、早急に小神殿を整えなければならないでしょう？　ですから、お店の開店は少し延期することにいたしました」


「……それでは、ここに来ても食べられないではないか」


ジルヴェスターは不満そうにわたしを睨む。このまま食べたい気分を盛り上げていけば良い。店が開店しないので食べたくても食べられないと思えば、もっと欲しくなるはずだ。


「本日の給仕はそれぞれのお店から引っ張ってきたので、イタリアンレストランが閉まっていても職場があるのですけれど、料理人は職場がございません。ですから、イタリアンレストランが開店できるようになるまでの間、有料で料理人を貸し出しいたします」


ピクリとジルヴェスターの指が動き、フェルディナンドの視線がわたしに向けられる。カルステッドが楽しそうに口元を歪める。三人が食い付いてきたことを理解して、わたしはちらりとマルクに視線を向けた。マルクが穏やかな笑顔のまま小さく頷いた。


「わたくしのレシピは少々特殊ですから、キッチリと教える立場の人間が必要です。そのため、料理人の出張費用として一月ひとつきにつき大銀貨五枚。そして、彼等が伝えるレシピ一つにつき、小金貨一枚をいただきます。レシピは今日の料理も含め、最大で三十種類です」


「レシピ一つに小金貨？　それは高すぎではないか？」


カルステッドが驚いた顔で髭ひげを撫でながら言ったけれど、わたしは心外だと言わんばかりに目を見開いて見せる。


「あら？　高いでしょうか？　わたくしがフリーダにカトルカールのレシピを教え、一年間の独占契約を結んだ時は小金貨五枚で契約いたしました。フリーダは想定より安いとその場で即決しております。わたくしとしては独占契約ではないこと、皆様がわたくしの保護者で身内であることを考慮してかなりお安くしているつもりですけれど？」


そう言いながらわたしはギルド長とフリーダに視線を向ける。フリーダは商人らしい笑みを浮かべて口を開く。


「ローゼマイン様のレシピにはそれだけの価値がございますもの。常に品質の良い物に囲まれている方々ですから、本日の料理がどれほどの価値を持つ物か、ご理解いただけると存じます。わたくしはむしろあのパンのレシピを売ってほしいです。小金貨八枚で」


さりげなく自分の欲しい物を主張しているフリーダの頼もしさに小さく笑っていると、ベンノもわたしとの契約内容を口にして援護えんごを始める。


「私共ギルベルタ商会がローゼマイン様から買い取った簪の作り方と専売権は大金貨一枚と小金貨七枚でした。知られていない貴重な情報というのは高いものなのです」


商人達から値段の正当性を補強されても、彼等もまたわたしの身内のようなものだ。信用できない部分もあるのだろう。三人とも事実を探るような顔をしている。


「……我が家で作ったお菓子のレシピに値段はなかったはずだが？」


「それはお父様やお母様が、お家とお城と神殿の三つもお部屋を整えてくださったり、洗礼式の衣装を整えてくださったり、教師を付けてくださったり、お金も心も込めて歓迎してくださったからです。わたくしに返せるものを返しましたが、ここから先は有料です」


ぴっと立てた人差し指を交差させて、「ダメです」とわたしはきっぱりと断る。むぅっと考え込むように眉間に皴を刻んだジルヴェスターとカルステッドの二人とわたしが睨み合っていると、フェルディナンドは涼しい顔で「私は君の言う通り支払おう」と言った。


「どうせ孤児院の費用集めの一環であろう？　レシピは先程提示されていた三十種類全てで、料理人の拘束期間は一月ひとつきだ。支払いは料理人と交換にする。二人のうち、どちらが神殿に来るのだ？」


「トッドが、神官長から見て右側に立っている料理人が神殿の厨房に入ります」


フェルディナンドの問いかけに、マルクから耳打ちされたベンノが答えた。トッドの様子をちらりと見れば、貴族達から視線を向けられた緊張で、顔が土気色になっている。


「明日はここを閉めておくための諸々の準備、こちらからのレシピの準備などがございますので、料理人の派遣は明後日からとさせていただきます」


「よろしい、トッド。では、明後日の二の鐘に神殿へ来るように」


「は、はいっ！」


裏返った声で返事をしたトッドがその場に跪いた。それを見ていたフェルディナンドがゆっくりと唇の端を上げて「料理人はあと一人か……」と呟いた。料理人が欲しい貴族が三人で、派遣できる料理人は二人。どちらかは諦めなければならない。


「わかった。払おう。我が家に派遣してくれ、ローゼマイン」


「待て、カルステッド。私が……」


「文官がいない状況で、其方にそれだけの金額は動かせぬであろう？」


フェルディナンドが呆れたような顔でジルヴェスターを見つめる。予算を動かすためには文官が必要らしい。領主も楽ではないようだ。


「だが、其方も料理人と引き換えに払うのだ。今すぐに金が必要なわけではなかろう」


どちらがフーゴを取るのかでジルヴェスターとカルステッドが言い争いを始め、平民の皆が一斉に顔を引きつらせた。ベンノの顔が「何とかしろ」と雄弁ゆうべんに語っている。わたしはコクリと頷いて、平民の皆に一時退室するように勧めた。


「フーゴの扱いが決まったら知らせます。皆様、少し出ていてくださいませ」


わたしの言葉に皆が優雅に、しかし、素早く退室していく。貴族の争いの渦中になるフーゴは真っ青で胃の辺りを押さえて、トッドの腕を引っ張りながら出ていった。


「ローゼマイン、何故其方は料理人を三人揃えていないのだ!?」


……えぇ？　そんなこと言われても困るよ。


わたしは駄々っ子のようになっているジルヴェスターを見ながら少し考える。


「ひとまず購入レシピの多い方にフーゴを貸し出し……」


「全て購入するに決まっているではないか！」


……それは、それは、毎度ありがとうございます。


ジルヴェスターは売り言葉に買い言葉で購入を決定したみたいだが、わたしとしてはレシピが売れればそれで良い。


「わかりました。予算を動かせるかどうか不明ですが、養父様にも購入の意思があるということで考えます。養父様に支払い許可が下りた場合はフーゴを城へ派遣するので、お父様も料理長を城に派遣してください。一緒に教えます。これでいかがですか？」


「……よかろう。では、料理人の手配を頼む」


「かしこまりました。明後日、わたくしが城に向かう時に一緒に連れていきましょう」


こうして三人ともレシピを購入してくれることになった。きちんと契約を結んで労働条件を確認する。ついでに、料理人達はレシピ流出を防ぐための契約魔術を交わしていることを伝える。


「無理強むりじいしようとした時点で連れて帰りますし、その場合は返金しませんからね」


宮廷料理人達の間で働くことになるフーゴのためにちょっと脅しておいた。

            





寄付金の集め方


外の眩しい光がさんさんと差し込んでくる中、華やかなお茶会が開催されていた。ロジーナを始めとする数人の楽師が穏やかな曲を奏で、季節の花々が飾られた部屋の中、「まぁ」「ほほほ」とお嬢様や奥様の高い声が軽やかに飛び交う。今日の主役はわたしだ。領主の養女としての初めてのお茶会であり、寄付金集めの大事な社交場なのである。


「はじめまして。お会いできて嬉しく存じます」


必死に愛想を浮かべて、叩き込まれた笑顔で挨拶を繰り返す。同じようににこやかな笑顔で次から次へときらびやかな衣装を着たお嬢様や奥様が挨拶をしてくれるけれど、ごめんなさい。誰が誰だか全く覚えられない。


領主の養女と顔繋ぎができるというのを餌にお茶会が開かれた。最近のお茶会では一番人気のカトルカールに加えて、エラとフーゴが作ったロールケーキが並んでいる。季節のフルーツとクリームを巻いてあるロールケーキが今日の目玉だ。初めてのロールケーキに目を見張る奥様方に、エルヴィーラとフロレンツィアがにっこり笑う。「ローゼマインが料理人に作らせましたのよ」と。


言葉通りで事実なのだが、そこに集う奥様方は領主の養女の立場を作るために、二人が流行を仕掛けたのだろうと勝手に納得している。女の世界に入っていく娘の立場を心配する母親の存在は普通なので、いちいち訂正する必要はない。


「わざわざいらしてくださってありがとう存じます」


半ば機械的に挨拶をしているわたしの隣に立つエルヴィーラとフロレンツィアが、お茶会の参加者に声をかけて寄付の呼びかけをする。


「ローゼマインが新しく事業を始めることになりました。ご協力いただけると助かります」


「わたくし達も応援しているのです」


声をかけられたおば様方は、わたしを見て「あら、まぁ」と目を丸くした後、微笑ましそうに「ローゼマイン様は領主の養女として頑張っていらっしゃるのですね」と笑う。生温かい笑顔から察するに、多分領主の養女としての箔付けで、わたしは特に何もしていないと思われているのだろう。


「フロレンツィア様とエルヴィーラ様のお願いですもの。協力させていただきます」


「わたくしもお二人にはお世話になっておりますもの」


そう言ってにこやかに寄付をしてくれるのだけれど、誰もわたしが何の事業を起こそうとしているのか聞かない。どのようにお金を使うのか言及する人がいない。今までお世話になっているエルヴィーラ達がお願いしたから寄付をしてくれているのだ。


今日の集まりは同じ派閥に属する人ばかりだと言っていたから、尚更、領主の妻であるフロレンツィアとエルヴィーラの二人からお願いされれば断わりはしないと思う。


貴族女性として寄付集めのお手本を示してくれるエルヴィーラとフロレンツィアが当たり前のようにお金を集めてくれたので、わたしが愛想笑いしているうちに目標金額は溜まった。


一つの孤児院を作って終わりならばこれで良いけれど、領地内に工房を広げていこうと思えば一度の寄付だけでは足りない。貴族女性のお茶会でのお金の集め方はわたしには向かないというのが、正直な感想だった。






「ローゼマイン様、フェルディナンド様がいらっしゃいました」


ブリギッテが困惑したように、寝台の上のわたしにそう報告に来た。お茶会の後、わたしはすでに二日ほど寝込んでいて客を招けるような状態ではない。そして、基本的には北の離れに入るには領主の許可と筆頭側仕えであるリヒャルダの許可が必要だ。フェルディナンドが部屋の前まで来ているということは、両方から許可が出ているのだろう。


「ブリギッテ、リヒャルダは？」


「それが、見当たらないのです」


本来ならば、来客の取次は側仕えの仕事で護衛騎士の仕事ではない。けれど、リヒャルダが見当たらないし、相手が領主の異母弟であるフェルディナンドなので、こうして報告に来てくれたらしい。


「まぁ、ブリギッテ。持ち場を離れるとはどういうことですの？」


「リヒャルダ、その……」


リヒャルダが突然現れたことに驚いたのか、ブリギッテの口からすぐには言葉が出てこない。お茶の準備のできたワゴンを押していたリヒャルダが、ワゴンから手を放して腰に手を当て説教態勢に入った。それを見て、わたしは慌ててリヒャルダを止める。


「リヒャルダがいないから、ブリギッテはわたくしに報告してくれたのです。フェルディナンド様がいらっしゃったのですって。お茶の準備はそのためかしら？」


「そうです。わたくしがジルヴェスター様にお願いしたのです」


なんとリヒャルダは二日寝込んだわたしにやきもきして、領主に直談判じかだんぱんし、薬を持って来てほしいとフェルディナンドを呼び出したらしい。三日寝込んでも治らなかったらお願いする、とわたしは言ったのに、先走ったようだ。わたしの体調は二日寝ていたので、かなり回復している。あと一日寝ていれば大丈夫だと思うが、お薬は苦みが減ったので、ありがたくいただいて完全復活したい。


リヒャルダに寝巻きを剥ぎ取られ、バサリと部屋着を着せられた。そのまま横になることもできるような緩い服である。


「これでいいでしょう。ブリギッテ、フェルディナンド坊ちゃまをお通ししてちょうだい」


ひとまず人を入れられる体裁を整えて入室を許可すると、何故かエルヴィーラとフロレンツィアも一緒だった。


「まぁ、エルヴィーラ様。フロレンツィア様も!?　どうなさったのです？」


「フロレンツィア様のところへ行った帰りにローゼマインの様子を見ようと思っていたら、ちょうどフェルディナンド様がリヒャルダに呼ばれたところだったのです」


お茶会の後で体調を崩したわたしのお見舞いも嘘ではないけれど、エルヴィーラの目的はフェルディナンドに違いない。「ローゼマインは本当に虚弱ね。まさかお茶会で熱を出すとは思わなかったわ」と心配そうに言っている割に、雰囲気が浮ついているというか、視線がフェルディナンドに向かっていて本当に楽しそうだ。


見舞客に椅子を勧めて、わたしもリヒャルダに椅子を引いてもらって座る。フェルディナンドが来ることが側仕えには伝わっていたのか、化粧を直したり、衣装を整えたりした若い側仕え達がどこからともなく戻ってきてお茶を淹れ始めた。微笑ましいとは思うけれど、全員が一度に席を外すのは止めてほしいものである。今日はお休みのオティーリエがいたら、すごく怒っているに違いない。


「茶会の後、倒れたらしいな」


フェルディナンドがわたしの様子を見ながらそう言った。わたしは、一口お茶を飲んで、皆に勧めながら頷く。お茶会自体は短くても、事前準備に、客の出迎えから見送りまで考えると数日がかりの準備が必要になる。今回はエルヴィーラとフロレンツィアがお手本を見せるために開催してくれたお茶会なので、わたしは基本的に見ていただけだが、どのように開催するのかを全て見ることが義務付けられたのだ。


「我ながらよく耐えたと思います。お茶会の最後まで倒れずに過ごせたのです。わたくし、ずいぶんと強くなったと思いませんか？」


「いや、それで強いとは言えまい」


強くなったと思っているのは自分だけのようで、誰からも賛同は得られなかった。フェルディナンドは呆れた顔でわたしを見つめる。


「茶会程度で体調を崩すようでは、君には社交は無理ではないか？」


「まぁ、フェルディナンド様。無理で済ませられる問題ではありませんわ。貴族女性として、社交は大事なのですから」


薬を渡しに来ただけのつもりだったフェルディナンドが、エルヴィーラに引き留められた。フェルディナンドは逃げ出せない。


「フェルディナンド様はどうすればローゼマインが社交に顔を出すことができると思われます？　領主様の事業をお手伝いするなら、これから先も寄付集めは必要になります」


今回の寄付集めには成功したけれど、あれは二人のおかげだ。「次からは自分でも声をかけてやってごらんなさい」と軽い口調で言ったエルヴィーラにわたしは困ってしまった。


「他の方のご厚意にすがるのが難しいのです。お母様方が寄付金を集められるのは、これまでのお付き合いや信頼があるからですよね。わたくしには何もありません」


「それをこれから積み重ねていくのです」


貴族女性の寄付は持ちつ持たれつが基本になっているようだった。お世話になっているから、以前に寄付してもらったから、と皆が言っていた。それがここのやり方ならば、馴染むしかないとは思っている。


「えぇ。もちろん、皆様との信頼は積み重ねていきたいと思っています。けれど、印刷業を拡大していく早さを考えると、わたくしがお願いするばかりになってしまうのです。わたくしに返せるだけのものがございません」


「では、どうなさるおつもり？　お金が必要だから集めるのでしょう？」


フロレンツィアがきょとんとした目でわたしを見つめる。どうやら他の寄付金集めはここでは行われていないようだ。わたしは募金箱を持って、お願いして回ろうと思ったけれど、これはすぐに却下された。領主の養女であるわたしのお願いは命令に等しくなる。寄付は厚意をいただくものなので、逃げ道を塞いではいけないということらしい。


「もっと他の……利益を上げるような、皆が喜んでお金を出してくれるような方法が必要なのです。そして、できればその方法は印刷業に関係することが良いと思います。わたくしに対する信用に皆様のお金を出してほしいのではなく、印刷業という事業にお金を出してほしいのです」


株式会社という言葉が一瞬頭を過よぎった。けれど、一から作っていけるほど、わたしは詳しくない。投資ではなく、何か寄付の良い手段がないだろうか。むーん、と考えて思い出したのは、幼稚園でやったバザーだ。


「そうですね。『バザー』はどうでしょう？　不用品を持ち寄って安く売るのです」


「生活に不要な物がそれほどあるかしら？　それに不用品は下げ渡す物でしょう？」


何を言っているの、と言われて、わたしは頭を抱えた。常識の壁が高い。消費文化だった麗乃時代と違って、ここは最後まで使い潰す文化だ。不必要な物は、まず、買わない。貴族といえども、子供はすぐに成長するので衣装はお下がりが当たり前で、多少の傷みは繕って使う。使えなくなったら、下の者に下げ渡す。不用品がほとんどない。


「えぇーと、では、『チャリティーコンサート』はどうでしょう？」


「それはどのようなものかしら？　聞いたことがありませんけれど」


そっと頬に手を添えたフロレンツィアが少し首を傾げる。


「収益を全て寄付するために行われる演奏会です。……フェルディナンド様、数曲フェシュピールを弾きませんか？」


洗礼式の時に見た女性の熱狂ぶりを考えると、チケットが飛ぶように売れそうだ。ついでに、印刷関係でグッズ販売ができたらウハウハである。写真もないし、数色の印刷さえ、まだきっちりとできないので、グッズ販売は無理だろうけれど。


「何故私が弾かなければならない？」


「わたくしが知っている中でフェシュピールが一番上手ですから」


お金になりそうですから、という本音はぐっと呑み込んでみたけれど、バレているような気がする。眉間に皺を刻んでフェルディナンドが心底嫌そうな顔になった。


「却下だ。何の益もないし、私が君に協力しなければならない理由もない」


「……ですよね」


フェルディナンドが厚意で協力してくれるわけがない。フェルディナンドの厚意は半分以上何かの計画絡みだ。軽く答えて諦めようとしていたら、エルヴィーラがギラリと目を光らせていた。「何とか演奏会を行うのです！」と視線だけで強く命じてくる。


失敗した。ちょっとした思い付きで、大変な人を覚醒かくせいさせてしまったようだ。エルヴィーラからにこやかに睨まれ、わたしは必死で頭を回転させる。フェルディナンドにとって利益になる物で、欲しがる物があるだろうか。フェルディナンドは基本的に何でも持っている万能人なので、必要とする物が簡単には思い浮かばない。わたしが持っている物で、フェルディナンドが欲しがった物なんて今までに二つしかない。


「フェルディナンド様、新しい楽曲を提供するので、フェシュピールを弾いてください」


フェルディナンドの眉がピクリと動いた。興味は引けているけれど、コンサートに引っ張り出せるほどではないということだ。わたしは音楽に続いて、料理の餌も投げてみる。


「あの、エラも知らないレシピも付けますから」


そっと目を逸らされた。敢えて視線を逸らさなければならないくらい心惹こころひかれているように思える。もう一押し、何かあれば了解の返事が引き出せるのだろうけれど、困ったことにもう他に思いつくものがない。


それでも、エルヴィーラからは「もうちょっとだから頑張れ」とものすごい圧力を感じる。どんなに頑張ろうと思っても、これ以上フェルディナンドを動かせそうなものは思い浮かばない。わたしはフェルディナンドの手のひらでコロコロされるけれど、わたしがフェルディナンドを動かそうなんて土台無理な話だ。わたしは緩く頭を振った。


「……もう、思いつくものがありません」


「では、この話は終わりだ」


少しばかり安堵を含ませたフェルディナンドがピシリと会話を打ち切ったことで、エルヴィーラがショックに打ち震えたのがわかった。失敗してごめんなさい、と泣きたい気持ちで項垂れていると、わたしの横にずいっと出てきた人物がいた。


「これ、坊ちゃま！　終わりだ、ではありませんよ！」


どどーんと仁王立ちして、手を腰に当てているリヒャルダは完全にお説教態勢だ。


「まったく、フェルディナンド坊ちゃまときたら！　このように病み上がりの幼い姫様に意地悪をするものではありません」


「だが、リヒャルダ……」


「姫様はご自分にできる限りの便宜を図ってくださったでしょう!?　全く必要のない物ではなく、坊ちゃまの好む物を。わたくしにはお見通しですよ」


フェルディナンドが口を挟む間もなく、リヒャルダのお説教が炸裂さくれつする。フェルディナンドが苦りきった顔でそこに居る面子を見回して、「絶望した」と言わんばかりにきつく目を閉じた。期待に目を輝かせるエルヴィーラ、フェルディナンドがお説教されている様子を珍しそうに見ているフロレンツィア、そして、リヒャルダの勢いにぽかーんと口を空けているわたしでは、誰もリヒャルダを止められない。


「けちけちしていないで、フェシュピールの数曲くらい弾いて差し上げなさい」


「リヒャルダ、私は……」


「ジルヴェスター様が主導で行い、ローゼマイン姫様の関わる事業ならば、フェルディナンド坊ちゃまが姫様の後ろ盾にならなくてどうします!?　ジルヴェスター様は相手がこのように幼い姫様でも簡単に仕事を放り投げますよ」


さすがジルヴェスターの乳母だ。よく把握している。否定はできないのか、フェルディナンドは頭を抱えて深い溜息を吐いた。


「坊ちゃま、お返事は!?」


「……弾けばよいのであろう」


「よいのです」


リヒャルダの圧倒的勝利により、チャリティーコンサート計画が発動した。






フェシュピールを弾く以外は何もしないからな、と不貞腐ふてくされたように言って、フェルディナンドが帰っていくと、貴婦人らしくあまり表情には出さないように努力していたエルヴィーラの感情が爆発した。


「ローゼマイン、演奏会はいつにしましょう？」


黒い瞳を輝かせて、ずいっと身を乗り出してくる。


「エルヴィーラは本当にフェルディナンド様がお好きね」


「あら、フロレンツィア様もお好きでしょう？」


「わたくしは義母様の被害を受けていた者同士としての仲間意識が一番大きいのですけれど、フェルディナンド様の見目は良いですからね」


クスクスと笑いながら二人が計画を立て始める中、わたしは神殿の行事を思い浮かべる。

            





    
  
  




「夏の終わりと秋の初めには成人式と洗礼式がありますし、秋の半ばには収穫祭へ赴かなくてはなりません。秋の終わりには騎士団からの要請が来る可能性もあります。ですから、急ぎにはなりますが、夏の間に行った方が良いと思われます」


本音としては、冬支度が始まる前にお金を準備しておきたいというのが大きい。何より、忙しい時期になるとフェルディナンドに色々と理由を付けて逃げられそうだ。


「では、大急ぎで招待状を出さなくてはなりませんわね」


「招待状ではなく『チケット』にして、きっちりと売ってくださいませ、お母様」


せっかくのコンサートだ。チケット販売で利益を出すのは基本だろう。しかし、チケットという物はこちらにはないらしく、エルヴィーラが理解できない顔になった。


「ローゼマイン、チケットとは何ですの？」


「演奏会に入るために必要な招待状と同じような物なのですけれど、座席の場所が書かれていて有料なのです」


わたしは机から紙とインクを取り出すと、簡単な会場の図を書いていく。


「先日のお茶会にいらした方が二十二名でしたので、三十名を招待すると仮定します。そうしたら、丸いテーブルは五つほど必要ですよね？　フェルディナンド様がここで演奏します。お母様ならばどちらの席に座りたいですか」


「それは、ここでしょう」


エルヴィーラはトンとど真ん中の最前列を指差して即答する。この席は誰にも譲らない、と言わなくてもわかるような顔をしている。


「えぇ。ですから、この辺りの見やすい席のチケットは高く、この辺りの見えにくい席は少し安く設定するのです」


「あら？　それでは、席順が身分の順番にはならないでしょう？」


フロレンツィアが藍色の瞳を何度か瞬きながら質問する。


「お茶会ではなく、フェルディナンド様を鑑賞する会ですから、そこまで厳密げんみつに決める必要はないと思うのです。皆様と一緒に雰囲気を楽しみたいし、フェシュピールを聴きたいけれど、フェルディナンド様に興味があるわけではない方ならば、こちらの安い席に座りたいかもしれません」


「では、わたくしは安い方のチケットを買って、フェルディナンド様を間近で見たい方に高い席を譲って差し上げましょう。そうすれば、他の方も安いチケットを買いやすくなるでしょう？」


フロレンツィアはクスクスと笑いながらエルヴィーラを見て言った。本来は領主の妻であるフロレンツィアが一番良い席に座ることになる。けれど、無理して高いチケットを買う必要はない、とフロレンツィアが行動で表せば追随ついずいする人はいるだろう。


「あとは……チケットを売る時に身分順に話を持っていって、座りたい座席を指定していただくのはどうでしょう？　席順に関して文句を言う方はぐっと減ると思われます」


「相手に決めさせるなんて、ローゼマインはすでにジルヴェスター様の考え方に染まっているのではなくて？」


フロレンツィアにものすごく心配そうに顔を覗き込まれた。


……ごめんなさい、養母様。元々です。


そして、チケットの値段を設定する。一番高い席は小金貨一枚。それ以外は大銀貨五〜八枚とバラバラだ。すでに一番高い席は売れた。


「お出しするお茶やお茶菓子はフェルディナンド様がお好みの物を準備しましょう」


一番良い席を確保したエルヴィーラが弾んだ声で提案する。わたしの常識とこちらの常識では演奏会の概念にずれがあるので、基本は張り切っているエルヴィーラにお任せしたい。わたしはこちらの演奏会に商売を少しずつ混ぜ込んでいくだけだ。コンサートならばグッズが一番売れると思うけれど、すぐに準備できない。しかし、フェルディナンドの好きなクッキーならば、フーゴとエラが城の料理人にレシピを叩き込めば量産できる。


「お茶菓子を準備するのでしたら、多めにお茶菓子を作っておいて演奏会の思い出として最後に売り出しましょう。フェルディナンド様のフェシュピールに感動した方はきっと購入してくださると思います」


「えぇ、わたくしは買いますわ！」


すでに購入予定者がいる。これは売れそうだ。


どの部屋で演奏会をするのかをフロレンツィアが決めると、エルヴィーラがテーブルの配置を考えて座席表を作り、席順を振っていく。


「チケットを売った時に必ず誰が購入して、どの席に座ることになったか、この座席表に控えてください。そうしておけば、当日の混乱が少しは軽減できるはずですから」


チケットをなくしたり、誰かに盗られたり、トラブルの種はいくらでもあることを説明すると、エルヴィーラは納得した顔で頷いて、座席表に自分の名前をしっかり書き込んだ。


「そういえば、ローゼマイン。演奏会に印刷業を絡めるというのはどうするおつもり？」


チケットを作るために必要なことを話し合っている途中で、演奏会の開催に舞い上がっているエルヴィーラとは違って、冷静なフロレンツィアが思い出したように指摘する。


「それは、わたくしに任せてください。印刷業の素晴らしさが一目でわかるように全力を尽くしたいと思います」


……ヴィルマに描いてもらったフェルディナンドのイラストを表紙にしたプログラムを作って売れば、良い宣伝になると思うんだよね。うふふん。

            





初めての魔術特訓


「チケットはわたくしに任せてくださいませ」


エルヴィーラがこれ以上なく張り切っているので、フロレンツィアとエルヴィーラに会場の設置や招待客への対応、お茶やお菓子の準備などは全面的にお任せすることにした。


「エルヴィーラ、落ち着いてちょうだい。日付が決まらなければ、チケットを作ることもできないでしょう？」


「ねぇ、フロレンツィア様。なるべく早く開催したいと思いませんこと？」


少しでも早く演奏会を開きたいと指を組んだ手に力を入れるエルヴィーラとは逆に、フロレンツィアは困ったように微笑みながら頬に手を当てる。


「わたくしはなるべく準備の期間を取りたいです。失敗するわけにはいかないでしょう？」


チケットでお金を取り、その場で物販を行う演奏会というのが初めての試みなので、準備に時間が欲しいそうだ。わたしもフロレンツィアに賛成だ。なるべく時間を稼ぎたい。それというのも、わたしにはプログラムの作成に加えて、フェルディナンドに新しい曲やレシピを提供するというあまりにも過酷な仕事があるのだ。お城にいるうちは安全だが、神殿に戻った途端、リヒャルダにやり込められたフェルディナンドの八つ当たりを全面的に受ける気がする。時間を稼いで怒りが解けるのを待ちたい。


……ん？　でも、神官長は記憶力が良い分、いつまでも昔のことを覚えていて根に持つ感じだから時間をかけると怒りが増幅するタイプかも？　どうするが正解かな？


わたしが考え込んでいる間に光るタクトを握っていたフロレンツィアが、「オルドナンツ」と唱えて腕輪にはまっていた魔石を伝言用の白い鳥に変化させる。


「演奏会は一月ひとつき後に行います。不都合があれば代替だいたい日を指定してくださいませ」


そして、タクトを振ってオルドナンツを飛ばす。すでに何度も見たように鳥は壁を通り抜けて飛んでいった。しばらくして戻ってきた鳥は、バサバサとテーブルの上に降り立ち、フェルディナンドからの伝言を告げる。


「一月ひとつき後で良い。すまないが、ローゼマインに明日から魔術訓練を始めると伝えてほしい。薬を飲めば体調には問題ないはずだ」


フェルディナンドの冷ややかな声で同じ内容が三回繰り返されて、鳥が魔石に戻った。声だけなのに、背筋がピッと伸びて冷汗が噴き出してくるのはわたしだけだろうか。


「……お母様方、フェルディナンド様がものすごく怒っている気がしませんか？」


「機嫌の良い声には聞こえませんでしたね」


「と、とても涼しいお声だわ」


一応褒め言葉になっているが、エルヴィーラの笑顔も少々苦しい感じだ。


「この場合は涼しい声ではなくて、背筋まで凍り付くような声とおっしゃってくださいませ、お母様」






伝言通りに薬を飲んだので、次の日には完全にわたしの体調は復活していた。フェルディナンドの怒り具合は気になるが、魔術の訓練という響きは良い。一体何を教えてくれるのだろうか。以前は読ませてもらえなかった魔術関係の本を読ませてもらえるのだろうか。


……初めて読む本がいっぱいあるんだろうな。やっぱり教科書になるような「基本の魔術」みたいな本があるのかな？……ハッ！　これでマイン十進分類法が完成するかも!?


魔術関係の本の分類に悩んでいたことを思い出し、わたしはフェルディナンドが来るのをうきうきしながら待っていた。


「姫様、ノルベルトから連絡が入りました。フェルディナンド坊ちゃまがいらっしゃったそうです。待合室へ参りましょう」


リヒャルダに先導されて、わたしは四人の護衛騎士と一緒に本館の待合室へ向かった。四人の護衛騎士に周りを囲まれると、わたしは完全に埋もれてしまうのがちょっと悲しい。


「おはよう、ローゼマイン」


待合室には感情を感じさせない無表情のフェルディナンドが座っていた。怒っているのか、怒っていないのか判別が難しいけれど、フェルディナンドの前に積み上げられている本を見た途端、そんなことはどうでもよくなった。


「おはようございます、フェルディナンド様。その本はわたくしのための本ですか？」


「あぁ、そうだ」


……きた、きた、きた！　新しい本だ。やったー！


心の中ではマラカスを振ってサンバを踊りだすくらい喜んでいるわたしだが、現実では笑顔で本を見つめるくらいの反応しか示していない。このわたしが本に飛びつきたいのを我慢できるようになるなんてお嬢様教育はなかなかすごいと思う。


わたしの後ろでコルネリウスとアンゲリカが揃って「うわぁ……」と何とも嫌そうな声を上げた。どうやら二人とも読書は苦手なタイプらしい。この楽しみがわからないなんてもったいない。


「リヒャルダ、この本は部屋へ運んでおいてくれ。では、行くぞ」


「かしこまりました、坊ちゃま」


新しいことを覚えるのだから、本を読んで基本を覚えるのだろうと弾む心で待ち構えていたわたしは、いきなりのお預けに目を瞬く。リヒャルダに運ばれていく本を悲しい気分で見つめながら、フェルディナンドに問いかけた。


「……どちらへいらっしゃるのですか？」


「魔力を放っても問題のないところだ」


バルコニーで騎獣を出したフェルディナンドに続き、ブリギッテが騎獣を出す。アンゲリカではわたしを支えられない可能性が高いという理由で、わたしはブリギッテの騎獣に同乗させてもらうことになった。


「いたっ!?」


抱き上げられて騎獣に乗せられた瞬間、ゴツッとブリギッテの胸当てで頭を打った。トロンベ討伐の時と違って、普段の騎士達は全身鎧ではなく略装りゃくそうの鎧を着ている。魔力が込められているらしい細い金属で編まれたワンピースのような物を着て、胸当て、手甲、膝から下の脛すね当てをつけているのが普通だ。ブリギッテは女性で胸当てがフェルディナンドよりも前に出ているせいで、ブリギッテと同乗すると頭を打つのだ。


「申し訳ございません、ローゼマイン様。これで当たっても痛くないはずです」


ブリギッテがするりと胸当てを撫でるように触れた。次の瞬間、胸当ての部分がぐにゃりと歪む。頭が当たっても痛くなくなった。むしろ、ふにょんとした感触で包まれている感じで気持ちが良い。頭を押し付けて感触を楽しみたいくらいだ。


ブリギッテがキリッとした顔で言っているし、間違いなくわたしのためにしてくれたことなので指摘するのは止めておくけれど、胸の形がくっきりだ。普段は胸当てであまりピンとこなかったけれど、ブリギッテは結構巨乳だった。


……あ、コルネリウス兄様。興味津々しんしんなお年頃なのはわかるけど、ビックリしたような顔でこっちを見るんじゃありません。ダームエルを見習って、視線を逸らせておきなさい。


ブリギッテに乗せてもらって、城から少し離れたところにある高くて広い建物へ移動する。先に着いていたフェルディナンドが中に入っていくのが見えた。わたしを下ろすとブリギッテはそのまま中に入って行こうとする。わたしは慌ててブリギッテを止めた。


「ブリギッテ、胸当てはもう元に戻しても大丈夫ですよ」


「あぁ、そうですね」


すっかり忘れていたようで、ブリギッテはさっと胸当てに触れて、硬いつるりとした胸当てに戻した。これで一安心、と頷いて、わたしも建物の中へ入った。ガランとしていて、中には何もない真っ白の建物だった。


「何ですか、ここ？」


うわん、と響いたわたしの声にフェルディナンドが答えてくれる。


「騎士達が大きな魔力を使って戦う練習をするための建物だ。魔力が外に漏れないようになっている。私はここでローゼマインに魔力の扱いを教えるので、其方等はあちらの方で訓練するように。特にダームエルは今が成長期で魔力が伸びているのであろう？　成長が止まる前にしっかり伸ばせ」


フェルディナンドの言葉を聞いた護衛騎士達が「はっ！」と短い返事をして、訓練を始めるために反対側へと向かっていく。一体どんな訓練をするのか、興味津々で覗こうとしたらフェルディナンドに頭を小突かれた。


「いたっ！」


「余所見よそみをしないように」


フェルディナンドの目が怖い。ここにはリヒャルダもいないし、護衛騎士は反対側で訓練中だ。わたしの味方も、盾になってくれる人もここにはいない。孤立無援こりつむえんだ。なるべく怒られないようにした方が良い。


「ベンノが小神殿関係で忙しいのであろう？　ならば、今のうちに魔術の特訓をしておいた方が良いと思ったのだ。本来は貴族院に行くまで魔術関係の訓練はさせないのだが、君はすでに魔力の扱いを自己流で勝手に覚えてしまっている。少しまともな知識を身につけるため、私が教師役を務めることになった」


口では魔術の特訓と言っているけれど、その苛立たしそうな目を見るとフェシュピールコンサートを開催することになった八つ当たりとしか思えない。


「君はまだ貴族院の生徒ではないので、シュタープを持っていない」


「先生、質問です。シュタープとは何ですか？」


フェルディナンドは「これだ」と言いながら腕を振って、光るタクトを取り出した。貴族院の生徒ならば持っていると言っていた光るタクトの正式名称がシュタープらしい。


「シュタープを持っていると、実に効率良く魔力を扱うことができる。なくてもできないわけではない。取り急ぎ、君に覚えてもらうのは魔石で騎獣を作り、乗りこなすことだ」


フェルディナンドはそう言いながら薄い革の手袋をはめる。そして、腰のベルトに下げられた革袋の中からわたしの拳ほどの大きさの透明の魔石を取り出した。騎獣に変化させるための魔石で、騎士の鎧の小手に付いていたり、ベルトにジャラジャラつけられたりしている魔石と同じ物らしい。


「魔石に魔力を与えて動く物の姿に変化させる。それを自分の意思で動かして、空を飛ばせなければならない。この秋にもトロンベ討伐はあるかもしれぬし、下町の馬車に長時間乗れない君が収穫祭や祈念式に向かうためには修得しゅうとくしておいた方が良い。何より、薬の材料を揃えるためには必要な技術となる。一人で騎獣も乗れずに行ける場所ではないからな」


そう言いながら、フェルディナンドはわたしにポンと魔石を手渡した。わたしは落とさないように両手で包み込むように持ったけれど、手に触れた瞬間から魔力が吸い出されていくのがわかる。怖くなるような勢いで魔力が流れていくので、わたしは慌てて奥の方に閉じ込めてある魔力を解放した。


「先生、魔力がすごい勢いで奪われているのですけれど……」


「あぁ、問題ない。まずはその石を君の魔力で染めなければならない。君の意識で動くようにするために必要なことだ」


「今までお借りしていた指輪は？　あれは使う時だけに魔力を使いましたけれど、こんなふうに魔力を吸い取られませんでしたよ!?」


ぎゅっと両手で魔石を握りながらそう言うと、フェルディナンドは軽く頭を振った。


「魔石を使うのと魔術具を使うのは違う。そういう詳細については後々説明する。今日のところは関係ない。……さすがに魔力量が多いな。染まるのが早い」


魔力が少ない下級騎士ならば、自分が気持ち悪くならない程度に魔力を注いで、数日ほどかかることもあるらしい。そして、こうして魔力で染められた魔石は他の人には使えなくなるそうだ。正確には使いにくくなる。魔力の色が似通っていれば使えなくもないが、自分の魔力で染めた魔石とは雲泥うんでいの差になるそうだ。そんな説明を受けているうちに、わたしが握っている魔石はわたしの魔力に染まったようで一度明るい光を放った。


「魔力で染めることができたら、形を変化させる訓練に移る。君は魔力の扱いには慣れているので扱えるようになるのは早いだろう。まず、これに魔力を注ぎ、膨らませる様子を想像しながら魔力で石を変形させなさい。自分の思った形に変化させることができなければならないが、最初は大きさを変えるだけだ」


わたしはフェルディナンドに言われた通り、少しずつ魔力を注ぎながら魔力を指先で押し広げるような感じで、自分が想像する通りに広げてみる。少しは苦戦するかと思ったが、簡単に魔石はわたしの想像した通りに丸く膨れた。


「わぁ、膨らんだ。『風船』みたい！」


頭に思い描く風船のように少しずつ丸く大きくなっていく。わたしの拳大でテニスボールより少し小さかった魔石が、今はソフトボールくらいの大きさになっている。


「魔力を流し続けながら下に置いて、手から離しても魔力を流し続けてみなさい。それができるようになれば特定の形に変化させる訓練に移る」


「わかりました」


わたしはその場にしゃがんで両手で包むように持っていた魔石をそっと下に置き、一本ずつ指を離して魔石に触れている面積を減らしていった。最後の指を離した瞬間、魔力が途切れるかもしれない、と心配になって、魔力が流れるパイプを太くするように多めに流しながら指を離す。魔力の流れは見えないけれど、魔力が流れていく感覚はわかる。


フェルディナンドが「ほぉ……」感心したような吐息を吐き、少しずつ大きさを増している魔石を見下ろした。ソフトボールから、ドッジボールを経て、ビーチボールくらいの大きさになっていく。わたしは何となく段々不安になってきた。


……これ、割れないよね？　大丈夫だよね？


「先生、質問です。これって、どこまで膨らむんですか？」


「君が魔力を止めるか、形を固定させるまでだ。自分が乗れる大きさにできるのだから、まだまだ大きくできる」


わたしは安堵の息を吐きながら振り返ってフェルディナンドを見上げた。


「よかったぁ。じゃあ、いきなり『風船』みたいにパァン！　って、割れ……」


わたしが「割れることはないんですね」と言う前に、ピシとひびの入るような音がした。


「馬鹿者！」


フェルディナンドの罵倒と同時に、バサリとマントが広げられ、フェルディナンドに庇われる。すぐにパァン！　とわたしが頭の中で想像したのとそっくり同じような音を立てて魔石の風船が割れた。割れた魔石の破片がビシビシと音を立ててマントに当たり、ガラスのように澄んだ高い音を立てながら、床に落ちていくのがわかる。


「魔石は頭に思い描いたように変化すると言ったはずだ。君は一体何を考えた!?　自分が想像した通り魔石を変化させている最中に割れるような想像をすれば、割れるのは当然だ！　この馬鹿者！」


「ごめんなさい！　ごめんなさいっ！」


「……まったく、貴重な魔石が粉々だ」


フェルディナンドの疲れきったような声に、わたしはざっと青ざめた。そういえば魔石は貴重で高価な物だった。これはまずい。真っ白な床の上に落ちている魔石の破片はすぐにわかる。わたしは慌てて欠片を掻き集め、魔力を注ぎながら、「粘土、粘土、くっつけ、丸まれ」と唱えた。魔石を粘土のように手のひらでこねながらコロコロする。


「何をしている？　割れた魔石は元には戻らない。もっと粉々にして、別の魔術具を作る時の材料にするしかなかろう」


フェルディナンドが呆れたようにわたしを見下ろしてそう言ったけれど、わたしの魔力に染まった欠片が手の中で形を変えていくのがわかる。


「……大丈夫です。粘土はこうすればくっつくものだから。……ほら！」


わたしが手を開いて団子状になった魔石を見せると、驚愕の顔でフェルディナンドがわたしと魔石を何度も交互に見た。そして、わたしの手から魔石を取って、光にかざすようにして検分し、ググッとこめかみを押さえた。


「非常識な……」


「え？」


「まぁ、良い。破片を全て集めろ。それが終われば、本日の訓練は終わりにする」


勝手にしろと言うように、手をパタパタと振って、フェルディナンドが再びこめかみを押さえた。わたしは元気よく返事をすると、床に散らばる破片の上に魔石を転がし始める。コロコロでお掃除をするように魔石団子に破片をくっつけていった。ある程度集まったら、また粘土をこねる要領で魔力を注ぎ込んで丸めていく。


しばらくの間しゃがみ込んでコロコロしていたら、破片は綺麗に片付いたけれど、足がしびれて立ち上がれなくなった。






「何もわからないまま魔力を暴走させたら大変なので、勝手に魔力を操る練習などはしないように」


部屋に戻った途端、そう言い聞かされた。魔石を破裂させてしまったわたしは項垂れておとなしく聞く。あんな爆発を部屋で起こして誰かを巻き込んでしまったら怖いので、こっそり練習なんてするつもりはない。


わたしの答えを聞いて、「よろしい」と頷いたフェルディナンドが今日持って来てくれた魔術関係の本をテーブルの上に次々と積み上げていく。


「これはこの城の図書室の本だ。全て魔術関係の基本に関する本になる」


「わぁい！　ありがとう存じます」


積み上げられた本に手を伸ばそうとした瞬間、フェルディナンドが「待ちなさい」とわたしの手を押さえた。


「リヒャルダ、ローゼマインは本を読み始めると、周りには目もくれず、声も聞こえずに没頭する癖がある。規則正しい生活をさせるように」


「えぇ、えぇ。お任せくださいませ、坊ちゃま。慣れておりますので」


「それから、今日は魔術の特訓で疲れているはずだ。また体調を崩す可能性がある」


フェルディナンドがわたしをちらりと見ながら、そう言った。「体調を崩す」という言葉にリヒャルダが表情を引き締める。


「では、姫様。読書は明日にしましょう。フェルディナンド坊ちゃまがおっしゃる通り、本日は初めて魔術の訓練をしたのですから、早目にお休みしなければ、また体調を崩してしまいます」


「え？　あの、リヒャルダ……」


目の前に積み上げられていた本が見る見るうちに片付けられていく。手を伸ばそうとしても「なりません！」と叱られた。


「あぁ、そうだ。ローゼマイン、明日は神殿に来るように。約束した楽曲とレシピをもらわなければなるまい」


リヒャルダに叱られるわたしを見て、ニイッとフェルディナンドが唇を歪める。


……報復ほうふくだ！　これがフェシュピールコンサートの報復だったんだ！


わたしの前にまだ読んだことのない本を積み上げておきながら、読ませないように予定を詰め込み、リヒャルダを監視役に任命するなんて性格が悪すぎると思う。


「ひどいです、フェルディナンド様！」


「リヒャルダも私も君の体調を心配しているだけだ。全くひどくない」


すっきり爽快というような顔をして言われれば誰にだってわかる。これは絶対に意地悪だ。キッとフェルディナンドを睨むと、フンと鼻で笑われた。


……悔しい！　こうなったら、もう遠慮なんてしない。


プログラム表紙のヴィルマのイラストは、絵本の神様と同じような切り絵でフェシュピールを弾く全身図にするつもりだった。髪型でフェルディナンドとわかるかな、というレベルのイラストにする予定だった。エルヴィーラ達には雰囲気だけ楽しんでもらおうと思っていた。でも、もう遠慮も自重もしない。肖像権なんて存在しないこの世界で配慮なんて丸めてポポイだ。


……一月ひとつき以内で絶対にロウ原紙を完成させてやる！　初めてのガリ版印刷で、神官長の顔を中心に細密で美麗なイラストを描いてもらって、表紙をババーンと飾ってやる！

            





ロウ原紙作成にむけて


城で生活していても呼び出されない限り、領主家族と顔を合わせるのは夕食の時間だけだ。朝食は各部屋で摂るし、領主夫妻の昼食は会食が多いので一緒に食べることはない。そのため、この夕食の時間が唯一会話できる時間になる。


「養父様、わたくし、明日から一月ひとつきほど神殿に戻ります」


「……食事処の件は片付いたであろう？　何があるのだ？」


ジルヴェスターが探るような眼差しでわたしを見る。深緑の目が何か面白いことはないか、探しているのがわかった。


「印刷の技術を向上させるために、作り手達と話し合わなければならないことが多々あるのです。新しい技術ができ次第、報告に参ります」


神妙な顔で「ふむ、わかった」と頷いているけれど、絶対途中で視察だとか、様子見だとか適当な理由を付けて神殿にやってくる気がする。


「養父様、視察に来る場合は、必ず事前に連絡をくださいませ」


「わかっている」


絶対にわかっていないでしょ、というツッコミを呑み込んで、わたしは食事を終えた。


おやすみなさいの挨拶を終えると部屋へ戻るのだが、この時はヴィルフリートと一緒に北の離れに向かうことになる。


「ローゼマインはずるい」


食事の間ずっと不機嫌だったヴィルフリートが、ジルヴェスターによく似た深緑の目でわたしを睨んできた。ずるいと言われる意味がわからない。


「……どの辺りが、ずるいのでしょうか？」


「私がずるいと言ったら、ずるいのだ！」


答えになっていなくて、わけがわからない。わたしが困ってランプレヒトを見上げると、ランプレヒトは困ったような顔になる。ここで説明できることではないらしい。


「大変申し訳ございませんでした、ヴィルフリート兄様。わたくし、一月ひとつき程は留守にするので、心安らかにお過ごしください。では、お休みなさいませ」


北の離れに着くと、わたしはさっさと階段を上がる。「全然わかっていないではないか！」と癇癪かんしゃくを起こす声が下から聞こえてきたが、無視だ。わたしは忙しい。


部屋に戻って机に向かうと、神殿に戻っている間に終わらせることを紙に箇条書きにしていく。そして、神殿へ持って戻らなければならない物をリストアップしていった。


「……うぅ。書字板が欲しい。紙がもったいないよ」


わたしの書字板はマインの荷物として家族が持って帰ってしまっている。今はトゥーリが使っているとルッツが言っていた。ただ、書字板が手元にあっても、木を削って作られている装飾的でもない書字板を使わせてくれるとは思えない。領主の養女には不似合いな物として処分されたかもしれないことを考えれば、トゥーリが使ってくれた方が良いのだが、自分用の書字板が欲しい。


……忙しくて嫌がられるだろうけど、ベンノさんに注文しようっと。


そう決心したわたしの目に留まったのは、リヒャルダによって本を片付けられてしまった戸棚だ。読んだことのない本があるのに読めないなんて辛すぎる。わたしがじっとりした未練がましい目で戸棚を見ていると、リヒャルダがコホンと咳払いした。


「今日はもうお休みなさいませ、姫様」


……いいもん、いいもん。明日の朝、早起きして読むんだから。






次の日は早朝に目覚めた。早速読書を始めようとしたら、戸棚には鍵がかかっていて開かなかった。悶々もんもんとしながらリヒャルダがやってくるのを待っていたら、休息が足りていないでしょう、と叱られた。おまけに、朝食を終えるとすぐにリヒャルダによって神殿へと追い立てられた。その理由が「姫様は読み始めるとお約束を忘れるのでしょう？　フェルディナンド坊ちゃまがおっしゃいましたよ」というものだった。


……おのれ、神官長！


むぅっと唇を尖らせ、胸の内に黒い感情を抱きながら、わたしは馬車に乗って神殿へ向かう。ブリギッテとダームエルも一緒だし、馬車は違うけれど専属も同行している。


「おかえりなさいませ、ローゼマイン様」


「ただいま戻りました、フラン」


迎えに出てくれていたフランと一緒に神殿長室へと戻る。


「しばらくお城に滞在すると言われていたので、昨日の昼間に、神官長からローゼマイン様のお帰りの話を聞いた時には驚きました」


「えぇ、わたくしも神官長に戻ってくるように、と言われた時には驚きました」


本が読めないまま出発させられた苛立ちがどんどん募ってくる。フェルディナンドが積み上げた本はお城の図書室の本なので、城の外へは持ち出し禁止なのだ。読めるのは城に戻ってからになる。つまり、一月ひとつきはお預け状態なのだ。


「ローゼマイン様、ずいぶんと気が立っているようですが、何かございましたか？」


「神官長に読書をお預けにされたのです。わたくしが読書を我慢してまで帰ってこなければならなかったのですもの。よほど、楽曲とレシピが必要なのでしょう」


ふんぬぅ、と怒りに任せて言うと、フランが驚いたように目を見張った。


「……そうなのですか？　神官長からは寄付金が集まったので、ギルベルタ商会に連絡を取るように言われておりまして、そろそろ彼等が到着する頃なのですが」


わたしもフランの言葉に驚いて目を見張る。確かに寄付金は集まったし、早目にベンノに渡したいとは思っていたけれど、フェルディナンドがそのお膳立ぜんだてをしてくれているとは思わなかった。


「お召替えを終えたら院長室へ向かいましょう。ニコラがお菓子を準備して待っています」


「そう、楽しみだわ」


わたしが小さく笑うと、フランは胸元を押さえてそっと息を吐いた。


モニカに着替えをさせてもらい、フランに寄付金で集まった金額を確認してもらい、わたしは孤児院の院長室へ移動する。やっぱり慣れた部屋の方が落ち着くなぁ、とわたしは軽く息を吐きながら、隠し部屋の扉を開けた。


「モニカ、ここを軽く掃除して、筆記用具をこちらにも入れてちょうだい」


「かしこまりました」


フランは平気そうな顔をしているけれど、やはり、隠し扉を見るとわずかに顔が強張るので、隠し部屋の掃除などはモニカに任せている。


「フラン、ギルとヴィルマはどうしているかしら？」


「ギルはギルベルタ商会の出迎えに門で待機しています。ヴィルマに話があるならば、呼んで参りましょうか？」


「ヴィルマに絵の依頼をしたいのだけれど、ルッツ達とのお話が終わった後で良いわ」


フランから不在の間に起こったことの報告を聞いているうちに、ベンノとルッツがやってきた。小神殿に関する仕事が大量で、マルクは店で采配さいはいを振るっているらしい。


「ルッツ、ベンノ。こちらへいらして。側仕えはギル、護衛はダームエルでお願いします」


わたしは隠し部屋へと入り、扉を閉めた瞬間、ルッツに飛びついた。完全に予想されていたようで、ルッツは驚きもなく受け止めてくれる。


「ルッツ、ルッツ、ルッツ！　ちょっと聞いてよ、神官長ったらひどいんだよ！」


「……あのさ、オレ、今すげぇ忙しんだけど」


「わたしだって忙しいよ！　寄付金集めのお茶会を開催してもらって、愛想笑いし続けて熱を出したり、更に金策を練っていたら神官長の八つ当たり魔術特訓させられたり、神官長からの嫌がらせを受けたり、大変なんだから」


わたしの訴えにルッツがぐぐっと眉根を寄せて険しい表情になった。


「神官長の嫌がらせって何だよ？　何されたんだ？」


「わたしの前に読んだことがない本を積み上げて見せびらかしながら、予定を次々と入れて、監視役を付けて読ませてくれないの。ひどいでしょ？」


「……それはすげぇな。命知らずというか、後が怖いというか……」


ルッツは呆れた声を出しつつ、わたしの顔を見てひくっと顔を引きつらせた。本を取り上げられた時のわたしの暴走っぷりを一番間近で見てきたのはルッツだ。あ〜、と困ったような声を出した後、ルッツはわたしの頭をゆっくり撫でる。


「よく我慢してるな。うん、偉いぞ」


「ううん、もう我慢するのは止めたの。あんまり悔しいからロウ原紙を完成させるよ」


「繋がりがわからねぇよ！」


ルッツが叫んだけれど、繋がりはそれほど重要ではない。重要なのはロウ原紙を作って、フェルディナンドにぎゃふんと言わせてやることだ。


「いいから、作ろう。ね？」


ルッツに抱き着いたまま誘っていると、ベンノがくわっと目を開いて雷を落とした。


「この阿呆！　こっちがどれだけ忙しいのか、わかって言っているのか!?」


「わたしの金策にはロウ原紙が必須なんですよ！　ベンノさんは貴族間でお金を掻き集める苦労を知って言っているんですか!?」


ガーッ！　とわたしが怒鳴り返すと、ベンノが驚いたように目を見張った。ベンノの勢いが止まった瞬間を逃さずに、畳みかける。本をお預けにされた怒りはベンノの雷程度では揺るがない。


「儲もうけられる機会はたった一回限りなんですよ。ロウ原紙があるかどうかで集まる金額が馬鹿みたいに変わるんです。とにかく、ルッツは一月ひとつきお借りします」


「おい、勝手に決めるな」


わたしがルッツにしがみついたままで宣言すると、ルッツがピシッとわたしのおでこを弾いた。わたしは弾かれたおでこを押さえながら唇を尖らせる。


「わたしが考える物はルッツが作るんでしょ？　その前提、崩していいの？」


「それは、ダメだけどさ……」


「ルッツを貸し出してやりたいが、こっちも大変なんだ」


ベンノがガシガシと頭を掻きながら、必要な物資集めもお金が足りない、と零した。ローゼマイン工房の余剰金ではもう足りなくなっているらしく、ギルド長とどちらがどの程度負担するかの話し合いに時間をとられているらしい。


「お金に関しては大丈夫です、ベンノさん。一応寄付金を集めてきたので後で渡します。初期費用分は集まりました」


「……何だと？」


金策は商人にとって一番頭を悩ませるところだ。そして、今の悩みは費用の分担だった。その悩みが一気に解決したのだからベンノが目を見張るのは当然だろう。


「よし、ルッツは貸し出す。金さえあれば注文もしやすいし、必要物資を買い漁るのも簡単だからな。次の金策に必要ならきっちりやれ」


ベンノはキラリと目を光らせてルッツとわたしを見た。ベンノからもやってしまえ、と許可が出たのだ。遠慮なくやってしまおう。


「それから、これ。上級貴族との繋がりを作ってくれたお礼の贈り物だ。必要だろう？」


ベンノがくいっと顎を動かすと、ルッツがバッグの中から布に包まれた四角の物を丁寧に取り出した。ニッと悪戯っぽい笑みを浮かべて、気取った仕草で包みを差し出す。


「どうぞお納めください」


わたしはルッツから少し離れて、目の前に差し出された包みを手に取った。硬い四角に触れて、何だろうと思いながらそっと布を解く。


「……わぁ！　書字板！」


貴族でも使えるように細かい装飾が彫り込まれ、ニスのような物を塗られて艶が出された豪奢な書字板だ。わたしが新しい書字板に見入っていると、ベンノが小さく笑った。


「お前の書字板はトゥーリが使っているからな。必要だろうと思って作らせた。書字板の表はローゼマイン工房の紋章を元に、裏は騎士団長の紋章を元に絵柄を決めて、ここに名前代わりに領主の紋章を刻んである」


ベンノが書字板を指差しながら、それぞれの意匠について説明してくれる。ルッツは書字板に付けられている鉄筆てっぴつを指差した。


「この鉄筆はヨハンに頼んで前と同じ物を注文したから、同じように使えるはずだ」


「書字板、すごく欲しかったの。ありがとう、ベンノさん。それに、ルッツも」


手に馴染むサイズの書字板を持って、わたしはふふっと笑った。欲しい物をタイミングよく贈られた時の嬉しさに顔が自然と緩んでいく。ちゃんと自分のことを見ていて、考えていてくれたことが嬉しい。


「それで、集めた寄付金はどこだ？」


「フランに任せてあるので、ここから出なきゃダメですね。ホントはもうちょっとルッツ分を補充したいんだけど、一月ひとつきは神殿にいるから明日でもいいかな？　うふふん」


書字板を手にしたことでかなり心が潤うるおった。わたしは機嫌良く部屋から出て、フランに声をかける。隠し部屋以外ではブリギッテの目もあるため、貴族らしい態度が必須だ。


「フラン、ベンノに寄付金を渡してください。ベンノ、この寄付金がどのように使われたのか、お母様方に報告するので、使い道に関しては詳細な報告をお願いします」


詳細な報告があり、自分の出したお金がどのように使われたかわかれば、次の寄付金も集まりやすくなるかもしれない。


「ベンノとのお話は以上です。小神殿の準備大変だとは思うけれど、よろしくお願いしますね。ルッツとギルには工房のことを聞きたいので、こちらに残って」


「恐れ入ります」


ベンノは大金貨三枚以上が入った財布を懐に入れて、モニカに案内されながら帰っていく。わたしはテーブルで今の工房でのロウ原紙の進捗状況を聞くことにした。


「ギル、工房の方はどうかしら？　ロウ原紙になりそうな薄い紙はできていて？」


「にょきにょっ木の紙はかなり薄く作れるけど、普通の紙ではどうしても薄くなりません。他の木を探さないと難しいです」


トロンベからはかなり薄い紙が作れるようになったらしい。ただ、これを原紙にするとかなり高価になる。そう簡単には使えない。この周辺で簡単に採れる木ではフォリンが値段も伐採ばっさい量も一番よかったのだが、フォリンではロウ原紙にならないようだ。


今回のフェルディナンドのイラストだけならば、トロンベ紙の原紙にしても利益は出ると思う。ロウ原紙を完成させるためならばお金を惜しんではいられない。わたしはトロンベ紙でひとまずロウ原紙の試作品を作ることに決めた。


「ヨハンが作ってくれたアイロンの蝋引きはどうなのかしら？　蝋の種類を変えてみてもやはり均一にはなりませんか？」


「均一にならないし、ヨハンが作ったやすりの上で試しにガリ切りしてみたら、蝋が割れて、ひびが入って使い物になりませんでした」


そのひび割れは蝋が厚いか、硬いことが原因でできる物だ。やはり、松脂まつやにのような樹脂じゅしを入れて、柔軟性を出さなくてはならないらしい。


……割合、どれくらいだったっけ？　細かくは記憶してないし、こちらの蝋や松脂の成分が同じとは限らないんだよね。不純物も多いし。


「ローゼマイン様は以前、ヴィルマの絵の版紙を保護するために蝋引きした時は、ちょっとデコボコで布の目の形が付いても問題ないっておっしゃったと思うのですが、ロウ原紙にする時も布の目が付いて大丈夫ですか？」


「絶対にダメです」


麗乃時代はクッキングシートを使っていたが、クッキングシートなんて作れない。代用品も思い浮かばない。わたしの頭に思い浮かぶのは、ロウ原紙を作る職人が使っていたローラーの機械だ。二つのローラーで挟みながら蝋を引くので、均一に薄く引けるのだ。


「多分『ローラー』で作るのが一番だけれど……あんな機械、ヨハンに作れるかしら？」


こうしたらこうなって、と説明はできるけれど、正確な設計ができるわけではない。むしろ、試行錯誤しながら作っていかなければならない物だ。細密な設計図が必要なヨハンに試行錯誤ができるかどうかもわからない。


「ルッツ、ヨハンに相談したいから、明日はヨハンも呼んでちょうだい。それから、どれくらいの薄い紙ができるようになったか確認したいので、これから工房へ行きます」


わたしが立ち上がると、当然のことだが、護衛騎士の二人も動いた。けれど、ダームエルとブリギッテに工房へ来られるのは正直困る。


「……商品の秘密があるので、二人はここで待っていてくれないかしら？」


「それはできません。ローゼマイン様に護衛の一人も付けないわけにはまいりません」


ブリギッテの言葉に反論できず、わたしはダームエルとブリギッテを見比べる。


「では、ダームエルだけでお願いします。ダームエルならばこちらが弱みを握っている分、何を見ても口を噤んでくれるでしょうから」


「……ローゼマイン様、わたくしは信用なりませんか？」


ブリギッテの苦い声と苦し気な険しい表情にわたしは軽く目を閉じる。


「汚くて臭いと皆が拒否する下町でも来てくれるブリギッテには感謝していますし、とてもよく仕事をしてくれていると思っています。けれど、それとこれは話が別なのです」


ブリギッテはよくわからないという顔でわたしを見つめた。ブリギッテの家族に対する想いも知っているし、応援してあげたいとは思う。けれど、商売する上での損得勘定かんじょうに加えて、貴族の柵しがらみが関わってくるとなると、無条件で情報を渡すわけにはいかない。


「信頼はしていますが、ブリギッテは土地を持っているギーベに連なる者です。お金になる情報を知ってしまっても家族に黙秘もくひできるかどうか、わたくしにはまだ判別できません。その点、ダームエルは土地を持つ貴族ではありませんし、貴族街に家族がいるので何かあった時に押さえるのが容易なのです」


ブリギッテは「……かしこまりました」と納得し、同時に、恐れを抱くような顔でわたしを見た。そして、少しばかり同情めいた視線をダームエルに向ける。


「ローゼマイン様、私の弱みとは何でしょう？」


「今はまだ秘密です。ふふっ」


わたしはがくがくぶるぶるしているダームエルを護衛に、ルッツとギルを連れて工房に行った。いつも通り灰色神官や子供達が紙作りの作業をしている。


「礼はしなくても良いですから、作業を続けてちょうだい」


わたしはそう言ってギルにロウ原紙用に薄く漉すかれたトロンベ紙を持ってきてもらって、検分する。やはり、トロンベ紙は優秀だ。フォリン紙とは全く出来が違う。


「……全然品質が違いますね。仕方がないわ。やりましょう」


そう言いながらわたしが工房の隅に確保されたままのタウの実に視線を向けると、ルッツがちらりとダームエルを見た。


「良いのですか？」


正直な話、良くはない。秘密を知る者は一人でも少ない方が良いからだ。けれど、護衛が絶対に付いて来るならば、消去法でダームエルは一番危険性が低くてマシだと思う。


「ダームエル、これから見るものは絶対に喋ってはダメです。他の誰にも、お父様にも、神官長にも、養父様にも、よ。約束できるかしら？」


ダームエルは戸惑ったように視線を揺らす。


「もし、ダームエルが喋ってしまったら、わたくしもポロッと喋ってしまうかもしれません。養父様にいじられ、いびられる重要な秘密を」


「え？　あの、アウブ・エーレンフェストに、ですか？」


祈念式の間、散々ジルヴェスターにいじられ、人身御供となっていたダームエルは、今にも泣きそうな情けない顔になった。


「黙っていてくれるでしょう。ね、ダームエル？」


わたしがニコリと微笑んで答えを求めると、ダームエルはきつく目を閉じた。苦痛を絞り出すように顔をしかめ、その場に跪いて両手を胸の前で交差させる。


「確約はできません。私は騎士ですから、上司から命じられれば黙秘はしかねます。ですから……目を閉ざすことをお許しください」


知らずにいれば報告することはできない。だから、今まで通りに知らずにいたい。ダームエルの苦渋の決断にわたしはコクリと頷いた。


「では、この工房から決して出ないで。好奇心で身を滅ぼすことがないことを祈ります」


「恐れ入ります」


ダームエルと灰色神官を数人だけ工房に残し、わたしはルッツ達と外へ出た。

            





フェルディナンドのイラスト


ルッツとギルはトロンベを刈るための刃物や籠を持って、灰色神官や子供達を連れて女子棟の方へと移動する。わたしも一緒に移動しながら周囲の子供達に声をかけた。


「誰か、女子棟からヴィルマとデリアとディルクを呼んできてちょうだい」


「はい！　行きます！」


数人の子供達がもつれ合うように走りながら女子棟の中へと走っていく。すぐにディルクを抱いたヴィルマとデリアが出てきた。デリアの顔が少しばかり強張っている。


「久し振りですね、デリア。元気そうでよかったわ」


「気にかけてくださってありがとうございます。あたしもディルクも元気です」


わたしが声をかけると、デリアが顔を綻ほころばせて微笑んだ。


「デリア、ディルクは身食いです。魔力を持っているため、あのガマ、ではなく、伯爵や神殿長から狙われました。まだ伯爵が生きているので、ディルクの主は伯爵のままです」


さっとデリアが顔色を変えた。ビンデバルト伯爵は様々な余罪を探し出し、伯爵の所属する領地アーレンスバッハと取引をするために生かされている。政治的な取引を考えている領主が、身食いであるディルクの契約破棄まで考えてくれるとは思えない。伯爵が生きている間は、ディルクとの契約が破棄されることはないだろう。


「ディルクには体の内に溜まる魔力を流すための魔術具が与えられていません。魔力が増えすぎないように少し減らしておきます。ディルクにその赤い実を持たせてちょうだい」


わたしの言葉に、ギルがデリアにタウの実を渡してデリアがディルクに持たせる。春に神殿長から魔力を根こそぎ取られたディルクの魔力はそれほど増えていないようで、種がぼこりと出てき始めたところで実の成長がほぼ止まった。


「これでしばらくは大丈夫です。ディルクはもう戻っても良いですよ」


デリアが「もう大丈夫ですって」とディルクの頭を撫でる。季節が一つ変わっただけで、ディルクはずいぶん大きくなった。カミルもきっと大きくなっているだろう。懐かしさに思わず目が潤みそうになる。わたしはその懐かしさを振り切るように軽く頭を振った。


……ダメダメ。考えたらまた帰りたくなっちゃう。


わたしは家族から思考を切り離すために思考を印刷に向ける。ヴィルマにプログラム用の絵を描いてもらわなければならない。


「ヴィルマ、お願いがあります。神官長の絵を描いてほしいのですけれど……」


「申し訳ございませんが、それはできません。わたくしは神官長のお顔を存じませんので」


青色神官にトラウマを持っているヴィルマは、ジルヴェスターとフェルディナンドが孤児院の見学に来た時もなるべく視界に入らないようにしていて、フェルディナンドの顔をしっかりと見たことがないらしい。


……まさかヴィルマが神官長の顔を知らなかったなんて！


予想外だが、考えてみれば納得だ。納得しつつ、わたしはざぁっと青ざめる。


「わ、わたくしの部屋に神官長を招くので、その時に……」


「大変申し訳ございませんが、貴族区域に行くのはまだ怖くて無理なのです」


確かに青色神官の巣窟そうくつである貴族区域にヴィルマが赴くのは難しいだろう。しかし、神殿長であるわたしの側仕えに手を出そうとする青色神官はもういないと思う。


「ヴィルマ、わたくしが誰にも手出しさせないように送り迎えしても無理ですか？」


「本当に申し訳ございません、ローゼマイン様。……そうですね。ロジーナに素描そびょうを任せることはできませんか？　ロジーナの絵を元に描くならばできると思います」


申し訳なさそうにそう言ったヴィルマの助け舟にわたしはぱぁっと顔を輝かせた。芸術巫女の嗜たしなみはすごい。


「ロジーナに頼んでみます！」


クスクスと笑いながら、ヴィルマはディルクとデリアを連れて孤児院へと戻って行った。






「では、皆、準備は良いかしら？」


「はい！」


刃物を構えてトロンベに備えている皆を見回す。トロンベを刈るための準備はできたようだ。ルッツがこくりと頷いたので、わたしはギルが持っていたディルクの魔力で中途半端に成長しているタウの実を手に取った。


自分の中の魔力が吸い出され、流れていくのがわかる。わたしはどんどん種が増えていくタウの実をじっと見つめた。種がぼこぼこと増えるにつれて、どんどん皮が硬さを増していき、種がいっぱいになると熱を帯び始める。


「行きます！」


土の部分にちゃんと投げた。種が飛び散った次の瞬間、灰色神官に抱き上げられて、わたしは後方へと移動させられる。後方で皆の奮闘を観察していると、去年より手慣れていて、皆の動きに無駄がなくなっているのがわかった。


星祭りの時に拾ってきて、工房の土の上に残されていた四つのタウの実を全てトロンベにして刈り取る。準備していた籠がいっぱいになった。達成感に頬を紅潮こうちょうさせている子供達を見回して、わたしはニコリと笑う。


「では、これで紙を作ってくださいね。今年の冬もおいしく温かく過ごしましょう」


元気よく「はい！」と声を揃えて返事する皆に対する指示はギルとルッツに後を任せ、わたしは工房で居場所が定まらない犬のようにうろうろしているダームエルを回収する。


「お待たせしました、ダームエル。部屋に戻りましょう」


神殿長室へ戻ると、早速ロジーナにフェルディナンドの絵を描けるかどうか尋ねた。


「確かに殿方が苦手なヴィルマはあまり顔を見ていないでしょうね。神官長の絵は比較的楽ですよ。とても整っていて描きやすい顔をしているのです」


クスクスと笑いながら、ロジーナはペンでサラサラとフェルディナンドの絵を描いてくれた。すごくうまい。正面から見たフェルディナンドと横顔を簡単に描いているが、一目でフェルディナンドだとわかる。これが嗜みという言葉で収まるはずがない。


「す、すごいです！」


モニカが焦げ茶の目を輝かせて、ロジーナの絵に見入る。


「モニカ、ヴィルマに届けて、これを元に神官長の絵を描いてほしいと頼んでください」


「かしこまりました」


ロジーナが書いた素描を胸に抱きしめるように持って、モニカが部屋を出て行く。それと同時に、フェルディナンドの予定を聞きに行っていたフランが戻ってきた。


「フラン、神官長の予定はいかがでしたか？」


「突然の来客だそうです」


……本をお預け状態でわたしを呼び出しておいて、来客。へぇぇ。


ルッツと会って書字板をもらって、少し散っていた黒い感情がぶわっと舞い戻ってくる。


「ですから、ローゼマイン様には図書室の貴重本を閲覧しながら待っていてほしい、とのことでした。いかがいたしましょう？」


図書室の貴重本という言葉に、ふしゅっと黒い感情が一瞬で抜けた。まだ読んでいない本が最優先だ。わたしはすくっと立ち上がって、フランに笑顔を向ける。


「今すぐ行きましょう！　フラン、貴重本の鍵はどこかしら？」


「こちらでございます」


わたしはフランと護衛を連れて、弾む足取りで図書室に向かった。神殿長室が自室になって何が嬉しいかというと、図書室が近くなったことが一番嬉しい。


自分で管理することが許されるようになった鍵で図書室を開け、わたしは貴重本の入っている鍵付きの書棚に向き直る。今までは見ることもなかった貴重本とご対面である。この扉の向こうには一体どんな本が貴重本として収められているのだろうか。考えただけで胸がトクンと高鳴る。ときめきと緊張に胸を躍らせながら、わたしは鍵を挿し込んだ。


カチリと音を立てて書棚が開く。そこには装飾がされた大判の本が五冊並んでいた。


「フラン、今日は一冊で良いわ。閲覧机に運んでちょうだい」


六十センチほどの高さがある大判の本をわたしが運ぶのは難しい。わたしは目を輝かせて、フランに閲覧机まで運んでもらおうとした。


「……ローゼマイン様、これは本ではないようです」


鍵のかかる書棚に並んでいたのは、厳密には本ではなかった。本の形を模した箱で、中には手紙が大量に詰まっていたのだ。わたしは折りたたまれている手紙を一通手に取ってみる。自分達が作っている植物紙とは違う、羊皮紙っぽい紙を使った手紙だ。


カサリと開いてみれば、差出人の名前が書かれていない手紙だった。


「これはもしや、『ラブレター』!?　フラン、これはわたくしが読んでも良い物かしら？」


「ローゼマイン様が神殿長ですから、まずどのような内容の手紙なのか目を通した後、神官長に報告しなければならないと思われます」


ここに隠されていたということは、前神殿長の秘密のお相手なのかもしれない。隠されている手紙は結構な数がある。どうしよう。すごくドキドキしてきた。


「では、早速目を通します」


下になるほど古い手紙だったので、ざっと箱をひっくり返して古い方から読み始めた。


神殿長に手紙を出している名無しの彼女さんは、どうやら良いところのお嬢様でずっと跡取り娘として育てられてきたらしい。けれど、年の離れた弟が生まれ、その子の魔力が高かったことから跡取りは幼い弟に決定したようだ。自尊心じそんしんとそれまでの努力を全否定された彼女の口惜しさがつらつらと綴つづられていた。そして、弟を恨む彼女がいると必ず争いが起こるだろうと危惧した彼女の父親によって、彼女は他領へと嫁がされることになったらしい。父も母も弟に夢中で、「頼れるのは貴方だけ」と書かれている。


……名無しの彼女さん、貴女、頼る人を間違えていると思うよ。


彼女はどうやら嫁いだ後も頻繁ひんぱんに手紙を送ってきているようだった。前神殿長にとって名無しの彼女さんは一体どんな存在だったのだろうか。こうして大事に手紙を隠してあるくらいなのだから、大切な人だったのだと思う。神官は結婚できないし、密かに想いを募らせていた相手だろうか。


……ケチで欲張りの色ボケたお爺さんだと思っていたけど、実は純愛してた部分もあったのかも……。全然想像できないけどね。


手紙を次々と読んでいると、モニカがわたしを探して図書室へとやってきた。フランに肩を叩かれてハッと顔を上げる。


「ローゼマイン様、ヴィルマからお願いされました」


「何かしら？」


「神官長を直接見て、描いてみたいそうです」


先程と意見が百八十度変わった。ヴィルマがわたしの部屋に来ようとする進歩はとても喜ばしいけれど、フェルディナンドの素描で出る気になるなんて釈然としない。


「……まぁ、いいでしょう。孤児院へヴィルマを迎えに行きましょうか。実は、これから神官長がいらっしゃるのです。フラン、モニカと孤児院へ行くので、先に部屋へ戻って神官長を迎える準備をしておいてください」






わたしが孤児院へヴィルマを迎えに行くと、ヴィルマが「申し訳ございません」と恥ずかしそうに笑った。


「ロジーナの素描を見て驚きました。あれほど完璧な配置の人を見たことはございません」


「完璧な配置、ですか？」


「えぇ、絵を描く上で、驚くほど綺麗に整った顔なのです。クリスティーネ様ならば創作対象として、鑑賞対象として、側に置きたがったと思います。ローゼマイン様はそう思われませんか？」


どうやらフェルディナンドはここの基準では、ヴィルマが絵のモデルにしたいと思い、芸術巫女だったクリスティーネが側に置きたいと思うくらい美形なようだ。


……ふーん、よくわかりません。


「確かに、神官長は整った顔立ちをしているとは思います。けれど、基本的に無表情で冷ややかな雰囲気なのですもの。わたくしには彫刻が動いているように思える時もあります。どちらかというと、わたくしの側仕えになってから少し表情が豊かになってきたフランの方が、爽やかで穏やかで透明感のある、生きている美形という気がします」


フランは小さい時は多分女の子みたいに可愛いタイプの男の子だったと思う。体つきががっちりしているから普段はあまり感じないけれど、驚いた時や笑った時の顔が時々幼く見える時がある。


「ローゼマイン様、それはフランを褒めすぎです」


「そうかしら？　神官長は確かに整った顔をしているけれど、どちらを好ましく思うかは個人の感性だと思います。……でも、神官長の側仕えより、ウチの側仕えの方が絶対にカッコいいし、可愛いです。それだけは絶対譲りません」


「まぁ……」


クスクスと笑うヴィルマとモニカを見ながら、ブリギッテがこくこくと頷いていた。


……あ、無言の賛同者、発見。ブリギッテとは気が合いそう。






「おかえりなさいませ、ローゼマイン様」


部屋に戻ると、うきうきわくわくという表情をほんのりと顔に出したロジーナがフェシュピールを抱えて待っていた。そして、フェルディナンドが同じようにフェシュピールを持っている。フェルディナンドが楽譜を書けるように、フランはフェルディナンドの座る椅子の近くにテーブルと筆記用具を準備していた。


「ローゼマイン、突然の来客で待たせてすまなかったな」


「いえ、すごく面白い物を読んでいたので全く問題ないです。全部読み終わったら神官長に貸してあげてもいいですよ」


フランに頼んでヴィルマの前にも紙とペンとインクを準備してもらいながら、わたしが笑顔で答えると、「そうか」とフェルディナンドが小さく笑った。


「では、曲を提供してもらおうか」


フェルディナンドがフェシュピールを構える。ヴィルマが紙にペンを走らせ始めるのを横目で見ながら、わたしは何を歌うか思案した。フェルディナンドが弾き語りをして面白いと思えるものは何があるだろうか。


……神官長には優しさと愛が足りないから、愛と勇気と友達になるといいよ。


有名なアニメソングを選んでハミングで歌ってみた。わたしが少し歌うと、フェルディナンドが軽く手を挙げて止める。その後、フェルディナンドが流れるように主旋律しゅせんりつを弾き、アレンジを加えていく。うずうずとした様子で見ていたロジーナがそっと手を挙げた。


「どうかしたの、ロジーナ？」


「あの、神官長。このように弾くのはどう思われますか？」


ロジーナが自分なりのアレンジを加えて弾くと、フェルディナンドが感心したように顎を撫でながら楽譜に何やら書き加えていく。


「合奏にするならば、こちらも良いな」


その後はロジーナとフェルディナンドが活発な意見交換をしながら、曲を仕上げていく。高度すぎて何が起こっているのか、わたしには全くわからない。感心しながら二人の様子を見ている側仕え達と護衛騎士二人も多分わかっていないと思う。そんな中、ヴィルマだけは真剣な目で紙にペンを走らせている。


「ところで、ローゼマイン。これは一体どのような歌が付いているのだ？」


フェルディナンドの質問に心臓が跳ねた。


「……え、えーと……君の幸せを知りたい、とか、わからないまま終わりたくない、とか、愛と勇気が必要、とか……そういう感じです」


「ふむ、愛を乞こう歌か」


……違う！　全然違う！


吹き出しそうなのを抑えて、わたしは平然とした表情を保つ。お嬢様教育の成果だ。お子様に人気のアニメ曲がラブソングになってしまうなんて、誰が想像しただろうか。


ロジーナとフェルディナンドがどのような歌詞が曲に合うか、話し合いながら、決めていく。もう原曲とは全く違うものに仕上がってしまった。


「これでよかろう」


そう言ったフェルディナンドが一曲を通して弾き語る。ピィンと明るくも穏やかな曲調が流れ始め、フェルディナンドの低くて響きの良い声で、命の神エーヴィリーベから土の女神ゲドゥルリーヒに捧げる愛の歌が語られる。一目惚ぼれした命の神エーヴィリーベが「君の幸せを知りたい」と土の女神ゲドゥルリーヒを口説いている歌なので、神話を元にした歌ではあるが、恋歌だ。


フェルディナンドの美声がじんわりと耳に染み入ってくるようで、原曲が原曲なのに、ぞわりと全身に鳥肌が立つ。いつだったか、フェルディナンドが恋歌を歌えば、女の子には不自由しないと思ったことがあったけれど、それが証明された。


ヴィルマがペンを走らせるのを忘れ、軽く目を見張ってフェルディナンドを見つめている。ロジーナは音楽を理解し合える対象ということで、最初からフェルディナンドに好意的だったが、完全にうっとりした顔になっていた。モニカやニコラも頬を染めているし、ブリギッテも驚いたような顔のまま、フェルディナンドを見ている。


感心したようにフェルディナンドを見ているのは、女性陣だけではない。フランやダームエルも感動したようにフェルディナンドを見ている。


……神官長のフェシュピールコンサートって、もしかして、すごく危険な物じゃない？


ヴィルマの脳内フィルターがかかった美麗なフェルディナンドの素描を目にしたわたしは、本当にコンサートを開催しても大丈夫なのか、すごく心配になってきた。

            





ヨハンとザック


次の日、ルッツに連れられて、ヨハンともう一人の少年が孤児院の院長室へやってきた。ヨハンと同年代なので男性と言うべきか、少年と言うべきか悩む年齢で、角刈りのような短い朱色の髪に、挑戦的な灰色の瞳をしている。


気合いに満ちた彼とは対称的にヨハンは呆然とした顔をしていた。今日のわたしは神殿長の衣装を着ている。ギルベルタ商会に関係する富豪の娘だと思っていた自分のパトロンが、星祭り以降下町で噂になっているらしいちっちゃい神殿長だったことに面食らっているようだ。無理もない。


「おはようございます、ローゼマイン様」


ルッツが貴族に対する礼を尽くすと、茫然としていたヨハンも慌てて膝をついた。


「おはようございます。……えーと、ローゼマイン様？」


名前が違うのが不思議で仕方がないように、ヨハンは首を傾げてわたしを見る。わたしはルッツやベンノとの打ち合わせ通りの言葉を述べた。


「突然呼び出してごめんなさいね、ヨハン。わたくし、この通り神殿長に就任してしまったので、もう気軽に出かけられる身ではなくなってしまったのです。これからはヨハンに足を運んでもらうことになるのですけれど……」


「い、いえっ！　来ますっ！　足を運びます。工房に来てもらうなんてとんでもない！」


実直じっちょくで素直なヨハンは、わたしが出歩いていたことを青色巫女見習いのお忍びだったと思い込んでくれたようだ。ベンノやルッツとの打ち合わせ通りに話が進んで、わたしは胸を撫で下ろした。


「助かります。ところで、ルッツ。そちらはどなた？」


「ヴェルデ工房のザックです。ローゼマイン様の支援を受けたいそうです」


ルッツから詳しく聞いたところ、鍛冶協会で行われる新成人の課題で、ヨハンの金属活字が最も評価が高く、次点がザックだったらしい。その評価に「グーテンベルク」の称号が大きく関わっていたそうだ。


「試験が始まるまではパトロンもつかず、評価も得ていなかったヨハンがいきなりこんな評価を得るのはおかしい。ローゼマイン様は他の職人を知らないのです。グーテンベルクの称号は俺の方が相応しいと思います。ヨハンと比べてください」


「……このようにザックがどうしてもグーテンベルクになりたいと言うので、ローゼマイン様に伺おう、と連れてきたのです」


ルッツがからかうような表情で付け加えた。物好きな、とルッツの目が雄弁に語っている。どうやら、ザックは腕に自信があり、ヨハンにライバル意識を持っている鍛冶職人のようだ。わたしとしては、そんなにやる気のある職人がグーテンベルクに入りたいと言うなら大歓迎である。仕事ができる職人は何人いてくれても構わない。


「まずは、ザックの腕前を見せていただきましょうか。工房へ行きましょう」


「はい！」


ザックはやる気に満ちた返事をして、勝ち誇ったようにヨハンを見た。


ルッツとフランとダームエルを連れて、わたしは工房へ向かう。ギルは今日孤児達を連れて森へ行っているので不在だ。門番に顔を覚えてもらったので、もうルッツやトゥーリがいなくても孤児達だけで森に行けるようになったのである。


数人が作業しているガランとした工房の片隅にある作業台の上に、わたしは紙とインクを準備してもらって説明を始める。


「わたくしが次に作ってほしい物はロウ原紙を作るための『ローラー』です」


「ロウ原紙とは？」


この工房に関する仕事を初めて行うザックはもちろん、工房に初めて入ったヨハンにもわかるように、ルッツが薄く引かれたロウ原紙やヨハンが作った鉄筆や印刷機を見せながら、作業工程と必要な物を説明する。


「……だから、このガリ版印刷をするためには、この向こうが透けて見えるような薄い紙に、薄く均一に蝋を引かなきゃいけないんだ。そのためのローラーが欲しいと思っている」


「ローラーって……以前に作ったのと同じような？」


「いえ、違います」


わたしは首を横に振ってルッツに視線を向ける。わたしの代わりにルッツがカンニングペーパーを見ながら仕組みを説明し始めた。


「ローゼマイン様が欲しいと思っていらっしゃる蝋引きの機械には金属のローラーが二つあって、ローラーの下には受け皿が付いています。受け皿の中に蝋を入れ、更にその下には火をくべるところがあって、蝋を溶かすことができるそうです。……こんなふうに」


わたしがざっと描いた絵を二人に見せながら、ルッツは更に作業工程を説明する。


下に火をくべた状態で二つのローラーを何度か回すと、両方のローラーに熱が伝わり、溶けた蝋が付着するのだ。その間に紙を挟み込み、少しだけローラーを回して反対側へ紙の先を出した後、ぴったりとローラーに引っ付いている紙の両端の部分を楊枝ようじのような細い木にひっかける。そして、木に両端を引っかけることができたら、一人が一気にハンドルを回して、もう一人は楊枝を引っ張って紙をローラーから取り出す。そうすれば、ふわりと空気中を舞う間に蝋が乾くほど薄く、蝋を引くことができる。


「曖昧な説明ばかりで詳細な設計図を作ることができなくて、ごめんなさい。わたくしもはっきりとは覚えていないのです」


わたしが植物紙に描いた絵とルッツの説明をヨハンは難しい顔で聞いていて、ザックは興味深そうに聞いていた。ザックが目を輝かせて、絵を見ながら質問する。


「ローゼマイン様に言われていたことができれば、機械の形が変わっても良いですか？」


「えぇ、もちろん。大事なのは、薄く均一に蝋を引くことですから」


三日後までに二人が大まかな設計図を書いて持ってくることになった。その上で、どちらを採用するか、わたしが決めるのだ。


「絶対に俺がグーテンベルクになるからな」


灰色の瞳が銀色に見えるほどの情熱を燃やしてザックが胸を張る。ライバル意識に燃える熱い視線を向けられたヨハンは面倒くさそうな顔で一歩引いた。


「……パトロンがいなくなるのは困るから、オレはローゼマイン様が喜ぶ仕事をしたいと思っている。でも、称号は必要ないんだ。ザックに譲るよ。ぜひ、頑張ってくれ」


称号なんて関係ない。満足する仕事をしたい、と言うヨハンにこそ、グーテンベルクの称号は相応しい。その謙虚けんきょで実直な仕事ぶりで、印刷業を広げていってほしいものである。わたしがそう言うと、こそっと背後でルッツが呟いた。「ヨハンは謙虚で言ってるわけじゃねぇ」と。






ヨハンとザックの設計図が出来上がるまでの三日間に、わたしはフェルディナンドとコンサートで弾く曲の選曲を行い、プログラムの作成を進めることにした。フェルディナンドの部屋に押しかけて協力をお願いする。


「プログラム？　何だ、それは？」


「演奏会で弾く曲が書かれた印刷物です。印刷業のための寄付金集めが目的の演奏会ですから、その場で印刷物を売るつもりなのです。一枚の紙の物で、表には絵を刷って、裏に曲名とどのような歌詞かを大まかに書くつもりです」


今回のプログラムは、映画のパンフレットのような物だ。欲しい人が買って記念にできればよいと思っている。わたしの説明にフェルディナンドがこめかみをぐっと押さえた。感情的には必要ないと言いたいが、印刷業をアピールするならばあった方が良いと理性が訴えているような顔だ。


「……できあがったプログラムは先に私に見せるように」


「わかりました」


……やっぱりプログラムの表紙は切り絵の全身図にしておこう。ロウ原紙が成功しなかったら困るからね。


「選曲はお客様が聞き慣れた曲を優先して、一曲か二曲、新しい曲を入れますか？」


「いや、私は弾き慣れた曲より新しい曲が良い」


フェルディナンドの意見をもとに、クラシックを元にした曲を三曲、間に休憩を挟んで、アニメソングを二曲、全部で五曲を演奏してもらうことに決めた。


「まったく……。二度とリヒャルダを利用しないと誓いなさい」


「別にわたくしがリヒャルダに頼んだわけではありません。主思いのリヒャルダが助けてくれただけです。わたくしは自分に提示できる物で釣れなかった時点で諦めていたのですから」


わたしはあの場でリヒャルダが後押ししてくれるとは思っていなかったし、フェルディナンドが引き受けるとは更に思っていなかったのだ。


「主である君がリヒャルダを止めなくて、誰が止めるのだ？」


「神官長が断り切れないくらいの勢いを持っているリヒャルダを、わたくしが止められるわけがないと思います。わたくしにリヒャルダを抑えることができるなら、神殿に来るまでにあの本を読みましたよ。神官長はどうして引き受けたのですか？」


むぅっとわたしが頬を膨らませて抗議すると、フェルディナンドはすっとぼけるように視線を逸らした。


「……リヒャルダに押し切られたとはいえ、一度引き受けたことは責任を持って果たすので、その点は安心しなさい」


「その点ではちゃんと神官長を信頼していますよ」






部屋に戻ると、ロジーナがフェルディナンドと一緒にアレンジした曲を弾いていた。二人でアレンジを決めて作った曲というのが、実に良いらしい。ロジーナの恋する乙女のような雰囲気は可愛いけれど、正直、もう聞き飽きた。別の曲をお願いしたいものだ。


「プログラムの相談のために、孤児院に行きます」


ロウ原紙が完成しなかった時のために、そして、フェルディナンドの視線をプログラムに向けておくため、ヴィルマにはフェシュピールを弾く全身像の絵を、切り絵で作ってもらいたい。わたしがそうお願いすると、ヴィルマは明るい茶色の瞳を輝かせた。


「お任せください。芸術の女神キュントズィールの御加護があるのでは、と思うほど、今は描きたくて手が止まらないのです。ローゼマイン様は神官長の絵を描いてほしいとおっしゃいましたが、どのような絵が必要でしょう？」


部屋に描いた絵がたくさんあるということで、孤児院のヴィルマの部屋に招かれた。わたしは食堂に男性であるダームエルとフランを残し、モニカとブリギッテを連れてヴィルマの部屋へ向かう。


「まぁ！　ヴィルマ！　素敵！」


「これは、素晴らしいですね」


部屋に入った瞬間、モニカとブリギッテが声を上げた。わたしは部屋を見回して、ポカンと口を開けた。ヴィルマの部屋には驚くくらいに大量のフェルディナンドのイラストが積み上がっていた。芸術の女神キュントズィールの加護と言われても納得できる量だ。


「次から次へと描きたい構図が浮かんで、もう手が止まらないのです」


フェルディナンドに心奪われたヴィルマのイラストフィーバーにびっくりだ。わたしがスケッチ用に、と与えた紙の大半がフェルディナンドの絵になっている。しかも、何割増しとは言えないが、美麗になっている。ヴィルマの乙女フィルターがかかっているようにしか見えない。フェルディナンドはこんなにキラキラしていないし、笑わない。ヴィルマとわたしでは、同じ人を見ているはずなのに、全く違うように見えているようだ。


……確かに、楽器を弾いている時はちょっとだけ表情が緩むけど、ここまで優しそうな笑顔じゃないから。こんな笑顔、絶対にあり得ないから。


コンサートで売るとすればフェルディナンドのイラストだけだが、ロジーナと一緒にフェシュピールを弾いている絵は美男美女で雰囲気がすごくよかった。おまけに、歌うわたしとフェシュピールを弾くフェルディナンドの絵もあった。わたしも三割増しくらいキラキラしい。フェルディナンドのキラキラが移った感じだ。


「切り絵で、神官長がフェシュピールを弾く全身像ですわね。すぐにできます。……明日の午後にでも取りに来てくださいませ」


こんなに生き生きしているヴィルマを見たのは初めてだ。男性不信のヴィルマにここまで影響を与えるフェルディナンドが怖い。きっとフェシュピールコンサートでは気を失ったり、我を失ったりする女性が大量発生するに違いない。救護室に加えて、女性を運び出したり、暴走を止めたりする警備員として騎士団を動員した方が良いかもしれない。


ヴィルマの「すぐにできます」という言葉は正しく、本当に次の日に版紙を仕上げてきた。注文通りの全身図で、正直、絵本の挿絵より手が込んでいると思う。


「いかがでしょうか、ローゼマイン様」


ヴィルマはやつれた寝不足の顔をしているが、その目はやりきった充足感に満ちていた。


「とても素晴らしい出来だと思います。神官長に見せて了承が得られたら、早速工房に持ち込んで印刷しますね」


ヴィルマの切り絵を見せたところ、美しく手が込んだ絵に満足したようだ。「これならいいだろう」と頷いて、フェルディナンドはプログラムの印刷許可をくれた。切り絵の全身図で、髪型と雰囲気で何となくフェルディナンドだと判別できる程度だったところが、満足の大部分を占めている気がする。






そして、ヨハンとザックが設計図を持ってくる日になった。直接工房に来てもらうことになっているので、わたしはダームエルとフランと一緒に工房で待機だ。


わたし達の背後ではプログラムの印刷が始まっている。イラストは今まで通りの印刷だが、今回は初めて金属活字を組んだ印刷である。そのため、灰色神官が眉間に皺を刻みながらステッキに活字を取り、一生懸命に慣れない手つきで活字を組んでいる。


「ローゼマイン様、ギルベルタ商会のルッツと鍛冶職人をお連れしました」


「ありがとう、ギル。では、早速見せていただきましょう」


ヨハンは肩身が狭そうに項垂れながら木札を取り出した。わたしが描いていたのと同じような機械で、言われた通りの物を描いてみたものの、自分でも納得できる物ではなかったらしい。設計図通りの物は完璧に作れても、客の要望を汲み取って形にするのが苦手なヨハンの弱点がそこにはしっかりと表れていた。


それに対してザックは、勝ち誇ったような顔で数枚の設計図が書かれた木札を取り出した。色々な形でザックなりの工夫が凝らされた設計図だった。なるほど、パトロンが多く付いて自信を持つのも納得できる出来栄えだ。


「これはすごいですね」


「そうですね。オレにはこれだけの発想が出てこない」


ヨハンががっくりと項垂れるのも無理はない。ザックが持ち込んできた設計図は、わたしが書いた物に比べて実現可能な範囲で描かれている。ザックの技術でできることを元に書かれているので、わたしの絵をそのまま描いたヨハンの設計に比べると、ずいぶんと作りやすそうだ。


「ザックが一番自信を持って勧める設計図はどちらの物かしら？」


「性能はこれが一番だろうと思うけど、作るとすれば、こちらです」


ザックの設計図を見ながらわたしが「ヨハンはどう思う？」と尋ねると、ヨハンは真剣な目でザックの設計図を見比べ始めた。しばらく設計図を睨んだ後、性能が一番良いとザックが言った設計図を手に取る。ザックが目を険しくしてヨハンを睨んだ。


「それは無理だ！　この辺りが細かくて難しいんだ！」


ヨハンはじっと設計図を覗き込みながらゆっくりと首を横に振る。後ろで一つにまとめられた、短い尻尾のようなオレンジの髪が動きに合わせて揺れた。やる気と熱意に満ちたヨハンの目が強い光を放ち、確信のある顔で「できる」と力強く頷いた。


カッとしたように目を吊り上げて食ってかかろうとするザックを、わたしはパンと一つ手を打って止めた。パトロン候補の前で醜態しゅうたいを演じるのは避けなければならない。我に返ったザックがピタッと止まって握った拳を下ろす。


「では、それぞれが選んだ物を作ってください。印刷工房は他にもできる予定ですから、使える物ならば二つあっても構いません。ただし、使えない物にお金は出せません」

            





    
  
  




勝負は実物で決めればよい。ここで言い合っても、現物がなければ意味がない。ザックがライバル意識に燃えた目でヨハンを睨み、ヨハンはザックではなく設計図を睨んでいる。


「部品ができたら工房に持ち込んで組み立ててくれても構わないけれど、必ずルッツを通して工房に入るようにしてください。ギル、工房内に機械を置く場所はあるかしら？」


ギルが広く開いた場所を指差して胸を張った。


「片付けたから大丈夫です」


「そう、ありがとう。では、よろしくお願いします」


これで話は一段落だと思っていると、ルッツがほんの一瞬、悪戯っぽい笑みを見せながら手紙を一通取り出した。わたしは手紙を受け取ってルッツを見上げる。


「当店の髪飾り職人がローゼマイン様のために新しい簪を作ったので、ぜひともローゼマイン様にお見せしたいと申しております。ご都合はいかがでしょうか？」


トゥーリだ。トゥーリに会える。嬉しくなってわたしは大きく頷いた。


「明日の午後、孤児院長室へ持ってきてくださいませ！」


隠しきれないわたしの興奮をからかうようにルッツが少し笑いながら「かしこまりました」と唇の端を上げた。わたしは何とか表情を抑えようと努力しながら、フランとダームエルを連れて工房を出る。背後からルッツが堪え切れずに笑いだした声が聞こえた。






わたしは部屋に戻るとすぐに家族の近況が書かれた手紙を読んだ。カミルは寝返りができるようになったようだ。そして、母さんは髪飾りの内職で着実にお金を稼げるようになったので、カミルがある程度成長するまでゲルダにカミルを預けて働くことなく、家でカミルの面倒を見られるようになったらしい。預かった子供を基本的に放置しているゲルダにカミルが預けられることがなくて本当によかった。


父さんは士長になって門番の仕事が忙しいことと、ベンノやギルド長が頻繁に街を出入りしていることが書かれていた。「あんまりこき使うなよ」とも書かれている。トゥーリは「新しい簪を持って会いに行くよ」と書いていた。間近で会えるのが楽しみすぎる。


わたしはすぐさま返事を書いた。フェルディナンドに本を読ませない意地悪をされたこと、星祭りの時に神殿まで来てくれたのが嬉しかったこと、貴族街の星結びの儀式も問題なくこなせたこと、神殿で印刷の開発を頑張っていることを書いた。


書けた手紙を折りたたんで、トゥーリに渡すつもりで確保してあった絵本の間に挟み込む。そして、ロジーナに頼んであった物を束ねてまとめておいた。






「ローゼマイン様、そわそわしすぎです」


苦い笑みを浮かべたフランに指摘された。もう少しお嬢様らしく、と頭ではわかっているが、久し振りにトゥーリに会える興奮を抑えることができない。


「ローゼマイン様、当店で髪飾りを作る職人を連れてまいりました」


かしこまったルッツと一緒にトゥーリが入ってきた。以前のように駆け出して行って「トゥーリ」と呼びかけて抱きつきたくなるけれど、久し振りすぎて泣きそうになるけれど、お互い家族として呼びかけることは禁じられている。トゥーリも泣きそうな顔でこちらを見ていた。小さく唇が動いたけれど、声にならなかった呼びかけはそのまま呑み込まれる。


「こちらを、ローゼマイン様に。新しい編み方で作った簪です」


そう言ってトゥーリはわたしが使っていたトートバッグから布に包まれた簪を取り出した。わたしがルッツに教えた膠にかわを糊のりとして使う方法をアレンジして、花芯かしんを作り、花弁に動きを持たせた大輪の花だった。


「とても綺麗……。貴女の作る簪をいつも愛用しています。新しい簪のお礼に、わたくしからはこちらを差し上げます。貴女のこれからに役立ててください」


水の女神の眷属について書かれた二冊目の絵本と貴族街の洗礼式で見た貴族の衣装の素描をまとめた物だ。新曲を教えたことと引き換えにロジーナに描いてもらった。トゥーリのデザインの勉強になればいいと思う。


「恐れ入ります」


ギルベルタ商会で貴族に対応する時の物言いや態度も教えられているのだろう。わたしが知っているトゥーリとは違う言葉遣いからも、トゥーリの努力が見てとれる。


「……こちらの孤児院にも赤ちゃんがいます。這い始めて、世話をする者が大変だと零していました。貴女が知る赤ちゃんについて話を聞かせてください」


トゥーリは少し考えるように視線をさまよわせた後、小さく笑った。


「では、わたしの弟カミルの話でよければ。……カミルは最近よく白黒の絵本をじっと眺めています。わたしには何が楽しいのかよくわからないのですけれど、一人で静かに見ていることが多いので、母さんがいつもベッドの上に広げて壁に立てかけてあります」


そして、カミルはわたしが作ってあげた白いウサギのガラガラを最近ちょっと握れるようになってきたらしい。自分でつかんで、音を目で追うようになってきたのだそうだ。


「……ローゼマイン様、また新しい簪を作ったら、お持ちしても良いですか？」


「えぇ、ぜひ。待っています」


物を交わし、言葉を交わし、笑顔を交わす。触れることができない悲しさが募っていくと同時に、トゥーリの笑顔にひどく心が満たされた。

            





エルヴィーラとランプレヒトの来襲


「ギル、ルッツ、これをプログラムの裏面に印刷してちょうだい」


トゥーリと会った次の日、心は満たされた気がしたけれど、寂しさの方が強くなってしまったわたしは、隠し部屋でルッツにべったり引っ付いていた。ここにいるのはギルとダームエルだ。わたしはヴィルマの作ってくれた版紙を差し出して、工房へ依頼をする。


「何部刷るんだ？」


「えーと、予定では三十席を準備するから……一人当たり観賞用と保存用と布教用の購入を目指して九十部かな？」


「はぁ!?　いくら何でも多すぎるだろ!?」


ルッツが素すっ頓狂とんきょうな声を上げて、わたしを見下ろした。多すぎるとルッツは言うけれど、もう少し刷っても大丈夫だと思う。ただの勘だけど。


「ロウ原紙が仕上がらなかったら、演奏会に出すのはこれが唯一の印刷物になるし、絶対に売れると思うんだよね」


「根拠はあるのか？　なかったら、ただの無駄になるんだぞ？」


無駄金を使うのは許さない、とルッツがベンノによく似てきた商人の目で睨んできた。順調に商人として成長しているルッツを頼もしく思いつつ、わたしは自分の根拠を示す。


「ヴィルマ達の熱狂ぶりが根拠だよ。演奏会に来られなかった人も後で欲しがると思うし、多少残ったとしても凸版印刷で初めて作った印刷物ということで、そのうち……数十年後から百年後くらいには値段と価値がババーンと上がってるはずだから、大丈夫」


「数十年後って何だよ!?　全然根拠になってないだろ！」


わたしの中ではしっかり根拠になっているのだけれど、どうやらルッツには理解できないようだった。それでも、九十部で押し切って作ってもらう。


「九十部か、すぱっと思い切りよく百部。どっちかでお願いね」


「なんで多くなるんだよ!?」


こらっ！　と怒られたけれど、個人的には百部でも少ないと思う。全く譲る気がないわたしを見ていたギルがルッツの肩を叩いた。


「ルッツ、今のローゼマイン様を説得しようとしても無駄だ」


「わかってる。言ってみただけだ」






今日はダームエルがお休みの日なので孤児院の隠し部屋に入ったり、工房に入ったりできない。そのため、わたしはフランとブリギッテを連れて神官長室へ行き、お仕事の手伝いをしていた。正確には神殿長としての職務をほとんどフェルディナンドに任せているので、本来は自分でやらなければならない仕事を少ししているだけだ。


「……何だか春から夏にかけて支出がずいぶん減りましたね。収入も少し減ってますけど」


「神殿長が交代したからに決まっているであろう」


フェルディナンドは顔を上げることもせず、当然のように理由を述べた。けれど、神殿長が交代しただけでこれほど変わるものだろうか。


「……あの神殿長は一体何にお金を使っていたのですか？」


「神殿の金と自分の金の区別ができなかったからな。報告もなくこっそり使われた分に関しては、私もさすがに全てを把握しているわけではないのでよくわからぬ」


フェルディナンドは少し顔を上げてそう答えると、すぐに視線を手元の書類に向ける。フェルディナンドが神殿のお金を管理するようになったのもここ二年ほどのことらしい。中央へ向かう前任者から引き継いだ時は、あまりのひどさに眩暈めまいがしたそうだ。神殿育ちで全てを何となく適当に済ませてきた青色神官と、貴族院で学び、領主の片腕をこなすフェルディナンドでは色々なことに雲泥の差があっただろう。


「……神官長は大変ですね」


「君が神殿長の間に予算関係はもっと明確にきっちりさせるつもりだ」


フェルディナンドがそう言った時、オルドナンツが窓の向こうから飛び込んできた。バサバサと羽を震わせて部屋を一周すると、フェルディナンドの机の上に降り立つ。


貴族間でのやり取りはこのオルドナンツを使う。貴族院に行くようになれば一年としないうちに使えるようになる簡単なものらしい。貴族院へ入学する前の幼い子供に対する連絡は保護者に入る。わたしの場合、城にいる時はリヒャルダに、神殿にいる時はフェルディナンドに、実家にいる時はエルヴィーラに連絡されるのだ。


「フェルディナンド様、ランプレヒトです。大変申し訳ございませんが、ローゼマインとの面会をお願いします。ヴィルフリート様のことで少しお話ししたいことがございます」


ランプレヒトの声で三回告げると、オルドナンツは鳥の姿から魔石に戻った。そういえば、神殿に戻る前にヴィルフリートから「ずるい」と言われていた。それに関する話だろうか。他に思い当たることはない。


「ローゼマイン、いつならば面会可能だ？」


わたしとしては話をするくらい別にいつでもいいけれど、今からどうぞ、と言えないのが貴族の面倒なところだ。フェルディナンドに面会依頼を出す時はいつも三日くらい先の日付で返事が来る。


「……そうですね、三日後くらいが適当でしょうか」


「そうだな。では、これに向かって話せ」


フェルディナンドがシュタープを取り出して、魔石を軽く叩きながら「オルドナンツ」と言う。魔石はぐにゃりと歪んで、白い鳥に姿を変えた。わたしは鳥に向かって声をかける。留守電に声を残すようでちょっと緊張してしまう。


「ランプレヒト兄様、ローゼマインです。三日後の午後にお待ちしております」


フェルディナンドにオルドナンツを飛ばしてもらい、これでよし、と思っていたら、すぐにオルドナンツが戻ってきた。


「話し合いは昼前で頼む。その後、滅多に会えない妹と昼食を共にしながら、語り合いたい。母上も昼食を共に摂りたいそうだ」


戻ってきたオルドナンツは慌てたように時間を指定してきた。ヴィルフリートの話は口実で、真の目的はお昼ご飯のようだ。


「大方、カルステッドやコルネリウスがイタリアンレストランの自慢でもしたのであろう」


フェルディナンドが面白がるように唇の端を上げる。そういえば、エルヴィーラはエラのお菓子を食べているけれど食事は食べていないし、ランプレヒトはどちらも食べていない。料理長もまだ城でフーゴのレシピを覚えているところだ。食べられる場所として、専属料理人のエラを連れているわたしのところを選んだのだろう。


「お父様やお兄様方が食べたのと同じメニューを準備しておきますね」


そう返答しておけば、「あぁ、頼む」と安堵したような、見透かされて恥ずかしがっているような声でランプレヒトから返事が返ってきた。






そして、面会の日。せっかくエルヴィーラが来るので、プログラムの出来も確認してもらおうと、両面に印刷できたばかりのプログラムを一部、それから、ヴィルマが描いた絵を数枚選んで部屋に準備した。


昼食はエラとニコラが頑張ってくれている。ここしばらく、新しい孤児院に向かう人員にも料理を教えているから男手もある。力仕事が任せられるので一安心だ。


「やぁ、ローゼマイン。元気そうだな。無理を言ってすまなかった。体調を崩していないか、心配していたよ」


フランがエルヴィーラとランプレヒトを案内してきてくれた。昼食に対する期待に満ちた明るい笑顔でランプレヒトが入ってくるし、神殿における保護者であるフェルディナンドが待機済みなので、エルヴィーラも最初から笑顔全開だ。


「元気そうで良かったわ、ローゼマイン。フェルディナンド様がよく見てくださっているおかげですわね。本当にありがたいこと」


そして、貴族らしい長々とした挨拶を交わした後、二人に席を勧め、フランにお茶の準備をしてもらう。ニコラが緊張した顔でお茶菓子の入ったお皿を持ってきて、そっとテーブルの上に置いた。身を乗り出しそうなランプレヒトの前にそっと皿を差し出し、わたしは一枚食べて見せる。貴族には毒見が必須なのだ。


「こちらはラングドシャというお菓子です。口当たりが軽いのですが、昼食前ですから食べすぎには注意してくださいませ」


わたしが毒見と説明を終えると、ランプレヒトはすぐさまラングドシャに手を伸ばした。お菓子を前にしたコルネリウスと全く同じ表情に思わず吹き出しそうになる。


ランプレヒトはシャクシャクと一枚食べて、軽く目を見張った。


「コルネリウスはこれを食べていたのか」


「いえ、これは本日初めてお客様に出したので、まだコルネリウス兄様も召し上がったことはありません」


「そうか……」


優越ゆうえつ感に浸っているランプレヒトにお茶を飲んだフェルディナンドが問いかける。本日の口実についての話だ。


「ランプレヒト、ヴィルフリートの話とは一体何だ？」


ゆっくりと頷いたランプレヒトが貴族らしい回りくどい言葉で説明してくれた。フェルディナンドは頷いて聞いているけれど、わたしには全く理解できない。


「ごめんなさい、ランプレヒト兄様。難しすぎて、わたくしには理解できないようです」


「え？　えーと……」


どう説明すればよいのか、とランプレヒトも困ったように眉尻を下げる。わたしはフェルディナンドに視線を向けた。


「ローゼマインが勉強をしていないのがずるいそうだ」


フェルディナンドが教えてくれたのは、体を動かす方が好きで教師からどのようにして逃げるかばかりを考えているヴィルフリートから見ると、わたしは教師も付けられていなくて、城から抜け出してばかりでずるいということだった。


「ランプレヒト、馬鹿なことを言うな、とヴィルフリートを叱り飛ばしておきなさい。ローゼマインが勉強していないわけがなかろう。神殿で私の教育に加えて、カルステッドの屋敷で教育を受けたからヴィルフリートが文字を覚えるのを待っている状態なのだ」


競争相手がいる方が負けず嫌いのヴィルフリートには良いだろう、というジルヴェスターの考えからヴィルフリートが文字を覚え次第、わたしはヴィルフリートと一緒に歴史や地理の勉強をすることになっているらしい。


「わたくしは一日中勉強で良いので、本が読みたくて仕方がないのです。早く文字を覚えてください、とヴィルフリート兄様にお願いしておいてください」


わたしの答えにランプレヒトが頭を抱えた。「絶対にわかり合えない二人だ」と。それはそうだろう。勉強から逃げ出したいヴィルフリートと、一日と言わず、何日でも部屋に籠こもって本を読んでいたいわたしがわかり合えるはずがない。積み上げられるほど存在する本のお預けを食らっているわたしから見れば、ヴィルフリートの方がずるいのだ。


「勉強に関しては我々も領主様から聞かされているので、ヴィルフリート様が呑み込むしかない。できれば、ローゼマインには一度ヴィルフリート様と一緒に勉強して、歴然とした差を見せてほしいと思っているけれど……」


「そのような暇はない」


わたしに協力を要請するランプレヒトの言葉を、フェルディナンドが切り捨てた。


「ローゼマインには優先しなければならないことがたくさんある。魔術の特訓に素材採集、神殿長としての職務、孤児院と工房の経営。それに加えて体調管理だ。ヴィルフリートのことはヴィルフリート本人とその周囲が考えることではないか。ローゼマインの仕事ではない。側近である其方等の仕事だ」


わたしの生活を管理しているフェルディナンドの言葉にランプレヒトが口をパクパクさせた。


「フェルディナンド様、それは多忙すぎるのではないでしょうか。いくら何でも洗礼式を終えたばかりの子供がやることではないと……」


「だから、言っている。これ以上、こちらに余計な仕事を増やさないでくれ」


改めて、自分がしなければならないことを述べられるとかなり忙しい感じだ。しかし、わたしはフェルディナンドに言われるままに動いている感じだし、自分で作業するのが禁じられるので周囲に丸投げすることが多い。城にいる時と違って、神殿にいる間は体調管理ができるフランがいるため倒れることもないので、あまり忙しい気分ではない。


「ローゼマインの場合、知識を得るだけならば目の前に本だけ積んでおけば勝手に勉強することがわかっているのだから、勉強など片手間で良いのだ」


「えぇ!?　読書に関してはたっぷり時間を取ってくださいませ。片手間なんて嫌です！」


わたしの抗議はフェルディナンドのフンという鼻息一つで吹き飛ばされてしまった。考慮はしてくれないようだ。ひどい。


「勉強の他には、食事の時にローゼマインばかりが自分の父親と話をしているのがずるいらしい」


城での夕食の時間はその日一日の行動について話をするのだが、抜け出したり、逃げ出したりが多いヴィルフリートは母親からのお小言が会話の大半を占め、父親は特に何も言わずに終わることが多い。多分、同じことをしてきたジルヴェスターは息子にお説教することもできないし、もっとやれと激励することもできないので、黙っている以外に何もできないのだろう。容易に想像できる。


「わたくしの場合は事業に関する報告ですから、一応会話が成立しますものね。ヴィルフリート兄様にも何かお仕事をさせれば良いのではないですか？」


下町の子供ならば、見習い仕事が始まっているはずだ。簡単な仕事を任せるようにすれば多少は責任感を持てるのではないだろうか。


「でも、すごく遅くないですか？　商人の子供ならば洗礼式までに読み書きと多少の計算くらいはできますし、孤児院の子供達だってできるのに……。領主の息子だからと甘やかして洗礼式の後からお勉強するのではなく、もっと幼い頃から教えた方が良いのでは？」


「幼い頃から教えても覚えないから、ジルヴェスターが視察した時に驚いていたのだ」


そういえばカルタと絵本を見た時にものすごく驚いた顔をしていた。どうやらあの反応は絵本やカルタに驚いていたわけではなく、冬の間に読めるようになった子供達に驚いていたようだ。カルタや絵本で遊びながら覚えると、すぐに覚えるのは実証済みだが、競争相手というか、遊び相手が必要になる。


「側仕えの負担は増えるかもしれませんが、ヴィルフリート兄様にカルタを準備しましょう」


「君がヴィルフリートの面倒まで見る必要はない。余計な仕事を増やすなと言っているではないか。まったく、君は……」


フェルディナンドは苦い顔をしたけれど、さすがにヴィルフリートが文字の読み書きさえ覚束おぼつかないのは困るだろう。ついでに、わたしは早くお勉強時間を取って本が読みたい。






四の鐘が鳴って昼食の時間となったので、フェルディナンドは自室へ戻った。後は家族で話すと良い、と言って。


昼食はランプレヒトがすごい勢いで食べていた。エルヴィーラも「料理長に早く戻ってほしいものだわ」と言っていたので、満足してもらえたようだ。


昼食後はエルヴィーラと演奏会の話を詰めることになった。どうやらチケットが全く足りないらしい。エルヴィーラは自分達の派閥の女性だけに声をかけるつもりだったようだが、別の派閥の女性も興味を示したのだそうだ。


「今まではフェルディナンド様に全く興味のない素振りをしていたのに、突然くるりと意見を翻してきたのですよ」


エルヴィーラは憤慨しているが、領主の母に睨まれていたフェルディナンドに近付かないのは、保身を考えれば当然のことだ。フェルディナンドはどうやら今まで領主の母を恐れる人々からは敬遠けいえんされ、表立って騒がれることが少なかったらしい。つまり、領主の母がいなくなったことで、今までは抑えられていたものが爆発することになる。


「……席はどのくらい増やしますか？」


「そうね、貴族女性がほとんど来るでしょうから、会場選びからやり直しかしら？」


貴族街に住んでいる貴族が約三百人。これは洗礼式を終えた者の数だ。およそ半数が女性と考えると、百五十人くらいが該当する。その中にはフェルディナンドに興味がない人もいるに違いない。けれど、上級貴族がこぞって出かければ、追随しなければならないのが下級貴族だ。チケット代が負担になる下級貴族は多いと思う。


「お母様、席はあと三十くらい増やして、それ以外は立見席を準備しましょう。立って見なければならないことがチケット購入を断る口実になりますし、立見席を格安にしておけば、無理して高いチケットを買おうとする下級貴族も減るのではないでしょうか」


立見席を設けておけば会場には入れるし、勧めてきた上級貴族にもひとまず顔が立つ。プログラムは別売りなので懐にも比較的優しいはずだ。


「立見ですって？　そのようなこと考えたこともなかったわ。でも、確かにチケットは高価ですもの。断る理由を作ってあげられるのは良いですね」


そして、わたしはフェルディナンドと演奏会で弾く曲を決めたことを報告し、仕上がったプログラムをエルヴィーラに見てもらった。切り絵だが、今までこのような物は作られていなかったのでうっとりしている。わたしは書字板にプログラム増刷必須。あと百部、と書き込みながら、エルヴィーラに告げた。


「このプログラムはチケットとは別売りです。この売り上げも寄付金となります」


「買いましょう。これを購入するのは寄付ですもの。慈善じぜん活動ですもの。そうでしょう？」


エルヴィーラの黒い瞳が輝いている。慈善事業という口実で、フェルディナンドの絵を買い漁るエルヴィーラの姿が容易に想像できる。


……お父様、ごめんなさい。


「それにしても、ローゼマインは次から次へとよく考えるな」


昼食をしっかりと食べたのにラングドシャを次々と口に放り込んでいる育ち盛りのランプレヒトが、感心したような声を出す。ランプレヒトを見て、わたしは警備の問題を思い出した。


「あの、ランプレヒト兄様。当日会場に騎士団を配置してほしいのですが、どなたにお願いすれば良いですか？　お父様でしょうか？　それとも、養父様でしょうか？」


人数が増えるならば、尚更、警備員は必要だ。


「演奏会に騎士団ですって？　まぁ、それは何故？」


「興奮のあまり気を失ったり、我を忘れたりする方が後を絶たないと思うからです。救護室の準備も必要だと思います」


「ちょっと待ってくれ、ローゼマイン。フェシュピールの演奏会、だろう？」


疑わしそうなランプレヒトを見て、わたしは「その通りです」と返事をした。わたしもフェシュピールを演奏するフェルディナンドと周囲の反応を見ていなければこんな心配はしなかった。ヴィルマやロジーナでもあんな状態になったのだ。元々ミーハーなエルヴィーラなんて大変なことになると思う。


「口で言うより、見せる方がわかりやすいと思います」


わたしは席を立つと、ヴィルマから預かったイラストを一枚、引き出しから取り出して、ぴらりと広げて見せた。


「まああぁぁぁ！　それは何？　よく見せてちょうだい」


ガタッと立ち上がったエルヴィーラがつかつかとこちらへ向かってくる。動きは優雅だが勢いがすごい。エルヴィーラにイラストをそっと差し出しながら、わたしはランプレヒトに視線を向けた。


「百人以上がこのような状態になるならば、騎士団の動員が必要だと思うのです」


「……父上に頼んでみよう。救護室は大広間の近くにある休憩室が使えるだろう。他に必要な物はあるか？」


「演奏するフェルディナンド様に近付けないように、洗礼式や星結びの儀式の時のように舞台を設置していただきたいです」


アイドルコンサートを思い浮かべながら、いくつかの注意点や安全上必要な物を話し合う。その間、エルヴィーラは、ほぉ、と感嘆の息を吐きながら絵に見入っていた。


「ローゼマイン、これをいただいても良いかしら？」


「ロウ原紙が完成すれば、これを原画として印刷物を出すつもりなので、印刷された物を当日お買い上げください。ロウ原紙ができなかった場合はお譲りします」


「わかりました」


エルヴィーラは名残惜しそうに手を離し、絵を返してくれる。あまりにも視線が絵から離れないのでプログラムを一枚プレゼントした。


「このプログラムと全く同じ物を一度にたくさん作るのが印刷業です。プログラムはすでに百部できています。もっと増やすつもりですから、当日はお財布を持ってくるように、お母様から皆様にぜひ宣伝しておいてくださいませ」


……演奏会を成功させるために、できるだけ頑張ってくださいませ、お母様。






ヨハンとザックが工房に部品を持ち込むようになってきて、蝋引きの機械が少しずつ形になってきているらしい。隠し部屋で報告を受けていたわたしは、機械ができるまでの間にルッツとギルに頼んで蝋を作ってもらうことにした。ほんの少し松脂を入れて、柔軟性を出すのだ。


「ほんの少しってどのくらいですか？」


そう質問したギルの肩をルッツがポンポンと叩く。


「少しずつ分量を変えたり、蝋の種類を変えたりして、何種類も作って試すんだよ。紙作りの時もちょうどいい配分を決めるために、マインはずっとそうしてた」


「マジかよ……」


今までは作り方を教えてもらうだけだったギルは、配分の研究開発にげんなりとした顔を見せながらルッツと工房へ向かう。


二人を見送った後、わたしは図書室で神殿長の秘密のお手紙を全て読破した。純愛のお手紙だけではなく、きな臭いお手紙も他の箱にたくさん詰まっていたのだ。貴族との密約っぽいものや賄賂わいろのやり取り、花捧げの依頼など多岐たきに渡っている。


「ゲルラッハ子爵はやっぱり神殿長と繋がりが深かったんだ」


祈念式の時にヴェールをかぶって挨拶させられた貴族達のほとんどは神殿長と繋がりがあったようだ。犯罪臭がするお手紙を元にわたしは要注意人物リストを作成しておく。


「これは神官長に見せた方が良さそうです。フラン、神官長に連絡して運んでください」


「かしこまりました」


今後の政治関係で領主であるジルヴェスターやフェルディナンドには役立つかもしれない。純愛のお手紙だけは何となくそっとしておいてあげたくて元の書棚に戻した。


「神官長、お届け物です」


四冊の本に見える箱をフランに運んでもらって、わたしはフェルディナンドの部屋を訪ねた。フェルディナンドは持ち込まれた本を見て怪訝けげんな顔になる。


「それは一体何だ？　君が持ってくるということは普通の本ではないだろう？」


「神殿長だけが開けられる書棚に入っていた本……に見せかけた箱で、中には悪巧みとその証拠になるお手紙がたくさん入っていました。養父様との陰謀いんぼうの足しにいかがですか？」


フランに運んでもらった本の形の箱を一つ開けてみせると、フェルディナンドがくっと眉間に皺を刻んだ。一つ二つを手に取って差出人を確認し、悪い笑みを浮かべる。


「ほぉ、これは大量だな」


「中身は全部差し上げますから、できれば箱はください。こういうの、大好きなのです」


革や宝石で飾られた本型の箱を指差すと、フェルディナンドは呆れた顔で手を振った。


「こちらは中身だけあれば良い。箱は好きにすると良かろう。中身を移せ」


「ありがとう存じます」


フェルディナンドの側仕えが一つの木箱にお手紙を詰め込み始めた。仕事に一区切りがついたのか、フェルディナンドは手を止めてペンを置く。


「ローゼマイン、予定はもうないのか？」


「はい。今日はもうギルとルッツから報告も聞きましたし、指示を出し終わりました。ハッセの町の孤児院も少しずつ整い始めているようです。……何かお手伝いしましょうか？」


わたしが申し出ると、フェルディナンドは首を横に振って机の上を片付け始めた。


「いや、それよりも魔術の訓練を優先したい。なるべく早く騎獣を作れるようになってもらわなければ、収穫祭に間に合わぬ。城に向かおう」


「では、着替えてきます」


部屋でわたしは神殿長の服から貴族用の服に着替えさせてもらい、ベルトを付ける。これはフェルディナンドにもらった物だ。魔術具を下げておくために貴族には必須の物らしい。わたしは前に自分の魔力で染めた団子のような魔石が入っている鳥籠のような金属の飾りをフェルディナンド達と同じようにベルトに引っかけた。


「参りましょう、ローゼマイン様」


わたしはブリギッテに乗せてもらい、城の魔術訓練場へと向かう。今回こそ、わたしの騎獣を作らなくてはならない。

            





騎獣とロウ原紙の完成


城の魔術訓練場に到着すると、ダームエルとブリギッテの二人は反対側で訓練するように言われ、わたしはフェルディナンドと向き直る。魔術特訓の始まりだ。


「では、前回の復習として、大きさを変えてみなさい。割れるようなところを想像しないように気を付けるように」


前回の失敗を指摘されたわたしは飾りから魔石を取り出して、落とさないように手で握った。風船ではなく、ボーリングの玉のように丈夫な物を思い浮かべつつ、大きさを変えていく。すぐに「よろしい」という合格の声が降ってきた。


「次は、形を固定する練習をする。思い浮かべた大きさまで魔力を流したら、そこで止める。自分の意思で魔力を止めるだけだから、君にはそれほど難しくなかろう」


神具への奉納でも自分の意思で魔力を流したり、止めたりしているので、フェルディナンドの言う通り、それほど難しくはなかった。ピンポン玉から大玉転がしの玉まで自在に大きさが変えられるようになったところで、「いいだろう」とフェルディナンドの声がした。


「それでは、形を変える訓練に入る」


丸い魔石を三角錐さんかくすいにしてみたり、直方体にしてみたり、ウニのようなとげとげにしてみたり、本の形にしてみたり、ペンの形にしてみたりと魔石の形を変えていく。


最初は一つの形を作るのに時間がかかったけれど、慣れてくると頭で想像した物へとすぐに形が変えられるようになってきた。感心と呆れが混じったような声で、「君は本当に覚えが早いな」とフェルディナンドが褒めてくれる。珍しい。


「ローゼマイン、これが最後だ。余計なことを考えず、自分が乗れる動物を想像しなさい」


動物の乗り物と言われて一番に思い浮かんだのは、遊園地などにある動物の遊具だった。百円玉を入れると三分ぐらい動くおもちゃだ。


「形が定まったら、魔力を切って固定す……何だ、これは？」


「えーと、『パンダ』の乗り物ですね」


一人用でかなり小さ目だ。遊園地の乗り物というよりは、赤ちゃんが跨またがって足でこいで走るおもちゃっぽくなった。あまりにもちゃちすぎる。自分でも失敗したな、と思っていたら、フェルディナンドが実に胡散臭うさんくさい物を見る目でパンダの乗り物を見下ろした。


「これは空を飛ぶのか？」


「……ちょっと難しいと思います」


「ちょっと、ではないように見受けられるが？」


こめかみを押さえたフェルディナンドが「覚えは良くても、非常識だ」と呟いた。言われた通りに動物の乗り物を作ったのに、非常識と言われるのは納得できない。


「わかりました。次はちゃんと乗り物に見えるように、もうちょっと大きくしてみます」


「いや、大きさより形を定めよう。君はこの獅子が作れるか？」


フェルディナンドはするりと魔石を一撫でするだけで自分の騎獣を出した。自分でやってみたからわかる洗練された動作だ。このレベルになるまでにはかなり練習が必要だろう。


「エーレンフェストの紋章が獅子で、領主は頭が三つある獅子に乗っている。領主の子は基本的に獅子を使う。もちろん、強制ではないが……」


ジルヴェスターのことだから、ごちゃごちゃしたのが好きな小学生男子的な思考回路からケルベロスみたいなライオンに乗っているのかと思っていたが、意味があったらしい。領主の養女であるわたしも獅子を使うことが許されているそうだ。


「わかりました。やってみます」


フェルディナンドが乗っている騎獣はあまりにもリアルで怖いので、自分が乗る騎獣は可愛いライオンにしたい。わたしは自分が乗れそうなライオンを思い浮かべて一つ頷くと、魔石に魔力を流し込む。


今度はライオンの形で、大きさもぐんと大きくなって、ちゃんと遊園地の乗り物サイズになったのに、フェルディナンドはものすごく嫌そうな顔になった。


「君は美的感覚が壊滅かいめつ的だな。何故、獅子を出すのに、そのような奇妙な物になるのだ!?」


「え？　奇妙ですか？　結構可愛いと思いますけれど？」


言われた通りにライオンの乗り物にしたけれど、デフォルメされた物はダメらしい。


「乗れるのか？」


「乗ってみます。よいしょ」


乗って、手綱ではなく背中に突き出たハンドルを握ってみたところまではよかったけれど、乗っても思ったように動かない。いや、違う。思ったようにしか動かない。わたしのライオンさんは足をジコジコと動かしてもそもそと動くだけなのだ。遊園地のおもちゃを明確に思い浮かべたわたしの騎獣で空を飛ぶなんて土台無理な話だった。


しかし、これは困った。正直、わたしの中で空を飛ぶ乗り物として考えた時に、動物では詳細で精密なイメージがわかないのだ。全く飛べる気がしない。


「わたしが乗れそうな乗り物で、空をバッと飛べそうなライオン……」


ネコではなくライオンだが、バス型にしてみた。電線の上をひょいひょい走っていたあの映像のイメージでなら、空も飛べる気がする。速そうだし、空を駆けまわりそうだ。


実際できたのはネコのバスのイメージがよほど強かったのか、ネコにぎざぎざのシャンプーハットを付けただけのようなライオンバスだったが、まぁ、いい。


「なんだ、これは？」


「ご覧の通り、『ライオンバス』です」


前に立つと、わたしのイメージ通り、みょんと窓が大きく口を空けて入り口になる。本当に思った通りに動くのが面白くて、わたしは喜び勇んで乗り込んだ。


乗ってみると、ハンドルがあって運転席もある。多分この辺りは車のイメージだ。麗乃時代は運転免許も持っていたせいか、外見に比べて運転席周りだけやたら細かい。ちなみに、わたしが運転できるのはＡＴオートマチック車だ。きちんと座るためのシートもあるし、安全のためのシートベルト付きだ。これならば落ちそうになる心配もないし、冬になっても寒くないだろう。


「魔力の無駄だ。もっと小さくしなさい」


外から聞こえたフェルディナンドの声に、わたしは大きさだけを変えてみる。マイクロバスサイズのライオンバスが一人乗りの車のサイズになった。外見は変わらずライオンが付いている。


「ローゼマイン、ずいぶんと変な形だが、それは動く物なのか？」


「やってみます」


わたしは運転席に座ってシートベルトを締めると、ハンドルを握って少しずつ魔力を込め、アクセルを踏んでみた。ライオンの足が動きだす。


「すごい！　動いた！」


教習所で走るようなてろてろとした動きで魔術訓練場を走り、「飛べ」と念じながら、ハンドルの上部をつかんで手前に引くようにして傾けた。ライオンの顔が上へと向けられ、飛行機が離陸するときのように体がシートに押し付けられた状態で少しずつ高度が上がっていく。


「わぁ！　飛んだ！」


わたしのライオンバスはハンドルの角度でちゃんと空を駆けることができるようで、魔術訓練場の天井近くまで駆け上がることができた。


「どうですか、フェルディナンド様？　いい感じじゃないですか？」


ライオンバスから降りて、わたしが、うふふん、と胸を張ると、フェルディナンドは何とも言えない渋い顔になった。


「君は本気でそんな物に乗るつもりか？」


「はい！」


一人で乗る時は小さくなるし、魔力を込めれば大きくできる。一人用からマイクロバスサイズまで自由自在。おまけに落ちる心配もなくて安全だ。リアルで怖い顔をしているフェルディナンドのライオンより、わたしのライオンの方が高性能で可愛いと思う。


「では、その動物を別の物に変えてくれ。そのような奇妙な物にエーレンフェストの紋章の獅子を使うのは止めてもらいたい」


「え？　可愛いのに？」


わたしがライオンバスを見ると、フェルディナンドも眉間にくっきりと皺を刻んだ状態で視線をライオンバスに向けて「美しくない」とすっぱりと批判した。


「そうですか。……じゃあ、せっかくなのでもっと可愛くしてみましょう」


「だから、美的感覚が狂っている君の可愛さは必要ないと言っている」


ちょっとセンスが違うだけでひどい言い様だ。そこまで言われたら尚更可愛くしてやりたくなってきた。


「……何だ、これは？　魔獣か？　まるで大きいグリュンだ。どうせならばシュミルにしなさい。その方がまだ周囲に受け入れられやすい」


「シュミルって何ですか？　見たことないのに無理です。それにグリュンじゃなくて、『レッサーパンダ』くんです。この愛嬌のある顔とぶっとい尻尾が愛らしいと思いませんか？」


「全く思わない」


どうやらこちらには、レッサーパンダに似た魔獣がいるらしいが、そんな怖そうなものと一緒にしないでほしいものである。わたしの抗議は意にも介さず、レッサーバスをじろじろと見ていたフェルディナンドがピッと尻尾を指差した。


「そのような尻尾は邪魔なだけだ。せめて半分くらいの長さにしなさい」


「嫌ですよ！　レッサーくんの尻尾を切れ、だなんてひどいことを言わないでください！」


「魔力の無駄遣いだ。無くても良いくらいではないか」


しばらくの睨み合いの結果、尻尾の長さは半分くらいの長さにさせられたけれど、わたしの騎獣として車型は譲らず、レッサーバスで決定した。


「では、それで早速神殿まで戻るぞ」


屋内で練習した後、騎獣で神殿まで帰ることになる。転落したら危険なので低空飛行で貴族街を抜けていくのだ。

            





    
  
  




「ローゼマイン、それでは遅い」


「はい！……うひゃぁっ!?」


ぐっと魔力を込めてアクセルを踏み込んだら、ぐぉん！　とスピードが上がった。慌ててアクセルから足を離したら、魔力が止まった状態になったようで急ブレーキがかかる。


「きゃうっ!?」


魔力で動かしているので車の運転と全く同じようにはいかず、意外と魔力の調節が難しい。少しずつ魔力を込め、一定のスピードで安定して駆けることができるようになるより先に神殿に到着してしまった。


レッサーバスが周囲に迷惑をかけないよう、そして、自分達が巻き込まれないように光るタクトのシュタープを構えたまま、少し距離を取って付いてきていた護衛二人が無事に神殿に到着したことを確認してシュタープと自分の騎獣を消す。


「君は魔力が多いからな。騎獣に乗るうえで細かい調節は慣れるまで大変だろうが、慣れるしかない。収穫祭までには自由に扱えるように練習を重ねるように」


「……はい」


あまりうまくいかなかったことにわたしがガッカリして肩を落とすと、フェルディナンドが軽く咳払いした。


「コホン！　私の予想より習得が早かった。数日間は少し読書の時間が取れるだろう」


「本当ですか!?」






それからは、騎獣の練習をしたり、図書室の整理をしたり、ロジーナにフェシュピールの練習をさせられたり、夏の成人式と秋の洗礼式のためのお祈りの練習をさせられたりしながら日々の生活を送っていた。


時折、オルドナンツが飛んできて、演奏会の打ち合わせという名の昼食会が開かれる。演奏会の総責任者であるエルヴィーラ、演奏会の警備責任者としてエックハルト、そして、わたしの護衛だから、と言い切るコルネリウスが昼食時に出入りするのだ。カルステッドは城で領主と一緒に食事を摂っているのでフーゴの料理を食べているらしいが、騎士寮の食事は別の料理人が作るそうだ。ランプレヒトもお休みの日になれば神殿へやってきて、昼食とお菓子を食べるようになってきた。


料理長の料理研修が早く終わってくれないと、わたしの側仕えの気が休まらない。貴族を相手に緊張しているニコラを見ていると、ちょっと可哀想になってきた。






フェルディナンドのコンサートまであと五日となった日の夕方、図書室で目録を作りながら資料整理をしていると、ギルが顔を輝かせて図書室に飛び込んできた。


「ローゼマイン様、ザックの蝋引き機械が完成しました。見に来てください」


作業途中だった目録作成の手を止めて手早く片付けると、わたしはギルとダームエルと一緒にすぐさま工房へ向かった。灰色神官には作業を続けるように言って、わたしは機械を覗き込んで話をしているルッツとザックに声をかける。


「ごきげんよう、ザック。蝋引きの機械ができたと聞きました」


「これです」


作業台の上に、大人ならば両手で持てそうな大きさの機械が乗っていた。ルッツはすでに蝋を溶かせるように準備している。その脇にはトロンベ紙も準備されていた。マルクの教育のすごさに改めて感心しながら、わたしも機械を覗き込んだ。


「ローゼマイン様、もう火をくべていて熱いので触れないよう気を付けてください。……ここで蝋を溶かしています。この部分をこうやって動かして蝋を引くのだそうです」


ルッツが顔を上げて貴族に対する礼をすると、馬鹿丁寧な口調で機械の説明をしてくれる。真面目腐った顔をしているが、絶対に面白がっていると思う。


「では、原紙をわたくしの書字板くらいの大きさに切って、蝋を引いてみてください」


ルッツとギルが手分けしてトロンベ紙をＡ６サイズくらいに切り始めた。


準備ができるまでの間に、わたしは少し離れたところで黙々と作業しているヨハンのところへと移動する。ザックの機械に比べると大きく複雑そうだ。しかし、以前に見たザックの設計図通りの物に仕上がりつつあるのがわかった。設計図通りの物を作らせたら、やはりヨハンの技術が一番だと思う。


「ヨハンの機械はどうですか？」


「あぁ、ローゼマイン様。まだ……あと数日はかかります。でも、ローゼマイン様の期待に添えるいい物ができると思いますよ。ザックの設計はすごい」


熱を帯びた目でそう言いながら、ヨハンは真剣に持ち込んだ部品を組み立てていく。ヨハンが完全にのめり込んでいるのがわかったので、邪魔にならないようにわたしはすぐにその場を退いた。


「ローゼマイン様、準備が整いました」


ローラーに紙を挟んで、ハンドルではなく、手で直接ローラーを回して、紙に蝋を引く。中心は木を使っているので、金属のローラーに熱した蝋が付いても、持つ部分は熱くならない。


「この工房の紙の大きさなら、これで十分だと思う」


ヨハンが作っている蝋引きの機械をちらっと見て、ザックはそう言った。自分の手で回すことになるザックの蝋引きの機械はあまり大きくすると重くて回せなくなるのだろう。しかし、ザックの言う通り、今のところこの工房で絵本にするために扱っているのは、Ａ４サイズぐらいの紙で統一しているのでロウ原紙もそれほど大きくする必要はない。小さ目の機械はローラーも小さいので、それほど多くの蝋を溶かす必要もなく、蝋引きができる。


「では、ルッツとギルが作ってくれた蝋を次々と試して、一番良い配合を探しましょう」


今日までにギルとルッツが作ってくれた蝋には番号が振られ、準備されている。混ぜる松脂の量を三段階で変えた蝋が三種類。合計で九種類ができていた。


「よっ……」


すでに何度か試しているのだろう。慣れた手つきでルッツとザックが機械を動かして蝋を引いた。二枚できると、蝋を片付けて新しい蝋を準備していく。


蝋引きされたロウ原紙がわたしの前に差し出された。出来上がった物をチェックして最終的に判断するのがわたしの仕事だ。ギルがやすりと鉄筆をわたしの前に準備してくれた。出来上がったロウ原紙をガリ切りしていく。


「これは一応使えそうです。……これはダメですね。削りにくいわ。……これもダメ。ちょっとひびが入ったみたいです。……あ、これはイイ感じですね」


やはりローラーで挟んで塗ると蝋の厚みも均一になるようで、見た目も美しい。そして、松脂を加えると柔軟性が増したようで、ガリ切りしてもロウ原紙にひびが入らない物ができていた。その中でも、一番使いやすい物を作ってもらうことにする。


「では、ルッツ。この配分で蝋を作るようにしてください。……絵本と同じ大きさのロウ原紙を二十ほど作成しておいてください。明日にはヴィルマを呼んでガリ切りをしてもらいましょう。ガリ版印刷で絵を印刷します」


「かしこまりました」


ルッツとギルに後を任せると、わたしはザックを見上げてニッコリと笑った。


「ザック、貴方のおかげで蝋引きの機械ができました。この功績こうせきからわたくしは貴方をグーテンベルクと認めます。これから皆で一緒に印刷業を広げていきましょう」


「は、はいっ！　ありがとうございます！」


ザックがぱぁっと顔色を明るくしてその場に跪いた。その直後、何かが引っかかったように顔を上げて、「……あの、ローゼマイン様。皆とは？」とわたしを見た。


「もちろんグーテンベルク仲間の皆です。鍛冶職人のヨハンとザック、インク職人のハイディとヨゼフ、木工職人のインゴ、ギルベルタ商会のベンノやルッツ。マルクもそうですね。それから、このローゼマイン工房の皆が印刷業に関わるグーテンベルク仲間です」


ザックは説明を求めるようにヨハンを見た。ヨハンは「やっぱり逃れられないのか……」と項垂れている。慌てたようにザックがわたしとヨハンを見比べた。


「ちょ、ちょっと待ってくれよ。え？　一番の職人に与えられる称号じゃないのか!?」


「印刷関係者に与える称号です。今日からザックもグーテンベルクを名乗っていいですよ」


優秀な人材は逃がしません。戸惑っているザックにそう言ってわたしは工房を後にする。背後でルッツが「だから、そんなに大層なもんじゃねぇって言っただろ？」とザックを笑う声とギルの「オレもグーテンベルクだ！」と無邪気に喜ぶ声が聞こえた。


……うんうん。皆、頑張ってね。


部屋に戻った後、モニカからヴィルマに明日の予定を伝えてもらう。いよいよガリ版印刷だ。わたしはガリ切りの手順や注意事項を木札に書き込み、明日に備えた。






「おはようございます、ローゼマイン様」


工房の作業台より孤児院の食堂のテーブルの方が作業をしやすいとヴィルマが言ったため、朝からやすりや鉄筆が食堂に運び込まれているそうだ。準備ができるまでの間にルッツがわたしの書いた注意書きを読み上げながら、ヴィルマにガリ切りの手順を説明する。


「下絵の上にロウ原紙を置き、鉄筆で軽くなぞります。なぞれば白い線が付くはずです」


下絵をロウ原紙に写したら、次はやすりの上に置いて原紙を削っていくのだ。やすりは木枠にはめて、細い釘を刺して木枠と原紙を留める。麗乃時代はテープで留めていたけれど、ここにはテープがないので細い釘を使うことになった。


「では、やらせていただきます」


ヴィルマが緊張した顔で鉄筆を手に取ると、下絵をなぞっていく。簡単なようで、何の問題もなく下絵を写し終わった。次に、やすりの上に固定して鉄筆で削り始める。


「この白い部分が印刷すると黒くなる部分です。鉄筆も太さを数種類揃えているので、使い分けてみてくださいね」


「かしこまりました」


ヴィルマが削っているのは、座ってフェシュピールを奏でるフェルディナンドの絵だ。楽器が入るようになっているので膝から上が描かれている。全身図だった切り絵と違って、繊細せんさいな線で顔立ちまで結構詳細に描かれているため、モデルがフェルディナンドであることが一目でわかる絵だ。見つかったら間違いなく怒られると思う。


カリカリと原紙を削る音がひたすらに響く。最初は興味深そうに見ていた灰色神官達だったが、すぐに終わる作業ではないので次第に工房の仕事に戻っていった。子供達は工房に行ったり、ヴィルマの作業をじっと見ていたり様々だ。


「ルッツ、印刷の準備ができているか、確認してください」


ほとんど仕上がったところでわたしがルッツに声をかけると、ルッツは「かしこまりました」と頷いて食堂を出ていく。


「これでいかがでしょう、ローゼマイン様」


ヴィルマが満足したように顔を上げた。その手には線の太さや密度で濃淡のうたんの付いた綺麗な絵があった。白い線なので刷ると印象が変わるかもしれないが、良い出来なのはわかる。


「素晴らしい出来になると思うわ。行きましょう、ヴィルマ」


「はい、ローゼマイン様」


工房では印刷の準備がされていて、ヴィルマの版紙を皆が待っていた。


ルッツが慣れた動きで版紙と紙を置いて、インクをローラーに付けて印刷し始める。


「ルッツ、線が細いから丁寧にインクを付けるように気を付けてください」


「心得ております」


ザッザッとインクの付いたローラーが網の上を転がる。そっと枠を外せば、そこには綺麗に印刷された絵があった。繊細な線が綺麗に出ている。ヴィルマの付けた濃淡がそこにはしっかりとあった。切り絵とはまた違う表現の絵を作り出すことができている。


「成功ですよ、ローゼマイン様」


ガリ版印刷の完成にぐっと胸が締め付けられる思いがした。これで表現方法が一気に広がったのだ。イラストだけではなく、版紙をカッターで切り取るのが難しかった楽譜も簡単に印刷できるようになるはずだ。


「さて、ローゼマイン様。ガリ版印刷の完成までに蝋引きの機械を作り、ロウ原紙に高い紙をずいぶん使いましたが、これで採算は取れそうですか？」


ルッツがぴらりと印刷された絵を持ち上げてニッと笑った。この美麗なイラストならば、間違いなく採算は取れるはずだ。わたしもルッツを、そして、ヴィルマや工房にいる皆を見回して、ニッと挑戦的に笑う。


「取りましょう。皆の期待に応えてまいります」

            





フェシュピール演奏会


わたしは演奏会の前日には城に戻ることになった。エルヴィーラ達と最終的な打ち合わせや確認をしなければならないし、お菓子職人としてエラを城の厨房に入れてクッキーの大量生産をしてもらわなければならないからだ。


フランとギルに荷物を運んでもらっている間に、わたしはモニカと一緒に神官長室へ出発の挨拶に行く。フェルディナンドはむっすりと不機嫌そうな顔でわたしを見た。


「私は行かぬぞ。事前準備は手伝わぬ。そう言ったはずだ」


「きちんと覚えていますよ。神官長はフェシュピールを弾いてくださるだけで結構です」


今、馬車にはヴィルマ作の美麗イラストが積み込まれている最中なので、フェルディナンドは一緒に来ない方が、正直ありがたい。わたしは笑顔で挨拶を済ませて退室する。


今日までの間にヴィルマが描いたフェルディナンドの絵をできる限り印刷をした。三種類を百部ずつ。購買意欲を高めるためにも足りないくらいでちょうど良い。


……嘘です。売れるならもっと刷って売りたかったよ、わたしは。ただ、切実に、時間が足りなかったの。時間があったら、もっと種類も数も増えたのに！


エラとロジーナは側仕え用の馬車に、わたしと護衛騎士二人は貴族用の馬車に乗り、城へ出発した。






「さぁ、ローゼマイン。もう時間はなくてよ！」


城にはエルヴィーラとフロレンツィアが待ち構えていた。自分の部屋へ入るより先に会場へと連れていかれ、演奏会場のチェックを行うことになった。


明日のためにすでに席が準備されている。わたしはフェルディナンドが演奏する舞台が作られている会場を歩き、立見席の場所や広さを確認していった。立見席とはいえ、貴族のお嬢様や奥様の集まりだ。入学式や卒業式のように椅子が等間隔で並べられていて、一応派閥ごとに席が分けられていた。


会場の確認が終わった後は、音を増幅させる魔術具の準備、お菓子関係の確認、警備体制の確認を各担当者と共に行う。会場には出入りする扉が複数あり、フェルディナンドが出入りする扉や給仕達が出入りする扉、客が出入りする扉を確認し合い、控室になる部屋や救護室も見て回った。


「話し合った通りに準備できていると思います」


そして、コンサートの流れを確認した結果、わたしはなんと司会者をすることになった。コンサートの司会など誰もしたことがないのでよくわからないということに加えて、司会でフェルディナンドと同じ舞台に上がっても妬みの感情を持たれない年齢であること、今回の主催者で寄付を集める本人であることが、その理由だ。


「そういえば、ローゼマイン。あの絵はどうなったのかしら？」


粗方あらかたの打ち合わせが終わると、エルヴィーラが身を乗り出すようにして聞いてきた。わたしは胸を張って「できました」と答える。絶対に喜んでもらえると思う。


「見せてちょうだい」


「わたくしも見てみたいわ」


二人がフェルディナンドの絵を見たいと言うので、わたしの部屋に移動する。すでにイラストの入った箱は自室に運び込まれているのだ。フロレンツィアの許可があればエルヴィーラも北の離れに入ることができるので、どこかの部屋を借りることなく話ができる。


リヒャルダがオルドナンツを飛ばし、側仕えに準備させていたため、部屋に戻った時にはすでにお茶の準備ができていた。


わたしは文箱ふばこを三つテーブルに並べてもらう。イラストを運ぶためにルッツが準備してくれたのは、ギルベルタ商会で使われている書類を入れておくために使われている文箱らしい。厚みはそれほどない。これより大きくなると持ち運ぶのが重くなるそうだ。わたしは並んだ文箱の蓋を少しもったいぶった丁寧な仕草で開けていく。


「まああぁぁぁ！」


エルヴィーラが目を輝かせて覗き込み、フロレンツィアは何枚も同じイラストがあることに驚いたようで上の絵を何枚か捲まくって確認し始めた。


「話には聞いていたけれど、実際に目にすると驚きますね。これが印刷ですか」


「はい、養母様。わたくしはこの街以外にも孤児院と工房を作って印刷業を行いたいと思っています。そのために皆様の寄付が欲しいのです」


「実際にこの目で見れば、何をしたいのか一目でわかりますね。素晴らしいです」


そして、わたしの側仕えはもちろん、フロレンツィアの側仕えも動員して売り子教育を始めた。演奏会のプログラムは最初から、お菓子とイラストはフェルディナンドの演奏会が終わった後、ワゴンで会場に運び込んで売っていくのだ。


「あら？　この絵も先に売った方が混乱は少ないのではなくて？」


「いえ、演奏を終えたフェルディナンド様が控室に入った後が良いと思います。見つかったら没収されるに違いありません。わたくし、それだけは避けたいのです」


「没収は困りますわ。ローゼマインの言う通り、フェルディナンド様に見つからないようにいたしましょう」


エルヴィーラは真剣な目で、絵の売り子を待機させる場所や売る場所などを検討し始める。わたしは一つの懸念事項をフロレンツィアに尋ねることにした。


「あの、養母様。養父様は演奏会のことをご存知なのですか？」


「お茶会を開くとは言いましたが、それ以上は特に何も伝えていません。知れば、面白がって引っ掻き回しにいらっしゃるでしょうから、なるべく知られない方が良いのです。そのために部屋の外へ音が漏れない魔術具も準備しています。ローゼマインも夕食の席でお話を漏らさないように気を付けてちょうだい」


ジルヴェスターの手綱を握るフロレンツィアはそう言って優雅に笑った。同感だ。ジルヴェスターが知れば、間違いなく引っ掻き回しに来るだろう。黙っておくのが一番だ。


不安事項が消えたので、わたしは安心して司会の原稿作成に取り組むことにする。印刷業のアピールはもちろん、フェルディナンドが厚意で協力してくれているという説明も必須だろう。時間はもうない。






そして、演奏会の当日になった。わたしは会場でお客様が到着するのを待ちながら、部屋の設備をぐるりと見回す。音響関係の魔術具も問題なく動いていることが確認できたし、給仕達もお茶やお菓子を準備している。フェルディナンドが控室にやってきたという報告も受けた。エックハルトを始めとする騎士団の方々が二十名、部屋の周囲に等間隔で立っている。彼等の大半がフェルディナンドのフェシュピールを聴いたことがあり、警備の名目ながら会場で聴けるのを楽しみにしているらしい。


「まぁ、このような広いところでフェシュピールの演奏が聞こえるのかしら？」


「ご覧になって。ずいぶんとたくさんの魔術具を準備していらっしゃいますよ」


「並んでいる騎士達はどうしたのかしら？　立ち見のお客様ではございませんよね？」


ざわざわとしている会場で、わたしは緊張しながら舞台の上に上がる。大きく息を吸って、フロレンツィアから預かった拡声用の魔術具をマイクのように口元に当てた。


「フェルディナンド様のフェシュピール演奏会へようこそいらっしゃいました。本日は孤児達に住む場所と食事と仕事を与えるための寄付金を募る演奏会でございます。皆様が購入されたチケットの売り上げは全て孤児院を作るために使われます。そして、こちらでプログラムの販売を行っております。この売り上げも寄付となりますので、慈善事業としてお買い上げいただけると大変嬉しく存じます」


切り絵の表紙を見せながらプログラム購入の案内をすると、お客様として会場にいるエルヴィーラとフロレンツィアが率先して立ち上がった。すると、フロレンツィアの派閥の女性達がぞろぞろと後ろに付いて動き出す。


「まぁ、ご覧になって。全く同じ絵ですわ……」


「ずいぶんと腕の良い絵師ですわね。美しいこと」


舞台に一番近い席でエルヴィーラがプログラムを同じ席の奥様方に見せて自慢しているのが見える。プログラムは一枚大銀貨三枚だ。


「このように、全く同じ物を作る技術を印刷といいます。わたくしは印刷をする仕事を孤児達に与えるつもりです。皆様のご協力をどうぞよろしくお願いいたします」


リヒャルダとオティーリエが売り子をしてくれている中、貴婦人方がぞろぞろとプログラムを買っていく。


「まぁ、孤児のためだなんて、ずいぶんとお優しいのですね。孤児以外にもその優しさを向けてほしかったのですけれど……」


「紙一枚がずいぶんと高価だこと、と思ったけれど、この絵は素晴らしいですわね。見たことがない描き方だわ」


「わたくし、このように同じ物をいくつも作るなんて初めて見ましたわ」


やはり立見席にいるのは下級貴族の方々が多いようで、プログラムを買おうとする人はそれほどいない。でも、興味はあるようだ。一人が買うとそこに複数人が群がっている。


「準備させていただいた本日のお茶とお菓子はフェルディナンド様が好んで召し上がっていらっしゃるものです。このお菓子は別に準備しておりますので、お気に召した方は演奏会の後、ご購入いただければ幸いに存じます」


テーブル席には給仕がお茶とお菓子を配って回っていて、お茶会の雰囲気になっている。プログラムを見て、「知らない曲ばかりだわ」と話し合ったり、切り絵の技術に感心したり、優雅に過ごしている様子はわたしの知っているコンサートとは全く違う。けれど、お茶会の余興よきょうぐらいでしか演奏しない彼女達にとっては、この演奏会こそが異色で初体験なのだ。


「それでは、フェルディナンド様に演奏していただきましょう」


そう言ってわたしは会場から一度出ると、フェルディナンドの控室に飛び込んだ。


「フェルディナンド様、準備はできていらっしゃいますか？」


わたしの呼びかけに貴族らしい袖口が長い衣装を着たフェルディナンドがフェシュピールを持って立ち上がる。


会場に入った瞬間、フェルディナンドが一瞬硬直したのがわかった。すぐに動き出したが、「何だ、この人数は……」という小さな呟きが聞こえた。


「寄付をしてくださった皆様です」


チケットを買った時点で寄付をしたのと同義なので、間違ってはいない。


「多すぎる。いくら何でもおかしいだろう」


「わたくしは神殿にいましたし、基本的にはお母様方が準備してくださったので、これが貴族の普通だと思っていました。違うのですか？」


すっとぼけて、わたしはフェルディナンドを舞台の中央に置かれた椅子に案内する。


そして、フェルディナンドもまた孤児達の現状を憂うれい、孤児達を助け、印刷業を広げることに協力してくれている、と言葉を飾ってお客様に訴えた。フェルディナンドは一瞬嫌な顔をしたが、優秀な貴族はわたしと違って空気を読むのも得意なようだ。貼り付けたような笑顔でフェルディナンドは会場を見回す。


「では、寄付してくれた皆への感謝を込めて、フェシュピールを弾きたいと思う」


そう言ながらフェルディナンドは椅子に座り、フェシュピールを構えた。視線だけは「後で覚えておくように」とわたしを睨んでいたけれど。


明るく窓から差し込む光がフェルディナンドの右側から差し込んで、フェシュピールが輝くように見えた。フェルディナンドが一度俯いて目を伏せると、水色の髪がサラリと揺れて、表情が見えない顔に少し影を落とす。そっとフェシュピールに当てられた指が、音を確かめるように幾つかの音を出した。ポゥンと左手が低い音を出し、ピィンと高い音を右手が紡ぎだす。


一度顔を上げたフェルディナンドがわたしを見る。準備ができたようだ。


わたしが会場を見回すと、高いチケット代を払って最前列を確保している上級貴族の奥様やお嬢様はすでに惚れ惚れとしたような顔でフェルディナンドを見ていた。


「本日は皆様のためにフェルディナンド様が新しい曲をご準備くださいました。一曲目は火の神ライデンシャフトに捧げる曲でございます」


フェルディナンドが俯くように楽器へ視線を向け、ゆらりと指を動かした。左手でネックを支えながら中指で弦げんを弾けば、空気が震えて音を伝える。左手が奏でる少し低い音に、右手が奏でるピィンと透き通るような高い音が加わった。


次の瞬間、フェルディナンドのいつもの無表情がふっと緩んだ。標準装備されている眉間の皺が消えて鋭い金の瞳から険が取れる。よく見なければわからない程度だが、唇の端が自然と上がった。


それだけでずいぶんと印象が変わるようで、最前列のお客様は揃って口元を押さえて打ち震えている。エルヴィーラが楽しそうで何よりだ。


フェルディナンドの節の目立つ長い指がフェシュピールを撫でるように滑らかに動き、弦を弾いていく。次々と紡ぎだされる音が連なり、響いて空気に溶けていく。フェルディナンドの指先から紡がれる音はいつ聴いてもとても綺麗で優しい。本人はあんなに意地悪もするし、黒い笑みを浮かべるのに、そんなことを全く感じさせないくらい優しくて柔らかい音がする。


フェシュピールを弾き始めたら、ときめくエルヴィーラを筆頭に大騒ぎになるかと思いきや、育ちが良いせいか、お客様は皆うっとりとろんとした目で静かに演奏を聴いていた。


フェルディナンドが低く響く美声で歌い始めると、全身がぞわりとするような感覚に襲われる。今回は特に魔術具で音を響かせているせいもあるのか、ヘッドフォンで聴くように耳元から声が入ってくるような感じがした。


「はぁ……」


「ふぅ……」


そこかしこで悩ましげな溜息が聞こえ始めた。常にきゃあきゃあ騒いでいるエルヴィーラだが、なんだかんだ言ってもフェルディナンドに慣れている。そんなエルヴィーラは頬に手を当てて、目を輝かせて聴き入っているだけだけれど、フェルディナンドに接する機会のない年若いお嬢様は顔を紅潮させて目を潤ませていたり、心臓の辺りを押さえていたり、両手で顔を覆ってテーブルに伏せるようにしていたり、人目を気にしておとなしくしているが、心の中は大変なことになっていそうだ。


……あぁ、お嬢様方の声にならないけれど、悶もだえ叫ぶ心の声が聞こえるよ。


お嬢様方が静かに大騒ぎしているおかげで、表面上は何も起こらないせいか、騎士の皆も会場ではなくフェルディナンドに視線を向けている。


これならば騎士の皆は必要なかったかな、と思い始めた時だった。君の幸せを知りたい、と命の神が土の女神に愛を乞うラブソングで失神者が出た。


ただでさえ、遠い席でもよく聞こえるように耳元で響くように聞こえる魔術具を使っているのに、フェルディナンドの美声が耳元で甘く愛を乞うように歌えば一体どうなるのか。どのような歌詞を歌うのか知っているわたしでも一瞬息を呑むくらいだ。お嬢様方はキュンとなって、心臓がバクバク暴走して、居ても立っても居られなくなったらしい。


……元の曲は幼いお子様に人気のアニメソングなんですけどね！


男性不信だったヴィルマにも衝撃を与えたフェルディナンドが歌う恋歌は、やはり威力が大きかったようだ。「はぅっ……」と小さく声を上げた女性がふらりとテーブルへ突っ伏した。


「アンゲリカ、騎士に救護室へ案内するように言ってちょうだい」


小声でわたしが命じると、アンゲリカが音も立てずに背後からいなくなる。次の瞬間、数人の失神者が立て続けに出て、騎士団の面々が慌てたように運び始めた。


前々から「失神してフェルディナンド様のフェシュピールを聞き逃すなんて勿体もったいない真似はできない」と言っていたエルヴィーラは打ち震えながら失神せずに堪えているようだ。


……お母様、頑張って。


騎士団が大活躍する中、アンゲリカがすっと戻ってきて、エックハルトがわたしを呼んでいると告げた。わたしはフェルディナンドの演奏の途中で抜け出して、会場を出る。そこにいたのはエックハルトだけではなかった。


「ずいぶんと面白そうなことをしているではないか、ローゼマイン」


「養父様……」


ニィィッと口元を歪めたジルヴェスターと頭を抱えたカルステッドがいた。エックハルトによると、倒れたご婦人を運び出している時に、ちょうどジルヴェスターが通りかかったらしい。ジルヴェスターが深緑の目をギラリと光らせた。


「私には報告が来ていないようだが？」


「養母様がしていらっしゃるとばかり……」


「ローゼマイン、誤魔化ごまかすな」


わたしはだらだらと冷や汗を流しながら会場へ続く扉を見た。せっかくいい感じで進行しているのだ。ここでめちゃめちゃになるのだけは絶対に回避しなければならない。


「わたくし、養父様は寄付金集めに興味がないと思っていました。でも、アウブ・エーレンフェストである養父様にご協力いただけるならば、これ以上心強いことはございません」


何を言い出すのか、と軽く眉を上げたジルヴェスターを見据えながら、わたしは何とか穏便に終わらせる方法を考える。


「フェシュピールを持ってくれば、まだ間に合います。養父様には主役として最後を飾る重要な役をお任せしたいと思います。真の主役とは遅れてやってくるものですから！」


「よし、その言い分は気に入った。カルステッド、私のフェシュピールを取って来い！」


カルステッドがものすごく心配そうにわたしを見た。


「良いのか、ローゼマイン？」


「全部めちゃくちゃにされるよりマシです」


カルステッドが駆け出した後、わたしはジルヴェスターにフェルディナンドと打ち合わせ無しでも弾ける曲を聞き出して書字板にメモを取る。


すぐにカルステッドはフェシュピールを持って戻ってきた。


「ローゼマイン様、演奏が終わりました」


ブリギッテが扉を開けてこっそりと声をかけてくれる。わたしは慌てて会場に戻り、舞台に立った。


「ここで特別なお客様をご紹介します。アウブ・エーレンフェスト、どうぞお入りくださいませ」


会場の外で待機していた騎士達が扉を開き、ジルヴェスターがフェシュピールを抱えて会場に入ってきた。椅子を持ったダームエルが後に続き、フェルディナンドの近くに置く。


わたしもびっくりさせられた本当のサプライズに、当然のことながら会場内は騒然となった。まさか、このようなお茶会の延長上である催しに領主がやってくるとは思わなかったのだろう。大慌てするお客様に、わたしも同感だ、と心の底から叫びたい。


舞台の上で「聞いてないぞ」とフェルディナンドに睨まれて、「つい先ほど見つかってしまったのです」と小さく返す。会場内には「あら、見つかっちゃったのね」と困ったように肩を竦めたフロレンツィアが見えた。


ジルヴェスターが入ってくるまで静かに演奏を聴いていた奥様やお嬢様が騒ぎ始めたので、わたしは拡声の魔術具を口元に当ててそれらしい言い訳をする。


「印刷事業にはアウブ・エーレンフェストも力を入れたいと仰おおせで、寄付してくださった皆様に少しでも報いたいと考えられました。そのために、忙しい執務の合間を縫って、この場に駆けつけてくださったのです」


こうすることに決まっていたと言わんばかりに堂々とした態度でフェシュピールを構えるジルヴェスターを見れば、主催者以外は予定調和にしか見えないはずだ。


「アウブ・エーレンフェストとフェルディナンド様のお二人が奏でられるのは、皆様もよくご存知の曲でございます」


祈念式の時にジルヴェスターが弾いていた曲を紹介して、フェルディナンドに目配せすると、フェルディナンドは溜息を一つ吐いてフェシュピールを抱え直した。


二人の演奏はお客様にとって耳慣れた曲であるせいか、ジルヴェスターが「共に歌え」と軽く手を振ったせいか、一番の盛り上がりとなり、皆が一体感を得る素晴らしいラストになった。


曲が終わると、自然と拍手喝采が湧き起こる。敬意を込めた光るタクトが取り出され、上にバッと上げられる中、二人が退場していく。


「素晴らしい演奏会になりました。では、本日の思い出に、よろしければ、こちらの商品はいかがでしょう？　こちらの利益も寄付金となります。慈善事業のため、寄付のため、できればご購入を検討してくださいませ」


フェルディナンド達が退場した後は物販だ。ワゴンを押した側仕え達が入ってきて、高いチケットを買ってくれた席から順に回り、美麗イラストとクッキーを販売していく。もちろん、最初から売っているプログラムの販売も同時に行っている。


クッキーは十枚から販売していて小銀貨一枚だが、美麗イラストは一枚大銀貨五枚だ。プログラムが大銀貨三枚なので、美麗イラストはよほどお金に余裕があるエルヴィーラのような人以外は買わないだろうと思っていたが、皆がこぞって買いたがった。


皆が買うと欲しくなるのか、悩みに悩んでそっとクッキーに手を伸ばしたり、財布としばらく睨み合った後、イラストをじっと見ながらプログラムを手に取ったりと、立見席の方々も雰囲気で財布の紐が少し緩んだようだ。


どうやら失神するほどの恋歌の後にやってきたヴィルマの美麗イラストは心に訴えるものが違うようで、絵を購入したお嬢様方は一度じっくりと眺めた後、折り目が付かないようにクルクルと丸め、胸元に抱えるようにして持っていく。宝物レベルで大事にしてくれそうだ。


……イラスト完売、ありがとうございます。


「本日はありがとう存じます。今回集まった寄付金の額、及び、使い道については冬にご報告したいと存じます。皆様、足元には十分お気を付けてお帰りくださいませ」


まだ夢を見ているように足元が覚束ない貴婦人の皆様を送り出す。フェルディナンドによるチャリティーコンサートは大成功だと言って良い出来だった。全てのイラストを買ったエルヴィーラの至福の笑みに、わたしはホッと胸を撫で下ろした。






「では、申し開きを聞こう」


演奏会から数日がたった午後。わたしはフェルディナンドの説教部屋に呼び出しを受けた。薄い金色の目を怒りで染めたフェルディナンドが、冷気を発するような空気をまとい、わたしの前のテーブルに三枚のイラストを並べていく。見つからないように売ったはずのイラストが目の前に並んでいるのを見て、わたしは今すぐに失神したくなった。


「これを騎士が持っていた、とジルヴェスターが馬鹿笑いしながら見せてくれた。裏面にしっかり名前が書かれているのを見れば、責任者が誰かはすぐにわかる」


……のおおぉぉ！　印刷する以上は奥付必須と思って、馬鹿正直に印刷したわたしのバカバカ！


フェルディナンドにガッツリ怒られ、二度と売らないと約束させられた。

            





エピローグ


「ルッツ、お客様がお帰りになりました。旦那様に報告があるのでしょう？」


マルクに声をかけられ、ルッツはギルベルタ商会の奥にあるベンノの執務室に向かう。フェシュピール演奏会で得た利益について報告しなければならないのだ。


「演奏会の利益計算をした結果、大金貨十二枚、小金貨八枚、大銀貨六枚の利益となりました。諸々の費用を除き、残った純利益が大金貨十枚を超えています」


ルッツはローゼマインと共に計算した結果をベンノに伝える。驚愕の利益にベンノが頬を引きつらせたのがわかる。ルッツもまさかこんなに利益が出るとは思っていなかった。演奏会前にローゼマインは「もっと印刷したい」と訴えていたが、ルッツはもう十分だろうと思って、印刷を控えさせたのだ。


……まさか完売するとは思わなかったからな。予想外もいいところだ。


「第二回目の演奏会を計画すべきだな」


「無理です。神官長に絵の販売が見つかって、めちゃくちゃ怒られたそうです」


利益を見据えて不敵に笑うベンノを見ながらルッツがローゼマインの言葉を伝えると、ベンノは頭を抱えて「あの阿呆！」と嘆いた。とてもローゼマインが裏面に印刷した奥付のせいで犯人が確定したとは言えない空気だ。


「二度と売るなと禁止されたと聞きました。ローゼマイン様もこれだけの利益をみすみす逃すのは惜しいと考えて、利益の一部を払うので絵を売らせてほしいとお願いしたそうですが、金には困っていないので断固却下する、と言われたようです」


フェルディナンドには神殿で青色神官に分配される予算の他にも、領主の仕事を手伝ったり、騎士団の仕事を手伝ったりする度にお給料のようなお金が支払われる。その他、親の残した遺産に加え、自作の魔術具を売ったり、新しく開発したりする度に収入があるらしい。そのため、イラストを売った利益の一部など、フェルディナンドにとっては端金はしたがねで絵を販売されることを我慢する必要は全くないそうだ。


「すごいな、お貴族様は。大金貨十枚以上の利益と聞いても端金と言えるのか」


ベンノは感心しているが、フェルディナンドと同じお貴族様のローゼマインが「そんな台詞、一度でいいから言ってみたいよ。くぅっ、お金持ちめっ！」と叫んでいたことを知っているルッツは何と返事をすればいいものか悩む。


「でも、旦那様。これだけの利益があれば、ハッセのお金は何とかなりますよね？　ローゼマイン様はそれを一番気にしていました」


ハッセの小神殿を整えるためにローゼマイン専属の木工工房のインゴ夫婦は小神殿に泊まり込んで仕事をしている。それに、ルッツの父親ディードにもギルベルタ商会から声がかかっていて、近いうちにハッセへ行くことになっている。ローゼマイン、ベンノ、グスタフの専属とハッセの町の職人を使っても人が足りなくて、木工や建築の仕事をしているところにどんどん声をかけて人を集めている状態だ。


ルッツの問いかけにベンノは「十分だ。大急ぎで準備させる」と力強く頷いた。


「今は職人達に泊まり込みで仕事をさせるための生活用品は粗方運び終えている。食料や薪、それから、紙作りに使う素材も運び込んだ。そろそろ神殿から灰色神官や巫女を連れていって、生活基盤を整えるという話になってきた。神殿の準備はどうだ？」


ベンノの言葉にルッツは自分の書字板を取り出して視線を落とした。選出終了、教育開始、依頼、冬支度、膠、髪飾りと書かれている。


「神殿ではハッセの町に向かわせる灰色神官と灰色巫女は選出が終わり、料理や工房運営の教育が行われています。出発日が決まったら教えてほしいと言われました。それから、こちらはローゼマイン様からの依頼です。今回の演奏会で集めたお金の一部は孤児院の冬支度に回すので、また豚肉加工や冬支度を手伝ってほしいそうです。小神殿付近に民家がないので、今年はハッセで膠を作ることも考えています」


神殿からの依頼を述べると、ベンノは苦笑気味に了承してくれる。


「まぁ、お貴族様からこれだけの金を分捕ってきたんだ。神殿の冬支度は面倒を見よう」


冬支度に関する話を終えたルッツは少し躊躇いながら切り出す。


「それから、髪飾りの依頼をしたいので孤児院長室へはこれからもずっとトゥーリを連れてきてほしい、と頼まれています。立ち居振る舞いがまだまだなのですが、旦那様はどうお考えですか？」


再会するための一度限りではなく、ギルベルタ商会の職人としてトゥーリを領主の養女の前へ連れていくかどうかを考えるのはベンノの仕事である。ベンノが難しい顔で唸るのを見て、ルッツは言葉を付け加えた。


「ローゼマイン様からは絶対トゥーリが良いので連れてきてほしいと言われています」


「絶対？　あいつはこっちが貴族の望みを断れないのを知っていて言っているのか？」


ベンノは嫌な顔をしたけれど、ルッツはローゼマインの気持ちがわかるので、どちらかというと今回はローゼマインの肩を持ちたい。


「少しでも会える機会を逃したくないんだと思います。間近に会える機会は髪飾りをやり取りする時しかありませんし、精々季節に一度です。城や貴族街の家で注文することになればトゥーリはどう考えても行けません。そのくらいはローゼマイン様もわかっています」


孤児院長室でしか自分の我儘が通らないことをローゼマインは知っている。


「それに、オレがローゼマイン工房で練習しているようにトゥーリにも勉強の場は必要です。オレと同じように家では立ち居振る舞いの練習なんてできませんから」


しばらく考え込んでいたベンノが顔を上げた。


「……わかった。連れていこう。確かにトゥーリにも練習の場は必要だ。行儀作法の教育の場であることと、隠し部屋以外で口を開くな、とトゥーリに伝えておけ」






その二日後、ルッツはベンノとトゥーリと一緒に孤児院長室へ赴いた。挨拶は代表でベンノがして、挨拶を終えるとすぐにローゼマインはギルベルタ商会の三人とギルとダームエルに隠し部屋へ入るように命じる。


隠し部屋の中に入った途端、ローゼマインの雰囲気が一気に柔らかいものになった。懐かしそうに目を潤ませてトゥーリを見つめる。けれど、その口からトゥーリに呼びかける声は出ない。トゥーリの口も閉ざされたままだ。家族と呼び合うことが契約魔術で禁じられているし、ベンノから口を開いても良いという言葉がないせいでもある。


二人がじっと見つめ合う中、ベンノが教育者らしい厳しい目でトゥーリを見た。


「トゥーリ、この部屋では多少態度が崩れても咎とがめる者はいないが、俺は態度を崩すことは許さない。今は少しの失敗なら許される練習の場だと思って貴族への対応を学べ」


トゥーリが真剣な顔で頷いた。トゥーリはローゼマインに会える職人になるために季節一つでずいぶん態度も言葉遣いも改められているけれど、貴族と対応できる職人としてはまだまだだ。ルッツでもまだ合格が出ないから貴族街へ行けない。


「ローゼマイン、この先も簪の注文をトゥーリに出したいと考えるなら、トゥーリの教育に協力しろ。本当はまだ全然外に出せる状態じゃないんだ」


ローゼマインは表情を引き締めて大きく頷くと、テーブルを挟んでトゥーリと向き合った。トゥーリは緊張した面持ちで木の箱から髪飾りが包まれた布の包みを取り出して、包みを開き、テーブルに並べていく。その動作をローゼマインが手を伸ばして止めた。


「急いではなりません、トゥーリ。ゆっくりでも良いから落ち着いて。……わたくしがお手本を見せますから、上級貴族の奥様に習った物の扱いをよく見て覚えてください」


ローゼマインはそう言いながら手早く髪飾りを木箱に戻した。そして、手元に木箱を寄せると、ゆっくりと深呼吸する。その途端、ローゼマインを取り巻く雰囲気が変わった。


穏やかな微笑みで木箱の蓋に触れる。白い指先まで神経が行き届いているのがわかるけれど、あくまで優雅。ふわりとした動きでゆっくりと動いているのに、リズムが感じられる動きだ。視線がそこに集中してしまうくらいに綺麗な指の動きでローゼマインは丁寧に蓋を開けて、中の物を両手で取り出し、布を取り外していく。


……何だ、これ？


ルッツが今までの人生で全く見たことがないような動きだった。ただ箱を開けて物を出すだけなのに、蓋を置く音さえしない。布がするりと自然に解けるように開かれていく。小さな白い指先でそっと差し出された簪がひどく高級な物に見えた。物は同じなのに丁寧に扱われるだけで高級感が違って見えることにルッツは頭を殴られたような衝撃を受けた。


「いかがですか？」


あまりにも自分と違うとルッツは実感した。スタート地点は同じだったはずだ。ルッツも立ち居振る舞いを身につけようと努力していたはずだ。それなのに、明確に違う。季節一つ分で身につけた動きだとは思えない。ベンノも心の底から感心したような声を出した。


「……そうしていると、本当に上級貴族のお嬢様だな。短い期間でよくそこまでできるようになったものだ。教師がよかったのかもしれんが、本人の努力なしにここまで上達はしない。立ち居振る舞いを覚えようとしているお前達は嫌というくらい実感していると思うが、一度身についた動きを矯正するのは大変なんだ」


「わたくしは神官長からご褒美として図書室の鍵を出されたので必死でした」


ローゼマインが笑ってそう言うと、皆が「ローゼマインらしい」と小さく笑いを零した。けれど、その努力と覚えた立ち居振る舞いは本物だ。ローゼマインに接することができる商人になろうと思えば、ルッツもあれくらいの動きができなければならないだろう。


「トゥーリ、ローゼマイン様の動きを真似てやってみろ」


ベンノの指示を耳にしたトゥーリがローゼマインの動きを真似して丁寧に花の飾りを取り出していく。ぎこちないが、最初の動きとは雲泥の違いだ。お手本になる動きを頭に思い描くだけで全然違うらしい。ルッツは目を閉じてローゼマインの指の動きを思い返してみた。くっきりと焼き付くように優美な白い指の動きが脳裏に再生される。


……どのくらい練習すれば、あんなふうにできるんだ？


ルッツが考え込んでいる間にトゥーリの手でテーブルの上に色とりどりの花が並んだ。


「ローゼマイン様、儀式用の簪をお望みでしたら、花は大きくて華やかな方が良いのではございませんか？　こちらの花はいかがでしょう？　こちらを秋の貴色でお作りすれば、ローゼマイン様の夜空のような髪によく映えると存じます」


ベンノの言葉をトゥーリが反復して述べる。ベンノに付きっきりで教えてもらえる機会も、貴族街で行われるベンノと顧客のやり取りを目にする機会もルッツにはない。真剣な目でベンノと顧客であるローゼマインのやり取りを見つめる。ギルも同じだ。

            





    
  
  




「そうですね。花の大きさはこのくらいで良いのですけれど、わたくし、前回いただいたように花弁に動きがついている花が欲しいと思っています」


「お気に召していただけて光栄です。では、大きさはこの花で、秋の貴色を入れましょう」


二人のやり取りで花芯を濃い黄色にして花弁は薄い黄色にすることが決まったけれど、そのやり取りはルッツが知っている「ベンノとマインのやり取り」ではなかった。貴族と御用商人のものだ。二人ともルッツが知らない顔をしている。


ローゼマインが神殿で見せている姿が、すでに寛くつろいで崩したものであることにルッツは今まで気付かなかった。いずれ追いつけると思っていたけれど、違った。ローゼマインには季節一つ分の時間で作った領主の養女の顔がある。そこに追いつくのは容易ではない。


「ローゼマイン様、貴色の花以外の飾りはどうされますか？　何色の花を入れましょう？」


メインの花以外の飾りをどうするのか、とベンノが尋ねると、ローゼマインが頬に手を当てて少し首を傾げ、トゥーリに視線を向けてニコリと笑った。


「秋の簪ですから、花だけではなく木の実のような飾りがあっても可愛らしいかもしれません。森に溢れる秋の実りを感じさせるような飾りを取り入れてみてください」


以前に姉妹で何か話をしたことがあったのだろうか、トゥーリは思い当たることがあったような顔で書字板に秋の実りと書いた。まだ拙くて本人以外には読みにくい字だけれど、去年の今頃は字が読めなかったことを考えると、とても進歩している。


自分も進歩しているのだろうか。ルッツは自分に問いかける。進歩はしているはずだ。周囲はそう褒めてくれる。でも、妙な焦りが胸の中に広がっていく。


「お金を積んだところで貴族の振る舞いを教えてくれる教師はなかなか得られません。本日の教育は彼等にとって何よりも得難い経験でありました。彼等は皆、また大きく成長できるでしょう。ローゼマイン様に心からの感謝を捧げます」


隠し部屋にいるのにベンノがきっちりとした礼をする。それを見て、ルッツはトゥーリと一緒に見様見真似でそれに続く。


人間の中身がそんなに簡単に変わるわけがない、と以前ローゼマインは言っていた。ベンノも本質は変わらないと言った。けれど、中身や本質が同じでもルッツが知っている「マイン」との距離は知らないうちに予想以上に開いている。変わらないと言われて安心していた隙に、自分の手が届かなくなりつつあることに気付き、ルッツの背中を冷たい汗が伝った。


……今までと同じ努力じゃダメだ。

            





    
  
  




重要な話があると言われ、母上とエックハルト兄上と私の三人でお茶をする。盗聴防止の魔術具が使われた話の内容は、とても信じられるようなものではなかった。


「母上は本気で神殿育ちの娘を引き取るおつもりですか？」


私は思わず立ち上がって大きな声を上げてしまったが、母上は私の無作法を咎とがめることもなく、座り直すように手で示す。私が座り直すと、母上は真面目な顔で頷いた。


「えぇ、コルネリウス。カルステッド様とわたくしの娘として洗礼式を受けさせます。そして、同時にアウブ・エーレンフェストと養子縁組を行うことが決まりました」


「アウブ・エーレンフェストと神殿育ちの娘が養子縁組ですか!?」


領主との養子縁組が決まっている娘が神殿で育てられているということも信じられないし、自分に妹ができるという事実も受け入れられない。何もかもがあまりにも突然すぎる。私は混乱しつつ、エックハルト兄上に視線を向けた。同じように妹を受け入れなければならない兄上ならば、自分と同じように拒否感を示してくれるのではないかと思ったのだ。


けれど、エックハルト兄上はすでに受け入れを決めているようで、ニコリと青の目を細めて妹となる子供について詳しく述べ始めた。


「ローゼマインはヴェローニカ様の失脚に大きく関わった子供だ。神殿でフェルディナンド様に庇護されている父上の娘で、闇の神の祝福を受けたような髪と光の女神の祝福を受けたような金の瞳をしている。その魔力の大きさから養女になることが決まったのだ」


「何を言い出すのですか、エックハルト兄上？　父上に娘など……」


いるはずがない、と言いたかった私の言葉は、母上の「ローゼマリーの娘なのですって」という言葉に打ち切られた。


……ローゼマリーの娘ということは、あの第三夫人の娘!?


私はカッとした。父上の第二夫人と第三夫人は顔を合わせる度に険悪な雰囲気をまき散らし、聞き苦しい嫌味合戦を繰り広げていたのだ。当人達だけではなく、それぞれの親族が事ある度に争い、その調停に奔走ほんそうする母上はいつも苦労していた。


「父上はまた我が家に騒動を持ち込むつもりですか？」


「騒動にならないようにローゼマリーの娘ではなく、わたくしの娘にするのですよ」


「待ってください。ローゼマリーがはるか高みに上がられたことで、ようやく我が家は静かになったのですよ？　それなのに、今度はローゼマリーの娘が家に、しかも、母上の娘として本館に入ってくるなんて、まるで悪い夢のようではないですか」


第二夫人も第三夫人もそれぞれ離れに住んでいたので、顔を合わせる機会は多くなかった。だから、険悪でも多少は我慢ができたのだ。けれど、母上の娘として扱われるならば、その子供は養子縁組をして城に移動するまで本館で共に生活をすることになる。


「コルネリウス、それほど心配はいらぬ」


「……その根拠は何でしょう、エックハルト兄上？　父上や兄上は成人してこの家以外にもお部屋があるから良いかもしれませんが、私はここでその子供と生活をするのです」


領主一族の護衛騎士として寮に部屋がある父上とランプレヒト兄上、すでに独立して自宅を持っているエックハルト兄上と違って、私は逃げ場もないのだ。憤慨してエックハルト兄上を睨むと、兄上も私をじろりと睨んだ。


「コルネリウス、其方はフェルディナンド様の庇護下で教育を受けているという事実を甘く見すぎだ。身を弁わきまえぬ言動など、あの方がさせるはずがない。私とランプレヒトはトロンベ討伐の折、癒しの儀式を行うローゼマインを見たが、なかなか見事であったぞ」


……エックハルト兄上はフェルディナンド様を高く評価しすぎだと思います。


口にしたら叱られそうなので、私は心の中でだけ不満を零す。エックハルト兄上はフェルディナンド様をとても高く評価しているし、どこがどのように素晴らしいのか何度も聞かされた。けれど、私は年の差もあってフェルディナンド様と間近に接したことがないので、すごいと言われても実感はない。正直な感想としては、それほどすごいのであれば、神殿なんかに入れられる前にさっさとヴェローニカ様を排除すればよかったのに、とさえ思う。


「エックハルトの話を聞いて、わたくしも少し安心いたしました。……そうそう。コルネリウスにはローゼマインの護衛騎士になってもらいますからね」


「母上、勝手に決めないでください。私は領主一族の側近になるつもりはありません。それは母上もご存じのはずではありませんか」


母親の傀儡かいらいのような有様のアウブに仕えている父上、主の浮き沈みに人生を振り回されているエックハルト兄上、我儘な主に手を焼いているランプレヒト兄上を見てきた私は主を定めたいとは思わない。母上には何度もそう言ったはずなのに、何故会ったこともない妹の護衛騎士になれと言われなければならないのだろうか。


「仕方がありません。ローゼマインに付けられる護衛騎士の当てがほとんどないのです」


ローゼマインがどのような娘なのか、ヴェローニカ様の失脚によってフロレンツィア様やライゼガングの立場がどのように変わるのか、まだ何もわからない。そのため、どの派閥にも深く関わっておらず、尚且なおかつ、領主一族の側近になれる階級の騎士が必要なのだそうだ。加えてローゼマインは神殿長に就任することが決まっているため、神殿へ立ち入ることができる者でなければならないそうだ。その条件になると、本当に該当者は少ないと思う。


……神殿へ出入りしたがる女性の騎士などいるはずがないからな。


「もちろん、城内の様子を知るためにも身内を一人は付けておきたいのです。ローゼマインが自分で自分の側近を選ぶ年になればコルネリウスは外れても構いませんから、二年から三年の間は護衛騎士を務めてもらいます」


ヴェローニカ様の失脚で貴族街は大騒ぎだ。領主一族に近い場所の情報は必須だし、養女として我が家から娘を出すのであれば情勢を知る伝手つてはなければ困ることも目に見えている。何よりも自分の主がいない騎士は、我が家の中で私だけだ。上級貴族として断れないことはわかる。これ以上は嫌だと言い張れず、私は不満を抱えたまま、無言で頷いた。






不満を内心に抱えながら、私は新しく妹になるローゼマインを迎えた。エックハルト兄上の言った通り、神殿育ちの割にはずいぶんと躾けられているようだ。中級貴族だったローゼマリーの娘として納得できる程度の教育は受けているように見える。洗礼式が終わっていないのに、何故かローゼマインは魔力を放出するための指輪が与えられていて、貴族の初対面の挨拶もきちんとできた。


「エルヴィーラ、ローゼマインの教育に関してだが……」


挨拶を終えた父上と母上とフェルディナンド様は早速これからの予定について話を始める。当事者であっても子供のローゼマインは黙っているしかない。身の置き所がないように縮こまって座っていて、膝の上で合わせている手が小さく震えているのがわかった。


……可哀想に。


神殿育ちの娘が上級貴族の家に連れてこられて、領主の養女になるのだ。緊張しないわけがない。強張った笑顔を浮かべている幼い女の子に圧おし掛かる重圧は大変なものだろう。それなのに、大人は話し合いに夢中で、初めての場所に戸惑っている子供に目も向けない。少しは気遣ってあげればよいのに、と思いながら私は仕方がなく声をかけた。


「ローゼマイン、これから先に待っている課題はすごいよ。やっていけそうかい？」


「コルネリウス様の妹として恥ずかしくないように頑張ります。フェルディナンド様やジルヴェスター様ともお約束しましたから、わたくし、失敗するわけにはいかないのです」


幼い声でそう言ったローゼマインの金の瞳には、幼い子供とは思えないような覚悟を決めた強い光があった。彼等と何の約束をしたのか、私は知らない。けれど、それはとても大事なことで、後戻りもできずに立ち向かうしかないことが伝わってくる。誓いを守る騎士の目に似ている金の瞳に、私は少しだけ好感を持った。


……この目は嫌いではないな。


「兄様、と呼ぶ方が良いと思う。これから私はローゼマインの兄になるのだから」


「ありがとう存じます、コルネリウス兄様」


驚いたように目を丸くした後、ローゼマインがほわっと嬉しそうに笑う。緊張した顔よりは笑っている方が可愛い。少しは緊張が解けたようだと私が胸を撫で下ろしていると、誰かの視線を感じた。振り返ると、ニヤリと笑うフェルディナンド様と目が合った。


「上手くいきそうで何よりだ」


フェルディナンド様の「計画通りだな」と言いたそうな顔がとても癇に障ったが、私は貴族らしく笑顔でその場をやり過ごした。






次の日から上級貴族として相応しくなるために必要な教育が始まった。ローゼマインは一日中勉強の予定が詰まっている。いくら必要なことでも幼い子供には酷な量だ。私だったら投げ出したくなるだろう。けれど、ローゼマインは泣き言の一つも口にせず、課題を順調に消化しているようだ。


勉強やフェシュピールの腕前などはビックリするほど優秀で、勉強の成果を母上に伝える教師が褒めちぎっていた。ローゼマインは「貴族の名前を覚えるのが大変です」と零していたけれど、大変とは思えない速さで覚えていく。かなり頭が良いのだと思う。


そして、フェルディナンド様に最も心配されていた言葉遣いや身のこなしも、母上の指導を受けながら生活することで日ごとに洗練されていく。食事を一緒に摂っていても、指先の動きの一つ一つにとても気を付けているのがわかった。






「母上、ローゼマインはまだ勉強中ですか？」


騎士見習いの訓練を終えて帰宅しても、ローゼマインは迎えに出てこない。母上にお茶に誘われた私が側仕えの淹れてくれたカップを手に取りながら尋ねると、母上は頷いた。


「えぇ。図書室の鍵を手に入れたいと張り切って勉強しています。ローゼマインが真剣に学んでいることはよくわかりますね。一日の成長が目に見えるほどですもの。フェルディナンド様が目をかけるのも納得できる優秀さです。コルネリウスも兄として恥ずかしくない程度には努力しなければ、貴族院で恥をかきますよ」


母上が機嫌の良さそうな笑顔でお茶を飲みながらそう言った。ローゼマインの様子を見にフェルディナンド様が二日に一度くらいの割合で訪れるため、母上の機嫌の良い日が増え、父上が帰宅する日が多くなった。以前は、妻達の争いのことで父上と母上が険悪な雰囲気になることも多かったが、今は普通に話をしている。話題はローゼマインの洗礼式や教育に関することばかりだが、険悪になることがないので安心して見ていられる。


母上のお喋りもランプレヒト兄上がヴィルフリート様の側近になってからは私しか聞き役がいなかった。けれど、今はローゼマインと美容や流行の話をしている。やはり女同士の方が楽しいようで、フェルディナンド様の話で二人が盛り上がっているのもよく見る。私は男兄弟しかおらず、第二夫人も第三夫人も面倒な存在でしかなかったので、自宅に女性が増えるのは嫌だったが、こういう変化は悪くないと素直に思える。


「ねぇ、コルネリウス。こちらのお菓子はどうかしら？　ローゼマインの専属料理人が珍しいレシピを持っていて、我が家の料理長とレシピの交換を始めたのです」


見慣れない形のお菓子はクッキーというらしい。訓練の後で小腹が空いていたので、私は「ふぅん」と言いながら口に入れた。さくっとした口当たりと甘すぎない味でとても食べやすいお菓子だ。次々と口に入れながら、私は母上の話を聞く。


「お茶会で出すお菓子のレシピを最優先で交換しているのですけれど、いずれ料理のレシピも交換したいと思っているのです」


……おいしいお菓子も料理も大歓迎だ。妹ができるというのも、なかなかいいな。






私は政変の後でグッと増えた神殿育ちの貴族には良い印象を持っていなかったが、ローゼマインはフェルディナンド様に庇護されていたためか、彼等と雰囲気が全く違う。そして、神殿の様子は今まで聞いていたものと違った。実に規則正しくて束縛そくばくが多い。


「二の鐘が鳴ったら朝食で、朝食を終えたら一日の予定を側仕え達と確認し、その後は三の鐘が鳴るまでフェシュピールの練習をしていました。三の鐘が鳴ったら神官長室でフェルディナンド様のお手伝いです。わたくし、計算は得意なのですよ」


「そういえば、先生もずいぶんと褒めていたね」


「四の鐘が鳴ったら昼食です。昼食の後は神事に必要な祝詞のりとを覚えたり、孤児院長として孤児院の見回りをしたり、商人を呼んだり、神殿図書室へ行ったりできる自由時間です」


ローゼマインの話を聞く限りでは、神殿の外に出ることはないようで、母親に連れられて友人の家に行くこともなさそうだし、病弱なために外を走り回ることもないらしい。


……こんな幼い子供の自由時間と唯一の楽しみが図書室で静かに過ごすことだなんて、いくら何でも可哀想すぎるだろう。


貴族の森で採集をしたり、訓練で思い切り体を動かしたりするのが好きな私としては、もう少し外の世界に触れさせてやりたいと思わずにはいられない。


「ローゼマイン、何かしたいことはあるかい？　洗礼式までに終えなければならない課題を終えたら、どこにでも連れていってあげるよ」


私の問いかけにローゼマインは「本当ですか!?」と嬉しそうな笑顔になった。


「では、図書室で本が読みたいです」


「違う！　図書室以外で。他に！　他にはないのか？」


私が却下すると、ローゼマインはものすごく困った顔になって、視線をあちらこちらにさまよわせ、泣きそうな顔になった。


「申し訳ございません、コルネリウス兄様。他には思い当たりません」


……そうか。図書室以外の楽しみを知らず、他の場所に出たことがないのにわかるわけがなかった。このままではダメだろう。ローゼマインを神事以外で外へ連れ出すこともしないフェルディナンド様には任せてはおけない！　私が何とかしなければ！






「止めておけ。無謀にも程がある」


ローゼマインを外で遊ばせたいと提案した瞬間、フェルディナンド様によって却下された。そして、ローゼマインがいかに虚弱であるのか、懇々こんこんと教えられ、癒しをかけることも、回復薬の調合も投薬もできぬ者が余計なことをするな、と言われてしまった。


「でも、洗礼式までにこなさなければならない課題を終えたのです。ローゼマインにも少しは楽しむ時間が必要だと思います。私は神殿以外の場所を見せてあげたいのです」


「ローゼマインが楽しめる場所で、其方が連れていけるところか……。この家の図書室くらいであろう。もちろん細心の注意が必要だが、護衛騎士の訓練にはちょうど良い」


本を読むだけで特に何をするわけでもないはずだ。けれど、フェルディナンド様はローゼマインの護衛騎士になるための訓練だと言って、図書室まで歩く速さ、図書室にいる時間、ローゼマインに与えても良い本の厚み、本の取り上げ方について細かく注意を始めた。


……いくら虚弱とはいえ、図書室での過ごし方にまで注意が必要なのだろうか。


「どうしようもなくなれば、オルドナンツで私を呼ぶといい」


あまりにも神経質な注意に首を傾げつつ、私は次の日にローゼマインを我が家の図書室へ案内することにした。私としては、小難しい本や資料が詰まった部屋は好んで立ち入りたい場所ではないし、外に連れていってあげたいけれど、本人の希望を叶えるのが一番だ。


ローゼマインに課題達成のご褒美として我が家の図書室へ行く許可が出たことを告げると、ローゼマインはとろけるような笑顔で私を見上げた。


「この家に図書室があるなんて……。わたくし、この家の子になれて、本当によかったと心から思います。真剣に課題を終えてよかったです。神に祈りを！」


突然お祈りを始めた妹を見て、本当に神殿育ちだな、と妙に感心しながら私は「行こうか」と手を出した。身長差があってエスコートでは様にならないため、代わりにローゼマインと手を繋いで本館の中をゆっくりと歩く。


「ローゼマインは大袈裟おおげさだな。図書室よりもっと楽しいことが世界にはたくさんあるよ」


「図書室より楽しくて幸せになれるところなんてありませんよ、コルネリウス兄様」


ローゼマインは金色の瞳をキラキラに輝かせて喜んだ。うっとりしながらそう言って、普段よりもやや速足で歩く。よほど図書室が嬉しかったようだ。


「ローゼマインはそんなに本が好きなのかい？」


「はい。大好きです。この家の図書室にはどのような本があるのでしょう？　やはり神殿図書室とは違う本もあるのでしょうね。とても楽しみです」


いつもよりも元気に見えたローゼマインは興奮気味にそう言って歩きながら、図書室を目前にして突然意識を失った。今まで笑顔で話をしていたはずなのに、急にガクッとその場に崩れ落ちて動かなくなったのだ。


「えっ!?　えぇっ!?」


突然崩れた妹の手をつかんだまま、私は情けないことに狼狽うろたえることしかできない。どうしたら、と思った瞬間、脳裏に蘇ってきたのは「私を呼ぶといい」というフェルディナンド様の言葉だった。私は急いでシュタープを出すと、神殿にいるはずのフェルディナンド様にオルドナンツを送った。


「フェルディナンド様、ローゼマインが突然意識を失いました！」


「さもありなん。頭を打っている可能性があるので、不用意に動かすな」






オルドナンツの返事の後、すぐに騎獣でやってきたフェルディナンド様はローゼマインの様子を手早く確認した後、側仕えに寝台へ運ぶように言い、私を静かに見下ろす。


「虚弱で病弱だから対応には十分に気を付けるように、とあれだけ注意をしたが、どうせ其方は聞き流していたのであろう？　細かすぎるとか、そこまでの注意が必要かと対応を甘く見て、図書室に興奮して速足になったローゼマインを止めなかったのではないか？」


「……おっしゃる通りです」


反論の余地がなかった。まさか家の中を歩くだけで意識を失うとは思わなかった。


「家の中でさえこの有様だ。とても外には出せぬ。わかったか？」


「よくわかりました。……私がローゼマインの護衛騎士にならなければならない理由も」


フェルディナンド様の細かい注意を絶対に必要なことだと、徹底的に側近達に教え込む者が必要だ。そうでなければ、城でローゼマインが倒れると体調の管理ができていなかった側仕えや主の身を守らなければならない立場の護衛騎士が罰せられることになる。


「理解できたようで何よりだ。神殿で半年ほどローゼマインに仕えていたダームエルは下級騎士だ。側近達に口を出せる身分ではない。ローゼマインの身内であり、上級貴族である其方でなければできぬであろう」


そう言いながら、フェルディナンド様が少しだけ片方の眉を上げて私を見下ろした。


「ローゼマインを守る上で、最も警戒するべきは力加減のできぬ身内だ。我が道を行くジルヴェスター、我儘な乱暴者と評判のヴィルフリート、それから、孫娘の洗礼式に張り切っているらしい其方の祖父。この辺りにはかなり注意が必要だと思え。下手に目を離すと、ローゼマインは思いもよらぬ理由で勝手に死ぬぞ」


それが脅しでも何でもなく、ただの事実だとわかってしまった。ローゼマイン自身が側近を選び、私が護衛騎士を辞められる日まで無事に生かすことが私の使命だ。


「フェルディナンド様、城で大変な事態が起きるのを防ぐため、正式に側近が付く前にヴィルフリート様やおじい様にローゼマインの虚弱さを思い知らせることは可能でしょうか？　できれば、フェルディナンド様の監視下で行いたいと思います」


周囲の理解がなければとても守り切れない虚弱さだ。城に移る前に周知が必要になる。


「ふむ。有効な策がないか、考えてみよう」


私の言葉にフェルディナンド様はこめかみを軽くトントンと叩いた。

            





    
  
  




「フーゴ、明日のデザートを載せたオトマール商会の馬車が来たぞ！　何をしに来たのか知らないけど、イルゼが同乗してる！」


明日はイタリアンレストランに領主様御一行がやって来る日だ。慌てた様子で厨房に飛び込んできたトッドの報告に、俺は思わずチッと舌打ちをした。






俺達が修行させてもらっていた青色巫女見習いは、なんと上級貴族の娘だったらしい。工房を通じた孤児院に対する献身ぶりを評価されて領主の養女になったため、名前がマイン様からローゼマイン様に変わったそうだ。貴族のしきたりはよくわからないので、そうか、と納得するだけだ。下町の料理人の俺としては、上級も中級もお貴族様であることに変わりはない。正直、領主の養女と言われても全く想像ができないくらいの上の人という印象しかないのだ。俺はすげぇところで修行していたんだな、と今になって思う。


そんな感じでお貴族様のあれこれには無頓着むとんちゃくな俺だが、養女の出資した食事処に領主が興味を示し、イタリアンレストランで食事会をするとなれば話は別だ。他人事ではない。俺が領主様に料理を出すのだから。


もちろん、いくら養女が出資しているとはいえ、下町の食事処に領主様が足を運ぶというのは普通では考えられない。少しの失敗もないようにギルベルタ商会のベンノさんも、最近共同出資者になったオトマール商会も、品質の良い野菜や肉の選別、搬入、給仕の仕事の最終確認、神殿との連絡などで大忙しだ。


ローゼマイン様から指示のあったメニューは作り慣れている俺達の方が上手いのだが、悔しいことにお菓子を焼くのはイルゼの方が上手い。そのため、ギルド長の孫娘フリーダ様の判断によって、明日のデザートのカトルカール、ミルクレープのクレープ、スポンジケーキはイルゼが作ることになった。最後の仕上げは俺達がするのだが、自分の仕事を他人に取られたわけだから、面白くはない。正直なところ「今に見てろよ、イルゼ！」と歯ぎしりしたい気分で、俺はコンソメの仕込みをしていたのだ。






「さっき六の鐘が鳴ったじゃないか。この忙しい時間になんでイルゼが来るんだ!?」


思わず吐き捨てるようにそう言ってしまったが、イルゼが来た時にはもう少し取り繕って迎えるつもりだった。嘘じゃない。でも、どうやら俺の言葉は本人にしっかりと聞かれていたようだ。半球状の金属で伏せられた円い皿を持って厨房に入ってきたイルゼがフンと鼻を鳴らして俺を睨んだ。


「アタシが作ったデザートを届けるついでに味の確認に来たに決まってるじゃないか。見られて困るようなもんを作ってたのかい？　まさかコンソメに失敗したんじゃ……」


「ちげぇよ！　夕食の準備でくそ忙しい時間なのに、なんでここにいるんだよ!?」


つい先日までギルド長の家で貴族料理の修業をさせられていた俺は、イルゼが一番忙しい時間帯がいつなのかを知っている。その時間にここへ来るのがおかしい。デザートを運ぶなんて、別のヤツに頼めば良いだけだ。


イルゼは「夕食の準備なんてとっくに終わらせて、後は助手に任せてきたよ」と俺の言葉を一蹴いっしゅうして、手にある皿を台に置くと、俺に向かって空いた手を差し出してくる。


「で、フーゴ。お貴族様に出すのに恥ずかしくないコンソメはできたのかい？」


コンソメはローゼマイン様の考えるメニューに必須なのだが、一番手間も時間もかかる物だ。そして、普通のお貴族様の料理と比べた時に最も違う部分なので、ローゼマイン様のメニューにおいてはコンソメの失敗は全ての失敗に繋がる。


今日の午後、俺はトッドや助手達に指示を飛ばしつつ、鍋から片時も離れずに付きっきりでコンソメを作っていた。オトマール商会が厳選げんせんした最高の食材を使って丁寧に、丁寧に細心の注意を払った物だ。店内に漂っている匂いからもわかる通り、俺の自信作である。


……ダブルコンソメはイルゼもまだ作れないからな。


挑戦的な目で見てくるイルゼにニッと笑い返し、俺はローゼマイン様の厨房で使うように指導された味見用の小さな皿にまだ湯気の立っているコンソメを入れる。


「ほれ、どうだ？」


イルゼはコンソメの入った小皿を受け取った。そして、小皿を少し揺らしてゆらりとする表面やその深い色合いに濁りがないかを見つめ、小鼻を動かして匂いを確認した後で、ゆっくりと口に含む。


……ぐおおぉぉ！　腹がキリキリしてきた！


俺とトッドにとってイルゼは貴族料理の師匠であり、どちらがローゼマイン様のレシピを上手く作れるかを競う強敵なのだ。自信はあるが、どういう評価を下されるのか待っている時間は緊張で固まるし、味見の途中で顔をしかめられたら腹が痛くなる。


じりじりとした気分で待っていたら、面白くなさそうな顔でイルゼが「アタシの出番はなさそうだね」と小皿を突っ返してきて、厨房の外の連中に向けて大声を出した。


「ほらほら、どんどん運んでおくれ！」


……よし、勝った！


勝利感に浸りながら運び込まれてくるデザート類を最も涼しい冬支度部屋に置き、コンソメの入った鍋を食糧庫に移動させる。こういう時には神殿にあった大きな氷室が欲しくなる。お貴族様の魔力で動かす物だからギルド長の館にもないし、イタリアンレストランにもないけれど、非常に便利だったのだ。






明日の準備に抜かりがないかトッドと二人でよく確認して、片付けと戸締りを終えると帰宅だ。ちょっと遅くなったな、と思いながら俺は速足で歩いて街の北側に並んでいる高級地を通り抜けた。イタリアンレストランは街の中央に近い北東の良い立地にあるので、真っ直ぐに南下すればすぐに東門と西門を結ぶ大通りに出る。


暗くなりつつある街の中、賑にぎわっている東門の方をちらりと見ながら大通りを渡って、客を引く女に断りを入れながら細い路地に入っていく。自宅から一番近い井戸の広場で一度足を止めた。最近できたばかりの恋人、キルケの姿が見えないかと上を見上げると、キルケの家の窓に人影が見えた。


「フーゴ、おかえり。とうとう明日が勝負の日なんでしょ？　頑張ってね！」


「おぅ、任せとけ！」


夏でどこの家も窓を大きく開け放っているので近所中に響いているのはわかっているが、俺は気にせずキルケに応える。お貴族様の青色巫女見習いのところで料理修業をして、ギルベルタ商会が作る高級食事処の料理人として抜擢ばってきされたことで、やっとできた恋人だ。


……皆、俺の幸せを知れ。来年の星祭りじゃあ俺が主役だ。


星祭りの度にタウの実を力いっぱい新郎と新婦にぶつけてきた俺にもとうとう主役になれる時がやってきた。今年の星祭りには間に合わなかったが、来年こそは俺が主役だ。相手がいない奴等の妬みの籠ったタウの実を勝利の笑みと共にひらりと避けてキルケと新居に走るのだ。


そのためには明日の食事会は何としても成功させなければならない。料理人としての未来のため、そして、俺の結婚のためにもだ。


……俺はやるぜ！






何よりも大事な勝負の日になった。俺は腹がキリキリして吐いてしまいそうな緊張の中、トッドや助手達と一緒に必死で料理を作った。ローゼマイン様からは合格をもらっているのだから大丈夫だ。トッドと二人で何度も自分達にそう言い聞かせながら。


「領主様を始め、貴族の方々には初めて食べた味だと、大変ご満足いただけました」


デザートを配り終わったワゴンと一緒に食堂から退室してきたマルクさんが厨房へ入ってきて、そう声をかけてくれた。「満足」という高評価を得て、どっと力が抜ける。思わずその場にしゃがみ込んだ俺とトッドを見て、マルクさんがクスリと笑った。


「お疲れ様でした、皆さん。大変だと思いますが、この後、給仕や側仕えの食事があります。もう一頑張り、お願いしますよ」


マルクさんの指示通り、皆の賄まかないを作った。神殿の側仕え達や楽師が控室で食事を摂り、給仕達は俺達が普段賄を食べる厨房の片隅のテーブルや玄関口のホールで座れる場所を探して昼食を食べ始める。俺やトッドは側仕えや大店の従業員のように育ちが良いわけではないので立ち食いで十分だ。食事会が成功に終わったとわかったせいだろうか。今日の俺の飯は自分でも感動するほどうまかった。






しかし、話はそれで終わらなかった。何故か突然お貴族様達が店から変な動物で空を飛んで出ていってしまったのだ。ベンノさん、マルクさん、ギルド長も一緒に連れていかれている。俺達は唖然あぜんとして見送ったけれど、外を行き来していた周辺住民は大混乱だ。あちらこちらから悲鳴やら叫び声やらが上がって、当然のことながら、獣が飛び出していったこの店に問い合わせがやってくる。


責任者が全員連れ去られた中、対応したのはフリーダ様とローゼマイン様の側仕えであるフランの二人だった。二人は丁寧にお詫びをしつつ、貴族の暴走だと説明する。「苦情は全て主に伝えます」と言えば、貴族に文句を付けて直接関わりたいと思う者は少なかったようで、人々は自然と立ち去っていった。






やっと周囲が落ち着き、厨房の片付けが終わった頃にお貴族様達は戻ってきた。ぞろぞろと食堂に入っていく一行からマルクさんがスッと離れ、俺とトッドを呼んだ。


「フーゴ、トッド、大事なお話がございます。領主様に絡んだ深い事情がありまして、イタリアンレストランの開店は一月ひとつき、場合によっては二月ふたつきほど延期することになりました。もちろん、その間お給料はお支払いいたします。しかし、お給料を払う以上はしっかり働いていただきたいのですが、よろしいですか？」


いきなり職が無くなるというのでなければ別に構わない。金をもらうならば働くのは当然だ。俺とトッドが「別にいいけど……」と頷くと、マルクさんがニコリと笑った。


「ありがとうございます。ご理解いただけて嬉しいです。では、開店までの期間、貴族街と神殿のどちらに勤めたいですか？」


「はぁ!?」


「本日、来店くださったお三方にローゼマイン様のレシピを売るつもりなのです。ですが、ローゼマイン様のレシピは少々特殊でしょう？　キッチリと教える立場の人間が必要なので、先方の料理人へのレシピの伝授を二人にお願いしたいのです」


ローゼマイン様のレシピは確かに特殊だ。おいしく食べるための下拵えの過程が多いし、信じられないような調理法が多々ある。レシピだけ教えられても、本当においしくなるのか疑いの方が先に立つのだ。多分、料理歴が長いほど受け入れにくい。俺よりも若いエラの方が馴染むのが早くて、トッドは今でも首を傾げながら作っている。貴族の料理人に俺達が教えたところで相手が受け入れてくれるかどうかわからない代物しろものだ。


「オレ、神殿が良い。フーゴ、頼む。貴族街なんて無理だ」


トッドがざっと青ざめて俺の腕をつかんだ。貴族に緊張しまくって使い物にならなくなるので、トッドは神殿でもローゼマイン様となるべく顔を合わせないようにしていたのだ。神殿ならば今までも通っていたので、まだしも、と思っているのだろう。


「俺もトッドを貴族街にやるのは無理だと思う。お前は神殿でいいんじゃねぇか？」


「助かる、フーゴ。恩に着る！」


……貴族街なんかに行ったら、俺も緊張で毎日吐きそうだけどな！


「では、決まりですね。食堂へ一緒にいらしてください」


分担が決まった俺とトッドはマルクさんに食堂へ連れていかれ、ローゼマイン様から今日の料理を作った料理人として紹介された。ごちゃごちゃとした金銭的な交渉の後、俺達は一月ひとつきの間、お貴族様の専属に料理を教えるという名目で売られることが決まった。






帰り際、井戸のところで夕食の支度をしている女達の中にキルケの姿を見つけた。来年には結婚して俺のためにこうして料理をしてくれるようになるだろう、と想像してにやけながら、俺はキルケに「ただいま」と声をかけてみる。ちょっとした新婚気分だ。


「おかえり。どうだったの、フーゴ？　今日は上手くいった？」


「あぁ。上手くいきすぎて、一月ひとつきくらい貴族街に行くことになっちまった。俺がお貴族様の料理人達に料理を教えることになったんだ」


「えぇ!?　貴族街で教えるなんてすごいじゃない！」


キルケが目を輝かせて喜んでくれ、俺が得意になっていると、キルケと同じように井戸のところで夕食の準備をしていた女達の中に俺の母親がいたようだ。「そんな大事なことは先に親に報告するもんだよ」と怒られた。


……悪いな、母ちゃん。俺はキルケの方が大事なんだ。






出発の日は「頑張ってね。寂しいけど戻ってくるの、待ってる」とキルケに見送られ、俺は中央広場で待ち合わせたトッドと神殿へ向かった。二の鐘が鳴ってから門番の灰色神官に名乗ると、通い慣れた孤児院長室ではなく、神殿の奥の奥にある神殿長室へ通される。


「おはようございます、ローゼマイン様」


「おはようございます、フーゴとトッド。わたくし以外の貴族の厨房で働くのは初めてですから大変でしょうけれど、よろしくお願いしますね。……ザーム、トッドが来ました」


貴族のお嬢様らしい服を着たローゼマイン様が声をかけると、ザームと呼ばれた灰色神官はテーブルの上に大金貨と大銀貨を並べ始める。


……初めて見たぞ。あんな金貨！


「確かにいただきました。ザーム、トッドを神官長の厨房に案内してちょうだい。フランはお金を片付けて、神官長に連絡をお願いします」


「かしこまりました」


不安そうな顔をしたトッドがザームに連れていかれ、フランはお金を袋に片付けると部屋を出て行く。代わりに、料理の助手として厨房にちょこちょこ出入りしていたニコラが、ローゼマイン様の専属料理人になったエラを連れてやってきた。


「ローゼマイン様、エラをお連れいたしました」


「ありがとう、ニコラ。では、フーゴとエラを側仕え達の馬車に案内してちょうだい」


「かしこまりました。……行きましょう、エラ、フーゴ」


ニコラに連れられて、俺はエラと一緒に神殿の玄関へと向かう。そこには、貴族用の信じられないくらい綺麗な馬車があった。今日からローゼマイン様が城に滞在するので、一緒に馬車を出してくれるのだそうだ。貴族の許可なく、平民は貴族街には入れない。


「ローゼマイン様と神官長の準備が整うまで、こちらでお待ちください」


「ありがと、ニコラ。わたしがいない間、大変だと思うけど、頑張って」


「灰色神官や灰色巫女が何人も来ましたから、大丈夫です。エラも色々な料理を覚えてきて、またわたくしに教えてくださいね」


俺達を馬車に案内すると、ニコラはくるりと背を向けて去っていく。エラがその後ろ姿に手を振って見送っていた。冬の間、それから、俺達が神殿を出てからエラも色々あったのだろう。横顔がずいぶん大人びて見えた。


「あれ？　お前、成人したのか？」


馬車の中に入って、周囲の視線がなくなり、やっと体の力が抜けたことで今まで目に入っていなかったことが目に入った。大人びて見えるはずだ。エラが髪を結い上げていた。


「春ですよ、成人したの。貴族街にいたので、成人式には出られなかったんですけど」


「そりゃ、残念だったな」


「ん〜、そうでもないかも？　ローゼマイン様から成人祝いに新しいレシピと、女で力がないからって、厨房で使える小さいミートチョッパーをいただいたんです。うふふ、いいでしょう？　今回の荷物に入っているので、後で見せてあげますね」


ミートチョッパーは肉をミンチにするのに使われる機械だ。街では大量の肉を潰してブルストを作る肉屋が所有している物で、かなり大きい。個人で所有する物ではない。まさか小さいミートチョッパーがあるとは思わなかった。


「それがあったらハンバーグがかなり楽に作れたはずだ。ずるいぞ」


「ミートチョッパーだけじゃなくて、お抱えの鍛冶職人に料理の道具を頼んでくださるんですって。貴族街ではどうしても女は不利だから、少しでも楽に料理できるように……」


ローゼマイン様はずいぶんとエラを可愛がっているらしい。料理が楽になる道具なんて俺にはくれなかった。ずるすぎる。


「なぁ、エラ。そういえば、貴族街のどこに行くんだ？」


「え？　領主様のお城ですよ？　今更何を言ってるんですか？」


「城!?　いや、貴族街とは聞いたけど、それ以上は聞いてないぞ！」


城に行くのはローゼマイン様で、俺は騎士団長の家に放り込まれるのだと思っていた。


しかし、エラに話を聞いてみると、エラと俺は二人揃って城の厨房に行くらしい。エラは成人したばかりの女性なので実力よりも外見で判断されるし、どうしても軽んじられる。だから、成人男性である俺と組ませて城の厨房に馴染ませるのだそうだ。


そして、騎士団長の家からは料理長がレシピを覚えるために城へ派遣されてくるらしい。その料理長とエラは面識があるようで、レシピの交換も少ししたそうだ。エラのことはまだ軽視しているようだが、ローゼマイン様のレシピを知りたくて仕方がないそうだ。


「カルステッド様のお屋敷よりもっと大きな厨房に一人で放り込まれると思っていたから、フーゴさんが一緒で心強いですよ。初めて神殿に行く時もこんな気分だったなぁ。あの時はベンノさんに連れられてフーゴさんと神殿に行ったんですよね。今回はローゼマイン様に連れられて領主様のお城ですよ。期間限定とはいえ、わたし達、宮廷料理人ですね」


「……考えただけで腹が痛い」


下町の料理人がいきなり宮廷料理人だなんて、考えただけで腹が痛くなる。エラから聞いた貴族の料理人のプライドの高さや傲慢さを思えば尚更だ。


「フーゴさんって、実はトッドさんより気が小さくないですか？　せっかくの新しい職場なんですから、新しいレシピを探しましょうよ。目標を持って行けばいいんです」


「よし！　だったら、俺、貴族街から戻ったら、キルケの親父さんに挨拶に行く」


「……え？　キルケって、フーゴさんに恋人ができたんですか？」


エラがポカンと口を開けて俺を見た。信じられない、と顔に大きく書いてある。


……信じられなくてもできたんだよ！


「あぁ、最近な。神殿で料理人をしていたってことで箔がついて、恋人ができたんだ。お前もできるんじゃね？　いいぞ、恋人がいると色々なところで張り合いが出るんだ」


「へぇ〜。それはよかったですね〜」


ものすごく興味なさそうにエラが相槌あいづちを打つ。こいつは料理馬鹿だから、成人したとはいえ、色恋沙汰いろこいざたにはまだ興味がないお子様なのだろう。


「期間限定とはいえ、宮廷料理人だったら箔付けにはピッタリだよな？　キルケの親父さんに結婚、許してもらえると思うか？」


「フーゴさんがお城に行っている間に振られなければ、大丈夫なんじゃないですか？」


「エラ、お前、おっそろしいことを言うな！」


……去年も今年も星祭りではタウの実をぶつける側だったが、来年は違う。俺はやる。城へ行って修業して戻ってきたら、キルケの親父さんに挨拶に行くんだ！

            







あとがき






お久しぶりですね、香月美夜です。


この度は『本好きの下剋上　〜司書になるためには手段を選んでいられません〜　第三部　領主の養女Ｉ』をお手に取っていただき、ありがとうございます。この巻より新しく第三部の始まりです。






カルステッドの娘として洗礼式を受け、同時に領主と養子縁組をして領主一族となったローゼマイン。一気に家族と側近などの関係者が増えました。実はローゼマインも顔と名前を一致させるのに大変な思いをしています。読者の皆様もそれぞれが深く関わるところでゆっくりと覚えていってくださいませ。（笑）


第三部の大きな目標は、貴族社会に馴染むことと、ローゼマインの体を治すためのお薬作ることです。貴族社会に馴染むどころか、料理人のレンタルで保護者からお金をぼったくったり、チャリティーコンサートで寄付金集めを始めたり、演奏会の物販で荒稼ぎをしたりしていますが、そのうち馴染むといいね、と生暖かく見守ってください。


お薬作りのためには素材採集が必要なので、移動のために自分の騎獣も作りました。これもまた貴族社会では今までになかった形でフェルディナンドには不評です。けれど、風を受けずに移動できるし、荷物も一緒に運べる優れものなのです。


領主の養女、印刷業の責任者、神殿長、孤児院長として仕事が多くて忙しいローゼマインですが、離れてしまった下町の家族への思いは募るばかり。ほんの少しの機会を見つけては契約魔術に違反しない範囲で交流を重ねます。


そして、せっかく権力を手に入れたのでローゼマインは印刷業もどんどん進めていきます。ロウ原紙を作るために機械の注文を受けたのはヨハンと、初めてのグーテンベルク志願者ザック。実は、第二部Ⅲの短編「グーテンベルクの称号」で出ています。実力を示してグーテンベルクになりました。印刷を広げるために頑張ります。






この巻では新しいキャラクターが大量に増えた上、四コマ漫画まで描いてくださるということで、椎名様のお仕事がいっぱいです。申し訳なくもあり、可愛いイラストが多くて嬉しくもあります。椎名優様、ありがとうございました。


最後に、この本をお手に取ってくださった皆様に最上級の感謝を捧げます。


第三部Ⅱは冬の初めになる予定です。そちらでまたお会いいたしましょう。






二〇一六年七月　香月美夜



            





    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  





    
  
  





    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




第三部　領主の養女II



プロローグ


収穫祭の打ち合わせ


ハッセの小神殿


新しい孤児達


孤児の扱いと町の調査


神殿の守り


新しい課題と冬支度の手配


イタリアンレストラン開店


ハッセ改革の話し合い


入れ替わり生活


収穫祭の準備


ハッセの契約


商人の活動開始


ハッセの収穫祭


収穫祭


シュツェーリアの夜


後始末


わたしの冬支度


エピローグ






ヴィルフリートの一日神殿長


ハッセの孤児


ユストクスの下町潜入大作戦






あとがき


巻末おまけ漫画：しいなゆう
「ゆるっとふわっと日常家族」









    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




プロローグ


エーファはトゥーリの邪魔にならないところにお茶を置いてから椅子に座ると、トゥーリの手元を見つめた。花だけではなく、秋の実りも感じられるような髪飾りが欲しいという顧客の無茶な要求に応えようと、トゥーリは見習い仕事から戻ってくるや否や一心不乱に秋用の髪飾りを作り始めたのだ。それは食後も続いている。コクリと自分のお茶を飲みながらその作業を見つめ、手を止められそうな頃合いを見計みはからってエーファは話題を振ってみた。


「ねぇ、トゥーリは聞いた？　ちっちゃい神殿長が昨日の成人式でやったこと」


「仕事場でラウラから詳しく聞いたよ。ラウラのお姉ちゃんが成人式だったんだって」


エーファも夏の成人式に出席した娘を持つご近所の奥さんから井戸端で聞いたばかりの話だったが、トゥーリも仕事場で聞いてきたようだ。


「わたし達も神殿までマインを見に行ったけど、式の間は扉が閉まってるじゃない。今日、話を聞いてビックリしちゃったよ。マインったら星祭りと違って皆が真面目にお祈りをしてないからってお祈りのやり直しをさせたんでしょ？」


トゥーリの言葉にエーファは苦笑しつつ頷うなずいた。ローゼマインの神殿長姿を見るために、星祭りに続いて夏の成人式も家族で神殿の扉の前まで行ったけれど、式の間は扉が閉ざされていて中は見えなかった。扉が開けられてからは退場してくる新成人達の流れにカミルを潰つぶされないように気を付けながらローゼマインの姿を見ることに集中していたため、周囲の話にはあまり耳を傾かたむけていなかった。神殿まで行った家族は誰も気付かなかったけれど、今日は成人式の話で持ち切りだ。


「お祈りの違いで祝福の量がホントに違うって、ラウラのお姉ちゃんはビックリしてたらしいよ」


トゥーリはきりの良いところで手を止めると、一度立ち上がってお茶のあるところへ席を移動しながら笑った。星祭りの結婚式で本物の祝福ができるちっちゃい神殿長は街の噂になっていたのに、夏の成人式でお祈りのやり直しをさせたのだ。今までこれほど神殿のことが噂になったことがあるだろうか、と首を傾かしげてしまうくらい神殿長の噂が広がっている。


「星祭りの時の話が広がったせいで、昨日の成人式は本物の祝福に興味津々という人が多かったから、皆が上の空だったのかもしれないわね」


「でも、真剣に祈ってないからやり直し！　なんてお貴族様の神殿長に言われたら、普通は粗相そそうをしたと思って怖がるよ。それくらいわかってるはずなのにマインったら」


トゥーリが頬ほほを膨ふくらませてそう言った。


「そうね。でも、幼くて本物の祝福ができる神殿長が平民から好奇の目で見られたり、侮あなどられたりすることは神官長が許さないと思うわ」


本当にマインかと一瞬疑ってしまうくらい、遠く離れた祭壇さいだんの上にいた神殿長はお貴族様に見えた。髪飾りの注文のために孤児院で面会を許されたトゥーリが「マインの所作が驚くほど綺麗きれいで見違えた」と言っていたように、親の目から見てもまるで別人のような変わり方だったのだ。貴族になるために無理をしているのではないか、とエーファは心配で仕方がない。


「祝福のやり直しはマインがお貴族様として生きていくためには必要なことなのよ、きっと」


「うーん、わたしは絶対にマインが変なことを考えて始めたことだと思うんだよね。だって、今までは別に真剣に祈らなくても良かったんだから」


トゥーリが唇を尖とがらせて言った。確かにそうかもしれない、とエーファは思わず笑ってしまう。


「マインは自分なりの勝手な理由でわけがわからないことを始めてたからね。でも、お貴族様になっても同じようなことをして、周囲を振り回せるとは思えないわ」


「ルッツの言い方では中身は変わってないみたいだよ？　マインがやり直しをさせたせいで、ちゃんとお祈りしないと本物の祝福がもらえないよって秋の洗礼式を受ける子が脅おどされてるみたい。今度からは皆ちゃんとお祈りするようになると思うよ」


お茶を飲み終わったトゥーリが元の椅子に座り直し、髪飾り作りを再開した。なかなか納得がいかなくて何度も作り直していた髪飾りだったけれど、完成は間近だ。


「いい感じに仕上がってきたじゃない」


「……マインが手紙で編み方を教えてくれたからだよ。わたし一人じゃ何種類もの木の実を作るなんて無理だったもん」


「あんな線だけの手紙で編み方がわかるトゥーリだからできたのよ」


マインの手紙を睨にらみながら試行錯誤を繰り返していたトゥーリの姿を知っているので、完成が近づいていることが感慨深い。トゥーリは何種類かの木の実に加えて、一枚、一枚細い高級な糸を使って花弁はなびらを編み上げ、でき上がった花弁を膠にかわで柔らかい曲線を作りながら花芯かしんに巻き付けて立体的にしていた。この髪飾りのためにギルベルタ商会からは金属製の新しいかぎ針も与えられたため、最初に作っていた物より緻密ちみつで綺麗になっている。


「三日後には納品だから、ギリギリまで頑張るつもり。わたし、マインの髪飾り作りだけは絶対に誰にも取られたくないんだよね。……唯一マインと会える時間になりそうだから」


城での生活に比重が傾けば顔を見ることもできなくなるだろう、とギルベルタ商会で言われたらしい。トゥーリは青い瞳に強い決意の光を宿らせて髪飾りを睨むように見つめていた。






その夜、エーファは晩酌ばんしゃくをしているギュンターにトゥーリと話していた内容を語った。


「……だんだん神殿にいる時間が減っていって顔も見られなくなるんですって。神事の時に遠くから見ることもできなくなっちゃうかも……。それでなくても、秋の洗礼式はご近所で洗礼式を受ける子が多いから行けないじゃない？」


マインはご近所さんとの付き合いが少なかったし、葬式自体はすでに終わっているし、祭壇の上と下で距離がある。トゥーリやルッツの話によると、別人のように立ち居振いふる舞いが変わったようだから、マインとちっちゃい神殿長が同一人物であるということはバレにくいとエーファは思う。けれど、エーファ達が神殿に行けば話は別だ。神事の後に神殿の中を覗のぞき込んでいれば変に思われるし、理由を尋たずねられると返答に困る。


「契約魔術のこともあるから、それなりに距離は取るつもりだけど、わたしもマインの顔を近くで見たいわ。やっぱり心配だもの」


「マインに間近で会えないのはエーファだけだからな」


門の兵士であるギュンターは、エーレンフェストの神殿からハッセの神殿へ神官達を移動させる時の護衛ごえいになることが決まっていて、ハッセで会えることになっている。かなり浮かれているギュンターが今は少しばかり羨うらやましい。


「トゥーリが髪飾りを持って行く時に一緒に行けばどうだ？」


「カミルの世話があるから無理よ」


「休みを交代してくれないかって誰かに頼んでみてもいいぞ。今のトゥーリが入れてもらえたんだ。エーファだって大丈夫だろ？」


エーファは門の士長だった父親の手伝いをさせられていて、貴族が数人は出席する兵士達の会議でお茶を出していたことがある。その時に教えられた動き方や言葉遣づかいは今のトゥーリ達とそれほど変わらないから、今ならばギルベルタ商会に頼み込んで訓練中のトゥーリと一緒に神殿へ行けるかもしれない。けれど、ルッツやトゥーリがお貴族様に通用するような立ち居振る舞いを身につけてしまえば、エーファがいくら頼んでも貴族の前へ出すには相応しくないと断られるだろう。


……子供達の成長は早いもの。本当に今だけだわ。


エーファの心に何とも言えない焦りが浮かんできた。


「今だけなのは礼儀作法だけじゃない。領主の城にマインの生活が移されたらどう考えても無理だ。俺達じゃ城どころか、貴族街にも入れないからな。それに、今はカミルの世話で仕事を休んでいるから俺が休みを交代してもらえれば何とかなるが、エーファが仕事を始めれば休むのも難しくなるんじゃないか？」


……ギュンターの言う通りだわ。


エーファは自分の胸元をきつく握った。貴族になってしまった娘に会える機会は本当に今しかない。


「ギュンター、三日後に仕事を休めるよう誰かにお願いしてみて」






髪飾りの納品に同行させてほしいとギルベルタ商会に頼み込んだ結果、エーファは孤児院長室に来ることができた。


「母さん、ここではローゼマイン様って言わなきゃダメだからね」


「わかってるわ」


カミルを妊娠していた時は、孤児院長室への立ち入りを遠慮してほしいとフランから言われていたので、エーファが孤児院長室に入ったのは今回が初めてだ。


……こんな部屋だったのね。


トゥーリ達から話は聞いていたけれど、「扉から入ったホールだけでもウチより広くて、全く見たことがない豪華な家具がいっぱいあるんだよ」では部屋の様子を思い浮かべるのは難しい。周囲を見回しながら、フランに案内されて二階へ上がる。部屋の中に階段があるのもエーファにとっては見慣れなくて不思議な感じだ。


「ローゼマイン様、ギルベルタ商会が到着いたしました」


「ありがとう、フラン」


装飾が彫り込まれた豪奢ごうしゃな椅子に座っていたローゼマインが、家では見たことがなかった綺麗な作り笑いで振り返る。その途端、「うぇっ!?」と間抜けな声を隠すように口元を押さえて目を丸くした。すぐに取とり繕つくろった笑顔を浮かべたけれど、娘が変わっていないことは明白だ。


エーファも笑い出したくなったけれど、それはルッツとトゥーリも同じようだ。笑い出すのを堪こらえているような顔で、ベンノの挨拶あいさつを聞いている。


「いつもトゥーリと一緒に簪かんざしを作っている職人です。本日は挨拶のために連れて参りました」


前もって言われていた通り、ベンノはエーファを簪の職人として紹介してくれる。ニコリと微笑んでローゼマインが立ち上がった。


「貴女方の作った簪をいつも愛用しています。あちらの部屋で新しい簪を見せてください」


そう言ってローゼマインは騎士や側仕そばづかえに指示を出しながら大きな寝台の更に向こうにある扉を開けた。これだけ広いのにまだ奥に部屋があることに驚きながらエーファはその部屋へ入る。


扉が閉まった瞬間、ローゼマインはエーファが知っているマインになってルッツを睨んだ。


「聞いてないよ、ルッツ！　ビックリしすぎて死ぬかと思ったでしょ！」


「そんなことを言われても、ギュンターおじさんが休みを交代してもらえたからカミルを預けられたんだ。秋の洗礼式はフェイの妹が洗礼式で神殿まで行けないからお願いって、オレだっていきなり頼まれたんだよ。嫌ならもう連れてこないぞ」


「ごめん。ビックリしただけで、嬉しかったから、都合が合えば連れてきて欲しい」


ルッツと砕けた物言いをしている様子を見れば、どんなに着飾っていても中身はマインで変わっていないと思えた。けれど、自分達家族とはどこまでの触れ合いが契約魔術で許されているのか、エーファにはわからない。ローゼマインにどのように声をかければ良いのかわからなくて、口を開きかけては閉じて言葉を探す。母親としての言葉は慎つつしむべきだろう。一緒にこの部屋に入って来た騎士のダームエルを見て、エーファはそう判断した。


ダームエルは巫女見習いの頃から護衛をしてくれていた騎士でエーファとも面識がある。温厚で人が良いことを知っているけれど、彼は貴族だ。ここで何か失敗すれば、二度と娘と顔を合わせることはできなくなる。


「……元気そうで、安心しました」


色々と考えたエーファが久し振りに間近で会えた娘にかけられたのは、そんな他人行儀な言葉だった。それでも、嬉しそうな顔ではにかむようにローゼマインが微笑む。甘えたい時の顔だな、とエーファは思った。けれど、ここで甘やかすことは許されないだろう。


「トゥーリ、ローゼマイン様に簪をお出しするんだ」


ベンノの声にトゥーリは小さく頷いて、丁寧ていねいな仕草で簪を取り出した。家で何度も練習していた動きだ。最初はぎこちなかったけれど、とても動きが滑なめらかになっている。「マインはもっとすごかったの」と悔くやしそうに言っていた。ローゼマインの動きを見れば、トゥーリの言葉に納得するしかない。


「ローゼマイン様、こちらが新しい髪飾りでございます」


薄い黄色の大輪の花は花弁を一枚一枚作って、膠を使って本物の花のような曲線を作って花芯に巻き付けていった物だ。とても華やかな仕上がりになっている。そこに秋らしくオレンジになっている木の葉や赤く色づいた木の実が可愛らしく飾られている。トゥーリの渾身こんしんの作品である。


「付けていただいてもよろしくて？」


ローゼマインはそう言ってエーファに向かって背中を向ける。ベンノやトゥーリに視線で確認し、最後にダームエルに視線を向ける。彼は許可すると言うようにわずかに顎あごを動かした。


トゥーリが作った髪飾りを手に持って、エーファはローゼマインに近付く。昔よりずっと綺麗な艶があり、複雑に結われた髪に緊張で少し震える手でゆっくりと髪飾りを挿さす。同時に、ダームエルの視界から隠れる場所を探してそっと撫なでた。母親に甘えたそうな娘に今のエーファができる精一杯の甘やかしだ。


「似合うかしら？」


呟つぶやくような小さな声が涙声に聞こえた。こんな少しの触れ合いにも飢うえている娘の気持ちを考えると、エーファも胸が締め付けられるような思いがして瞼まぶたが熱くなってくる。


「えぇ、とても。……とてもよくお似合いです」

            





    
  
  




エーファの声も震えた。ローゼマインが振り返ったけれど、きちんと笑えているのかどうかエーファにはわからない。けれど、自分を見上げてくる金色の瞳が揺れていて、「母さん」と言いながら今にも抱きついてきそうな目をしていることはわかる。たまに自分の居場所を探すように不安定になって人肌を探していた時の目だ。そんな甘えん坊なマインの顔を覗かせた直後、ローゼマインはハッとしたように諦あきらめを含んだ寂しそうな笑顔になった。


「とてもよくお似合いです、ローゼマイン様」


お互いに手を伸ばしたくても伸ばせない空気を敢あえて断ち切るようなベンノの声にローゼマインが振り返る。その時にはお貴族様らしい綺麗な作り笑いになっていた。


「素晴らしいです、トゥーリ。この髪飾りはわたくしの想像以上でした」


商売に関するやりとりが始まれば、エーファにできることはない。一歩下がってエーファはローゼマインの様子をただ見つめていた。手を伸ばしたら届くのに伸ばしてはならない立場が歯痒はがゆい。






……今のマインを抱き締めてくれる人が貴族の中にいるのかしら？　すごく心配だわ。

            





収穫祭の打ち合わせ


母さんとトゥーリに作ってもらった簪を挿して、わたしは秋の洗礼式に臨んだ。


夏の成人式で、真剣に祈らなければ祝福が得られないと言ったことが噂になったようで、わたしとあまり変わらない小さい子供達が真剣な顔で祈りを捧げていた。この調子で信仰心を高めておくれ、と思いながらわたしは祝福を与える。家族と顔を合わせることもないため、わたしのテンションは少し低いままで秋の洗礼式は終わった。






「本日は三の鐘から会議が行われます。会議室へ移動しましょう」


洗礼式の次の日、フランから予定を聞いたわたしは首を傾げた。


「今まで会議という言葉を神殿で聞いたことがありませんけれど、どのような会議ですか？」


「そういえばローゼマイン様は初めてですね。洗礼式の次の日には会議が行われ、貴族街の洗礼式がいつどこで行われるのか、誰を派遣するのかを決めるのです。それに加えて、秋は収穫祭の派遣先も決めなければなりません。春ならば祈念式の派遣先を決めます」


フランの回答にわたしはポンと手を打った。未成年だからとか、平民に旨味を与えたくないからという理由で去年は外されていた会議だ。今年からは神殿長として毎回出席しなければならないらしい。本当に去年のわたしは、青色巫女見習いとは名ばかりだったようだ。


「フラン、わたくし、領地内のことを全く知らないのですけれど、会議の前に軽く教えてもらっても良いかしら？」


ヴィルフリートが文字を覚えたら地理や歴史を教えてくれる教師がつくという話だったが、収穫祭で領内の各地に送られるのに何も知らずに赴おもむくわけにはいかないだろう。


「……領地内のことを説明するには地図が必要になりますが、今から神官長に地図をお借りする時間はございません。地図は後程にして、今は収穫祭について説明いたします」


収穫祭は農村での一年の収穫を祝い、神々への感謝が捧げられる祭りである。青色神官と文官ぶんかんが必ず一人は行くことになっていて、文官は徴税ちょうぜいを、神官は神事を行うらしい。なんと農村では収穫祭の時に洗礼式と成人式と結婚式を同時に行うそうだ。


「農村は人数が少ないため、一度に済ませるようです」


春の祈念式は長い冬籠ふゆごもりの後になるので食料が少なくなっている。おまけに、皆が夏の住居に帰る支度したくをしているため、お祝いのお祭りには向かないらしい。ちなみに、ギーベと呼ばれる貴族が治める農村では神事に加えて、小聖杯しょうせいはいの回収をしなければならないそうだ。農村へ行って祝福だけしてくれば良かった祈念式と違って、収穫祭は意外と忙しいのかもしれない。


「ローゼマイン様、三の鐘です。会議室に向かいましょう」


会議が行われる部屋は、学校の教室くらいの広さがあり、テーブルがいくつも長く並べられて大きな長方形の形になっていた。青色神官の数をざっと見回せば、全員揃そろっているのにテーブルは半分も埋まっていない。深刻な神官不足というのが目に見えてわかる。


皆の注目が集まる中、わたしは長いテーブルの横を歩き、フランが引いてくれた椅子に座る。長テーブルの短辺に一人で座るなんて偉そうだな、と思うけれど、よく考えたらわたしは神殿長なので、ここにいる中では一番偉かった。


……神官長の方が偉そうだから自分が最高責任者だってこと、すぐに忘れちゃうんだよ。


「これより秋の洗礼式、及び、収穫祭についての話し合いをしたいと思う」


フェルディナンドが司会を務め、決定事項を述べるだけなのでさくさくと会議は進んでいく。途中でエグモントが去年と割り当てが変わったことに文句を言ったけれど、「何故去年と同じ待遇たいぐうが得られると思うのだ？」というフェルディナンドの心底馬鹿にしたような一睨ひとにらみで沈黙した。


どうやら前神殿長が更迭こうてつされても神殿における青色神官は待遇が変わらなかったので、びくびくしていた青色神官もこれまで通りの生活がまかり通ると、勝手に考えたらしい。甘すぎる。


「神殿長であるローゼマインが厳しい対応をしなかったからといって、其方等そなたらの行動が許されるわけではない。神殿長と神官長、両者の決定に従えないならば神殿から出ることも考慮こうりょするように」


実家にも行き場のない青色神官に「不満ならば出て行け」と言い放ち、フェルディナンドは青色神官達をきゅっと締めると、貴族街の洗礼式への割り振りを発表する。


「神殿長と神官長が洗礼式に向かわないのは何故ですか？」


「私と神殿長には城で行われる貴族としての務めもあり、騎士団からの召集もある。それらは他の青色神官に交代できることではない。其方等にできる仕事はできるだけしてもらう。そして、神殿に対する貢献こうけんの度合いで、これから先の仕事の割り振りも決めるつもりだ」


「なるほど。よく理解できました」


前神殿長が丸投げしていた書類関係の仕事も、最終的には他の青色神官に振りかけられるようにする、とフェルディナンドは言っていたけれど、それはかなり先の話になりそうだ。


「……以上だ。各自、予定の確認と準備を怠おこたらぬように」


結局、わたしは収穫祭で派遣されることになる地名を聞いても全く理解できないまま、会議は終わった。フランが一生懸命書字板にメモを取っていたので、後で地図と合わせて教えてもらおう。そう考えていると、フェルディナンドが席を立つわたしを呼び止めた。


「ローゼマイン、午後から詳しく説明する。部屋で待機しているように」






昼食を終えて少しすると、フェルディナンドがザームを連れてやってきた。ザームは色々と資料を抱えていて、テーブルの上に次々と広げ始める。地図の位置や資料の順番について指示を出しながら、フェルディナンドは「収穫祭についてだが、君は何を知っている？」と尋ねてきた。


「会議の前にフランから少し話を聞いただけです。ほとんど何も知りません」


「文官は徴税を、神官や巫女は神事を行う。そして、お布施ふせ代わりに収穫された物をもらうことになる。この収穫物は冬支度の食料として使っても良い」


フランと同じような説明に加えて、お布施代わりに手に入る食料について教えてくれる。孤児院にとってすごく助かるけれど、農村を回る度に増えていく収穫物はどうすればよいのだろうか。


「収穫祭は一人で十五カ所ほど回らなければならないのですよね？　荷物が増えて大変なことになるし、移動中に傷いたむのではありませんか？」


「何のために文官が一緒に行くと思っている？　転移陣で運ぶために決まっているであろう」


フェルディナンドによると転移陣は魔術具で、発送専用の魔法陣と受け取り専用の魔法陣のセットになっている物らしい。文官は発送用の魔法陣を持って収穫祭に赴き、徴税された収穫物を城に設置されている受け取り用の魔法陣へ発送するのだそうだ。青色神官の受け取った食料も同時に運ばれ、後で各自が城へ取りに行くことになっているらしい。


「そ、そんな便利な魔術具があるなんて初めて知りました」


「便利でなければ魔術具として価値がないではないか。当たり前のことを言わないように」


貴重な魔力を使うのだから便利で、なるべく多くの者にとって利益となるのが良い魔術具らしい。


「その魔術具、商人が使えばもっと流通が良くなって栄えると思います」


農村の収穫物を一気に運べるくらいだ。流通に使えれば危険と向き合いながら商人達が街の外に出る必要がなくなるし、流通コストが下がれば商品の単価も下げられるはずだ。わたしの力説にフェルディナンドは「あぁ、そうだな」とおざなりな口調で同意した。


「商人に魔力があればすでに使われているだろう、と私も思う」


「うぐっ。……神官長、魔力がなくても使える魔術具が欲しいです」


「それはもはや魔術具ではない」


フェルディナンドはきっぱりとそう言って魔術具に関する話を切り捨てると、「収穫祭で向かう先だが……」とさっさと話題を変えた。


「わたくし、どこに向かえば良いのか、農村の名前を聞いても全くわかりませんでした」


洗礼式前に受けた教育の中で教えられたのは親戚関係とその領地だった。わたしが知っている地名は他の青色神官が向かう場所になっており、今回訪れるところには入っていない。


「今から説明する。この地図を見なさい」


ザームがテーブルに広げてくれていたのは、祈念式の時にフェルディナンドとカルステッドが覗き込んでいたのと同じ、赤と青で色分けされた地図だった。


「この赤い部分が領主の直轄地ちょっかつちだ。こちらの青い部分はギーベである貴族が治める部分になる。君は初めての収穫祭になるので、この辺りの比較的エーレンフェストに近い部分を割り当てている」


フランが農村の名前を述べていく通りにフェルディナンドが地図を指差し、一日目、二日目、と指先が道筋をたどっていく。


「近い部分と言う割には、意外と南北に長いですね」


「ここで素材の採集も合わせて行ってもらうからな」


フェルディナンドの指先がドールヴァンを指差した。わたしが向かう範囲で最も南にある村だ。


「ドールヴァンの外れにある森には、満月の夜に実がなる魔木まぼくリュエルがある。シュツェーリアの夜は最も秋の魔力を溜ためると言われていて、実際に風の属性値が高い素材を得やすい」


「シュツェーリアの夜？　命の神エーヴィリーベが復活し、土の女神に近付けまいとする風の女神シュツェーリアが最も力を放つと言われている秋の終わりの満月のことですか？」


聖典にあった神話を思い出しながら確認すると、フェルディナンドは「よく読み込んでいるようで結構だ」と頷いた。


「シュツェーリアの夜に採とれるリュエルの実が、君の薬であるユレーヴェには必要だ。エーレンフェストの領地内で採集できる秋の素材の中で、リュエルの実は秋の属性である風の純度が高く、魔力含有がんゆう量の多い最高品質の物といえる」


「属性の純度って何ですか？」


「一つの属性値だけが高くて他の属性値が低い場合、属性の純度が高いという。逆に、一つの素材に同じくらいの属性値で複数の属性を有する場合は、属性数が多いという」


わたしの薬の素材は春夏秋冬それぞれの季節で純度の高い素材を集めなければならないため、どんなに早く集めようとしても一年はかかるのだそうだ。そして、わたしの場合は魔力が固まったのが記憶にないほど昔の可能性もあり、できるだけ高品質な素材が必要らしい。


「私も収穫祭に向かわねばならないため、君に同行はできぬ」


「祈念式は一緒に行ったのに、ですか？」


「祈念式は色々な危険や調べたいことがあったからな」


今回は別行動になるらしい。収穫祭は初めてなのだけれど大丈夫だろうか。不安に顔を曇くもらせるわたしに、フェルディナンドは「大丈夫だ」と軽く言った。


「護衛の騎士に加えてエックハルトとユストクスを付ける。彼等の言うことをよく聞くように」


聞いたことがない名前が出てきて、わたしは首を傾げた。


「エックハルト兄様はわかりますけれど、ユストクスはどなたでしょう？」


「君に同行する徴税官で、リヒャルダの息子だ」


リヒャルダの息子なら頼もしい気がする。多分わたしに危険がない人物を選んでくれているのだろう。エックハルトにしても、リヒャルダの息子にしても領主に近い位置にいる人ばかりだ。


「採集に関しても、収穫祭に関しても彼等の言うことに従っておけば問題ないはずだ。採集に必要な道具は収穫祭が近付いたら渡す」


「至いたれり尽つくせりですね。ありがとう存ぞんじます」


あまりの周到さに驚きながら、わたしは礼を述べた。どうしてもその素材の採集を成功させなければならないとフェルディナンドが準備しているのがわかる。


「秋の半ばから始まる収穫祭まではまだ日がある。それまでに騎獣きじゅうの扱いには慣れておくように。……あぁ、それから、先日ベンノから連絡があった。孤児院に灰色神官を送ってほしいそうだ」


「はい、わたくしも聞いています」


孤児院のドアを設置し、生活に必要な物をある程度運んだので、灰色神官と灰色巫女を移動させ、生活基盤を整えながら収穫祭までに不足を解消してほしい、と言われている。


「灰色神官達を移動させる時に大量の食料や物資も運ぶため、門の兵士を護衛として動員してほしいと頼まれた」


食料や工房の道具など運ばなければならない物はたくさんある。ハッセは半日ほどで着くので遠くない町とはいえ、何度も大量の荷物を運んでいれば盗人ぬすっとから狙われるらしい。実際に狙われたと聞いた。護衛は必要だが、普通は商人の移動に兵士が動くことはない。兵士が動くのは街を守る時や領主からの命令があった時だけだ。


「ギルベルタ商会は領主の指示で動いていますから、兵士の動員も可能ですよね？」


「あぁ、私としては東門の士長にその役を任せようと思うのだが……」


ちらりとわたしを見ながらフェルディナンドがそう言った。東門の士長は父さんだ。わたしは父さんに会える期待感で「わたくしも馬車で一緒に参ります！」とバッと大きく手を挙げた。


……騎獣で行くつもりだったし、馬車は苦手だけど、父さんに会えるなら我慢するよ！


「馬鹿者！　領主の娘が街の外へ馬車で向かうことになれば護衛するのは騎士団だ。下町の兵士の出番などなくなるに決まっているであろう」


「えぇ!?　そんな！」


……せっかくの機会なのに顔を合わせることもできないなんて……。ショックだよ。


希望から絶望にひっくり返されたわたしがしょぼくれて肩を落とすと、フェルディナンドは「他人の話は最後までよく聞きなさい」とこめかみを押さえた。


「君は私や護衛騎士と共に領主の娘として騎獣で向かうが、馬車に付けた兵士には滞在中の護衛も任せるつもりだ。少なくとも現地で何度か顔を合わせる機会はあると思われる」


呆あきれたように「まったく君は」と言いながらフェルディナンドがそう教えてくれたことで、わたしの気分は再浮上し、満面の笑みを浮かべて神に祈った。






フェルディナンドとの話が終わると、わたしは孤児院長室へ行くことにした。モニカに工房へルッツとギルを呼びに行ってもらい、そわそわと二人の到着を待つ。ルッツ達が到着すると、「またアレを見るのか」と小さく呟くダームエルを隠し部屋の護衛に任命して、即座そくざに隠し部屋へ入った。


「ルッツ、ルッツ〜！」


わたしは鼻歌まじりでルッツに「とぉっ！」と飛びつく。ルッツはわたしのテンションの高さについてこられていないようで、「熱出すぞ」と疲れたような声で注意しながら抱き留めてくれた。


「うふふ〜。あのね、ハッセの孤児院に灰色神官達を送っていく時に父さんが護衛として付くんだって。わたし、久し振りに父さんに会えるんだよ」


踊りだしそうなテンションの報告にルッツは何度か目を瞬またたいた後、不思議そうな顔になった。


「……あれ？　貴族は騎獣で孤児院へ行くから護衛をしても会えないだろうって、旦那様が言ってたぞ。それを聞いたギュンターおじさんがどよーんと落ち込んで仕事にならないって、トゥーリとオットーさんから聞いたけど？」


どうやらすでに護衛の話は門に伝わっていて、話が回ってきた時に父さんは喜び勇んで引き受けたそうだ。その後でわたしは貴族として騎獣で移動すると知って、父さんは今「仕事に行きたくない」と鬱陶うっとうしいほどに毎日愚痴ぐちを垂れているらしい。つまり、わたしと父さんは親子揃って、騎獣で移動したら会えない、と同じように落ち込んだということになる。


……何、その妙な繋つながり。


ぷぷっと笑いながら、わたしはルッツに伝える。


「確かに騎獣で移動するけど、わたし達がハッセにいる間は兵士にも護衛を任せるから、何度かは顔を合わせる機会があるって、神官長が言ってたの」


「マジかよ!?　じゃあ、ギュンターおじさんに伝えておくからな。ホントにどんよりしてたから、それを聞いたら仕事をやる気になるだろ」


「うん、わたしも楽しみにしてるって伝えて！　あ、手紙を書くよ」


わたしは急いで「ハッセで会えるの、楽しみにしているからね。お仕事、頑張って」と手紙を書いてルッツに渡した。


次の日、手紙を渡してくれたルッツが笑いながら報告してくれた。受け取った父さんは、手紙を読んだ直後から見ていて面白いくらいにやる気が戻ったらしい。母さんとトゥーリが「わたし達が言っても全然元気にならないのに、手紙一枚で元気になるんだから」と笑っていたと聞いた。

            





ハッセの小神殿


今日は灰色神官と灰色巫女の移動が行われる日だ。下町に通じる神殿の裏門の方にベンノが差し向けてくれた馬車が二台並んでいる。見送りのために孤児院の皆が集まる中、灰色神官と巫女が三人ずつ馬車に乗っていく。灰色巫女の馬車にはルッツが、灰色神官の馬車にはマルクが乗ることになっているそうだ。


「では、気を付けて移動してくださいね」


「はい。ローゼマイン様の大事な神官達をお預かりいたします」


孤児院の代表者であるわたしは、跪ひざまずいているマルクの挨拶に貴族らしい頷きで応えた。けれど、どうしても視線がマルクを通り越してしまう。マルクとルッツは仕方がなさそうな笑みを浮かべ、視線をわたしと同じ方へ向けた。


そこには一人の兵士が跪いている姿がある。本来は東門からハッセまでの護衛を頼まれたはずなのに、父さんは一人だけ神殿まで灰色神官達の乗る馬車を迎えに来たのだ。思わず笑いそうになるのを堪えながら、わたしは父さんにも挨拶の言葉を述べる。


「後ほどわたくしもハッセに向かいます。道中の護衛、よろしくお願いいたします」


「お任せください」


そう言って立ち上がった父さんがニッと笑って自分の右手で胸を二回叩いた。わたしも同じ動作を返し、神殿を出発する馬車を見送る。


わたし達がハッセに向かって出発するのは三日後だ。皆がハッセに到着して荷物の片付けを終える期間を考慮すると、最低それくらいの日数は必要になる。わたしは自分が出発する日を指折り数えながら父さんと少しでも顔を合わせられる日を楽しみに過ごしていた。






「ローゼマイン、本当に大丈夫か？　ブリギッテに同乗させてもらった方が良いのでは？」


わたしが神殿の正面玄関前に騎獣を出すと、フェルディナンドは渋い顔でレッサーバスを見た。わたしは真面目に騎獣の練習をしたし、運転に慣れて上達したので全く問題はないはずだ。


「ハッセが一番近い町なのですから、これが飛べなければ収穫祭で遠出するなんて無理ですもの。練習のためにもわたくしはレッサーバスで行きます」


「練習の必要性は認めるが……」


自分で練習の必要性を認めているのに、フェルディナンドは意外と往生際おうじょうぎわが悪い。


「フェルディナンド様、それほど心配でしたら、わたくしがローゼマイン様に同乗いたしましょうか？　魔力を扱える者が共に乗っていれば、いざという時はわたくしの騎獣で脱出もできますし、少しは危険が減ると思われます」


「それは、そうだが……ブリギッテ、本当に良いのか？」


「ローゼマイン様が上達しているのは、この目で確認しております。どうぞお任せください」


キリッとした顔付きで言っているが、アメジストの瞳が普段より輝いているように見える。もしや、ブリギッテはレッサーバスに興味があるのだろうか。


自分の騎獣を消してやって来たブリギッテが乗れるように、助手席側をみょんと開けてあげると、フェルディナンドは諦めたように視線を伏ふせた。


「では、ブリギッテに任せよう」


フェルディナンドの言葉にこくりと頷き、ブリギッテはレッサーバスに乗り込んだ。わたしも運転席側から乗り込むと、みょんとドアを閉める。


「ブリギッテ、『シートベルト』を締めてください。これを引っ張って、ここにカチッと……」


実際に締めて見せながらブリギッテにもシートベルトを締めてもらう。安全第一だ。運転席だけはわたしのサイズに合わせてあるので、助手席がすごく高くて大きく見える。


助手席のブリギッテはシートをそっと撫なでながらフッと笑った。


「これは可愛いですね」


「そうでしょう？　可愛いでしょう？」


フェルディナンドには変な物扱いされたけれど、レッサーバスは可愛いと思う。女の子同士ならばこの可愛さが語り合えるかもしれない。そう考えたわたしが喜んでブリギッテを見上げると、ブリギッテはほんの一瞬、「しまった」と言いたそうな顔をして、誤魔化ごまかすように咳払いした。


「……コホン！　あ、その、ローゼマイン様にはとてもお似合いだという意味です」


「ふふ、ありがとう存じます。では、出発しますね」


上空へと上がっていくフェルディナンドの騎獣を追いかけるために、わたしはレッサーバスのハンドルを握り、魔力を流すとアクセルを踏んだ。とととととっとレッサーパンダの短い足が動き始め、ハンドルを手前に引くように傾けていくと、レッサーバスは空を駆け始めた。


「このように騎獣の中で座れるとは思いませんでした。ずいぶんと柔らかくて座り心地も良いですし、騎獣用の服に着替える必要がないので女性は真似したがるかもしれません」


騎獣には跨またがることになるので、貴婦人が騎獣に乗る時には専用の服に着替えなければならないらしい。けれど、レッサーバスにはそんな着替えが必要ないのだ。


「騎獣を作る時に馬車を作る人はいなかったのかしら？」


「騎獣は動物を作るものですから、馬ならばともかく車部分は……。ですから、このように動物の中に乗り込むという発想は素晴らしいと思います」


確かに遊園地の乗り物や幼稚園バス、アニメなどを見ていなければ、動物の中に乗り込むという発想はすぐにはできないと思う。だが、いくら素晴らしいと褒ほめられても元々の発想したのはわたしではないので、微妙な顔にしかならない。


「神官長は苦い顔をしていらっしゃいましたから、女性の間に広がるかどうかはわかりませんね」


フェルディナンドのライオンの後ろをレッサーバスが足をちょこちょこさせて追いかけていく。


……わたしのレッサーパンダ、マジ可愛い。うふふん。






わたし達の騎獣が小神殿の上に着くと、誰かが見張みはっていたようで、ベンノ達が中からぞろぞろと出てきた。ギルベルタ商会の者、灰色神官達、それに護衛として付いていた兵士達もいて、皆が跪いている。そこに降り立つと、わたしは騎獣を魔石に戻し、腰の革帯に付けている魔石入れに片付けた。フェルディナンドやダームエルより時間はかかったけれど、我ながら上達したと思う。


わたしはフェルディナンドの半歩前に出た。わたしとしてはフェルディナンドの陰に隠れていたいけれど、神殿長より神官長が前に出るのはダメなのだそうだ。


フェルディナンドはそこに並んで跪く者達をぐるりと見回し、一度ゆっくりと頷いた。


「出迎え、ご苦労。早速中を見せてもらおうか」


皆がざっと立ち上がる。兵士の中で一番前にいる父さんと目が合った。にこっと笑顔を交わしておく。フェルディナンドも他の皆もいる場でそれ以上はできない。


「女子棟から案内いたします」


ベンノの案内についていく形で孤児院の女子棟へ入った。ぱっくりと口を空けていた孤児院の部屋にはドアがついて、私物を入れるための木箱や布団が準備され、過ごせるようになっている。


「冬までには寝台が準備できると思われます。急ぎということでしたから、生活できる場所にすることを一番にしました」


ベンノの言葉にわたしは何度も頷く。とりあえず生活できることが重要だ。元々私物などない孤児達の部屋なので、収納はこれで十分だと思う。


「ここは書類仕事をするための部屋になっています。同じ部屋を男子棟にも準備しております」


女子棟の一室には書類仕事ができるように机と椅子、それから、文房具一式が揃っていた。灰色巫女は食費や生活費に関する書類作成を、灰色神官は工房に関する書類作成を義務付けている。


食堂はまだ木箱と木箱に板を渡しただけのテーブルしかなかったけれど、追々おいおい揃えていく予定らしい。小神殿の工事に携たずさわっていた木工職人達も利用していたが、今のところ不自由はなく食べられているので問題はないようだ。


すでに午後になっているため、兵士やギルベルタ商会の面々も小神殿でもう一泊することになる。皆で一緒に夕食を摂とるので、今日はもう一つか二つ、板を増やす予定だそうだ。


女子棟の地階は神殿と同じように厨房ちゅうぼうになっていて、鍋、鉄板、オーブンなど、わたしの厨房と似た設備が準備されていた。木のお皿やカトラリーも準備されていて、神殿と変わらない食事が摂れそうだ。


「孤児院には過分かぶんな設備かと思いましたが、ローゼマイン様が来られることを考慮して、揃えさせていただきました」


「ありがとう存じます。わたくしの料理人も喜ぶでしょう」


女子棟の地階から外に出られるのも神殿と同じで、外から男子棟の地階へ移動できる。男子棟の地階は工房になっていて、ローゼマイン工房として活動できるようにほぼ同じ道具が揃えられていた。この工房に無いのは、成人男性が何人も必要になる凸版印刷機と金属活字だ。人数が少ないので、しばらくの間は植物紙の生産とガリ版印刷をすることになっている。


「人数が増えたら印刷機を導入することになっていますが、今はこれで活動できると思われます」


上に上がると男子棟も部屋のドアや荷物が揃えられ、生活できるようになっていた。ここで兵士達とギルベルタ商会の面々も寝泊りしているらしい。


「孤児のくせに、自分達より良い生活をしているよなぁ」


一緒に孤児院の中を見て回った兵士達が吐き捨てるようにそう言って顔を歪ゆがめた。


「では、貴方も神官になりますか？　自由に結婚することも神殿を出ることも許されず、青色神官の都合で振り回されて生きる神官が本当に良い生活だと思うのならば歓迎いたしますけれど」


洗礼式が終わるまで孤児院から出ることも許されず、世話する者もなく死んでいった孤児達や必要ないからと簡単に処分対象となってしまう彼等のことを知らず、良い生活だと言われると、黙って聞いていることができなかった。


むっとしたわたしに気付いた兵士はざっと血の気の引いた顔になって「そのようなつもりでは」と跪いて弁解を始める。


「ローゼマイン様、今の生活だけを見ればそう思われるのかもしれません。我々の生活が向上したのはローゼマイン様が神殿にいらっしゃってからです。ローゼマイン様がいらっしゃらなければ今の生活はありませんが、他の方にはそのようなことはわかりませんから」


わたしを持ち上げて宥なだめようとする灰色神官の言葉に、父さんが「ウチの娘はすごいだろう」と言いたそうな満足顔でうんうん、と頷いている。


……親馬鹿顔で頷いてないで、ちょっとは青ざめて震えている兵士のことも考えてあげて。


父さんの親馬鹿っぷりに毒気どくけを抜かれて、わたしは肩の力を抜いた。


「口が滑ったのでしょうけれど、これからは勝手な思い込みで非難しないでくださいませ」


「申し訳ございませんでした」


兵士が謝罪し、それをわたしが許して、話は終了した。


そして、礼拝室へ向かう。彫刻のある立派な両開きの扉が付き、礼拝室らしい威厳いげんが出ていた。灰色神官がぐっと扉を押し開けると、真っ白の空間だったそこにはカーペットが敷かれ、正面には神の像を飾るための祭壇が作られた礼拝室になっている。それほど広くはないけれど、雰囲気は神殿と全く同じだ。


「ベンノ、神の像はいつになる？」


何も飾られていない祭壇を見て、フェルディナンドがベンノを振り返る。


「およそ一月ひとつきと聞いています」


「ふむ、収穫祭には間に合いそうだな。ならば良い。……ローゼマイン、こちらに来なさい。君の部屋を作る」


フェルディナンドは魔石を取り出して、自分の腰くらいの高さの壁に埋め込むように押し当てると、シュタープを取り出して何やら唱となえた。


すると、魔石から出た赤い光が上に伸び始める。フェルディナンドの身長より更に十五センチくらい上まで伸びた赤い光は左右に二つに分かれて進み始めた。少し伸びた後、今度はくっと九十度曲がって床まで真っ直ぐに伸びていく。床に付く寸前にまた九十度角度を変えて伸びると、二つに分かれていた光はまた一つの光に戻った。そのまま真っ直ぐに上に伸びて魔石へと戻ってくる。魔石がカッと強い光を放った直後、そこには赤い魔石がはまった隠し部屋への扉ができていた。


「ローゼマイン、魔力を登録して部屋を作りなさい」


「はい」


わたしは自分の部屋で魔力を登録した時と同じように、魔石に手を当てて魔力を登録する。部屋で登録した時は魔石の位置が高すぎて椅子が必要だったが、今回は手を伸ばせば届く位置に魔石がある。フェルディナンドがきちんと調整してくれたことに今気付いた。


神殿の自分の部屋を思いながら魔力を流し込み、登録完了した扉を開けると、そこは神殿のわたしの部屋と同じくらいの広さがある部屋になっていた。


「家具や必要な物は注文してまた運べばよい」


そう言いながらフェルディナンドがベンノを見た。つられてわたしがベンノとマルクに視線を向けると、二人とも笑顔だったが、目が明らかに「また仕事を増やすつもりか？」と言っている。


……ごめんなさい。ホントごめんなさい。


「あぁ、それから、この色が完全に変わるまで魔力を込めなさい」


礼拝室の一番奥の壁に埋め込まれている魔石のようなものがあり、それを指差してフェルディナンドがわたしに命じた。


「これは何ですか？」


「この小神殿を守るために必要な物だ。今は創造の魔力がまだ残っているが、春までは持たないだろう。ここを守るのは君の仕事だ」


守りの魔術具を作動させるため、わたしはどんどんと魔力を流し込む。小神殿を守るための魔力だというからどれほど必要なのか、と思ったけれど、意外と少なく済んだ。


ぐるりと小神殿を一通り歩き回って、玄関へと戻ってくる。


生活のために神殿を整える仕事もあるし、これから夕飯の準備もしなければならない皆のためにも貴族はさっさと撤収てっしゅうしなければならない。


「生活は問題なくできそうですね」


わたしが灰色巫女に声をかけると、灰色巫女はにこりと微笑んだ。


「はい、大丈夫だと思います」


「数日間過ごしてみて、問題なさそうだと判断できた時点で、孤児達を引き取りに行きましょう。三日後にまた様子を見に参ります。その時に不足の物があれば教えてください」


わたしはそう言いながらベンノに生活の必要物資として準備してもらった書字板を神官と巫女に一つずつ手渡していく。


「名前を彫ってあるのでこれは共用の物ではなく、貴方達の私物です。これから小神殿で頑張る皆への餞別せんべつとして贈ります。どうぞ役立ててください」


「恐れ入ります」


神殿内ではわたしの側仕えだけが持っている書字板を手にした神官達が、嬉しそうに顔を綻ほころばせて書字板の自分の名を見つめる。


「ルッツ、準備はできているかしら？」


ルッツが「もちろんです」と言いながら、チャリと音のする布の袋をそっとわたしに差し出した。それを持って今度は兵士達に向き直る。


「今回は護衛の大役、ご苦労様でした。これは少しですが、労ねぎらいの気持ちです。どうぞ受け取ってくださいませ」


街から出ることもほとんどない兵士達を数日間に渡って外へ連れ出したのだから、家族は心配しているだろう。出張費やボーナスのようなものだ。これからもベンノが物資を運ぶ時には護衛を頼みたいので、できるだけ心証しんしょうは良くしておきたい。


「これからも護衛をお願いするかもしれません。よろしくお願いいたしますね」


一人に一枚ずつ小銀貨を手渡していく。目がギラギラになってお互い目配せしているのを横目で見ながら、わたしは父さんの前に立った。父さんだけにはこっそり大銀貨一枚を渡す。「皆を労ってあげてください」と小さく囁ささやくと、父さんは唇をニッと上げた。


「わたくしはこれで失礼いたしますが、女子棟のお部屋は男子禁制です。わたくしの巫女達に不埒ふらちな真似をするような者はいないと信じておりますが、責任者の方はくれぐれもご注意くださいませ。何かあったら絶対に許しません」


並ぶ数人の兵士達を軽く睨んで、ぐっさりと釘を刺しておく。ベンノ達や父さんはともかく、下町の人間は孤児院の者を低く見ている。貴族の見回りが終わったことで気を緩ゆるめて羽目はめを外して、わたしの目が届かないところで灰色巫女達が泣くようなことになっては困るのだ。孤児院に残っている灰色巫女は別嬪べっぴんばかりなので、釘はいくらでも刺しておいた方が良いだろう。


騎獣を出したフェルディナンドに続いて、わたしもレッサーバスを出した。ブリギッテと二人で乗り込んで出発する。次にハッセに来るのは三日後だ。






街へ戻ってきた父さんやベンノと顔を合わせて報告を受けたり、次の印刷物のために絵本の第三弾、火の神ライデンシャフトとその眷属けんぞくに関する絵本の本文を完成させたり、ヴィルマに挿絵を頼みに行ったりしているうちに三日後となった。灰色神官達の生活に無理がなければ、今回は孤児の引き取りを考えている。今回はハッセの町長に会いに行くのだ。






「ローゼマイン、本気で側仕えをそれに乗せるつもりか？」


「そのためのレッサーバスですよ？」


ファミリーカーサイズになったレッサーバスを不気味な物のように見つめ、指差しながらフェルディナンドが言ったけれど気にしない。少なくともわたしの側仕え達は喜んでいる。


「ローゼマイン様、うにって入り口が開きました！　すげぇ！」


「わぁ、座るとふかふかしています」


興奮のあまり言葉が崩れていることにも気付いていないギルと、新しいことに興味を持つニコラはレッサーバスに荷物を積み込み、中に乗り込んで喜んでいる。楽しそうな二人と違って、フランだけは悲壮な決意を秘めた顔つきになっていた。


「私はローゼマイン様にお供する決意はできております」


「フラン、そんな死ぬ覚悟をしているような顔をするほど危険なものではないです。ブリギッテは前回わたくしと一緒に乗ったのですから」


ブリギッテが「今回も乗ります。ご安心ください」と言って助手席に乗り込むと、フランは緊張した面持ちで重大決心をしたようにぐっと奥歯を噛かみしめて後部座席へ乗り込んだ。


「シートベルトは締めましたか？　出発しますよ」


一人だけ不安そうにシートベルトを握っているフランに見つめられながら出発する。空を飛び始めたレッサーバスにギルとニコラが歓声を上げた。


「うわぁ！　高い！」


「ローゼマイン様、街がすごく小さく見えます。ほら！　フランも見てくださいませ」


「ギル、ニコラ。ローゼマイン様に話しかけてはなりません。集中しなければならないのですから」


フランの叱責しっせきにわたしは小さく笑った。


「フラン、運転しながらおしゃべりくらいできますけれど？」


「なりません。しっかり集中してください」


そんなやり取りをしているうちにハッセの町に到着する。小神殿に降り立つと、側仕え達が荷物を下ろして運び始めた。中から灰色神官達も出てきて、荷物運びを手伝ってくれる。


礼拝室の奥にある隠し部屋へ荷物を入れてもらい、側仕え達に部屋を整えてもらう。今日はカーペットとタペストリーが入っただけなので、時間もかからない。いつ倒れても大丈夫なように寝台は神殿で余っていたものを今度運んでもらうことになっている。


部屋が整うまでの間、食堂で灰色巫女にお茶を入れてもらい、わたしとフェルディナンドは持参したお茶菓子で一休みする。コクリとお茶を飲みながら神官達に質問した。


「生活の方はいかがでしょう？」


「恙つつがなく。森と川が近いので紙作りはずいぶんと楽です」


フェルディナンドを前にした灰色神官が緊張した声音で答えてくれる。わたしはお茶を入れてくれた灰色巫女に視線を向けた。


「孤児達を連れてきても生活はできるかしら？」


「はい。連れてこられても大丈夫なように、昼食の準備をいたしますね」






フェルディナンドや側仕えと一緒に馬車代わりの騎獣でハッセの町の有力者のところに向かう。ハッセの有力者は町長と呼ばれているらしい。


ところが、通達してあったにもかかわらず出迎える準備ができていないのか、使用人が顔色を変えてバタバタとし始めた。


「し、神殿長と神官長ですか!?　あの商人ではなく？」


本日、孤児を引き取りに行くことはベンノを通して伝えてもらっていたが、どうやら神殿長と神官長が揃って行くことは伝えていなかったようだ。泡を食ったような表情で町長が飛び出してきたところを見ると、ベンノは毎回碌ろくな出迎えをされていなかったように思える。


「孤児はどこだ？　通達はしてあったはずだ。全員連れてきなさい」


フェルディナンドの眼光に息を呑のんだ町長がすぐさま使用人に孤児達を呼びに行かせる。連れてこられたのは汚い体にごわごわの頭、やせ細った体つきの子供達だ。以前の孤児院を彷彿ほうふつとさせ、今の生活の厳しさが一目でわかる姿だった。


わたしは目の前に並ぶ十四人の子供達を数えて、あら？　と首を傾げる。


「……これで全員ではありませんよね？　報告された人数と違いますけれど？」


「報告した者が間違えたのでしょう」


跪いたままニコリと笑ってそう言った町長をきつく睨んだ少年が大きく首を振って否定した。


「違う！　嘘だ！　姉ちゃんもマルテも売れるから隠されたんだ」


「黙れ、トール！」


カッと目を見開いてトールという孤児を殴ろうと立ち上がった町長の腕を、ザッと動いたダームエルが素早い動きで押さえてシュタープを出した。


「フェルディナンド様は全員とおっしゃったはずだが？　命令が聞こえなかったか？」


平民のたかが町長が領主の異母弟であるフェルディナンドの命令違反をするなど、その場で処分されてもおかしくない。何の躊躇ためらいもなく武器を取り出したダームエルに、町長はひっと息を呑む。


「だ、誰か！　誰でもいい、ノーラ達を連れてこい！」


売れるから、という言葉からわかるように連れて来られた少女二人は綺麗な顔立ちをしていた。ベンノから報告を受けた通りの人数が揃ったのを確認して、わたしは孤児達に話しかける。


「貴方達の中でわたくしの孤児院に移りたい人はいるかしら？　神官や巫女となるのですから、これは強制ではありません。小神殿では寝る場所も食事も保証するけれど、お仕事はしていただきますし、こちらの規則に従って生活していただくことになります」


怯おびえたような目でわたしと町長を見比べる孤児達の中で、トールだけが真っ直ぐにわたしを見た。


「姉ちゃんを売ったりしないなら、オレと姉ちゃんは移動する」


「トール……」


連れて来られた二人の少女のうち、年長の少女が姉なのだろう。心配そうにトールを見つめた。


それを遮さえぎるように町長が手を伸ばす。


「待て、ノーラは駄目だ……」


「黙れ。ローゼマイン様はお前に発言を許していない」


ダームエルが跪いている町長の頭を押さえこむ。フェルディナンドはすぅっと冷ややかに目を細めて町長を睨んだ。腹に怒りを溜めこんでいる時の顔だ。フェルディナンドの周囲がひんやりとした空気になっていくので、そこに背を向けるようにしてわたしはノーラに問いかける。


「ノーラはどうですか？　こちらの孤児院に移動すれば売りはしません。けれど、神官や巫女となるのですから結婚もできません」


「孤児がまともな結婚なんてできねぇよ」


「トールではなく、ノーラの意思を聞いているのです」


ノーラは一度目を伏せると、「移動するわ。ここにいても結婚はできないし、トールとも離れることになる。売られるだけだもの」と悲しげに笑う。


「では、歓迎いたします」


「トールが行くならオレとマルテも行く！」


一人の少年が、ノーラと一緒に連れて来られた少女の手を取った。


「リック、お前……」


「ここにいたら次に売られるのはマルテだ」


他の孤児は町長に抗あらがう意思もないようで、今のままで良い、と首を振った。環境が変わる方が怖いのか、自分達を支配する町長に暴力を振るったダームエルが怖いのか、その辺りはわからない。けれど、わたしも強制するつもりはない。


「では、この四人を引き取ります。神官長、よろしいでしょうか？」


「あぁ、通達しておいたし、特に問題はなかろう。行くぞ」


売り物とするために隠しておいた少女二人を取られることになった町長は、呆然ぼうぜんとした顔でわたし達を見ていた。

            





新しい孤児達


孤児達を引き取ったら、まずはお風呂だ。女子棟と男子棟に分かれて、石鹸せっけんを使って洗ってもらう。そして、準備されていた灰色神官や巫女の服に着替えてもらわなければ昼食にもできない。


レッサーバスを魔石に戻しながら、わたしは側仕えに視線を向ける。


「ニコラは女子棟、ギルは男子棟で、彼等を清めてちょうだい。石鹸や服は……」


「神殿と同じです。すでに準備されていました」


フランの言葉に二人が「わかりました」と返事して動き出す。不安そうな顔で固まっている四人に、わたしはにこりと笑って見せた。


「綺麗になったら昼食にしましょう。お腹、空いているでしょう？」


昼食という言葉にゴクリと喉のどを鳴らした孤児達は、離れるのを恐れるような顔でお互いに視線を向けながら、それでも、男女に分かれて清めに行った。


わたしとフェルディナンドは食堂へ向かい、席に着く。一番奥が貴族席だ。フランが持ってきた布で木箱やテーブルを覆おおっているので、それほど貧相には見えないけれど、木箱に板を渡しただけのテーブルと木箱の椅子である。


神殿では主が食べて、側仕えが食べて、その後、孤児院へ神の恵みが回されるので、わたし達が食べなければ他の者は食事ができない。灰色巫女とフランに給仕きゅうじされ、わたし達は食事を始めた。貴族ということで、ダームエルとブリギッテも共に食事を摂る。護衛騎士と食事の時間や場所を分けるだけの余裕がないのだ。


「……ローゼマイン、君は灰色巫女にもこの料理の作り方を教えているのか？」


お金を払ってレシピを買っているフェルディナンドが、食事を口にしてむっとした顔になった。


「元々は冬籠ふゆごもりの時に神殿にいてくれる料理人が一人しかいなかったので、灰色巫女見習いを助手として使ったのが始まりなのです。でも、自分達でおいしい料理が作れるようになれば、孤児院に戻ってからも同じ物を作りますよね？　それで広がっていっただけです。教えようと思って教えたわけではありません」


青色神官は誰も孤児院に興味なんて持っていないので知らないだけですよ、と付け加えると、フェルディナンドはひくっと頬を引きつらせた。


「文字や計算を教え込んでいて料理のレシピも知っているだと？　貴族に知られれば、買い取り依頼が殺到さっとうするぞ」


「ウチの子は高いですよ。特殊技能がたくさん付いていますから。印刷業を広げていく過程でも必要ですし、これから先の教育環境向上計画にも必要ですから、貴族相手でも簡単には売りません。今のわたくしにはそれだけの権力があります」


前神殿長ならばどんどん売ったかもしれないが、わたしは印刷業を広げて本屋や図書館を作るという自分の壮大な計画のために神官や巫女を育成中なのだ。手放す気はない。


「教育環境向上計画とは何だ？　そのような計画は聞いていないぞ」


「本を読める人が増えなければ本を書ける人も増えないでしょう？　領地内の識字しきじ率を上げるための壮大な計画です。まだ細かくは決まっていませんけれど」


いくつか考えていることはあるけれど、印刷業の拡大がある程度軌道に乗ってからの話になる。


フェルディナンドは口元を拭ぬぐいながら、わたしをじろりと睨んだ。


「神殿に戻ったら計画書を提出するように」


「え？　でも、先ほど言ったように、まだ細かくは決まっていな……」


「細かく決める前に勢いで突進するのが君だ。大まかでも、いずれこうしたいという希望でもいいので、その計画について報告しなさい」


反論できず、わたしは「はい」と小さく返事する。全面的に賛同さんどうするように頷いているダームエルとフランをじとっと睨みながら。


「……それにしても、予想以上に厄介やっかいそうだな。どうするつもりだ、ローゼマイン？」


溜息ためいき混じりのフェルディナンドの言葉にわたしは「何が、ですか？」と目を瞬いた。


「自分に権力があると思い込んでいる、あの小物のことだ。あれは逆恨みが得意で、執念しゅうねん深くて面倒であろう」


フェルディナンドの言葉を聞いて、わたしは、あぁ、と納得の息を漏もらした。


「前神殿長と似てますよね。女の子を売ってお金にしているところも、後ろ盾だてを自分自身の権力と勘違いしているところも、小さな世界で頂点に立ってやりたい放題なところも……」


わたしが共通点を指折り数えていると、クッと小さくフェルディナンドが笑った。


「後ろ盾の権力の規模は全く違うが、確かに小物振りはよく似ている」


「神殿長と違って後ろ盾の詳細が不明だから、逆に影響力がよくわからないのです。どこまで排除はいじょすれば影響力がなくなるのか、排除した後に町がどう変わるのか……。小神殿にとって良いように変わればいいのですけれど」


神殿長の権力は基本的に神殿に限定されていたし、排除しても穴埋めができるフェルディナンドがいたので特に問題はなかった。けれど、今回は徴税と祈念式以外で表立って貴族が立ち入ることがなかった平民の町の町長が相手だ。排除するのは身分差を理由にすればどうにでもなるけれど、排除した後に町がどうなるのか全くわからない。


「ローゼマイン、自分の都合の良いようになれば良いなどと考えるだけ無駄だ。都合良くしたければ自分がしたいように動かすしかなかろう」


「……そう考えて神官長は自分に都合が良くなるように計画を練るのですね？」


「自助じじょ努力だ」


物は言い様である。わたしが少し唇を尖らせてフェルディナンドを睨むと、フェルディナンドは何ということもない普通の顔で「綺麗事を述べて済ませられることは存外少ないぞ」と呟く。


綺麗事だけではどうしようもない貴族社会で生きてきて、自分の身を守るために神殿に入ったフェルディナンドの言葉には反論できない重みがあった。






「ローゼマイン様、清めが終わりました」


灰色巫女達によって食堂においしそうな匂いが漂い始めた頃、ニコラが灰色巫女見習いの服を着たノーラとマルテを連れて報告にやってきた。清められて服を変えたおかげで、薄汚れて色がわからなかった二人の髪の色がハッキリとして綺麗な顔立ちが際立って見える。


「名前と年を教えてちょうだい」


わたしが声をかけるとマルテがノーラの後ろに隠れるように移動した。その様子を見たノーラが「仕方のない子」とでも言いたそうな顔でマルテを振り返る。薄紫に近い青みを帯びた髪がふわりと揺れた。軽くマルテの頭を撫でた後、ノーラはわたしを見て青い瞳を柔らかく細める。


「わたしはノーラ、十四歳よ。成人と同時に売られる予定だったから、本当に良かったと思ってる。引き取ってくれてありがとう」


ノーラの言葉に笑顔で頷くわたしと違って、フェルディナンドは不快そうに口をへの字にする。


「言葉遣いが……」


「神官長、教育を受けていない者に無茶言わないでください。下町の者はもっとひどいですよ。これから覚えていけばよいのです」


同じ孤児でも神殿育ちの孤児達と他の孤児でずいぶんと差があるのは当然だ。ハッセの町には青色神官がいないのだから見苦しくないように言葉遣いや振る舞いを矯正きょうせいされることがない。貴族街が奥にあるエーレンフェストの下町と違って、貴族への対応を教えられることもないはずだ。


「後ろに隠れている貴女の名前と年は？」


マルテはノーラの後ろに隠れたまま、嫌々するように深緑の髪を振る。


「この子はマルテで……」


「ダメです、ノーラ。その子に答えさせなければ。今までは人見知りだとか、恥ずかしがりやと言えば大丈夫だったのかもしれませんが、神殿の孤児院で貴族が尋ねたことに答えない場合は反抗したと見なされます。貴族に反抗すればその場で処分されてしまう。それが神殿の普通なのです」


「そんな……」


愕然がくぜんとした顔でノーラが周囲を見回す。けれど、今周囲にいるのは言葉遣いが不快だと眉間みけんにくっきりと皺しわを刻んだフェルディナンドと、貴族に対する態度ではないと苛立いらだちを感じているけれど、わたしが対応しているので口を噤つぐんで我慢している護衛騎士の二人だ。フランとニコラは手早く食事を摂っているし、貴族への対応がなっていないノーラ達の味方をすることはない。


「わたくしは下町の平民と交流がありますから、ノーラ達の言い分も理解はできます。けれど、貴族として生活しているので受け入れることはできません。貴族には絶対服従ふくじゅう。それを覚えておかなければいつ死んでもおかしくはありません。さぁ、名前と年を教えてちょうだい」


完全に悪役っぽい立場だなぁ、と思いながら、わたしはマルテの顔を覗き込む。ノーラに押し出されるように前へと出されたマルテは泣きそうな顔で小さな声を絞しぼり出した。


「……マルテ、八歳」


「よくできたわね。今までと全く違う生活になるから慣れるのは大変だと思います。けれど、誰かに売るようなことはしませんし、食事も準備します。生活はできる限り保障するから、二人もできる限り努力してちょうだい」


「はい」


わかってもらえたようだ、とホッと息を吐いた途端、トールとリックが血相を変えて走ってきた。


「姉ちゃんとマルテに何をする気だ!?」


「何もしていません。止まりなさい」


こちらに向かって突っ込んでくる二人をダームエルとブリギッテが軽く打ち払う。突き飛ばされるようにして転がり、椅子にするために置かれていた木箱に派手にぶつかった。


「トール！　リック！」


「貴族に向って突っ込んでくるなんて……命知らずにも程があります。他の貴族相手なら死んでいましたよ、二人とも」


周りに貴族がいない生活だからこその無謀むぼうぶりだと思うけれど、これは危険だ。あっという間に死ぬかもしれない。


「二人とも、何か気に入らないことがあっても、貴族相手には我慢が大事ですよ。平民同士の町長に反抗するのとはわけが違うのです。殴られて終わりではなく、問答無用で切り伏せられますから、その命が終わります」


わたしを守るように立ち、武器を覗かせた護衛騎士に四人の顔色がさっと変わる。


「ノーラとマルテにも聞いたのだけれど、貴方達二人の名前と年を教えてちょうだい」


「オレはトール、十一歳だ」


姉であるノーラを守る位置から退しりぞこうとしないトールが姉と同じ青い目でわたしを睨んだ。ノーラとトールは色彩も顔立ちもよく似ている。綺麗な顔をしたノーラは今までにも色々な男から狙われ、それを守ってきたのだろう。その正義感と家族愛は微笑ましいし、大事にしてほしいとは思う。


……わたしの護衛や側仕えが怒らない程度でね。


「リック、十二歳。マルテの兄だ」


リックとマルテの二人も色彩がよく似ている。二人とも深緑の髪に、灰色の瞳だ。顔立ちは違う。リックは眉も太くて凛々しい顔をしているが、マルテは内気な性格がそのまま出たようなおとなしくて可愛らしい顔立ちをしている。


「わたくしはローゼマイン。先日、洗礼式を済ませ、エーレンフェストの神殿長となりました。これからよろしくね。では、部屋への案内は後回しにして昼食にいたしましょう。ギルはこちらで食事を摂ってちょうだい。ご苦労様」


食事を終えたフランが席を立ち、そこにギルが座る。灰色巫女がギルに食事を運んでくれて、ギルは急いで食べ始めた。


ギルが食べ終わるのを見計らうように、灰色神官達の食事が始まる。今日は連れて来る孤児の数が少なかったので、昼食がたっぷりあるのだ。


「いつになったら、食べられるんだよ!?」


「……お腹、空いた」


お腹を鳴らして見ている四人には可哀想かわいそうだけれど、神殿のやり方に慣れてもらうしかない。


「ギル、神殿内での順番を教えてあげてちょうだい」


側仕えの中で一番下町のことを知っているギルに説明を任せると、ギルはコクリと頷いて、四人に説明し始めた。


「神殿では食事は神の恵みと言われています。貴族である青色神官が食べて、その側仕えが残った分を食べ、その残りが孤児院に運ばれます。孤児院でも順番があって、先に成人した神官や巫女が食べて、その次が見習い、最後に洗礼前の子供が食べることになっています」


「四人とも見習いの年だから、しばらくの間は食事を摂る時間がバラバラになることはないので、その点は安心してちょうだい」


見習い達の食事の番となり、四人の前に食事が出される。本来ならば、自分で配膳するのだが、常識が違う子達は何をするのか予想できないので教えてからにしようと決まった。


「まだですよ。神々への感謝のお祈りをしてからです」


ガッと食べ始めた四人を制して、お祈りを復唱ふくしょうさせる。これも神殿では当たり前なので慣れてもらうしかない。わたしも通った道だ。


四人は目をギラギラとさせて、無言でガツガツと口に食事を流し込んでいく。手づかみで食べているし、次々と口に放り込んでいくのだからお行儀も何もあったものではない。


わたし以外の皆が驚いたように見ている。フェルディナンドは不快な表情を隠そうともしない。わたしも初めて井戸の周りでご近所さんが集まって食事をしている風景を見た時は、あまりのマナーの悪さにドン引きしたことを思い出した。


「ずいぶんと飢えていたのでしょう。神官長には不快でしょうが、教育を受けていない者はこのようなものです。ゆっくり教えていくしかありません。青色神官が不快にならないように教育されている孤児院の子供達の優秀さと教育の大切さがよくわかりますね」


「……そうだな。正直、これほどひどいとは思わなかった。私が知っている下町の者はギルベルタ商会の関係者くらいだからな」


ぼそりと呟いたフェルディナンドに、わたしは軽く溜息を吐いた。それは比べる対象が悪い。貧民街ではこんなものだ。






何度かお替かわりをして、大きく膨れたお腹を苦しそうに押さえながら、満足の笑みを浮かべる彼等に孤児院の案内をする。食堂にいたので、最初は女子棟の部屋からだ。普段は男子禁制だが、男女に待遇差がないことを知らせるためにも、お互いの環境を見せておいた方が良いだろう。


階段を上がって、一番手前のドアを開けた。


「ここが見習いの部屋になります。成人した巫女は奥で一人の部屋を使いますが、見習いは複数人で一つの部屋です」


「これだけ広さがあれば、皆で寝られるな」


笑顔のトールにわたしは首を横に振った。


「皆では寝られませんよ」


「なんでだよ!?」


トールとリックが自分の姉妹を守るように前に出た。それと同時に側仕えや護衛が警戒けいかいの体勢を取る。わたしは双方を押さえるように軽く手を挙げると、説明をした。


「女子棟は男子禁制です。男性が入って良いのは食堂までです。今日は男子棟と女子棟のどちらにも設備に差がないことを知らせるために案内しましたけれど、本来、ここに男性は入れません」


トールがキッと青い瞳を怒りに閃ひらめかせる。


「オレ達は姉弟だぞ!?」


「知っています。けれど、それとこれとは話が別です。ここは女子棟ですから、家族であっても男性の立ち入りは認めていません」


今まで姉弟二人、なるべく離れないようにお互いの存在を拠り所にして生きてきたのだろう。胸は痛くなるけれど、許可はできない。


「他の灰色巫女にとってはトールもリックも家族ではない余所よその男です。トールがノーラを守りたいと思ったように、わたくしは自分の巫女を守りたいと思っています」


「トールもリックもそんなことをする子ではないわ」


わたしの言葉にノーラが薄い紫の髪を揺らして首を横に振った。わかってほしいと訴えるように、必死に二人を弁護する。


「えぇ。わたくしの灰色神官達もそのようなことをする人達ではありません。ですが、そう聞いたからといってノーラは受け入れられますか？」


ぐっと言葉に詰まったようにノーラは息を呑んでゆっくりと俯うつむくと、緩く首を横に振った。


わたしもトールとリック、二人の姉妹を守りたい気持ちは理解できるけれど、女子棟に男性を入れるわけにはいかない。


「どうしても男女共に過ごしたいというならば食堂の片隅で寝るしかないでしょう」


「それでもいいな。食堂の片隅にオレ達の部屋を作ろうぜ」


明るいトールの言葉にノーラとマルテは不安そうにわたしを見た。「部屋は作れますか？」と問われて、わたしは首を横に振った。


「寝る時に貸すだけです。食堂は誰でも入れる場所ですから、トールとリックが入れるように他の男性も出入りできます。貴方達の部屋ではないので、立ち入りの制限はできません」


あれもダメ、これもダメだと却下きゃっかされることに苛立ちが抑えられなくなったのか、トールが眉を逆立てて怒りを露あらわにした。


「これだけ広いんだから、食堂にオレ達の部屋を作るくらいいいじゃないか！　お前には家族と離れたくないという気持ちがわからないのか!?」


わたしが自分の胸元をぎゅっと握ったのと、バシッ！　と痛そうな音と共にトールの頬が叩かれたのは、ほぼ同時だった。神殿育ちでいかなる時にも暴力はいけないと言っていたフランの平手打ちに、わたしは目を丸くしてフランを見上げた。


「……フラン？」


フランは濃い茶色の瞳に怒りを湛たたえて、冷ややかにトールを見下ろしている。周りの温度が下がりそうな怒り方は完全にフェルディナンドと一緒だ。

            





    
  
  




「ローゼマイン様ほど、その気持ちをご存知の方はいらっしゃいません」


怒りの籠った目をしたフランが、ずいっと一歩前に出た。気圧されるようにトールが「な、何だよ……」一歩後ろに下がる。その一歩をまたフランが詰めた。


「ローゼマイン様はその能力を認められ、洗礼式で家族と離れることを決意し、領主の養女となりました。そして、今は神殿長に任じられたことにより、城と神殿を行き来しながら家族と会えぬ寂しさを胸に生活していらっしゃいます」


驚愕きょうがくに目を見開いた四人が一斉にわたしを見た。フランはその視線からわたしを守るように、少し体の位置を変える。


「姉を売られずに済み、寝る部屋が男女で異なるとはいえ、同じ孤児院で生活ができるようにしてくださったのはローゼマイン様です。これ以上の無礼ぶれいはたとえローゼマイン様が許しても、筆頭ひっとう側仕えの私が許しません」


……どうしよう。フランの堪忍袋かんにんぶくろの緒が切れた。


デリアのことで甘いと叱しかられた時も、ギルとの距離感で叱られた時も、こんな怒り方はしていなかった。フランがわたしによく仕えてくれていることはわかっていたけれど、まだフランにとってはフェルディナンドの方が上で、わたしに対する孤児達の無礼にフランがここまで怒ると思っていなかった。トールの顔に明らかな怯えの色を見つけて、わたしは慌ててフランを止める。


「フラン、そこまで。もう十分です」


「ですが、ローゼマイン様」


二人の間に割って入ったけれど、フランはまだ怒りが収まらないのか、一歩前に出ようとする。


「わたくしのために怒ってくれたのはわかっています。ありがとう。手、痛かったでしょう？」


今まで暴力を振るったこともないフランに手を挙げさせてしまったのは、わたしの落ち度だ。わたしはフランの袖そでを握って止めると、赤くなっている手のひらを両手で包み込んだ。


フランの視線が自分の手に移ったのを見て、わたしはフランに叩かれた頬を押さえているトールと皆を守ろうとするリックに声をかける。


「トール、リック。貴方達の家族を守りたいという気持ちは痛いほどわかります。そして、自分の常識が全く通じない世界にやってきた心細さも不安も、わたくしは理解できるつもりです」


麗乃うらの時代とこの世界の違い、職人と商人の違い、下町と神殿の違い、平民と貴族の違い、神殿と貴族街の違い、常識や見方の違う世界をわたしはいくつも見てきた。何をどうすればよいのか全く分からない手探りの状態がどれほど不安で、新しい価値観と今までの価値観をすり合わせていくのがどれほど大変か知っている。


「でも、貴方達は一人ではないでしょう？　一緒に眠らなくても一緒に過ごせるでしょう？」


わたしが「ノーラやマルテが売られることはないのだから」と続けるとトールが顔を上げた。今になって初めてその言葉を実感したようにトールが青い目をゆっくりと瞬く。


「どうしても一緒が良いならば食堂でも良いのですよ？　でも、誰でも入れる食堂で眠るより、男性が絶対に入れない女子棟の部屋で休む方が今のノーラとマルテは安心できるのではないかしら？　二人はどう思って？」


トールが姉を守るために必死で主張しているけれど、肝心かんじんのノーラとマルテの意見は聞いていない。わたしが二人の方を見るとノーラは一度そっと長い睫毛まつげを伏せた。


「トール、わたし、女子棟で眠るから二人は男子棟に行きなさい」


「姉ちゃん!?」


「食堂は嫌。知らない男がうろつくかもしれないところじゃ眠れないのよ。……久し振りに安心して寝たいの。わかって」


ノーラの淡い笑みに浮かぶ疲労の蓄積ちくせきを見れば、どれほど緊張の毎日を過ごしてきたか、すぐにわかる。トールが少し悔しそうに唇を噛んだ。


「わたしも……ノーラと寝るよ、お兄ちゃん」


くいくいとリックの袖を引きながら、マルテが必死の顔でそう言った。自分の主張をするのが珍しいことのようで、リックは驚いたように目を丸くしてマルテを見下ろす。


「大丈夫か？」


「……うん、ここはそんなに怖くない」


マルテは小さく笑ってリックの袖から手を離す。ノーラとマルテの二人が女子棟で寝たいと言えばトールもリックもそれ以上は何も言えないようで、すんなりと納得したようだ。


「では、他の施設の説明を……」


丸く収まって良かった、と思いながら、女子棟の地階へと向かおうとしたが、「お待ちください」とフランの手がわたしの言葉を止めた。


「まず、謝罪を」


「え？」


「ローゼマイン様は神殿長です。神殿長に無礼な態度を取った謝罪を要求します」


……おおぅ、まだ怒ってる!?


フランの静かな怒りはしつこく長いようだ。わたし個人としては、もういいじゃん、と流してしまいたい。けれど、それを絶対に許さない、とフランは表情と態度に出している。そんなフランを見るのは初めてで、わたしには止めることもできない。


フランの怒りに顔色を変えたのはわたしだけではなかった。ノーラが息を呑んでグッとトールの頭を無理やり下げる。弟をその場に跪かせ、その横に跪いたノーラがわたしに向かって謝罪した。


「すみません。ほら、トールも謝って！」


「……すみません」


謝ってくれたし、もういいよね？　と心の中で訴えながら、わたしはフランを見上げる。


わたしと目が合ったフランは、フッと微かに笑みを浮かべた。いつもの穏やかな笑みではなく、もっと、こう、底冷えのするような笑みだ。


「ローゼマイン様、施設の案内はギルとニコラにお願いしまししょう」


「あの、フラン？」


「折り入ってお話ししたいことがございます。ギル、ニコラ、四人を連れて行きなさい」


フランに促うながされたギルとニコラは「は、はい！」と歯切れの良い返事をすると、逃げ出すように四人を急かして階段を下りていく。


……待って。置いて行かないで！


心の中で叫んでみたものの、フランの冷気に回れ右をするとさっさといなくなってしまった。残ったのは、フランとわたしと護衛騎士の二人とフェルディナンド。フェルディナンドもフランと同じような底冷えのする笑みを浮かべている。ぶわっと冷たい汗が噴き出してきた。


「さて、ローゼマイン様。お部屋でゆっくりとお話しいたしましょう」


「そうだな、しっかりと言い聞かせておかねばなるまい」


「は、はひ」


……この元主従しゅじゅう、似すぎていてマジ怖い。誰か助けて！


もちろん、助けてくれる人がいるはずがない。こんな時こそ守ってほしいが、護衛騎士の二人は目も合わせてくれなかった。

            





孤児の扱いと町の調査


院長室にある魔力で開ける隠し部屋には全く近付こうとしないフランなのに、怒りが頭の大半を占めているのか、場所が違うから平気なのか、躊躇い一つ見せず、顔色一つ変えずに中へ入る。


そして、開口一番、フランは厳しい顔で言った。


「孤児に無礼な態度を許してはなりません」


ただでさえ幼くてなめられがちなのに、無礼な態度を許せば相手は更につけ上がる、とフランは言った。それに関しては護衛騎士の二人も同意見なのか、少し顎を引くようにして同意を示す。


「領主の養女であるローゼマイン様が無礼を許すことで、相手が思い上がって増長し、結果としてローゼマイン様の機嫌きげんを損そこねることを私は一番恐れているのです」


「君が怒ると魔力が暴走するからな。周囲の被害が大きい」


フランの言葉を補足したフェルディナンドに反論もできず、わたしはしょぼんと項垂うなだれる。新入りに親切にしているつもりだったが、それではダメだったようだ。


「何に関しても最初が肝心です。優しさは美点ですが、甘さと履はき違えてはなりません」


「……以後気を付けます」


フランが今後他の誰かに手を挙げなければならないような状況を引き起こさないように、フェルディナンドが二人並ぶような恐ろしい怒りを浴びないように、気を付けたいと思う。


「ローゼマインの対応の甘さも改善かいぜんしていかなければならないが、あの孤児達の教育の方が急務であろう。何だ、あの言葉遣いは？　食べ方も見るに堪たえぬ」


食事の時を思い出したのか、不快そうにフェルディナンドの眉が寄る。下町の貧民街ならば特に珍しくもないが、それを理解してほしいとは言えない。彼等は神殿に入ったのだから、彼等を教育するしかないのだ。


「あそこまでひどいとどこから手を付ければよいのかわからぬが、君には何か教育方針があるのか？　ギルベルタ商会ではどうしている？」


フェルディナンドは自分が知っている下町について質問するが、ギルベルタ商会は下町の中では大店で、貴族と接することがあるような店の子弟していしか基本的には預かっていない。今回引き取った孤児達と同じレベルだったのはルッツくらいだが、ルッツの目的意識や学習能力の高さを基準に考えては彼等が可哀想だ。


フランがハッとしたように顔を上げた。


「小人数なのですから、神殿へ連れて行った方が良いのではないでしょうか？」


ここではなく、神殿の孤児院へと連れて行けば周囲が全てしていることなので覚えるのではないか、と提案した。教育環境という意味では良いかもしれないが、もう少し神殿の特異性に慣れた後でなければストレスが溜まるだけだ。


わたしも神殿に入ったばかりの頃は常識の違いに頭を抱えていたけれど、帰れる家があった。愚痴を聞いて甘えさせてくれる家族とルッツ達がいた。理解不能！　と叫んで同意してくれる存在は大事だ。逃げ場所もなく、家族も同じように環境の変化によるストレスを抱えていたら、甘えさせてくれる対象になるのかどうかもわからない。


「神殿に連れて行くのはもう少し待ちましょう。住み慣れた土地で少し神殿のやり方に慣れてからの方が良いと思います。今のままでは神殿での衝突も多いでしょうし、どうしても無理だと思ったら町長のところへ戻れる道を残しておいた方が良いと思うのです」


「ローゼマイン様？」


神殿から出ることを考えたことがないフランは、不思議そうに首を傾げる。


「皆が神殿のやり方に馴染なじめるかわからないでしょう？　女の子達は売られたくないから神殿の方が良いと言っても、男の子達は町長のところの方が自由があって良いと思うかもしれません」


わたしが作ってあげられた孤児院の自由なんて、森へ採集と紙作りに行くくらいだ。多分ここの町長のところの方が自由に動ける部分は大きいと思う。


「収穫祭が終わった後、全員が残ることを選択したら冬は神殿に連れて行けばよいと思います。その頃にはここでの生活にも慣れているでしょうから」


「では、どのように教育していきましょう？　小さい子供ならともかく、あのように大きくなってから孤児院に入ってくる者は滅多めったにいませんから、どのように教育すればよいのかわかりません」


下町では洗礼式を終えた子供ならば、基本的に皆が就職している。見習いとして働いているので、両親が亡くなった場合は住み込み見習いという形になるけれど、店が面倒を見てくれるのだ。親族が引き取らなかった洗礼前の幼い子供が孤児院に預けられることはあっても、見習いとなってしまっている年の子供が孤児院に入ってくることはほとんどないらしい。


「この辺りの子供達は見習いとして仕事をしないのかしら？」


「親が農民ならば死んだ時点で畑は接収せっしゅうされる。未成年に与えられる畑だけでは食べていけないのかもしれぬ。詳しいことはよくわからぬが」


フェルディナンドはそう言って軽く息を吐いた。税収の関係で書類を見ているだけで、実際に農民の生活を見たことがないので孤児達の生活に関してはよくわからないと言う。


「……とりあえず、何も知らない子供に教えるように、最初から丁寧に教えるしかありませんね」


「最初から、とは？」


「配膳でも……多分今までとやり方が違うと思います。神殿は貴族の館に準じていることが多いですから。カトラリーの扱いから丁寧に教えなければわからないでしょう」


下町では手づかみで食べることも珍しくない。見苦しくないように食器の扱いを教えられる孤児院の方が珍しいのだ。


「それから、掃除の仕方も、ですね。神官達の掃除は効率こうりつ的で早くて綺麗だとルッツが絶賛していました。あの町長のところの掃除方法は神殿では通用しないでしょう」


ルッツはギルに掃除の仕方を教えてもらって、それをギルベルタ商会の見習い達に教えたと言っていたはずだ。


「ただ、何を教えるにしても四人一緒に教えるようにしてください。森へ採集に行く時も、紙作りについて教える時も、料理の仕方を教える時もバラバラにせず、まとめて教えてくださいね」


孤児は四人、神官と巫女は六人いるのだから、個人個人に担当を付けようとしていたフェルディナンドが「それは何故だ？」とわたしに説明を求める。


「一緒の方が成長しやすいからです。一緒に学ぶ者がいた方が競争心も芽生えますし、お互いに教え合うこともできます。集団の力は馬鹿にできないのですよ」


競い合って覚えた子供達のカルタの話を出すと、フェルディナンドが、む、と目を細めて「貴族院に行くと伸びるようなものか……」と呟いた。そして、わたしを見ながら不穏な笑みを浮かべる。何やら妙な計画が立ち始めた気がするのだけれど、気のせいだろうか。


「とにかく生活に慣れることを一番に考えましょう。神殿は特殊ですから外の人にはすぐに馴染めないということを念頭ねんとうに置いて、丁寧に教えてあげてちょうだい」


「かしこまりました。灰色神官達にはそう伝えましょう」


フランの表情が元の穏やかなものに戻った。


「では、神殿に戻ってハッセの町についてもう少し調べてみるとしよう」


「え？　もう調べましたよね？」


文官とギルベルタ商会の面々が調査したし、その調査結果を教えてもらったはずだ。わたしがそう言うとフェルディナンドはトントンとこめかみを人差し指で叩きながらわたしを見た。


「馬鹿者。前に調べたのは工房を作るという観点で、土地や人口、主産業などを調べただけではないか。そうではなく、どのような貴族の後ろ盾があり、あの小物が増長しているのか、どれだけの影響力があるのか、排除するならばどこからどこまでの関係者をどのように排除するのか、排除した穴を埋めるにはどうするか……。工房を作る上では調べなかったことを調べるのだ」


黒いフェルディナンドが暗躍あんやくするらしい。よくわからないので任せておこうと思う。わたしには向かない。そんな頭を使う仕事。


話を終えて部屋を出ると、心配そうに顔を曇らせたギルとニコラがこちらの様子を窺うかがっていた。大丈夫だよ、と笑ってみせると二人はホッとしたように表情を緩める。こちらの様子を気にしていたのは孤児の四人も同じだったようで、フランの表情が元に戻っていることに安堵あんどの表情を見せた。


「次は五日後に様子を見に来ます。その時までにここの町長がどこの貴族とどのような繋がりがあるのか、どれほどの影響力があるのかなど、調べてきます。食料についてはベンノとグスタフに頼みますから、結果がわかるまでは小神殿からあまり出ないように気を付けてちょうだい。新しく入った孤児達だけではなく、貴方達も十分に注意してくださいね」


灰色神官達に後を頼むと、彼等は「かしこまりました」と跪いたまま丁寧に答える。今はあの四人も同じように跪いてじっとしている。


「……小神殿は守りの魔術が効いていますから、町長がやってきてもここにいる限りは大丈夫です。出ると守れませんから気を付けてちょうだい」


わたしの言葉に、実際の町長を知っている孤児達の方が緊張感に満ちた顔でこくりと頷いた。






神殿に帰るとすぐにフェルディナンドがベンノを呼び出した。町長を始めとするハッセの町について、詳しく聞くためだ。呼び出されるのがわかっていたかのような早さで、ベンノは神殿へとやってきた。


「孤児を引き取ってきた。ずいぶんな対応だったが……ベンノ、其方はそれを知っていたな？」


「えぇ、いつもずいぶんな対応でした。ハッセの町だからこそ、の対応でしょう」


ベンノはそう言って唇の端を上げる。どうやら「神官長と神殿長が孤児を引き取りに行く」と伝えなかったのは意図的なもので、こうして話をする機会を窺っていたようだ。


ベンノによると、ハッセの町は特殊で町長の権力が非常に強いそうだ。


エーレンフェストから馬車で半日もかからないので、エーレンフェストを出発した貴族の宿泊地はハッセを通り過ぎたディンケルの町になる。そのため、祈念式と収穫祭以外に貴族が立ち寄ることはないのだ。徒歩の旅人はいても、普通の貴族はハッセに立ち寄らないらしい。


また、エーレンフェストと近いので商人の価値が余所に比べて低いのだそうだ。エーレンフェストの市場に買いに行こうと思えば行けるし、地方からエーレンフェストへ向かう商人がハッセの町を必ず通るので品物を買い取ることもできる。そのうえ、ハッセには冬の館がある。祈念式や収穫祭が行われるのがハッセの町であり、周辺の農村から冬になると人が集まってくるのだ。それだけの人を相手に采配さいはいを振るうのが町長なので、周辺での影響は大きいそうだ。


「貴族は騎獣で門を通らず行き来できます。あの町長がどのような貴族とどのように通じているのか私はわかりませんが、かなり高位の貴族と繋がりがあるようです」


「ふむ。確実なのは前神殿長だな」


「またあの神殿長ですか？」


わたしはげんなりとしてしまった。顔を合わせないように神殿で生活していた時より死んでからの方が、神殿長が色々なところで関わってきて鬱陶しい。


「騎獣を持っていない前神殿長が動けたのは馬車で行き来できる範囲内だ。領主の叔父である地位を振りかざし、やりたい放題していたに違いない。やり口が同じで、新しい神殿長と神官長に反抗したことからもそれがわかる。何かあっても神殿長にすがれば大丈夫だと計算したのであろう」


祈念式で青色巫女見習いとして冬の館に立ち寄った時にわたしとフェルディナンドの姿を見ていたはずなので、わたし達を前神殿長の下に就ついている者だと認識したのだろう、とフェルディナンドは語った。神殿長の腰巾着こしぎんちゃくをしていた青色神官にも虎とらの威いを借る狐きつねのようにフェルディナンドを下に見る者がいたそうだ。


「あの町長はおそらく前神殿長が捕えられたことも知らないのではないか？　ベンノ、下町に前神殿長の情報はどれほど出ている？」


「全くありません」


ベンノの即答にフェルディナンドは軽く目を見張った。その後、眉間に皺を刻んだ難しい顔で口を開き、言いにくそうに言葉を探す。


「……全くということはないであろう？　神殿長が変わったのだぞ。少しは何か……」


「新しい神殿長が幼い領主の娘で、本物の祝福が与えられる聖女だという噂は広がっておりますが、前神殿長に関しては全くありません。年だから引退したのだろう、とか、役職が変わったのだろうくらいの認識だと思われます」


本当にわたしの聖女伝説が巷ちまたに広がりつつあるらしい。神殿長に就任する以上、箔付はくづけに必要だと前もって聞かされてはいたけれど、恥ずかしくて居いた堪たまれない。


「町長と繋がりがある貴族として、私はあの文官も相当怪しいと思っています。我々が町長の屋敷を出た後も何やら密談みつだんをしていたようですから」


ベンノから色々な話を聞いた後、フェルディナンドは何やら考え込んでいた。眉間にくっきりと皺を刻み、こめかみをトントンと叩きながら黙ってじっと考え込む。しばらく考え込んでいたフェルディナンドが口を開き、小さく呟いた。「死んだ後まで厄介な……」と。

            





神殿の守り


「ヴィルマ、冬籠りの間、孤児院に人が増えても大丈夫かしら？」


わたしはノーラ達を含めて十人の受け入れ余地があるかどうかをヴィルマに尋ねた。そうですね、とヴィルマは去年の分の資料を取り出して捲めくり始める。


「冬支度を去年より増やすことになりますが、部屋数は特に問題ありません。ただ、布団や食器などの生活用品は足りません」


元々灰色神官や灰色巫女としてエーレンフェストの孤児院にいた六人の分はともかく、新しく増える四人の分が足りないと言う。冬籠りを一緒にするのは神殿の生活や教育のためなので今年だけだ。来年はハッセで冬籠りしてもらうなら、生活用品は買い足すより運び込んだ方が良いだろう。


「そう、何人になるか、まだはっきりとはしないのですけれど、十人増えることを考慮して冬支度を進めてください。今年はお金も時間も余裕があるので大丈夫でしょう。ヴィルマのお手柄ですよ」


「神官長に禁止されたのは残念でしたね。ふふっ」


フェルディナンドのチャリティーコンサートでの売り上げがあるので、今年は懐ふところが温かい。ポッカポカである。ヴィルマの描いたフェルディナンドのイラストが完売したおかげだ。他の町にも同じように孤児院と工房を作るつもりでいるので無駄遣いはできないけれど、孤児院の冬支度に使うならば使い道としては問題ないと思う。


「それから、夏の眷属の絵はどうなっていますか？　そろそろできるかしら？」


「えぇ、ほとんどできました。あと一枚、仕上げが残っていますけれど、仕上がった分に関しては今日から印刷を始めているようですよ」


本文の印刷が終わったという報告はギルから受けていたが、絵の印刷も始まったようだ。早ければ数日で印刷が終わって製本に入るだろう。


「……ねぇ、ヴィルマ。冬の社交界までに秋と冬の眷属の絵本も作れないかしら？」


「それは少し難しいと思われます。冬支度もありますし、時間が足りません」


絵本の主な購買層こうばいそうは富豪と貴族である。冬の社交界が良い販売所になると思ったが、間に合わないのでは仕方がない。別に全部売らなくても、来年の商品にすれば良い。


「ローゼマイン様、冬の手仕事に関してはいかがでしょう？　今年も去年と同じでよろしいのでしょうか？」


「えぇ。木工の制作は誰でもできますから、多分、トランプもリバーシも大量に売れるのはあと数年でしょう。皆が真似して作りだす前に大量に作って、売って、また別の物を考えましょう」


わたしが考えて作っている物なんて簡単な物ばかりだ。すぐに真似されるだろう。真似されることも計算した上で、新しい物を売れば良いのだ。


「ローゼマイン様は神殿長になられても、金策きんさくが大変ですのね」


保護者の名誉のために言っておくならば、自分の生活費も稼かせがなければならなかった青色巫女見習いの時と違って、今は生活するだけならば十分な予算をもらっている。わたしの金策は孤児院のため、そして、印刷業を広げて、わたしの本を作るためだ。


「孤児院の運営費は孤児院で稼がなくてはなりませんもの。貴族の出資に頼ると、いなくなった時に元通りですから。わたくしがいなくなっても、孤児院がこのままの生活を続けられるようにしておくことが、神殿長であるわたくしのお仕事です」


「頼もしいお言葉、嬉しく存じます」






「そういうわけで孤児院での受け入れは大丈夫そうです。もう一つ相談があるのですが……」


フェルディナンドにヴィルマとの話し合いの報告をするついでに、絵本をお城で売れないか相談してみることにした。


「神官長、聖典の絵本をお城で売っても良いですか？」


「……待ちなさい。城のどこで売るつもりだ？」


勝手にイラストを売ったことで、販売に関しては更に神経質になったフェルディナンドが薄い金色の瞳でじとりとわたしを見る。


「城のどこかで売りたいと考えているだけです。絵本を購入する人は、下町ならば文字を読めなければ困る商人などの富豪層に限られていますけれど、貴族は全員でしょう？　冬の社交界でお子様のいらっしゃる貴族相手ならば売れるのではないかと思っただけです」


わたしの言葉にフェルディナンドはこめかみを指先で叩く。「妙な絵を売られるよりは良いか」と呟いた後、冬の終わりに城で売る許可を取ってくれると約束してくれた。


「領地に戻る際の手土産として城で売ると良い。冬の間は最初に作った大神おおがみの絵本とカルタで子供の興味を引き、帰り際に新しい絵本を見せれば親も駄目だとは言えまい。君の絵本は内容の割にかなり安いからな」


まさかフェルディナンドに商売関係の意見をもらえるとは思わなかった。


「……ただし、子供が文字に興味を持ち、教育の役に立つと判断されなければ難しいであろう。余計な物にかける値段としては高いからな」


「冬の社交界には子供も来るのですか？」


冬の間に絵本とカルタで興味を引けと言ったのだから子供がいるのだろう。わたしは親を相手に絵本の営業をするつもりだったが、子供がいるならば成功率が上がりそうだ。


「洗礼式を終えた者は来る。幼いうちから交流を持たせ、貴族としての序列を教える場となる。君にとっては将来の側近を探し、育てる場でもある」


……うわぁ、面倒臭い場になりそう。


絵本の営業のことだけを考えていれば良いわけではなさそうだ。冬も忙しそうだな、と思った瞬間、去年の冬の仕事を思い出した。


「あれ？　冬は神殿で奉納式ほうのうしきですよね？　わたくしに社交界なんて関係ないのでは？」


「どちらにも参加するのだ。私は毎年そうだぞ」


万能フェルディナンドは毎年城と神殿を行ったり来たりしていたらしい。でも、体力がない虚弱きょじゃくなわたしに同じことを求められても困る。去年だって体調管理ができるフランが見張る万全の状態で神殿に籠っていたのに、何度も薬を飲む羽目になったのだ。城と神殿の往復なんてできない。


「神官長、わたくし、冬の間に死ぬかもしれません」


「案ずるな。そう簡単に死なせはしない。薬の準備はしておく」


薬は準備してくれても負担を減らしてくれることはないようだ。ひどい。


「……あんまり苦くない薬にしてくださいね」


真面目な顔でどのくらい準備しておくか、フェルディナンドが検討し始めた瞬間、ざわりと二の腕の辺りに鳥肌が立った。


「……ひゃ!?」


寒かったわけではない。ぞわぞわとしたものが背中を駆け上がっていくような感じがして、何だか急に気持ち悪くなった。それと同時に、頭の中にふっとハッセの小神殿という言葉が浮かぶ。


「神官長、今、何だか変なことが……」


自分に起こった異常にわたしがフェルディナンドの方へと振り向くと、フェルディナンドも何かに気付いたように顔を上げて立ち上がった。


「……ハッセの小神殿に押し入ろうとしている者がいるようだ。守りの陣にわずかな干渉かんしょうが感じられる。君も守りの魔術具に魔力を込めたから、同じように感じられるはずだ」


創造の魔術で小神殿を作ったフェルディナンドと守りの魔石に魔力を込めたわたしには、小神殿に攻撃を加える者がいると感知できるようになっているらしい。


「ローゼマイン、来なさい」


フェルディナンドはそう言って寝台の奥にある隠し部屋へ歩いていく。ハッセの小神殿が攻撃を受けているならば、すぐに向かった方が良いはずなのに何をするのだろうか。


「神官長、ハッセに行くのではないのですか？」


「大した干渉は受けていない。先に様子を見た方が良かろう」


フェルディナンドがそう言って扉を開けたので、わたしは急いで隠し部屋に入った。お説教以外で入るのは久し振りである。


ごちゃごちゃと大量にテーブルの上に置かれた実験道具のような物の中から、フェルディナンドは八角形の黒っぽい木で作られた盆のような物を持ってきてローテーブルに置いた。黄色の魔石が八つの角に付いていて、魔法陣のように複雑な文様が彫られていることからも魔術具とわかる。


フェルディナンドが一つの魔石に手をかざして魔力を流していくと、魔石から出てきた黄色の光が文様の上を走り始める。左右に分かれて流れ出した光が魔石と魔石を繋ぎ、文様を浮かび上がらせて魔法陣を完成させた。次の瞬間、盆の底からゆらゆらとした液体のようなものが湧わき上がってきて中を満たしていく。


フェルディナンドがシュタープを取り出して「シュピーゲルン」と揺れる水面みなもに当てると、水面に映像が浮かび、ハッセの小神殿が見えた。わたしはいつものように長椅子に座るのではなく、立ったままで盆の中を覗き込んだ。まるで監視カメラのような魔術具だ。


「……神官長、これってどこでも覗けるのですか？」


「まさか。自分の魔力が籠った守りの魔石がある建物だけだ。基本的には領主一族が街や領地を守るために使用する物で、どこでも覗けるわけではない」


覗き趣味でもあるのかと思ったが、違ったようだ。わたしがホッと胸を撫で下ろしていると、「一体何を考えた？」と怖い笑顔で凄すごまれた。


「何も考えていません。それより、ハッセの小神殿をよく見せてくださいませ」


水面に映るハッセの小神殿に農具を持った十人足らずの男達が押し入ろうとしているところが見えた。多分、町長に命じられた男達だろう。町長の姿はなく、比較的若い男ばかりだ。ノーラ達を取り戻しに来たのだとわかって、背筋が震える。


「神官長、すぐに助けに行かなくちゃ……」


「貴族もいないようだ。わざわざ向かう必要はない。見ていなさい」


男達が乱暴な動作で扉を開けようと手を伸ばした瞬間、驚いたような顔で彼等は手を引いた。何度か手を伸ばしてはひっこめる。まるでネコが動くおもちゃを警戒しながら、前足を出しているような姿だった。どこからどう見ても攻撃しているようには見えない。


「……あの人達、何をしているのでしょうか？」


「悪意ある者を入れぬように小神殿は守りをかなり強化している。扉に触れた途端、激痛が走るのであろう。何度も挑戦しても結果は同じだが、懲こりぬようだな」


セキュリティレベルが変えられるなんて想像以上に便利だと思いながら、わたしが映像を覗き込んでいると、フェルディナンドが創造の魔術について少し教えてくれる。


「ジルヴェスターではなく、私が小神殿を作ったのは街と小神殿で守りの強さを変えるためだ。領主が作ると、小神殿と共に街の守りも一緒に強化することになる。どう考えても支障ししょうが多い」


領主が設定しているエーレンフェストの守りは魔力攻撃を弾くものだそうだ。中にいる者に悪意を持つ者を弾く小神殿とは全く違う。エーレンフェストの街全体に小神殿と同じ守りをかけると、親子喧嘩や夫婦喧嘩をして森へ採集に出かけた者が帰れなくなる可能性もあるらしい。


「夫婦喧嘩で家に入れないくらいなら笑い話で終わるけど、街に入れないのは洒落しゃれになりませんね」


母さんと喧嘩した父さんが門で右往左往しながら「仕事はできるのに家に帰れない！」と嘆く姿を想像して、思わず笑ってしまう。けれど、その笑いは中途半端なところで固まった。


「……農具を振りかざしましたね」


扉に触れられないと理解したらしい男達は手に持っていた農具を振り上げて、扉に向かって大きな動作で振り下ろした。次の瞬間、男達は全員吹き飛ばされて無様ぶざまに転がっていく。


「祈念式の襲撃しゅうげきで君の風の盾に守られた馬車の様子によく似ていると思わないか？　小神殿の守りには同じような作用を組み込んである」


「フランやロジーナは傷一つなく守られましたものね。風の盾なら安心です」


吹き飛ばされた男達は驚愕に顔色を変えながらもう一度突進した。結果は同じだ。何度攻撃しても、小神殿の扉には傷の一つも与えることができない。怪我をするのは自分達だ。次第に攻撃する腕にも勢いがなくなり、段々と顔色が悪くなっていく。不気味な物を見るように、小神殿を見上げていた男達は一人、また一人と逃げるように帰っていくのが見えた。


「問題なく守りが作用しているようだな」


ふむ、とまるで実験結果を確認するように呟くと、フェルディナンドは何やら木札にメモをし始めた。「もう少し弱めても大丈夫だろうか」と恐ろしいことを言いだす。


「守りはこのままでいいですからね。勝手にいじっちゃダメですよ！　それより、小神殿に皆の無事を確認に行きましょう」


わたしの言葉にフェルディナンドは木札に書き込みを続けながら、「今は駄目だ」と即答した。


「下手に動くと、ヴォルフの時のように町長が消される」


フェルディナンドの静かな言葉に、わたしはびくっとして、部屋を出ようとしていた足を止めた。


ヴォルフはインク協会の会長だった人だ。わたしが知らないところで亡くなった、顔も知らない人なので記憶から零こぼれそうな相手だが、貴族にとっての平民の価値を目に見える形で突き付けてくれたという点で印象深い。ヴォルフは貴族と後ろ暗い繋がりがあり、フェルディナンドとカルステッドが貴族との関係を洗い出そうとしたことで口封じに殺されたのだ。


あの時と同じように下手に動けば即座に殺されるぞ、とフェルディナンドが忠告する。貴族が平民の命を何とも思っていないことはわかっているつもりだが、はっきりと明言されると心が震えた。


ハッセの町長は嫌な人だとは思っているが、死んでほしいと思うほどの相手ではない。少なくとも自分が動くことで死ぬようなことになれば後を引きずりそうだ。


「……やっぱり、命は大事ですものね」


「あぁ。色々と証言を握っていそうだから、あれは生きたまま確保したい」


フェルディナンドにとって大事なのは、町長の命ではなく握っている情報らしい。


すっぱりと割り切った思考回路は本当に為政者いせいしゃ向きだと思う。わたしのように情に流されてフラフラしたり、本のために暴走して失敗したりしないのだろう。根本的なところが全く違うことに軽く息を吐いた。わたしはいくら貴族らしく振る舞おうと思っても貴族にはなりきれないようだ。メッキが剥はがれたら、ただの小市民である。


「様子を見に行く予定の日まで待ちなさい。いきなり襲われても問題ないことはわかったはずだ」






わたしはじりじりした気持ちで待っていた。あと三日で約束していた日になる。もちろんその三日間をぼんやりと過ごしたわけではない。孤児院の冬支度に必要な物とその量をヴィルマとモニカに計算してもらい、フランにはわたしの部屋の分を計算してもらえるように指示を出した。ギルとルッツには去年の手仕事の数から今年の分の数を決めて、板作りをインゴの工房に依頼し、インク工房にインクの手配をしてもらうことになっている。


リヒャルダから冬の衣装を仕立てなければならないので一度城に戻ってくるように、とオルドナンツが飛んできたし、ベンノからはイタリアンレストランを開店させたいから料理人を返してほしい、と頼まれた。ついでに、今年は臭いの少ない獣脂じゅうしの蝋燭ろうそくを使いたいから、蝋工房に臭いが軽減できる塩析えんせきの技術を売り飛ばしたいと言われたのである。






そんな中、孤児院にいたはずのモニカが布の包みを持って部屋に戻ってきた。下町に通じる裏門の門番から手紙を預かったらしい。孤児院にいる者が門番から一旦預かって貴族区域まで届けてくれることはよくある。手紙と言ったけれど、実際にモニカが持っているのは木札だ。


「ローゼマイン様、こちらのお手紙は、神殿にいないことは知っているけれど前神殿長に届けて欲しいと言われたそうです。故人宛てのお手紙はどうすればよいのかと門番が困っていたので、こちらにお持ちしました」


「前神殿長宛て、と明言されたのは初めてですね」


神殿長宛てに、便宜べんぎを図はかってほしいことをにおわす招待状はちょくちょく届く。大抵はエーレンフェストの市が立つ日に合わせてやってくる農民や商人が手紙を預かってくるので、市が終わってすぐのこの時期に手紙が届くのは珍しい。それに、「神殿長宛て」の手紙は何度も受け取ったけれど、「前神殿長に」と言われた手紙を受け取るのは初めてだ。この街以外にも神殿長が交代したことが広がり始めたということだろうか。


神殿長が交代したことは知っていても、前神殿長が亡くなっていることは知らない誰かが手紙を送ってきたのだろう。貴族街の者はともかく、余所では前神殿長が失脚しっきゃくしてすでに亡くなっていることを知る者はまずいない。


「貴族街のご実家に送られますか？」


モニカの質問にわたしはゆっくりと首を横に振った。本来ならば、それがよいのかもしれないが、前神殿長に実質的な実家はもうない。前神殿長の姉にあたる領主の母親は、外との連絡を一切断たれた状態で幽閉ゆうへいされているし、異母兄弟が継ついだ生家せいかがあるようだが、代替わりしているうえに元々仲が悪かったようだ。領主の母はともかく、洗礼式もしなかった前神殿長は一族の数に入っていない、と当主より明言されているらしい。フェルディナンドが言っていた。


「前神殿長への手紙はこちらで処理するしかありませんね。いつも通りに処理します。明日、返事を取りに来てくださるように使者にお伝えしてちょうだい」


「かしこまりました」


モニカが退室するのを見ながら、わたしは布に包まれた手紙──木札を手に取った。布を解いて目を通す。書き慣れていないことが容易にわかるガタガタの字で手紙を送ってきたのは、なんとハッセの町長だった。


フェルディナンドが推測した通り、町長は前神殿長が失脚し、すでに死亡していることを知らないようで、「小神殿を何とかしてほしい」「貴方の部下が横暴おうぼう極まりないことをしている」「文官のカントーナ様に売り渡す契約をした孤児を奪われた」など、つらつらと書いている。小物だとは思っていたが、あまりにも残念すぎて言葉にならない。口から出てくるのは溜息だけだ。


「フラン、神官長のところに行きましょう」


わたしは貴族との繋がりを示す有力な手掛かりとなる木札を持って、フランと一緒にフェルディナンドを訪ねた。


「神官長、こんなお手紙が届きました。お返事、どうしましょう？」


わたしが木札を手渡すと、フェルディナンドはあまり上手ではない文字を睨むようにして解読し、わたしと同じように疲れ切った顔になった。


「……前神殿長は亡くなりました、と返事をしておけば良い。その後どのように動くかで判断する。敵対しなければしばらく放置しておいてよい。こちらには大した影響はないだろう」


これから先の態度や行動でわたし達の祈念式の行動を決める、とフェルディナンドは言った。


「祈念式ですか？　収穫祭ではなく？」


「農業を主とする町で神の加護かごが得られなければ、収穫に明確な差が生まれる。数年は何とかなってもどんどん土地が痩やせていくのだ。ハッセを守ってくれる神殿長ならば誰でも良いのか、ちょっとした悪事で小金を稼げる貴族が欲しいのか……。選ぶのはあの町長だ」


フェルディナンドはそう言って軽く手を振った。


「選択を間違えれば日々の糧かてを得られなくなる町民や農村の者によって、ハッセの町長は勝手に失脚するだろう。それより、せっかく名指しされているのだ。カントーナを優先して調べていこう」


「よろしくお願いします」


木札をフェルディナンドに預けると、わたしは部屋に戻ってハッセの町長に返事を書いた。


前神殿長はもう亡くなってしまったので、もういません。これから、どうするのですか、という内容をフランの指示で貴族らしく婉曲えんきょくに飾って書いた。果たして町長は解読できるのだろうか。

            





新しい課題と冬支度の手配


ハッセへの返事を使者に渡した。ハッセまで半日もかからないのだから、明後日、わたしが小神殿に向かうまでには届いているだろう。手紙を読んで、状況を把握して、おとなしくしてくれれば良いけれど一体どうなることか。


「神官長、放置しておいても大丈夫なのですか？」


「今は放置するしかあるまい。排斥はいせきするだけならば簡単にできるが、大事なのはその後だ」


貴族としての権力を使えば、町長のような小物を捕えるのも、首を物理的に飛ばすのも簡単だ。けれど、その後のハッセの町を考えると、町長を飛ばすだけでは不十分になるらしい。


「でも、悪いことをする小物は少しでも早く排斥した方が良いのではないのですか？」


「ローゼマイン、悪いこととは何だ？」


「だから、孤児を売ったり、前神殿長や文官に『袖の下』……えーと、金品を渡したり……」


わたしが指折り数えていると、フェルディナンドは意外そうに眉を片方だけ上げた。


「それは、別に悪いことではないであろう？」


思ってもみなかった言葉にわたしは目を瞬いた。お互いに不思議そうな顔になって首を傾げ合う。


「孤児の面倒を見る代わりに、孤児の所有権を持つのだ。売るか否かは町長が決めることだ。そして、貴族に金品を贈って融通ゆうづうを利かせてもらおうとするのは当たり前だ。ベンノとて、私と初めて会う時には贈り物を持ってきたではないか。心証を良くしようとするのは当然ではないか」


孤児の所有権は面倒を見ている者にあり、賄賂わいろを渡すのは当然のことで悪いことの範疇はんちゅうには入らないらしい。常識の違いに混乱しながら、わたしは頭を抱えた。


「あれ？……では、町長のやらかした、悪いことは何ですか？」


「貴族である私の命令に従わなかったことと、許しもなく立ち上がろうとして我々の決定に異議いぎを唱えたことに決まっている」


たとえ多少の不正をしていても、孤児を売り飛ばしていても、それが町の利益となっていた場合、町の者にとっては良い町長で、孤児を売った金で町を潤うるおすことができるのならば、ハッセの者は町長を支持するらしい。


「冬の館に集う農村の者を入れると千人程がいるハッセの町民と数人の孤児ならば守られるべき対象は町民だ。我々が孤児を守って町長を力技で退しりぞければ、こちらが町民から憎まれる対象となる」


フェルディナンドの思ってもみなかった言葉にわたしの心臓が嫌な音を立てる。


「えーと、つまり、ハッセの人にとっては、わたくし達が悪なのですか？」


「今の時点ではそうだろう。貴族に売り飛ばすはずだった孤児を勝手にさらって行き、手を出せない小神殿に入れて、税を納める町民ではなく、数人の孤児だけを大事にしているのだからな」


売られかけた孤児を救うことが悪いことだと他の人に認識されるとは思ってもみなかった。呆然としてしまったわたしにフェルディナンドは平然とした顔で続ける。


「全てを自費で賄まかなっていた青色巫女見習い時代と違って、領主の娘である今の君は領民の税金で生きている。孤児と納税者、どちらを大事にしなければならないか、わからないか？」


新しく印刷業を始めるためには他の仕事に就いていない者が必要で、孤児院はとても都合が良かった。だから、各地に孤児院を立てて印刷業を発展させていくことを考えたし、領主からも許可が出たはずだ。それが町民にとってそれほど困ることだとは思いもしなかった。


「領主の許可が出たのは、今まで税金を納めていなかった孤児を正式な仕事に就かせることができれば彼等からも税金が取れると判断されたからだ。ただの慈悲じひだけではない」


首筋がひやりとした。自分の能天気さと視野の狭さを突き付けられて、自分の中の常識がまた一つ突き崩されて泣きたくなる。


「……悪事に対する認識がここまで違うとは思わなかった。あの小物は君の良い教材となるだろう。町長に対する反対派を作り、育て、町長を孤立させなさい」


「……はい？」


「町長を取り除いてもハッセの町が順調に動くような後釜あとがまを作っておけと言っているのだ。こちらに賛同する従順じゅうじゅんな駒を育ててから町長を排除すれば全ては丸く収まる。やってみなさい」


どうせ、処分すると決まっているのだから存分に利用すればよい、と事もなげにフェルディナンドがとんでもないことを言い出した。人を陥おとしいれるという課題を出されて、奥歯がカチカチと小さく鳴る。本のために暴走して、結果的に周囲に迷惑をまき散らすことはあったけれど、こうして意図的に誰かを陥れるために行動したことは今までない。人を陥れるのは悪いことで、してはならないことだ、と教えられて育ってきたのだ。


……怖い。嫌だ。そんなことできない。したくない。


わたしが小さく首をふるふると振りながら尻込しりごみすると、フェルディナンドは我儘わがままを言う子供を宥めるように軽くわたしの頭を叩く。


「ローゼマイン、君がしっかりしなければ小神殿の孤児達は森に出かけることもできない。そうすれば、工房での仕事ができないくせに神の恵みだけは一人前に食べる邪魔者になるだろう。ハッセの町だけではなく、孤児院の中でも疎うとまれる対象となるぞ。勝手にさらってきて、その上で疎まれるような環境に彼等を置くのは君の本意ではないだろう？」


「……でも、人を陥れる方法なんて存じません」


わたしの精一杯の抵抗に、フェルディナンドはその場に膝ひざをついて視線を合わせると、ぞっとするほど甘い笑みを浮かべる。


「初めてだからな。やり方は教えよう」


綺麗な笑顔にたっぷりと含まれた毒が自分の中に流れ込んでくるのを感じて、わたしはぐっと奥歯を噛みしめた。

            





    
  
  








フェルディナンドの毒気に当てられて、その夜はよく眠れず、寝不足に加えて、気が重いまま、わたしは城に向かうことになった。冬の衣装を仕立てるための採寸さいすんと注文は早く済ませなければならないようで、昨日はリヒャルダから一日の間に三回もオルドナンツが飛んできたのだ。あまりにも急かされて辟易へきえきしたフェルディナンドによって、わたしは強制的に連行されることになった。あまり気分が良くないので休息が欲しいけれど、許してもらえない。


……鬼畜きちく神官長め。


仕方がないので、城へ行くついでにフーゴを返してもらおうと思う。約束の期限は過ぎているから問題ないはずだ。


「ギル、今日はお城に行ってきます。フーゴを返してもらう、とルッツに伝えてくださいね」


「かしこまりました。今日中に一冊は仕上げておきますから、元気を出してください」


「ありがとう、ギル。ギルはそのまま真っ直ぐに育ってね」


素直で無邪気な笑顔に心底癒いやされる。どこぞの誰かの毒々しい笑顔の後には尚更なおさらだ。ウチの側仕えは皆可愛い。


「ローゼマイン、どうした？　顔色が良くないぞ」


「自分が人を陥れなければならないことを考えたら眠れなかったのです」


誰のせいだよ、と思いながら元凶げんきょうであるフェルディナンドを睨むと、彼は驚いたように目を瞬いた。「そんなことでは、領主の娘として生きていけないのではないか？」と。


「神官長にとっては初級者向きの課題だったのかもしれませんけれど、わたくしにとっては難題なんだいすぎます。神官長の言うままに課題を達成した暁あかつきには不眠症になりそうです」


「その程度で眠れなくなるのか。……弱すぎるな、君は」


肉体的にも精神的にも自分が脆弱ぜいじゃくなことはわかっている。わたしがコクリと頷くと、軽く溜息を吐き、フェルディナンドが何かを考えるように一度目を伏せた。


「……今、考えても仕方がない。ひとまず出発しよう」






レッサーバスで城に行き、出迎えてくれるノルベルトに生温かい目で見られるのにも慣れてきた。


フェルディナンドは「料理人の件をアウブに伝えてこよう。君は忙しいだろうから」と胡散臭うさんくさいほど爽さわやかな笑顔でそう言って、バサリとマントを翻ひるがえすと颯爽さっそうと去って行った。絶対にリヒャルダから逃げたかっただけだと思う。


「ローゼマイン姫様、お帰りなさいませ。針子はりこはすでに準備済みですよ」


出迎えてくれたリヒャルダに急かされて、針子を待たせてある応接室に向かう。たくさんの温かそうな布が巻かれて積み上げられていて、毛皮も種類豊富にたくさん揃えられていた。こうして生地から選んで仕立てるのは初めてだ。わくわくする気分が自分の中に確かにあるのに、気分がちっとも浮き上がってこない。


「ヴィルフリート坊ちゃまもローゼマイン姫様も今年の冬が初めてのお披露目ひろめですからね。どのような衣装を揃えるのか、よく考えなければなりません」


リヒャルダは今まで男の服ばかりを揃えてきたのでとても張り切っているらしい。エルヴィーラやフロレンツィアと一緒に、すでに何点かの冬服は注文済みだと言う。


「夏の寸法で一応作らせてはいるのですけれど、子供は成長が早いですから採寸はきちんとしておいたほうがよろしいと思いますよ」


……わたし、なかなか大きくならないんだけどね。


魔力を体に満たしておかなければならないから成長しにくいだろう、というのがフェルディナンドの見立てだ。最近は魔力を使う機会も増えているし、ご飯もたっぷり食べているので、少しは成長していると信じたい。


採寸した結果としては少し成長していた。同じ年頃の子に比べると、ほんの少しだけれど。


「姫様はどのような衣装にいたしますか？　ヴィルフリート坊ちゃまの衣装がこちらですので、それに合わせた衣装にいたしましょう」


ヴィルフリートの衣装のデザインについて書かれた木札を見せられ、リヒャルダがお揃いの生地と色を勧めてくる。小さい兄妹がお揃いの服を着ているのを見るのは微笑ましいと思うけれど、自分が着るとなると微妙な気分だ。しかし、リヒャルダの中では生地と色を揃えることは決定しているようだ。あとはデザインの決定だけ。それも、すでに候補が絞られている。


「こちらとこちら、姫様のお好みはどちらですか？」


わたしの場合、服にこだわりはそれほどないので、周囲が機嫌良く仕えてくれて、恥をかかない服ならば別に構わないのだけれど。


「では、こちらでお願いいたします」


お披露目の衣装が決定したので終わりかと思えば、冬の普段着に下着に靴など一式注文を終えるまで解放してもらえなかった。せっかくなので、神殿で過ごすための服や敷物なども合わせて注文しておく。去年の冬支度では服を揃えるのが大変だったので大助かりだ。


「リヒャルダ、わたくし、養父様に料理人の件でお話があるのですけれど……」


「姫様の連れて来られた料理人は、今や城では人気が高いですよ。誰もがレシピを知りたがっているのに、ジルヴェスター様が許可を出さないと伺うかがっております」


どうやらフーゴは城で確実に人気を伸ばしているらしい。わたしは少し誇らしい気持ちになりながら、「皆でおいしい物を食べた方が良いでしょうに」と文句を言うリヒャルダに小さく笑う。


「養父様もお金を出してレシピを購入しておりますからね。簡単には教えられないと思いますよ。冬の社交界で貴族達を驚かせるのだそうです」


「わたくしもジルヴェスター様の昼食に一度お招きいただきましたけれど、驚きましたもの。これは冬が楽しみですね」


……その料理人ね、今日連れて帰るんだ。ごめんね。


心の中でリヒャルダに謝りつつ、わたしは領主との面会時間を取ってもらえるようにお願いする。


「突然は難しいと思われますよ」


「フェルディナンド様がお願いしてくださっているはずなのです。養父様に伺ってみてください」


「かしこまりました、姫様。少々お時間がかかります。こちらを読みながらお待ち下さいませ」


リヒャルダが一冊の本を取り出してわたしの前に置いてくれた。ぱぁっと顔が輝いていくのが自分でもわかる。重かった気分が一度奥へと押しやられ、本を読める喜びに満たされていく。


「嬉しいです、リヒャルダ」


「いい子で待っていてくださいませ」


わたしはリヒャルダに笑顔で頷くと、早速本を手に取って読み始めた。フェルディナンドが揃えてくれていた魔術の本で、魔石の色と神の関係について書かれた本だった。神の貴色きしょくと関係していて、使いやすい魔術が違うそうだ。水の女神とその眷属に関係する魔術に使われるのは、緑が一番魔力効率は良いというようなことが載のっていた。わたしはすでに聖典で神の名前も、眷属の名前も、それぞれが何を司つかさどっているのかも知っているので、それほど混乱はなく読めたけれど、全ての神とその眷属に関する話が一度に出てくるので、この本だけで教えられれば頭が混乱するかもしれない。


おそらくこの本は大人向けなのだろう。言い回しも難しく、文章が長くてわかりにくかった。付け加えるならば、文章自体が古くて読みにくい。芸術的な絵が載っているが、内容とあまり関係がないので意味がないような気もする。


……これが貴族にとって必修の内容だとすれば、わたしが作っている眷属の絵本って、かなり需要じゅようがあるんじゃない？


冬の商売の成功に確信を抱きながら本を読み進めていく。リヒャルダが軽く肩を叩いて、五の鐘のお茶の時間ならば面会できる、と教えてくれた。






リヒャルダがもぎとってくれた面会時間まで、わたしは本を読んで過ごした。ジルヴェスターとの面会よりも本を読んでいたいと思ったのは秘密である。


五の鐘が鳴って、わたしは領主が執務しつむをしている本館の表に向かう。移動していると、脱走中にランプレヒトに捕まったらしいヴィルフリートがこちらへ連れて来られている姿が目に入った。


「ローゼマイン、こちらに来ていたのか？」


「ヴィルフリート兄様、ごきげんよう」


「どこへ行くのだ？」


「……どこかしら？　行く先は存じませんの」


わたしばかりが父親と話をするのがずるいと言っていたヴィルフリートに、「養父様とお茶をする」とは言えなくて言葉を濁にごす。


「本館の二階にある休憩室ですわ、ヴィルフリート坊ちゃま」


「……なんで、ローゼマインばかりが父上と」


ぐっと唇を噛みしめたヴィルフリートが憎悪ぞうおの籠った目でわたしを睨んだ。


「ずるいぞ！　バカ！　ローゼマインなんか嫌いだ！」


普段なら何ともない顔で通りすぎただろう。でも、新しい課題に心が荒すさんでいる今のわたしには聞き流せなかった。勉強から逃げ出して好き勝手しているヴィルフリートの姿は、自分のやりたいことだけをしていればよかったマインの頃を思い出させて、それだけでも苛立ちを感じさせるのに、何故こちらが非難されなければならないのか。


「バカはヴィルフリート兄様です。ご自分は本が読める環境で本を読まずに勉強から逃げ回り、周りに迷惑ばかりかけてらっしゃるのに、わたくしの何がずるいのですか？　さっさと基本文字くらい覚えてくださいませ。こちらは勉強ができる時間を今か、今かと待っているのです。ヴィルフリート兄様が文字を覚えてわたくしの勉強時間が増えていたら、フェルディナンド様から無茶な課題など出されなかったのですよ！」


最後は完全に八つ当たりだ。けれど、言い返さなければ気が済まないくらいイライラしている。これ以上、突っかかってこないでほしい。


まさか言い返されると思っていなかったのか、ヴィルフリートは深緑の目を丸くしてわたしを見た。ヴィルフリートの護衛についているランプレヒトもぎょっとしたように目を見開いているし、リヒャルダも目をぱちくりとしている。


「な、な……生意気だぞ！」


「領主の子として為すべき勉強もせずに逃げることばかりを考えている卑怯者ひきょうものはどなたです？　わたくしに生意気なことなど言わせないくらい立派な行動を心掛ければよろしいでしょう」


特に今はどんどん雁字搦がんじがらめになっていく今の自分の立場を嫌悪したくなっているせいで、同じ領主の子という立場で好き勝手しているヴィルフリートを見ていると張り倒したくなる。わたしの課題をお前もやれよ、と怒鳴りつけたい。


「ローゼマイン様！　抑えてください！」


ダームエルに肩を揺さぶられてハッとした。苛立ちのあまり、ヴィルフリートを軽く威圧いあつしてしまったようだ。この場はさっさと退散たいさんしよう。これ以上、ヴィルフリートと顔を合わせているのはお互いのために良くない。


「わたくしは課題が山積みで忙しいので、失礼いたします」


身を翻して動き出すまでは良かったが、領主の城は無駄に広い。わたしには自室から執務室が遠すぎる。寝不足もあって途中で息切れしてきた。足の進みが遅くなってきたわたしを見てコルネリウスが顔を曇らせる。


「リヒャルダ、ローゼマイン様の顔色が良くないように見えるが……」


護衛騎士として領主の館にいる間はきちんとわたしを様付で呼ぶが、心配する表情は兄のものだ。リヒャルダがわたしを覗き込んだ後、抱き上げて歩き始めた。まずい。頭がくらくらする。


「姫様、面会前に倒れないようにお気を付け下さいませ」


「ごめんなさい。……もういっそ城の中で一人用のレッサーバスを動かせればよいのですけれど」


「ジルヴェスター様に提案してみましょう」


休憩室に到着した時にはお茶の時間は始まっていて、ジルヴェスターはフェルディナンドや側近達と共に寛くつろいでいた。


「遅かったではないか、ローゼマイン」


「自室からここまでが遠すぎて、姫様は途中で倒れかけたのです。城の中で騎獣に乗る許可をいただけませんか？」


リヒャルダがそう言うと、ジルヴェスターは少し腕を組んで考え込んだ。


「城で騎獣に乗るには羽が邪魔ではないか？」


「姫様の騎獣には羽がございませんし、大きさも自由に変えられます。邪魔にはなりません」


リヒャルダの言葉にジルヴェスターが深緑の目を好奇心で輝かせた。


「ちょっと見せてみろ。羽のない騎獣など見たことがないぞ。面白かったら許可してやる」


「わかりました。城の中で乗るなら一人用だから、これくらいの大きさで……」


わたしは魔石を取り出して一人乗りのレッサーバスを作り出した。わたしの一人サイズに小さくなると完全に子供のおもちゃだ。乗り込んで人が歩くくらいのスピードで部屋の中を動いてみる。


「それが騎獣か!?　何だ、それは!?　わはははははは！　面白い！　さすがローゼマイン。我々には全く思いつかないことをしてくれる」


レッサーバスを指差しながらジルヴェスターは腹を抱えて笑い始めた。


「面白いので採用する。ローゼマインはそれで移動をしても構わぬ」


「ちょっと、待て。ジルヴェスター！」


「何だ、フェルディナンド？　常に側仕えや護衛に抱き上げられて移動するより良いだろう？」


領主のお墨付すみつきをもらえば、怖い物なしだ。わたしは館での移動手段を得てホッと息を吐く。


席を勧められ、お茶が準備されると、ジルヴェスターがちらりとわたしを見た。


「それで、ローゼマインの用件は何だ？」


「フェルディナンド様からお話があったと思いますが、料理人のフーゴを引き取って帰ります」


わたしがそう言うと、ジルヴェスターはバッと振り返ってフェルディナンドを見た。


「……フェルディナンド、聞いてないぞ」


「え？　フェルディナンド様は一体何の話をしていたのですか？」


「料理人のことより緊急の話があったのだ」


フェルディナンドはこめかみを叩きながら、「どうせ期限は終わっているのだ。連れて帰ることに何の問題もないだろう」と言いながら、わたしとジルヴェスターを見た。


わたしは何の問題もないけれど、ジルヴェスターはそうではないようだ。


「嫌だ。せっかく料理の味が安定してきたのだ。もう少し延長してくれ」


「嫌です。これ以上は延長できません。イタリアンレストランが開店できなくなってしまいます」


わたしとジルヴェスターが睨み合っていると、フェルディナンドが「料理人を呼んで来い。本人に選ばせればよいだろう」と手を振った。簡単に言ってくれるが、一介の料理人が領主の命令に逆らえるはずがない。選べるわけがない。


連れて来られたフーゴは土気色つちけいろの顔をしていた。本来、料理人は平民の下働きなので貴族の部屋に連れて来られることなどない。わたしがエラに直接レシピを教えるのを、フランが嫌がっていたことからもわかるように、平民の下働きが地階から出ることは滅多にないのだ。


「大儀であった」


跪いたフーゴに言葉がかけられる。俯いているフーゴの表情は見えない。


「其方、このまま宮廷料理人となる気はないか？　このまま城で雇いたいと言えばどうする？」


「……それは……」


嬉々ききとして受けるのではなく、フーゴが躊躇いを見せた瞬間、わたしは拒否だと受け取った。


「養父様、フーゴはギルベルタ商会から借り受けているだけですので、一度は必ず返さなければなりません。その上で、お誘いするのは養父様の自由だと思います。できれば後任を育てる時間がいただければ嬉しいと思いますけれど、この場で引き抜くのはお止めくださいませ」


わたしがそう言うと、領主らしい顔を崩さぬまま、ジルヴェスターは軽く肩を竦すくめた。


「ふむ、残念だ。ならば、また食事処に食べに行くとしよう」


「心よりお待ちしております」


フーゴを連れて馬車で帰ることにしたわたしは、フーゴと一緒に挨拶して領主の前から退出する。


部屋を出た瞬間、フーゴが小さく息を吐いた。


「ローゼマイン様、助かりました。結婚したい相手がいるのでこのまま宮廷料理人になるのは少し困るところだったのです」


去年の星祭りではタウの実を持って駆けだしていたけれど、とうとうフーゴにも恋人ができたらしい。それは、早く下町に帰りたいだろう。貴族街と下町の間には、平民が簡単に使える連絡手段が存在しないため、遠距離恋愛よりずっと大変なのだ。


「では、結婚したらフーゴは貴族街に移るのかしら？」


「……彼女次第ですが、できれば」


星祭りを終えたら宮廷料理人になるのもいいかもしれない、とフーゴはにやけた顔で呟いた。

            





イタリアンレストラン開店


考え込んで眠れない夜が続き、頭がぼんやりしている。「反対派を作って町長を孤立させる」という課題が達成できなければ、町長と連帯責任で処分される町人が増えるぞと脅されてからは、フェルディナンドの笑顔にうなされるようになり、ますます胃が痛くなってきた。


今日はやっと孤児院へ様子を見に行ける日である。わたしは布団と食料の詰まった箱と印刷の版紙を数枚レッサーバスに積み込んでもらい、フランとギルとニコラとブリギッテを乗せて、ハッセへ出発した。フェルディナンドとダームエルは相変わらず何とも言えない顔でレッサーバスを見ているが、もう文句は言ってこない。






「ローゼマイン様、ようこそいらっしゃいました」


灰色神官と灰色巫女が跪いて出迎えてくれた。新入りの四人も見様見真似で跪いて、挨拶の言葉を復唱している。側仕え達に荷物を運び出してもらい、わたしはレッサーバスを片付けた。


くるりと見回してみると、ここへ連れてきたばかりの時は疲労困憊ひろうこんぱいという顔だったノーラとマルテの顔色がずいぶん良くなっている。トールとリックも元気そうだ。


「町民の襲撃があったけれど、大丈夫だったようですね。ノーラとマルテの顔色がずいぶん良くなっているわ」


ノーラが顔を上げて、「お話ししてもいいですか？」と言いにくそうな慣れない口調で許可を求める。わたしが頷くと、ノーラはホッとしたように表情を緩めた。


「あの人達、何もできなかったの。入ることもできなくて、棒や農具を振り回しても吹き飛ばされるだけで……。ビックリしたけど、すごく安心したわ。ありがとう、ローゼマイン様。わたし、ここに来られてよかった」


わたしの呼び方は「ローゼマイン様」だと、この数日の間に教え込まれたようだ。下町の子供達と同じような言葉遣いの中に突然混じった敬称けいしょうが面白い。


ノーラの言葉を聞いていたトールも顔を上げて口を開く。


「オレも、その、姉ちゃんが絶対に連れて行かれないんだってわかって、すごく嬉しかった。それに、いつもご飯がちゃんと食べられるんだ。孤児院をこうしたのはお前なんだって、他の奴ら全員が言ってた。お前、小さいけど、すげぇんだな、ローゼマイン様」


興奮した様子で早口に話すトールの言葉遣いは相変わらずだけれど、その青い目は前のように気を張ったものではなく、尊敬そんけいと好意が見てとれる。一緒に並んで跪いている灰色神官達は、二人の言葉遣いに「あぁぁ」と言いたそうに頭を抱えているけれど、警戒心丸出しだった四人にたった数日で敬称を教えられているのだ。とても頑張ってコミュニケーションをとっていると思う。


「リック、神殿は今までと色々なことが違うと思うけれど問題はないかしら？　町長のところの方が自由はあると思うのだけれど……」


「自由より安全が大事だ。マルテに笑顔が戻ってきただけで、オレは嬉しい。ありがとう、ローゼマイン様」


リックがマルテを見て目元を和やわらげ、マルテもはにかむように小さく笑う。


やっぱりこの笑顔は大事にしたい。わたしがこの子達を引き取ったのは間違いではないはずだ。領民と孤児達、両方にとって良い結果になる方法を探したい。でも、町長を孤立させて、追い落とすなんて、どうすればいいのか全くわからないし、正直、やりたくない。


……お腹、痛い。






ハッセの様子を見に行った次の日は、ギルベルタ商会との会合だ。フーゴ達が戻ったことで、イタリアンレストランが開店されることになり、その日取りやメニュー、わたしの挨拶などの打ち合わせをすることになっている。ついでに、ベンノを代理人に立てて、蝋ろう工房に塩析の方法を売る契約をしてしまう予定だ。


「ローゼマイン様、お顔の色が良くありません。本日の会合は中止なさいますか？」


朝食を運んできたフランが、心配そうにわたしの顔を覗き込んだ。会合を中止した方が良いと思うほど、顔色が悪いらしい。わたしはふるふると首を横に振った。


「会合には行きます。ルッツに会いたいのです」


「では、それまでの時間は、本を持って参りますので、休憩して過ごすようにしてください」


「ありがとう存じます、フラン」


フランが甘やかしてくれたので、会合の時間までは本を読みながらゴロゴロと過ごした。本を読んでいると頭の中が空っぽになるというか、嫌なことを考えずにいられるので、とても心安らかな気分になれる。






そして、三の鐘が鳴った。


「危ない！」


ブリギッテの声が響くと同時に肩をつかまれて、後ろへと引かれた。驚いて目を瞬くと、自分の目の前に太い柱がある。ぶつからないように止めてくれたらしい。


「あ……、ありがとう存じます、ブリギッテ」


「突然ふらふらと柱に向かうので、驚きました。本日の会合は延期された方が良いと存じます」


護衛騎士が予定に口を出さずにいられない程、ひどい状態に見えるらしい。でも、だからこそわたしはルッツに会いたいのだ。唇を噛んだわたしの前にフランが膝をついた。


「ローゼマイン様、抱き上げてもよろしいでしょうか？　お気持ちは変わらないようなので、せめて、孤児院長室まで運ばせてください」


「お願いします」


途中からフランに抱き上げられて、わたしは院長室へとたどりつく。睡眠不足がかなりまずい状況まできているようだ。フランに抱き上げられて運ばれているだけで寝そうになる。そのくせ、目を閉じると毒気を含んだフェルディナンドの笑顔が浮かんで胃が痛くなってくる。深い眠りに落ちることができないのだ。


わたしが院長室に着いた時には、すでにギルベルタ商会の面々が到着していた。ルッツとベンノとマルクが跪いて待っていたので、挨拶を交わして二階へ上がるように声をかける。三人が顔を上げた瞬間、揃って眉を寄せた。何だろうと思っていると、フランが「今日は先にあちらの部屋へご案内いたします」と商売関係の話をする前に、隠し部屋に案内し始めた。いつもなら「大事なお話を終わらせてからです」と言うフランが珍しい。軽く背中を押して促すフランを見上げると、フランは痛々しそうにわたしを見つめて、「私の力不足で申し訳ございません」と呟いた。






「何があった？　ひどい顔をしているぞ」


中に入るや否や、ルッツがわたしの両方の頬に手を当てて、じっと顔を覗き込んだ。「全部喋るまで許さないからな」と言いながら緑の目がきつく細められる。


「ルッツ……」


何を言っても受け止めてくれると思える安心感に目の奥が熱くなってきて、ぼたぼたと涙が流れていく。わたしはみっともなく泣きながらルッツにしがみついた。


「神官長に新しい課題を出されてね、それが難しいの。やりたくないんだけど、やらなきゃいけなくて、考えるだけで気持ち悪くて嫌なんだよ」


わたしは孤児を引き取った時から手紙が届いて、フェルディナンドに課題を課せられるまでの話をぐすぐすと泣きながら語り、人を陥れて死に向かわせることを考えたら怖くて、フェルディナンドの毒々しい笑顔にうなされて眠れなくなった、と訴えた。


孤児より領民優先だとか、ハッセの町長を孤立させて追い落とせだとか、フェルディナンドに言われたことを話すと、部屋の中の反応は二つに分かれた。ルッツは「お前には無理だろ、そんなの！」と憤いきどおり、ベンノとマルクは「ずいぶんと甘い対応だな」と目を丸くする。


「甘い対応って何ですか!?　全然甘くないですよ！　わたし、もう死にそうですよ！」


わたしが吠えると、ベンノは「落ち着け。そっちのことじゃない」と手を振った。


「神官長が教師として付いているなら優しい対応だと思うが、甘いのはハッセに対してだ。その町長なんて、最初の命令違反の時点で殺されて当然だし、領主が作った小神殿を攻撃した時点でハッセの住人全員が焼き払われていてもおかしくないだろう？」


「……え？　住人全員が焼き払われる？」


考えもしなかった言葉に、わたしは目を丸くした。町長はともかく、ハッセの住人全員が焼き払われてもおかしくないというのが、どういうことなのかわからない。


「小神殿は領主が養女の要請ようせいで作った白の建物だ。そこに攻撃を仕掛けるのは領主一族に攻撃するのに等しい。領主一族に攻撃した者がどのように扱われるか、わからないか？」


わたしはゴクリと唾つばを呑み込む。他領の貴族だったビンデバルト伯爵はくしゃくは、領主の養女であるわたしに攻撃したことが最大の罪として投獄とうごくされた。記憶を探ることで余罪がぼろぼろと出てきたようだが、一番の決め手となったのは領主一族への攻撃だった。


貴族が処罰しょばつされるのに平民がその対象にならないはずがない。ハッセの町民はノーラ達を取り戻そうと小神殿に悪意を持って攻撃を仕掛けた。貴族が捕えられるほどの重罪を平民が犯しているのだ。攻撃されたのは建物だったし、扉一つ傷がついていないくらいの無傷だったし、どちらかというと被害が町民側に出ていたので、特に何も思わなかった。けれど、小神殿への攻撃が領主一族への攻撃と見なされるならば、ベンノの言う通り、ハッセの町民達はいつ消されてもおかしくない。


「小神殿に攻撃したことを公に知られた時点で、ハッセは終わりだ。何の罰もなく済まされるはずがない。襲撃されたと知っているのがお前と神官長だけで上に報告されていないから、ハッセはまだ存在しているだけだ」


わたしの教材にするために、放置してひとまず現状維持だとフェルディナンドが決めたからそのままになっているだけで、フェルディナンドの思いつきの課題がなかったら、すでに消されていてもおかしくない。そう思い至ってぞっとする。


「神官長は良い教材だと言ったんだろう？　確かにその通りだと俺も思う。本来ならば一瞬で消し炭になっていてもおかしくない所業だ。お前がどう失敗しても問題ない。存分にやれ。反対派を作って煽あおるくらいは商人だってやっている。領主の娘ならいずれ学ばなければならないことだ」


犯罪者相手に罪悪感など必要ないとベンノは言い切るが、わたしはそこまで思い切れない。黙り込むわたしを見て、マルクは何かを思い出すように少し目を細め、苦い笑みを浮かべた。


「旦那様の言う通りだと私も思います。教えてくれるはずの先達を成人してすぐに亡くした旦那様は、それこそ手探りで様々な失敗を積み重ねて参りました。教師が付いている時に経験できるならば、今のうちに経験しておいた方が良いのではないでしょうか」


二人の言う通り、領主の娘として生きていく以上、このような画策かくさくも必要になるのだろうとは思う。ただ、自分が実行するのが怖い。


「そんな簡単にやれ、って言われても、わたし、人を陥れるような画策って考えただけで、気持ち悪くて……無理」


ルッツにしがみついたまま頭を振ると、ルッツがぽふぽふと頭を叩いた。


「だったら、考え方を変えればいいじゃん」


目を丸くして見上げるわたしに、ルッツはからかうような笑みを浮かべた。


「町長を陥れるって考えるから、気分が悪くなるんだ。神官長とお前が領主に漏らした時点で消し炭になってもおかしくないハッセを救うって、考えたらどうだ？　お前はハッセの人達を陥れるんじゃなくて、救うんだよ。エーレンフェストの神殿長は本物の祝福が使える聖女なんだからさ」


目から鱗うろこが落ちた。町長を陥れるのではなくて、いつ処刑されてもおかしくないハッセの領民達を助けるのだと考えれば全く気持ちの持ちようが変わる。何とかできるように考えようという前向きな気分になれた。


「町長を孤立させて、反対派を育てて、町を安定させろ、って神官長に言われたんだろ？　お前が神官長の課題を達成できれば、ハッセは町長一人の犠牲で終わるってことじゃん。犠牲者を一人でも少なくするにはどうすればいいのか、一緒に考えようぜ」


「うん！」


わたしが小神殿に孤児を連れ出したことで町民には悪感情を抱かれているかもしれないから、その改善から取り組みたい、と話し始めた途端、ベンノがわたしとルッツをべりっと引き剥がした。


「ちょっと待て。ハッセの案件に期限が切られていないなら、しばらくは現状維持だ。考えるのはイタリアンレストランの開店の後にしろ」


「……ベンノさんも協力してくれるんですか？」


「領主の養女の頼みなら断れないだろう。断ったら、殺されてもおかしくない」


そう言ってベンノはからかうようにニヤリと笑う。


「協力してやる代わりに、思い悩むのは後回しにしろ。イタリアンレストランの挨拶が先だ。その顔では人前に出せん。まず、体調を整えろ」


「ローゼマイン様はあまり器用ではありませんから二つのことを同時にすると、両方が失敗に終わる可能性があります。皆で手伝えるように先にイタリアンレストランに全力を尽くしましょう」


マルクがニコリと笑いながら、そう言った。難題を一緒に考えてくれると言ってくれる人がいて、体調を心配してくれる人がいる。ホッと安堵の息を吐くと、重く圧し掛かっていたものが吐き出されていくような気がした。


「安心したら、眠くなってきちゃった」


「寝るのは会合の後だ、阿呆あほう。蝋の契約を終わらせて、イタリアンレストランの話し合いだ」


契約はフランもいるところでしよう、と隠し部屋から出ると、フランがわたしを見て少し安心したように口元を緩めた。


予定通りに蝋工房に関する契約を済ませ、イタリアンレストランの打ち合わせに取り掛かる。開店日は大店の旦那様を集めるられるように商業ギルドの会議の日になったらしい。招待状はほとんどが出席で返ってきているようだ。


「メニューはどうするつもりですか？」


「季節のもので何か良いのがあれば、と思いまして……」


ベンノは愛想あいそ良く笑っているけれど、つまり、わたしに考えろということだ。


「領主相手に出したようなものではなく、少し手を抜いた感じで良いのではないかしら？」


「それは何故でしょう？」


「人は慣れるからです。少しずつ美味しくできるように余裕を持っておいた方が二度目の来店で更に驚かせることができるでしょう？」


わたしは季節の野菜を思い浮かべながら、メニューを考える。


前菜はカブのような野菜を薄くスライスしてお酒と塩にしばらく漬つけて、メリル油とハーブを散らしたマリネとポメと蒸むし鶏のミルフィーユにドレッシングを回しかけて飾りにする。


スープは普通の野菜スープに見えるミネストローネ。一口食べたらコンソメの味に驚くというのでどうだろうか。塩の味しかしないようなスープしか飲んでいない人達なので、別にダブルコンソメを作る必要はないと思う。


主菜の一つ目は季節のキノコがたっぷり入ったホワイトソースのスパゲティ。ホワイトソースは領主を始めとした貴族の方々にも人気が高かったので、きっとおいしく食べてもらえるはずだ。


主菜の二つ目はトンカツ。子牛よりも豚肉の方が季節的にも手に入りやすいので、トンカツの方が作りやすい。もっと予算を下げたい時はチキンカツになる。胸肉も塩とお酒に漬けて下味を付けておくと柔らかく食べられておいしい。揚あげ物は高価な油をたっぷり使う贅沢ぜいたく料理だ。ちなみに、トンカツはカルステッドのお気に入り料理である。


デザートはイルゼの新作である季節のフルーツのカトルカールとビルネのパイでどうだろうか。


わたしがメニューを上げていくと、ベンノとマルクが次々と書字板に書き込んでいくのが見える。


メニューが決まったら、当日の行動についての打ち合わせだ。


「ローゼマイン様には最初の挨拶に来ていただくので問題はございませんか？　時間は四の鐘が鳴ってから神殿に向けて馬車を回します」


あまり早く着かれると困るということだろう。わたしは書字板に「四の鐘の後、ゆっくり」と書き込んだ。


「わたくしは挨拶だけで神殿に戻るので、やるべきことは多くありませんね」


「ですが、くれぐれもご自愛じあいくださいますよう」


顔色が悪いから当日までにきちんと体調管理をしろ、と遠回しに言いながら三人は帰っていった。






やるべきことは変わらないけれど、気持ちを切り替えることができて、気分が浮上したので、その日の夜は何日かぶりにぐっすりと眠れた。すっきり爽快そうかいで目が覚めたその日からイタリアンレストランの開店する日までの数日間は、体調の回復を最優先に、比較的まったりとした時間を過ごす。


新しい絵本の本文を作成したり、収穫祭に向けた準備に取り掛かったり、「絵具が欲しいと、ウチの絵描きが言っています。一枚は無料で描きますよ」とエルヴィーラに手紙を書いたりしていた。


……ヴィルマの絵を印刷するな、とは約束させられたけれど、ヴィルマに絵を描かせるな、とは言われていないもん。わたし、約束は破ってないよ。ふふーんだ。






イタリアンレストランの開店当日は早目の昼食を摂った。空腹でイタリアンレストランに行ったら、ぐるるんとお腹が鳴って大変恥ずかしいことになってしまう。昼食を終えると、モニカに上級貴族のお嬢様らしい格好へと整えてもらい、儀式の時のような豪華な簪を挿す。


四の鐘が鳴った後、下町に向かう服に着替えたフランが馬車の到着を伝えに来た。


「では、いってまいります」


「お早いお帰りをお待ちしております」


イタリアンレストランに到着すると、扉をくぐったばかりのホールに二十名弱の大店の店主達が揃って跪いているのが見えた。彼等が跪いていることで目の高さがちょうど合う。


ずらりと並んだ店主達は噂では聞いていても、本当にわたしが幼いことに驚いたのか、神殿長の服をまとっていないために本人かどうか疑っているのか、驚きと疑いが混じった目をしていた。


「風の女神シュツェーリアの守る実りの日、神々のお導きによる出会いに祝福を賜たまわらんことを」


先頭に跪いていたギルド長が頭を垂れて、貴族にむける挨拶を述べる。わたしは指輪に軽く魔力を込めて祝福を返した。


「新しき出会いに風の女神シュツェーリアの祝福を」


指輪から溢あふれた魔力が黄色の光を放って挨拶の祝福となる。貴族にしか扱えない祝福を貴族の館で受けたことがある者ばかりなのだろう。疑わしそうだった表情が一気に変わった。表情が目に見えて引き締まり、体に力が入る。


「アウブ・エーレンフェストより神殿長を拝命はいめいいたしました、ローゼマインと申します」


孤児院を救うために工房を作る時の縁からベンノの作るイタリアンレストランにも出資したこと、これから領主の命により領地内に印刷業を広げる予定であることをアピールしておく。


「印刷業を広げるためにベンノとグスタフにも協力いただいております。今日の繋がりから他の皆様にもご協力いただくことになるでしょうけれど、その節はよろしくお願いいたしますね」


ニコリと笑うと商魂に燃えるギラリとした目がこちらに向けられたのがわかった。ベンノとギルド長、それから、ギルド長の息子とフリーダにも値踏ねぶみするような、どこから食いつこうかと考えるような強い視線が向けられている。商人同士の緊迫した雰囲気をどことなく懐なつかしく思いながら、わたしはイタリアンレストランの一見さんお断りのシステムについて説明した。


「当店は紹介制で、選ばれたお客様しかお招きしておりません。神殿長であり、領主の娘であるわたくしが出入りするため、信用できるお客様のみが出入りできる店となっています」


完全予約制で一見さんお断りの面倒くさいシステムは全部わたしのためだ、と言い張って厳守げんしゅを約束させる。貴族の怖さをよく知っている店主達はこぞって頷いて恭順きょうじゅんを示してくれた。


「こちらのメニューが貴族の料理であることは、メニューを決めてレシピを授けたわたくしが保証いたします。どうぞ、ご賞味くださいませ」


わたしの言葉と同時に給仕が料理を乗せたワゴンを押して、入ってくる。本日の前菜はわたしもさっき食べた物だ。軽く目を見張って給仕されていく皿を見つめる店主達を見回して、わたしはある程度の手応えを感じていた。


「わたくしがいると料理の味がわからなくなってしまいそうですから、ここでお暇いとまさせていただきます。これからも、ぜひご贔屓ひいきくださいませ」


挨拶を終えたら、さっさと退散である。ベンノとマルクに見送られ、フランと一緒に馬車で神殿へ戻った。






「大成功だったぜ。皆が味に驚いてたし、神殿長との伝手つてを欲しがって旦那様に擦すり寄ってた」


次の日、報告にやってきたルッツがそう言ってニカッと笑った。一年以上の準備期間をかけて開店したイタリアンレストランだ。このまま順調に進んでくれれば良いと思う。


「客は大喜びしていたんだが……」


ベンノが複雑そうな顔で笑う。何か問題があったのか、とわたしとルッツは揃ってベンノを見た。


「何かあったんですか？」


「フーゴがすぐにでも宮廷料理人になりたいそうだ。何でも領主から誘われているんだって？　後任が決まって教育が終わったら、その方向を考えてほしいと言ってきた」


「確かに直々にお誘いされてましたよ。でも、すぐにでもって？　星祭りの後って……あ！」


結婚したい女性がいるから、星祭りが終わってから考えたいと言っていたフーゴのにやけた顔が、ガラガラと崩れていくのを感じた。恋人にふられたんですね、とは言いにくくて、言葉を探していると、ベンノはそれを察したように苦笑する。


「……まぁ、そういうことだろう。他の料理人が育ったら、俺は宮廷料理人になる。もう女はいい。俺は料理を極めるんだ、と言っていた」


……フーゴ、ふられちゃったらしい。遠距離恋愛は難しいから、仕方ないね。

            





ハッセ改革の話し合い


イタリアンレストランが片付いたので、次はハッセの町に関する課題を片付けていきたいと思う。孤児院長室の隠し部屋でわたしはギルベルタ商会の面々に改めて協力をお願いした。


「何から始めれば良いと思いますか？　ハッセがいつ消されてもおかしくないと言われたら、気になるじゃないですか」


わたしの主張に、ベンノは赤褐色せきかっしょくの目を一度伏せて顎をゆっくりと撫でる。


「ハッセの一番の問題点はあそこの町民が貴族を知らなすぎることだ。自分達がどれほど重罪を犯したか知らない。それが問題だろう」


貴族に娘を殺されても文句も言えずに呑み込むのが当然だと考えるエーレンフェストの平民ならば、自分の生活にそれほど関係のない孤児を取られたくらいで文句は言わない。ましてや、領主の建物に攻撃を仕掛けるような馬鹿な真似はしない。


「ただ、お前にも落ち度はある。町長がすでに文官と孤児の売買契約をしていたのならば、ずっと貴族にねちねち言われたり、今までの融通が利かなくなったりするはずだ」


「孤児を売ったお金で町が冬を越すのだとしたら、なければ困るお金ですし、孤児の売買が失敗して貴族との繋がりが切れるのは平民にとって死活問題にも繋がります」


ベンノの言葉を補足するマルクの言葉に、わたしは町民側の意識が少しずつ理解できるようになってきた。そういう点で考えれば、孤児を取り上げたわたしはとてもひどい権力者だ。


「これは、オレが神殿の孤児院に出入りしてたから、比べられることかもしれないけどさ……」


そう前置きをしたルッツによると、神殿の孤児とそれ以外の孤児は違うようだ。神殿では灰色巫女から生まれた子供が孤児院で育てられ、それに洗礼式前に親を失った子供が加わる。けれど、神殿以外の孤児院は、共同体の中で親が亡くなった子供が集められる場所であり、共同体の子供しかいない。彼等は町の権力者が養っているのだそうだ。町のお金で養い、働かせていて、お金が必要な時には売り払うこともできる共同体の財産の一部だと考えられているらしい。


「それ、神官長から聞いたよ。町長が孤児を引き取って養ってきたのだから、売り払う権利があるって。神殿においては神殿長がその役を担うんだって」


だから、神殿の孤児院はわたしがどのように扱っても構わないらしい。甘やかして堕落だらくさせようと、経費削減のためにギリギリまで生活を切り詰めさせようと、フェルディナンドには苦言を述べることしかできず、最終的な決定権は神殿長にあるそうだ。だからこそ、前神殿長の下ではフェルディナンドにもできることはほとんどなかった。


「あとさ、神殿の孤児は灰色神官や灰色巫女になって、成人しても孤児院にいるじゃないか」


貴族の下働きとして買われていったり、青色神官や青色巫女の側仕えとなったりする者もいるが、孤児院にいるままの者も多い。


「でも、ハッセでは男が成人したら畑も与えられるんだってさ」


ハッセの孤児は成人と同時に町の一員として独立するそうだ。ただ、女は与えられる畑の面積が小さいため、一人で生きていくのは難しく、結婚相手が必要となる。親がいない男性を取り込むのは、自分の娘を手元から離さずに一族の数が増えるという意味で歓迎されるが、親のない女性は結婚資金もないため、悲惨な結婚になることが多いらしい。看護の必要な老人の後添えになったり、乱暴な扱いをされたりすることも珍しくないと言う。


「後ろ盾がなければ、苦しくなるのはどこも同じだ」


ベンノは嫌な過去を振り切るように首を横に振ってそう言うと、表情を改めてわたしを見据えた。


「お前は領主の娘だから、孤児を取り上げたところで対外的には全く問題はない。だが、孤児を商品に置き換えると、今まで投資をしてきた商品を貴族の権限で取られたようなものだからな。表立って文句は言わなくても恨うらみは募つのる。後腐あとくされがないようにしておけ」


領主の娘の立場を利用して文官に話を回し、契約を最初からなかったことにしたり、町長に孤児達の代金を払ったりして禍根かこんを断っておけ、とベンノは言った。貴族の視点だけで最低限の説明しかくれないフェルディナンドより、ずっとわかりやすくて理解しやすい。わたしは自分がしておかなければならないことを、書字板にメモしていく。


「後は、一人で考え込んで悩んでいないで、神官長にきちんと尋ねろ。自分なりに考えた答えを持っていけば、修正なり、助言なりしてくれるはずだ。やり方を教える、と言ったんだろう？」


わたしは書字板とベンノとルッツとマルクを順番に見て、ゆっくりと頷いた。


「それから、お前は虚弱であまり外に出ていなかったせいか、もともと常識に疎うといところがあった。その上に、商人の常識が混ざり、神官の常識が混ざり、今、貴族の常識が混ざろうとしている。お前の常識はどの階層から見てもどこか歪いびつだ。その辺りをきちんと話し合わなければ、お前の考えていることは神官長に通じないぞ」


わたしの考えが通じないように、貴族の世界しか知らないフェルディナンドの常識もわたしに全く通じない。言葉を尽くせ、と言われた。回りくどい貴族の言い方でそんな話ができるはずがない。隠し部屋で話し合わなければならない案件だ。


「とりあえず、ハッセの町を何とかするのはいつまでなのか、期限を確認する。今回の最適解さいてきかいとして町長一人を犠牲に町を救うことができるか尋ねる。孤児を買おうとした文官に話を付ける。町長に孤児の代金は気前よく払っておく。それが終わってから町の人間と話を付けるようにしろ」


「はい」


フェルディナンドと話し合うことを箇条書きにしていると、ベンノが「もう一つ」と付け加えた。


「商人を使って、噂を流すのは良いのかどうか聞いてくれ」


「どんな噂ですか？」


「そうだな。小神殿を攻撃したことでハッセの町全体が危険に晒さらされているが、襲撃に加わっていない町民まで巻まき添ぞえになるかもしれない、と慈悲深い神殿長が憂うれえている、というものだ」


ベンノの言葉を聞いてマルクがにっこりと笑った。


「神殿長の慈悲深さを強調した上に貴族の怖さと町長の愚おろかさを付け加えて、誰が責任を取ることになるのでしょうという心配と、巻き込まれたくないからハッセとは関わりたくないという一般的な意見を混ぜておけば、不安感を煽りながら貴族への恐れを伝えることができると思われます」


ばらまく噂の内容を考えるマルクが、何だか必要以上に生き生きしているように見える。


「大店の店主達に噂を流して、東門から出る隊商には、ハッセのいざこざに巻き込まれないように気を付けろって注意すれば、あっという間に小さい隊商まで話が回ると思う。……商人の情報網ってすげぇから」


ルッツも考え込むように顎に手を当てて、その状況を思い描いているようだ。


「大店の旦那方ともイタリアンレストランで顔を合わせたところだし、新しい神殿長が懇意こんいにしているギルベルタ商会からの情報なら信憑性しんぴょうせいは高いと判断されるんじゃねぇかな？」


早速こんな形で大店の店主達との繋がりが生きてくるとは思わなかった。おぉ、と目を輝かせるわたしの前でベンノが「ちょっと待て」と軽く手を挙げる。


「ルッツの言う通り、噂を流すことは容易たやすい。……ただ、噂になるとハッセが小神殿を襲撃したことも公になる。それを神官長が良しとするか否かが問題だ」


「神官長が良しとした時は、すぐにご連絡ください。このような情報戦は私の得意とするところです。あの町長を相手にするならば遠慮も義理もございません。腕が鳴ります」


生き生きと目を輝かせつつ、マルクがフッと黒い笑みを浮かべた。素敵執事のマルクが浮かべる怖い笑顔に驚いて、わたしが目を見開いていると、ベンノは仕方なさそうな笑みで「町長の無礼な態度が相当腹に据えかねていたようだな」と呟いた。そういえば、文官と町長の態度がひどかったと言っていた。マルクにとっては報復ほうふくする絶好の機会のようだ。

            





    
  
  




ハッセの町について話がまとまったので、ついでに今年の冬支度についても話をすることにした。


「今年はギルベルタ商会の冬支度と一緒に孤児院の冬支度も行いたいと思っているんですけど、いいですか？」


「こっちは別に構わないが、孤児院の支度は早目じゃなくていいのか？」


ベンノが去年を思い出すように顎を撫でながらそう言ったので、わたしは首を横に振った。


「去年は神殿長や青色神官から隠れてしなければならなかったので、収穫祭の間に終わらせてしまおうと必死だったんです。でも、今年はわたしが神殿長なので日付を気にしなくても大丈夫です」


今年はギルベルタ商会に合わせて冬支度しますよ、と言うと、マルクは書字板に予定を書き込みながら頷いた。


「ローゼマイン工房の者は働き者なので、手伝う人数が増える分には問題ありません。去年必要となった数を人数の増減に合わせて計算し、連絡してくだされば対応いたします」


有能で仕事の早いマルクに任せておけば問題はなさそうだ。


「ありがとうございます。それから、収穫祭辺りで小神殿へ馬車を出してください。ハッセの神官達もこちらで冬籠りすることになっているので、本格的な冬支度を始める前にこちらへ連れてきてほしいんです。護衛の兵士も付けますから」


「……忙しい時期だが、まぁ、いいだろう。小神殿もイタリアンレストランも一段落したんだ。ここ最近の忙しさに比べれば少しはマシだろう」


うーん、と唸うなっていたベンノが請うけ負おってくれた。確かに忙しさでピリピリしていた雰囲気が少し緩んでいる。ようやく大忙しのピークが過ぎたようだ。






ギルベルタ商会の面々と話し合った結果を紙に書き写し、自分がしなければならないリストを作成した。その上でフェルディナンドとの話し合いに臨む。


「今日のお話はあちらでよろしいですか？」


わたしが隠し部屋へと視線を移すと、フェルディナンドは一度目を伏せた後、「良いだろう」と立ち上がって、扉を開いてくれた。いつも通り長椅子に腰かけて、自分のリストに視線を落とす。


「フランの報告よりずいぶんと顔色が良いではないか」


フェルディナンドがわずかに眉を寄せて呟いた。わたしの体調を心配したフランがどうやら神官長に報告したらしい。


「フランの報告は別に嘘ではありませんよ。数日間は本当に眠れなくて、護衛騎士から予定変更を切り出されるくらい体調が悪かったんです。ルッツ達と会って、話をして、見方が切り替わったので、やっと寝られるようになったんです」


「……そうか」


力なくそう言ったフェルディナンドの方が、今のわたしよりよほど体調が悪そうに見えて、わたしは首を傾げた。わたしにも薬を多用するフェルディナンドだが、本人も薬で体調を無理やり整えていることが多々あることを知っている。弱っているところを見せれば付け入られる、と言い切るフェルディナンドが体調の悪そうな顔を見せることは珍しい。


「神官長の方が何だかげっそりしているような気がしますけれど？」


「君への教育が厳しすぎると、周囲から厳重注意を食らったのだ」


わたしが不眠でフラフラになっていることを相談したフェルディナンドは、ジルヴェスターとカルステッドに「やりすぎだ」と怒られて、フランからは遠回しな苦言をもらったらしい。


「あの二人に、本以外で君の機嫌を取って来いという難題を押し付けられたが、回復したようだし、もう良かろう」


本以外が全く思い浮かばなかったらしい。フェルディナンドが投げやりな口調でそう言いながら視線を逸そらす。何でも涼しい顔でこなしてしまう万能なフェルディナンドの困りきった姿というのは、実に珍しい。


……いやいや、こんな楽しい機会を逃すはずがないでしょう。


「良くないです。機嫌を取ってください。ほら」


「全く必要ないと判断した。何か思いついたら報告しなさい」


じろっと睨まれたので、わたしはむぅっと唇を尖らせた後、ベンノやマルクから説明を受けてハッセの町がいかに危険な立場にあるのか知ったことや、ルッツに教えてもらった孤児院の違いを述べる。


「待ちなさい。……まさか、君は小神殿襲撃の意味に気付いていなかったのか？」


「だって、建物だし、こちらは無傷だし、襲撃があるなら孤児達を守らなきゃ、とは思いましたけれど、反逆罪に該当するような事態だったとは全く考えていませんでした」


フェルディナンドに驚愕されたので、わたしはベンノに指摘された常識の違いを口にする。


「ベンノさんが言っていたんですけれど、わたくしは常識が違うんです」


「どういうことだ？」


「ベンノさんは、わたくしが虚弱で外に出られなくて常識知らずだったところに、貧民、商人、神殿、貴族の常識を少しずつ混ぜたせいだって、言っていたんですけれど……。本当は前の、こことは違う常識が基本になっています」


魔術具で麗乃時代の記憶を覗いたフェルディナンドなら、全く常識が違うことがわかるはずだ。


「わたくしがこの世界で意識を持って動き始めてそろそろ三年なのですけれど、その間に兵士の娘として生き始めて、商人を目指して商人の世界に片足を突っ込み、青色巫女見習いになりました。今、上級貴族の娘として領主の養女になったけれど、貴族の常識だけじゃなくて、ここの住人なら当たり前に持っている意識や常識が全くないんです」


「……意味がよくわからぬ。どういうことだ？」


貴族社会から出たことがないフェルディナンドに他の価値観がわかるはずがない。わたしは何かわかりやすい例え話がないか、うーんと考えて、小神殿で文化の違いに顔をしかめていたフェルディナンドを思い出した。


「神官長が下町で暮らせと突然下町に放り出されたらどうするか、考えてください。カトラリーを使わない孤児を見て、顔をしかめてましたよね？　そんなふうに礼儀作法も言葉遣いも全く違う中で自分の方が間違っているのだと思いながら、周りを見て自分を合わせて生きていくんです」


孤児達の様子を思い出したのか、フェルディナンドは不快そうに唇の端を下げる。


「汚いなぁ、嫌だなぁ、何でそんなことをしてるんだろう、意味がわからないよ、って思いながら、手づかみで食事を摂って、言葉遣いや生活習慣を合わせて生きるんです。少なくともわたくしはそうして下町で生きてきました」


「……それは大変だったな」


下町での生活の大変さが想像できたのか、今までフェルディナンドから聞いた中で一番実感の籠った労い言葉だった。小さく笑いながらわたしは緩く首を横に振りながら否定する。


「今も大変なんです。下町で暮らすより、生活環境は良くなって暮らしやすいですけれど、貴族の常識もわたくしの常識と違うんです」


「記憶を見たところ、良い暮らしをしていたように思うが、君は上級貴族の娘ではなかったのか？」


なんとフェルディナンドはわたしの記憶を見て、麗乃のことを上級貴族の娘だと思っていたらしい。確かに日本における暮らしぶりだけを見ると、一般市民でも貴族のような生活だったから「貴族街のようなもの」とわたし自身が言ったような気もする。


「身分制度自体がなかったんです。……商人でも大店と露天商や旅商人で差があるように、よく見ると小さな差はたくさんあるんですけれど、わたくしの生活圏内に貴族がいませんでした」


「それは……根本から教育計画を見直した方が良さそうだな」


フェルディナンドがこめかみを押さえて深い溜息を吐いた。どうやら、わたしが上級貴族の娘としてある程度の知識があることを前提に教育計画を立てていたらしい。道理でスパルタなわけだ。


「それで、君が考えたハッセの分断計画はどうなった？　無理ならば、こちらで処理するが……」


「ダメですよ！　ベンノさん達とせっかく考えてきたんですから」


わたしがビシッとリストを見せながらそう言うと、フェルディナンドが「やりたくないと不眠に悩んでいた者の言葉とは思えないな。私は怒られ損ではないか」と嫌そうに呟く。


「申し訳ありません。でも、やりたくなかったことも、眠れなかったのも本当ですから」


ベンノの見解やマルクの意見を取り込んだリストを読み上げていくと、フェルディナンドは興味深そうに身を乗り出してきた。


「……下町との繋がりが深い君ならではの解決法だな。面白い。商人を使って噂を流すのは許す。そのままやってみなさい。貴族街でカントーナに話を通すことに関しては、君に貴族の扱い方を教えるためにも私が同行しよう」


本来の貴族のやり方とは違うが、様々な方法が採れるのは強味になるのでどんどん練習しろ、とフェルディナンドは言った。ハッセの町をわたしの練習台としてとことん利用するつもりらしい。


「あの、神官長。わたくしだけではなく、ヴィルフリート兄様にもこのような練習をさせた方が良いのではありませんか？　わたくしは養女なので、ヴィルフリート兄様の嫁にされることがあっても領主になることはないでしょう？」


フェルディナンドは「そうだな」と言いながら、ゆっくりと溜息を吐いた。


「君も知っている通り、ヴィルフリートはジルヴェスターによく似ている。顔立ちだけではなく、気性もそっくりだ。ならば、あの者を補佐できる者を育てなければならぬ。君への教育はそのためだ。領主の子となったのだから、領主の不足を補えるようにならなければならぬ」


最後の言葉は完全にフェルディナンドの生き方だった。領主の母に疎まれる異母弟として生きてきたフェルディナンドが自分の立場を得るために領主の不足を補おうと躍起やっきになったのか、周囲に求められ続けてそうなったのか、知らない。けれど、その生き方をわたしに押し付けられても困る。


「神官長、それはおかしいと思います」


「何？」


「似ていても同じ人物ではないのですから、ヴィルフリート兄様が養父様のように領主の顔ができる大人に育つかどうかなんて、今の時点では誰にもわかりませんよ」


わたしの言葉にフェルディナンドは、む、と言いながら先を促すように少し顎を動かした。


「領主になれるように厳しく育てられた上で、不足を周囲が補うのは当たり前だと思います。けれど、あんなふうに勉強から逃げ出して、野放しにされている子供を領主にする必要がありますか？　兄弟がいるのですから、きちんと教育された者を領主にすれば良いではありませんか」


厳しい教育を受けて真面目に努力して頑張っている領主を補うならば、わたしも領主の養女である以上、できるだけの協力はする。せめて、ジルヴェスターのようにきっちりと領主の役割を果たす顔を知っていれば敬うことはできるけれど、今のヴィルフリートはただの我儘な子供だ。洗礼式が終わって見習いとなる下町の子供よりも責任感も何も感じていない。逃げ出してばかりの馬鹿な子供に敬意なんて持てないし、彼のためにわたしが必要以上に課題を課されるのは納得できない。


「神官長も血縁者として、わたしの教育よりヴィルフリート兄様の教育を優先した方が良いですよ」


立場が等しいフェルディナンドならばヴィルフリートが相手でも椅子に縛り付けたり、トラウマをどんどんと植え付けたりしながら熱血教育が行えると思う。ヴィルフリートは一度そうして自分が今までどれだけ甘やかされてきたか、思い知ると良いと思う。


わたしの主張にフェルディナンドはゆっくりと首を横に振った。


「残念ながら、それはできぬ」


「……何故ですか？」


わたしが首を傾げると、フェルディナンドは至極しごく真面目な顔ではっきりと言った。


「私は愚かな怠なまけ者が大嫌いだ。努力もしない、逃げ出してばかりのヴィルフリートを見ると心胆しんたん寒さむからしめ、恐怖の谷に突き落としたくなる。以前ジルヴェスターにそう言ったところ、頼むから近付いてくれるな、と言われた」


親の立場に立てば、確かにこのトラウマ生産機を可愛い我が子に近づけたくない気持ちになるのは理解できる。けれど、領主ならばもっと厳しくしなければならないだろう。何とかフェルディナンドをヴィルフリートの教師にできないものか、と考えていると、フェルディナンドがわたしの不眠の原因となった毒々しいほど甘い笑みを浮かべた。


「ヴィルフリートに引き換え、君は実に鍛きたえ甲斐がある。結果は出すし、予想外の意見が出てきて実に興味深い。あれもこれもやらせてみたくなる」


「い、嫌ですよ。わたくしは最低限をこなしたら、本が読みたいのです」


「最低限……か。ふむ。本のためならば何でもする君の原動力がどこから来ているのかも、興味がある。実に面白い」


……おかしいよ！　ヴィルフリート兄様じゃなくて、わたしの心胆が寒からしめられてない!?


どうやら、この毒気のある怖い笑顔は、とても機嫌が良いフェルディナンドの笑顔だったらしい。どう考えても子供が懐なつくはずがない。ぞわりとする二の腕をさすりながら、わたしはフェルディナンドから少しでも離れられるように長椅子の上をじりじりと移動する。


……神官長は人間味のない無表情が一番優しい顔だよ。笑顔、怖いからっ！

            





入れ替わり生活


「おかえりなさいませ、ローゼマイン様」


ノルベルトが出迎えてくれた。ハッセや収穫祭の分担について報告するように、とジルヴェスターから呼ばれて、フェルディナンドと一緒に城へやって来たところである。この後、指定された時間までわたしは自室で読書をして過ごすけれど、フェルディナンドは城にある自分の執務室で片付けなければならない仕事があるそうだ。


……どこに行ってもお仕事だなんて、神官長はホントにお仕事が好きだよね。


「ブリギッテとダームエルは護衛を交代し、休憩してくださいませ。神殿に戻る時には同行してもらわなければならないから、本当に少しの時間になるでしょうけれど」


「恐れ入ります」






移動の時間になり、リヒャルダに本を取り上げられたわたしは護衛騎士のコルネリウスとアンゲリカ、筆頭側仕えのリヒャルダを伴ともなって部屋を出る。階段を下り始めたところで、ヴィルフリートが歩いてくるのが見えた。


……あ、ヴィルフリート兄様だ。また面倒な言いがかりをつけられなきゃいいんだけど。


わたしが養女として入ったことで、ヴィルフリートは多分自分のテリトリーを侵されているような気分を味わっているのだろう。養女といっても他人だ。実子である自分よりも養女であるわたしの方が優遇ゆうぐうされているようで、ヴィルフリートもわたしの存在を不快に思っているのかもしれない。


ヴィルフリートを見なかったことにしたいなと思っていたら、どうやら勝手に視線を逸らしていたらしい。ヴィルフリートの尖った声が響いた。


「其方、また父上のところか？……ずるいぞ」


ヴィルフリートは嫌な顔をしているけれど、「また」と言いたいのはこちらの方である。存在自体を完全に無視して通り過ぎたくなる気持ちを抑えつつ、わたしは少し考える。


……別にわたしが優遇されてるわけじゃないって、わかってもらうのが一番なんだよね。


「ヴィルフリート兄様、ずるい、ずるいと、そこまでおっしゃるのでしたら、一日、わたくしと生活を入れ替えてみませんか？」


わたしはうんざりとした気分を作り笑いで包み、優雅ゆうがに見えるようにゆっくりと首を傾げた。同じ方向にヴィルフリートも首を傾げる。


「う？　どういうことだ？」


「わたくし、今日はこれから養父様にご報告することがございます。それが終わったら昼食をいただいて、神殿に戻る予定だったのですけれど、今日はヴィルフリート兄様がわたくしの代わりに神殿長として神殿に向かうのです」


パッと思いついただけだけれど、意外と良案ではないだろうか。神殿でわたしの生活を経験すれば、少しは自分の立場がわかるだろう。


……ヴィルフリート兄様も神官長に心胆が寒からしめられるといいよ。


「期間は本日の昼食から明日の昼食までにいたしましょう。今日の昼食を食べながら打ち合わせをして、明日の昼食をご一緒しながら反省会を行うのです。わたくしはヴィルフリート兄様の代わりにお勉強いたしますから、ヴィルフリート兄様は神殿長のお勤つとめに励んでくださいませ」


「おぉ、ローゼマイン。それはいい考えだ！」


「ヴィルフリート様！　ローゼマイン様！」


城を出られる解放感でいっぱいなのだろう。ヴィルフリートは満面の笑みで賛同してくれたが、勝手なことをするな、と言わんばかりの剣幕けんまくでランプレヒトは怒鳴った。ヴィルフリートの護衛騎士であり、わたしの兄でもあるので歯止め役としては適役だろう。けれど、邪魔はさせない。わたしは顔を合わせる度に「ずるい」と言われることに本気でうんざりしているのだ。


「ランプレヒト兄……いえ、ランプレヒト。口で言ってもわからない人には一度体験させた方が良いのです。それに、ヴィルフリート兄様が望んでいらっしゃることですよ」


以前ヴィルフリートに歴然れきぜんとした差を見せつけてほしいと言ってきたのはランプレヒトではないか、と言外に含めてニコリと笑う。止めたければ自分の主を止めれば良い。


「わたくしは養父様にお話に参ります。ヴィルフリート兄様はお召替めしかえをされてからいらっしゃれば、退屈な報告が終わる頃合いになるでしょう」


わたしはさっさとこの場から逃れたくて、騎獣を取り出して乗り込んだ。


「何だ、これは!?」


「わたくしの騎獣です。館の中で倒れそうになるので、養父様に許可をいただきました」


「私はまだ騎獣を持っていないのに、ローゼマインばかり、ずるいぞ！」


……またずるいが出たよ。


溜息を呑み込んで、わたしは騎獣を動かし始める。


「早く着替えてくださいませ。養父様の執務室でお待ちしておりますから」






領主の執務室に到着すると、すでに約束の時間になっていたようだ。側近達は人払いされていて、部屋の中にいるのはジルヴェスター、フェルディナンド、カルステッドの三人だけになっている。わたしの側近も退室するように言われて退室していった。


「遅かったではないか、ローゼマイン」


扉が閉まった途端にフェルディナンドから叱られたわたしは、先程のヴィルフリートとの会話と本日の思い付きを語った。


「少なくともヴィルフリート兄様がどれほど怠なまけているのか、そして、どれほどお門違かどちがいな文句をわたくしに言っているのかくらいは理解してほしいと思っています。余計な文句さえ言ってこなければ、面倒を起こさないように近付かないことくらいはできますけれど、しつこく同じような文句を言われたら、その時の機嫌によっては我慢できません。先日は危うく威圧するところでした」


「溢れた魔力を吸い取る魔術具を付けていない君の威圧を無防備な状態で食らうのは危険だな」


わたしの威圧を食らったことがあるフェルディナンドの言葉にジルヴェスターが目を剥いた。


「だが、ヴィルフリートを神殿に向かわせるだと？　フェルディナンドと一日過ごさせる気か？　いくら何でも可哀想ではないか」


「養父様、わたくしはずっとフェルディナンド様と一緒ですけれど？」


納得がいかない。フェルディナンドの教育を受けて課題を次々と積み上げられたり、恐怖の谷に突き落とされたりしているわたしは可哀想ではないのか。


「フェルディナンドに懐いている変わり者の其方は良いのだ」


「……待ってくださいませ。わたくし、変わり者の養父様に変わり者扱いされていませんか!?」


「ぬ!?　私が変わり者だと!?」


わたしがジルヴェスターと顔を見合わせて睨み合うと、カルステッドが「まぁ、落ち着け。どちらも変わり者だ」と間に入って来た。何とも許容しにくい仲裁ちゅうさいだと思ったけれど、カルステッドは顎を撫でながら、わたしの援護えんごをしてくれる。


「ローゼマインの言い分も理解できる。いくら言ってもヴィルフリート様が聞き入れてくれない、とランプレヒトも言っていたことだし、神殿に向かわせるのは良いのではないか？　ランプレヒトは何度か神殿に出入りしているので其方の側仕えとも面識がある。今回の護衛騎士には適任てきにんだ」


カルステッドという味方を得て、わたしはフェルディナンドを振り返る。この調子でフェルディナンドを味方にできたら完璧だ。期待を込めて見上げると、ひやりした冷たい目で見下ろされた。


「ヴィルフリートのことなど、どうでもよろしい。君はさっさと報告を済ませなさい」


「……はぁい」


ハッセについて報告をしていると、ヴィルフリートがやって来た。珍しそうに部屋の中を見回していることからも初めてここに来たことがわかる。


「ヴィルフリート、其方、本気でローゼマインと生活を入れ替えるつもりか？　止めておけ」


部屋に入るなり反対されたヴィルフリートが目に見えてムッとした顔になった。わたしは一歩前に出てヴィルフリートの後押しをする。


「養父様、ヴィルフリート兄様が望んでいらっしゃるのです。叶えて差し上げてください」


「……ローゼマイン」


ヴィルフリートが感動したようにわたしを見ているが、わたしはヴィルフリートを陥れる気満々である。ちょっとだけ胸が痛む。けれど、わたしの平穏のためには心を鬼にしなければならない。わたしはフェルディナンドを見上げた。


「わたくしの機嫌を取ってくださる、とフェルディナンド様が約束してくださったのです。そして、フェルディナンド様にそう命じたのは養父様ですよね？」


ジルヴェスターが嫌そうに顔を歪めた。それを見ていたフェルディナンドがニヤリと唇の端を上げる。どうやらヴィルフリートの件をジルヴェスターの難題に対する報復の手段にすることを思いついたらしい。


「一日ヴィルフリートを神殿で預かることで、無理難題をこなせるならば私に異存はない」


ジルヴェスターは本格的に苦々しそうな顔になり、フェルディナンドは満足そうに笑っている。神殿にヴィルフリートを送る上で一番重要になるのはフェルディナンドだ。彼の協力が得られるならば、とても充実した入れ替わり生活になるだろう。わたしはニコリと微笑んだ。


「フェルディナンド様の許可もいただいたことですし、養父様も許可をくださいませ。孤児院を見て、自分の立場なり、なすべきことなり、そろそろ自覚された方が良いと思います。今のうちに教育方針の見直しをしなければ取り返しのつかないことになりますよ」


「……フェルディナンド、これは其方の教育か？　笑顔で毒を吐くようになりおって」


げんなりとした顔でジルヴェスターがわたしとフェルディナンドを見比べる。わたしはフェルディナンドと顔を見合わせた。


……え？　そんなの、わざわざ聞かなくてもわかるよね？


「元々であろう」


「教育の成果です」


何故かフェルディナンドとわたしの答えが合わない。おかしいなと首を傾げていると、呆れた顔でジルヴェスターが軽く手を振って退室を促した。


「もういい。わかった。ヴィルフリートが望むならば、一日交換してみると良い。私は止めたからな。……話は終わりだ」






「ヴィルフリート兄様、昼食をご一緒して打ち合わせを行いましょう。わたくし、神殿の側仕えに指示を出さなければなりません。ヴィルフリート兄様は神殿へ行く着替えの準備が必要です」


領主の執務室を追い出されたわたし達は北の離れに戻ってきた。神殿に持っていく物を述べると、わたしは一人乗りのレッサーバスで階段を駆け上がる。騎獣を消して自室に入ると、身体中の力が抜けていくのを感じた。


「大丈夫ですか、ローゼマイン様？」


コルネリウスが心配そうにわたしを見つめてきた。コルネリウスは洗礼式でわたしがヴィルフリートに顔面を擦りおろされてから妙に過保護かほごになった気がする。


「少し疲れただけです。大丈夫ですよ」


ヴィルフリートにわたしのレッサーバスに乗ってみたいから交代しろと迫られ、乗ったら乗ったで動かないではないかとか文句を言われたのだ。魔力が違うのだから仕方がないと思う。神殿には聞き分けのない子がいないせいで、対処に疲れてしまったけれど、ぐったりしているわけにはいかない。ヴィルフリートを受け入れることになるフランに対して指示を出さなければならないのだ。


「リヒャルダ、手紙を書きたいので紙とペンを準備してくださいませ」


「姫様、ヴィルフリート坊ちゃまを神殿へやるなど、何をお考えなのですか？」


紙とペンを準備しながらリヒャルダが不安そうに尋ねてくる。


「大したことは考えていません。わたくし、普段は神殿で過ごすでしょう？　普通の領主の子がどのような生活をしているのか、知りたくなったのです」


リヒャルダに大したことは考えていないと言いながら、昼食の間にいかにヴィルフリートから言質げんちを取ればよいのか考える。遊びに行くのではなく、神殿長としての務めをしに行くということ。それから、わたしの側仕え達からの扱いに文句を言わないということ。






「ヴィルフリート兄様、神殿では領主の息子ではなく神殿長です。きちんとお仕事してくださいね。それから、わたくしの側仕えにも神殿長として扱ってもらえるように伝えておきますから、甘やかしてもらえるとは思わないでくださいませ」


「其方が言うな。私は別に甘やかされてなどないぞ」


ムッとしたように言っているところを見ると、どうやら甘やかされている自覚はないらしい。


「では、わたくしの側仕えが甘やかさなくても特に問題ありませんね」


「もちろんだ」


売り言葉に買い言葉というわけでもないが、ヴィルフリートは胸を張って請け負った。護衛騎士として彼の背後に付いているランプレヒトはわたしの言葉の裏に気付いたのか、心配そうに「ローゼマイン様、それは……」と呟いたけれど、笑顔で押し流す。


「神殿に護衛用のお部屋はありますが、貴族階級の側仕えのためのお部屋はございません。ですから、ヴィルフリート兄様のお世話はわたくしの神殿の側仕えが行います。男女共にいるので、神殿生活に不足はないでしょう。ヴィルフリート兄様と神殿へ向かう護衛騎士はランプレヒトにお願いしますね。わたくしの兄として何度も神殿に来ているので慣れていますし、神殿へ同行する護衛にはダームエルとブリギッテもいますから」


他の側近達は神殿に同行する必要はないと言うと、ヴィルフリートの側近達はあからさまにホッとした顔を見せた。そんな中、ランプレヒトだけは不安そうだ。わたしが親切で言い出したわけではないことくらいは気付いているだろう。嫌な予感がしているのではないかと思う。


「生活を入れ替えるのですから、わたくしもヴィルフリート兄様のお部屋を使います。兄様の側仕えは殿方とのがたばかりですから、筆頭側仕えのリヒャルダを入れることをお許しくださいませ」


「うむ、良いぞ」


実に楽しそうな笑顔でヴィルフリートが頷き、昼食を終えた。


リヒャルダに頼んでダームエルとブリギッテにオルドナンツを飛ばしてもらい、神殿へ戻る時間を伝えてもらう。皆の準備はすぐにできて、わたしは神殿に戻る皆の見送りをする。


「フェルディナンド様、くれぐれもフランには、わたくしと思ってヴィルフリート兄様を指導するように、とお伝えくださいませ。こちらが一日の予定表です。わたくしの代わりの計算係にランプレヒトを付けておりますので、フェルディナンド様のお仕事が滞とどこおることもないと存じます」


フェルディナンドに手紙を預け、わたしの穴埋め要員としてランプレヒトを差し出すと、フェルディナンドはちらりと二人を見た後、毒々しい笑みを浮かべた。


「わかった。では、ヴィルフリート。これから、君を一日神殿長として扱う」


何を考えているのか知らないけれど、相変わらず怖い笑顔だ。わたしはそっと一歩後ろに下がる。


「今日は騎獣で移動するつもりだったので、馬車の準備はしておらぬ。ヴィルフリートはランプレヒトの騎獣に同乗するように。行くぞ！」


フェルディナンドが白いライオンの騎獣を出し、それに乗ると大空に向かって駆け出した。ランプレヒトが同じように騎獣を出す。ランプレヒトの騎獣は大きな羽のついた狼っぽい動物だ。ヴィルフリートがランプレヒトに抱き上げられて騎獣に跨またがると、大きな狼がバサリと大きく羽を広げて大空へ駆けだした。






「一晩とはいえ、殿方のお部屋で生活するのはどうかと思いますけれど……」


「わたくし、ヴィルフリート兄様の普段の生活を知りたいのですもの」


見送りを終えると、わたしは苦言を呈するリヒャルダと一緒にヴィルフリートの部屋へ行った。リヒャルダは部屋の設備に大きな違いがないことを確認すると、ヴィルフリートの筆頭側仕えを呼んで、教師が来る前にテーブルに勉強の準備をさせる。


「オズヴァルト、早く準備しなければモーリッツ先生がいらっしゃるでしょう？」


「ヴィルフリート様はいつも逃げ出しますから、勉強道具を揃えても使われることが稀まれなのです。このように普通の側仕えらしい仕事ができるのは嬉しいものですね」


「何を呑気のんきなことを言っているのですか？　逃げ出したならば捕まえなければならないでしょう。護衛騎士にきちんと仕事をさせなさい」


ジルヴェスターを育てたリヒャルダがキッと目を吊つり上げた。オズヴァルトは失敗したと言わんばかりに肩を竦めて勉強道具を準備する。そうこうしているうちに教師はやってきた。


「風の女神シュツェーリアの守る実りの日、神々のお導きによる出会いに祝福を祈ることをお許しください」


「許します」


「風の女神シュツェーリアよ、新しき主に祝福を。……お初にお目にかかります。姫様方の教師を拝命しております、モーリッツと申します。以後、お見知り置きを」


早速わたしは勉強しようと、わくわくしながらモーリッツを見上げた。


「ヴィルフリート兄様はどのような勉強をされているのですか？」


「今は基本文字の練習をしております」


「まあぁぁ！　では、まだ基本文字も書けないというのですか!?　計算が得意で、そちらばかりに比重が偏かたよっていらっしゃるの!?」


わたしはヴィルフリートが文字を書けないことを知っていたけれど、リヒャルダはヴィルフリートの勉強の進度を知らなかったようだ。つかつかと大股で歩いてモーリッツに詰め寄る。


「……いえ、どちらも、まだ……」


モーリッツが非常に小さい声で答えにくそうに呟くと、リヒャルダはカッと目を見開いて特大の雷を落とした。


「オズヴァルト、モーリッツ！　其方達は一体何をしているのです!?　ヴィルフリート様をお育てする気があるのですか!?　全員そこに整列なさい！」


そこからはリヒャルダ無双むそうだった。側仕えと残っていた護衛全員を集めて、リヒャルダのお説教が始まる。リヒャルダの怒り具合を見ても、ヴィルフリートの放置度合いは最悪なのだと思う。


側仕えや護衛達の言い訳がましい言葉はリヒャルダに一蹴されていたけれど、それを掻かき集めてみたところ、ヴィルフリートの環境には大きな問題点があることがわかった。簡単にまとめると「ほとんどジルヴェスターのせい」だ。


ジルヴェスターは年の離れた姉と争って領主の地位に就いたらしい。けれど、その姉弟間の争いが嫌で、自分の跡継あとつぎをヴィルフリートに決めたそうだ。自分が嫌だったことをさせないように、というジルヴェスターなりの親心なのかもしれないが、それが完全に間違いだったのだ。


本来ならば正式に結婚した妻から生まれた領主の子には等しく相続権があり、魔力の量と本人の資質により選ばれる。そのため、領主の子に付いた側仕えや教師は皆が一丸となって子育てをするのだ。自分が仕える主が領主となるかどうかで自分の将来はもちろん、一族の繁栄に大きな差が出るのだから当然だろう。だから、ジルヴェスターが幼い時は勉強から逃げ出そうとすればカルステッドが本気で追いかけて捕まえたし、リヒャルダは目を吊り上げて叱りつけていた。成長のために必要なことは本人が嫌がってもやらせるのが当たり前だった。


しかし、ヴィルフリートはすでにジルヴェスターの意向で、次期領主となることが決まっている。ならば、誰が本気で対応するだろうか。子供を叱れば嫌がられるに決まっている。やりたいことをさせて機嫌を取っておく方がよほど簡単で自分達の将来のためになるのだから、誰もヴィルフリートを叱らない。「困った方です」で済ませてしまう。


「オズヴァルト、一体何のために領主の子の筆頭側仕えに、領主と血縁関係のある上級貴族が付けられると思っているのですか!?　身分を振りかざそうとする子供の我儘を毅然きぜんと止めるためでしょう！　ヴィルフリート様にはランプレヒトも付けられていたはずなのに何をしているのです!?」


たとえ逃げ出しても捕まって勉強させられていたジルヴェスターと、逃げ出せば好き放題ができるヴィルフリートでは同じように逃げ出していても身についている教養や知識が全く違う。いくら気性が似ていようと、同じように育つはずがない。


おまけに、リヒャルダが怒りに任せて語り始めた過去のお話によると、ジルヴェスターはフェルディナンドという異母弟が城に入ってきて大きく変わったらしい。末っ子だったジルヴェスターは、初めての弟にちょっとイイところを見せようと頑張ったそうだ。年が離れているためにフェルディナンドがいくら優秀でもすぐに抜かれるということはなく、ジルヴェスターの成長へと繋がった。


けれど、年の近い弟妹がいるヴィルフリートの場合は同じようには行かないはずだ。ずっと怠けていた兄はあっという間に弟妹に抜かれてしまうだろう。このままではヴィルフリートがいじける未来しか見えない。


「リヒャルダ、これ以上側仕え達を叱っても根本が変わらなければ意味がありません。側仕えではなく、養父様や養母様と教育方針や勉強計画についてお話をした方が良いのではないかしら？」


お説教されている側仕えや護衛騎士が全員魂の抜けたような顔になっている。これ以上言っても頭に入らないだろうし、時間の無駄だ。まずい状況ならば早急に改めた方が良い。


「えぇ、姫様。ジルヴェスター様はご自分が逃げ出していたから、勉強から逃げようとしたところで大したことはないだとか、勉強が好きな子供がいるわけもないから当たり前だとか、そのような甘い考えをしているのでしょう。未だに基本文字も読み書きできないというヴィルフリート様のひどい現実が見えていらっしゃらないようです。わたくし、すぐに面会の手続きをして参ります」


リヒャルダが怒り心頭で鼻息も荒く退室していくのを、魂が抜けたような顔で側仕えと護衛騎士が見送っている。彼等もヴィルフリートを甘やかすことが日常となりすぎていて、ここまで叱られることだと認識していなかったのだろうが、これはいくら何でも職務怠慢たいまんだと思う。


「では、モーリッツ先生。ヴィルフリート兄様の教育計画を立てましょう」


「姫様のお勉強は……」


「わたくしは領主の子がどのようなお勉強をするのか楽しみにしていたのです。けれど、モーリッツ先生が持っていらっしゃる教材は基本文字の一覧表と数字の表と簡単な計算式だけではないですか。わたくしが面倒を見ている孤児院の子供達でも簡単にこなすような物……今更いまさら、わたくしの勉強にはなりません。洗礼式を終えたら働く孤児より領主の子の方がのんびりですね」


せめて、わたしが読んだことがない本の一冊くらい準備しておいてよ、という本音は心の中だけで付け加えておく。


「ヴィルフリート兄様も冬までに基本文字と数字くらいは読み書きできるようになっておかなければ困るのでしょう？　今からならば何とか間に合うかどうか、というところでしょうか」


「……ローゼマイン姫様、お言葉ですが、数年かけてできなかったことが冬までにできるようになるとは思えません」


自分の腕が悪いのではなくヴィルフリートが逃げ出すのだから仕方がない、というようなことを遠回しに言っているが、数年かけても読み書きができないのはやり方も悪いと思う。何故モーリッツは教え方を工夫して興味を持てるようにはしなかったのだろうか。


「わたくしが面倒を見ている孤児院の子供達は一冬で全員が基本文字の読み書きと簡単な計算ができるようになりました。必要なのは興味が持てるやり方と競争相手でしょう」


わたしがフェルディナンドに渡した予定表通りに事が進んでいれば、今頃ヴィルフリートは孤児院で子供達とカルタをして惨敗ざんぱいしているはずだ。当初の予定では冬の社交界で貴族の子供達を相手に、じゃじゃーん！　と絵本とカルタとトランプを持ち込んで営業するつもりだったが、一足先にヴィルフリートに与えればよい。本当にジルヴェスターと気性が似ているならば、勝つために必死で覚えるだろう。


「リヒャルダにオルドナンツを飛ばしてもらって、フェルディナンド様に教材を持って来ていただきましょう。明日の午前の勉強時間にはその教材の使い方をモーリッツ先生に教えることにいたしますね」


そして、子供の集中力は続かないものだから、一つの教科に飽き始めたら違う教科にする。毎日少しずつ確実にやらせる。小さな課題をたくさん作って、できた分だけを夕食の席で領主夫妻に報告して褒め言葉をもらうなどの教育の基本について話し合う。


モーリッツは目を白黒させていたが、段々と恐れの混じった目でわたしを見るようになってきた。


「……ローゼマイン姫様は……その、とても洗礼式を終えたばかりだとは思えません」


「フェルディナンド様の教育の成果でしょう。……それ以外にも秘密は色々ありますが、女の秘密を知ろうとすると碌な結果にならない、と神話や物語にございましてよ」


フフッと笑うと、今度こそモーリッツは完全にわたしを恐怖の目で見た。


……怖がらせるつもりじゃなくて詮索しないでね、ってくらいの軽い気持ちだったんだけど、失敗したっぽいね。


ここ最近はわたしを普通の子供扱いしない人達にばかり囲まれていたから、自分が異常だということをすっかり忘れていた。普通の子供は教師に向かって教育方法を説明なんてしないし、同じ年の兄の教育計画なんて立てない。


「わたくしは普通の子供ではないとフェルディナンド様がおっしゃっていました。普通の子供であるヴィルフリート兄様に、わたくしと比較するような発言はなさらないでくださいね。やる気を削そぐだけですから」


モーリッツは不気味な物を見る目でわたしを見ながらコクコクと頭を動かした。






五の鐘が鳴ってもリヒャルダは戻ってこない。面会予約を取るのに時間がかかっているのか、かなりヒートアップしていたからジルヴェスターを叱りつけているのか、どちらかだろう。


「オズヴァルト、この後は何をする時間かしら？」


冬までの教育計画を抱えてモーリッツ教師が退室したので、わたしはリヒャルダに叱り飛ばされて解任の危機に震えているオズヴァルトに声をかけた。


「自由時間でございます。ヴィルフリート様は剣の鍛錬たんれんをしたり、面会依頼が通っていれば本館の妹君や弟君に会いに行ったりしております。ローゼマイン姫様はどのように過ごされますか？」


わたしの自由時間の過ごし方など一つしかない。わたしはポンと手を打って、うふふふと楽しい笑みを浮かべる。


「この城にも図書室はございますよね？　案内してくださいませ」


オズヴァルトに案内されて、わたしは自分の騎獣で図書室まで移動する。今日はわたしについていなければならないヴィルフリートの側仕えや護衛騎士が、不思議な物を見るように何度も首を傾げたり、中を覗き込んだりしているが気にしない。図書室までの道中で文官と思われる貴族がぎょっとしたように、二、三度振り返るけれどそのうち慣れるだろう。


「この図書室、なんて広いのでしょう！」


たどり着いた城の図書室は、神殿の図書室よりずっと広かった。蔵書も多い。大きな本がいくつも並び、棚からはみ出そうな資料も詰まっている。ざっと見た感じだけれど、わたしには運べないくらい大型の本が数十冊、運ぶことができる大きさの本が数百冊はあると思う。資料室という意味合いが強かった神殿図書室と違って、ここは本当に図書室だった。古びた紙とインクの匂いが心地よくて、この空間にいるだけで元気が出てくる。


……んん〜、いい匂い。


将来は聖女伝説を加速させて神殿図書室を私物化するつもりだったけれど、城の図書室で司書としてお仕事する方が良いかもしれない。ここを自由にできるならば領主になると言われているヴィルフリートの嫁になるのも一つの手段として考慮する価値がある。


「ハァ、幸せ……。こんなにたくさんの本に巡めぐり合えるなんて。オズヴァルト、あの棚の一番左端の本を取ってくださる？　その後は他の仕事をしてくださっても結構です」


「……他の仕事でございますか？」


恭うやうやしい態度を崩さないまま、不思議そうな顔をするオズヴァルトにわたしは首を傾げた。


「筆頭側仕えはとても忙しいでしょう？　リヒャルダはいつも動き回っているもの。護衛騎士と側仕えを最低限だけ残して、お部屋に戻ってもよろしくてよ」


本を取ってくれたオズヴァルトが目を瞬くが、不思議そうにされる意味がわからない。神殿の側仕え達はわたしの世話以外にも大量の仕事を抱えていたし、リヒャルダもわたしに本を与えた後は部屋の中で忙しそうに動き回っている。やるべきことはたくさんあるはずだ。


「わたくしと共に読書したい方がいれば、その方を優先的に残してちょうだい。この幸福を分かち合うのも素敵だと思うの。それから、よほどの用がない限り、夕食の時間まで声をかけないでくださいませ」


言いたいことだけを言ってしまうと、わたしは本をパラリと開いた。初めて読む本に顔が自然と緩んでいく。読み始めたのは、吟遊詩人が歌う騎士の歌を集めた騎士物語集だった。これから先、わたしが本を作るうえでも、とても参考になる本だ。


……いいなぁ、ヴィルフリート兄様は。毎日自由時間があるなんて。


ここしばらくは忙しくて、フランが時々差し入れてくれた時くらいしか、ゆっくりと本を読む時間が取れなかった。ヴィルフリートと生活を入れ替えて良かったと心から思う。


紙の表面をそっとなぞり、インクの匂いにうっとりしながら、わたしは物語の世界へと意識を完全に落とし込んだ。視界は文字を追いかけるためだけに使われ、余計な音はシャットアウトされる。


邪魔の入らない至福の時を過ごしていたわたしは、本に没頭ぼっとうするわたしの周りでヴィルフリートの側仕えと護衛騎士が戸惑った顔で立ち尽くしていることに全く気が付いていなかった。






「姫様、夕食の時間ですよ！」


リヒャルダに本を取り上げられて、わたしはハッと我に返る。父王を守って呪いを受けた姫を助けるために姫の護衛騎士が魔獣退治を始めたところだったのに、ここでお預けとは残念だ。


「リヒャルダ、この本を借りてお部屋に持ち帰ることはできるかしら？」


「えぇ、かしこまりました。手続きいたしましょう。オズヴァルト、この本の貸出し手続きをお願いします。わたくしは姫様にお召替えをさせて、食堂へお連れしますからね」


オズヴァルトに本を任せてリヒャルダは歩き始めた。ジルヴェスターと夕食時にヴィルフリートについて話をする約束を取り付けたようで、みっちり話し合わなければならないと息巻いている。予想通り、約束を取り付ける段階で色々と意見を述べてきたようだ。


「リヒャルダ、フェルディナンド様にオルドナンツを飛ばしてほしいのです」


「おや、フェルディナンド坊ちゃまに一体何の用でしょう？」


「ヴィルフリート兄様のための教材を持って来ていただきたいの。夕食の時はフェルディナンド様も自分の部屋に戻るはずですから、六の鐘が鳴った後ならばヴィルフリート兄様に伝言内容を聞かれることもないと思うのです」


「六の鐘はとっくに鳴りましたよ、姫様」


リヒャルダが呆れたようにわたしを見ながら首を横に振った。なんと本に没頭しているうちに鐘は鳴ったらしい。知らなかった。


部屋に戻るとすぐにリヒャルダはオルドナンツを準備してくれる。魔力を帯びて形を変えた鳥にわたしは話しかけた。


「フェルディナンド様、ローゼマインです。養父様とヴィルフリート兄様の教育計画について話し合うので、フランにわたくしのカルタと絵本とトランプを準備させて、こちらに持って来て下さると助かります。兄様が寝た後でも結構ですから……」


「明日までにお持ちくださいませ、フェルディナンド坊ちゃま」


リヒャルダのダメ押しが入ったので、明日までには届くだろう。リヒャルダのシュタープの動きに合わせてオルドナンツが飛んでいく。


着替えをしている途中でフェルディナンドからオルドナンツが戻ってきた。


「フランに準備をさせて持っていくので、話し合いは私の到着を待つように。私の夕食はすでに終えたので必要ない」


冷ややかな怒りが籠った声で三回言ってオルドナンツは魔石に戻る。ヴィルフリートが一体何をしたのかわからないけれど、今日の神殿での様子が聞けるのであればちょうど良いかもしれない。






着替えを終えたわたしは、怒りがまだ継続中のリヒャルダと肩を落として胃の辺りを押さえているオズヴァルト、それから、リヒャルダの様子をこそこそと窺っているヴィルフリート兄様の護衛騎士達と一緒に食堂へ向かう。食堂には苦い顔をしたジルヴェスターと頭が痛そうな顔をしているカルステッド、穏やかな笑みを浮かべているフロレンツィアがいて、席に着いている。


「遅くなって申し訳ございません。お待たせいたしました」


「リヒャルダが執務室に怒鳴りこんできたが、其方の差し金か？」


席に着くなり、わたしはジルヴェスターにじろりと睨まれた。


「……リヒャルダでなくても、怒鳴りこみたくなると思いますけれど？　どれほどひどい状況なのか、ご存知でそうおっしゃっているのですか？」


わたしが首を傾げると、ジルヴェスターとカルステッドが揃って訝いぶかし気な顔になった。二人とも全く現状がわかっていないような顔をしている。わたしが何か言うよりもフェルディナンドの辛口批評を待った方が良さそうだ。


「後ほどフェルディナンド様がいらっしゃるので、ヴィルフリート兄様に関する話し合いは食後にして、先に食事をいただきませんか？」


ジルヴェスターは「フェルディナンドも来るのか」と心底嫌そうに顔をしかめた。


「ヴィルフリートのことはフェルディナンドから聞くとして、其方はヴィルフリートと生活を入れ替えてどうしていたのだ？」


食事が運ばれて食べ始めると、沈黙を破るようにジルヴェスターがわたしに問いかけた。カルステッドも興味深そうにこちらを見る。逆に、関わったリヒャルダは怒りを思い出したのを堪えるような顔になり、オズヴァルトは肩身が狭そうに俯いた。


「午後のお勉強の時間はヴィルフリート兄様の現状に怒ったリヒャルダのお説教が半分、もう半分は兄様の教育計画をモーリッツ先生と立てていました。兄様の教材にはわたくしの役に立ちそうな物が何一つなかったのです。今まで兄様に関する報告を聞いて何とも思わなかったのですか？」


側仕えや教師も都合が悪すぎることはやんわりと隠していた上に、自分の経験があったので、「今日も逃走して捕まった」と報告されれば、その後は当然勉強させられていると思っていたらしい。


カルステッドにしてもジルヴェスターが逃げ出すのが常だったので、ランプレヒトから「今日も逃亡した」と言われても「自分も通った道だ」と笑い飛ばしていたようだ。


「五の鐘の後は久し振りの自由時間でしたので、この城の図書室で読書を楽しみました。こちらの図書室は神殿図書室よりとても広くて、蔵書数も多くて、心が弾むというか、幸せというか……。至福の時間を過ごしました。わたくし、もうしばらくヴィルフリート兄様と生活を交換して、図書室に籠って端から順番に本を読んでいたいです」


今日の図書室がどれほど楽しかったのかをわたしが語ると、ジルヴェスターは理解できないと言うように頭を振った。


「全く理解できんが、本くらい自由時間に読めばよかろう？」


「……わたくし、今、自由時間などございませんよ？　朝食が終われば三の鐘までフェシュピールの練習で、それからお昼まではフェルディナンド様の執務のお手伝い。昼食後は工房関係者との会合があったり、ハッセを含めた孤児院の見回りをしたり、儀式に関することのお勉強をしたり、魔力を扱う訓練をしたりしておりますから」


「は？」


「勉強から逃げ回っている上に、これだけの自由時間があるヴィルフリート兄様がわたくしの代わりに神殿長として神殿に行っているのですから、今日はさぞかし大変でしょうね」


ニコリと微笑みながら付け加えると、ジルヴェスターが目を剥いた。


「いくら何でも子供がやる仕事量ではないぞ」


「その子供に仕事を振ったのは養父様ではありませんか。養父様のご命令だったイタリアンレストランの開店の前倒しや印刷業の拡大がなければ、わたくしはもっと楽だったのですよ？」


無茶振りしておきながら何を言っているんですか、とわたしが溜息を吐くと、ジルヴェスターは愕然とした顔でわたしを覗き込んだ。


「……其方、フェルディナンドに任せていないのか？　私はフェルディナンドが大半をこなす前提で割り振ったのだぞ？」


「え？　それは無理ですよ。フェルディナンド様は神官長としてのお仕事に、わたくしができない神殿長のお仕事が加わって、城に来れば養父様の補佐、騎士団にも時折顔を出しているのでしょう？　わたくしの教育も一手に引き受けていらっしゃるのに、一体どこに新しい事業に関わる余裕があるのですか？　フェルディナンド様に期待しすぎですよ。いくら優秀でも限度があります」


忙しすぎてフェルディナンド様が死にますよ、と思わず言ってしまったわたしにジルヴェスターは初めて気付いたような顔で呟いた。「……神殿の業務は大変なのか？」と。


……え？　今頃何を言っているの、この人？


「百名を超える組織をフェルディナンド様一人で動かしていると考えれば、その大変さがわかりませんか？　役割分担できる人材がいないのです」


「だが、神殿は暇で仕方がなくて何もやることがないから本を送れだの、魔術具を作るから道具を送れだの言ってきていたんだぞ？　やることができて良かった、と思っていたのではないのか？」


ジルヴェスターは神殿でフェルディナンドが暇だと思っていたらしい。もしかしたらそれは青色神官がたくさんいた頃の話ではないだろうか。今のフェルディナンドは一目でわかるくらい仕事が山積みで忙しい。けれど、無茶ぶりをしたがるジルヴェスターと、できないとは言いたがらないフェルディナンドの間では現状の報告が正確に伝わっていなかったようだ。わたしが今までジルヴェスターに報告していたことも、フェルディナンドの伝言や采配だと思っていたそうだ。


「養父様、印刷業に関してはわたくしが中心で進めております。今は本を読む自由時間さえないほど忙しいので印刷業に関してはもう少し余裕をいただけると嬉しく存じます」


「……わかった。其方の速度で進めよ」


ジルヴェスターは大きく息を吐いて手を振った。「気付かなくて悪かった」と小さく呟く。


……ベンノさん、マルクさん、ルッツ、ちょっと余裕ができたよ！　やったね！


わたしがグッと心の中でガッツポーズした時、食堂の扉が音を立てて開き、不機嫌極まりない顔のフェルディナンドが入ってきた。フェルディナンドの目が半眼になり、眉がきつく寄っている。食堂の空気が凍こおったように冷たくなり、全員が自然と背筋を伸ばした。


真っ直ぐにジルヴェスターの元へ歩いたフェルディナンドが食堂内を見回してから口を開く。


「ジルヴェスター、アレは駄目だ。ヴィルフリートは跡継ぎ候補から外せ」


静かな怒りが籠った声に、ひゅっと息を呑む音がそこかしこで聞こえた。ヴィルフリートの筆頭側仕えであるオズヴァルトなど顔色がない。


「ジルヴェスター、私は其方を領主として認めている。書類仕事から逃げ出すことがあっても、肝心のところでは逃げ出すこともなく、きっちりと領主としての役目と責任を背負っているからな。だからこそ、ヴィルフリートも気性がよく似ていて教師から逃げ回っていると聞いても、似たようなことをよくしていた、と言う其方の言葉を信用してきた」


フェルディナンドは淡々と語る。その口調の静かなことが一層怒りを感じさせて怖い。神殿で一体何をしてヴィルフリートはフェルディナンドを怒らせたのだろうか。自分が怒られているわけでもないのに胃の辺りがきゅっと絞られるような感じで、反射的に「申し訳ありませんでした」と謝りたくなる。わたしが普段からフェルディナンドに怒られているせいかもしれない。


「ヴィルフリートが領主となっても優秀な補佐を付ければ問題ないと思ってきたが、ヴィルフリートはジルヴェスターではない。そして、ランプレヒトもカルステッドではない。気性や言動が似ていても違う」


「それは……親子と言っても別人だから、当たり前ではないか？」


カルステッドが顎を撫でながら、当然のことを言うフェルディナンドを不思議そうに見る。


「あぁ、別人なのだ。私はローゼマインに指摘されるまで、似ているから同じように育つと何となく思ってきた。だが、違う。領主だから責任を背負うジルヴェスターと、領主の子という身分を振りかざして課題から逃れようとするヴィルフリートが同じように育つとは考えられない」


「はい！　質問があります、フェルディナンド様」


きっぱりと断定したフェルディナンドに向かって、わたしはビシッと手を挙げる。凍った空気をぶった切るような行動だったようで全員が息を呑んでわたしを見た。注目を集める中、フェルディナンドは先を促すように軽く顎を動かす。


「フェルディナンド様はヴィルフリート兄様の何を見て、そのような答えを出したのですか？　跡継ぎ候補から外すというのは、貴族間でとても影響が大きいことだと思うので、ダメだと判断した理由を教えてください」


わたしの質問に同意するようにジルヴェスターが大きく頷き、答えを求めて身を乗り出す。ふむ、とフェルディナンドは腕を組みながら、食堂内を見回して口を開いた。


「私がよく知る子供がローゼマインなので、ローゼマインと無意識に比べるからヴィルフリートが劣って見えるのかとこれまでは考えていたのだ。だが、そうではなかった。ヴィルフリートは孤児院の子供にも、工房で働く商人見習いやローゼマインの側仕え見習いにも劣っている」


辛い評価にジルヴェスターとフロレンツィアが目を見張った。今まで耳にしていた教師や側仕えの評価と、フェルディナンドの評価では大きく違ったからだろう。それは言い過ぎでは、と小さく呟いたジルヴェスターの声にわたしはムッとする。言い過ぎでも何でもない。事実だ。


「劣っていて当然ではありませんか」


わたしの発言に領主夫妻もヴィルフリートの側近達も目を剥いてわたしを見た。領主の子と孤児院の子供を比べるなど、という視線も感じる。けれど、わたしは発言を止める気はない。現状をきちんと認識してもらわなければ環境を整えることも、ヴィルフリートを戒いましめることもできない。


「わたくしの孤児院の子供達は、いつ青色神官に仕えることになっても恥ずかしくないように厳しく躾しつけられています。目的意識を持って常に向上しようと努力を重ねて日々を生きているルッツやギルと、周囲に全ての我儘を通して勉強も我慢も努力もしていないヴィルフリート兄様では比較対象にもなりませんよ。比べるなんて彼等に失礼です。……それにしても、フェルディナンド様がそこまで怒るなんて、ヴィルフリート兄様は何をしたのですか？」


わたしの追い討ちに項垂れたのは、ヴィルフリートの筆頭側仕えであるオズヴァルトだった。孤児にも劣ると二人から聞かされれば、ただの辛口批評ではないと少し認識を改めたようだ。


「ヴィルフリートは座って話を聞くこともできず、課題をこなせと言われてもやろうとしない。そこまでならばジルヴェスターで慣れているので我慢できた。だが、アレは領主の子であるという立場を振りかざして逃れようとした。身分を責任逃れに使う愚か者を領主とするわけにはいかぬ」


跡継ぎの候補から外せとフェルディナンドが冷たく言い放つ。それは本気の言葉で、全く取り付く島がない態度だった。フェルディナンドの譲ゆずらない本気を感じたジルヴェスターの顔色が変わる。


「待て、フェルディナンド。じきに改善する。それくらいは私が幼い頃も……」


「ジルヴェスター様！　貴方とヴィルフリート様では程度が違う、とわたくしが何度も申し上げたはずです。聞いていらっしゃらなかったのですか!?」


息子を援護しようとした途端に落とされたリヒャルダの雷にジルヴェスターがぐっと口を噤んだ。


すぅっとフェルディナンドの目が細められる。ジルヴェスターを見ながら他の誰かを見ているような少し遠い目になり、わずかに唇の端が上げられてひやりとするような笑みを形作った。


「領主の子として生きていくならば、努力して結果を出すのは当然ではないか。結果を残せないような役立たずなど、領主の子ではない。養育にかける費用が無駄だ。無能は生きている価値もない。役立たずの領主の子など城に置いておくことはできないのだから、放り出されたくなければ、それなりの成果が必要に決まっている」


わたしは「領主の養女となったのだから」「将来は領主の子として領主の補佐をするのだから」と課題を課す時に、もう少し言葉は柔らかいけれど、似たような意味合いのことを言われたことがある。余所から入っていくわたしだから厳しいのかと思っていたが、フェルディナンドは領主の子ならば誰にでも同じことを要求するようだ。厳しいけれど、公平でわかりやすい。「さすが神官長」と頷いているわたしと違って、ジルヴェスターはこめかみを押さえて頭を振った。


「フェルディナンド、いくら何でもその言い分は七歳の子供に厳しすぎるだろう」


ジルヴェスターの言葉にフェルディナンドは笑みを濃くする。それは嘲あざけりと失笑しっしょうが混じったような笑みだった。


「何を言っている、ジルヴェスター？　これは私が洗礼式のために城へ連れて来られた七歳の頃から其方の母親にずっと言われ続けてきたことだ。厳しすぎる？　おかしなことを言うな」


フェルディナンドの己にも他人にも厳しい成果主義の根源がわかって胸が痛くなった。幼い頃から常に厳しい態度と言葉で追い詰められ続けたことがわかる。弱みを見せられない、と薬で体調を無理やり立て直して生きてきたフェルディナンドから見れば、ヴィルフリートの現状など、甘すぎて吐き気がするだろう。


「領主の子であり、あの人に養育されてきたヴィルフリートならば当然この程度のことは弁わきまえているに決まっているではないか。その上であの態度なのだから、廃嫡はいちゃくにして城から出すのが適当だ。今は魔力が不足しているから神殿で預かっても良いぞ」


淡々と吐き出される言葉に深い恨みと怒りを感じて周囲がゴクリと唾を飲む。前神殿長やジルヴェスターの母親にフェルディナンドが疎まれていたのは何となくわかっていたけれど、ジルヴェスターと仲が良かったので楽観視していた。洗礼式直後に親から引き離され、厳しい言葉を浴びせられ、唇を噛みしめながら生きてきたとまでは思っていなかった。


反論しようがない正論の固まりにジルヴェスターがぐっと奥歯を噛んだ。そんなジルヴェスターの肩にそっとフロレンツィアが手を差し伸べる。救いを求めるように顔を上げたジルヴェスターは、フロレンツィアの顔を見てピキッと固まった。


「ジルヴェスター様、貴方、わたくしに何とおっしゃいました？　自分と同じように育てるから何の問題もない。お義母様にお任せしておいたら、少なくともご自身と同じ程度の領主には育つ、とおっしゃってヴィルフリートの養育をわたくしから取り上げてお義母様に任せたのですよね？」


嫁姑よめしゅうとめ戦争が激しく、「嫁いできたばかりでこちらの習慣も知らぬ嫁に子育ては任せられない」とフロレンツィアはヴィルフリートを姑に取り上げられたらしい。ジルヴェスターによく似た初めての孫であるヴィルフリートをジルヴェスターの母親は殊ことの外ほか可愛がっていたようだが、今の状況を見れば間違いだったとしか思えない。


……あの前神殿長を庇かばい続けた人だもんね。情は深いのかもしれないけど、ダメなタイプの甘やかし方をする人、ってことだよね？


身内には甘く、フェルディナンドやフロレンツィアのように余所から来た者にはひどく厳しい。ヴィルフリートにどんな教育をしていたのか、考えただけで頭が痛い。


我が子を強引に取り上げられ、その子が領主一族として役に立たぬ無能と断じられたのだ。母親であるフロレンツィアは笑顔に怒りをにじませてジルヴェスターを見つめる。


「お義母様に任せた結果がこの有様ですか？　このまま領主になってもヴィルフリートを誰が支えてくださると言うのです？」


「いや、それは……」


「言い訳は結構です。貴方はヴィルフリートに対して取り返しのつかないことをしたのですから」


笑顔の中で、怒りに燃えている藍色あいいろの瞳がぎらりと輝いているように見える。その目がぐるりと食堂を見回し、わたしの背後に控えているオズヴァルトのところでピタリと止まった。

            





    
  
  




「オズヴァルト、貴方には失望いたしました」


「フロレンツィア様！　お待ちください！　私は……」


「怠惰たいだの言い訳も、わたくし達に正確な報告をしなかったことに関する言い訳も、どちらも必要ありません。わたくしが知りたいのは正確な現状なのです」


フロレンツィアはおっとりとした笑顔をわたしに向けた。笑顔の下に誰に対するものかわからない怒りが透すけて見えている。怒って、泣いて、叫んで、責任者を罵ののしれば多少はすっきりするかもしれないのに、それを押し殺して先を見据える目が綺麗だ、と思った。


「ローゼマイン、貴女はどう感じたのかしら？　自分の側仕えや護衛騎士と比べてヴィルフリートを取り巻く環境やヴィルフリートの現状をどう思ったのか、正直なところを聞かせてくださる？」


「はい、養母様。……わたくしの工房に出入りする商人も、孤児院育ちの側仕えも、読み書き計算ができます。一冬でできるようになりました。それなのに、ヴィルフリート兄様は教師まで付けられているのに数年かかってもできないなんて信じられませんでした。今日一日、過ごしてみてヴィルフリート兄様に目標と真剣さと環境が足りないのではないかと思いました」


「目標と真剣さと環境ですか？」


フロレンツィアの目が改善するべき点を探して、わたしを見ている。


「こうなりたい、と明確に目指す目標があれば人は努力します。次期領主と決まっているヴィルフリート兄様には目標がないと思うのです。目標がないから真剣に努力することもありません。そして、努力しないから努力して課題をこなして得られる達成感を知りません。それだけではなく、成功を褒めてあげて一緒に喜んでくれる身近な人、負けたくないと思えるような競争相手……成長するための環境が全く足りていないと思いました」


軽く頷きながら真剣に聞いているフロレンツィアの横で、ジルヴェスターが苦い顔になる。


「……競争は別に必要ないだろう。外の者とならばともかく、肉親間ではいらぬ」


「競争は成長する上で大事なことです。領主としての才能を伸ばすならば、跡継ぎは競争させて決めるべきだと思います。養父様は兄弟間の蹴落とし合いに辟易したかもしれませんが、それもまた身内に甘くなりすぎないようにするには必要な課題ではないのですか？」


ただでさえ、ここの一族は身内に甘いみたいだから、と心の中で付け加える。フロレンツィアはまるでその声が聞こえたかのように大きく頷いた。


「養父様、本気でヴィルフリート兄様を跡継ぎにしたいと思っているならば、どうしてリヒャルダをわたくしではなく、ヴィルフリート兄様に付けなかったのですか？　リヒャルダは養父様を育てた方ですから、リヒャルダが付いていれば機嫌取りなどせずに厳しく躾けたでしょう。未だ基本文字さえ読めない、数字も半分ほどしか読めないような状況にはならなかったと思います」


愛情を持ってカルステッドとジルヴェスターとフェルディナンドをまとめて叱り飛ばせる貴重な人材がリヒャルダだ。神殿にいることが多くて、城にいることが少ないわたしではなく、ヴィルフリートに付けるべきだったと思う。


「将来は嫌でも責任を負う立場になるのだ。子供時代くらいはのびのびと過ごさせてやりたいと思うだろう？　あまり締め付けがきつくては可哀想ではないか」


「このままの状態が続いて読み書き計算もできず、これから教育を受ける弟妹と比べられて馬鹿者扱いされるのは可哀想ではないのですか？　冬のお披露目の時に貴族が集まる前で一人だけフェシュピールが弾けずに恥をかく方がよほど可哀想だと思いますけれど、養父様はどう思っていらっしゃるのですか？」


自分が嫌だったことを取り除いてやりたい親の心情と言えば聞こえは良いけれど、実態じったいは優しい虐待ぎゃくたいだ。親心であり、自分がしていることが悪いことだと思っていないジルヴェスターに、わたしは近い未来に起こることを突きつけた。


「……それはそうだが、幼い頃から練習させているのだ。フェシュピールくらいは弾けるだろう？」


自分の子供時代を引き合いに出すジルヴェスターの前に、リヒャルダが目を吊り上げて、ずいっと進み出た。


「ジルヴェスター様、わたくし、本日ヴィルフリート様は練習が嫌で常に逃げ出しているため、未だに音階おんかいさえ押さえられない、と楽師がくしから伺いましたけれど、どのように弾くのです？　何年たっても基本文字がわからないのに、どのようにして領主の仕事をさせるのです？」


「今はできなくても、いずれできるようになる」


「嫌々でも必要なことを叩き込まれたジルヴェスター様と、叩き込む者がいないヴィルフリート様では基礎が全く違うと言っているのです。どこまで頑かたくななのですか。執務の時のように問題点を直視なさいませ！」


ビシッと領主を叱りつける姿を見ていると、リヒャルダはやはり領主の血族の教育係にした方が良いと思う。


「ジルヴェスター様、もうお義母様もいらっしゃらないことですし、ヴィルフリートの教育に関することは全てわたくしに返していただきます。お義母様や前神殿長をギリギリまで断罪できなかったように、身内に関しては現状を認めようとしない貴方にヴィルフリートはお任せできません」


笑顔ですっぱりとジルヴェスターに役立たずの烙印らくいんを押したフロレンツィアが、ジルヴェスターに背中を向けるように少し座り直して、わたしを真っ直ぐに見た。


「ローゼマイン、孤児院の子供達に一冬で読み書き計算ができるようにした貴女ならばどのように環境を整えますか？　環境を整えれば、今なら、まだ冬のお披露目に間に合うかもしれません」


我が子を何とかしたいと思う母親の真剣な眼差しに、わたしはコクリと頷く。


「そうですね。まず、きちんと跡継ぎ争いをさせます。今の怠惰な状態では継がせられない、と本人に告げて危機感を持たせます。本人だけが危機感を持っても仕方がないので、側仕えや護衛騎士も真剣に取り組めない人はどんどん入れ替えます」


「すぐに全員を入れ替えるのではないのですか？」


フロレンツィアの言葉にわたしは苦い笑みを浮かべて首を横に振った。


「側仕えは生活に密接していますから、いきなり全員の顔ぶれが変わるのも落ち着かないと思います。慣れた顔ぶれを残す代わりに、監督役としてリヒャルダを付けます」


「リヒャルダを？　貴女の筆頭側仕えではないですか」


驚いた声を上げてフロレンツィアはわたしとリヒャルダを見比べる。


「わたくしはこれから収穫祭がありますし、孤児院の冬支度をしなければなりません。冬の社交界まではほとんど城にいる期間がないのです。その間、リヒャルダにヴィルフリート兄様の側仕えと護衛騎士を教育し直してもらえば良いのです」


わたしの部屋の雑事だけならば、他にも側仕えはいる。ヴィルフリートの教育も大事だが、それ以上に周囲の教育が必要なのだ。領主も頭が上がらないリヒャルダに、次期領主を育てるということがどういうことなのか徹底的に叩き込んでもらえば良い。


「それは……心強いですけれど、リヒャルダはよろしいのですか？」


「もちろんです、フロレンツィア様。ヴィルフリート様をそのままにはしておけませんからね」


じろりとオズヴァルトを睨むリヒャルダは完全に臨戦態勢りんせんたいせいだ。頼もしい。


「では、リヒャルダに主として命じます。わたくしが不在の時はヴィルフリート兄様のお部屋で監督役として、ヴィルフリート兄様の環境を整えることに全力を尽くしてください」


「確かに拝命いたしました」


リヒャルダがその場に跪き、首こうべを垂れる。少し安心したようにフロレンツィアの笑顔から怒りが薄くなった。


「それから、成長のためには親の背中を見せると良いです。具体的には仕事をしている父親の姿を見て、将来はこのような仕事をするのだと目と心に刻み、目標にするのです。二、三日に一度、それほど長い時間でなくても良いので、養父様の執務室で机を並べてみるのはいかがでしょう？」


自分が担う仕事内容や責任がわからないから、簡単に身分を振りかざすのだ。領主になればしなければならないことを教えた方が良い。


「まぁ、それは素敵な考えだわ。執務室でヴィルフリートはお勉強を、ジルヴェスター様は執務をなさるのですね？」


「フロレンツィア……」


困ったような声で呼びかける微かなジルヴェスターの反抗は、フロレンツィアのやんわりとした雰囲気の笑顔に封じ込められる。


「息子のお手本となる方が、お忍しのびと称して下町を出歩くより大事ですもの。ジルヴェスター様も父親として協力していただけますよね？」


「……も、もちろんだ」


ジルヴェスターは「何故下町に出たことを知っている？」と言わんばかりの顔で了承する。情報を掻き集めておいて、すぐに問い詰めたり、禁止したりするのではなく、ここぞという時に効果的に使うフロレンツィアの手腕は見習った方が良さそうだ。


「他には何か思いつくことはございませんか？」


「……後は、護衛騎士でしょうか。ヴィルフリート兄様に手心を加えず捕まえて、躊躇いもなく椅子に縛り付けられるような人でなければ護衛騎士には向きません。ランプレヒト兄様より、エックハルト兄様の方が向いていると思うのですけれど……」


成人して一年半のランプレヒトよりも、成人して数年たっているエックハルトの方が色々な意味で立ち回りもうまいと思う。それに、フェルディナンドと年が近くて一緒にいる時間が多かったことからフェルディナンドを尊敬していると言っていた。きっとエックハルトは笑顔でフェルディナンドのように厳しく接することができそうなのだ。


「エックハルトは駄目だ。ヴィルフリート様の洗礼式の前に一応声をかけたが、断られている」


頭を振ったのはカルステッドだった。


わたしが「一応？」と首を傾げると、フェルディナンドが軽く肩を竦めた。


「ローゼマイン、エックハルトは神殿へ入る際に一度解任した私の護衛騎士だ。今は騎士団で新人の訓練や事務仕事をしているが、公的な場に出る時は未だに私の護衛騎士として付き従っている」


初めて知った。そうか、フェルディナンドも領主の子なのだから、護衛騎士がいてもおかしくない。神殿でも城でも付き従っているのを見たことがなかったので全く思いつかなかった。


「わたくしは神殿に護衛騎士を連れているのですから、フェルディナンド様も護衛騎士をお連れすればよいのでは？」


「いや、領主の養女として領主の命で神殿長となったローゼマインと、政治の世界と関わらないことを対外的に示すために自ら神殿に入った私では立場が違う」


そう言われれば「そういうものなのですか」と納得するしかない。けれど、フェルディナンドを冷遇してきたジルヴェスターの母親も失脚したのだから還俗げんぞくはしないのだろうか。いや、還俗して神殿からいなくなられると困るのはわたしだけれど。


「エックハルトはフェルディナンド以外に仕える気はないそうだ。次期領主の護衛騎士という立場を蹴って、神官となったフェルディナンドに今でも嬉々として付き従う変わり者だ」


そう言ってカルステッドが苦笑する。そこまでフェルディナンドに肩入れしているならば、フェルディナンドを冷遇してきた人に養育されたヴィルフリートに仕えるのは絶対に避けたいだろう。無理やり仕えさせたら、ヴィルフリートに変な八つ当たりをされそうだ。


「エックハルト兄様が駄目ならば、ランプレヒト兄様を鍛えるしかないですね」


「フン、いくら環境を改善したところで本人にやる気がなければ無駄だ。あれを排して、幼い弟妹の教育に力を入れた方が良い。役に立たぬ無能は早目に退けておけ。禍根かこんを残したら面倒だ」


何とかヴィルフリートの現状を改善しようとする流れが気に入らないのか、フェルディナンドは鼻を鳴らして冷たく言い放った。


「待ってください、フェルディナンド様。まだダメではありません。環境が悪かっただけならば環境を整えれば大丈夫です。先程フェルディナンド様が認めてくださったわたくしの側仕えは、孤児院一の問題児と言われたギルですよ。十歳でも本人にやる気があれば変われるのです。ヴィルフリート兄様は七歳ですもの。まだ間に合います」


変わろうと本人が思えば、目を見張るほどの成長も可能な年だ。ヴィルフリートを擁護ようごするわたしの言葉に、ジルヴェスターが希望の光を見つけたように顔を輝かせてわたしを見た。


「本当か、ローゼマイン!?　まだ間に合うのか!?」


「もちろん本人のやる気と努力次第ですよ。何もせずにできるようになることなどありません」


希望を見つけたようなジルヴェスターに比べて、苦虫を噛み潰したようなフェルディナンドが対称的すぎた。そこまでヴィルフリートを廃嫡したいのかと思っていると、フェルディナンドは手を伸ばしてぐにっとわたしの頬をつねった。


「ローゼマイン、其方、自分があれだけ課題を抱えているのに、最初から逃げ出すことしか考えていない愚か者を更生こうせいするような余計なことに時間と体力を使うつもりか？　其方まで愚かになるし、そのような余裕はないだろう。止めておけ」


言葉は刺々とげとげしいけれど、わたしの体調を心配してくれているのだと思う。とても前向きに考えると、多分。わたしはヒリヒリする頬を押さえながらフェルディナンドを睨み上げた。


「フェルディナンド様のおっしゃる通り、わたくしにはそんな余裕はありません。けれど、環境が悪いとわかっているのに、このまま放置なり、廃嫡なりになるのは気分が悪いのです。やっと母親である養母様が教育に口を出せるようになったのですもの。育てられるならば育ててあげれば良いではありませんか」


「ローゼマイン、私は感情に走って余計なものを抱え込むな、と言っているのだ。君の悪い癖だ」


物分かりの悪い生徒を眺めるような呆れを含んだ金色の目に見下ろされたので、うむむむ、と反抗的に唇を尖らせて、わたしはフェルディナンドを見上げた。


「……じゃあ、ヴィルフリート兄様にやる気があれば良いのですね？」


「どういう意味だ？」


「わたくし、フランに渡した予定表の中で二つの課題を出しています」


わたしが指を二本立てると、少しばかり興味を持ったようにフェルディナンドがわたしを見た。


「祈りの言葉を覚えるというものと、フェシュピールの曲を暗譜あんぷするというものです。ヴィルフリート兄様が課題をこなしていたら環境が悪いだけで、やる気はあるということです。フェルディナンド様も認識を改めて教育計画に協力してください」


「協力とは私に何をさせる気だ？」


無駄だと言いたげな冷笑に、わたしもニッコリと笑う。


「ヴィルフリート兄様に廃嫡の脅しをかけて危機感を煽り、周囲と一緒になって甘やかしていたランプレヒト兄様を一喝してくださいませ」


今までにほとんど触れ合いがない親から廃嫡の話を聞かされるのはヴィルフリートが可哀想すぎる。親は褒めたり、慰なぐさめたり、ご褒美を与えたりする飴あめの役に置いておきたい。鞭むち役にピッタリな人がいるのだから適材適所というやつである。


「後は……そうですね。ヴィルフリート兄様を椅子に縛り付けてでも勉強させるというのはどうでしょう？　後がない崖っぷちであることを頭と心に刻みつけていただきたいのです。フェルディナンド様はそういうの、お得意でしょう？」


「得意か、不得意か、と聞かれれば得意だが、やりすぎる可能性は否めぬ。構わないのか？」


心胆寒からしめて谷に突き落としたい、と言っていたフェルディナンドのやる気に満ちた凄みのある笑みに、わたしは心の中で二人に合掌がっしょうしながら頷いた。何も知らないところで廃嫡にされるよりは、夢でうなされるくらいの危機感を持つ方がよほどマシだろう。


「それで、ヴィルフリートが課題をこなせなかった場合はどうするつもりだ？」


「課題をこなせていなくて、やる気がないのだと確証が得られれば、フェルディナンド様のおっしゃるようにヴィルフリート兄様は跡継ぎの候補から外して、弟妹の教育に力を入れます」


わたしの答えにフェルディナンドが「ほぅ」と意外そうな声を上げ、ジルヴェスターが「ローゼマイン、それではヴィルフリートがあまりにも……」と焦ったように立ち上がった。


「残念ですが、養父様達が甘やかしすぎた結果ですから、その時は諦めてください。勝負は冬のお披露目までなのです。失敗したら汚名と評価はずっと残りますから本当に時間がないのですよ」


こちらの方が仕事は多いのにやる気のない子の面倒なんて見ていられません、とわたしが言うと、ジルヴェスターがこめかみを押さえてドカッと座った。そんなやり取りをフェルディナンドは見遣みやり、わたしとジルヴェスターを交互に見ながら意地の悪い笑みを浮かべる。


「ローゼマイン、ジルヴェスター。五の鐘から六の鐘までヴィルフリートは祈りの言葉を覚えるという課題に手を付けようとしなかった。期待するだけ無駄だぞ」


絶望的な目をするジルヴェスターと違って、わたしはそれほど悲観していない。


「無駄でも交代が終わる明日の昼まで待ちます。孤児院の子供達や工房の様子、わたくしの側仕えを見て、本当に何も感じず、何も変わらなかったのならば冬までに挽回ばんかいするのは無理ですから、その時はきっぱりさっぱり諦めますよ」


「その言葉、忘れるな」


勝利を確信しているようなフェルディナンドに、わたしは笑って頷いた。


「忘れません。でも、絶対に大丈夫です。わたくしの読書時間を賭かけてもいいですよ」


読書時間を賭けると言った瞬間、フェルディナンドの口元がひくっと動いた。真意を探るような厳しい目でわたしを見下ろし、上から下まで見る。


「……君が読書時間を賭ける根拠は？　君もヴィルフリートと接した時間は少ないであろう？」


「わたくしの根拠にヴィルフリート兄様は関係ないのです」


今度こそ得意満面にわたしは腰に手を当てて、ぐっと胸を張る。


「わたくしの側仕えは優秀ですから。わたくしが出した課題を達成しなかったことがありません。ヴィルフリート兄様に課題をさせるくらいはできるに決まっています」


軽く目を見張ったフェルディナンドがこめかみを押さえて、溜息を吐いた。そして、腕を組んで、はるか高みからわたしを見下ろす。


「得意そうなところ悪いが、フランを教育したのは私だ」


「フランだけじゃなくて、ウチの子は全員優秀なのですっ！」


冷静なフェルディナンドのツッコミにわたしが力いっぱい吠えると、周囲から堪え切れなかったような笑い声が漏れた。






次の日の午前中にわたしはモーリッツやオズヴァルトを始めとしたヴィルフリートの側仕えとフロレンツィア、リヒャルダをヴィルフリートの部屋に集めた。そして、フェルディナンドが持って来てくれたカルタと絵本とトランプを見せて、教育というよりは遊びながら学ぶ方法を教える。


「これをローゼマインが作ったのですか？」


フロレンツィアが絵本を読み、カルタと見比べながら驚嘆きょうたんの籠った声で呟いた。


「作ったのは工房の者ですが、考えたのはわたくしです。絵本を読み、カルタで遊んで、トランプをすることで孤児院の子供達は冬籠りの間に読み書き計算ができるようになりました」


ついでに、神や眷属の名前はもちろん、何を司っているか、神具が何かも全部知っている。


「魔術を学ぶ上で神々についてよく知っていると有利だ、と護衛騎士から聞きました。この教材で冬の間に子供達が遊べば、領地の貴族全体の水準がグッと向上すると考えています」


「……えぇ、これを全て貴族院に入る前に知っていれば後の勉強がとても楽になります。ヴィルフリートには領主の子として他の貴族達に先んじて覚えておくように指導した方が良いですね」


フロレンツィアはカルタを見つめて丁寧な仕草で触れている。やはり、カルタも絵本も貴族に売れそうだ。冬の終わりまでに増版しておいた方が良いかもしれない。


「このカルタをヴィルフリート兄様が帰ってきた午後の授業で行いましょう。まず、カルタの絵札を見ながら、読み札を先生が読んで、兄様が覚えるまで復唱させます。それから、この部分の頭文字を読んで、書いて、練習します」


麗乃時代ならば「あひるのあ」と言いながらひらがなを書くような練習である。自分の名前に使われる文字など、すでに知っている基本文字が半分ほどあるので、その基本文字を中心に読み札と絵の結び付けから行う予定だ。


書く練習をしたらカルタで遊ぶ。たくさんあるカルタの中から、自分が知っている基本文字の絵札を見つけ、その日に練習した分のカルタを取れるように頑張るのだ。カルタの相手は側仕えで、最初は読み札を完全に読み終わって十秒たってから側仕えが手を伸ばすようにする。ヴィルフリートが慣れてきたら八秒、五秒と時間を減らしていけば手加減てかげんもそれほど難しくないだろう。


トランプはマークの数を読み、数字に親しむために七並べから始めるのが妥当だとうだろう。ヴィルフリートが数字を読めるようになることと、ゲームに負けても癇癪かんしゃくを起さない、負けを受け入れる我慢強さを教えることが目標だ。もちろん他のゲームをしても良い。


絵本の読み聞かせは寝る前でも良いから、一日に一度は読んであげる。本文を暗記するまで聞けば耳で覚えた言葉を絵本の本文で追いかけることができるようになるので、文字への興味も少しは湧くだろう。


「側仕えに真剣みがなければ困りますから、順位表を作り、最下位が三十回以上になる側近は入れ替わり候補にしましょう。ヴィルフリート兄様にカルタで勝つくらいは簡単ですものね？」


側仕えの顔が固まった。今までの職務怠慢に全くペナルティがないと思われては困る。色々なところで、これからどんどん篩ふるいにかけていくのだ。「次期領主の側仕えに無能はいらない。ただでさえ、領主が望み薄いのだからな」とはフェルディナンドの弁である。


「どのゲームに関してもそうですが、全勝しても、全敗しても成長はしません。勝ったり負けたりするのが真剣さの元になるので、うまく勝たせてあげ、時には完膚かんぷなきまでに叩きのめし、ヴィルフリート兄様のやる気を引き出してあげてくださいね」


お菓子の数で足し算引き算をしたり、料理のソースで皿に字を書いて読めるまで食べられないようにしたり、生活の中にどんどん教育を取り入れていくと良いと付け加えると、リヒャルダが頼もしい笑みを浮かべた。


「任せてくださいませ、姫様」






そして、四の鐘が鳴って少し経った頃、ヴィルフリートとランプレヒトがかなり憔悴しょうすいしたような顔で戻ってきた。どうやらトラウマになるほどフェルディナンドに脅されたようだ。少しすっきりしているようで、それでいて面白くなさそうな顔のフェルディナンドを見る限り、賭けはわたしの勝ちだと思う。フフッと笑うと、嫌な顔で睨まれた。


「おかえりなさいませ、皆様。昼食の準備ができております」


領主夫妻も一緒の昼食を食べながら、ヴィルフリートの目で見た神殿について話を聞いた。やはり孤児院や工房の子供達を見て、衝撃を受けたらしい。その話を聞いた後、課題達成したことを両親から褒めてもらう。同時に、ヴィルフリートとランプレヒトに見せるための茶番だが、領主夫妻に対してフェルディナンドから叱責交じりの報告があり、わたしの目から見たヴィルフリートの教育環境がおかしいことも報告した。


「……以上の観点から、生活環境の改善、もしくは、ヴィルフリートの廃嫡を望む」


厳しいフェルディナンドの言葉に二人は青ざめて、すがるような視線でジルヴェスターを見た。全ての視線を集めたジルヴェスターは少し考えるようにゆっくりと顎を撫でて、「わかった。その件に関しては冬のお披露目を見て考えよう」と答えた。


「冬のお披露目までに基本文字を全て書けるようになること、数字を書き、簡単な計算ができるようになること、フェシュピールを一曲弾けるようになることができれば現状維持とする」


「冬のお披露目まで……？」


ヴィルフリートとランプレヒトは突きつけられた期限と課題に顔色を変えた。それはそうだろう。数年かけてできなかったことができるようになるとは思えないに違いない。


「大丈夫ですよ、ヴィルフリート兄様。孤児院の子供達が文字を覚えるために使った教材を届けておきましたから、一日で二つの課題を達成できたヴィルフリート兄様なら、冬までにギリギリ間に合うと思います。気を抜いたら、そこで終了ですけれど」


「……うむ」


「ギリギリ……」


基本文字にしても、数字にしても、半分くらいはわかっている。わたしが作成した毎日の頑張り表を全て塗りつぶすことができれば、目標は達成できることになっているのだ。


「ローゼマインは機嫌が良さそうだが、一日城で何をしていたのだ？」


「大半はヴィルフリート兄様の教育計画を立てていましたけれど、自由時間には図書室でひたすら本を読んでいました。寝る前と朝起きた後も借りてきた本が読める幸せの一日でした」


「……本を読む幸せ？　理解できぬぞ」


それは文字が読めないからだ。読めるようになれば、きっとこの幸せが理解できるようになる。理解できれば、わたしと同じように蔵書の多い図書室が身近にある幸せに涙を浮かべて感動するようになると思う。


「ヴィルフリート兄様は外に出たいのですよね？　あと三日ほど生活を交換いたしませんか？」


「絶対に嫌だ」


恐怖に顔を歪めた即答だった。よほどフェルディナンドにいじめられたらしい。


「だって、ヴィルフリート兄様ばかり、こんなに気楽で幸せな生活をしているなんてずるいじゃないですか。わたくしも自由時間がたっぷりあって読書し放題の生活がしたいです」


「うっ……。ローゼマインに、ずるい、とはもう言わぬ。その、悪かった」


ヴィルフリートがそう言って、ぷいっと横を向く。顔を合わせる度に「ずるい」を連発するヴィルフリートがあまりにも鬱陶しいので、もう二度と「ずるい」と言えないようにしようと思ったわたしの生活入れ替え計画は無事に当初の目的を達成できたようだ。


……満足、満足。うふふん。


「昼食後の午後の授業には、わたくしも参加しようと思っているのですが……」


「ローゼマインは駄目だ」


フェルディナンドが先にやるべきことがある、と言った。


「すでに面会予約をしてある。其方は収穫祭の時に同行する者と顔合わせと打ち合わせ、その後は、文官と話をして、ハッセへの根回しをしなければならない」


それは確かにヴィルフリートの勉強よりも優先しなければならない案件だ。


「戻るまでに、できるだけカルタを覚えておくのだな。ローゼマインは初心者にも容赦しないぞ」


初心者にも容赦しないというのはリバーシの時のことだろう。あれはフェルディナンドに勝てるのが最初しかないと思ったから、全力で行っただけだ。さすがに、ヴィルフリートのような子供相手のカルタで本気を出すなんてしない。


「……そんな昔のことをねちねちと。しつこい殿方は好かれませんよ」


「私のことを好く人間は少ない。嫌われているのが普通なので、特に気にしなければ良かろう」


……全然大丈夫じゃない。誰か、この人にも更生計画を立ててあげて！　人としてどこかおかしいよ。本が好きすぎて人として壊れている、と言われてたわたしじゃ更生計画なんて立てられないから、誰か、お願い！

            





収穫祭の準備


本館にある会議室のような部屋で収穫祭の打ち合わせを行うと言われたわたしは、オティーリエと護衛騎士四人を連れてレッサーバスでちょこちょことフェルディナンドを追いかける。すれ違う文官がぎょっとしてレッサーバスを見る度にフェルディナンドが嫌そうな顔でレッサーバスを見るのがちょっと楽しくなってきた頃、会議室に着いた。


「待たせたな、エックハルト、ユストクス」


それほどの広さはなく、六人ほどが座れるようにテーブルと椅子があるだけの部屋に二人の人物が跪いて待っていた。エックハルトはわかるので、もう一人の、灰色の髪でやや小柄で細身の男性がユストクスだろう。


「ローゼマイン、ユストクスだ。君の筆頭側仕えであるリヒャルダの息子で、今回の収穫祭に徴税官として君に同行することになっている」


「風の女神シュツェーリアの守る実りの日、神々のお導きによる出会いに祝福を祈ることをお許しください」


「許します」


面倒で長ったらしい挨拶を交わすと、二人がすっと立ち上がった。ユストクスの茶色の瞳がわたしをじっと見下ろしている。わたしがわずかに首を傾げると、フッと労いたわるような笑みを浮かべた。


ユストクスがテーブルの上に地図を広げ、今回の収穫祭についての話が始まる。行程の確認が行われ、収穫祭での流れを確認した。フランから叩き込まれていることだが、実際に行ったことがないのであまりイメージが湧かないのだ。


「率いる馬車の数だが、一人につき二台で足りるか？」


「我々は一台でも十分ですが、ローゼマイン姫様には二台でも足りないのではございませんか？　男性は比較的身軽に行動できますが、女性はどうしても荷物が多くなります。着替え一つとっても複数の側仕えが必要になるでしょう」


ユストクスの言葉にフェルディナンドは面白がるような目でわたしを見た。


「ローゼマイン、其方の側仕えは誰を連れて行くつもりだ？」


「わたくしは神殿長として赴くのですから、今回は神殿の側仕えを連れるのですよね？　でしたら、フランとモニカとニコラ、そして、専属料理人のエラですね。楽師が必要ならばロジーナも同行させますけれど、どうしましょう？」


収穫祭にわたしが同行させる人員はとても少なかったらしく、ユストクスに「それだけで足りるのですか？」と目を丸くされた。城では仕事が細分化されているけれど、神殿では特に仕事が細分化されているわけではないので少人数で事足りる。


「あ、フェルディナンド様。馬車を使わなくても、わたくしのレッサーバスを使えば……」


全てを口に出す前にフェルディナンドから「駄目だ」とあっさり却下された。


「まず、素材採集のために魔力が必要だというのに、騎獣を大きくして連日使うのは魔力の無駄だ。次に、君が何か危険に巻き込まれた場合、同行者を巻き込むことになる。君の側仕え全員をを守りきれるほどの護衛騎士など準備できぬ。最後に、体調不良などで君の集中力が切れれば危険すぎて移動が全くできなくなる。騎獣が使えなくなった時のためにも馬車は必要だ」


指を折りながら理由を並べられて、わたしは納得した。何か起こった時に一番に見捨てられるのは神殿の側仕え達だ。なるべく危険なところには同行させない方が良い。


馬車の台数が決まると、今度は収穫祭での過ごし方について注意が始まった。


「よいか、ローゼマイン？　収穫祭の間は二人からはぐれないこと。護衛も付けず、側仕えも付けずにフラフラしないこと。たくさんの料理が供されるが、側仕えの毒見もなく口に入れないこと。七の鐘が鳴ったら引き留められても就寝のために祭りの会場を離れること。そして、村長達や町長の話には全て曖昧あいまいに返答し、明確な答えを避けること。わからなければ、全部エックハルトやユストクスに任せても良いから余計なことはするな。それから……」


遠足や修学旅行に赴く生徒にくどくどと同じような注意をする学校の先生のようだ。細かい注意が並びすぎて、逆によくわからなくなってきた。熱心に聞き取ろうとするエックハルトと対照的に、ユストクスは「細かい性分は相変わらずですか、フェルディナンド様？」とからかうように笑う。


「フェルディナンド様が幼い子供の庇護ひごをする、と伺った時には心配しておりましたが、なかなかの保護者ぶりです。感心しました」


子供相手でも要求水準が高く、駄目だと思えばすっぱりと切り捨てるフェルディナンドに子供の面倒など見られるはずがない、と思っていたとユストクスが遠回しに言う。声の響きからからかっているのがわかった。軽くユストクスを睨んだフェルディナンドが、「このくらいの注意で済めばよいが……」と言いながら、わたしを見た。


冬の館には周辺の農村から千人近い人が集まるため、収穫祭もそれだけの規模の祭りになる。祭りは午後から行われ、七の鐘まで続くらしい。わたしの出番は基本的に祭りの最初で、洗礼式と成人式と結婚式を行わなければならないのだ。


……祝福の言葉が似ていてややこしいんだよね。


「収穫祭自体は七の鐘で終わるが、その後村長や町長による接待せったいが始まる。君が収穫祭で回るのは、去年までは前神殿長が向かっていた場所だ。神殿長が交代したことを知らせるためだが、準備されている接待は前神殿長に合わせたものになる。君が受けられる類の接待ではない。ローゼマインは就寝時間だと言い張ってその場を離れるように。決して付き合うのではないぞ」


フェルディナンドは言葉を濁したけれど、前神殿長のあれこれと納得顔のユストクスとエックハルトを見て考えれば、お酒と女が準備されている夜の接待なのだろうと予想は付く。


「接待などいらぬと言えば、何が気に入らなかったのか、どうすればよいのか、来年からはどうなるのかと、村人達が勝手に疑心暗鬼ぎしんあんきになって右往左往うおうさおうするだろう。そのため、ローゼマインの代わりに接待されるための人物としてエックハルトを付けたのだ。エックハルト、其方は可愛い妹の身代わりとして、町長や村長の相手をするように」


「フェルディナンド様の仰おおせのままに」


新しい神殿長が領主の養女で地位の高い子供だとわかれば、取り込みやすいと考えて寄ってくる者は大勢いると考えられるらしい。前神殿長が買収に応じる人物だったせいもあるそうだ。そのため、エックハルトはその防波堤ぼうはていの役目を担い、ユストクスは徴税で目を光らせるそうだ。


「ローゼマインは目を離すと、勝手に死にかけるし、問題を起こしたり、大きくしたりと予想外のことをしでかす。其方等の注意も必要だが、ローゼマイン、君は余計なことをせずに二人の内のどちらかと行動を共にするように。わかったか？」


「はい」


収穫祭に関する話が終わると、フェルディナンドはテーブルの上に盗聴防止の魔術具を出した。皆がすっと手を伸ばしたので、わたしも小さな魔術具を手に取る。


「では、本題である素材採集の話に移る」


フェルディナンドの声にエックハルトとユストクスの顔が引き締められたものになった。素材採集は他の者に知られないように行われることのようだ。わたしも気を引き締める。


「ローゼマイン、上流貴族の娘ならば、生まれてすぐに魔力を吸い取るための魔術具が与えられる。身食みぐいで死にかけて、魔力が中心近くで固まっている状態は本来あり得ないのだ。君が貴族院へ赴く前にユレーヴェの薬を作るのは、身食いで死にかけたという事実を隠すためでもある」


わたしの出生の秘密を簡単に口にしたフェルディナンドに息を呑んで思わず二人の様子を窺ったが、エックハルトもユストクスも当たり前の顔で頷いている。


「この二人は知っている。私が君について調べた時に手足として使ったのがこの二人だからな」


「えっと、それって……」


「下町で情報を集めるのは大変面白……、いえ、興味深い経験でした」


ユストクスがフッと笑った後、がらりと口調を変えた。


「マインに関しては全くと言っていいほど情報が集まらなかったからな。契約魔術の契約書でギルベルタ商会との繋がりはわかっても難しかったぞ。挑戦し甲斐があった」


姿勢を正して座っている姿は上級貴族のものなのに、口調が完全に下町のものだった。諜報ちょうほう活動のために動いている人だと思ってよく見ると、ユストクスは確かに髪や瞳もそれほど目立つような色ではなくて、顔立ちも普通だ。埋没しやすい、特徴のない人である。背はやや小柄だが、目立つほどの小柄ではないし、靴で誤魔化せる程度だ。細身なのも布を巻いたりすれば、体型はいくらでも誤魔化せることを考えると諜報活動向きの人だと言えるだろう。


「ローゼマイン姫様、私は情報を集めるために様々な階層の者に擬態ぎたいいたします。口調、動き方、態度、生活習慣を真似て情報を得る。ですから、貴女が上流貴族の娘に擬態して、領主の養女として生きていく困難さを少し理解できるつもりです。大変努力されていらっしゃる」


わたしの努力を買って、ユストクスは徴税官として同行することを決めたのだと言ってくれた。それは嬉しいけれど、どうにも腑ふに落ちない。上級貴族が情報を集めるためにわざわざ下町に行くだろうか。首を傾げるわたしにフェルディナンドが呆れた顔でユストクスを見た。


「いつものことだが、ユストクスは自分に都合の良いことしか言わぬ。ローゼマイン、ユストクスは変人だ。情報と素材集めが何よりの趣味で、情報集めのために貴婦人のお茶会に忍び込もうと女の格好をしたことまである。文官業に手を出しているのは大っぴらに情報集めができて、それが職業となるからだ。今回は其方のお守で両方が堪能たんのうできて喜んでいる。あまり恩を感じる必要はない」


ユストクスは幼い頃に側仕えや下働きが主の前と裏で違うことを言うことを発見した。それが情報集めに興味を持ったきっかけだそうだ。「そんなに情報集めが好きならば、文官となり、ジルヴェスター様のために有益な情報を集めてらっしゃい！」とリヒャルダに言われたらしい。


「母上に言われるままジルヴェスター様のために情報を集めていましたが、私が持っていく情報をうまく使うのは、いつもジルヴェスター様の仕事を手伝わされていたフェルディナンド様でした。一見どうでも良さそうな情報を繋ぎ合わせて、敵対する貴族を退けたのは貴族院に入る頃ですよ。あの鮮やかさには痺しびれましたね」


ジルヴェスターのために、というリヒャルダの思惑通りにはいかず、ユストクスは自分の集めてきた情報をうまく使うフェルディナンドを自分の主に選んだそうだ。わたしのことを調べるために貴族が降りることがない下町に潜入しろ、とフェルディナンドに命じられた時には興奮して眠れなかったらしい。そんなことを興奮した口調で語るユストクスは間違いなく変な人だ。


「ローゼマイン姫様がフェルディナンド様の側に現れてからというもの、私の情報集めは日々充実しております。とても感謝していますよ」


あまり嬉しくない感謝をされてしまった。


「フェルディナンド様もリュエルの採集に向かわないのですか？」


地図を覗き込みながらエックハルトが尋ねると、フェルディナンドは至極残念そうに溜息を吐きながら地図を覗き込み、自分の旅程を指でなぞっていく。


「できることならば、そちらへ向かいたいとは思っているが、どうなるかわからぬな……」


「フェルディナンド様もユストクスと同じように素材採集が好きなのですか？」


あまりにも未練がましい指の動きを意外に感じてわたしが尋ねると、フェルディナンドはユストクスを見て嫌な顔になった。


「私は素材採集ではなく、手に入れた新しい素材で何を作るか考えるのが好きなのだ。珍しい素材を集めるだけで満足するユストクスと一緒にするな」


「ローゼマイン、フェルディナンド様は貴族院に在学中、御自身が望む魔術具を作るために騎士見習い達と魔獣や魔木を倒しては魔石を手に入れたり、素材を手に入れたりしていたのだ。私も何度かお供したことがある」


エックハルトの言葉にわたしの脳裏のうりにはトロンベ退治をしていたフェルディナンドの姿が思い浮かんだ。日常的にあのようなことをして素材を集めていたなんて、意外とワイルドな学生生活を送っていたのかもしれない。フェルディナンドの昔話は珍しいので、わたしはもうちょっと聞きたかったけれど、フェルディナンドがエックハルトを軽く睨んで黙らせた。


「強大な魔獣が出るところへ向かうならばもう少し人数が必要だが、今回は魔木から実を採集するだけなので少人数で問題ないであろう。そうだな、ユストクス？」


話を振られたユストクスがしっかりと頷いた。


「はい。ドールヴァンの村外れにあるリュエルは満月の夜に実がなる魔木です。私は以前、夏の満月に一度採集したことがありますが、風の属性が強い素材でした。ユレーヴェの材料に使う秋の素材とするならばシュツェーリアの夜が採集日として最善になるのは間違いないでしょう」


どうやら領地内で採れる素材に関する情報もユストクスが掻き集めたものらしい。ユストクスは素材を集めるのが好きなので、時期や場所にはこだわらずに色々集めたようだ。その情報を元にフェルディナンドが時期や場所を選定して、素材の採集地を決めたらしい。


「何の役に立つのか、と言われる私の情報をうまく使うのは、いつもフェルディナンド様なのです」


そう言ってユストクスは苦い笑みを浮かべた。


「今回の採集についてですが、ローゼマイン姫様はまだシュタープをお持ちではございません。そのため、魔力を溜めた魔術具としてのナイフが必要になります」


「それは今準備中だ。もうじきできる」


わたしの道具はフェルディナンドが準備中らしい。相変わらず細かいところに気が付く人だ。至れり尽くせりである。その後は採集用の革袋や手袋、ナイフなど、採集に必要な道具が確認され、ユストクスから採集の仕方についての説明があった。


「ローゼマイン姫様は採集する時、騎獣でリュエルの近くまで寄ってください。そして、リュエルの実に素手で触れて、色が変わるまで魔力を込めます。色が変わったら魔術具のナイフで刈り取って終了です。その際、魔力を遮断しゃだんする革手袋をして採集すれば、自分が調合するには少し使い勝手が悪くなりますが、他の人でも使える素材となります」


「わかりました。頑張ります」


収穫祭と採集に関する話を終えると、盗聴防止の魔術具をフェルディナンドに返し、二人は退室していった。次に会えるのは収穫祭への出発当日だそうだ。神殿で待ち合わせである。


「この後はカントーナを呼んである。君はおとなしく座っていなさい」


「はい」

            





ハッセの契約


ハッセ担当の文官であるカントーナが入室してきた。中肉中背のおじさんだが、第一印象というか、見た瞬間に頭に浮かんだ単語は「小物」だった。長い物には巻かれろ、という性格が完全に人相として出ている。良い知らせなのか、悪い知らせなのか、探ろうとする目がわたしとフェルディナンドの間を行き来する。その様子がいかにもこすっからい小役人という感じだった。身分が下の者には威張り散らして、身分が上の者には必要以上に媚こびへつらうタイプだ。


貴族の挨拶を交わし、フェルディナンドが席を勧めると、カントーナの視線は更に落着きなくきょどきょどと行き来する。


「フェルディナンド様、一体何のご用でしょうか？」


「我々が揃っていることでわからぬか？」


フェルディナンドがわずかに声を低くした。カントーナは本当に身に覚えがないような顔で、必死に記憶を探り始める。自分の仕事を覚えていないのか、すでに担当を外されているのか、それとも、ハッセの案件にわたし達が関与していることを知らないのか、どれだろうか。


「大変申し訳ございませんが、心当たりがございません」


「……ハッセの町のことだ」


ほんの一瞬、目元が動いたけれど、それ以外は笑顔を崩さずに「ハッセでございますか？　何があったのでしょう？」と続ける。


「ハッセの町に孤児院と印刷工房を作る計画は領主より直々に命じられたもので、ローゼマインと後見の私が中心に進めている事業だ。先だって懇意にしている商人やローゼマインの側仕えを下見にやったのだが、彼等からの報告によると、其方はずいぶん非協力的な態度であったらしいな」


「いえ、そのようなことは……」


カントーナはめまぐるしく色々なことを計算しているような、少し焦点しょうてんが合っていないような目でにっこりと笑う。笑っているが、「まずい」と必死に保身を考えている様が透けて見える。


「まるで計画を頓挫とんざさせたいのではないか、と疑わしい程だったと聞いたが？」


「それは何かの間違いでは……？　もしくは、商人達が揃って何か企んでいるのでしょう。彼等はお金でコロリと意見を変えますから」


それは貴方の自己紹介ですか？　と喉まで出かかった言葉を、んぐっと呑み込んだ。今日は貴族のやり方を知るために一緒にいるのだ。わたしが下手に口を出してはならない。


「では、彼等の報告が嘘だ、と……そう言うのか？」


「いえ、そのように断言するわけではございませんが、お互いに何やら行き違いや考え違いがあるかもしれません。何しろ相手は利益のみを追求する商人でございます。彼等では我々貴族のやり方には馴染まないでしょう」


愛想笑いを張り付けて、商人、商人と言っているが、カントーナは一行の中にわたしの側仕えであるギルがいたことを知らないのだろうか。フェルディナンドから「本当に君は空気を読まないな」と言われているわたしは我慢と自重をぺいっと放り投げて口を開いた。


「わたくしの側仕えも貴族のやり方に馴染まないとおっしゃるのですか？」


全然馴染まないけどね、と心の中でこっそりと付け加えながら相手の反応を見る。まさか、わたしが口を出すとは思っていなかったようで、カントーナは目を白黒させながら、しどろもどろに「そういう意味では……」と言葉を濁した。わたしとしては「じゃあ、どういう意味？」と問い詰めてみたかったけれど、フェルディナンドにテーブルの下で軽く足をはたかれたので断念だんねんする。


一度目を伏せたフェルディナンドが「其方の言い分は理解した」と言った後、顔を上げてカントーナにうっすらとした笑みを向ける。


「今日の用件だが、其方、ハッセの町長と孤児を買う契約をしたのであろう？」


「え？　は、はい。それが……？」


「ローゼマインがその孤児を気に入ってしまって、半ば強引に連れ帰ってしまったのだ。だが、町長より其方とすでに契約していたと聞いてな。事実を確認しなければならぬと考えて、こうして呼び出したのだ。まるで横取りになってしまったようで、こちらとしては少々心苦しいが……」


そこで一度言葉を切り、いかにも心配そうな表情になる。作った表情なのが丸わかりだ。


「悋気りんきの強い其方の奥方は、其方が町を出た理由を疑っているようだな。そのような状況で成人を目前にした女の孤児を買うほど其方が愚かだと思えぬし、よほどの理由があったのであろう？」


事情を尋ねるような心配顔で脅しも入れるフェルディナンドの黒さに内心拍手していると、カントーナはざっと血の気が引いたように一瞬で青ざめた。青ざめながらもへらへらとした笑顔は崩さない辺り、とても貴族らしいと思う。


「えぇ、えぇ。深くて大変な事情がございます。けれど、あの孤児がローゼマイン様のお気に入りでしたら快くお譲りいたしましょう。こちらは契約を撤回いたします。契約書を取って参りますので、少々お待ちくださいませ」


逃げるようにカントーナが一度退室していく。パタリと閉められた扉を見た後、わたしはフェルディナンドを見上げた。


「フェルディナンド様はカントーナの奥方のことまでよくご存じですね」


「貴族同士で交渉する前にはどれだけ相手の情報を得ているかが鍵になることが多い。ユストクスの情報は雑多なので使えるものを探し出すのは大変だが、非常に役立つ」


情報ならば何でも掻き集めてくるユストクスを、恐ろしく記憶力が良くて取捨選択が得意なフェルディナンドが使えば最強で最凶さいきょうだろう。「自分をうまく使うのはフェルディナンド様だけだ」とユストクスが言っていたように、雑多な情報から必要な情報を探し出すのが普通は大変なのだと思う。


敵に回るつもりがなくても下町での関係や行動を調べられていたわたしとしては、ユストクスとフェルディナンドに一体何を知られているのかわからない。わたしの場合、弱みしか存在しない気がするので、フェルディナンドの敵に回った瞬間、ぷちっとやられそうだ。


「わたくし、フェルディナンド様の敵には絶対に回りませんから安心してください」


「……何だ、その唐突とうとつな宣言は？　エックハルトかユストクスにでも何か妙なことを吹き込まれたのか？　揃いも揃って何の脈絡みゃくらくもなく唐突でわけがわからぬ」


……きっと皆、神官長のことが怖いって思ったんだよ。


後々聞いたところによると、怖いから敵に回らないと決めたへたれなわたしと違って、二人はそれぞれに理由があってフェルディナンドに心酔した結果、一生仕える主として決意した言葉だったらしい。「一緒にしないでくれ」とエックハルトに言われてしまった。


……ごめんね、エックハルト兄様。わたし、一生仕える主って感覚がよくわからないの。






わたしの唐突な宣言によってフェルディナンドが難しい顔をしているところに、カントーナが契約書を持って戻ってきた。眉間にくっきりと皺が入って不機嫌そうな顔になっているフェルディナンドの顔にビクッとしながら、カントーナはすぐさま契約書を差し出す。


「こちらが契約書になります」


「あぁ、すまぬな。……違約金はこちらが払っておくので、間違ってもハッセへ金や孤児を取りに行くような真似はせぬように」


この契約書をハッセに持って行って町長と話をすれば、孤児の引き取りに関するいざこざは終了だ。終わった、とわたしがホッと息を吐くと、カントーナはちらちらとフェルディナンドを見ながら言い訳じみた声と態度で何やら言い始めた。


「それにしても困ったものです。先程も申し上げたように深い事情がありまして、この契約は別に私が望んだものではなく、私も頼まれたものなのです」


ただの奥方への言い訳と口止めかと思ったが、カントーナも別の人に頼まれて成人女性を探しているらしい。


「どなたに頼まれたのですか？　その方ともお話は必要ですか？」


ハッセの町にとってわたし達が悪者の立場にならないように契約書を取り戻したのだ。カントーナとその依頼人にとっても横取りで悪者の立場にならないようにしたい。どちらかというと、町長より貴族の恨みを買う方がよほど面倒くさいことになりそうだ。


「わたくし、その方にも、真摯しんしに、誠実に、お話ししたいと存じます」


「いえ、それは……ローゼマイン様のお耳に入れる類たぐいのお話ではございませんので……」


カントーナが脂汗あぶらあせを流しながら辞退する。視線だけでフェルディナンドに「助けてください」と訴えながら。どうやらわたしがいてはできない話らしい。


「ローゼマイン、ここはもう良い。ヴィルフリートと共に勉強してきなさい。ブリギッテ、アンゲリカ。ローゼマインを連れて一足先に戻れ」


フェルディナンドが手を振ってわたし達に退室を促す。わたしは従順に頷いて会議室を出た。






レッサーバスでヴィルフリートの部屋へ向かう。中に入ると、ヴィルフリートを持ち上げるような生ぬるいカルタの真っ最中だった。読み札を読み終えた後の十秒が長い、長い。太鼓たいこ持ちに囲まれたヴィルフリートがつまらなそうな顔で絵札を見ている。


部屋全体を見渡せるところでリヒャルダが静かに立っているのが見えた。多分、使えない側仕えを見極めているのだろう。リヒャルダの目が怒りに燃えているのに、静かなところが逆に怖い。


「ヴィルフリート兄様、途中からで良いのでわたくしも入れてくださいな」


かなりゆっくりと十まで数えている側仕えを笑顔で制しつつ、わたしが普通に十まで数えて即座に絵札を取る。その中には今日ヴィルフリートが覚えたばかりの文字も入っていたようだ。


「なっ!?　ローゼマイン、速すぎるぞ！」


「違います。ヴィルフリート兄様が遅いのです。ご自分が覚えている絵札がどこにあるかくらいは、最初に並べた時にわかっているでしょう？　読み札を読み始めた瞬間に手を伸ばすくらいできなくてどうします？　こちらは十も数えて待っているのですから」


途中参加でヴィルフリートに勝利し、わたしはカルタを数えながら側仕え達をぐるりと見回す。


……あれとあれとあれは入れ替え決定。ダメダメだよ。


「もう一度やりましょうか？　今度は、今日ヴィルフリート兄様が覚えた文字を確実に取れば、ヴィルフリート兄様の勝ちにしてもいいですよ」


「ふっ。覚えた分だけならば簡単ではないか」


一回目は普通に勝たせてあげたが、二回目は時折絵札の位置をぐちゃぐちゃに置き直し、絵札の探し直しをさせて難易度を上げてみた。


「くっ！　もう一回だ！」


負けず嫌いな性格に火が付いたらしい。何度かカルタを繰り返すうちに、自分の名前に使われる基本文字は大体押さえられるようになってきた。


「それ、間違っています。『お手つき』といって、間違ったものを取った場合は一枚没収ぼっしゅうです」


「何っ!?」


その一枚が大きな差となり、敗北したヴィルフリートは地団駄じだんだを踏んで悔しがる。


「次までにたっぷり練習しておいてくださいませ」


「今日一日でこれだけ取れるようになったのだ。次は私が全部取るからな！」


「あら、わたくしも負けませんよ」


そうは言ってみたものの、気が付いたら孤児院の子供達に負けるようになっていたように、あっという間にヴィルフリートに負けるようになる気がする。


……うーん、ヴィルフリート兄様って、基本スペックが高い気がするんだよね。かなり記憶力良いんじゃない？　それとも、興味のあることには全力投球する養父様と同じってことかな？


「では、次はトランプで数字の勉強をしましょうか」


「……数字か」


苦手意識が強いのか、嫌そうなヴィルフリートの前にトランプを一から十まで並べていく。


「先程、カルタを取る時に十まで何度も数えましたよね？　では、順番に並んでいるので数字を押さえながら前から読んでいってください」


「いち、に、さん……」


十まで問題なく読めたので、トランプを数の大きい順に並べ替えさせたり、言った数字のカードを取らせたりする。その後、七並べをした。マークの数を読めるようになったので、少々時間はかかるけれど、七並べができるようになった。


「リヒャルダ、入れ替える側仕えは決まったかしら？」


お勉強の時間、じっと側近達の様子を見ていたリヒャルダに声をかけると、リヒャルダは部屋をぐるりと見回してニコリと笑った。


「えぇ、もちろんです。姫様はゲームに三十回負ければ入れ替える、とおっしゃいましたけれど、負けなければ入れ替えない、とは一言もおっしゃっておりませんもの。真剣さが足りない者はどんどん入れ替えていけばよろしいでしょう」


オズヴァルトも部屋の中を見回し、「本当に危機感が足りない者が多いようですね」と呟く。フロレンツィアから「失望した」と言われた自身が一番の入れ替え候補であることを知っているオズヴァルトは、リヒャルダの指示の下、今日は別人のように働いている。


……このまま主従揃って成長してくれれば良いんだけど。






六の鐘が鳴る寸前にフェルディナンドから「神殿に戻るぞ」というオルドナンツがリヒャルダのところへきた。北の離れには許可がなければ入れないので、待合室で待ってくれているらしい。


「では、ヴィルフリート兄様。わたくしは神殿に戻ります。今日のように練習すればフェシュピールも弾けるようになると思いますよ」


「うむ、わかった」


自信に満ちた顔でヴィルフリートが大きく頷いた。午前中に暗譜させられた曲を午後も忘れずに覚えていたので、フェシュピールの練習はそれほど大変でもなかったのである。ロジーナに教え込まれた音階を、一小節だけ繰り返して滑らかに指が動くまで練習した。たった五つの音を弾くだけなので、最初はぶつぶつと途切れ途切れの音でもすぐに弾けるようになった。


「思ったよりも簡単ではないか」


達成できたら塗りつぶしていく課題表が予想外に塗りつぶされている。ヴィルフリートが途中で飽きなければ冬のお披露目には間に合いそうだ。


「本当に、やればできるのですから、この調子でどんどん塗りつぶしてくださいね。今日はこの課題表を夕食の席で養父様と養母様に見せると良いですよ。きっと、とても褒めてくださいます。ヴィルフリート兄様の努力が目に見えてわかるのですから」


「そうか」






わたしは騎獣で神殿へ戻ると、自分の側仕え達を褒めちぎった。ウチの側仕えが頑張ってくれなければ、ヴィルフリートは廃嫡ルートまっしぐらだったのだ。真の功労者はウチの側仕えだ。


「皆、よくやってくれました。わたくしはとても嬉しいですし、主として誇らしいです」


「ローゼマイン様の唐突で理解できないお願いには慣れてきましたから」


フランが困ったようにそう言って笑う。そして、ヴィルフリートが神殿でどのように過ごしていたのか、側仕えから見た風景を尋ねた。


「青色神官として神殿に入ってくる洗礼前の貴族の子供として考えれば特に珍しくもございませんでした。こちらの言葉を多少なりとも聞く耳をお持ちだった分、よほど素直でしたよ」


これから先、神殿に来る青色神官見習いや青色巫女見習いのことを考えると、少し頭が痛くなった。






次の日は普通の日だ。わたしはいつも通りにフェシュピールの練習を行い、フェルディナンドのお手伝いに行く。すると、フェルディナンドに盗聴防止の魔術具を差し出された。


「昨日、其方の退席後、カントーナから聞いた話だが……」


フェルディナンドによると、今、貴族間に供給される灰色巫女の数が極端に減っているらしい。今までは神殿長に頼めば簡単に灰色巫女が手に入った。けれど、前神殿長が食い扶持ぶちを減らすために見目の良い者だけを残して数を減らしたのと、領主の娘であるわたしが工房で使い、孤児院で使いと、灰色巫女に役目を与えているため、手に入らなくなった。


今、灰色巫女を側仕えとして使っている青色神官に譲るように頼んでも、値段を吊り上げられているそうだ。「神官長にも神殿長にも新しい側仕えを頼みにくい」というのが青色神官の弁らしい。


貴族達にしても、前神殿長と違って花捧げに全く興味もないフェルディナンドには、灰色巫女を斡旋あっせんしてほしいとは頼みにくいし、灰色巫女は安価だから良かったのだ。高価な金をかけてまで青色神官から買いたいほどのものでもない。結果として、周辺の町の孤児院へちょうど良い年頃の孤児がいないか、探しに行くようになったらしい。


「ローゼマイン、どうする？　灰色巫女を貴族に売るか？」


フェルディナンドがわたしを試すような目でじっと見ながら問いかける。


「……灰色巫女でいるよりも貴族の愛人の方が良いと言う灰色巫女がいれば、心情的には嫌ですけれど、就職先だと思って斡旋を考えてもよいかもしれません。でも、嫌がる灰色巫女を売る気は微塵みじんもありません。今のところ工房で養えていますし、孤児の動向を最終的に握っているのは、わたくしですから」


わたしの回答にフェルディナンドが「ふむ」と言いながら薄い金の瞳に厳しい光を宿す。


「ならば、周囲の孤児院で貴族が孤児を買うことに関してはどうするつもりだ？」


孤児の売り買いに気分が悪いと思うのは、わたしがまだこの世界の倫理観に合わせられていないからだ。けれど、以前に比べて嫌悪感は薄れている。


「……周辺の町の孤児は、町長を始め町民が養い、町民の冬の蓄たくわえを買うための共有財産でもある、とベンノから伺いました。わたくしが権力で勝手をして良い対象ではないのです。全ての孤児を助けることができるわけではないのですから、目に入らないところに関しては関知しません」


領主の養女という権力を使えば、簡単に介入してハッセの孤児達を全員引き取ることは可能だ。しかし、どこでどのような軋轢あつれきが出るのかわからないし、孤児がいるのはハッセだけではない。わたしには全ての孤児を救うような力はないのである。


何より、神殿長であるわたしが考えなければならないのは神殿の孤児院のことだ。余所の町の孤児院にまで考えなしに手を広げるのは間違っている、と言われている。ハッセの小神殿についてはわたしの管轄内なので何とかする。それ以外の目に入らないところは関知しない。納得はしたくないが、呑み込まなければこれから先やっていけない。


「そうか。少しは学習しているようで何よりだ」


わたしの回答にフェルディナンドは満足したように頷いた後、意地の悪い顔になって更に質問を重ねた。


「では、ローゼマイン。ハッセの町長のところにいる孤児に関してはどうする？　あれは一応其方の目に入ったであろう？」


わたしは一度唇を噛んだ後、軽く頭を振った。


「神殿の孤児院と違って他の町の孤児達は、男の子の場合は成人したら町民として畑がもらえるそうです。女の子も畑を得られて結婚先の斡旋がされるようです。成人したら町民になれるのであれば、孤児院に入って神官として一生過ごすよりも、自分の見知った土地と習慣の中で一人の町民として生きていく方が幸せになれるかもしれません」


それまでの習慣を全て否定され、教育を受け直して、神殿の孤児院で神官や巫女として先が見えないままに貴族のすぐ近くで生きていくのと、生活は厳しいかもしれないが、自分の理解が及ぶ世界の中で生きていくのと、どちらが正解かなど本人にしかわからない。周囲からどのように見えようとも、わたしはできることならば領主の養女ではなく、家族と一緒にいたかったのだから。


「一度選択肢は与えています。彼等がこちらの孤児院を選ばなかった時点で、わたくしが手を出す対象ではありません」


領主の娘としては正しい答えだと確信を持てるわたしの回答に、フェルディナンドは「よろしい」と頷いた。満足そうなフェルディナンドを見て、間違えずに済んだことに胸を撫で下ろしながら、ゆっくりと視線を伏せていく。


……あぁ、嫌だ。


自分の中の常識がまた一つ、貴族色に塗り潰された感じがした。

            





商人の活動開始


ギルベルタ商会の面々を連れて隠し部屋に入るのは恒例こうれいになってきた。もうブリギッテも当然のような顔で見送ってくれ、ダームエルがげんなりした顔でついて来る。わたしがその顔に見慣れてきたのだから、ダームエルもいい加減に慣れればいいのに、まだわたしがルッツに引っ付くのに慣れないらしい。


「ルッツ、ルッツ、ルッツ！　もう嫌ぁ！　面倒くさい！　頭が爆発しそう！」


「今度は何だ!?」


「貴族の常識、わたしの非常識！　わたしの常識、皆の非常識！　合わせるの、きついんだよ！　考えたくないんだよ！　あー、もー！」


「ローゼマイン様、デリアになってます」


ギルが笑いながらそう指摘する。わたしが叫んで発散しているうちは大したことがないと判断されているようで、誰も深刻な顔をしていない。


「ホントに全力で叫びたい気分だもん。もー、嫌！　って」


「で、叫んでスッキリしたのか？」


「ん。ちょっとだけどね」


全力で吠えたら少しはすっきりした。城の自室はもちろん、神殿長室でもさすがに本音を全力で叫ぶわけにはいかない。周囲が一生懸命に作り上げている聖女伝説が崩れ落ちてしまう。これでも一応お嬢様らしく、と頑張っているのだ。


ルッツにひとしきり不満を訴えた後、はーっと息を吐いたわたしはギルベルタ商会の面々をぐるりと見回した。


「とりあえず、ものすごく頑張ったから褒めてください。養父様から印刷業はわたしのペースでして良いって言質げんちをとって、カントーナからハッセの契約を白紙にしてもらって契約書を取り上げてきました。神官長によると、ハッセの担当がカントーナから別の人に代わったそうです。ついでに、神官長からは噂に関しても好きにしてみろという言葉をもらったんですよ。頑張ったでしょ？」


うふふん、と胸を張ってみると、ルッツがぐりぐりとわたしの頭を撫でてくれた。


「おぉ、すげぇな。頑張った、頑張った」


「よくやった、ローゼマイン。これでずいぶん楽になるぞ」


「えぇ、冬の間は紙が作れませんから、どうしても印刷業は停滞ていたい気味になります。領主様から催促がないとわかっただけでも安心できました。これでハッセの案件に全力で取り掛かれますね」


面倒だったり嫌な気分になったりしつつ、頑張った甲斐があったようだ。全員から褒めてもらった。元気充電。もうちょっと頑張れそうである。


「えーと、それでは、これから流す噂に関してなのですけれど……わたしにはこの辺りの商人の間で噂が回る速度やその影響力がどの程度のものなのか全くわからないので、今回はマルクさんのやり方を勉強させてもらいますね」


わたしの声にマルクがやる気に満ちた笑顔を向けてくる。にこりと笑うマルクの笑顔が黒いけれど、何か企んでいるフェルディナンドの笑顔に比べれば爽やかなものだ。


「ローゼマイン様のお勉強のためならば、こちらとしても精一杯努力しましょう。どのように追い詰め……もとい、最終的にはどのような形に持って行きたいか、決まっていますか？」


……ハッセの町長、本当にベンノさんやマルクさんにどんな対応をしたんだろう？


知りたいけれど、聞きたくない。


「最終的にハッセと小神殿が持ちつ持たれつの関係になれれば良いと思っています。わたしの聖女伝説を加速させることでフェルディナンド様への点数稼ぎをしつつ、ハッセにわたしと協力体制を取った方が良いと考える反町長派を作り出して、なるべく被害を最小に抑えたいです。町長は……もうどうしようもないのですけれど、ハッセは冬の館がある町だから周辺の農村の人もたくさん集うでしょ？　神殿襲撃には全く関係のない農村の被害が今よりも少なければ嬉しいです」


「今よりも、ということは、町長以外への罰はすでに決定しているのですか？」


わたしがコクリと頷くと、マルクが少し目を見張り、ベンノが小さく息を呑んだ。


「噂として流したり、町民の不安を煽るのに使ったりしても良いと言われています。神官長の決定として、来年の春の祈念式にハッセには青色神官を誰も出さないそうです」


「……それは、農民にとってはきついな」


基本的には領主が領地を守っているので領地には魔力が満ちている。しかし、それは薄く広く覆われた魔力で、領民全体を食べさせていくにはもう少し魔力を加えなければならないそうだ。そこで、貴族としては使えないけれど、魔力を持っている青色神官が領地の各地に派遣されて春の祈念式として魔力の提供を行うことになっている。


祈念式の祝福を得ることで、農村には魔力が行き渡り、その祝福が収穫に結構響くらしい。一年や二年ならば農民達が手間暇てまひまをかければ例年通り収穫できるようだが、魔力が不十分ならば土地がだんだん痩せていくので難しくなるそうだ。政変後、若くて魔力が多めの青色神官達が貴族社会へ戻ったことで神官や巫女の数と質がぐっと下がった。そのためにエーレンフェストの土地を満たすための魔力は少しずつ減っていたらしい。今年はわたしが祝福したので去年より収穫量が増えるだろう、とフェルディナンドは予測している。来年の祈念式でわたしが祝福する土地と、祈念式さえ行われないハッセでは収穫量に大きな違いが出るだろう、と言っていた。


「次の収穫祭までのハッセの様子やわたしのやり方を見て、次の罰を下すかどうか、範囲をどうするか考えると神官長は言っていました」


ベンノが腕を組んで、ふぅむと難しい顔で唸る。


「ローゼマイン、文官とハッセの契約は白紙になったと言ったが、町長との契約は結局どうなったんだ？　孤児達の料金は払ったのか？」


「これからです。明後日、神官長と一緒にハッセに行くことになっています」


ほぅほぅ、と頷きながらマルクは書字板にメモを取った後、細めの目を光らせてベンノを見た。


「では、旦那様。ハッセの町民は孤児を取られたくらいで神官に無礼な態度を取ったらしい。他の神官が怒っているのをローゼマイン様が抑えている、というような噂を流すのはどうでしょう？」


「いいんじゃないか？　ローゼマイン様でなければその場で殺されていても文句は言えない所業だ、と自分達の意見も加えながら流せばいいだろう。大事なのはローゼマイン様の慈悲で処罰を今のところ免れている、という点を強調することだな」


ベンノが顎を撫でながらマルクの意見に頷いた。二人のやり取りをルッツが真剣な顔で見つめる。


「この噂を流した後で我々がハッセに行けば、木工工房辺りの顔馴染みの町民が接触してくるでしょう。その時に、ローゼマイン様がハッセはどうなってしまうのか、ひどい結果にならなければ良い、と憂えていることを伝えましょう。同時にエーレンフェストの街ならばどうなるのか教えておきます。そうすれば貴族に対する恐怖に震え、町長に反抗する者と、これまでの貴族との繋がりを使って何とかしようと町長におもねる者に分かれるはずです」


これまで前神殿長との繋がりで便宜を図ってもらっていて、それを裏付ける手紙が届いているならば今後も同じような手段を取るだろう、とマルクが予想する。


「噂が順調に広がっていれば、収穫祭で必ず顔色を変えた町民の接触があるでしょう。その時にローゼマイン様は、春の祈念式に神官を派遣しないと神官長が決めた、頑張って取り成しているけれど神官達と領主の怒りが深い、と側仕えに伝えさせるのです。そうすれば嫌でも冬の館での話題となり、色々と話し合いが行われます」


ふむふむと頷きながら、わたしが自分のやるべきことを書字板に書き留めていると、ベンノが少しばかり首を傾げた。


「マルク、領主が娘のために作った小神殿にハッセの町民が攻撃を仕掛けたらしい。いくら神殿長が慈悲深くても庇いきれないだろう、という噂を流す方が先じゃなかったか？」


「それはローゼマイン様ではなく我々の仕事です、旦那様。収穫祭が終わり、我々が神官を連れてエーレンフェストへ戻る時に余所の農村の者に流すのですよ」


もし、収穫祭前に領主一族への反逆容疑に自分達も巻き込まれていると農村の者が知れば、収穫祭どころではない。町中が大パニックになるだろうし、神殿長として出席するわたしも詰め寄られる可能性が高くて危険になる。


「後が大変なのですから、収穫祭だけでも楽しめるようにという配慮です。噂に慌てて神殿に詳細を問い合わせようにも前神殿長はおらず、慈悲深いローゼマイン様を始め、青色神官は収穫祭のために不在ですからどうにもなりません。我々から少しでも情報を集めようとエーレンフェストでうろうろすることも考えられますが、こちらはそれ以上の情報などないと突っぱねれば終了です」


情報を制する者は全てを制する、という言葉が微笑むマルクの背後に浮かんで見えた。


「小神殿の一件は領主一族への反逆罪ですからね。ローゼマイン様でも庇えるわけがありません。ハッセはどのような結論を出すでしょう。……あぁ、先走って町長を殺されることがないように、責任を取って裁かれるのはやはり町長でしょうか、という一言も入れておかなければ」


冬の間に町長の立場は一体どのように変わるでしょう、とマルクが唇を歪めた。町長への報復が最優先という思考が透けて見えるけれど構わないだろう。町長を孤立させるようにフェルディナンドから言われていたし、課題がクリアできるならばそれでいい。


「……つまり、噂だけ流したら放置しておくということですか？」


「そうだ。収穫祭の後、小神殿を閉鎖したお前がハッセに赴くことはないだろうし、俺達もお前が小神殿を引き上げて次の冬の館へ向かうのと同時に、神官達を連れてエーレンフェストに戻るからな。ハッセの奴等がどういう結論を出すのか、町長に代わって町をまとめられる人物が出てくるのか、放っておいて待つしかない」


ベンノの言葉に、わたしは収穫祭を終えれば春までハッセに関して手を付けずに済むことがわかって心が軽くなった。


「じゃあ、わたしは春までハッセについては考えなくていいんですね」


「こら、待て。ちょっとは考えろ」


「でも、わたしにできることなんてないでしょう？　元々わたしは小難しいことを考えたくないんですよ。苦手なんです。いっぱい本がある図書室に引きこもって、本が読めたらそれでいいんですよ。印刷するための工房を円滑えんかつに運用するために、ハッセとはある程度の協力状態を作り上げておきたいと思ってるけど、町長や町民の行く末なんて命さえ関わらなければどうでもいいんです」


フェルディナンドを始めとする貴族の論理が動くと町を丸ごと潰されたり、無実の死人がたくさん出たりしそうなので、なけなしの頭を使っているだけだ。


「面倒でも俺達の采配を振るっているのはお前になるんだ。状況把握くらいには頭を使え。知りませんでした、ではハッセの町長と同じだ」


「えーと、じゃあ、収穫祭までの間、どんなふうに町の中に噂が広がっていくのか、ハッセの町へ行く商人の様子や町の変化をルッツとギルに見ていて欲しいです。騎獣でちょくちょく様子を見に行くから二人ともわたしに報告してちょうだい」


「別にいいけど、どうせ情報だけが目的じゃないんだろ？」


ルッツがちらりとわたしを見て、お見通しというように唇の端を上げる。


……どうしてバレたんだろうね。


「収穫祭までに豚の皮か牛の皮を買い取って、ハッセで膠作りをお願いしたいの。去年作った分がまだ余ってるけど、これから先にどのくらい使うかわからないし、今年も一応作っておきたいんだよね。膠作りの合間に町の様子も見てくれると助かるな」


「そんなことだろうと思った。膠作りの合間に町の様子を見ていればいいんだな？」


ルッツとギルが「任せておけ」と了承してくれた。マルクが指揮をするままに動きそうなハッセの町より、わたしにとっては来年のための膠作りの方が大切だ。


「あとね、これ。届けて欲しいんだけどいい？」


わたしはルッツに家族宛ての手紙を差し出した。近況報告を少しと、母さんとトゥーリには冬のお披露目で付けるための髪飾りの依頼と、父さんには収穫祭で神官達を移送してもらうベンノ達の護衛依頼だ。小神殿から神官達を連れて帰ってくるのに、護衛の兵士を付けておきたい。ハッセに物騒な噂を流して、荒らして帰ってくるならば尚更だ。


「ベンノさん。収穫祭とはいえ、さすがに、護衛の兵士にお酒を出すわけにいかないから、せめて、ウチの料理人の豪華料理でも味わってもらいたいと思ってるんです。食材の調達もお願いしていいですか？」


「わかった。ハッセで売る商品の他に、食材も運んでやろう。料理は護衛の兵士達だけじゃなくて、こっちの分もよろしく頼む。それから、増えた荷馬車はお前持ちだ」


「……わかりました。よろしくお願いします」






マルクに噂を流す許可を出して二日たった。すでにギルド長を中心とした大店の旦那達には「ハッセの町民は孤児を取られたくらいで、神官に無礼な態度を取ったらしい。他の神官が怒っているのを新しい神殿長が抑えている」という情報が回り始めている、とルッツから報告があった。


今日はカントーナから受け取った契約書を持って、フェルディナンドと一緒にハッセの町へ向かう日だ。側仕えのフランとモニカ、護衛騎士のダームエルとブリギッテが同行する。


「さて、あの者達も少しは自分達の置かれた状況を把握できているだろうか？」


フェルディナンドの言葉に、わたしは緩く首を傾げた。手紙が読めていれば平身低頭へいしんていとうで接してくるだろうけれど、はたして読める人がいるだろうか。


わたしとしては平民にわかりやすい言葉で書いてあげても良かったのだが、「領主の娘であり、神殿長という役職に就いているのですから、お手紙一つとはいえ、きちんと体裁ていさいを整えなければ子供だと見くびられます」とフランがひんやりとした笑顔で釘を刺してきたのだ。フランの笑顔が、自分の主に対する扱いに怒るマルクの笑顔ととてもよく似ていて、わたしは貴族らしい言い回しで書くしかなかったのである。


「……あのお手紙が読めていれば良いのですけれど、貴族の言い回しに慣れた方でなければ正しい読み取りは難しいと思います」


手紙が読めなくてもエーレンフェストとハッセは馬車で半日足らずのところだから、もしかしたらマルクが流した情報はハッセにも回っているかもしれない。それとも、巻き添えを恐れた商人達が足早にハッセを通り抜けていくことで、ほとんど知られていないままなのだろうか。


小神殿から町長の館までは騎獣で移動した。馬車をいくつか連ねた商人の隊商がこちらを指差して何か言っているのが見える。今まで神殿長は馬車で移動していたようなので、貴族のみが扱う騎獣で町長のところへと乗り付ければ噂の信憑性が増すに違いない。


レッサーバスに同乗していたフランとモニカとブリギッテが出ると、わたしはレッサーバスを魔石に戻して腰の飾りへ片付ける。騎獣の出し入れにも慣れてきて、手早くできるようになってきた。






「神殿長、神官長、お待ちしておりました」


リヒトと名乗る男性が出迎えてくれた。前に来た時には見なかった顔だが、町長の親戚で雑務を手伝っているらしい。多分、町長の補佐を全般的に引き受けているのだろう。町長よりは事務仕事が有能そうに見える。見た感じはカルステッドと同じくらいだろうか。三十代の半ばから後半という感じだ。上と下に気を使っている中間管理職の雰囲気が漂っている人である。


「今日は一体どのようなご用件でしょうか？」


貴族に対する挨拶をした後のリヒトの言葉に、フランが前に進み出て本日の用件を伝える。


「面会依頼の手紙にも書かせていただいた通り、正式に孤児を買い取るために参りました」


フランの言葉にリヒトは軽く頷いた。それでも、腑に落ちないというか、何故そのような展開になったのかわからないというように首を傾げている。


「こちらとしては大変ありがたいお話ですが……」


「懇意にしている商人に指摘されるまで、ローゼマイン様も我々も孤児を売ったお金でハッセの町が冬を越していることを知らなかったのです。ハッセの町が養っている孤児を引き取るだけのつもりでしたし、孤児を引き取ればハッセへの負担が減ると思っておりました」


これは本当のことだ。孤児院の院長をしていれば、孤児を養うのにはかなりお金がかかることが嫌でもわかる。孤児を満足に食べさせるだけのお金がないならば、小神殿で孤児を引き取ればハッセの町も負担が無くなって助かるだろう、と考えていた。


「貴族と契約している孤児を勝手に連れて行ってしまうと、ハッセの町がとても困るのですってね。わたくし、神殿育ちですからどうしても世事せじに疎くて……」


困ったわ、と手を頬に当ててわずかに首を傾げて見せる。君のどこが世事に疎いのだ、と冷ややかに見下ろしているフェルディナンドは完全に無視だ。


「ですから、ローゼマイン様は文官のカントーナ様と連絡をお取りになり、こうして契約を取り消す旨に同意をいただきました」


フランがカントーナとの契約書を見せると、リヒトはホッとしたように表情を和らげた。やはり、孤児を連れて行かれてしまい、貴族との軋轢を考えると胃が痛い思いをしていたのだろう。


「カントーナとの契約を破棄し、わたくしがノーラ達を正式に買い取ろうと思うのですけれど、よろしくて？」


「もちろんです。こちらへどうぞ」


リヒトの言動からは、まだ商人達の間で出始めた噂が届いている気配がない。この辺りの情報伝達は一体どんな感じなのだろうか。街から出ることはもちろん、周囲の噂話を家族やルッツ以外から聞いたことがなかったわたしには農村での情報伝達がどのようなものかわからない。


わたし達は町長の部屋へと通され、席を勧められた。出されたのはお茶ではなく、付近で採れたフェリジーネを絞った新鮮なジュースだ。貴族用に準備されているのだろう、銀の杯にピンク色の液体が注がれる。お茶をおいしく入れるには技術と茶葉の品質が大事だ。滅多に来ることがない貴族の客のために高いお茶を常備するほどの余裕はないのだと思われる。


「お酒はどちらをお好みでしょうか？」


わたしにはジュースだったが、フェルディナンドにはお酒が勧められた。


……昼間からいきなりお酒？　契約に来たのに？


わたし達が目を瞬いて首を傾げると、リヒトもまた思わぬ反応にあったように目を瞬く。どうやら前神殿長や文官達はお酒で歓待かんたいするのが当然だったようだ。


「酒はいらぬ。私は神殿長と同じで良い」


そう言ったフェルディナンドにも同じように銀の杯が出され、果汁が注がれる。フランが銀の杯を手に取り、匂いを嗅かいだり、色を見たり、いくつかの確認をした後、一口だけ口に含んだ。ゆっくりと飲みこみ、自分が口を付けた部分を指で拭い、銀に変化がないか確認する。


毒見が終わった後、布でもう一度口の付いた部分を拭い、フランはわたしとフェルディナンドの前に杯を差し出した。モニカが毒見の手順を自分の書字板にメモしているのを横目で見ながら、杯を手に取ろうとして、わたしは固まった。


……重っ！


普段使っている自分の食器と違って、銀の杯は馬鹿みたいに重い。片手ではとても持てないし、両手で持っても手がプルプルする。


……零こぼす。これは間違いなく、傾けたら零す。


すぐに気付いたフランが手を添えてくれて、いや、むしろ、わたしが手を添える形で杯を口元に運んでくれた。コクリと一口飲めば、柑橘かんきつ系のさわやかな酸味が口の中に広がる。


供された物を口にしたことで、ようやく本題へと入れるようになった。


「カントーナ様との契約を廃棄して、新しく神殿長に就任したローゼマイン様と神官長が孤児を買い取るということでお間違いないでしょうか？」


「えぇ」


リヒトにしたのと同じ説明を町長にもして、フランがカントーナの契約書を差し出した。契約の破棄に同意してもらい、正式にわたし達がノーラ達を買い取る契約をする。神殿長であるわたしと町長が契約書にサインし、フランがお金を払ったら終了である。特に何の問題もなくすんなりと終わって、わたしはホッと胸を撫で下ろした。


文官との契約破棄と新しい契約で孤児を売ったお金が無事に手に入ったことで、町長もホッとしたのだろう。少し肩に入っていた力が抜けたようだ。それと同時に、ニヤニヤとした、見ていて嫌な気分になるような笑みを浮かべた。


「それにしても、前神殿長は領主の叔父上というだけあって、引退した後も影響力が大きいものですなぁ。感心いたします」


町長はやはり手紙が読めなかったようで、前神殿長が死んだことを理解できていないようだ。おまけに、しきりに前神殿長が領主の叔父であることを強調してくる。


……領主の叔父だったけど、犯罪者として処刑されたからね。


わたしが領主の娘として神殿長に就任していることを知らないようで、嫌味な物言いをしてくる町長にわざわざ事実を教えてあげる気にはなれない。わたしは「さようでございましょうか。それほど立派な人物だったとは、存じませんでしたわ」と相槌あいづちを打ちながら、前神殿長へのおべっか交じりの賞賛しょうさんを聞き流す。


……でも、お願い。そろそろ黙って。横がひんやりしてるから。


わたしの右側に座り、貼り付けた笑顔のまま冷気を発しているフェルディナンドが怖い。フェルディナンドの凍り付くような空気を読めない町長が自爆するのも、自ら処刑台へ上がるのも好きにすれば良いけれど、せめて、わたしがいないところでしてほしい。


「ここだけの話ですが、私は前神殿長と深い繋がりがありまして、色々と便宜を図っていただいているのです。今回もご尽力いただいたのですよ」


どうやら手紙が読めなかった町長の中では、神殿に届けられた手紙が無事に前神殿長へと渡り、前神殿長に叱られたわたし達が文官とのやりとりをして、ここに契約のやり直しに来たことになっているようだ。


……もうこれ以上口を利かないで！　命が短いと決まってるのに、これ以上短くしないで！


わたしの心の絶叫はこれっぽっちも届かなかったようだ。町長は実に満足そうな顔で、これからも前神殿長の言うことはよく聞いた方が良い。神殿長ではなくなっても、領主の叔父なのだから、というようなことを言っていた。


わたしはフェルディナンドがいつ爆発するのかと冷や冷やしながら、会談を終えて席を立った。いきなり町長が目の前で切り殺されるような殺人事件が起こらなくて良かった、と緊張が解ほぐれていくのを感じながら小神殿へ一度戻った。


「さぁ、ローゼマイン。君があの無礼で無知で愚かで頓馬とんまで救いようがない痴しれ者をどうするのか、じっくりと見せてもらうぞ」


どうなっても全く構わない良い教材だ。存分に勉強すると良い、とフェルディナンドが吐き捨てるように言った。町長を批判するために並べ立てられた形容の数と漂う冷気から察するに、わたしの教材でなければ、町長はすでに大変なことになっていたようだ。教材になっているだけで十分に大変なのだが、突然血の雨が降らなかっただけマシだと思う。


……町長のせいで、わたしの難易度も上がってる気がするんだけど。


とてもフェルディナンドの期待に応えられる気がしない。


「町長を孤立させ、小神殿とハッセが対立しないように全力を尽くします。……噂の種はマルクが楽しそうにばら撒まき中で、計画は一応進んでいるので進展しんてんは春になるまで待ってくださいね」


……春までに神官長の怒りが収まっていればいいけど、無理だろうな。


小神殿の神官達を集めて、収穫祭と冬籠りのための引っ越しに関する打ち合わせとルッツとギルが膠作りのために近々やってくることを連絡して、わたし達はエーレンフェストの神殿に戻った。

            





ハッセの収穫祭


収穫祭の朝、エラ、ロジーナ、ニコラ、モニカと着替えや食器などの生活用品を乗せた馬車が神殿を出発した。一緒に出発したのはエックハルトとユストクスの側仕えや荷物が乗った馬車だ。


体調を最優先にした結果、わたしはハッセまで騎獣で行くことになっている。ダームエルとブリギッテが前を駆け、後ろにユストクスとエックハルトという編成のため、今回騎獣に同乗するのはフランだけだ。フランはフェルディナンドから預かっている薬の管理もしているので、収穫祭の間はずっと一緒に行動することになる。


「ローゼマイン、くれぐれも無茶をすることがないように気を付けなさい」


「はい」


わたしの部屋には専属料理人も側仕えもいなくなっているので、フェルディナンドから昼食の招待を受けていた。エックハルトとユストクスも揃っていて、フェルディナンドの最後の注意事項を聞きながらの昼食を終えると、すぐに出発だ。


「エックハルト、ユストクス、頼んだぞ。絶対にローゼマインから目を離すな」


「はっ！」


わたしがレッサーバスを出すと、エックハルトとユストクスが一歩後ろに下がった。


「……ローゼマイン、これが其方の騎獣か？」


「そうです、エックハルト兄様。可愛いでしょう？」


うふふん、とわたしが笑うと、エックハルトはぎょっとしたようにレッサーバスとわたしを見比べて狼狽うろたえたような声を出した。


「か、可愛いか？　これはグリュンだろう？」


「え？　グリュンじゃなくて、レッサーバスですよ」


「そ、そうか……」


エックハルトの顔がかなり引きつっている。最初の頃のフェルディナンドとよく似た表情に、やはり貴族の間では少し受けが悪いのか、と認識した。


……まぁ、ちょっとくらい受けが悪くても可愛いし、便利だから、問題ないけどね。


うにょんと入り口を空けて、わたしとフランが乗り込むのを見たユストクスはひどく楽しそうに目を輝かせた。


「ローゼマイン姫様、この騎獣はどうなっているのですか？　私もぜひ乗せていただきたく……」


「ユストクス、其方が乗ってどうする!?　馬鹿なことを言っていないで自分の騎獣を早く出せ」


フェルディナンドからの叱責が飛び、軽く肩を竦めたユストクスが騎獣を出した。騎士団では見たことがないタイプの騎獣だ。角がいっぱいあって頭が派手な感じで、羽のある牛のような動物である。一角獣のような長めの鋭い角があり、ヘラジカのような大きく広がる角もある。騎乗したら前が見えないのではないか、と心配になるくらいだ。足はライオンや虎のような足で、太くてガッチリしていて鋭い爪がついている。


「君のグリュンと一緒で、ユストクスの騎獣も魔獣バッヘルムを模もしている」


「わたくしの騎獣は魔獣じゃありませんっ！」


「誰が見ても魔獣にしか見えぬが、そんなことはどうでもよろしい。さっさと出発しなさい。収穫祭が始められぬだろう」


フェルディナンドが手を振って、早く行け、とダームエルとブリギッテに指示を出す。それぞれの騎獣が飛び立ち、わたしのレッサーバスも二人に続いた。


今日はフランが助手席だ。最初の頃は顔を引きつらせていたフランも今では悲痛な決意もなく、普通にレッサーバスに乗っている。ダームエルの天馬を追って空に向かって駆け出しながら、わたしはフランに今日の大事な仕事を頼んだ。


「フラン、収穫祭の間にリヒトと接触するのを忘れないでくださいね」


「はい。春の祈念式に神官を派遣しないと決められたことと、ローゼマイン様が頑張って取り成しているけれど、神官長の怒りが深いことをそれとなく伝えれば良いのですね？」


「……それとなくではなくて、はっきりと伝えてあげて欲しいのです」


貴族らしい言い回しで手紙を書いたため、町長にはまだ神殿長が亡くなったことが伝わっていない。「はるか高みへと続く階段を上がって行かれました」では死んだと伝わらなくても仕方がないと思う。単純に昇進したと考えても不思議ではない。麗乃時代ならば「空しくなる」とか「お隠れになる」で死んだことを悟さとれと言うようなものだ。知らなかったらわかるはずがない言い回しだ。


フランはわずかに眉を寄せ、そっと目を伏せた。「かしこまりました」と言う声が硬くて、明らかに嫌々だとわかる。


「相手はあの前神殿長と仲が良かった町長ですし、町長の不敬ふけいに対する神官長の怒りも、神官長を尊敬するフランの怒りもわかりますけれど、ハッセの民全てが巻き込まれてしまうのは嫌なのです」


「小神殿を襲撃したのはそのハッセの民ではないですか」


わたしの対応が甘すぎる、とフランは溜息を吐いた。いくら甘いと言われても、これ以上の不敬罪を町長が重ねる前に前神殿長の死を教えてあげなければ、採点者がフェルディナンドなので町長が不敬を重ねる度にわたしの課題達成も難しくなっていくのだ。


「わかりました、フラン。言い換えましょう」


コホンと咳払いして、わたしはフェルディナンドの物言いを真似てみる。もちろん、できるだけ眉間に皺を刻んで難しい顔をするのも忘れない。


「前神殿長が処刑されてすでに頼るべき対象などいないこと、春になっても神官が派遣されることがないという事実を、あの町長とハッセの民の頭と心に刻み込み、心胆を寒からしめて恐怖の谷に突き落としてやるのだ。わかったか、フラン？」


これでもう甘いとは言わせないよ、と助手席のフランを見ると、フランが必死に笑いをこらえるように口元を押さえていた。


「仰せの通りにいたしましょう」






ハッセの中心部にあるのは、麗乃時代の社会の教科書で見たことがある昔の小学校のような木造の大きなコの字型の建物だ。街道に面した部分が町長の館となり、鍛冶かじ工房、木工工房などの職人の店が同じ建物の中に並んでいるが、奥の方は冬にしか使われない冬の館になっている。近隣の農村の者達はここに集まって冬を過ごすのだ。


コの字の真ん中にある運動場のような広場が神事を行うための会場で、すでに人が大勢ひしめき合っていた。普段の閑静かんせいな町の雰囲気とは全く違う、祭りらしい熱気と喧騒に包まれている。そんなざわめきの中、祈念式の時と同じように、わたし達は騎獣で冬の館の広場へ降り立った。


騎獣を見つけた人々が空を見上げて指差しながら口々に声を上げ、降り立つための場所を開けてくれる。同時に、降り立ったところから舞台までの道筋が自然とでき始めた。


建物にピタリとくっつくように作られている神事のための舞台には、神官や徴税官をもてなすための場所が左の方に、ハッセの関係者が座る場所が右側にあり、椅子やテーブルが準備されていた。そして、中央には儀式を行うための祭壇がある。


ダームエルを先頭に、ブリギッテ、フランに抱えられたわたしが続く。自分で歩くと言ったけれど、全員に却下されたのだ。ユストクスやエックハルトから「姫様の洗礼式や星結びの儀式の時の歩みを見た上での判断です」とか「其方の歩きには周囲が合わせられぬ」と言われてしまった。


フランに抱き上げられたまま、わたしは舞台へと進む。物珍しそうに見る好奇の視線の中に、不安そうに様子を見守るような視線が混じっている。マルクの流した噂が広がっているせいだろうか。


わたしの後ろについていたエックハルトが視線を遮るようにわたしの隣へ来た。表情が厳しく引き締まっていて、周囲に油断なく視線を巡らせているのがわかる。


「ローゼマイン様はこちらへどうぞ」


フランに促されたわたしが座ると、わたしの両脇にエックハルトとユストクスが座り、フランと護衛騎士の二人は後ろに並んだ。


舞台の上に上がると、広場の様子がよく見えた。洗礼式、成人式、結婚式の主役達が、着飾って舞台前に集まっている。洗礼式の子供達は白の晴れ着に秋の貴色の刺繍ししゅうがされ、成人式に望む新成人は秋の貴色のシンプルな晴れ着を着ている。結婚式の衣装は親から子へと伝えられる衣装なのか、少しずつ手が加わっていくらしく、刺繍や飾りが豪華な物もあれば、できたてで布が綺麗な分、装飾は少ない物もあった。女性は秋の野草や実りを編み込んだリースのような冠かんむりを被っている。全ての儀式が秋に行われるので、エーレンフェストと違って生まれた季節の違う兄弟であってもわざわざ晴れ着を仕立てる必要はないようで、誰も彼も全て秋の貴色を中心にした衣装をまとっている。


ハッセの住人達を見たところ、子供はエーレンフェストの子供達とあまり変わらない。今までハッセの町民を見た感じではそれほど目に付かなかったのだけれど、農村から集まってくる大人や老人は長年の農作業のためか、背中が少し曲がって前屈みになっている人が多いような気がした。


「これより収穫祭を始める。洗礼式を行う子供達は上へ」


町長による収穫祭の開会宣言がされて大きな歓声が上がる。拍手と歓声の中、今年洗礼式を迎える子供達が舞台に上がってきた。十数人の子供達だが、もうじき八歳になる子と七歳になったばかりの子では体格もかなり違うようだ。


……確実に言えるのは、ここに並んでいる誰よりも、わたしが小さいってことだけど。


フランは持参した白い平べったいメダルのような物を持って、十数人の子供達の前に進み出る。平民だったマインの洗礼式と同じように血判を押させていくのだ。わたしはやや目を伏せて視線を逸らしながら、全員が血判を押し終わるのを待った。他人の血でも見たら痛い気がする。


……うぅ〜、早く終わって。


その後は神様のお話をするのだが、今回はわたしが作った聖典絵本を子供達に見せながらフランが読むことになっている。フランが読むのは、わたしでは声が通らないせいだ。


絵本を見たことがないのだろう、子供達が身を乗り出すようにして絵本を見ていた。目を輝かせて話に聞き入る子供達を見ていると、やっぱり識字率の普及のためには学校が必要だと思う。


……神殿はエーレンフェストにしかないらしいから、神殿学校を作っても領地の他の場所には広がらないでしょ？　新しく学校を立てる予算があればいいけど、そんなのないし、神官長のチャリティーコンサートは嫌がられてるんだよね。……あ、でも、農村の冬の館に灰色神官を派遣するだけならできるかも？


冬の間だけの出張神殿教室だ。雪に閉じ込められて暇をしているならば、子供だけではなく大人も学ぶ気になるかもしれない。


……ただ、それをしようと思ったら灰色神官の地位向上が先だけど。


灰色神官が孤児として侮られている今の状態で閉鎖状態になる冬の館に出張させるのは、灰色神官の扱いが心配で仕方ない。わたしの側仕えとして取り立てるのは簡単だが、それで孤児のレッテルが消えるわけではないのだ。


「神への祈り方はわかりましたか？　それでは、神殿長より祝福をいただきましょう」


フランの声にわたしはハッとして舞台の中央に進み出た。広場も舞台も、ここにいる全ての視線が自分に集中している。わたしは準備されている台に上がって、ゆっくりと息を吸い込んだ。


「夏に領主より神殿長を拝命いたしました。ローゼマインです」


軽く挨拶をしながら子供達を見回した。自分より小さい神殿長の登場に目を瞬かせている。どうやらフランと一緒に来ているだけで、わたしが神殿長だとは思っていなかったようだ。


「新しき子供達の健やかな成長を願い、神に祈りを捧げましょう。……神に祈りを！」


フランに教えられた通り、よろよろしながらも子供達が真面目な顔で祈りを捧げていた。頑張っている様子が可愛かったので、微笑ましく思いながらわたしは指輪に魔力を込めていく。


「では、これより其方等に神々の祝福を与えます。その場に跪いてください」


わたしの言葉通りにフランが跪くと、子供達は見様見真似で同じ体勢をとった。


「風の女神シュツェーリアよ　我の祈りを聞き届け　新しき子供の誕生に　御身が祝福を与え給え　御身に捧ぐは彼等の想い　祈りと感謝を捧げて　聖なる御加護を賜わらん」


指輪から黄色の光が飛び出して、子供達の頭上へと降り注ぐ。


「すっげぇ！」


「キラキラだ！」


すぐさま立ち上がって両手を上に挙げながら、光の粉をたくさん浴びようと動き回る様子が、いかにも子供らしい。よく躾けられた孤児院の子供しか知らないフランには、あまり馴染みがない突飛な行動に見えたのだろう、軽く目を見張って固まっている。


「貴方達への祝福は終わりです。さぁ、舞台を降りて新成人の方々と交代してちょうだい」


「うん、わかった！」


「お前、ちっさいのにすげぇな！」


興奮した面持ちで目を輝かせてそう言いながら子供達は舞台を降りて、自分の家族の元へ走っていく。代わりに上がってきたのは新成人だ。






そうして、洗礼式に続いて、成人式、結婚式を終えると、収穫祭でのもう一つの一大イベントが始まる。簡単に説明すると、村対抗の球技大会だ。秋と冬の戦いを模した競技で、勝者には来年の実りが約束されるらしい。わたしは外に出ることがあまりなかったので、このようなスポーツ競技のような催もよおしは初めて見る。町長の説明を聞きながら、どんな競技だろう、とわくわくしていると、エックハルトがすっと立ち上がった。


「ローゼマイン様、小神殿へ戻りましょう」


「え？　えぇ、構いませんけれど……」


……あれ？　七の鐘までは祭りを見て良かったんじゃ？　まだ五の鐘が鳴ったところだよ？


有無を言わせない笑顔で手を引かれたので、首を傾げつつも手を引かれるままに席を立った。


「フランはユストクスと共に奉納される物の確認を。ダームエルは二人の護衛だ。ブリギッテはローゼマイン様の護衛として小神殿に戻る」


「フラン、後は頼みます」


手早く指示を出すと、エックハルトはわたしを軽々と抱き上げた。そして、舞台の上で騎獣を出して飛び乗ると、空へ駆けだした。ブリギッテがすぐさまそれに続く。


「エックハルト兄様、突然どうしたのですか？」


「ハッセには妙な目をしている不審人物が多くいるようだ。危険な目に遭あうとは考えにくいが、祭りという興奮状態では何が起こるかわからぬ。安全策をとっておいた方が良い」


……あぁ、リヒトのことだ。


ハッセの関係者の席に座っていたリヒトがずっと話しかけたそうな顔をしていたのは知っている。儀式も終わっていなかったし、エックハルトとユストクスとフランに囲まれたわたしには近付けなかったのだろう。話をする時間がないか、こちらをチラチラと見ている様子から、エックハルトには不審人物認定されてしまったらしい。


「わたくし、お祭りを楽しみにしていたのですけれど……」


「ここで見られなくても、これからは毎日が収穫祭だ。嫌でも見なければならなくなる。今日は小神殿で収穫祭に行けない者達のためにご馳走ちそうを振る舞うのだろう？　そちらで楽しみなさい」


「はぁい」


噂を流すことによってハッセの町がどのように変化するのか全くわからないので、小神殿の者は収穫祭の間は外に出ないように言ってある。その代わり、ギルベルタ商会の面々や護衛の兵士達、灰色神官や巫女達が皆で楽しめるように、ベンノ達が食料品を運び込んでくれてエラとニコラがご馳走を作ってくれることになっているのだ。






小神殿に着くと、今夜の寝床ねどこを整えるため、ご馳走を作るため、てんやわんやの大騒ぎになっていた。灰色神官が指示して、兵士達が男子棟の部屋や厨房へギルベルタ商会の荷物を運び込んでいる。父さんが厨房の方へと木箱を抱えて降りていくのが一瞬見えた。


ノーラとマルテが女子棟に積み上げられていて使っていない布団を食堂へと運び、それをトールとリックが男子棟に持って行く。指示を出し、采配を振るっているのはモニカだったようで、わたしの到着に気付いたモニカが目を丸くして駆け寄ってきた。


「ローゼマイン様!?　どうなさったのですか？　体調を崩されましたか？」


「いや、安全を期してこちらへお連れしただけだ。……ローゼマイン様、我々は町長の館に泊まることになっております。明朝、迎えに参りますのでこちらでお待ちください」


「わかりました」


わたしがコクリと頷くと、エックハルトはモニカを振り返る。


「側仕え、ローゼマイン様のお召替えを。では、私は会場へ戻ります」


「後のことはお任せしますね」


収穫祭の会場へ戻っていくエックハルトを見送り、モニカと一緒に礼拝室の隠し部屋となっている自室へ入った。小神殿へと何度か出入りするうちに、部屋は整えられているので、わたしの部屋はいつでも寝泊りできる状態になっている。


モニカに手伝ってもらって、神殿長としての儀式用の服を脱いで着替えた。エラとニコラと灰色巫女達は厨房でご馳走作りに奮闘中らしい。ロジーナは女子棟で、ニコラやモニカを含む自分達の部屋を整え中だそうだ。ブリギッテは貴族女性なので、わたしの部屋で一緒に寝ることになった。長椅子があれば大丈夫だと言うので、布団だけ運び込んでもらう。


「まだ満足に準備できていませんから、ローゼマイン様は夕食の支度が整うまでお部屋でゆっくりとお休みくださいませ」


「ありがとう、モニカ。わたくしのことは良いから、大変でしょうけれど頑張ってちょうだい」


部屋で休憩していると、壁に取り付けられている魔石が光った。誰かが呼び出しているようだ。ブリギッテがカチャリと扉を開けると、ギルとルッツが立っていた。


「ご報告したいことがございます、ローゼマイン様」


二人を中に入れて扉を閉める。ブリギッテがいるので、二人ともきっちりとした姿勢を崩そうとしない。わたしも姿勢を正して二人の話を聞いた。


「ローゼマイン様に命じられていた膠作りは終了しました。工房に並べて、冬の間に乾燥させれば良い状態になっています」


ギルの報告にわたしは軽く頷く。ブリギッテがいなければ頭を撫でて「よく頑張りました」と褒めているところだ。そんなことを考えているとギルと目が合った。同じことを考えていたのか、ちらりとブリギッテに視線を向けて肩を竦める。通じ合っているのがわかって小さく笑った。


「年に一度の収穫祭を楽しみにしていたらしいハッセの孤児達は、収穫祭に参加できないことにガッカリしていましたが、ここでご馳走が出てくることになって大喜びしています。それから、以前に護衛を依頼した時、ローゼマイン様が出張費を渡したのが兵士達の間で広がったようで、今回護衛の兵士は壮絶そうぜつな争いを繰り広げて決まったそうです。ローゼマイン様のお言葉が伝わっているのか、士長の教育が行き届いているのか、兵士達は前回に比べて神官達にも協力的です」


わたしが指定して依頼した父さんだけは悠然ゆうぜんとした顔で兵士達の争いを見ていたようだ。楽しい気分で聞いていたけれど、ルッツの報告は出張費用を準備しておけという注意だろう。


「兵士達が協力的なのは助かりますね。では、今回も出張費用を準備しなくては。ルッツ、ベンノに用立ててもらえるかどうか聞いてちょうだい」


収穫祭に赴くわたしは現金を持っていない。ギルドカードだけは肌身離さず持っているので決済はできるけれど。ルッツは自分の書字板に書き込んだ。


「噂の方はどうかしら？」


「エーレンフェストで噂を聞いた隊商が足早に通り過ぎたり、ハッセにも気を付けるように噂を流したりしたようです。旦那様やマルクさんが町に来た時は話を聞きに来た人もいます。マルクさんの予想通りの広がり方のようです」


「農村から人が集まり始めると、ハッセの住人達は口を閉ざすようになった気がします。町の人はともかく、農村の人達はまだあまり噂を知らないと思います」


ルッツとギルの言葉にわたしは話を聞きたそうにこちらの様子を窺っていたリヒトを思い出す。


「混乱が広がるのを防ごうと思っているのでしょうけれど……」


前神殿長の死亡と春の祈念式に神官が派遣されないことが農村の人達に伝われば、冬の館の中で混乱が広がるのは間違いない。


「ルッツ、マルクに次の段階へ移るようにお願いしておいてください」


「かしこまりました」






二人との話し合いを終えてしばらくたつと、夕食の支度ができたとモニカが呼びに来てくれた。


食堂へ行くと、たくさんのご馳走を前に皆が跪いているのが見える。


「今日は収穫祭。お祭りですもの。『無礼講ぶれいこう』でお願いいたします」


わたしの言葉に皆が理解不能という顔になる。それはそうだろう。わたし以外にこんなことを言う貴族はいないはずだ。けれど、ご馳走が並び、皆が待ち構えている中で皆に「早く食べさせろ」と思われながら食事をしなければならない状況には耐えられない。


「皆で一緒に食事をしましょう、ということです。せっかく温かいご馳走が冷めてしまってはもったいないですもの。厨房の人達も呼んできてちょうだい。テーブルだけは貴族席、側仕えと専属、神官と巫女、ギルベルタ商会、兵士とそれぞれで分けますけれど、皆で楽しみましょう」


お酒はないけれど、搾しぼりたての果汁で乾杯して皆が一斉に食べ始めた。背後で兵士達が盛り上がる中、ブリギッテだけが渋い顔になっている。貴族のブリギッテには耐えがたいことなのだろう。


「ごめんなさいね、ブリギッテ。でも、わたくし、これだけの視線の中でゆっくり味わって食事をすることができなかったのです。従者や兵士と食事をするのは不満かもしれませんけれど……」


「いえ、わたくしの実家があるイルクナーはとても田舎で、従者と共に食事を摂ることもありますし、何かの催しの時には農民達と共に騒ぐこともございますので、この状態に嫌悪感はございません。ただ、フェルディナンド様に知られたらどうなるかと考えると……」


ブリギッテが頬を押さえて、ちらりとわたしを見た。「一体君は何を考えている!?」と怒鳴られるところが容易に想像できる。


「フランとエックハルト兄様達が町長の歓待を受けて、あちらで泊まるからできたことです。皆には内緒にしておいてくださいね」


わたしが人差し指を立てて口元で×を作ると、ブリギッテは小さく笑って「ローゼマイン様こそ、お口を滑らせないように気を付けてくださいませ」と同じように人差し指で×を作った。






わたしは食事を終えると、それぞれのテーブルへと回っていく。兵士のテーブルへ向かうと、ガツガツと食べていた全員が慌てたように食べ物を置いた。未練がましく料理を見ている視線にクスクスと笑いながら、わたしは代表者である父さんに話しかける。


「皆様、楽しんでくださっていますか？」


「お酒がないのが残念ですが、料理は最高です。なぁ、皆？」


父さんの声に皆が一斉に頷いた。


「あぁ、こんな料理、食べたことがありません」


「これを食べただけでもここまで来た甲斐があります。酒があれば完璧でした」


なるべく丁寧な言葉を心掛けて、たどたどしく褒めてくれるが、その目は料理に釘づけだ。続きを早く食べたいと全身で訴えている。


「お口に合ったようで嬉しいです。料理人に伝えておきますね。どうぞお食事を続けてくださいな」


わたしの言葉に兵士達はガッと一斉に料理に飛びついた。わぁわぁと取り合いながら食べる様子を見ていると、喧騒に紛れる程度の大きさで世間話のように父さんがぽつりと言った。


「……今日の料理はとても懐かしい味です。私の娘が初めて作ってくれた料理を思い出しました。私の秘蔵の酒を勝手にたっぷり使われたのですよ」


鳥の酒蒸しを口に運びながら、父さんが懐かしそうに目を細めた。秘蔵の蜂蜜酒を使って鳥の酒蒸しを作り、家族で笑いあった思い出が蘇よみがえった。懐かしさに涙が溢れそうになる。


……ここで泣いちゃダメ。


わたしはなるべくゆっくりと呼吸して、ぐっと涙を堪えながら笑って見せた。

            





    
  
  




収穫祭


夜が明けると、小神殿は騒がしく動き始めた。今日の午前中には小神殿を封鎖するのだ。厨房は朝食と昼食の準備にフル回転で、急いで片付けまで終わらせなくてはならないので大忙しだ。朝食はパンとスープが置かれ、各自で食べるようになっていた。


神官達は布団や食器などの生活道具を各自で馬車に積み込み、部屋を清掃する。兵士達にも自分が使った布団と部屋は片付けてもらい、ギルベルタ商会の人達は商売の準備に動き回っている。そんな中にわたしがいたら邪魔だ。わたしとブリギッテはモニカとギルの給仕を受けて手早く朝食を終えると、早々に部屋に引っ込んだ。出立の準備ができるまで待っているしかない。


「ルッツ、工房のことはよろしくお願いいたします。インゴの工房でそろそろ冬の手仕事のための材料が仕上がる頃でしょう？」


「はい。それから、インゴに印刷機の改良を頼みたいのですが、よろしいでしょうか？」


「えぇ、もちろんです」


どんどんやっちゃって、という心の声が聞こえたのか、ルッツがニッと笑った。印刷機の改良は使っている人の意見を中心に改良してもらうので、わたしがいてもあまり役に立たないのだ。ただ、ちょっとでも不便だとか、こうしたらいいかもしれないと感じたり、考えたりしたことはどんどん発言するように灰色神官達に言っている。現状に満足していては印刷業が発展しない。


「ギル、神殿の留守を任せます。ノーラ達が孤児院に馴染めるように気を配ってあげて欲しいの」


「わかりました」


ハッセの灰色神官や灰色巫女が神殿での過ごし方をつきっきりで教えているようなので、ノーラ達はかなり馴染んでいるように見える。けれど、ハッセを離れて知らない人ばかりがいる孤児院で、今までと違って大勢の中で暮らすのだ。こことはまた違ったストレスがあるはずだ。


ギルに孤児達のことを頼んだ後、わたしは兵士達を率いる父さんに向き直った。


「……ギュンター」


父さんを名前で呼び捨てるのが、どうにも慣れなくてちょっと気合いを入れなければ呼べない。


「神官達の護衛を頼みます。皆を無事に神殿に送り届けてください。貴方がわたくしのお願いを聞いてくださったおかげで、安心して神官達を送り出せます」


「お任せください」


わたしはベンノに用立ててもらったお金を出張費として兵士達に配って回る。跪いて受け取る兵士達に「神殿までよろしく頼みます」と渡した。兵士の目が輝いているので、きちんと仕事をしてくれるだろう。こうして、エーレンフェストに向かう一行が出発した。


彼等を見送った後、ベンノとマルクも動き出す。ベンノとマルクは噂を流すために別行動だ。午前中はハッセで商売をしながら、「ハッセの住人が領主の作った小神殿に攻撃を加えたらしいが、これは反逆罪に当たるのでは？　誰が指示した責任者なのか知らないが、一体どれくらいの人数が責任を取らされるのか……」という噂を流して、さっさとエーレンフェストに戻るらしい。


「ベンノ、マルク、お気を付けて」


「お心遣い感謝いたします」


ベンノとマルクがハッセの町の方向へ去っていくと、その後は、わたしの側仕えと専属を馬車に乗せて、町長の館の方へ出発させる。


「モニカ、ニコラ。エックハルト兄様やユストクスの側仕えと合流して、次の冬の館に向かってくださいね。わたくしはここでエックハルト兄様達を待ちますから」


皆を送り出した後、わたしとブリギッテは迎えが来るまで二人で小神殿の部屋で待っていた。エラが準備してくれているクッキーと昼食用のサンドイッチと搾りたての果汁が入った水筒があるので、少しのんびりした時間を過ごす。


「ブリギッテの実家はどのようなところにあるのかしら？　わたくし、まだあまり領地の地理には詳しくないので、お話ししてくださる？」


実際に住んでいる人の話を聞くと、地理の勉強をする時にも頭に入りやすいと思う。わたしが暇潰しにお喋りを望むと、ブリギッテは困ったように笑った。


「イルクナーはエーレンフェストの中では南西にございます。広さはあるのですけれど、田舎で人口は少なく、特筆するほどの特産物もございません。木材を特産にしておりますが、それは周囲も同じですから」


「……木材が豊富ならば、イルクナーは紙作りに向くのではないかしら？」


木の種類もこの付近と違う可能性があるし、特産品が欲しいならば紙を作ればいいと思う。紙が大量になければ、どうせ印刷業は広がっていかないのだ。どんな木があるのか、珍しい木やトロンベのような良質の紙が作れる魔木がないか、じっくり話し合ってみたい。


「しばらくの間、印刷業は領主の直轄地で広げていくのを優先しなければならないのですけれど、一度ギーベ・イルクナーにもお会いして、紙の生産についてお話ししてみたいですね」


わたしがそう言うと、ブリギッテは今まで見たことがないほどにアメジストの瞳を輝かせた。


「えぇ、ぜひ。ローゼマイン様のお声がかかるのを心待ちにしております」


そんな話をしていると、来訪者を教える魔石が光った。ブリギッテが扉を開けると、緊迫きんぱくした顔のエックハルトとユストクスとダームエルとフランがいた。


「ずいぶんと怖いお顔ですね。何かございましたか？」


「小神殿に側仕え一人おらず、全く人の気配がしないことに驚いたのだ。昨日はあれほどいたのに、一体どこへ行ったのだ？」


「冬は小神殿を封鎖するので、エーレンフェストの孤児院に送り出しました。わたくしの側仕えは町長の館の方へ差し向けたはずですけれど？」


そうか、とエックハルトが力の抜けた声を出した。誰もいないガランとした空間に、何事か!?　と驚いて、この部屋まで駆けてきたらしい。


「フランは知っていたでしょう？……あら？　フランはずいぶん顔色が悪いですけれど、体調でも良くないのですか？」


一目でわかるほど、フランの顔色が悪い。憔悴しょうすいしきった顔をわたしが覗き込むと、「何ということもございません」と無理をした笑顔を浮かべる。


「その顔色のどこが、何ということもないのですか？　出発はお昼で良かったはずです。四の鐘まで、男子棟で休んできなさい」


「いえ、他の側仕えもいない状態で主を置いて休むなどできません。お許しください」


キッパリと言い切ったフランの主張に、エックハルトが、うんうんと頷いている。フェルディナンドが教育すると、皆こんな感じに育ってしまうのだろうか。


……この真面目で頑固な仕事人間め！


「絶対に許しません」


まさか却下されると思っていなかったようで、フランが驚きに目を見張り、周囲も信じられないというようにわたしを見た。


「慈悲深いと噂されているわたくしですから、フランにはこの部屋の長椅子に寝ることを命令されるか、人目がない男子棟で寝るか、好きな方を選ばせてあげます」


「ローゼマイン、それはあまりにも……」


「わたくしの体調管理ができないエックハルト兄様は黙っていらして。わたくしの代理を頼むことになるのに、フランが倒れたら困るのはわたくしなのです」


わたしを諌いさめようとするエックハルトをキッと睨んで黙らせる。


「さぁ、フラン。ここの長椅子と男子棟のどちらがお好みかしら？　選べないならばわたくしの膝枕も付けてあげましょうか？　どこで休みたいか選んでくださいませ」


じぃっと睨みながら迫った結果、フランは諦めの顔で男子棟へ下がっていった。


「ローゼマイン、其方はまだよくわかっていないのかもしれないが……」


「わかっていらっしゃらないのは、エックハルト兄様です。正直なところ、わたくしが倒れたとしてもフランとエックハルト兄様で穴埋めはできます」


祝福を与えるだけならば貴族であれば誰でもできる。神官服がないだけで、青か白のずるずるした衣装を着てエックハルトが舞台に立っていれば、遠目にはそれらしく見えるはずだ。


「けれど、フランの代わりはいないのです。側仕えという仕事に関しても、モニカやニコラにはフランの代わりはまだできません。儀式の補佐も、わたくしの体調管理も、薬の管理も、貴族であるエックハルト兄様やユストクスの気分を害することなく側について行動することも、神官長の教育を受けたフランにしかできないのです」


「だが、側仕えは……」


エックハルトが口を開いたところで、ユストクスが間に入ってきた。


「兄妹喧嘩はそこまでだ。エックハルト、今回は負けておきなさい。ローゼマイン姫様の言葉は間違っていない。もちろん、姫様の立場から考えると正解でもないが……」


ユストクスは「側仕えも付けずにいるのは、高貴な女性として失格です」とわたしを叱り、「周囲の状況を考えて、もう少し融通を利かせなさい。フェルディナンド様より頭が固くてどうする？」とエックハルトを諭す。ちょっと変わった人ではあるが、さすが年長者だ。わたしもエックハルトも「ごめんなさい」と謝るしかなかった。






フランを男子棟に追いやってから四の鐘まで、わたしはエックハルトとユストクスから収穫祭の報告を受けていた。鐘が鳴り始めると同時に、まるで扉の前で待ち構えていたようにフランが戻ってきた。心配だった顔色がかなり良くなっていたので、ホッと胸を撫で下ろす。


果汁とサンドイッチの昼食を皆で食べたら、小神殿を閉鎖して出発だ。マヨネーズに目を輝かせて情報を求めるユストクスには「情報料、高いですよ。養父様もレシピにはお金を払っているのです」と言っておく。諦めきれないようで「帰ったら払います」とすがってきたので、「情報に関しては現金払いでお願いいたしますね」と笑顔で返しておいた。情報コレクターは上客になりそうだ。


レッサーバスの中でフランからハッセに関する報告があった。「ご命令通り、心胆寒からしめて参りました。リヒトは土気色の顔になりました」とのことだ。後はハッセの出方を見るしかない。






次の農村が集まる冬の館に到着した。ハッセと同じように収穫祭が始まる。舞台に上がって、儀式を行うのも同じ、祝福に歓声が上がるのも同じだ。その後、昨日ハッセで見損なったボルフェという競技が行われることになった。


町長がボルフェのルール説明をしている間に、わたし達の前のテーブルには料理が並び始める。貴族が先に食べて、下げ渡すという形式をとるためだろう。広場を囲むように台が準備されているが、そこにはまだ料理が出ていない。フランの毒見の後で、わたしは少しずつ色々な種類の料理を食べる。採れたての新鮮な野菜を使っているようで、味は素朴そぼくだがおいしい。


「では、始め！」


そんな町長の声と同時に、広場の中央へと連れて来られていた動物が地面目がけて投げつけられる。地面に当たった瞬間、その動物はダンゴムシやアルマジロのようにぐるんと丸まった。


「えっ!?」


小さくバウンドした動物を追いかけて、選手達が群がっていく。動物はボールとして使われていて、蹴飛ばされてはゴロンゴロンと転がっていった。その様子にひくっと顔が引きつる。


「ちょ、ちょっと、生き物をあのようにして……」


「あぁ、姫様は知らなかったのでしょうか？　ボルフェは魔獣です。甲が硬いから平民に蹴られたくらいでは死にません」


死ぬ、死なないではなく、生き物を蹴り飛ばすゲーム自体がどうかと思うのだが、それに関しては全く通じなかった。ここではこういうものだと思って口を噤むしかない。


ボルフェを追いかけては蹴り飛ばす競技はまるでサッカーのようだった。コートのだいたい真ん中にちょっとガタガタの線が引かれていて、それぞれの陣に分かれている。陣の四分の一辺りでまた線が引かれていて、その枠の中に輪が置かれていた。輪にボルフェを置いたら点が入るらしい。


ゴールの枠内に入るまではボルフェを蹴るだけなのでサッカーのようだが、枠の中に入ったら手で持って輪に置いたり叩きつけたりするので、ラグビーやハンドボールのような感じになる。


手で持ったら衝撃がなくなるので、ボルフェが顔を出すのだが、顔を出したらアウトになるようだ。相手にボルフェを渡さなければならない。枠に入った後は地面にバウンドさせたり、パスしあったりすることでボルフェに衝撃を与えたりしながらゴールへと向かって行くのだ。


「うひっ！……い、痛そうですね」


体当たりや突き飛ばしは当然なのか、わたしの目にはこの競技がルール無用にしか見えない。相手を引っ張り、ボルフェを取り上げ、突き飛ばしては蹴り上げる。


「怪我人が続出しても、すでに農作業が終わっているのでそれほどの問題はないのだろう。それに、これは冬の館での上下関係を決める大事な競技だ。誰も彼も熱が入るのは当然ではないか」


冬籠りの間のヒエラルキーがこの競技で決まるらしい。選手は農村の代表で、名誉をかけて行われる年に一度の試合だそうだ。


「熱が入るのはわかりましたけれど、怖いですね」


「だが、この程度ならばディッターよりは危険も少ないぞ」


エックハルトがボルフェを見ながらそう言った。また聞いたことがない単語が出てきた。ディッターというのも何かの競技だろうか。


「……ディッターとは何でしょう？」


「貴族院でよくやった競技だ。騎士見習いが騎獣に乗って戦う練習をするために行われるのだが、戦いの場が空になる分、危険性が高い。フェルディナンド様はディッターが得意で、実に巧みな用兵術だった。まさに知力の勝負で、いかに敵を欺あざむくかが……」


得意そうにエックハルトが貴族院時代のフェルディナンドについて語り始めた頃、一際大きな歓声が上がった。どうやら勝敗が決したらしい。景品の肉が勝利した村に贈られた。






白熱したボルフェが終わる頃には、広場の端に並べられた台の上に次々と料理が出てき始めた。子供達が歓声を上げながら運んでいき、大人達は酒を注ぎ始める。その頃には辺りが暗くなり始め、一気に気温が下がってくる。ひやりとした秋の夜風にふるりと小さく震えた途端、フランがさっと温かい外套がいとうを取り出した。モニカが持って来てくれていたらしい。


……ウチの側仕え、マジ有能。


先程までボルフェをしていた広場の中央に、キャンプファイヤーという程の大きさはないが、火が焚たかれ、暖だんと明かりが取れるようになった。焚火たきびの明かりの中で宴会は始まる。一年間の労働を労い、厳しい冬に備えようという町長の言葉で乾杯し、飲んで食べての大騒ぎだ。


その間、すでに食事を終えているわたし達は町長達と一緒に徴税や奉納される食料についての話し合いをする。今年は数年ぶりの豊作らしく、町長達の顔色は明るい。去年の収穫量は知らないけれど、今年の春の祈念式で祝福したのはわたしなので収穫が増えたと喜んでもらえるのは嬉しい。


徴税の打ち合わせはユストクスが中心だ。明日の朝早くから徴税のお仕事が始まるらしい。わたしの取り分もあるので同席しなければならないと言われる。


「ローゼマイン姫様は朝食を終えてからで結構です」






日が沈み、完全に暗くなっても祭りは終わらない。皆のお腹が満たされると同時に、お酒とおつまみのような簡単な物だけを残して台の上はどんどんと片付けられていく。


食事の片付けが始まると、楽器を持って集まる人達が出てきて音楽が響き始めた。今日の主役である新郎新婦が最初に出てきて踊りだす。そこにどんどんと手を取り合った男女が増えていった。洗礼式を終えたばかりの小さい子供達もいれば、冷やかされるのが恥ずかしそうな初々しい恋人達もいる。周囲の皆も手を叩き、口笛を吹き、足を鳴らして盛り上がる。歓声と大きな歌声が響き、収穫への感謝が叫ばれる。大勢の笑顔と勢いと熱気に呑み込まれるような祭りだ。


七の鐘が鳴ったら収穫祭は終了になる。子供達は寝るために引き上げ、女達が手早く片付けていき、男達は部屋で飲み直せるように慌てて酒を確保していた。


「神殿長、親交を深めるためにもこの後はぜひ……」


「ローゼマイン様はもうお休みの時間です。お話は我等が代わりに……」


町長を始めとする有力者たちにお話をしようと誘われたけれど、フェルディナンドから命じられているエックハルトが間に入ってくれる。わたしはエックハルトに指示されるまま、フランとブリギッテに連れられて準備された部屋に退却たいきゃくだ。


湯浴ゆあみや就寝準備をしているモニカとニコラに側仕えから見た収穫祭の話を聞いた。二人とも初めての収穫祭なので、驚いたことや楽しかったことがたくさんあったらしい。






次の日は朝早くからユストクスが徴税官の仕事をしていた。祭りの時に話し合った通りの物が納められているか確認すると、ユストクスは昨日の舞台の上に大きく魔法陣の描かれた布を広げた。四隅に魔石を置いて、その上に徴税した作物を置いていく。ユストクスがシュタープを出して何やら唱えた次の瞬間、作物は光に包まれて消えていった。


「これでエーレンフェストに送られているのですか？」


「えぇ、そうです。こちらがローゼマイン姫様の分です」


わたしが受け取ることになっている神殿への寄付分の作物も、受け取り手がわかるように印を付けて送ってくれた。収穫祭で本物の祝福を行ったので、去年より多めに包んでくれているらしい。


「他の青色神官や巫女の場合は、こうして送られた物を実家の貴族が城まで取りに来ます。ローゼマイン姫様の場合は実家が城ですから、城の料理人が冬支度として加工してくれることになっています。母上かノルベルトに頼んで馬車を用立ててもらい、神殿に持ち込めば良いですよ」


「城で加工してくれるのは助かりますね。戻ったらリヒャルダに馬車を頼みます」


徴税を終えると、次の冬の館に向かって出発である。側仕え達の馬車を見送った後、騎獣で追いかけるわたし達はお昼までゆったりと過ごす。


……あぁ、収穫祭って楽しいね。


そう思えたのは三日目までだった。毎日毎日祭りの熱狂の渦の中にいると、ものすごく疲れる。周囲の人達は年に一度のお祭りだが、わたしはもう十日も熱狂の渦の中にいるのだ。何もない静かで平凡な日々が恋しい。


……もう神殿に帰って図書室に籠りたいよ。誰かわたしに読書時間、プリーズ！

            





シュツェーリアの夜


連日の祭りに飽きてぐったりしてきた頃、ドールヴァンに到着した。わたしが収穫祭に回る範囲では一番南に位置する冬の館がある小さな町だ。ドールヴァンの周辺にある農村の外れに、わたしの薬であるユレーヴェの材料に使う秋の素材リュエルがある。シュツェーリアの夜は秋で最も魔力が高まる満月の夜で、その夜に採集したリュエルはエーレンフェストで採れる素材の中で一番秋の素材としての質が高くなるそうだ。


満月まであと二日。収穫祭を終えた後もシュツェーリアの夜まで滞在することを町長に伝えて、寄付された食料の一部をわたし達の滞在費として少し返しておいた。


熱気あふれる祭り続きのため、わたしだけではなく皆かなり疲れが溜まっているようだ。休息にはちょうどいい。わたしは疲労回復の薬を飲んでぐっすり寝て回復する。休憩のついでにドールヴァンの冬の館の様子を見せてもらった。出張神殿教室ができないかなと思いながら、冬の館を歩き回る。洗礼式の時にフランが読み聞かせた絵本を広げて、また読み聞かせた。洗礼式の時の子供だけではなく、もっとたくさんの子供達が興味深そうに聞いてくれる。冬は娯楽が少ないようなので、うまくすれば農村の識字率も上げられそうだと思った。






「今夜がシュツェーリアの夜です。よくお昼寝しておいてください、ローゼマイン姫様。満月の光が当たってリュエルには実がなるため、採集は夜遅くになります」


昼食を共に摂っていたユストクスがそう言った。エックハルトとユストクスとダームエルは昼食の後、リュエルの木を探しに行くそうだ。明るいうちに目印を付けてきて、月が昇るのを待って出発するらしい。


「わかりました。下準備が大変そうですけれど、よろしくお願いします」


足手まといにならないようにわたしは言われた通りに昼寝して、夕方に目覚めた。寝ていただけなので、それほどお腹が空いていないままに夕食が始まる。


「印を付けてきたので、夜になれば出発できる。体調は大丈夫か、ローゼマイン？」


「はい、大丈夫です。エックハルト兄様」


夕食が終わる頃にオルドナンツが飛んできた。エックハルトの腕に降り立ち、フェルディナンドの声で喋り始める。残念ながら予定が合わなくて来られないそうだ。エックハルトが残念そうに一つ息を吐いて、シュタープを出してオルドナンツを作って返事を送る。


「リュエルは無事に見つかったので、今夜予定通り採集に行きます。フェルディナンド様の分もユストクスが採集します」


夕食の後、わたしは部屋で着替えをした。女性の騎士達と同じようにズボンを履いて、スカートが捲れても大丈夫なような格好にしておく。上から着るワンピースもシンプルで飾り気がなく、丈夫な生地で作られた服だ。


「あんまり可愛くないですね」


ニコラは残念そうだけれど、ヴィルマと一緒でシンプルを愛するモニカは首を横に振った。


「森に採集に行くのに飾りは必要ないわよ、ニコラ。動きやすさが一番ですもの。そうですよね、ローゼマイン様？」


「モニカの言う通りです。今夜はひらひらした飾りは必要ありません」


髪は邪魔にならないように整髪料でがっちり固めて、後ろで一つに縛る。そして、冬の館を歩くだけなら、と思って履いていた短靴から、森を歩いても問題のない膝丈の革靴に履き替えた。ぎゅっぎゅっと紐を引いて締め付けられる度に高揚こうよう感が湧き上がってくる。


……久し振りの森だし、久し振りの採集だから頑張らなくちゃ！


神殿に入ってから森に行く機会がグッと減った。青色巫女見習いは自分で作業してはならないと言われていたので、森へ行くのもフラン達には嫌がられていたのだ。それに、わたしも行きたいなぁと思っていても、わたしの体力では足手まといになってしまう。だから工房の子供達が紙作りのために、ルッツやギルと森へ出かけていくのを見送るだけで、いつも留守番係だった。領主の養女になってからは神殿と城の往復ばかりだ。


……うぅ〜、わくわくする。


靴を履かせてもらうと、わたしは立ち上がって革のベルトを付けてもらう。ベルトには採取用の革手袋や素材を入れるための革袋、魔石を入れるための道具などが取り付けられている。今日はもう一つの革ベルトを付け、フェルディナンドが準備してくれた魔術具のナイフを装備した。これでフェルディナンドに言われていた採集の準備は完了だ。


腰にじゃらじゃらとついている色々な採集道具とナイフの柄を見下ろして、わたしはフフッと笑った。ブリギッテと違って鎧のようなものはないけれど、今日のわたしの格好は今までになく勇ましくてカッコいい。


「モニカ、ニコラ、どうですか？」


「とても動きやすそうで、良いと思います」


冷静なモニカの意見と違って、ニコラは楽しそうに目を輝かせて、ぐっと拳を握る。


「ローゼマイン様が強そうに見えます。カッコいいです」


ニコラが望み通りの褒め言葉をくれたことに気を良くして、わたしは部屋を出た。


「エックハルト兄様、わたくし、とても強そうに見えると思いませんか？」


準備が整ったわたしはエックハルト達が待っている部屋へと向かい、バッと両手を広げて見せる。


エックハルトは目を丸くした後、ものすごく残念そうな顔で緩く首を振ると、聞き分けのない子供に言い聞かせるような声を出した。


「ローゼマインは採集以外には手を出してはならぬ。わかったか？」


「……はい」

            





    
  
  








皆の準備が整って外へ出る。満月ならば夜道が少しは明るいはずなのに、思った以上に暗い。不思議に思って顔を上げて空を見上げると、月が今まで見たことのない色をしていた。


「お、おお、お月様が紫色なのですけれど!?」


あまりの気持ち悪さにビックリしてわたしが月を指差して叫んだけれど、皆は一度月の方をちらりと見ただけで特に反応を示さなかった。


ユストクスが当たり前のように「シュツェーリアの夜ですから」と言い、エックハルトは驚いたように軽く目を見張った。


「……ローゼマインは見たことがないのか？」


「初めてです。このような遅い時間に外にいることなんてありませんし、この季節は寝込んでいることが多かったものですから」


家から出ることが少なかったので、見たことがないのは仕方ないのかもしれないが、三年間この世界で生活していたのに月が紫になるなんて聞いたこともない。


「シュツェーリアの夜を越えると急に寒さが強くなってくることから、風の女神シュツェーリアの力を命の神エーヴィリーベが超える夜だと言われている。逆に、春の初めのフリュートレーネの夜は月が赤く染まる。フリュートレーネの夜を越えると雪解けが始まることから、命の神エーヴィリーベの力を水の女神フリュートレーネが超えたと言われるのだ」


なんと月の色が妙な色になるのは、秋だけではないらしい。毎年の季節の変わり目のことだし、魔力が強まるかどうかなんて下町の貧民には全く関係のないことなので、家族が熱で寝込んでいるわたしに聞かせる話にはならなかったのだろうと納得した。


「ローゼマイン姫様、リュエルは満月の光で花が咲きます。そろそろ良い頃合いでしょう」


そう言って自分の騎獣を出したユストクスが、ひらりと騎獣に乗って駆け出した。紫色に光る不気味な月を見ながら、わたしも一人乗りのレッサーバスを出してユストクスを追いかける。わたしの左右にそれぞれブリギッテとダームエルがいて、後ろを守るのがエックハルトだ。






皆が冬の館に移動してしまって人の気配がなくなった農村を越え、そこから森に入って、少し奥へ進んだところにリュエルの木を見つけた、とユストクスは夕食の席で言っていた。その言葉通り、全く迷う素振りも見せずにユストクスは森へ飛び込んでいく。印を付けた、と言っていたけれど、わたしには全くわからない。


「姫様、あれがリュエルです」


リュエルにはすでに花が咲いていた。葉が茂っておらず、つるりとして金属めいた質感の木の枝に白木蓮のような花が数十ほど、枝の上に立つように咲き、強い芳香ほうこうをまき散らしている。


「満月の光が当たるうちに花弁が外側から剥がれるように落ちていき、リュエルの実は成長していきます。実ができるまでにはまだ時間がかかりそうです」


ユストクスの説明に、ほぅほぅと頷きながらわたしは花にレッサーバスを近付けた。近付けばもっと匂いが強くなる。わたしは軽く目を閉じて、漂ってくる甘い香りをゆっくりと吸い込んだ。うっとりとするような匂いだ。


「この花は何かの素材にならないのですか？　香水になりそうですけれど」


わたしの問いかけにユストクスは目を細めてリュエルの花をじっと見つめる。


「うーん、リュエルがこれほど強い香りを出すとは知らなかったな。シュツェーリアの夜は他の満月とは違うのかもしれない。花も一つ持ち帰るか？」


わたしに聞かせるものではなく、自分の趣味に走っている口調で、以前のリュエルとの違いを呟きながら、ユストクスがうきうきとした様子でシュタープを取り出して、「メッサー」と唱える。


ナイフの形に変形したシュタープを持ち、ユストクスは騎獣を枝に寄せた。鐙あぶみを踏みしめて立ち上がり、枝を切って花を採集する。長く余計な部分の枝を切り捨て、花が付いている部分の枝だけを残すと、花を丁寧に革袋の中に入れた。


「ユストクス、わたくしもやってみたいです」


「うん？　あ、あぁ、姫様」


完全に周囲を置き去りにして自分の趣味に没頭していたようだ。ユストクスはわたしの声にハッとしたように顔を上げて少しだけ罰が悪いような表情になった後、すぐさまニコリと笑った。


「では、ナイフを出して魔力を込め、私がしたように枝を切って花を採集してみてください」


「はい！」


わたしもユストクスを真似て、フェルディナンドにもらったナイフで一つ切り取ってみることにした。ちょっとした予行演習だ。本当に自力で採集ができるかどうか、きちんと確認しておかなければならない。右手で魔術具のナイフを取り出すと、花に触れられるくらいの距離まで近付いて、レッサーバスの窓から身を乗り出した。手を伸ばしてつるりとした感触の枝を握り、わたしは魔力を込めて枝にナイフを当てる。本当に切れるのか、ドキドキしながら力を加えると、まるでバターでも切るようにスッと枝が切れた。


「すごい。簡単に切れた……」


わたしは手に握ったリュエルの枝とフェルディナンドにもらったナイフを見比べる。魔術具のナイフは魔力を込めれば、わたしの貧弱な力でもちゃんと枝が切れる優すぐれ物だった。このナイフがあれば、わたしも森の採集で役に立てたかもしれない。そんなことを考えながらわたしは余分な枝を切り落とし、採集した花を革袋の中に入れる。


「うん、採集に問題はなさそうですね」


わたしが採集できるかどうか心配していたエックハルトが安心したようにそう言った。


「姫様、実の採集方法も同じです。枝を切って、余分な枝を切り落とせばいいのです」


「はい、わかりました」


無事にリュエルを採集できそうだ。採集の仕方も練習して、わたしはホッと安堵の息を吐いた。






「……あ、花が」


月の光が差し込むうちに花が散り始めた。花弁が一枚一枚剥がされていくように、ひらり、また、ひらりと落ちては風に揺られて舞う。桜の花弁と違って白木蓮ように大きな花弁だ。白い鳥の羽が風に遊ばれているように揺れて、くるりくるりと回りながら落ちていく。花弁が地面に落ちた瞬間、土と同化するように消えていく様子が何とも儚くて、美しく、落ちていく花弁から目が離せない。


幻想的な時間は短かった。あれ？　と思った時にはもう花弁は完全に剥がれ落ち、枝に残っている花は一つもない。そして、リュエルの枝をよく見てみると、花があったところにはわたしの小指くらいの大きさの紫水晶が枝から生えていた。


「これがリュエルの実です。満月の光でこのくらいの大きさまで成長しますよ」


ユストクスが親指と人差し指で十センチほどの大きさを示し、唇を一文字に引き結びながらリュエルの実を不可解そうにじっと見つめる。


「前に私が採った時は少し淡い黄色のような実だった。このような色ではなかったはずだが……」


ユストクスはまた自分の考えに没頭し始めたようだ。口調が変わるのでわかりやすい。


「月の色に、実の色も左右されるのでしょうか？」


「そうかもしれぬな。フェルディナンド様に報告するためにも、私が収集するためにもいくつか採っておいた方が良い。……そうは思われませんか、姫様？」


「報告と研究のためですもの。全部を採るような真似をしなければ良いのではないですか？」


わたしがユストクスとリュエルを挟はさんで話し合っていると、遠くの方からガサガサと草を踏み分けるような音が近付いて来るのがわかった。それも一匹や二匹の足音ではない。数十匹はいるのではないかと思った瞬間、ダームエルの膝にも満たない大きさの猫っぽいのやリスっぽい動物が藪やぶを飛び出し、こちらに向かってやってくるのが見えた。小動物と言えなくはない大きさの動物だが、可愛いと全く思えないのは、暗闇の中で目が不気味に赤く光っているせいだろう。


「魔獣だ！」


エックハルトがそう言いながらすぐさまシュタープを取り出し、槍やりのような形に変形させると、降下こうかする騎獣から飛び降りた。そのままの勢いで長い耳の代わりに角が生えているウサギのような魔獣をザッと一突きする。魔獣の腹から背に向かって突き出した槍の先にはきらりと輝く小さな宝石のような物が刺さっている。次の瞬間、ウサギの形がどろりと溶けるように形を崩れていき、槍の先に刺さっていた宝石が槍に溶け込むように消えていった。


「見回した限り、どれもこれも強くはないが数が多い。確実に仕留めろ！」


「はっ！」


ダームエルとブリギッテもすぐさま騎獣から飛び降りてシュタープを取り出すと、それぞれが得意とする武器に変形させて構えた。ザッと振り回して勢いよく数匹をなぎ倒していく。


「エックハルト兄様、たくさん来ています！」


リュエルの木を取り囲むように魔獣が寄ってきているのが、騎獣に乗って浮いているわたしにはよくわかった。赤く光る目が藪の向こうにたくさん見えている。不気味な目と明らかに向けられている敵意にぞくりと背筋が震えた。


「ローゼマイン、決して騎獣から降りぬように！　其方の採集を最優先にせよ！」


リュエルの木を背中で守るように騎士の三人が武器を構えると、一斉に魔獣を屠ほふり始めた。槍が大きく振るわれ、魔獣が薙なぎ払われたかと思うと、魔獣を突き刺して仕留める。形を崩して溶けるようになくなる魔獣もいれば、バタリと横たわっているだけの魔獣もいる。


「ひゃっ!?」


バタリと横たわった魔獣に周囲の魔獣が群がって食らいつき始めた。武器を持った騎士達よりも同じ魔獣を食らう方を優先する、共食いのような様子を見た瞬間、ぞわっと全身に鳥肌が立った。


群がっていた魔獣が突然興味をなくしたようにその場から飛び退いた時には、横たわっていた魔獣の姿は完全になかった。代わりに一匹だけ周囲の魔獣に比べて大きくなっている。


「ダームエル！　弱い魔獣でも確実に魔石を取れ！　弱った魔獣を他の魔獣に食われたら、この先どんどん戦いがきつくなるぞ」


エックハルトの言葉から推測すると、どうやら魔獣は魔石を食らって成長するらしい。そして、少し成長した魔獣は周囲の弱った魔獣を食らって更に成長しようとする。


エックハルトの注意を聞いたダームエルは急いで少し成長した魔獣を槍で何度か突き刺し、魔石を貫いた。共食いで魔獣が少し強くなると、ダームエルにとっては苦しい戦いになるようだ。他の二人に比べてダームエルには全く余裕がないのがわかる。


「わ、わたくしにできること……何か……」


おろおろとしながら自分にできることを探していると、ユストクスが首を横に振った。


「姫様にできることはありません」


そう言われても少しでも力になりたい。わたしは魔獣に襲われている恐怖で固まっている頭を必死に動かして考える。戦闘でわたしにできることなど、神に祈るくらいだ。


「た、盾はどうでしょう？　シュツェーリアの盾でこの木の周辺を覆ってしまえば、魔獣は入ってこられなくなります！　そうすれば回復の余裕も……」


「駄目です！　魔力の盾で覆ったら、満月の光も届かなくなります！」


採集ができなければ意味がない、とユストクスに却下されて、わたしはぐっと唇を噛んだ。


「姫様は採集のことだけを考えていれば良いのです。戦いは騎士に任せておきなさい」


専門家に任せろと言うユストクスは正しい。間違ってはいない。けれど、藪の奥から次々と出てくる魔獣の数に比べて、戦える騎士の数が圧倒的に少ない。


「ユストクス、これほど魔物が出るものなのですか？」


「いえ、私が採った満月は魔物などほとんど出ませんでした。これは異常です。シュツェーリアの夜は特別だとフェルディナンド様もおっしゃったではないですか。これだけの魔物を惹ひきつけるのだから、魔力の含有量は最高でしょう。……寄ってくる魔物の数は想定外ですが」


ギリッと奥歯を噛むように言ったユストクスも今の状況に色々と思うところがあるらしい。ただ、全てにおいてわたしの採集を最優先にしているだけだ。じりじりとした焦る気持ちで、少しずつ大きくなってくるリュエルの実を見つめているが、苛立ちを感じるほどゆっくりとした成長だった。






「ユストクス、あとどれくらいかかる!?」


焦りを含んだようなエックハルトの声が下から響き、それに対してユストクスがリュエルの実を睨みながら唸るように答える。


「まだ半分の大きさにもなっていない！」


「数えきれないくらいの魔獣がリュエルの実を狙ってきている！　キリがないぞ」


三人の中で一番魔力が低いダームエルがかなり苦戦しているように見えた。肩が大きく動いて、荒い息を吐いている。魔力が少ない分、腕力で叩き伏せているために消耗しょうもうが激しいのだろう。


「ユストクス、シュツェーリアの盾は魔力を遮るから使えないのですよね？　遮るのではなく、御加護ならばどうですか？　武勇の神アングリーフに祈って祝福を与えることはできますか？」


ハッとしたようにユストクスが振り返ってわたしを見た。目を輝かせて大きく頷く。


「あぁ、それなら大丈夫です。姫様、彼等に御加護を」


「炎の神ライデンシャフトが眷属　武勇の神アングリーフの御加護を彼等に」


わたしは指輪に魔力を込めて祈りを捧げた。祝福の青い光が降り注ぎ、リュエルの木の周囲で戦う三人に降り注ぐ。次の瞬間、三人の動きが目に見えて変わった。明らかに先程とは動きの切れやスピードが段違いになる。武器の切れ味が上がったように一振りで屠れる数が増えた。


「ローゼマイン様、素晴らしい御加護です！」


弾んだ声を上げたのはブリギッテだった。ブリギッテはアメジストの瞳に強い光を浮かべながら周囲を睨み、ふわりとスカートを翻した。やや腰を落とした状態になったかと思うと、薙刀なぎなたのように長い柄の先に少し反った刃が付いている武器を振るう。


「やああぁぁぁっ！」


気合いの入った声と共にブリギッテの武器がブンと音を立てて振るわれる。刃の当たる範囲にいた周囲の魔獣が数匹一度に形を崩して溶けていった。一撃で倒せなかった弱った魔獣に周囲の魔獣が力を求めて群がり始めるが、ブリギッテはその固まりに向かって武器を構えて数歩走る。


「散れ！」


ブリギッテが地面を踏みしめて武器を一閃させる。長めの刃が翻り、固まった魔獣達を一気に薙いで切り裂いていた。止まることなく武器を振るう姿が凛々しくて、ダームエルよりも魔力が強いと言っていたカルステッドの言葉が脳裏に蘇る。


「これは助かるな」


エックハルトもダームエルもかなり楽になったように魔獣を倒し始めた。


「ローゼマイン姫様、このリュエルの実を握って魔力を注ぎ込んでください。完全に色が変わるまで魔力を注ぐのです」


大きくなったリュエルを指差してそう言われ、わたしは下の様子を気にしながら頷いた。


「姫様、領内の魔獣を狩るのは彼等の仕事だから心配はいりません。それよりも、こちらの採集に集中してください。姫様の採集が終わらなければ、彼等も戦いを終えることができません」


厳しい視線のユストクスにコクリと頷くと、大きくなったリュエルに手を伸ばして握りこんだ。紫水晶のように見えたリュエルの実は見た目通り、硬くてひんやりとしていてつるりとしている。


……早く終わらせなくちゃ。


わたしの採集が終わるまで騎士達は戦いを止めることができない。キッとリュエルの実を睨むようにして、わたしは自分の魔力を注ぎ込んでいく。けれど、レッサーバスを作った時の魔石と違って、リュエルの実には自分の魔力がなかなか流れ込んでいかない。余所の魔力を入れたくないと言わんばかりの抵抗を感じる。


「魔木も生きていますから、抵抗が激しいでしょう？」


自分以外の魔力をその内に入れたくないのは同じだ、とユストクスが言う。トロンベ退治の時に傷を塞ぐことを目的に、フェルディナンドがわたしに魔力を注ぎ込もうとした時の気持ち悪さと不快さを思い出して、わたしはリュエルの抵抗に納得した。


「姫様、私は周囲を警戒しながらそちらを採集します」


自分の魔力で染めていない素材を欲しがっているユストクスは、魔力を遮断するための革の手袋をはめて手早く数個のリュエルを採集した。魔力で染める必要がないので、あっという間にユストクスの採集は終わる。


ぎゅっと強く握って、わたしの手の中にある紫水晶のようなリュエルの実へどんどんと魔力を流し込んでいく。ひやりとした冷たい夜の空気の中なのに、じわりと額に汗が浮かんだ。抵抗を押し流すような勢いで魔力を叩きつけていくと、じわじわと紫の実が淡い黄色へ変化し始める。


……もうちょっと。


わたしがリュエルを握っている最中、取り零した一匹のリスっぽい魔獣が木を登ってきた。すかさずユストクスが蹴り落とし、ダームエルが止めを刺す。怪我はしなかったけれど、リュエルの実をつかんだまま全く動けない今の自分の状況に、何とも言えない恐怖を覚えた。早く、早く、と念じながら、わたしは魔力を流し続ける。


「ユストクス！　これでどうですか？　完全に染まってますか？」


「いいでしょう。切り取ってください」


完全に変色したことをユストクスに確認してもらい、わたしはナイフを取り出して枝を切った。


「採れました！」


「よし、撤退準備だ！」


エックハルトの声が響き、少しだけ雰囲気が緩んだ途端、別の木から飛び移ってきた猫っぽい魔獣がわたしに向かって「しゃああああ！」と叫びながら飛びかかってきた。裂けているように大きく開いた口が、尖った歯が、鋭く光る爪が襲い掛かってくる。


「きゃっ!?」


頭を庇うように手を交差させ、わたしはきつく目を瞑つむった。


「姫様！」


ユストクスがシュタープで魔獣を殴り飛ばす。魔獣だけではなく、わたしの手にも衝撃があった。わたしが目を開けると、ユストクスに殴られた魔獣がわたしの手にあったリュエルを咥くわえたまま飛んでいくのが見えた。


「わたくしのリュエルが！」


咄嗟とっさに魔獣を追いかけようとしたわたしを、ユストクスの鋭い声が止める。


「姫様、駄目です！　戻れ、エックハルト！」


エックハルトが飛んでいく魔獣を追いかけるように走るが、地面に落ちてくるよりも先に、わたしのリュエルの実を咥えて飛んでいった魔獣が空中で爆発した。……ように見えた。

            





後始末


ぶわっと膨れ上がった魔獣は爆発したのではなかった。大人の膝程の大きさだった猫のような魔獣がほんの一瞬で十倍以上の大きさになったのだ。騎獣に乗って空中にいるわたしより、まだ頭の部分が上にあった。その大きさで月が隠れて、暗い影を落としてくる。


「ゴルツェだと!?」


リュエルを取り戻そうと魔獣を追いかけていたエックハルトがすぐさまその場を飛び退き、騎獣に乗って戻ってくる。ダームエルとブリギッテも騎獣に乗って、驚愕の目でゴルツェを見上げた。


「ゴルツェって何ですか？」


「ザンツェの上位種ですが、ザンツェがゴルツェになるのは初めて見ました」


ユストクスの説明によると、その辺りに大量にいる猫っぽい魔獣がザンツェで、魔力を得ることで何段階かの変化を経て、最終的にゴルツェになるそうだ。普通ならばリュエルの実を食べたり、他の魔獣を食べたりしてザンツェが少し大きくなったとしても、次の段階のフェルツェに変化するかどうかというくらいらしい。


「姫様の魔力を取り込んだせいでしょうが、普通はあり得ない変化です」


二階建ての建物くらいの大きさがあるゴルツェがのっそりと動いた。ぐわっと大きな口を開けたかと思うと、周囲の小さい魔獣を食らい始める。巨大で魔力が強すぎるゴルツェの突然の登場に、小さい魔獣達が混乱して逃げ惑い、力を求めて少しでも弱っている魔獣に食らいつこうとし、その場が一気に恐慌状態に陥った。


「オルドナンツ」


ユストクスがオルドナンツを作り出し、フェルディナンドへ緊急の連絡を飛ばす。


「フェルディナンド様、姫様の魔力が籠ったリュエルの実をザンツェが食べ、ゴルツェへと変貌へんぼう。至急退治の必要性があります。騎士団へ応援要請をお願いいたします」


ギリッと奥歯を噛みしめながら報告を聞いていたエックハルトが、シュタープを両手で握る大振りの長剣に変形させた。両手で長剣を握るエックハルトを見て、ユストクスが険しい表情になる。


「エックハルト、何とかなるのか？」


「やってみなければわからぬ。ゴルツェ自身、突然の変容でまだ取り込んだ魔力や体の大きさや力に馴染んでいないのだろう。攻撃できるとしたら動きが鈍い今しかない」


長剣へ魔力を注ぎ込みながら、エックハルトはゴルツェを睨みつけたまま、視線を外さない。ゴルツェが巨大な舌で小さな魔獣達をべろりと巻き取るようにして口へと運んでいく。下しか見ていないゴルツェの頭上へ騎獣を向けたエックハルトが、大きく剣を振りかぶった。


「うおおおおぉぉぉぉ！」


エックハルトが剣を振り抜いた瞬間、カッと眩まぶしい光が真っ直ぐにゴルツェに向かって飛び出した。威力は小さいが、祈念式で襲撃を受けた時にカルステッドが見せた攻撃とそっくりだった。エックハルトとカルステッドは見た目が似ているので、余計にそう見える。


眩まばゆく光る光の斬撃ざんげきがゴルツェに向かい、気付いたゴルツェが頭を動かしたところに直撃した。痛みと怒りの声を上げるゴルツェを見れば、攻撃が一応効いていることがわかる。けれど、エックハルト一人で何とかできる相手ではないことも明白だった。


それでも、多少の手応えは感じているのか、エックハルトがもう一度長剣を振りかぶる。眩い光に驚いたのか、巻き添えを恐れたのか、小さな魔獣達が藪の中へと我先に逃げ込んでいく。そんな中、リュエルの実を流れるような手つきで次々と採集しながら、ユストクスが指示を飛ばした。


「ブリギッテ、ダームエル！　姫様を連れて即座に退却！　農村にて待機！」






わたしはブリギッテに先導されて、騎獣でその場を離れる。森を抜けて、人のいない農村まで戻ってきた。待機を命じられているので、一度止まって後ろを振り返る。森の木々の不自然な揺れ具合からゴルツェが暴れているのがわかった。


……どうすればいいんだろう。


小さなザンツェならば倒すのは簡単だった。大した被害もない小物だ。しかし、ゴルツェは上級騎士であるエックハルトでも簡単には倒せない。こうなったのはわたしの魔力が原因であることが明らかだ。今まで、わたしが魔力を使う時は大体が怒りに我を忘れている時か、祝福を与える時なので自分の魔力の大きさを客観的に見つめる機会がなかった。フェルディナンドから、魔力が強大だから制御の方法や身を守る方法を覚えなければ危険だとか、強大すぎる魔力を持つわたしが領地にとって有害かどうか確認しなければならないとか言われていたけれど、本当の意味で自分の魔力を自覚したことはなかった。


「……わたくしの魔力があんな魔獣を作り出すなんて知りませんでした。わたくしのせいですね」


「いいえ、ローゼマイン様。お守りできなかった護衛騎士の責任です」


キッパリとしたブリギッテの言葉にダームエルが胃の辺りを押さえて不安そうに森を見る。


「どうすればいいのでしょう。……ゴルツェをこのまま放っておくことはできません」


「ローゼマイン様、騎士団にお任せください。そのために騎士団はあるのです」


ブリギッテが胸を張ってそう請け負ってくれる。それでも、エックハルトの攻撃があまり効いていなかったのを見ていると、それほど楽観的にはなれない。


「ほら、ローゼマイン様。エックハルト様も戻っていらっしゃいました。もう大丈夫です」


森から騎獣の影が二つ飛び出してきて、こちらへ向かってくる。ユストクスとエックハルトだ。


二人が合流するのとほぼ同時に、フェルディナンドの元からオルドナンツが飛んできた。ユストクスの腕に降り立ち、フェルディナンドの声を届ける。


「すぐにそちらに向かう。ロートを上げろ。ゴルツェが暴れて周囲を襲う前に対処が必要だ。まず、エックハルトの攻撃。それでゴルツェを倒せぬならば、ローゼマインが風の盾を裏返すようにして風で檻おりを作り、魔獣を出さぬように閉じ込めるのだ。ローゼマイン、君の魔力を得た魔獣を押さえ込めるのは、そこにいる中では君だけだ」


フェルディナンドの指示を三回繰り返し、オルドナンツは魔石に戻った。すぐさまダームエルがシュタープを取り出し、「ロート」と赤い光を打ち上げる。


「風で檻を作る？……できるのか、そのようなことが？」


「風の盾を裏返すように、と助言もいただきましたからやります。自分がやってしまったことの後始末は自分でやらなければならないのですよね？」


わたしが魔力を魔石に籠めたり、魔獣に襲われたりすれば、これから先の採集でも同じようなことが起こる可能性はある。対処の方法は学んでおいた方が良い。何より、有益な助言をもらえたことがわたしの気を軽くしていた。自分の魔力でこのような事態を引き起こしているのに何もできないよりは、事態を収束するためにできることがある方がマシだ。


「やります、と簡単に言うが、ローゼマインの小さな体のどこにそれだけの魔力があると言うのだ？　複数人に神の祝福を与え、あれだけの魔力をリュエルに籠めて、この上、神に祈って風の盾が作れるわけがないだろう。無謀だ」


まだ風の盾を作るくらいならば余裕でできるが、本来は無謀扱いされるようなことらしい。どうやら、わたしの魔力についてはあまり周囲にはっきりと知らされていないようだ。洗礼式の祝福で強い魔力を持っていることは知られているが、それがどの程度かは知られていないのだろう。


わたしも他人と比べたことがないので自分の魔力の正確な大きさはわからない。エックハルトに何と言えばいいのか考えていると、ユストクスが腕組みをしてエックハルトを見遣る。


「エックハルト、姫様の魔力を食らった魔獣がどのくらい強大になるのか、一番よくわかっているのは姫様の庇護者であるフェルディナンド様だ。そのフェルディナンド様が対処できるのは姫様しかいないとおっしゃったのだ。フェルディナンド様のお言葉に従い、ゴルツェを閉じ込められるように、其方等は姫様の補佐を最優先に考えるべきだろう」


エックハルトは一瞬心配そうな表情をわたしに向けたけれど、頭を一度振って頷いた。


「わかった。全力で補佐しよう。風の盾に魔力を使うのでローゼマインの騎獣は片付けて、ブリギッテに同乗すること。ローゼマインが集中するために小物が近寄らぬよう全員が騎獣に乗ったままローゼマインを守ること。いいな？」


「はっ！」


わたしはレッサーバスを魔石に戻し、ブリギッテに同乗させてもらう。そして、またゴルツェのいる森の奥へ戻っていく。






先程よりも魔力が馴染んできたのか、自分の大きさに慣れてきたのか、動きが速くなっているゴルツェがわたし達に気付いてこちらを見た。ギラリと光る大きくて縦に長い瞳孔どうこうがピタリとわたしに向けられる。軽く見開かれた巨大な目がわたしを餌えさだと認識したのがわかった。


捕食しようとする肉食獣の目にぞっと背筋が震える。わたしが魔力の固まりであることを見抜き、食らおうとしてくるゴルツェの顔面にエックハルトが斬撃を叩き込みながら叫んだ。


「ローゼマイン、神に祈れ！」


「守りを司る風の女神シュツェーリアよ　側に仕える眷属たる十二の女神よ」


魔力を指輪に流し込みながら、わたしはいつもどおりに祈りの言葉を口にする。神が身近にいるような感覚にざわりと肌が粟立ち、わたしは思わず紫の月を見上げた。いつもと違う月のせいなのか、それとも、本当に何かがいるのかわからないけれど、魔力の流れが少し違う。


「我の祈りを聞き届け　聖なる力を与え給え　害意持つものを近付けぬ　風の盾を　我が手に」


ひっくり返った傘かさでゴルツェを閉じ込めるようなイメージで風の盾を作っていく。わたしが頭に思い描いたそのままに、琥珀こはくのように透き通った盾が裏返っている。内側に模様が刻まれているところまでそのままだ。


大きなドームに閉じ込められた形になったゴルツェが盾に向かって突進し、吹き飛ばされる。周囲で安堵の息が漏れた。けれど、わたしは思わず胸元を押さえた。ゴルツェの攻撃を受けた途端、ぐんと魔力を吸い取られたような気がしたのだ。最初は勘違いかと思ったが、そうではない。ゴルツェが暴れて風の盾に攻撃すれば、魔力が吸い出されていく。


「ローゼマイン、顔色が良くないぞ。魔力は大丈夫なのか？」


「……まだ平気です。ただ、今までと違います。わたくし、何度か風の盾を使ったことがありますけれど、攻撃を受ける度に魔力が吸い出されるのは初めてなのです」


「それはゴルツェが攻撃に使う魔力を相殺して盾を維持するためだろう。其方の今までの相手は魔力が低かったのではないか？」


エックハルトの言葉にわたしは、コクリと息を呑んだ。指摘された通りだ。祈念式で初めて使った時は農民が相手だったし、神殿で皆を守った時はフェルディナンドの魔力を正面から受けたわけではない。ガマガエルっぽい伯爵に向けられた魔力のとばっちりから皆を守るものだった。


強敵に対して風の盾を維持するのにこれほど魔力が必要になるとは思わなかった。暴れて風の盾を打ち破ろうと突進を繰り返すゴルツェを睨みながら、わたしは奥歯を噛みしめる。この調子で魔力を吸い出されたら、フェルディナンドが到着するまで盾を維持できるかどうかわからない。


……神官長、早く来て。






「ローゼマイン、顔色が悪い。魔力がないのではないか？」


「……魔力はまだ平気ですけれど」


ずっと攻撃を受ける風の盾を維持するのは魔力の量も大変だが、それより大変なのは集中が切れそうになることだ。作って放っておいても問題なかった今までと違い、集中して魔力を流していなければ、風の盾が破られそうになる。


「わたくし、今はゴルツェより強大な敵と戦っているのです」


「ゴルツェより!?　何だ、それは!?」


「睡魔すいまです」


疲れと時間経過も相まって、最大の敵との戦いが始まっているのだ。いくら昼寝をしたとはいえ、出発したのは七の鐘が鳴ってからだった。リュエルの花が散り、実がなり始め、魔力を注ぎ込んだ実が採集できた頃には真夜中で、それからまだ睨み合いが続いている。子供の体には限界が近い。


おまけに、わたしは今ブリギッテと同乗していて片腕で抱えられている。わたしが頭を打たないように柔らかくしてくれた胸当てのおかげで、実に心地良い胸枕になっているのだ。


……ぬぅ、このまま寝たい！


「しっかりしろ、ローゼマイン！　これだけの盾を作って維持するのは他の誰にもできぬ」


「わかってます！　ですから、どなたでも結構です。わたくしの眠気が飛ぶような面白くて興味深いお話でもしてくださいませ！」


閉じそうになる目を必死にこじ開けて、わたしはゴルツェを睨みながら、時折飛びかかってくる小さい魔獣をいなしている周囲に協力を要請する。


「いきなり難問だな。私より情報を集めているユストクスが適任だろう。任せた」


「待て。私が得意なのは集めることで、情報を披露ひろうすることではない。何より、姫様の好みをよく知らぬから興味のある話などできぬ。ここは長期間お仕えしているダームエルが適任ではないか？」


二人から視線を向けられたダームエルがざっと青ざめてぶるぶると頭を振った。


「ローゼマイン様がお好みになるのは本や図書室についてのお話です。私にはローゼマイン様が満足されるようなお話などできません！」


ダームエルの悲鳴のような声にユストクスが「おや」と眉を上げた。


「図書室？　ならば、貴族院の図書室の話でもしますか？」


「ぜひお願いしますっ！　蔵書数、取り扱っている本の種類、何でも伺います」


一気に眠気が吹き飛んだ。十歳になれば行くことになる貴族院は貴族の子供の学校で、その図書館は学校図書館といえる。この機会にぜひ色々な話を聞きたい。ギラリと目を光らせたわたしの言葉にユストクスが笑い出した。

            





    
  
  




「そんな情報を聞きたがる方がいるとは思いませんでした」


ユストクスは貴族院の図書室の情報を話し始めた。他の人にはどうでもよい情報でもわたしにはとても有益で楽しい情報だ。作られた年代から蔵書数、本の種類に、一番多く寄贈してくれた人、図書室で働く司書の名前や年、そして、開かずの書庫の話など、盛りだくさんだった。






「待たせた！」


わたしがすぐにでも貴族院に行きたくなった頃、フェルディナンドが到着した。高速で近付いてきた白いライオンがバサリと羽を動かして止まる。


「……あのゴルツェか。よく閉じ込められたな、ローゼマイン。集中力も魔力もかなり必要だっただろう。よくやった」


風の盾とその中で暴れるゴルツェを見ながら、フェルディナンドが褒めてくれる。


「ユストクスが面白いお話をしてくださったおかげで、集中できました」


「そうか。周りの顔を見る限り、詳しく聞くのは止めておこう。さっさとゴルツェを片付けるぞ、エックハルト」


「はっ！」


フェルディナンドはさっさとわたしから視線をエックハルトに向けると、シュタープを取り出して大振りの長剣に変化させる。その長剣に今までに見たことがないほどの魔力を流し込みながら、フェルディナンドは騎獣を駆って上空へ上がっていった。エックハルトは厳しい顔でフェルディナンドを一度見た後、わたし達を守るように背を向けると、魔力を流し込みながらゆっくりと長剣を持ち上げていく。ゴルツェの頭上に騎獣を移動させたフェルディナンドの長剣が虹色に輝いた。


「全力で行くぞ！　構えろ！」


そう怒鳴ったかと思うとフェルディナンドが長剣を振りかぶり、ゴルツェに向かって落下するかのような勢いで突っ込み始めた。その間にも剣の輝きはどんどん強くなっている気がする。


「ローゼマイン、消せ！」


わたしが慌てて風の盾を終了させると同時に、フェルディナンドとエックハルトが剣を振りぬいた。巨大な光の斬撃がゴルツェの頭上から降り注ぎ、轟音ごうおんと同時にものすごい衝撃が来た。木々が倒れて地面が抉えぐれ、土や石が舞い上がって飛んでくる。


「ひゃああぁぁぁっ！」


ブリギッテがマントで覆うように庇ってくれている中で、更に腕を顔の前で交差させて頭を庇う。ビシバシと色々な物が当たる感触と音がしていたけれど、それでも周囲に比べてわたし達の被害が少なかったのは、エックハルトの斬撃によって彼の背中付近だけは守られていたからだった。






フェルディナンドの一撃でゴルツェは溶けるように消えていった。残ったのは大きな魔石だ。フェルディナンドはそれをじっくりと眺めて「駄目だな。これでは使えぬ」と首を左右に振った。


ゴルツェを倒して得た魔石はゴルツェの魔石であって、リュエルの実ではない。わたしの魔力だけではなく雑多な魔獣の魔力も大量に籠っているので、薬の素材としては使えないらしい。


「エックハルト、あとで分けておけ」


フェルディナンドはそう言いながら魔石をエックハルトに向かって放り投げる。エックハルトはそれを受け取って大事そうに革袋に入れた。


わたしは衝撃で倒れてしまった森の木々の中、変わらずにそこにあるリュエルの木を見遣った。


ユストクスが採集した分とそれ以外は魔獣に食われて、リュエルの実はもう一つも残っていない。


「……採集、失敗しちゃいました」


皆に協力してもらってここまで来て、一度は手に入れたはずなのにザンツェに取られてしまった。ザンツェがゴルツェへと変化したことでフェルディナンドを呼び出す羽目になり、後始末に奔走ほんそうしたけれど、手元に残ったものはない。項垂れるわたしの頭にぽすっと大きな手が置かれた。


「仕方がない。今年はシュツェーリアの夜に関する情報が少なすぎた。来年は万端ばんたんの準備を整えればよかろう。……泣くな」


「な、泣いてません。眠たくて、欠伸あくびしただけですから」


急いでごしごしと目元を擦こすってわたしが顔を上げると、フェルディナンドがフンと鼻を鳴らした。

            





わたしの冬支度


リュエルの実の採集は失敗したし、それから寝込んで薬のお世話になったけれど、収穫祭自体は特に問題なく終わった。


「おかえりなさいませ、ローゼマイン様」


神殿に戻って出迎えてくれたギルの顔を見て、わたしはホッと一息吐く。


「ただいま戻りました、ギル。留守の間に変わったことはなかったかしら？」


「お話ししたいことがいくつかございます」


ギルの言葉にフランがすっと進み出た。


「では、ギル。ローゼマイン様を孤児院長室へ案内し、そちらでお話をしてください」


収穫祭から戻ったばかりで、次々と荷物が運び込まれている神殿長室よりは孤児院長室の方が落ち着くだろう、とフランが勧める。わたしがいない方が片付けは捗はかどると遠回しに言われたわたしは、丁寧に掃除されて整えられている孤児院長の部屋に、ギルや護衛騎士と一緒に向かった。


「どうぞ、ローゼマイン様」


孤児院長室でギルが入れてくれたお茶を飲みながら不在だった期間のギルの話を聞く。ギルのお茶を入れる技術も進歩しているようで、フランには劣るけれどかなり上達していた。でき上がっている紙の数や絵本の数、必要なインクの数などの在庫状況の報告の後、トロンベの話が出た。


「先日、森へ紙作りに行った時にはにょきにょっ木が出て、皆で刈りました。結構大きくなっていて兵士達も動員されるほどでした。よく頑張った、と兵士達が孤児院の皆を褒めてくれました。若くて細い枝はいらないと言うので、持ち帰り、すでに黒皮になっています」


ルッツが兵士達に交渉して、若いトロンベを全てもらって来たそうだ。


「皆に怪我がなかったのならば良かったわ」


「後は、工房にインゴという職人が来て、ルッツや灰色神官と印刷機の改良について話し合っていました。詳しくはルッツから報告があると思います」


「そう、楽しみだわ」


印刷機の改良について考えるだけで楽しくなる。どんな風に変わるのだろうか。


「ハッセの子達はどうかしら？　うまく馴染めている？　様子を見に行っても大丈夫かしら？」


「……気になるなら、孤児院へ行きますか？」


「えぇ、ヴィルマに尋ねたいことや頼みたいこともありますから、行きましょう」


護衛騎士も連れて、わたしは孤児院へ移動する。先触れがない突然の訪問にヴィルマは驚いていたけれど、収穫祭の後片付けで側仕えが大忙しである話をするとクスクスと笑った。


「ローゼマイン様は側仕えが少ないですから、どうしても大変ですもの」


「……そんなに少ないかしら？　大体の青色神官が五人くらいの側仕えを召し抱えると伺っているので、それほど少ないとは思えないのですけれど」


前神殿長も六人くらいだったと記憶している。六人くらいと曖昧になるのは、デリアをどちらの側仕えに入れるか迷ったからだが、自分の側仕えは平均くらいだと思っていた。


「普通の青色神官であれば、それで十分でしょうけれど、ローゼマイン様は神殿長、孤児院長、工房長とお仕事が多いですから、それぞれに三人ずつくらいの側仕えが必要ではないでしょうか」


工房長の仕事はギル、孤児院の仕事はヴィルマ、神殿長の仕事にフランとモニカとニコラ。ニコラは料理助手に向かうことが多いことを考えると、確かに一人一人の負担が大きそうだ。


「神官長やフランに相談して、必要ならば増員いたします。それよりも、今年の収穫祭の期間はいかがでした？　食料は足りたかしら？」


「はい。ローゼマイン様が準備してくださったので問題なく過ごすことができました」


青色神官達の専属料理人が出払っていても料理ができる灰色巫女が何人もいる。食材だけはしっかりと準備したので、問題なく収穫祭の間を過ごすことができたようだ。


「ハッセの子達はどのような様子でしょう？　もう馴染めたかしら？」


「最初は勝手の違いに戸惑っているようで、どうしてよいのかわからない感じに見えましたけれど、ハッセで一緒だった巫女や神官が助言したり、手助けしたりしているうちに他の皆も自分達と違うことがわかったみたいです」


神殿から出ることなく育っている子供達ばかりなので、自分達とどうして違うのかよくわからなかったらしいが、工房で育ちが違うルッツやレオン、職人として出入りするヨハンやザックを見ていたので、以前に比べると他者を受け入れられるようになっているそうだ。


「孤児院の冬支度はどうですか？」


「ジャムを煮詰につめたり、茸きのこを干したり、できるところはすでに始めています。今年は森で拾ってきた薪まきが去年よりも多いですし、ギルベルタ商会を通じて買った分がすでに運び込まれています」


豚肉加工の日はまだ先だが、今年はギルベルタ商会と一緒に行うし、去年経験しているので孤児院に任せてしまっても問題なさそうだ。


「あの、ローゼマイン様。その冬支度に関することなのですが、ノーラとマルテにこの孤児院では冬の手仕事として糸紡ぎや機織はたおりはしないのかと聞かれたのです。わたくし達は聞いたことがないので、一体どのようなことか、今年からは取り入れた方が良いのか相談したいと思いまして……」


平民の女性にとって糸紡ぎと機織りは冬の大事な仕事だ。それで家族の服を作らなければならないし、その腕前で嫁の貰い手が決まるほどの美人の条件となっている。けれど、灰色神官や巫女の服は神殿から与えられる。森に出かけたり、工房で印刷をしたりする時の汚れても構わない服は下町の貧民街にある安い中古服を購入している。正直なところ、糸を買ってくる方が高くつくのだ。


貴族の下働きとして買われた後は屋敷の方で準備されている服と下げ渡される服があり、結婚が許されることがおそらくほとんどないので、機織りや裁縫の腕はそれほど必要ではない。


「服を神殿から与えられる以上、作る必要がないので機織りは今のところ考えていません。ただ、毛糸を準備して編み物をするのは良いかもしれません。温かく冬を過ごせるようになります」


去年は温かく過ごせるように中古のセーターを買ったけれど、防寒具はいくらあっても良い。毛糸と編み棒をギルベルタ商会に注文して、今年は編み物に挑戦することにしよう。


「温かく過ごせるのは嬉しいですね。ノーラとマルテが編み方を知っているでしょうし、余裕があればトゥーリに頼んでみるのも良いかもしれません」


ヴィルマも乗り気だ。冬の間にできることがあるのは時間潰しのためにも良いだろう。


わたしは、収穫祭で得た寄付の作物を城で加工してもらっていることと、仕上がった分を神殿に運ぶ話をして席を立った。


「あの、ローゼマイン様。もう一つお話しすることがございました。エルヴィーラ様からいただいた絵具で神官長の絵を描きましたけれど、どちらに運べば良いでしょうか？」


「すぐに見せてくださいませ」


ヴィルマの描いたフェルディナンドの絵はヴィルマらしい柔らかな色合いで描かれていて、更にヴィルマフィルターがかかっていて、フェルディナンドが神々こうごうしい雰囲気に仕上がっている。


……神官長がすごく聖人っぽく見えるけれど、違うの。本当の神官長はもっともっと黒い笑顔で、こんなに優しい笑顔は浮かべないんだよ！


わたしは心の中で絶叫してしまうけれど、話を聞く限り、エルヴィーラの目にはこういうキラキラしたフェルディナンドが見えているようなので、エルヴィーラはきっと涙を流して喜ぶだろう。


「布に包んで、木箱に入れて、孤児院長の部屋に運んでくださいませ」


「かしこまりました」


神殿長の部屋では出入りするフェルディナンドに見つかる可能性がある。孤児院長の部屋に保管しておく方が良いだろう。






ヴィルマとの話を終えて、ギルや護衛騎士と一緒に部屋に戻ると、片付けは終わっていた。


「ローゼマイン様、今日はもうお休みください。明日からはしばらく忙しくなります」


フランがそう言った。すでに半分以上の青色神官が収穫祭から戻ってきているようで、明日からはフェルディナンドと一緒にそれぞれの報告を聞くという神殿長の仕事が待ち構えている。全員の報告を聞き、貴族の治める土地を回った青色神官からは小聖杯を受け取らなければならない。数に間違いがないか確認して、金色の小さな聖杯を決められた戸棚に並べて鍵を閉めておく。小聖杯の管理も神殿長の仕事だ。持ち帰られた小聖杯は、冬の奉納式で魔力を満たすのである。


「それから、里帰りや奉納式の時の魔力を込めていく順番も決めておかなければなりません」


青色神官が収穫祭で受け取った寄付の作物は、城からそれぞれの実家へと運ばれている。それを受け取るために青色神官は実家へ里帰りすることになるらしい。大きな荷物がたくさん出入りすることになるので、順番を決めておかなければ面倒なことになるそうだ。


「これが神殿の、青色神官の冬支度ですよ。……ローゼマイン様も城へ取りに行かなければならないのですが、ローゼマイン様は領主様へのご報告と合わせて行いましょう」


青色神官が全員戻ってきて全ての小聖杯が揃ったら、城へ行って領主に報告しなければならないそうだ。これも神殿長の仕事らしい。


「わたくしの受け取り分は城で加工してもらって、馬車を準備してもらう予定です」


「それは助かります。ですが、冬の衣装も城で準備されているのでしょう？　こちらへ運ばなければなりませんし、あちらでのお披露目の打ち合わせもあるのではないでしょうか？」


フランに次々と並べられて、わたしは収穫祭が終わっても忙しいことにげんなりとしてしまった。神殿の冬支度は去年と同じように孤児院と自分の部屋の分を準備すれば終わりだと思っていたが、役職が増えるとそう簡単には終わらないようだ。






次の日から、青色神官との面談が毎日のように続くことになった。小聖杯の回収が主な仕事で、収穫量や徴税官、農村の雰囲気についての話を聞く。意外と細かい報告をしてくれる青色神官もいれば、どこも大して変わらないと簡単に報告を終わらせる青色神官もいる。


「……神官長、カンフェルとフリタークの二人には事務仕事を割り振ってみてはいかがですか？　二人とも家が裕福ではない貴族ですし、お給料を与えれば真面目にお仕事してくれそうですよ」


「やる気があるかないかわからぬ者に一から教えるほどの余裕はない」


にべもなくそう言ったフェルディナンドだが、一応以前に仕事を割り振ろうとしたことはあるらしい。ただ、あまりにも青色神官が使えなかったことと、何をするにも前神殿長が面倒だったため、自分で仕事を抱え込む選択をしたそうだ。


「自分でやる方が確実で早いからと、全ての仕事を抱え込むから神官長だけが忙しいのです。遠回りに思えても他に仕事を任せた方が良いですよ。もう面倒だった神殿長もいないのですから」


前神殿長がいなくなったことで、神殿内の権力はフェルディナンドが全部握っていると言っても過言ではない。前神殿長に配慮して保身のためにフェルディナンドに近付かないようにしていた青色神官もいるようなので、この機会に使えるようにすれば教育すれば良い。


「神官長が抱えている仕事は、本来何人の青色神官がしていた仕事ですか？　養父様なんて神官長が神殿で暇をしていると思って仕事を割り振っていたようですけれど、仕事量に関して養父様に報告はしないのですか？」


「領主に与えられた仕事は確実にこなさなければならないものだ。仕事量を報告してどうする？　結果を報告すれば十分であろう？」


フェルディナンドの仕事に関する厳しさに溜息を止められない。誰がこんな風に育てたのだろうか。報連相ほうれんそうは仕事の基本だと読んだことがある。ここでは徹底されていないのだろうが、仕事を円滑に進めるには必要なことだろう。


「お互いの現状を知っておくことは仕事を円滑にこなすためには大事ですよ。現に、わたくしは養父様とお話しして印刷業に関して少し余裕を頂きました。わたくしの進度で進めても良い、と」


「……君は、与えられた仕事ができない、と言ったのか？」


信じられないと言わんばかりに目を見開かれ、わたしはむぅっと唇を尖らせる。


「できないとは言っていません。わたくしに自由時間がないのは養父様が印刷業の無茶ぶりをしたからです、と現実を伝えただけですもの。印刷業に関しては神官長にやらせているつもりだったようで、わたくしが主導で行っていると伝えると驚いていらっしゃいました」


「それだけであのジルヴェスターが猶予ゆうよを与えたのか？　君にずいぶんと甘くないか？」


フェルディナンドが不満そうに腕を組んでわたしを見たが、虚弱で外見が子供のわたしにどんどんと仕事を任せていくフェルディナンドの方がおかしいのだ。「できる者に任せるのは当然だろう」と言うが、わたしは余計な仕事など任されたくはない。


……わたしは読書がしたいんだよ。ギブ、ミー、読書時間！


「とりあえず、一つだけ確実に言えるのは、わたくしに神官長と同じだけの仕事量を期待しないでくださいませ。体力的に不可能です」


冬には奉納式と貴族の社交界があるが多忙たぼうすぎる。正直、わたしの体力でこなせると思えない。


「君の意見はもっともだが、君の分も薬は十分に準備しているぞ」


「そんな薬漬けの生活が体に良いわけないでしょう!?　神官長こそ薬に頼る生活を改めてください。薬に頼らなくても生活できる程度まで仕事を減らさなければ、その内倒れますよ」


リヒャルダに言いつけますからね、とわたしが付け加えると、フェルディナンドはものすごく嫌そうな顔になった。リヒャルダに叱られる想像は容易にできるようだ。


「仕事を減らすのは簡単ではないであろう？　どうするつもりだ？」


「まず、城に行く頻度ひんどを減らしましょう。情報収集のために出入りする必要があると思いますが、行けば仕事をしてくるので、最初から頻度を減らしてユストクスから情報を得ればよいのです」


わたしが提案すると、フェルディナンドはぐっと眉間に深い皺を刻んで難しい顔になった。


「だが、私が行かなければ、ジルヴェスターの机には仕事が溜まったままになるぞ？」


「養父様の仕事なのですから、養父様にさせれば良いのですよ。エーレンフェストの貴族の頂点に立つ養父様が自分の責任くらい果たせなくてどうします？　神官長は何だかんだ言って、養父様には甘いですけれど、ヴィルフリート兄様に厳しくする前に養父様に厳しくするべきです」


フェルディナンドが肉親の情を抱いていそうな相手が異母兄であるジルヴェスターと従兄に当たるカルステッドくらいしかいないことは少し接していればわかる。だが、「領主を甘やかすな」というわたしの指摘にフェルディナンドは愕然とした表情になった。


「……私がジルヴェスターに甘い？　そのようなことは初めて言われたぞ」


「だって、わたくしには自分の後始末くらいは自分でしろ、とおっしゃるではありませんか。わたくしにできない分は手伝ってくださいますけれど、できる分は手伝ってくださいませんよね？　養父様の仕事は養父様にできないお仕事なのですか？」


領主の仕事ができない領主の方が問題ですけれど、とわたしが付け加えると、フェルディナンドは目を閉じて顎を撫でてゆっくりと頭を左右に振った。


「自分が楽をするために他に回そうとするだけで、できないわけではないな」


「ヴィルフリート兄様が頑張っている分くらいは養父様も頑張れば良いのですよ。神官長は養父様のお仕事よりも、神殿のお仕事を優先してください。そして、神殿の仕事も他の青色神官に割り振って、少しでも余裕を作りましょう」


わたしがグッと拳を握ると、フェルディナンドは興味を引かれたようにわたしを見下ろす。


「余裕、か。一体何のために？」


「……神官長の健康のためですよ。別に、わたくしの読書時間を確保するためではありません」


「最後に本音が出たな。だが、まぁ、よかろう。ジルヴェスターから神殿へ無茶を言い出した時は、神殿長として君が止めてくれるのであろう？」


ニヤリと笑ったフェルディナンドに面倒くさい仕事を割り振られてしまった。


……おかしい。減らすつもりだったわたしの仕事が増えた気がするよ。なんで？






全ての青色神官から小聖杯を預かったわたしは、ジルヴェスターとの面会予約を取ってもらってフェルディナンドと一緒に城へ行った。城に着いたら一人乗りのレッサーバスでジルヴェスターの執務室へ向かう。その道中で、リヒャルダにわたしの分として届いている寄付の作物の内、すでに加工されている分を神殿に持ち帰れるように準備してもらえるように頼んだ。ついでに、ヴィルフリートの授業の進展具合について尋ねる。


「ヴィルフリート様は順調に課題表を塗りつぶしていらっしゃいます。側仕えも半数は入れ替えまして、熱心な教育が始まりました。今度こそ姫様に勝つのだ、とカルタの練習に励んでおります。基本文字は粗方あらかた読めるようになってまいりましたし、数字も読めるようになっております。書く練習をもう少ししなければなりませんね」


リヒャルダは子供を育てるのが本当に好きなのだろう。生き生きとした表情でヴィルフリートの成長を語ってくれる。せっかくなので、リヒャルダにトランプで足し算をしながら遊ぶゲームを教えておいた。これをトランプ遊びに加えれば、少し計算を覚えてくれるだろう。


「フェシュピールの練習も進んでいて、冬までには一曲弾けるようになりそうです。繰り返しの練習ですから、すぐに癇癪を起すのですけれど、しばらく叫んで地団駄を踏んだ後は、悔しそうな顔で練習されています。ジルヴェスター様もフロレンツィア様も目を見張るほどの成長に驚き、喜んでいらっしゃいます。姫様に大変感謝しておりましたよ」


廃嫡の危機を脱出しようとしているのだから親ならば喜ぶだろう。その喜びがヴィルフリートに届いているから、ヴィルフリートも努力を続けられるのだと思う。






領主の執務室に着き、わたしはレッサーバスを片付け、フェルディナンドと一緒に入室した。フェルディナンドが言っていたように机の上には書簡が大量に積まれている。そして、フェルディナンドの姿を見た周囲の文官までが助かったというような顔になった。それを完全に無視して、わたしは小聖杯が間違いなく戻ってきていることを述べ、収穫祭に関する報告をした。


「恙つつがなく収穫祭を終えたか。ご苦労だった、ローゼマイン。それから、悪いが、去年と同じように小聖杯を十ほど追加で頼みたい」


「無理です」


わたしの即答にジルヴェスターは何度か目を瞬いた後、コテリと首を傾げた。理解できかったのか、したくないのかわからないような顔で見つめてくるので、わたしは理由を付けてお断りする。


「去年と一緒は無理ですよ。冬の社交界に出なければならないのですから、わたくしが去年と同じには動けませんし、春の騒動で去年よりも神殿の人数が減っていますもの」


あんな神殿長だったが、実家の身分が高いだけあって他の青色神官に比べると魔力が上だったのだ。去年だってきつかったのに、人数が減っているのだから同じにはできるはずがない。


「……もう引き受けてしまったのだ。何とかならぬか？」


そんなことを言われても休息は必須ひっすだし、貴族の集まりに顔を出すのも必須だ。冬のお披露目ではヴィルフリートが恥をかかないようにフォローも頼まれているのに、余所の領地の小聖杯にまで費やす時間と体力と魔力の余裕はない。


「今の青色神官の人数と魔力の少なさと、わたくしの体力の無さを甘く見ないでください。どうしても魔力が必要ならば、養父様が神殿に来て魔力を込めればいいではありませんか」


「私が、か!?」


「貴族ならば責任を持って、自分の後始末は自分でするものなのでしょう？　こちらの都合も聞かずに勝手に引き受けたのは養父様なのですから、養父様が何とかしてください。どう頑張っても神殿では半分も引き受けられません」


魔力不足が深刻なのはエーレンフェストも同じことだ。どのような政治的な取引があったのか知らないけれど、余所の面倒なんて見ていられるわけがない。どうしてもと言うのならば、ジルヴェスターが魔力を込めるか、青色神官の補充ほじゅうを行うか、何か手立てを考えて欲しいものだ。


わたしでは駄目だと早々に説得を諦めたジルヴェスターは、フェルディナンドへ視線を向けた。


「フェルディナンド、其方は……」


「大変残念なことだが、其方が任命した神殿長の決定だ。公的には神殿長より下の立場に当たる神官長の私ではどうにもならぬ。それに、私は去年言ったはずだ。今回だけだ、と。ローゼマインが言うように、アウブなのだから自分の後始末は自分でしろ」


唇の端を上げて取り付く島もない笑顔を見せたフェルディナンドに、全く残念そうではない声で却下されて、ジルヴェスターが大きく目を見開いて頭を抱える。こういう反応を見ても、フェルディナンドは何だかんだ文句を言いつつ、最終的には引き受けていたことがわかる。


「神殿に余裕は全くございません。養父様は神官長に頼らずにお仕事を頑張ってくださいね。父親として、アウブとしてヴィルフリート兄様のお手本にならなければなりませんものね？」


フェルディナンドに縋るような視線を向ける文官とジルヴェスターをお嬢様らしい笑顔で激励げきれいしたわたしは、フェルディナンドの袖を軽く引っ張ってそそくさと領主の執務室を出た。


「フェルディナンド様、すぐに神殿へ帰りましょう」


「何故だ？　少し様子を見た方が良いのではないか？」


「城でのんびりしていたら養父様の文官が頼ってきそうですし、仕事人間のフェルディナンド様が何もしない状況にそわそわと落ち着かずに、最終的には養父様のお手伝いをしそうだからです」


わたしの指摘にフェルディナンドが眉間の皺を深くする。嫌な顔をしているけれど、反論がないところを見ると図星のようだ。


星結びの儀式で貴族街に連れて来られて、「休め」と言われても落ち着かなくて、結局側仕え全員が集まって仕事の話をしていたというフランの話を思い出してげんなりしてしまう。


……あぁ、もう！　主従が似すぎなんですけど！


「そんなに仕事がしたいならば城ではなく神殿で仕事をして、ついでに、後進を育ててくださいませ。青色神官が絶望的でしたら、灰色神官を鍛えてくださってもよろしいのですよ」


仕事に余裕ができたフェルディナンドが暇に任せて本気で後進を育ててくれれば、わたしへの期待や注意が分散されて、わたしの課題が少しは減るに違いない。「神官長はそんなに甘くないよ」と頭のどこかで声がしたけれど、それは聞かなかったことにする。


「ふむ。後進の教育か……」


腕を組んで考え込みながら、ちらりとフェルディナンドがわたしを見た。


……そこで何故わたしを見るかな？　嫌な予感がするので神官長はこっちを見ないでください。

            





エピローグ


「おかえりなさいませ、ブリギッテ様」


「ただいま戻りました、ナディーネ」


収穫祭を終え、神殿から騎士寮の自室に戻ってきたブリギッテをナディーネが笑顔で出迎えてくれた。ナディーネは、ブリギッテが実家のあるイルクナーを離れて騎士寮に入る時に連れてきた下級側仕え見習いで、騎士寮の自室を整えてくれている。ナディーネの家族はブリギッテの婚約解消後もイルクナーに残っている数少ない親戚だ。ギーベ・イルクナーであるブリギッテの兄からのお願いや、両親の命令があったからナディーネは仕えてくれているのだけれど、ブリギッテが神殿へ赴いた後も仕えてくれていることには本当に感謝しているのだ。


「ブリギッテ様、湯浴みの準備が整っていますよ」


ナディーネの声にブリギッテは簡易な鎧を外して湯浴みをし、すっきりとしたところでお茶を淹れてもらった。自分好みのお茶をゆったりとした気持ちで飲むことで、緊張感が解れていくのを感じる。長時間の護衛はどうしても緊張感に包まれていて疲れるのだ。


「やはり自分の部屋は落ち着きますね」


ナディーネとはオルドナンツのやり取りで連絡が取れるので準備に滞りがないし、自分の好みを把握してくれているので安らげる。神殿にも仮眠をとるための部屋があり、必要な時には身の回りのことをニコラやモニカが手伝ってくれる。けれど、魔術具がなくて自分の側仕えもいないので神殿はどうしても不便に感じてしまう。


「ブリギッテ様、神殿と寮のお部屋を比べないでくださいませ」


よりにもよって神殿の灰色巫女達と貴族である自分の仕事を比べるなんて、とナディーネが不満たっぷりの顔になった。ブリギッテも実際に神殿へ向かう前には同じように「神殿など貴族が赴く場所ではない」と思っていたので、ナディーネの気持ちはわかる。実際に、平民と貴族ではできることに差があるので比較の対象にはならない。


「何度も言っているように、ローゼマイン様やフェルディナンド様の周囲はよく整えられているので、これまで聞いていた神殿とはずいぶんと雰囲気が違うのですよ」


ブリギッテはお茶を飲みながらナディーネにそう言ったけれど、ナディーネはやはり簡単には考えを変えてはくれないようだ。それでも、神殿へ行き始めた当初よりは険がなくなった。初めて神殿の不寝番ふしんばんに立った時はナディーネが何とも言えない絶望感の籠った目でブリギッテを見つめ、「一晩神殿で過ごすなんてギーベ・イルクナーにご報告しなくては」と動転していたのだ。イルクナーのために兄は領主の養女に仕えることを許してくれたのだから、仕事で自分が神殿に一晩いたところで別に動揺しないだろうとブリギッテは思う。


……動揺はしないでしょうけれど、お兄様はギーベとしての自分の不甲斐ふがいなさを責めるでしょうね。


「世間で言われているような神殿の汚らわしさについても、ローゼマイン様のお目に触れるところでは、そのような気配さえ感じさせないのですよ。ローゼマイン様は騎士団長一家から大事にされていらっしゃいますから」


ローゼマインが強すぎる魔力を持っているため、領主の養女にするのが一番良いと判断しても、可愛い娘を手放すのは辛いことなのだろう。騎士団長であるカルステッドの家族は、アウブの養女になったローゼマインをとても心配している。


「それは存じています。ブリギッテ様が訓練に参加される度に騎士団長から呼び出され、コルネリウス様からは神殿の生活について問われ、エルヴィーラ様が内々のお茶会に招待してくださるのですもの。誰の目にも明らかでしょ？」


ナディーネの言う通りだ。それらが他の貴族達の目の前で行われているため、ブリギッテが騎士団長一家と懇意になっていることが目に見えてわかるようになり、周囲の視線が変わってきた。陰口は減ったし、それとなく避けられていた友人達が最近は声をかけてくれるようになっている。


「ブリギッテ様がローゼマイン様の護衛騎士になったことは間違っていないと思いますし、イルクナーのためになっているとわたくしだって思っていますよ。季節一つで騎士団長一家に信頼されたのはブリギッテ様の努力の結果でしょう。……でも、貴族間におけるブリギッテ様の評価がわたくしには悔しいのです」


ナディーネが悲しそうに目を伏せた。ブリギッテは自分が周囲から「婚約解消して結婚が絶望的になったから自暴自棄じぼうじきになって神殿へ出入りしている」と言われていることを知っている。半分は当たっている。別に自暴自棄になったわけではないが、婚約解消をしていなければローゼマインに仕えようとは思わなかったし、神殿に出入りはしていなかったのは間違いない。


「周囲の評価よりイルクナーのためになるかどうかが重要でしょう？　明日の午後は予定通りにエルヴィーラ様のお茶会があるけれど、準備はできていて？」


「もちろんです。ブリギッテ様の分だけではなく、わたくしの準備も終わっています」


ナディーネが胸を張って嬉しそうに笑った。ブリギッテのお供として同行するナディーネは、珍しいお菓子が下げ渡されるエルヴィーラのお茶会をとても楽しみにしている。


……エルヴィーラ様のお気遣いは本当にありがたいわ。


ブリギッテが陰口を叩かれているのと同じように、ナディーネも「神殿へ出入りするような主を持って大変ね」とか「貴女も結婚は諦めているの？」と言われていた。ナディーネが笑顔を見せてくれるようになったのは、騎士団長一家がブリギッテを引き立ててくれるようになったからだ。


「ナディーネがお茶会の準備してくれているなら、午前中は騎士団の訓練に参加しますね」


「神殿の護衛がお休みで、午後からお茶会ですよ？　それなのに、訓練するのですか？」


ナディーネの驚いた顔に、ブリギッテは苦笑しながら頷いた。


シュツェーリアの夜のことを考えれば訓練は必要だ。ブリギッテは詳しいことを知らされていないけれど、シュツェーリアの夜の素材を選んだこと、貴族院に入学さえしていない虚弱なローゼマインにわざわざ採集をさせることを考えれば、ユレーヴェの素材を集めていることに間違いはないと思う。素材としてリュエルの実を必要としているのであれば、来年もおそらく同じ場所へ向かうはずだ。あれだけたくさんの魔獣と長時間戦うためには訓練が必要になる。


「神殿の護衛は緊張感の続く長時間の勤務だけれど、腕を磨く時間はありません。時間がある時にはできるだけ訓練に参加しておいた方が良いのですよ」


「そうなのですか。……側仕え見習いであるわたくしとしては、お茶会の前に傷ができるかもしれない訓練を行うのは避けた方が良いと思うのですけれど」


そう言いながらナディーネは心配そうにブリギッテを見た。ナディーネの心遣いに対する礼を述べ、ブリギッテは寝台に入った。






次の日の午前中はナディーネに言った通り、ブリギッテは騎士団の訓練場に足を運んだ。ローゼマインの収穫祭に同行し、シュツェーリアの夜に共に戦ったエックハルトも訓練場にいた。槍を振り回し、広範囲の敵を屠る訓練をしているところを見ても、来年の採集に備えているのだとわかる。


ブリギッテも同じように武器を構え、振り回す。低い位置にいる敵をまとめて薙ぎ払うのは難しくないけれど、確実に屠らなければ少しずつ敵が強くなっていくというところが非常に面倒だった。


「ブリギッテ、騎士団長が呼んでいるぞ」


少し休憩に入ったところで一人の騎士が声をかけてきた。ブリギッテは礼を言って騎士団長室へ移動する。そこには騎士団長カルステッドだけではなく、エックハルトの姿もあった。


カルステッドが一度髭ひげを撫でた後、口を開く。


「ブリギッテ、エックハルト。収穫祭という長旅への同行、ご苦労だった。リュエルの実を採り損ねたとフェルディナンド様から報告があった。途中から合流したので詳しいことは其方等に質問するように、ということだったが……」


カルステッドが視線をブリギッテとエックハルトに向けて、シュツェーリアの夜のことを説明するように促すと、エックハルトが採集の時のそれぞれの動きを簡潔かんけつに報告し始めた。


「ブリギッテ、エックハルトの説明に間違い、及び、付け加えることはあるか？」


「採集の失敗はローゼマイン様の責任ではありません。ローゼマイン様はリュエルの実を一度は採ったのです。それなのに、ザンツェに実を奪われてしまいました。原因は護衛すべきわたくし達、騎士の働きが悪かったからだと考えています」


護衛対象であるローゼマインに魔獣を近付けてしまったのだ。無能だと謗そしられてもおかしくない。おまけに、ローゼマインの魔石を取り込み、巨大化したゴルツェからは護衛騎士全員がローゼマインの風の盾で守ってもらっていた。


「ゴルツェの強さや魔力量から考えるとそれ以外に方法はなかったのですけれど、護衛騎士としては非常に不甲斐ふがいなく思いました」


ブリギッテの言葉にエックハルトも頷く。


「シュツェーリアの夜という特別な夜に関する情報が足りなかったこと、魔獣の数に比べて護衛騎士の数が少なすぎたこと、それに加えて、我々の能力が足りなかったことが失敗の原因だと考えています。その結果、フェルディナンド様を呼び出す結果となりました」


フェルディナンドの指示通りにしたことで、周囲への被害はほとんどなくゴルツェの討伐を済ませることができたけれど、危うく騎士団を呼ばなければならない事態になっていた。


「ふむ。それだけ多くの魔獣が寄ってくるならば、来年は戦力を増やす必要があるな」


「では、下級騎士であるダームエルを外し、上級騎士か中級騎士を増やしてほしいと存じます」


ダームエルは多すぎる魔獣に上手く対応できていなかった。魔力が少なめの下級騎士なので仕方がないのかもしれないが、来年は連れていくべきではないと思う。魔力を持つ者がほとんどいない神殿の護衛とはわけが違うのだ。


ブリギッテの言葉にカルステッドはゆっくりと顎を撫でながら考え込む。


「だが、採集については大っぴらには言いにくいため、できるだけ少人数で対処したいと思っている。個人的なことに騎士団を動員することができぬ以上、下級騎士でもいないよりは良いだろう」


「そうですね」


ローゼマインに関する様々な情報に通じている者だけで採集に行かなければならないのであれば、ダームエルの戦闘力でもいないよりは良い。


「来年の採集にはフェルディナンド様と私がシュツェーリアの夜に合流することになった。来年に向けて、広範囲への攻撃を重点的に鍛えてほしい」


「はっ！」


返事をしながらブリギッテは思う。アウブの護衛騎士でもある騎士団長が娘の素材採集のためにドールヴァンまで往復するなんて本当に過保護だ、と。けれど、その過保護さは嫌な物ではない。騎士団長一家の家族仲が良いことはとても微笑ましく、兄のために頑張っているブリギッテを認めてくれる土壌どじょうにもなっているので嬉しく思う。


「……それで、神殿でローゼマインはどうしている？　ブリギッテも職務上の不自由はないか？」


シュツェーリアの夜の反省が終わると、カルステッドから恒例の質問が始まった。ブリギッテは神殿でのローゼマインの様子に加えて、先輩騎士から聞いた話を伝える。


「先日、三人ほどの女性騎士がローゼマイン様の護衛騎士に志願し、騎士団長に話が通る前にコルネリウス様から却下されたと聞きました。城でだけ護衛をするアンゲリカを見て、彼女達が自分も城だけの護衛をしたいと申し出たのではないかと思われます」


アンゲリカは未成年だから貴族街から出る任務に就けないだけで、成人したら神殿にも下町にもお供することになっている。それを知らずに志願した彼女達はコルネリウスに理由を教えられることなく却下された。


「神殿へ出入りせずにローゼマイン様の護衛騎士見習いという地位にいるアンゲリカは、彼女達から妬ねたまれる可能性が高いので気を付けるように、と忠告を受けました」


コルネリウスは「思いもよらぬ理由で勝手に死にかねない」と何度も注意事項を口にするし、ローゼマインに近付く者にとても注意を払っている。過保護な様子は可愛らしいけれど、少し視野が狭くなっていることも多い。それはコルネリウスがまだ子供だからだろうけれど、上級貴族であるコルネリウスにブリギッテが意見するのは少し難しい。


「……なるほど。志願者の思惑を見抜きやすいという理由で、アンゲリカも成人後は神殿へ行くということは特に語っていないが、そういう妬みは厄介だ。コルネリウスには却下の理由も説明するように言っておこう」


「恐れ入ります。……それから、成人するまでの間だけローゼマイン様にお仕えし、貴族院の卒業と同時に結婚準備のために実家へ戻ることを狙っている者もいると聞きました。成人したら神殿へ行くのも構わないと宣言しているアンゲリカは非常に希少きしょうでございます。ご注意くださいませ」


「女性の結婚時期を考えればあり得るか。……そのような女性視点の注意は非常に助かる。男では気付かぬからな。今日のところは以上だ。午後からはお茶会であろう？　楽しんでくると良い。エルヴィーラが張り切ってお菓子を準備させていた」


カルステッドの柔らかな口調の中に確かな信頼を感じて、ブリギッテは表情を緩める。






その夜、ブリギッテはイルクナーの兄にオルドナンツを送った。


「お兄様、わたくし、領主一族の側近として少しは信用されるようになったようです。収穫祭に同行した折、ローゼマイン様が多くの種類の木材があるイルクナーに興味を示されました。わたくし、少しはイルクナーの役に立てているかしら？　わたくしの選択は間違っていませんでした。ローゼマイン様はとても可愛らしくて、色々な意味で不思議な方です。ローゼマイン様のお披露目がある冬の社交界を楽しみにしていてくださいませ」

            





    
  
  




春に洗礼式を終えたので私がローゼマインの兄上なのに、ローゼマインの方が色々ずるいのが気に入らぬ。ランプレヒトは「ローゼマインは大変なのです」と言っていたが、妹を庇う嘘に決まっている。ちょっと走るだけで倒れて死にかけるローゼマインに一体何ができるというのか。


城へ自由に出たり入ったりしているのも、教師が付けられていないのも、夕食の時間に父上や母上に褒められているのもローゼマインだけだ。私は父上の執務の邪魔をせぬように執務室へ行ってはならないと言われているのに、ローゼマインは行っても良いなんて……ずるいではないか！


私の主張にローゼマインは私と一日生活を入れ替えるのはどうか、と提案してきた。非常に良い提案だと思った。私は城から出て、小うるさい側近達から離れてローゼマインのように好き勝手に過ごすのだ。ローゼマインは城で教師達に囲まれる不自由な生活をすればよい。






「参りましょう、ヴィルフリート様」


私を同乗させたランプレヒトの騎獣がバサリと大きく羽を広げて、広い大空へ駆けだした。浮遊ふゆう感に身体が湧き立つ。これを先に経験していたなんて、やっぱりローゼマインはずるい。


「ランプレヒト、私が騎獣を作るならばフェルディナンドのように獅子になるのか？」


神殿へ案内するように先を駆けていくフェルディナンドの騎獣を見ながら問いかけると、ランプレヒトが頷いた。


「はい。領主の子は頭が一つの獅子で、ヴィルフリート様が領主となられた時に紋章通りの頭が三つある獅子を作ることができます」


父上の騎獣を見たことはないが、さすが父上だ。とてもカッコいいに違いない。私は自分が作る予定の獅子の騎獣を思い描いていてハッとした。


「……ローゼマインの騎獣は獅子ではなかったと思うのだが？」


「特殊でしたね。私もあのような騎獣は見たことがないです」


ランプレヒトと少し話をしているうちに神殿が見えてきた。神殿は白い貴族街と茶色くてごちゃごちゃした場所の境目にある建物だ。貴族街の向こうだと聞いていたが、意外と近い。


「ランプレヒト、あの茶色くて汚らしいところは何だ？」


「平民が住む下町です。ヴィルフリート様には縁のない場所ですよ」


騎獣が神殿に降り立つと、灰色の服を着た男が出迎えに来ていた。私を見て、目を丸くしている。


「フラン、これを。ローゼマインからだ。明日の四の鐘まで神殿長を交代することになった」


騎獣から降りたフェルディナンドがその男にローゼマインからの手紙を渡しているのを見て、この男がローゼマインの側仕えなのだとわかった。


「ヴィルフリート、彼はフラン。神殿におけるローゼマインの筆頭側仕えだ。神殿にいる間は彼の言うことをよく聞くようにしなさい。フラン、一人でヴィルフリートの相手をするのは大変であろう。この後は私も一緒に回るつもりだ」


「恐れ入ります、神官長。では、お召替えを行いましょう、ヴィルフリート様」


「うむ」


私はこうしてローゼマインの使っている神殿長室へ通された。そして、フランからローゼマインの側仕えに一日だけ私が神殿長をすると伝えられ、ローゼマインの側仕えによって今着ている服の上から白い服を着せられる。これが神殿長の衣装らしい。


「お茶は何がお好みでしょう？」


フランがローゼマインの手紙を読んでいる間、ニコラという側仕えがおいしいお茶を淹れてくれ、今まで食べたことがないお菓子を出してくれた。口に入れるとほろりと崩れて溶けていき、甘さが口の中に広がっていく不思議なお菓子だ。


「このような菓子は食べたことがない。ローゼマインはやはりずるいな」


神殿でこのようなおいしい物ばかりを食べているなんて、と言いながら私がもう一つお菓子を手に取ると、私の言葉が聞こえたらしいニコラが顔を輝かせた。


「こちらのお菓子はローゼマイン様が考えられたものですから、召し上がったことがないお菓子をお望みでしたら、ヴィルフリート様もご自分で作られると良いですよ。ヴィルフリート様は何か新しいお菓子をご存知ですか？　わたくし、作るのが好きなのです」


ニコラは「食べるのはもっと好きですけれど」と期待に満ちた目で笑うが、食べたことがないお菓子など、私が知っているはずがない。


……ローゼマインが考えた菓子、だと？　菓子など考えられるものなのか？


首を傾げながら、私はもしゃもしゃとお菓子を食べる。「下げ渡してはいただけないのですか？」とランプレヒトが言った時には数枚しか残っていなかった。少し惜おしい気分で下げ渡す。






私がお茶を飲んでいる間に、フランがモニカという側仕えに何か言い、モニカが早足で部屋を出て行くのが見えた。お茶を飲み終わるのを見計らったように、青い服に着替えたフェルディナンドが入ってくる。ローゼマインの洗礼式で見た、神官長の青い服だ。


「ローゼマインの予定表によると、今日は孤児院で報告を受け、工房を回ることになっている。同行する護衛騎士はランプレヒトとダームエル。側仕えはフランとモニカだ」


フェルディナンドと一緒に入室してきた側仕えとローゼマインの女性騎士が一歩下がった。私はフェルディナンドと共に部屋を出て、回廊かいろうを歩き、別の建物へ向かう。


「こちらは親のない子が集められた孤児院でございます。ここは食堂になっています」


フランが扉を開いたそこは広間のように広い部屋で、大きくて粗末そまつな木のテーブルがたくさん並んでいた。私が物珍しさからぐるりと視線を巡らせていると、その場にいる者がざっと膝をついて待っているのが目に入る。全員が同じ灰色の服を着ていた。文官達のお仕着せのような物だろう。


「神殿長、神官長、こちらにお座りください」


むき出しの木の板に座らされることに少し躊躇ったけれど、フェルディナンドが当然のような顔でそこに座るので、仕方なく私も粗末な椅子に座る。


「本日、神殿長への報告があると聞いている。責任者は速やかに前に出て、報告を」


オレンジの髪の女性が進み出てきて、私に向かってずらずらとわけのわからない報告を始めた。フェルディナンドが時々頷き、フランが手に持った板に何か書き込んでいる。


「……何を言っているのだ？」


「孤児院の一月の決算報告でございます」


「そのようなもの、私には関係ないではないか」


次の瞬間、フェルディナンドにバシッと頭を叩かれた。何が起こったのか理解できなくて、衝撃の方が強くて、私は頭を押さえて目を瞬く。ランプレヒトもぎょっとしたように大きく目を見開いて、フェルディナンドを見た。


「フェルディナンド様!?」


「……な!?　な、な!?」


咄嗟には言葉さえも出てこない。次第にジンジンとした熱を持った痛みを感じ始め、私は「何をするのだ!?」とフェルディナンドを睨んだ。


「この馬鹿者。ローゼマインは神殿長であり、孤児院長を兼任しているのだ。仕事を代わると言った其方に関係ないわけがなかろう。わからずとも黙って聞くように。これがローゼマインの仕事だ」


私が怒っているのに、フェルディナンドにじろりと睨み返されて叱られた。悔しいので「こんなつまらないことはさっさと終わらせろ」とわけのわからない報告をする女を睨んだが、女はくすくすと笑っただけで報告を止めず、最後まで報告書を読み上げていく。腹立たしい。


……私が怒っているというのに、わからないのか。鈍い女だ。


あまりにも退屈なので、途中で椅子から降りて孤児院の中を見て回ろうとしたら、フェルディナンドに思い切り太腿ふとももをつねられた。


「痛いぞ、フェルディナンド！　何をする!?」


「黙って聞くように、と言ったのが聞こえなかったのか？　それとも、理解できなかったのか？　頭と耳、悪いのはどちらだ？　両方か？」


心底馬鹿にするように冷めた目でフェルディナンドが言葉を連ねる。このような侮辱ぶじょくを受けたのは初めてだ。カッと頭に血が上った私が立ち上がってフェルディナンドを叩こうとした瞬間、逆にフェルディナンドにガシッと頭をつかまれて椅子に押し付けられた。


「座って、黙って聞くんだ。わかったか？」


「うぐぐ……。ランプレヒト！」


私の護衛だというのに助けようともしないランプレヒトの名を呼ぶと、フェルディナンドが更に頭をつかむ指に力を入れていく。


「何度言えば理解できる？　座って、黙って聞け」


フェルディナンドに押さえつけられている姿を見た子供達が向こうの方でくすくすと笑った。「なんでわからないのでしょうね？」「お話を聞くだけですのに」という声が聞こえる。


「き、聞くから、手を離せ！」


「これ以上意味のないことに周囲の手を煩わずらわせるな。愚か者」


フンと鼻を鳴らしながら、フェルディナンドがやっと手を離した。頭にまた指の形が残っているような痛みが続く。女の報告が終わるまで椅子を下りることもできず、私はふつふつとした怒りを溜めながら、横目でフェルディナンドを睨んでいた。


……くっそぉ、フェルディナンドめ！






「今月の報告は以上でございます。わたくしや神官長はフランと話し合うことがございますから、神殿長は子供達とカルタで遊んでいらしたらいかがでしょう？」


遊ぶという言葉に私が反応してフェルディナンドを見ると、向こうの方の子供達を見たフェルディナンドが「……いいだろう」とゆっくり頷いた。


私はやっと椅子から降りることができた。軽く伸びをした後、ランプレヒトとダームエルを連れて、子供がたくさんいるところに向かう。


「カルタとは何だ？」


「教えます。一緒にやりましょう」


大人が相手ならばともかく、城へ遊びに来た子供に負けたことは一度もないのだ。先程私を笑った子供達に私のすごいところを見せてやらなければなるまい。


「一人がこの読み札を読みます。他の子はそこに並んだ絵札から、読み札の内容と同じ絵で最初の文字が同じものを取ります。一番多く取った人が勝ちという遊びです。神殿長は初めてですから、大人の護衛の人と一緒でもいいですよ」


確かに私は初めてで相手はいつも遊んでいるのだから、ランプレヒトと共に戦うくらいでちょうど良いのかもしれない。相手が言い出したことだし、卑怯なことではないのだ。そう思ってランプレヒトと二人で組になり、カルタを始める。


ダームエルが札を読むのかと思ったが、私と同じくらいの子供が読み札を読み始めた。


「其方、字が読めるのか？　私はまだ読めないのにすごいな」


感心して私が褒めると、喜ぶでもなく、そこにいた子供達が全員不思議そうな顔で首を傾げた。


「……え？　神殿長なのに読めないんですか？」


「このカルタと絵本をローゼマイン様が作ってくださったので、孤児院では誰でも読めますよ」


「あ、ディルクだけはまだ読めません。あの赤ちゃん……」


赤い髪の子供を追いかけるように床を這っている赤子を指差してそう言う。ここの子供にとっては字が読めるのは当たり前で、読めないのは弟のメルヒオールより小さい赤子だけらしい。


……つまり、私はあの赤子と同じだと？


思わぬ衝撃を受けたせいか、結局、カルタでは自分の目の前にあった札をランプレヒトが一枚取っただけで、それ以外は他の子供に全て取られてしまった。


「無様な惨敗だな。親に言い含められた子供が相手でなければ其方はその程度だ」


「フェルディナンド様！　お言葉が……」


「事実だ。直視せよ」


鼻で笑ったフェルディナンドが「次に行くぞ」と歩き出す。


……うぐぐぐぐ……。フェルディナンドめ！






孤児院の男子棟を通って工房へ行った。そこには手や顔を黒くしながら、何やら作っている者達がいる。私と同じくらいの子供から大人までいて、皆が粗末な服を着ているのが変な感じだ。


「こちらはローゼマイン様の代わりに一日神殿長を務めるヴィルフリート様です」


フランが紹介すると、少年二人が少し前に出てきて跪き、貴族に向ける挨拶を始めた。


「風の女神シュツェーリアの守る実りの日、神々のお導きによる出会いに祝福を賜らんことを」


私はまだあまり得意ではないが、魔力を指輪に込めて行く。


「新しき出会いに祝福を」


今日はなかなか上手くできた。うむ、と小さく頷いてランプレヒトを見上げると、ランプレヒトもニッと笑って軽く頷いてくれた。


「ルッツ、ギル。二人とも立て。今日はローゼマインを呼び出していたようだが、どのような用件だ？　今日はヴィルフリートが代わって対処することになっている」


「新しい絵本が完成したので献本する予定でした。こちらをローゼマイン様にお渡しください。そして、こちらをヴィルフリート様に。お近づきの印にどうぞお受け取りください」


緑の瞳の子供が自分に向かって差し出した二冊の本を私は受け取った。紙を束ねただけの粗末な物だ。表紙もないし、薄くて小さい。とても本には見えない物だ。


「絵本？……このような物、どうするのだ？」


「読むのですよ。ローゼマイン様が作り始めた物で、完成を楽しみにしていたのです」


……これもローゼマインが作った物だと？


私は白と黒の絵が大きく付いた絵本を眺めた。そこにもカルタと同じように文字が書かれている。


私は絵本をパラと眺めた後、二人をちらりと見た。自信に溢れた目をして、胸を張っている二人は私とそれほど年も変わらないように見える。


「……この本、其方等も読めるのか？」


「もちろんです。読めなければ仕事になりませんから」


紫の瞳の子供が「一生懸命に勉強しました」と得意そうに笑う。


「確かに平民が読めるのは珍しいかもしれませんが、仕事に必要ならば平民でも勉強します。字が読めない方に初対面で絵本を差し上げるのは失礼に当たるかもしれませんが、貴族ならば当然読めるので失礼には当たりませんよね？」


恐る恐るという感じで、緑の瞳の子供がフェルディナンドに確認を取る。フェルディナンドは私を馬鹿にするように冷たい視線でちらりとこちらを見た後、フンと鼻で笑った。

            





    
  
  




「まぁ、貴族としての教育を受けていれば当然読めるはずだ。貴族相手に失礼となることはない」


「安心いたしました」


……平民でも必要ならば読めて、貴族ならば当然だと？


私は顔を引きつらせながら、絵本を見下ろした。


「仕事に戻れ。どのような仕事をしているのか、見ていくつもりだ」


フェルディナンドの指示によって跪いていた者達が立ち上がり、こちらの様子を気にしながら作業を始める。見学をしていると、絵本をくれた子供達が紙の枚数を数えたり、手の空いた者に次の作業の指示を出したりしているのがわかった。


「フェルディナンド、大人がたくさんいるのに、何故あの二人の子供が指示を出しているのだ？」


「片方は側仕えで、片方は商人見習いだが、二人ともローゼマインが育てている腹心ふくしんだ。ローゼマインからの指示を直接受け、工房を動かし、その報告をする立場にある。二人とも同じ年頃の子供に比べると負担が大きいためか、ローゼマインを目指しているためか成長が著しい。もしかしたらローゼマインには人を育てる才能があるのかもしれぬな」


私に対しては馬鹿にするようなことしか言わないフェルディナンドが工房の子供を褒め、彼等を育てたローゼマインを褒める。じりじりと胸の奥が焼けるような感じがした。






「五の鐘だ。部屋に戻るぞ。皆、良い働きぶりだった。これからも励むように」


「恐れ入ります」


フェルディナンドの言葉に工房にいた者が誇らしげな笑みを浮かべ、その場にざっと跪いた。


献上された絵本を抱えて、私は神殿長の部屋へ戻る。普段は五の鐘で午後の勉強が終わるので、その後は自由時間になる。今日も部屋に戻って自由時間になるのかと思いきや、フランがテーブルの上に木札を数枚積み上げ始めた。


「何だ、これは？」


「秋の収穫祭に赴くうえで覚えておかなければならない祝詞のりとです。注意事項は実際に赴くことのないヴィルフリート様には必要ございませんが、祝詞は魔術を使う上でも役立ちますのでどうぞ」


木札に書かれた祝福の言葉にざっと目を通したランプレヒトが、目を丸くして木札を指差した。


「……まさかローゼマインはこれを覚えているのか？」


「当然です。ローゼマイン様は神殿長ですから」


フランは表情一つ動かさず、本当に当たり前だという顔で頷いた。


「貴族間で一度良くない評価が下されると、それがずっとついて回ることはご存知でしょう？　領主の養女となったローゼマイン様に失敗は許されません。一年間は儀式の度に新しい祝福の言葉を覚えなければなりませんから大変ですが、とても努力しておいでです」


神殿長が祝福を行う儀式の数を、フランは指を折りながら数え上げていく。ローゼマインが神殿長となったのは夏の盛りなので、まだ季節一つ分しか神事を経験していないらしい。それでも、星結びの儀式、夏の成人式、秋の洗礼式をこなし、次は直轄地の収穫祭へ向かうことになっているそうだ。神殿長がやるべきことは信じられないくらい多い。


「私は字が読めないから無理だ」


祝詞が書かれた木札を見て、私は頭を振った。ローゼマインは覚えなければならないものかもしれないが、私が覚えなければならないものではない。私が木札をフランへ返すと、フランはそれをすっと受け取って、次はランプレヒトに差し出した。


「では、ランプレヒト様に読んでいただき、復唱して覚えてください。覚えたら夕食にいたします」


「なっ!?」


「真剣になれば、覚えられるものですよ。……神官長、お茶をお入れいたします。お疲れでしょう」


そう言ったフランはさっさと厨房の方へと向かう。私の要求を聞こうとしないフランに腹を立て、私は背中に向かって叫んだ。


「私は嫌だ！　こんなものは覚えないぞ！」


ダンと床を踏みしめて怒鳴ると、フランが少し困ったように眉根を寄せて振り返った。徹底的に言いこめようと口を開いた瞬間、フェルディナンドがわざとらしいほど大きな溜息を洩もらす。


「ハァ……。フラン、ヴィルフリートは夕食が必要ないらしい。六の鐘が鳴っても覚えられていない場合は、先に夕食を摂りなさい。神の恵みを回す時間に間に合わなくなる」


「かしこまりました」


……フェルディナンドめ、余計なことを！


ギリギリと奥歯を噛みしめて睨んでも、フェルディナンドは冷たい半眼で見返すだけで、全く私を恐れようとしない。


……これだから、シセイジは嫌いなのだ！


おばあ様がよく言っていた言葉を心の内で叫んで、ほんの少しだけ溜飲りゅういんを下げる。どうせ祝詞など覚えなかったところで、夕食が本当に抜かれるわけがない。今まで字を覚えなくても、勉学の時間を抜け出しても、そのようなひどい扱いを受けたことはなかった。余計なことを命じた。フェルディナンドが退室するまで待てば良いだけだ。






六の鐘が鳴った。食事の時間だからとフェルディナンドが退室していく。フェルディナンドを見送っていたフランの方をちらりと見てみると、退室すると同時に夕食準備に動き始めるのが見えた。


……やはりだ。フェルディナンドの言葉より私の方が大事に決まっている。


フンと鼻を鳴らして、私は食事の支度が終わるのを待つ。ランプレヒトが「ここの食事は騎士寮よりおいしいです」と楽しみにしているし、お菓子がおいしかったので私も楽しみだ。


「お待たせいたしました、ランプレヒト様。お食事の準備が整いました。ブリギッテ様は後で良いとおっしゃられましたので、ダームエル様とご一緒していただいてよろしいですか？」


「あ、あぁ。ダームエルと一緒なのは構わぬが……」


ランプレヒトが焦ったような顔で私とフランの間で視線を行き来させる。


「ヴィルフリート様のことはブリギッテ様が代わりに見ていてくださいますから、ご心配には及びません。ここでお食事にすると、召し上がれないヴィルフリート様がお気の毒ですので、護衛騎士のための別室に食事を準備させていただきました」


私はランプレヒトの視線とフランの言葉に何とも言えない衝撃を覚えていた。フランはフェルディナンドの言葉通り、本当に私に食事を与えないつもりらしい。


「フラン、其方、そのようなことをしても良いと思っているのか!?」


「夕食は祝詞を覚えてからとお伝えしましたし、フェルディナンド様からも命じられています」


平然とした顔でフランはそう言った。城の側仕えならば顔色を変えて私に従うのに、フランは全く私の言うことを聞こうとしない。どういうことなのか。


「其方、私とフェルディナンド、どちらが偉いと思っている!?」


「フェルディナンド様に決まっているではございませんか」


「ぬっ!?　私は領主の正当なる息子だぞ！　シセイジと一緒にするな！」


城ではシセイジであるフェルディナンドより私の方が偉いと言われているのだ。そんなことも知らないとは、と思いながら私は怒鳴った。今度こそはわかったか、とフランを見上げたら、フランは呆れたような顔になっただけで全く意見を翻さなかった。


「今のヴィルフリート様はローゼマイン様の代わりの神殿長です。領主の息子ではなく、フェルディナンド様に庇護されるローゼマイン様と同様に扱うように、決して領主の息子として甘やかさぬように、ローゼマイン様からも厳命げんめいを受けております」


「甘やか……す？」


思わぬ言葉に私は目を見張った。それと同時に昼食時にローゼマインから「では、わたくしの側仕えが甘やかさなくても特に問題ありませんね」と言われた記憶が脳裏に蘇る。私は「もちろんだ」と答えたはずだ。だが、わからない。


「……私が食事を摂りたいと言うのが、甘えなのか？」


「与えられた課題からも、罰からも、身分を振りかざして逃れようとする行動が甘えでございます。それが当たり前に通るのでしたら、ローゼマイン様と違ってヴィルフリート様はずいぶんと今まで甘やかされてきたのですね」


フランはにべもなくそう言うと、ランプレヒトに向き直った。


「ランプレヒト様はお食事をなさってください。ここの食事は孤児院に運ばなければならないので、あまり時間が遅くなると困るのです」


「……私は……」


「一度ヴィルフリート様を他の者に委ゆだねた方が良いでしょう。ヴィルフリート様にとって日常である貴方がいると、どうしても甘えが出ますから」


穏やかな笑みを浮かべているが、有無を言わせぬ雰囲気でフランはランプレヒトを別室へ連れて行ってしまった。私は見知った者がいない空間に置き去りにされて途方に暮れる。


「ヴィルフリート様、わたくしが木札をお読みしましょうか？　こちらの側仕えは主思いで皆優しいのですが、決して甘くはございません。ヴィルフリート様には驚きでしょう」


ブリギッテと呼ばれていた女性騎士が木札を持って、私の隣に立った。ローゼマインの洗礼式から護衛騎士に任命されたこの者ならば貴族としての目で神殿を教えてくれるだろう。


「ここの側仕えはローゼマインにも厳しいのか？」


「はい。領主の娘として、神殿長として、ローゼマイン様が間違ったことをしないように接しております。お仕え初めの頃、わたくしもローゼマイン様の負担が大きすぎる、とフランに苦言を呈しました。ですが、それは差し出口だと諭されました」


ブリギッテが木札を手に苦い笑みを浮かべた。護衛騎士が「負担が大きい」と口を挟みたくなる状況なのならば、本当にローゼマインの生活は大変なのだろう。


「ローゼマインはこれより多くのことを覚えるのか？」


「はい。こちらの祝詞に加えて、儀式の進行、注意事項、祝福を与える対象やその人数までまとめられた木札がテーブルに積み上がっておりました。……当日は立派に役目を果たされましたよ」


ローゼマインを取り巻く環境と自分の環境の違いに愕然とした。まさか、本当に自分がそれほどまでに甘やかされているなどとは思わなかった。


「……読んでくれ」


「かしこまりました」


ブリギッテに木札を読んでもらい、何度も復唱して暗記する。


食事を終えて戻ってきたランプレヒトが目を丸くして、私を見ていた。






「大変努力されましたね。素晴らしいです」


初めて褒め言葉を口にしたフランによって、一人分の食事がテーブルに準備される。私が祝福の言葉を何とか覚えたのは七の鐘が鳴る寸前だった。一人だけ遅れた夕食なのに、温かそうな湯気が立っている。おいしく食べられるように料理人が待っていてくれたらしい。


……なるほど。優しいけれど、甘くないというのはこういうことか。


温かい食事を食べながら、私はそっと溜息を吐く。無性に城へと帰りたくなった。父上と母上に報告したかった。「今日は祝詞を覚えたのです」と自慢して「よくやった」と褒められたかった。


「……一人の食事は少し詰まらないな」


「ローゼマイン様も時折そうおっしゃいます」


「そうか。ここではローゼマインも一人で食事を摂るのか」


食事を終えると、湯浴みをして側仕えから本日の仕事の報告を受ける。そのようなことは初めてだった。私の側仕えは常に私に付いているか、私を探しているかのどちらかだからだ。私がいない場で別の仕事をしているということがない。


報告が終わるとようやく就寝だ。ぐったりした。こんなに疲れたことはない。頭を使って疲れるなんて初めてだ。普段よりも早い時間だが、私の意識はすっと落ちた。






「ヴィルフリート様、朝でございます」


そんな声と共に、天幕てんまくがざっと開けられた。明るい光が入ってきて、私はきつく目を閉ざす。


「まだ眠い」


「起床時間です」


「しつこいぞ。まだ寝ると言っている！」


私が布団を頭まで引き上げて中に潜もぐり込むと、べりっと力づくで布団を引き剥がされた。このような乱暴な起こし方をするのは誰だ、と思って目を開けると、そこには見慣れた顔とは全く違う顔があった。フランが私の体を無理やり起こして、寝台から引き摺ずり下ろす。


「私は起床時間だと申し上げました。着替えて朝食を摂ってください。これでもギリギリの時間までお待ちしたのです」


神殿の朝は早かった。誰かに叩き起こされるという経験も初めてだ。フランに着替えさせられ、朝食を並べられる。普段ならまだ寝ている時間なので、少しぼんやりする頭で朝食を摂った。


「朝食を終えたら、フェシュピールの練習です」


ローゼマインの楽師がそう言ってフェシュピールを持ってきた。おそらくローゼマインが使っているのだろう、子供用のフェシュピールを見て私は顔をしかめる。


「私はフェシュピールが苦手だ。好かぬ」


「ならば、尚更練習しなければ上達いたしませんね。音楽は貴族の嗜たしなみです」


楽器が貴族の嗜みだということは知っていた。だが、フェシュピールが得意な者ばかりではないし、そのうち自分に合う楽器を探せばよい、と横笛の得意なカルステッドが言っていた。私がそう言うと、楽師はこてりと首を傾げた。


「カルステッド様とは祈念式でご一緒したことがございますが、フェシュピールが横笛に比べて得意ではないだけで弾けないわけではございませんよ？　フェシュピールで音階や歌、曲を覚えておくことは基本で、その上で、ご自分に合った楽器を探すのです。他の楽器を探すことは、フェシュピールの練習をしなくて良い理由にはなりません」


「な、なんだと？」


そのようなことはカルステッドも私の楽師も言っていなかった。


「それに、ヴィルフリート様は洗礼式を終えたのですから、ローゼマイン様と同じように、この冬にはお披露目がありますよね？　その時、子供達がフェシュピールを演奏する催しがあると神官長より伺ったことがございます。フェシュピールの練習もしないようでは、周り全員ができるのにヴィルフリート様だけができなくて恥をかくのではないでしょうか？」


自分一人だけできない、という楽師の言葉に、私は自分一人だけ文字が読めなかった昨日のカルタの情景を思い出した。同じ情景が他の貴族達の前で繰り返されることを考えただけで、情けなくて、悔しくて、顔と頭が熱くなるような、とても嫌な気分になる。


「……ローゼマインは毎日練習しているのか？」


「予定が入ってできないこともございますが、神殿にいらっしゃる時は欠かさず練習されております。練習しなければ、すぐに指が動かなくなってしまいますから」


そう言って楽師は楽譜を持ってきた。


「いきなり上達するわけがございません。毎日の練習が大事なのです。冬までの間に一曲だけ弾けるように練習なさってください。他は考えず、たった一曲だけでよいのです」


……冬までにたった一曲なら、何とかなるかもしれない。


その日の訓練はフェシュピールの練習なのにフェシュピールを一度も触ることはなく、暗譜するまで音階を歌わされ続けた。






三の鐘が鳴って練習が終わると、楽師は綺麗な笑顔で私を褒めてくれた。


「大変結構です。城に戻ったら今日覚えた音階に合わせて指を動かす練習をなさってください。この短時間で暗譜できたのですから、ヴィルフリート様は覚えがよろしいですよ」


普段褒められることがないせいか、ひどくくすぐったい感じがした。「この曲が弾けるようになれば、洗礼式を終えた初めてのお披露目は十分です」と激励してくれる。


城にいれば三の鐘が鳴った後は午前の教師がやってくる。だが、ここには教師はいない。やっと自由時間かと肩の力を抜いた途端、フランが手に様々な物を持ってやってきた。


「神官長のお手伝いの時間でございます」


「……は？」


「儀式の祝福以外の、神殿長としての職務の大半は神官長がこなしております。ですから、少しでも助けとなるようにローゼマイン様は三の鐘から四の鐘まで執務のお手伝いをしていらっしゃいます。さぁ、ランプレヒト様も急いでください」


フランに急せかされ、私とランプレヒトはフェルディナンドの部屋へ連れて行かれる。フェルディナンドの部屋には何人もの側仕えがいて、皆がそれぞれの仕事をしているように見えた。ここで皆と同じように仕事をするのならば、大人の仲間入りをしたようで少しばかり誇らしい気分になれそうだ。私は昨日の工房で見た子供達のように仕事をするのだ、と張り切って入室すると、フェルディナンドが書類から視線を上げて私達を見た。


「あぁ、来たか。ヴィルフリートはそこに座って文字の練習を。手本を準備したので石板で字を練習しなさい。ランプレヒトはこちらの計算だ」


フェルディナンドがテーブルを指差すと、周囲の側仕えが石板や紙、木札を運び、ランプレヒトと私の前に積み上げていく。あっという間にテーブルの上には木札やインク、計算機が並べられた。


「文字の書き取り!?　仕事の手伝いではないのか？」


「馬鹿者。文字一つ読み書きできない者に一体何の手伝いができるというのだ？」


書類から視線を上げることもなくフェルディナンドがそう言った。


「ローゼマインは……」


「あれは私が教える前から少なくとも基本文字は全て書けた。単語に関しても教えたらすぐに覚えたし、図書室に入れたら大喜びで聖典を読み込んでいたので文字を教えたことはほとんどない」


ローゼマインはフェルディナンドに教えられずとも、文字が書けるようになっていたらしい。


……一体何なのだ、私の妹は？


「ローゼマインは工房で商人と接している分、計算も得意だ。ランプレヒトの前に積み上げたのは普段ローゼマインがこなしている分だ。代わりをすると言った以上、きっちりとこなしてくれ」


ランプレヒトは自分の目の前に積み上げられた木札に大きく目を見開いている。私の勉強に関して、「やりたくない気持ちはわかりますが、やらなければなりません」と言っていたランプレヒトのことだ。きっと計算が苦手に違いない。


「仕事かと思えば文字の練習だと？　そのようなこと、やっていられるか。私は知らぬ」


椅子から飛び降りていつものように逃げ出そうとした瞬間、フェルディナンドがシュタープを取り出して早口で何やら唱えた。シュタープから飛び出した光の帯が私に巻き付いてくる。ぐるぐると決して解けぬ魔力の帯に身動きすることもできず、私は無様に床に転がった。


「フェルディナンド様!?　一体何を!?」


ランプレヒトの焦った声を遮るようにフェルディナンドがつかつかと歩いてきて、私を荷物のように担ぐと、椅子の上に乱暴な動作でどさっと置いた。


「逃げだそうとしてもそうはさせぬ。其方がローゼマインと一日交代すると言ったのだ。領主の子ならば、自分の言葉に責任くらい持ちなさい」


魔力でぐるぐる巻きのまま椅子に座らされ、本物の紐で椅子に縛られた後で光の帯が解かれる。


あまりにも乱暴で無礼な扱いに呆然とした。私にこのようなことをして何故許されるのか、周囲が何も言わないのか、全くわからない。


「ランプレヒト、早く計算しなさい。ぼんやりするな。時間の無駄だ」


ピッと背筋を伸ばして計算を始めたランプレヒトを見れば、フェルディナンドに勝てないことが嫌でもわかった。仕方なく私も石筆を手に取る。フェルディナンドの執務室はペンが走る音、計算機が動く音、そして、小声でフェルディナンドに許可を求めたり、仕上がった物を提出したりするだけの静かで緊迫した空間だった。息が詰まりそうだ。


ひとまず文字の練習をしてみたが、手がだるくなってきたので石筆を置いた。それに気付いたのか、フェルディナンドが席を立って近付いてきて石板を見下ろす。


「……この程度か」


「ヴィルフリート様にしてはとても努力しておいでです、フェルディナンド様」


……そうだ。いつもの私では考えられない程よく練習したのだ。もっと言ってやれ。


私が心の中でランプレヒトを応援していると、フェルディナンドが私に向けていた冷たい視線をランプレヒトに向けた。


「其方等がそうして甘やかすから、ヴィルフリートがこのように怠惰な愚か者に育つのだ」


ランプレヒトが息を呑んで軽く目を見張る。そして、その後、反論しようとするように口を何度か開けたり閉じたりして、ぐっと奥歯を噛みしめた。そんなランプレヒトを見下ろして、フンと鼻を鳴らしたフェルディナンドが冷め切った金色の目を私に向けてくる。


「ヴィルフリート、城で他の者が言うことはないだろうから、私が現実を教えてやろう。其方は領主の子としての気構えも覚悟も努力も全くない、領主の血を引いているだけの愚かで我儘な子供だ」


私にだって領主の子としての気構えくらいはある。それに、フェルディナンド以外の誰も私のことを「愚かで我儘な子供だ」などと言わない。間違っているのはフェルディナンドだ。


「フェルディナンド、無礼だぞ！」


「無礼？　ただの事実だ。洗礼式を終えたのに文字の読み書きも計算もできず、領主の子という立場を振りかざして全てから逃げ回るだけの能無しではないか。領主としての仕事を手伝わせることもできないくらい役に立たぬ無能が甘ったれるな」


うぐぐぐ、と唸りながら、私はフェルディナンドを睨み上げた。そんなことはない、と声を大にして反論したかったが、反論できるだけの言葉がない。


「フェルディナンド様、そのくらいで……」


「ランプレヒト、其方も何をダラダラしている？　そのくらいの量、ローゼマインならばすでに終わっている。遅いぞ。主従揃って使えぬな」


フェルディナンドはそう言ってランプレヒトの言葉を切り捨てると、真っ直ぐに私を見た。


「ヴィルフリート、其方の父は自分が跡継ぎ問題で嫌な思いをしたため、魔力量に問題がなければ長子である其方に継がせたいと考えている」


それは知っている。おばあ様も父上も私を跡継ぎにすると言っていた。


「上に立つ者が無能でも、周囲を優秀な者で固めれば何とかなるとジルヴェスターは考えているようだが、優秀な者を集めるのと、優秀な者が留まって其方を支えてくれるのは別問題だ。ジルヴェスターと違って其方にそれだけの求心力があるようには思えぬ」


「フェルディナンド様、このような幼子に向かって言いすぎです」


「幼子とは言ってもすでに洗礼式は終わっている。それにただの幼子ではなく、領主の子だ。本来ならば、養女であるローゼマインよりもヴィルフリートこそが自覚と責任を持たなければならぬ。だが、今のヴィルフリートにローゼマインに勝る自覚や責任感があるか？　全く見当たらぬ」


正論すぎた。ここにいれば嫌でもわかるローゼマインの優秀さと毎日の努力。側仕えが一丸となって、神殿長として、領主の娘として恥ずかしくないように、と数多あまたの課題を課している。それに比べて、私は一体何をしてきたのか。課題から逃げ出す自分しか思い出せない。


「フェルディナンド様、確かにその通りですが……」


ランプレヒトが声を出した瞬間、フェルディナンドはぎろりときつい視線を向ける。フェルディナンドの目は私を見下ろしていた時より、ずっと怒りに満ちているように見えた。薄い金の瞳の色が少し変わったように見えた途端、うぐっとランプレヒトが息を呑んだ。ランプレヒトがまるで視線で縛り付けられたように固まって動かなくなり、小さく震えている。フェルディナンドが少し身を乗り出すようにしてランプレヒトに近付けば、ランプレヒトは苦しそうに小さく呻うめいた。


「努力しない能無しはヴィルフリートだけではない。其方もだ。主のためを思うならば椅子に縛り付けてでも学ばせろ、ランプレヒト。もうヴェローニカはいない」


何ということを言うのだ、と私が目を見張った次の瞬間、フェルディナンドは一瞬だけちらりと私を見た。


「ローゼマインは色々な意味で特殊だから比較対象にはならぬし、ヴィルフリートに同じような結果を出せとは言わぬ。だが、領主の子だと言うのならば、周囲に認められるようにローゼマインと同程度の努力くらいはするべきだ。違うか？」


「……おっしゃる通りです」


苦しそうにランプレヒトが言葉を絞り出した。フェルディナンドに呪いでもかけられているようだが、今のフェルディナンドはシュタープも持っていない。フェルディナンドがランプレヒトに何をしているのかわからず、何とも言えない恐怖だけが心の中に積もっていく。


「フランから報告を受けたが、昨夜、ヴィルフリートは祝福の言葉を覚え、フェシュピールの暗譜をするという課題をこなしたそうだな？　最初から愚かだったのではない、と私も認識を改めた。やればできるし、努力できないわけではない。ならば、甘やかして主を愚か者に育てているのは、周囲の者だ。其方等の責だと自覚せよ！」


フェルディナンドがふっと息を吐いて目を伏せた途端、ランプレヒトがテーブルの上に伏せるように崩れ落ちた。


「ランプレヒト！　フェルディナンド、其方、何を……」


「ヴィルフリート」


私の言葉を遮り、フェルディナンドはずしりとした重みのある声で私を呼んだ。声に重みを感じるなどおかしいかもしれない。だが、本当に肩とお腹にぐっとくるような重い声だった。


冷酷な、私に対して温かみのある感情を全く持っていない、暗くて冷たい金色の目を向けられて、私は小さく息を呑んだ。今まで誰にも向けられたことがない怖い目を正面から覗き込み、知らぬうちにカチカチと小さく歯が鳴り出す。


「私は何の努力もせず、困難も苦労も知らぬ其方のような者を主と仰あおぐのは真まっ平ぴら御免ごめんだ。今のままの其方が領主の地位に就くというのならば、私は其方の弟妹を育て、其方を全力で叩き潰す」


父上やおばあ様が「跡取りは私だ」と言ったから、自分は絶対に跡取りなのだと思っていた。その言葉に逆らおうとする者が存在するということさえ考えたことがなかった。自分の立場が絶対のものではないと叩き込まれて泣きたくなる。


「領主となるのは、本来、正妻の子の中で最も魔力量が多い者だ。覚えておけ」


私がゴクリと唾を飲んだ時、四の鐘が鳴り始める。


生活を入れ替えると約束した一日の終わりだった。

            





    
  
  




「晴れてよかったな、トール。今日は森だ」


朝食後、森へ向かう時のボロ服を着たリックが大きく伸びをしながらそう言った。工房で行う紙作りの作業が終わったのに、二日ほど雨が降っていて外へ出られなかったのだ。オレも手早く着替えながら同意する。


「オレもホッとしたぜ。さすがに行儀作法ばっかりも飽きてきたからな。……覚えなきゃいけないのはわかってるんだけどさ」


ハッセの孤児だったオレ達は立ち居振る舞いから言葉遣いまで覚えなければならないことがいくらでもあるので退屈とは無縁だ。でも、全部が同じことを求められる閉鎖的なエーレンフェストの神殿では息苦しい気分になることが多い。


……贅沢な悩みだって、オレだってわかってるさ。


自分で望まない限りは姉ちゃんやマルテが売られることはなくなった。飯だって町長のところにいた時と違って、孤児の力関係で量に違いがあったり奪い合ったりする必要もなくて、新入りのオレ達が皆と同じように食べられる。理不尽な暴力にさらされることもなくなった。


ローゼマイン様に付いてきて良かったと思っているし、感謝もしている。幸運ですごいことだと思う。それを頭でわかっていても、神殿の生活は今までの生活と違いすぎて違和感が大きい。どうにも馴染めないのだ。


神殿に閉じ込められているのが普通の神官達と違って、オレ達はかしこまった灰色神官の服で文字や言葉遣いの練習をさせられるより、継つぎ接はぎだらけでも動きやすくて着慣れているボロ服をまとって森で採集していた方が落ち着く。これまでずっとハッセで農作業をして育ってきたせいか、晴れた日に工房に籠って作業するよりは外に出たくてうずうずしてしまう。森で採集や作業をする日を心待ちにしている毎日なのだ。






男子棟の階段を下りて地階にある工房へ行くと、ローゼマイン様の側仕えであるギルが採集組に刃物や籠を渡している姿が見えた。各自持って行かせればいいのに、ギルは「それじゃ管理しにくい」と言って、必ず手渡している。


「ほら、トール。こっちがリック」


オレとリックはギルに手渡された背負い籠やナイフを持って外に出た。太陽は明るいが、風は冬の訪れを間近に感じさせるように冷たくなっている。でも、これくらいならば森で採集していればそれほど寒さは感じないはずだ。


「トール、リック」


普段ならばここにいるはずがない姉ちゃんの声に驚いて振り返ると、背負子しょいこを背負った姉ちゃんと籠を背負ったマルテがいた。灰色巫女見習いの衣装ではなく、オレ達と同じように森へ行く時の恰好をしている。


「食堂以外でトールやリックと一緒に行動できるのは久し振りね」


「こっちじゃ男女で役割が完全に分かれてるからな」


ハッセの小神殿にいた時は、文字の練習も森への採集も神殿の清めも四人で一緒にしていた。けれど、エーレンフェストの孤児院へ移ってからは人数が多いせいか、男女で役割が分かれていてハッセの小神殿でいた時と違って四人で一緒に行動できない。男は工房や森で働き、女は孤児院で食事作りや神殿の清めをしていることが多いのだ。


「今日はわたし達も森へ行くのよ、お兄ちゃん。ヴィルマから冬支度のために薪や木の実をたくさん採ってきてって言われたの。ねぇ、ノーラ？」


マルテがそう言って笑いながら姉ちゃんを見上げた。今は冬支度の保存食作りのために孤児院は忙しい。少しでも多く森で採集するために灰色巫女見習いの一部も森へ行くことになったようだ。


「わたしやマルテはまだ神殿風の食事作りや清めに慣れていないから。それに、森での採集なら神殿にいるより役に立てるし、ちょっと気が楽だわ」


神殿の孤児院はただでさえ大所帯おおじょたいなのに、急に増えたオレ達の四人分の冬支度を上乗せしなければならない。一人分の冬支度が増えるだけでも大変なのに四人分だ。オレ達は孤児院の誰よりも働かなければ、皆から穀潰ごくつぶしと思われて冬の間ずっと肩身の狭い思いをすることになるだろう。それに、冬の終わりに食料が尽きれば一番に取り上げられるのは急に増えた新入りの分に決まっている。いくら平等だ何だと綺麗事を言ったところで、世の中はそんなものだ。


……姉ちゃんやマルテが嫌な思いをしないように頑張らなきゃな。


オレは背負い籠をつかむ手に力を入れた。






「ハァ……。外に出るとホッとするな」


「そうね」


南門を出た途端に農地が広がり、森が見え、空が青く広がって、空気が一気に綺麗になる。門の外は自分達が生まれ育ったハッセと似ている。見慣れた感じの風景に少し体の力が抜けるのだ。神殿の風景も、エーレンフェストの下町の空気もまだ全く自分には馴染んでいない。灰色神官達は門から出た途端に石畳から雨上がりでぬかるんだ道になるのを嫌そうな顔で歩き出す。


「門の外も石畳が続いていると良いのですが……領主様のお力は街の中だけですからね」


神殿育ちで歩く部分は石畳というのが常識の奴等はそう言うけれど、オレは雨上がりで水が蒸発じょうはつする時のむわっとした下町のすえた臭いの方が嫌だ。


「……端の方の雑草が生えているところを歩けば、ぬかるみなんてそんなに気にならねぇと思うんだけどな」


「神殿は綺麗すぎるから、そこで育った人には泥道を歩くのが大変なのよ。わたし達が神殿の綺麗さに馴染めないのと一緒。神官達じゃ畑仕事はできないでしょうね」


姉ちゃんがクスクス笑った。確かに畑を耕たがやすために畑に入るところで神官達は嫌な顔をしそうだ。耕しているうちに土が柔らかくなっていくのは結構楽しいのだが、孤児院では賛同を得られないと思う。






「四の鐘が鳴ったら河原へ集合してください」


森に到着すると、ギルが作業の分担を決める。紙作り、薪拾い、採集に分かれるのだ。オレ達四人は木の実や茸の採集になった。一番好きな作業だ。


作業開始の号令にオレはへへっと笑って振り返り、「行こうぜ、皆」と声をかけた。返事をしたのはリックや姉ちゃんではなく、まだ名前も覚えていない灰色神官だった。


「トール、皆で一緒に行動するのは効率が悪いですよ。それから、言葉遣いにも気を付けてください。この場合は、行きましょうと言うのが正しいです」


……オレが言う「皆」にお前等は入ってねぇよ！


反発したかったが、お説教が長くなりそうなので「以後気を付けます」と言って、姉ちゃんの手を引いて歩き出す。振り返るとリックとマルテも小走りで付いてきていた。久し振りに四人でいられる機会を邪魔されなくてオレは灰色神官に向かって声を上げる。


「オレ達、あっちでラッフェルの実を採集してきます！」


「トール達は木登りが得意ですからね。では、我々はこちらでタニエを拾いましょうか」


穏やかな物腰で灰色神官はそう言って数人ずつで森へ入っていく。一年くらい前までは森にも入ったことがなかった灰色神官達は正直言って鈍どんくさい。走るのも遅いし、木登りもできないし、茸の見分け方も微妙なのだ。あんなのを森へ入れる決意をしたローゼマイン様はずいぶん変わった人だと思うし、そんな変な命令を受けて引率したルッツは本当に大変だったと思う。オレだったらごめんだ。


「あ、ラッフェルが見えたよ」


少し先にラッフェルの木を見つけたマルテが笑顔になって走り出した。ラッフェルの実は秋の味覚だ。夏が旬のランシェルと見た目は似ているけれど、もっと歯応はごたえがあって酸味が強い。ラッフェルを切って蜂蜜に漬けておくと冬においしく食べられるのだ。


「……あ」


急にマルテが足を止めた。オレ達は急いでマルテに駆け寄る。


「どうした、マルテ？」


「二日間の雨でいっぱい落ちちゃってる。わたし、いっぱいラッフェルを採ってくるってデリアと約束したのに……」


マルテがラッフェルの木の周りには落ちて割れた実を指差しながらガッカリと肩を落とした。デリアは孤児院の中にディルクという弟がいて、家族で仲良くしたいオレ達の気持ちをわかってくれるという意味ですごく珍しい子だ。物言いがきつい時もあるけれど、面倒見が良くて年が近いのでマルテが結構懐いている。ディルクが可愛いと、マルテが言ったことがきっかけで仲良くするようになったと聞いた。


「デリアとラッフェルの蜂蜜漬けをたくさん作るって約束したの。デリアは孤児院から出られないから、わたしが代わりに採ってくるって……」


半年ほど前の春の終わりにデリアは大変な罪を犯し、ローゼマイン様の慈悲によって命だけは救われたけれど、二度と孤児院から出られないという処罰を受けたそうだ。デリア本人は「ディルクと一緒にいられるだけで十分なの」と罰に納得しているみたいだけれど、気晴らしに森へ出ることもできないデリアは可哀想だと思う。


リックがマルテの肩を叩いて、ラッフェルの木の上の方を指差した。


「そんなに落ち込むな、マルテ。よく見てみろよ。全部が落ちたわけじゃない。上の方にはまだ残ってるし、ラッフェルの蜂蜜漬けは完全に熟うれていないくらいの方がおいしいじゃないか。デリアのためにもいっぱい採って帰ろうぜ」


リックは相変わらずマルテに優しい。マルテを慰めつつ、実を受け取るための布をマルテの籠から取り出している。リックが受け取る準備をするなら、上から実を落とすのはオレの役目だ。オレはナイフが腰にあるのを確認すると、蜂蜜漬けにできそうな大きさの実があるところを目指してラッフェルの木を登り始めた。


「おーい、落とすぞ！」


「待って、待って。トール、木に登るのが早すぎるよ！」


大きく布を広げながらマルテが笑顔で上を向いた。受け取り準備ができたのを見て、オレはラッフェルの実をナイフで切って下に落とす。


「きゃー！」


楽しそうな声を上げながらマルテがリックと一緒にラッフェルを受け止めた。姉ちゃんは落ちているラッフェルから食べられる部分だけをナイフで切り取っているのが見える。熟したラッフェルは昼食の時に川で洗って食べるとおいしいだろう。


「トール、トール。もっといっぱい落として！」


「おぅ、任せとけ！」


四人で一緒に作業しているとハッセに戻った気分になった。四人でわいわいと騒ぎながらラッフェルを採った後は、メリルを採集する。メリルはそろそろ終わりの季節のようだ。残っている実はほとんどなかった。






「あ、四の鐘よ。河原へ行かなきゃ」


昼食の時間だ。採集した物が入った籠を抱えて河原へ向かう。そこでは木の枝と一緒に芋を蒸していた灰色神官達がスープを作っているのが見えた。オレ達は真っ直ぐに川へ向かい、切り取ったラッフェルを洗う。


「おや、それは……？」


川で手を洗っていた神官が姉ちゃんの手にあるラッフェルに目を留めた。


「お昼に食べようと思って、落ちているラッフェルから食べられそうなところを切り取ったの……です」


「それはいいですね。皆に配るには数が足りないので、大きめの塊かたまりは切り分けましょう」


姉ちゃんが切り取ったラッフェルの実は四人で分けるつもりだったので、それほど多くはなかった。それをここにいる神官達全員で分けると言われて目を丸くする。


……なんでお前等にやらなきゃいけないんだよ!?


カッとしたオレを抑えるようにリックがオレの腕を引っ張った。


「トールはナイフを持ってるよな？　ノーラ、切り分けるのはオレ達も手伝うよ」


リックがさっさと切り分け始める。神官が鍋の方へ行くのを見たオレはリックを睨んだ。


「リック、なんであっちの言いなりなんだよ？　それはオレ達が採ったやつだろ？　これだけの人数に分けたら一口も当たらないぜ」


「それが神殿のやり方だからに決まってるじゃないか。新入りのオレ達が皆と同じだけの食べ物をもらってるんだ。オレ達の食べ物だって皆と分けるのは当然だ。ここでラッフェルを惜しんで、あっちに冬の食料を惜しまれたら困るのはオレ達だぞ」


リックに言われて、そうだった、と思い出す。ここでは皆が平等なのだから仕方がない。オレもナイフを出してラッフェルを切り始めた。


「四人で騒いでハッセの頃の気分に戻ってたみたいだな。久し振りの楽しい気分まで取り上げられたみたいでちょっと腹が立ったんだ」


「トールの気持ちはわかる。実はオレもちょっと悔しい」


小さく、小さく切り分けられたラッフェルの欠片かけらを見ながらリックも浅く溜息を吐いた。


「今度からはこっそり食べちゃった方が良いかもね」


姉ちゃんが悪戯いたずらっぽく笑ってそう言ったことで四人の間に小さな笑いが起こる。土に落ちたラッフェルをどうやってこっそり食べるのか、先に革袋へ水を入れておこうかと些細ささいな企みを考えているうちに、もやもやしていた気分が少し晴れた。






「今日は久し振りに皆で一緒にいられて楽しかったな？」


就寝時間になり、オレはリックの隣のベッドで寝転がる。


「あぁ。……でも、この後ってオレ達はどうなるんだろうな？」


「どうなるって？」


「あ、いや、ハッセで孤児をしてた頃は成人したら土地がもらえるから、それまでの辛抱しんぼうだって思ってただろ？　同じ孤児でも神殿の孤児は全然違うじゃないか。ノーラやマルテが売られずにすんでよかったけどさ、オレ達、この後はどうなるんだろうなって……」


リックの言葉はオレの胸の中にあった不安と同じだった。姉ちゃんやマルテがあの町長に売られずにすんでよかったことに間違いはない。何度同じところに戻ることができても、オレは姉ちゃんを守るためにローゼマイン様に付いて行くことにしただろう。


……ローゼマイン様に救われたことには感謝してるさ。でも、この先は？


どこに行っても孤児だから大した違いはないだろうと思っていたけれど、実際は大きく違った。神殿の孤児は成人しても畑がもらえるわけでもなければ、孤児院から出られるわけでもない。灰色神官見習いが灰色神官になるだけだ。青色神官の側仕えに召し上げられた時、貴族に売られた時、死んだ時くらいしか孤児院を出る道がない。これまで思い描いていた将来の展望は全て潰れた。この後、自分達がどのように進んでいくのかわからない。


「……収穫祭も参加できないなんて思わなかったもんな」


収穫祭は一年で最も大きな祭りで、この日ばかりは農村から戻ってきた奴等も孤児も関係なく一緒に馬鹿騒ぎができる最高の一日だ。誰もが楽しみにしている祭りなのに、すぐそこで行われている収穫祭に参加してはならないと言われた時には、神官や巫女が何を言っているのか理解できなかった。でも、言い分が理解できないのは神官達も同じだったようだ。不思議そうな顔で至極真面目な口調で「何故私達が参加できるのですか？」と言った。


「私達は農作業に携わっておらず、収穫した物もありません。それに、この小神殿はハッセではありません。ローゼマイン様の小神殿です。ハッセの民ではない私達が何故ハッセの収穫祭に参加できるのですか？　収穫祭は青色神官や青色巫女が収穫を寿ことほぎ、地方の神事を行いますが、私達が参加する神事ではありません」


その一言にこれまで生きてきた自分の世界と完全に切り離された全く違う世界にやってきたのだと実感した。ハッセの町長から逃れられて良かったと思う気持ちと同じくらい、これから先の生活が不安になった。


ローゼマイン様は優しい人だから、家族を売られたくないと言ったオレ達を助けてくれた。でも、孤児は全員同じ扱いにするから、家族であって家族ではないような関係を灰色神官達から強要されることには何も言わない。孤児院の中で兄弟だけで仲良くできるようには取り計らってくれない。孤児院では平等にするべきだから。


「早く春になればいいのにな……。せめて、小神殿へ帰りてぇよ」


布団の中に潜りながら呟くと、リックから「オレも」と短い返事が来た。


小神殿にいた時と違って、今は神殿生活に慣れない自分達に周囲の神官達が合わせてくれるわけではなくなった。自分達が皆に合わせなければならない。外に出ても見知った景色がなく、姉ちゃんやマルテと一緒にいられる時間は食事の時間だけだ。


農地が広がり、森がすぐそばにあり、空が広かったハッセが懐かしくてならない。まだ冬にもなっていないけれど、ハッセに帰りたい。高い塀に囲まれた狭い空しか見えない神殿からできることなら飛び出したい。自分達はエーレンフェストの孤児ではなく、ハッセの孤児なのだと強く思う。


……せめて、夢の中だけでもハッセに戻りてぇな。


そう思いながらオレは目を閉じた。

            





    
  
  




「ユストクス、其方は下町に入ったことがあるか？」


エックハルトと一緒にフェルディナンド様に呼ばれて、そう質問されたのは去年の夏の初めのことだった。


「素材採集のために旅人を装よそおって農村へ立ち入ったことは何度もありますが、ここの下町はありません。別に珍しい素材もありませんから。……下町に何かございますか？」


「マインという下町の身食いの子供を青色巫女見習いとして神殿に入れることになった。できるだけ情報を集めてほしい。ここに商業ギルドから届いた調査結果がある。工房の状況ばかりで本人に関する詳しい情報がないのだ」


私はフェルディナンド様が差し出した工房の報告書を受け取ってざっと眺める。月に一度提出される経営報告書の写しと商業ギルドが預かっている工房長の貯金額、工房の主な取引先などが載っていた。


「工房長はマイン。従業員は……なし？　植物紙協会に所属と書かれていますが、植物紙協会とは何でしょう？」


「そのような疑問点を解消できる情報とマイン個人に関する情報が必要だ。私の知っている限りだが、マインは夜空のような紺の髪に金の瞳で、洗礼式を終えても成長不良で五歳くらいにしか見えない。毎日神殿には来られないくらいに体が弱いくせに、本を読むために大金貨一枚を払うので巫女見習いにしてほしいと神殿長に直訴じきそするほど周りが見えていない本好きで……とにかく変わった子供だ。どのような情報でも良い。探してくれ」


……本を読むために大金貨を突き付けて神殿に突進するような子供？　あり得ない。


貴族の常識では、神殿に行きたがるというところがまず信じられない。私はフェルディナンド様の言葉に頭が混乱する。同時に、面白いと思った。こんな変わった子供の話は初めてだ。何でも良いから情報を、というフェルディナンド様の命令に私は口元が綻んできた。面白いことが始まる。そんな予感が胸の内から湧き上がってきた。


「情報を得るために商業ギルドやマイン工房が取引をしている店に入ろうと思うと従者か護衛は必須であろう。その場合はエックハルトに協力を頼みたいと思っている。エックハルト、其方は下町へ入れるか？」


「フェルディナンド様のご命令であれば……」


エックハルトはニコリと笑って跪く。妻のハイデマリーを亡くしてからというもの、生気のない顔で仕事をしていた彼が久し振りにやる気を見せている。その姿に同僚として少し安堵した。


「では、下町に潜入するための準備をしてくれ。神殿までは私の馬車で行き、神殿で服を着替えた後は下働きが通る道から下町へ入ってもらうことになる。下町に通じる裏門までは神殿の側仕えに案内させよう」


「助かります」


貴族が下町へ潜入するのは難しい。貴族の馬車が下町で止まることはないし、買い物は商人を呼びつけることで店へ行くことではない。貴族街から出てきた立派な馬車から農民や旅人のような恰好をしている者が出てくるのもどう考えてもおかしい。フェルディナンド様の馬車で移動して神殿で降ろしてもらい、下町へ入ることができれば潜入はずいぶんと簡単になる。


私は家へ帰ると、素材採集の旅先で集めた衣装を出してみる。農民と旅人の物だ。ここに貴族街へやって来る商人の衣装を加えてみた。これはちょっと格が落ちた貴族の服と大して変わらない。エックハルトには自宅に出入りする商人の服を参考にするように、とオルドナンツを飛ばした。






下町潜入の当日はフェルディナンド様の屋敷には貴族の恰好で入り、屋敷の側仕えラザファムに頼んで商人の衣装に着替えさせてもらった。


「あぁ、そうだ。ラザファム、適当な袋に野菜を準備してくれたか？」


「できています。オルドナンツが来た時には今度は何をするのか、と驚きました」


ラザファムが準備してくれた野菜袋や着替えの衣装が入った袋などを抱えて馬車に乗る。ゆっくりと馬車は動き始めた。


「ユストクス、エックハルト。これは今回の活動費だ。そろそろ五の鐘が鳴るであろう？　宿を取るなり、情報を得るために使うなり好きに使え」


ジャラと音のする小さな革袋を渡された。中に小金貨が六枚と大銀貨が六枚入っている。宿を取るためにこれほどの金額は必要ないが、下町潜入という仕事に対する手当だろう。私は革袋を受け取ると、エックハルトに半分渡した。


馬車が貴族門に到着し、神殿へ入っていく。フェルディナンド様に「来てはならぬ」と言われていたので、神殿に入るのは初めてだ。中に入るのを期待していたのに、フェルディナンド様は裏側の門の方へ馬車で移動して私達を降ろした。神殿の内部やどのような者がフェルディナンド様にお仕えしているのか興味があったのだが、神殿長ベーゼヴァンスに見つかると面倒くさいと言われれば仕方がない。


「門番、この二人を徒歩用の裏門へ案内せよ」


馬車用の門を開けようとしていた門番の一人が私達を案内してくれた。


「この門から先が下町です」






五の鐘が鳴り響く中、神殿の裏門から一歩出て下町に入った。その瞬間、あまりの臭さと汚さに驚いて思わず顔をしかめてしまう。素材採集で時折出入りしていた農村でもこれほどは汚れていないし、臭くもなかった。


「馬車で通った時の数倍はひどいぞ、ユストクス。本当にこんなところへ行くのか？」


「うっ、仕方がない。それがフェルディナンド様のご命令だからな」


まずはマインの父親がいるはずの南門へ行きたいと思っている。騎獣に乗って下町の上空を駆ける調査はしているので、全く土地勘がないわけではない。私はエックハルトと大通りを南下し始めた。貴族街と違って、狭い土地に何種類もの色合いの高い階層の建物がひしめき合い、馬車や荷車が多く行き交っている。驚くほど歩く人も多く、貴族街と違って秩序がない。


「ふむ。南に行くにつれて格が下がっていくのは貴族街も下町も同じか……」


大通りを真っ直ぐ南下して噴水のある中央広場までやって来た。ここにはひどく貧しい身なりの者と旅人のような装いの者とそれなりに見栄えのする衣装を着ている者が混在している。けれど、商人達の衣装に合わせたはずの私達は完全に浮いていた。


「……服を変えた方が良さそうだ。宿を取ろう」


「それは助かる。悪臭に頭痛がしてきた。この任務は素材採集の野営より厳しい」


エックハルトを連れて南門へ行くのは難しそうだ。これ以上みすぼらしい衣装も持っていないし、貴族然とした態度を変えられないエックハルトは北側以外では動けないだろう。


旅人の装いをした者が多い東側で、中央広場に近くて比較的綺麗に見える宿を取ることにした。中に入ると、宿の女将おかみは私達を上から下までじっくりと見て目を丸くする。


「お客さんみたいな豪商ごうしょうが馬車にも乗らずにやって来るなんてビックリだよ。まるでお貴族様のところへ行くみたいな恰好じゃないか。馬車が故障でもしたのかい？」


……そうか。貴族街へ行く時と下町にいる時では商人の衣装も違うのか。


あちらこちらの農村に出入りしたことはあるが、下町を歩いたことがない弊害へいがいを実感した。私が旅先の農村で培つちかった平民への擬態はあまり役に立たないかもしれない。そんなことを考えつつ、仁王立ちしているエックハルトの前に出て女将とやり取りをする。


「馬車の故障もあるが、その時に普段着を汚してしまって大事な一張羅いっちょうらを着ているしかなくなったんだ。ウチの旦那様に相応しい広めの部屋を一室頼む」


「はいよ。それにしても災難だったね。洗濯をするなら井戸を使ってもいいよ。今の季節なら夜のうちに乾くさ。もし、すぐに服が必要だって言うなら、ウチの裏の通りを二つ超えたところに中古服の店があるよ」


「それは助かる。これから行ってみるよ」


女将に礼を言って鍵を受け取ると、部屋に入った。広い部屋を注文したが、かなり狭い部屋だ。平民の宿なのだから、こんなものだろう。


「エックハルト、荷物を置いたら服を何とかしよう」


私達は女将に教えられた中古服の店に飛び込んで、「他の服を汚して一張羅しかなくなった。この街で明日の商談に出られる服を見繕ってほしい」と頼んだ。店主は私達の服を見て「よくこんな服で街を歩く気になったね。汚れたまま歩いた方が良かったんじゃない？」と呆れたように言いながら、手早く服を選んでくれる。店で着替えさせてもらうと、ようやく周囲の目を気にせずに街を歩けるようになった。


「なぁ、マイン工房って知ってるかい？　植物紙の工房らしいが、よくわからなくてな」


「……マイン工房？　知らないねぇ。聞いたことがないよ」


服屋では知らなくても仕方がないだろう。情報が入らなかったことに関しては特に気落ちせず、私達は一度宿へ戻った。






「エックハルト、せっかく商人の衣装を着たのだからギルベルタ商会へ行くか？」


「気分が悪くて動けぬ。少し休憩させてくれ」


下町の悪臭に耐えられず、服も臭いと言って洗浄の魔術を使ったエックハルトだったが、洗浄の魔術を使ったせいでせっかく悪臭に慣れてきた嗅覚が元に戻ったらしい。グッと呻いてエックハルトは鼻を押さえている。「嘔吐おうとしそうだ」と言っているエックハルトを横目で見つつ、私は農民の衣装に手早く着替えていく。


「先に南門へ行ってこよう。明日までには少し慣れてくれ」


「すまぬ」


私は野菜の入った袋を持って宿を出た。南門でギュンターを探し、尾行して家を突き止めたいと思っている。そして、生活圏で取り繕うことのないマインの姿や情報を得るのだ。私は南門へ向かって大通りを歩きながら周囲を観察し、自分の歩き方や姿勢を下町に馴染むものに切り替えていく。


……南の方が言葉は荒いが、これならば農村で覚えた言葉で何とかなりそうだな。


周囲を見回しながらゆっくり歩いていたせいだろう。南門が間近に迫ってきた時には閉門が近い時間帯になっていたようだ。南門から籠を背負った子供達が十人くらいの集団で下町に戻ってくる姿が見えた。ちょうど良いので、マインの情報を集めることにする。


私は「以前にマインから親切にされたので自作の野菜をお礼として持ってきた農夫」という設定で子供達に話しかけた。


「なぁ、お前等。紺色の髪のマインという女の子を知らないか？　この間マインから親切にしてもらったんで、礼をしたくて探してるんだが……」


そう言いながら野菜の入った袋を少し上げて見せる。


「知らねぇ。聞いたことない名前だな。ウチの近所にはいねぇよ」


また別の集団が門から入ってきた。私は同じように尋ねてみる。すると、マインを知っている集団だったようで、「マイン？　トゥーリじゃなくて？」と一人の子供が首を傾げた。


「トゥーリ？」


「マインの姉ちゃんだよ。誰かに親切にしたんだったら、マインじゃなくてトゥーリだって。おじさん、絶対にトゥーリと間違えたんだよ」


マインにはトゥーリという姉がいることが発覚した。それからはトゥーリに関する情報ばかりが入ってくる。気立てが良くて、誰にでも親切で病弱な妹の面倒もよく見る子供らしい。あまりにもトゥーリの話ばかりで、肝心のマインの情報は全く出てこない。本当に姉妹なのかと言いたくなるほど出てこない。


「……あ〜、マインはどういう子なんだ？」


「さぁ？　いつも寝込んでて外に出てこねぇし、あんまり話をしたこともねぇからな」


マインがものすごく虚弱なのはわかった。恐らく私が探しているマインに間違いないことに確信が持てたことは感謝する。だが、虚弱に関してはフェルディナンド様から聞いていてすでに知っている。私は新しい情報が欲しいのだ。


「そんなに気になるならトゥーリに聞いてみたら？　ほら、あそこ。トゥーリ！」


小さい子供を引き連れて歩いてくる青緑の髪の女の子が目を瞬きながら近づいてきた。服は継つぎ接はぎがあるし、外から戻ったせいか薄汚れているけれど、周囲の子供に比べると髪に艶があるせいで少し違って見える。


「前に親切にしてくれたマインを探してるんだ。礼代わりの野菜を届けたくてな。皆がトゥーリの妹だって言ってるんだが……」


「確かにマインはわたしの妹だけど、マインが親切にしてくれたの？　人違いじゃなくて？」


姉であるはずのトゥーリにものすごく不思議そうな顔をされた。マインは農夫を助けるようなことはしないのだろうか。私はこれから青色巫女見習いとして神殿に入り、フェルディナンド様が面倒を見ることになるマインの性格が非常に心配になってきた。


「……名前を聞き間違えたかもしれないが、確かマインと名乗ったと思うんだ。もしかしてトゥーリの妹のマインは不親切だったり、性格が悪かったりするのか？」


「ううん。そういうわけじゃないんだけど……。おじさんがマインと会った時って、マインと一緒に誰かいなかった？」


あまり余計な嘘を吐くと、後が大変なことになる。ボロが出ないように「一人だった」と私は答える。その途端、トゥーリは笑顔で「じゃあ、絶対に人違いだよ」と言った。


「マインが一人で外に出ることなんてないもん。危なっかしすぎてマインの一人歩きはいろんな人から禁止されてるからね」


マインが一人で外に出られない程虚弱だということはわかった。だが、虚弱であること以外の情報が集まらない。そして、姉であるトゥーリに人違いだと断定された以上、この設定でマインの情報を集めるのは難しいだろう。作戦を変更しなければならない。


「じゃあ、マイン工房って知らないかい？　そこの工房長らしいんだけど……」


「聞いたことないな。それ、何の工房？　ここら辺にはないんじゃね？」


子供達は口を揃えて知らないと言い、トゥーリは警戒する目で私を見た。どうやらこの辺りの者が知っている情報ではなく、家族に警戒心を抱かせる質問だったようだ。


「紙の工房らしいが、よくわからん。誰もわからねぇならいいや。やっぱり聞き間違いかもしれん。引き留めて悪かったな。これをやるから早く帰れよ」


この場はさっさと退散した方が良さそうだ。私は「明日には傷むから」と持っていた野菜を子供達に配って、トゥーリの視線を何度か背中に感じながら南門へ向かって歩く。振り返ると、子供達が路地へ入っていくところだった。


即座に取って返し、路地を曲がった子供達の集団を尾行して、ひとまずマインの家の場所を確認する。とても神殿に入るために大金貨一枚を出せるような家ではない。


その後で南門へも行ってみたが、ギュンターは朝の勤務のため不在だった。代わりに、兵士達へギュンターの娘について質問してみたが、ギュンターがいかに親馬鹿で家族を大事にしているかという情報しか得られなかった。


「ギュンターの家族には深入りするな。可愛い娘と嫁の自慢話を延々えんえんとされるか、俺の家族に何か不埒なことでもするつもりかって威嚇いかくされるか、どちらかだからな」


ものすごく心配そうな顔で何人もの兵士からそんな忠告をされたのだ。


……家族構成は確定したが、ここにも碌なマインの情報がないな。工房長でありながら、生活圏内で全く情報が得られないとは一体どういう生活をしているのだ？






「家の所在地と家族構成がわかっただけか」


「あぁ。まさか生活圏内にあれほど情報がないと思わなかった。滅多に家から出なくて、出る時は付き添いが必須な虚弱さらしい。このまま情報を集めようとしても埒らちが明かない」


「どうするつもりだ？」


エックハルトに問われて、私は農民の服から商人の服に着替えながら一度窓の外を見た。


「深夜になったら商業ギルドへ忍び込む。マイン工房について他にも資料があるはずだ」


生活圏に情報がないならば、仕事の方で探してみるしかない。


こんな汚い場所で食事などできないというエックハルトの言い分に同意して、私達は騎士団の糧食りょうしょくで夕食を済ませると仮眠を取ることにした。






七の鐘が鳴ってしばらくすると、騒がしかった大通りの喧騒が静かになってくる。酔っぱらいの陽気な声や喧嘩腰の怒声に治安維持をしている兵士達の足音や仲裁する声が少しずつ消えていった。その頃にはエックハルトの鼻も慣れたようだ。


静かになった下町を走り、私達は商業ギルドへ向かう。途中で絡んできた酔っぱらいはエックハルトが手早く追い払った。


「魔術の鍵がかかっているが、こんなに簡単な鍵で大丈夫なのか？」


「平民には魔力がないから、かなり強力な鍵になるのかもしれないな」


金属の物理的な鍵であればエックハルトに力ずくで壊してもらうつもりだったが、商業ギルドにかけられていたのは魔術の鍵だ。


……下級文官の仕事だな。これくらいならば簡単だ。


シュタープで手早く解いて中に滑り込むと、蝋燭と明かりを増幅する魔術具を使って足元を照らしながら階段を上がっていく。上に上がると、奥にまた魔術具が見えた。この商業ギルドにはいくつか魔術具が使われているようだ。こういうところに渡す魔術具は、下級文官の魔力が籠った魔石で賄まかなわれている。下級文官の大事な収入源である。


「ユストクス、こちらの魔術具は何だ？」


私はシュタープで魔術具の魔石部分に触れ、刻まれている魔法陣をじっくりと見た。


「簡単な識別機能がついている。魔法陣に魔力の登録をすれば問題なく通れそうだ」


二人分の魔力を登録すると、上階へ続く階段の前にあった柵さくが溶けるように消える。


上階は金のある商人だけが入れる場所なのだろう。足元は厚みのあるカーペットになり、全体的に広くなっている。私達は資料室を探して片っ端から扉を開けてみて、資料を探していった。工房の名前ごとに並んだ資料はとても整理されていて見やすく、作業が捗はかどる。ここの職員はなかなか優秀なようだ。


「マイン工房の主な取引先はギルベルタ商会だが、材木商や細工職人とも取引はあるようだな。明日はギルベルタ商会とこの辺りから探ってみるとしよう」






次の日、私達は商人の恰好でギルベルタ商会へ向かった。近付くと店の前に立っている番人らしき者が中に何やら伝える。すぐに焦げ茶色の髪をした抜け目のなさそうな従業員が出てきて、胸の前で右の拳を左の手の平に当てた。


「ギルベルタ商会のマルクと申します。この度は一体当店にどのようなご用件でしょう？」


穏やかな笑顔だが、警戒心が強いことはわかる。少なくとも客を迎える態度ではない。その警戒心の強さに昨日のトゥーリの姿を思い出した。もしかして私達がマイン工房について調べていることが伝わっているのだろうか。ちらりとギルベルタ商会を見た。植物紙を扱う店だと思っていたが、主な業務は服飾関係のようだ。


……昨日の中古服屋か。


下手に近付いてこれ以上警戒されるよりは、他で情報を仕入れた方が良さそうだ。


「珍しい髪飾りが外から見えて、少し気になっただけだ。中に入るつもりはない」


「さようでございますか。では、ごゆっくりどうぞ」


ギルベルタ商会の客や従業員の出入りを少し見つめた後、私はその場を去る。


「中に入らなくていいのか、ユストクス？」


「ギルベルタ商会には警戒されている。他のところへ行こう」


マイン工房が発注したことがある職人達のところを回ってみることにした。さすがに取引のあった仕事相手のことならば、何か別の情報が出てくるだろう。


「マイン？　誰だ？　あんまり記憶にねぇな」


首を傾げる材木商から何とか思い出してもらおうと、私はマインの特徴を述べてみる。


「ギルベルタ商会と繋がりがあって、ちょっと変わった小さい女の子だ。工房長をしていて、ここと取引があったはずなんだが……」


「あぁ、ベンノのところのチビちゃんか！　普段は名前で呼ばねぇから出てこなかったな」


「親方が書類仕事をしたがらないからですよ」


「うるせぇ。お前こそ仕事しろ！」


呆れた口調で軽口を叩いた男を素早くゴンと殴ると、親方がこちらを向いた。


「なんだってチビちゃんのことを聞きたいんだ？」


「ウチも取引を持ち掛けられたが心配で、工房長としてどうなのか質問したかったんだ」


いくら工房長とはいえ、幼い子供との取引は不安だと零すと、親方は「まぁ、心配にはなるだろうな」と同意を示してくれた。


「でも、別に心配いらねぇよ。ベンノが後見してるし、自分に必要な物もちゃんと知ってる。見た目と言動が合ってなくて変なチビちゃんだが、優秀だぞ。その場でスラスラと注文票を書き始めた。大人顔負けの買い付けができる。支払いも問題ない」


今まで一番まともな情報が出てきた。どうやら「ギルベルタ商会が後見する変なチビちゃん」と言う方が、仕事関係者への通りは良さそうだ。私の勘は正しく、職人や関わった店で「ギルベルタ商会が後見する変なチビちゃん」と言って、工房長が幼すぎることを心配すれば、思い当たることを話してくれた。


洗礼式を終えているように見えないのに、他ではとても見たことがない物を注文していく。金のかけ方が普通じゃない。手先が不器用。大量の糸を買っていった。道端でいきなり倒れてギルベルタ商会の男が慌てて連れて帰っていたなどなど、これまでの苦戦が嘘のように情報が入ってきた。






「どこへ行っても変な子供という言葉を使っているが、変というよりは優秀すぎるという方が正しそうだな。仕事をきっちりとする優秀な子供であれば、フェルディナンド様が青色巫女見習いとして受け入れるのも問題ないだろう」


私の言葉にエックハルトが頷いた。


「あぁ、これでフェルディナンド様にも報告ができそうだな」


エックハルトに頷きながら、スッキリとした気分で私は市場を見回した。今日は西の門の近くに市が立つ日だったようで、珍しい店が並んでいる。貴族街に露店が並ぶことはないし、農村でこれだけの露店が並んでいるところは見たことがない。


「せっかくだから少し見ていかないか？」


「……早く帰るのではないのか？」


私は嫌な顔をするエックハルトに宿へ帰って荷物をまとめるように言って、物珍しさにウロウロと歩き回る。市場の中に、私には用途がよくわからない物をごちゃごちゃと沢山置いてある雑貨の露店があった。ごちゃごちゃした中にやたらと立派なケースがあり、なぜか本が収められている。普通はこんなところにあるような物ではない豪華な本だ。


「なぁ、店主。これ、どうしたんだ？　こんなところに置くような物じゃないだろ？」


私が本を指差して尋ねると、店主は本を見て肩を落とした。


何でも、二年ほど前に突然商業ギルド長から呼び出され、貴族のところへ行くように言われたのだそうだ。店を持つための後見をしてくれる下級貴族との顔合わせだと聞いた店主は、喜び勇んで言われるままのお金を持って行ったらしい。ところが、「其方が金を貸してくれる者か」と言われ、その場で貴族から金を貸すように命じられたそうだ。質草しちぐさとしてこの本を押し付けられ、返金の期日が迫って訪ねてみれば、その家は別の貴族の家だったようで、見知らぬ貴族が出て来て「其方のような商人は知らぬ」と門前払いをされた、と店主は悔しそうに語った。


「こうやって逃げるためにわざわざ俺達みたいな商人を呼び付けたってわけだよ。大店の旦那は契約魔術を使えるから、標的になるのは俺達みたいにこれから店を持とうとしてる下っ端だ」


あまりにもひどい、と店主は商業ギルドのギルド長にも訴えたらしい。だが、ギルド長も貴族が店を持つための会合と言われていたようで、少額の見舞金が出ただけだったようだ。


「お貴族様が徒党ととうを組んで平民を騙だましてくるんだ。そりゃ珍しいことじゃないが……」


同じ貴族とはいえ、その貴族を擁護する気には全くなれず、私は男の愚痴に相槌を打ちながら本の装丁を眺めていた。


……それにしても、これが下級貴族の本？　あまりにも立派すぎるぞ。


上級貴族の持ち物でもおかしくない装丁だ。こういう装丁の本は魔術関係の物が多い。金に困った貴族が魔術関係の本を平民に売ったのであれば、回収しなければならないのではないだろうか。本の中には所有している貴族の紋章が入っていることも多い。中を見れば貧しい平民から姑息こそくな手段で金を奪い取る卑劣ひれつな貴族が特定できるかもしれない。


「なぁ、店主。ウチの旦那さんは本が好きで、持っていない本を集める趣味があるんだ。もしよかったら、それを見せてくれるかい？　これは一応担保たんぽだ」


本を奪われるのではと、店主が警戒することを見越し、私は店主の前に小金貨を一枚置いた。店主は一筋の光明を見つけたような顔で、丁寧に鍵を開けて本を出した。


「あんたの旦那さんが持ってないことを祈るよ。この本に興味を持ったのなんて、まだこれが質草だった頃に見せてほしいと頼んできた変な子供だけだからな」


「変な子供って、どんな子供だったんだい？」


今日は何度も変なチビちゃんの話をしているせいで、何となく聞き返してしまった。


「初めて本を見たと言っていたが、いきなりべたっと地面に伏せて本に頬ずりをしたいとか匂いを嗅ぎたいと言い出したんだよ。あれには驚いたな。変な子供だった」


思わずブハッと吹き出す。フェルディナンド様が言ったマインの行動にとても合致がっちしたせいだ。


……マインか？　もしかしてマインなのか？　見てみたい。変な子供を見てみたい。


「何だ、知り合いかい？」


「いや、同じような変な子供の話を聞いたことがあるだけだ。同一人物かどうかは知らんが、大金貨一枚を払うから本を見せてくれと神殿に直談判じかだんぱんした子供がいたらしい」


「はぁ？　そりゃ幾ら何でも盛りすぎだろう。それだけ持っていたら買えるじゃないか」


「さすがにインクの匂いを嗅ぎたがったという話は聞いていないから別人だろう」


そう言って店主と笑いながら、私は同一人物に違いないと確信を持った。そんな珍妙ちんみょうな言動で本に近付きたがる変な子供が何人もいるわけがない。


「では、見せてもらおうか」


本を手に取って丁寧に開く。紋章が描かれていることが多い最後のページは丁寧に切り取られていた。紋章を見られると困る者から売られたようだ。もしかしたら盗品かもしれない。本は予想通り魔術に関する物で、平民のところに置いておく物ではなかった。


……買い取りたいが、金銭的に難しいか？


私はフェルディナンド様から預かっている革袋の中をちらりと覗いた。担保として出した小金貨の他にあと二枚の小金貨があるけれど、この装丁の本を買うには足りないだろう。


「どうだい？　旦那さんは持ってないかい？」


「持ってない本だった。できれば買い取りたいが、手持ちが今はこれだけしかないんだ」


私は革袋から二枚の小金貨を出した。ひどい貴族に騙された分くらいは補填ほてんしてやりたいが、貴族街へ戻らなければ手持ちがない。


「露天商は市の立つ日じゃないとここにいないだろ？　俺も今日ここを出るから……」


「十分だ！　売れる可能性なんてないと思ってたからな」


この本の価値を考えれば小金貨三枚は安すぎるはずだが、店主は大喜びで本を売ってくれた。






後日、私はフェルディナンド様から屋敷へ呼び出され、下町で集めた情報を報告した。


「……そういうわけで、生活圏では虚弱以外の情報が得られませんでした。けれど、マイン工房の活動範囲では優秀で変な子供として認識されているようですね」


私の報告にフェルディナンド様は「変なことは最初からわかっている」と呟いた。


「それから、こちらはおそらくマインが匂いを嗅ぎたがった本だと思われます」


私が雑貨屋で仕入れた「本に興味を示した変な子供」の話をすると、フェルディナンド様は少し遠い目になった。


「そういえば、初対面の時も顔を近付けて聖典のインクの匂いも嗅いでいたな」


……フェルディナンド様の前でもしていたのか！　本当にどんな子供だ、マインは？


「フェルディナンド様、この本を神殿の図書室に置きますか？」


「魔術の本だと其方が言ったではないか。この屋敷の図書室に置いておけ」


そう言ってフェルディナンド様は小金貨三枚を私の前に置いた。


雑貨屋で買い取った本はフェルディナンド様の屋敷の本棚に収められ、残念ながらマインが匂いを嗅げる本ではなくなった。


◆


「ユストクスがローゼマインに付けられた徴税官か……。本来はフェルディナンド様の側仕えで文官ではないのに、よく徴税官にねじ込めたものだ」


エックハルトの呆れた声に私はフッと小さく笑って首を振る。


「私は文官の資格も持っているし、フェルディナンド様が神殿に入られてからは城で文官仕事をしていたからな。信用できる文官がいないとフェルディナンド様が言って、アウブが私に命じれば退けられる者がいるはずがなかろう。父親であるカルステッド様も賛成なさったのだから尚更だ」


私達は会議室でフェルディナンド様とローゼマイン姫様がやってくるのを待っているところだ。これから私は初めて会えるのだ。その魔力量によって平民から青色巫女見習いとして取り立てられ、ベーゼヴァンス神殿長を排して領主の養女になったマインに。


……変な子供なのはわかっているが、さて、一体どんな姫様になったのか。


「あのフェルディナンド様が庇護していて、あれだけ情報収集にも苦労させられたのだ。どのような子供か、実に興味深い。兄になった其方はローゼマイン姫様をどう思う？」


「フェルディナンド様が楽しそうで何よりだと思っている。……できることならば二度と下町の調査はしたくないな」


下町での情報収集を手伝わされたことを思い出したのか、エックハルトが嫌そうに顔を歪めた時、扉が開いた。


「待たせたな、エックハルト、ユストクス」

            







あとがき






お久しぶりですね、香月美夜です。


この度は『本好きの下剋上　〜司書になるためには手段を選んでいられません〜　第三部　領主の養女Ⅱ』をお手に取っていただき、ありがとうございます。






今回は小神殿の孤児院にハッセの孤児が四人増えました。エーレンフェストの街とはまた違う生活をしてきた彼等とハッセに関わる面倒事です。ローゼマインは領主の養女になって権力を得ました。けれど、周囲への影響がわからないままに権力を使ったことで、ひどい目に遭っている孤児を助けたつもりのローゼマインは、ハッセの町民から見ると我欲で町の共有財産を奪う強欲な権力者になってしまいました。


人を陥れることも覚えろという課題をフェルディナンドに課されて、ギルベルタ商会の皆に泣きついて協力してもらいます。べそべそ泣いているローゼマインを助けてくれるのは、やっぱりルッツなのです。


やりたくないことを頑張っている時にヴィルフリートから「ずるい」を連発されたローゼマインは一計を案じます。一日の入れ替わり生活で得られた城の図書室での至福のひととき。代わりに神殿へ行ったヴィルフリートは大変な思いをしていましたけれど。


そして、第三部の大きな目的であるユレーヴェという薬の素材採集の始まりです。今回はシュツェーリアの夜という一年に一度の不思議な夜にできる紫色のリュエルの実を採りに行きました。ファンタジーな雰囲気が伝わると良いと思っています。






こちらは宣伝ですが、ＴＯブックスオンラインストア限定販売で「本好きの下剋上ふぁんぶっく」と「ローゼマイン工房紋章キーホルダー」が二〇一六年十二月二十日に発売されることになりました。気になる方はぜひ公式ＨＰをご覧くださいませ。


http://www.tobooks.jp/booklove/






今回の表紙はジルヴェスターとヴィルフリートが親子で登場です。ジルヴェスターの中身はこんなにカッコよくないですが、表紙なので領主らしいジルヴェスターをお願いしてしまいました。素敵でしょう？　椎名優様、ありがとうございました。


最後に、この本をお手に取ってくださった皆様に最上級の感謝を捧げます。


第三部Ⅲは春の初めになる予定です。そちらでまたお会いいたしましょう。






二〇一六年十月　香月美夜



            





    
  
  




    
  
  





    
  
  





    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




第三部　領主の養女Ⅲ



プロローグ


インゴと印刷機の改良


グーテンベルクの集い


冬の社交界の始まり


洗礼式とお披露目


子供教室


お茶会


奉納式


冬の素材収集


シュネティルムとの戦い


冬の終わりへ


教材販売


春の訪れとアンゲリカ


祈念式に向かって


ハッセへの罰


選別の扉


処分


春の素材と祈念式のお話し合い


女神の水浴場


フリュートレーネの夜


祈念式終了


エピローグ






冬のお披露目と子供部屋


神殿長の専属






あとがき


巻末おまけ漫画：しいなゆう
「ゆるっとふわっと日常家族」









    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




プロローグ


フランの主であるローゼマインが城から戻ってきた。平民から領主の養女になった彼女にとって城はまだ居心地の良い場所ではないようで、神殿の自室に戻ってお茶を飲むと表情が安心したように緩ゆるむ。お茶を淹いれていたフランは、主が寛くつろいでいる雰囲気を感じ取りながら一歩下がった。


「ねぇ、フランは側仕えを増やすことに関してどう思いますか？」


突然問われ、フランは唇の端を少し上げて笑みの形を作りながら必死に頭を回転させた。どのような経緯や理由があって言い出したことなのかを先に把握はあくしなければ、この幼い主はとんでもない方向に突き進むことがある。過去に孤児院の子供達を外に出す口実が必要だという理由で、孤児全員を側仕えに召し上げようとしたことはとても忘れられない。


「ローゼマイン様、どなたがそのようなことをおっしゃったのでしょう？」


「ヴィルマが言っていたのです。孤児院長、工房長、神殿長とわたくしは肩書が多い割に側仕えが少ないのではないか、と。わたくし、それまでは神殿長の側仕えとして普通の人数だと思っていたのですけれど、仕事量を考えると一人一人の負担が大きいことに気付いたのです」


ヴィルマの言う通りだった。ローゼマインの側仕えは五人いるけれど、ニコラとモニカは料理の助手にとられることも多く、まだ側仕えとして十分な働きができているとは言えない。実質、三人でほとんどの仕事を担になっているため、全く手は足りていない。しかし、ローゼマインの懐ふところ事情はフランが一番よく知っているし、フランの提案でデリアの代わりにニコラとモニカを増員してもらったのだ。これ以上側仕えを増やしてほしいとは、とても言えない。


「わたくし、神官長にも相談したのですよ。わたくしの側仕えを増やすことについて」


ローゼマインの言葉にフランはわずかに身を乗り出した。神官長フェルディナンドは前の主である。けれど、ローゼマインに仕えて自分に報告をするように、とフランに命じたのはフェルディナンドなので、フランにとっては今も半分くらいフェルディナンドが主だ。時と場合によってはフェルディナンドの命令や意見が優先される。ローゼマインの体調と読書に関しては特にである。


「神官長は何とおっしゃいましたか？」


「えーと……円滑えんかつに執務が進んでいるかどうかはわたくしが判断することで、足りないならば増やせばいいし、特に問題がないならば増やす必要もないそうです。自分で稼かせいでいるお金と神殿長に与えられる費用の他に、神官長が養父様から預かっている養育費があるから、側仕えを増やすかどうかの相談はフランとしなさい、とおっしゃいました。お金の問題は解決されているので、本当にわたくしの考え一つでどうにでもできることみたいです。増やした方がいいかしら？」


フェルディナンドから許可が出ていると知り、フランはやっと安心して増員について考えることができるようになった。


「工房の管理者を増やすことには賛成いたします。今はギルが工房の管理を一手に引き受けておりますが、これから先もハッセのような工房を増やすことになれば、ギルが不在になりますよね？　でしたら、ギルと共に工房の管理ができる灰色神官が一人は必要だと思います」


工房を増やすということになればギルベルタ商会が動く。その時に「工房からも人員を」と申し出があれば、ギルベルタ商会と一番繋がりが深くて外に出ることに慣れているギルが出ることになる。すると、ギルがいない間の皺寄しわよせは全てフランにくる。孤児院の男子棟の地階に工房があるので、最終的な管理は女性には難しいからだ。切実に成人男性の手が欲しいところである。


「わかりました。工房で働いている灰色神官の中からギルとルッツに選んでもらいましょう。あの二人とうまくやっていける人でなければ意味がありませんから」


フランの意見を当たり前のように受け止め、工房を管理する側仕えの選別をギルとルッツに任せるとローゼマインは言った。こういうところも変わった主だとフランは思う。自分の側仕えを選ぶのに、側仕えの意見が最優先で自分の意見を後回しにするのだから。ちなみに、フェルディナンドが側仕えを選ぶ時は徹底した実力主義だった。新しい側仕えが一人必要だと思うと、目についた者を一気に十人くらい召し上げて、仕事をさせて選別し、能力が足りないと判断された者はどんどんと孤児院へ帰されていた。


「……工房の管理者は二人に選んでもらうとして、孤児院はどうかしら？」


「孤児院の管理者を増やす必要はありません。ローゼマイン様が、ヴィルマを孤児院で生活させるための理由づけとして、それから、地階に灰色巫女みこがいなくなったことで幼い者に目が届かなくなったことを懸念けねんされて、ヴィルマを管理者に置きましたが、元々孤児院に管理者はいませんでした。側仕えとして遇ぐうされている管理者が何人もいたら、ローゼマイン様が孤児院長を退しりぞく時に次の孤児院長が困ると思われます」


ローゼマインが神殿業務に携たずさわるのは成人するまでだとフェルディナンドから言われている。これほど手厚く孤児を保護する体制が長く続くとは思えないし、次の孤児院長がその管理のために何人も側仕えを召し上げられるとは限らない。ローゼマインによって孤児院は大きく変わったけれど、他の人が引き継げない状態になるのは歓迎しがたい。


フランの言葉にローゼマインはポンと手を叩いて「そういえば、どうしてもヴィルマを側仕えにしたかったわたくしの我儘わがままで、孤児院に管理者を置いたのでしたね」と納得した声を出した。ヴィルマのおかげで孤児院の詳細を把握できているため、すっかり経緯を忘れていたようだ。


「では、神殿長室にはどうかしら？　一番必要そうに思えるのですけれど」


「神官長の側仕えのように、すでに仕事ができる者を引き抜けるのであれば、ぜひお願いしたいと思いますが、これから育てなければならない側仕えは必要ありません。モニカがとても優秀で努力家なので、新しい側仕え見習いを入れるのは彼女がきちんと育ってからで良いと思っています」


自分の負担を減らそうとしてくれているのはありがたいが、今は日常業務とモニカとニコラの教育で手一杯だ、とフランは正直に現状を伝える。ローゼマインは少しだけ残念そうに微笑ほほえんだ。


「少しでもフランの負担を減らせれば、と思ったのですけれど……」


主が自分の負担を減らしたいと考えてくれているのはフランにとって嬉しいことだ。じんわりと心の奥から湧わき上がってくる喜びを噛みしめるように味わいながら、フランは今の神殿長室の現状と、新入りの二人の教育がなかなか進まない理由を考えてみる。答えはすぐに出た。本来の側仕えの仕事ではない料理にモニカとニコラが時間を取られすぎているのだ。


……緊急で必要なのは神殿長室の側仕えではなく、料理人ですね。


「ローゼマイン様、できれば料理人を増やしていただけませんか？　少し前まではフーゴとトッドとエラの三人で行っていた仕事を、エラ一人で行うのは無理があります。それに、ローゼマイン様がご不在の時はモニカとニコラが料理をしていますが、料理は側仕えの仕事ではありません。ローゼマイン様が城へ行っている時も神殿に残る料理人を手配していただけると助かります」


ローゼマインが冬籠ごもりの間、エラの助手をニコラとモニカにお願いした関係から二人が側仕えに召し上げられたという経緯があるので、当たり前のように二人は厨房ちゅうぼうへ出入りしている。けれど、それで側仕えの仕事が疎おろそかになるのは本末転倒である。


フランの指摘にローゼマインは「そういえば、料理は側仕えの仕事ではありませんでしたね」とわかりやすく頭を抱えて悩み始めた。ローゼマインは頑張って貴族らしい振る舞いを身に付けてはいるけれど、時折ひょこっと隙すきが出る。フランはブリギッテの視界にローゼマインの平民っぽい仕草が見えないようにそっと立ち位置を変えた。ローゼマインが平民出身であることを知っているダームエルも気が付いたようで、さりげなくブリギッテに話しかけて注意を引いたのが見える。


「フラン。料理人を増やすためにイタリアンレストランの新人をまたこちらで育てられないか、ベンノに相談してみます。それで料理人は何とかなるでしょう」


フランが予想していた通り、顔を上げた時にはローゼマインはきちんと取り繕つくろった表情と振る舞いになっている。それができるとわかっているので、フランは敢あえて指摘はしていない。


「料理人は増やしますけれど、ニコラはいつも楽しそうに厨房へ行くでしょう？　あの様子を見ていると、ニコラには料理人の助手の方が合っている気がするのです。料理を辞めさせるのではなく、料理の助手をさせて別の側仕えを入れることを考えた方が良いと思うのですけれど……」


いくら好きそうだからといっても、側仕え見習いを料理人助手にしようと思う者は他にいないだろう。でも、ローゼマインの金色の瞳には、すでに決めてしまっている光があるし、自分の側仕えにどのような仕事をさせるのか決めるのは自由だ。


「その辺りの采配さいはいはローゼマイン様にお任せいたします」


「では、これから工房へ向かいます。ギルとルッツに誰が適任てきにんか聞きたいのです」






フランは先触れとしてモニカを工房に向かわせ、ローゼマインと護衛ごえい騎士のダームエルを先導しながら工房へ移動した。秋の終わりが近付く工房の中は、人数が多いためか回廊かいろうに比べるとずいぶんと温かいように感じる。皆が手を真っ赤にしながら今年最後の紙作りをしていた。


「ローゼマイン様」


姿を見つけて駆け寄ってきたギルとルッツにローゼマインが工房管理のための側仕えの必要性を説明し始めた。自分の居場所を得るために努力していたギルを刺激しないように丁寧ていねいに言葉を選んでいるのがわかって、フランは領主の養女になっても変わらない様子にフッと笑みを零す。


「これからもハッセのような工房を増やすつもりだけれど、その度にギルが不在になるでしょう？　その間工房を任せられると思う灰色神官を二人に推薦すいせんしてほしいと思っています。ギルベルタ商会と上手く付き合ってくれなければ困るし、ギルと仲が良くない人では困るのだけれど……」


ローゼマインの言葉に工房内を見回しながら少し考え込んでいたルッツとギルは、思い当たる人物があったようでそれぞれ名前を挙げた。


「フリッツかバルツが良いのではありませんか？」


「ノルトかフリッツなら任せられる……と思います」


どちらにも共通しているのがフリッツだ。フランは彼について知っていることを思い出す。貴族階級に戻ったシキコーザという青色神官に仕えていた元側仕えの灰色神官である。シキコーザがとても我儘な主で、フリッツは非常に我慢強い性格をしていると思ったことがフランにはあった。元側仕えなので立ち居振る舞いも問題はないし、工房だけではなく神殿長室の仕事もできるはずだ。


「ローゼマイン様、フリッツならば側仕えに召し上げても大丈夫だと私も思います」






「……そういう流れでニコラを料理人助手にし、部屋や生活用品など迎え入れる準備ができたら工房の管理人としてフリッツを側仕えに召し上げることになりました。ギルベルタ商会と相談の上、新しい料理人も入れることになりそうです」


フランはいつも通りに神官長室でフェルディナンドに報告をする。ニコラに料理を任せたいと言ったところでフェルディナンドが眉まゆをピクリと動かしたことがわかったけれど、フランは報告を続ける。全ての報告を終えることを優先させるようにフェルディナンドから教育されたからだ。


「側仕え見習いに下働きの仕事をさせるのはどうかと思う。ローゼマインが料理人助手として買い取り、地階へ移動させるわけではないのであろう？」


「側仕え待遇のまま、料理の仕事をニコラにさせるおつもりのようです。……けれど、特に問題はないでしょう。芸術に没頭ぼっとうしていたクリスティーネ様が詩作や音楽を側仕えの仕事にしていたように、珍しいことではありますが、料理を側仕えの仕事にしても構わないと思います」


フェルディナンドは少し驚いたようにフランを見つめて「ローゼマインにずいぶんと毒されていないか？」と真面目に心配するような口調で言った。フランは自分の手を見つめる。あまり自覚はないけれど、色々なところでローゼマインの影響を受けているのは間違いないだろう。フェルディナンドに仕えていた時と同じようにはいかないのだ。


「それにしても、話を聞く限りではフランの負担がずいぶんと大きそうだな。どうしても必要ならばここから一人移動させるか？」


「大変ありがたいお話ですが、それでは神官長のご負担が増えるでしょう」


フランが辞退すると、フェルディナンドは軽く首を横に振った。


「城の業務が減った分、こちらには少し余裕ができた。カンフェル達のように新たな側仕えを育てることもできるので、ローゼマインに願い出るように言っておきなさい」


ローゼマインが作り出した時間を彼女のために使うフェルディナンドがフランには微笑ましく思えた。本当に余裕ができたのだと実感し、嬉しく思っていると、フェルディナンドもわずかに眉間の皺を緩めた。


「ローゼマインもフランも他人のことばかりを気にするのだな。主従は似るのか？」


「……以前、ローゼマイン様も同じことをおっしゃいました」


ローゼマインは以前、真面目で堅物かたぶつで仕事人間とフランとフェルディナンドの二人を評し、「主従は似るのね」と言っていた。それを聞いて嫌そうにフェルディナンドが顔をしかめる。フランが仕えていた頃は、そんなふうに表情を崩すフェルディナンドを見ることは滅多めったになかった。


……神官長もずいぶんとローゼマイン様に毒されているようですよ。

            





インゴと印刷機の改良


「ローゼマイン様、ギルベルタ商会の手紙をルッツから預かりました」


就寝前に行われる今日の報告で、ギルが手紙を差し出してきた。わたしはそれを受け取りながら首を傾かしげる。このように改まった手紙を受け取ることは少ない。いつもはギルとルッツを通して「今度都合が良い時にベンノさんも呼んでくれると助かる」とか「旦那様が時間取ってほしいって」というように直接やり取りをすることが多いのだ。


……何かあったのかな？


カサリと手紙を広げて目を通せばギルベルタ商会からの正式な面会依頼で、印刷機の改良について隠し部屋へインゴを入れて話をしたいという内容だった。


……これは困ったね。どうしよう？


わたしの素を知る者はできるだけ少ない方が良い。わざわざ正式な面会依頼を出してくるのだから、ベンノが必要だと考えていることは伝わってくる。けれど、ルッツ達と違ってあまり馴染なじみのないインゴを隠し部屋に入れて話をすることには少し躊躇ちゅうちょしてしまう。


思わず「うーん……」という唸うなり声が漏もれて、わたしは急いで口元を押さえた。笑顔で取り繕って、返事を待っているギルを見上げる。


「ギル、返事を書く前に一度詳しい話がしたい、とルッツに伝えてちょうだい」


「かしこまりました」






「ねぇ、ルッツ。どうしてインゴがわたしと話をしたいと言ったの？　印刷機は灰色神官達と改良していく、って話じゃなかった？」


次の日、早速ギルがルッツを呼んでくれたので、わたしは孤児院長室の隠し部屋でルッツと向き合った。印刷機の改良についての話し合いをすると聞いていたけれど、問題があったのだろうか。


「インゴが工房に来てくれて、改良する話をしていたんだけどさ……」


今、工房にある印刷機は一番シンプルな形に作られている。金属活字で版を組んで組版くみはんを固定して置く箱のような物を作ってもらっているので、版にインクを塗って紙をセットした後、その箱を圧縮盤あっしゅくばんの下に置いてプレスするようになっている。一応圧搾機あっさくきを改造したものだが、形も何もほぼ圧搾機だ。インクや紙を置く場所は隣に台を準備しているし、本来ならば、版や紙をセットした台を押したり引いたりすることで、圧縮盤にセットできるはずなのに、それさえ手動でやっているのだから、印刷機として考えるとかなり使い勝手が悪い。そのため、灰色神官達からの改良案を聞いて少しずつ手を加えていくという話になっていた。


皆が色々と話している中、ルッツはインゴに「こんな感じで改良できないか」とわたしが口にしていた完成形の話もしてみたらしい。最初は、「ふんふん、なるほど」と相槌あいづちを打ちながらルッツの話を聞いていたインゴだったけれど、話が終わると怖い顔で「詳しく知っている奴がいるだろう」とルッツやギルに向かって凄すごんだらしい。


「改良するんだから、より良く完成された物を知っている者がいるなら意見を出させろ。無駄な試行錯誤しこうさくごをさせる気かって怒鳴られてさ……。オレは平気だけど、職人の荒さに慣れていない灰色神官達は怖がるし、話し合いは進まないし、大変なことになったんだ」


工房の混乱状態を説明してルッツは「でも、インゴの気持ちもわかるんだよな」と肩を落とした。


わたしが知っている印刷機よりもっと良い物が生まれるかもしれないので、試行錯誤は無駄ではないと思うのだが、職人として参考にしたいと言われれば反論の余地はない。


「もちろんオレだって、お前は以前と違って神殿長になったからもう外には出られなくなったし、簡単に話もできなくなったとは言ったんだぞ。でもさ、下町をひょいひょいと歩く変わったお嬢様だったんだから下町の人間でも直接話をしようと思えばできるだろうって言われたんだ。現に、お前は印刷機の話をしているはずだ、と言われたら何も言い返せなかった」


平民であるルッツがわたしと印刷機について話ができるなら、実際に作る職人であるインゴとも話ができないはずはない、とずいぶん粘ねばられたらしい。インゴは下町を気ままに歩いてベンノやルッツと一緒にインゴの工房まで注文に行ったわたしを知っている。たとえ貴族でも下町の職人と普通に話ができるお嬢様だと認識されてしまっているようだ。それでも、貴族の危険さを知っているはずの下町の人間がそこまで食い下がるとは珍しい。


「なるべく貴族には深入りしないのが普通の職人だと思うんだけど……大丈夫なの？」


「それはそうだけどさ、お前からの注文は絶対に満足できる物に仕上げなきゃダメなんだ。この先に関わるからインゴも必死なんだよ」


ルッツによると、インゴはとても若い時にベルーフの資格を得て独立した木工工房の親方で、ベンノより少し年上の三十三歳だそうだ。血縁や婚姻こんいんによって工房を引き継ぐならば若い親方もいるが、独立して自分の工房を持てる親方は四十歳以上が多い。インゴが三十代前半ならかなり若い部類に入る。だから、インゴは木工協会の親方の中では下っ端扱いされていて、大きな仕事がなかなか回ってこないそうだ。本物の祝福を与えられる神殿長として有名になっているわたしの専属と協会に認められれば、待遇たいぐうも全く変わってくるので必死らしい。


「……あれ？　インゴって、わたしの専属じゃなかったの？」


冬の手仕事の材料や印刷機の注文をしているので、わたしは自分の専属をインゴだと思っていたし、勝手にグーテンベルク仲間に入れていた。わたしの言葉を聞いて、ルッツが腕を組んだ。


「それが微妙なんだ。お前、神殿長としてハッセの神殿の時に旦那様とギルド長を通して木工協会に直接注文しただろ？　完成の早さが最優先だったから仕方なかったけど、本来はお前から専属であるインゴにまず話があって、それから、インゴが采配さいはいを振るって仕事を分けたはずなんだ」


ハッセの小神殿に関する依頼は神殿長の名前で行われた。実際に木工協会へ話を持っていったのはギルド長やベンノで、この二人はわたしの代理人という扱いになっていた。どこからどこまでを誰の専属が……と話し合う時間さえ惜しかったので、木工協会に仕事の割り振りを丸投げしたのだ。


けれど、その代表者にインゴの名前はなかった。本来ならば、わたしの専属として采配を振るうはずだったインゴは木工協会から話を聞いた時も寝耳ねみみに水で、本当にわたしの専属なのかと木工協会に疑われたそうだ。木工協会に直接注文したのでハッセの小神殿は期限内にでき上がったけれど、今のインゴの立場はとても微妙なものになっているらしい。


「インゴは今までに神殿長の依頼を受けたことがあるけど、満足させられなかったのか、専属扱いされていない、という評価を受けているんだってさ」


それは職人生命に関わる評価だ。多少の危険を冒してでも専属を勝ち取りたいと思っても不思議はない。忙しさと効率で周りが見えていなかったためにわたしが引き起こした事態なので、インゴの名誉を回復させるのはわたしがしなければならない。


「……わかった。ここでお話をしよう。ローゼマインになった経緯けいいを知らないマイン時代の知り合いと交流するのはいい顔をされないけど、わたしもできれば直接話がしたいと思っていたんだよね」


どの程度の改良がされるのか、どんな風に変わるのか、わたしもインゴから話を聞きたいとは思っていたのだ。インゴに貴族と関わる覚悟があるならば話をするのは構わない。






面会依頼の手紙に返事を出し、約束した日、ベンノとルッツがインゴを連れて孤児院長室へとやってきた。貴族と会うのだから、とインゴは全身を洗われたようで、わたしの記憶にある汗臭くて、無精髭ぶしょうひげの生えた職人の姿とはずいぶん違って見える。工房で見た時はタオルのような布を頭に巻いて、バンダナのようにしていたのでわからなかったが、髪は黄土色で目は明るい青色だ。薄汚れた作業着ではなく晴れ着を着せられているので、工房で見た親方の姿とはまるで別人だった。


ベンノが貴族に向ける長い挨拶をして、わたしもそれに返事をする。職人であり、直接貴族とやり取りすることがないため、何を言えばいいのかわからないインゴは黙って跪ひざまずいているだけだ。


「では、あちらへ参りましょうか」


「恐れ入ります」


隠し部屋へ入り、扉を閉ざすとベンノがインゴの肩を軽く叩いた。


「インゴ、ここでは喋しゃべっても良い。ローゼマイン様が目溢めこぼししてくれることになっている。今日は言葉遣いにはうるさく言わんが、態度や暴言ぼうげんには気を付けろ」


「それは良かった。旦那と一緒に来たものの、何の話もできねぇんじゃ、と思っていたからな」


インゴがゆっくりと息を吐いた。そして、真剣な青い目でわたしを見る。貴族に相対する緊張と不安と恐れが入り混じり、それでも、逃げ出すことはできないと決意したような強い目だ。


「嬢ちゃん、いや、神殿長か。一つ聞きたい。重要なことなんだ。俺は神殿長の専属なのか？」


「わたくしは専属だと思っています。……ハッセに関しては期限の問題があったため、木工協会に直接依頼をしてしまって、インゴにはずいぶんと大変な思いをさせてしまったようですけれど、インゴはわたくしの期待に足る仕事をしていると評価しております」


「……そうか」


ふぅっと安堵あんどの息を吐き、インゴの肩から力が抜けた。かなり思い詰めていたようだ。悪いことをしたな、と思っているわたしの前で、インゴはぐるりと一度肩を回して、今度は職人らしい妥協だきょうを許さない顔でわたしに向き合った。


「じゃあ、印刷機の改良について神殿長が知っていることを全部教えてもらいたい。俺は少しでも良い物を作りたいんだ」


どうせ作るならば、より良い物を作りたい。より良い物を知っているなら、洗いざらい喋れ、と青い目が雄弁ゆうべんに物語っている。麗乃うらの時代の知識にあるグーテンベルクが作ったブドウの圧搾機を改造した印刷機も、段々と改良が加えられて金属の物へと変化していった。今の工房にある印刷機は完全に木製で、グーテンベルクが作った印刷機にさえ機能が追い付いていない可能性が高い。


それを一体どこまで改良できるだろうか。わたしは映像で見たプランタン・モレトゥス博物館の印刷機を思い出す。現存する最古の印刷工房。できれば、あのレベルまで改良したいと思っているが、詳細な設計図を描けるほど詳しく知らないのだ。


「今は組版の箱に紙を置いて、直接圧縮盤の下に置いていますよね？　でも、できれば、こういう台を付けて、押したり引いたりして出し入れできるようにすると、すごく楽になるのです。わたくしが知っている物は、横にあるハンドルをこんな風にぐるぐると回したら、出し入れできたのですけれど……」


わたしが紙に簡単な図を描いたり、身振り手振りで訴えたりしてみても、インゴは難しい顔で唸るばかりだ。知らないものを想像するのは難しいと思う。まして、それを作るとなれば尚更なおさらだ。


「今は圧搾機を元にしているのでネジ式ですが、『てこの原理』を利用した方が楽に印刷できるのです。ただ、どんな風にてこの原理が利用されていて、どんな風に設計されているかは知りません」


「テコノゲンリ？　何だ、それは？」


わたしは書字板に書き込んで、支点、力点、作用点とてこの原理を説明したけれど、インゴは不可解ふかかいそうに首を傾かしげるだけだった。まだ大幅な改良は難しいようだ。


「うーん、台を作って出し入れくらいは何とかなるかもしれんが、木材が重いからな。滑すべらせるなら、金属が必要になるだろう？」


「はい。一部に金属を使うことで、安定度や速さが向上すると思います。わたくしの専属の鍛冶かじ職人に声をかけましょうか？」


強度や安定度を得るために、金属を使おうと思うのならば、ヨハンとザックにも声をかけた方が良いだろう。それに、ロウ原紙を作るためのローラーを何種類も設計してくれたザックならば、わたしの説明をできる範囲で形にしてくれるかもしれない。


「とりあえず、神殿長の頭の中にはずっとすごい改良版があることはわかった。そして、それが難しすぎて他の奴には通じないこともな。……できる範囲で形になるように、鍛冶職人とも話をしてみたい。今まで神殿長の依頼を受けてきた職人なんだろう？」


「はい。成人したての二人なのですが、色々な依頼を受けてもらっています。グーテンベルクとして印刷業を広げてもらうために必要な、わたくしの自慢の職人です」


わたしがヨハンとザックについて話をすると、インゴは興味深そうに目を輝かせた。

            





グーテンベルクの集い


インゴが印刷機を改良するのに金属も取り入れると決意したので、わたしはベンノに次回はヨハンとザックも一緒に連れてきてもらえるようにお願いする。


「……本当に良いのか、インゴ？」


ヨハンとザックを呼ぶのは、わたしにとって当たり前のことに思えたのだが、あり得ないことだ、とベンノが言った。本来は、木工工房に依頼された物に鍛冶工房が設計の段階から関わることはないらしい。あくまで依頼を受けるのは木工工房なので、木工工房で設計され、その上で必要な部品を鍛冶工房に頼むという形を取るそうだ。


「木しか扱っていない俺には、どんなふうにどんな金属を使えば良いかわからないからな。専門に扱っている奴に聞くのが一番だ。依頼主である神殿長が満足するのが大事なんだ」


インゴは異業種との話し合いの上で設計するという前例のないことを行う、と宣言する。


「……異業種間での意見交換は普通のことではないのですか？」


「家具や扉を作る上で、鍛冶工房に蝶番ちょうつがいや釘くぎの注文をしたことはあるが、設計の段階では異業種どころか、余所の工房と話し合うこともない」


誰が依頼を受けたのか、どこが利益を得るのかを明確にするためだ、とインゴは言った。おそらく、専属を決める制度も似たような理由でできているのではないかと思う。


「お貴族様である神殿長には職人のことはわからないか……」


仕方がないと軽く頭を振るインゴの向こうで、何でわからないんだ？　と言わんばかりにジトリとした目でわたしを見ているベンノやルッツがいる。


……生粋きっすいのお貴族でなくてもわかりません。ごめんね。


わたしは父さんが兵士だし、母さんもトゥーリも工房で雇われているだけなので、工房を背負って立つ職人の事情にも疎うとい。もしかしたら、本を作り出すことに夢中で、そういう世の中の仕組みに全く興味を持っていなかったせいかもしれない。


「では、わたくしもなるべく色々な改良点について考えてみますね」


「あぁ、頼んだ」


インゴが帰った後、わたしはなるべく印刷機について思い出しながら、改良点を書き出していく。設計ができないので言葉や図だけだが、何かの発想のきっかけになれば良いと思う。






数日後、呼び出されたヨハンとザックが辺りをきょろきょろと見回しながらやってきた。ヨハンは純粋に「今度は何をさせられるのだろう」という不安が顔に出ていて、ザックは「院長室に何か面白い物が転がっていないか」というような好奇心に溢あふれた顔で部屋を見回している。


「そういうわけで、印刷機の改良に金属も使いたいと考えて二人を呼びました。協力してください」


事情を説明して協力を求めると、すぐに「わかりました」と返事したヨハンと違って、ザックは不満そうに鼻の頭に皺を刻んだ。


「協力と言われても印刷機は木工工房への依頼です。ウチの工房への依頼ではないので、こちらには何の利益にもならないじゃないですか」


「お金はもちろん払うつもりですけれど？」


わたしが首を傾げると、違う、とザックは首を振った。


「お金だけの問題じゃない。余所の仕事を手伝っても、鍛冶協会での評価は上がらないんです。だから、依頼に来る客が少なくて、他人の仕事ばかり手伝っているヨハンは技術だけあっても評価が低い。細かい仕事が得意なヨハンが手伝えば、依頼を受けた職人の評価は上がり、工房の評判にはなる。でも、ヨハン個人の評価が上がらない。俺はそういう仕事はしたくないです」


ザックの説明で、技術の割にヨハンの評価が低い理由を知った。


「ザックは評価に繋がらないと言ったけれど、金属の部分を鍛冶工房に注文すればヨハンやザックの評価に繋がるのではなくて？　わたくし、インゴにそう聞いているのですけれど？」


印刷機の注文はインゴの工房に、金属部品の注文はザックとヨハン、それぞれの工房に。そうすれば、普通の依頼と大して変わらないと思っていたのだが、わたしが間違っているのだろうか。インゴに視線を向けると、間違っていないというように一つ頷うなずいてくれる。


「……細かい仕事はヨハンの方が圧倒的に上手いじゃないですか」


工房の隅に置かれているロウ原紙を作るためのローラーを例に挙げてザックは悔しそうに呟いた。ヨハンが作った機械は、ザックが作った機械よりも使いやすかった。設計したのに自分では作れずに終わったザックが悔しそうに奥歯を噛んでいたことは知っている。ヨハンの技術力の高さを理解したことで生まれた苛立いらだちだ。


「部品の仕事はヨハンに行くに決まっています。俺の評価には繋がらないじゃないですか」


いくら考えても結果をヨハンに取られる、とザックが灰色の目を伏ふせた。以前は、できるわけがないと言いながらヨハンに自分の設計を見せたり渡したりしていたが、今は、実現してしまうヨハンの技術をザックが非常に警戒けいかいしているのがわかった。けれど、それでは困る。お互いがお互いを警戒していては、自由な意見交換ができず、新しい発想が出てこなくなってしまう。わたしは曖昧あいまいな説明や希望を形にしてくれるザックの発想力に期待しているのだ。


「部品を作るのはヨハンの方が確実ですけれど、発想と設計は圧倒的にザックの方が優秀ではありませんか。わたくしは印刷機の改良においてザックの発想力にこそ期待しているのです。ザックの設計図をわたくしが購入するという形では鍛冶工房の評価を取れないのですか？」


わたしがザックの発想の結晶である設計図を買い取りたいと言うと、ザックは思いもよらないことを言われたように目を丸くしてわたしを見た。


「設計図を買うだって？　何を考えてるんだ？　品物じゃないぞ？」


驚きのあまり素の言葉遣いになっているザックを見て、わたしはまたもやカルチャーショックを覚えた。設計図を買うという行動がここでは異常らしい。


「設計図はザックの考えた物でしょう？　それを作りたいと思うのですから、設計図には十分な価値があるではないですか。わたくしはザックの設計図を購入したいと思っています。商品が設計図だと考えれば、ザックの評価に繋がりませんか？」


「え、えぇーと、それはつまり、俺に設計図を注文して、それを買うって言うのか？……ローゼマイン様は、時々ビックリするようなことを言うな」


ザックが目を瞬またたかせながら手をわたわたと動かす。どうしてそこまでビックリされるのかよくわからない。首を傾げるわたしを見ながら、ヨハンが経験者の余裕を見せてザックの肩を叩いた。


「ザック、ローゼマイン様がビックリするようなことを言うのは時々じゃない。いつもだ」


いきなりお祈りとかしないだけ今日はマシだ、と呟つぶやくヨハンに、わたしはむぅっと唇を尖とがらせる。そんなわたし達のやり取りを見ながらじっと考え込んでいたザックが灰色の目を光らせた。


「設計図はお客との話し合いで作られて、それが品物になるから設計図を売るということはないんです。以前に作った商品と同じ物が欲しけりゃ、お客の紹介で新しいお客が付くから設計図を余所よそに流すこともないし……。設計図を売るなんて考えたこともなかったけど、依頼されて設計図が商品として扱われるなら、俺の評価にも繋がります」


ベンノを通して設計書の依頼をザックに出すということで、ザックは納得して印刷機の設計に協力してくれることになった。


「それで、ローゼマイン様は一体どう改良したいんですか？」


「今の印刷機は全て木製ですが、強度と印刷の正確さを向上させるために、一部を金属にしたいと考えています」


わたしは記憶にある限りの絵や説明を書き込んだ図を取り出して広げる。


「まず、印刷機にこのように動く台が欲しいです。組版を置いて、こうして紙をここにおいて、こちらの板を折りたたんで固定した後、この圧縮盤の下にグッと移動させたいのですが……」


図を示し、身振り手振りでどんなふうに動くか説明した。ザックはぶつぶつと何やら言いながら聞いていて、ヨハンは難しい顔をしている。


「最低限、金属を取り付けて滑りやすくしたいと考えています」


「あぁ、それなら……」


ヨハンがホッとしたように「できる」と言ったが、ザックは挑戦的に灰色の目をきらめかせた。


「……最低限だって？　じゃあ、最高は？」


「この台がハンドルを回すことで動くようにできると良いのですが、わかりますか？」


ハンドルを持ってぐるぐると動かすパントマイムに、ザックが腕を組んで唸る。


「ハンドルで台を動かす……？」


「糸巻きの方法を応用して台を動かす方法もありました。何かの参考になりますか？」


「ふーん、糸巻きか……なるほどなぁ」


なるほど、と言うのだから、何か思いついたのだろう。さすが発想のザック。グーテンベルクの称号に相応ふさわしい。ザックの考えがまとまるのを待っていると、インゴが青い瞳でわたしを見据みすえた。


「神殿長、他には何かないか？　実現可能かどうかは置いておいて、どのような改良をしてほしいのか、どんな物を作ってほしいのか、思いつく限り言ってくれ」


インゴは簡単に「思いつく限り」なんて言うけれど、言ったところで理解できるとは思えない。


「思いつく限りを言っても良いのですか？　多分、実現できないと思うのですけれど」


「できる、できないじゃない。今のザックのようにちょっとした一言で、できるようになるかもしれない。他の何かに使えることがあるかもしれない。何でもいいから思いつく限り述べてくれ」


インゴの言葉にザックが大きく頷き、期待の眼差まなざしでわたしを見てくる。期待されているならば、できるかできないかは関係なくどんどん無茶振むちゃぶりしてみよう。


「わかりました。では、『スプリング』の利用も考えてほしいです」


「スプリング？」


「金属で作る物ですから、鍛冶工房で扱っているのではないかしら？　このような物ですけれど」


わたしが図を描いて利用方法を述べると、ヨハンはポンと手を叩いた


「あぁ、バネか。……それを印刷機のどこにどうやって使うんです？」


「存じません」


「はい!?」


そんな目で見られても、知らないものは知らない。印刷機の改良の歴史は読んだことがあっても、詳細な設計図なんて載っていなかったし、たとえ載っていたとしても詳細に覚えているわけがない。


「圧力を加えるための圧力盤の上下運動を助けるために使われているということくらいしかわたくしは存じません。これから作る印刷機に取り入れられるのか、どのように取り入れれば有効なのかは、貴方達、職人に任せます。上手く使えば便利になるでしょうけれど、絶対に使わなければならない物ではありませんから」


改良の歴史の中から、わたしが覚えていることだけを述べているだけなので、本来はもっと小さな改良点や、わたしが知らない工夫がたくさんあるはずだ。それでも、わたしが言ったことを取り入れて、新しい印刷機を作ることができれば、印刷機の歴史が一気に百年から二百年ほど動くことになるだろう。けれど、「できたらいいな」であって、「できなければならない」とは思っていない。


「あ、でも、どうせ改良するのですから、もう一つ」


ザックが目を剥むいて「まだ改良点があるのか？」と叫んだ。思いつく限り述べろと言ったのは、ザックやインゴなのに何故そんな驚いた顔をするのか。


「これは印刷機を根本から変えることになるので、すぐにはできないと思っています。今は圧搾機を利用して作っているのでネジ式なのですけれど、いずれは『てこの原理』を使った印刷機ができれば良いと思っています」


「あぁ、テコノゲンリか……」


前回に説明を聞いていたインゴは理解できなかったことを思い出して眉を寄せ、ヨハンとザックはきょとんとした顔になった。わたしはインゴに説明したように、てこの原理について説明する。この原理も建築や石工の現場では使われているのではないか、と具体例を出しながら説明すると、皆が、あぁ、と納得の声を出した。


「原理はわかったけど、どうやって印刷に利用するのか、全くわからないな」


肩を竦すくめたヨハンの言葉を、ザックは首を振って否定し、目を輝かせる。


「お前、何言ってるんだよ!?　これはすげぇんだぞ。小さな力で大きなものが動かせるんだ。印刷機で一番力を使うのはこの圧縮盤を動かすことだろう？　これが小さな力でも動かせるようになれば、楽に印刷ができるってことだろう？　それに、利用方法は印刷だけに留まらないじゃねぇか」


「やっぱりザックの発想はすごいですね。ザックが言った通り、『てこの原理』もバネも他のことに応用できます。個人的にはバネを使ってベッドを作ってほしいですけれど、まずは、印刷機です。何を置いても、最初は印刷機です」


寝心地の良いマットレスよりも本の方が大事だ。印刷機さえできればバネやてこの原理をどう利用して新しい物を作り出そうと、わたしの関知するところではない。


「とりあえず、色々設計図を描いてみます。……お買い上げいただけるんですよね？」


「えぇ。印刷機の設計ということでザックの工房には依頼を出しておきますね。そして、良いと思ったものは全て買い取ります」


ザックがあれこれを考えている顔になった。色々と頭の中にアイデアが溢れているようだ。そんなザックを見ながらインゴはゆっくりと息を吐く。


「はぁ〜、若いのにすごいな。俺は神殿長が何を言っているのか、全くわからなかったぞ」


「ザックが考えてきた印刷機の中で実現可能な物を選んで、実際に作るのがヨハンとインゴの仕事ですもの。柔軟じゅうなんで自由な発想が得意なザックに設計に関しては任せておけば良いのです」


適材適所てきざいてきしょです、と胸を張るわたしにヨハンはゆっくりと息を吐きながら首を振った。


「今は絵本しか作っていないのですから、印刷機の改良を急ぐ必要はないのではありませんか？」


「絵本を作っているうちに印刷機を作っておかなければ、後で困るでしょう？　何を言っているのですか、ヨハン？　グーテンベルクとしての自覚が足りませんよ」


ヨハンが「自覚なんてないです」と言いたげな顔でこちらを見ているが、無視だ。ヨハンはグーテンベルク。これは譲ゆずらない。


「ザックが設計をしている間に、インゴとヨハンには別の依頼があります」


わたしは二人に設計図を差し出した。インゴには活字ケースや植字しょくじ台、それから、ステッキやインテルに関する依頼を出しておくことにした。


「活字ケースと植字台？……このステッキやインテルってどういう物だ？」


「活字ケースは使用頻度ひんどや個数によって枠の大きさや位置を考えた、金属活字を入れるための箱です。植字台は活字ケースが納められた台で、植字を行うための作業台ですね」


ここに活字ケースが納められていて、ここに原稿を置いて、こんな風に組むと説明すると、インゴは理解できたように頷いた。


「こっちのステッキとインテルは何だ？　ケースや台に比べるとずいぶん小さいな」


「ステッキは活字を組むために使う細長い木の箱です。前にも作ってくださったでしょう？」


「言われるままに作ったが、何に使うか全くわからないんだ」


ステッキは側面がコの字だったり、Ｌ字だったりしてどこかが開いているため、厳密には箱とも言えない。一行の活字を組めなくては困るので、長さはＡ４の短辺くらいで片手で持てる五、六センチくらいの幅をしている。植字台ではこのステッキに活字を一文字ずつ並べていくのだ。


「ステッキに活字を入れるなら、このインテルは何に使うんだ？」


「インテルはステッキに最初に入れる細長い板です。たった一枚で一行の幅を決め、行間を揃そろえる優れものですよ」


高さは印刷に影響しないように金属活字よりやや低く、横の長さが本文の一行の長さを決めるために使われ、縦の長さは行間を決めるために使われる。一行活字を組み終わったらインテルを挟んで次の行を組むので何枚も同じインテルが必要になる。


「冬の手仕事のために同じ大きさの板を準備してくれるインゴの工房ならば、インテルも作れると思うのです。大丈夫ですよね？」


「大きさを揃えるのが意外と大変なんだよな。見習いの修行にはちょうどいいが……」


インゴはそう言いながら引き受けてくれたが、ヨハンは設計図を見て難しい顔で鳶色とびいろの目を細めている。ヨハンには込め物の数々とセッテンを依頼したのだが、それほど難しい物はないと思う。


「ヨハン、何かわからないものがありましたか？」


「ローゼマイン様、セッテンとは何でしょう？　ずいぶんと薄い金属の板のようですが」


「あぁ、セッテンはステッキにインテルを入れた後、インテルにぴたりと添そわせて並べるのです。金属活字を滑りやすくするための物ですよ」


滑らせるために使うのだから、薄くて真っ直ぐな金属板でなければならない。ヨハンの手腕しゅわんに期待している。


「それに、このスペースというのは、すでにいくつも作ったんですが……」


「スペースは作ってもらいましたけれど、クワタとジョスはまだでしょう？　それに、文字ばかりの本を作ろうと思えば、フォルマートもいずれ必要になるのです」


スペースは文字と文字の間に挟はさんで全角以下の細い空白を作る時に使われるもので、クワタは二文字以上の空白が必要となる文末に使われるため、長さの違うものがいくつも必要になる。今はスペースを使って文末を埋めているが、長い空白を作るためにはクワタがあった方が作業効率は上がるのだ。


ジョスは何行もの空白を作る時に使われる。装飾的な文字や小さなイラストを入れるための空白だったり、改ページで余白が必要だったりする時にドンと大きく入れるのだ。軽くするため、中を空洞に設計している。


フォルマートはジョスよりも大きな込め物で、大きなイラストを入れる時や見開きで二ページを一度に印刷する時にページの余白を作る時に使われる。ページとページの間を空けたり、天と地の余白を作ったりするために必要になる。


「今は絵本で本文の一ページしか印刷したことがないので必要なかったのですけれど、絵本を作り終わったら使うのです。文章が詰まった大人向けの印刷を始めようと思えば、数が必要になるので、早目に準備しておきたいと思っています。期日はたっぷりありますが、印刷機の作成も途中で入ってくるので、早目に取り掛かってくださいね」


ローゼマイン様は用意周到だ、と頭を掻かいた後でヨハンは設計図を大事そうに抱えた。






それから十日ほど経ってベンノから面会依頼が来た。ザックの設計図ができ上がったらしい。


許可を出すと、約束の日にベンノやルッツに続いて、七枚もの設計図を抱えたザックがやり切った笑顔で隠し部屋に入ってきた。インゴとヨハンも一緒だ。


「では、ザック。たくさん抱えているその設計図を見せてくださいませ」


パラパラと見ていくと、その中にわたしが思い描く印刷機にかなり近いものがあった。


「これ！　これを作ることはできますか!?　わたくしが知っている物に一番近いのです！　すごいです、ザック！　まさか、あの説明だけでここまで同じような物を設計できるなんて」


わたしの絶賛にザックは得意そうに笑いながら設計図を覗のぞき込み、どの辺りを工夫したか、どうしてそうしようと思ったか説明してくれる。インゴやギルから聞いて、灰色神官達が言っていた改良点にも気を配ってくれたらしい。顧客が多くつくのも納得できる気配りだ。


「ちょっと待ってください、ローゼマイン様。こちらの方がてこの原理も使っていてすごいです」

            





    
  
  




設計図を次々と睨んで見比べていたヨハンが、わたしとは別の設計図を取り上げた。


「……お前、小難しい物に挑戦したいだけじゃないのか？　目が細かい部品しか見てないんだよ！」


ザックの指摘に一瞬だけばつが悪い顔をしたヨハンだったが、すぐに「任せてくれたら絶対にできるから。な？」と設計図を指差しながら鳶色の目を輝かせる。


「あぁ、お前達。落ち着け。ちょっと待て」


わたし達の様子を見ていたインゴが手を広げて、わたし達を止めた。目を瞬きながらインゴを見ると、インゴは「あ〜」とこめかみを掻きながら全員を見回す。


「まず、ザック。まさかこれほどたくさんの、しかも、工夫に溢れた設計ができるとは思わなかった。お前はよくやったよ。俺だけだったらこんな設計はできなかった」


「あ、いや、仕事だし……俺の得意分野だからさ」


正面から褒ほめられて少し照れたようにザックが笑う。インゴもそれに笑い返し、その後、わたしに少し困った顔を向けた。


「次に神殿長。自分が知っている物に一番近いから、これが良いと言ったが、他の物の利点や欠点も含めてよく検討してほしい。嬉しい気持ちはわかるが、落ち着いてくれ」


わたしがインゴに叱しかられる様子を見ながらこっそり笑っているベンノとルッツを軽く睨みながら、わたしは他の設計図に手を伸ばす。


「それから、ヨハン。難しい物に挑戦したがるのは職人として大事なことだが、本当に使い勝手が良いのかどうか、客が満足できる物かどうか考えているか？　商品を作る上でそれが一番重要だろう。自分の技術を見せつければ良い商品ができるわけじゃないんだ」


「……すみません」


インゴの言葉に、全員がもう一度設計図をよく見直すことになった。この部分を取り入れられないか、こちらをこうすればどうだ、と色々と話し合い、設計図をザックが何度か描き直し、かなり先進的な印刷機の設計図ができ上がった。印刷の歴史が二百年分くらいは進んだと思う。


「冬の大仕事だな」


印刷機を作る仕事を任された職人達は、全員挑戦的でやる気に満ち溢れた目をしていた。次の春までには完成させるぞ、と励はげまし合っている。


……わたしのグーテンベルクに英知の女神メスティオノーラの祝福がありますように。

            





冬の社交界の始まり


冬がどんどんと近付いている気配がする。風は冷たく肌を刺すようになり、暖炉だんろが使われていても、朝の布団から離れるのが辛つらい季節になってきた。ここ最近は貴族街へ向かう馬車が次々とやってきて神殿の門をくぐり、貴族門から貴族街へと入っていくのが窓から見える。秋の収穫祭を終えた貴族が冬の社交界のために貴族街へ移動しているのだ。去年は孤児院長室にいたので全く気付かなかったが、神殿長室の窓からは貴族門の様子がよく見えた。


「ねぇ、フラン。わたくしの冬の予定はどうなっているのかしら？　いつ城に向かうか、神官長から聞いていて？」


「ローゼマイン様が城へ居住を移すのは、冬の洗礼式が終わってからになります」


フランがそう言うと、フェルディナンドからの連絡を伝えに来ていたザームも軽く頷いた。


「雪の中、貴族街と神殿を往復するのは大変です。どうぞご自愛じあいください」


ザームはフェルディナンドによる神官達の熱血指導が一段落すると、わたしの側仕えになることが決まっている。わたしがフェルディナンドに「フランが大変なので、優秀な側仕えを一人ください」とおねだりして引き抜いたのだ。後任が育ったら構わないと許可をくれた。


これまでもフェルディナンドからの伝言を持って来てくれた時に、ザームはフランの仕事を時々手伝ってくれていたようで、側仕えになってくれたら大助かりだとフランが言っている。ギルは日中ほとんど工房にいるので、女性率が高い部屋で仕事をしていたフランにとっては、ちょっと話ができる同性の同僚ができることが、殊ことの外嬉しいようだ。


フェルディナンドは神殿の仕事をする傍かたわら、騎士団と城に行かなくなって生まれた余暇よかを青色神官と灰色神官の教育に注ぎ込んでいる。「神官長の側仕えになれば嫌でも一流になる」と灰色神官の間で噂になるような熱血指導が行われているのだ。ここ最近、薬に頼らなくなったフェルディナンドは実に生き生きとしている。次は何の課題を与えようかと、課題の作成も楽しそうで何よりだ。それに、熱血指導しているのはフェルディナンドだけではない。フェルディナンドの側仕えも一丸となって後進の教育に当たっているのだ。実に心強い。


わたしが推薦した青色神官のカンフェルとフリタークはフェルディナンドの熱血指導に涙目だが、課題達成と同時にお給料を払われているので生活費向上のために頑張っている。ついでに、彼等の側仕えも一緒に鍛きたえられている。フェルディナンドという共通の敵に立ち向かうため、側仕えとの主従の絆きずなも深まったようで、主従一丸となって課題に取り組んでいる。その姿は微笑ましいが、微笑ましく見ていると、わたしにも課題が降りかかってくるので要注意である。






「ローゼマイン様、本日はギルベルタ商会からの納品がございます」


フランがちらりとわたしを見てそう言った。わたしは、うふふ、と笑みを漏らす。そう、今日はトゥーリと母さんが冬のお披露目ひろめのための髪飾りを納品に来てくれる日なのだ。五の鐘が鳴るまでは冬の洗礼式の祈り言葉の練習や注意事項のおさらいをしなければならないけれど、その後は隠し部屋で納品である。今回はトゥーリやカミルへのお土産も準備したので楽しみで仕方ない。


「ローゼマイン様、孤児院長室への移動をお願いしてもよろしいですか？」


つい先日、側仕えになったフリッツが呼びに来た。フリッツは焦げ茶の髪に濃い茶色の瞳で、とても落ち着いた穏やかな容貌ようぼうをしている。数年前には、神殿にいる中でもかなり我儘な青色神官の側仕えをしていた経験があるようで、実に我慢強くて感情的になることがほとんどないらしい。ギルとルッツがちょっとした諍いさかいを起こしても仲裁ちゅうさいしてくれるのがフリッツのようで、以前から工房内では縁の下の力持ちといえる存在だったそうだ。


フリッツは側仕えになったとはいえ、ギルと一緒に毎日工房へ行くので、朝と寝る前の報告の時間くらいしか、わたしは顔を合わせることがない。しかも、聖女伝説が浸透しんとうしているタイプの灰色神官のようだ。わたしの前ではものすごく緊張するようで、笑顔も口調もぎこちない。


「モニカ、フリッツ。歩く速度にはよく気を付けてください。それから、こちらを忘れずに」


「かしこまりました、フラン」


わたしは二人と護衛騎士を連れて孤児院長室へ移動する。到着するとすぐに門へ出迎えに行っていたギルがルッツ、母さん、トゥーリの三人を連れてきた。


「お待たせいたしました、ローゼマイン様」


「お話はあちらで伺うかがいます。モニカ、ギルに木箱を渡してください」


わたしが隠し部屋へ向かうように促うながしてダームエルとギルを見ると、心得たように二人が軽く頷いた。ブリギッテは一歩下がり、モニカもギルに木箱を渡すと同じようにスッと下がる。






「こちらがご注文の品でございます。どうぞお確かめください」


隠し部屋の扉が完全に閉じられた後、ルッツは丁寧な仕草でテーブルの上に木箱を置いて開けた。簪かんざしを取り出す動作がとても丁寧になっている。もしかしたらトゥーリと練習したのだろうか。


取り出されたのは、注文した通り赤の大きめの花をレースでブーケのようにまとめて、白い鳥の羽で飾った冬の貴色きしょくである赤と白の髪飾りだ。お披露目で着る衣装の色に合わせてもらった。


……お披露目の衣装ってサンタっぽいんだよね。


冬の貴色である赤を基調とした衣装で、温かくなるように手首や首元に白い毛皮をあしらっているデザインだ。正直なところ、「その配色はちょっと……」と思ったけれど、うきうきでデザインを選んでいたリヒャルダには何も言えなかった。どうせ言ったところで誰にもわかってもらえない。


「注文通りですね。……挿さしてみてくださる？」


母さんにニコリと微笑みかけて簪を挿してもらい、「似合うかしら？」とわたしが軽く頭を振って尋ねれば、トゥーリがグッと拳を握って「もちろん！」と笑顔で答える。懐かしい空気に自然と頬ほほが緩んだ瞬間、コホンとダームエルが咳払せきばらいをした。トゥーリがハッとしたように言い直す。


「……よく似合っています」


「トゥーリが作った物ですから、似合って当然ですけれどね」


わたしがニコリと笑うと、トゥーリは言葉にはせずに「そうでしょ？」と言いたそうに微笑んだ。


「ローゼマイン様、夫がハッセへの護衛に任命されたこと、とても喜んでおりました。出張費が配られるので門の兵士達の間では競争率が激しいそうです」


「神殿で食べたお料理がおいしかった、と言っていました」


ダームエルの様子を気にしながら母さんとトゥーリが話してくれる。少しの情報でも嬉しい。


「喜んでいただけてわたくしも嬉しいです。春にまた神官達をハッセへ戻すので、その時も門の兵士達に護衛を頼みたいと思っております」


父さんの話を聞いて、孤児院の子供達の話をして、自然な流れでカミルの成長に話題を変える。カミルは今つかまり立ちをしようと奮闘中らしい。わたしの記憶の中には寝ている姿と神殿の扉の向こうで抱っこされている姿しかないので、成長の早さに驚いた。でも、孤児院のディルクが先日初めて一歩目を踏み出したとヴィルマから聞いたので、カミルが成長しているのも当然だ。


「……ギル」


「これですか、ローゼマイン様」


ギルがモニカに渡されていた木箱をテーブルの上に置いて蓋ふたを開けた。そこに入っているのはトゥーリとカミルへのお土産だ。わたしはデリアとヴィルマと一緒に作った布のボールを取り出して、トントンと軽くテーブルに打ち付ける。鈴の音がチリンチリンと響いた。


「これは鈴が入っていて投げると音がするので赤子でも楽しめると思います。布ですからつかみやすいですし、他の方に当たっても痛くないでしょう？　ギルベルタ商会の商品にどうかしら？」


使っていないならば、まだ鈴が家に残っているはずだ。「トゥーリのお手本にどうぞ」という形でカミルに贈れば、母さんはわたしの意図を察して受け取ってくれた。


「それから、髪飾りの礼としてこちらをトゥーリに下賜かしします。家で読んでください」


わたしはトゥーリに絵本の第三弾を渡した。手紙を間に挟んであるので、ちょっと厚みができている。絵本を手に取ったトゥーリも間に挟まっている物に気付いたようだ。ちょっとだけ口の端を上げて、絵本を開こうとはせずに懐かしいトートバッグに絵本と布のボールを手早く片付ける。


まだ使ってるんだな、と見ていると、わたしをじっと見つめている母さんの視線に気が付いた。伸ばしかけた手を引いた母さんが心配そうに表情を曇らせた後、ぎこちない笑みを浮かべる。


「ローゼマイン様、寒さが厳しい季節となってまいりました。熱を出したり、長く寝込んだりしないよう、体調には気を付けてくださいね」


「えぇ、貴女もご家族もどうぞご自愛くださいませ」






秋の成人式を終え、雪が積もり始めた朝に冬の洗礼式があった。カミルが風邪を引くと困るから来てはダメだと事前にわたしが言ってあったので家族の姿はなかった。けれど、カミルが布のボールを元気に振り回しているとルッツから伝言があったので、わたしは満足である。


冬の洗礼式を終え、神殿内の青色神官にはわたしとフェルディナンドが不在の間にやるべきことを通達する。カンフェルとフリタークは課題を積み上げられて、ひいぃぃっ！　と息を呑のんでいたけれど、フェルディナンドの無言の圧力には逆らえず引き受けてくれた。


そんなふうにバタバタと過ごしているうちに、城へ向かう日がやってきた。エラとロジーナが馬車に乗り込んでいく。わたしは馬車へ乗り込む前に見送りに来ている側仕えを振り返った。


「ギル、フリッツ。ヴィルマと一緒に孤児院のことをお願いします。特に冬の手仕事の印刷は全力で取り組んでくださいね」


「ローゼマイン様も、えーと、エイギョウ頑張ってください」


ギルの激励にわたしは、貴族の子供達に教材が売れるように全力を尽くすと笑顔で応える。


「ローゼマイン様は体調管理を第一に考え、無理をなさらないようにお気を付けください」


「ありがとう、フラン。貴方達も体調には気を付けてちょうだい」


わたしが自分の側仕えとやり取りしている横で、フェルディナンドも自分の側仕えに細々とした注意事項を述べていた。


「カンフェルとフリタークに奉納ほうのうの儀式の準備を任せているが、補佐は頼んだ」


「かしこまりました」


いつの間にか、フェルディナンドの側仕えの間でも書字板が使われている。ザームがフランに頼んで、ギルを通じてルッツに注文されたのが最初だったらしい。今ではウチだけではなく、フェルディナンドやカンフェルやフリタークの側仕えでも必須アイテムになっているようだ。


「では、行ってまいります」


「お早いお戻りをお待ちしております」


エーレンフェストに雪が降る中、わたしは住居を神殿から城へ移した。






「おかえりなさいませ、ローゼマイン様。ようこそいらっしゃいました、フェルディナンド様」


養父様の筆頭側仕えであるノルベルトが出迎えてくれ、北の離れに一番近い待合室へ案内された。そこにはリヒャルダが待ち構えており、ゆっくりとお茶を飲みながら、わたしとフェルディナンドに冬の予定が教えられる。


「三日後の土の日に洗礼式がございます」


冬の洗礼式は社交シーズンの始まりを告げる行事で、その後、今年一年で洗礼式を終えた子供達のお披露目がある。全ての貴族が集まる中で、貴族の仲間入りをする子供が紹介されるのだ。


「……洗礼式？　もしかして、わたくしが行うのでしょうか？」


「いや、冬の洗礼式はお披露目を兼ねている。君はお披露目に出席するので、今年は私が洗礼式を行う。来年は君が神殿長として行うので、よく見ておくように」


……神官長が神殿長代理で洗礼式を行うのか。あぁ、イラスト販売が禁止されてなかったら大儲おおもうけできたのに……。残念。


「ローゼマイン、よからぬことを考えている顔になっているぞ」


「考えたところで実行できないのですから、意味がありませんね。ハァ」


フェシュピール演奏会の会計報告にちょっとイラストを入れようと思ったけれど、すぐさま却下きゃっかされたし、売らずに配布するならいいですかと聞けば、馬鹿者と怒られたのである。


「姫様、余計なことを考えず、こちらのお話に耳を傾けてくださいませ。お披露目ではこれまでの成長とこれからの御加護ごかごを願って、神々へ音楽の奉納が行われます。演奏の順番は貴族の位が低い者から始まり、高い者が後と決まっております」


「では、わたくしはヴィルフリート兄様の前ですね」


貴族は序列を大事にする。領主の実子であり、跡継あとつぎと目もくされているヴィルフリートより上級貴族から養女になったわたしの方が扱いは下になるのだ。だからこそ、お披露目の順番はわたしが先だろう、と口に出したけれど、リヒャルダは緩く首を振った。


「いいえ、ローゼマイン様が養女となったことを皆様にお知らせするため、順番は最後になっております。姫様の夏の洗礼式にいらっしゃらなかった貴族も冬には集まりますからね」


「まぁ、その方がよかろう」


フェルディナンドがリヒャルダの言葉に頷いたのが不思議で、わたしは首を傾げた。


「何故ですか？　順番が崩れるのはよろしくないでしょう？」


「建前上は領主の子に順位はない。本来はまだ跡継ぎなど決まっていないのだから」


「ですけれど、養女と子では違うでしょう？」


「だから、本音は別だ。養女としての紹介をするということでローゼマインを後にした方が、ヴィルフリートは見劣みおとりしなくて済む。そうだろう、リヒャルダ？」


フェルディナンドの視線を受けたリヒャルダは、仕方がなさそうな顔で頷いた。


「ヴィルフリート坊ちゃまも目を見張るような成長を見せていらっしゃいますが、何年も努力してきた姫様と季節一つ分も経っていない坊ちゃまでは明らかに優劣が出ますからね」


「そういうことですか。わかりました」


洗礼式やお披露目での役割や流れをリヒャルダから聞いた後は、フェルディナンドが神殿の奉納式の予定をリヒャルダに伝えた。神殿と城を行き来するので面会や子供部屋の時間は限られる。


「面会依頼も多いだろうが、ローゼマインの体調を最優先に予定を組んでくれ。采配は任せる」


「かしこまりました、フェルディナンド坊ちゃま」


話し合いを終えた後、フェルディナンドは貴族街の自宅へ帰ると席を立つ。そのまま帰るのかと思えば、わたしを見下ろしながらつらつらと注意事項を述べ始めた。


「リヒャルダに薬を預けておくが、体調管理には気を付けること。図書室へは立ち入らず、本を部屋に運ばせること。知らぬ貴族とは直接口を利かず、側仕えに対応を任せること。それから……」


「坊ちゃま、それ以上はわたくしから少しずつ言い聞かせますから、そのくらいにしてくださいませ。一度にたくさん言い過ぎても、姫様の頭に入っておりませんよ」


リヒャルダがパンパンと手を打ってお小言を止めると、フェルディナンドは「そういえば、ここには私以外にも注意する者がいるのだな」と呟いて退室していった。フェルディナンドと会うのは、次は三日後の洗礼式だ。しばらくはフェルディナンドのお小言なしで静かに過ごせそうである。






わたしはリヒャルダの提案で着替えてからヴィルフリートの様子を見に行くことになった。


「ヴィルフリート坊ちゃまも短期間でずいぶんと成長されていますが、最近は少し得意になって、また少し怠なまけがちなのですよ。本当にジルヴェスター様とよく似ていらっしゃるのですから」


リヒャルダは困ったような、それでいて、懐かしそうな複雑な笑みを浮かべる。リヒャルダは面会依頼をしてあったようで、わたしはすんなりとヴィルフリートの部屋へ通された。


「ヴィルフリート兄様、ずいぶんと進んだのですって？　課題の表を拝見はいけんしてもよろしいかしら？」


「ほら、これだ。どうだ、私はすごいだろう？」


ふふん、と得意そうに表を差し出してくる。表がほとんど塗ぬり潰つぶされているので、ずいぶんと努力したことが一目でわかった。それと同時に、ゴールが見えているため、「ここまでできればもう大丈夫だろう」という油断が透すけて見える。多分、「ここまでできれば十分でしょう」と周りも褒めたのだろう。今までのヴィルフリートを知っている者からすれば十分かもしれないが、この課題表は領主の子としては最低限だ。完全に終わっていなければ失格である。


「まぁ、本当によく頑張っていると思います。でも、あと少し間に合いませんでしたね」


塗れていない課題があと五つある。間に合うか合わないか微妙なところだ。微妙だとは言わず、わたしは間に合わなかったものとしてヴィルフリートを慰なぐさめる。


「惜しかったですけれど、あまり気を落とさないでくださいませ、ヴィルフリート兄様」


わたしの言葉に側仕え達がざわりとざわめき、ヴィルフリートがカッと目を見開いた。


「なっ!?　お、惜しくないぞ！　まだお披露目までには日があるではないか！」


「……あと三日ですよ？　本当に間に合いますか？」


「もちろんだ！　やるぞ、モーリッツ」


煽あおられて、やる気に火が付いたらしい。ヴィルフリートがモーリッツを呼んで、猛然もうぜんと勉強を始める。その様子を少し見た後、わたしはリヒャルダと一緒にそっと退室した。






わたしは自室に戻ると、神殿から部屋に運ばれた荷物を片付けてもらい、リヒャルダに図書室から本を持ってきてもらって、ゆったり読書時間を楽しんだ。


夕食の席では、ヴィルフリートの課題がまた一つ塗り潰されたとオズヴァルトから報告があり、両親が褒める。ヴィルフリートが胸を張って、わたしを見た。


「どうだ、ローゼマイン。私はやればできるのだ」


「えぇ、すごいですよ。ヴィルフリート兄様のおっしゃる通り、やらなければ、何もできないのです。そこに気付かれたことが何よりの進歩ですね」


ヴィルフリートのやる気を煽っていると、ジルヴェスターが苦い顔で不満を訴えてきた。


「ローゼマイン、フェルディナンドを何とかしろ」


「……何とか、とはどういうことでしょう？」


わたしは知らなかったけれど、ジルヴェスターは今まで何度もオルドナンツで「手伝え」とフェルディナンドにＳＯＳを送ってきていたらしい。それが全て「残念ながら、神殿長の許可なく行けぬ」とすげなく断られているそうだ。


「ならば、神殿長に取り次げ、と言っているのに、神殿長は不在だ、とか、忙しい、とか理由を付けては取り次ごうとしないのだ」


……あぁ、神官長の黒い笑顔が見えるよ。


けれど、ここでフェルディナンドを城へ手伝いに出してしまえば、今までと全く変わらない。


「城には文官がたくさんいるのですから、どうにでもなるでしょう？　元々フェルディナンド様は政治の世界に関わらないことを内外に示すために神殿に入ったのですから、フェルディナンド様が城に出入りして仕事に関わる方がおかしいではありませんか」


こっそりであっても、本来はしてはならないことだろう。


「フェルディナンド様は今、神殿で後進を育てることを嬉々ききとして行っているのです。大きな政変があって貴族がごっそり減った、と伺いましたけれど、ここは中立の立場で余波よはが少なく、比較的平穏なのでしょう？　今のうちに色々と育てて、力を付けておいた方が良いですよ」


フェルディナンドに頼りきりの状態では周囲でいざこざが起こればすぐに駄目になりそうだ。


「……つまり、其方そなたはフェルディナンドをこちらに寄越よこす気はないということか？」


「あら、そのようなことはありませんよ。フェルディナンド様でなければわからない用件で、文官が神殿まで質問に来る場合はお答えするように、と伝えておきます」


よほどのことがない限り、貴族がわざわざ神殿まで足を運ぶとは思えない。神殿に嬉々として足を運びそうな人なんて、一人だけだ。


「ローゼマイン、それではジルヴェスター様が……」


「養母様、そのような心配は必要ございません。まさか領主となるために努力する息子の前で、みっともない父親の姿を見せるような真似をアウブ・エーレンフェストがするはずありませんもの」


大きな釘を打つと、ジルヴェスターがヴィルフリートと全く同じ、むっとした顔で目を逸そらした。そこにヴィルフリートが輝く目で、反論という名の追い討ちをかける。


「ローゼマイン、父上はすごいのだぞ。みっともないわけがなかろう」


……これで更にサボりにくくなったよ。ヴィルフリート兄様、でかした！






ヴィルフリートの煽り役を務めつつ、ロジーナと一緒に自分の練習にも励んでいるうちにエーレンフェスト全ての貴族が集まる宴うたげの当日になった。


わたしは貴族の洗礼式の日と同じように朝早くから湯浴みをさせられ、朝食を終えるとお披露目の衣装を着せられて髪を結ゆわれた。準備が整うと北の離れから本館の大広間に近い一室へと移動する。かなり早い時間から移動するのは、わたしの移動速度と騎獣きじゅうに驚く人へ考慮こうりょした結果だ。


お披露目の子供が集められる待合室で三の鐘まで待機である。側仕えのリヒャルダとフェシュピールを持った専属楽師がくしであるロジーナが一緒だ。今日の護衛はコルネリウスとアンゲリカだが、今日は二人共お揃いのマントとブローチを付けている。山吹色やまぶきいろとも、明るい黄土色ともいえそうな色合いのマントは、去年のトロンベ討伐とうばつで騎士団の人達が付けていたのと同じに見えた。


「コルネリウスとアンゲリカのマントはお揃そろいですね。騎士団のマントですか？」


「いえ、このマントとブローチは貴族院に入る時にアウブ・エーレンフェストから全員が賜たまわるのです。本日、このマントを付けている者は貴族院に属する者になります」


どうやら貴族院の制服のようなものらしい。更に詳しく聞いたところ、この色がエーレンフェストの色で、貴族院では領地ごとに色の違うマントを羽織はおっているのだそうだ。


「早いな、ローゼマイン」


「おはようございます、ヴィルフリート兄様」


待合室にヴィルフリートが来て、それから、ぽつりぽつりと子供を連れた貴族が入ってくる。わたし達は待合室の奥に座らされ、対応をするのはリヒャルダとオズヴァルトの二人だ。同い年の子供がいても満足に話もできない。親との関係があるので勝手に話をするな、と言われている。


……あ、女の子もいる。


ニコリと笑って手を振ってみたが、困った顔をされてしまった。自重じちょうした方が良さそうだ。わたしは窓の外へ視線を向ける。本館の待合室の窓からは、朝早くから騎獣が着き、馬車が着き、貴族達が続々と城に到着する様子が見えた。


待合室にやってきた子供は八人。近年の平均では十人なので、今年はちょっと少ないらしい。






「行くぞ、ローゼマイン」


三の鐘が鳴ると、小さな紳士らしくヴィルフリートが緊張した面持おももちでわたしに向かって手を差し出した。どうやらヴィルフリートにエスコートされて大広間に入場するらしい。


ヴィルフリートと歩き出したけれど、結構足が速くて小走りになりそうだ。洗礼式の時に引きずられて意識を失った時のことを思い出して、わたしはヴィルフリートの腕を少し引いた。


「ヴィルフリート兄様、あまり速く歩かないでくださいませ」


「……これで速いと思うなら、其方はフェシュピールより歩く練習が必要だったのではないか？」


「そうかもしれません。今となってはもう遅いですけれど……」


わたしが肩を竦めて見せると、緊張が解れたようにヴィルフリートが笑った。


領主の子であるわたし達を先頭に、子供達が並んで大広間の扉の前に立った。


「中に入ったら真っ直ぐに壇の前まで歩いてくださいませ」


わたしとヴィルフリートが頷くと、リヒャルダとオズヴァルトが大広間の扉を開けていく。


「新たなるエーレンフェストの子を迎えよ！」


フェルディナンドの声が大きく響くと共に、今までに見たことがないほどの数の貴族が一斉にこちらへ視線を向けた。好奇と興味に満ちたたくさんの視線に一瞬怯ひるむ。それは多分ヴィルフリートも同じだ。息を呑みつつ、わたしはヴィルフリートの腕に乗せた手に少しだけ力を込めた。ハッとしたようにヴィルフリートがこちらを向く。


「参りましょう」


視線を合わせて軽く頷くと、共に一歩を踏み出した。

            





洗礼式とお披露目


星結びの儀式の時に似ているけれど、もっと人数が多い大広間の中央を、値踏ねぶみするような好奇心に満ちた視線を浴びながらわたし達は歩いていく。楽師が奏かなでる音楽に速く歩け、と急き立てられているような心地で、ヴィルフリートに遅れないようにわたしは一生懸命に足を動かした。


大広間に集まる貴族達はカルステッドと同じ騎士団の装束しょうぞくとユストクスが着ている文官の装束、側仕えのお仕着せ、それから、ひらひらした貴族らしい衣装を着ている者に大別できた。


衣装の布や飾りを見る限り、出入り口に近い者が下級貴族で、舞台へ近付くほど身分が上がるようだ。騎士や文官で何となくまとまっているが、そこに必ず華はなやかな装よそおいの女性がいて、晴れ着や貴族院のマントを付けた子供が一緒にいる。基本的には家族単位で固まっているように見えた。


……お母様やお兄様は前の方かしら？


そう思っていると、最前列の中央近くを陣取っているエルヴィーラとその後ろにエックハルトが見えた。ランプレヒトとコルネリウスがいないのは、二人が護衛任務に就ついているからだ。


舞台の中央には祭壇さいだんが作られていて、儀式用の神官服を着たフェルディナンドが立っている。舞台に向かって左側には領主夫妻とその護衛騎士や側仕えが並んでいた。ジルヴェスターとフロレンツィアに加えて、カルステッドがこちらを見ているのに気付いて、わたしは少し笑って見せる。


舞台に向かって右側にはフェシュピールを持った楽師達とロジーナが並び、その近くに魔術具の指輪を持った貴族の姿がある。その隣にコルネリウスとアンゲリカの姿があり、ランプレヒトの顔も見えた。洗礼式を受ける子供の関係者が固まっていることがわかる。


……そっか。わたし、もう領主の養女だからお母様達は関係者の集まるところにいないんだ。


エルヴィーラとエックハルトが普通の上級貴族の位置にいて、家族枠の位置にいられないことを目の当たりにしてちょっとだけ寂しい気分になる。


……リヒャルダとオズヴァルトはどこだろう？


わたし達を大広間の扉の前まで先導してくれたリヒャルダとオズヴァルトの姿も関係者の場所に見えない。そう思って探していると、わたし達とは別の入り口から入ってきたようで、並ぶ人達を掻き分けるようにしてリヒャルダ達が出てきて、関係者のところに並んだのが見えた。






わたし達が舞台の前で一度足を止めると、フェルディナンドが上がってくるように、と手を小さく動かして指示する。その指示に従い、わたし達は舞台に上がって横一列に並んだ。


家が貴族街から遠くて誕生季に神官を招けなかった貴族の子も含めて四人の子供の洗礼式が始まる。複数の子供がいるけれど、洗礼式の流れは自分の時とほぼ同じだった。フェルディナンドがよく響く声で神話を語った後、それぞれ子供の名前を呼ぶ。


「フィリーネ」


呼ばれた女の子が前に出た。先程の待合室で困ったような顔でわたしを見た女の子だ。フィリーネはフェルディナンドに差し出された魔術具の棒を握る。わたしも洗礼式で持たされた魔力を吸い取る魔術具だ。それを握って光らせると、貴族達から拍手が送られた。この魔術具を光らせるだけの魔力がなければ、貴族としては認められないそうだ。生まれてすぐに魔力を測られ、成長してまた測られて、と何度か確認されるので、洗礼式で光らないということはまずないらしいけれど。


そして、その魔術具をメダルに押し付けて魔力の登録をする。メダルに魔力を登録したことで、その子供は正式にエーレンフェストの貴族として認められるのだ。


フィリーネの父親が舞台へ上がり、フィリーネの手に魔力を放出するための指輪を贈る。


「我が娘として、神と皆に認められたフィリーネに指輪を贈る」


「フィリーネに、土の女神ゲドゥルリーヒの祝福を」


フェルディナンドの祝福を受けたフィリーネが、小さめの魔石の指輪に魔力を込めて「恐れ入ります」とフェルディナンドへ祝福を返す。ぽわんとした小さな赤い光がふよんふよんと飛んでフェルディナンドのところへ向かった。その祝福返しで背後の貴族達からは拍手が起こった。


……え？　そんなにちょっとでよかったの？


わたしが洗礼式の時に保護者三人組にやらされた祝福の規模と全く違うではないか。あの時に集まっていた貴族は二百人程度だったけれど、わたしは出席者全員を祝福したはずだ。


……わたしの時に皆がざわめいたはずだよ！　どう考えても普通じゃない！　一般的な貴族の洗礼式を先に見ておけば、あんなに常識から外れた真似はしなかったのに！


いくら悔やんだところでもう遅い。それに、何を言ったところで聖女伝説を作るつもりだったフェルディナンドに丸め込まれたはずだ。わたしが勝てるところが思い浮かばない。






全員分の洗礼式が終わった後は、お披露目だ。今年一年で洗礼式を迎えた貴族の子が貴族としての仲間入りをしたことを喜び、これから先の神々の御加護を願って、音楽を奉納するというものである。基本的には自分の生まれた季節の神様に捧ささげる曲を奏でて歌うことになる。


舞台に並んでいたわたし達は舞台の左側へと移動させられ、領主の側仕えが動いて、舞台の中央に椅子が置かれた。


フェルディナンドが「フィリーネ」と演奏する子供の名を呼んだ。演奏の順番についてリヒャルダが言っていたことを考えると、フィリーネはこの中で最も身分が低いのだろう。フィリーネが緊張した面持ちで舞台中央の椅子に座ると、彼女の楽師がフェシュピールを持って舞台へ上がってくる。楽師からフェシュピールを手渡されたフィリーネがフェシュピールを構えた。


……あれ？　そんなに上手じゃないよ？


最初はフィリーネだけが下手なのか、と思った。けれど、その次もその次も大して上手ではない。半分の演奏が終わったところでわたしは首を傾げた。貴族としてのお披露目がこれで良いならば、わたしやヴィルフリートに課せられた課題は一体何だったのか。貴族の嗜たしなみのレベルが思っていたよりも低い。そう思っていたが、演奏者が半分を過ぎて段々と身分が上がるにつれて、達者になっていく。フェシュピールの音の響きが全く違うことに気付いて、あぁ、と途端に理解した。


……教育費の差だ。


なるほど、身分の低い者から弾いていかなければ、順序が逆では可哀想かわいそうだ。自宅に招くことができる楽師や教師の差、そして、楽器の差がそのまま求められる嗜みのレベルとなる。ヴィルフリートやわたしに求められるレベルが高くなる理由も同じだ。最高級の教師や楽器に囲まれて育ち、身分の低い者に負けていたら貴族社会で威厳いげんなど保てない。上級貴族の子供はさすがに上手かった。付け焼刃やきばのヴィルフリートより少しだけれど。つまり、ヴィルフリートが完全に見劣りするほどの違いはない。


「……練習、しておいてよかったですね、ヴィルフリート兄様」


ヴィルフリートが緊張に顔を強張こわばらせて「うむ」と頷いた時、フェルディナンドが名を呼んだ。


「大丈夫ですよ。ヴィルフリート兄様は努力しましたから」


わたしがそっと背中を押し出すと、ヴィルフリートは真っ直ぐに舞台を歩いていき、中央の椅子に座った。そこにヴィルフリートの専属楽師がフェシュピールを持ってくる。ヴィルフリートが受け取って、フェシュピールを構えて弾き始めた。本番に強いのも、注目を受けても平然としていられるのもジルヴェスターの血だろうか。ヴィルフリートは大勢の中で悠然ゆうぜんとフェシュピールを弾いているように見える。その姿は領主の子として相応しい姿だった。


わたしがちらりと視線を向けると、フロレンツィアが目を潤うるませて微笑んでヴィルフリートを見つめているのがわかった。その母親の愛情に溢れた眼差しが眩まぶしくて、自分の母さんのことを思い出して、ちょっとヴィルフリートが羨うらやましくなる。


ヴィルフリートの演奏は少し詰まったところもあったけれど、慌てることなくフェシュピールを弾き終えた。やり切った笑顔でヴィルフリートが舞台から降りていく。


「ローゼマイン」


フェルディナンドに呼ばれて、わたしも他の子供達がしていたように舞台の中央にある椅子に座った。すると、大広間の中にずらりと並んだ貴族達が嫌でも目に入る。貴族は全員で八百人くらいだと聞いているが、もっとたくさんいるような気がしてならない。


広間を見回すと、中央最前列にいるエルヴィーラとエックハルトの二人と目が合った。二人とも心配など全くしていなさそうな余裕の笑顔でこちらを見ている。エックハルトのすぐ側にユストクスの姿も見える。むしろ、関係者の位置にいるダームエルとブリギッテの方が心配そうな顔をしていて、コルネリウスとアンゲリカは期待に満ちた目でこちらを見ていた。リヒャルダはわたしを安心させるように笑顔でコクリと小さく頷いている。


わたしが広間を見回している間に、ジルヴェスターから貴族達へ養女になった経緯を含め、洗礼式の時より更に誇張された聖女伝説が語られ始めた。


……止めて！　盛らないで！


心の中で絶叫しながら、わたしは笑顔を必死で保つ。視線を向けられることに耐えられなくなる寸前に恥ずかしい紹介が終わり、ロジーナがフェシュピールを持ってきてくれた。


「ローゼマイン様ならば、大丈夫ですよ」


力づけるようにロジーナが小さく笑った。笑顔と神々への感謝を忘れずに、と小さく言われて、わたしは無理やり笑みを浮かべてフェシュピールを構える。


「では、神に祈りを捧げ、音楽の奉納を」


自分の生まれた季節の神に感謝して音楽を奉納するので、わたしが弾くのは火の神ライデンシャフトに捧げる歌だ。わたしにとっては耳慣れていて弾きやすい曲だが、フェルディナンドへこっそり行った悪戯いたずらが自分に返ってきた。


……わたし、墓穴ぼけつを掘ってしまいました。練習させられたのは神官長が少し簡単にアレンジしたアニメソングなんだよ！　心だけは籠こめるので許してください！　神様！


わたしは心の中で謝りながら神様に失礼がないように心を籠めて弾いた。心を籠めて歌う。その途端、祝福の祈りを口にした時のように魔力が指輪にずるっと引き出されていくのがわかった。


……な、何これ!?


歌詞に合わせて魔力が広がって祝福となっていく。慌てて魔力の流れを止めたけれど、遅かったようだ。青い光が指輪から飛び出した。祝福となって舞台の上に、大広間に降り注ぐ。


こちらを見ている皆の顔が唖然あぜん、愕然がくぜん、茫然ぼうぜんとしている。助けを求めてちらりと見てみると、フェルディナンドはきつく目を閉じてこめかみを押さえていた。フェルディナンドの表情から察するに、とんでもないことが起こっている気がする。しかし、ここで演奏を止めても良いものかどうかがわからない。結局、わたしは最後まで演奏を続けた。演奏が終わってからも拍手がまばらで、大半が反応に困っているような顔をしている。拍手しているのはわたしの関係者ばかりだ。

            





    
  
  




……あああぁぁぁ！　微妙な雰囲気にしちゃってごめんなさい！　わざとじゃないの！


フェシュピールをロジーナに渡し、わたしがゆっくりと立ち上がると、フェルディナンドがつかつかと歩いてきた。何だろうかと見上げると、ぐいっとわたしを抱き上げた。


「エーレンフェストに恵めぐみをもたらす聖女に祝福を！」


その声に応えるように、貴族達が一斉にシュタープを掲かかげた。祝福の光が上がり、「なるほど、聖女だ」という声が聞こえる。


……聖女伝説を加速させたよ、この人！


ひぃっ！　とわたしが息を呑むと同時に、「手を振れ。笑え」と短く命じられる。練習させられた優雅ゆうがな笑みで手を振れば、今度は割れんばかりの拍手が起こった。






わたしはフェルディナンドに抱えられたまま、舞台を降り、笑顔で手を振りつつ、すぐさま大広間から出される。スピードを速めて大股で歩くフェルディナンドが、彼に与えられていた控室へ入った後、やっと下ろしてもらえた。


「ローゼマイン、これを」


フェルディナンドは腰のベルトに付けられたじゃらじゃらした魔術具の中から、盗聴防止の魔術具を取り出して、わたしの手に押し付ける。ぎゅっと魔術具を握り、ハァと二人揃って疲れた溜息ためいきを吐いた後、フェルディナンドがじろりとわたしを見た。


「ローゼマイン、あの祝福は何だ？」


「わかりません。勝手になりました」


むしろ、わたしが教えてほしい。わたしの答えにフェルディナンドが難しい顔で腕を組んだ。


「練習の時にはならなかったであろう？　何故いきなり祝福になるのだ？」


「……だって、練習では真剣に祈らないじゃないですか」


練習中は指の動きや音階を追いかけるのに必死で、神に祈ることなんてないです、と小さく付け加えると、フェルディナンドはトントンと指先で軽くこめかみを叩き始めた。


「真剣に祈ったら、ああなった、と？」


「そうです。指輪に魔力が勝手に吸い出されていく感じで、ビックリして慌てて魔力を止めたのですけれど、ちょっと遅かったようです。今度からは指輪を外して演奏した方がいいかもしれません」


魔力が引き出されるのは魔術具の指輪をはめているからだ。わたしの提案にフェルディナンドはゆっくりと首を横に振った。


「洗礼式を終えた貴族が魔術具の指輪をはめていないなど、あり得ない。魔力を最初から止めるように意識するか、開き直って聖女となりきるか、どちらかだな」


「魔力を止めるように意識するというのも難しいですね。大体は勝手に流れてビックリするので。……それに、聖女伝説ももう十分でしょう？　これ以上は必要ないと思うのですけれど」


わたしが渋ると、フェルディナンドが少し考えた後、静かにわたしを見下ろした。


「普通と違うことには理由付けがあった方が良い。……いくら魔力が多くても領地に役立つ聖女ならば、忌避きひされることはあるまい」


大きな力を持っている以上、役立つ存在でなければ排除はいじょされたり迫害はくがいされたりすることもあり得ると、フェルディナンドが目を伏せる。その苦い表情に何も言えず、わたしは唇を引き結んだ。


コンコンと扉がノックされ、リヒャルダが入室してくる。


「大広間は聖女のお話で盛り上がっております。とても授与式の雰囲気ではないので、先に昼食を摂とることになりました。フェルディナンド坊ちゃまは早く着替えてくださいませ」


リヒャルダに連れられて、わたしは食堂へ移動する。その途中、「姫様はよくやりましたよ」とリヒャルダは褒めてくれた。わたしの洗礼式、星結びの儀式、ヴィルフリートへの教育の過程で、わたしが普通の子供でないことはわかっていたことだ、とリヒャルダは殊更ことさらに軽い口調で言う。


「姫様のことを詳しく知らない貴族の方が多いので、貴族達は面食らったでしょうけれど、わたくし達にとっては今更のことですよ。……ローゼマイン姫様、魔力が多いことは貴族として誇ることで、そのような困った顔をすることではございません」


慰めるようなリヒャルダの言葉に少し心が軽くなり、わたしはホッと息を吐いた。






昼食を終えて大広間へ戻ると、この後は授与式といって貴族院の新入生へマントとブローチの授与が行われるそうだ。今年の新入生は十四人で、わたし達の同期に比べるとずいぶんと多い。


わたし達とは別の場所で昼食を摂っていたロジーナが合流してきた。ロジーナはいつもすました笑顔を浮かべているのに今は何だか表情が少しおかしい。


「ロジーナ、何かあったのかしら？」


わたしが声をかけると、ロジーナは困惑した表情を濃くして、わたしを見つめる。


「ローゼマイン様。……わたくし、先程クリスティーネ様に声をかけられました」


ロジーナがわたしの前に仕えていた芸術巫女のクリスティーネの名前に、わたしはハッとした。クリスティーネから友人のように扱われ、芸術にどっぷりと浸って生活していたロジーナは孤児院での暮らしに馴染めず、わたしの側仕えになってすぐは他の側仕えとも衝突して大変だった。クリスティーネとの再会に困惑しているロジーナを見て、わたしは不安になってくる。


「何か、言われたのですか？　傷つけられるようなことが何か……」


ロジーナに尋ねると、ロジーナはゆっくりと首を横に振って否定する。


「いいえ。クリスティーネ様はわたくしを迎えに来てくださるおつもりだったようです」


「……え？」


思わぬ言葉にわたしは何度か目を瞬く。ロジーナは戸惑とまどいの中に喜びを隠しきれないような表情でもう一度言った。


「貴族院を卒業し、成人して自由に生活できるようになれば、わたくしを迎えに来てくださる予定だった、とクリスティーネ様はおっしゃいました。まさかローゼマイン様の楽師になっているとは思わなかった、と」


ロジーナの青い瞳が喜びに満ちて揺れている。幸せそうな表情にざわりと胸が揺れた。やはり、芸術に造詣ぞうけいが深く、共に芸術を楽しめる主の方がロジーナは嬉しいのだろうか。


「……ロジーナは、クリスティーネのところへ戻りたいですか？」


心臓がバクバクする。戻りたいと言われたら、わたしはロジーナをクリスティーネのところへと送り出してあげた方が良いのだろうか。ぎゅっと胸元で手を握り、わたしがロジーナを見上げると、ロジーナは何度か目を瞬いてゆっくりと首を横に振った。


「わたくしは今の生活に満足しています。戻るつもりはありません。けれど、クリスティーネ様に置いていかれ、捨てられたように思っていた自分の心がとても慰められたような気がします」


「そう、良かったわ」


ロジーナの傷ついた心が慰められてよかった。ロジーナがいなくならなくて良かった。わたしがホッと安堵の息を吐くと、ロジーナが困ったような顔でわたしを見ながら小さく笑う。


「ローゼマイン様。ご心配なさらなくても、わたくしはローゼマイン様の専属楽師ですよ」


いなくなったら嫌だ、と思っていたこともロジーナにはお見通しだったようだ。クリスティーネに対する小さな嫉妬心しっとしんを見抜かれて、ちょっと恥ずかしくなったわたしは視線を逸らして舞台の方を見た。






「では、これより授与式を行う。貴族院へ向かう新入生は前へ！」


文官の声に舞台を見たものの、舞台は全く見えない。わたしの周囲は護衛騎士や側仕え、それから、フェルディナンドやエルヴィーラ達に囲まれていて、他の者が近付くことができない状態になっているのだ。そびえたつような大きい図体に囲まれて舞台が見えない。誰か肩車でもしてくれないかな、と思いながら、わたしは皆の衣装の隙間から授与式を見つめる。


舞台の中央にジルヴェスターが歩いていき、一人一人にマントとブローチを手渡し、よく学ぶように、と激励しているのがちらちらと見えた。授与式の後は、文官から貴族院への移動日の知らせがあり、コルネリウスとアンゲリカがそれぞれの日付を何度か呟く。どうやら学年ごとの移動になるようで、二人の移動日には少し違いがあった。


「フェルディナンド様、貴族院はどちらにあるのですか？」


「中央にある。冬の間、学生達はそこで生活するのだ。転移のための魔法陣は一度に多くの人数が運べない仕様しようになってる。そのため、学年ごとに移動すると決まっている」


授与式が終わると同時に大広間の中がざわめき始め、そこかしこで雑談のような話が始まった。授与式の後は貴族達が情報交換を行う、文字通り、社交の場になるようだ。ここでどのように振る舞えば良いのだろうかと考えていると、フェルディナンドに軽く肩を叩かれた。


「ローゼマイン、顔色があまり良くないぞ」


「まぁ、大変。今日はもう部屋でお休みした方がよろしくてよ」


フェルディナンドとエルヴィーラがわたしの顔を覗き込むようにしてそう言った。わたしはまだ平気だったが、これ以上の面倒を起こす前に退場しろ、と遠回しに言われているのがわかり、リヒャルダや護衛騎士に囲まれて退場することにした。


その道中、ひそひそと囁ささやき合う声が聞こえてくる。


「聖女に相応しい魔力ですわね。ぜひ、お近付きになりたいものです」


「あら、少し魔力が多いだけで、聖女だなんてあり得ないわ」


「あの聖女は恐らく私の姪めいに違いありません」


……うぐぅ、視線が痛い。


あからさまにこちらを凝視ぎょうししてくることはないが、横目でちらりちらりと視線や意識がこちらに向けられていて、入場した時よりずっと注目されているのが肌でわかる。駆け出したいのを堪こらえて、わたしは俯うつむかないようにできるだけ顔を上げて貴族らしく歩いた。

            





子供教室


冬の間、大人は社交を優先させる。他領との境に位置する土地を所有するギーベからは他領の情報が流れてくるし、領主会議のために中央へと赴おもむいている領主とその側近達からは中央の噂や話が流れてくる。貴族院の同期による横の繋がりから情報を得たり、ギーベ同士での会合で今年の収穫量や魔獣の被害などの話をしたり、女性同士の集まりで様々な噂話が行き交ったり、大人達は忙しい。


その間、洗礼式を終えた子供達は一室に集められる。これから先、貴族院へ一緒に向かうことになり、同期、先輩、後輩として共に生活をする仲間となる同じ年頃の子供達で過ごすのだ。兄弟姉妹から聞いた話を元に自分が貴族院で所属するコースを選んだり、目指すコース毎に子供が固まって少しでも交流を持ったりと、こちらも大人ほどは洗練されていなくても社交の術すべを学ぶことになる。同時に、身分の上下を理解し、貴族らしい振る舞いを身に付けることが望まれるのだ。


「今年からはその場にヴィルフリート坊ちゃまとローゼマイン姫様が加わることになります」


朝食の後、リヒャルダが滔々とうとうとこれからの行動について説明してくれる。


「子供部屋は将来の側近を選び、育てる場となります。貴族院で一緒に過ごすことで連帯感や信頼感が生まれやすいので、どうしても年の近い者から側近が選ばれることが多くなりますからね」


その側近の座を争い、子供の後ろで親が暗躍あんやくするとリヒャルダは少し厳しい顔で言った。


「姫様、どうか子供の後ろには必ず親族が付いていることを忘れないでくださいませ」


わたしはコクリと頷いて子供が集められる部屋へ騎獣で向かう。今日は護衛騎士が四人とも付いている。貴族院に出発するまでは学生達も同じ部屋に集められるため子供の人数が多いので、学生達の移動が終わるまでは護衛騎士が多く必要なのだそうだ。


「今日は最上級生の移動日ですから、荷物が多く行き交っているでしょう？」


本館の子供が集められている子供部屋へ向かう途中で、大きな荷物をいくつも積み上げた台車が並んでいた。これらは全て貴族院へ向かう者の荷物だそうだ。荷物と一緒に貴族院の所属を示すマントとブローチを付けた者が出入りする姿がある。


「毎年、貴族院に慣れている最上級生から移動し、最後に移動するのが新入生となっています」


「マントとブローチを付けていない者もいるようですけれど？」


「側仕えでございますよ。貴族院へ連れて行ける側仕えは一人と決まっておりますから」


学生達は実家の側仕えを連れて、貴族院へ移動していくのだそうだ。更に人数が必要だと思えば、側仕えのコースを選択している者を雇ったり、護衛として騎士コースの者を雇ったり、課題をこなすために文官コースの者を雇ったりするらしい。だから、洗礼式を終えた子供達は貴族院の話を聞きたがる。自分がどのコースに向かうのか考えるための情報とするためだそうだ。


貴族院へ向かうために準備している皆がわたしのレッサーバスを見てぎょっとし、二度、三度と振り返る。その驚いた顔には慣れてきたので、わたしは特に気にせず突き進む。わたしの側近達も周囲の驚き顔に慣れたようで、何事もないように進んでいた。


「ローゼマイン姫様、こちらが冬の間、子供同士で交流を持つための子供部屋でございます。学生達が貴族院へと向かうまでは少々手狭ですが……」


わたしがレッサーバスを片付けるのを待って、リヒャルダが部屋の扉を開ける。その途端、楽しげに話をしていた皆がピタリと口を閉ざしてこちらに注目し、急いで跪き始めた。


リヒャルダはその様子を当たり前の顔で見ながら「姫様、こちらへどうぞ」と部屋の奥に準備されている椅子へ向かう。わたしがそれに座ると、リヒャルダはお茶を入れるために動き、護衛騎士達が椅子を囲むように立った。その後はずっと挨拶だ。ずらっと並んだ子供達から挨拶を受ける。


「お初にお目にかかります。レーベレヒトの息子ハルトムートと申します。ローゼマイン様、命の神エーヴィリーベの厳しき選別を受けた類稀たぐいまれなる出会いに、祝福を祈ることをお許しください」


「許します」


「命の神エーヴィリーベよ　新たな出会いに　祝福を」


次から次へと名乗られたところで、とても全てを覚えるなんてできそうにない。とりあえず誰の子なのか、親の名前が共に教えられるので、前神殿長の秘密のお手紙から作成した要注意リストに載っていた人だけは覚えておく。わたし、頑張った。前神殿長のリストも役立った。


わたしへの挨拶が列をなし、その後、ヴィルフリートがやってくると、またその前に挨拶の列ができる。挨拶の列が途切れるまでは、わたし達に話しかけることもできないので挨拶を終えた子供達は少し遠巻きにしながら、貴族院の学生達に色々な質問を始めた。学生達も自分が通った道なので、機嫌よく教えてくれているのが見える。どうしてそのコースを選んだのか、どのような講義があるのか、どんな教師がいるのか、そんな質問がちらほらと聞こえてくるのがちょっと楽しい。


……気軽に話しかけちゃダメって言われてるけど、わたしもあんな感じの話がしたいな。


わたしは自分への挨拶が終わると、周囲をくるりと見回した。周りにいるのは護衛騎士だけだ。


「ダームエルはどうして騎士になろうと思ったのですか？」


「兄上が文官なので、騎士の方が役に立てると思ったからです」


情報を収集するという点でも、同じ場所に所属するよりは違う場所に所属した方が様々な情報が集まる。文官としては兄の方が優秀なので、兄の役に立てるものを選ぼうと思ったらしい。


「ブリギッテはどうしてかしら？」


「わたくしは幼い頃から体を動かす方が得意でしたし、実家のあるイルクナーは山や森が多く、小さな魔獣が多いので、それを倒す術を身に付けた者がいれば周囲の者にも喜ばれますから」


率先そっせんして害獣となる魔獣を退治しようとするブリギッテの心意気がカッコいい。シュツェーリアの夜の奮戦する姿を思い出して、わたしは何度か頷いた。その後、コルネリウスに視線を移す。


「コルネリウスはどうして騎士になろうと思ったのですか？」


「父上も兄上も騎士なので、側仕えや文官になろうと考えたことがありませんでした」


まぁ、あの家庭環境ならそうだよね、とわたしは納得した。カルステッドは息子を鍛えることしか考えていなかったので、わたしが娘となっても何をどうすればよいのかわからない、と言っていたくらいだ。息子を騎士とするために容赦ようしゃなく鍛えたに違いない。


わたしは最後にアンゲリカに視線を移した。一番志望理由を聞きたい相手だ。アンゲリカは淡い水色の髪に深い青の瞳の小柄で細身の少女で、ブリギッテと違って側仕えならともかく、騎士には見えない。今までのちょっとした仕事振りからスピードに特化した戦い方をしていて、領主の娘の護衛騎士として抜擢ばってきされるくらい強いというのはわかる。けれど、アンゲリカ自身がどうして騎士を目指そうとしたのか、尋ねる機会はなかった。


「アンゲリカはどうして騎士になろうと思ったのですか？」


「勉強したくなかったからです」


予想外の言葉にわたしは何度か目を瞬いた。アンゲリカは至極しごく真面目な顔でもう一度繰り返す。


「なるべく勉強せずにすむのが、騎士だったのです」


「そ、そうですか」


「ローゼマイン様がお勉強を好きな主で嬉しく思っています。不足を補い合うことができるのが、良い主従だと騎士団長もおっしゃいました」


自分の代わりに頭を使ってください、という言葉が聞こえたような気がした。本があまり好きではない様子から勉強が嫌いなのだろうと思っていたけれど、まさか騎士の志望理由が勉強嫌いだとは思わなかった。人は見かけによらない。


「皆、それぞれに理由があるのですね。わたくしは文官になりたいです。文官になってこの城の図書室の管理をする司書になるのです」


図書館の司書は文官の中から選ばれるのだ。貴族院へ行って、文官になって、最終的には司書になる。そのためならばどんな努力でもするつもりだ。わたしが将来設計を語りながら、図書室で過ごす自分を想像してうっとりしていると、ものすごく言いにくそうにブリギッテが口を開いた。


「ローゼマイン様は領主候補生のコースに行くことが決まっております。領主の養女ですから」


「え？　わたくし、養女ですから、領主にはなりませんよ？」


「領主の子は領主候補生です。そのためにローゼマイン様は養女となられたのではないですか？」


わたしは領主の母に守られた前神殿長と他領の貴族に対抗できる後ろ盾が必要だったから、領主の養女となったのだが、周囲への説明は強大な魔力を領地に役立てるため、アウブであるジルヴェスターが養女として取り立てたことになっている。わたしが自分の魔力をエーレンフェストのために使うことは決定事項で、異論などない。けれど、貴族院では領主候補生で、文官や司書になれないとは思っていなかった。このままならば次期領主はヴィルフリートがなるので、わたしはその補佐をしつつ、神殿図書室を好きに改造していくか、城の図書室の司書になるつもりだったのだ。


「あの……文官になれないということは、もしかして、わたくし、司書になれないのでしょうか？」


「どう、なのでしょうか？　領主の子が司書になるという話は伺ったことがございません」


領主の補佐をし、領地のために嫁に行って関係を繋げていくのが務めで、実家に居座って司書になるのは領主の養女の仕事ではないらしい。


……そんなのってないよ！


絶望した。目の前が真っ暗になり、ふぅっと意識が遠のいていく。


「ローゼマイン様っ!?　お気を確かに！」






目が覚めたら、フェルディナンドがいた。眉間みけんにくっきりとした皺を刻んで、不愉快ふゆかい極まりない、という顔でわたしを見下ろしている。


「神官長！　わたくし、司書になれないのですか!?」


わたしが涙目で飛び起きて尋ねると、フェルディナンドは「呼び方を間違えている」と指摘した後、面倒くさそうな顔を隠そうともせずに深々と溜息を吐いた。


「会合の途中で、顔色を変えたリヒャルダが飛び込んでくるから何事かと思えば……そんなことか」


「そんなことではありません！　わたくしの人生に関わる重大なことです！　フェルディナンド様、わたくし、司書になれないのでしょうか？　司書になるため、本に囲まれた職場に就職するため、わたくし、本作りを始めたのです。それなのに、司書になれないなんて……」


おぅおぅ、と泣きながら訴えるわたしを静かに見下ろしていたフェルディナンドが、指先でトントンとこめかみを叩きながら口を開いた。


「ローゼマイン、落ち着きなさい。……難しいが、君が文官になる道がないわけではない」


「本当ですか!?」


一縷いちるの希望にわたしは顔を上げて、救世主たるフェルディナンドをじっと見上げる。フェルディナンドはフッと笑みを浮かべた。


「領主候補生の講義を全て取りながら、文官の講義も取れば良いだけだ」


予想外の言葉にわたしはポカンと口を開ける。領主候補生としての講義を全て取った上で、文官コースの者が取る講義を全て取れ、と無茶なことを言い出したフェルディナンドを見つめる。


「そのようなこと、できるのですか？」


「前例がある。できなくはないはずだ」


「前例って……もしかして、フェルディナンド様ですか？」


領主候補生の上に文官コースまで取っていそうな人物は他に心当たりがない。わたしの言葉にフェルディナンドは何ということもなさそうに軽く頷いた。


「あぁ、私も領主候補生だったからな。文官と騎士を合わせて取った」


……どんな超人ですか!?


フェルディナンドが文官仕事もできて、騎士団にも所属していて、領主の補佐もできるという事実を甘く見ていたようだ。わたしはくらくらする頭を抱えた。


「大半の者は冬の間だけ貴族院にいるが、申請をしておけば他の季節にいられないこともない。私は呼び出されぬ限り、貴族院にいたからな」


戻ろうと思えば転移の魔法陣ですぐに戻れるし、城よりも貴族院の方が居心地よかったので、周囲に難癖なんくせを付けられないように、空いている時間をフル活用した結果、三コース制覇せいはしたそうだ。


「フェルディナンド様と同じ能力を期待されても困ります！　わたくし、凡人ぼんじんですから！」


「ふむ。凡人に司書は無理だ。努力する気がないならば、最初から諦あきらめなさい」


フェルディナンドは、話は終わりだ、と言うように手を振った。ここで話を終えられてしまったら、本当に司書への道が閉ざされることになる。それだけは嫌だ。挑戦する前から司書への道を諦めるなんて、できるわけがない。


わたしはぐっと拳を握りしめてフェルディナンドを見上げる。わたしが簡単に諦めることなどないとわかっていたように、フェルディナンドが唇の端をニッと吊つり上げた。


「わたくし、絶対に諦めません。凡人は止めて、奇人変人を目指します！」


「待ちなさい。君はすでに変人だ。目指すべき方向はそちらではない」


フェルディナンドが右手を広げて、わたしの目の前にかざし、すぐさまわたしの決意を止める。それから、疲れ切ったような声でわたしが行く道を示してくれた。


「どのように講義を取っていくか、貴族院に入った後で相談に乗るので一人で勝手に暴走しないように。君の場合、まずはユレーヴェを作ってその虚弱きょじゃくな体を何とかするのが先だ。今のままでは領主候補生の講義を取るのも大変になるぞ」


「……そうですね」


どうせ貴族院に行ってからの話になるので考えるのは後回しにしろ、と言われてしまった。司書になる道が残されているなら、それでいい。安心して問題は後回しにしておく。


「印刷業の販路拡大のために、カルタや絵本を貴族の子供達の間に広げるのであろう？　今は文官コースのことは置いておき、そちらを優先しなさい」


「はい。わかりました」






希望が見えて元気になったわたしはアンゲリカやコルネリウスも含めて貴族院へ向かう学生がいなくなった次の日、カルタを持って子供部屋へ行った。


「学生達が貴族院へ移動したため、これからはこの顔ぶれで冬を過ごすことになります。今日は皆と仲良くなれるようにカルタという玩具おもちゃを持ってまいりました。これで遊びましょう」


七歳から九歳の子供達を学年ごとに分けて、カルタ大会を始めた。わたしとヴィルフリートは経験者なので、九歳の集まりの中に交じってカルタをする。簡単に勝利した。ヴィルフリートは喜んでいるが、わたしは周囲の表情から手を抜かれていることを察してニッコリと笑顔を作る。


「しばらくは経験者であるわたくしたちの方が強いでしょうけれど、冬の間に一度もわたくし達に勝てないようでは側近はとても任せられませんものね、ヴィルフリート兄様？」


わたしの言葉にヴィルフリートが「う？」と少しばかり首を傾げ、周囲の子供達が表情を引き締める。側近となるためにわたし達の機嫌を取れ、と親に言われているに違いない子供達に接待せったいなどさせるつもりはない。彼等に接待をさせるのではなく、わたしが彼等を教育するのだ。


「わたくし達も主として相応しくあれるように努力しますけれど、側近には優秀な者が必要です」


「うむ、そうだな」


周囲を煽ってカルタを始めたが、初心者と経験者では勝負になるはずがない。わたしとヴィルフリートの圧勝だ。ヴィルフリートもかなり強くなっていた。本気を出さなければ負けていたかもしれない。多分、次の冬には負けると思う。


……わたし、絵札を見つけるのは速くても、取りに行くためのスピードが足りないんだよね。


「再戦を楽しみにしておりますね。明日からは一番優秀だった者にお菓子を贈りましょう」


子供部屋にもお菓子は運ばれるけれど、身分毎に上から下へと下げ渡すので、わたし達が食べる量に比べて、他の子供達が食べられる量は少ない。甘くておいしいお菓子を賞品として付けたことで、子供達は目の色を変えてカルタを睨み始めた。


この日はカルタだけを持ち込んでみたけれど、次の日からは、わたし達の教育カリキュラムをそのまま子供部屋に持ち込んだ。朝食の後は騎士団との訓練で、わたしは皆が走っている時に歩く練習をする。エックハルトが専属でわたしに付いていて、倒れないように目を光らせているのだ。


三の鐘の後はお勉強だ。カルタをしたり、絵本の読み聞かせを行ったり、その子のレベルに応じた書き取りをしたりする。ヴィルフリートは基本文字を全て覚えたので、絵本の書写しょしゃをするようになった。これは七歳の上級貴族、八歳の中級から下級貴族と同程度の進度で、領主の息子として並のレベルに追い付いたといえる。わたしは一人で図書室から持ってきてもらった本を読み、その内容をまとめたり、次に作る絵本の本文を書いたりしている。至福しふくの時間だ。


算数では、普通の練習問題に加えて、トランプでブラックジャックのように足し算を使うゲームをする。あまり計算が得意ではない子供も多いようで、眉を寄せながら難しい顔でゲームに取り組んでいる様子が面白い。計算が得意な子供はトランプでお菓子を稼いでいた。


フェシュピールも皆で同じ時間帯に練習することにした。良い教師を招けないために伸びない子供もいる。冬の間だけでもロジーナのような領主候補生の専属楽師の教育を受ければ変わるはずだ。


領内の子供達の基礎力を上げることに関してはフロレンツィアの許可を取っているし、冬の特別手当が教師達に支払われることになっているので、教師達も嫌な顔をせずに教えてくれている。


「これほど規律正しい子供部屋は初めてです」


毎年、子供部屋の監視かんしを頼まれている側仕えは感心したように微笑んで、わたしやヴィルフリートのやり方を褒めてくれた。身分を振りかざす上級貴族の子供と苛いじめられる下級貴族の子がいて、適当なところで仲裁するのに気を遣って奔走ほんそうするのが今までの子供部屋の冬だったそうだ。






「では、書き取りが終わったら、絵本を読みましょう」


ガッツリと勉強することに慣れていない子供達が相手なので、やることは次々と変えていく。


ヴィルフリートが飽き始めたら、というのが目安であるが、モーリッツは皆に向けて絵本を読んでくれる。大きく挿絵が付き、本文は短く、わかりやすくまとめている神様のお話に子供達は目を輝かせて見入っていた。絵本の読み聞かせに一番目を輝かせているのはフィリーネだ。今年洗礼式を迎えたばかりの下級貴族の娘で、蜂蜜はちみつ色の髪に若葉のような黄緑の瞳をしている。おっとりとしていておとなしい子だが、絵本の読み聞かせになると一番前に座り、最後まで絵本を見ている。自由時間にも絵本を手に取ってニコニコとしている様子が、わたしにはとても好印象だった。


「どうだ、フィリーネ。この絵本はローゼマインが作ったのだ。すごいだろう」


……何故ヴィルフリート兄様が自慢してるのかな？


まるで自分のことのように誇らしげな顔で胸を張るヴィルフリートの姿にわたしが小さく笑っていると、フィリーネが頬を上気させて、「ローゼマイン様」と純真じゅんしんさでキラキラした目で見つめてきた。胸の前で手をぎゅっと握りしめ、愛の告白でもするようにもじもじした後、一大決心をした顔で口を開いた。


「わ、わたくしも絵本を作ってみたいです！」


「フィリーネはどのような絵本が作りたいのかしら？　何か知っているお話があって？」

            





    
  
  




本作りに興味がある子は大歓迎だ。わたしが笑顔で歓迎すると、フィリーネは恥ずかしそうに両方の頬に手を当てて俯く。


「わたくしのお母様がお話ししてくださったことを絵本に残したいのです」


フィリーネの母が亡くなって、新しい母親が来たけれど、新しい母親は同じお話を知らないらしい。実の母親がしてくれたお話を忘れないようにしたいのだと言うフィリーネの言葉を聞いて、わたしは自分が一所懸命に書き留めてきた母さんの話を思い出す。貴族にはわからない話だから、と脇に置いていたが、物語としてまとめてトゥーリとカミルに贈りたくなった。


「では、お話をしてくださる？　フィリーネはまだ文字が書けないでしょう？　わたくしがフィリーネのお母様のお話を書き留めて差し上げます」


フィリーネの母親のお話を語らせ、わたしはそれをせっせと書き留める。母親のお話を書写するのがフィリーネの冬の課題となった。

            





お茶会


子供教室の時間割に子供達が馴染んできた頃、大人達の情報収集も一段落したようで、今度は交友関係を広げるための社交へと移っていく。今年は特にジルヴェスターの母親が幽閉ゆうへいされて退いたことで領内の勢力図が大きく変わった。そのため、誰も彼もが新しい繋がりを求めたり、派閥はばつを強化したり、保身のために奔走しているそうだ。


「本日の面会依頼はこちらになっております」


リヒャルダが持ってきてくれる面会依頼の手紙に目を通すことが、ここ数日でわたしの日課に加わった。依頼の手紙には一通り目を通すが、わたしやヴィルフリートと面会できるのは、領主夫妻と筆頭側仕えが許可した者だけだ。


それでも手紙を見せられるのは、手紙を見ながら、誰が誰と繋がりがあるのか、どの派閥に注意が必要なのか、リヒャルダがわたしに教えるためである。今のところ、わたしが一番注意しなければならない相手は、生母ということになっているローゼマリーの親族だそうだ。「ローゼマインは自分の姪だ」と冬の社交で皆に言って回っているらしい。面会依頼を断られ続けているので、周囲の目は懐疑的かいぎてきらしいが、どのような接触手段を取ってくるのかわからないと言われている。


「姫様が面会したいと思う者はいらっしゃいますか？」


「お母様からのお茶会のお誘いはお受けしてほしいのです。わたくし、フェシュピール演奏会の会計報告をすると、お約束をしていますから」


エルヴィーラの派閥のお茶会ならば、養母であるフロレンツィアもいるので許可は簡単に下りるはずだ。実母との交流にはリヒャルダも否は唱えない。


「かしこまりました。ジルヴェスター様に報告しておきましょう。他に、本日の面会依頼でお会いしてみたい方はいらっしゃいましたか？」


「……そうですね。ヘンリックにはお会いしたいと思っています」


わたしは少し気になる面会依頼の手紙を取り上げる。


「ダームエルのお兄様でしょう？　用件もわたくしへのお詫びとお礼ですし……」


去年のトロンベ退治での口添くちぞえからダームエルを護衛騎士に取り立てたことまで、文面でお詫びとお礼が綴つづられているが、できれば直接会ってお礼を述べたいという内容だった。


「後は、そうですね。ブリギッテのお兄様にもお会いしてみたいです。イルクナーは林業が盛んなところなのですって。製紙業に役立つお話ができるかもしれません」


エーレンフェスト周辺とイルクナーでは木の種類にも多少の違いがあるかもしれない。新しい紙の素材があれば良いと思う。わたしがうきうきしながら語ると、リヒャルダはいくつかの手紙の中から一通の手紙を取り出した。


「姫様。それでは、アンゲリカの親族とも面会が必要になりますよ。このままでは護衛騎士の親族でアンゲリカの親族のみ、姫様との面会がなかったという事態になりますから」


エルヴィーラもヘンリックもブリギッテの兄も、それぞれに面会する理由があるのだが、傍はたから見れば護衛騎士の親族ばかりだ。アンゲリカ一人だけ面会がなければ、不興ふきょうを買ったのか、信頼を得られていないのでは、という評価に繋がる可能性があるとリヒャルダが指摘した。


「……では、アンゲリカの親族とも面会しましょうか。ただ、わたくし、アンゲリカに関しては他の方より知っていることが少ないので、後に回すということになりそうですけれど」


少し情報を得てからでなければ会話もできない。わたしの言葉にリヒャルダは「かしこまりました」と頷いた。


「ねぇ、リヒャルダ。護衛騎士だけはなく、側仕えの親族との面会も必要ではないかしら？」


「わたくしの親族で嬉々として名乗りを上げるのがユストクスでしょうから、必要ございません。本当にどうでも良いことばかりを集めたがる変わり者ですからね」


情報と素材の収集に情熱を燃やすユストクスは、母親であるリヒャルダから見ると問題児らしい。他の側仕えの親族とは特に面会する必要も理由もない、というのが、リヒャルダの判断だったため、護衛騎士の親族との面会だけを行うことになった。


当然のことながら、最初に許可が下りたのは、エルヴィーラのお茶会だ。ただ、許可が下りるのは早かったけれど、エルヴィーラのお茶会は派閥全員を集める最大規模のお茶会に招待されているので日付はかなり先だ。






数日後、護衛騎士の親族との面会は全て許可が下りた。日程の調整をしつつ、最初に面会ができたのはダームエルの兄であるヘンリックだった。わたしはリヒャルダと護衛騎士のダームエルとブリギッテを連れてレッサーバスで本館へ向かう。


面会が決まった日から、ダームエルが「ローゼマイン様と兄上の面会に私が同席させられるのは、精神的に辛いものがあるのですが」と三者面談を前にした学生のようなことを言っていたが、ダームエルを護衛から外すことはできない。コルネリウスとアンゲリカの二人が貴族院に行っている今、わたしの護衛騎士はダームエルとブリギッテしかいないのだ。


「お待たせいたしました」


わたしが部屋に入ると、ヘンリックは跪いて待っていた。


「ダームエルの兄でヘンリックと申します。ローゼマイン様、命の神エーヴィリーベの厳しき選別を受けし類稀なる出会いに、祝福を祈ることをお許しください」


「許します」


挨拶を終えたヘンリックが顔を上げる。文官だと聞いていた通り、誠実でおっとりとした雰囲気の優男やさおとこだった。髪や目の色合いがダームエルより少し濃いだけで、顔立ちもよく似ている。


これから先の誼よしみを結ぶことを目的とした面会になるのではないか、と思っていたけれど、そんなこともなく、ただひたすらにヘンリックは去年のトロンベ討伐でのダームエルの失態しったいを詫び、処分に関しての口添えに感謝していた。身分を考えればダームエルがシキコーザと同じ処分を受ける確率の方が高かったようで、そうなった場合は下級貴族であるヘンリックにも累るいが及ぶのは確実だったそうだ。


「ローゼマイン様に多大なご迷惑をかけたにもかかわらず、愚弟ぐていを護衛騎士に取り立てていただいたこと、深く感謝しております」


一度処分を受けたというレッテルを剥はがすことはできないけれど、被害者であるわたしが取り立てることで、シキコーザに巻き込まれたという印象を強くすることができる。何より領主一族の護衛騎士に取り立てられるのは、下級貴族出身のダームエルでは考えられない程の出世なのだそうだ。


兄としてどれだけ感謝しているかを伝えたかった、と安堵したようにヘンリックが言った。今後とも弟をよろしく、というようなことを言われてヘンリックとの面会はあっさり終わった。


「弟思いのお兄様ですわね」


わたしがそう声をかけると、ダームエルは家族の話題を学校で出された男子のような恥ずかしそうな顔でそっぽ向いた。






ヘンリックとの面会が終わった二日後には、ブリギッテの兄であるイルクナー子爵との面会だ。部屋に入って長い挨拶を終えると、わたしは早速本題に入る。


「わたくし、ギーベ・イルクナーには木々のことを伺いたいと思っておりましたの」


イルクナー子爵は赤毛に緑の瞳で、顔立ちはブリギッテと似ている。二十代前半に見える。ブリギッテをもう少し凛々りりしくした感じだ。土地持ちの貴族として生きているのだから貴族らしい面も持っているのだろうが、田舎にいる素朴な雰囲気も持っているように見えた。


「林業が盛んだとブリギッテから伺いましたけれど、イルクナーではどのような木を栽培さいばいしていらっしゃるの？　この辺りとは木の種類が違うのかしら？」


「ローゼマイン様は木に興味がおありですか？」


軽く目を瞬いた後、イルクナー子爵は少しばかり嬉しそうに表情を綻ほころばせる。ブリギッテが故郷のことを話してくれた時に見せていた、自分の治める土地を誇りに思っている顔だ。


「えぇ、わたくしが始めた事業では木から紙を作りますの。より良い紙を作るためにも色々な木で試してみたいと常々考えております。珍しい魔木があれば、ぜひ試してみたいです」


「ほぉ、木から紙を作られるのですか？　それは……実に興味深いですね。確かに貴族街周辺の木々とは少し種類も違います。役に立つかどうか存じませんが、特殊な魔木もございます」


そう言っていくつか木の名前を挙げてくれたが、わたしが聞いたことのある名前は少なかった。知っていたのは家具や建材として使われる丈夫で硬い木ばかりだ。どうやらイルクナー辺りの林業が盛んな土地で切られ、川を使ってエーレンフェストへ運ばれてくるらしい。


「わたくしの知らない木ばかりです。こちらとは木の種類が違うのでしょうね。一度イルクナーへ伺って色々な木々をこの目で拝見したいです」


「姫様、思いつきを軽々しく口にしてはなりません」


リヒャルダが厳しい顔でわたしの言葉を遮った。この面会は公の場になる。ここでわたしが口にしたことは決定事項と取られても文句を言えないそうだ。


「……えぇ、リヒャルダの言うように気を付けますけれど、今回は軽々しくではないのですよ。すぐに、というわけにはいかないのですけれど、木々を確認するために林業の盛んな土地へ一度は足を運ぶつもりでしたから」


「その折にはぜひイルクナーへおいでください。心より歓迎いたします」


しばらくは忙しいので数年後になるかもしれないけれど、紙の改良のためにいつかはイルクナーを訪れることを約束して面会は終了する。


「本日はローゼマイン様の貴重なお時間をいただけたこと、感謝の念に堪えません」


「わたくしもギーベ・イルクナーとお話できて、本当に楽し……」


「おぉ、ローゼマイン様ではありませんか！」


面談を終えて部屋から出ると、廊下に見知らぬ貴族がいた。たまたま通りがかったようだが、わたし達の姿を見ると同時に近寄ってくる。


「お体が弱いと伺いましたが、すっかりお元気になられたようですな。でしたら、そのような田舎貴族とお付き合いするよりも先に交友を持つべき貴族がございます」


どこの誰だか知らないが、イルクナー子爵よりは上の立場の貴族のようだ。話の邪魔にならぬように、とイルクナー子爵が数歩下がったのを見て、わたしはそう判断する。


「あぁ、遠目で拝見した時から思っておりましたが、ローゼマイン様は私の妹であるローゼマリーに大変よく似ていらっしゃる」


……あぁ、設定上の生母様の面倒な親族か。


挨拶も名乗りもしなかった貴族からわたしは視線を逸らして、困ったわというように頬に手を当ててリヒャルダに視線を向けた。リヒャルダが一歩前に出る。


「下がりなさい、無礼者」


「リヒャルダ様。無礼と申されましたが、私はローゼマイン様の伯父です。ローゼマイン様、何か一言いただけませんか？」


野心と期待に満ちたギラギラした目で見られても困る。一言と言われても、わたしの頭に思い浮かぶのは「邪魔」以外にない。それに、紹介もされていない見知らぬ貴族と直接口を利くな、とフェルディナンドにきつく言われているのだ。


「ギーベ・イルクナー、本日は楽しい時間をありがとうございました。またお会いできる日を心待ちにしておりますね」


見知らぬ貴族を無視して、所在しょざいなげに控えているイルクナー子爵に声をかけると、わたしは踵きびすを返した。身分の高い者が去らなければイルクナー子爵もこの場から動くことができない。別れの挨拶が有耶無耶うやむやになっていたけれど、これでイルクナー子爵もこの場から退くことができるはずだ。


「ローゼマイン様！」


去っていくイルクナー子爵とレッサーバスを取り出して乗り込んだわたしを見比べて焦あせったような声を出しているが、関わり合いになってはいけない。ローゼマリーの親族は前神殿長のような面倒を引き起こすタイプだと保護者達から言われている。「生母様のことは聞いたことがないのでわかりません。わたくしのお母様はエルヴィーラ様です」という態度でいれば良いらしい。今回は紹介も挨拶もないので、それ以前の問題だけれど。


「……リヒャルダ、わたくし、知らない貴族と直接口を利いてはならないのですよね？」


「えぇ、姫様。よく覚えていらっしゃいましたね」


リヒャルダが無言の笑顔で貴族を撃退し、わたしは部屋に戻る。保護者三人組にも報告しておいた方が良いということで、オティーリエに報告してもらうことにした。


結果としては、三者三様に「関わらなければ良い」という言葉が返ってきた。洗礼式でもお披露目でも実の母親の名前を公表していないので、肯定も否定もせず関係を持たないようにだけ気を付ければよいそうだ。本当にそんな処置で大丈夫だろうか、と思ったけれど、面会依頼の手紙が毎日届くだけで、それ以上の接触はないので面倒な親族は放置することに決定した。






アンゲリカの親族と面会する日になった。面会する部屋へわたしが入室すると、アンゲリカの両親と思われる男女が跪いて待っている。そこまでは普通だった。わたしが席に着くと同時に、アンゲリカの両親が口を開いた。


「この度は、大変申し訳ございませんでした！」


「……え？」


挨拶よりも先に平身低頭して謝罪され、わたしは目を瞬いた。意味がわからない。わたしが呆然としていると、リヒャルダがずいっと進み出て、いきなり謝罪を始めた理由を聞いてくれる。


「突然どうしたのです？」


「……あの、アンゲリカが取り返しのつかない失敗をしたのではないのですか？　それ以外に私達がローゼマイン様に呼び出される理由など思いつきませんが……」


なんと、こちらにとっては護衛騎士で一人だけ親族に挨拶しないのもよくないので、ひとまず顔を合わせておこう、という程度のただの挨拶のつもりだったのだが、アンゲリカの両親にとっては、娘が失敗した上での呼び出しで、一族を巻き込んだ処分が下ると思っていたらしい。


「アンゲリカが貴族院への入学を前に、騎士になると言った時にも驚きましたが、領主の養女の護衛騎士として抜擢された時には、目の前が暗くなりました。あの娘に高貴な姫の護衛などできるはずがございません。必ずや不興を買うに違いない、と思っておりました。今回の呼び出しを受けて、やはり、と思ったのでございます」


アンゲリカは側仕えを多く輩出する家系に生まれたにもかかわらず勉強嫌いで、言われたことは仕方なくやるけれど、自分から動かなくて気が利かないという側仕えには全く適さない子供だったようだ。わたしの護衛騎士となってからは、いつ何をやらかすかと気が休まらない毎日を両親は過ごしていたらしい。


「お勉強が好きではない、とアンゲリカ本人からも伺いましたが、命令違反をするわけではございませんし、良き主従となりたいと言われております」


考えるのは任せた、と言われたようなものだが、気を回しすぎてぐったりしている両親にありのままを伝える必要はないだろう。お仕事を頑張っていますよと伝えて、面会は早目に終了した。






アンゲリカの両親との面会から更に数日が経ち、エルヴィーラの派閥が集まるお茶会に出席し、フェシュピール演奏会の会計報告をする日がやってきた。女性のお茶会は男子禁制だ。今日は護衛騎士のダームエルに休みを与え、ブリギッテが付いている。側仕えはリヒャルダとオティーリエの二人だ。オティーリエは会計報告のプリントが入った木箱を抱えている。


「皆様、ごきげんよう」


わたしはこの日のために会計報告のプリントを印刷した。フェルディナンドに何度も却下されながら作り上げた会計報告だ。これをお茶会に来ているメンバーにリヒャルダとオティーリエに配布してもらう。会計報告を印刷するには少しお金がかかったけれど、エルヴィーラの派閥に配る分だけだし、普段の半分以下の大きさの紙なのでそれほどの金額ではない。以後も寄付や印刷物の販売にご協力いただきたいのでちょっとした投資である。


「では、皆様に会計報告をさせていただきます。お配りした紙をご覧くださいませ。フェルディナンド様のフェシュピール演奏会で集まった寄付金の金額、及び、その用途が記されております。皆様のご協力のお蔭で、孤児院の子供達が仕事をするための環境が整い、冬を越すための準備を整えることができました」


報告にはあまり興味がないようだった。売り上げに驚かれはしたけれど、集めた寄付金の使い道を丁寧に報告することは少ないようで、「あら、ずいぶんと細かいのですね」というような反応だった。今日のお茶会に出席している貴婦人方は会計報告ではなく、皆が集まるのでイラストの再販があるのではないかという期待の方が大きかったようだ。配られた会計報告に数字と文字がずらずらと並んでいるのを見て、あからさまにガッカリした顔の貴婦人もいた。エルヴィーラもガッカリ顔だ。会計報告が終わって雑談が始まると、ヴィルマの美麗びれいイラストが欲しいと口々に訴え始める。


「ローゼマイン様、演奏会で売られていたフェルディナンド様の姿絵は本当に素敵でしたわ。わたくし、あれから毎日のように見ておりますもの」


「わたくし、今度こそ買おうと思っておりますの。いつ販売されますか？」


「もう一度演奏会を開く計画はございませんの？」


……皆、目がギラギラしてるよ。そんなに神官長のイラストが欲しいのか。


これだけの熱があればすごい儲けになりそうだ。わたしもできることならば、この大儲けの機会があと何度かあればいいなぁ、と思っている。けれど、どう考えても二度目はないだろう。


「残念ながら、姿絵がアウブ・エーレンフェストの手に渡り、それがフェルディナンド様に見つかってしまって、二度と姿絵を売ってはならない、と約束させられたのです」


イラストが再販されることはないという事実に貴婦人方が息を呑み、悲嘆ひたんにくれる。特に悲しんでいたのはお金が少し足りなくて、泣く泣くイラスト購入を諦めた令嬢だ。


「わたくし、本当はこの会計報告にも絵を小さく入れようと思っていたのですけれど、それも反対されて、考えて、考えて、仕上がったのが、この会計報告書なのです」


「……ローゼマイン、何を仕込みましたの？」


フロレンツィアが笑いを含んだ声でそう言いながら、ちらりとわたしを見る。期待に満ちた目でエルヴィーラもわたしに向かって身を乗り出した。


「ローゼマイン様ならば、何かしてくださると思っておりましたわ」


皆が一斉にわたしに注目した。わたしはコホンと咳払いして、会計報告の紙を手にする。


「報告だけで用件が済んでしまっては、紙がもったいないと思いまして……。紙もインクも決して安い物ではございませんから」


フフッと笑いながら、わたしはパラリと紙を裏返した。そこには一見、インクの汚れのようにたくさんの線が付いている。フェルディナンドには表しか見せていないし、裏を見られてもわからないように、余計な線もたくさん付いていて、これだけではただの汚れだ。


「リヒャルダ、ナイフを」


わたしはリヒャルダからペーパーナイフを受け取ると、線を見て半分に切っていく。そして、注目を集める中で、手裏剣しゅりけんの折り紙を作った。綺麗に折ることができれば、両面に表情違いのフェルディナンドの絵が完成するようになっているのだ。


「んまぁ！」


わたしが作った手裏剣を見て、エルヴィーラが華やいだ声を上げた。裏表をくるくると見返しながら、ほぅ、と溜息を吐いた。


「どのようにすればよろしいの!?」


「教えてくださいませ！」


突如としてお茶会は折り紙教室になった。わたしは折り方を教えながら、皆をぐるりと見回す。


「これは、このお茶会に出席した方だけの物ですから、秘密でお願いいたしますね。また知られたら、今度はもう本当に、印刷自体をお許しくださらないでしょうから」


「えぇ、決して秘密を漏らしはいたしませんわ。これが漏れたら、この集まりにいらっしゃった方だとわかっておりますから、犯人の特定も容易ですものね」


この手裏剣がフェルディナンドに渡った時の犯人の処遇しょぐうの方が心配になるくらいに見事な結束力を見せ、お茶会は終わった。

            





奉納式


「ヴィルフリート兄様、わたくし、三日後から奉納式のため、しばらく留守に致します。戻ってきた時にはカルタでわたくしに勝てるように、練習しておいてくださいませ」


子供教室でのカルタ勝負をわたしの勝利で終えた後でそう声をかければ、悔しがって地団駄じだんだを踏んでいたヴィルフリートがバッとこちらを振り返った。


「ぬ？　しばらく留守だと？……皆、勝機しょうきがやってきた。今度こそローゼマインに勝つぞ！」


負けた悔しさよりも次の勝利に意識が向いたヴィルフリートの声に、数人の男の子達がつられたように意欲を燃やし、「はいっ！　絶対に勝ちましょう！」と拳を握って返事をする。


「よぉし、作戦会議だ！　ローゼマインはあっちへ行け。聞いてはならぬ」


子供教室で競争相手ができたヴィルフリートは、生来の負けず嫌いな性格が良い方に作用して順調に成長している。この冬の目標を「わたしにカルタで勝つ」と決めた時から仲間を集めて、何やら作戦会議らしきものを繰り広げているのも、無邪気な小学生男子という感じで微笑ましい。


「ローゼマイン様はどのくらい神殿へいらっしゃるのですか？」


フィリーネの若葉のような黄緑の瞳が不安そうにわたしを見てくるが、明確な答えは返せない。前神殿長が抜けた分がどの程度影響するのか、ジルヴェスターが勝手に引き受けてしまった小聖杯しょうせいはいをどうするのか、今年の奉納式には不安要素がいくつもあるのだ。


「小聖杯を全て満たすのにどのくらいかかるかわかりませんから、はっきりとは申し上げられません。フィリーネは時間があれば、こちらのお話も書き写しておくと良いですよ」


わたしはフィリーネの母親が語ったお話の二作目を手渡しておく。わたしが書いた分はいずれ本にするための原稿として置いておくが、フィリーネ自身が書き写した分は最終的に糸で綴とじて、冊子にしてあげるつもりだ。


「恐れ入ります、ローゼマイン様」


顔を輝かせてフィリーネが原稿を受け取った。ふふっと笑い合っていると、横から数人の女の子が駆け寄ってくる。


「ローゼマイン様、ローゼマイン様。わたくしもお母様からお話を伺ってきたのですよ」


「神様の絵本も素敵ですけれど、わたくし、吟遊ぎんゆう詩人が語る騎士物語も絵本で読んでみたいです」


可愛い女の子達に取り囲まれ、彼女達が語るお話の内容を順番に書き留めながら、次に作る本の構想を練っているうちに三日が過ぎた。






「リヒャルダ、少し動きにくいです」


神殿に戻る当日の天気は猛吹雪でかなり視界が悪くなっている。雪が深すぎて馬車ではとても行き来できないので、今日は騎獣で移動することになった。わたしの体調を心配したリヒャルダが、防寒のために次々と服を重ねてくるのだが、それが窮屈きゅうくつで動きにくい。


「何をおっしゃるのですか、姫様？　このような吹雪の中を騎獣で行こうとするならば、姫様の虚弱さではまだまだ足りないくらいですよ」


「わたくしの騎獣は壁も屋根もありますから、雪も風も遮断されるので特に寒くないのですよ」


どれだけリヒャルダが気を付けていても冬の生活の間に二回熱を出して寝込んだせいで、リヒャルダは過敏かびんになっている。冬の間に平均五回くらいは寝込むから気にしなくても大丈夫と言ったのだけれど、五回も寝込むことが問題だと逆にリヒャルダが闘志を燃やす結果になったのだ。


リヒャルダに言い包くるめられて着ぶくれした状態で玄関へ向かうと、ホールで騎獣を出すようにノルベルトに言われた。レッサーバスを出し、エラやロジーナ、護衛のブリギッテに乗ってもらう。


騎獣の準備ができるのを待っているフェルディナンドとダームエルは、トロンベ討伐の時と同じ全身鎧よろいにマントを付けていた。この吹雪の中、金属の鎧など着ていたら凍傷とうしょうになるのではないだろうか。そんなわたしの疑問をフェルディナンドが一笑に付した。


「この鎧は魔術具の一種なので、そのような心配は無用だ」


なんと一見金属にしか見えない鎧が魔術具の一種で、防寒や耐火の機能が付いているらしい。性能は元になる魔石の魔力含有量がんゆうりょうや属性数、それから、本人の魔力量によって変動があるそうだ。


……魔力が多くて色々な魔石を持ってる神官長よりダームエルが大変ってことじゃない？


「フェルディナンド様とダームエルもレッサーバスに乗りませんか？」


「いや、周囲の警戒は必要だから、君がそれで動けるならば問題ない。では、行くぞ」


騎士団は吹雪の中に出現する魔獣を退治するために出動することも珍しくはないようで、二人とも特に問題はないらしい。騎士団は予想以上に過酷かこくなところのようだ。


ノルベルトの合図で扉が開かれ、フェルディナンド達が騎獣に飛び乗って駆け出していく。わたしも二人の後を追って吹雪の中へ飛び出した。






「吹雪の中を移動すると伺った時にはどうなることかと思いましたけれど、これは快適ですね」


ロジーナの言う通り、吹雪に全く当たることなく、事故を起こすことなく、無事に神殿に到着した。ただし、これは吹雪で視界が真っ白の中、先導してくれるフェルディナンドとダームエルがいてくれたおかげだ。二人の青と黄土色にはためくマントがなければ、わたしは神殿にたどり着けなかったと思う。空を駆けると方向感覚が全くなくなってしまうので危険すぎる。雪道を運転するのも怖いが、雪空を運転するのはもっと怖かった。


「おかえりなさいませ、ローゼマイン様」


「ただいま戻りました、フラン、モニカ」


わたし基準で手早くレッサーバスを片付けて、雪に足を取られて転びながら神殿へ飛び込むように駆け込むと同時に、慌てた様子でフランとモニカが出迎えに飛び出してきた。さすがにこの吹雪の中では騎獣を視認しにんできなかったようだ。


「ローゼマイン、神官服に着替えたら奉納式の打ち合わせのために神殿長室へ行くので、君も着替えて待っていなさい」


「わかりました」


わたしはフランとモニカの二人掛かりで雪を払ってもらっているのに、吹雪の中を騎獣で飛んでいたフェルディナンドもダームエルも雪だるまになっていない。騎士団の鎧はすごかった。


鎧から着替えるということでダームエルが先に護衛部屋で着替え、ブリギッテは全身鎧のままで護衛をしている。フランがダームエルのところにお茶を運びに行った。ブリギッテが着替えに行った時は、ニコラが護衛の部屋へお茶を持って行くことになっている。


わたしも着替えだ。騎獣から神殿までのほんの短い距離で雪にビシビシと当たったので、モニカに顔や髪も拭ぬぐってもらい、リヒャルダから大量に重ね着させられた服を、まるで玉葱たまねぎの皮を剥くように一枚一枚脱がせてもらって神殿長の服に着替える。体が軽くなって動きやすくなった。






着替えを終えて、温かいお茶を飲みながら一息吐いていたら、鎧から神官服に着替えたフェルディナンドがやってきた。


「側仕えからの報告によると、カンフェルとフリタークは滞とどこおりなく奉納式の準備を終えているそうだ。当初の予定通り、明日の土の日から奉納式を始める。今日はゆっくりと体を休めておくように」


「わかりました。……そういえば、前神殿長が抜けた分がどの程度影響するのか、養父様が引き受けてしまった小聖杯をどうするのかは決まったのですか？」


ただでさえ青色神官が少なくて魔力も足りない状態だ。そこにジルヴェスターが小聖杯を引き受けてきたのだが一体どうなるのか。今後のことを考えて「自分の後始末は自分で」と言ったけれど、冬の社交で忙しい領主が神殿まで魔力の奉納に来られるわけがないのは、わかりきっている。フェルディナンドが「当てはある」と言っていたけれど、何とかなったのだろうか。


「きちんと領主夫妻に責任を果たしてもらった。問題ない」


フェルディナンドはそう言いながら、腰に下げている袋の中から魔石を二つ取り出した。魔力を吸収するために使われる魔石にたっぷりと魔力が注がれているのが見えた。これだけの魔力を溜めようと思えば、かなり多くの魔力が必要なはずだ。


「……まさか領主夫妻に魔力を注いでいただいたのですか!?」


「まさか。領地の維持に必要な魔力を注いでいる二人にそのようなことをさせるわけがなかろう」


「神官長ならやりかねないと思っただけです。自分の後始末くらいは自分でしろ、と言って、魔力をたっぷり奪ってきたのかなって……」


最悪の予想が外れてホッとしていると、フェルディナンドはゆっくりと手のひらの上で魔石を転がしながらニィッと唇の端を吊り上げる。


「今年はあの前神殿長よりよほど魔力の豊富な罪人がいるではないか。単純に神殿で扱える魔力量だけを考えれば去年より豊富だ。彼等は処分せずに長く生かしておくのが領地のためだ」


その邪悪な微笑みから察するに、「自分達が出せないならば罪人から搾しぼり取れ」とでも領主夫妻に交渉して幽閉中のジルヴェスターの母親やビンデバルト伯爵から魔力を奪わせたのだろう。利用できるものは徹底的に利用するフェルディナンドの姿勢は実に頼もしい。味方の時は。


「青色神官に魔石の扱いを教えて奉納式を行う。魔力量は豊富なので去年より早く終わるはずだ」


魔力が少ないため、強大な魔力の扱いに慣れていない青色神官に魔石の扱い方を教えるのが大変だろうが、後は楽だ、とフェルディナンドは言い切った。


「私は今日これからカンフェルとフリタークに魔力の扱いを教えに行くが、君はおとなしくしておくように。今日は孤児院へ行くのも禁止だ。体調を崩さないように気を付けなさい」


本当ならば、わたしは神殿長なので奉納式の最初から最後まで儀式の間にいる必要があるけれど、体調と魔力の奉納を最優先させることに決定している。今年の奉納式の全工程を見守るのは神官長であるフェルディナンドだ。


「奉納式の途中で冬の素材のための呼び出しもあるはずだ。体調だけは万全に整えておくように」






奉納式の日は朝から湯浴みをさせられ、儀式用の衣装を着せられる。去年とは違って、神殿長としての儀式用の衣装に金色のタスキのような物をかけて銀色の帯を締める。それ以外に身に付ける小物は全て赤だ。簪はお披露目で使った物と同じである。ロジーナの指示を受けつつ、着付けてくれるモニカとニコラも少しずつ慣れてきているようだ。着付けにかかる時間がかなり早くなった。


「できました。どうですか、ロジーナ？」


「えぇ、よくできているわ」


ロジーナの合格点が出たので、後は儀式の準備が整うのを待つだけだ。フランとモニカから不在の間に起こったことの報告を聞きながら待っていると、ザームがやってきた。


「ローゼマイン様、準備が整ったようです」


フランとザームに先導され、わたしは儀式の間に移動する。神殿長室が儀式の間に最も近いので、今年は移動が楽である。長い裾を踏まないように気を付けて歩いていると、儀式の間の前で待ち構えている灰色神官達がわたし達の歩みに合わせて扉を開けてくれた。


扉の向こうには、去年と同じように祭壇が設しつらえられ、神具が飾られ、小聖杯がずらりと並んでいた。両側の壁際には篝火かがりびのように火が焚たかれていて、それが部屋を暖めている。


「お待たせいたしました」


去年と違って、儀式の間にいたのはフェルディナンドだけではなかった。カンフェルとフリタークも一緒だ。それぞれが魔力の詰まった魔石を持って、緊張した面持ちで待っている。


「……では、始めよう」


フェルディナンドがわたしに前へ出るように促し、自身は祭壇に向かって跪いて両手を赤い布に当てた。カンフェルとフリタークもフェルディナンドに続いて跪く。魔石が赤い布に触れるように置いて、その上にそっと両手を乗せている。わたしはフェルディナンドの横を通り、数歩前に出たところで同じように跪いた。一度祭壇を見上げた後、赤い布に手を付いて顔を伏せる。


去年はフェルディナンドに続いて復唱すればよかった祈りの言葉だが、今年はわたしの祝詞を皆が復唱するのだ。軽く息を吸って、わたしは口を開いた。


「我は世界を創り給いし神々に祈りと感謝を捧げる者なり」


わたしが祈りの言葉を口にすると、後ろの三人が復唱し、低い声が儀式の間に朗々ろうろうと響いていく。


「高く亭亭ていていたる大空を司つかさどる、最高神は闇と光の夫婦神　広く浩浩こうこうたる大地を司る、五柱の大神　水の女神フリュートレーネ、火の神ライデンシャフト、風の女神シュツェーリア、土の女神ゲドゥルリーヒ、命の神エーヴィリーベ。息づく全ての生命に恩恵おんけいを与えし神々に敬意を表し、その尊い神力の恩恵に報むくい奉たてまつらんことを」


祈りの言葉を口にするうちに、するりと自分の中から魔力が流れ出す。魔力を吸った赤い布がキラキラと光り、魔力が光の波となって祭壇へ流れ始めた。光の波はわたしの後ろからも次々と流れてきて、その勢いに乗るように、更にわたしの魔力が引き出されていく。






「そろそろ止めよ」


フェルディナンドの声に顔を上げ、わたしは赤い布から手を離した。流れていく光の波を見つめ、満たされた小聖杯の数を数えていく。去年はフェルディナンドと二人で一度に七、八個の小聖杯を満たしたけれど、今回は一度で四十個ほどの小聖杯を満たせたようだ。


「この分ならば、明日には終わりそうですね」


「いや、魔石の魔力がほとんどなくなっている。奉納式を終えるには三日ほどかかるであろう」


フェルディナンドはカンフェルとフリタークの二人から回収した魔石を見てそう言った。確かに魔石の色がほとんど黒になっていて、魔力は残り少なくなっている。


「カンフェル、フリターク、ご苦労だった。部屋に戻って休みなさい」


「二人のおかげで助かりました。ゆっくりと休んでください」


自分では扱ったことがない大きな魔力を扱い、ぐったりと疲れている二人に声をかけて、退室を許可する。二人は口々に「恐れ入ります」「失礼いたします」と暇いとまを告げて退室していく。


「カンフェルとフリターク以外の青色神官を全員呼んできなさい。後は一度に終わらせる」


フェルディナンドが扉の外に控えていた灰色神官に向かって声をかけると、「かしこまりました」という返事と共にほとんど足音も立てずに灰色神官達が下がっていった。


「あと三日で終わるならば、去年に比べるとずいぶんと楽ですね」


去年はフェルディナンドと二人でほとんどの小聖杯を満たした上に、領主と神殿長に渡された余所の小聖杯まで満たさなければならなかった。あの状態で貴族の社交も行わなければならないと覚悟していたので、予想外に楽になったことに自然と笑みが浮かぶ。


「去年と違って十日以上かかることはない。冬の素材を採集する予定までには間違いなく奉納式を終えられるであろう。君が休息して、体力も魔力も回復する余裕がありそうで一安心だ」


リュエルの実に魔力を込めていくのは大変だったし、自分の魔力で染めようと思うと多くの魔力が必要になる。奉納式で魔力を使うと、あのとんでもなく苦い薬で無理やり魔力を回復させなければならなかったので、余裕があるのは素直に嬉しい。


……あの小聖杯がなかったら、もっと早く終わるんだけど。


そう思いながら、わたしはジルヴェスターが勝手に増やした小聖杯に視線を向けた。


「神官長、養父様が引き受けてきた小聖杯は一体どちらの物なのですか？」


「エーレンフェストの西、フレーベルタークの小聖杯だ」


フェルディナンドの言葉に、わたしはエーレンフェスト周辺の地図を思い浮かべた。西側の領主とエーレンフェストの領主は仲が良いと聞いたことがある。


「西の領主は仲良しなんですよね？」


「関係は良好だ。だが、フレーベルタークからの頼み事には領主夫妻が揃って弱いのが困る」


今までは自分が交渉の場に出て、こちらに有利な条件を付けたり、時と場合によっては却下したりしてきたが、これから先自分が交渉の場に赴かなければ、領主夫妻では良いようにあしらわれるだろう、とフェルディナンドは言った。


「養父様はともかく、養母様もですか？」


「フレーベルタークの領主夫妻はエーレンフェスト夫妻の兄と姉なのだ。弟妹はどうしても強く出られると弱いのであろう」


ジルヴェスターの二番目の姉がフレーベルタークへ嫁ぎ、フレーベルタークの領主の妹であるフロレンツィアがエーレンフェストへ嫁いできたらしい。フレーベルタークはエーレンフェストと違って、何年か前に中央で起こった政変にガッツリと巻き込まれた土地で、先代のアウブはそれが元で処刑され、後を継いだフロレンツィアの兄は領地の立て直しに必死なのだ、とフェルディナンドは言った。エーレンフェストよりも色々な意味で大変なのだそうだ。


「どちらも兄弟仲が良かった分、助力してやりたい気持ちがあるのだろうが、皺寄せがこちらへ来るので困っていたのだ。君のおかげで助かったぞ、ローゼマイン」


「神官長、そう言って、またわたくしを養父様との交渉の矢面に立たせるおつもりですね？」


ふんぬぅ、と睨み上げると、フェルディナンドは涼しい顔で軽く眉を上げた。


「君が神殿長で、私はしがない神官長だからな」


「神官長は、しがないの意味を調べてきた方がよろしいですよ。記憶違いだなんて珍しいこと」


ふふふふ、ほほほほ、と笑い合っているところに青色神官達がやってきた。揃って怯ひるんだ顔になって、入り口で足を止める彼等を見たフェルディナンドがわたしに退室を促す。


「神殿長は先に下がって休みなさい」


「では、お先に失礼します。後のことはどうぞよしなにお願いいたします」






フェルディナンドに後を任せたわたしは、青色神官に愛想あいそ笑いを向けて自室に戻り、モニカを呼んで儀式用の服から普段使いの服に着替えた。


「フラン、奉納式が予想以上に早く終わりそうですから、城に戻る日も早まりそうです」


「いつになるかわかりますか？」


「あと三日は奉納式にかかる、と神官長はおっしゃいましたけれど、それ以上は……。あぁ、次の土の日にはわたくしも同行しなければならない素材回収があると伺いました」


わたしが予定を伝えると、フランは書字板に書き込んで少し考えるように顎に手を当てる。


「奉納式の途中で抜けて素材回収をし、戻ってきたらまだ奉納式に参加するという当初の予定よりは、ずいぶんとローゼマイン様の体調に負担が少なそうです。神官長が薬をたくさん準備していらっしゃいましたが、使う必要がなくなりそうですね」


激マズ回復薬が入った箱を見ながらそう言ったフランに、わたしは大きく頷いた。


「それに関しては、わたくしも嬉しく思っています」


「では、ローゼマイン様。神殿にいらっしゃる間にこちらの書類に目を通していただけますか？」


フランが持ってきたのは、城で滞在している間に溜まっていた手紙や書類だ。文字に目を通していくだけの簡単な仕事なので、わたしは嬉々として書類仕事を始めた。大半は「収穫祭に来てくれてありがとう。祈念式もよろしく」という儀礼的な書簡だったが、ちらほらと前神殿長への個人的な手紙が混じっている。


「……これは、あの人かしら？」


前神殿長への秘密の恋文があった。筆跡鑑定に自信はないが、筆跡が似ていると思える。「どうしてもお願いしたいことがございます。頼れるのは貴方だけ」という意味のことが書かれている。


……お願いしたいことがある、と言われてもねぇ。


すでに亡くなってしまっている前神殿長と会えるわけがない。しかも、会いたいと手紙で指定されている日付はとっくに過ぎている。差出人も宛先も書かれていない手紙を前に、わたしは腕を組んで、むーと唸った。さて、一体どうすればよいだろうか。


「とりあえず、前神殿長は亡くなりましたって返信を書いて、差出人や送付方法に関しては神官長に相談するしかないよね」


返信用の紙が同封されていたので、その紙にわたしはいつも通りに返事を書いた。前神殿長宛ての返事に書く文言は同じだ。たらたらと長ったらしい挨拶文の後、「神殿長ははるか高みへと続く階段を上がって行かれました」と書いて、締めの挨拶を書く。ハッセの町長と違って、秘密の彼女さんはお貴族様のようなので問題なく意味は通じるはずだ。


「うん。これでいいでしょう」


ひとまず、ペンを置いてインクが乾くのを待つ。すると、封筒に入るように半分に折った瞬間、指輪から魔力が紙へと流れ始めた。


「うひゃっ!?」


受け取った書面と返信用の書面はわたしの魔力を吸い取ると、オルドナンツのような鳥の姿を取り、ひゅん、と飛び出していった。


「ローゼマイン様、大丈夫ですか？」


「えぇ。大丈夫よ、ブリギッテ。驚いただけです。魔術具だと思わなかったものですから」


あの手紙が魔術具だったとは。返信用の手紙に魔力を込めれば、差出人のところに戻るようになっているならば、差出人の名前も宛先も必要ない。


「神官長が儀式を終えたら、知らせてちょうだい。お話をしておかなければなりませんから」

            





冬の素材収集


フェルディナンドに報告しなければ、と身構えたわたしは奉納式が終わるのをじっと待っていた。今まで前神殿長個人宛てにきた書簡や手紙の類は、全て今まで便宜べんぎを図ってきたらしい平民からの物で貴族から届いた物はなかったからだ。おそらくこの領地の貴族には、前神殿長と他領の貴族の拘束、及び、領主の母の幽閉がすぐに知らされたためだと思う。ただ、領主の母とその一派が捕えられたことはかなり衝撃的な事案だ。他領に漏れないように、この件に関しては前神殿長の死を含め、箝口令かんこうれいが敷かれているかもしれない。その可能性に思い当たり、わたしはすぅっと青ざめていく。


……もしかして、大変なことをしでかしてしまったかもしれない。


じりじりとした焦りを抱えながら儀式の終わりを待っていると、白い鳥が入ってきた。オルドナンツに似ているけれど、少し小さめのその鳥は机の上で二通の手紙へと変わり、ひらひらと目の前に落ちてくる。わたしが手に取って見てみると、一通はわたしが書いた返信の手紙でもう一通はそれに対する返信だった。前神殿長の死に対するお悔やみの言葉と「知らせてくださってありがとう」という内容が丁寧に書かれている。「もっと詳しく教えろ」とか「なんでそんなことに！」というような取り乱した文章でなかったことに、安堵の息を吐く。返信用の手紙は入っておらず、返信は不要ということだろうと判断できた。






「ローゼマイン様、奉納式が終わったようです」


廊下を青色神官達がぞろぞろと歩いていく音がして、その後、フェルディナンドと灰色神官が今日の奉納式で魔力が満たされた小聖杯を運び込んできた。フランが小聖杯を置いておくための戸棚を開けて、数人の灰色神官が手分けしながら並べていく。その様子を見ながらわたしはフェルディナンドに手紙の一件を話してしまおうと呼びかけた。


「神官長、あの、前神殿長宛ての手紙が届いておりまして……」


疲れているのだろう。その程度のことをいちいち聞くな、と言わんばかりの投げやりな態度でフェルディナンドは軽く手を振った。


「あぁ、まだ届いているのか。いつも通りに亡くなったことを伝えなさい」


「それは伝えたのです。そうしたら、お悔やみとお礼の手紙が届いて……」


「そうか。ならば、それでよかろう」


本日の奉納式では前神殿長と仲が良かった青色神官達に煩わずらわされたようで、フェルディナンドの眉間に深い皺が刻まれている。今日はあまり話しかけない方が良さそうだ、と思ったけれど、自分の懸念事項を解消しておきたい。わたしはゆっくりと息を吸い込んでフェルディナンドに声をかけた。


「あの、神官長。一つだけ教えてください」


「何だ？　まだ何かあるのか？」


フェルディナンドにじろりと睨まれて、わたしは一瞬怯ひるみつつ、コクリと頷く。


「前神殿長が亡くなったことって、他領には漏れないように箝口令が敷かれていますか？」


「いや、特には。領主の母が処分を受けて幽閉されたことについては、他領に付け入る隙を見せることに繋がるので箝口令が敷かれている。だが、前神殿長の生死についてはない。今までも書簡に返答してきたであろう？　今更何を言っている？」


「いえ、だったら、良いのです。お疲れのところ申し訳ありませんでした」


……セーフ。大失敗したわけではなさそう。


秘密の恋人らしき人に前神殿長の死を伝えたことは特に問題なさそうで、ホッと胸を撫なで下ろす。


……全部追及されることにならなくてよかった。


前神殿長の純愛をフェルディナンドに暴露ばくろしてしまうのは、死者に鞭むち打つ行為のように思えて胸が痛むのだ。利用できるものは徹底的に利用するフェルディナンドである。文通相手の名前も知らない彼女さんが一体どのような目に遭うのか、考えただけでも恐ろしい。


今までに見たことがなかった魔術具の手紙だったので、動転してしまったけれど、フェルディナンドが言っていた通り、前神殿長への手紙は今までに何通もあった。魔術具だったけれど、彼女さんの手紙もそのうちの一つだ。そう思うと一気に気が軽くなって、わたしは肩の力を抜いた。






フェルディナンドが推測していた通り、三日間で奉納式は終わった。去年と同じように、ひどい吹雪が続く中、預かっている全ての小聖杯に魔力を込め終える。


「ローゼマインは全ての小聖杯を再度確認し、鍵をしっかりとかけておくように。カンフェルとフリタークは灰色神官達が儀式の間の祭壇を片付け、神具を礼拝室へ戻すのを監督しなさい」


「はい」


フェルディナンドに指示されるまま、わたし達は動き始める。魔力を込めた小聖杯を灰色神官達に運ばせて、神殿長室の戸棚に並べてもらった。その後、全ての小聖杯が間違いなく並んでいることを、フランやモニカと一緒に確認してしっかりと鍵をかける。これでよし、と頷いていると、扉の向こうで小さなベルの音が響いた。フェルディナンドの側仕えが使うベルの音だ。


「ローゼマイン様、神官長が入室許可を求めていらっしゃいます。いかがいたしましょうか？」


きちんと施錠せじょうされているかどうかの確認だろう。入室の許可を出すと、長い棒状の物を持ったフェルディナンドが入ってきて、すっとわたしの前にそれを差し出した。


「ローゼマイン、これに魔力を込めなさい。できるだけ早く君の魔力で満たしておくように」


フェルディナンドが差し出したのは、礼拝室に戻されるはずの神具だった。火の神ライデンシャフトの槍を渡されたわたしはポカンとしながらも、慌ててその槍の柄えをつかむ。それと同時に、柄の部分に並んだ小魔石に魔力が流れ込んでいくのがわかった。


「あの、神官長。この神具をわたくしの魔力で満たすのですか？　一体何のためにでしょう？」


奉納式では、それまで日常生活の間で神具に奉納されていた魔力も小聖杯へと流される。そのため、奉納式が終わったばかりの今は神具に全く魔力が残っていない空っぽの状態だ。この槍を満たすにはかなりの魔力が必要になる。できなくはないが、意味がわからない。


「この槍を君の武器にするためだ。君は武器を持っていないであろう？　君がその神具を自分の武器として使うためには、君の魔力で満たしておく必要がある」


眉を上げたフェルディナンドが魔力を流さないようにするための革手袋を脱ぎながら、何という事もなさそうに言っているが、そういう問題ではないと思う。祭壇に飾っておくはずの神具を自分の武器として使うなんて、わたしの常識ではあり得ない。


「確かにわたくしは武器なんて持っていないですけれど、これ、神具ですよ!?　ライデンシャフトの槍ですよ!?　わたくしの武器にしてしまって良い物ではないでしょう!?」


「他に君の武器にできる魔術具がないのだ。騎士団にある武器を使えるならば、私もそちらを使用させたが、君には常人としての体力や腕力さえないではないか。素材採集のためには已やむを得まい」


秋の素材採集に失敗したので、冬は絶対に成功させたいと思っている。そのために武器が必要で、フェルディナンドが知る限りライデンシャフトの槍しかないならば仕方ないのかもしれない。


「……でも、これ、神具ですよ？　本当に良いのですか？」


「アウブの許可は取ってあるし、神殿の備品を神殿長が使うことに何の問題がある？　武器がなければ困るのだから、文句を言わずに魔力を込めなさい」


フェルディナンドの言葉を聞いていると、わたしがつまらない我儘を言っているような気分になってきた。領主であるジルヴェスターから許可が出ているならば良いのだろう。割り切ったつもりで、わたしはライデンシャフトの槍に数時間かけて魔力を流し続ける。それでも、何となく罰当たりなことをしているような気分はどうしても消えない。


……神様、ほんの一時だけお借りいたします。必ず返すので、怒らないでくださいね！






神具の槍に魔力を込め終えると、わたしは孤児院へ向かった。奉納式を終えたらなるべく早く城に戻るという話だったので、孤児院の様子を見ておきたかったのだ。


「ギル、フリッツ。手仕事がどのくらいできているか、報告してちょうだい」


絵本の印刷やカルタやトランプの製造状況をギルとフリッツに確認する。合わせて、二人に城の子供部屋の様子を報告し、ヴィルマには孤児院の様子を報告してもらう。


「貴族の子供達の間でも、カルタとトランプが流行はやり始めています。絵本も評判が良いです。ヴィルマの絵は好評でした。貴婦人方の間にも……」


手裏剣イラストをしこんだ共犯者であるヴィルマが「隠し通せると良いですね」と、小さく笑う。


「うふふ、実は次も考えているのです」


「ローゼマイン様、神官長にまた叱られますよ」


わたしが「大丈夫です。対策も練ってあります」と言ってニッと笑うと、ヴィルマは「まぁ！」と声を上げて笑った。わたしを見るヴィルマの目が完全に悪戯っ子を見るものになっている。


わたし達が話をしている向こうでは、女の子達がせっせと編み物をしていた。皆に教えているのはハッセから移動してきたノーラだ。ハッセでは編み物が冬の手仕事だったようで、幼くても編み物に慣れているマルテも隣で編んでいるデリアに教えている。わたしの視線を追ったヴィルマがニコリと笑って目を細めた。


「自分達が温かく過ごすためですから、皆、頑張っています。ノーラも教えられるばかりの立場ではなく、自分に教えられるものができてからはずいぶんと伸び伸びしてまいりました」


新しくハッセで孤児院に入った四人の中で、最初に神殿の生活に馴染んだのは一番幼いマルテで、トールとリックは森への採集や工房での紙作りを通して周囲に馴染んでいったらしい。その中で、最年長であるノーラが環境の変化に一番適応できていなかったそうだ。長年馴染んできた習慣を変えるのは難しい。それに加えて、自分よりも小さい子供達に教えられてばかりの境遇きょうぐうに段々と自信をなくしてしまっていたそうだ。ここでは大勢の中で共に生活するので、弟達との交流も以前ほどではなく、ふさぎ込んでいる姿が時々見られた、とヴィルマは教えてくれる。


「自分が知っている編み物を皆に教えることで、役に立っている実感が得られて、居場所を確保できたようです。笑顔も増えてまいりました」


「そう。問題なく皆が過ごしているようで安心いたしました。これからもよろしくお願いします」


「かしこまりました、ローゼマイン様」






孤児院の様子も確認したし、言われていた通りライデンシャフトの槍に魔力も込めた。わたしは「いつでも城に移動できます」とフェルディナンドに報告し、明日にでも城へ移動しようかと話をしていた時に、白い鳥が飛び込んできた。オルドナンツは執務机に降り立って羽をたたむ。


「フェルディナンド様、至急お戻りください。冬の主が現れました。今年はシュネティルムです」


焦りを帯びたカルステッドの声で三回同じ言葉を伝えてオルドナンツは魔石に戻った。フェルディナンドはシュタープを出して軽く魔石を叩き、「オルドナンツ」と唱える。


「編制は任せる。準備しておけ。すぐに行く」


フェルディナンドがひゅっとシュタープを振れば、オルドナンツは飛んでいく。スッとシュタープを消したフェルディナンドが険しい表情でこちらへ向いた。


「喜べ、ローゼマイン。最高級の魔石が採れるかもしれぬ。すぐに準備して城へ向かうぞ。採集時の服装を基本とし、防寒を怠おこたらぬようにしなさい」


この魔獣退治が冬の素材の採集なのか、とわたしは青ざめながら部屋へと駆け戻り、フランにはエラに料理の手を止めて城へ向かう準備をするように伝えてもらう。ロジーナも城へ戻る準備を始めた。一緒に話を聞いていた護衛騎士も顔色を変えて動き出す。わたしが着替えている間はブリギッテが護衛をして、ダームエルは鎧に着替えるために退室していった。


わたしはモニカとニコラに着替えをさせてもらう。寒くないように防寒対策に下着を重ね着してから、採集する時のようにズボンを履き、上着を着ていく。暖かい素材の上着を着込んだ時点で動きにくいのだが、わたしは分厚い上着をもう一枚羽織った。ここ数日止む気配のない吹雪の中を素材採集に向かうのだ。防寒はいくらでもしておいた方が良い。


「……ブリギッテ、冬の主とは何ですか？」


着替えさせてもらいながら、わたしはブリギッテに尋ねた。


「毎年冬になると出現する魔獣の中で、最も強い魔獣が冬の主と呼ばれています。非常に強い魔力を持っていて、吹雪を起こす魔獣です。狩らなければ春の訪れが遅れますから、出現すると同時に、最低限の騎士を城に残してエーレンフェストの騎士団総出で狩るのです」


冬の主と呼ばれる強い魔獣は毎年出現するらしい。ただ、その種類は様々でシュネティルムという魔獣はかなり強い方に属するそうだ。魔獣の魔石を採集するということは、シュツェーリアの夜に騎士達がしていたように武器で魔物を狩らなければならないのではないだろうか。


「……その冬の主をわたくしが狩るのですか？」


「騎士団が弱らせてから、ローゼマイン様に止めを刺していただき、魔石を得るのだと思われます。皆が付いているので、それほど心配なさらなくても大丈夫ですよ」


ブリギッテが安心させるように笑いかけてくれるけれど、ちっとも安心できない。どう考えてもブリギッテやエックハルトのような働きをわたしがするなんて想像できない。


「ブリギッテ、交代だ」


ダームエルが全身を鎧で覆って戻ってくると、ブリギッテが準備のために退室していく。


わたしはモニカ達に髪をまとめてもらい、ふかふかの毛皮の帽子をかぶって、フェルディナンドから借りた革の手袋をはめる。この手袋は魔力を通すための加工がされている騎士団の見習い用の手袋だそうだ。魔術具の指輪と同じように、ひゅっと形状を変えてわたしの手にぴったりになる。


「ダームエルは冬の主をどう思いますか？　わたくしに狩れるかしら？」


「……残念ながら、私は去年見習いの身分に落とされたので、まだ冬の主の狩りに同行したことはございません。同僚から聞いただけですが、非常に強いそうです」


見習いは貴族院にいる時期の狩りなので、同行できるのは成人の騎士ばかりだ。しかし、ダームエルは騎士一年目だった去年の冬、トロンベ討伐の処分で見習いの身分に降格させられ、わたしの護衛として神殿に詰めていた。ダームエルにとっても初めての討伐になるらしい。






皆が準備を終えた。わたしは貴族門に最も近い通用口へライデンシャフトの槍を持って向かう。魔力が満たされてわたしの武器になった槍はあまり重量を感じない。少し広くなっている扉の前には、フェルディナンドの騎獣がすでに出されていた。


「フラン、ザーム。合図をしたら扉を開けてくれ。ローゼマインはここで騎獣を出して、皆を乗せなさい。ブリギッテ、同乗を頼む」


フランとザームが扉へ駆け寄って待機し、わたしはフェルディナンドに指示されるままに屋内でレッサーバスを出してエラとロジーナを乗せる。ブリギッテとわたしも乗り込んだ。


「ローゼマイン、冬の主が暴れだすと吹雪はひどくなる。視界がかなり悪いはずだ。なるべく近くを飛ぶつもりだが、見失わぬように気を付けなさい。ブリギッテ、頼んだぞ」


「はっ！」


フェルディナンドはバサリとマントを翻ひるがえし、全身を鎧で固めているとは思えない軽やかな動きで騎獣に飛び乗ると、くっと顔を上げて前を見据えた。


「扉を開けよ！」


フランとザームが取手に手をかける。ほんの少し開いた次の瞬間、ものすごい風と雪が吹き込み、バンと大きな音を立てて扉が一気に開いた。猛吹雪に立ち向かうように、フェルディナンドの騎獣が外へと飛び出す。フェルディナンドの青いマントを目がけて、わたしも騎獣を動かした。


神殿を駆け出し、貴族門を越えてすぐのところで、わたしの後ろから出発したダームエルがレッサーバスを追い越してフェルディナンドと並んだ。わたしの前に青と黄土色のマントがはためいている。わたしは二人のマントを目印にして騎獣を運転していく。どんよりと重たそうな灰色の空から白の雪がこちらにどんどんと向かってくる。視界は白一色でどの方向からも雪が飛んでくるように見えて、風向きも定かではない。二人のマントがなければいつ墜落してもおかしくない。


「ローゼマイン様、少し右へ向かってください。そろそろ城です」


助手席に座っているブリギッテのナビゲートもあるため、わたしはフェルディナンドとダームエルを見失うことなく、城へ着くことができた。フェルディナンドがオルドナンツを飛ばすのが見えた。その後、ノルベルトがすぐさま扉を開けてくれる。


「エラ、ロジーナ。すぐに降りてください！　わたくし達は騎士団の集合場所へ向かいます」


ブリギッテの言葉に大きく頷いたエラとロジーナがノルベルトの開けてくれた扉へ駆け込んだ。


玄関扉が閉まったのを確認したフェルディナンドが左腕を上下に動かし、騎獣がまた動き始める。


「騎士達はもう揃っているようで、これから騎士団の第一訓練場へ向かうようです」


フェルディナンドのサインを読み取ったブリギッテに従って、わたしは騎獣を動かした。


騎士団が訓練を行う訓練場は複数あり、どれもこれも広い。騎獣に乗って戦う練習もするのだから当然だろう。建物も周囲の雪も白なので、今はどこからどこまでが訓練場なのか、わたしには全く判別できない。その訓練場の一つにフェルディナンドの騎獣が飛び込んでいく。ダームエルが騎獣に乗ったまま目印のように扉の前で待ってくれているので、わたしが先に入った。






「待たせた」


フェルディナンドの言葉にざっと全員が跪いた。わたしもレッサーバスから降りて、フェルディナンドの隣に並ぶ。冬の主は最低限の護衛騎士を残し、総力を挙げて狩らなければならない魔獣だというのは誇張こちょうでも何でもないようで、訓練場の中にはすでに騎士団がずらりと揃っていた。エーレンフェストに常駐している騎士は五十名ほどだと聞いているが、今日は地方を守っている騎士も集合しているため、ざっと見回しただけでも二百五十人くらいはいると思う。


「今年も冬の主が現れた。上級は冬の主の四肢を切断することに全力を挙げよ。中級は眷属けんぞくの退治、下級はローゼマインの騎獣の周囲で構え、取りこぼしを処理するように」


「はっ！」


「ブリギッテはローゼマインの騎獣に同乗し、指定位置に到着した時点で中級に合流、ダームエルは下級と行動を共にせよ」


「はっ！」


フェルディナンドの指示にダームエルが整列している騎士の方へ駆けていく。その様子を見ているとフェルディナンドがわたしを見下ろした。


「ローゼマインは私が呼びに行くまで騎獣で待機。指定した位置から絶対に動くな」


「はい。あの、フェルディナンド様。わたくし、皆様の武運をお祈りしてもよろしいですか？」


わたしにできることなど多くない。戦いの場で混戦状態になってから祈るよりは、余裕のある内に祈っておきたい。フェルディナンドは難しい顔で騎士達を見回した後、ゆっくりと頷いた。


「……できる限り魔力を温存しておいた方がよいのだが、今年は冬の主の魔石を譲ってもらうことになるのだ。まぁ、よかろう」


フェルディナンドの許可が出たので、わたしは指輪に魔力を込めていく。騎士団が総出で狩らなければならない、という強大な魔獣に勝てるように祈る。


「炎の神ライデンシャフトが眷属　武勇の神アングリーフの御加護が皆にありますように」


青の光が指輪から飛び出し、騎士団の上に降り注ぐ。人数が多いので思ったよりも魔力を使った。


「出陣準備！」


フェルディナンドの声に皆がざっと立ち上がり、騎獣を準備し始める。わたしも騎獣に乗り込もうとしたらフェルディナンドに呼び止められた。


「ローゼマイン、今かなり魔力を使ったであろう？　戦いが始まる前にこれを飲んでおきなさい。それから、魔力温存のために騎獣の大きさを調節するように」


ブリギッテと二人で乗れるサイズに調節して、騎獣に乗り込み、わたしはフェルディナンドに渡された薬を見つめる。魔獣を退治するのに魔力は必須だ。フェルディナンド仕様で苦み調節がされていない、効率重視の激マズ回復薬を泣きたい気持ちでぐいっと飲んだ。疲労回復と魔力回復の薬だ。口の中が苦くて仕方がないけれど、体調は万全に整えておいた方が良い。


「では、出陣だ！」


先頭を駆けるのはカルステッドと上級貴族の騎士達で、上級の殿しんがりを務めるのがフェルディナンドだ。フェルディナンドと上級に先導され、中級に囲まれる形で移動するのがわたしである。


北の方向に強い魔力を感じ、そちらに向かって騎士団が整然と移動していく。猛吹雪に立ち向かうように強い魔力の源へ騎獣を駆った。空を駆ける周囲の騎士達が時折ガシャガシャと音を立てながらこちらを見てくる。レッサーバスを見るためだろうか、鎧の兜かぶとの部分が音を立てるのが怖い。


強い魔力に近付けば近付くほど、どんどん吹雪がひどくなっていく。吹雪が渦巻く中心に大きな影が見えた瞬間、わたしはフェルディナンドから待機を命じられた。


「ローゼマインはここで待機だ。槍を握って、いつでも飛び出せるように準備しておきなさい」


フェルディナンドの言葉を聞いたブリギッテはレッサーバスを飛び出して、自分の騎獣を出すと、それに跨またがった。ブリギッテが指定されている中級騎士の位置に飛んでいき、フェルディナンドが青いマントを翻して上級騎士達の戦列へ向かう。わたしの周囲は下級騎士達に囲まれた。

            





シュネティルムとの戦い


わたしは雪に囚とらわれないようにレッサーバスを空中に浮かせたまま、周囲を騎士達に囲まれて守られていた。目を細めて渦巻く吹雪を見上げたけれど、真っ白の雪を周囲から叩きつけられているようで満足な視界が得られない。すぐ近くの騎士達の黄土のマントすら霞かすんで見えるほどだ。


「ローゼマイン様、ダームエルです」


近く寄ってきた騎獣に乗っていた鎧が呼びかけてくる。


「フェルディナンド様から命令を受けました。入ってよろしいですか？」


わたしが「どうぞ」とレッサーバスの助手席側をぐにょんと開けると、ダームエルが自分の騎獣の羽の上を歩いて、レッサーバスの助手席に入ってきた。そして、騎獣を魔石に戻す。


「フェルディナンド様は何とおっしゃったの？」


ダームエルは少し視線を逸らしながらフェルディナンド様に「不安だからわたしに付いているように」と言われたことを教えてくれる。ダームエルは遠回しに言っていたが、わかりやすくまとめると「私が呼びに行くまで何もさせるな。ローゼマインが問題を起こさないように監視していろ」という内容になった。どうやら、わたしは全く信用がないようだ。


「特に魔力の温存を重視するように、とおっしゃいました。ローゼマイン様は感情や目の前の状況を最優先でお祈りをするので、それを止めるように、と」


「うぐぅ……」


フェルディナンドには完全に見抜かれている。やらないとは絶対に言えない。わたしが口ごもると、ダームエルは困ったように眉尻まゆじりを下げて情けない顔になる。


「やっと見習いから騎士に戻れたところです。私が処分対象になるような無茶はお控えください」


シキコーザのとばっちりで一年間、見習いとして頑張ったダームエルに泣きそうな顔で訴えられて、わたしは頷かざるを得なかった。それでも、「できる限り控えます」としか言えないけれど。


「……これがローゼマイン様の騎獣ですか。見た目はともかく、中はすごいですね」


助手席に座ったダームエルがあちこち触って、「うわ」とか「おぉ」と小さく声を上げている。


「うふふん、座り心地は良いでしょう？」


「はい。ブリギッテから聞いた通りです」


助手席に平然と座ってくれるので、気に入ってくれていることはわかるけれど、ブリギッテはどちらかというと口数が少ない。口元がちょっと緩んでいるのを発見するくらいで、あまり感想を教えてくれないのだ。わたしがわくわくしながら、「ブリギッテは何と言っていたのかしら？」とブリギッテの意見を聞くと、ダームエルは記憶を探るように少し視線を下げて目を伏せた。


「移動するだけならばローゼマイン様の騎獣は実に乗り心地も良いけれど、武器を持って戦うことを想定すると、騎獣に跨っている方が武器を振り回しやすい、と言っていました」


「確かに騎士は戦わなければなりませんものね。これではちょっと戦いにくいでしょう。……ですけれど、戦う時と移動する時で騎獣を使い分ければ良いのではありませんか？」


わたしは提案したが、ダームエルによると、一瞬で騎獣を出せるようにするには明確なイメージと慣れが必要なため、用途によって使い分けることは迅速じんそくさを重視する騎士には難しいそうだ。


「ローゼマイン様は大きさを自在に変えますが、本来はそれほど簡単なことではありません」


ダームエルはそう言うけれど、わたしのイメージは常に車だ。一人用からマイクロバスまで、まとめて車だとイメージしているから、大きさを変えることに対して抵抗がないのだと思う。






「あぁ、始まりますよ。ご覧ください。あれは騎士団長とフェルディナンド様です」


吹雪の渦巻きを中心に、左右に一つずつ強い光が見える。それを指差してダームエルが言った。けれど、いくら目を凝こらしてみてもフェルディナンドもカルステッドも見えない。ただ、同じような大きさの光が見えるだけだ。


「遠目でわからないかもしれませんが、あれはシュツェーリアの夜にゴルツェを倒した攻撃です」


「あの、一発でゴルツェを倒した攻撃ですか？」


「ローゼマイン様、身構えてください！　ものすごく強い衝撃がきます！」


ダームエルの鋭い声と共に吹雪の渦巻きに向かって二つの光が叩きつけられた。光の尾を描きながら左右から光が飛んでいき、渦巻きとぶつかる。思わず耳を押さえてしまうような轟音が響いた。


渦が乱れたのは、ほんの一瞬。その一瞬に、吹雪が途切れて大剣を振り抜いた二人の姿が見えた。


フェルディナンドがゴルツェを倒した時の攻撃なら楽勝かも、と呑気のんきに思った次の瞬間、渦に近い位置にいた騎士達が次々と体勢を崩して吹っ飛ばされていく。波のような乱れがこちらに向かってくるのを騎士達の動きで視認できた。


……来るっ！


身構えた途端、騎獣ごと吹き飛ばされそうな衝撃が襲ってきた。わたしはぐっとハンドルをきつく握って、耐えるための魔力を注いで踏ん張る。周囲の騎士達もよろけながら何とか耐えている姿が見えた。爆心地から離れたここでもこれだけの衝撃があるのだから、中心に近いところは一体どのくらいの衝撃だったのだろうか。


衝撃をやり過ごして、わたしは辺りを見回した。シンと静まったように見える。ただ、吹雪の渦巻きは変わらずにそこにあった。


「……勝ったのですか？」


「いえ、シュネティルムはそれほど簡単な相手ではないはずです」


ダームエルがわたしの言葉を否定して前方を見据える。おおおおぉぉぉ、と地の底から響くような唸り声がして、同時に吹雪が一層強くなった。渦巻きのようだった吹雪が竜巻のように勢いを増して巨大化していく。


……こんなのに、勝てるの？


ゴクリと唾を呑み込んだ直後、竜巻のように渦巻いていた吹雪から次々と白い塊かたまりが飛び出して周囲に飛び散っていくのが見えた。遠目には小さな白い塊に見えるけれど、騎士達の騎獣よりもやや大きいくらいのサイズだ。何だろうとよくよく目を凝らしてみると、それぞれの白い塊が動物に似た姿を取って周囲の騎士達に襲い掛かるのが見えた。豹のような物、ウサギのような物、狼のような物。大きさも種類もバラバラだが、全てが騎士達に襲い掛かり、騎士達は応戦している。


「何ですか、あれは？」


「冬の主の眷属、シュネティルムの魔力によって作られた配下です」


ダームエルは前方を見据えたまま、短く答える。あの白い動物達はシュネティルムの魔力で作られているらしい。どうやら眷属は吹雪から出ているようで、眷属が出現すると同時に渦巻いていた吹雪の勢いが弱まり、段々と中心にいた大きな魔獣の姿が見えるようになってきた。


「あれが、シュネティルム……」


薄れていく吹雪の渦巻きの中心にいたのは、シュツェーリアの夜に巨大化したゴルツェより更に大きな魔獣だった。シュネティルムの姿は、まるで雪の虎だ。ホワイトタイガーのように白に黒の縞が入っている巨大な体に、口から長く突き出た大きな牙と鋭い爪を持っている。その目はぎょろりと大きく、魔獣の特徴なのか、赤く鋭く光っているように見えた。遠くから見ても山のような巨体で、フェルディナンドやカルステッドの騎獣が周囲を飛び回って攻撃を仕掛けている様子がネコの周囲を飛び回るハエのように見える。それくらい大きさの差があった。


シュネティルムは周囲を飛び回る騎士達を視界に捉えようとあちらこちらへ視線を動かしている。巨体の割に敏捷性は高いようで、攻撃を仕掛けようとする騎士達を払いのけようと動かす前足の動きは素早い。そして、シュネティルムが暴れると同時に吹雪が起こる。唸り声を上げて、吠えると吹雪が巻き起こり眷属が生まれていく。


「本当に大丈夫でしょうか？」


フェルディナンドとカルステッド、二人がかりの攻撃でも傷一つ付いていないように見えるシュネティルムに勝てるような要素があるのだろうか。どう考えても倒せない気がする。わたしが不安に駆られてダームエルを見ると、ダームエルも厳しい表情でシュネティルムを見据えていた。


「かなりの長期戦になると思われます」


ダームエルの見立ては正しかった。シュネティルムが吠えたら吹雪が起こり、その吹雪の中から眷属であるいくつもの種類の白い魔獣が出てくる。それほど強くないのか、騎士達は比較的楽に倒しているけれど、倒された魔獣達はまた吹雪のように散ってシュネティルムへと戻っていた。


「また来ますよ」


眷属の数が減ってくれば、シュネティルムの周囲に少しずつ吹雪が増えていく。シュネティルムの姿が吹雪に隠れるよりも先に、またシュネティルムが地の底から響くような唸り声を上げて、辺り一面に響くような大きな声で吠えた。その声で次々と吹雪から眷属が生まれていく。生まれたばかりの眷属達が騎士達を襲い、中級騎士達が応戦して討ち取っていく。けれど、その戦いはきりがない。最初は有利に見えた戦いが、段々と五分五分の戦いへ移っていき、次第に騎士達が苦戦しているように見えてくる。


「ローゼマイン様の祝福があっても、これだけ苦戦するのか……」


シュツェーリアの夜にもわたしは武勇の神アングリーフの御加護を祈った。それでずいぶんと護衛騎士達の動きは変わったはずだ。今回はその加護が付いても苦戦しているように見える。


「危ないっ！……あぁ、くそっ」


中級騎士達だけでは眷属を抑えきれなくなっていて、下級騎士達がこちらへ向かってくる眷属を必死に退治している。ダームエルがすぐにでも加勢のために駆け出したそうな顔で歯噛みして、小手に包まれた手を開いたり握ったりしている。加勢したい気持ちはよくわかるし、騎士として戦いたい気持ちもわかる。けれど、ダームエルの任務はわたしの護衛だ。「行ってきてもいいよ」と言ってあげたいけれど、命令違反になるようなことは言えない。


「わたくしにも何かできることがあれば良いのですけれど……」


「武勇の神アングリーフの御加護もいただきましたし、これ以上は……。魔力を温存するように、とフェルディナンド様からも厳命げんめいを受けております。お忘れですか？」


ダームエルは仲間の苦境を目にしながらも、魔力をこれ以上使うな、とわたしに釘を刺す。わかってはいても、見ているだけというのも辛い。じりじりとした焦りで胸が焼けるようだ。味方が苦戦しているとあれば尚更である。


「毎年、エーレンフェストの騎士団は冬の主と戦っているのです。冬の主の中でもシュネティルムは巨大な相手ですが、絶対に倒せないということはございません」


冬そのものを相手にするようなものだ。長期戦で当たり前。毎年のことだ、と言われれば、わたしが飛び出すのはただのバカな行為にしか見えないだろう。


「上級貴族の騎士達も戦っております。ローゼマイン様は魔力を温存して待機するのが役目です」


どうしても近くで戦っている騎士達に視線が向いてしまうけれど、中級や下級の騎士達が次々と生まれてくる眷属を倒している間に、上級の騎士達は巨大な雪の虎に攻撃を仕掛けていた。


巨大なシュネティルムに立ち向かっていく騎獣がいくつも見える。あちらこちらで小さな光が見え、それがシュネティルムに向かって飛んでいった。フェルディナンドやカルステッド程の威力はないようだが、同じような攻撃だろう。だが、いくつもの光が当たろうともシュネティルムの動きには全く変化がなく、攻撃が効いているように見えない。






しばらく膠着こうちゃく状態が続いた。倒しても、倒しても、眷属が生まれてくる。それを必死に退治し続ける騎士達。段々と苦戦し始めたので、このまま押されてしまうのかと思った。けれど、そうはならなかった。騎士達はそれぞれが準備している薬を飲んで、体力を回復させながら、戦いを続けている。ダームエルが言った通り、長期戦を覚悟し、そのための準備は整えてあったようだ。


「……苦戦する前に回復薬を使ってほしいものですけれど」


「いつまで続く戦いになるかわかりませんから、薬も温存したいのです」


どれくらいの時間が経ったのか、わたしにはわからない。ただ、倒しても、倒しても、眷属が生まれてくる状態に違いはないけれど、シュネティルムがまとう吹雪が少し減ってきて、一度に生まれる眷属の数が減ってきたように思える。


「多少シュネティルムも弱ってきたようです」


ダームエルがそう言った時、シュネティルムの左右でまた一際強い光が生まれた。最初の攻撃に等しい強い光だ。ダームエルがその目を希望に輝かせて、やや前のめりになりながらシュネティルムの方を見つめる。


「騎士団長とフェルディナンド様だ！」


勝機を見出した目に、わたしもハンドルをつかんで前のめりになりながら目を凝らした。


二人から放たれた光がシュネティルムの右前足を集中して襲う。交差するように飛んだ光が前足を穿うがち、爆発した。シュネティルムの体内に潜もぐって爆発したせいか、こちらまで衝撃は届かない。二人の渾身こんしんの力が籠っていたのだろう、シュネティルムの右前足がちぎれて落ちた。


次の瞬間、周囲の上級騎士達が一斉に左の前足を目がけて攻撃を放ち始める。一点に集中した攻撃にはかなりの効果があったようだ。シュネティルムが大声で吠えた。


今までの眷属を生み出すための唸り声とは全く違う、苦痛と怒りに満ちた唸り声を上げてシュネティルムが暴れ始める。その途端、周囲の吹雪が完全に晴れた。同時に、騎士達が戦っていた眷属の姿が突然掻き消える。


「勝った、のですか？」


「わかりません。ただ、吹雪が晴れ……駄目だ！　傷が癒いえていく！」


今度こそ勝ったのかと思ったけれど、そうではなかった。吹雪を起こす力を、自分の傷を癒いやすために使っているのだ。集中攻撃されたシュネティルムの左前足の傷がどんどんと塞ふさがっていく。少し時間はかかるだろうが、このままではせっかく落とした右の前足をも再生させてしまうだろう。


わたしが目を見開いてシュネティルムを見ていると、ものすごい勢いでこちらに向かって飛んでくる騎獣が目に入った。


「ローゼマイン様、フェルディナンド様がいらっしゃいます！」


邪魔にならないように外へ出ます、と叫んでダームエルはレッサーバスの外側に自分の騎獣を出し、飛び移った。わたしも即座そくざにライデンシャフトの槍をつかんで、フェルディナンドがやってくるのを待ち構える。


「ローゼマイン、来なさい！」


フェルディナンドがレッサーバスに向かって手を差し伸べる。来なさいと言われても、レッサーバスは宙に浮いた状態だ。ドアをみょんと開けたものの、どうすれば良いのかわからない。槍を持ったまま躊躇ためらっていると、フェルディナンドが舌打ちしてシュタープを取り出した。


ブンとシュタープを振ると、光の帯が飛び出して来て、わたしにぐるぐると巻きつく。え？　え？　と目を白黒させているうちに、一本釣りのように強く引かれた。わたしの体はひゅんと空を飛んでいて、気付いたらわたしはフェルディナンドの騎獣の上にいた。


「全く手間がかかる」


「……お、お手数をおかけいたしました」


自分の騎獣を魔石に戻し、フェルディナンドの騎獣で移動する。レッサーバスに乗っていた時と違い、空気は肌を刺すように痛く尖って、高速で移動すると目を開けているのも辛い。


「シュネティルムが完全に再生するまでが勝機だ。絶対に逃がすな」


「……はい」


「両手でしっかり握って、魔力を全力で込めなさい」


フェルディナンドの左腕がわたしの前に回され、落ちないように支えてくれている。わたしはライデンシャフトの槍を両手で強く握って、魔力を注ぎ込んでいく。すでに魔石の色は変わっているので、魔力は満たされているはずだ。それなのに、流し込めば魔力はまだ流れていく。


晴れ渡っていた空が曇天どんてんへと変わっていき、また雪が降り始めた。シュネティルムの左足の傷は完全に塞がっているようで、ぶんぶんと勢いよく振り回されている。右の前足も半分ほどが再生されているように見えた。


「まだだ」


頭上でフェルディナンドの声がする。わたしはどんどんと近付いて来るシュネティルムを見据えながら槍に魔力を込めていく。フェルディナンドがぐっと騎獣を上に向けて、ひたすら上空へと上がり始めた。


「まだ足りない」


全力で魔力を流し込んでいく。飽和状態になったように、魔力がバチバチと火花を散らし始め、ライデンシャフトの槍の穂先が青く光り始めた。


「いつでも投擲とうてきできるように右手で構えなさい」


フェルディナンドの言葉に頷き、わたしはライデンシャフトの槍を槍投げできるようにつかんで構える。フェルディナンドは「しっかり握っていなさい」と言いながら、槍に触れないように自分の右手でわたしの手首をつかんだ。手綱を握ったままのフェルディナンドの左腕が安全バーのようにしっかりとわたしのお腹に回される。


「行くぞ！」


フェルディナンドのその一言で、騎獣は真下に向かって突っ込み始めた。勢いを付けて落下するのだ。自由落下より怖い。バタバタとフェルディナンドのマントが翻る音しか聞こえない。空気に頬がバチバチと叩かれるような感触と胃の中の物がせり上がってくるような浮遊感に、涙が自然と盛り上がってくる。声にならない悲鳴を上げながら、わたしはフェルディナンドと一緒にシュネティルムに向かって突っ込んでいった。


「投げろ！」


フェルディナンドが大声を出しながら、わたしの右手首をつかんで投擲できるように動かしていく。わたしにできたのは、タイミングを合わせて青く光る槍から手を離すだけだった。


手から離れたライデンシャフトの槍が青い光を放つ流れ星のようになった。青い光が真っ直ぐにシュネティルムに向かって落ちていく。

            





    
  
  




それを見届けると、フェルディナンドはすぐさま騎獣の向きを変えた。ぐっと勢いよく向きを変えられたため、体にかかる重圧の方向も変わる。予想外の重圧にわたしは「うぐっ」と呻うめいた。


次の瞬間、地鳴りと共に下からものすごい衝撃が来た。フェルディナンドは騎獣を上に動かすことで衝撃をやりすごし、一度上空で止まる。お腹に回されたフェルディナンドの左腕にしがみつくことしかできないわたしと違って、フェルディナンドは身を乗り出すようにして下を見下ろした。


「討伐完了だ。魔石の回収に向かうぞ」


計画通りだというように淡々たんたんとそう言って、フェルディナンドはシュネティルムがいた場所へと降りていく。


「しっかりしなさい、ローゼマイン。魔石の回収は君がしなければならないのだ。意識を失ったり、倒れたりするのはその後にするように」


無茶なことを言うなぁ、と思いながら、わたしはゆっくりと息を吐いた。


大きく抉えぐれた地面の穴にライデンシャフトの槍と魔石があった。シュネティルムの体はすでにない。ライデンシャフトの槍は傷の一つもなく、魔力を空にした状態で魔石に突き刺さっていた。フェルディナンドに言われるまま、わたしはライデンシャフトの槍を引き抜いて魔石を回収する。白い魔石がわたしの魔力でほとんど淡い黄色に染まっている。


「もう少しだな。このまま君の魔力に染めてしまいなさい。もし魔力が足りないようであれば、こちらの革袋で包んで持ち帰れば、後日魔力を込めることもできるが……」


別の魔力で染まる可能性はなるべく排除したい、とフェルディナンドが言った。せっかく最高品質の素材が目の前にあるのだ。わたしもできるだけ良い状態に仕上げたい。


「やります」


わたしは魔石を持って魔力を込め始めた。その間、騎士達は回復や癒しを行い、帰還準備をする。


「今年の討伐は予想以上に早く終わったな。ローゼマインのおかげだ」


カルステッドがわたしの頭にぽふっと手を置いてニッと笑った。ものすごく苦戦しているように見えたけれど、例年はもっとひどかったらしい。武勇の神の加護があり、わたしが全力で止めを刺したため、日程は大幅に短縮されて楽に終わった、とカルステッドは言った。


「あぁ、完全に染まったようだな」


フェルディナンドの言葉に、わたしは自分の魔力に染まった魔石を見つめる。初めて素材採集が成功したのである。ホッと安堵の息を吐いて、わたしは魔石を採集袋に入れた。






次の日は吹雪が晴れて快晴だった。城の子供達は久し振りの晴れ間に歓声を上げながら、外へ飛び出していったそうだ。スケートのような遊びやそり遊びを楽しんでいるらしい。これだけの快晴ならば孤児院の子供達はパルゥ採りに行っているだろう。


皆が楽しそうに遊んでいる間、わたしは熱を出して布団の中だ。


……あぁ、パルゥケーキが食べたいなぁ。


そんな呟きに深い頷きで答えてくれたのはダームエルだけだった。

            





冬の終わりへ


冬の主を討伐した後は少しずつ天気の良い日が増えてくる。もちろんまだ雪の降る日もあるし、寒さが厳しいことに違いはないのだけれど、この頃になるとちらほら貴族院から戻ってくる学生達が増えてきた。課せられた講義や課題を終わらせた者から戻ってきているらしい。


騎士見習いは騎士団の練習に参加したり、騎士団の集まりに顔を出したりするし、文官見習いは文官の業務手伝いをしたり、文官の集まりに顔を出したりする。そういう予定がない時には子供部屋に顔を出すこともあり、大きい子供達の姿が見られるようになってきた。


今は貴族院から戻ってきた学生達とヴィルフリート達がカルタの勝負中である。大して文字も読めない、と軽く見ていた弟達に惨敗ざんぱいしている学生達の顔色は悪い。


「……よぉし！　勝ったぞ！」


「はい、ヴィルフリート様。兄上に勝ちました！」


軽い気持ちで相手を引き受けたものの、ほとんど絵札が取れなかった学生達は愕然とした顔をしている。経験者と初心者では全く相手にならないのだ。自分の弟や妹にボロ負けしている学生もいて、頭を抱えている姿が見えた。


「ほら、皆、お兄様やお姉様方に勝てるくらいに強くなっているでしょう？」


まだカルタの勝負でわたしは負け知らず。いくらやってもわたしに勝てない、とヴィルフリートが腐くさり始めたので、自尊心じそんしんを満たせる勝負相手を準備してみたのである。


「お兄様方はすでに字が読めますから、絵札を覚えればあっという間に勝ち負けがひっくり返るかもしれませんけれど、この冬の間は負けませんよ。お兄様方も頑張ってくださいませ」


領主の息子であるヴィルフリートはともかく、弟妹ていまいに負けたままでいるのは兄姉けいしの沽券こけんに関わるようで、戻ってきた学生達が意外と真剣にカルタに取り組み始めた。


「ローゼマイン様」


子供部屋の人の目がある場所なので、コルネリウスもわたしを様付けで呼ぶ。わたしはコルネリウスを振り返って「何かしら？」とゆるりと首を傾げた。


「このカルタは複数あるようですが、売り物ですか？　今まで見たことがない物ですが……」


「あら？　コルネリウスはご覧になったことがございませんでしたか？　ヴィルフリート兄様が文字を覚えるための教材として秋の半ばにわたくしが城に持ち込んでいたのですけれど」


わたしの護衛騎士であるコルネリウスはヴィルフリートの部屋には入れず、部屋の外で待機していたのでカルタを目にしていなかったらしい。


「文字を覚えるための物とおっしゃいましたが、神々の名前も覚えているように見えますが？」


「えぇ、神々の名前はもちろん、どなたの眷属で何を司る神様かもわかっていると思います」


わたしは絵本とカルタを見せながら、冬の間にどのようなことをしたのか説明する。


「ローゼマイン様、これは私が来年の貴族院で学ぶ内容なのですが……」


コルネリウスの言葉に周囲を見回すと、カルタを見てガックリと肩を落としている学生が数人いた。どうやら今年の貴族院で学んだ内容が神様に関することで、記憶するのに苦労したらしい。


「では、この冬にカルタで遊んだ子供達は成績優秀になりそうですね。冬の終わりには城で販売する予定でしたが、少し予定を早めて貴族院の学生達に売って差し上げた方がよろしいかしら？」


競争相手がいなければ伸びませんから、と呟くと、コルネリウスが大きく頷いた。来年は楽をするのだ、と拳を握っている。その様子は微笑ましくも頼もしいけれど、わたしは不意に勉強が嫌いで騎士になったと言っていたアンゲリカが心配になった。






教材の販売の許可申請をするため、わたしはリヒャルダに頼んでジルヴェスターに面会依頼を出してもらった。こちらも話があると言われて、すぐに予定が決まる。


「あぁ、ローゼマイン。よく来たな」


ジルヴェスターと顔を合わせるのも久し振りだ。冬の間、昼食はもちろんのこと、夕食でさえも貴族達の会食や宴に招かれているらしく、顔を合わせることがほとんどなかった。


ジルヴェスターの後ろにカルステッドが控え、フェルディナンドの後ろにはエックハルトが立っている。エックハルトが城の中でフェルディナンドの護衛騎士の仕事をしている姿も初めて見た。込み入った話をするので、わたしの護衛はダームエルだ。


「其方、冬の主の討伐ではずいぶんと活躍したらしいな。カルステッドから聞いたぞ」


「わたくしではなく、フェルディナンド様や騎士団が活躍したのです。わたくしにできたことは神具に魔力を込めるだけでしたもの」


わたしはレッサーバスで待機して、騎士の皆に守ってもらっていただけだ。神具に魔力を込めるのも魔石が必要だったからだし、弱らせてもらった魔獣にフェルディナンドの補助付きで止めを刺しただけだ。胸を張って「わたし、活躍しました」なんて言えない。


「いや、武勇の神アングリーフの御加護ももらったし、あれで仕留めてくれたからな。騎士団への被害も必要経費もかなり少なくて済んだ」


カラカラとカルステッドが笑い、フェルディナンドは満足そうに頷いた。


「他の素材を犠牲にした甲斐がある。冬の素材としては最高品質の魔石が手に入ったからな」


本来ならば皆でじわじわと弱らせていくので、魔獣が瀕死状態になると解体して素材を回収し始めるらしい。魔石を取ってしまうと他がどろりと溶けてなくなるので、魔石を取らないように気を付けながら、毛皮や肉、骨など、利用できる物はすべて剥ぎ取るのだそうだ。


今回は薬の素材としての品質を重視して異なる魔力が混じらないように魔石を取ることを目的にしたので、わたしの魔石以外に収穫がなかったらしい。素材を売ったお金が騎士団の貴重な収入になるので、今回はわたしが補償ほしょうすることになった。魔石代や護衛代だと思えば惜しくない。


「では、ローゼマインの話を聞こうか。教材や絵本の販売だったか？」


「そうです。すでに報告している通り、今年の冬は、子供部屋でカルタや絵本、トランプを使って、就学前の子供達が全員わたくし達と同じカリキュラムで勉強しました」


領地の子供達全員の底上げをしたい、ということで始めた子供教室の結果をジルヴェスターが「それでどうなった？」と身を乗り出して聞く。


「結果として、下級貴族も含めて全員が基本文字を全て書けるようになり、カルタで神々の名前や属性を暗記し、一桁ひとけたの足し算引き算はできるようになりました。良い教師を招くことができず、親に教えてもらっていた下級貴族達のフェシュピールもかなり上達しています」


この時しか良い教師に学べる機会がないとわかっている下級貴族の子供達は必死にフェシュピールを練習していた。その姿を見て、下級貴族に負けるわけにはいかないと中級貴族や上級貴族の子供達も必死に練習する。その結果、全体のレベルがかなり上がった。


「コルネリウス兄様から伺いましたが、貴族院では神々の名前を覚える講義があるそうです」


「あぁ、あるな。面倒で大変でせっかく覚えても使うのは一度きりで、自分にあまり関わりがない神についてはどんどんと忘れていくのだ」


講義をクリアするための暗記になりがちだそうだ。ジルヴェスターが遠回しにそう言って肩を竦めた。同じような笑みを浮かべているカルステッドやエックハルトも身に覚えがあるらしい。


「その講義を受けた学生より、今ではヴィルフリート兄様の方が神々についてよく知っています」


「……何だと？　ヴィルフリートが？」


大きく目を見開いたジルヴェスターが驚愕の表情になった。驚くのも当然だろう。秋の初めには基本文字が半分も書けなかったヴィルフリートが今では貴族院の学生より神々に詳しいなど、一体誰が信じるだろうか。


「貴族院から戻ってきた学生達が今ヴィルフリート兄様達に勝とうと頑張っています。弟妹に負けるわけにはいかないと必死です。競争相手がたくさんいる時の方が皆の学ぶ力は大きく伸びるので、早い内にカルタや絵本の販売をしたいと考えています。城内での販売許可をいただけますか？」


子供達で遊べるように、とわたしが持ち込んだカルタは三つ。今は競争率が激しく取り合いがひどい。そんな取り合いになった時に勝つのはやはり兄姉なのだ。


「わかった。許可する。その教材の販売は子供部屋で行うので問題はないか？」


「はい。さすがにわたくしが直接貴族達に販売するわけにはまいりませんから、わたくしの御用商人としてギルベルタ商会を入れる許可もいただきたいです」


フェシュピール演奏会では側仕えを総動員して売り子をしてもらったけれど、本来の側仕えの仕事ではないし、客人が多くて仕事が多い冬に余計な仕事を増やすわけにはいかない。


「ギルベルタ商会か……。まぁ、よかろう。日取りや段取りに関しては子供部屋の世話係と話し合うように。きっちり決まれば報告しろ。広く売るためには貴族達への周知が必要だろう？」


「養父様に報告はしますが、周知は必要ありません。今回はお子様がいらっしゃる貴族の方限定で販売させていただきますから、子供達の口から伝われば十分だと考えています」


ジルヴェスターはもちろん、フェルディナンドやカルステッドも不思議そうにわたしを見る。


「何故だ？　例の絵のように広く売りたいのではないのか？」


「多くの方に買っていただきたいとは思っていますが、手作業で作っている物ですから数に限りがございます。わたくしとの繋がりを求める貴族達に一度に押しかけられても困るのです」


子供の数よりは多く作成しているけれど、全ての貴族が購入できるほどの数の商品は準備できていない。繋がりのために購入されて、本当に必要な人が購入できないようでは意味がない。


「ふむ。子供達の教育で其方は実績を作った。ならば、任せる。思った通りにして構わぬ」


「恐れ入ります、養父様」


販売許可が得られたので、一度神殿に戻って商品を持って来なければならないだろう。ついでにギルベルタ商会にも連絡を取らなければ。書字板にメモをすると、わたしは視線を上げる。


「わたくしからのお話は以上ですけれど、養父様からのお話は何でしょう？」


「あぁ、其方のレシピがずいぶんと評判が良くてな……」


「では、冬の間に貴族達を驚かせることには成功したわけですね」


わたしやヴィルフリートは接する貴族を厳しく制限されているので、貴族との会食には顔を出していない。だから、料理を食べた貴族の反応はよくわからないけれど、会食に招かれた貴族達はずいぶんと料理に関心を寄せているらしい。領主の母親の失脚しっきゃくと料理が相まって、例年より会食に招待されたがる人が多かったようだ。


「レシピをぜひ知りたいと望む者が実に多い」


多分料理のレシピをネタに色々な取引で有利な立場を取ったのだろう。レシピを広げていく方法を考えてほしいとジルヴェスターは言った。


「おいしい料理は生活の基本ですものね。いっそレシピ本でも作りましょうか？……養父様やお父様の料理人に教えたのと同じレシピが載ったレシピ集を大金貨二枚で」


三十のレシピで大金貨三枚を支払ったジルヴェスターが目を吊り上げた。


「ローゼマイン、我々が買った時より安いではないか」


「それはそうですよ。他の誰もが持っていない情報と、すでに他の人が知っている情報では価値が違いますもの。それに、レシピ集を売るだけです。教えに来てくれる料理人がいないのですから」


まだ納得できないというような顔をしているジルヴェスターにわたしは肩を竦めて見せた。


「わたくしのレシピは調理方法が今までと違ったり、下拵したごしらえの手順が多かったり面倒なのです。レシピだけがあっても、全く同じ物が作れるとは思えません。レシピ集を販売しても数年は、料理人にきちんとした手順を覚えさせた養父様達が羨望せんぼうと賞賛しょうさんを浴びることができますし、もっとわかりやすい賞賛を集めるために新しいレシピが必要でしたら、今後もお売りいたしますよ」


また私から金を取る気か、とジルヴェスターは眉を上げたけれど、それは当然だ。お金はしっかりいただく。わたしは騎士団に支払う魔石の金額を稼がなくてはならないのだから。


「どちらにせよ、すぐにできる物ではありませんから、レシピ集を作って販売するのは来年の冬の話です。取引材料にするならば、できるだけ価値を吊り上げた方が良いかもしれませんね。いっそ、大金貨二枚ではなく、先着百名の限定販売にして値段を吊り上げてみましょうか？」


プレミア感をつけるのは良いかもしれない。それ以外の人は更に次の年までレシピが手に入らない、となればもう少し値段を上げることができるかもしれない。うーん、とレシピ集の値段について考えていると、ジルヴェスターがじっとりとした眼差しでフェルディナンドを見た。


「……フェルディナンド、これも其方の教育か？」


「ギルベルタ商会の教育だろう。商売に関して私は専門外だ」


フェルディナンドは「何もかもを私の責任にするな」とジルヴェスターを睨んで、フンと鼻を鳴らした。睨まれても「あぁ、悪い、悪い」と全く悪いことをしたとは思っていないような顔で軽く手を振ったジルヴェスターが、不意に顔を引き締めてわたしを見つめる。


「ローゼマイン、もう一つ話し合っておかなければならないのはハッセのことだ。フェルディナンドから一応の報告を受けているが、其方はハッセをどのように動かすつもりだ？」


わたしは背筋を伸ばして一度フェルディナンドを見た後、ジルヴェスターに視線を向けた。


「ハッセがどのような結論を出すのか、ということが一番重要なのですけれど、神殿襲撃の責任を町長派に被せて、貴族への態度を改めさせます。貴族への対応をどのようにしなければならないのかについては、ギルベルタ商会を使って噂や体験談を交えて情報を流してもらっています」


「ふむ。だが、小神殿への襲撃をたった一度の罰で済ませるつもりか？　神官を派遣しないのは農民にとっては苦しいが、一度だけならば大した苦労でもない」


領主一族への襲撃の罰としては軽すぎる、とジルヴェスターがわたしを静かに見据えた。


「町を取りまとめる者が失敗すれば、それは共同体の責任になる。たった一回祈念式に神官を派遣しない程度で済ますにはあまりにも罪が重すぎるぞ」


デリアへの罰を考えさせられた時のような圧迫感と緊張感に、わたしはコクリと息を呑んだ。領主一族への襲撃は重罪だ。それを周囲にもわからせて、尚且なおかつ、ジルヴェスターが納得する罰が何かあるだろうか。わたしは必死に頭を動かす。


「……で、では、十年ほど税率を上げるというのはいかがでしょう？　税収のために農民は必要ですもの。ハッセを一つ潰すくらいのこと、養父様には簡単でしょうけれど、後々を考えると細く長く搾り取る方が良いのではありませんか？」


大量の人が反逆罪で処分されるより、お金で解決できる方がよほどマシだと思う。実に穏便おんびんな罰だと思ったが、ジルヴェスターはわずかに顔を引きつらせた。


「……其方は甘いのか、厳しいのか、わからぬな。じわじわとなぶるより、いっそ一思いに殺してやった方が親切ではないか。後々の面倒も少ないぞ」


あまりにも物騒な提案をされて、わたしはぶるぶると頭を振った。貴族の立場から考えれば、後腐れがないように消してしまった方が面倒が少なくて早いのかもしれないが、死ねば終了だ。


「まぁ、税収が上がるのは歓迎だ。ハッセは町長派の処分と十年間の増税で決着をつけよう」


「では、祈念式に行ってもよろしいですか？　収穫がなければ増税もできませんもの」


「いや、今年は派遣しない。これは決定だ」


ジルヴェスターの深緑の目が有無を言わせないようにきらりと光った。わたしは了承りょうしょうする。領主の決定を覆くつがえすことはわたしにはできないし、これ以上ハッセの罰が緩和されることはないだろう。


「ハッセには其方が赴き、罰の公表をしてくるが良い。聖女の慈悲じひにより罰が軽減されたと宣伝してこい。ただし、ハッセの者が今回の罪を理解していなかった時は……わかっているな？」


理解できていなかった時は完全に潰すということだろう。ついでに、自分で自分を慈悲深い聖女だと宣伝してくることが、ハッセに対して甘い処分を下そうとしたわたしへの罰であるらしい。フェルディナンドがいい気味だ、と言わんばかりに唇を歪ゆがめてわたしを見下ろしている。


「あと一つ。祈念式のことだが……其方が直接祝福を行った土地と小聖杯を渡しただけの土地で収穫量に違いがあったらしい」


ジルヴェスターがいくつかの木札を並べていく。収穫量と徴収した物を控えた徴税人の資料のようだ。見てみたけれど、それほどの違いがあるようには見えない。


「……ギーベの土地と直轄地でそれほど変わりがあるようには見えませんけれど？」


「他と変わらないというところが違うのだ。ここ数年は神官や巫女が減り、他と比べて直轄地の収穫量は目に見えて少なかった。だが、今年はギーベの土地と変わらぬほどの収穫が得られた」


小聖杯の魔力に加えて、ギーベ達は自分の治める土地が豊かであるように自分の魔力を注ぐため、青色神官の質が落ちたここ数年は、貴族の土地と直轄地であからさまな差があったそうだ。


「……ローゼマイン。悪いが、今年の祈念式も其方にエーレンフェストを回ってもらいたい」


わたしが以前に多忙であることを訴えたためだろう。ジルヴェスターはひどく言いにくそうな顔で口を開いた。神官長であるフェルディナンドを貴族として城の業務でこき使うのは拒否できても、領地のために必要だと領主が決めた神殿長への依頼を断ることはできない。また過酷な回復薬漬けの日々が始まることを考えると憂鬱ゆううつな気分になるが、仕方ないことだ。


わたしが「わかりました」と了承の返事をすると、フェルディナンドがわたしを庇かばうように前に進み出てきて「ジルヴェスター」と溜息混じりに呼びかけた。


「ローゼマインが回るのは直轄地だけだ。小聖杯をギーベの土地に持って行くのは他の青色神官に任せるぞ。そうしなければ青色神官の仕事を奪うことになるし、春の素材の採集にも差さし障さわる」


「あぁ、直轄地だけで構わぬ。それで頼む。こちらの話は以上だ」


ジルヴェスターの了承を得ると、フェルディナンドがトントンと軽くこめかみを叩き始めた。おそらく祈念式の日程を頭の中で組み立てているに違いない。


「ローゼマイン、其方はもう退室しても構わぬぞ」


「では、ギルベルタ商会の商品を販売する時に、お預かりしていた小聖杯も持って参りますね」






まだ色々と話し合いが続きそうなジルヴェスターやフェルディナンドに挨拶して退室すると、わたしはレッサーバスで子供部屋へ移動した。


「皆様、アウブ・エーレンフェストから許可をいただきました。カルタと絵本とトランプをこの部屋で販売いたします。欲しい方はご両親にご相談してみてくださいませ」


わたしは子供部屋で遊んでいる子供達に声をかけた。パァッと喜びに顔を輝かせた子供達がピッと背筋を伸ばして、こちらへと向かって歩いてくる。


「では、カルタを買えば、夏の館に戻ってもできるのですか？」


「えぇ、来年の冬までにしっかり練習してくださいませ」


初めて兄に勝つことができた少年はやる気に満ちた笑顔で返事をした。「カルタを買って練習すれば、すぐに私が勝つさ」と少年の兄がニィッと笑う。


「ローゼマイン様、絵本は全て販売されますの？」


「もちろんです」


むしろ、絵本の普及ふきゅうこそがわたしの第一目的だ。できれば新しい絵本を販売したいと思っているくらいである。本文はできているし、ヴィルマの絵もほとんどできていたはずだ。急せかしたら新作絵本として売れるかもしれない。


……販売の日程に少し余裕を持たせて、子供の数だけでも先に本を作ってもらおうかしら？


そんなことを考えていると、コルネリウスと同い年くらいの女の子が躊躇いがちに尋ねてきた。


「ローゼマイン様、わたくし、来年の講義の前に神々について覚えようと考えております。秋や冬の眷属の絵本はございませんか？」


「……それが、まだ準備できていないのです。秋の眷属の絵本は工房の皆にお願いすれば……皆様がお帰りになられる頃にはできるでしょうけれど、冬の眷属の絵本は来年ですね」


ルッツやギルに一応お願いしてみるけれど、販売までに新しい絵本ができるかどうかはわからない。わからないことは約束しない方が良い。


「とてもよくできている絵本ですから、欲しかったのですけれど……」


「そのように楽しみにしてくださって嬉しいです。そうですね、星結びの儀式の頃にはできていると思いますから、星結びの儀式でこちらにいらっしゃる貴族へ販売できないか、アウブ・エーレンフェストに相談してみましょう。そうすれば、冬の貴族院には間に合います」


星結びの儀式自体は成人の祭りだが、その辺りに販売日を設定すれば、騎獣を持っている学生ならば買いに来られるはずだ。


楽しみにしております、と淑しとやかな笑みを浮かべた令嬢が下がっていき、代わりに、別の令嬢が全て購入できるように親におねだりしなくては、と弾はずんだ声を上げた。皆がどれを買ってもらうのか、と楽しげに話をする。それを横目で見ながら、わたしは子供部屋に付いている世話係の側仕え達と教材販売の日時について話し合う。ふと、浮かない表情のフィリーネが目に付いた。

            





教材販売


わたしは神殿に戻ると、ベンノと連絡を取ってもらえるようにギルに頼んだ。雪の降っていない日を見計らって、店へ手紙を届けてもらう。冬は仕事が少ないようで、午後から面会したいというベンノの走り書きの返事を持ってギルが戻ってきた。


「では、午後から孤児院長室でお話ができるようにします。ルッツに伝えてください」


「かしこまりました」


昼食に戻るルッツが伝言を持って帰ってくれたようで、五の鐘にはギルベルタ商会の面々がやってきた。ベンノとマルクとルッツだ。さっさと隠し部屋に入って、わたしはルッツに飛びつく。冬の間、ほとんど会えなかった寂しさを補充ほじゅうしつつ、ベンノに城での教材販売の話をした。


「城で販売だと!?　ちょっと待て！」


「え？　あんまり待てませんよ。早目に売らなきゃいけないので」


「そうじゃない！　今ウチには城へ連れて行けるような店員が育っていないんだ」


取引相手は下級貴族が中心で、少しずつ中級や上級貴族へ販路を伸ばしているのがギルベルタ商会だ。わたしとの繋がりで一足飛びにエルヴィーラという上客を得たが、商品を持って行けるのがベンノとマルクしかいない現状からもわかるように、城に上げられるような立ち居振る舞いができる店員はまだまだ少ないらしい。イタリアンレストランの給仕きゅうじをさせるために、急いで礼儀作法を叩き込んだ者はいるけれど、彼等にしても城に上げるには少し不安が残るそうだ。


「……店員ですか。それらしい服を着せて、わたしの側仕えや教育の行き届いた灰色神官を数人連れて行きますか？　今回は注文を取るわけではなくで、できている商品を売るだけですから、立ち居振る舞いに問題がなくて、計算ができれば大丈夫だと思いますけれど」


貴族との取引は注文を受けてから作るオーダーメイドが基本だ。植物紙のような消耗品でもない限り、商品をそのまま持って行って売ることはない。最近のリンシャンも上級貴族向けはオーダーメイドだ。季節によって採れる油の種類やスクラブにできる素材を元に、いくつかのサンプルを持っていった後、好みの組み合わせで注文を受けている。わたしは組み合わせ例として持ってきてもらったサンプルからそのまま買っているけれど、上級貴族の体裁を整えるため、オーダーしたように見せるための注文票を出している。


「冬の手仕事で作った物をそのまま売るのか？　城で貴族達相手に注文を取るのではなく？」


ベンノが目を丸くしているが、わたしはコクリと頷いた。


「そのまま売ります。すぐに必要なのですよ。受け取りが来年になってもいいから凝った物が欲しい、という貴族にはベンノさんやマルクさんが対応すればいいですけれど、すぐに必要だと考える方には商品をそのまま売るので、計算ができる灰色神官を使っても問題ないと思います」


「……わかった。ウチからは俺とマルクとレオンが行く。それから、二人ほど成人している灰色神官を選んでほしい。城へ連れて行くならば服を見繕わなければならないだろう？」


さすがに灰色神官の服で城へ連れて行くわけにはいかない。ギルベルタ商会の面々と一緒に城へ行くならばきっちりとした服が必要になる。


「ギル、誰が良いかしら？　フランには小聖杯も運んでもらうから決定しているのだけれど」


「フリッツは青色神官に仕えていたから大丈夫だと思います」


「では、フランとフリッツにお願いしましょう」


連れて行く人員が決まると、次は値段や量の確認である。


「金額は絵本が小金貨一枚、カルタが大銀貨五枚、トランプは黒一色の物が大銀貨三枚で、色インクを使った物は小金貨一枚ですね」


最初期に売り出した富豪向けの絵本に比べると、植物紙やインクの値段を下げることに成功しているので、原価が少し下がった分、安くなっている。カルタの絵はさすがにヴィルマに全て描いてもらうわけにもいかないので、ガリ版印刷を利用している。カルタは板を使っているので、紙よりも原価が安いのだ。トランプはカルタよりも枚数が少ないことで更に安くなる。ただ、希少きしょうな色インクを使うと、とても綺麗だけれど値段が跳ね上がる。他と差別化したい上級貴族向けだ。


「量はひとまず百ずつ準備しましょう。子供の数を考えても、それくらいで十分だと思います」


「了解。百ずつ、木箱に詰めていく」


販売方法についても色々と話し合いをする。相手が貴族なので、平民に売るのと同じようにはできないのが一番大きな問題点だ。どのように売るのかを話し合うと、マルクは「早速準備に取り掛かります」と一人で帰っていった。ベンノはフランとフリッツに協力を求め、二人の服の寸法すんぽうを測ると、売り子教育を始める。ギルとルッツは工房へ行って商品の確認と箱詰めの開始だ。


慌ただしいギルベルタ商会の様子を、ダームエルが唇を引き結び、無言でやや俯きがちに見ていた。視線を少し落とした浮かない表情が、子供部屋のフィリーネの表情と重なって見える。


「ダームエル、どうかして？　何か気付いたことがあるなら教えてくださいね。わたくし達ではわからないことがあるかもしれませんから」


わたしの場合は全てにおいて常識知らずで、ベンノは貴族と商売上の取引はあっても平民で、商売するために城へ入るのは初めてだ。貴族であるダームエルの目から見て何か問題点があるならば教えてもらわないと当日にとんでもない失敗をすることになるかもしれない。


「気付いたことと言いますか……ローゼマイン様の絵本が素晴らしいことはわかりますし、他の本を購入するよりは安価ですが、下級貴族にとっては簡単に買える値段ではありません。差を感じて悔しい思いをする子供がいるのではないかと心配になったのです」


ダームエルが「私も裕福な貴族ではございませんから」と付け加えた。下級貴族の中でも貧しい方の貴族は、平民の富豪層よりもお金がない。そんな簡単なことをすぐに思いつかなかった自分に歯噛みした。わかりやすくて学びやすい本は、優秀な教師を雇うことができない彼等にこそ必要だが、ここでもお金の有無が大きく影響する。


「貴族だからといって誰もが買えるとは限りません。……ですが、これ以上の値下げは無理です」


ベンノがじろりとわたしを見た。貴族に向けに売る物から利益を減らすようなことをベンノが許すわけもないし、これから先のことを考えると、最初からいきなり安売りをするわけにもいかない。


「これでも一応値下げした方ですからね。けれど、欲しい人が本を手に取れるように少し考えた方が良さそうです。何か良い方法がないかしら？　ルッツ、どう思いますか？」


「買えない物は借りるしかないと思います」


本は高価だ。個人で所有するのが富の証になるほど高価だ。買うことはもちろん、借りることさえ実は容易ではない。神殿図書室は神殿関係者でなければ入れない仕様になっているし、神殿関係者でも青色神官や青色巫女でなければ本を借りることはできない。神殿長や神官長の許可がいる。城の図書室では身分証明が求められ、保証金を準備しなければ本を借りることができない。汚損おそんや破損した時の弁償金となるため、その保証金が高い。図書館無料の原則などあり得ないのだ。


「今、簡単に借りられないならば、これからは簡単に借りられるようにするにはどうすればいいのか、考えてみてはどうですか？」


「……保証金が高くて借りられないなら、保証金を安くすれば良いということかしら？」


レンタル料は安くして、汚損や破損した時の弁償をきっちりしてもらうために親から一筆もらっておく。権力の乱用かもしれないが、領主の養女であるわたしの本を貸し出すという形態から始めれば、本を丁寧に扱うこと、何かあった時に弁償することを徹底させられると思う。


「借りるために必要なお金も、新しいお話一話と交換という形にすれば何とかならないかしら？」


フィリーネや他の少女達からいくつかお話を聞かせてもらった。あれに原稿料ということでお金を支払えば、購入費には足りないけれど本や教材のレンタル料にならないだろうか。


「一話じゃなくて文字数を考えた方がいいと思います。話によって長さが全然違いますから」


「そうね。原稿料を払う時はそうするつもりです」


文字数で原稿料を計算して子供達のアルバイトにすれば、わたしは新しいお話が手に入って嬉しい。字が綺麗ではない子供達も文字の勉強にもなるし、お小遣い稼ぎもできるし、一石二鳥ではないだろうか。わたしが一人で盛り上がっていると、ベンノがひくっと頬を引きつらせた。


「ローゼマイン様、金銭が関わるのです。思いつきで急に色々と変えるのはどうかと思います。神官長と話し合い、根回し、下準備が終わってから実行してください」


ベンノの赤褐色せきかっしょくの目が怒っていた。「くそ忙しい時に余計なことを考えるな」と言っている。これはあれだ。雷が落ちる五秒前に違いない。わたしが領主の養女でなければとっくに落ちている。


「原稿料はもう少し考えた方が良さそうですね。今回は低料金での貸し出しを試してみましょうか」


ほほほ、と笑ってベンノの怒りを回避しつつ、わたしは心の書字板に書き込んだ。貸本屋や低料金で利用できる私設図書館の基礎として、下級貴族への教材の貸し出しを少し考えてみよう。






あっという間に販売日当日になった。わたしは神殿の正面玄関にレッサーバスを出し、皆が荷物を運び込むのを見つめる。絵本とトランプとカルタが百ずつ準備され、木箱に詰められていた。


フランとフリッツはギルベルタ商会の商人の扱いで一緒に行くことになっているので、マルクやレオンと同じような服をベンノに与えられて着ている。下町に出るために神官服以外の服を着慣れていたフランと違って、フリッツは服が馴染まないようでどことなく落ち着かないように見える。


「ローゼマイン、本気でこれにギルベルタ商会の者を乗せるのか？」


フェルディナンドがレッサーバスを見て、少しばかり嫌そうな顔になった。


「この雪の中ですよ？　馬車では途中で立ち往生おうじょうしてしまうかもしれないでしょう？」


わたしが深く積もっている雪を示すと、フェルディナンドが腕を組んで雪と商人達を見比べる。


「君の言い分は理解できるが、商人や商品を同乗させて城へ運ぶ貴族など他にいないぞ」


「大丈夫です。わたくし、前例になる覚悟はできています」


「後に続こうと思う貴族などいない。君だけだ」


フェルディナンドは溜息混じりにそう言うと、視線をわたしから周囲へ向けた。


「フラン、フリッツ。主の我儘に振り回されて大変であろうが、頑張りなさい。それから、ベンノ。心労は多いと思われるが、この先もローゼマインと付き合う以上、類似の案件は何度も出てくるであろう。自分で拾った縁だ。諦めなさい」


フェルディナンドの言葉を聞いた皆がちらりとわたしを見て、神妙な顔で頷いた。


……諦めろって言葉も、全員が揃って同意するのもちょっとひどくない？


皆の反応に、むぅっと頬を膨ふくらませながら、わたしはレッサーバスの出入り口を大きく開ける。


「準備が終わったのでしたら乗ってくださいませ」


乗り慣れているフランが一番に乗り込み、ベンノが不気味な物を見るような顔で乗り込む。マルクはいつもの微笑で、レオンは色々なところに触っては「うわっ」と声を上げながら入っていった。フリッツが怖々と乗り込んで、出入り口をみょんと閉めると、「おわっ」と驚きの声が上がる。


「シートベルトを締めてください。フラン、締め方を教えてあげてください」


フランが「かしこまりました」と返事をしてシートベルトの締め方を教えている間に、助手席にブリギッテが乗り込んだ。今日のように商人が乗り込むならば護衛は必須だそうだ。


レッサーバスが空を駆け始めると、後部座席の方は騒然となった。空を飛ぶなんて平民にはあり得ない経験なので当たり前だけれど、「眩暈めまいがする」とか、「気分が悪くなりそうだ」という意見が大半だった。空を駆けるレッサーバスに大喜びしていたギルやニコラの反応から考えると、今日のお客様は年を取っているせいか頭が固いと思う。






「おかえりなさいませ、ローゼマイン様」


わたしの騎獣からぞろぞろと人が出てくることにノルベルトが目を丸くした。やはりわたしの騎獣から平民が次々と出てくると驚くようだ。荷物の木箱を下ろしていく彼等を見て、ノルベルトは困惑した顔で一度目を閉じて、ゆっくりと息を吐いた。


「ローゼマイン様、彼等はギルベルタ商会の者でしょうか？」


「そうです。こちらがアウブ・エーレンフェストからいただいている許可証です。ノルベルト、このまま子供部屋に向かいます。案内してちょうだい」


「……かしこまりました。では、どうぞ」


ノルベルトがほんの一瞬の躊躇いを見せた後、ニコリと笑う。同時に騎獣を片付けたフェルディナンドがこめかみに手を当てて深い溜息を吐いた。


「ローゼマイン、本来、平民である商人は別の入り口から入るのだ」


領主一家が出入りするための玄関と商人が出入りする場所は全く違うと指摘されたわたしは「あ」と気付いてしょぼんと項垂うなだれる。よく考えなくてもわかっていなければならないことだった。商人と領主の養女では貴族街に入るための門も違えば、城に入るための門も違う。商人は下働き達が使う平民用の出入り口から入ってくることになっているらしい。


「あの……。ごめんなさい。わたくし……」


困ったわ、と首を傾げて見上げると、フェルディナンドが軽く首を振った。


「すまぬ、ノルベルト。私も出発の準備をしているところを見るまで、まさかローゼマインが騎獣で商人達を運ぶつもりだと気付かなかったのだ。気付いてから馬車を準備させるには時間がなかったため、この状態になった。ローゼマイン、ここに降ろされる商人などいないから今回は仕方ないが、以後気を付けるように。ノルベルト、悪いが、今回はこちらから連れていってほしい」


「かしこまりました。フェルディナンド様」


わたしは一人乗りのレッサーバスに乗ってノルベルトとフェルディナンドについていく。わたし達の後ろに商品の木箱を抱えたギルベルタ商会の面々が続いた。






「ローゼマイン様、おはようございます」


「おはようございます、皆様。こちらの準備ができるまで遊んでいてもよろしくてよ」


子供達の期待の眼差しはいつも通りで、こちらに視線を向けている親の姿も今日は多い。わたしとの誼を結ぶ絶好の機会だと捉えているのだろう。


「遅いぞ、ローゼマイン」


どーんと仁王立におうだちで出迎えてくれたのはヴィルフリートだ。今日は販売のお手伝いを頼んでいるのである。初めて任される仕事に張り切りすぎていて、やや鼻息が荒くなっていた。


「ヴィルフリート兄様はそちらで皆とカルタをして、集まっている大人の皆様にどのように遊ぶ物か見せて差し上げてください。使い方を知った方が購入しやすいので、これは重要な任務です」


「うむ。では、一勝負するぞ」


この冬にできたヴィルフリートの取り巻き達が「はいっ！」と元気に返事をしてカルタを並べ始めた。男の子達が率先して行うカルタのデモンストレーションに興味深そうな顔をした貴族達が集まっていく。女の子達が手持無沙汰てもちぶさたにしているのを見つけて、わたしは彼女達にも声をかけた。


「貴女達はお父様やお母様に絵本を読んで差し上げてくださいませ。どれだけ文字を覚えたのか、ご両親にもよくわかるでしょう」


「はい、ローゼマイン様」


きゃあきゃあと弾んだ声を上げながら女の子達は絵本を抱えて親達のところへ駆け寄ると、読み聞かせを始めた。いつも自分達がしてもらっている通りに、今日は自分が読むのを聞いてもらうのだ。本を読み始めた声が少しだけ緊張しているのがわかる。


「コルネリウスはお友達とトランプの勝負をお願いいたしますね」


わたしがポンとトランプを渡すと、コルネリウスは「私はローゼマイン様の護衛なのですが」と不服そうにトランプを見た。でも、わたしの側近で学生達に働きかけられるのは一人だけだ。


「アンゲリカがいない今、学生はコルネリウスだけですもの。よろしくお願いいたしますね」


「……なるほど。それが理由でしたら私が適任でしょう。仰おおせの通りに」


アンゲリカはまだ貴族院から戻っていないので頼みようがない。学生達を引きつれて、トランプでブラックジャックのような遊びを始めたコルネリウスにも貴族達が分散して群がっていく。


貴族達の視線をデモンストレーションに向けさせると、わたしはすぐさまギルベルタ商会に視線で合図して販売の準備に取り掛かった。打ち合わせした通りに子供部屋の一角に準備されている台を見て、わたしは子供部屋のお世話係達に労ねぎらいの言葉をかける。


「台の準備はできているのですね。ありがとう。では、ベンノ。商品を並べてちょうだい」


「かしこまりました、ローゼマイン様」


事前に話し合った通りに商品が並べられ、会計がしやすいようにおつりの準備がされる。商品の置かれた台の前には二つの椅子とテーブルがあり、わたしとヴィルフリートが商品の購入をする貴族達と接するための席になっている。


そして、部屋全体を見回せる位置には今回の教材販売の監視役であるフェルディナンドの席が準備されていた。貴族達がどのように動くのか、ギルベルタ商会が以後城に出入りするのに相応しい動きができるのか、わたしが馬鹿な失敗をしないか、目を光らせることになっている。準備中、フェルディナンドは興味深そうに全てのデモンストレーションを一つ一つ覗き込んでいた。


貴族と商談ができるベンノとマルクはどのようにでも対応できるようにわたしとヴィルフリートの席の両脇に、レオンがトランプ、フランが絵本、フリッツがカルタのところに立った。


「ローゼマイン様、準備が整いました」


ベンノの言葉にコクリと頷き、わたしはヴィルフリートが勝利するのを待って、皆に声をかける。


「お待たせいたしました。これからギルベルタ商会による教材の販売を行います」


ヴィルフリートはカルタの片付けを隣の少年に押し付けると、駆け寄ってきて椅子に座った。


「購入をご検討されていらっしゃる方はこちらにいらしてください。今回は教材ですから、お子様をお連れの方を優先させていただきます」


わたしがニコリと笑うと、子供を連れた貴族が前に進み出てきて跪いた。子供達からの挨拶は受けたけれど、親からの挨拶は受けていないため、ずらずらと続く長い挨拶を交わす。もちろんこの順番は身分順だ。この挨拶が長くて一人で対応するには無理があるため、ヴィルフリートに応援を頼んだのである。どちらかというと男の子はヴィルフリートの前に並び、女の子がわたしの前に並ぶ感じになっている。やはり、側近となるためには同性の方を優先するのだろう。


長ったらしい挨拶を終えると、わたしは二人に立ち上がるように言って、注文票を差し出した。


「ギーベ・グレッシェルは何がご入り用かしら？」


「ローゼマイン様の絵本は素晴らしく、カルタやトランプは妹も興味を示すだろうから全て欲しい、とねだられまして……。可愛い娘の頼みです。全ていただきましょう」


グレッシェル伯爵はペンを手に取ると、穏やかな笑みを浮かべて、自分の隣で注文票を見つめる娘を見下ろした。深紅の髪が印象的な少女がうふふっ、と得意そうに笑う。


「ローゼマイン様の絵本はとても読みやすいのですもの。お父様もご覧になってもよろしくてよ」


本を褒めてくれる少女に相好そうごうを崩しながら注文票を確認して、自分の脇に控えるベンノに渡す。


「こちらに準備できております」


グレッシェル伯爵の側仕えとベンノが注文票通りにお金と品物の交換をすれば売買は終了だ。


「お勉強にぜひ役立ててくださいませ」


「はい、ローゼマイン様」


グレッシェル伯爵が去ると、次の貴族がやってくる。また挨拶だ。ちらりと横を見ると、堂々とした態度でヴィルフリートが貴族に応対していた。書いてもらった注文票をマルクに渡している。


「ギーベ・キルンベルガ、これはとても勉強に役立つのだ。私もこれで文字や神々の名前を覚えた。其方等も励め」


「恐れ入ります、ヴィルフリート様」


長い行列をわたしとヴィルフリートの二人で捌さばいていく。全ての教材を購入できるのは、やはり余裕がある上級貴族だけだった。中級貴族になると、兄弟が皆で使えるカルタとトランプを購入する者が多く、一冊一冊が高い絵本を全て購入する者は減ってきた。カルタの読み札で神々のことが出てくるので絵本よりもカルタを優先させることになるようだ。下級貴族になると、一つを選んで買うのがやっと、という感じになるらしい。


それでも、「来年は勝つんだ」と買ってもらえたカルタやトランプを持って、意欲を燃やしている子達はまだ良い。何も持たず、羨ましそうに見ている子供達が数人いた。購入ができない、と最初からわかっているのか親が来ていない。その中に浮かない顔をしたフィリーネもいる。


「フィリーネ、ご両親はいらっしゃらないのかしら？」


「……はい。今日は所用がございまして」


言いにくそうにフィリーネが作り笑いをする隣で、話題を向けられたくないと言うように、親が来ていない他の子がそっと目を逸らした。


「そう。では、冬の終わりには今使っている絵本やカルタを貸し出しすることも考えていますから、貸してほしい方はご両親に相談してみてくださいませ」


「ローゼマイン様、お気持ちはありがたいのですが……」


お金が、と声にならず、唇だけが小さく動いた。


「わたくしの教材を貸し出しする時に必要なのは、お金ではございません」


え？　と皆が揃って顔を上げて、ポカンとした表情でわたしを見た。予想通りの反応に小さく笑いながら、わたしは口元に手を当てて内緒話をするように少し声を潜ひそめる。


「わたくしが欲しいのは、わたくしが知らないお話です。色々なお話を集めてきてくださいませ」


「あの、それは、わたくしのお母様が教えてくださったようなお話ですか？」


「えぇ、フィリーネはもう三つも教えてくださったもの。絵本を三冊、貸し出しできます」


フィリーネを始めとした下級貴族の子供達の顔がパァッと輝いた。


「ローゼマイン様、私も知っているお話をすれば、カルタを借りることができますか？」


「えぇ。わたくしの知らないお話でしたら、カルタをお貸しします。けれど、汚したり壊したりしないように大事に使ってください。何かあった場合は弁償していただくことになりますから」


「はい！」


大切に使うこと、汚損したり、破損したりした場合は弁償してもらうことに関して、親の一筆をもらう。わたしが知らないお話と引き換えに、春から次の冬まで教材を貸し出すことになった。

            





春の訪れとアンゲリカ


教材販売は上手くいった。終わり際にエルヴィーラもやってきて、コルネリウスのために全てを購入してくれた。ついでに、ベンノに向かってニコリと笑って「そろそろリンシャンがなくなるから注文を取りにいらっしゃい」というようなことを遠回しに告げる。上級貴族であるエルヴィーラが声をかけたことで、ギルベルタ商会の注目度は嫌でも上がった。ベンノはにっこりと笑って了承しているけれど、その目が少し泳いでいるように見える。城で貴族から一斉に注目されるのだ。視線の重圧感と緊張感はすごいだろう。洗礼式やお披露目で注目されたわたしにはよくわかる。


……が、頑張れ、ベンノさん！


教材を売り終わった後は、リンシャン目当ての奥様に何人か声をかけられ、ベンノとマルクがそれに対応して商談が始まった。


「フェルディナンド様、教材の販売が終わったという報告と例の物をお渡しするためにアウブ・エーレンフェストに面会したいのですけれど……」


「あぁ、私が行ってくる。君はここにいなさい」


フェルディナンドがベンノとマルクを見ながらそう言うと、小聖杯の入った木箱を近くにいた側仕えに持たせて、ジルヴェスターの執務室へ向かう。フランとフリッツとレオンは残った教材の片付けとお金の管理をしていた。






販売や商談が終わると、ギルベルタ商会の面々、フランとフリッツを神殿に連れて帰る。わたしは神殿に一泊しただけで城へとんぼ返りだ。売り上げに関しては後日報告を受けることになった。


次の日は子供部屋で自分の教材を抱えた子供達に、なくさないように教材には各自の名前を書くように告げた。同じ物を皆が持っているのだ。名前書きは基本だろう。


「トランプはこの辺り、カルタはこの辺り、絵本はここに、自分の名前か家名を書いてくださいね。同じ物ですから間違えないようにしなければなりません」


兄弟で手分けをして家名を書き込む子もいれば、全て買ってもらった自分の教材を見てこれだけ書くのか、と溜息を吐いた子もいる。わたしが見かねて「今日使う分だけ書いて、後は家の方に手伝ってもらっても良いですよ」と言うと、上級貴族の子供達はあからさまに胸を撫で下ろした。


「今日は絵本しか使わないので、名前を書くのは絵本だけにします」


わたしは子供部屋の様子を見ながら、下級貴族の子供達から新しいお話を聞いて書き留めていく。今まで女の子ばかりからお話を聞いていたので、男の子からお話を聞くのは初めてだ。途中で止まって「あれ？」となったり、明らかに「貴方が今即興そっきょうで作りましたね」と笑いたくなるような脈絡みゃくらくのない取り繕つくろいをしていたり、なかなか楽しい。






春が近付いているのが目に見えるようで、雪が舞う中にも晴れた日が増えてきた。当然、子供達は外で遊ぶ日も増えてくる。わたしも体力作りのために外に出た。貴族達の騎獣の発着場の辺りは、集めて固めた雪山があり、そりのような物で滑り降りる遊びができる状態になっている。わたしはそり遊びと雪合戦に参加するつもりだった。


「参りましょう、ローゼマイン様」


張り切って駆け出したものの、雪の中を数歩走ってはボテッと転び、数歩歩いては尻餅しりもちをつく状態のため、子供達にはどんどんと置いていかれる。何度か挑戦したけれど、結局、一度も雪山に到着することができなかった。息切れでそり遊びは断念したし、雪玉を丸めようとしゃがみ込んでいるところに雪玉をぶつけられて意識を失ったし、熱を出したし、雪遊びになる手前で終わった。


……でも、雪中行軍という感じでちょっと体力が付いた気がするよ。


そうこうしているうちに冬は終わりに近付く。貴族院の卒業式と成人式があるため、卒業生の両親や領主夫妻、講義を終えて戻っていた学生達が貴族院へ向かった。式が終わると、貴族院から一斉に帰ってくる。皆が帰ってくると、貴族全員で春を寿ことほぐ宴があって、冬の社交界は終わりだ。貴族達はそれぞれが所有する土地へ帰っていくことになる。






その春を寿ぐ宴の前、学生達が次々と貴族院から戻ってくる中にアンゲリカの両親から平身低頭といった内容の面会依頼が届いた。あれほど恐縮きょうしゅくしていた彼等の方から面会を求めてくるとは思わなかったため、わたしは首を傾げながらも了承して面会室で会談の手はずを整える。


面会日、わたしが部屋に入った時にはアンゲリカとその両親が跪いて待ち構えていた。両親がアンゲリカを挟んで並び、跪いて首を垂れている。部屋に入って、リヒャルダが扉を閉めると同時に両親の口から「この度は大変申し訳ございません！」と悲鳴のような声が上がった。


「……え？　な、何事でしょうか？」


「私共の教育が至らないばかりにローゼマイン様にご迷惑を……」


前回の面会よりも悲痛な響きの謝罪にわたしは目を瞬いた。唐突な謝罪だが、全く意味がわからない。アンゲリカの両親が胃の辺りを押さえながら今にも死にそうな真っ青な顔で始めた説明によると、アンゲリカはなんと貴族院で今年の講義に合格できなかったらしい。


……春からの補講が決定して、しばらく護衛任務に就くことができないんだって。


両親はアンゲリカをわたしの護衛騎士から外してほしい、と震える声で願った。これ以上の失態を演じる前に、ということらしい。けれど、わたしの護衛騎士から外すということはアンゲリカの将来にはかなり影響が大きいはずだ。領主の養女の護衛騎士に任命されるのは名誉なことだが、成績不良を理由に外されるのは貴族として大きな失点になる。


「リヒャルダ、こういう場合はどうすればいいのかしら？　わたくし、春は祈念式でしばらく城を不在にするので、アンゲリカが春の間に補講を終えればそれほど困らないのですけれど……」


「姫様のお好きになさればよろしいですよ」


リヒャルダは出来の悪い子として切り捨てても、見所があるからと存続そんぞくさせても良いと言った。主であるわたしが好きに選んで構わないようだ。


「アンゲリカはどうしたいのかしら？」


「……わたくしがこのまま仕えてもよろしいのですか？」


きょとんとした顔でアンゲリカが尋ねた。わたしはコクリと頷く。


「努力して、夏までに戻ってきてくれるならば、このまま仕えてほしいと思っています」


わたしの言葉に、アンゲリカの両親は二人で顔を見合わせて何とも困った表情になった。


「ローゼマイン様が慈悲深く、お優しいことは存じておりますが、アンゲリカを側に置くのはローゼマイン様のためになりません。主の評判を下げるような側近は必要ございません。どうぞお考え直しくださいませ」


その両親の言葉は、領主一族に仕える側仕えらしい発言だと思う。できない者は切り捨てて、一族を盛り立てていかなければならない貴族らしい言葉だ。けれど、わたしにとっては悲しい言葉だった。わたしがどれほど虚弱で役立たずでも大事にしてくれた家族のことを思うと、その違いに気分が沈む。わたしのことを考えてくれるのはありがたいけれど、アンゲリカのことも考えてあげてほしい。貴族の思考に染まり切れない自分の我儘だとわかっていても、そう思う。あれだけひどい状態だったヴィルフリートの側仕えや護衛騎士にも更生の機会を与えたのだ。わたしはアンゲリカにもチャンスを与えてあげたい。


「貴方達の忠告も胸に刻みますが、わたくしは夏までの状況を見て、アンゲリカを解任するかどうか、決めたいのです」


わたしはゆっくりと首を横に振って、アンゲリカの両親の訴えを退けた。アンゲリカの両親は諦めの表情となって、アンゲリカとわたしを見ると、「かしこまりました」と顔を伏せる。


「冬の間に子供部屋の子供達が神々の名を暗記できたのですもの。アンゲリカにもきっとできます」


わたしはそう言って立ち上がると、アンゲリカの両親に退室を促した。


「では、今からアンゲリカがどのような講義を受けていて、どこで詰まっているのか、何がわからないのか、話し合いましょう」


アンゲリカの両親が退室するのを見届けた後、わたしはその場ですぐさま「アンゲリカの成績を上げ隊」を結成した。強制的にメンバーに入ったのは護衛騎士の皆だ。騎士でなければ講義内容もわからないので側仕えや文官は必要ない。わたしの部屋には男性が入れないので、ひとまずこのまま作戦会議である。


「アンゲリカはどのような講義で引っかかっているのですか？」


貴族院では成績が口頭で伝えられ、成績表は配布されないようなので、わたしにはアンゲリカの得意不得意もわからない。不得意なところを重点的に鍛えなければ、と思ったわたしの質問にアンゲリカが深い青の瞳をきらりと輝かせ、ハキハキと答えた。


「座学はほとんど全てです」


次の瞬間、全員が絶句した。ブリギッテはきつく目を閉じ、ダームエルはポカンと口を開ける。


「……アンゲリカ、それは、あまりにも……」


「座学など、それほど難しくはないだろう？」


ダームエルは兄が文官だったため、騎士になることを決意したが、得意不得意でいうと文官寄りだったそうだ。下級貴族で魔力が少ないので、座学より実技に苦労していたらしい。


「あの、アンゲリカ。では、一体どのような講義を受けているのですか？」


「……よくわかりません」


こてりと首を傾げたアンゲリカの答えに、コルネリウスが目を吊り上げた。


「神々の名を覚えたり、兵法の基本を理解したりするのだろう!?　本当に講義を受けたのか!?」


アンゲリカは貴族院の三年生である。その三年生の講義内容について当人であるアンゲリカが講義内容を一番わかっていない。来年のために情報を仕入れているコルネリウスの方がよく知っているくらいだ。フェルディナンドではないが、こめかみを押さえたくなった。

            





    
  
  




「ダームエル、ブリギッテ、コルネリウス。講義内容を詳しく教えていただいてよろしいかしら？」


「もちろんです」


アンゲリカに質問するのは時間の無駄だと悟ったわたしは、他の三人から話を聞くことにした。ブリギッテやダームエルの記憶やコルネリウスの集めた情報を聞いた方が確実だ。


「えーと、皆の言葉をまとめると、神々の名前と司る事柄について覚えて、自分と相性の良い神様の加護を得るというのが共通の課題で、兵法の基本と武器の特性を知り、活用できるようにするというのが騎士の課題ということで間違いありませんか？」


「講義として細かく分ければたくさんありますが、その辺りを押さえておけば、どの講義でも落第点を取ることはありません」


実技では苦労したようだが、座学では比較的優秀だったらしいダームエルが「何故落第点を取るのかわからない」と首を傾げる。ブリギッテもダームエルに同意して頷く。ブリギッテは全てにおいてほぼ平均だったらしい。何に関してもあまり苦労したことがないと言った。


アンゲリカに一番近いのはコルネリウスだろうか。魔力と実技に頼りがちで、座学はどちらかというと苦手らしい。それでも、上級貴族として恥ずかしくない程度の成績は維持しているそうだ。


「落第点ということは試験があるのですか？」


「はい。最初にどのような内容の講義なのか説明と試験があります。その試験で不合格だった者には講義があります。そして、講義の最後に試験があるのです」


ダームエルの説明にブリギッテがダームエルを睨みながら軽く肩を竦めた。


「最後に試験があると言いながら、ダームエルは講義の最後までいたことがないではありませんか」


「どういうことでしょう？」


わたしが首を傾げると、ダームエルが説明してくれる。


「講義がすでに知っている内容であるならば、講義以外の時間に先生に予約を取り、試験を受けに行くことが可能なのです。余った時間を私は実技に注ぎ込んでいました。座学が早く終わっても冬の終わりまで貴族院から出られませんでしたよ」


兄や姉がいたり、貴族院での寮生活の間に先輩から教えてもらったり、試験に合格する自信がある者はさっさと講義を終えることができるらしい。これで城へ戻ってくる学生達の時期がバラバラである理由がわかった。


「空いた時間ができれば、魔術具の作り方を学んだり、自分の武器を強化したり、趣味の講義を取る方もいますし、他領の方との交流を深める方もいらっしゃいます」


フェルディナンドはきっと鬼のような勢いで講義を取っていたのだろう。次々と試験を受けて一発合格を重ねて、褒め称えられている姿が目に浮かぶようだ。それなのに、本人は周囲の賞賛など目に入っておらず、ひたすら次の講義へと向かっていたに違いない。


「……補講を受けて、試験に合格すればよいのですね？　では、アンゲリカとコルネリウス、二人まとめてお勉強いたしましょう。ここで一緒にしておけばコルネリウスも来年は楽勝ですもの」


別にいいけれど、と言いながら、コルネリウスがアンゲリカを心配そうに見る。


「ローゼマイン様、神々の名を覚えるために、あのカルタを使うのですか？」


「えぇ、そうです。コルネリウス、持って来てくださる？」


「かしこまりました」






子供部屋で子供達が遊んでいるのを見ていたけれど、参加したことがない護衛騎士達にコルネリウス所有のカルタをさせた。初心者ばかりの勝負で勝ったのはダームエルだった。コルネリウスは悔しがっているけれど、アンゲリカは負けてもあまり悔しそうではない。もう少し向上心を持ってもらわなければ成長するはずがない。


「……子供達にも付けていたように、何かご褒美ほうびがある方がやる気になるかもしれませんわね。アンゲリカは何か欲しいものがあって？」


アンゲリカがその言葉に目を見張った後、初めて見るくらい真剣な顔で悩み始めた。時折、腰に下げている短剣の柄に触れながら眉を寄せる。


「他の皆もわたくしにできる範囲で何かあれば伺います。これは本来の業務ではありませんから、お給料の上乗せでも、何でもよろしくてよ」


わたしは「アンゲリカの成績を上げ隊」として、協力してもらう護衛騎士を見回した。


「では、私は給料の上乗せでお願いいたします」


ダームエルは軽く笑ってそう言ったけれど、ブリギッテは頬に手を当てて首を傾げる。


「わたくしはイルクナーのためになることが良いのですが、具体的には思いつきません」


婚約を解消した流れが噂になって政略結婚もできない身の上なので、せめて、兄の役に立ちたいけれど、とブリギッテが言った。その諦観ていかんの入った表情にわたしは、むぅっと唇を尖らせる。ブリギッテはすごく良い人だから、できることならば良い人を見つけて結婚してほしい。


……でも、おせっかいできるほど人脈もコミュニケーション能力もないんだけどね。


コルネリウスは「新しいお菓子か料理がいい」とグッと拳を握った。騎士の集まりや貴族院の同期の集まりに持って行きたいらしい。新しい料理レシピを握っているカルステッドの息子として、流行の発信をしたいそうだ。上級貴族らしい、と言うべきなのか、食いしん坊さんめ、と言うべきなのか微妙なところだ。


「わかりました。では、ダームエルには大銀貨五枚。コルネリウスには他の誰も食べていない新しいお菓子を差し上げることにしましょう。ブリギッテには同程度の価値のあることをもう少し考えてみますね」


「恐れ入ります」


軽く微笑むダームエルからも、「妥当だとうなところだ」と呟くコルネリウスからも、大したやる気は引き出せていない。もう少し成功報酬を上乗せしなければならないようだ。わたしは少し考える。


「先程わたくしが言ったのは、アンゲリカが失敗した場合に払う分です。もし、アンゲリカを試験に合格させることができた場合は、ダームエルには小金貨一枚。コルネリウスには現物ではなく、誰にも渡していないレシピを一つ差し上げます。ブリギッテにも相応の物を差し上げましょう」


軽く目を見張ったダームエルとコルネリウスの目が、獲物を見つけた肉食獣のようにギラリと光ってアンゲリカを見た。ブリギッテは具体的な褒美が提示されているわけではないので冷静だ。


「アンゲリカ、欲しい物は決まったかしら？」


振り向くと、アンゲリカはわたしの前に跪き、短剣の柄を撫でつつ、躊躇いがちに口を開いた。


「ローゼマイン様、何でもよろしいのですか？」


「わたくしにできる範囲であれば構いませんよ」


一度俯いたアンゲリカが決意を秘めた目で顔を上げる。


「わたくし、ローゼマイン様の魔力をいただきたいです」


意味がわからなくて、わたしが「……魔力、ですか？」と首を傾げると、アンゲリカはずっと触っていた短剣の柄に視線を向けた。


「今、この剣を育てているところなのです。ですから、ローゼマイン様の魔力をいただきたいです」


「……ごめんなさい、アンゲリカ。よく意味がわからないのですけれど？」


説明下手なアンゲリカと武器や魔力に関してよくわかっていないわたしの間ではどうにも意志疎通そつうがうまくいかないようで、二人して首を傾げて見つめ合う。


「ローゼマイン様、少し説明させていただいてもよろしいですか？」


ブリギッテが見かねて、わたし達の間に割って入ってくれた。


「アンゲリカが持っている剣は魔力を得て成長する魔剣と呼ばれる武器です。持ち主の魔力はもちろん、他の様々な魔力を得ることで多様性が出ます。アンゲリカは魔剣の成長のために自分以外の魔力を欲しているのです」


自分の魔力を注ぎつつ、狩った魔獣の魔石に含まれている魔力を注ぎ込んだり、他人に何かと交換に魔力を注いでもらったりして魔剣を育てなければならないらしい。ほぅほぅ、とわたしが頷いていると、アンゲリカがハッとしたような顔で口を開いた。


「あの、ローゼマイン様。わたくしは速さを重視した戦いをします。そのために戦闘中は魔力のほとんどを身体能力の強化に当てているのです」


せっかく説明を加えてくれたようだけれど、やはりアンゲリカは少し言葉足らずというか、意味がわからない。首を傾げるわたしにダームエルが通訳してくれた。


「ローゼマイン様は騎士団の戦いをご覧になったことがあるでしょう？　シュタープを変形させて戦う者が多いのですが、変形させるにも維持するにも魔力が必要です。アンゲリカは身体能力の強化に魔力を使うため、シュタープではなく魔力を蓄積ちくせきして育てることができる魔剣を使用しています。少しでも有利に戦うためには魔剣を育てることが大事なのです」


「騎士団の皆に協力してもらえば良いのではありませんか？」


そうすればあっという間に魔剣が育ちそうだ。わたしの言葉にダームエルが首を振った。


「自分の魔力をそう簡単に他人へ渡す者はいませんよ」


緊急で呼び出されて戦うにも、自分の魔力で染めた魔石を作るにも、回復薬を作るにも魔力は必須だ。下級貴族で他よりも魔力が少ないダームエルはもちろん、中級貴族のブリギッテも他人に渡すような魔力の無駄遣いはしないらしい。魔力はかなり価値の高い物であるようだ。


「わたくしはアンゲリカに魔力をあげても構わないのですけれど、わたしが魔力を注ぐ上で何か注意点や気を付けなければならないことがあるかしら？」


「アンゲリカがこれまでに注いだ魔力を越えなければ大丈夫ですが、本当によろしいのですか!?」


「ただし、アンゲリカは成功報酬です。夏までに全ての座学の試験に合格しなければなりません」


あまり何にも興味を示していなかったアンゲリカの深い青の瞳が、初めて生き生きとした光を浮かべた。強い決意を秘めた目でわたしを見て、短剣の柄をきゅっと握る。


「わたくし、絶対に試験に合格して、この剣のためにもローゼマイン様の魔力をいただきます」


「アンゲリカがやる気になったなら話は早い」


神々の名前や属性に関してはカルタを通して覚え、兵法の基本についてはダームエルの兄ヘンリックが書き写した本を元に、ゲヴィンネンという魔力を使うチェスもどきの駒を使って覚えていくことになった。座学をクリアするための短期集中カリキュラムを組んだのはダームエルだ。


「貴族院が閉ざされる土の日は勉強会にします。皆、良いですか？」


ダームエルが何故かやる気になっている。小金貨一枚はかなり魅力的だったようだ。コルネリウスもやる気に満ちている。


「私のカルタを貸してやるから、死ぬ気で覚えるんだ、アンゲリカ」


「助かります、コルネリウス、ダームエル」


こうして、「アンゲリカの成績上げ隊」の真剣勝負が始まった。

            





祈念式に向かって


護衛騎士達によるアンゲリカの勉強会が始まった。春を寿ぐ宴が終わると、アンゲリカは貴族院へ補講のために戻らなくてはならないため、今のうちに、と騎士寮で見習い達と一緒にカルタの猛特訓をしているらしい。覚えた絵札を取る時はシュンと素早く手が動いて取るのだ、とコルネリウスが教えてくれた。


兵法の基本については、わたしが洗礼式の直後に寝込んだ時、ランプレヒトが持って来てくれた本の内容が中心になっていた。本を読んだ時には、魔力を使うせいもあって、全く意味がわからなかったけれど、ゲヴィンネンという魔力を使うチェスもどきの駒を使ってダームエルに解説してもらうと、わたしも何となくわかったような気がした。


「では、ダームエル。この場合はこちらへ動かせば良いということかしら？」


「はい、ローゼマイン様。他にはこのように動かすのが定石です」


ダームエルが駒を動かしながら、本に載っている兵法の定石をいくつか教えてくれる。実際に駒を動かして解説されると、すんなりと頭に入るようでアンゲリカは感心しきりだ。


「この文章はこういうことだったのですか。講義でもゲヴィンネンを使ってくだされば……」


魔力と力技で、上に言われた通りに動くだけだったらしいアンゲリカとコルネリウスの二人も兵法に関して少しは興味が出てきたらしい。本を見ながらゲヴィンネンの駒を動かしている。二人の様子を見ていたブリギッテがちらりとダームエルを見た。


「ダームエルはこうして兵法を覚えていたのですか？」


「兄上が教えてくださったので、兵法に関してはほとんどゲヴィンネンを使っていました」


ゲヴィンネンは騎士団の中でよく遊ばれるゲームであるが、遊ぶにも魔力が必要なため、どちらかというと中級から上級貴族の遊びになっている。下級貴族であるダームエルが持っていて、当たり前のように使っているところがブリギッテにはやや不思議に思えるらしい。


「兄上が貴族院に在籍した頃は寮でゲヴィンネンが大流行していたそうです。領地対抗の魔獣狩りやディッターという競技でもゲヴィンネンを使って、フェルディナンド様が作戦を立て、説明していたと聞きました。兵法は講義を聴かずとも、皆が知っているような状態だったようです」


ダームエルがフェルディナンドに憧れや尊敬を向けているのは、そういう兄の話の割合が多いのかもしれない。


……それにしても、知れば知るほど神官長ってマジ万能。


「ローゼマイン様が貴族院に行く頃には、おそらくカルタや絵本が大流行するのではないですか？　これだけの効果があるのです。他領にはもっと高く売りつけても良いと思いますよ？　新しい流行を発することでエーレンフェストの立場を強めることができます」


ブリギッテがカルタと絵本を見ながらそう言った。


「わたくし、領地外のことはまだ習っていないのですが、エーレンフェストは弱いのですか？」


「エーレンフェストは政変の折、中立を保ったので今の順位は真ん中辺りでしょうか」


他領に比べて政変の余波が少なくて比較的安定しているため、今は真ん中辺りだけれど、それまでは二十五あった領地の中でも下から数えた方が早い位置にいたらしい。


「順位が上がったとはいっても、政変に負けたことで失脚した領地の影響力が下がっただけです。エーレンフェスト自体が影響力を持っているわけではありません」


「そうなのですか。では、教材に関しては他領の者にはなるべく秘密にしておいて、しばらくはエーレンフェストの学力を上げることを目標にしましょう」


わたしはジルヴェスターとフェルディナンドに、教材と学力向上とエーレンフェストの影響力についてブリギッテから聞いた話をした。情勢がガタガタしている今のうちにエーレンフェストの影響力を強めていくのは領主にとって願ってもないことだったようだ。


春を寿ぐ宴でエーレンフェストの子供達の学力が冬の間に大幅に上がったこと、ギルベルタ商会の教材に関しては他領に伏せておくことをジルヴェスターから宣言してもらい、貴族院へ持ち込んだ時も決して寮から出さぬように、と厳命してもらった。






春を寿ぐ宴を終えると、別れを惜しむ子供達と話をしながら下級貴族の親に一筆書かせて、子供達に教材を大事に使うことを約束させる。貸し出された絵本やカルタを嬉しそうに抱えている子供達の笑顔に、わたしはホッと安堵の息を吐いた。


「ローゼマイン様、次の冬までにはもっとたくさんのお話を集めておきますね」


「えぇ、フィリーネ。わたくしも新しい絵本を準備して楽しみにしています。ぜひ、自分で書いて、文字の練習もしてみてくださいな」


ギーベやギーベの土地に住んでいる貴族達はそれぞれの土地へ戻っていく。それと同時にアンゲリカは貴族院へ戻らなければならない。この数日で明らかな進歩が見られるので、このまま頑張ってほしいものである。


「土の日には戻ってきます」


「しっかり講義を聴いて、カルタとゲヴィンネンの練習をしてきてくださいね」


アンゲリカは両親に買ってもらった自分用のカルタと絵本とゲヴィンネンを抱えて、貴族院へと戻っていった。アンゲリカが勉強に関する物を欲しがるなんて、と彼女の両親は目を剥いて驚いていたけれど、すぐに購入してくれて目を潤ませるほど感謝された。






貴族達が次々と減っていくのに合わせて、わたしとフェルディナンドも神殿に戻り、冬の成人式と春の洗礼式を行った。その次の日には祈念式に向かうための青色神官達との会議があり、誰をどこに派遣するか、フェルディナンドが決めた案を発表する。直轄地はわたしとフェルディナンドが手分けして回ることになっていた。


会議が終わった後は、フェルディナンドから祈念式と採集について詳細なお話がある。わたしは自分の部屋でニコラが入れてくれたお茶を飲みながら一息吐いていた。お菓子を持って来てくれたニコラがそっとわたしの前に皿を置く。


「ローゼマイン様は大忙しですね。体調は大丈夫ですか？」


「わたくしはまだ大丈夫です。祈念式はニコラ達にも同行してもらうもの。馬車で移動する忙しい毎日になります。大変でしょうけれど、お願いね」


「はい！」


扉の向こうでベルの音がして、フェルディナンドと資料を抱えたザームが入ってきた。


「フラン、ザーム。この地図を広げてくれ。去年の祈念式と同じように我々は騎獣で午前と午後に冬の館を回る予定だ。今年は直轄地だけなので、多少余裕が持てると思われる」


フェルディナンドは領地の地図をフランとザームに広げさせると、今回の祈念式で回る順番を示し始めた。会議の時は一応半分に分けられていたはずだが、今の説明では全てわたしが回ることになっている。


「あの、神官長。会議では神官長がこの辺りを回ることになっていたと思うのですけれど？」


わたしが首を傾げると、フェルディナンドは呆あきれたような眼差しでわたしを見た。


「私と君が一緒に行動するから全て回ることになる。そのくらい察しなさい。大体、君は領主直々に直轄地を回るように頼まれたであろう。忘れたのか？」


「覚えていますけれど、お祈りで魔力をたくさん捧げれば良いのでしょう？　神官長でもできることではないですか。手分けできるならした方が良いのではありませんか？」


全てを回った去年の祈念式は、薬で無理やり体力や魔力を回復させていて、本当に過酷な旅だったのだ。しかし、フェルディナンドはわたしの言葉を鼻息一つで吹き飛ばした。


「君が頼まれて引き受けたことだ。君の仕事だろう。私は君の監視役だ」


あくまで、祈念式はわたしの仕事らしい。フェルディナンドは補佐なのだそうだ。フェルディナンドは、「それに」と言葉を続ける。


「祈念式の道中で春の素材の採集を行う予定だが、秋のような不測の事態が起こる可能性もある。心配しながら知らせを待ったり、突然オルドナンツで呼び出されたりするくらいならば、最初から共に行動する方が私の心理的に負担は少ない」


「あぅ……。その節は大変助かりました。今回もよろしくお願いいたします」


シュツェーリアの夜のことを思い出したわたしはフェルディナンドに同行をお願いする。フェルディナンドがいるといないでは、安心と安全度に大きな違いがあるのだ。


「ローゼマイン、祈念式にエックハルトが同行したいと言っていたのだが、構わぬか？」


「エックハルト兄様は神官長の護衛騎士なのですから、わたくしはどちらでも構いませんけれど？」


「いや、原則的に神官として行動する私が護衛騎士を連れるわけにはいかない。領主の養女である君に臨時で付けられた護衛騎士という体裁で連れて行くことになるのだ」


貴族街を出て領地内を巡る娘を心配したカルステッドが、騎士団長の権限けんげんで領主の養女に護衛騎士を付けるという話になっているらしい。


「春の素材もまた戦いになるのでしたら、戦力は多い方が良いのではございませんか？」


「あぁ。だから、君が構わないのであればエックハルトを連れて行こうと思う。それと、ハッセの顛末てんまつを見届けるための文官を同行させなければならないのだが、ユストクスで良いか？」


自分で言い出したのに、フェルディナンドは眉間の皺を増やして非常に嫌そうな顔をしている。


「わたくしは見知ったユストクスで安心ですけれど、どうして神官長はそのような顔をされていらっしゃるのでしょう？」


「ユストクスがやる気になっている時は碌ろくなことがないのだ」


フェルディナンドの溜息と共に話し合いは終了し、祈念式に同行するメンバーが決定した。






「今日はギルベルタ商会との会合ですが、招いている人数がずいぶんと多いですね」


孤児院長室へと向かう道中のフランの言葉にわたしは小さく笑う。今日はベンノ、マルク、ルッツに加えて、コリンナとトゥーリを呼んでいるのだ。


「まとめて終わらせておかなければならないことがたくさんあるのです」


わたしが孤児院長室に着くと、すでにギルベルタ商会の皆が到着していた。ベンノが代表として挨拶を交わす。その後、わたしはコリンナとトゥーリに視線を向けた。


「コリンナに衣装を仕立ててほしいのです。星結びの儀式までにお願いしたいの」


「……ローゼマイン様はまだ成人されていらっしゃいませんけれど、どなたの衣装でしょう？」


コリンナが何度か瞬きした。わたしはニコリと笑ってブリギッテを手招きする。


「こちらにいるわたくしの護衛騎士、ブリギッテの衣装です」


「わ、わたくしですか？」


「ブリギッテが一番美しく見える衣装を仕立てます。それがわたくしからの報酬です」


たじろぐブリギッテをわたしは隠し部屋へと誘導ゆうどうする。今まで入ったことがない隠し部屋にブリギッテはどぎまぎした様子で足を踏み入れた。コリンナと助手としてのトゥーリも招き入れる。


「フラン、ハッセに向かう神官達についての話をしておいてくださいませ」


「かしこまりました」


フランに後を任せると、わたしはモニカを連れて隠し部屋の扉を閉めた。


「去年の星結びの儀式でブリギッテを見て、衣装があまり似合っていないと思ったのです。そして、考えました。ブリギッテのような長身の女性に似合う衣装を」


わたしはモニカに持たせていたデザイン画をテーブルに並べて、ブリギッテに見てもらう。


「これは『アメリカンスリーブ』という形の衣装で、首から脇のところまで大きく斜めに切られていて肩を露出するのが特徴です。そして、肘の上にリボンを結んで、袖だけを付けます」


ホルター・ネックラインと違って、布やストラップなどで吊るすのではなく、後ろにも前と同じ形の身頃みごろが付いているので、背中を大きく露出させることはない。


「腰のところまでは体にぴたりと添わせ、スカート部分はたっぷりと布を使ってひだを作りますから、華やかさは十分だと思います」


本当はマーメイドラインでシンプルにスタイルの良さを強調したかったのだが、布をたっぷりと使うのが貴族の衣装だ。ブリギッテの巨乳と引き締まった背中から腰までのラインを綺麗に見せることを重視して、腰の辺りからは布をたっぷりと使うことにした。一応貴族女性が着る衣装として、タブーを避けてデザインしてみたのだ。


「珍しい形の衣装ですね」


「今の流行では肩がふんわりとしていて、横に広がった感じに見えてしまうでしょう？　小柄だったり、細身の女性ならば可愛らしく見えるかもしれませんけれど、ブリギッテは長身ですから、縦の線を強調した方が綺麗に見えるのです。……どうかしら？　ブリギッテが気に入らなければ、作る必要はないのですけれど」


わたしがちらりとブリギッテを見ると、ブリギッテは表情を緩めて微笑んだ。


「いえ、これでお願いいたします。ローゼマイン様がわたくしのために考えてくださった衣装ですし、今の流行がわたくしや女性の騎士に似合っていないことはわかっていたのです。わたくし達は流行を追わなければなりませんから、似合わぬ衣装でも身にまといます。けれど、領主の養女であるローゼマイン様が作ってくださった衣装ならば、それを流行にすることができるのです」

            





    
  
  




自分だけではなく、同じような体つきの女性騎士が着られる衣装として、ブリギッテはわたしの提案を受け入れてくれた。


「コリンナ、トゥーリ。ブリギッテの採寸さいすんと布や色の取り決めをお願いいたします。ブリギッテ、わたくしから出せるのは大銀貨五枚。アンゲリカが合格すれば小金貨一枚です。それを念頭に置いて、予算を考えて衣装を作ってちょうだい」


コリンナの前に紙とインクを並べて、自由に使ってもらうように伝えると、わたしは小槌こづちのような魔術具をモニカに渡す。


「モニカ、採寸と話し合いが終わったら、ここをこれで叩いてちょうだい。外の魔石が光ってわかるようになっています。わたくしはベンノ達と話をしてきますから」


「かしこまりました」






ブリギッテの採寸をコリンナとトゥーリに任せると、わたしは隠し部屋から出た。外では教材販売の会計報告を終え、神官達をハッセへと送る段取りについての話し合いもほぼ終わっていた。すでに何度も行き来しているので、打ち合わせもスムーズに終わったようだ。


「ローゼマイン様。先日、ハッセの様子を見てまいりました」


雪解けを機にハッセの様子を見に行ってくれたマルクの説明によると、冬の間にかなり話し合いがされたようで完全に町長派が孤立していたらしい。


「農民にとって祈念式が行われないのは、領主に見放されたのと同じことですからね。新しい神殿長が領主の娘で何とか領主に取り成している、と聞けば、新神殿長派に傾くのは当然のことです」


ハッセ周辺の農民達は町長の浅慮せんりょを責せめ、領主の娘である神殿長に取り成しを頼むべきだという意見で固まったらしい。前神殿長がすでに亡くなっていること、カントーナが担当から外れていること、小神殿への攻撃が領主一族への攻撃と見做みなされることなどを一度に知らされたハッセの町民は閉ざされた冬の館で大混乱だったようだ。


「どうやら町の者は、小神殿を新しい神殿長が勝手に作った神殿だと思っていたようで、白の建物が領主一族によって作られているということを知らなかったようです。領主に攻撃する意図はなかった、町長に命令された、としきりに言っていました。責任を取る者が必要であることを我々が噂で流しておいたため、町長は小さくなって生きているようですよ」


エーレンフェストでは白の建物は貴族の住まう場所で、決して触れてはならない場所だと誰もが知っているらしい。家から外に出ることがなかったわたしは知らなかったけれど、常識だそうだ。


「わざわざ調べてくれてありがとう、マルク」


「お役に立てて光栄です。責任者を捕うために春になれば正式に領主から命を受けた文官や騎士が来るだろう、と噂を流しておきましたので、彼等はおそらく精神的に追い詰められた気分で過ごしていると思われます」


マルクの黒い笑顔に、忠誠ちゅうせい心も強すぎると怖いと思いながら、わたしはそっと視線を逸らしてフランを見た。フランもまたひんやりとした笑みを浮かべている。


「危険を避けるためにもハッセまでの護衛をまた門の兵士に頼んでほしいと思っています。ルッツ、これを東門の士長に渡してください」


わたしはルッツに護衛依頼の手紙を渡す。トゥーリに渡すことも考えたけれど、皆の前でわたしがトゥーリに護衛の兵士を依頼する手紙を渡すのはおかしいだろう。


「確かに承りました」


その時、隠し部屋の前の魔石が光って、ブリギッテの採寸が終わったことを知らせてくれた。隠し部屋を開けて四人を出す。出てきたブリギッテからどのような布や色を注文したのか、報告を受けながら、ちらりとトゥーリを見た。目が合ってニコリと笑い合うけれど、針子の助手であるトゥーリには声をかける用件がない。わたしは一生懸命に考えてトゥーリに話しかけられる用件を探す。


「これで注文することに決まりました」


「そう、気に入ってもらえてよかったわ。では、コリンナ。珍しい衣装ですから大変でしょうけれど、貴女の腕に期待しています。……それから、トゥーリ」


トゥーリが弾かれたように顔を上げた。わたしはふふっと笑って髪飾りの注文をする。


「ブリギッテの髪の色と衣装の色や雰囲気に合わせた髪飾りを考えてみてください。祈念式から戻った後、コリンナとトゥーリの二人をまた呼びますから」


祈念式前のバタバタした雰囲気ではなく、もっと落ち着いたところでゆっくりと話がしたい。わたしの真意が通じたのか、トゥーリが小さく笑う。その後で木箱を一つ、そっと取り出した。


「ローゼマイン様、春の髪飾りは必要ございませんか？　祈念式に向かうローゼマイン様のために、冬の間に作ったのですけれど」


「もちろんいただきます」


わたしに否いなやがあろうか。木箱から取り出された髪飾りは、クロッカスによく似た春を告げるレンフールの白い花を黄緑から深緑まで様々な色合いの緑が包み込んでいるデザインだった。


髪飾りをトゥーリに挿してもらい、わたしは軽く頭を揺らした。髪飾りから垂れている蔦つたに似た葉っぱの飾りがゆらゆらと揺れる。


「とてもよくお似合いです」


トゥーリが満足そうに笑った。新しい髪飾りとトゥーリの笑顔にわたしも大満足だ。

            





ハッセへの罰


わたし達が祈念式に出発するより先に、ハッセに向かう神官達がギルベルタ商会の馬車で兵士達に守られて出発する。父さんだけが毎回指名されるのは最初にわざわざ神殿まで迎えに行ったからだ、という話が流れたそうで、今回は護衛の兵士達が神殿の裏門に勢揃いしていた。


「ギュンター、今回もよろしくお願いいたします」


わたしが笑みを深めて声をかけると、父さんは取り繕った真面目な顔で跪く。


「お任せください。何事もなくハッセに皆を送り届けます」


「信頼しています。後日、ハッセでお会いしましょう」


わたしが兵士達にお願いする横では、すっかり仲良くなったらしいマルテとデリアが別れを惜しんでいた。トール達はハッセに戻れるのが嬉しくて堪らないという顔になっている。新しく小神殿に赴任する神官達は、エーレンフェストから出たことがないので緊張気味だった。






ギルベルタ商会の面々と神官達をハッセへ送り出した二日後の朝、わたしやフェルディナンド達の側仕えや料理人を乗せた馬車がハッセの小神殿に向かって出発した。ベンノ達と側仕えの出発に二日のずれがあるのは、ハッセの町長宛ての手紙をベンノに届けてもらうためだ。


手紙には反逆者の処分のためにハッセを訪れる日時が書かれている。この手紙の返事を待つ必要はない。わたしが日付を書き込んだけれど、領主の印章が押された命令書なのだ。


わたしは五の鐘に向けて騎獣でハッセに向かうのだが、手紙はもう届いているだろう。今頃ハッセの者は昼食も喉を通らないような緊張と不安の中にいると思う。罪状を伝えて、町長を断罪だんざいしなければならないわたしも正直気が重い。ハッセのこれからを考えながら、わたしはペンを置いた。書き終えた紙をひとまとめにしてフリッツに差し出す。


「フリッツ、これが冬の絵本の本文です。ヴィルマに渡して、わたくしが祈念式に行っている間にイラストを描いてもらえるように頼んでちょうだい」


フリッツとギルには、夏の半ばにある星結びの儀式までに秋の眷属と冬の眷属の絵本を作るように頼んである。秋の眷属の絵本はイラストもほとんど完成しているので、ほぼ印刷するだけという状態になっているが、冬の眷属の絵本はやっと本文ができたところだ。


朝早くに側仕え達を送り出したわたしの部屋に残っている側仕えは、工房の管理をするフリッツと、騎獣に乗って一緒に行動することになっているフランだ。


二人に加えて、今、わたしの部屋の中には普段工房で働いている灰色神官が数人いる。青色神官に仕えていた経験がある灰色神官ばかり集めて手伝ってもらっているのは、専属料理人をハッセに向けて送り出し、側仕えもほとんどいないフェルディナンドを今日の昼食にお招きしているからだ。


「ねぇ、フラン。料理の方は大丈夫かしら？　フーゴに任せておけば大丈夫だと思うのだけれど」


エラが祈念式に出発してしまった今日の昼食は、ギルド長とフリーダに頼んでフーゴともう一人の助手を借りた。イタリアンレストランの料理人の後継者が育ってきたようで、フーゴは領主の養女であるわたしと繋がりを作りたいと考えたらしく、今日の依頼も二つ返事で承知してくれた。


「慣れない厨房とはいえ、孤児院長室の厨房とそれほど物の配置も違いませんから、問題なく料理をしています。神官長もご満足くださるでしょう」


「エックハルト兄様とユストクスも、ね」


昼食を終えて一休みしてから五の鐘に合わせて騎獣で向かうつもりなので、エックハルトとユストクスを昼食に招く必要はなかった。けれど、ものすごく期待していると述べるオルドナンツが飛んできてしまい、招かざるを得なくなったのだ。


「それよりも、ローゼマイン様。早く書かなければ神官長がいらっしゃいますが……」


フランに指摘されて、わたしはフーゴからフリーダへ届けてもらう手紙を書いていく。フーゴ達を貸してくれたお礼とイタリアンレストランで使えそうな季節のメニューに「祈念式が終わったらまた食べに行きます」と書き添える。封をしてフリッツに渡す。


「出張費を支払う時にフーゴに預けてください。フリーダへ届けてほしいと言付けて」


扉の向こうで来客を知らせるベルが小さく鳴った。神官長のベルだ。フランが扉を開けると、ザームを連れたフェルディナンド、その後ろにエックハルトとユストクスがいる。


「ローゼマイン、昼食を任せてしまってすまぬ」


「いいえ。ハッセまで騎獣で移動したいというわたくしの我儘を聞いてくださったのですもの。神官長には感謝しています」


「我々の分まで準備してもらってすまないな、ローゼマイン」


続いてエックハルトがイイ笑顔で入ってきた。カルステッドと同じくガッツリ食べる健啖家けんたんかには少しでいいからすまなそうな顔をしてほしいと思うのは、わたしが狭量きょうりょうだからだろうか。






久し振りのフーゴの昼食を終えると、フランが入れてくれたお茶を飲みながら、これから向かうハッセについての話し合いである。エックハルトとユストクスにハッセの現状を説明しなければならない。フェルディナンドに差し出された盗聴防止の魔術具を皆が手にしたことを確認して、わたしは話を始める。領地に印刷業を広げ、わたしが出入りしやすいように神殿付きの孤児院兼工房が欲しい、と言ったのが全ての始まりだった。


「わたくしは無知だったのです」


あの当時、わたしは洗礼式直後で、まだ貴族についてほとんど何も知らなかった。だから、下町の建築関係の工房に頼んで、孤児院や工房を建ててもらうつもりだった。実際、孤児院と工房だけならば下町に頼んでも問題はなかったのだ。けれど、わたしは神殿が欲しいと言ってしまった。神殿は貴族の血を引く青色神官が出入りするところなので、この発言の時点で、白の建物を作ることが決定してしまったのだ。


「わたくしが貴族について知っていれば、小神殿が欲しいなどと言いませんでしたし、食事にお招きした席でそのような要求を口にはしなかったでしょう」


「ジルヴェスターも料理に満足して気が大きくなっていなければ、すぐさま飛び出すようなことはなかっただろう。私もローゼマインが貴族の常識を知らぬことをよく考えるべきだったのだ」


いつもならばわたしやジルヴェスターを止めるはずのフェルディナンドでさえ、わたしが料理でジルヴェスターやフェルディナンドを持て成して、自分に有利な立場で要求を通そうとしていると考えた。「ローゼマインもずいぶんと貴族らしいことができるようになったものだ」とフェルディナンドは内心喜んでいたらしいので、意識と常識のすれ違いとは恐ろしいものである。


「結果として、その日のうちにハッセに小神殿が建ってしまいました」


驚きの裏事情に目を見張るエックハルトと違って、ユストクスは楽しそうに目を輝かせた。


「ほほぉ。真実とは、常に驚きに満ちていますね。だからこそ、情報を得るのは面白い。それで、どのような問題が起こったのです？　さぁ、教えてください」


下町の職人達を総動員してハッセの小神殿を人が住めるように整え、孤児達を迎えに行くことになった。孤児を引き取ろうとしたのも、最初は面倒を見ているハッセの負担が減るだろうと考えていたからだし、可哀想な扱いの孤児達を助けてあげるつもりだった。


「売られそうな女の子とその兄弟を助けてあげることはできました。けれど、わたくしの行動でハッセの町は窮地きゅうちに陥おちいりました。わたくしはハッセの孤児達が共有財産のような扱いになっていることを、ギルベルタ商会の者に指摘されるまで知らなかったのです」


「孤児の扱いなんて知らなくて当然ではありませんか？　エーレンフェストでは洗礼式を終えた子は職場が面倒を見るものだそうですから」


ユストクスの言葉にエックハルトが「そうなのか」と呟く。エーレンフェストの平民の孤児の扱いを知っているユストクスは、どう考えても普通の貴族ではない。


「神殿のことならば、前神殿長に頼めば何とかなると思ったのでしょう。町長は強力な後ろ盾があると信じ込んで、女の子達を取り戻そうと小神殿に攻撃を仕掛けてきました」


「待て！　小神殿はフェルディナンド様の造られた白の建物ではないか！」


エックハルトが目を剥いて声を荒げる。わたしはコクリと頷いた。貴族の住まう白の建物は領主の許可を得た領主一族にしか建設できない物で、それに攻撃を仕掛けることは領主一族への攻撃と見做される。わたしも知らなかったけれど、知らなかったではすまない。


「小神殿の守りにより何の被害もありませんでしたが、ハッセは反逆者の町となりました」


「すぐに討伐を！」


いきなりシュタープを取り出したエックハルトをフェルディナンドが溜息一つで止める。


「エックハルト、落ち着け。ハッセはローゼマインの教材だ。勝手に壊されると困る」


「……教材ですか？」


「あぁ、そうだ。反逆の罪を犯したハッセはどのようになっても構わぬ町だ。ローゼマインが人を動かすことを覚えるため、自分の望んだ結末を得るため、犯罪者を裁くことを知るため、そして、自分の行動がどのような影響を及ぼすのか考えるための教材として扱っている。ローゼマインがハッセを消すのは嫌だと言うから、消さずに済むように反町長派を作り、反逆者である町長を孤立させるという課題を出した。今回はその町長とその一派を処分するのだ。手を出すことは許さぬ」


フッと笑ったフェルディナンドの言葉にエックハルトが不可解そうな顔でわたしを見た。


「白の建物に攻撃を加えるような平民はただの害悪ではないか。取り除くのが正しいであろう？　ローゼマインは一体何が嫌なのだ？」


エックハルトの言葉からもわかるように、わたしと貴族では常識が全く違う。うーん、とわたしは首を捻ひねりつつ、共感してもらえるとは思えないけれど自分の常識を述べてみた。


「わたくしの知る常識では領主は民を守るためにいるのです。自分達が守るべき町の一つを、多くの民を簡単に消してしまうという考え方はどうにも理解できません。二度と取り戻すことのできない命を消すよりも、反省させ、生かした方が良いではありませんか」


「生かす？　一体何のために？」


本気で理解できないと言うようにエックハルトはぐっときつく眉を寄せる。


「貴族にとって平民は税の担い手なのでしょう？　でしたら、税を納めてもらえば良いと思ったのです。わたくしが養父様に提案したハッセへの罰は十年間の増税です」


「……ふぅむ。平民と貴族では根本が全く違うのだな」


わたしが兵士の娘だったことを知っているエックハルトは、考え方の違いを貴族と平民の常識の違いだと思ったようで、ゆっくりと顎を撫でながら納得の声を出す。


「確かにローゼマインの言う通り、領主は民を守っている。魔力を満たし、生きる場所を与えているのだからな。税を納めることで平民を領民と認め、居住を許可しているが、守るべきは従順じゅうじゅんな民だけだ。領主の恩恵も知らぬ反逆者など、生かしておく必要もないではないか」


領主は魔力を与えて土地を活性化させて、人が生きるための環境を作り、保っている。領地に住んで領主や貴族の魔力の恩恵を受けておきながら反逆の罪を犯す平民は消されても当然らしい。


「ですが、ハッセ周辺の農村の者を含めれば千人以上の住民がいます。直接関わっていない農村の者を除外するにしても、ハッセの町民だけでも二百人近くいるのです。ハッセを潰してしまえば、税収が減って、結局領主も貴族も困るのではありませんか？」


人情で攻めても無駄だし、階級による常識の違いも通じるわけがない。だからこそ、税収という方向で攻めてみる。しかし、わたしの言葉は全く効果がなかった。


「今は困らぬ」


「大して困らないと思います」


フェルディナンドとユストクスから即座に返されて、わたしの方が目を瞬いた。眉間に深い皺を刻みながら、フェルディナンドが不愉快そうに口を開く。


「貴族が不足し、神官が不足し、土地を満たす魔力が全体的に足りていない。今存在する者を生かすために、ギリギリまで魔力を薄めている状態だ。君が神殿に入って各地を回る祈念式を行うことで魔力にほんの少し余裕ができたが、魔力を供給する貴族に対して消費する平民の方がまだ多い。町の一つ分、減ったところで痛くも痒くもない。むしろ、助かる」


「ちょ、ちょっと待ってください！」


思いもしなかった言葉にわたしが思わず立ち上がると、フェルディナンドは「急に立ち上がるのではない。はしたない」と注意した後、じろりとわたしを睨んだ。


「私は君の言葉を聞き入れて、無礼で愚おろかな町長をその場で処分することもなく、町長以外の町民をなるべく助けたいという君にとっての最適解さいてきかいが出るように、こうして待っているではないか」


フェルディナンドのことを意地悪だとか、鬼畜きちくだとか、色々思っていたけれど、どうやら、わたしはフェルディナンドから最大限の譲歩じょうほをされていたらしい。しかし、そのフェルディナンドの姿が煮えきらないように思えたのか、エックハルトは不満そうにわたしを睨んだ。


「ローゼマイン、恩恵を受けておきながら、領主一族に武器を向けるような愚か者はいない方が良い。面倒な真似をして残さなくても、さっさと消してしまえば良いではないか」


「いや、エックハルト。私は姫様の細く長く搾り取るという案に賛成だ。税金を納められる年頃に育つまでには時間がかかるから、平民が減りすぎても困る。平民はちょっとした病気が流行ればすぐに死ぬのだぞ。ある程度の予備は必要だ」


徴税官をしているユストクスらしい意見に、わたしは肩を落とした。やはり、貴族の考え方にはどうにも馴染めない。


「そろそろハッセに向かうとしよう。今回は町長派を反逆者として処分する。ローゼマインの策がどれほどの人間を動かしたのか見せてもらおう。君の望み通り、反町長派が増えていると良いが」


フェルディナンドが唇の端を上げる。キリキリと心臓が締め付けられる気がした。






神殿の正面玄関に騎獣を出す。わたしのレッサーバスに乗るのはフランとザームだ。それと、護衛のためにブリギッテが助手席に乗る。助手席はブリギッテの指定席となっていた。


「姫様、こちらの荷物を姫様の騎獣に置かせていただいてよろしいですか？」


ユストクスが大きな箱を灰色神官に運ばせてくる。厳重げんじゅうに鍵がかけられている大きな箱だ。大人の男ならば何とか一人で運べるくらいの大きさで、わたしにはちょうどいい椅子の大きさだ。


騎獣で運ぶには難しい大きさなので、わたしはすぐに了承する。


「えぇ、構いません。どうぞ」


灰色神官が運んできた箱をフランとザームがレッサーバスに乗せる。わたしがレッサーバスに乗り込もうとしたところで、ユストクスがニコリと笑った。


「私もこの騎獣に乗せてください、ローゼマイン姫様」


「ユストクス！」


即座にフェルディナンドの雷が落ちた。収穫祭の時と同じ展開になった。もしかしてユストクスは学習能力がないのか、とわたしが少し項垂れた直後、ユストクスがフッと笑みを深めた。


「この箱の管理者は私ですから、離れるわけにはまいりません。フェルディナンド様もこれの重要性はご存知でしょう？　文官が離れても構わないとおっしゃいますか？」


どうだ、と言わんばかりに胸を張るユストクスと、怒鳴りつけたいのを堪えて凶悪きょうあくな顔になったフェルディナンドがしばし睨み合う。十秒後、フェルディナンドがわたしに視線を向けた。


「ローゼマイン、くれぐれもユストクスの話には耳を貸すな。気を取られて落ちるぞ」


「フェルディナンド様のお許しが出ました。さぁ、乗せてください、姫様」


「え？　え？　今のは、お許し、だったのですか？」


まごつくわたしに背を向けて、さっさと自分の騎獣を出したフェルディナンドと、「さぁ、さぁ」と催促さいそくするユストクスを見比べて、わたしは仕方なくレッサーバスの入り口を開ける。


「フラン、シートベルトの締め方を教えて差し上げてください」


「かしこまりました」


はしゃぐユストクスをレッサーバスに乗せて出発したけれど、「姫様、これは何ですか？　どのように使うのですか？」と質問に質問を重ねるユストクスがうるさい。最初は丁寧に相手をしていたけれど、フェルディナンドが「気を取られて落ちる」と言った発言が本当になりそうで怖い。


「ユストクス、気が散ります。本当に黙ってくださいませ」


「姫様、では、最後の質問です。どのようにしてこの騎獣を作ったのですか？」


「どのように、と言われても……。こういう物だと思って作ったので説明は難しいです」


「それは残念です。同じような物が欲しかったのですが……」


ハッセまでの空のドライブはそれほどの時間は必要ない。わたし達はほどなくハッセに到着した。






収穫祭の時と同じように広場に降り立とうとすると、ザッと人々がその場を退いて場所を空けてくれる。収穫祭の時と違って、場所を空けると同時に皆が跪いた。深く頭を垂れているその横顔は、どれもこれも沈痛ちんつうなものばかりだった。子供達もその雰囲気を察しているようで、騒いでいる子供はいない。不安そうな顔で親にしがみついているか、大人と同じように跪いている。


現状を皆が認識しているのだろうとわかる重い雰囲気に、わたしはきゅっと唇を引き結んだ。本当に町長だけの処分で終わるだろうか。先を歩くフェルディナンドを見上げてみるけれど、フェルディナンドの真意はつかめない。


「……ギルベルタ商会から手紙を預かり、お待ちしておりました」


舞台の上にはリヒトを中心に、おそらく周辺の農村の村長と思われる数人が跪いて待ち構えていた。町長が断罪されることになり、リヒトが代表として冬の館を取りまとめたのだと思われる。町長ではなく、リヒトが代表として挨拶を始めた。


「神殿長、神官長。ようこそハッセにお越しくださいました。水の女神フリュートレーネの巡り合わせに心からの感謝を捧げます」


貴族に向けた丁寧な挨拶を受け、わたし達は軽く頷いた。跪いたリヒトが顔を上げると、わたしと目が合う高さになる。


「神殿長、その、ハッセは……」


「ごめんなさい、リヒト。ハッセの処分はお手紙に書いた通りです。わたくしがいくら養父様にお願いしても、それだけは変わりません」


わたしはリヒトにそう言うと、広場に集まる民に向かって呼びかける。フェシュピール演奏会の時に使った、声を増幅させる魔術具を持って。


「ハッセの皆様、小神殿への攻撃は領主一族への反逆罪です。わたくしがいくら養父様にお願いしても、それだけは変わりません。反逆罪は貴族であっても処罰を受けるほどの重罪です。町長の指示による襲撃であり、多くの町民が参加したハッセの場合は、領主に敵意を抱く危険な町として、町を丸ごと潰されるくらいの罪なのです」


ざわりと広場がざわめく。「町長は何てことをしたんだ」「農村の俺達には全く関係がないじゃないか」「完全なとばっちりだ」と恨めしそうな声が目の前から聞こえてくる。


「けれど、ここには普段農村で過ごす農民もいます。町長に脅おどされたり、騙だまされたりした方もいるでしょう。わたくしは、連帯責任でハッセを丸ごと潰すというのはお考え直しくださいと、精一杯お願いし、処罰の内容は考え直していただきました」


おぉ、と驚愕の声が上がり、皆の顔色が喜色に塗り替えられていく。わたしは期待度が膨れ上がる前に急いで付け足した。


「内容を考え直していただいただけです。何の罰もないわけではございません。ハッセへの罰は、今年の祈念式への神官の派遣の禁止と十年間の増税です。住民達の命を救うことはできましたが、ハッセに課せられた罰は決して軽くありません。力の及ばなかったわたくしを許してください」


喜びの声が湧き上がる。胸を撫で下ろしたり、抱き合って喜んだりしている民の姿が見える。


「連帯責任を免まぬがれることができただけでも十分です。ありがとうございます、神殿長」


広場が盛り上がる中、フェルディナンドが静かに進み出て、わたしの手から声を増幅させる魔術具を取り上げた。その魔術具を手に、冷ややかな声を出す。


「反逆者を出せ。処分する」


広場が一瞬で静まった。ゴクリと息を呑む音が聞こえるほどの静寂せいじゃくがその場を支配する。リヒトが一度きつく目を閉じ、「かしこまりました」と頷いた。

            





選別の扉


フェルディナンドの言葉にリヒトが「御前、失礼いたします」と言って、一度退場していく。


数人の男達に脇を固められる形で町長が舞台の上へ連れてこられた。やつれているし、ボロボロの服をまとっているので哀れな様子に見えるけれど、平民ならば普通の格好だ。動きが何だかよろよろとしているけれど、殴られたり、蹴られたりした傷はパッと見た感じでは見当たらない。冬の間、それほどひどい扱いはされていなかったようだ。


わたしの前に跪かされた町長が少しだけ顔を上げて、ほんの一瞬わたしを見て、再び顔を伏せる。そのほんの一瞬に見せた目が、妙にぎらついていた。わずかに細められた目からは明確な侮あなどりを感じる。慈悲深いと言われている幼い子供ならば、どうにでも言い包くるめられるという感じの嘲あざけりが視線に含まれていた。


……前のわたしなら、町長の侮った視線に気付かなかったね。


ここ一年くらい貴族社会で揉もまれて、表情変化の少ないフェルディナンドや、穏やかな笑顔で本心を悟らせないフロレンツィアの顔色を少しでも読み取れるように見ていたことで、多少なりとも成長しているようだ。こんなことで成長を実感するのはあまり嬉しいことではないが、気付かないままに流すことにならなくてよかったとは思う。


「神殿長、私は知らなかったのです」


顔を伏せたまま、町長が悲痛な声を出して自己弁護を始めた。小神殿を攻撃することが反逆罪になるとは知らなかった、と長々語る。全く知らなかったというのは嘘だ。収穫祭の時にフランがリヒトに小神殿の襲撃についての話をすると、リヒトは顔色を変えたと言った。補佐する立場だったリヒトが知っていることを町長が知らないはずがない。前神殿長に揉み消してもらうつもりだっただけだ。「まずいことだ」と知っているから町長はリヒトの不在時に襲撃したのだ。


わたしは知らず知らずのうちに不快感が募っていくのを感じていた。おそらくわたしの一歩後ろでフェルディナンドはもっと凶悪な顔になっていると思う。首筋がぞわぞわとする。


「しきりに知らなかったと言うが、それが何だ？」


フェルディナンドが町長の自己弁護をバッサリと切り捨てた。町長は上を見上げてうっと一瞬言葉に詰まった後、フェルディナンドよりもわたしの方が取り込みやすいと考えたのか、視線をわたしに固定した。フェルディナンドの方を見ようとせずに、わたしに向かって言葉を重ねる。


「ハッセを窮地から救ってくださったお優しい神殿長、全ては、ただただ町を守るためであったのです。無知であったことは重々承知の上ですが、どうか私の行動にお慈悲を……」


町長は一応人をまとめる立場にいただけあって、声の発声や民を動かす言葉選びを知っているのだろう。広場の人々も「神殿長、できればお慈悲を」と嘆願たんがんし始めた。


……まずいな。


そう思った。わたしは、できることならば町長一人の犠牲で他のハッセの民を全て救いたいのだ。下手に町長の味方をする者が増えたら、処分対象が増えてしまう。


「貴女は孤児にさえ憐あわれみの心を向けるではありませんか！」


町長はそこからわたしがハッセの孤児を憐れみ、慈悲の心を向けたことをつらつらと語り、孤児に向ける慈悲を自分にも向けてほしいと懇願こんがんし始めた。リヒトが「もう黙れ」と言いたげな顔で、町長に向かってわずかに体を動かす。町長を止めるのかと思ったけれど、リヒトが上を見上げて真っ青な顔になり、その手を止めた。多分、フェルディナンドに睨まれたのだと思う。


次の瞬間、誰かの指先に軽く背中を叩かれた。すいっと振り返って見上げると、フェルディナンドの目が冴さえ冴ざえと厳しい光を放ちつつ、口元だけを笑みの形に歪めている。「さっさと終わらせろ」という無言の圧力がかかってきて、わたしはひくっと口元を引きつらせた。


……さて、どうしよう？


わたしは先程作り上げた聖女らしさを残しつつ、町長を処分するのが妥当だという方向に持っていかなければならない。口だけでなく、手振り身振りを加えて訴え始めた町長をしばらく見つめ、わたしはそっと視線を伏せた。


「……町長、わたくしの慈悲を、とおっしゃいますけれど、貴方は日常的に孤児達へ暴力を振るっていらっしゃいましたよね？　わたくしが引き取った時、トールもリックも傷だらけでした」


売り物にする予定だったノーラやマルテは比較的栄養状態も良かったけれど、トールとリックは栄養状態も悪く、日常的に暴力を受けている傷やあざがいたるところにあった。「弱者に暴力を振るう貴方に、わたくしの慈悲が必要でしょうか？」と問いかけると、町長は目に見えて焦り始めた。何とか丸め込み、わたしから譲歩を引き出そうと躍起やっきになって言葉を重ねてくる。


「あれは、その、仕置きです。悪いことをしなければ、私もそのようなことはいたしません。悪いことをすれば罰を受けるものでしょう」


「暴力を振るって仕置きしなければならないような悪いことが、わたくしにはよくわからないのです。……例えば、トールやリックが貴方の家族に攻撃を仕掛けるのは悪いことになるのですか？」


わたしが頬に手を当てて、殊更おっとりと首を傾げてみると、世間知らずの子供を言い包めようと、揉み手をするような勢いで町長が何度も頷いた。じりじりと膝でいざり寄りながら、訴えてくるギラギラとした目が少し怖い。


「それは明らかに悪いことです。孤児が私の家族に暴力を振るえば、一体何をしているのか、と怒りますし、暴力を振るって罰を与えるのは当然のことです。誰も私を責めませんし、孤児達には養われているという自分の立場をわからせなければなりません」


町長の向こうでリヒトがきつく目を閉じて、ガックリと項垂れた。リヒトの周囲に跪いたままの農村の村長達も苦い顔になっている。わたしは真っ直ぐに町長を見たまま、最後の問いかけをした。


「それは、二人が、貴方の家族だとは知らなかったと言っても、ですか？」


「二人が私の家族を知らぬはずがありません。そのような嘘は通用いたしませんよ」


わたしはゆっくりと息を吐き、「残念です」と呟きながら、フェルディナンドを振り返るようにして見上げた。


「神官長、これが町長の言い分です」


冷たい笑みで目を細め、唇の端を上げたフェルディナンドが「なるほど。よくわかった」と言いながら一歩前に出て、わたしと並んだ。フェルディナンドが一歩前に出たことで、わたしは逆に一歩下がって、発言権をフェルディナンドに譲る。


「其方の言い分によると、領主が、娘である神殿長のために作った小神殿に攻撃を仕掛けた者を罰するのは当然だということだな。白の建物は貴族の住まうところで、領主の力によって作られる物。それを知らぬ者はおらぬ」


「いえ、私は本当に知らなくて……」


相手をするのがフェルディナンドだとわかった途端、町長は後ずさりを始めた。顔色が悪くなっていて、先程のような饒舌じょうぜつさはなくなっている。一歩下がったわたしに、視線を向けて必死で助けを求めているが、わたしはそれに応えない。じりじりと下がる町長を、フェルディナンドは一歩動いて更に追い詰める。


「町長という、貴族と接するはずの立場にいて知らぬはずがないのだ。其方が知らなかったのは、自分達の罪を隠し、取り繕ってくれるはずの前神殿長が亡くなってしまったということだけだ。其方は知っていて、町の者に小神殿を襲わせた」


ぎょっとしたように町長が目を見開いた。「そんなことは……」と言い逃れようとするけれど、町長の助命を嘆願していた広場の人達の目が冷たいものになっている。もしかすると、ハッセの者には「知らなかった」としか言っていなかったのだろうか。


「まぁ、知っていようといなかろうと関係はない。ハッセの民が行ったのは、領主一族への攻撃であり、反逆。それは罰せられるべきであり、罰を決めた領主を責めることは誰もしない。平民は貴族に養われ、生かされている存在だと叩き込まねばならぬ。其方の言い分の通りだ」


「ですが……」


「嘘で固められた言い訳は聞くに堪えぬ。これ以上口を開くな」


ぴしゃりと反論を封じると、フェルディナンドはくるりと振り向いてわたしの隣まで戻る。そして、今度は町長を見下ろしていた厳しい眼差しのまま、わたしをじろりと見下ろした。


「ローゼマイン」


怒られる、と察したわたしは背筋を伸ばして顎を引く。そんなわたしを見て、わざとらしいほどの溜息を吐き、フェルディナンドは悪役にピッタリの顔でひやりとするような声を出した。


「君はハッセの民が己のしでかした事の重大さを理解し、深く反省していると領主に減刑を懇願した。……けれど、全く理解しているようには見えぬ」


フェルディナンドの視線が、わたしから町長へ向けられ、最終的には広場全体へ巡らされていく。フェルディナンドの視線を受けると同時に、皆が口を引き結んで黙り込む。


「ローゼマイン、ハッセの者にエーレンフェストの聖女と呼ばれる君の慈悲が必要か？」


わたしが発表した連帯責任の軽減さえ、簡単に取り消されそうな雰囲気に広場が凍りつき、水を打ったように静まり返った。次にフェルディナンドが何を言うのか、誰もが身動きするのさえ躊躇うほどの重い沈黙がその場を支配する。息を呑むことさえ困難に思えるほどの重圧感を覚える雰囲気の中、ぐぐっとリヒトが重い頭を持ち上げるようにゆっくりと顔を上げた。


「神官長、神殿長。できれば、私の発言をお許しください」


震える声で許可を求めるリヒトの顔色は真っ青になっている。緊張のあまりの脂汗だろうか。髪の生え際がじっとりしているように見えた。


「許す」


フェルディナンドの許可に「恐れ入ります」と礼を述べ、リヒトが口を開いた。


「神官長、町長に命じられて我々が犯してしまった事の重大さは、住民一同よく理解しております。本来ならば、町ごと消されていたかもしれなかったところを救ってくださった聖女の慈悲も身に染みています。……その、町長がわかっていなかっただけで、住民はよくわかっているのです」


リヒトがフェルディナンドの圧力に震えながら、必死にハッセの民を庇う。その様子にジーンと胸を打たれていたわたしはトンと背中を押された。隣に立ち、同じようにリヒトを真面目な顔で見下ろしているフェルディナンドを見上げると、「君の役は何だ？」と問うような視線が降ってくる。


……そうだ。わたし、聖女だった。


リヒトの言動に感動している場合ではない。わたしはくるりと身を翻し、フェルディナンドに対抗するように向かい合うと、急いでリヒトをフェルディナンドから庇うように両手を広げた。


「神官長、リヒトもこう申しております。住民はわかっているはずです」


「……神殿長」


ものすごく感動したような声が背後のリヒトや村長達と広場の両方から上がった。尊敬と感動の視線に罪悪感を刺激される。居た堪れない。「わたしには聖女の役なんて無理」と叫んで、この場から逃げ出したい。しかし、魔王のような顔をしたフェルディナンドと向き合いながら、逃げ出すわけにはいかない。これはわたしの課題でもあるのだから。


向き合うわたしにフェルディナンドはゆっくりと首を振った。


「ローゼマイン、優しさは時に甘さとなる。反逆の芽は早々に摘つんでおきなさい」


「神官長、ハッセの民は反逆など考えていません。大丈夫です。そうですよね、皆様？」


わたしが振り返るようにして、背後のリヒト達や広場の者に呼びかけると、「もちろんです」とすぐさまリヒトの声が上がった。広場からも賛同の声が上がり、わぁっと声が湧き上がってくる。


「皆、このように申しております。ですから……」


このまま話を丸く収めようとした瞬間、フェルディナンドがすぅっと右手を肩の高さに上げる。


「では、それを証明してもらおう」


「え？」


……すみません。展開が読めません。わたし、何をすればいいですか？


どうすれば正解なのかわからなくて、内心おろおろしながらフェルディナンドを見上げると、フェルディナンドはシュタープを取り出した。


「この際、反逆の芽は徹底的に摘んでおく」


そう宣言したフェルディナンドが「ゲッティルト」と呟き、シュタープを大きく動かす。


舞台のすぐ下、広場では一番前に当たる居場所に、向こうが透けて見える琥珀こはくが出現した。


……シュツェーリアの盾？


自分が祈って作るシュツェーリアの盾と同じ模様が付いている。ただ、わたしが作り出すシュツェーリアの盾は円いけれど、フェルディナンドが出した物は厚みのない薄い四角で、ちょうど大人が二人ほど並んで通れるくらいの扉のように見えた。


「これを潜くぐり抜けよ。真実反省しているならば、この選別の扉を潜り抜けられるはずだ」


リヒトが困惑したように視線をわたしに向ける。シュツェーリアの盾ならば、害意や悪意を抱いていなければ通れるはずだ。わたしはリヒトの目を見て、一度ゆっくりと頷いた。


「リヒトならば大丈夫です」


わたしの言葉に、リヒトは目に強い光を浮かべながら足を踏み出した。舞台を降り、琥珀の四角形の前に立つ。


少し遠巻きにしながらも、一体何がどうなるのか、と固唾かたずを呑んで見守っている広場の者達の前でリヒトは盾に向かって歩き出す。怖々とした表情だったが、何事もなくスッと通り過ぎた。


「ほら、神官長。大丈夫でしょう？」


「ふむ、リヒトは信用できそうだが、これはどうか？」


フェルディナンドはそう言って、冷ややかな目で町長を見下ろす。リヒトは町長を村長達と数人がかりで舞台下へと連れて行き、選別の扉を通そうとした。


「うわっ!?」


わたしにとっては予想通りだったが、町長は通り抜けられず、強い風によって弾き飛ばされた。次の瞬間、エックハルトのシュタープから出た光の帯が町長を縛り上げる。


「フェルディナンド様、反逆者を捕獲いたしました」


「ご苦労」


広場に集まった人々が息を呑んだ音が聞こえた。リヒトが通り抜けられたけれど、町長は通れなかった選別の扉を怖々とした目で見つめる。おそらく小神殿を襲った町民達には、同じような力が働いていることがわかったはずだ。明らかに顔色の悪い者もいる。


「リヒト、ハッセの民、全員に潜らせろ。この際、危険人物は全て処分する」


「神官長」


そこまでしなくても、とわたしがフェルディナンドの袖を軽く引いたけれど、フェルディナンドは厳しい目で広場に集う者と光の帯に拘束されて転がっている町長を見比べた。


「……この中にどれだけあのような者がいるかわからぬ。ハッセ全員をまとめて処分したくないならば選別は必要だろう？」


「わ、わたくしはハッセの民を信じています。選別など……」


必要ありません、と言うより先にフェルディナンドがニヤリと笑う。


「ならば、選別されたところで問題なかろう」


畳たたみかけるフェルディナンドに反論できず、わたしは「問題ありません。ねぇ、リヒト？」と丸投げするしかできない。けれど、リヒトは拒否するどころか、笑顔で選別を受け入れた。


「はい、神殿長。何も問題ございません。……仮に、町長と同じように弾かれる者がいれば、排除しなければ、その者のためにハッセはまた窮地に陥るかもしれません。我々はこれ以上、領主から疑いの目を向けられるわけにはいかないのです」


反逆に繋がるかもしれない危険人物を選別することにリヒトは何の忌避感も示さなかった。これ以上、領主一族の不興を買うわけにはいかない。ハッセ全体が潰されることは回避しなければならないと、むしろ、乗り気だった。


「エーレンフェストの聖女の慈悲を受けられる者の選別だ。この通り、私は潜り抜けた。反逆者として処分されたくなければ、これを潜り抜けるのだ！」


リヒトはそう言って、広場に集う者全員に選別の扉を潜らせていく。村長を初めとした農村単位で通っていくのだが、農村の者は町長からの影響も少なければ、襲撃に関わっているわけでもないので、呆気あっけないほどに何事もなく通り過ぎていった。問題は小神殿の襲撃に参加した町民だった。町長と同じように弾かれるのではないか、と選別の門を潜るのを躊躇う者がいたのだ。


「通らなくても問題ない。町長と同じように縛り上げておけ」


「はっ！」


フェルディナンドの言葉にエックハルトがシュタープを取り出す。それを見て、悲鳴を上げながら慌てた様子で町民達は選別の門へと駆け出した。


「あわっ!?」


「ぎゃあっ!?」


皆が通り過ぎる中、数人が門に弾かれた。すぐさまエックハルトの光の帯が彼等を拘束する。


全員が選別を受けた後、選別の扉は消され、拘束された六人が舞台の上へ連れてこられた。

            





処分


「門に弾かれた者は我等に害意を抱く者だ。この場で処分する」


「構いません。彼等は根強い町長派でした。弁護のしようもございません。むしろ、選別の扉により、我々の潔白けっぱくを証明してくださった神官長に感謝しております」


リヒトはそう言って、フェルディナンドとわたしの前に跪いた。


わたしの心臓がドクンと音を立てた。ここでこれから処分が行われるという現実に、血の気が引いていく。フェルディナンドは最初から町長を処分すると言っていたから、処分が行われるのはわかっていたことだ。それでも、心臓が嫌な音を立てていて、背中を冷たい汗が伝う。


「ローゼマイン、きちんと見ておけ」


「……はい」


リヒトはもちろん、広場に集った者も、自分達を窮地に陥れた者の処分に何も感じていないように見えた。何も感じていないのではない。嫌悪感や忌避感が見られないと言った方が正しいだろうか。反逆者の汚名を被こうむる羽目になった被害者と加害者という図で、加害者が処分されるのは当然だというような雰囲気になっている。


「ユストクス」


「かしこまりました、フェルディナンド様」


フェルディナンドに指名されたユストクスが舞台に持ち込んでいた大きな箱へと手を伸ばし、カチリと音を立てて鍵を開けた。パタリと側面が前に倒れてきたことで箱の中が見えた。まるで書類ケースのように浅い引き出しが五段ほどあるように見える。けれど、引き出しの中に何が入っているのか、わたしの位置からでは見えない。


「神官長、あの箱は何ですか？」


「ハッセの登録証が入っている」


登録証というのは、洗礼式の時に血判けっぱんを押して領民登録するメダルのことらしい。エーレンフェストの平民の分は、登録も婚姻も葬式による削除も全て神殿が請け負っているので神殿に保管されているけれど、それ以外の直轄地では秋の収穫祭で全ての登録を行い、町長から削除の連絡を受ける。神官と徴税官ちょうぜいかんからの報告に従って、城で文官が登録証の処理を行っているのだそうだ。


「今日はどれだけの処分が行われるかわからなかったのでハッセに全て持ち込んだが、本来は城から出す物ではない」


……役所から戸籍簿こせきぼを持ち出しているようなものかな？


であれば、管理する文官が側を離れるわけにいかないし、厳重に守らなければならないだろう。


ユストクスはするりと一枚の紙を取り出すと、エックハルトに声をかけた。


「エックハルト、誰も近付けぬようにしっかり見張っていてくれ」


ユストクスに頼まれたエックハルトがシュタープを取り出し、剣の形へと変化させて構える。近付く者は切り捨てる、というような構えに、その箱がどれほど重要な物なのかがわかる。


「始めろ、ユストクス」


「かしこまりました、フェルディナンド様」


ユストクスがシュタープを握ると、「メッサー」と唱えた。シュタープがナイフの形に変わる。そのナイフと一枚の紙を手に、反逆者となった者の前に進み出た。


光の帯に巻かれたまま、舞台に転がっている反逆者がユストクスの動きを注視する。近付いてくるユストクスの足の動きを見て、恐怖に引きつった顔で小さく「助けてくれ」と掠かすれた声を漏らした。しかし、その声に応える者はなく、スタスタと歩いたユストクスが一番手前に転がっている男の側にナイフを持って「血判を押させてもらう」としゃがみ込む。


ユストクスは光の帯からわずかに出ている男の指にナイフを押し当てると、スッと軽く動かして傷を付けた。膨れ上がる血を見ながら、持っていた紙に押し付ける。べったりと赤い丸が付いた。


……痛い、痛い！


他人の指とはいえ、ナイフで切られて血を流すところを見ると、自分の指が痛い気がしてくる。わたしは自分の指を押さえながら、なるべく赤い血を意識しなくて済むように、少し焦点しょうてんをずらす。


指紋の付いた血判がしっかりと押されたことを確認すると、ユストクスは軽い動作でブンと一度ナイフを振った。ナイフにわずかに付いていた赤い筋が消えている気がする。


……ナイフが、綺麗になった？


ユストクスは一度血判を押した紙を、確認させるように広場に向かって見せる。わっと広場で声が上がり、フェルディナンドが一度頷いた。ユストクスはその隣に転がる男のところへと向かい、同じように血判を押していく。そして、また広場に向かって見せる。その繰り返しだ。


「神官長、ユストクスは一体何をしているのですか？」


「登録証の選別を行うのだ。登録証を扱うのは神官か文官の役目だからな」


洗礼式を受けた年の順に並べられている登録証は、貴族の分は魔力の登録がされているけれど、平民の登録は血だけで登録されている。それはマインの洗礼式で登録したので覚えている。白くて平べったい石のような登録証に血を押し付けるだけだ。名前も聞かれなかったので、登録証には当然書かれていない。洗礼式を受けた年代順に保管されているらしいけれど、それではどれが誰の分なのかわからない。そのため、登録証の選別もまた、基本的に血で行うらしい。例えば、葬式の時も死体の上に登録証を置いて、本人の登録証で間違いないのか確認するそうだ。わたしはマインの葬式に必要になる登録証を探すために、フェルディナンドに血を取られたらしい。


……倒れて意識がなかったから、わたしは知らなかったけどね。


エーレンフェスト以外で行われる葬式の時は死者の血を木札に取っておいて、秋の収穫祭で文官に報告される。文官は木札を徴税の品物と一緒に城に送り、それぞれの登録証が引っ付いた木札が送り返されてくるそうだ。それを墓標に付けるらしい。


登録証の説明を聞いているうちに、ユストクスは最後の一人のところへ向かっていた。


「こんなことになるなんて……」


反逆者となった六人の内、最後の一人は女性だった。町長の奥さんが光の帯に縛られていて、涙を流しながら敵意を剥き出しにした目をこちらに向けている。


……怖い。


感情を剥き出しにした強い視線で正面から睨み上げられ、ひくりと喉が動いた。二の腕に鳥肌が立って、指先が小さく震える。後ろに下がってフェルディナンドの陰に隠れたい。せめて、視線を逸らしたいと思った。けれど、わたしはフェルディナンドから、この処分を見届けるように、と言われているのだ。目を逸らすことは、してはならない。


グッと奥歯を噛みしめて、わたしは自分の指を組んで、震えないように強く握り込んだ。わたしが奥さんと睨み合っている間に、ユストクスは表情一つ変えずに血判を押させて作業を終える。


全員の血判を取り終えたユストクスが、何やら言いながらナイフを軽く振ってシュタープに戻した。シュタープを振りながら、「アオスヴァール」と唱える。すると、血判を押した紙が契約魔術のような金色の炎に包まれ始め、燃えながらエックハルトが守る箱の上へ飛んでいった。金色の尾を引くように箱の上に飛んだ紙は、光の粉を撒まくように燃えて消える。


直後、誰も触っていないのに、引き出しがガタガタと動き始めた。一番上、二番目、と勝手に引き出しが飛び出したり、戻ったりと不思議な動きをして、中から六個の登録証が飛び出してくる。


「おおぉぉ！」


広場から興奮した声が上がる中、領民としての登録をされている白いメダルのような登録証がヒュンと飛んでユストクスの手の中へ納まる。六つの登録証を手にしたユストクスが、自分の手の中を確認した後、フェルディナンドの前に流れるような足取りで歩いていき跪いた。


「フェルディナンド様、こちらになります」


ユストクスが丁寧に捧げ持っている登録証をフェルディナンドは「ご苦労」と受け取る。その労いの言葉を聞くとユストクスは丁寧に礼をして立ち上がり、すぐさま登録証が入った箱のところへと戻った。丁寧な手つきで厳重に鍵をかけ直し、箱を守るように前に立つ。


「ローゼマイン、ユストクスのところまで下がりなさい」


フェルディナンドが左手で登録証を握り、右手を軽く振ってシュタープを出す。何らかの魔術を行使するつもりであることがわかって、わたしは言われた通りにユストクスの隣に移動した。


舞台の中央にいるのはフェルディナンドだけになった。


周囲との距離を確認するように辺りを見回したフェルディナンドが、するりとシュタープを上げて動かした。魔力がシュタープの先から流れ出し、光のような文字と複雑な模様を描かれていく。


「おぉ、初めてだ……」


隣のユストクスが興奮したような声を出し、茶色の瞳を嬉しそうに輝かせた。目を軽く見張った状態でやや前のめりになり、フェルディナンドの描き出す魔法陣を見つめている。


「ユストクス、何が起こるのですか？」


「領主に反逆した者に対する処刑ですよ、姫様。領主候補生のみに教えられるものなので、行使する時はこうして他の者を側に寄せないのです」


呪文を唱える声が聞こえたり、複雑な模様を描く魔法陣の細かいところが見えたりしないように、周囲に人を寄せ付けず行われるのだ、とユストクスは教えてくれる。


「反逆者を処刑するための魔術があることは知っていても今まで見たことがありませんでした」


領主に反逆するような者は普通いないので、このような処刑が行われるのはとても珍しいそうだ。


「あぁ、フェルディナンド様と担当者に無理を言ってハッセに来てよかった」


拳を握って、万感の籠る声でしみじみと「この処刑が見たかったのだ」という変わり者の言葉に、わたしはユストクスを同行させることにものすごく嫌そうな顔をしたフェルディナンドの心情がよくわかった。そっと一歩ユストクスから離れる。


「姫様もいずれ覚えることになるでしょう。使用する機会があれば、ぜひお声をかけてください」


「……そんな機会がないことを神に祈っておきます」


あっても呼ばないよ、と心の中で呟きながら、わたしはフェルディナンドへと視線を向けた。


舞台の中央でフェルディナンドがシュタープを振る。魔力で描いた魔法陣が完成したのか、黒い靄もやが炎のように揺らめきながら魔法陣から出てきた。闇の神に関する魔術なのかもしれない。わたしは魔法陣から出てきた黒い靄が、去年の祈念式で襲撃を受けた時に見た魔力を吸い取る黒い靄に似ていることから、何となく見当を付ける。


魔法陣をじっと見つめたまま、何か唱えているようにフェルディナンドの唇が動いている。黒く揺らめく、不気味な魔法陣にフェルディナンドが登録証を投げ込んだ。魔法陣にピタリとくっつくように登録証が宙に止まり、黒い靄に包み込まれていく。

            





    
  
  




「エックハルト、戒いましめを解け！」


「はっ！」


フェルディナンドの声に応えて、エックハルトが時を移さずシュタープを振って、六人を縛り付けていた光の帯を消す。縛りつけていた光の帯が一瞬で消えた。


突然戒めを解かれた彼等の反応は様々だった。何が起こっているのか、わからないように目を瞬いて、そのまま動かなかった者。悲鳴を上げて逃げ出そうとした者。一矢報いようとしたのか、フェルディナンドに向かって駆け出した者……。


「神官長!?」


ただ一人、舞台の中央に向かって駆け出した町長の奥さんの姿を見て、思わず「危ない」と叫んだわたしに、フェルディナンドは眉一つ、視線一つ動かさなかった。動いた者達を一瞥いちべつもせず、視線は魔法陣に固定されたまま、口を開く。


「案ずるな。問題ない」


彼等が動けたのは、ほんの一瞬のこと。


やにわに立ち上がり、逃げようと動き出した町長も、フェルディナンドに襲い掛かろうとした町長の奥さんも、数歩足を動かしたところでつんのめった。そのままその場にバタリと倒れる。立ち上がろうとしているようだが、腕を動かしてもがいても、足が全く動いていない。


「足が、私の足がっ！」


悲痛な叫びが響いた。「嫌だ」「助けてくれ」「悪かった」と口々に声が上がる。わたしが眉を寄せてよく見てみると、六人の足が薄い灰色に染まっていくのが見えた。最初はお揃いの灰色の靴でも履いているのかと思ったけれど、そうではなかった。足が、衣服の先がどんどんと灰色に染まっていき、それと同時に動く部分が減っていくようだった。


「……まるで足が石になっているように見えるのですけれど」


「おそらくあれが全身に広がるのだと思われます」


わくわくしているという表情を隠しもせずに、ユストクスは食い入るように彼等を見ている。


わたしはとてもそのような楽しい気分にはなれない。時折こちらへと向けられるフェルディナンドの厳しい視線さえなければ、彼等の悲鳴を聞きたくなくて、もがく姿を見たくなくて、すぐにでも耳を塞いで目を閉じていただろう。


黒い靄が炎で燃やすように登録証を蝕むしばんでいく。まるで紙が燃えるように、白い登録証はじりじりと下の方から形を失っていった。登録証が半分ほど形を失った時には、彼等は腰の辺りまで固まっていた。見る見るうちに胸まで固まり、首の辺りまで固まると声さえ出なくなる。


登録証が完全に形を失った時には、彼等の全身は石像のように固まっていた。すいっとフェルディナンドがシュタープを動かすと、魔法陣がふっと掻き消えた。


次の瞬間、六体の石像が呆気なく崩れ始める。はじめに、ピキリと大きなひびが入った。そこから割れて、ゴトリと重そうな音を立てて落ちる。落ちた衝撃で大きな塊がいくつもの破片へと砕けた。破片はまるで砂の細工だったかのようにサラリと崩れ始める。最終的には灰のような軽さになってしまったようだ。まだ冷たさの残る春の風にさらわれて散ってしまった。それは、墓標とするべき登録証もない、遺体も残らない。埋葬さえ、弔とむらいさえ許されない反逆者の末路だった。


……気持ち悪い。


恐怖と絶望に固まった表情が離れない。耳の奥に彼等の絶叫がこびりつき、目には最期さいごまで苦しみもがいていた姿が焼き付いている。それが石像のようになり、灰のようになって崩れ、消え去ってしまった。これは人の死に様ではない。


「見事だ。そう思われませんか、姫様」


ユストクスは興奮した声音で言ったが、わたしには愛想笑いを浮かべて頷くことさえ億劫おっくうでできなかった。人の尊厳そんげんを奪うような死を前に、何故そんなに興奮した声が出せるのか理解できない。


……気持ち悪い。


手足が異様に冷たく感じる。胃の中がぐるぐると回っているような感じで、不快感が止まらない。このままいっそ気を失って倒れてしまえば楽になれるだろう。けれど、体力を消耗したわけでもなく、魔力を消耗したわけでもないわたしは、意識を飛ばしたくても飛ばせず、目を閉じることも許されないまま、ただ舞台の端に立っていた。


シンと静まった広場には、明らかに貴族に対する恐れと怯おびえが広がっていた。強大な貴族の力を目の当たりにし、自分達の命など簡単に奪える存在だと深く刻み込まれたのだろう。ハッセの民の顔が恐怖に強張っているのがわかる。そんな中、わたしとは反対側の舞台の端で跪いていたリヒトが立ち上がり、広場の民達を見回して大きな声で呼びかけた。


「皆、これで反逆者は消えた。彼等はこの町全体を陥れた反逆者だった。彼等のために、我々は反逆者の汚名を着せられた。我々は汚名を返上するため、洗礼式を終えた子供が成人しても続くほどの長い間、償つぐないを続けなければならない。全員が反逆者として処分されるところを救ってくださったエーレンフェストの聖女の慈悲に報いることができるように、協力し合わなければならない」


これからが大変なのだ、とリヒトが皆に語りかける。リヒトの顔にも強張りが見える。それでも、彼はハッセを何とか立て直そうと必死だった。これで終わりではない。領主一族に対する償つぐないの始まりで、このままハッセ全体を潰すわけにはいかない、とあがく姿に目を奪われる。


……まだ終わってない。リヒトだけじゃなくて、わたしの聖女としての役割も。


わたしは深呼吸して呼吸を少し整える。


耳の奥でまだ彼等の悲鳴が響いているが、それに引きずられているわけにはいかない。町長の処分が終わった後のハッセをどうするのかも課題のうちだ。リヒトにできるだけの協力をして、ハッセをまとめておかなければならない。


わたしはできるだけ優雅に落ち着いて見えるようにゆっくりと舞台の中央へ足を進めた。体が揺れると酸っぱい物が奥の方から込み上げてくるような心地の中、フェルディナンドの隣へ進み出る。広場の者の視線はもちろん、舞台にいる者達の視線も、全てが自分に向けられていた。


一度目を閉じた。彼等の恐怖にもがく姿がくっきりと浮かび上がる。頭を何度か振って、グッと足を踏ん張って、俯かないように顔を上げた。


「ローゼマイン、これを」


フェルディナンドがわたしの手に声を響かせるための魔術具を渡して一歩下がる。わたしは魔術具を握りしめて口元へ持って行くと、すぅっとゆっくり息を吸い込んだ。


「ハッセの民よ」


声が震えた。一度唾つばを呑み込んで、もう一度ゆっくりと息を吸う。


「ハッセの民よ、一年、耐えてください」


今度はもう少しマシな声が出た。それに安堵して、わたしは言葉を続ける。強大な魔力で恐怖のどん底に突き落とすのも貴族だが、強大な力で民を救うことができるのも貴族なのだ。聖女の役割を与えられているならば、少しはハッセの民に希望を与えたい。


「来年の祈念式が行われるか否か、この一年間のハッセの行いを領主が吟味ぎんみして決定します。わたくしもお願いするつもりですが、重要なのはハッセの行いです」


一年頑張れば、次の年には祈念式が行われるだろう。その言葉を聞いた農民達が顔を上げた。「一年ならば、何とかなる」「何とかしよう」そんな声が上がり始める。こちらを見上げてくる顔が前を向き始めたことに、少しだけ肩の力が抜けた。


「ここに反逆の心を持つ者はいないと証明されています。償いの心があることを、皆の行いで示してください。わたくしは、来年、ここで祈念式を行い、ハッセに祝福と祈りを捧げたいのです」






沸わき上がった大歓声の中、わたしはフェルディナンドの指示に従って、騎獣に乗って小神殿へ向かった。大きな箱とユストクス、フランとザーム、ブリギッテも同乗している。


「ローゼマイン様、大変素晴らしかったです」


「ありがとう存じます、ブリギッテ」


何とか笑ってみせるものの、頭の芯がぐらんぐらんしている。胸がむかむかする。この気持ち悪さを吐き出したい。完全に現実逃避して本の世界に没頭したい。せめて、何も考えずに眠りたい。


小神殿の扉の前で騎獣から降りると、小神殿の中から次々と灰色神官やギルベルタ商会の面々、それぞれの側仕え達が出てきた。彼等がザッと並んで跪く。


「ユストクス、エックハルト、ダームエル、ブリギッテ。礼拝室に各自部屋を作って整えよ」


フェルディナンドが赤い魔石をそれぞれに渡せば、四人とその側仕えが一斉に動き始めた。ユストクスは自分の側仕えに命じて、わたしの騎獣から出した大事な箱を運ばせる。


全員が降りたので、わたしは騎獣を片付けた。気分だけではなく、心まで重くなった気がして俯いた途端、酸っぱい味がせり上がってくる。皆がいるこの場で嘔吐おうとするわけにはいかない。必死に飲み下して、込み上げてきた涙を素早く袖で拭った。


「ローゼマインは……顔色が悪い。休んだ方が良かろう。其方等、休めるように整えてきなさい」


フェルディナンドの言葉に、わたしの側仕え達が慌てた様子で立ち上がって中に入っていく。わたしは先行部隊として小神殿に向かったギルに隠し部屋を開けるための魔術具を渡してあったので、ある程度の準備はできているはずだが、すぐに休むとなれば色々と整えることがある。


ぼんやりと側仕えを見送って、何となく視線を周囲に向ければ、出迎えてくれている人達の中に父さんの姿を見つけた。心配で仕方がなさそうな顔で、何かできることがないかと考えておろおろしているのが一目でわかる。駆け出して「父さん」と呼びかけて、しがみついて泣きつきたい。


「ローゼマイン」


「……あ」


フェルディナンドに肩を押さえられて、ハッと我に返った。そんなことが許されるはずはなかった。わたしは上げかけた手を下ろし、踏み出しかけた足を元の位置に戻す。


フェルディナンドに促されて歩き始めると、父さんが自分のマントを差し出してきた。


「ローゼマイン様、よろしければこちらをどうぞ。……ずいぶんと寒そうに見えます」


わたしは父さんの差し出すマントとフェルディナンドを見比べた。フェルディナンドが父さんを睨んだが、父さんはマントを差し出したまま、静かにフェルディナンドを見返している。


しばらく目を細めて見下ろしていたフェルディナンドが眉間にぐぐっと皺を刻んだ後、「其方は寒いのか、ローゼマイン？」と質問した。


「寒いです。……すごく寒かったのです。ギュンター、ありがとう存じます」


わたしは父さんのマントを受け取って、抱きしめるように抱える。少し埃っぽい匂いと一緒に父さんの匂いがしてホッとすると同時に、涙も込み上げてきた。わたしは咄嗟とっさにマントに顔を埋めた。


「神殿長、まだ寒ければどうぞ」


「いや、こちらの方が温かいですよ」


思わぬ言葉に一瞬で涙が引っ込んだ。顔を上げれば、五人の兵士が次々とマントを差し出してくれている。目の前にずらりと並んだ兵士達のマントを前に、わたしは思わず小さく笑ってしまった。それだけで心が少し軽くなる。


「これ以上は持って歩けませんから、お心だけいただきますね。皆様の優しさに感謝いたします」


父さんのマントを抱えたまま隠し部屋へ行くと、わたしが眠れるように側仕え達がバタバタと準備をしてくれている。皆の邪魔にならないように、わたしは父さんのマントを羽織って包まろうと部屋の隅でマントを広げた。


「ローゼマイン、それを貸しなさい」


「嫌です」


手を差し出したフェルディナンドからマントを守ろうと、わたしはぎゅっと抱え込む。こめかみに手を当てたフェルディナンドがガシッと片手でマントをつかんだ。


「そのままでは寝台に上げられないだろう。洗浄するだけだ。貸しなさい」


わたしが「……洗浄？」と首を傾げている間に、父さんのマントは取り上げられた。フェルディナンドはその場でシュタープを出して何やら唱える。どこからか出てきた丸い水の玉がマントを包み込んだかと思うと、じきに水がまたどこかへ消えていった。


「何ですか、この魔術？」


「だから、洗浄だ」


魔獣退治に出れば、数日間外で過ごすこともある騎士には必須の魔術らしい。自分の身を清め、道具を清めるのだそうだ。


「……そんな便利な魔術があったのですか。初めて聞きましたよ」


「側仕えも下働きもいる君には必要ないからな」


外で過ごさなければならず、側仕えもいない。そんなどうしようもない場合だけ使うもので、普段は誰かに任せれば済む洗浄に魔力の無駄遣いなどしないらしい。


「今回は特別だ。あのまま寝台に持ち込まれれば後が大変だし、これから洗うには時間がない」


そう言いながらフェルディナンドは埃っぽい匂いが消えて綺麗になったマントをわたしの頭にバサリとかけた。


「ギルベルタ商会には私から説明しておくので、今日はよく休むように」


フェルディナンドはそう言い残すと、用件は済んだとばかりに部屋を出て行く。


わたしがマントの匂いを嗅かいでいると、湯を運んでいたフランがギルに「これで十分です」と声をかけているのが聞こえた。フランとギルをモニカが部屋から追い出す。


「ローゼマイン様、湯浴みの準備ができました。さぁ、殿方とのがたは一度出ていらして」






その日、わたしは父さんのマントに頭からすっぽりと包まって眠った。


気持ち悪さは遠のき、嫌な夢は見なかった。

            





春の素材と祈念式のお話し合い


よく眠れた。


すっきりと目覚めたわたしは父さんのマントからのっそりと這はい出すと、大きく伸びをする。その後、寝台の上にマントを大きく広げた。本当は側仕えに任せなければならないことなのだが、自分の手でしたかったのだ。手のひらでなるべく皺を伸ばしながら、わたしは丁寧にマントを畳む。


「よし、完璧」


わたしはフランにマントを持ってもらって、朝食のために食堂へ向かった。貴族が先に食べなければ側仕えや平民が食べられないので、小神殿では護衛騎士も含めて貴族階級の者は一度に食事を摂ることになっている。フェルディナンドがいる時はさすがに無礼講ぶれいこうにはできない。


わたしが食堂に到着した時には他の皆は起きていて食事をしていた。


「おはようございます、皆様」


「おはようございます、ローゼマイン様」


食べ始めたばかりらしいブリギッテやダームエル、側仕えに叩き起こされて仕方なく起きてきたというのが一目でわかるユストクスと違って、フェルディナンドは一番早く起きたのか、そろそろ食事を終えるところだった。


「おはよう、ローゼマイン。よく眠れたようだな」


「はい。とても温かかったからでしょうね」


わたしはモニカとギルが食事の準備をしているうちに、フランに父さんを呼んでもらって、マントを返すことにした。本当は自分で手渡ししたいが、それができないのがお貴族様だ。フランに渡してもらって、わたしは礼を述べるだけになる。


「こちらをお返しいたします、ギュンター。とても暖かく夜を過ごせました」


跪いた父さんにわたしが声をかけると、父さんは少し顔を上げた。わたしを見て、安心したように薄い茶色の目をわずかに細めて微笑んだ。


「お力になれたようで何よりです。……ローゼマイン様はこれから祈念式のために農村を回ると伺っております。くれぐれもご自愛ください」


「ありがとう存じます、ギュンター。貴方のご家族にもよろしくお伝えくださいませ」


「恐れ入ります」


交わされるのは本当に短いものだが、ほんの少しの会話でも嬉しい。心がほわっと温かくなる。


「ローゼマイン様はあの兵士とずいぶん親しいのですね」


父さんが兵士達の輪の方へ去っていく背中を見送っていると、ブリギッテが不思議そうにアメジストの目を瞬いた。この場にいる貴族の中で、わたしが父さんの実子だと知らないのはブリギッテだけだ。フェルディナンドとダームエルはもちろん、マインについて調べていたユストクスもその補佐をしていたエックハルトもわたしの素性すじょうを知っている。わたしはニコリと笑って、準備されている設定をそのままブリギッテに説明した。


「ギュンターはギルベルタ商会と縁が深いのです。わたくし、洗礼前からギルベルタ商会に髪飾りを注文しているのですけれど、わたくしの髪飾りを一手に引き受けてくれているエーファとトゥーリという親子がいるでしょう？」


「孤児院長室で何度か見かけたことがございますね。トゥーリはわたくしの採寸の時にも助手として来ていた少女でしょう？　ローゼマイン様のお気に入りと伺っております」


ブリギッテは髪飾りを持って出入りし、自分の衣装の採寸をしていたトゥーリを覚えていたようだ。わたしは「そうです」と頷いて、先を続ける。


「ギュンターはトゥーリの父親で、ブリギッテの衣装を任せたコリンナの夫の上司でもあるのです。洗礼式前にわたくしが孤児院の工房の関係で下町へ出入りしていた時や孤児院の子供達が森へ向かう時に、ギュンターが護衛騎士の代わりによく伴ともをしてくれていたのですよ」


ブリギッテが「そういう繋がりでしたか」と納得したように頷いた。そういう繋がりだったことになっているのだ。わかってもらえて何よりである。


「ローゼマイン、今日は一日休んで、明日から祈念式に向かうことになる。話をする必要があるので、午後はそちらの部屋に向かう」


先に食事を終えたフェルディナンドは本日の予定を告げると、自室へ下がっていった。わたしは「わかりました」と答え、急いで朝食に手を付ける。ギルベルタ商会や兵士は今日の午前中にエーレンフェストに戻ると聞いている。早く交代してあげなければ出発が遅くなってしまう。わたしは優雅に見えるように気を付けながら、できるだけ早く食べた。






朝食を終えると、わたしは皆の邪魔にならないように自室に戻った。椅子に座って少し目を閉じると、昨日のハッセでの出来事がまざまざと蘇よみがえってきて、陰鬱いんうつな気分に落ちていく。


「ローゼマイン様。皆様、食事を終えて、出発の準備をしています。お声をかけられますか？」


フランの声にハッとして、わたしは軽く頭を振って立ち上がった。部屋を出て正面玄関へ向かうと、荷物を積み終えた馬車が連なっているのが見えた。一つだけ、まだ荷物を積み終わっていない馬車があるようで、兵士と灰色神官達が積み込みを手伝っている。


「準備は整いましたか？」


荷物を積み終えた馬車の前で話し合っていたギルベルタ商会の面々に声をかけると、皆が一斉にこちらを向いた。ベンノが一歩進み出て跪くと、マルクとルッツがそれに続く。


「ローゼマイン様、ハッセの件は片付いたとフェルディナンド様よりお話がありました。大層たいそうご立派な姿であったと聞き及んでおります」


「ギルベルタ商会の協力があってのことです。本当に助かりました。感謝しています」


ベンノ達が助言をくれて、商人の繋がりを使って平民同士の間で情報を回し、何度もハッセに出入りして状況をよく見て、こちらに都合が良いように誘導してくれた。


「ギルベルタ商会のおかげで、ハッセには冬の間にじっくりと話し合い、考える時間が与えられました。だからこそ、ハッセの民に今回の結果が受け入れられた部分が大きいとわたくしは思っています。何が起こったのか、自分達が何をしたのか詳しい情報もなく、自分達で考えて出した結論もないままに町長の処分を貴族から急に知らされたのでは反発が大きかったことでしょう」


貴族の常識に疎うといわたしでは、上手く文官を使えたとは思えない。これから貴族のやり方をどんどんと学んでいくことになるのだろうが、今は本当に何も知らない状態なのだ。ベンノやマルクがいなかったら、もっと処分対象者は多かったと思う。


「ローゼマイン様のお役に立てたようで何よりです。我々も今回の騒動を通じ、ローゼマイン様からの信頼厚い商会ということで、エーレンフェストやハッセではずいぶんと商売がしやすくなりました。これからも何か御用がございましたら、いつでも声をおかけください」


ベンノの言葉の前半は素直に受け取っても間違いなさそうだが、後半では「報連相ほうれんそうはちゃんとやれ」と釘を刺されているのがわかった。ギルベルタ商会に向けて何か言っておくことがあったかな、と記憶を探り、わたしはポンと手を打った。


「あぁ、一つ、伝えておくことを思い出しました。今すぐのことではありませんが、新しい紙の素材を探すためにイルクナーを訪ねたいと考えています。その時には相談に乗ってくださいませ」


わたしは思い出したことを伝えただけなのに、ベンノは一瞬遠い目をして、マルクは一度目を伏せて、ルッツは息を吐いて肩を落とした。首を傾げたわたしをベンノが笑顔で見返してくる。その赤褐色の目が笑っていない。ここが孤児院長室の隠し部屋だったら、雷が落ちていそうな目だ。


「……かしこまりました。ローゼマイン様が祈念式を終えて戻られるのを心待ちにしております。ぜひ、詳しくお話をお聞かせください。こちらからもローゼマイン様のお声掛けで貴族の方々とのお付き合いが増えたお礼と、コリンナが引き受けた衣装のお話もさせていただきたいです」


ふふふ、と愛想よく笑いながらベンノがそう言った。けれど、わたしには「貴族に呼び出されまくって忙しい時に、余計な仕事を作るな、このたわけ！」という怒鳴り声が聞こえた気がした。


……のおおぉぉっ！　祈念式が終わるのが怖い！


心の叫びは表に出さず、表面上は和やかにギルベルタ商会との話を終えた。






出発の準備が全て整って皆が馬車に乗り込むと、わたしはベンノに準備してもらっていたお金をフランから受け取って兵士達に小銀貨を手渡ししていく。


「エーレンフェストからハッセまでの護衛は大変でしょうけれど、ユストクスとギルベルタ商会をよろしくお願いいたしますね」


「かしこまりました」


「お任せください」


兵士達は手渡される小銀貨を見て、口元をわずかに綻ばせる。護衛の役目はすでに争奪戦になっているようなので、報いがあったことに満足しているのだろう。父さんだけには大銀貨を渡しているが、これで皆に「お疲れ様」とお酒を奢おごっているようなので、手元にはほとんど残っていないらしい。判読の難しい手紙にトゥーリがそんなことを書いていた。


皆の出発準備が整ったというのに、まだ馬車に乗っていない者が一人いる。ユストクスだ。


「本当に残念でなりません。私はこの先もぜひお伴したいと思っていたのですが……」


ユストクスはなるべく早く登録証の箱を城に返さなければならないので、ここでお別れである。ユストクスの騎獣には大きな箱が載せられないため、馬車で貴族街へ戻らなければならない。ユストクスの側仕えも一緒だ。貴族の中では一人だけ帰る支度を整えたユストクスが、未練がましい目でわたしとフェルディナンドを交互に見るけれど、フェルディナンドは呆れた声でさっさと馬車に乗れというように軽く手を振った。


「祈念式は神官の行事だ。ハッセの案件が終わった以上、文官である其方に用はない。担当者から仕事を奪ってまでここへやってきたのだ。十分に満足したであろう？」


「ハッセに関しては満足しましたが、姫様といたら面白そうな物が見られる気がするのです」


「気のせいだ」


フェルディナンドはじろりとユストクスを睨んでスパッと話を打ち切った。「其方のせいでいつまでたっても出発できぬではないか」と急き立てて、ユストクスに馬車へ乗るように命じる。


仕方なさそうにユストクスが馬車に乗り込むと、やっと出発だ。馬車は先頭からゆっくりと動き出す。それに合わせて護衛の兵士も馬車の脇を歩き始めた。護衛の殿しんがりを務める父さんは、動き出す先頭の馬車を見ている。わたしは父さんに声をかけた。


「ギュンター、道中、お気を付けて」


「ローゼマイン様も体調にはお気を付けください」


フッと父さんが笑った頃には最後の馬車が動き始める。父さんが馬車に合わせて歩き出した。


昨夜、わたしが包まって眠ったマントがぶわりと揺れる。小さくなっていくマントを見送って、わたしはまた小神殿へ戻った。






一気に人数が減って、神殿の中が静かになった。昼食を終えて一休みしていると、フェルディナンドとエックハルトが話をするために部屋へやってきた。


「側仕えはフランが居ればよい。他の者を下げなさい」


「では、フランを除いて、皆、下がってくださいませ」


わたしの言葉にフラン以外の側仕えが退室していく。残ったのは、フランと護衛騎士の二人だ。


フランは皆にお茶を入れると、きっちりと閉ざした戸口に控える。神殿の神殿長室にあるのと同じように長方形のテーブルがあり、わたしとフェルディナンドが向かい合って座る。フェルディナンドの隣にエックハルトが、わたしを挟んで左右にダームエルとブリギッテが立っていた。


「まず、祈念式の途中で採集に向かう素材について話をしておきたい」


フェルディナンドがそう切り出したことで護衛騎士の顔がすっと引き締まった。雰囲気が急に硬くなったことに気付いて、わたしも一緒に背筋を伸ばす。


「護衛騎士を集めて話をするということは、また魔獣が出るのですか？」


「魔力が豊富なところには魔物が集まりやすいから、おそらく少なくない数がいるであろう。ユストクスからの情報ではタルクロッシュがいると聞いている」


名前を聞いたところで、わたしには一体どんな魔物なのか全くわからない。けれど、騎士の皆はすぐにわかったようだ。ブリギッテが一瞬嫌そうに顔をしかめたので、もしかしたら女の子が嫌いなタイプの魔物ではないかと見当をつける。


……うぅ、昆虫系は嫌だな。


「ただ、シュツェーリアの夜に起こった状態から考えると、フリュートレーネの夜もあまり楽観視しない方が良いと思われる。強大なのか、多数なのか、どうなるのかわからぬ」


「でしたら、騎士の人数を増やせば良いのではございませんか？　せめて、わたくしの護衛騎士であるコルネリウス兄様を増やす、とか」


なるべく秘密裏に薬を作るということになっているが、コルネリウスのような身内ならば、協力してもらっても良いと思う。けれど、フェルディナンドは首を振って却下した。


「それはできぬ。コルネリウスは未成年の見習いだ。街の外に出る任務はさせられぬ」


「この小神殿を造る時は、ハッセまでいらっしゃったような記憶があるのですけれど……」


誰かを騎獣に乗せて飛んでいたのはわたしの記憶違いだろうか。わたしが首を傾げると、フェルディナンドとエックハルトが苦い顔になった。


「……ローゼマイン、あれは例外だ。本来、街の外に出る予定はなかったからな」


確かにイタリアンレストランの試食会でハッセに小神殿が建つ予定はわたしにもなかった。


「これ以上人数が増えないということですけれど、本当に大丈夫でしょうか？」


「フェルディナンド様がいらっしゃれば大抵の魔物は問題ない。案ずるな、ローゼマイン」


エックハルトはフェルディナンドに全幅ぜんぷくの信頼を置いているようだ。ついでに、フェルディナンドの護衛騎士ができるのが嬉しいのか、どこか浮かれている様子も見てとれる。確かにフェルディナンドがいれば大抵のことは何とかなるだろう。安全管理に関してはフェルディナンドに丸投げして、わたしは素材についての情報を得ることにした。書字板を取り出して鉄筆てっぴつを構える。


「神官長、春の素材はどのような物なのですか？」


「あぁ、女神の愛した花と言われているライレーネの蜜みつだ」


春の女神の水浴場といわれるほど、春になると魔力の満ちる泉へ向かうらしい。泉の中に咲くライレーネの蜜が今回採取する素材だそうだ。


「夜の間は花が閉じ、ゆっくりと蜜を蓄たくわえる。夜明けと共に花が開くのだが、他の魔力に触れぬよう、魔物に奪われぬように夜明けと共に採集する。そのため、夜明け前に出発し、状況を整えて夜明けを待つ形になる」


フェルディナンドの言葉をわたしは書字板に書き留めていく。


「神官長はその泉に行ったことはあるのですか？」


「いや、私は貴族院の周辺ではよく採集をしていたが、卒業してエーレンフェストに戻ってからはそのような余裕がなかったからな。騎士団で討伐しなければならない凶暴で危険な魔物に関しては知っているが、大した害もない魔物や素材に関してはそれほど詳しくもない」


エーレンフェストにおける素材に関してはユストクスの情報が頼りだ、とフェルディナンドは言った。ユストクスは紛まがうことなき変人だが、その情報量は膨大ぼうだいで、フットワークが軽くて自分で素材採集に行くため、エーレンフェスト内の素材に関する情報はかなり信用がおけるらしい。


「採集に必要な道具は準備してあるので、また貸し出す」


「ありがとう存じます」


ライレーネの蜜に関する話やユストクスが遭遇そうぐうしたタルクロッシュに関する情報のやりとりを終えると、フェルディナンドは護衛騎士とフランにも退室するように命じた。


「これから、ローゼマインとハッセについての話をする。皆、席を外せ」


「はっ！」


フランがお茶を入れ直してから退室すると、ダームエルとブリギッテもそれに続いて部屋を出た。エックハルトは護衛騎士として残りたそうだったけれど、フェルディナンドが許さなかった。






フランが入れ直してくれたお茶を飲み、コトとテーブルに置くと、フェルディナンドが薄い金色の瞳で静かにわたしを見据えた。二人きりで向き合えば、それはお小言やお説教開始の合図だ。わたしは膝の上に手を重ねて姿勢を正す。


「ローゼマイン、今回のハッセの件で何を学んだのか教えてもらおうか」


フェルディナンドの切り出しに、わたしは一度軽く目を閉じた。昨日の情景を思い出し、グッと手を握る。フェルディナンドを真っ直ぐに見て、できるだけ感情的にならないように口を開いた。


「……まず、貴族の常識をできるだけ早く身に付けなければならないと痛感いたしました」


貴族の持て成しについて、白の建物について、平民と貴族の考え方や常識の違いについて、わたしが無知だったことが全ての始まりだった。同じことが起こらないように、わたしは早急に貴族の常識を覚えなければならない。


「そうだな。君が他の貴族の子供のように、親の庇護ひご下から出ずに成長するならば成長に合わせて徐々に常識を身に付けていけばよい。けれど、君は工房を経営するため、印刷業を領地内で広げるため、大人の世界ですでに活動している」


他の貴族の子供ではあり得ない行動をしているから、わたしは早急に勉強が必要なのだ。もうわたしは平民ではない。商人ではなく、貴族として活動するための指針ししんがいる。


「平民の商人の常識を振りかざしたところで貴族は動かない。ハッセはまだ孤児院を増やして、工房を作っただけだ。根回しもなく、唐突に行動したが、領主の直轄地の平民が相手だったので、大事おおごとにはならずに終わった」


「かなり大事だったと思いますけれど……」


あれだけの処刑者が出て大事でなければ一体何が大事だと言うのか。わたしが思わず反論すると、フェルディナンドはフンと鼻を鳴らした。


「それは、君が反逆者となってしまったハッセを残したい、救いたいと考えたからだ。普通は全て消して終了なので、時間もかからぬし、後に残る問題も少ない」


「え？　絶対に少なくないですよ」


「意識の違いだな。私にとってはハッセを潰さず、残す方がよほど面倒で手間がかかる」


人の命の重さが違う。平民と貴族の間の隔へだたりが大きすぎる。わたしはゆっくりと頭かぶりを振った。


「わたくしの常識がこの世界に馴染まないのはわかっているのですが、そう簡単に人の命を奪うということには馴染めないのですよ」


「……君の場合は平民の家族がいるからな。貴族の意識に染まるのは難しいかもしれないが、なるべく呑み込みなさい」


説明されたり、教えられたりすれば、呑み込めるように努力しようと思う。けれど、理解したつもりでも、ふとした拍子ひょうしに考えることやその基準は麗乃時代の常識が元になる。完全に上書きするのはなかなか難しい。


「生活習慣くらいならば、見様見真似で何とか真似て覚えることができますけれど、思考回路はなかなか変わらないのです。全ての考え方の中心にあるものがずれているので、自分がこの世界でどれだけずれているのかわからないですし、擦すり合わせるのも容易ではありません」


「だが、この先、領主の養女として領地内に印刷業を広げていこうとするならば、その相手は貴族だ。貴族の常識を知らなければ、問題が起こった時はハッセと違って収拾しゅうしゅうするのは大変なことになる。領主の権力だけではどうしようもない事態になるのだ」


平民との間に問題が起こってもこれだけ大変だったのだ。貴族との間に面倒が起こったら、この程度のことでは済まない。慎重しんちょうに、丁寧に事を進める必要がある。


「言質げんちをとられないように婉曲えんきょくに、失敗しないように慎重に、物事を進めなくてはならないのですね。わたくしの性急せいきゅうさをまず改善しなければならないということですか？」


フェルディナンドは望んでいた答えを引き出せたように、わずかに唇の端を上げながら頷いた。


「何よりも本を望み、本しか見ていない君の気持ちはとても理解できないが、どれほど欲しいと思っているかは見ていればわかる。だが、君ほど本を必要とする者は多分いない。印刷業を広げるために、強引に性急に事を進めるところを改めなければならぬ」


つまり、他から求められるまでは、広げないようにしろということだろうか。今ある工房をフル稼働して本を作りながら、営業と改良に力を注いでいけば良いのかもしれない。


「では、印刷業を広げるのは反発が起こらないように時間をかけてじっくりと進めることにして、紙の改良や識字率しきじりつの向上に力を入れましょう」


貴族の子の教育に力を注いだ後は、平民の識字率も上げていきたい。そうして顧客を作り出さなければ、と計画を述べると、フェルディナンドがわたしの前で軽く手を広げて計画を止めた。


「待ちなさい。何を言っているのだ、君は？」


「広げるのではなく、深みを出そうかと考えたのですけれど？」


わたしがそう言うと、フェルディナンドが「前半はうまく進んでいたのに、何故そうなった？」と頭を抱えてしまった。おかしい。


「えーと、前半はうまく進んでいたなら、印刷業ではなくハッセの反省に話を戻しましょうか。わたくしは今回平民と貴族の意識や常識の違いも軽視けいしできないと思いました。特に、町長や村長のような立場の人には貴族の考え方を教えなければならないでしょう」


「何のために、だ？」


フェルディナンドは、平民に貴族の考え方を教える意味がわからないと言うけれど、貴族と接する立場の平民だから知っておかなければならないと思う。


「神官や貴族相手でも、お金や女やお酒さえ出しておけば要求が通ると町長が思い込んでいたから、ハッセはあのようなことになったのです。あの前神殿長が仲良くしていた直轄地には、絶対に他にも勘違いしているお偉いさんがいると思います。もう今までと同じようにはいかないと改めて話をしておいた方が良いと思います」


わたしがそう言うと、フェルディナンドはあからさまに嫌な顔になった。


「そのようなことを私がいちいち説明して回るのか？」


「だって、わたくしは子供ですから大人ばかりの夜のお話には招かれませんもの」


わたしには話をする機会がないし、子供が言ってみたところでどこまでわかってもらえるかわからない。真面目で頑固がんこで堅物かたぶつと一目でわかるフェルディナンドから言ってもらえれば、きっと心に刻み込まれて一度で理解してもらえると思う。けれど、フェルディナンドは首を横に振った。


「接する相手が変われば対応を変えるのは当然であろう？　その程度もできぬ能無しのために、何故こちらが面倒な説明をしなければならない？」


「……祈念式や収穫祭で回った時にちょっとお話をするだけじゃないですか。説明を渋って厄介事やっかいごとが起こって、町を潰したり、処刑して回ったりする方がよっぽど大変で面倒ですよ。効率を考えたら、説明する方が穏便で手っ取り早いですって」


フェルディナンドはトントンと指先でテーブルを叩きながら「なるほど。君の言い分にも一理ある」と言い、わたしを見た。


「どうしても説明したいならば、君がしなさい。夜に泊まるところだけに話をするならば、結局、聞いているところと聞いていないところに差ができてしまう。祈念式の前に君が神殿長として話をすればよい。面倒な事を私に回そうとするな」


「……はぁい」






そして、次の日からわたしは祈念式のために午前と午後に訪れた冬の館で、出迎えてくれた町長や村長に向かって、ハッセの町で起こったことをかいつまんで説明した。「まさか同じことがここで起こるとは思いませんけれど、前神殿長の影響がどこまで浸透しているのかわからなくて不安なのです」と聖女らしい演技付きで心配しておいた。


あちらこちらにちょっと目が泳いでいた町長がいたので、多少の危険回避にはなったと思う。

            





女神の水浴場


前神殿長が回っていた地域は本当に直轄地の中でもエーレンフェストに近い部分だけだったようだ。ある部分を境に町長や村長の態度が明らかに変わった。


「こういうの、領主の立場では気付かないものなのですか？」


「……なまじ後ろ盾の影響力が強かったせいで長期間神殿長の地位に就いていたし、自分で都合の良い徴税官の指定もしていた。下級貴族の文官より影響力が強かったのだ。税がきちんと納められていれば、平民との関係は特に追及されなかったのであろう」


フェルディナンドは「今は亡き父上もジルヴェスターの母親には弱かった。……私を引き取ったことが一番大きな原因だ」と付け加えて苦い笑みを浮かべた。


「ジルヴェスターもアウブ・エーレンフェストとなってまだ数年だ。何十年も神殿長として君臨くんりんしてきた自分の叔父を、ひいては、自分の母親を排するには力と大義名分たいぎめいぶんが足りなかった。とかく、貴族とは面倒なものだ。正しいことを行うにも反発はある。力を蓄えたり、根回しをしたりする時間が必要になることも多い。性急に正したら別のところが歪む可能性もある。多少不愉快でも放置して様子見ができるようになりなさい」


内心、不愉快なことを敢えて見過ごすのは難しいな、と思いながら一応頷く。すると、フェルディナンドに「わかっていないであろう？」と睨まれた。


「……本と自分の身内が絡まないなら、様子見できるように努力します」


絡んだ時点で多分様子見なんて悠長ゆうちょうなことはしていられないと思う。わたしの言葉にフェルディナンドは殊更苦い顔になってこめかみを押さえた。






冬の館の町長や村長にちょっとした釘差しのお話をする以外、祈念式自体は去年と同じなので、特に問題なく進んでいた。もちろん去年と比べると色々と違いはある。去年わたしが祝福したことで収穫量が上がったため、今年はどこの冬の館に行ってもずいぶんと熱狂的に歓迎されるようになった。青色巫女見習いから神殿長になっているので、去年以上の期待がかけられているのが視線と熱気でわかる。それに、午前と午後で一つずつ冬の館を回るという余裕のある旅程になっている。去年のように薬漬けの強行軍ではない。


午前に冬の館へ到着して、祈念式を行う。有力者とお話をしながら昼食を摂って、午後からは次の冬の館へ移動して祈念式。その後は夕食を有力者と摂るという毎日だ。食事を町や村の有力者と共に摂ることになるので気を使って疲れる。領主の養女で神殿長として参加しているのだ。それなりに取り繕わなければならない。食事が終わった後、まだ幼いことを理由にさっさと部屋に下がることができるだけフェルディナンドよりマシだけれど。


昼食時に「ぜひ、もう少しお話を……」と引き留められるのを、「わたくしもできる限りゆっくりしたいとは思うのですけれど、少しでも多くの土地に祝福を与えたいのです」と聖女笑顔で振りきるのにも慣れてきた。


側仕え達は朝、馬車に乗って、宿泊予定の冬の館に向かうが、わたしは騎獣に乗って移動する。レッサーバスで一緒に移動する側仕えはフランとザームだ。神具の管理を任されているため、そして、昼食の給仕をするためである。


昼食は自分達の専属料理人、わたしの場合はエラがお弁当を作ってくれている。冬を越して残っている食料が少なくなっている冬の館に負担をかけられない、という表向きの理由が一つ。専属料理人の食事の方が毒見をする必要がないという理由もある。一番大きな理由は「自分の口に合う食事が良い」とフェルディナンドが譲らなかったのだ。「たまに、のことであれば庶民の食事も我慢して食べるが、毎日続くのは嫌だ」とのことである。その意見にはわたしも反対できない。ご飯はおいしい方が良い。農村付近で春に取れる山菜や少し硬いレタスのような生野菜と、神殿から持ってきている穀物こくもつを交換したり、買い取ったりしながら祈念式の旅は続いていた。






「ここが女神の水浴場に一番近い村だ」


フォンテドルフの冬の館に到着した時にフェルディナンドがそう言った。


午後の祈念式を終えると、いつも通り村の有力者達から夕食に招かれる。夕食を食べながら、わたしは村長を初めとした有力者に女神の水浴場についての話を聞いた。


「ほぉ、女神の水浴場ですか？　あそこの水はちょっとした病や傷に効果があります。山中はまだ雪が残っているので今は旅人はいませんが、夏には水を求めて少し遠くからも人が訪れていますよ」


「泉の水に効力があるのですか？　水の女神フリュートレーネの泉なのかしら？　それとも、癒しの女神ルングシュメールかしら？」


わたしが癒しを司る女神の名前を挙げると、有力者が「女神様のお姿を実際に見た者はおりませんが、春の女神達が集う場所だと言われております」と、聞きたがりの孫に教える好々爺こうこうやの顔で泉に伝わるお話をしてくれた。


「わたくし、フリュートレーネの夜がとても楽しみになってまいりました」


「え？　もしや、フリュートレーネの夜に泉へ到着していなければならないのですか？　それでは間に合わないと思われます。近いとはいっても、ここから距離がある山の中ですから……」


慌てたように村長がわたしとフェルディナンドを見比べた。女神の水浴場と呼ばれる泉は、人里を離れた小高い山となっている森の奥にあるそうだ。今は雪が残っているので泉には馬で向かっても数日必要になるらしい。今からではどれほど急いでも間に合わないだろう、と村長は言う。


しかし、フェルディナンドは緩く首を振った。


「案ずるな。我々は騎獣で移動するので、日数は必要ないし、雪は関係ない」


「あ……あぁ、そうか。そうですか。空を駆ける騎獣があれば問題ないですな」


安堵したように胸を撫で下ろした村長と同じように、数人が安堵の息を吐く。しかし、そのうちの一人が心配そうな顔で腕を組んだ。


「泉のタルクロッシュがずいぶんと力を付けているはずです。騎士様がご一緒ならば、我々の心配など無用だ、と思われるかもしれませんが、十分にお気を付けください」


「お心遣いありがとう存じます」


タルクロッシュは泉から出てくることがないので、村に害がないため放置されているそうだ。その分かなり大きくなっているはずなので、泉に用があるならば気を付けた方が良いらしい。


「我々は泉まで向かうのに、それほど時間はかからぬが、明るいうちにタルクロッシュを退治しておきたいからな。余裕を持って向かうとしよう」


フェルディナンドの言葉により、森の中でキャンプを行うことが決定した。タルクロッシュを狩るついでに、その辺りの魔物も合わせて退治するそうだ。


「これから畑を耕すのに害獣を退治するところから始めなければならなかったので、森の魔獣を退治していただけるのは非常に助かります」


村長が目元の皺を深めて嬉しそうに笑った。今は食糧豊富な森にいる小型の魔獣が畑を始める頃になると、農村の方へやってくるのだそうだ。騎士団を呼ぶほどではない小さな魔物は村人達で退治するが、農作業と並行で行うとなれば、なかなか骨の折れる仕事になるらしい。


「魔獣退治は情報料のようなものだと思ってくれれば良い」


フェルディナンドに感謝しつつ、「では、もう一つ情報を」一人のおじいさんがポンと手を打った。


「女神の水浴場に向かうのでしたら、甘い物を持って行くと良いですよ」


「甘い物ですか？」


わたしが首を傾げると、おじいさんは「騎獣で空から向かうならば必要ないかと思われますが」と言いながら甘い物の使い方を教えてくれる。


「どうやらあの泉にいらっしゃる女神様は、蜂蜜、ミルク、木の実など甘みのあるものがお好きなようで、森の入り口にある女神の像にお供えしておくと迷うことなく泉に到着できるのです」


「そうなのですか。では、甘い物を準備します。有益な情報をありがとう存じます」


魔力を込めた神頼みが魔法になる世界だ。お供えで道中が楽になるなら、たっぷり準備していっぱいお供えしておいた方が良いだろう。


「甘味の準備はローゼマインに任せる。明日は出発準備を整えなさい」






フォンテドルフの冬の館に大半の側仕え達を残し、女神の水浴場には少数精鋭で向かうことになる。騎士達は自分の面倒を自分で見られるので、側仕えなし。人数を乗せることができるわたしの騎獣には、わたしの面倒を見られるように、わたしの側仕えを一緒に乗せていくことになった。


連れて行く人員は、フラン、モニカ、ニコラ、エラ、ロジーナである。わたしの身の回りの世話をする者に加えて、「料理人を連れて行けば、満足なご飯が食べられるだろう」とフェルディナンドが言ったためだ。専属楽師であるロジーナは残っていても良かったのだが、「一人だけ残れない」と言うので、連れて行くことにした。ニコラとモニカが料理の助手もすることになるので、ロジーナには指を痛めない程度で側仕えの仕事をしてもらうつもりだ。


わたしは給仕をしていたフランと共に自室に戻り、ニコラとモニカに声をかける。


「ニコラ、モニカ。森の中で数日間過ごせるように準備をしてほしいのです。それをエラとロジーナにも伝えてちょうだい」


「女神の水浴場に向かうための水と食料と着替え、薬等の準備ですね？」


モニカが了承すると、フランも軽く頷いた。


「ローゼマイン様、準備は我々にお任せください。必要な物は神官長より伺っております」


「荷物は全てわたくしの騎獣に積み込みますから、食料は護衛騎士の分も考えて準備してください」


わたしは指示を出しながら側仕えの顔を見回し、ニコラのところで視線を止めた。


「ニコラ、エラに蜂蜜かジャムのような甘い物を準備してもらえるように伝えてちょうだい」


食べ物関連の話に一番に食いつくのはニコラだ。甘味の準備はニコラに任せておけば問題ないだろう。エラの助手を嬉々として行うニコラはエラと一番仲が良い。


「女神様へのお供え用です。甘い物を捧げると、迷うことなく泉に着けるのですって」


わたしが村のおじいさんに聞いた話をすると、ニコラが楽しそうに顔を輝かせた。


「ローゼマイン様、甘い物がお好きならば蜂蜜だけではなく、お菓子もお供えしてみましょう。食べたことがないお菓子ならば、女神様はもっとお喜びになるかもしれません」


「そうね。では、ニコラからエラに頼んでちょうだい」


ニコラはオレンジに近い赤毛のおさげを大きく揺らして「はい！」と大きく返事をした後、ちろりとわたしの様子を窺うかがう。


「……ローゼマイン様、女神様にお供えする以外のお菓子はどういたしましょう？」


「泉へ持って行って、皆のおやつにしましょうか」


「はい！」


手軽につまめるお菓子ということで、クッキーを焼いてもらった。オーブンがなく、エラが持参しているフライパンしか焼くための道具がなかったので、味はクッキーだが、見た目は一口サイズのホットケーキのように見えるお菓子が完成した。一つ味見してみたけれど、味に問題はない。






午前中に準備を終えたわたし達は、昼食を食べた後、フォンテドルフにフェルディナンドや護衛騎士の側仕え達を置いて、騎獣で女神の水浴場を目指した。畑の間を細く続く道をたどるように上空を駆けながら森へ向かう。馬で数日の距離だと聞いていたので、少し時間はかかったけれど、五の鐘が鳴る時間より早く、女神の水浴場がある小高い山と森が広がる場所の上空にたどり着いた。山の中腹から上はまだ雪が残っていて白く、裾野すそのには若い色合いの緑が見え始めて春がやってきているのがわかる。


森の入り口へ一度降り立つと、フェルディナンドが護衛騎士達に指示を出し始めた。


「エックハルト、ダームエル、上空から泉を探せ。ブリギッテとローゼマインはここで待機だ」


女神の水浴場と呼ばれる泉を探すため、三人がまた騎獣に乗って駆け上がっていく。


森の入り口で待機と言われたわたし達は一度騎獣から出て、体を伸ばした。馬車より乗り心地が良いけれど、ずっと運転していると疲れるのだ。わたしと同じように側仕え達も外に出て、まだ冷たい空気を吸い込み、体を伸ばしている。そんな中、モニカが森の方を指差した。


「あ！　ローゼマイン様、あれはお供えするための女神様の像ではないですか？」


フォンテドルフから続く道から森に入ってすぐのところに、枯れた植物に絡まれ、冬の間放置されて汚れている女神の像が見えた。長い年月そこにあったのだろう。顔や装飾の細かいところが削れたようになっていて、目を凝らしてまじまじと見ても、どの女神の像なのかわからない。


「ローゼマイン様、お掃除してもよろしいですか？」


「女神様がこのように汚れているのは落ち着きません」


神殿育ちのわたしの側仕え達が揃って眉を下げた。常に神の像を清めている彼等にとって、汚れた女神の像は見過ごせないものだったようだ。


「枯草を払って少し綺麗にするくらいならば構いませんけれど、神官長達が戻ってくるまであまり時間があるわけではないので手早くね」


ザッと一斉に動き出して、フランとモニカとニコラが手早く女神の像を掃除し始める。枯葉や枯草を払って、お供え物を置く場所を乾いた布で綺麗にしただけだが、とてもすっきりとして見えた。


「エラ、お供えする物を準備してちょうだい」


エラが大事に抱えていた木箱から蜂蜜、ミルク、干した果実、クッキーを取り出してニコラに渡すと、ニコラがわたしのところへ運んできてくれる。わたしはニコラが持って来てくれたお供え物に合わせて、近くに咲いていた春の訪れを告げる白い花レンフールを数輪捧げた。


「女神の水浴場まで無事にたどり着けますように」


願い事をする時にパンパンとつい柏手かしわでを打ってしまうのは染み付いた癖だ。周囲の何とも言えない視線を受けてハッとしたわたしは慌てて正しいお祈りをする。


「神に祈りを！」


両手を上げて左足を上げたわたしに続いて、「神に祈りを！」と復唱した側仕えが祈りを捧げる。


ビシッと祈りを捧げた後は早々に騎獣へ乗り込んだ。春の花が咲き始めているとはいえ、まだまだ寒い。騎獣の中で余分に持って来ていた干し果実を食べながら皆でフェルディナンド達の帰りを待つことにした。

            





    
  
  








「待たせたな」


フェルディナンドを先頭に三頭の騎獣が舞い降りてきた。わたしは慌てて手を拭うと、一度騎獣から降りて皆を出迎える。


「おかえりなさいませ、皆様。女神の水浴場は見つかりまして？」


「残念ながら上空からでは見当たらなかった。不自然なほど水の流れも木々の切れ目もない。魔力で目隠しをされていて、おそらく上空からでは到達できないようになっているのだと思われる。ユストクスが夏場に訪れた時には上空から簡単に泉まで到達できたと言っていた。フリュートレーネの夜が近付き、魔力が最も満ちる今の時期がやはり特別なのかもしれぬ」


シュツェーリアの夜と同じように魔力が高まる特別な期間ということは、それだけ事前に得ていた情報が役に立たないということでもある。何事も準備万端に行うフェルディナンドは不測の事態というのがあまり好きではないのだろう。何かを警戒するように腕を組んだフェルディナンドが、周囲を見回しながら女神の像がある入り口に視線を止めた。


「……ここから森に入るしかなさそうだな」


わたしも同じように女神の像へ目を向け、お供え物が並んでいるのを確認して大きく頷いた。


「大丈夫です。わたくし達が少し清めてお供えをしましたし、女神様にお祈りも終えました。ですから、無事に泉までたどり着けると思いますよ」


「君は驚くほど楽観的だな。……まぁ、よかろう。先頭は私、次にブリギッテ、ローゼマイン、ダームエル、最後にエックハルトで進む。付いてきなさい」


フェルディナンドが騎獣を動かして森の中へと分け入っていった。普段は大きく広げられている騎獣の羽が畳まれ、地面からほんの少し浮いたところを駆けていく。ブリギッテがフェルディナンドに続いて騎獣を駆り、わたしはレッサーバスでブリギッテのマントを追いかけた。フェルディナンドや護衛騎士の騎獣がわずかに浮いた状態で駆けているので、わたしのレッサーバスも同じように少し浮いた状態だ。わたしもやればできるのである。


森の入り口付近にはもう見当たらなかったけれど、少し奥に入っていくとまだ雪がたくさん残っている。それに、高い木々が並んでいて日が当たりにくいせいか、森の中は薄暗い。


「ダームエル、ザンツェが来たぞ！」


「はっ！」


エックハルトの声にダームエルが騎獣を駆ってネコっぽい魔獣を狩った。すぐに戻ってきたけれど、「一撃で魔石をやれ」とか「狙いが甘い」とかエックハルトに注意を受ける。


「ダームエル、アイフィントだ。行け！」


今度はリスのような形で、大きさはネコくらいある魔獣だった。小さい角が二本にょきっと短く生えているのが見える。かなりすばしこい魔獣で、身軽に枝から枝へと飛び移って逃げていくのをダームエルが追いかけていった。わたし達はダームエルが魔石を回収して戻ってくるまで待機だ。


「ダームエルはまだ動きが遅いな。魔力が少ないので、なるべく魔力を使わずに戦おうとする姿勢が完全に染みついているのではないか？」


「身体能力を向上させるのはもちろん、魔力を使って戦う訓練を重点的に行う必要がありますね」


フェルディナンドとエックハルトがダームエルの動きを見ながらこれから先の教育方法について話し合っている。どうやら、騎士団でのダームエルを叩いて伸ばそう期間はまだ続いているようだ。


わたし達の前に現れる魔獣は小さいし、少ないので、あっという間に狩りは終わる。ダームエル一人が奮闘して進むうちに、野営地として使われているのか、少しだけ開けた場所があった。そこで立ち止まることなく通り抜け、奥の泉を目指す。


「……どこに向かって進めばいいのだ？」


魔獣を倒しながらいくつかの野営地を通って更に奥へ進もうとしたが、道が途切れてなくなった。正確には雪に閉ざされて見えなくなっている。フェルディナンドが周囲を見回している姿を見て、わたしもフェルディナンドの真似をして周囲を見回した。同じように木々に囲まれているように見えるけれど、一カ所だけ光が差し込んでいる部分がある。


「神官長、あそこではありませんか？　薄らと光が見えます」


「どこだ？」


わたしが「ここです」とレッサーバスを動かすと、木々がザザッと動いて道を作ってくれる。思いもしなかった木々の動きに目を瞬きながら、わたしはフェルディナンドを見た。


「お、お供えの効果でしょうか？」


「……そうかもしれぬし、それだけではないかもしれぬ」


フェルディナンドが苦い顔でそう呟きながら、開けた道へ騎獣を進めていく。ブリギッテに続き、わたしも新しくできた道に入っていった。


急カーブになっている細い道を進むと、段々と道が明るくなって突然視界が開けた。木々に囲まれ薄暗い印象だった森の中から、明るく日が差し込む広い場所へ目の前の風景が変わる。


「……これが、女神の水浴場でしょうか？　なんて、綺麗……」


驚くことにそこだけは完全に春だった。それまで雪に埋もれた道を駆けてきたとは思えないくらいにさんさんと眩しい光が降り注ぎ、澄み切った水が湧き出る泉があった。泉の周囲には雪の代わりに、春の訪れを告げる白い花レンフールが咲き乱れ、鳥の鳴き声が聞こえてくる。


水面が優しい風に吹かれて、キラキラと反射し、湧き上がる清水が流れ出し、更に奥に向かって清流を作っていた。青とも緑とも言えない泉の中心には、薄いピンクの花が咲いている。一見しただけならば睡蓮すいれんの花にしか見えない。


「あれが女神の愛した花といわれているライレーネだ」


「あの蜜を採るのですか？」


「そうだ。だが、今はそれ以上進むな。魔物の気配がある。おそらくタルクロッシュであろう。今は非戦闘員が多すぎる。一旦、野営地に下がるぞ」


フェルディナンドの言葉に、今度は来た時と反対の順番で一番近い野営地へ戻った。美しい春の光景を見た後に、雪が残る野営地に戻ると何とも薄暗くて陰鬱な感じだ。


「ローゼマイン、少し下がれ」


わたしがブリギッテと共に木々に近いところへ下がると、フェルディナンドとエックハルトが広く開けた野営地にピッと指で弾くようにして何かを投げていった。


次の瞬間、その辺りの雪が見る見るうちに解けてなくなっていく。呆然と目の前の現象を見ていると、フェルディナンドが騎獣を寄せてきた。


「ローゼマイン、この魔術具を騎獣の中に置いておきなさい。君がいなくても騎獣が消えずに残る」


フェルディナンドに言われた通り、レッサーバスに魔術具を置き、わたしがいなくても消えないようにして外へ出てみる。周囲に雪があるせいか、あるいは背の高い木々に囲まれて日が届きにくいせいか、空気は非常に冷たくて肌を刺すように感じられる。


「ローゼマインの従者は食事の準備だ。我々はタルクロッシュの討伐に向かう。ローゼマインは採集の準備をしてブリギッテと同乗せよ。討伐後、ライレーネの蜜の採集の仕方を教える」


フェルディナンドがわたしの専属や側仕えに食事の支度をするように命じ、他の者にもそれぞれの役目を与える。わたしはフェルディナンドに借りている採集セットに忘れ物がないかどうかを確認すると、ブリギッテの騎獣に乗せてもらった。


「では、皆。食事の支度を頼みますね」


「お気を付けて。お早いお戻りをお待ちしています」

            





フリュートレーネの夜


わたしはブリギッテに乗せてもらって再度女神の水浴場に向かった。木々が作ってくれる急カーブの道を通り抜け、明るく日が差し込む泉の前へ進んでいく。先頭のフェルディナンドが泉へと騎獣を駆っていくと、ずもももっと泉の表面が膨れ上がり始めた。


「タルクロッシュだ！　ローゼマイン、祝福を！」


先頭で突っ込んでいくフェルディナンドからの指示に、わたしは指輪に魔力を込めていく。もう何度も武勇の神の祝福は祈っているので慣れてきた。


「炎の神ライデンシャフトが眷属　武勇の神アングリーフの御加護が皆にありますように」


青い光が指輪から飛び出し、皆に降り注ぐ。戦力としては最底辺で、体力の無さからも足を引っ張るしかできないわたしが唯一役に立てることだ。


「ダームエルとブリギッテはローゼマインと共に待機！　エックハルト、行くぞ」


「はっ！」


泉のほぼ中央付近にぶわっと影が現れる。三つ、いや、四つほどの影が泉から大きく跳ねて、飛び出してきた。タルクロッシュは大人が両手を広げたくらいの大きさがあるガマガエルだった。秋の採集で戦ったゴルツェや冬の主だったシュネティルムに比べるとずいぶんと小さく感じる。見た目の気持ち悪さでは、他の追随ついずいを許さないけれど。


「どうしてわたくしの敵として立ちはだかるのは『ガマガエル』ばっかりなのでしょうね」


ハァ、とわたしが思わず溜息を吐くと、ブリギッテとダームエルがよくわからないというように「……ガマガエル、とは？」とわたしを見た。


「タルクロッシュによく似ている生き物です。ダームエルにはわかるでしょう？　ビンデバルト伯爵そっくりだと思いません？　神官長に討伐されるところまで……」


ダームエルが吹き出す。ガシャっと音をさせて鎧の手で口元を押さえて前を向いたけれど、小刻みに妙な動きをしているのでツボにはまったようだ。ブリギッテは直接ビンデバルト伯爵を見たことがないようで、「タルクロッシュと似ている人物ですか。近寄りたくはないですね」と呟いた。


「合体するぞ」


エックハルトの声に振り向くと、一番大きいタルクロッシュが長い舌を出して、すぐ隣にいたやや小さ目のタルクロッシュを絡めとると、ごくんと呑み込んだ。呑み込むと同時にタルクロッシュが、ぐぐぐっと巨大化していく。ある程度大きくなると、またもや舌をしゅるんと出して小さい方のタルクロッシュを次々と呑み込んでいった。


「わわわっ！」


「落ち着いてくださいませ、ローゼマイン様。タルクロッシュごとき、恐れるほどのものではございません。……気持ちが悪いだけです」


ブリギッテはタルクロッシュが気持ち悪くて嫌いらしい。気持ちはよくわかる。わたしを抱えておくための左手には普段よりも力が籠っている。


フェルディナンドとエックハルトはシュタープを剣の形に変形させて、タルクロッシュを睨み上げながら、魔力を込めていった。どんどんと仲間を呑み込んで大きくなっていくタルクロッシュのぼわっと膨らんだお腹を目がけて、攻撃しようと二人が剣を振り上げる。


次の瞬間、タルクロッシュから長い、長い舌が高速で飛び出してきた。何が起こったのか、わからない程のスピードでブリギッテの騎獣ごと絡めとられて、わたし達は空中を飛んでいく。


「なっ!?」


「うひゃっ!?」


ブリギッテがシュタープを取り出して変形させるよりも早く、わたし達はタルクロッシュの大きく開いた口の中に飛び込んでいった。


舌が縮んでいき、口が閉じられると、そこは光も差さない真っ暗で、生温かく生臭い場所になった。口の中で解放されると同時にブリギッテが騎獣を消して、シュタープを薙刀なぎなたのような身長よりも長い武器へ変形させた。魔力のせいか、ほんのりと武器の周辺が光って見える。


「ローゼマイン様、お怪我は？」


タルクロッシュがわたし達を嚥下えんげしようとしたら、武器が口内に刺さる状態にして、ブリギッテはわたしの無事をまず確認する。


ブリギッテに抱きしめられていたわたしは怪我など全くしていない。鎧の強度を変えないままに抱きしめられていたので、柔らかな胸でやや窒息ちっそくしそうだっただけだ。


「あちらこちらがベタベタねばねばするだけで、怪我はありません」


「では、採集用のナイフに魔力を込めて、これの舌を刺してくださいませんか？　わたくしの武器は今動かせないのです」


嚥下されないように構えた武器を持つ右手に力を入れながら、ブリギッテは左手でわたしを小脇に抱えるようにしてしゃがんだ。わたしをタルクロッシュの舌の上に降ろしてくれるけれど、ブリギッテの手はわたしのお腹から離れない。足の裏と膝に感じる生温かくて弾力のある柔らかな足元にお互いが顔を引きつらせた。


「やります」


わたしがナイフを取り出して魔力を込めていくと、お腹に回されているブリギッテの左手に力が籠る。何が何でも守る、というブリギッテの意思を感じながら、わたしはたっぷりと魔力を込めた採取用のナイフでタルクロッシュの舌を力一杯突き刺した。


「……あ、あれ？」


何も変化がなかった。悲鳴も上がらなければ、口が開けられることもない。まさかここまで変化がないとは思わなくて、わたしは冷汗を垂らしながら魔力を込めて何度もナイフを突き刺す。


「えい、えい、えい！」


突如、真っ暗だった視界に眩しい光が差し込んできて、わたしは思わず目を閉じる。ぐらんと足元が揺れて、体が急に斜めになったのがわかった。ナイフをつかんだまま、わたしはバランスを崩した。斜めになった足元に合わせてブリギッテと共にゴロンゴロンと転がる。お腹に回されたままのブリギッテの腕に力が籠り、ブリギッテがわたしを抱えて飛んだような感触がする。


明るくなったのはタルクロッシュがカパッと口を開けたせいだ、と気付いた時には、ブリギッテに抱えられたまま、わたしは再び空中に放り出されていた。


生臭さが消えて周囲の空気が綺麗になった。色々な音が聞こえるようになった。ビシビシと肌を空気に叩かれるような感触がする。


「そのまま泉に飛び込め！」


フェルディナンドの怒鳴り声が聞こえ、ブリギッテは自由落下のスピードで泉に向かって落ちていく。水面に直撃する衝撃を覚悟してわたしはきつく目を閉じて、ブリギッテにしがみついた。


ものすごい音と共に泉へ落ちる。しかし、水は予想以上に柔らかくわたし達を受け入れてくれた。硬くも痛くもなく、わたし達は泉の中にいた。


不思議な感覚だった。本来ならば泉の水は雪解け水で、落ちた途端にわたしなんて心臓麻痺しんぞうまひで死んでもおかしくないくらいの温度のはずだ。けれど、水は冷たくも熱くもなかった。何故か息苦しさも感じない。目を開ければゆらゆらと揺らぐ水面が見え、こぽこぽと自分の口から吐き出される空気の泡が上がっていく。


光が降り注ぐ青い空に大きな影があり、それに向かって眩い光が飛んでいくのが見える。フェルディナンドとエックハルトの攻撃がタルクロッシュに向かって飛んだようだ。タルクロッシュは二人の攻撃で空中へ打ち上げられて爆発した。


「ぷはぁ……」


わたしとブリギッテが浮かび上がって、水面に顔を出した時には、二人の攻撃による余波が収まろうとしているところだった。


「……終わりましたね」


わたしがホッと息を吐いたのとは逆に、ブリギッテは上を向いて、「いいえ、来ます！」と緊張感に満ちた険しい声を出した。再度シュタープを構え始めたブリギッテにつられてわたしも上を見上げる。何かが降ってくるのが見えた。爆散ばくさんしたタルクロッシュの内臓か何かだろうか、と眉を寄せた瞬間、降ってくる大量のカエルの一匹と目が合った。


「うひぃっ!?」


指先ほどの小さいのから大人の拳サイズまで様々な大きさのカエル、いや、タルクロッシュが降ってくる。わたしの頭に、顔に、肩に、次々とタルクロッシュが落ちてきて貼りつく。ぬるっとした感触が自分の頬の上で動いた瞬間、ぞわわわっと背筋が震えた。


「……ひぎゃあああぁぁぁ！　取って、取って、取ってぇ！」


「ローゼマイン、叫んでいないでさっさと剥がして倒せ！　君のナイフでも倒せるはずだ。放置しておくとすぐに合体するぞ」


フェルディナンドは無情にもわたしを見捨てて、周囲のタルクロッシュを潰して回っている。エックハルトも同様だ。タルクロッシュは攻撃しても分裂するだけで、最小の状態にならなければ倒せないため面倒なのだそうだ。ブリギッテは自分の周囲のタルクロッシュに対応するだけで手いっぱいになっている。誰も助けてくれないとわかったわたしはバタバタと手足と頭を振って振り解こうとするが、飛ばされたくないタルクロッシュはびったりと貼りついて離れない。顔の上をぬめっと移動されたわたしはお嬢様らしさを取り繕うこともできずに泣き叫んだ。


「無理、無理、無理！　せめて、鼻の上のだけでも取って！　誰かぁ！」


「ローゼマイン様、こちらへ！　私が取りますから！」


「ダームエルが最高にカッコよく見えます！」


騎獣に乗ったダームエルが水面でじたばたと暴れているわたしをブリギッテから受け取って、引き上げてくれる。ダームエルにタルクロッシュを取ってもらい、わたしは涙と鼻水を拭ふいた。


「もう嫌です！　二度とこの泉には参りません！」


「馬鹿者。明日の夜明けに蜜を採るための討伐をしているのだ。来ないわけがなかろう」


即座にフェルディナンドから叱責しっせきと冷たい視線が飛んでくる。


「タルクロッシュは倒した。これで、明日は安全に採集ができるはずだ」


「絶対ですね？」


「しつこい！　フリュートレーネの夜である今夜は早く寝て、夜明けに備えるぞ」






わたしは野営地に戻るとすぐさまレッサーバスの窓を半分以上閉めた状態にして、外から見えない状態を作ると、モニカとロジーナに手伝ってもらって着替えをする。


「この季節に泉に落ちるなんて、健康な人でも下手したら死んでしまいますよ。ローゼマイン様はそれでなくてもお体が弱いのに、体調は大丈夫ですか？　神官長は何とおっしゃいました？」


「明日、お熱を出したら採集ができなくなってしまいます。お気を付け下さいませ」


モニカとニコラにお説教されながら、濡れた服を脱がしてもらって、全身をお湯に浸したタオルで拭ってもらう。着替えはブリギッテも一緒だ。


「ローゼマイン様の騎獣は素晴らしいですね。拠点からも遠い地での任務中にこのようにゆったりと着替えることができるとは思っていませんでした」


わたしのレッサーバスがなかったら、ブリギッテは木々の間にマントを張って、雪の中で着替えるつもりだったらしい。いくら魔石の鎧を解除するだけとはいえ、貴族の令嬢がすることではないと思う。ブリギッテによると、未成年は貴族街から出る任務には付けず、成人すると比較的さっさと結婚するため、女性騎士は拠点もない討伐や採集に赴くことがないらしいけれど。






側仕え達が準備してくれていた食事を摂って、フェルディナンドから蜜の採集の仕方を教えてもらう。花の中央に溜まっている蜜を瓶に入れるのだが、必ず持っていく金属製のスプーンですくうこと、と言われた。


「これは魔力の影響を受けないようにするためのスプーンだ。蜜は必ずこれですくって瓶に入れていくように。シュツェーリアの夜に採れたリュエルの花も実も、他の季節の物とは全く違う性質を持っていた。今回のライレーネの蜜も他の季節とは違う性質があるかもしれぬ」


フェルディナンドの顔がマッドサイエンティストの顔になっている。趣味に没頭する時間ができてよかったですね、と素直に言えないのは、わたしが自分の読書時間が確保できないせいだろう。心が狭いと言われようと、フェルディナンドはずるいと思う。


「蜜はいくつかの瓶に分けて入れなさい。君の魔力を含んだ蜜とそれ以外の差も研究してみたい」


フェルディナンドが素材の研究をするのは別に構わないのだけれど、わたしの素材採集という目的から少し外れているような気がするのは、わたしだけだろうか。


そのような話をした後、わたし達は早目の睡眠を取ることになった。わたしは早速レッサーバスの座席を後ろに倒し、足を伸ばして寝られるようにする。いくつか積み込んでいた毛布を側仕え達が敷いているのを見て、フェルディナンドが呆れた顔になった。


「君の騎獣は実に非常識だ」


「便利だから良いのです。『キャンピングカー』にしなかっただけ、理性的だと思います」


「まったく……。これだけの広さがあるのだ。ここは女性全員の寝床として使うと良い。フランはこちらに来なさい」


フェルディナンドの言葉により、レッサーバスは女の子の寝場所として使われることになった。ブリギッテが入ってきて、フランは女性ばかりの騎獣から少しばかりホッとした顔で出て行く。






その夜、レッサーバスがゆらりゆらりと揺れるような不思議な感覚で目が覚めた。のっそりと体を起こすと、窓から女神の水浴場が見える。


……野営地にいたはずなのに、どうして？


夢かと思いながら、わたしは外を見つめる。夜の泉は昼と全く違う姿を見せていた。フリュートレーネの夜だからだろうか。濃いピンクにも見えるような赤い月が水面に映っていた。


……泉が光ってる。


月に照らされて光っているだけではなく、泉から少しずつ大きさの違う泡のような小さな丸い物が飛び出してくるのだ。蛍よりももっと明るい、キラキラとした不思議な丸い光が泉から次々と出てきては、その辺りをふよふよと飛び回るせいで幻想的げんそうてきな光景になっていた。


「わぁ、素敵ですね。ピカピカしてます」


突然ニコラの声がして思わず振り向くと、ニコラは寝ぼけているのか起きているのかわからないような、ほにゃっとした顔で窓の外を見ていた。そのニコラの声に飛び起きたのはブリギッテだった。即座にシュタープを構えて外の様子を窺う。しばらくして困ったようにわたしを見た。


「……ローゼマイン様、これは何でしょう？　とても魔力が満ちているのを感じます」


「わかりません。けれど、とても綺麗ですし、敵意はないようです」


光が泉から飛び出す瞬間、シャランと澄んだ音がする。それがいくつも重なると音の連なりとなって不思議な音楽になっていた。ロジーナが寝言で音階を口ずさみ始めたかと思うと、不意に飛び起きて「フェシュピールはどこですか？」と寝ぼけた顔のままで楽器を探して手を動かす。


「ロジーナ、落ち着いて」


その頃にはさすがにエラもモニカも起き始めた。皆が同じように外を見て目を瞬く。


「一体何が起こっているのでしょう？」


泉から光が浮かび上がることで発せられる音楽にロジーナの手がそわそわとし始める。荷物として当たり前に乗せられているフェシュピールへ視線が向かうのがわかった。


「皆、起きてしまったし、このままでは眠れませんから少し弾いても良いですよ？」


「ありがとう存じます」


ロジーナはいそいそとフェシュピールを取り出すと、泉から零れてくる音楽に合わせて弾き始めた。泉からの高い音に合わせて、ロジーナがフェシュピールを奏でる。


「ローゼマイン様の楽師は本当に腕が良いですね」


泉とロジーナの競演にうっとりと聞き惚ほれていると、レッサーバスの周辺にキラキラが次々とやってきた。まるでそれぞれの意思があるように窓のところへ飛んできては入ってこようとする。


「この光はロジーナの音楽が好きなのかもしれませんね」


「せっかくだから、外に出て聴かせてあげたらいかがです？」


モニカとニコラがくすくす笑いながらそう言うと、賛成するように光が点滅した。


「では、音楽の奉納に参りましょう。春の女神様方は音楽がお好きですもの。フリュートレーネの夜に奉納すれば、お喜びになるかもしれません」


「ローゼマイン様、こちらの泉にいらっしゃる女神様は甘い物もお好きなのですよ。残っているクッキーも持って行って捧げましょう」


ニコラの提案にエラが笑いながら賛成した。エラとニコラが甘い物が詰まった木箱を持って、ロジーナがフェシュピールを持って、ブリギッテはさり気なく辺りを警戒しながら、モニカは仕方なさそうにレッサーバスから出て行く。


わたしは夜中のピクニック気分で外に飛び出した。全く寒さを感じない不思議な空間に、泉からはまだキラキラとした光が生まれ出している。高く響く音も綺麗で心が浮き立つ感じだ。


光っている泉を覗き込むとまだまだ奥から次々と不思議な光が出てきている。その光を数匹のタルクロッシュが食べているのを見つけた。


「ブリギッテ、タルクロッシュが……」


わたしが泉を指差すと、ブリギッテが即座にシュタープを取り出して、タルクロッシュを狩っていく。泉から飛び出してきた光がブリギッテに懐なつくように取り囲む。タルクロッシュを倒したことを感謝しているようだ。


わたしがくるりと辺りを見回すと、全体的にふよふよとしていた光が今は三つに分かれて集っているのが見えた。ロジーナのフェシュピール、エラとニコラとモニカがいるお菓子の周辺、タルクロッシュを討ったブリギッテの周りを点滅しながら飛び回っている。この光は音楽が好きなようで、ロジーナのフェシュピールに合わせて点滅を繰り返している。中でも、麗乃時代の曲をアレンジしたものがお気に入りなのか、拍手するように点滅を繰り返しているのがわかった。


「ローゼマイン様の作られた曲がお好きなようですよ。お歌を奉納されてはいかがですか？」


「……では、せっかくですから、新しい歌を奉納しましょう」


わたしのフェシュピールは持ってきていないけれど、歌だけならば何とかなる。初めて聴く音楽が好きなようなので、麗乃時代の歌を一つ披露ひろうすることにした。フェルディナンドに何かお願いする時のために、歌詞をこちらの言葉に直していた春の歌だ。


泉の前に立ち、ゆっくりと息を吸い込む。


「春の水は〜……」


わたしが歌い始めると同時に、指輪が勝手に魔力を吸い取り、歌と共にわたしの魔力が辺りに広がっていった。泉のキラキラが更に増えて、辺りがどんどんと眩しくなっていく。それと同時に、水の中からライレーネの花の蕾つぼみがするすると伸びてきた。無数の蕾が伸び始め、絡み合っていく。まるで巨大な木のように泉の中心で成長していき、花が開き始めた。


「女神様、ライレーネの蜜をいただいてもよろしいでしょうか？」


歌を終えて、お伺いを立てると、中心にあった葉っぱが大きく広がり、わたしの前へ伸びてきた。


光に押されるようにしてわたしが足を乗せると、葉っぱは更に大きくなる。わたしが葉っぱの上に完全に乗ると、今度はゆっくりと高く上に向かって伸び始めた。


「わぁ！」


葉っぱが動き、咲いているライレーネの前まで連れて来てくれたので、わたしは腰に付けたままの採集道具から、フェルディナンドに言われた通りにスプーンを取り出して蜜を採集し始めた。


複数持たされている瓶の全てに蜜を入れて蓋をする。


「これでよし。完璧じゃない？」


高く、高く上がった葉っぱの上だったので、森の向こうの空が白み、朝日が昇るのが見えた。


その朝日と共に泉の周辺を飛び回っていた光がどんどんと薄れて消えていく。


「ん？」


高く伸びていた花がするすると縮んでいって、水面の方へ戻り始めた。同時に、わたしが足場にしていた大きな葉もどんどん小さくなっていく。わたしの体重を支えられなくなった茎くきが、ポキリと音を立てて折れた。

            





祈念式終了


「ひわっ!?」


ガクンとバランスを崩し、わたしは斜めになった葉っぱの上を滑るようにして、空中へと飛び出す。「ローゼマイン様!?」と叫ぶ皆の声と騎獣を出すブリギッテの姿が見えた。


ブリギッテの騎獣よりも速く、木々の向こうから何かが飛び出してきた。空中で重い頭の方が下がって視界がぐるんと回る中、残像のように見えた何かがこちらに向かって突っ込んでくる。


重力に囚とらわれて頭から真っ逆さまに落ち始めたわたしの体が何かにガシッとつかまれた。次の瞬間、ぶわっと上昇する感覚に内臓が刺激され、うぐ、と呻き声が出る。一体何が起こったのか、と目を瞬きながら視線を巡らせると、何故かフェルディナンドの怖い顔が間近にあった。眉間の皺が普段の五割増しくらい深い。


「……神官長？　どうしてここに？」


「落下する君を回収するためだが？　気に入らなかったならば、もう一度落としてやろうか？」


不機嫌そのものの薄い金の瞳で睨まれて、わたしはここで振り落とされないように、「助かりました。ありがとう存じます」と慌ててフェルディナンドの腕にしがみつく。落下からは助かったけれど、あまり助かった気がしないのは、この後にお説教がくるのを確信できるからだ。不機嫌極まりないフェルディナンドの様子にブルブル震えているうちに、わたしはレッサーバスの前に下ろされた。

            





    
  
  




「ローゼマイン様、ご無事ですか!?」


フランが心配顔で駆け寄ってくる。わたしが「神官長に助けていただきましたし、大丈夫です」と答えると、フランはホッとしたように体の力を抜いた。


「さて、ローゼマイン」


騎獣を片付けたフェルディナンドの低い呼びかけに、すわ、お説教開始か、と身構えたけれど、疲れたような声で「採集はできたのか？」と尋ねただけだった。少しばかり肩透かたすかしを食らった気分になりながらも、わたしは頷いてライレーネの蜜を詰めた瓶をフェルディナンドに見せる。


「はい、無事にライレーネの蜜は採集できたのですから、褒めてください」


わたしが差し出した瓶を手に取ると、フェルディナンドは瓶の蓋を開け、ほんの少しだけ蜜を手のひらに零した。色や匂いを確認し、蜜に魔力を流し込んだ後、顔をしかめる。


「……予想していたが、これは完全に君の魔力に染まっているようだな。魔力が通らぬ」


「え？　そんなはずは……。だって、神官長に言われた通り、これですくいましたよ？」


採集方法は間違っていなかったはずだ。わたしが採集道具のスプーンを取り出して、「これが不良品だったのではないですか？」とむくれると、フェルディナンドは緩く首を横に振った。


「そうではない。君の魔力で成長したライレーネだ。花自体が君の魔力に染まったのであろう」


「う……。もしかして……わたくし、失敗してしまいました？」


せっかくタルクロッシュをやっつけて、女神様にお願いしてライレーネの蜜をもらったのに、失敗してしまったのだろうか。フェルディナンドはもちろん同行してくれた皆に申し訳ない気持ちで尋ねると、フェルディナンドは蜜の付いた手を魔術で洗浄して軽く振った。


「いや、失敗ではない。君の素材採集という点から見れば問題ないのだ。問題はないが……ハァ。とにかく、なるべく早くフォンテドルフの冬の館に戻るぞ」


フェルディナンドだけではなく、フランもエックハルトもダームエルも、男性陣は何故か全員疲労の色が濃い。顔色が悪くて、疲れ切ったような息を吐いている。


「何かあったのですか？」


「色々とあったが、そういう森や泉に関する不思議な話は明日にする。今は早く帰って休む方が先であろう。君達も碌に寝ていないはずではないか？」


詳しい話は明日だと言われて、話は打ち切られてしまったけれど、フェルディナンド達も森の不思議に振り回されて大変だったらしい。何があったのだろうか、と首を傾げながら、さっさと帰り支度を始める男性陣をわたしは呼び止める。


「もう少し待っていてくださいませ。ここの泉の水を少し汲くんで帰りたいです。ちょっとした傷や病に効く癒しの水なのですよね？　孤児院で病気の子が出た時に使えるし、数日間お世話になっているのだから、フォンテドルフの村長にも少し分けてあげれば喜ぶと思うのですけれど」


「好きにしなさい」


幸いにも道中の水を運ぶためにレッサーバスに乗せられていた樽たるがある。数リットルが入るくらいの大きさの樽で、すでに二つが空になっている。昨夜の食事とわたしとブリギッテが体を拭うために使ったせいだ。わたしは側仕え達に泉の水を汲んでもらい、レッサーバスに乗せてもらう。


「せっかくですから、飲み水も補給いたしましょう」


各自、飲み水用の皮袋に泉の水を補給してからフォンテドルフの冬の館に戻った。疲労の色が濃い男性陣はもちろん、楽しかったとはいえ、夜中にはしゃいだ女性陣も寝不足だ。皆が欠伸あくびを噛み殺し、目を時折擦こすっている。疲れているため、一日しっかりと休息を取ることになった。


「ローゼマイン、寝る前にこれを飲んでおきなさい」


湯浴みをして、すっきりした後、わたしはフェルディナンドに手渡された疲労回復の薬を飲んで寝台に潜り込んだ。






「それで、神官長達は一体どのような不思議な体験をしたのですか？」


次の日の朝食後、わたしは食後のお茶を飲みながら、フェルディナンドに尋ねた。わくわくしながら問いかけたわたしと違って、フェルディナンドとエックハルトとダームエルが揃って顔をしかめる。どうやら楽しい思い出ではないようだ。


「……端的に説明すると、女神の嫌がらせを受けていた」


「え？　嫌がらせですか？」


わたし達がキラキラと光る不思議な光と遊んでいたフリュートレーネの夜は、男性陣にとっては大変な夜だったそうだ。


「ローゼマイン、夜の間、我々は交代で見張りをしていただろう？」


エックハルトの言葉にわたしは頷く。訓練で慣れているブリギッテ、エックハルト、フェルディナンド、ダームエルが、その順番で起きて見張りをすることになっていた。


事が起こったのは、フェルディナンドが見張りをしていた時間帯だったらしい。


「突然ざわざわと木が動き出した。最初は風かと思ったのだが、風は吹いておらず、ただ、木々がざわめき始めた。私が警戒しながら周囲を見回していると、突然木々が意思を持ったように動き出し、君の騎獣を枝から枝へと受け渡し始めた」


フェルディナンドの説明から、わたしは木々にバケツリレーのように運ばれるレッサーバスを想像して、そのシュールさに思わず口をポカンと開ける。


「君が信じられないのも無理はない。実際に見ていた私でも自分の目を疑った。木々が意思を持って協力し合うように君の騎獣を運んでいくのだからな。あり得ない光景だった」


レッサーバスがバケツリレーされるのを見たフェルディナンドは、即座に全員を叩き起こして追跡し、レッサーバスを取り返そうと木々に攻撃を仕掛けたらしい。しかし、わたし達が乗っているというのに直接攻撃を当てるわけにもいかない。フェルディナンド達は連れ去られるレッサーバスを追いかけて騎獣を駆った。


「……神官長やエックハルト兄様の全力で攻撃されなくてホッとしました」


木々が立ち塞がり、邪魔されてどんどん距離が離されていく。フェルディナンド達が攻めあぐねている間にレッサーバスは女神の水浴場へと連れさられたらしい。邪魔する木々を打ち払いながら何とか泉の前へ到達したものの、今度は分厚い魔力の壁に阻まれて入れなかったそうだ。


「泉の周辺だけが雪もなく、寒さも感じなかったであろう？　あの場に満ちていた魔力が関係しているのはタルクロッシュの討伐の時からわかっていたが、まさか自分達が弾き出されるほど強い魔力に満ちているとは思わなかった」


魔力が豊富で、ほとんどの魔力の壁は突破してきたらしいフェルディナンドは、苦い顔でそう言った。木の間から泉とレッサーバスが見えているのに、その場に入ろうとしても入れないという非常に腹立たしい状態だったそうだ。魔力に満ちた光が飛び回り、レッサーバスへと群がっている時には一体何が起こるのかとハラハラし、レッサーバスからわたし達が出てきて遊び始めた時には「この馬鹿者！」と思わず怒鳴ったらしい。


……そんなの、全く聞こえなかったけどね。


「とにかく、あのような魔力の塊が大量にうごめく危険な場所にふらふらと出て行くような考えなしの行動を二度としないように望む」


騎獣の中はわたしの魔力で満たされているので中にいる限りは安全だ、とフェルディナンドは言った。魔力を持つ相手が敵かどうかも判別しないまま、外に出るのは危険行為だったそうだ。


「あのキラキラに敵意は全く感じませんでしたよ」


「……最初に敵意を感じなくても、途中で機嫌を損そこねた場合、どうなっていたかわからぬぞ」


「あぁ、そういう可能性もありましたね」


魔力の壁に隔てられた先で、フェルディナンドを始めとして、フランもダームエルもエックハルトもわたしの達の行動には頭の痛い思いをしていたらしい。いくら呼びかけても誰も聞いていない。多分、聞こえていない。見守っている方の心情も知らず、楽師はフェシュピールを弾き始め、料理人達と側仕えはお菓子を広げてピクニックを始める。


「泉の中を覗き込み、タルクロッシュを狩るくらいならば、私達がいないことに気付くべきだ」


フェルディナンドに睨まれて、わたしはブリギッテと顔を見合わせる。そう言われてみると、何故か男性陣がいないことに気付かなかった。不思議だが、あの時は全く思い浮かばなかった。


「周囲の光景があまりにも現実味が薄くて、夢の世界みたいだと思っていたせいかしら？」


「わたくしも騎獣の中では連絡を取らなくてはと思っていたのですが、騎獣から出た瞬間に忘れました。あの時は本当に人数が足りないことが意識に上りませんでした」


ブリギッテはレッサーバスから出る時にはオルドナンツを飛ばすつもりで魔石を握って外に出たらしい。けれど、外に出た途端、何のために魔石を持っているのかわからなくなったそうだ。


君達にも魔力の影響があったのかもしれないな、とフェルディナンドが眉間を押さえた。


「そのうち、君が泉に向かって歌いだした。歌に合わせて魔力が広がり、花が育ち始める。あの時の我々の焦りが君にわかるか？」


ライレーネの蜜を採ることが本当にできるのか。花が開き始めているのに、まだ悠長に歌っているわたしを見て、非常にやきもきしていたらしい。エックハルトも肩を竦める。


「ローゼマインは葉に乗って蜜を採りに向かっただろう？　本当に驚いたのだよ」


「足場がしっかりしない葉に乗るようなことを普通の人はしない。何のために騎獣があるのか、私が君に騎獣を与えたのか、よく考えなさい」


フェルディナンドに言われて、わたしはポンと手を打った。なるほど。騎獣で採集に向かえば、朝日が当たって葉っぱが小さくなっても落ちなかったに違いない。


「普通の人は賢いですね」


「違う。君が愚かなのだ」


風が吹いたら落ちそうな葉っぱの上でせっせと採集するわたしの様子は、胃がキリキリするほど危険そうに見えたらしい。


「いつ落ちるか、とハラハラしながら見ていたら、空が明るくなるにつれて魔力の壁が薄くなった」


朝の光に光の塊が消えていく。同時に不思議な光景は消えていき、自分達が知る泉の姿を取り戻し始めた。全てが元に戻り、足元の葉がみるみる小さくなっているのに、わたしはまだぼんやりと空を見ていたらしい。あまりの情景にフランが悲鳴を上げたそうだ。


「私が騎獣を出し、薄くなった魔力の壁を破って駆け始めたら、案の定、茎が折れた」


茎が折れるより先にフェルディナンドが騎獣で駆け出していたから、わたしが空中に投げ出されてもすぐに受け止めることができたようだ。


「そう聞くと、かなり危険だったのですね。神官長には本当にお世話になりました。作れる物ならば、わたくしが神官長に胃薬を作ってあげたいくらいです」


「そのような危険な物は飲まぬ。気持ちだけで良いので、あまり危険なことをしてくれるな」


「……善処ぜんしょします」


受け止めた後のことはわかるだろう、と言われて、わたしはハァと息を吐いた。


「まさか殿方がそれほど大変だったとは思いませんでした」


わたし達は夢心地でとても楽しかったので、男性陣がそこまで苦労して胃の痛い思いをしているなんて全く考えていなかった。


「それにしても、どうして殿方は入れなかったのでしょう？　甘味のお供えはフランもしたのに」


「泉の女神様は殿方が苦手なのかもしれませんし、女神の水浴場と呼ばれるくらいです。もしかしたら、フリュートレーネの夜は男子禁制なのかもしれません」


わたしとブリギッテが考えてみても男性と女性の差がわからない。もしかしたら、レッサーバスの中のお菓子を狙っていただけかもしれない。色々と答えを考えてはみたが、結局誰にも正解なんてわかるはずがなかった。


「ひとまず、ライレーネの蜜は収穫できた。当初の予定は果たせたので明日からは祈念式だ」


「はい」


春の素材も収穫できたので、フォンテドルフを出発して、わたし達は祈念式の行程へ戻る。フォンテドルフを出発する前に、当初の予定通り泉の水を分けてあげた。


「しばらくお世話になりました。これは泉の水です。怪我人や病気の方が出た時に使ってください」


「恐れ入ります」


「おそらく、他の水よりも効力が高いはずだ。エーレンフェストの聖女が汲んできたからな」


フェルディナンドが村長に向かってそう言うと、村長は驚いたように息を呑み、わたしと密閉みっぺいできる容器に入った水を交互に見つめる。


「なんと!?　そのような貴重な水を頂けるとは……」


「神官長!?」


わたしがじろりとフェルディナンドを睨むと、フェルディナンドは「そういうことにしておけ」と小声で言った。春の泉は魔力が高いと知られるのは、色々と不都合なことがあるらしい。それを隠すためにフェルディナンドが妙なことを言ったせいで、わたしが渡した水は癒しの聖水として丁重に扱われることになってしまった。


……まぁ、大事に使ってくれるなら、それでいいけど。






無事に残りの祈念式を終えて神殿へ戻った数日後、わたしは興奮気味のフェルディナンドから呼び出しを受けた。


「何の御用ですか？　本日はギルベルタ商会との面会があるのですけれど……」


「いいから来なさい」


フェルディナンドの工房となっている隠し部屋に引っ張り込まれ、今回採集したライレーネの蜜について話をされた。フェルディナンドが興奮気味に早口で説明してくれたけれど、専門用語が多すぎてよくわからない。


「……つまり、どういうことですか？　専門用語抜きでもうちょっと簡単にお願いします。それか、専門用語がわかる本をわたしにください。今すぐに読みますから」


簡単にしてくれた説明によると、採集したライレーネの蜜はわたしの魔力を帯びているけれど、完全にわたしの魔力に染まっているわけではないらしい。意味がわからない。


「この蜜に完全に魔力を込めると結晶になる。君の薬に使う分をこのように結晶化しなさい」


きちんと魔力を込めると、緑の魔石のような結晶になるそうだ。フェルディナンドの魔力で染めてできた結晶を見せられ、わたしは瓶を一つ渡された。瓶に魔力を注ぎながら、わたしはフェルディナンドの話を聞く。


「君が採集した蜜は君の魔力で育った花から採集したため、最初から君の魔力を多く含んでいる。魔力をたくさん含んでいて、水の属性の純度が非常に高い素材だ」


「わたしの魔力に染まっていると、他の人は使えないのですよね？」


「普通はそうだ。だが、このライレーネの蜜は他の者の魔力で染め上げることもできるのだ。君の魔力があるので、染めるためには反発が大きいが、染める価値がある」


フェルディナンドは愉たのしそうに手のひらで緑の結晶を転がしながらそう言った。


「このようなことができるのはフリュートレーネの夜に採れたライレーネの蜜だからか、他の素材でも同じことができるのか非常に気になる。ローゼマイン、色々な魔木まぼくを育ててみないか？」


フェルディナンドの許可の下、魔木を育てて紙作りの研究に活かせるならば、わたしはぜひやりたい。けれど、それには大きな不安があるのだ。


「紙の研究にもなりそうなので、魔木を育てるのは構わないのですけれど……わたくしの魔力を魔木の成長と実験に費やせるほど、エーレンフェストに魔力の余裕があるのですか？」


トロンベをこっそりと育てていることは胸に秘めて、わたしは首を傾げてみせる。フェルディナンドは軽く目を見張った後、眉間にくっきりと皺を刻んで苦渋くじゅうの表情で首を横に振った。


「……ないな」


「ですよね？」


魔木栽培計画はすぐさま頓挫とんざしたけれど、フェルディナンドは諦めが悪かった。


「ローゼマイン、十年後くらいになって、領地の魔力に多少の余裕ができたり、君が成長して魔力が増えたりしてから実験してみないか？」


新しい素材だか、魔術に関する新説だか知らないけれど、フェルディナンドはやる気に満ちている。まさかの十年計画だ。


「わたくしの魔力は高いですよ？」


フフンと笑って胸を張ると、フェルディナンドは馬鹿にするようにフンと鼻を鳴らした。


「何が欲しい？　金ならば準備するぞ？」


「神官長、わたくしがお金を欲しがると思いますか？」


わたしがニィッと笑うとフェルディナンドが少しばかり警戒した顔になった。警戒はしても、やっぱり止めた、とは口にしない以上、実験のためにわたしの魔力はどうしても必要らしい。ずいぶんと価値を高く見積もってくれているようなので、できるだけ高くふっかけておくことにする。


「十年後でも結構です。わたくしの魔力と引き換えに、わたくしに図書館をくださいな」


フェルディナンドは眉間に皺を刻み、明確な返答を避けた。

            





エピローグ


「これもローゼマインのレシピなのですか？　祈念式の道中で食べた物と風味が違うように思えますが……」


エックハルトはフェルディナンドの館で供きょうされたクッキーというお菓子を食べながら問いかける。


「道中は道具が足りなかったようだ。それに、今回は味付けにお茶の葉が使われているからな」


お茶の葉が入ったクッキーをフェルディナンドが好んでいるため、ローゼマインが神殿で専属料理人にクッキーを作らせた時はお裾分けがされるそうだ。


「今日はこちらの館でカルステッドと会うと言ったら、持っていけといくつかのお菓子を押し付けられたのだ。ローゼマインが作らせるお菓子は何に関しても数種類の味があり、相手の好みに合わせることが可能らしい。こちらのカトルカールには酒漬けの果実が入っていてカルステッドが最も好んでいる味だそうだ。甘さが控えめで酒の風味が強いので、私も時折食べている」


自分が知らない父親の好みについて教えられ、エックハルトは不思議な気分になった。ローゼマインは元々平民の身食いで、魔力と新しい印刷という事業をエーレンフェストにもたらすためにエックハルトの同腹の妹として洗礼式を行い、アウブ夫妻と養子縁組した。


「ローゼマインは神殿育ちのため、実の親子という設定でも父上と接した回数はそれほど多くないはずです。それなのに、好みを把握しているというのが不思議でなりません」


「ローゼマインは女性のお茶会用にエルヴィーラへお菓子のレシピを売り込んでいるからな。お茶会で情報のやり取りがあるのではないか？　顧客の好みを把握して、欲しい物を売るのが当たり前だと言っていた。貴族というより商人の思考だが、交渉相手の好みを把握するのは貴族でも必要な技量だ。私にも高価なレシピをあの手でこの手で売りつけようとしてくるぞ」


フェルディナンドが素っ気ない口調でさらっと言うので、他の者が聞いてもそうは思わないかもしれないが、言っている内容は「ローゼマインには交渉相手の好みを把握する技量がある」というものだ。付き合いが長いエックハルトには基本的に採点の厳しいフェルディナンドがずいぶんとローゼマインを褒めているように聞こえた。


「レシピといえば、祈念式の道中の昼食をフェルディナンド様がローゼマインの専属料理人に全て任せるとは思いませんでした」


「別に全てを任せたわけではない。ローゼマインの専属だけに負担をかけるつもりはなかったので、私の料理人にも手伝わせようと申し出たが、レシピを無料で持っていく気か？　とローゼマインに断られたのだ。仕方がないので材料の提供に留めただけだ」


不服そうにフェルディナンドがクッキーをつまみながらそう言ったが、エックハルトが言いたかったのは金銭やレシピのことではない。


「……いえ、フェルディナンド様が毒殺を全く疑っていないことが不思議なのです」


貴族はよほどのことがない限り、毒の混入を警戒して専属料理人を共有することは少ない。警戒心が強いフェルディナンドは食事には殊更気を張っていたはずだ。そんなフェルディナンドの行動としては考えられないくらいにローゼマインを信用している。ローゼマインが先に食べて見せてはいたが、まさかフェルディナンドが自分の側近による改めての毒見もなく、ローゼマインに出された食事を口に運ぶなど、エックハルトは考えてもみなかった。


今回のお菓子にしてもそうだ。他人から持っていけと押し付けられた物をそのまま持ってくるのも、自分で準備したお菓子と共に並べて客に対して自らが毒見として先に食べてみせるのも今までのフェルディナンドの言動から考えるとあり得ない。


「フェルディナンド様がローゼマインを信用する根拠がわからないので少々混乱しています」


エックハルトが信用されるためにはかなり時間がかかった。簡単にフェルディナンドから信用を勝ち得たローゼマインが少々妬ねたましくもある。ローゼマインのどこを信用したのか、自分達と何が違うのか。祈念式の道中、エックハルトは考えてみたけれどわからなかった。ハッセの件といい、虚弱すぎる体といい、素材採集の度に起こる面倒事といい、ローゼマインはフェルディナンドに負担ばかりかけているようにしか見えない。


けれど、フェルディナンドはローゼマインが引き起こす数々を「面倒」だの「厄介」だの顔をしかめて言う割には楽しんでいるように見える。その証拠に、フェルディナンドはまるで貴重な薬草でも観察するようにこまめにローゼマインの様子を確認していた。甲斐甲斐かいがいしく体調を確認して、貴重な薬を惜しみなく与えている様子は庇護者として見れば普通のことのようにも思えるが、フェルディナンドの行動として見れば驚きの塊である。少なくともエックハルトの知るフェルディナンドとはずいぶん違って見えた。


「私がローゼマインを信用する根拠か……。あれは神殿育ちで生粋きっすいの貴族ではない。最大の理由がそれだ。それに加えて、この目で確認したことがいくつかある。其方にも言えぬが……」


フェルディナンドは「神殿育ちで」とぼかして言ったけれど、ローゼマインが平民出身で貴族ではないから信用できたということだろう。自分とローゼマインの明確な違いを述べられて、エックハルトは納得した。






「フェルディナンド様、カルステッド様がいらっしゃいました」


側仕えのラザファムが到着したカルステッドを連れてやってきた。エックハルトが結婚して家を出た後は、呼びつけられることがない限り実家へ行くこともないため、騎士団以外の場所で父親と顔を合わせるのも久し振りだ。


フェルディナンドと挨拶を交わし、席を勧められたカルステッドはエックハルトへ視線を移し、「エックハルト、今回も助かった」と祈念式の護衛を労ねぎらってくれる。


「いいえ、私はフェルディナンド様と共に行動できる機会を与えてくださったことを感謝しています。これから先もご指名ください」


これは本音だ。フェルディナンドが神殿へ入ったため、エックハルトは護衛騎士の任を解かれ、付き従うことを禁じられた。城で公的に活動する時に少しだけ同行が許されるくらいで、それさえも領主の母親のヴェローニカがいる前では離れているように、と言われていたのである。ヴェローニカが捕らえられ、ローゼマインの庇護者としてフェルディナンドが城へ堂々と出入りできる機会が増えたけれど、神殿への出入りはローゼマインに関係する理由がない限りは許されない。祈念式という神殿の行事に、心配した父親が兄を護衛として付けるという建前であっても、フェルディナンドに同行できることはエックハルトの喜びである。


「二人とも、これを……」


フェルディナンドが盗聴防止の魔術具を取り出し、コトリとテーブルの上に置いた。ローゼマインの素材採集は秘密裏に行っていることだ。フェルディナンドの館の中でも魔術具を使って話をする内容なのである。


「ローゼマインの採集は冬に引き続き、春も成功したのか？」


「あぁ。こちらにとってはとんでもない体験だったが、採集自体は大成功だったといえる」


フェルディナンドはフリュートレーネの夜の不思議で不愉快な体験をカルステッドに述べる。前日に行ったタルクロッシュの討伐、深夜に起こったローゼマインの騎獣の拉致らち、男性を通さない魔力障壁、赤い月光の中に漂っていた魔力の塊の光、ローゼマインの歌の奉納と成長し始めたライレーネ、蜜の採集と朝日と共に消える不思議な力……。


エックハルトは、見る見るうちに葉が小さくなっているのに空を見上げていたローゼマインと落下した妹を危機一髪で何とか騎獣で受け止めたフェルディナンドの活躍について語る。フェルディナンドが嫌そうに顔をしかめて「今になって思えば、あのように急いでローゼマインを助ける必要はなかった」と言い出した。小さくなっていく葉に血相けっそうを変えて、薄くなっている魔力障壁に何度も魔力を打ち込んで破り、騎獣を駆っていたフェルディナンドの言葉とは思えない。エックハルトが目を瞬いていると、フェルディナンドは不機嫌そうに眉間に深い皺を刻んでお茶を飲んだ。


「ローゼマインが泉に落ちたところで怪我はしなかったはずなのだ。前日にタルクロッシュを討伐した時にもローゼマインは泉へ落ちた。息苦しくもならなくて冷たくもない不思議な泉だと言っていたであろう？　泉に落ちたところで死にはしない。そういう泉なのだと思う」


その言葉を聞いてエックハルトはフェルディナンドの不機嫌そうな表情の理由を悟った。騎獣を使え、とローゼマインを叱った後なので少々バツが悪いのだろう。


「あの高さから泉に落ちて、ローゼマインが本当に無事だったかどうかはわからないので、フェルディナンド様に救われて良かったと思います」


フェルディナンドとエックハルトの話を聞いていたカルステッドは、「何というか……わけがわからぬな」と難しい顔になって腕を組んだ。


「そうだ。常識では判別できないような夜だった。おまけに、採集できたのはローゼマインの魔力で成長したライレーネの蜜だ。これが予想外に不思議な性質を持っていて……」


そこからフェルディナンドが採集した蜜について詳しく語り始めた。フリュートレーネの夜以外の時にユストクスが集めていた蜜と比較すると大きな違いがあったらしい。


「フリュートレーネの夜であれだけの魔力の塊が浮いていた泉のライレーネだったことが理由だと思われるが、普段の物と魔力含有量が全く違う。ユストクスが所持していた蜜から私が想定していたよりもずいぶんと多かった。水の属性の純度も極めて高く、他の属性がほとんど感じられないくらいだ」


おまけに、普通は他人の魔力で染まった素材は自分で染められないので使えないが、ローゼマインの魔力の影響を受けたライレーネの蜜はフェルディナンドの魔力で染め直しが可能だったらしい。貴族院で習った常識を覆すような発見をフェルディナンドがやや興奮気味に語っている。


研究者としての一面が強いフェルディナンドと違って、根っからの騎士であるカルステッドは素材の不思議談義にはあまり興味を引かれないらしい。とりえずフェルディナンドの説明に相槌は打っているけれど、どうでもよさそうな雰囲気が滲にじみ出ている。親子だな、とエックハルトは心の中だけでそう思う。フェルディナンドが楽しそうなので止めないが、エックハルトも素材の研究についてはあまり興味がない。ユストクスならば身を乗り出して聞いていただろうが。


「フリュートレーネの夜に採れたライレーネの蜜だからか、ローゼマインが魔力を撒き散らせば他の素材でも同じことができるのか非常に気になる。できることならフリュートレーネの夜に関しても詳しく調べてみたいが、男性は拒まれる上に何らかの精神的な干渉かんしょうも受けるらしい」


とても残念そうにフェルディナンドが「研究には向かぬようだ」と結論付けたことで、ようやく研究関連の話に終わりが見えた。カルステッドがエックハルトを見た。エックハルトは頷く。ここで話題を変えておきたいというエックハルトの思いはしっかりと伝わったようだ。カルステッドは「なるほど」とフェルディナンドの言葉に同意を示しつつ、話題を変えていく。


「報告を聞く度に思うが、ローゼマインの採集はいつも驚きの連続だな。私はシュネティルムの討伐でライデンシャフトの槍を使ったことに驚かされた。いくら騎士団にはローゼマインに持てる武器がないとはいえ、まさか神殿の飾り物があのように使えるとも思わなかったし、あれほどの威力を出すとは考えてもみなかったからな」


カルステッドは髭ひげを触りながら冬の主の討伐について話を始めた。もちろん騎士団全員に向けて与えられた武勇の神アングリーフの祝福にも驚いたが、ローゼマインの祝福はすでに何度か受けたことがあるエックハルトにとってはライデンシャフトの槍の方が印象深い。


視界が真っ白になるほどの吹雪の中、暴れるシュネティルム。騎士団が一斉に攻撃して弱らせていく中、青く光って上空から降ってきた一筋の光。それだけでシュネティルムが爆散したのである。


「私もあの青く光る槍には目を奪われました。神殿にある神具が実用に耐えうる物だとフェルディナンド様はご存じだったのですか？」


「各領地の神殿にある神具は魔術具であり、実際に使われていたという記述が古い資料にあった。魔術具ならば、自分の魔力で染めれば使えるので、シュタープを使えぬローゼマインにはちょうど良いと思ったのだ」


やたら色々な本を読み漁っているフェルディナンドでなければ知らないことだろう。カルステッドも感心したように頷いている。


「たった一度の攻撃でシュネティルムの討伐ができたことから、ライデンシャフトの槍が強い武器のように思えるかもしれぬが、神具は決して使い勝手の良い武器ではない。かなり魔力を籠めなければ自分の武器としては使えぬ。それに、馬鹿のように魔力が必要になるので攻撃できるのは一度限りだと考えた方がいい。シュタープを変形させれば使える自前の武器とは比べ物にならぬ」


ものすごく魔力を食う武器だとフェルディナンドはあっさりと言うが、それはつまりローゼマインがそれだけの魔力を持っているということである。洗礼式まで生き延びた平民の身食いがよくそれだけの魔力を持っているものだ。ローゼマインは存在自体がおかしい。


「そういえば、シュネティルムの魔石の代金が必要だから、とローゼマインが何やら阿漕あこぎな商売をしているという話が耳に入ってきたが、ローゼマインの予算はどうしたのだ？」


城と神殿を移動し、どちらかというと神殿にいる方が多いローゼマインに与えられている予算は、神殿にいるフェルディナンドが管理している。騎士団への補償はそこから出ることになっていたが、ローゼマインは金策に奔走しているそうだ。


「ローゼマインの頭にはどうやらお金が必要だと言われれば、自力で稼ぐという選択肢しか浮かばないのであろう。側近を増やすことになった時にこちらで養父や実父から予算を預かっていると言ってあるにもかかわらず、この有様だ」


父親達から預かった予算から出すとフェルディナンドが言えば、「補充するためにお金を稼がなければ」と奮起ふんきするらしい。平民だからだろうか、金銭感覚も変な妹だとエックハルトは思う。


「やたら自力で稼ぎたがるし、自力で稼げる金額で生活すべきだという考えが身に沁しみついている。根っから自分で稼ぐことが好きなのかもしれぬな。……今のところ、エーレンフェストの経済を回し、派閥に変化をもたらすので、他人の肖像を売り捌さばくような真似をしない限りは放置してある」


「……あれか」


カルステッドが髭を撫でながら苦笑した。エルヴィーラもユストクスもエックハルト自身も三種類全て持っている例の肖像画である。素晴らしい絵師によって描かれたフェルディナンドの絵が、これから先に出ないのは残念だ、とエックハルトはエルヴィーラと嘆き合った。


「これからは絵ではなく、本の作成に力を費やすと思われる。ローゼマインが元々望んでいたのは本で、それが貴族の子供達に受け入れられたからな」


フェルディナンドは「絵より本を作る」と安心したようにそう言った直後、こめかみを軽く叩きながら嫌な顔になった。


「どうかされましたか、フェルディナンド様？」


「嫌な予感がする。教材が買える子供の数には限りがあるし、一つ買えば兄弟で使い回すことは可能だ。これから先も子供は生まれるだろうが、それほど販売対象者の数は多くない。新しい商品の開発に乗り出すか、販路拡大のために突拍子とっぴょうしもないことを始めるか……。何かしでかすに違いない」


「何か、とは？」


「それがわかれば苦労せぬ。あれの思考回路の突飛とっぴさは予測が難しいのだ」


フェルディナンドはそう言いながらもローゼマインの言動や繋がりから何か手掛かりがないか記憶を探っている。


「グーテンベルクに印刷機の改良を頼んだと言っていたが、他に何かあったか？　紙の研究をしたいと言っていた。そういえば、冬にギーベ・イルクナーと面会をしていたな。何年かしたらイルクナーを訪れたいと言っていたとリヒャルダから報告があった……。イルクナーか？」


よく覚えているものだとエックハルトが感心していると、カルステッドが首を横に振った。


「先に考えなければならないのは夏の採集ではないか？　どの採集も予想外のことが起こっている。夏の採集が平穏に終わるとは思えぬが、ローエンベルクの山とバルシュミーデの山、どちらへ向かうのか決まったのか？」


カルステッドの問いにフェルディナンドが眉間に深い皺を刻んで難しい顔になる。


「危険が少ないのはバルシュミーデの山だが、これまで採れた素材と品質を合わせるためにはローエンベルクの山であろう。リーズファルケの卵を得るつもりだ」


……ローエンベルクの山か。


リーズファルケは火の神ライデンシャフトの怒りを鎮しずめる鳥と言われている白い大きな鳥型の魔物だ。かなり強く、卵を取るのは時間との勝負になる。動きの鈍いローゼマインに取れるだろうか。時間との勝負に加え、ローエンベルクの魔物はなるべく殺さぬようにしなければライデンシャフトの怒りが爆発する。過去にフェルディナンドがいくつもの貴重な魔石を使ったことで事なきを得たけれど、ユストクスが卵を取りすぎて大変なことになりかけたのだ。


……次の採集も何事もなく穏便には終わらないだろうな。


それだけはエックハルトにもわかった。

            





    
  
  




冬の社交界は、冬の洗礼式とお披露目から始まる。


私の主であるヴィルフリート様は、父親であるアウブ・エーレンフェストから「お披露目までに基本文字と数字を覚え、フェシュピールを弾けるようにならなければ廃嫡はいちゃくだ」と言われた。それからは生活を一変させ、逃げ出さずに努力を重ねて課題をこなし、壇上で今フェシュピールを奏でて歌っている。領主の子として相応しい姿を集まる貴族達に見せていた。


「ヴィルフリート様、何とご立派な……」


筆頭側仕えであるオズヴァルトが壇上を見上げながら感嘆かんたんの声を漏らした。オズヴァルトが感動に咽むせぶのもわかる。アウブから条件を付けられたこの一月ひとつきと少しの期間、ヴィルフリート様の側近達は本当に大変だったのだ。ヴィルフリート様が廃嫡にならないように必死に勉強する中、オズヴァルトは次々と辞めさせられていく側近達をまとめ上げるのに必死だった。逃げ出すヴィルフリート様を追いかける仕事が減った護衛騎士の私と違い、オズヴァルトは格段に仕事が増えていた。


……ヴェローニカ様によって多くの側近が付けられていたが、半分以上が辞めたからな。


側近は辞めさせられた者が多かったが、新しく付けられた者はいない。フロレンツィア様は入れ替えで増員することを望んでいらっしゃったが、ヴィルフリート様の教育が間に合わずに廃嫡になれば、新しく側近になった者はたった一月程度のことで経歴に傷が付いてしまう。それはあまりにも可哀想だ、とオズヴァルトが主張したため、増員は冬のお披露目が終わってからということになった。


……必死に努力して疲弊ひへいしているヴィルフリート様が見慣れない者との生活で気疲れしないように、というのがオズヴァルトにとっては一番の理由だったようだが。


廃嫡の危機にある主を支えるために努力した側近達にとって、壇上でフェシュピールを披露する今のヴィルフリート様の姿は非常に誇らしいものだ。


「ヴィルフリート様がここまで成長されたのは実に感慨深いな、オズヴァルト」


逃げ出したり、悪さをしたりするヴィルフリート様を護衛騎士として追いかける毎日を送っていた私も、生活を改めて課題を成し遂げ、領主の子としてお披露目をこなす幼い主の立派な姿を見ていると胸が熱くなってくる。


……ヴィルフリート様は本当に努力された。これでアウブも他の貴族達もローゼマインも、ヴィルフリート様が次期アウブとして遇されても不満はないだろう。


たまにふらりと城へやってきてヴィルフリート様の様子を見ていくローゼマインは「まだまだ努力が足りません」「少し課題が進んだからといって気が緩んでいるのではありませんか？」「側近が甘やかしすぎていると思います」と側近達を辞めさせたり、周囲の様子はお構いなしで「ヴィルフリート兄様はその程度ですか？」と煽ったりしていた。フロレンツィア様の許可が出ているとはいえ、口を出しすぎるローゼマインの姿には辞めさせられる貴族達から反感を買うのでハラハラしたものだ。


……コルネリウスに注意したら、差し出口だと言われたが。


「今日ばかりはヴィルフリート様を全力で褒めても、ローゼマインも文句は言わないだろう」


「えぇ、ランプレヒト。これから先も努力の継続が必要であることはわかっていますが、リヒャルダも目を光らせて怒ることはないと思います」


私がオズヴァルトと視線を交わしてクッと小さく笑っていると、演奏を終えたヴィルフリート様が専属楽師と共に壇から降りてきた。


「ヴィルフリート様、おめでとうございます。お披露目は成功いたしました。壇上での堂々とした振る舞いには、私の胸も熱くなりました。ランプレヒトも感動していましたよ」


オズヴァルトを始め、側近達が口々に褒めて誇らしく思った気持ちを述べる。自分の側近に囲まれたヴィルフリート様は声を潜めて、こっそりと質問してきた。


「フェシュピールを少し間違ってしまったが、本当に成功だと思うか？」


「アウブ夫妻も誇らしそうなお顔でした。ヴィルフリート様は大変努力されました」


側仕えであるリンハルトの言葉に、認められたことが嬉しくて仕方がないような少し照れた顔でヴィルフリート様が笑う。自分の努力で勝ち取ったという達成感に満ちた笑顔はヴェローニカ様から庇われ、甘やかされていた頃には見られなかったものだ。


「これより先のヴィルフリート様のご健闘けんとうを心よりお祈り申し上げます」


「うむ。私も領主の子としてこれからも取り組んでいきたいと思う」


胸を張って堂々とした姿でお披露目を終えた主を誇らしく思い、側近である自分達の立場が保証されたことに安堵した。その直後、他ならぬ私の妹によって側近達の安心感は打ち砕かれることになる。






「ローゼマイン」


名を呼ばれてゆっくりとした優雅な歩みで壇上を進み、夜空のような色合いの髪に珍しい花の髪飾りをつけて中央にある椅子に座ったのは、私の妹であり、領主の養女となったローゼマインだ。


アウブの口から「領主の養女となるに相応しい魔力を持ち、孤児達を救おうとする慈悲の心と、新しい産業を作り出す優秀な子供で、エーレンフェストの聖女である」と貴族達に向けて紹介されたが、他に紹介の仕方はなかったのだろうか。貴族達の間には疑わしげな空気が漂っているし、「エーレンフェストの聖女」という看板を背負って生きていくのは、ローゼマイン本人にとっても重荷でしかないと思う。


けれど、ローゼマインは狼狽うろたえることもなく、その紹介を当然のものというように楚々そそとした笑みを浮かべている。神殿で接した様子を見れば、内心では慌てていると思うのだが、顔には出ていない。


エックハルト兄上が「フェルディナンド様の教育を受けたローゼマインと、ヴェローニカ様に甘やかされた子供を比較する意味があるのか？」と言っていたが、本当によく教育されていると思う。次々と課題をこなしていくヴィルフリート様を褒める私に、「甘やかしすぎです」と注意していた様子を見れば、ローゼマインは一体どんな教育を受けていたのだろうかと可哀想になるくらいだ。


ピィンと高い音が響く。


ローゼマインが楽師に手渡されたフェシュピールを奏で始めた。幼い手で弾かれるその曲はそれまでの子供達に比べると、段違いに難度が高くて美しい旋律だ。しかも、新しい曲のようでローゼマインの練習以外では聴いたことがなかった。そこにローゼマインの幼い歌声が加わった。


「ほぅ、これはすごい。貴族院に入った後で課題として出されるような難度の曲だぞ」


「確かにとても優秀であることに間違いはないようだな」


……頑張れ、ローゼマイン。


ヴィルフリート様に、そして、私にも成長の機会を与えてくれた妹のお披露目だ。護衛騎士になったコルネリウスほどは接する時間がないけれど、私は親しみを感じている。


しかし、私の妹はフェシュピールも素晴らしい技量だな、と悠然と構えて見ていられたのは、ほんの少しの間のことだった。


「……何だ？」


突然ローゼマインの手元が青く光った。洗礼式に父親から贈られた指輪が光っているように見える。初対面の挨拶で祝福をする時でもなければ使わない指輪が何故光っているのか。答えは一つしかなかった。ローゼマインが祝福を行っているからだ。


フェシュピールを奏でる一音一音と共に指輪から青い祝福の光が溢れ、大広間へ広がっていく。これほど大規模な祝福の光を見るのはローゼマインの洗礼式の時以来だ。あの時も二百名以上いた招待客に向けて祝福を贈ったことに驚いたけれど、今日はエーレンフェストの貴族全員である。


……何故このようなことを？


驚嘆と共に胸に湧き上がってきたのは不安だ。素晴らしいと思うより、嫌な予感に鼓動こどうが早くなってきた。


「洗礼式の時もすごいと思ったが、今回はまた派手だな」


青い祝福の光を見上げて感心したように言っているのはヴィルフリート様だった。けれど、ヴィルフリート様の側近達は感心するどころではない。お披露目が成功したらヴィルフリート様が次期アウブとして認められるのではなかったのか。これでは完全にローゼマインの引き立て役ではないか、という焦りと苛立ちが透けて見える。


洗礼式の時は保護者三人から「招待客全員に祝福を返すように」とローゼマインは言われて、その通りにしたらしい。今回もまた強要されたのだろうか。少しでもローゼマインに見劣りしないように、と必死になって努力してきたヴィルフリート様や自分達の努力を踏みにじられたような気がしてならなかった。


……ローゼマインだけではなく、ヴィルフリート様のお披露目でもある場で一体何をさせているのですか!?


私は思わずアウブと父上とフェルディナンド様に睨むような視線を向けた。視線の先ではアウブ夫妻も、私の両親も、兄弟も軽く目を見張って青い祝福の光を見つめている。どうやら最初から決まっていたことではなく、突発的で予想外の出来事らしい。


……何をしているのだ、ローゼマイン!?


もう止めておけ、と言いたいのを堪えながら青い光を見ているうちにローゼマインの演奏は終わる。貴族達も大規模な祝福にどのような反応をすれば良いのかわからないようで、拍手はまばらだ。


「エーレンフェストに恵みをもたらす聖女に祝福を！」


演奏を終えて戸惑った顔をしているローゼマインを抱き上げて、フェルディナンド様が騎士団に向けて命じる時のような声を出す。どのように反応すれば良いのかわからなかった貴族達は、命じられるままに皆がシュタープを出して光らせた。


フェルディナンド様が至極冷静な顔をしていたので、大規模な祝福は独断でローゼマインに命じたことかと一瞬疑った。けれど、ローゼマインに手を振らせながら足早に大広間から立ち去る姿を見れば、フェルディナンド様にとっても予想外のことだったとわかる。


ローゼマインが退場し、ざわめく貴族達を抑えるためにアウブが壇の中央に立った。


「魔力が豊富で、神々に愛されていることは誰の目にも明らかであろう。ローゼマインは新しい産業をエーレンフェストにもたらすエーレンフェストの聖女だ」


取り繕うためとはいえ、アウブが言葉を重ねたことで貴族達の間で「エーレンフェストの聖女」という大層な呼び名が「大袈裟おおげさな」から「確かに」へと変わっていくのが目に見えてわかる。


「素晴らしい！　さすが私の孫娘！」


「ボニファティウス様のおっしゃる通りです。ライゼガングの血を継ぐ領主候補生の誕生を心より嬉しく思います。一族挙げて後援こうえんしなければなりません」


ローゼマインの祝福は保護者全員にとって想定外のことだったようだ。けれど、ここにいる貴族達はそのようには考えないだろう。長くヴェローニカ様から冷遇れいぐうされていたライゼガング系の貴族達は、自分達が戴く領主候補生としてローゼマインを褒め称えている。母上やエックハルト兄上は「ローゼマイン様はアウブを望んでいません」とライゼガング系の貴族に向かって否定しているが、それが受け入れられているようには思えない。


「今日は新しい料理が数多くある。楽しみにしている者も多かろう。これから先のエーレンフェストの大きな武器となる料理を存分に堪能するがいい。授与式は昼食後に行う」


アウブが予定を変更し、「先に昼食を」と言ったことからも、打ち合わせや調整が必要な事態が起こっていることは想像に難かたくない。


私は保護者達に対する苛立ちが抜ける代わりに、周囲の貴族達の反応に不安でいっぱいになってきた。「ローゼマインを次期アウブにするつもりはない」とアウブ・エーレンフェストや父上は言っていたが、ヴェローニカ様が失脚し、これまで冷遇されてきたライゼガング系貴族の台頭が見えるこの時世で、本当にヴィルフリート様が次期アウブになることは許されるのだろうか。


明らかにローゼマインは魔力量が群を抜いていて、領主の養女となるのに相応しく、立ち居振る舞いや教育も問題ないことを見せつけている。ローゼマイン本人が望む、望まないに関係なく、次期アウブとして祭り上げられる未来が見えるようだった。


側近達は全員が同じ思いを抱いているのだろう。複雑な表情で顔を見合わせている。そんな中、昼食のために食堂へ移動していたヴィルフリート様がニコリと笑った。


「お披露目に成功して安心したらお腹が空いてきた。昼食が早くなって私は嬉しいぞ。今日はローゼマインが考案した新しい料理ばかりだそうだ。ランプレヒトも好きであろう？」


ヴィルフリート様の言葉にフッと体の力が抜けた。そうだ。お披露目は成功した。廃嫡は免まぬがれたのだ。今日はそれを喜び、いかにしてヴィルフリート様を盛り立てていくか考えよう。


「ローゼマインの料理はおいしいですからね。私も楽しみです」


昼食中に側近達の間で一つの命令が行き交った。「宴の間に情報収集を行え」と。






宴の間に情報収集を行い、ヴィルフリート様が就寝された後でこれから先について話し合う。今も尚残っているヴィルフリート様の側近の中で、私は唯一のライゼガング系貴族でローゼマインの実兄だ。両親からローゼマインが向かう方向を尋ね、ライゼガングの動きを仕入れてくる役目は私にしかできないことだった。


不寝番ふしんばんをヴィルフリート様の部屋に残し、それ以外の側近がオズヴァルトの部屋に集まった。暗がりの中で口火を切ったのは、オズヴァルトだ。


「廃嫡は免れた。ならば、この後はアウブのお言葉を信じて進むしかあるまい」


「あぁ。ヴィルフリート様を本当の次期アウブにするために我々は進むだけだ」


「ライゼガング系の貴族がローゼマイン様を次期アウブに、と盛り上がっているが、ヴィルフリート様はヴェローニカ派の貴族を取り込むことも可能ではないか」


「そうだな。ヴェローニカ派の貴族達はヴィルフリート様を支持してくれるであろう。ライゼガング系の貴族よりも数が多くなっているのだから、これは心強い味方だ」


様々な意見が出る。けれど、ヴィルフリート様の側近達は元々ヴェローニカ様によって集められた者達が多いので、どうしても意見はヴェローニカ様がいらっしゃった頃と同じ感じになっていく。私は思わず歯止めをかけた。


「いや、待て。そのような思い込みは危険だ」


「どういうことだ、ランプレヒト？」


「今はヴェローニカ様とその側近が捕らえられただけで済んでいるが、周囲の貴族達がどのような扱いになるのか未だに明確にはされていない。慌てて旧ヴェローニカ派の貴族達を取り込んだところで、今のヴィルフリート様の基盤は盤石ばんじゃくとは言えぬ。しばらくは慎重に貴族達との距離を測り、中立派から取り込んでいくべきではないか？」


オズヴァルトが少し考え込んだ後、私の意見に同意してくれた。


「ランプレヒトの言う通りですね。アウブがヴェローニカ派の貴族をどのように扱うおつもりなのか判明した後でも取り込みは可能でしょう。今はヴィルフリート様に次期アウブとしての教育を施ほどこし、子供部屋でできるだけ優秀な側近をヴィルフリート様に得てもらうことを最優先にした方が良いと思います」


大人の事情はもう少し時流じりゅうを読んでからにして、貴族院で側に侍はべることになる同年代の子供から取り込みを開始したい、とオズヴァルトは言った。


「来年にはシャルロッテ様が洗礼式を行いますから、貴族院における側近を三人で取り合う形になることが予想されます。ローゼマイン様は今年のうちにできるだけ女性の側近を得ようとするでしょうから、男性の側近をできるだけヴィルフリート様に集めたいと思います」


貴族院の寮にある自室は基本的に異性を入れない習慣になっている以上、集めるのはどうしても同性が優先される。文官や騎士は異性でも問題ないが、生活に最も深く関わる側仕えは同性でなければならない。


「子供部屋でヴィルフリート様ができるだけローゼマイン様に見劣りしないようにしなければなりません」


オズヴァルトの意見はわかるが、どう考えても無理がある。廃嫡になってもおかしくなかったヴィルフリート様の教育計画を立てたのはローゼマインだ。褒めたり、煽ったりしながらやる気を引き出していたのも、褒めることに慣れていても叱ることに慣れていない私達よりローゼマインの方が上手かった。あの勢いで子供部屋を握られれば、ヴィルフリート様に太刀打たちうちできるとは思えない。


「オズヴァルトの言いたいことはわかるが、兄の贔屓目ひいきめだけではなく、ヴィルフリート様がローゼマインに見劣りするのはどうしようもないと思う。子供達はあのフェシュピールの演奏を聴き、祝福を見て子供部屋にやってくるのだぞ」


側近達は揃って言葉に詰まる。無理なことを言っているのは、自分でもわかっているのだろう。


「だからといって、ヴィルフリート様を盛り立てるために何もしないというわけにはいかないでしょう。何か良い案があるのですか？　このままではローゼマイン様に次期アウブの座を奪われてしまいます」


「ランプレヒトはローゼマイン様の実兄ではありませんか。何か弱点を知っているのでは？」


ローゼマインに次期アウブの座を奪われることを警戒して敵対姿勢を見せるリンハルトの姿に、「これが本来の在り方だ」と感じながら私は小さく笑った。今までのようにヴィルフリート様が次期アウブと定められていて何も考えなくてもよかった方がおかしかったのだ。


「別にローゼマインと敵対する必要はない。ローゼマインが持たぬものやヴィルフリート様が勝る部分を前面に押し出すようにすれば十分だと思う」


私の言葉に側近達は嫌な顔で「ヴィルフリート様の方が勝るところとは？」と問う。どうやらローゼマインの優秀さばかりに目が向いていて気付いていないようだが、ローゼマインはアウブには向かない。どうしようもない欠点があるのだ。


「ローゼマインにはなくて、ヴィルフリート様がお持ちのもの。それは健康で丈夫な体だ。館の中で図書室へ行くために興奮して意識を失ったり、最後まで宴に参加できなかったりするローゼマインの虚弱さは、いくら優秀でもアウブになるには致命的ちめいてきではないか。私は宴の間に両親やフェルディナンド様から話を伺ったが、保護者達はローゼマインがいくら優秀でも次期アウブにするつもりはないらしい。次期アウブを支えるための養子縁組だそうだ」


ざわりとした後、側近達がお互いに顔を見合わせる。あれほど優秀でも次期アウブの候補にはなれないのか、と安堵とも落胆ともつかない声が漏れていた。自分達の仕えるヴィルフリート様にアウブになってほしいが、魔力豊富で優秀な次期アウブがエーレンフェストには必要だというのも本音なのだ。


「ローゼマイン様を後見する者がそのような意見なのであれば、ヴェローニカ様に対抗するため、フロレンツィア様に養育されたシャルロッテ様の方が脅威きょういになるかもしれません」


オズヴァルトの言葉に私は軽く目を見張った。そんなことは意識になかったのだ。側近を得る上ではローゼマインとシャルロッテ様が女性側近を取り合う形になるだろうと予想していたが、シャルロッテ様を次期アウブという枠では見ていなかった。


「今まではヴェローニカ様が絶対に許さなかったでしょうし、女性の領主候補生という枠で見ればローゼマイン様の方が圧倒的に優位です。ですが、ローゼマイン様が次期アウブに名乗りを上げないのであれば、シャルロッテ様が……」


「シャルロッテ様は女性の領主候補生だ。男性であるヴィルフリート様の方が有利ではないか」


側近達は頷き合っている。このままヴィルフリート様が領主候補生として努力を続ければ、シャルロッテ様が性差を覆すのは難しくなるはずだ。それはジルヴェスター様とその姉上達の関係からも明らかである。つまり、性差を易々やすやすと覆くつがえすローゼマインの存在が強烈なのだ。


「では、ローゼマイン様とは敵対するのではなく、協力して事に当たるようにヴィルフリート様を指導していきましょう。協力体制を築き、将来的にローゼマイン様とヴィルフリート様を結婚させることができればライゼガング系の貴族を容易に取り込むこともできるはずです」


オズヴァルトが拳を握る。その主張に反対する者はいなかった。ローゼマインがライゼガング系の貴族をまとめ上げ、ヴィルフリート様がヴェローニカ様の築いた政治基盤をそのまま受け継ぐことができれば、これ以上はない。


……虚弱なローゼマインを次期アウブにするよりは現実的だし、次期アウブを支えるためにローゼマインを養子縁組させたのであれば、父上達の視野にはヴィルフリート様との結婚が入っているであろう。






翌日からは子供部屋へ向かうことになる。私達は朝食の席でヴィルフリート様に子供部屋で行うことについて説明した。お披露目を成功させるのが優先だったので、その後のことについて話をするような余裕はこれまでなかったのである。


「初日には挨拶が行われる。私は椅子に座って挨拶を受けるだけで良いのだな？　その後は子供部屋の様子を見ながら側近を選ばねばならないということで間違いないか？」


「その通りです。側近は今日すぐに選ぶのではありません。ヴィルフリート様が貴族院へ入学する三年後までにじっくりと時間をかけてお選びください」


「貴族院に入学してから冬の間ずっと一緒に過ごすことになる側近です。優秀さはもちろんのことですが、自分と感覚が合う者でなければお互いに不快な思いをすることになります」


仕える気がない者を側近にするのは危険だ。主に危険をもたらす可能性は高くなるし、解雇かいこされると側近側はその先の出世が望めなくなる。自分と感覚の合う者は自分で見極めるしかない。


「子供部屋を統率する技量によって貴族達からは次期アウブとしての資質を問われることになります。ローゼマイン様と協力して子供達を統率してください」


オズヴァルトの言葉にヴィルフリート様が少しばかり不安そうな顔になった。


「それほど心配しなくても、体を動かす場面でヴィルフリート様が積極的に動けば問題ありません」


「虚弱なローゼマイン様には難しい部分もあるでしょう」


側近達から次々と言われたヴィルフリート様はむむっと腕を組んで考え込んでいたが、「わかった」と頷いた。


「確かにローゼマインは歩くことに練習が必要なくらいだからな。体を動かすところは私が率先して行うことにしよう」






たくさんの学生達が集まっている子供部屋では、皆がローゼマインやヴィルフリート様の言動に注目している。初対面の挨拶が長い列をなしていて、挨拶の終わった学生達は入学前の子供達と話をしている姿があった。


例年ならば上級貴族が下級貴族に威張り散らしたり、洗礼式を終えた直後の子供達を自分達の派閥に入れようと躍起やっきになったりする姿が見られていたが、それがない。学生達は自分達の優秀さを示すように、幼い者達へ貴族院の様子を教えたり、自分達が学んでいる内容についてやや大きめの声で話をしたりしながら、ヴィルフリート様とローゼマインの様子を窺っている。いつもは中級や下級の貴族が自分を庇護してくれる上級貴族を見つける時間が非常に穏やかなものに感じられた。


「今年はずいぶんと学生達がおとなしいではないか」


「当然だ。領主候補生がやってくるのだ。側近に取り立てられるのが出世の早道だからな。側近として取り立てられるためには彼等がどのような性格で、どのような言動を好んでいるのか知ることから始める必要がある。しばらくはおとなしいだろう」


リンハルトの言う通りだ。確かに領主候補生の前でいきなりそのようなことはできない。特に、ローゼマインは孤児達にも慈悲を施すと言われている。権力を笠かさに着た横暴おうぼうは慎つつしんだ方が良いと判断されているようだ。ヴェローニカ様が失脚して一年と経っていないせいもあるだろうし、大人の派閥の力関係が落ち着いていないせいもあるだろう。派閥争いもそれほど顕著けんちょには見えない。


私は部屋の中の子供達を見回しながら、ヴィルフリート様と同時期に貴族院へ進む者の様子を静かに見つめる。「ランプレヒトにはできるだけライゼガング系の貴族を取り込めないか、橋渡しをしてもらいたい」とオズヴァルトに言われている。


……貴族院の成績が出た後で、アレクシスやハルトムート辺りに声をかけてみるか。いや、コルネリウスがローゼマインの側近候補として貴族院で先に声をかけるかもしれぬな。


虚弱な妹が主なので非常に過保護かほごだと言われているコルネリウスならば、ローゼマインの側近候補もすでに吟味ぎんみしているだろう。貴族院の期間にコルネリウスが打診してしまうと、後から声をかけても意味がなくなってしまう。






コルネリウスが貴族院へ向かう前日、自宅に戻った私は貴族院への出発準備をしている弟に尋ねてみた。


「コルネリウス、其方はローゼマインの側近について何か考えているのか？」


しかし、過保護と噂のコルネリウスは少し首を傾げただけだった。


「特には考えていません。神殿へ出入りし、領主の養女でありながら保護者が次期アウブにはさせられないと言い切る微妙な立場ですから。ローゼマインに心酔しんすいしている者やよほど事情を持った者でなければ難しいと思いますよ」


コルネリウス自身は積極的にローゼマインの側近を打診するつもりはないようだ。ヴィルフリート様のために側近候補に声をかけていこうと思っていた自分の方が主に対して少し過保護だったように感じていると、コルネリウスが少し躊躇った後で口を開いた。


「父上や母上にも釘を刺されましたし……」


なんとコルネリウスは「側近として近くに居続けて、自分の推薦した側近と主の仲立ちをする気もないならばローゼマインの側近選びに口を出すな」と両親に叱られたらしい。


「コルネリウス、其方は護衛騎士を辞めるつもりだったのか？」


「ローゼマインが自分で側近を選ぶようになれば辞めても良いという条件で護衛騎士になったのです。実は、まだ自分がローゼマインの側近を続けていくかどうかも私は決めかねています。ローゼマインが困った主というわけではないのだけれど……」


コルネリウスがポツリと悩みを吐露とろする。


「ダームエルは処分と償いのため、ブリギッテは故郷であるイルクナーのためにローゼマインに仕えています。アンゲリカは騎士団長に打診されたから断ることは考えもしなかったそうです。私は、自分が一人の主に仕えるという感覚をまだつかめていません」


ローゼマインに仕え続けるのも悪くはないけれど、それに足る理由がない。私も似たような悩みを抱いた時があったので、何となくコルネリウスの焦りがわかる。


……そういう状態ではローゼマインの側近候補を見繕っている場合ではないだろう。


「ランプレヒト兄上は何故ヴィルフリート様に仕え続けることを選んだのですか？　逃げることもできたのに……」


ヴィルフリート様の側近が次々と辞めさせられていく中で、「辞めても良い」とオズヴァルトは言った。母上に無理を言っていたヴェローニカ様が失脚され、実妹のローゼマインが領主の養女となったのだから、もう私がヴィルフリート様の側近でいる必要はない、と。


私は思い詰めている顔をしたコルネリウスを見下ろす。母上と話をした時、私もこのような顔をしていたのだろうか。


「強いて答えを挙げるならば、ヴィルフリート様に自分が必要だと思ったからだ。それに、ヴィルフリート様の側近として満足に仕事をしていないまま、他の者に仕えられる気がしなかった。共に成長できると思ったのだ。……だが、こういうことに明確な答えはない。自分で答えを出すしかないぞ」


ポンポンと軽くコルネリウスの頭を叩きながらそう言うと、コルネリウスは何とも言えない顔で私を見上げた。


「自分が満足できる仕事をしていなかったから……？　そのような理由でヴィルフリート様を主に選んだのですか？　エックハルト兄上とずいぶん違いますが……」


「エックハルト兄上は特殊だ。参考にならぬ。あの基準では仕えられる主などできるわけがない」


何よりも自分の主を優先させるような仕え方をするエックハルト兄上と比べられて、私は少し遠い目になった。あのように心酔して、たとえ解任されても唯一の主だと心に決めて仕える相手を選ぶ者はそう多くない。情勢によって仕える主を変える者の方が一般的である。


「騎士団長としてアウブに仕える父上、命を賭してもフェルディナンド様以外に仕える気はないエックハルト兄上を見ていればコルネリウスの基準がおかしくなるのもわかるが、最初からそこまでの忠誠は求められておらぬ。何が起こっても変わらぬ忠誠を得られるか否かは主側にも責任があるからな」


「エックハルト兄上は特殊ですか……。自ら主を選ぶならば、あのくらいの強い気持ちが必要なのかと思っていたのですが、ランプレヒト兄上の言葉に少し安心しました。自分なりの理由を探して、もう少し悩んでみます」


コルネリウスが迷いの晴れたような顔でそう言って背を向ける。ローゼマインに仕え続けるための理由を探す時点でコルネリウスの気持ちは決まっていると思うのだが、指摘するのは止めておくことにした。






貴族院へ向かう子供達がいなくなり、子供部屋はこれから一冬を共に過ごす者ばかりになる。その途端、ローゼマインがカルタを取り出して、「皆で遊びましょう」と言い出した。手早く子供達を学年ごとに分けて、経験者の自分達は一番上の学年に交ざってカルタを始める。二人の圧勝だった。


「リンハルト、ランプレヒト！　相手は年上だが、ローゼマイン以外の者には勝ったぞ」


ヴィルフリート様が自信を回復しているが、おそらく年嵩としかさの子供達は親から「接待」を言いつけられているのだろう。あちらは負けても全く悔しそうでもなく、喜ぶヴィルフリート様を優しい眼差しで見ている。勝たせてあげたというのが見ていてわかった。ローゼマインはそれを感じ取ったようで、わずかに不満そうな顔をした後、唇の端を上げてニコリと微笑みながら子供達を見回す。


「しばらくは経験者であるわたくしたちの方が強いでしょうけれど、冬の間に一度もわたくし達に勝てないようでは側近などとても任せられませんものね、ヴィルフリート兄様？」


ヴィルフリート様が「う？」とよくわかっていないように少しばかり首を傾げたが、周囲の子供達はローゼマインの言葉を聞いて一斉に表情を引き締めた。


「再戦を楽しみにしておりますね。明日からは一番優秀だった者にお菓子を贈りましょう」


接待などさせるつもりはないのだろう。ローゼマインはそのために自分が専属に作らせたお菓子を持ち出してきた。普段ならば下げ渡されるのを待たなければならないお菓子がそのまま自分の物になるのだ。中級や下級の子供達は目の色を変えてカルタを睨み始めた。


中級や下級貴族の子供達が本気になれば、上級貴族は悠長に接待などしていられない。中級や下級に負けるのは、上級貴族としての能力を疑われることになるからだ。ほんの一日でローゼマインは子供達を本気にさせた。


「見事だな……」


リンハルトの呟きに私は頷いた。あまりにも手際てぎわが良すぎて唖然としながら見ているしかできない。とても子供部屋の中で最も幼い容姿をした者の言動とは思えないのだ。


カルタやトランプでやる気を煽り、モーリッツ先生と共にそれぞれの子供達に合わせた学習を、領主候補生と同じ時間だけさせる。ヴィルフリート様の傍らで見ているだけでも、子供達がめきめきと成長しているのがわかった。


皆がモーリッツ先生に教えられて勉強している間、ローゼマインは一人だけ城の図書室から借りてきた難しくて分厚い本を静かに読んだり、新しい本を作るためのお話を書いたりしている。すでに貴族院へ入学しても問題がないくらいにフェルディナンド様の教育は進んでいるようで、他の者達と同じことを一緒に勉強する必要はないらしい。


ローゼマインはフィリーネからお話を聞いて書き取りをさせたり、絵本の読み聞かせをしたり、たまにカルタ大会で全勝してヴィルフリート様を奮起させたりと、教育を受ける者ではなく、モーリッツと共に教育者の立場で動いているのが誰の目にも明らかだった。


……ヴィルフリート様が見劣りする、しない以前の問題だったな。ローゼマインは一人だけ次元が違うではないか。


だが、次元が違いすぎるせいか、虚弱で分厚い本ばかり読んでいるせいか、活発な男の子はローゼマインにどのように接してよいのかわからないようで少し遠巻きにしている。そういう男の子達はヴィルフリート様が上手く率いていた。






「今のうちに腕を磨いて何としてもローゼマインに勝つのだ！」


ローゼマインが神殿へ奉納式のために向かうと、ヴィルフリート様はいかにしてローゼマインに勝つかの作戦会議を始めた。ローゼマインが不在になると、男の子達の動きが活発になり、おとなしい女の子達はあまりカルタやトランプに参加しなくなった。ヴィルフリート様から距離を取るようにして様子を窺っている。ローゼマインもヴィルフリート様も同性と仲良くする傾向があるようだ。側近候補の取り合いを考えると、住み分けができていてちょうど良いのだが、少々女の子達が窮屈そうにも見えた。やはりヴィルフリート様とローゼマインの二人が必要なようだ。


「ローゼマイン様はお強いですからね。どのようにすれば勝てるのか……」


中立派のイグナーツ、ライゼガング系のトラウゴット、旧ヴェローニカ派のイージドール、ラウレンツ、ローデリヒというように、ヴィルフリート様の周囲にいるのは派閥を越えた学友である。顔を付き合わせて作戦会議をしている様子は非常に微笑ましい。すでに接待の色合いはなくなり、賞品であるお菓子のためにはヴィルフリート様を負かすことも躊躇わない仲間になっている。


とても良い雰囲気だった。子供達を率いるヴィルフリート様の姿から貴族達を率いる将来の姿が見える気がした。


……イグナーツとトラウゴットはできるだけ側近として取り込みたいものだ。


ヴィルフリート様の側近としてできるだけのことをしていきたい。そう思いながら私は学友達と目を輝かせて話し合っているヴィルフリート様を見つめていた。

            





    
  
  




「……ってことで、ハッセに新しく作られた小神殿の内装や家具について、木工協会が責任をもって仕事を采配するように命じられた。できるだけ早く、一月ひとつきから二月ふたつきで完成させろという新しい神殿長の注文だそうだ。代理人は商業ギルドのギルド長グスタフとギルベルタ商会のベンノの二人。何しろ日がないから金に糸目はつけないらしい。建築協会にも声をかけているそうだが、家具や内装でこっちが負けるわけにはいかねぇ。各自全力で仕事に当たってくれ」


街にある全ての木工工房の親方が木工協会に集められた会議で、協会の者から話があった。やる気を見せた親方達が「おぅ！」と力強い返事をして立ち上がる中、俺は一人で呆然としていた。


……おいおい、どういうことだよ？


ハッセに新しく小神殿を造るなんて話も、そんな大規模な依頼を木工協会に出すなんて話も、神殿長の専属であるはずの俺は全く聞いていない。普通は神殿長から専属に話があって、専属から協会へ話を持っていくはずだ。どこの工房にどんな仕事を回すのか、どれだけの金が動く仕事なのかを考えながら専属が協会と一緒に采配を行う。それなのに、俺は工事が行われることさえ知らされていなかった。そのうえ、ギルド長とベンノが代理人に名を連ねているのに、専属の木工職人である俺の名前はない。


……俺は神殿長の専属じゃなかったのか？


ギルベルタ商会の専属ドスタル工房の親方から仕事を回されて、何度か神殿長の仕事を受けた。印刷機を作ってほしいとも言われたし、孤児院の冬の手仕事の用意はウチの工房で注文を受けている。仕事には満足していると仲介ちゅうかい役のギルベルタ商会から言われていたし、ドスタルの親方には「神殿長になるチビちゃんだってわかってたらインゴに回さなかったさ」と何度か言われていたくらいだから、俺は自分が神殿長の専属になったものだと考えていた。


……違ったのか？　それとも、何か不満があって専属から外されたのか？


冷たい水を頭から被せられたみたいに体中が冷たくなっていく。指先が震えているのがわかった。インゴ工房は木工協会の中で一番若い工房だ。領主の養女になった神殿長の専属かどうかというのは、協会内の立場を大きく変える。専属から外されたのであれば、工房の未来は非常に暗いものになるだろう。


「おい、インゴ。お前の工房の仕事だけど……」


協会の者に声をかけられて、仕事の割り振りを聞くために俺はのっそりと立ち上がった。新しい小神殿の窓枠を作るように言われた俺は頷いて了承すると、木工協会を出る。


空が明るく、太陽は眩しい。肌を焼く夏の日差しが差していた。木工協会の外には大きな仕事に興奮している工房の親方達がいる。ドスタル工房の親方が俺に気付いて手を振りながら近付いてくる。ガシと肩を組むようにして身を寄せ、小声で問いかけてきた。


「インゴ。お前さ、代理人にも名前がねぇし、采配も任されてねぇみたいだが、本当に神殿長の専属なのか？」


自分の胸に渦巻く不安をそのまま指摘され、俺はハッキリと即座に「専属に決まっているだろう。バカなことを言うな」とは返せなかった。明確に返事できなかったことが、返事になってしまったようだ。ドスタル工房の親方は「……そうか」と意味あり気に笑う。


「じゃあ、この仕事は狙い目だな」


まずい、と思った時にはもう遅かった。ドスタル工房の親方の目配めくばせだけで、「インゴ工房は神殿長が満足する仕事をできなかったため、専属を外された」と認識されたらしい。親方連中がこぞって神殿長の専属を狙い始めたのが嫌でもわかった。






「急ぎで、大規模な工事が始まることになった」


俺は工房へ戻って職人達に新しい神殿の仕事の話をした。神殿長が依頼する大規模工事ということで、二人のダプラが「やった！」と喜びの声を上げる。ウチの工房の躍進を信じている二人の笑顔に、俺は苦い思いを噛みしめながら軽く手を上げた。


「リヌス、ディモ。これは喜べることじゃねぇんだ。木工協会に依頼がされたんであって、俺は前もって神殿長から話を聞いていたわけでもなければ、神殿長の代理人に指名もされてない。……もしかしたらウチの工房は専属を外されたかもしれねぇんだ」


俺の言葉に二人は目を見開いて黙り込んだが、妻のアニカは俺の言葉を笑い飛ばした。


「暗い顔しなくても、神殿長から専属から外したって言われたわけじゃないんでしょ？」


「それはそうだが、神殿長にウチの工房をどう思っているのか尋ねるような機会や伝手はねぇからな。突然外されててもこっちにはわからねぇんだ」


アニカが言う通り、完全に決まったわけじゃないし、神殿長が平民なら直接訪ねることができた。本人に確認できれば一番確実だが、俺達みたいな職人がそう簡単に会える相手ではない。


「心配性ね。あんなに依頼があったんだからそんなに心配しなくても大丈夫よ。次の仕事が来るかどうかで専属と思われてるかどうかなんてすぐにわかるんだから、今回引き受けた仕事を確実にするのが一番大事じゃない。神殿長の専属だって胸を張って言えるように他の工房に負けないような仕事をしなきゃ」


どちらかというと小柄なアニカが俺の背中をバンバン叩きながら笑ってそう言った。アニカの体格には不似合いなくらいの勢いと元気で朗らかな笑顔に少し気分が上向いてくる。


「ちょっと楽天的すぎるんじゃねぇか？」


「そぉ？　専属だって手を抜いた仕事をしたら外されるんだから、わたし達にできることなんて与えられた仕事を丁寧にしてお客に満足してもらうしかないでしょ？」


グレイの目がじっと俺を覗き込んでいる。アニカが不安を押し殺して俺を何とか元気づけようとしているのがよくわかった。アニカやダプラ達の前で背中を丸めているわけにはいかない。俺はぐいっと背中を反って体を伸ばす。


「アニカの言う通りだ。考え込んだところで何も変わらねぇ。……ウチの工房は新しい神殿に泊まり込みで仕事をすることになるそうだ。明日は商業ギルドで泊まり込みをする工房に対して説明会があるから行ってくる」






木工協会ではなく商業ギルドで説明が行われるのは、商業ギルド長が神殿長の代理人であるため、手付金が支払われるため、木工工房だけではなく建築工房の親方も参加するためらしい。


俺は商業ギルドの二階に集められている見慣れない顔を見回す。いくつもの工房の親方が集められていて、交代でハッセの小神殿へ泊まり込みで作業をしてほしいと言われた。奥さんなり、娘なり、下働きを雇うなりして家事をするための女手も連れていく必要があるそうだ。新しい神殿には工房の者が泊まり込むための部屋数は十分にあるが、扉や窓枠は最初に各自で付けなければならず、布団などの日用品も運び込む必要があるらしい。


……つまり、ドアと窓枠は工房で作って運び込まなきゃ寝泊まりもできねぇってことじゃねぇか？　急ぎで作らなきゃ現地に行くこともできねぇな。


「小神殿へは荷車で生活用品を運び込むことになるし、長期間の親方の不在はどうしても負担になるため、泊まり込みは交代になる。今日集まっているのは最初に出発する工房だ。各協会から仕事の早い工房を選んでもらった。負担は大きいと思うが、よろしく頼む。当然だが、できた仕事の量や質によって報酬は異なる」


ギルド長が「其方等は出発を急かせることになるため支払いは弾む」と言いながら小金貨をちらつかせると、親方達はニッと笑う。


「お貴族様の白の建物は扉や窓の大きさが決まってるから、仕事はやりやすい。ハッセとこっちでガンガン作っていくぜ」


食料品はオトマール商会が食料品店に仕事を振り分け、神殿まで売りに行くそうだ。ハッセや周囲の農民からも買い取るようにも言われ、生活面についても注意を受けた。


「インゴ、お前は残ってくれ」


説明を受けた後、親方達が帰る中、俺はギルベルタ商会のベンノに呼ばれた。親方達の事情を探るような何とも言えない視線を受けながら、ベンノのところへ行く。


「インゴ、お前はローゼマイン様の専属だろう？　最初から最後まで小神殿に泊まり込みで仕事をしてもらうことになる。準備はしっかりしておけ」


どこにどの工房の物を取り付けるのか、現地での指示役が必要になるらしい。その役目を俺に割り振るそうだ。ベンノからは専属だと思われていることに少し安堵しながら、俺は「……なぁ、ベンノの旦那。俺は神殿長の専属なのか？」と尋ねてみる。明確な答えを返してほしかったが、ベンノは曖昧あいまいに首を捻っただけだった。


「グーテンベルクの数に入っていたと思うが、専属だと言われてないのか？　だったら、ドスタル工房の奴等にも色々と文句を言われたんだが、俺は言われ損じゃないか」


「そんなことはどうでもいいけどさ。俺が専属だとしたら、なんで俺には知らされてないんだよ。こんな大規模な工事、ずいぶん前から話があったはずだろ？」


一月ひとつきから二月ふたつき、と納期が短くて街にある木工工房や建築工房が総出で行う工事だ。事前に取り決めがなければ、とても皆を動かせないはずだ。そんな俺の言葉を聞いたベンノは、顔をしかめて首を横に振って指を三本立てた。


「いや、これが決まったのは三日前だ」


「はぁ!?」


ベンノは軽く事情を話してくれた。神殿長、ギルベルタ商会、オトマール商会が一緒に出資したイタリアンレストランが完成し、開店前に領主様をお招きして食事会が行われたらしい。その席でこの街以外にも孤児院を作って工房を増やしたい、と願い出たそうだ。


「神殿長は孤児院が欲しいと前から言っていたんだが、その時点では白の建物にするつもりはなかった。建築工房に話をして、内装は木工工房に頼む下町のやり方で建てる計画だったんだ。他の土地に孤児院を建てる許可を得たら下町の職人に話をする予定で……」


「そりゃ、確かに上の許可もなく大っぴらに話はできねぇよな」


領主様の許可もなく、事業計画を進めることはできない。ベンノの話は普通に納得できた。だったら、どうしてこんなことになっているのか。俺が腕を組んで先を促すと、ベンノがその時の様子を思い出すように遠くを見つめて、視線を少し上向ける。


「許可を得るためにローゼマイン様が領主様に話したら、その日のうちに魔術であっという間に小神殿ができた。収穫祭までには孤児達の生活を安定させて、工房を使えるように整えろという命令付きでな」


「そんなむちゃくちゃな話が……」


「まかり通るのがお貴族様だ。俺とギルド長は出資者として同席していたから代理人にされただけだ。お前も代理人になりたいなら、ローゼマイン様に頼んでやるぞ」


「本当か!?」


代理人として名を連ねることができれば、木工協会や親方連中の視線は一気に変わるだろう。俺が思わず身を乗り出すと、ベンノは笑顔で大きく頷いた。


「あぁ。木工協会や建築協会を動かすために前もって金を払ってくれる代理人は随時募集している。納期が短い分、払う金は莫大だからな」


「……悪い。無理だ」


冬支度に向けて金を貯めなきゃならない時に木工協会や建築協会へガンガン払っていく金なんてウチの工房にはない。オトマール商会やギルベルタ商会のような大店おおだなとは資金力が違うのだ。インゴ工房が専属だと周囲に認めてもらえるもっとも簡単な方法は「金」だったが、これは諦めるしかなかった。


……仕事の出来できで認めてもらうしかねぇな。ひとまずハッセで泊まり込んで仕事をして、専属としてきっちり認めてもらわねぇと。






俺はアニカと一緒に建設中の神殿に泊まり込んで仕事に打ち込んだ。次から次へと職人が小神殿へやってくる。最初から最後まで新しい神殿にいた俺は、ここへやって来た職人を全員見たのだ。本当に大人数で、エーレンフェストの街にある工房を総動員し、ハッセや周辺の町や村にある木工工房からも人がやって来ていた。驚くような規模の工事だった。


一月ひとつきには少し間に合わなかったが、小神殿は無事に完成した。インゴ工房は他の奴等に「専属から外された」と言われないような仕事ができたと思う。






小神殿の仕事が終わると、冬の手仕事の準備がギルベルタ商会のダプラ見習いルッツから持ち込まれた。


「インゴ、小神殿の仕事が終わったばかりで悪いんだけど、次の仕事を頼んでいいか？」


神殿長からの恒例の依頼にアニカは得意そうに胸を張り、グレイの目を輝かせて笑う。


「ほら！　だから、言ったじゃない。大丈夫よ。インゴは専属を外されてなんてないから」


ダプラ達は安心して仕事に取り掛かれるようになったし、俺も神殿長から依頼が来たことにひとまず胸を撫で下ろした。そんな冬の手仕事の準備が完全に終わる前に、ルッツはまたもや神殿長からの依頼を持ち込んできた。今度は印刷機の改良らしい。






「孤児院の工房で、実際に仕事をしている神官達と話をしながら改良してほしいと頼まれた。俺は神殿長の専属で間違いない」


俺は神殿長からの依頼書を木工協会へ持ち込んで、そう主張した。だが、協会の男は神殿長からの依頼書を見ながら懐疑的な目を変えようとはしない。


「印刷機の改良ってことは、以前の依頼が不満足だったってことじゃないのか？」


「あれは、改良していくことを前提に最低限の仕様で作れって言われた物だったんだ」


小神殿と同じように、できるだけ早くという依頼だった。そう説明しても周囲の視線は変わらない。カッとして睨みつける俺と依頼書を見比べて、協会の男は軽く眉を上げる。


「口では何とでも言えるさ。でも、ここにあるのは改良依頼だ。今度は仕事が終わったら、インゴが専属だって一筆もらってこいよ。そうしたら、誰も文句なんか言えねぇから」


俺は唇を噛んで、それ以上の問答を避けた。ここで何を言っても無駄だ。仕事をして、専属として認めてもらえる何かをもらってくるしかない。このまま工房の評価が下がったままでは他の客からの依頼にも影響があるかもしれないのだ。






「なぁ、ルッツ。お前、ローゼマイン様は神殿長になって下町へ出ることができなくなったって、前に言ってたじゃねぇか」


「ん？　あぁ、そう。……もう気軽に出られる身分じゃなくなったんだ。ローゼマイン様も気の向くままに動けた頃を懐かしがってるよ」


ルッツに先導されて、俺はダプラのディモと一緒にギルベルタ商会から神殿へ向かって歩く。


「神殿内にある孤児院の工房なら、下町と違って神殿長がやってくることはできるのか？」


「うーん、そうだな。午後には時々様子を見に来ることもあるよ」


自分が欲しい物のために下町の工房へ自ら出向いていた神殿長ならば、どのような作業をしているのか確認に来る可能性も高いだろう。会える可能性は高そうだ。そう思いながら俺は自分の恰好を見下ろした。今日はいつも工房で着ている作業着だ。工房内で仕事をすることが決まっている以上、仕方がない。だが、この格好で神殿長に会えるだろうか。


……街の北側を歩くのも、工房の親方としてどうかと思うくらいだが……。


「インゴ、服を見下ろしてるけど、どうかしたのか？」


ルッツが不思議そうに俺を見上げた。どうやらルッツはインゴ工房の立場を知らないようだ。商人が向かう商業ギルドと俺達が使う木工工房は普段行き来がないのだから仕方がないかもしれない。


「何でもねぇよ。今回の仕事について考えてただけだ」


自分の不愉快な状況を知らない奴にまでわざわざ広げる必要はない。俺はそう思いながら神殿の門を見上げる。門のところには門番をしている灰色神官が見えた。ルッツは俺に「ふーん、そっか……」と相槌を打った後、門番に話しかける。


「ノルト、こちらは印刷機を改良するために招かれたグーテンベルクのインゴとその弟子のディモです。ローゼマイン様の許可は出ています」


「お疲れ様です、ルッツ。ギルからも話は聞いています。どうぞお通りください」


神事が行われる時と違って、人が通れるだけの通用口しか開けられていない。神殿の門をくぐり抜けて中に入ると、その途端に自分の周りをまとう空気が変わる。喧騒けんそうが一気に遠くなり、足音がハッキリと聞こえる静けさに包まれた。口を利くのも躊躇われるくらいにシンとした中、俺達は工房のある男子棟へ向かって歩く。


「インゴ、今回の印刷機の改良ですが、ローゼマイン様は工房で働いている灰色神官達の意見を聞いて、彼等が使いやすいように改良してほしいそうです」


神殿へ入ると同時にルッツの言葉遣いや態度が一気に変わった。神殿にいる奴等と同じような感じになる。この切り替えを十歳にも満たない子供ができることに舌を巻いた。少しでも格上の客と取引できるように、俺も客の動きや言葉遣いを取り込もうと努力はしているつもりだ。だが、ダルア契約ばかりをして自分の腕前だけでベルーフの資格を得た俺は、ダルア時代の親方に取引の現場へ連れて行ってもらった経験がほとんどない。ギルベルタ商会の者達と神殿の工房へ初めての印刷機を納入した時に初めて、下町と貴族のいる神殿では彼等が完全に態度や言葉遣いを変えていることを知ったくらいだ。


……やっぱり貴族と取引のある大店の見習いは違うな。どんな教育されているんだか。






孤児院の男子棟の一階、神殿の奴等は地階と呼んでいるところにあるのが孤児院の工房だ。ディモは最初の印刷機を納入した時も立ち会っていたので、今回も一緒だ。ディモが緊張しているのが俺にも伝わってきた。


「では、これから印刷機について意見を述べてください。少しでも使いやすくして、少しでも速く、多くの印刷物ができることをローゼマイン様はお望みです」


工房の中を仕切っているのはギルという子供だ。ルッツと大して変わらない背丈なので、多分年も同じくらいだろう。子供だが、彼はローゼマイン様の側仕え見習いなので、この工房の中では一番偉いらしい。


ギルの言葉に頷いた灰色神官達が俺とディモの前にずらりと並んで、順番に、淀よどみなく意見を述べ始める。


「組版を置きやすいように改良していただきたいです」


「インクの置き場はできるだけ印刷機に近い方がいいですね。少し離すと周囲の汚れがひどくなります。この辺りにインク関係の物を置く場所を作れませんか？」


孤児院の工房へ行くと、ボロをまとっている格好は同じなのに下町の職人達とは全く違う物腰ものごしで神官達が次々と改良してほしいところを述べ始めた。


「ちょ、ちょっと待て。組版を置きやすいようにして、インク関係の置き場を付ける……」


「これだけの人数の意見を全て記憶するのは大変でしょう。記録すればいかがですか？」


失敗作の紙ですが、と灰色神官の一人が紙とペンを出してくれた。言っていることはもっともだと思うが、普段は木工協会へ提出する書類しか書かないし、計算をするのはアニカなので、仕事に使わない文字は苦手だ。どう書けばいいのかわからない。それでも、厚意こういで出してくれたのはわかるし、全てを覚えきるのは無理だろう。俺はとりあえずペンを手に取った。


「……そこ、字を間違っています」


孤児のくせにやたらと教育されている灰色神官に指摘されて、俺はガシガシと頭を掻く。でも、神殿長の仕事をしているのに「できない」とは言えない。ペンを握って「うぐぐ……」と唸っていると、一人の灰色神官が口を開いた。


「ギル、インゴの代わりに書いてください。インゴには文字を書くより、実際に印刷機を触って、私達がどのように改良してほしいと思っているのか、どの辺りが不便なのか、実感していただいた方が良いと思います」


「フリッツの言う通り、木札とにらめっこするより先に一度印刷を体験してみてください」


ギルが俺を見てハッとしたようにそう言って、俺の手から紙とペンを取り上げる。フリッツという灰色神官が字を書けない俺を助けてくれたのはわかった。軽く手を上げて感謝の意を示しておく。穏やかな笑みで応えてくれたフリッツが、ギルに何か耳打ちした。


「バルツ、印刷機の準備をお願いします。ディモもインゴと一緒に印刷をしてください。意見を書くのはフリッツに頼みます」


「わかりました」


まだ子供のギルだけで工房が回せているわけではなく、大人の灰色神官達が支えているのがわかった。下町の工房では技術や経験を認められた者でなければ親方にはなれないので、経験が浅くて仕事の覚束おぼつかない子供が偉い位置に就くことはない。だから、実力的にはずっと上の大人がギルやルッツに従っている孤児院の工房の在り方はとても奇妙に思えた。


……それが貴族社会ってもんらしいけど、変な感じだな。


「インゴ、ディモ。これが組版です。印刷はこうして行います」


バルツと呼ばれていた灰色神官が印刷の工程を教えてくれる。俺とディモは実際にやってみた。圧搾機を少しいじっただけなので、全てわかったわけではないが、印刷をするのは圧搾するのと同じような力仕事だ。今はインクや紙を置く場所は隣に台を準備しているけれど、印刷機に付けたいという気持ちはよくわかった。


「紙を置くとしたら、この辺りか？」


俺とディモが印刷機を触っていると、ルッツが横から印刷機の一部を指差した。


「いや、この辺りにこんな感じで少し斜めにした薄い箱を設置できませんか？　紙の大きさはほぼ統一されているので、この大きさの紙が入るようにして……」


「ふーん、なるほど。そうしたら、この位置で印刷するなら使いやすいかもな」


ルッツの具体的な改良案に感心しながら、俺は紙を置く位置を確認したり、紙を出す仕草をしたりしてみる。


「インクを付ける道具はこの辺りに置く感じで……」


ルッツは次々と意見を出してくる。俺は感心しながら聞いていたが、だんだん不思議になってきた。具体的すぎる。俺はルッツが何を知っているのか訝いぶかしく思いながら先を促す。神殿長に満足してもらわなければならないのだ。改良案は多い方が良いのは間違いない。


「版や紙を整えた台を押したり引いたりすることで、圧縮盤の下へ移動できるようになると作業がすごく楽になるらしいのですが……」


何かを思い出すように俯きながらルッツが話をしている。全く形にない台の押し引きという考え方、「楽になるらしい」という言葉から完成形を知っている誰かがいることがわかってカッとした。


「おい、ルッツ。詳しく知っている奴がいるだろう？」


俺はルッツとこの工房の責任者であるギルを睨んだ。


「もっと改良された印刷機を知っている奴がいるなら、灰色神官達の意見なんて必要ない。神殿長に満足してもらえる印刷機ができるはずだ」


「いや、それは……」


ルッツが周囲を気にしながら言葉を濁にごした。何か隠しているようなその様子に俺は腹が立つ。木工協会で評価が低くなっている現状を覆くつがえすには、仕事を成功させて神殿長に満足してもらうしかない。こちらは崖っぷちにいるのだ。


「改良するんだから、より良く完成された物を知っている者がいるんだったら意見を出させろ！　俺達に無駄な試行錯誤しこうさくごをさせる気か!?」


思わず俺が怒鳴ると、灰色神官達がビクッとして後退した。大したことは言っていないが、明らかに雰囲気が変わった。先程までの和気藹々わきあいあいとした空気は霧散むさんし、俺に対する警戒心が見て取れる。


……何だ？　俺が怒鳴ったのはルッツに対してだぞ？


戸惑うように視線を交わし合う灰色神官達の様子に俺は思わず眉を寄せた。灰色神官達には何も言っていないのに、何だかおかしな空気になっている。ルッツが工房内を見回して、やれやれというように頭を掻いた。


「あ〜、インゴ。オレは下町育ちだから、このくらい怒鳴られるのは慣れてるし、普通だってわかるんだけどさ。神殿では暴力は禁止されていて、そんなふうに怒鳴ったり、凄んだりする奴がいないんだ。皆が怖がるから外へ出ないか？　下町のやり方で話をした方がインゴにとってもいいだろ？」


……暴力が禁止されてる？　怒鳴る奴がいない？　どんな環境だ、それは？


下町とは全く常識が違うことを実感した。ここでは俺達の方が異物なのだとルッツの視線や言葉でわかる。


「ギル。悪いけど、工房の意見をまとめてくれ。オレは外でインゴと話してくるから」


ルッツは俺に外へ出るように言った。俺はディモを残していこうとしたが、一緒に出るように言われる。


「この工房にグーテンベルクしか入れないのは、孤児達を守るためでもあるからな。今のインゴ達は置いておけない」


「……それは俺をグーテンベルクから外すってことか？」


「そんな権限、オレにはないよ」


ルッツはそう言いながら神殿の外へ出た。下町の喧騒の中に戻ってくる。自分の居場所に戻ってきた気分だ。ルッツは「話をするの、インゴの工房でいいか？」と言いながらスタスタと歩いていく。ギルベルタ商会の方が近いが、俺やディモの作業着は北の店に入れるような恰好ではない。俺は頷いて、ルッツを工房へ連れていった。






「インゴは完成形を知っている奴と話をさせろって言うけど、それ、ローゼマイン様なんだよ。もう下町の職人とは話せないんだ」


向き合って開口一番にルッツはそう言った。貴族として洗礼式を受けて神殿長になったため、神殿長はもう下町の者と気軽に話せなくなってしまったらしい。


「そんなはずねぇだろう!?　現にお前は神殿長と話をしているはずだ。工房へ来ることもあるって言ってたじゃねぇか！」


俺がドンとテーブルを叩くと、ルッツは軽く眉を上げる。


「嘘は言ってないさ。でも、貴族とも取引があって対応を心得ている御用商人のギルベルタ商会と、下町の職人が同じ扱いになるわけないだろ？　何があって苛立ってんのか知らねぇけど、神殿は貴族がいる身分社会だ。神殿長の側仕えであるギルは、あの工房では神殿長の代理みたいな立場だから、下町の職人が理不尽りふじんに怒鳴って良い相手じゃない。インゴは笑顔で全て呑み込んで、意見をまとめなきゃダメだったんだよ」


ルッツが溜息混じりに、神殿長がひどい貴族だったら代理に対する態度を責められて罰が与えられる可能性だってあると言った。


「気軽に出かけられないってだけじゃなくて、身分社会を知らない下町の職人が神殿長の周囲にいる貴族から不興を買わないために会わないようにしてるって一面もあるんだ。貴族の不興を買ったら、その場で切り殺されても文句なんて言えないんだぜ」


だから、俺が直接神殿長に会うのは諦めろ、とルッツは言った。その忠告に俺はぐっと奥歯を食いしばる。


「神殿でのやり方を知らない俺が失敗したのはわかった。だが、こちらもそう簡単には引き下がれない。工房のためには印刷機の改良を成功させなきゃいけねぇんだ」


俺はルッツに小神殿の大規模工事の受注から始まった工房の評価について話をした。


「商人には職人のやり方がわかるわけねぇけど、こっちはこっちで大変なんだ。……工房の将来に関わるんだ」


「いや、わかるさ。オレの父さんと上の兄貴は建築の、下の兄貴達は木工の職人だからな」


小神殿の工事では父親であるディードがハッセへ向かった、とルッツは何ということもない顔で言った。ディードは知っている。小神殿で一緒に仕事をしたのだ。ジークはドスタル工房のダルア見習いらしい。身近すぎる名前が次々と出てきて、俺は面食らった。


「……なんで大工の息子がギルベルタ商会のダプラ見習いで、神殿長のお気に入りのグーテンベルクなんだよ？」


大店の商人見習いを目指したところで伝手つても何もなさそうだ。わけがわからなくて目を瞬いている俺を見ても、ルッツは「色々あったんだよ」と言うだけで、詳しく語ろうとはしない。先を見る緑の目で俺を見た。


「工房にとって協会内での立場が重要なのはわかる。発端がローゼマイン様だってこともわかった。印刷機の改良が何より大事なことも理解した。一応旦那様に職人の常識を交えて報告して、会える状況が作れないかどうか尋ねてみるよ」


「助かる！」






ルッツを通してベンノと交渉した結果、インゴ工房の現状には同情してくれて神殿へ連れていってくれることになった。条件は三つ。ギルベルタ商会に仲介料を払うこと。それから、ベンノが許可を出すまで絶対に口を開かないこと。覚悟を決めること。


「仲介料が高すぎねぇか？　たった一回神殿へ行くだけで大銀貨三枚って、おい……」


俺が仲介料を値切ろうとした途端、ベンノの赤褐色の目がギラリと光った。


「ハァ？　こっちだって利益になる貴族街の挨拶回りや店での仕事を止めて神殿へ行くんだ。この仲介料が気に入らないなら、神殿へは同行せずに俺は俺の仕事をする。貴族に対する挨拶一つ満足にできねぇ職人が一人で神殿へ行けると本気で思うなら一人で行け」


「ぐっ……」


それは困る。俺には貴族のやり方が全くわからないのだ。


「わかった。払う。払うさ。……くそっ、これだから大店の旦那様は」


俺は高すぎる仲介料を払い、当日の服装から何から注意事項をもらうことができた。貴族と接する上での注意事項に関する情報料だと思えば、それほど高くはなかったかもしれない。覚悟を決めるというのがよくわからなかったが、神殿長と会える機会を得ることの方が大事だ。俺は「殺されるかもしれない」と覚悟を決めて神殿へ向かった。


◆


「ハァ、やっと終わった……」


騎士や神官達に一挙手一投足いっきょしゅいっとうそくを監視されていて、息の詰まるような空気が漂っている神殿から出てきた俺は、慣れた街の風景に息を吐いて凝り固まっていた体を解していく。小神殿の建設の頃から一番気になっていた専属の確約を得られたことに安堵した。


……早く帰ってアニカやディモ達に話してやらねぇと。


インゴ工房が神殿長の専属から外されたのではないか、と言われていた時、妻のアニカも工房のダプラ達も明るい笑顔を装っていたが、内心では自分と同じように不安だったはずだ。神殿長の新しい依頼は鍛冶職人から話を聞くという変わった物だったが、それは後で考えることにして、少しでも早く皆に教えてやって安心させてやりたい。


俺が解放感に包まれている隣で、神殿長との仲介をしてくれたギルベルタ商会の店主であるベンノがかっちりと固めてあった髪を崩しながら俺を睨んだ。


「阿呆あほ。何も終わってない。むしろ、厄介事が始まったじゃないか。異業種間での意見交換だと？　意見の交換だけで終わるはずがない。このまま異業種で報酬を分けながらの仕事が始まるんだぞ」


「そんな一回こっきりのことで大袈裟な……」


職人の常識を知らないお貴族様の神殿長だからそんな突飛な思い付きが出ただけで、他にそんな面倒な仕事を言い出してくる客がいるわけがない。今回の依頼をやりきれば良いだけだ。そう言った俺をルッツがじとっとした目で見た。


「あのさ、ローゼマイン様が言い出したことが一回で終わるわけないだろ？　一度やったら、次からも当たり前のように要求されるからな。これから先、ローゼマイン様からの依頼は異業種間の意見交換を基もとに行うと考えておいた方がいいぜ」


ルッツが訳知り顔でそう言った。自分よりもずっとローゼマイン様を知っている奴の言葉だ。不意に不安が増してきた俺の肩をベンノが叩いた。


「でも、お前が引き受けた以上はやるしかない。目新しいことをする以上は商業ギルドと各協会、それから、ご指名のあったザックとヨハンの工房には挨拶と根回しが必要だな。明日は鍛冶工房へ挨拶に行くぞ。ギルド長への面会依頼は俺が出しておく。お前が出しても期日に間に合わねぇ」


「お、おぉ」


バババッとやることを並べられたが、商人間の根回しはよくわからない。俺が目を白黒させているのがわかったのだろう。ベンノが鋭い目で俺を睨んだ。


「ぼけっとするなよ、インゴ。今回渡された鍛冶職人達の招集しょうしゅう日までに全部済ませなきゃならねぇんだ。本来なら、俺じゃなくてお前がすることだぞ」


面倒なことになった、とベンノは腕を組んでそう言うが、俺にはまだ「面倒」が本当の意味では理解できていなかった。


俺がそれを実感するのは、各関係者への挨拶回りが始まってからのこと。


「ハッセの小神殿へエーレンフェスト中の木工工房や建築工房を動員するような大規模工事がやっと終わったと思えば、次は何をする気だ!?　異業種で協力して作り上げる印刷機だと？　御大層な称号を持つ専門同士で何とかしろ。こっちに話を持ってくるな」


商業ギルド長に匙さじを投げられたことで、俺はとんでもないことが始まってしまったのだと理解するしかなかった。

            







あとがき






お久しぶりですね、香月美夜です。


この度は『本好きの下剋上　〜司書になるためには手段を選んでいられません〜　第三部　領主の養女Ⅲ』をお手に取っていただき、ありがとうございます。






今回は印刷機の改良から始まります。ほとんど圧搾機そのままだった印刷機を使いやすいように改良していくことにしたのですが、下町の職人達の間では今までしていなかった異業種間の意見交換をしたり、設計図を買い取ったりすることになりました。間で調整するベンノやルッツはとても大変。自分の工房の将来を見据えるインゴの奮闘に関しては短編も併せてお楽しみくださいませ。


これまであまり活躍の場がなかった護衛騎士見習いアンゲリカのために「アンゲリカの成績を上げ隊」が結成されました。おかげで護衛騎士達の結束も強まります。ＷＥＢ版では「勉強をしたくないから騎士を選びました」というアンゲリカに共感してくださった読者の方が意外と多かったのですが、書籍版ではどうでしょう？


今巻の目玉はやはりファンタジーらしい素材採集でしょうか。前巻の最後にあったリュエルの採集に続いて、冬の主の討伐をしたり、ライレーネの蜜を採取したりしました。少し動けば倒れるローゼマインが自分の健康のためにアクションシーンをとても頑張ったと思います。もちろん本当に頑張っているのは護衛騎士やフェルディナンドなのですが。素材採集に関する地図を作ったので、ローゼマイン達がどの辺りでどんな物を採集したのか想像して楽しんでいただければ嬉しいです。






それから、なんと『本好きの下剋上』のドラマＣＤ化が決定しました。ローゼマインやフェルディナンドがどんな声でどんなふうに喋ってくれるのか、私はとても楽しみにしています。気になる方はぜひＴＯブックスのサイトをご覧くださいませ。






今回の表紙がライデンシャフトの槍を持った勇ましいローゼマイン、カラーイラストが不思議な夜を楽しむ女の子達と奥の方に焦っている男達で描かれています。どちらもイメージ通りで嬉しいです。椎名優様、ありがとうございました。


最後に、この本をお手に取ってくださった皆様に最上級の感謝を捧げます。


第三部Ⅳは夏の初めになる予定です。そちらでまたお会いいたしましょう。






二〇一七年一月　香月美夜



            





    
  
  




    
  
  




    
  
  





    
  
  





    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




第三部　領主の養女Ⅳ



プロローグ


新しい衣装


新しい印刷機の試運転


ベンノからのお願い


領主会議のお留守番


衣装のお披露目と報酬


アンゲリカの魔剣


印刷物を増やそう


プランタン商会との話し合い


領主夫妻の帰還


神官長の還俗と衣装のお披露目


会食と販売会


イルクナーへ行く


イルクナーのブリギッテ


ローエンベルクの山


リーズファルケの卵


手押しポンプ


ゲオルギーネの来訪


ディルクの魔力と従属契約


ゲオルギーネ様の見送り


エピローグ






お茶会


ダームエルの申し出

	
イルクナーでの滞在






あとがき


巻末おまけ　漫画：しいなゆう
「ゆるっとふわっと日常家族」









    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




プロローグ


春の半ばらしい爽さわやかな風が吹き抜ける中、トゥーリは母親のエーファ、幼馴染おさななじみのルッツとともに買い物に出かけることになった。エーレンフェストでは十歳になると、女性のスカートが膝丈ひざたけから脛丈すねたけに変わる。そのため、十歳の準備には服を揃そろえる必要があるのだ。


また、十歳は洗礼式と同時に始まった見習い仕事の契約期間も終了する時でもある。同じ工房での契約更新をするのか、別の工房へ移動するのかなど、それぞれが選択しなければならない。人生にとって十歳は大きな節目ふしめとなる。


トゥーリは目標にしていた通り、十歳の契約終了を機に、ダプラ見習いとしてコリンナの工房へ移ることになった。両親を交えた正式な契約はまだ先なので口約束だが、ギルベルタ商会とコリンナの工房が、領主の養女ローゼマインの専属髪飾り職人であるトゥーリとの契約を反故ほごにすることはできない。そういう意味で、トゥーリは何の心配もせずに準備を進められる。


……夏になったらわたしもルッツと同じダプラ見習いだよ。


これまで一緒に仕事をしてきた友人達とは別れることになるけれど、自分の夢に近付いた達成感でトゥーリの足取りは軽い。弾む気持ちそのままに中央広場へたどり着いて、後ろから歩いてくるルッツとエーファを振り返った。


「それで、ルッツ。どっちに行けばいいの？」


「今日は工房の仕事服と一緒に、ギルベルタ商会の見習い服を注文するように言われてる。ローゼマイン様の専属として、トゥーリがギルベルタ商会と一緒に神殿へ行くには必要なんだってさ。服を買って荷物が増える前に注文した方が良いと思うから、コリンナ様の工房からだな」


今日ルッツが同行しているのは、ベンノの計らいだそうだ。トゥーリはベンノのそういう気配りがすごいと思う。


「付き合わせて悪いけど、今日はよろしくね、ルッツ」


「旦那様に頼まれたし、オレも夏の服が必要だから別にいいさ」


行く先を示しながら先を歩き始めたルッツに、トゥーリとエーファは付いて行く。中央広場を通り過ぎて街の北側に入ると、周囲を歩く人達の服装が高価な物になり、言葉遣いの丁寧な者が増えて上品な雰囲気に変わる。少し躊躇ためらうように周囲を見回しているエーファの姿を見て、トゥーリは自分がいつの間にか街の北側へ足を運ぶことに慣れていることに気付いた。コリンナの工房へ入る瞬間は今でも緊張するけれど、街を歩くことには特に緊張しなくなっている。ルッツの後を追って歩きながら、トゥーリは周囲を見回して「ふふっ」と笑った。


……わたしも他の人から見れば、北側に馴染んでるように見えるかな？


「何だよ、トゥーリ？　ニヤニヤして……」


「ルッツ、わたしね、トゥーリにはウチの工房に入ってローゼマイン様の髪飾りを作っていってほしいって、コリンナ様から直接勧誘されたんだよ。すごいでしょ？」


別の職場の者から勧誘されることがどれほど誇らしくて嬉しいことなのか、仕事をしていればわかるはずだ。ルッツは苦笑気味に「よかったな」と言ってくれたけれど、エーファの目は少し呆あきれたものになっている。


「トゥーリ、そういうことはあまり外で言うことじゃないわよ」


勧誘を受けることが誇らしいことは職人達に共感してもらえる。実際にトゥーリの工房から別の工房へ移っていった職人達はお祝いされていた。けれど、トゥーリは街の南の貧民街から北側の工房へ移るのだ。普通では滅多めったにあることではない。どちらかといえば、お祝いの言葉よりも周囲の嫉妬しっとが集まってくる。狭い街の中で生活をするには、余計な嫉妬をされない方が生きていきやすい。


エーファの注意を聞いたトゥーリは「わかってるよ」と頬ほほを膨ふくらませた。


「でも、いいじゃない。この辺りにわたし達の知り合いなんてほとんどいないんだから……」


友達が相手でもあまり大っぴらに言わない方が良いとトゥーリは肌で知っている。だからこそ、生活圏内では自慢したくても我慢してきた。本当ならば「コリンナ様の工房へ移れることになった」と話してお祝いしてほしかったけれど、曖昧あいまいに質問をかわしている。


「先にギルベルタ商会に入っているルッツに言うくらいはいいじゃない。家の周りじゃ話してないよ。ラウラが今の工房の継続も難しいって言われて落ち込んでる時に、わたしはコリンナ様の工房へ移れるようになったんだよ、なんて言えないでしょ？」


トゥーリが髪飾りの件でコリンナの工房へ何度も招かれていることは、同じ工房で働いていた誰もが知っている。だから、トゥーリが移動するならばコリンナの工房だと少し考えればわかるだろう。けれど、トゥーリは家族以外にはわざわざ口にしていない。


「あ〜、ダルア契約の更新はそれぞれの努力の結果だけど、契約更新ができないヤツがいたら、さすがに言えないよな。オレは最初から商人見習いで、ダプラ契約をしたから店を変わることもない。途中で工房を変わって嫉妬される大変さはわからないけど、トゥーリが頑張ったのはわかるから」


何の嫉妬も入っていないルッツの言葉にトゥーリは少し気が楽になった。最近は契約更新の話が出る度に、何も言わなくても周囲から羨望せんぼうと嫉妬の眼差しばかりを受けていたので、変わらないルッツの態度にホッとする。


「途中で工房を変わる大変さがわからなくても、ルッツは最初の苦労が大きかったでしょ？」


ルッツは洗礼式の直後から街の北にある大店おおだなに、親族の紹介もなく、家業でもない商人見習いとして入った。トゥーリが同じ職業で工房を移るだけでも様々なことが違って混乱しているのに、ルッツは洗礼式直後という年で、誰にも頼れない状態を切り抜けたのだ。


「ルッツが先にギルベルタ商会に入ってなかったら、わたし、コリンナ様の工房へ移ることなんて考えられなかったもん。ルッツはすごいよ」


「マインのおかげだよ。ギルベルタ商会に入れたのはマインが旦那様に交渉してくれたからだし、オレが店で自分を役立たずだと思わずに胸を張っていられたのは、青色巫女見習いの工房へ出入りできたからだ。ダプラ見習いの今だって領主の養女との繋がりがオレの立場を支えてる」


ルッツは「もちろんオレだって努力はしたけどさ」と軽く言いながら、トゥーリを見た。


「トゥーリだって同じだろ？　マインが最初に髪飾りの作り方を教えたから髪飾り職人になれた。領主の養女になったアイツがトゥーリの髪飾りを欲しいって言うからギルベルタ商会が取り込みに必死になる。一番良い髪飾りを作るためのトゥーリの努力は当然あるけど、最初の道を作ってくれたのはマインだ」


普通は領主の養女に売る髪飾りを、十歳にもならない見習いに任せはしない。領主一族の専属という立場は誰もが狙っているので、子供には分不相応ぶんふそうおうだと大人が取り上げるものだ。ギルベルタ商会がそれはしないのは、マインがトゥーリと会いたいと願う裏事情を知っているから。トゥーリが専属でいられるのは、マインの贔屓ひいきがあるからだとルッツは断言する。


「……そっか。そうだね」


碌ろくにお手伝いもできなくて、興奮しては倒れて、熱を出しては寝込んでばかりの妹の姿の方がトゥーリの頭には色濃く焼き付いているけれど、今の状況に至いたれる道を作ってくれているのは確かにマインだ。


「オレが紙作りや印刷に関しては他のヤツに絶対に負けないようにするのと同じだよ。トゥーリだって気合い入れて技術を磨いて、誰にも負けない髪飾りを作っていかなきゃダメだ。もっと上手い大人が他に出てきて、トゥーリの髪飾りが明らかに見劣りするようになれば専属は外される」


領主の養女を差し置いて他の貴族女性に綺麗きれいな髪飾りを売ることは、店として絶対にできない。ギルベルタ商会が領主の養女を蔑ないがしろにしていると思われるようになってしまう。


「見劣りするようになればどうなるか、トゥーリにわかるか？」


「マインに会えなくなっちゃうんでしょ？」


「違う。そんなふうに繋がりを断って、アイツの怒りを買うようなことを旦那様やコリンナ様がするわけないだろう？　トゥーリは髪飾りの納品に今まで通り一緒に行けるさ。ただ、他人が作った髪飾りを、自分が作った物のように差し出さなきゃいけなくなる。嫌だろ？」


ルッツの忠告にトゥーリはコクリと頷く。それは絶対に嫌だ。専属で居続けるために努力し続けようとトゥーリは改めて決意した。






「あら、ルッツとトゥーリ。ベンノさんから連絡があって待っていたのよ」


コリンナの工房へ入れば顔見知りの職人が出迎えてくれた。


「事務的な手続きはルッツにしてもらうから、トゥーリは奥の試着室へ入ってさっさと採寸さいすんを終わらせてちょうだい。あちこちで買い物をするから急がなきゃいけないんでしょう？」


早く早く、と職人に急き立てられて、トゥーリはエーファと一緒に奥の試着室へ入った。試着室には数人の針子達がいて、採寸のために服を脱ぐように言われる。


「トゥーリがここで働くための仕事着を作るなんて変な感じね。もう二年くらい出入りしてるから、今更？　と思ってしまうわ」


トゥーリが下着姿になると、採寸を始めた針子の一人が笑いながらそう言った。娘がすでに工房に馴染んでいるとその雰囲気から察し、エーファはホッとしたように微笑ほほえむ。


「春の終わりに改めて契約します。皆様、これからトゥーリをよろしくお願いします」


「今までは髪飾りの作り方を教えに来ていただいただけだけれど、これからは一緒に働く仲間になるのよね。こちらこそよろしくね、トゥーリ」


皆から歓迎されていることを感じて、トゥーリは不安が和やわらいでいくのを感じていた。喜びの中に存在していた分不相応ではないかと怖気おじけづく心が少しずつ解けていく。


「神殿への納品に出入りするためにギルベルタ商会の見習い服も作るんでしょう？　だったら、こちらのサイズも計らなきゃダメね」


次々と自分の体にメジャーを当てられていくのがトゥーリには少し不思議な感じだった。今までマインやブリギッテの採寸を手伝ったことはあるけれど、自分の服を工房で注文して作ってもらうなんて初めてである。職業柄、トゥーリはわくわくしてしまう。


「トゥーリは成長が早いから、ちょっと余裕を持たせて作ってもらえますか？　そうしないと、すぐに着られなくなってしまうわ」


「では、スカートも少し長めにしておきましょうか？」


エーファと数人の針子達が話し合っているうちにトゥーリは服を着た。注文を終えると、よろしくお願いしますと試着室を出る。


「トゥーリ、服の採寸が終わったらこっちへ座れ。靴の職人が来てるからさ」


試着室を出ると、今度は革の靴を作るための採寸がされる。足のあちらこちらを触られるのはくすぐったくて、トゥーリは必死に笑いを堪こらえた。


……採寸も大変なんだよってマインが言ってたけど、ホントにそうだった！






注文が必要な衣装の購入を終えると、今度はマインに服を買ってもらってから何度か利用している高級中古服の店へ移動した。ここで今度は街の北用の服を買うのだ。十歳らしい脛丈のスカートとボディスが必要になる。


「オレもいくつか服を買い足さなきゃいけないから、トゥーリはおばさんと一緒に自分の服を選んでてくれないか？」


ルッツがそう言って男性服が多いところへ行ってしまったので、トゥーリは「こんなところで服を買うの？」と困惑顔のエーファと一緒に女性服が並んでいるところへ移動した。


「ねぇ、母さん。このくらいの丈のスカートでいいかな？」


トゥーリが試着したスカート丈を見ていたエーファは楽しそうに微笑みながら立ち上がる。


「いいんじゃない？　スカート丈も今はちょっと長く見えるけど、秋にはまた大きくなっていると思うからこれくらいは必要でしょ」


トゥーリが次々と試着する服を見ているうちにエーファの緊張も解ほぐれてきたようだ。


「ボディスも買わなきゃいけないでしょ？　トゥーリ、これはどう？」


トゥーリはエーファに渡されたボディスを身に付けてみる。前身頃まえみごろが二つに分かれているベストのような物で、十歳から女性は体の線を綺麗に見せるために身に付けるようになるのだ。トゥーリは前を紐でキュッキュッと締めて、ボディスを体にぴたりと沿わせていく。


「早く綺麗に着ようと思ったら練習が必要そうだね」


ちょっと大人になった気がしてトゥーリは鏡を見ながら体を左右に捻ひねってみた。結構いい感じだと思う。えへっと笑っていると、エーファがボディスの結び目をトンと指先で押さえた。


「紐が緩まないように縛るのもコツがあるの。今のトゥーリの結び方じゃ動いているうちに解けるわよ。夏までに練習しなきゃダメみたいね。ボディスはそれで決定していいの？」


「うーん……。こっちの方が可愛いと思うけど、どっちがいいと思う？」


目についたボディスを手にしてトゥーリが尋ねると、エーファは表情を曇らせた。


「可愛いけど、こっちは仕事場で着るには少し派手すぎない？」


トゥーリとエーファがボディスを二つ体に当てながら悩んでいると、服を選び終わったルッツが会計の前に服をどさっと置くのが見えた。トゥーリは大きく手を振って声をかける。


「ねぇ、ルッツ。どっちがギルベルタ商会の見習いっぽいと思う？」


「トゥーリはダプラ見習いになるんだから、どっちも買っておいた方がいいぞ」


「どっちもって……そんなにたくさんはいらないよ」


一つあれば十分、とトゥーリが言うと、ルッツが首を横に振った。


「ダプラ見習いってことは、今までみたいに時々コリンナ様に招かれて街の北側へ行くんじゃなくて、そこで生活することになるんだ。これから夏だし、着替えが何枚も必要になる」


確かに生活することを考えると数着は必要だろう。トゥーリは「何枚もなんて無理だよ……」と服の値段を考えて血の気が引いてきた頭を抱える。エーファも気が遠くなったような顔になった。普段買っている中古服とは値段が全く違うのだから仕方がないだろう。


「……あ、金の心配はいらないから。アイツから預かってる」


そう言いながらルッツがつるりとしたカードを服の下から引っ張り出した。トゥーリが望んだ道へ進めるように、これから先も家族と関わりを持てるように、マインだった時の貯金を使うように言われているそうだ。


「ちょっと、ルッツ。マインってどれだけ稼いでたの？」


「こっそりと最近の稼ぎも加えてるみたいだから、オレも詳しくは知らねぇよ。それに、今は規模が広がってもっとすげぇからな」


ルッツはそう言いながら視線を逸そらし、「店に入ってから恥をかかないように、必要な物は気にせず買え」とトゥーリが持っていたボディスを二つとも会計のところに置いた。


「ボディスとスカートはもう一つ。ブラウスもあと二つか三つは必要だと思う」


更に選ぶように言われて、トゥーリはエーファと二人で急いで選ぶ。会計のところにどんどんと積み上がっていくけれど、ルッツは当たり前の顔で「ギルベルタ商会へ運んでください」と店員に伝えて会計を終えた。


「他にも色々と買わなきゃいけないから、どんどん行くぞ」


ルッツがそう言って歩き出した。あれだけの買い物をしたのに、手ぶらで店を出るのもトゥーリにとっては驚きだが、服を大量に買ったのに「色々と買わなきゃいけない」という言葉にも目を丸くしてしまう。


「え？　色々って？　もう服は買い終わったよ？」


「服の他にも新しい仕事道具や文具類が必要だって思い出したんだよ。ダプラ見習いになるなら部屋がもらえるだろ？　食器も必要になる。日用品はいつでも買えるから追々おいおいでも大丈夫だけど、オレが一緒に行ける時に揃えなきゃこのカードが使えないんだ」






自分がギルベルタ商会に入った時に購入した物を思い出しながら、ルッツはあちらこちらの店へ連れて行ってくれた。自分のペンやインク、木札を買って、ギルベルタ商会で他のダプラと一緒に食事ができるように食器を揃える。今までのトゥーリには考えられないような買い物ばかりだ。


「ルッツがいてくれて助かったわ。わたしにはわからないから」


エーファが疲れ切った顔でそう言って頭を横に振った。トゥーリの希望通り、街の北側にあるコリンナの工房に移れることになってよかったとエーファは素直に思う。けれど、仕事着にせよ、仕事道具にせよ、そこに合わせた物が必要だ。何が必要なのか、どの程度の品物を皆が使っているのか、エーファにはわからない。ギルベルタ商会の見習い服を着ているルッツを同行させてくれ、マインのお金を預かってきてくれたベンノの心配りに感謝するしかない。


「こんなに早くトゥーリも家を出ることになるなんて、ね」


日用品を揃えていくことでエーファはそれを強く実感した。夏からは今までと全く違う生活になるのだ。マインといい、トゥーリといい、エーファの子供達は巣立ちが早すぎると思う。


「わたしも家を出るのは不安だけど、ルッツがいるからまだ大丈夫だよ。ね？　ルッツ」


慰なぐさめるようにエーファの腕を軽く叩き、トゥーリが呼びかけると、ルッツは「……いや、いつまでも一緒じゃないと思う」と難しい顔になって腕を組んだ。


「え？　どういうこと？　ルッツ、ギルベルタ商会を辞めちゃうの？」


ダプラ見習いは辞められないのに何を言い出したのか。トゥーリとエーファが目を丸くしてルッツを見つめる。二人から説明を求められたルッツは周囲を見回しながら声を潜ひそめた。


「まだ他には言わないでくれよ。トゥーリはこれからギルベルタ商会の見習いになるってわかってるから言うんだからな」


何度も念を押した後、ルッツはギルベルタ商会の関係者がほとんどいない貧民街まで戻ってからゆっくりと口を開いた。


「旦那様はギルベルタ商会から紙作りとか本作りを切り離して独立するつもりらしいんだ」


ギルベルタ商会は印刷や製紙業など、服飾に全く関係のない新しい分野で稼ぎすぎているらしい。それは領主の養女の要望で始まった事業で、これから更に拡大するのが目に見えている。


「アイツが養女になってからの業績の伸びがすごすぎた。おまけに、新しい流行になりそうな衣装も考案されただろ？」


ブリギッテのための衣装は今コリンナが一生懸命にデザインをまとめているところだ。あの衣装が一気にお貴族様の間で流行はやることになれば、ギルベルタ商会は更に上向くことになるだろう。それはトゥーリにもわかる。


「他の店も何とか新しい事業に食い込んで利益を得ようと必死で、大店の店主が集まる会議では旦那様が結構色々言われてるみたいなんだ。ギルベルタ商会を服飾の店として守るためには、印刷や製紙業を独立させて利益を分けていくしかないんだよ」


「ふぅん？　たくさん稼げるのはいいことじゃないの？」


店を守るためと言われても、トゥーリにはピンと来ない。


「いいことだけど、他の店に嫉妬されると色んなところで面倒ってこと。トゥーリが工房を移るのはいいことでも、他のヤツに嫉妬されたくなくて対策を練るのと同じだ」


そう言われると合点がてんがいった。他からの嫉妬を避けるのはとても重要だ。


「それに、旦那様は新しい店を作って、いざという時にはアイツに付いて行く気でいる。印刷の後援者で、最大の顧客こきゃくだから。アイツがいなきゃ始まらないし、発展しない。地縁ちえんよりローゼマイン様の熱意の方が印刷業には大事なんだ」


結婚によって貴族は他領へ出ることも多い。全くないとは言えない。エーレンフェストは他の領地に比べると弱いから、領地を出て行かざるを得ないこともあり得るそうだ。そういう時に新しい印刷の店は専属として付いて行けるようにしたいらしい。


「でも、ギルベルタ商会はそうじゃない。今までの顧客との繋がりや信頼がある。ローゼマイン様だけが顧客じゃないから全部の仕事を放り出して付いては行けない。コリンナ様は地縁を大事にしている。だから、ギルベルタ商会はたとえアイツが移動しても動かない」


「わたしは一緒に行きたいよ!?」


ギルベルタ商会が今までの顧客の繋がりを全て捨てられないことはわかる。けれど、トゥーリは「ローゼマイン様の専属」であるためにギルベルタ商会と契約をするのだ。一緒に行けないのは困る。


「ダプラは店に縛られるから、ダルア契約にした方がいいってことだよね？」


「いやいや、そうじゃない。別に他領へ移動すると決まったわけじゃないからな。もしも、の話だ。それに、できるならダプラ契約をしておいた方がいい。色んな面で扱いが変わってくる。貧民出身で後ろ盾だてらしい後ろ盾がないオレ達にとってダプラ契約は大事だ。周囲の目が全く違う」


ダルア見習いからダプラ契約をしたルッツが言うならば、仕事面ではダプラ契約をした方が良いのは間違いなさそうだ。トゥーリはグッと奥歯を噛かみしめる。


「そりゃあ、わたしだってダプラ契約がしたいよ。でも、わたしの夢はギルベルタ商会に入ることじゃないもん。……一流の針子になって、いつか服を作ってあげるって約束したんだよ」


トゥーリの夢は一流の針子になることだ。領主の養女になる寸前のマインと交わした最後の約束を果たすことが一番大事なのだ。


ポンポンと軽く肩を叩かれ、トゥーリは顔を上げた。エーファが少し困ったような笑顔で見下ろしている。


「トゥーリ、一人で悩んでいても仕方がないわ。コリンナ様に相談しなきゃ。契約はまだ終わっていないんだもの。どうするのが一番トゥーリにとって良いのか、よく考えましょう」


エーファに宥なだめられてトゥーリはコクリと頷く。家に向かって歩きながら、そっと息を吐いた。


……ダプラ契約をするかどうかで悩むことになるなんて思ってもみなかったな。

            





新しい衣装


「ローゼマイン様、孤児院長室へ向かいましょう。モニカが先に行ってギルベルタ商会を迎える準備をしてくれています」


今日は型を取るための安い布の準備ができたので、実際にブリギッテの体に当てて裁断をすることになっているのだ。一緒に孤児院長室へ向かうブリギッテも心なしか楽しみにしているように見えた。コリンナとトゥーリもやってくるので、わたしの心も弾んでいる。


……トゥーリとルッツに会える。うふふん、ふふん。






「おはようございます、皆様。お待たせいたしました」


孤児院長室にはすでにギルベルタ商会の面々が到着していた。ベンノ、ルッツ、コリンナ、トゥーリ。それに加えて針子が数人、玄関ホールにいる。前もって話は聞いていたけれど、実際にこれだけの人がいると予想以上の人口密度だ。少しばかり手狭に感じてしまう。


「早速裁断ができるように移動しましょう。男性のおもてなしはフランに任せますね」


挨拶を終えると、わたしはモニカに目配せをして隠し部屋へ移動する。ブリギッテ、コリンナ、トゥーリ、数人の針子が裁縫さいほう道具やいくつもの包みを抱えて付いてきた。


「では、こちらへどうぞ。モニカは一緒に入ってちょうだい」


「かしこまりました」


貴族女性であるブリギッテに合わせて裁断するのだから、隠し部屋に入れるのは女性だけだ。ブリギッテには服を脱いでもらって、裁断のための準備をしてもらう。出入り口の近くには布をかけた衝立ついたてを置いて、扉を開けても見えないように針子達が慌ただしく動き始めた。


簡易鎧を魔石に戻し、針子達に手伝ってもらいながら下に着ていた服を脱いだブリギッテが、別に持っていた魔石のうちの一つを変化させ、体の線に沿うようにして固め始めた。これで肌に針が刺さることもなく、立体裁断ができるらしい。


「魔石で作る騎士の鎧の基本となる物で、貴族院に入ると誰もが習うのです。騎士は一見鎧を付けていないように見える晴れ着の時も、いつでも戦えるようにきらびやかな衣装の下にこれをまとっております」


貴族が衣装の下に着込んでおく防弾チョッキのような役目も果たすそうだ。荒れている領地では突然の攻撃を防ぐために、文官や側仕えさえ身に付けておくのが常識になっているらしい。領主一族のわたしが身にまとっていないことからも、エーレンフェストがいかに平和なのかよくわかる。


……これでがっちり固めていれば、ボディースーツもブラジャーも必要ないよね？


わたしは貴族になった後、母親などの年上の女性と同じ部屋で過ごしたことがないので、大人の女性の下着事情が全くわからない。だが、魔石で固めることができれば補正下着は必要なさそうだ。きっちりとボディスで上半身を締めている平民の方が衣類の技術は発達していそうな気がする。


……うーん。でも、ちょっと微妙。魔石でつるりとした感じで固められた上半身に、下はドロワーズって色気が全くないよ。


麗乃うらの時代の感覚を引きずっているせいでそう思うだけかもしれないけれど、ガーターベルトが似合いそうな引き締まった脚線美がドロワーズで見えないなんてもったいない。自分が子供で、色気のある下着を麗乃時代を含めて今まで必要としたことがないので、意識の中に浮かばなかったけれど、これは下着革命も必要かもしれない。


……こんなメリハリたっぷりのナイスバディな美人さんがドロワーズなんて悲しすぎるよ。


でも、戦うことを第一にする騎士はスカートが捲めくれても平気な状態にしておかないとダメなのだ。そのための足首まである長さで、ズボンのように色気のないドロワーズである。色気を出して女性騎士が戦えなくなっては意味がない。


……実用性か、色気か。ぬぅ、難しい。


他人の下着について真剣に悩むわたしの前で、コリンナと数人の針子達がブリギッテに布を当て始めた。木札に描かれたデザインを基に布を折り込み、ひだを作って針で留めたり、大胆に鋏はさみを入れていく。その間、トゥーリは針を渡したり、言われた物を取ったりしながら、皆の仕事を真剣な目でじっと見つめていた。少しでも多くのことを吸収しようとする姿勢が嬉しくて、心の中でいっぱい応援しておく。


ブリギッテの衣装ができていく過程はすごく気になるけれど、じぃっと見ているわけにもいかない。時間もかかるので、終わり際を見せてもらおう。


「モニカ、裁断が終わったら知らせてくださる？　わたくし、ベンノとも話さなければならないことがあるの」


「かしこまりました」






モニカに扉を開けてもらい、わたしは一人で隠し部屋を出る。二階の部屋にいるのはベンノとルッツ、側仕えのフランとギル、護衛ごえい騎士のダームエルだけで、多少わたしの素が出ても問題のない顔ぶれになっている。


「では、裁断が終わるまで、ベンノのお話を伺うかがいましょう」


わたしは椅子に座って、フランの淹いれてくれたお茶を飲みながらベンノを促うながした。


「まずは、お礼申し上げます。ローゼマイン様のお引き立てにより、貴族の方々との取引が大幅に増えました。心より感謝いたします」


口では礼を言っているけれど、ベンノの赤褐色せきかっしょくの目は「くそ忙しいんだよ」と言っているようにも見える。貴族との繋がりができて、売り上げが上がって、商人としては嬉しいのも本音だろうけれど、死ぬほど忙しいのも本当だろう。


「……あのぉ、ベンノさん。遠回しだとわからないんです。本音を伺っていいですか？」


周囲を見回しながらわたしが言葉を崩して質問すると、ベンノもフランとダームエルの様子を見ながら「何だ？」と言葉を崩した。


「わたし、何だかギルベルタ商会の仕事を増やしすぎてしまったようですから、あまり大変なら、他に仕事を回しましょうか？」


「くぉら、余計な気を回すな。お前がウチを切ったと思われるだろう、阿呆あほう。インゴの時と同じ失敗をする気か？　ギルベルタ商会を窮地きゅうちに陥おとしいれたいのか？」


「滅相めっそうもございません！」


「どんなに忙しくてもウチの仕事を他に回すつもりはない。それは肝きもに銘めいじておけ」


わたしがギルベルタ商会を切ったように周囲から思われては、元も子もない。ベンノ達の仕事を減らせるように気を回すのは止めた方が良さそうだ。


「お二人とも、いくら事情を知る者ばかりとはいえ、もう少し取り繕つくろってください」


フランの苦言に、わたしとベンノは顔を見合わせて軽く肩を竦すくめた。


「ローゼマイン様、これからも、ぜひ、ギルベルタ商会をお引き立ていただけますよう」


「えぇ、もちろんです」


「それから、本日の本題なのですが……。ローゼマイン様、ギーベ・イルクナーと交流を持ちたいとハッセで伺いましたが、詳しくお聞かせいただいてもよろしいでしょうか？」


ベンノのやや目を細めた笑顔が怖い。明らかに「また仕事を増やす気か？」と目が言っている。けれど、他に回すなと釘を刺された以上、仕方がない。仕事を増やすことになる話を始めた。


「イルクナーは山が多くて林業が盛んな土地だそうです。わたくしが知らない木材もたくさんあるようですから、新しい紙の研究のために一度イルクナーを訪れたいと考えています」


「……それは、イルクナーで紙を作るということでしょうか？」


「そうなりますね。ルッツとギル、それから、共に紙を作れるように灰色神官を何人か付けるつもりです。……難しいかしら？」


お伺いを立てると、ベンノが非常に困った顔になった。


「難しいです。ギルベルタ商会から向かうのがルッツだけでは心許こころもとないのですが、ルッツと共にイルクナーへと向かわせられる人材がギルベルタ商会にはいないのです。貴族相手の商談が増えている今、私が動くこともできませんし、一人で貴族の相手ができるマルクを長期間遠くへやることもできません」


それ以外の者では土地持ちの貴族の相手ができるかがわからない。わたしはギルベルタ商会の人達に詳しくないけれど、城での販売に灰色神官達を貸し出したことからも人手不足は推測できる。


「オットーはまだ貴族との交渉に出さないのですか？」


先日の父さんからの手紙に、「オットーが兵士を辞めて、本格的に商人となる」ということが書かれていた。今年の予算関係の仕事が終わったら辞めるということだったので、祈念きねん式が終わって春の半ばになっている今はもう兵士を辞めていると思う。


「オットーは商売の知識については問題ありません。ですが、平民相手の商売ならばともかく、貴族の前に出せるほど、動きが洗練されていないのです」


「下級貴族ならば問題ないと思います。門でも貴族の対応は任されていたでしょう？　肝心かんじんなのは慣れですよ。下級貴族へ対応させて慣らしていくしかありませんね」


父さんでも門を通る貴族に全く対応ができないわけではないのだ。商人と門番で求められる対応が同じとはいえないけれど、オットーならば少し慣れれば何とかなると思う。


「マルクとオットーを組ませて、ベンノはオットーの補佐役と回るようにしたり、他の人材を連れて歩いたりするところから始めればいかがですか？」


わたしにだってできたのだ。本気になれば上級貴族の立ち居振る舞いも季節一つあれば覚えられると思う。きっちりと教えられる教師役がいれば、の話だけれど。


難しい顔をしていたベンノがわたしとフランを交互に見た。


「レオンの給仕を仕込んでいただいた時のように、オットーとその補佐をするテオの立ち居振る舞いもこちらで仕込んでいただけますか？」


「フラン、どう思って？」


わたしはレオンの教育に携たずさわったフランに意見を聞く。ここで貴族相手の立ち居振る舞いを教えられるのは、領主一族であるフェルディナンドの教育を受けた灰色神官だけだ。わたしに動かせるのはフランとザームだけである。


「そうですね。近々ザームが正式にローゼマイン様の側仕えとなりますから、多少の余裕はできます。ニコラとモニカの振る舞いについて教育するつもりなので、孤児院長室で二人の教育と同時に行うならば可能です。本当に立ち居振る舞いしか教えることはできませんが……」


フランの言葉にベンノが緩く頭を振った。


「いいえ、その立ち居振る舞いが大事なのです。貴族に対する挨拶、物の扱い、言葉遣い、平民にはなかなか知る機会はございません」


以前も、ベンノは貴族への立ち居振る舞いを教えてくれる者を探すのは難しいと言っていた。お金を積んでもなかなか見つからないのだ、と。なので、わたしもお金を積んでも得られない人材を報酬に要求しておく。


「では、今回の授業料としてオットー達が立ち居振る舞いを学んだ暁あかつきには、マルクとルッツをイルクナーに派遣してくださいませ」


「……かしこまりました」


オットーとテオの教育をフランが引き受けることになった。教育期間については、またルッツを通して知らせるということで決定する。


「最後に、ルッツ、ギル。ローゼマイン様にご報告を」


二人がベンノに向かって「はい」と歯切れよく返事をし、わたしの方を見た。ニッと二人で顔を見合わせて笑った後、真面目まじめくさった表情でわたしに報告してくれる。


「ザックが設計し、インゴとヨハンが作製していた新しい印刷機が完成しました」


「まぁ！」


わたしがガッと立ち上がろうとするのをフランが即座そくざに肩を押さえて止めた。笑顔でゆっくりとわたしの肩を押して、元の位置に座るように指示する。


……ごめんなさい。興奮してお嬢様の立ち居振る舞いが一瞬吹っ飛びました。


「ローゼマイン様には試運転を見ていただきたいと思います。印刷する物を決めていただいてよろしいですか？」


わたしは今すぐにでも見に行きたかったが、遠回しに全員から止められた。代わりに、試運転できるように印刷するための原稿を出せ、と言われる。


「ローゼマイン様、何を印刷されますか？」


ルッツの質問にわたしは身を乗り出して答える。


「あの印刷機は今までの絵本と違って、字の詰まった本を作るための印刷機なのです。ですから、絵本を卒業する子供向けの字の詰まった本を作りたいと思います」


貴族の間で語られている騎士物語を元に、騎士がどんな仕事をしているのか、子供達にわかりやすく、カッコよく書く。ついでに、挿絵さしえのモデルはフェルディナンドにしてもらい、麗うるわしくヴィルマに描いてもらって女性客を狙う。一石二鳥いっせきにちょうである。「この物語は虚構きょこうの作り話であり、登場する団体・人物などはすべて架空かくうのものです」と入れておけば大丈夫だ。フェルディナンドのクレームも怖くない。


「インゴに頼んであった活字ケースや植字しょくじ台、それから、ステッキやインテルはできていますか？　ヨハンに頼んであったセッテンやフォルマートなどはどうかしら？」


印刷に必要な小物の準備も終わっているかどうか尋ねると、ルッツは得意そうな顔で頷いた。


「インクの発注も終わっています。原稿があれば取り掛かれますよ」


……いやっふぅ！　神に祈りを！


「なんて素敵！　早速金属活字の使い方や印刷の仕方を教えなければなりませんね。活字ケースを移動させるのも大変ですもの。わたくしが工房に赴おもむいて教えます！」


「ローゼマイン様、それは……」


止めようとするフランを見上げて、わたしはふるふると首を振った。


「せっかくですから組版から解版かいはんまで一通りやりたいのです。工房で作業してはならないことは存じていますが、ずっと印刷機を作るのが目標だったのですもの。一番に触ってみたいです」


わたしがグッと拳を握って主張すると、フランが仕方なさそうな顔で首を横に振った。ギルが「ローゼマイン様が止まらない」と肩を落とし、ルッツが腕を組んでわたしを見た。


「フランやダームエル様が工房に入る者を厳選げんせんし、ローゼマイン様のお好きにしていただくのが一番でしょう。いずれにせよ、使い方を教えていただかなくてはわかりませんから」


「ルッツ！　やっぱりルッツがわたくしのことを一番よくわかってくれていますね！」


わたしが胸の前で手を組んで感激していると、「一通りやれば、多分落ち着くだろうし」と小声で付け足したのが聞こえた。


……うぐぅ。さすがルッツ。余計なことまでよくわかっている。


「印刷する原稿を準備したら、すぐに印刷機の試運転に参りますね」


「落ち着いてください、ローゼマイン様。倒れます」


「今から印刷を始めれば、夏の星結びの儀式に一冊目が出せるかしら？」


「本当にそろそろ倒れるから落ち着け。ここで倒れたら絶対に印刷機は触らせないからな」


最初は丁寧に止めていたルッツだったが、わたしが聞いていないことを悟さとって、すぐさま脅おどしへ言葉を変える。そこにルッツの本気を感じ取って、わたしはうひっと息を呑んだ。


「それは嫌」


わたしが深呼吸して呼吸を整えていると、隠し部屋の扉の辺りで魔石が光った。


「ローゼマイン様、モニカからの合図です」


「わかりました。わたくしは少しあちらの様子を見て参ります」






わたしは隠し部屋の中に入り、衝立の向こうに回った。細いピンをたくさん刺した状態だが、ブリギッテのまとう布がアメリカンスリーブのドレスの形になっていた。染めていない安い生地なので色が生成きなりのせいだろうか、まるで花嫁衣装のようである。


「まぁ、素敵！　とても似合うわ、ブリギッテ」


去年の衣装よりは断然似合う。わたしはブリギッテの衣装を見ながら、ぐるりと一周する。デザインした通りに大体できているけれど、ちょっとしたところが気になるのは、やはり針子のコリンナにとっても初めてのデザインだからだろう。


「そうね……。コリンナ、ここはこのようにつまんで、胸の辺りをもう少しすっきりと見せてください。背中もこの位置にこうして……」


わたしの指示を聞いたコリンナがピンを外したり、付け直したりしながら、ラインを決めていく。この生地を元に型を作っていくのだから、皆の目付きが真剣だ。


上半身は布がぴったりとブリギッテに張り付くようで、胸のラインからウェストのくびれ、そこから腰へのラインが見事に出ている。そして、腰の辺りからはひだの多い、たっぷりと布を使ったスカート部分が広がっている。


女性騎士であるブリギッテのため、動きやすさを重視して、スカート部分の布はなるべく薄くて軽い物を使用しているのだ。布の量の割には、あまり重そうには見えない。


「ブリギッテ、窮屈きゅうくつなところはないですか？」


「大丈夫です。肩を覆おおう布がないので、腕を動かしやすいところが良いですね。いざという時には魔石で覆うこともできます」


華やかな衣装をまとっているのに、戦う時の利便性りべんせいしか口にしないブリギッテを仕事熱心だと褒ほめるべきか、もうちょっと色恋について考えてほしいと訴えるべきか悩む。これで素敵な結婚相手を射止めてほしいのに、ブリギッテに全くその意識がない。


「……ダームエルをここに入れてもいいかしら？　この衣装、わたくしはブリギッテにとても似合っていると思うけれど、貴族の男性側の意見も知りたいのです」


「そうですね。この衣装を他の女性騎士が着ることについてわたくしも尋ねたいです」


ブリギッテが嫌がらなかったので、わたしはダームエルを呼ぶために一度隠し部屋を出る。


「ダームエル、こちらにいらしてください」


「何でしょう？」


「男性側の意見が欲しいのです。新しいブリギッテの衣装をどう思うのか聞かせてください」


ダームエルはよくわからないというように首を傾かしげた。


「……貴族男性にあまり受け入れられない衣装ならば、作るのは止めておいた方が良いと思いませんか？　ブリギッテはたとえ気が乗らなくても、わたくしが考えたというだけで我慢して着てくれそうですから、男性貴族の代表として忌憚きたんのない意見が欲しいのです。わたくしの感性がずれているせいで、ブリギッテに恥をかかせるわけにはいかないでしょう？」


わたしの言葉にダームエルは表情を引き締めて了承りょうしょうしてくれた。ある意味、ダームエルはわたしの色々な暴走を近くで見ている。他との常識のずれをよく知っているのだ。ブリギッテが恥をかくような事態は阻止そししてほしい。


「ダームエルを入れます。ブリギッテ、大丈夫ですか？」


「えぇ、どうぞ」


わたしの後ろをダームエルが付いて来る。衝立を回った瞬間、ダームエルの足が止まった。ひゅっと息を呑んだ音が聞こえて、わたしは振り返ってダームエルを見上げる。


「ダームエル？」


わたしが声をかけても、ダームエルからの反応はない。驚いたように灰色の目を軽く見開いたまま、ブリギッテを食い入るように見ている。わずかに開いた口元から、ハァと小さな吐息といきが漏もれた。眩まぶしそうにダームエルの目が細められ、ゆっくりと口元が笑みの形になる。


……わたし、今、人が恋に落ちる瞬間を目撃したようです。


ブリギッテに見惚みとれて動かないダームエルの様子にコリンナや針子達までが気付いて、生温かい視線を向け始めた。「春は芽生えの季節ですものね」と、とても微笑ましいものを見る目がダームエルに注がれているのがわかる。恋に落ちた瞬間を目撃した皆と一緒にニヤニヤしたい気持ちと、固まったままのダームエルを「バレバレだから告白しちゃうといいよ」と後ろから突き飛ばしたい気持ちがぐるぐる混ざる。


「ダームエル、どうですか？」


「え!?　あ、あぁ……」


わたしがマントをくいくいっと引っ張ると、ダームエルはハッとしたようにわたしに視線を向け、ブリギッテを見てから表情を取り繕うように咳払せきばらいした。


「コホン。……その、いいと思う」


……照れていないで、もっとはっきり言わなきゃ褒め言葉は伝わらないよ！　ほら、頑張れ！


心の中で叱咤激励しったげきれいしてみるが、ダームエルは基本的にヘタレだ。真っ直ぐにブリギッテを見ては言えないのか、やや視線が逸らされていて、それ以上の褒め言葉が出てこない。もう一声、と周囲が見守っているけれど、ダームエルの口からそれ以上の言葉はなかった。あちらこちらへ困ったように視線を動かすだけだ。


「ローゼマイン様が考えてくださった衣装ですが、他の女性騎士にも勧められそうですか？」


ブリギッテが自分の衣装を見下ろしながらそう言うと、ダームエルは「うん、まぁ……」と曖昧に頷く。もっとはっきりとした意見が欲しいけれど、恋で頭がとろけてしまったダームエルはあまり役に立たなそうだ。


「問題がなさそうならば、このままブリギッテの衣装を仕立てさせましょう。裁断は終わりにするから、ダームエルは出てちょうだい」


わたしはそう言ってこの場を締めると、ダームエルを隠し部屋から追い出した。パタリと扉を閉めて、そろそろとブリギッテの様子を窺うかがう。あれだけ態度や視線があからさまだったら、当人であるブリギッテにわからないはずがない。


「……えーと、ブリギッテ」


周囲を針子に囲まれているブリギッテに声をかけると、ほんの少し照れたような顔でブリギッテが微笑んだ。


「ダームエルはわかりやすいですね。男性にあのような目で見られたのは初めてですので、少し面映おもはゆいです」


……いやいや、あれだけあからさまな人がいなかっただけで、ブリギッテは美人さんだから、絶対に他にもいたよ。


家族や領地のことと、戦うことしか考えていないブリギッテの視界に入らなかったのか、婚約していた相手しか目に入っていなかったのか、どちらかだと思う。


「ブリギッテは、その、ダームエルのことは……」


「ダームエル自身は悪くないと思っているのですよ。イルクナーを乗っ取るような性格でもありませんし、次男で爵位しゃくいも持っていないので身軽ですし、基本的に真面目ですから。それに、ローゼマイン様の気に入りの騎士という意味ではイルクナーにとって悪い条件ではないのです」


これは意外と好感触ではないか、とわたしが目を輝かせたところで、ブリギッテはニコリと笑った。


「ただ、魔力の差が大きいので対象外です」


綺麗な笑顔であっさりバッサリ切られた。そういえば魔力差が大きいと子供ができないので、わたしは平民のままでは結婚できないとフェルディナンドから聞いたことがある。魔力差が大きいと貴族同士でも恋愛対象から外れるようだ。


……恋をしたその場で対象外確定って、あまりにも不憫ふびんすぎる。


わたしの祝福でダームエルの魔力は少しずつ伸びているらしいけれど、正確にどのくらい伸びていて、あとどのくらい足りないのかはわからない。頑張ればブリギッテの恋愛対象に入れるのだろうか。ちょっと考えてはみたけれど、わたしのように恋愛経験もない上に、こちらの常識もない人間が、他人の色恋沙汰いろこいざたに首を突っ込んでも碌な結果にならないと思う。心の中でこっそりと応援するだけに止めておこう。


……魔力問題をなんとかすれば道は開けるかもしれないよ。頑張れ、ダームエル。

            





新しい印刷機の試運転


「さて、どのお話にしようかな？」


ギルベルタ商会の皆が帰ると、わたしは神殿長室へ戻って机に向かった。印刷機の試運転のため、文字の詰まった本を印刷するため、ガシガシと原稿を書かなければならない。


冬の間に子供達から聞いて、書きとめたお話の中に騎士の話がいくつかある。それを下敷きにすれば原稿を書くのはそれほど難しいことではない。


「最終的には騎士物語集にできるように短編から印刷してみようかしら？」


「試運転ですから、短い文章から始めれば良いのではありませんか？」


ギルと相談しながら、わたしはどのお話を印刷するか選んでいく。騎士が魔物退治をして、取った魔石を意中の女性に贈ってハッピーエンドというお話を書き始めた。






数日後、それほど長くはない騎士物語の短編が完成した。七の鐘が鳴ると、側仕えから一日の報告を聞く時間になる。わたしは報告に来たギルとフリッツに騎士物語の完成を告げる。


「ギル、フリッツ。騎士物語の原稿ができました。子供達の工房への出入りを制限するため、晴れた日の午後に組版を行います。予定をルッツに伝えてちょうだい。それから、工房で作業に立ち会う者はフランとも相談して決めてください」


ギルが「かしこまりました」とハキハキした声で答えると、少し考え込んでいたフリッツは穏やかな濃い茶色の目を柔らかく細めた。


「ギルは組版をしたいでしょうから、私が孤児院の子供達を森へ連れ出します。私の分もローゼマイン様のおっしゃることをよく聞いて、やり方をきちんと覚えてください」


「任せてください。……イラストはできたのですか？」


「今回は文字だけを印刷するのでイラストの完成を待つ必要はありません。イラストはこれまでと同じようにガリ版印刷をする予定です。あ、でも、ヴィルマにイラストのお願いに行くつもりなので、先触さきぶれを出してくださいませ」






次の日の午後、わたしは仕上がった原稿を持っていそいそと孤児院へ向かった。ヴィルマにイラストを依頼するためだ。


「ヴィルマ、この騎士物語の挿絵を描いて欲しいのです。神官長の顔を参考に」


「……ローゼマイン様、そのようなことをしたら、また神官長からお叱しかりを受けますよ」


心配顔でヴィルマがわたしを見つめる。しかし、わたしには伝家の宝刀ほうとうがある。


「大丈夫です。あくまで参考にするだけですから。物語の騎士と神官長は別人です。名前も違いますし、この物語は虚構の作り話であり、登場する団体・人物などはすべて架空のものです、ときちんと本に明記しています」


「まぁ。……本当に、次から次へとよく考えられますね」


呆れたように目を丸くした後、ヴィルマは少し上へ視線をやって、うーんと考え込んだ。


「では、髪形を変えるなどの工夫をして、少し別人に見えるように描いてみましょう」


「ヴィルマ、ありがとう存じます」


「神官長の絵を描くのは楽しいので、禁止が悲しかったのはわたくしも同じですから」


フフッと共犯者の笑みを浮かべると、ヴィルマは挿絵を請うけ負おってくれた。


「挿絵は文章を全て刷り終わった後、ガリ版印刷で行います。それから、一ページ全て挿絵に使うので、字を入れる場所や大きさを考える必要はありません。挿絵はすぐに入れるわけではありませんから、あまり急がなくても大丈夫です」


「かしこまりました」


わたしがヴィルマとの話を終えて立ち上がると、邪魔じゃまにならないように食堂の隅で遊んでいた子供達が駆け寄ってきた。


「ローゼマイン様、新しい絵本を作るのですか？　今度はどのような絵本ですか？」


わたしが祈念式に行っている間に秋の眷属けんぞくの絵本は全て仕上がり、今は冬の眷属の絵本が工房で作られている最中である。そんな状況で新しい本の内容が気になるのだ。わたしの「孤児院の子供達を本好きに育てよう計画」はなかなかうまくいっているらしい。


「ふふっ、冬の眷属の絵本を作った後は騎士物語の本を作ります。今度は字がたくさんになるのですけれど、皆に読めるかしら？」


「絶対に読めるようになります。新しい言葉を覚えるのも楽しいですから」


「騎士物語は貴族の子供達から集めてきたお話を本にしたものです。いつか孤児院の皆が新しい本を書いてくれるようになるのを、わたくしは楽しみにしています」


「字が上手に書けるように練習します」


やる気に満ちたいくつもの目に見つめられ、わたしはとても嬉しくなった。このまま本好きがたくさん育って、大きくなったら色々な本を作ってほしい。孤児院の子供達に文字を教えて、読書の楽しさを教えるのは、わたしが将来読む本を増やすための先行投資なのである。






待ちに待った組版の日。初めての組版にうきうきしながら、わたしは午前中の仕事を終えた。できるだけ手早く昼食を済ませて工房へ向かいたくて仕方がない。急いで食べながら、わたしは給仕をしてくれているフランに声をかけた。


「フラン、午後から工房へ向かうから、汚れても良い服に着替えたいのですけれど……」


わたしの要望にフランは困ったように眉尻まゆじりを下げる。


「ローゼマイン様。大変申し訳ございませんが、本来は領主の娘が自らの手で作業をすることはございません。ですから、汚れても良い服など準備されていないのです」


「え？　でも、インクの汚れが付いたら落ちないと思うのですけれど、よろしいのですか？」


わたしは普段使いにしている神殿長の白い衣装を摘つまみ上げる。白い衣装に黒のインクが付いたら大変だと思うし、神殿長が汚れた服を着ている方が良くないと思う。わたしの神殿長服を見ながらしばらく考え込んでいたフランが口を開いた。


「孤児院長室に巫女見習い時代の衣装をいくつか置いてあります。そちらはどうでしょう？　ただし、お召替めしかえは孤児院長室で行い、神殿内はできるだけ神殿長の衣装をお召くださいませ」


神殿長室のクローゼットには神殿長服と領主の養女に相応ふさわしい服しか置かれていない。孤児院長室は何度か立ち入ったけれど、自分で家具を開けることがないので衣装が残されていることを知らなかった。平民出身だったことを隠すために全て処分されていると思っていた。


「……残してくれていたのですね。ありがとう存じます、フラン」






わたしはモニカとダームエルと一緒に孤児院長室へ向かい、孤児院長室に保管されていたマイン時代の服に着替える。クローゼットにいくつか残っている服の中に、ギルベルタ商会の見習い服がある。懐かしさに胸がぎゅっと締め付けられる気がした。


「わたくし、この服に着替えますね。袖そでがひらひらしていない服はこれだけですもの」


モニカが衣装を見回して、「それが一番作業向きですね」と頷いた。


わたしは懐かしい気持ちで見習い服に袖を通す。少しきついけれど、着られないこともない。きついということは、わたしも一応成長しているようだ。それがマインだった時との違いを際立たせているようで寂しくもあった。


わたしの着替えが終わる頃に、昼食を終えたギルがやってきた。


「わたくしはギルと一緒に工房へ行くので、モニカはヴィルマの手伝いをしてきてちょうだい。わたくしがお願いした絵の仕事があるので、多分忙しくしていると思うのです」


「かしこまりました。お任せください」


モニカを孤児院へと送り出し、わたしはギルとダームエルと一緒に工房へ行く。


「ローゼマイン様が組版で少々暴走しても大丈夫なように、皆を外に出しています」


今日はわたしが工房で作業できるように、フリッツが皆を森へ連れて行った。春になってから紙作りのために森へ向かうのは初めてのようで、子供達は大はしゃぎで出かけたらしい。準備万端だとギルが胸を張ると、全てに付き合わされるダームエルが苦い笑みを浮かべた。


「暴走しても大丈夫なようにするのではなく、暴走しないようにしてほしいものだ」


「本に関するローゼマイン様の暴走を止めるには英知の女神メスティオノーラの御力添えが必要です。ダームエル様には可能ですか？」


ギルは「そんな方法、自分は知らない」と遠回しに言い、ダームエルを見上げた。新しい印刷機を前にわたしが自重じちょうできるわけがない。それがギルとルッツの共通の認識だそうだ。


「ならば、私も英知の女神メスティオノーラに祈りを捧げておこう」


ダームエルもわたしの暴走を止めるのは諦あきらめて神頼みをすることにしたらしい。


……どうせメスティオノーラに祈るんだったら。印刷技術の進歩を祈ってほしいんだけど。


そんなことを考えているうちに工房へ到着した。すでに中で道具を並べて準備を始めているルッツに声をかける。


「ルッツ、お待たせ」


「マイン!?……あぁ、間違えた。違う」


わたしの声に振り返ったルッツがぎょっとしたように目を剥むいた後、ぶるぶると頭を振った。見習い服に驚いていることがわかったので、わたしはその場でくるりと回ってポーズを決める。


「ルッツ、どう？　懐かしいでしょ？」


「懐かしいっていうより紛まぎらわしい。呼び方を間違えるから、今度から別の服にしてくれよ」


「作業できる袖の服がこれしかなかったんだよ。諦めて」


むすっとしているルッツにそう言いながら、わたしは植字台の前へ向かった。植字台から一番下の活字ケースを引き出し、並んだ金属活字のきらめきににんまりと口元を緩める。


「ルッツ、ギル。ステッキやインテルはどこ？」


「インゴやヨハンに作らせた小物は全部この段にまとめてある。どれが必要なんだ？」


びっしりと並べられたインテルやステッキを見て、うっとりとわたしは感嘆かんたんの溜息ためいきを吐いた。美しい。これで印刷ができるのかと思うと実に感動的だ。そのまま植字台に納められている全ての引き出しを確認しようとして、わたしは大変なことに気が付いた。


……わたし、植字台に届かない。


「ギル、踏み台を持って来てください」


「いや、それよりも活字ケースを作業台に並べた方がいいんじゃないか？　この台の前で全員並んで作業するのは無理だろう？」


ルッツの言葉に頷いて、わたしは二人に作業台の上へと活字ケースを並べてもらう。植字台の前でカッコよく作業したかったのに残念だ。


「じゃあ、組版を始めよう。えーと、前にも絵本の文章を印刷するのに、組版をしたことがあるでしょ？　やり方はほとんど同じなんだけど、これからは字がいっぱい詰まった本を印刷するので、一行の文字の数や行間を揃えて、読みやすくしなきゃダメなの」


わたしは印刷するための原稿をルッツとギルに渡す。


「ルッツはこのページ、ギルはこのページね」


作業台に原稿を置いて、わたしはステッキを手に取ると、二人にも渡した。ステッキは片手で持てるサイズの細長い木の箱だ。数行分の金属活字を並べていく場所になる。


「ステッキにインテルを置いてね。そう、この細長い木の板。この長さの分だけ活字を並べていくの。これで一行の文字数を決めるんだから、はみ出したらダメだよ。インテルが置けたら、セッテンを置いてね」


「なぁ、このセッテンは何のためにあるんだ？」


ルッツが薄い金属のセッテンを摘み上げて不思議そうな顔で裏と表を交互に見る。わたしはインテルの次にセッテンを置きながら、一文字目の活字を探し始めた。


「セッテンは金属活字を滑すべりやすくするの。板の上を滑らせるより綺麗に滑って、揃えやすいんだって。あ、一文字目、発見」


わたしは活字ケースの中からお目当ての金属活字を探し出すと、上下が反対ではないか確認しながら、カチャンとステッキの上に置いた。


「必ずこっちから順番に探してね」


「わかった」

            





    
  
  








その後はただひたすらカチャカチャと金属が触れ合う音が響いた。一行目の活字が揃ったらインテルを置いてセッテンを引き抜き、次のインテルの横に並べ直す。その後はまた金属活字を並べていく。組版の作業はその繰り返しだ。


「うーん、どこだ？……あ、あった」


初めての作業なので、活字を拾っていくのに時間がかかる。ルッツとギルも目を凝こらしながら活字を探していた。数行分の活字が並んだら崩さないように気を付けてゲラに移し、また空になったステッキに活字を並べていく。その繰り返しだ。


「これは、とんでもなく時間がかかるな」


「慣れたらもっと速くなるよ」


そう反論しながら、わたしはせっせと版を組んでいく。けれど、元気が良かったのは最初だけだ。半分組み終わった時にはもうへとへとだった。小さい活字を睨にらむようにして並べていくので、目がしぱしぱしてすごく疲れる。最初は快調だったけれど、一ページ分の活字を組み終わるのは、三人の中でわたしが一番遅かった。


一ページ分の活字を組み終わったら、活字が崩れないように解版糸で丁寧にきつく縛る。わたしは力がないので、上手くできなかった。仕方がないのでルッツに任せる。


「これでゲラが完成。組版は終わりだよ。次はゲラ刷りだね。ゲラ刷りは印刷機を使うから、インゴとザックとヨハンにも声をかけた方が良いかも。とりあえず印刷機への設置の仕方だけ説明しちゃうね」


わたしは組み上がったゲラを持って印刷機へ向かう。ヨハンが作っているので設計書通りだ。ゲラを置くための場所に丁寧に移す。見開きで印刷できるようになっているので、隣のページの部分にはルッツの組んだゲラを置いた。余白用のフォルマートを並べていき、ゲラの周囲の余白を作って木枠で固定する。これで準備は終わりだ。


「この後はここにインクを塗って試し刷りするの。紙はここに印があるでしょ？　印に合わせて置いて、こっちの板で押さえてね」


紙を押さえるための蓋ふたをして、更に折り畳めば紙がちょうどゲラの上に来るようになっている。わたしは印刷機の設計図と実物を見比べながら使い方を説明していった。


「確かここのハンドルを回したら、台が動くようになってるはず……」


「どれ？　貸してみろ」


わたしの力では回らないハンドルも、ルッツやギルの力なら回る。注文していた通りに台がすぅっと動いたことに感動した。印刷する上で最も力の必要だった圧縮盤あっしゅくばんもてこの原理を使ってかなり楽に動かせるようになっているはずだ。


「それで、あのハンドルを動かせば印刷できるよ。今はインクを塗ってないから印刷できないけど、回してみて。前の印刷機に比べたらずっと軽く動くと思う」


大人が二人がかりで回していた前の印刷機と違って、新しい方はルッツとギルの力で動いた。


「軽いな。すごい！　活字を拾うのが早くなれば、印刷がかなり楽になるぞ」


ルッツが新しい印刷機を見ながら緑の瞳を輝かせている横で、ギルは書字板に印刷の手順を書き始めた。二人が印刷の手順の確認をしたら今日の作業は終了だ。


「……大体わかりました。明日には工房へインゴ達を呼んで試し刷りを行います」


書字板に順番を書いていたギルが顔を上げた。ルッツがそれを覗き込んで軽く頷く。


「明日は神殿長らしく作業なしで見学だからな。今日の作業で多少は気が済んだだろ？」


「まぁね。明日はおとなしくしてるよ」


……おとなしくしているというよりは、今日の作業で疲れ果てたから明日は動けないという方が正しいと思うけど。






次の日、インゴとザックとヨハンがやってきた。今日は作業があるので、全員が作業着を着ている。わたしは一人だけ場違いに綺麗な神殿長の服を着て見学である。


「では、新しい印刷機の試し刷りを行いましょう。ギル、ルッツ。始めてちょうだい」


わたしの言葉に二人は頷くと、打ち合わせ通りにゲラ刷りを始めた。インクを塗って紙を置き、パタンと押さえて更に伏せる。ルッツがハンドルを回し、ギルが台を押して動かしてプレス機の下に台を押し込めた。皆が興味と緊張感を持って、二人の動きを見守っている。特に、職人達は眉間みけんに皺しわを寄せた真剣な表情で二人の作業を見ていた。


てこの原理を利用したハンドルをぐいっと大きく動かせば、バンと大きな音がしてプレス盤が動いた。二人が台を引き出し、紙を挟んでいる板を外して紙を取り出す。片方のページしか印刷できなかった小さな孔版こうはん印刷と違って、見開きの二ページが一度で印刷できていた。


「おぉ、ちゃんとできてる」


「へぇ、これが印刷か。……何を書いているのか知らないが、すごいな」


できあがった試し刷りを見て、職人達は揃って安堵あんどの息を吐いた。注文品が無事に完成したことで緊張感からの解放された表情に、わたしは小さく笑う。


「三人が力を合わせたおかげで、印刷機は素晴らしい物が仕上がりました。ギルベルタ商会に残りの支払いと協会へ報告をお願いしておきます。冬の間、大変だったでしょう？　どんなところが大変だったのかしら？」


緊張感から解放された職人達は自分の苦労について、それぞれ語ってくれる。


「ローゼマイン様にグーテンベルク認定されてから、冬がすごく忙しくなりました」


溜息混じりのヨハンの呟きに、わたしは頬に手を当てて、首を傾げた。


「ヨハン、すごく忙しいって……。それはわたくし以外の新しいパトロンが見つかったということかしら？　それなら喜ばしいけれど、グーテンベルクから外れても仕事はあるの？」


「うぐっ……」


まだ新しいパトロンは見つかっていないようで、ヨハンは気まずそうに視線を逸そらした。

            





ベンノからのお願い


「試し刷りができたら間違いがないか、原稿と見比べて校正します。できるだけ複数人で校正した方が良いですね。どうしても見落としがちになりますから」


誤字脱字などをチェックして、修正をかけて再度試し刷りだ。全てが直っていることを確認したら、一気に刷っていくことになる。印刷はそれの繰り返しだ。


「この印刷機には大変満足いたしました。ハッセにも印刷機を入れたいので、同じ物をもう一つ注文いたしますね」


「あ、ありがとうございます」


インゴとヨハンが引きつった笑みを浮かべた。設計だけを担当しているザックは、自分が蚊帳かやの外に置かれていると感じているようで不満顔だ。


……ザックに設計図を描いてほしい物はいくつもあるんだけどね。


けれど、わたしが欲しいと思う物を一気に広げてしまうと、かなり広範囲に影響が出る。おまけに、どこが利益を得るかということで工房間で結構激しい争いになるはずだ。結果として、わたしの代理人として仲裁ちゅうさいに走ることになるギルベルタ商会の仕事が増えるだろう。


……専属の工房を片方に決められないのが問題なんだよね。


わたしはそっと息を吐いた。わたしはザックの発想と設計力を高く評価しているし、それを寸分違たがわず作り上げるヨハンの技術も高く評価している。どうしても、二人に仕事を分けることになるのだが、工房間の利益争いは結構激しいらしい。


……一つの工房になれば楽なんだけど。


むーん、としばらく考えてたわたしはザックにすっと視線を向けた。


「ねぇ、ザック。ザックが新しい工房の親方になるためにはどうすればよいのかしら？」


ザックが「はぁ!?」と目を丸くしてわたしを見た。一体何を言っているのか、とインゴとヨハンも珍獣ちんじゅうを見るような目でわたしを見ている。常識外れのことを言ってしまったようだ。わたしは急いで自分の思考の流れを説明する。


「ザックとヨハンが組んで工房を作れば、わたくしの注文がとてもしやすいと思ったのです」


一つの工房を専属に決められないなら、自分の専属職人ばかりを集めた鍛冶かじ工房を作ってしまえばいいんじゃない？　と単純に考えただけだ。


「今はヨハンとザックが別々の鍛冶工房にいるので、利益配分や注文の仕方が面倒で大変でしょう？　ですから、人当たりが良くて快活かいかつで発想力の豊かなザックを親方に据すえて、技術の確かなヨハンに作ってもらえば最強の工房ができると考えたのですけれど……」


「いや、ちょっと待ってください。俺もヨハンもダプラだから、ベルーフの資格を取った後、今の工房の跡継あとつぎに指名されれば親方になれるけど、新しい工房の親方にはなれないんです」


「え？　そうなのですか？」


職人達の話によると、ダルアは基本的に三年間の雇用契約をしているけれど、ダプラはその工房を盛り立てていくために終身雇用の契約をしているため、独立して自分の工房を持つことはできないそうだ。有能な人材を抱え込んでおきたいのは、皆同じということである。


「あまりにも役に立たなかったり、問題を起こしたりしたダプラならば契約解除もあるだろうが、ヨハンもザックもそれぞれの工房の稼ぎ頭だ。工房の親方が手放さないだろう」


自分の工房を持つインゴが親方の視点から教えてくれた。インゴは自分の腕に自信があり、両親のおかげで多少の蓄たくわえがあったため、子供の頃から親方を目指していたそうだ。ダプラ契約を勧められても、色々な工房とダルア契約を交わし続け、腕を磨いてきたらしい。


「では、わたくしのグーテンベルク鍛冶工房を作るのは難しいのですね」


ガッカリしているわたしに、ヨハンが「とても難しいです」と真剣な顔で何度も頷く。


「いくつか設計してほしいと思っている大きな仕事があるので、わたくしの注文を受けるための専属の鍛冶工房を作った方が良いかと思ったのですけれど、無理ならば仕方ありません」


「……大きな仕事？」


怪訝けげんな顔をしたザックにわたしはコクリと頷いた。


「えぇ、井戸の水汲くみが楽になる、『手押しポンプ』を設計してみてくれませんか？　この設計図を買い取ります。『手押しポンプ』の設計図は鍛冶協会に管理してもらって、将来的には誰にでも作れるようにしたいのです」


「何のために、ですか？」


「一つの工房が独占するには利益が大きすぎますし、『手押しポンプ』は一度に広がった方が良いと思うからです。水汲みに苦労しているのは、皆同じでしょう？」


「それでも設計図を公開する意味がわかりません。利益はできるだけ独占するものです」


職人達は揃って首を傾げる。自分の工房の利益を独占することを優先する職人に、便利な物はさっさと広げたいわたしの思惑は理解できないようだ。


……平民全員が同じような考えだったら、職人達にも理解しやすいように、きっちりと利益を取った方が良いかもしれないね。ついでに、特許料のような考え方を普及できれば……。


「もちろん鍛冶協会に設計図の管理を任せますが、『手押しポンプ』を無料で広げるわけではありません。『手押しポンプ』を一つ作るたびに、元々の提案をしたわたしと設計図を作ったザックにはお金が入ってくるように鍛冶協会と契約魔術を結ぶつもりです」


「……なるほど。そうすれば、確かに商品を広げながら、きちんと利益も得られるな」


インゴが顎あごを撫なでながら頷き、利益を取ると言ったことでザックも納得の表情になった。


「テオシポンプはどんな物ですか？　ローゼマイン様が提案するのですから、変わった物だろうと思いますけど」


「そうですね。変わった物です」


一番簡単というか、わたしが説明できる範囲で手押しポンプの原理を説明する。麗乃時代に「今の暮らし、昔の暮らし」を社会の授業でやった時にグループ活動で調べたことだ。図書館を使った調べ物はグループの皆に任されて頼られたのである。他人に頼られることが滅多になかったので嬉しくて覚えている。そうはいっても、自分でポンプを作ったわけではない。図を描いて大まかな説明しかできないけれど、ザックは灰色の目を挑戦的に輝かせて見入った。


「これを動かすと、これが動いて弁べんが開く。……大体わかりました。やってみます」


「えぇ、挑戦してみてください」


わたしは今回の印刷機の残金に加えて、新しい印刷機と手押しポンプの設計図のための手付金の決済をルッツとギルドカードを合わせて行った。インゴ達への報酬のやり取りや協会への報告など、その後のやり取りはギルベルタ商会に一任する。


「ローゼマイン様、こちらを旦那様から預かっています」


ルッツからギルに渡された手紙がわたしへ回ってくる。わたしはカサリと手紙を開いた。それには「フーゴが宮廷料理人になりたいと言っている」と書かれていた。どうやらイタリアンレストランの後進の教育が終わったようだ。


「できれば、ローゼマイン様の紹介をいただきたいそうです」


宮廷料理人として雇うかどうかは最終的に領主の判断になる。フーゴは一応ジルヴェスターから直接声をかけられているが、正式な書面を交わしたわけではない。多分、わたしが口添くちぞえしなければ、城や貴族街に入ることさえ難しい。


「結局、星祭りの前に新しい恋人は見つからなかったのですね……」


……そういえばフーゴも彼女に振られてたっけ。フーゴといい、ダームエルといい、わたしの周りって振られた人ばっかりかも。


周囲の失恋率の高さに肩を落としながら、わたしはルッツを見た。


「ルッツ、一度本人と話をしたいのでフーゴを連れてきてほしい、とベンノに伝えてください」


「かしこまりました」






三日後、フーゴを連れてベンノとルッツが孤児院長室へやってきた。晴れ着を着せられたフーゴが恐縮きょうしゅくしたようにがっちりした体を小さくしている。あまり見ない様子がちょっと面白い。孤児院長室で料理人をしていた時は二階へ上がったことがなかったせいか、今日は周囲を見回しながらおっかなびっくり歩いているのがわかった。


挨拶を終えて椅子を勧めると、フランにお茶を淹れてもらう。お貴族様らしくわたしはゆっくりとお茶を飲み、エラが作ったお菓子を食べて見せる。フーゴが来ると知ったエラが張り切って作った新作のお菓子だ。ラングドシャの間にクリームと季節の果物のジャムが挟まったもので、「かつての師匠に成長したところを見せ付けてやるのよ」と闘志を燃やしていたらしい。ニコラが笑いながら教えてくれた。


「どうぞ。エラの作った新作のお菓子です」


その途端、緊張して小さくなっていたフーゴが料理を前にした職人の顔になった。グッと背筋を伸ばして厳しい目でお菓子を見つめ、一つを手に取る。角度を変えて色々と見た後、口に入れた。一口食べたフーゴはむっと眉を寄せる。「くっそぉ、成長してやがる」と悔しそうに小さく呟いたので、エラの渾身こんしんのお菓子はフーゴの自尊心じそんしんを刺激することに成功したようだ。


「それで、フーゴが宮廷料理人になりたいというお話ですけれど……」


わたしが切り出すと、ベンノがコクリと頷いた。


「領主様より誘いのお言葉を賜たまわっていると伺いましたが、正式な書面ではございません。そのため、ローゼマイン様のお口添えをいただきたいと思っております」


「イタリアンレストランの方はフーゴを手放すことになるのですが、それでも良いのですか？　共同経営者のフリーダはどのように言っていますか？」


イタリアンレストランから宮廷料理人が出るのは店の箔付はくづけにもなるので、行きたいならば行けば良い、ということでフリーダとベンノの意見は一致しているらしい。


「そう。では、フーゴが宮廷料理人になれるように口添えするのは構いません」


ホッとしたようにベンノが「恐れ入ります」と胸の前で手を交差させる。フーゴもそれに倣ならった。わたしは軽く頷きながら、ちらりと視線をフーゴに向けて最終的な意思確認を行う。


「けれど、以前に宮廷料理人へレシピを教えるために滞在していた時とは全く待遇たいぐうが変わると思います。レシピを教える教師役の立場ではなく、下働きから始めることになるでしょう。その辺りはどのように考えているのかしら？　せっかくイタリアンレストランの料理長の立場にいるのに、宮廷料理人になれば下働きからまたやり直しになりますよ」


フーゴは「それでも、お願いします」と、きつく膝の上の拳に力を入れた。


「あと、気になっていることもあります。フーゴに今まで教えたレシピは契約魔術で保護されていることです。フーゴを宮廷料理人として雇ったとしても新しいレシピが流れないのであれば、料理人の間でどのような扱いになるのか、わたくしにはわかりません」


「ベンノの旦那からも同じようなことを言われました。けど、俺は……」


フーゴの意志は強固だ。どんな環境でも宮廷料理人になりたいらしい。


「それから、これも大事なことなのですけれど、一度宮廷料理人として貴族街に入ってしまうと、雇い主の許可なく下町には戻れません。フーゴにはご家族がいるでしょう？　家族と離れて、大丈夫なのかしら？　ご家族は賛成しているのですか？」


家族と離れたくなかったわたしを知っているベンノはわずかに視線を落とす。だが、フーゴは「家族と離れてでも宮廷料理人になりたい」と言った。


「どうしてそれほど宮廷料理人を望むのでしょう？　以前はそれほど権力欲もなかったので、理由が気になります。イタリアンレストランにそれほどの不満がありますか？　他の料理人のためにも料理人として大きな不満があるならば聞かせてください」


「いえ、職場に不満があるわけでは……その、かなり、私的な理由で……」


言い淀よどむフーゴに代わって、真面目くさった顔のベンノが目にからかうような光を浮かべて事情を説明してくれた。なんと前の恋人がご近所さんと付き合い始め、毎日仲の良い姿を見せつけられているため、少しでも早く宮廷料理人になって家から離れたいらしい。


……振られただけじゃなかったんだ。……それはさすがに可哀想かわいそう。


「恋人が欲しいならばイタリアンレストランでそのまま働いていた方が、きっと出会いも多いと思います。……ご存じでしょうけれど、城の料理人は男ばかりですよ？」


エラが城に上がる時にとても心配になって調べたので、料理人の男女比くらいは知っている。わたしの指摘に「うっ……」と一瞬息を呑んだフーゴがぶるぶると頭を振った。


「俺は、もう料理に生きるんです！」


「フーゴの人生ですから、フーゴがその選択を後悔しなければ良いと思います。ただ、宮廷料理人の志望理由が今の職場や住処を離れたいだけなのでしたら、わたくしの専属料理人として、住み込みで雇うこともできますけれど、いかがでしょう？」


目を丸くしてきょとんとした表情になったフーゴに、わたしはニッコリと笑ってみせる。フーゴほどの腕を持つ料理人を下働きにするのはもったいない。それに、わたしのレシピをすでに知っているフーゴがイタリアンレストランから出るならば、わたしが確保したいのだ。


「料理人がエラ一人では大変ですから、専属料理人を増やそうと思っていたのです。フーゴならばエラとも馴染みがありますし、腕も確かだと知っています。わたくしの厨房ちゅうぼうで下働きからやり直すようなことはありません」


「いや、しかし……家族にも宮廷料理人になると言って、イタリアンレストランを辞めるのです。これで宮廷料理人になれないのは……」


外聞がいぶんが悪くて、カッコ悪いらしい。なるほど男の自尊心というやつだろう。


「専属料理人になれば、わたくしと一緒に城と神殿を往復する生活になりますから、宮廷料理人と下町で言っても完全に間違いではないですよ」


フーゴの目が軽く見張られ、少し止まった後、ぶるぶると頭を振った。


……あ、ちょっと揺れてる。よしよし、このまま畳みかけよう。


「それに、これまでに覚えたレシピを無駄にすることなく全てを作ることができますし、これから先の新しいレシピも一番に手に入る立場です。イタリアンレストランにもこちらから新しいレシピを送っているのですから。後は、そうですね。新しい調理器具も一番に手に入ります」


調理器具には料理人としての興味がそそられたのか、フーゴの目が揺れた。そんなフーゴの隣に座るベンノは面白そうにニマニマと笑ったまま、静かに成り行きを見ている。


「神殿にいる時であれば、申請してくれれば下町に帰ることもできます。ご家族も少しは安心できるのではないかしら？」


ぐらぐら心が揺れているのを表すように、フーゴの頭がゆらゆらとしている。もう一押しだ。


「それに、わたくしの厨房はエラがいます。ニコラとモニカが助手として出入りします。男ばかりのむさくるしい城の厨房より、可愛い女の子ばかりの職場の方が良いと思いませんか？」


「ローゼマイン様、よろしくお願いします」


きりっとした顔でフーゴが陥落かんらくした。口元を手で押さえて、笑いを堪えたベンノを介して、専属の契約を結ぶ。こうして、フーゴもわたしの専属料理人になった。






「明日、フーゴに与える部屋を掃除しますから、荷物を運び込んでください。モニカ、フーゴを神殿長室の厨房に案内してちょうだい。今日は厨房の場所を教えるだけでいいです」


「かしこまりました。フーゴ、こちらへどうぞ」


モニカについてフーゴが出て行く。入ってきた時と違って、鼻歌でも歌いだしそうなほど上機嫌だ。わたしは階段を下りていくフーゴを見送って、ベンノに視線を向けた。


「ベンノ、オットー達の教育の日が決まりました」


オットー達の教育が行われるのは、領主会議の期間中にわたしが城へ行っている間だ。わたしが不在の時は側仕えに比較的余裕があるので、その間に教育が行われることになっている。


わたしは城の図書室で本の読み放題……だったらいいけれど、領主会議で領主が不在の間はヴィルフリートと一緒に魔力供給をするようにフェルディナンドから言われている。


「お忙しいところ、大変恐縮でございます」


そう言った後、ベンノはちらりと隠し部屋へと視線を向けた。あちらで話したいことがあるのだろう。わたしは軽く頷いて立ち上がる。


「ダームエル、ギル、あちらの部屋に向かいます」


わたしはベンノとギルとダームエルと一緒に隠し部屋に入って、椅子に座る。座って視線を合わせると、商人らしい笑みを湛たたえていたベンノの顔が渋い顔になった。


「何かあったんですか、ベンノさん？」


「最近、貴族との付き合いが増えてきたのは知っているだろう？」


「はい。ルッツの愚痴ぐちをギル経由で聞いています」


冬のお城で教材を売っていた時にエルヴィーラが声をかけたことで、ギルベルタ商会は貴族との繋がりが一気に増えて、てんてこ舞いになっているらしい。


「ローゼマイン工房で作っている教材の問い合わせが増えているんだ。貴族だけではなく、富豪からも、だ。そうなると、ギルベルタ商会は服飾を扱う店だろう、と大店の旦那から文句を言われるようになってきた」


ベンノはガシガシと頭を掻かいて、ゆっくりと溜息を吐いた。


「ちょっと手を広げすぎたんだ。それだけならば文句を言われることもなかったかもしれないが、全てにお前が関係していて、どれもこれも莫大ばくだいな利益を得ている。貴族との取引も一気に増えたから周囲のやっかみがひどい」


イタリアンレストランはギルド長とフリーダも巻き込んでいるし、むしろ、ベンノは最近あまり出入りできていないので、出資しただけという印象になっているらしい。それでも、わたしに関係することで印刷関係の仕事がぐっと増え、ものすごい勢いで貴族の顧客が増えているため、何とかギルベルタ商会の利益を奪おうと大店の旦那も必死なのだそうだ。


「新しく顧客となった貴族の間ではギルベルタ商会が服飾の店であることを知っている者は少ない。これではコリンナやレナーテに継がせるのが難しくなる。だからな、オットーの教育が終わり次第、ギルベルタ商会と印刷関係を請け負う店を分けようと思う。できれば、お前が新しく流行らせようとしている衣装が出る前に……」


店を分け、利益を分けることでやっかみを少しでも減らすつもりらしい。それで本当に減らせるのか知らないけれど、商人に関して大して詳しくないわたしが口を挟むことではない。


「本に関係する新しいお店はベンノさんとマルクさんとルッツで始めるんですか？」


「あぁ。その店には領主の新しい事業に一枚噛みたくて仕方がない大店の旦那方が、自分のところのダルアを一人ずつ送り込んでくることになっている」


余所よそのダルアをギルベルタ商会に入れたくなくて、店を分けるというのが本当の理由らしい。どうしてダルアを受け入れなければならないのか、商人の世界はよくわからない。


「それで、わたしにどうしてほしいんですか？」


「名前が欲しいんだ。お前のお墨付すみつきで始めるということがわかるように、新しい店にお前から名前をくれないか？」


ギルベルタ商会の初代も同じように貴族から名前をもらって店を始めたらしい。これからギルベルタと名乗れと言われ、初代自身もギルベルタと名乗っていたそうだ。


「えっと……それって、新しいお店がローゼマイン商会になるんですか？　ベンノさんがローゼマインを名乗るんですか？」


「俺は名乗らんし、名乗らせたいなら男性名を付けろ！　だいたい、お前の名前を付ける必要はない。新しい店の名前を付けてくれれば良いんだ」


遠慮えんりょなく怒鳴られたわたしはうーん、と考える。グーテンベルクは称号として使っているので、他に印刷業に関係のある名前が良い。わたしの頭に思い浮かんだのは一つだ。


「ローゼマイン工房があるから、商会の名前も同じにするとわかりにくいですし、プランタン商会でどうでしょう？」


「……どこから出てきた名前だ？」


わたしは「秘密ですよ」と笑った。言ってもわかるはずがない。プランタンは聖書を印刷したことで異端審問いたんしんもんにかけられ、逃げながら多言語対訳聖書ポリグロット・バイブルという印刷物を生み出した、印刷に人生をかけた人の名前だ。ちなみに、プランタンの印刷工房は世界遺産にもなっている。ベルギーにあるプランタン・モレトゥス博物館がそれだ。一度この目で見たかった。


「プランタンか。まぁ、グーテンベルクでなかっただけ良しとしよう」


「……似たような出典ですけど。そんなことより、ベンノさん。せっかくですから、これからプランタンって名乗りましょうよ」


「断る」


即座にお断りされてしまった。まぁ、本当に名前を変えられたら、わたしが混乱しそうなので、そのままで問題ない。それより二十台の印刷機をフル稼働してガンガン印刷していたプランタンを見習って、印刷業を発展させたいものである。


「ベンノさん、ベンノさん、プランタン商会として、どんどん本を作って売りましょうね。わたし、二十台の印刷機が入れられるような工房が欲しいです」


新しい印刷工房を作ってもいいし、今のローゼマイン工房に印刷機を増やしてもいい。わたしが野望を語ると、ベンノはものすごく嫌な顔をした後、わたしのおでこをピシッと弾いた。


「……お前、性急さを直せ、と神官長に言われたんじゃなかったのか？」


「そうでした。自重、自重……。自重、捨ててもいいですか？」


「いいわけがあるか、この阿呆！」


ベンノに雷を落とされ、「あぁ、このテンポがいいなぁ。懐かしい」と和なごんでいたら、頭をぐりぐりされた。


……ちょ、ちょっと、手加減！　手加減も大事だから！

            





領主会議のお留守番


「フラン、わたくしが城にいる間、皆の教育は任せます。ザームもできるだけフランを助けてあげてください」


わたしは今日から春の成人式までの間、城で生活することになっている。領主夫妻が領主会議のために中央へ行く間、礎いしずえの魔術のために魔力を供給しなければならないからだ。


「ローゼマイン、行くぞ」


フェルディナンドに声をかけられ、エラやフーゴ、ロジーナを騎獣きじゅうに乗せる。ブリギッテは定位置の助手席だ。ダームエルの騎獣に後ろを守られ、わたしはフェルディナンドの後ろを付いていく。


飛び上がった瞬間、フーゴが「うひいぃ」と情けない声を上げたけれど、騎獣慣れしているエラに笑われて、すぐさま口を閉ざした。


「ぷぷっ、そんなに怖がらなくても大丈夫ですよ、フーゴさん。すぐに慣れますって」


会話を聞いていると、エラがちょっぴり先輩風を吹かせている。フーゴをからかえるのが楽しいのか、エラの声が普段よりちょっと高くて弾んでいるのが面白い。


「わたくしも初めて乗った時は驚きましたけれど、今は馬車より快適だと思います」


「ロジーナさんっ！……エラ、席替われ」


フーゴが感激したような声を上げている。ロジーナが美人なので、フォローの声をかけられて嬉しいのはわかるけれど、フーゴの態度があからさますぎる。


「ローゼマイン様の運転中は替われませ〜ん。残念でした」


つーん、とエラがそっぽ向いて、ロジーナがクスクスと笑う。後ろが楽しそうで羨うらやましい。






「おかえりなさいませ、ローゼマイン様。ようこそおいでくださいました、フェルディナンド様。すでに皆様の準備は整っています」


ノルベルトの出迎えに「何の準備ですか？」と首を傾げるわたしと違って、フェルディナンドは騎獣を片付け、「そうか」とゆっくり頷いた。ノルベルトはわたしの騎獣から降り立った専属の三人と周囲をくるりと見回して指示を出し始める。


「ローゼマイン様の専属料理人は厨房へ向かいなさい。オティーリエ達は荷物を運び、楽師をローゼマイン様のお部屋へ案内するように。それから、これから向かうところへダームエルとブリギッテは立ち入れません。護衛騎士はコルネリウスに交代し、二人は休暇とします」


「はっ！」


ダームエルとブリギッテが一歩下がって、その場に跪ひざまずいた。ノルベルトの指示通り、フーゴとエラは各自の荷物を持って側仕えの一人と共に厨房へ向かい、ロジーナはフェシュピールを抱えてオティーリエと北の離れに歩いていく。


「ローゼマイン様、騎獣の準備をお願いいたします。本館をしばらく歩きますので」


今日は自室ではなく、別のところに行くらしい。わたしは一人用に変形させて乗り込んだ。


「ご案内いたします」


わたしはノルベルトとフェルディナンドの後ろを一人用のレッサーバスで付いて行く。エックハルトとコルネリウスが護衛騎士として、リヒャルダが側仕えとして一緒に付いてくる。裏の出入り口から本館の表に入り、階段を上がって領主の執務室に到着した。


「アウブ・エーレンフェスト、ローゼマイン様とフェルディナンド様が到着されました」


執務室には領主夫妻とそれぞれの護衛騎士と側仕え、ヴィルフリートとランプレヒトとオズヴァルトが揃っていた。戸口に立つわたし達を見て、ジルヴェスターが立ち上がる。


「あぁ、来たか。では、行くぞ」


わたしとフェルディナンドが執務室に入ると、ランプレヒトとエックハルトが執務室の外に出て、仁王立におうだちになった。二人が護衛に付いたのを確認した側仕えによって扉が閉められる。内側の扉の前に立ったのはフロレンツィアの護衛騎士とコルネリウスだ。


「一体何があるのですか？」


物々しいというか、緊張感に満ちた雰囲気にわたしは思わずフェルディナンドの袖をつかんだ。フェルディナンドはわたしを見下ろし、軽く眉を上げる。


「礎の魔術に魔力を注ぐのだ。そう説明したであろう？」


さらっとした簡単な説明だったし、神具に魔力を奉納ほうのうしたり、奉納式で小聖杯に魔力を込めたりするのと大して変わらないとフェルディナンドは言っていたはずだ。これほど警戒と緊張に満ちたものになると誰が想像するだろうか。


「……これほど物々しいと思いませんでした」


「エーレンフェストの基礎となる魔術だぞ？　警戒するに越したことはない」


今、この場にいるのは領主と比較的近い血族の上級貴族ばかりなのだそうだ。


ジルヴェスターがくいっと顎を動かすと、リヒャルダとオズヴァルトが頷いて、執務机の背後にあるタペストリーを取り外し始める。タペストリーを外すと、そこには小さな扉があった。かなり小さな扉で、わたしが身を屈かがめて入らなければならないような、明かり取りの窓と言われた方がしっくりくるような大きさの扉だ。その扉には七つの丸い穴が開いていて、その内の四つにビー玉のような魔石がはまっていた。


「ローゼマイン、ヴィルフリート、これを握って自分の魔力を登録せよ」


ジルヴェスターから手渡されたビー玉のような魔石に魔力を込めると、淡い黄色に魔石が染まる。ヴィルフリートも魔石を握って魔力を込めた。ジルヴェスターはわたし達の魔力が籠こもった魔石を丸い穴にはめていく。


「これで、其方そなた等もここに入れるようになった。行くぞ」


領主夫妻が手袋を外して、それぞれの側仕えに渡す。領主が扉に手をかざすと、小さい扉がすっと大きくなってフェルディナンドでも普通に歩いて入れる大きさになった。大きくなった扉をジルヴェスターが開けたけれど、虹色の幕がかかっているようで奥が見えない。


一番にジルヴェスターが入り、フロレンツィアが続いて入っていく。次は誰だろうと周囲を見回していると、「其方が行け」とフェルディナンドに軽く背中を押されたヴィルフリートがびくっとした顔で振り返った。


「ヴィルフリート坊ちゃま、ローゼマイン姫様、領主の子としての初めてのお勤めです。大変でしょうが、最善を尽くせるよう、わたくし達はここでお祈りしております」


何があるのかわからない不安と緊張に強張こわばった顔に、リヒャルダが優しく微笑みかける。


「行きましょう、ヴィルフリート兄様。わたくしが先に行きましょうか？」


「いや、私が行く」


ヴィルフリートがゴクリと息を呑んだ後、目をきつく閉じて踏み込んでいった。


フェルディナンドに視線で中へ入るように示されて、わたしもヴィルフリートに続く。ねっとりとした幕を突き破るような感触と共に虹色の幕を抜けると、その先に出た。


「うわぁ！」


……ファンタジー！


心の中で思わず叫んだ。今まで散々さんざん魔術関係で色々な物を見てきたけれど、ここは部屋全体がファンタジーだった。タペストリーもカーペットもない真っ白な部屋の中央に、スイカより少し大きいくらいの魔石が浮かんでいる。複雑な魔法陣がいくつも重なって浮かび上がり、その魔石の周りをくるくると回っている。魔力を帯びて光る複雑な文字や模様の連なりが回る様子はまるで支える棒がない天球儀のようだ。


「ローゼマイン、邪魔だ。立ち止まるな」


最後に入ってきたフェルディナンドに睨まれて、わたしは慌ててその場を退しりぞく。


「フェルディナンド様、ここは一体何の部屋ですか？」


「エーレンフェストの礎に魔力を注ぐための魔力供給の間だ。領主夫妻と魔力を登録した領主一族のみが入れるようになっている」


今、供給の間に入れるのは、領主夫妻とその子であるヴィルフリートとわたし、そして、先代領主の子であるフェルディナンド、最後に先々代領主の子でカルステッドの父親であるボニファティウス、わたしのおじい様にあたる人だけだそうだ。領主の母は罪を犯し、幽閉ゆうへいされた時点で登録した魔石を外されたらしい。


……確かに悪意で何かされたら困るもんね。


「ここの魔石は礎の魔術に繋がっている」


「繋がっているということは、礎の魔術そのものではないのですか？」


「あぁ、そうだ。礎の魔術の本体は別にある。そこに立ち入ることができるのは領主のみだ」


フェルディナンドの説明にジルヴェスターが肯定して頷き、説明を加える。


「余所に嫁とつぐ可能性がある娘や臣下に降りる息子、余所から来た配偶者はいぐうしゃには礎の場所を漏らさないことになっている。礎を押さえる者が領主だからな」


領主以外には礎がどこにあるのかも知らされないそうだ。領地の基礎であり、領主を決めるものだと言われれば厳重げんじゅうさにも納得がいく。


「領主会議の間、ローゼマインとヴィルフリートにはここで礎に魔力を注いでもらう」


名前が挙がったのが二人だけという事実にぎょっとして、わたしはフェルディナンドとジルヴェスターを見比べた。


「わたくし達二人だけですか？……今まではどうされていたのですか？」


「去年は母上とフェルディナンドが担になっていた。途中であの事件が起こったので、不足分は伯父上おじうえ……ボニファティウスが協力してくれた」


去年は領主会議の途中で前神殿長が捕らえられ、領主の母が犯罪者として幽閉されることになった。新しい神殿長にわたしが就任し、フェルディナンドは神官長の仕事に加えて神殿長の仕事の半分以上をこなさなければならない。とても神殿から頻繁ひんぱんには出られない状態だ。そのため、今年は留守の間の魔力供給が大変らしい。本来は貴族院に入っていない子供にさせる仕事ではないらしいけれど、魔力不足はどうしようもないようだ。


「魔力の供給自体は、神殿で普段行っている奉納や奉納式と大して変わらぬ。私が神殿を空けるよりはローゼマインを城に寄越よこした方が効率的だと判断した」


……わたし、神殿の事務仕事も貴族との対応もわからないことだらけだから、うん、フェルディナンド様の判断は間違ってないね。


うんうん、とわたしが納得して頷いていると、ジルヴェスターが腰に下げていた革袋から一つの魔石を取り出した。卓球の玉くらいの大きさの魔石をヴィルフリートに手渡す。


「では、魔力供給だが、ヴィルフリートにはこれを与える。魔力の詰まっている魔石だ。これから魔力を取り出して、こちらに注ぐように」


ヴィルフリートは誇らしそうにその魔石を手に取った。その魔石は奉納式の時にフェルディナンドがカンフェルとフリタークに渡していた魔石によく似ている。誰の魔力が詰まっているのか、わたしには何となくわかってしまうけれど、ヴィルフリートは知らないのだろうか。それとも、教えない方針なのだろうか。フェルディナンドも何も言わない。


「魔石の入った袋はここに置いておく。これから先の魔力供給に使いなさい。使い終わった魔石はこちらの袋に入れるように」


この部屋に置いておくのが一番の盗難防止になるらしい。ジルヴェスターは魔石の入った袋と空っぽの袋を部屋の隅に置いた。


「今日、皆で注いでおくので領主会議が終わるまではおそらく持つだろう。けれど、領主会議から戻った時に魔力がほぼなくなっているようでは困る。そして、何かあった時のために供給方法を見せておく。練習のためにも二人で毎日少しずつ魔力を注ぐように」


ジルヴェスターがぐるぐる回っている魔法陣の中心にある魔石のちょうど真下まで歩くと、その場に跪いて床に手を付けた。その瞬間、部屋中の床と壁に魔法陣と同じような文様もんようが淡い光を放ちながら浮かび上がっていく。


「ローゼマイン、来なさい。ここが君の位置だ。常にここで魔力を注ぎなさい」


フェルディナンドが円い陣を指差してそう言った。円い陣の中心には風の女神の記号が見える。わたしが言われた通りに跪くと、フェルディナンドはまた別の陣へ向かって、そこに跪く。もう一つ別の陣にヴィルフリートと、息子に魔石の扱いを教えてサポートするフロレンツィアが共に跪いているのが見えた。まるでジルヴェスターを中心に正三角形を描いているようだ。


全員が位置について手を床にピタリと当てる。それを確認したフェルディナンドがジルヴェスターに向かって軽く頷いた。


「我は世界を創り給たまいし神々に祈りと感謝を捧げる者なり」


じんわりと耳に心地よく響くジルヴェスターの声が儀式の間でこだまする。奉納式と同じ祈り言葉を耳にして、慣れていたわたしも続いて復唱する。


「高く亭亭ていていたる大空を司つかさどる　最高神は闇と光の夫婦神めおとがみ　広く浩浩こうこうたる大地を司る　五柱いつはしらの大神おおがみ　水の女神フリュートレーネ　火の神ライデンシャフト　風の女神シュツェーリア　土の女神ゲドゥルリーヒ　命の神エーヴィリーベ　息づく全ての生命に恩恵おんけいを与えし神々に敬意を表し　その尊い神力の恩恵に報むくい奉たてまつらんことを」


ずわっと魔力が吸われていくのがわかった。流れ出した魔力が部屋全体を巡るように走るのが光の流れでわかる。魔石を取り巻く魔法陣の動きが活発になっていく。床に手を当てたまま、わたしが部屋を見回していると、「ここまでだ」とジルヴェスターから制止の声がかかった。


魔法陣から手を離し、わたしはその場で立ち上がる。座り込んだままのヴィルフリートを覗き込むフロレンツィアの姿が見えた。


「大丈夫ですか、ヴィルフリート？」


「平気です、母上」


口では平気だとは言っているけれど、ヴィルフリートは明らかに強がっている。顔色は良くないし、疲れ切っているように肩が落ちていた。初めて大きな魔力を扱ったのだ。奉納式では青色神官達も疲弊ひへいしていた。子供のヴィルフリートが疲れないわけがない。


「ローゼマインは平気そうだな？　虚弱きょじゃくな其方が一番に倒れるかと思ったぞ」


ぐるりと部屋を見回したジルヴェスターがわたしを見て、意外そうな声を出した。


「このくらいは奉納式の時に毎日行っていますから嫌でも慣れますよ。それに、魔力を使うだけで体力を使うわけではありませんし……」


「これに慣れている？　フェルディナンド、其方はローゼマインをかなり酷使こくししていないか？」


「小聖杯を増やしたり、領地の収穫量のためにと祈念式で直轄地を全て回らせたりしたのは誰だ？　どう考えてもローゼマインを酷使しているのは私ではなかろう？」


フェルディナンドはじろりとジルヴェスターを睨んで「私は加減しているし、薬も準備している」と胸を張った。薬を準備していれば酷使しても良いというわけではないと思う。


……でも、そうか。わたしって皆に酷使されてたのか。薄々そうかもしれないとは思っていたけど、他の人の口から聞くと結構衝撃しょうげきだね。






魔力供給を終えた後は「夕食まで部屋で休憩きゅうけいしているように」と言われたので、わたしはリヒャルダに本を持って来てもらい、ゆっくりと休憩することにした。


「姫様、本を読むのは休憩ではございませんよ？」


「読書をしている時間が一番落ち着いて安らぐのです。これ以上の休憩はありません」


リヒャルダとそんなやり取りをして本を読んでいると、すぐに夕食の時間だ。


食堂にやってきたヴィルフリートはまだ疲れが取れていないように見えた。顔色が良くない。そういえば身食いの熱に振り回されていた頃はわたしもこんな感じだった。魔力が暴れる度にがっつり体力を削られて寝込んでいたことを思い出す。


……わたし、強くなったなぁ。


しみじみと今までの道程の長さを思い返していると、フェルディナンドの雷が落ちた。


「聞いているのか、ローゼマイン!?」


「聞いていませんでした。何でしょう？」


フェルディナンドがこめかみを押さえ、領主夫妻が笑いを堪えるように口元を押さえた。わたしが首を傾げると、フェルディナンドは溜息混じりに口を開く。


「ローゼマインは春の成人式まで城に滞在し、魔力の供給をするわけだが……おとなしく過ごせ。余計なことを考えたり、行ったりしないように」


「はい！　図書室でおとなしく過ごします！　本を読む以外、何もしません。ご安心ください」


我が意を得たり、とわたしは大きく頷く。ジルヴェスターが「あぁ、それなら安心だ」と言いかけたところを、フェルディナンドが首を振って「駄目だ」と遮った。


「ジルヴェスター、全く安心できることではないぞ。ローゼマインは本当に本を読む以外何もしなくなる。ローゼマインには常に課題を与えておかなければならないのだ」


……うぐぅ、バレてる。


「ひどいです、フェルディナンド様。わたくしの至福しふくの時間を邪魔するおつもりですか!?」


「黙りなさい。ただでさえ虚弱なのだから人としての生活は重要だ。リヒャルダを見張りに付け、魔力供給の時間、勉強の時間、基礎体力を付けるための訓練の時間は必ず確保しなければならぬ。君に対して本の与えすぎには注意が必要だ」


夕食を共にした後、フェルディナンドはリヒャルダにしっかり監視かんしするように言って、神殿へと帰っていった。わたしの読書時間はフェルディナンドのせいで確実に目減りしたと思う。


……神官長の意地悪いじわる！






「いってらっしゃいませ、父上、母上」


「いってらっしゃいませ、養父様、養母様」


城に来て三日目、領主会議に向かう領主夫妻と騎士団長であるカルステッドを見送ることになった。すでに護衛騎士や側仕え、文官を送った後だ。関係者が次々と去っていき、残っているのはヴィルフリートとわたし、それから、エルヴィーラとお兄様方だけだ。


「エルヴィーラ、留守を頼む」


「えぇ、カルステッド様。任せておいてくださいな」


お兄様方も含めて家族の挨拶をしている中、カルステッドとエルヴィーラから視線を向けられたので、わたしもその家族の団欒だんらんにお邪魔する。


「お父様、お仕事頑張ってくださいね」


「あぁ、ローゼマインもしっかり務めを果たすようにな。……城には父上が滞在している。何かあれば頼ると良い。孫娘の頼みを無下むげにはしないだろう」


領主夫妻がいない間、領主代理としてエーレンフェストをまとめるのは、先々代領主の子でカルステッドの父親であるボニファティウスに任されているらしい。わたしは洗礼式の時と冬の社交界で少し挨拶しただけで、それほど詳しくない。それでも、カルステッドやお兄様の脳筋家系のルーツのような人だということは一目でわかる体格をしていた。ボニファティウスは今も領主代理として仕事中らしく、この場にはいない。


「では、二人とも留守を頼む」


「ヴィルフリート、しっかりお勉強するのですよ」


三人が転移の魔法陣で出立していった。魔法陣が光り、スッと姿が消えて、転移の間はガランとする。あまりにも呆気あっけない別れだ。少し寂しく感じていると、エルヴィーラが声をかけてきた。


「ローゼマイン、こうして話をするのは久し振りではないかしら？」


「なかなか会う機会がありませんものね。お母様、よろしければ少しお話いたしませんか？」


わたしはエルヴィーラをお茶に誘う。遠回しに誘うように言われているのだと感じたのは間違いではなかったようだ。エルヴィーラは満足したように頷いた。






リヒャルダに頼んで、待合室にお茶の準備をしてもらう。領主夫妻がいない今、北の離れに入る許可を出せる者はいない。エルヴィーラとお茶をするのも、本館の待合室で行わなければならない。お茶を淹れてもらい、エラのお菓子を出してもらう。それをわたしが一口ずつ食べて見せると、エルヴィーラも手を伸ばした。お茶を飲んだエルヴィーラがわたしに視線を向ける。


「ローゼマイン、わたくし、貴女に尋ねなければならないことがあるのです」


「何でしょう？」


「昨日、我が家にギルベルタ商会を呼びました。そこで商人から聞いたのですけれど、ローゼマイン、貴女は女性騎士のために新しい衣装を考えたそうね？」


聞いていなくてよ、と凄すごみのある笑顔を向けられ、わたしは「うひっ」と息を呑んだ。


「い、今の流行の衣装があまり似合っていないので、彼女に似合う衣装を考えただけなのです。その、お母様にお知らせしなければならないことだとは思っていませんでした」


わたしの言葉に、エルヴィーラは仕方なさそうな息を吐いた。


「どのような衣装を流行らせるつもりか、一度見せてちょうだい」


「お母様、わたくしは今作っている衣装を流行らせるつもりはないのです」


「何ですって？」


信じられないと言うように、エルヴィーラは口元に手を当てて、軽く目を見開く。


「……その、流行の衣装にはいつだって似合う方と似合わない方がいらっしゃるでしょう？　ですから、今の流行が似合わない方に着られる衣装を、と思っただけなのです。エーレンフェストの貴族女性に流行らせようとは考えていません」


ブリギッテに作っているアメリカンスリーブのドレスを流行らせてしまうと、やはり、似合わなくて悩むご令嬢れいじょうが出てくる。どう考えたところで流行り廃すたりは出てくるだろうけれど、わたしとしては皆が自分に似合う衣装を身に付けられるようになれば良いと思っているのだ。


「ローゼマイン、今の流行が似合わない方、というのは一体どのような方かしら？」


「今の衣装は小柄で細身の方にはとてもお似合いだと思うのです。けれど、わたくしの護衛騎士のブリギッテのように体を鍛きたえていてがっちりしている方には、横幅も出すぎて、肩が更に大きく広く見えて似合わないのです」


エルヴィーラはブリギッテを思い浮かべたようで、「そうね」と納得の表情を浮かべる。


「似合わない衣装で星結びの儀式に参加するのは可哀想でしょう？　ですから、わたくしは今の衣装が似合わない方に選択肢を与えるだけで、新しい流行を作るつもりはないのです」


「それではいけません。貴女の作る流行として周知させた上で新しい衣装を着せなければ、ブリギッテ一人だけが変わった衣装を着ていると周囲に認識されてしまいますよ」


エルヴィーラは厳しい表情で頭を横に振った。わたしが自分の護衛騎士のために新しい衣装を作っていると周囲に知らしめて、羨望せんぼうの眼差しをブリギッテに集めなければならないそうだ。貴族間のことはよくわからないので、エルヴィーラの言う通りにしておこうと思う。わたしのせいでブリギッテが恥をかくのは可哀想だ。


「貴女が新しい物を作るならば、わたくしが確認します。裁断は終わっているのでしょう？　仮縫いができるのはいつかしら？」


「しばらく神殿に戻りませんから、ゆっくりで良いとギルベルタ商会には伝えております。おそらく春の成人式の後になるのではないかしら？」


「それでは遅すぎます。もう少し急せかして城に呼びなさい」


仮縫いの状態でエルヴィーラの派閥にお披露目ひろめをして、このような新しい衣装を作っています、とアピールしておくのだそうだ。その場にブリギッテに似た体格の女性も何人か招いて衣装を見せ、羨望の気持ちを植え付けておくと良いらしい。流行の仕掛け人は大変そうだ。


「城で仮縫いをするのは構わないのですけれど、お母様からギルベルタ商会に連絡を取っていただけますか？　わたくし、一度神殿に戻らなければ連絡がつけられないのです」


「わかりました。ギルベルタ商会へはわたくしから連絡を取りましょう」


……ごめんね、ベンノさん、コリンナさん。急ぎの仕事になったみたい！

            





衣装のお披露目と報酬


城での生活は快適だ。朝起きたら朝食の時間まで読書。神殿と違って朝がゆっくりしているので、結構読み進められることが嬉しい。まさに早起きは三文の徳である。


朝食を終えたらヴィルフリートと騎士団の訓練場だ。ヴィルフリートは剣を模した木の棒を振り回しているが、わたしには無理だ。体力を付けるために、倒れない程度に体を動かしている。日課としてエックハルトの監視下でラジオ体操を行う。それだけで疲れた。


「たったこれだけか、ローゼマイン？」


「……真剣にやるとすごく疲れるのですよ、『ラジオ体操』は」


周囲の愕然がくぜんとした視線にも負けず、その後、訓練場を歩き回って訓練終了である。たったこれだけ、と言われてもわたしはすでにへとへとだ。


三の鐘が鳴ったら訓練は終了である。ヴィルフリートの部屋へ移動し、共に午前の授業を受ける。ヴィルフリートは文字の読み書きや計算が少しできるようになっているので、いつの間にか地理や歴史の勉強が加わっていた。


「ずるいです。わたくしも新しい本が読みたいのに、先に読んでしまわれるなんて！」


地理と歴史に関してはヴィルフリートが先行していたが、わたしが二日で追いついたことで、今度はヴィルフリートが拗すねた。


「どうしてローゼマインはそんなに簡単に覚えるのだ!?　私はすごく苦労したのだぞ！」


「それはわたくしが収穫祭や祈念式で領地を飛び回っているからです。徴税ちょうぜいの時にそれぞれの特産品について徴税官が色々とお話してくれたから知っているだけです」


ふんぬぅ、と二人で怒り合いっこしながら勉強する。歴史に関してはジルヴェスターやヴィルフリートの直接の御先祖様が領主となってからのことを勉強している最中だ。これがなかなか楽しい。一族がエーレンフェストの領主となって、ジルヴェスターで七代目らしい。約二百年の歴史があるそうだ。


午前の勉強を終えると昼食だ。ヴィルフリートと一緒に食べる。午後からはフェシュピールの練習時間があり、その後、ヴィルフリートは勉強でわたしは裁縫である。刺繍ししゅうやレース編みをさせられる。わたしは今から自分の嫁入り道具を作らなければならないらしい。


「リヒャルダ、お嫁に行かなければ刺繍やレース作りは必要ないかしら？」


「姫様！　何をおっしゃるのですか!?　お嫁に行かないわけがないでしょう！」


「……そうですね」


裁縫や刺繍に飽きてちょっと愚痴っただけなのに、リヒャルダにしこたま怒られた。数日間で愚痴を言うのも諦めて、わたしはちまちまとレースを編んだり、刺繍したりしている。トゥーリや母さんの腕が欲しい、と心の中で呟きながら。


五の鐘が鳴ったら自由時間だ。ヴィルフリートは両親が出かける前に許可を取っていたようで、本館にいる弟妹ていまいに会いに行くことが多い。ヴィルフリートに一緒に行かないかと誘われたこともあるけれど、リヒャルダによると、わたしは同母の兄弟ではないので許可が下りないらしい。


「わたくしは図書室に行きますから、ヴィルフリート兄様は弟妹に絵本を読んであげると良いですよ。本が好きな子に育つように頑張ってくださいませ」


わたしはヴィルフリートにそう言うと、いそいそと図書室へ移動する。大量の本がある図書室で至福の一時を過ごすのだ。ただ、至福の時間は短い。あっという間に終わってしまう。


六の鐘が鳴ると、リヒャルダに本と引き離されて夕食だ。


文官がいなくなってからの方が良いという理由で、夕食の後でわたしとヴィルフリートは魔力供給を行っている。領主の執務室にはボニファティウスが待っていて、ヴィルフリートの補佐をしてくれるけれど、供給するのはわたしとヴィルフリートだけだ。領主代理として魔力を温存している者がいなければならないため、ボニファティウスは魔力を供給しない方が良いらしい。


魔力供給の後は入浴して、「就寝ですよ、姫様！」とリヒャルダに叱られるまで読書。これがお城におけるわたしの平日の生活である。






土の日はお休みだ。勉強も訓練も何もない。したいことをしても良いらしい。普段通りの生活が続く神殿とは大違いだ。しかし、読書ができるわけではない。土の日は補講中のアンゲリカが貴族院から戻ってくるので、本館の部屋の一つを借りて貴族院の勉強会がある。


「アンゲリカ、補講はどうですか？」


「八割方合格しました。もう少しです」


アンゲリカは毎日頑張っているようで、確実に合格を増やしているらしい。アンゲリカも少し自信がついてきたのか、笑顔が明るい。


「ローゼマイン様のおかげで、わたくし、卒業できる気がしてきました」


なんとアンゲリカは座学が駄目で退学を覚悟していたそうだ。


……わたしの護衛騎士、予想以上に危険なところにいたみたい。


ダームエルとコルネリウスが次に覚えなければならないことをアンゲリカに示して、噛み砕いてわかりやすく教えていく。


「ダームエルは教え方が上手いですね」


「座学だけです、私にできるのは。それに、これだけの資料があるからですよ」


ダームエルはコルネリウスが持ってきた資料を指し示す。コルネリウスがエックハルトから借りてきた貴族院の講義に関する資料だ。今までダームエルは記憶と自分で木札に簡単に書き記した資料を基にアンゲリカとコルネリウスに教えていた。けれど、先日、騎士寮でダームエルとコルネリウスがゲヴィンネンをしながら兵法の勉強をしていたところにエックハルトが通りかかり、貴族院時代の資料を提供してくれたそうだ。


「これだけの資料が残せる財力が素晴らしいです」


羊皮紙ようひしがもったいなくて、講義の覚書おぼえがきのためには買えなかったとダームエルが肩を落とす。ダームエルは木札に重要なところを書き込んで、試験が終わったら板を削って新しく書いていたらしい。そのため、貴族院時代の資料はほとんど残っていないそうだ。


「アンゲリカ、頑張りましょう」


「はい！　わたくし、絶対にローゼマイン様の魔力をいただきます」






そんな生活が続いていたある日、エルヴィーラからオルドナンツが飛んできた。ギルベルタ商会に連絡を取り、仮縫いの日が決まったらしい。その日にはわたしの名前でお茶会を開いて、エルヴィーラの派閥の貴婦人方を集めて、新しい衣装を先にお披露目することになった。フロレンツィアがいない今、城でお茶会を開くのは、領主の養女であるわたしでなければできない。


リヒャルダとエルヴィーラに尋ねながらお茶会の準備をしているけれど、読書時間が確実に減っている気がする。肩を落としながら、わたしは招待状を書いたり、お茶会の開催に足りない物がないかチェックしたり、エラやフーゴにお菓子の相談をしたりして、お茶会を開くという貴族の令嬢に必須の技能を手に入れた。


……そんなもんより本が欲しいよ、切実に。






わたしの読書時間を犠牲にした甲斐かいがあり、お茶会兼仮縫いのお披露目会が開催される日となった。春の庭が一望できるお茶会用のお部屋の隣が今日の試着室である。


「ローゼマイン様、ギルベルタ商会の皆様が到着されました」


「入っていただいて」


ギルベルタ商会を迎えるためにブリギッテとエルヴィーラとわたしが並び、その後ろにリヒャルダ達側仕えが控える。先頭にいるのはベンノで、その後ろにオットーとコリンナ、更に後ろに針子が並んで入ってきて、わたし達の前に並んで跪いた。


「ローゼマイン様、エルヴィーラ様。この度はお城へご招待をいただき、恐悦至極きょうえつしごくに存じます」


ベンノが代表して挨拶をした後、「次代の店主を紹介させてください」とオットーを振り返る。ベンノの後ろに控えていたオットーがベンノの隣に並んで跪いた。その動きはフランを彷彿ほうふつとさせるもので、わたしが不在の間に神殿でかなり厳しく仕込まれたことがわかる。


「ローゼマイン様、エルヴィーラ様。水の女神フリュートレーネの清らかな流れのお導きによる出会いに祝福を賜らんことを。……お初にお目にかかります。ギルベルタ商会の次代を担うオットーと申します。以後、お見知り置きを」


……あぁ、そうか。ローゼマインとしてはオットーさんと初対面になるんだ。


「心よりの祝福を与えましょう。水の女神フリュートレーネの祝福がギルベルタ商会にもたらされんことを」


わたしは指輪に魔力を込めて祝福を与えた。ふわりと緑の光が広がる。貴族の祝福を受けるのが初めてなのか、わたしが本当に祝福を与えられると思っていなかったのか、オットーが少しだけ驚いたような顔でわたしを見た。


わたしはベンノやコリンナにも本日の予定を話す。まず、お茶会が始まった時にブリギッテは去年の衣装を着て、挨拶をするわたしの隣に立つ。そして、新しい衣装を作っていることを告げてから試着室へ向かう。そこでコリンナ達に新しい衣装に着替えさせてもらい、仮縫いの新しい衣装で再登場するのだ。どのような違いがあるか、よくわかると思う。


「では、わたくし達はこちらの部屋で待機していればよろしいのですね？」


「えぇ。すぐに着替えさせられるように準備をお願いします。ベンノとオットーはブリギッテと入れ替わりにお茶会室へいらして。着替え中は商品の売り込みをするとよろしくてよ」


ベンノとオットーが持ち込んだ木箱には髪飾りの他に、リンシャンの壺つぼが入っているのが見えたので、着替え中にしっかりと売り込みをすれば良い。


「ギルベルタ商会とプランタン商会が分かれたことも、お茶会でお知らせした方が良いかもしれませんね」


「よろしくお願いいたします」






お茶会に貴婦人方が集まり、同時にエルヴィーラの派閥に関係の深い女性騎士も何人か集められたようだ。わたしはエルヴィーラとブリギッテと並んで立って、お客様を迎え入れる。


「皆様、ようこそいらっしゃいました」


わたしは皆に挨拶し、お菓子を勧め、お茶を飲む。主催者であるわたしが飲んで見せなければ、誰も手に取れない。エラのお菓子は評判で、今日のお茶会を心待ちにしている人も多かったようだ。領主の養女として好調に流行を作ることができていると思う。


「ローゼマイン様の料理人は本当に腕が良いのですね。どれも食べたことがないようなお菓子ばかりですもの」


「あら、こちらはエルヴィーラ様のお茶会でいただいたお菓子ですわ」


「お母様と養母様には特別にレシピを公開いたしましたから」


ほほほ、ふふふ、と和やかにお茶会が始まる。


「これはカトルカールではなくて？　わたくし、とても好きでよくいただきますの」


「わたくしがまだ神殿にいた頃、オトマール商会のグスタフとその孫娘のフリーダに助けていただいたことがあって、お礼にカトルカールのレシピを贈ったのです。グスタフの料理人はとても腕がよくて、新しい味をたくさん生み出しています。わたくしもグスタフのカトルカールをいただくのを楽しみにしているのですよ」


「まぁ！　そのようなことが？」


あちらこちらのテーブルを巡りながら、なるべく均等に話ができるように皆に声をかけて回る。全てを回った後は、本日のメインだ。


「わたくし、今日は皆様に見ていただきたい衣装がございます」


わたしはブリギッテを呼んで隣に立ってもらう。そして、今の流行の衣装が彼女には似合っていないので、新しい衣装を作っていることを告げた。


「本日は新しい衣装の仮縫いを行います。どうすればブリギッテが更に魅力的に見えるか、皆様にも考えていただきたいのです」


わたしは隣の試着室へブリギッテを連れて行く。すぐにでも着替えさせられるように準備ができているのを確認して、一つ頷いた。


「コリンナ、後はよろしくお願いいたします。オティーリエ、ブリギッテの準備ができたらわたくしに知らせてちょうだい。ベンノ、オットー、参りましょう」


「かしこまりました」


商品の入った木箱を持ったベンノとオットーを連れて試着室を出る。わたしは皆にギルベルタ商会は元々服飾を扱う店であること、教材や本をメインに扱う店としてプランタン商会が独立したことを告げた。興味深そうな視線がこちらに向いた。


「わたくしがプランタンの名を与えました。これからも教材や本を作ってもらうために」


そう話題を振ったため、勉強に関する話題が出始めた。幼い子供達がローゼマイン印の教材で簡単に字や計算を覚えて、兄や姉が対抗心を燃やして勉強しているらしい。


「あのカルタで随分ずいぶんと早く文字を覚えてしまったので、教師が大層驚いていましたわ」


「まぁ、皆様のところも？　やはり、ローゼマイン様のおかげでしょうか？」


「冬の子供部屋で皆と楽しんで競い合ったことで、次こそは勝ちたいとやる気が出たのでしょう。わたくし、また新しい絵本を作っているので、よろしければ星結びの儀式の辺りか次の冬の社交界でご購入いただけると嬉しく存じます」


わたしは愛想笑顔を浮かべながら、プランタン商会とギルベルタ商会を売り込み、各テーブルを回っていく。


「そうそう、コルネリウスが最近ずいぶんと勉強熱心なのです。上級貴族としての最低点を取っていれば良い、と言っていたあの子が熱心に兵法書を読んだり、まとめたりしているのですよ。カルステッド様とゲヴィンネンをしたり、貴族院で学ぶことをエックハルトに尋ねたりしているのです。どうして急に勉強熱心になったのかしら？　教材のおかげかしらね？」


エルヴィーラがちらりとわたしを見ながらそう言った。


「良い競争相手がいると負けたくないと頑張るようですよ。子供部屋の様子を見ていると、特に殿方はその傾向が強いように思えました」


ニッコリと笑いながら、わたしは一般論としてそう告げておく。わたしの護衛騎士全員が「アンゲリカの成績を上げ隊」として、一丸となって補講対策を講じているとは言えない。神殿でわたしに付いているダームエルにはアンゲリカが戻ってくる土の日のために準備する時間がないので、城にいるコルネリウスにわっさりと課題が出ているなんて言えない。ついでに、アンゲリカを夏までに合格させることができたら、未公表のレシピを一つあげると約束したから張り切っている、なんて言えるわけがない。わたしは笑って誤魔化ごまかしておいた。


「あら、こちらはローゼマイン様と同じ髪飾りですね」


「えぇ、わたくしの髪飾りはいつもギルベルタ商会に注文しています。この花の飾りは髪飾りだけではなく、衣装の飾りにも使えるのですよ。もしよろしかったら、ご注文なさっては？」


ニコリと微笑んでベンノとオットーをその場に残し、わたしは早足で試着室へ移動する。


「コリンナ、髪飾りの余分はあるかしら？」


ほとんど着付けが終わっているブリギッテのところへ向かい、背中の辺りを少し直しているコリンナに声をかけた。


「もちろん余分はございますけれど、どうなさいました？」


「花の部分を外して、ブリギッテの衣装に飾りとしていくつか付けて欲しいの。……そうね、この腰の布が集まった部分に、こんな感じで……」


わたしは髪飾りを二つ手に取って、ブリギッテの衣装に当ててみる。コリンナは何度か目を瞬またたかせた後、「すぐに取り掛かります」と頷いた。


「コリンナ、仮縫いはゆっくりで構わないと言ったのに、急かしてしまってごめんなさいね」


お母様の連絡に驚いたでしょう？　と声をかけると、コリンナは小さく笑って首を振った。


「こうなるだろう、と兄から伺っていましたから、心積りはしておりました。大変だったのは今日までにフランの教育に合格しろと言われたオットーの方です」


ベンノは急かされる覚悟をした上で、エルヴィーラにそれとなくわたしが新しい衣装を作っていることを告げていたらしい。ベンノの先読みには感心するしかない。


「ローゼマイン様にこちらを。わたくしの兄から預かった物です」


わたしはコリンナから受け取ったベンノの手紙に目を通す。貴族に向ける婉曲えんきょくな表現を使っていたけれど、要約すれば「新しい物を取り入れる時には根回しが必須だ、この阿呆」と書かれている。商人見習い時代にも言われたことを再び指摘されてしまった。


……あぅ、ごめんなさい。助かりました。


わたしが手紙に目を通している間に、コリンナは髪飾りの花を櫛くしから外して衣装に縫い付け終わったようだ。あちらこちらから見て一つ頷くと、わたしを呼んだ。


「ローゼマイン様、これでいかがでしょう？」


「とても素敵です。コリンナ、皆様、ありがとう存じます。ご苦労様でした。オティーリエ、お茶の準備はできていて？」


コリンナ達にはしばらく寛くつろいでいてもらうことにして、わたしはブリギッテと一緒にお茶会の部屋へ戻った。






「皆様、お待たせいたしました。こちらがブリギッテの新しい衣装です。先程とはずいぶん印象が変わって見えると思われませんか？」


「まぁまぁまぁ、ローゼマイン様がおっしゃったとおり、見違えましたわ。先程の衣装と違って、とても女性らしく見えますね」


エルヴィーラの驚いた声を先頭に、皆が口々にブリギッテの変わりようを褒め始めた。どうにももっさりした印象に見えた流行の衣装と違って、腰までのラインが綺麗に見える新しい衣装はブリギッテがとても女性らしく見える。それもこれも、訓練による引き締まった体と巨乳の描く曲線の美しさが大事なのだけれど。


「ブリギッテは背が高くてかっちりした印象があるので、上半身はすっきりとさせ、下にはたっぷりと布を使ったのです」


ついでに、騎士として動きやすいように軽い布を使ったり、袖を別に付けるようにして肩を動かしやすくしたり、工夫していることを告げた。とても気になるようで、女性騎士達がやや身を乗り出すようにしてブリギッテを見ているのがわかる。


「……もう少し上から袖を付けた方が良いのではないかしら？」


「脇の部分ももう少し詰めた方が良いかもしれませんわね」


肘ひじの上ではなく二の腕辺りから袖を付けた方が良いこと、魔石で作る下着部分が見えないように脇の辺りをもう少し詰めた方が良い、という意見をもらったけれど、ブリギッテの衣装は、大体好意的に受け入れられたようだ。完全にダメだという評価はなかった。本縫いの時には参考にさせていただきますと答えながら、わたし達は意見を求めて他のテーブルを回る。


「ブリギッテ、とてもよく似合うわ。わたくしも来年はこういう衣装を仕立てようかしら？」


仕事仲間と思われる女性騎士が真剣な眼差しでブリギッテの衣装を見ながらそう言った。彼女もブリギッテと似たような体型で、似合わない流行の衣装に辟易へきえきしていたらしい。


「上半身はごてごてと飾らない方が良いのではないかしら？　飾りの無い胸元を見れば、殿方が魔石を贈ってくださるかもしれなくてよ。ふふっ」


「そのようにからかわないでください」


ブリギッテが拗ねたように唇を尖らせる。どうやら、ブリギッテの先輩にあたる女性騎士のようだ。ブリギッテのこのような姿は珍しい。わたしがじっと見ていると、女性騎士がわたしの視線に気付いて表情を引き締めた。


「ローゼマイン様、魅力的な衣装の提案をありがとう存じます。これできっとブリギッテに見惚れる殿方が現れるでしょう」


「もう現れました。ブリギッテにとっては対象外だそうですけれど」


わたしが見惚れていたダームエルのことを思い出してそう言うと、彼女は「あらあら、そうでしたの？」とにんまり楽しそうに唇の端を上げる。


「ローゼマイン様、次に参りましょう」


ブリギッテに急かされて隣のテーブルに向かうと、ブリギッテの衣装に付けられた花の飾りを見て、あるご令嬢が華やいだ声を上げた。


「この花は髪飾りだけではなく、こんなふうに衣装を飾ることもできるのですね。素敵です」


今までの衣装は刺繍で飾るのが当然で、立体として飾るのは生花だと聞いたことがある。生花を魔力で美しく維持するためにはそれなりの魔力が必要なため、下級貴族にはたくさん飾ることが難しく、上級貴族も今のような魔力不足の時世では少し使いにくいそうだ。


「飾りだけの注文でも受け付けてくださるのかしら？」


「もちろん受け付けております。ベンノ、オットー、髪飾りの花をこのように衣装に使いたいのですって、お話を聞いて差し上げて」


すぐさまベンノが柔和な笑顔で注文を取りに来る。


その隣のご令嬢は羨ましそうにブリギッテの衣装を見つめて溜息を吐いた。


「あぁ、わたくしも新しい衣装が欲しくなってしまったわ。ローゼマイン様、わたくしにもギルベルタ商会をご紹介いただけませんか？」


「……紹介するのは構いませんけれど、貴女には今の流行の衣装の方がお似合いだと思いますよ。この衣装は今の流行が似合わない彼女のために考えたものです。貴女は今の流行がお似合いですから、この衣装が似合うかどうかわかりません」


背は小さくて、線が細い華奢きゃしゃなお嬢様である。アメリカンスリーブのドレスでは正直貧相に見えると思う。かなり盛らないと胸元が特に。


「欠点を隠し、長所をより強調することで、魅力的に映るのです。それぞれの体型に合わせた衣装が必要でしょう。新しいから良いのではなく、似合うかどうかが大事なのですよ」


「……ローゼマイン様はわたくしにも似合う衣装を考えてくださるのかしら？」


ややぽっちゃりさんがそっと自分のお腹を押さえながら呟いた。


「どうすれば自分の欠点を隠せるのか、針子と相談しながら作るのが一番でしょうけれど、ひとまず襟えりぐりの大きく開いた衣装で首周りをすっきりと綺麗に見せて、上半身とスカート部分で色や素材を変えると良いと思います。暗い色で上半身を締めて、明るい色合いで下半身をふんわりとさせれば、相対的にお腹周りが引き締まって見えますから」


「恐れ入ります。そのようにわたくしの専属針子と相談してみます」


他にもいくつかの相談を受けたけれど、いくら新しくても似合わない衣装を無理して着るな、ということを強調しておいた。星結びの相手を探す場で着る衣装は、流行よりも自分を一番綺麗に見せられる物が良いに決まっている。


わたしは試着室へブリギッテを連れて戻り、いくつか受けた注意点をコリンナに伝えて修正をしてから本縫いをしてもらえるように依頼する。


こうして、新作衣装を受け入れてもらうためのお披露目は無事に終了した。






春の終わりが近付いた頃、「明日から護衛騎士に復帰します」とアンゲリカの両親から感謝感激の手紙が届いたことで、アンゲリカが貴族院から戻ってきたことを知った。


「よかった。これで苦労が報われました」


アンゲリカが補講に合格して戻ってきたことを護衛騎士達に告げると、ダームエルとコルネリウスが拳を握って、感動に打ち震える。呑み込みの遅いアンゲリカを相手に、二人は必死になっていたので感激もひとしおだろう。卒業式を迎えた担任教師のようだ。


ブリギッテにはもう衣装を作っているので、わたしは、ダームエルとコルネリウスに報酬を払うことにした。ダームエルには約束通りに小金貨一枚を渡す。


「恐れ入ります、ローゼマイン様。これで兄上に借金を返すことができます」


ダームエルが小金貨を握り締めて喜ぶ。わたしはたらりと冷汗が流れるのを感じていた。


……その借金って、わたしの儀式用の巫女服になったやつだよね？


すぐに神殿長になってしまったせいで、せっかく作ったのにほとんど袖を通さずに終わってしまった衣装だ。勿体もったいないので、そのうち別の衣装に仕立て直そうと思う。


……ダームエルには他にも何かあげた方が良いかも？　あれだけ頑張って借金返済だなんて、可哀想すぎるよ。


そうは思ってもパッと思いつくことは何もない。わたしは何か思い付いたらあげることにして、コルネリウスにレシピを書いた紙を渡す。


「コルネリウス兄様はタニエの実のクリームで作るお菓子『モンブラン』のレシピをどうぞ」


コルネリウスは秋になる栗のような木の実のタニエが好きなので、栗クリームの作り方を知ればきっと喜ぶと思ったのだ。


「タニエのクリームだと？　それはクレープに挟むとおいしいのではないか？」


「おいしいですよ。生クリームとタニエのクリームを両方挟むと更においしさ倍増です」


わたしが頷くと、によっと口元を緩ませたコルネリウスが、すぐに料理長に渡そう、とレシピを書いた紙を握る。期待に目を輝かせているけれど、今は春の終わりだ。


「すぐには無理ですよ。タニエは秋でなければ手に入らないでしょう？」


「秋まで待てぬ。どうしたらよい、ローゼマイン!?」


コルネリウスに勢いよく問われて、わたしは言葉に詰まる。待てぬと言われても、今の季節にタニエは手に入らない。


「ひどいではないか。あれだけ頑張ったにもかかわらず、私だけお預けだなんて！」


涙目で見つめられ、わたしは必死に考える。


「え、えーと、そうですね。季節柄タニエのクリームは無理でも、応用して他の味のクリームが作れませんか？　コルネリウス兄様がお好きな春の味のクリーム……」


「それだ！」


コルネリウスは今度こそレシピを握って大喜びした。今夜、料理長にレシピを渡し、早速何か作ってもらうらしい。


「明日はアンゲリカにもご褒美ほうびとして魔力を注ぎましょう」


ブリギッテがダームエルとコルネリウスの喜びようを見ながらクスクスと笑う。


「どのように魔剣が変化するのか、わたくしも楽しみです」

            





アンゲリカの魔剣


朝食を終えると、わたしは毎日の体力作りの日課として騎士の訓練場へ向かう。ここ数日はレッサーバスではなく歩いているので、ヴィルフリートには完全に置いていかれている。今日、部屋から一緒に歩く護衛騎士はダームエルだけだ。ブリギッテとコルネリウスは先に訓練に行っている。護衛騎士を一人付けて、その人以外は訓練に出てもらっているのだ。


「ローゼマイン様の魔力量が羨ましいです」


のったのったと歩きながら訓練場へ向かう途中、ダームエルがぼそりとそう言った。恋煩こいわずらいかと思いつつ、わたしはダームエルを見上げる。


「魔力量を増やすのは訓練次第ですよ、多分。わたくしの魔力はものすごく圧縮されているとフェルディナンド様がおっしゃいました。わたくし、生きるために必死だったのです」


くるりと周囲を見回し、人気がないのを確認して、わたしはダームエルにしゃがむように言った。跪いて視線が合う高さになったダームエルに声を潜めて言う。


「わたくし、神殿へ入る前は貴族の子に与えられる魔術具なしに生きてきました。溢あふれそうになる魔力を体に納めきれず、死にかけの連続だったのです」


「あ……」


「ですから、生きるために無意識に圧縮を繰り返しました。それで今の魔力量があるのです」


それだけ言うと、わたしはまた歩き始める。ダームエルも立ち上がって歩き始めた。


「ダームエルはまだ魔力が増えているのでしょう？　わたくしの魔力量が羨ましいならば、いっそ全ての魔術具を外して死にかけながら圧縮してみてはいかが？」


「……考えがいたらず申し訳ありませんでした」


平民時代のわたしを知っているダームエルは、貴族の子と違って普段魔術具を付けていなかったわたしを思い出したのか、情けなく眉尻を下げて謝った。


「ぜぇ、ぜぇ……やっと着きましたね」


「休憩室に向かいましょう」


訓練場と部屋の往復だけでわたしには十分な運動量なので、まず休憩である。息が整ったらラジオ体操。それで、本日の訓練は終了……いや、違う。部屋に帰るまでが訓練だ。






今日もラジオ体操をするためにエックハルトを呼び出してもらおうと思ったけれど、騎士の一人が顔を曇らせた。


「今はエックハルトが呼び出されていて不在なのです。大変申し訳ございませんが、戻るまでお待ちいただけますか？」


「わかりました。ありがとう存じます」


わたしの面倒を見るエックハルトが不在のため、わたしは訓練を禁止された。そうなるとダームエルは訓練ではなく、護衛の任務をしなければならない。


「エックハルト兄様がいないのに、動き回るわけにはいかないですよね？」


「はい」


騎士達が魔術による攻撃の練習をしていると、流れ弾のような物が飛んでくることもある。ダームエルでは防ぎきれるかどうかわからない。エックハルトがいないところでわたしがうろうろするのは危険なのだ。


わたしは未だに気まずそうなダームエルを見ながら、少し考え込んだ。ダームエルが下級貴族で、魔力が少ないことを嘆なげいているのは知っている。そのせいで、ブリギッテには最初から恋愛対象外にされたことも知っている。けれど、すでに祝福は与えているので、わたしにはどうしようもない。本人が努力するしかないのだ。


「ねぇ、ダームエル。貴族院に入ると魔力の扱いを教えられ、その中で圧縮の方法を学ぶと聞きました。けれど、神々の名前を覚えるのと同様に、わたくしのやり方と貴族院のやり方では違いがあるかもしれません」


魔力を扱う上で大事なのは、頭の中ではっきりと思い浮かべることだ。わたしの圧縮のイメージを教えてあげれば、少しはダームエルの役に立つだろうか。


わたしは休憩室を見回して、木箱と革袋を発見した。


「ダームエル、そこの木箱を開けて、自分のマントを入れてください」


「は？　はい」


ダームエルは疑問符を頭いっぱいに浮かべながらマントを外して、丸めて木箱に入れる。ぐしゃっとなっているマントは木箱から少しはみ出していた。


「この木箱がダームエルの体で、マントが魔力としましょう。今の状態が魔力を全く圧縮していない状態です。魔力を圧縮して、容量を増やそうと思えばどうすれば良いですか？」


ダームエルは無言でマントを畳んで木箱に入れた。丸めて木箱に入れた時よりは空いている場所が大きくなっている。


「そうですね。こうして畳んだ状態のマントを増やして、体の中に魔力を満たすのが魔力の圧縮だとわたくしは考えているのですが、間違いないですか？」


「はい。今まではこうして視覚で認識していなかったので、とてもわかりやすいです」


「感心しているところ恐縮ですけれど、兵法の講義をゲヴィンネンで視覚的にわかりやすくしたダームエルのやり方を見習っただけですよ？」


わたしの言葉にダームエルはポンと手を打った。魔力の扱いはイメージが大事なので、言葉で説明されるより、見た方がわかりやすいと思ったのだ。


「では、このように魔力を折り畳んで、自分の中で圧縮してみてください」


「やってみます」


ダームエルは目を閉じ、眉を寄せながら自分の中の魔力を動かし始めた。集中しているのがわかるので、わたしは声をかけずにじっと待つ。


しばらくしてダームエルが目を開けた。感動したように灰色の目を輝かせている。


「できました、ローゼマイン様。今までよりずっと圧縮されています」


「そう、それはよかった。ダームエルの魔力がどのくらいの時間で増えるのか存じませんけれど、神殿の護衛の時は魔力を使う機会も少ないでしょう？　どんどん魔力を体内に増やして、増えた分を圧縮していけば、魔力を蓄えることができると思います」


魔力を抑え込むことに慣れてくると、同じ器の中にも溜められる魔力の量が変わってくるのだ、とフェルディナンドは言っていた。


「では、ダームエル。あの革袋を取ってくださる？　そして、マントを貸してちょうだい」


「は？　はい」


「ちなみに、わたくしの魔力の圧縮はこのようにしています」


わたしはマントと革袋を受け取ると、畳んだままのマントを革袋に入れた。そして、革袋の上に座り込んで空気を抜いて圧縮し、ぺたんこにして口を閉める。ただ畳んだだけの状態より、マントがずっと薄く小さくなっている。それを見て、ダームエルはポカンと口を開けた。


「参考にしてもよろしくてよ」






革袋で圧縮されたマントを取り出したら、皺しわがいっぱいでくしゃくしゃになっていた。ダームエルが頭を抱えながら必死に皺を伸ばしていると、扉の向こうで小さなベルの音が響く。


「どうぞ、お入りになって」


休憩室の扉を開けて入ってきたのは、今日から復帰のアンゲリカだった。動きやすいように後ろで一つにまとめた淡い水色の髪をサラリと揺らして、部屋に入ってくる。


「ローゼマイン様、ただいま戻りました。本日から護衛騎士として任務に就きます。またよろしくお願いいたします」


「アンゲリカ、おかえりなさい。全ての講義を終えたのでしょう？　よく頑張りましたね」


アンゲリカはあちらこちらへの挨拶や報告を終えて、やっと訓練場に来られたらしい。アンゲリカの後ろにはブリギッテとコルネリウスもいた。ダームエルやアンゲリカと訓練を交代しようと思って来たようだ。


「エックハルト兄様がいらっしゃるまで、わたくしはここから動けません。ですから、その間にアンゲリカの魔剣に魔力を込めようと思ったのですけれど、後の方が良いかしら？」


「今、お願いいたします」


他の皆も魔剣にわたしの魔力を注ぐとどのように変化するのか見てみたいと言い出した。普通は他人の魔剣に魔力を注ぐことがないので気になるそうだ。


「わたくし、魔剣について全く知りません。教えてくださる？　魔剣も見てみたいですし……」


「こちらがわたくしの魔剣です」


アンゲリカが腰に装備されている剣の柄を手に取って、スッと引き出す。短剣のような長さの鞘さやに収まっていたけれど、抜いてみると刀身は五十センチくらいの長さがある。わたしが「予想以上の長さに驚きました」と目を瞬かせていると、アンゲリカは嬉しそうに目を細めた。


「込める魔力によって刀身の長さが変わります。最初はナイフほどの長さもありませんでした」


アンゲリカがコツコツと魔力を注いでいった結果、ここまで長くなったそうだ。


「魔物と戦うには、刀身は長い方が有利になるので、早く育てたいのです。それにわたくし以外の適性も増やしたいです」


「適性とは何ですか？」


知らない言葉が出てきて、わたしが首を傾げると、ブリギッテが説明してくれる。アンゲリカに説明を任せたら、二度手間になるとここにいる者にはわかっているからだ。


「魔力の適性です。適性により、大神の御加護かごを受けやすくなります」


「適性がなくては、御加護が受けられないのですか？」


「いえ、そういうわけではありません。ただ、神々の目に留まる何かがないと、御加護を得るのは難しいと思いますけれど」


適性があれば楽に御加護が得られるけれど、適性がなくても全く御加護が得られないわけではないそうだ。魔剣に様々な神々の御加護を付与するために、アンゲリカは自分以外の者の魔力を注いで、その者の適性を付けたいらしい。


「アンゲリカの適性は何ですか？」


「わたくしは火と風に適性があります。風の大神の御加護は得られませんでしたけれど」


「え？　適性があっても御加護が受けられないこともあるのですか？」


ブリギッテが苦しそうに「……ごく稀まれにそういうこともあるかもしれません」と言った。その声から察するに、適性があれば普通は得られるはずなのだろう。


他の人達にも適性を聞いてみたところ、ブリギッテは火と土で、ダームエルは風に適性があるらしい。コルネリウスは光と水と火と風だと言った。多いことに驚いていると、「領主と近い上級貴族ですから」という答えが返ってきた。上級貴族の方が魔力も豊富で適性も多いそうだ。


「ローゼマイン様の適性は何ですか？」


ブリギッテに問われて、わたしはふるふると首を横に振った。そんな当然のように問われても、わたしは知らない。


「存じません。その適性とはどこでどのように知るのですか？」


「洗礼式で魔力の登録をした時に、フェルディナンド様に教えられたのではないのか？」


「登録証が適性のある神の貴色きしょくに変化したはずです。何色でした？」


矢継やつぎ早に質問されて、わたしは「……えーと……」と、自分の洗礼式を思い返す。確か七色に変わって、「やはりな」と言われたような気がする。けれど、フェルディナンドから魔力の適性に関する丁寧な説明はされなかったはずだ。


そこでハッとした。兄妹きょうだいであるはずのコルネリウスが四色なのに、第三夫人の娘ということになっているわたしが七色だなんて言ってしまって良いのだろうか。公言して良いのかどうかわからない。もしかしたら、秘密にしておくためにフェルディナンドは敢あえてわたしに言わなかったのかもしれない。


「その、いくつかの色に分かれましたけれど、適性に関係があるとは存じませんでしたし、よく覚えておりません。フェルディナンド様はすぐに箱に入れてしまわれたので……」


わたしの答えに、うーむ、と唸ったダームエルが口を開く。


「簡単に武勇の神アングリーフの祝福を授けられるのですから、火の適性はあるでしょう」


「風の女神シュツェーリアの盾が使えるのですから、風の適性もありますね」


ブリギッテも続けてそう言った。他に何か、皆の前で使った魔術があっただろうか。わたしは記憶を探る。


「わたくし、トロンベ退治の後、土地の癒いやしを行いましたけれど……」


「あの時、ローゼマイン様は神殿から持ち出したフリュートレーネの杖をお使いでした。神具自体が属性を持っているので、術者の魔力の適性は関係ございません。適性がなければ神具を扱えないようでは神事を行う時に神官や巫女が困るでしょう？」


「確かにそうですね」


神事を行う神官に水の適性がないので、トロンベに荒らされた土地を癒せなかったり、祈念式で祈れなかったりするようでは困る。魔術具自体に属性を付けることもできるのか、と頷いていると、ブリギッテが少し首を傾げた。


「フリュートレーネの夜、ローゼマイン様の歌に泉の魔力がずいぶん反応しておりましたから、わたくしは水にも適性があるのではないかと思っておりますけれど……」


「水と火と風だったら、コルネリウスとよく似ていますね」


アンゲリカの言葉にダームエルが笑って頷いた。


「やはり兄妹だからでしょう。どうしても親の適性に左右されますから」


「そうなのですか。……それで、魔力の適性は魔剣にどのような影響を与えるのですか？」


わたしの疑問にアンゲリカが魔剣の柄を優しく撫でながら答えてくれる。


「魔物も適性を持っていますから、魔剣が持つ適性によって倒しやすかったり、倒しにくかったりします。できるだけたくさんの属性を集めたいのです」


アンゲリカ自身は二種類の適性しかなく、魔物を倒して得た魔石の魔力で魔剣に土を少し加えたけれど、なかなか増えるものではないらしい。ふむふむ、とわたしが頭を整理している間に、護衛騎士達がわたしの魔力を使ってどのように魔剣を育てていくかについて議論を交わし始めた。騎士という役職に就いているだけあって、皆、魔剣には興味があるようだ。


「本人の望む通り、アンゲリカに足りない適性を埋めれば良いのではありませんか？」


「私は刀身を伸ばすために使えば良いと思う。まず、攻撃力に直結する刀身を伸ばし、適性はゆっくり増やせば良い。魔剣を戦いで使える状態にすることが重要ではないか？」


「他の者の魔剣ならば、ダームエルの意見が一番だと思う。でも、アンゲリカは短所を自分で埋める気が全くないから、短所を埋めてやった方が良いよ。成績を上げるのと同じだ。他人の手が必要なのは、短所を埋める部分だと思う」


三人の意見を聞きながら、わたしは魔剣を見つめる。


「アンゲリカはどうしてほしいですか？」


「わたくしは自分の短所を補うのが下手なので、短所を補ってほしいです」


「アンゲリカに足りないものを埋めるように念じながら、魔力を込めれば良いのですね？」


「はい！」


アンゲリカに足りない適性が付けられるように、と周囲に言われながら、わたしは魔剣の柄頭つかがしらに付いている魔石にそっと触れた。今までアンゲリカが込めてきた魔力を越えてはならないと言われているので、そろそろと少しずつ魔力を流していく。


……アンゲリカに足りないのは、適性云々うんぬんの前に、知性だと思うんだけどね？


思考回路がスピードと戦いにしか向いていないのだから、そんなアンゲリカの足りないところを埋めようと思えば、剣に知性を付けるしかない。剣に知性を付けるなんて、そんなファンタジーなことがあり得るのだろうか。この世界ならあり得るのかもしれない。とりあえず、できる前提で考えてみよう。


……周囲の意見を聞いて覚えておく機能が付いていて、間違ったことをすれば叱って軌道修正してくれて、知識の足りないアンゲリカに助言ができる知性的な……って、それはもう剣じゃない！　神官長だよ！


「そこで集まって一体何をしている？」


「ぴぎゃあっ！　エックハルト兄様!?」


考え込んでいるところに声をかけられたわたしは、文字通りその場で飛び上がった。


「アンゲリカの魔剣に魔力を注いで……」


「駄目だ。魔剣を育てるのは難しい。魔力を注ぐのはフェルディナンド様がいらっしゃる時に、監視下で行いなさい」


全てを言う前にエックハルトに却下きゃっかされた。わたしはすでに魔力を注いでしまった魔剣にちらりと視線を向ける。まずい。これは明らかに怒られる案件かもしれない。


「エックハルト兄様。とても言いにくいことですけれど、もうすでに注いでしまいました」


わたしが申告すると、ひくっと頬を引きつらせたエックハルトが即座にシュタープを取り出した。同時に、もう片手で黄色の魔石を取って「オルドナンツ！」とココンと叩く。


白い鳥の姿となったオルドナンツに向かって、エックハルト兄様は「フェルディナンド様」と呼びかけた。わたしが他人の魔剣に魔力を注いだことを告げて、ブンとシュタープを振って飛ばす。一直線に飛んでいくオルドナンツを見て、わたしは不安になってきた。


「わたくしがアンゲリカの魔剣に魔力を注ぐのは、それほど良くないことなのですか？」


「中級貴族のアンゲリカと領主の養女となれるローゼマインでは魔力の量も質も違う。魔剣がどのような変化を起こすのかわからぬ」


「えぇ!?」


アンゲリカが不安そうに自分の魔剣を手に取ろうとした。


「触るな、アンゲリカ！　フェルディナンド様に見ていただくまで、そのまま待機だ」


エックハルトの睨みにうっと息を呑んで、アンゲリカは伸ばしていた手を引っ込めて、自分の胸の前でぎゅっと握る。


すぐにオルドナンツが戻ってきた。「今行く」という実に簡潔な返事で、声が怒っている。オルドナンツの向こうにいるフェルディナンドがひんやりしているのが嫌でもわかった。


……怒られる。マジで怒られる。


フェルディナンドが来ることがわかったら気が楽になったのか、エックハルトは一度息を吐いた後、コルネリウスを睨んだ。


「コルネリウス、其方も何故止めぬ？」


「魔力のやりとりは本人同士の了解があればそれで良いと貴族院で習ったから、ローゼマインが許しているならば良いと思ったので……」


コルネリウスの言葉に護衛騎士が揃って頷いた。皆、同じ考え方だったため、誰も止めなければならないことだという認識がなかったそうだ。けれど、エックハルトは首を横に振った。


「ローゼマインはまだ貴族院へ行っていないだろう？　つまり、魔力に関する知識がない。儀式の関係で魔力を込めることは慣れているが、量を調節したり、適性に分けて魔力を扱ったりするような技術は全くないのだ」


「……あ」


「本来、貴族院に入っていない子供は挨拶程度の魔力のやりとりしかしない。ローゼマインは神殿で儀式を行ったり、騎士団に祝福を与えたりしているので忘れられがちだが、知識も技術もないのだ。自分達と同じに考えてはならない」


護衛騎士が全員愕然とした顔になった時、フェルディナンドが騎獣で飛んできた。訓練場に騎獣を降ろし、ザッと飛び降りて騎獣を消す。視線はこちらに向けられていて、つかつかとわたし達のところへ歩いて来る。神官服のまま城に来るのだから、かなりお怒りのようだ。


「ローゼマイン、何もするなと言っておいたはずだ。違うか？」


「ご、ごめんなさいっ！」


「まずは問題の魔剣を見せてみなさい」


フェルディナンドが手に取って、魔剣をじっくりと眺める。ほんの微量の魔力を通して、わたしの魔力の影響を調べ始めた。


「今のところは特に何も起こっていないな。他人の魔力が入りすぎると、持ち主が制御せいぎょしにくくなる。君はただでさえ魔力が多いのだから、このような繊細せんさいな制御ができるわけがない。アンゲリカからローゼマインへ魔剣の持ち主が変わったらどうするつもりだったのだ!?」


「え、えーと、わたくしが魔剣の主になってしまったら、アンゲリカに仕えてね、って魔剣に言えばいいのではありませんか？　主の命令ならば聞いてくれますよね？」


そう言って首を傾げると、アンゲリカがパァッと顔を輝かせた。


「さすがローゼマイン様ですね。それならば、わたくしでも強い魔剣が使えそうです」


「……この馬鹿者！」


魔剣を台の上に置いた後、わたしとアンゲリカだけではなく、護衛騎士全員に対して、フェルディナンドの長いお説教せっきょうが始まった。魔剣に限らず、魔石や魔術具に自分の魔力を通して、自分だけが使えるようにする意味、利点、欠点はもとより、魔力のやり取りについても、フェルディナンドの息切れと喉のどが心配になるくらいお説教される。


「ローゼマイン、君のやろうとしたことの危険さがわかったか？」


「はい」


「アンゲリカ、君はどうだ？」


「何となくわかったような気がします」


……全然わかってない顔だ！


今まで勉強を教えてきた「アンゲリカの成績を上げ隊」にはわかる。全く理解できていない顔だ。ぴくっとフェルディナンドのこめかみが動くのと、雷が落ちるのはほぼ同時だった。


「一体何を聞いていた、この馬鹿者！」


そう怒鳴るフェルディナンドの声が何故か二重に聞こえた。


「……え？」


雷を落としたフェルディナンドさえも目を瞬かせる中、台の上に置かれたままのアンゲリカの魔剣がフェルディナンドそっくりの物言いで「我が主、君は何もわかっていない」とお説教を始めた。正確には柄頭の魔石から声が響いてくる。


フェルディナンドが不気味そうに声を発する魔石の部分を見下ろし、そして、わたしを見た。


「……ローゼマイン、君の仕業しわざか？」


「濡ぬれ衣ぎぬですっ！　わたくし、さすがにそのようなことはしていません！」


「そうか、すまない。魔剣が説教を始めるような奇妙な現象が起きるのは、君が関係しているとしか思えなかっただけだ」


フェルディナンドがこめかみを押さえるのと、魔剣がきらりときらめくのは同時だった。


「正解だ。我が主の主であるローゼマイン様の魔力と望みにより、私は生まれた」


「へ!?」


周囲の視線が一斉にわたしに向いた。わたしは目を瞬かせながら魔石をじっと見つめる。魔石はフェルディナンドの声でしゃべり続けた。


「周囲の意見を聞いて覚えておく機能が付いていて、間違ったことをすれば叱って軌道修正してくれて、知識の足りない我が主に助言ができる知性的な剣が必要だったのであろう？　それは神官長だと強く思っていたではないか」


「そういえば、考えていました。魔力をちょろちょろと注ぎながら、アンゲリカに足りないのは知性だ、と……。でも、まさかこんなことになるなんて思いませんよ」


わたしが必死に弁解していると、フェルディナンドがじろりとわたしを睨んだ。

            





    
  
  




「やはり君が原因か。濡れ衣でも何でもないではないか」


「ローゼマイン様の望みに加えて、其方が魔力を通してくれたため、私は誕生するに至った」


フェルディナンドの魔力を通すことで物言いや人格のようなものが決定したらしい。フェルディナンドが魔力を通さなかったら誕生しなかったのだ。


「最終的に止とどめを刺したのはフェルディナンド様じゃないですか！」


「明らかに君が悪いだろう、この場合」


「うぐぅ……」


確かに剣に知性があれば良いと考えたのはわたしだ。何もわからないまま魔力を流してしまったのもわたしだ。やってしまったことは責任を取らなくてはならない。


「アンゲリカ、ごめんなさい。こんなに残念な進化を遂げるとは思わなくて……。お説教臭い魔剣が嫌ならば、責任を持ってわたくしが引き取ります」


「いいえ、ローゼマイン様。わたくしの代わりに覚えてくれて、色々教えてくれる剣なんて他にはありません。わたくしはこの魔剣を大事にしたいと思います」


魔剣が「我が主」と言ってくれたことが、非常に嬉しかったのだと言いながら、アンゲリカは台の上の魔剣を手に取って、魔石の部分をそっと撫でた。


「あぁ、我が主に足りない知識は私が補う」


魔石の言葉にアンゲリカは嬉しそうに「知識に関しては任せます」と言い出した。気が合っているようだが、不安で仕方がない。


「……アンゲリカ、本当にそれでよろしいのですか？　ものすごく口うるさいですよ？」


口出しするだけのフェルディナンドが始終側にいるようなものだ。絶対に落ち着かないと思う。わたしの主張にフェルディナンドが「ほほぅ」と低い声を出した。


……ヤバい、失敗したっぽい。


フェルディナンドはわたしの頬をぐにっと摘みながら、アンゲリカを見下ろした。


「アンゲリカがその魔剣で良いのならば、そのまま使っても構わぬ。ただし、以後、ローゼマインが魔力を注ぐのは禁止する。これ以上妙な変化をされては困るからな」


フェルディナンドの言葉に、残念そうなアンゲリカを除いた全員が大きく頷いて同意した。

            





印刷物を増やそう


アンゲリカのお説教剣ができ上がって数日が経ったけれど、これがなかなか面白い代物だった。フェルディナンドの魔力から人格や口調を得た魔剣だが、何に関しても知識自体はまだ全くないらしい。これから主であるアンゲリカが教えたり、周囲の話を聞いたりすることで知識を蓄えていくそうだ。つまり、現状では何も知らない相手にお説教されていることになる。


「ただ、お説教臭いだけですか」


それはかなりうざい、と心の中で呟くと、魔剣がきらりと光って「まず、我が主が知識を蓄えることが重要だ」と重々しい口調で言った。物言いだけは完全にフェルディナンドだ。


「とりあえず魔剣が知識を得るためには、アンゲリカが勉強しなければなりませんね」


「わたくしと違ってシュティンルークは忘れませんから、教え甲斐があります」


「シュティンルーク？」


アンゲリカがニコリと笑いながら、「この魔剣の名前です」と魔剣をゆっくりと撫でた。知性を持った魔剣には名前が必要だと感じたそうだ。フェルディナンドの口調で話す魔剣を何とも言えない顔で見下ろしていたダームエルが、何とも言えない顔で腕を組んでアンゲリカに視線を移す。


「では、シュティンルークの知識を蓄えるためにも、アンゲリカは四年生の予習をしておいたらどうだろうか？」


アンゲリカが理解するまで何度も説明する必要がなくなった分、ずっと負担が少ないだろう、とダームエルが呟いた。コルネリウスも賛成して頷く。


「そうだな。兄上にいただいた資料の中には四年生の資料もある」


「また補講の嵐に見舞われることがないように、予習しておくことは重要でしょう」


ブリギッテも同意見らしい。アンゲリカが皆の意見にコクリコクリと神妙な顔で頷いたかと思うと、きらりと青の瞳を輝かせた。ダームエルに向かって、そっと魔剣を差し出す。


「ダームエル、よろしくお願いいたします。シュティンルーク、頑張ってください」


「我が主！　まずは主が勉強しなくてどうする!?　魔力が流れていなければ、私は周囲の声を拾えぬ。勉強した分をまとめて私に教えられるようにならなければ、主の魔力がもたぬぞ」


一日中魔剣に魔力を流し続けるような魔力量はないようで、アンゲリカは魔剣を握りしめたまま、ショックを受けたように大きく目を見開いた。


「つまり、わたくし、勉強からは逃れられないのですか？」


「当たり前だ、馬鹿者！」


耳慣れた怒声は本当にフェルディナンドそのままで感心してしまう。すごい魔剣だ。その調子でどんどんアンゲリカに勉強させてほしいものである。


「アンゲリカがシュティンルークと一緒に勉強できるように、なるべく内容をまとめておくか」


「助かります、ダームエル」


ダームエルとコルネリウスがアンゲリカへの教育計画を立て始めたのを横目で見ながら、わたしは積み上げられている資料を手に取った。


……参考書でも資料でも読んだことがない文字列はひとまず読む。それがわたしの生きる道。


新しい学年になって新しい教科書を手に入れた時の幸せを思い出しながら、わたしはエックハルトが提供してくれたらしい四年生の資料を読んでいく。恐らく貴族院在学中はフェルディナンドに教えを乞こうていたのだろう。あちらこちらにフェルディナンドの注釈が入ったエックハルトの資料を見ながら、わたしはむむっと眉を寄せた。


「ねぇ、ブリギッテ。エックハルト兄様やフェルディナンド様の持っている貴族院の資料から、学生向けの参考書を作れば売れるかしら？」


成績優秀者のノートは麗乃時代でも価値があった。ここのように教科書がなく、教師の講義を各自でまとめる形態の授業ならば、この参考書はかなりの価値があるのではないだろうか。


「確かに売れると思います。ただ……」


ブリギッテはそう言いながら、苦笑を含んだアメジストの瞳でちらりとダームエルを見る。わたしがブリギッテの視線を追いかけると、ダームエルが眉を八の字にして困った顔をしていた。


「ダームエル、何か問題があるのですか？」


「講義内容をまとめた木札を売ったり、講義内容を代理で書き留めたりするのは、自由になるお金が少ない下級貴族にとっては良いお小遣い稼ぎになっていました。フェルディナンド様やエックハルト様の資料を元に、ローゼマイン様がまとめた参考書が売られると金銭的に困る学生も出てくると思います」


貧乏学生の貴重な収入源を潰つぶすわけにはいかない。参考書を売るならば、別の手段で学生達が稼げるようにしてあげなければならないだろう。


「エーレンフェストの学力を上げるためには良い案だと思ったのですけれど、もう少し考えてみた方が良いですね」


「恐れ入ります」






そんな話をしていると、ブリギッテの下へオルドナンツが飛んできた。バサバサと飛び込んできた白い鳥がブリギッテの手首に降り立って、フェルディナンドの声で話し始める。どうやらプランタン商会からわたしに面会依頼が届いているらしい。夏になるまでに相談したいことがあるということだ。


土の日はお休みなので、それを利用して神殿に戻るのが良いだろう。わたしはブリギッテに返信用のオルドナンツを作ってもらい、話しかける。


「ローゼマインです。明後日の実の日の魔力供給を終えてから、水の日の魔力供給まで神殿へ戻ります。プランタン商会との面会は水の日の午前中にしたいとギルに伝えてください」


「土の日にはこちらの仕事を片付けるように。三の鐘が鳴ったら私の部屋に来なさい」


フェルディナンドからの返事で今週はお休みが消えることが確定した。しばらくお城でのんびりと本を読む週末を過ごしていた我が身には、ちょっと厳しい週末になりそうだ。


夕食の席でわたしはボニファティウスとヴィルフリートに週末の予定を告げる。


「工房や孤児院の様子を確認したいと思っているので、実の日の魔力供給を終えた後、水の日の魔力供給まで留守に致します」


「うむ。あまり無理はせぬように」


言葉少なくボニファティウスが頷いた。ボニファティウスは容貌ようぼうがカルステッドに似ていて、年の割にかなり大柄で筋肉むきむきだ。カルステッドより物言いがぶっきらぼうだったり、眼光が鋭かったりするせいで怖い感じがする。けれど、コルネリウスに言わせると、わたしには甘いらしい。ボニファティウスが他人の体調を気遣うことなど滅多にないそうだ。少なくとも、お兄様達は体調を崩せば「軟弱なんじゃくな！」と一喝いっかつされるのが常らしい。


わたしの場合、「父上の大音声で一喝したら、ローゼマインは死ぬ」とカルステッドに脅されている上に、何度か城で倒れて虚弱さが嘘ではないことが知られているため、あまり近寄らないようにしているとコルネリウスが言っていた。雪玉一つで意識を失うような子供に近付くのは怖いそうだ。道理で何だか遠巻きにされているわけだ。


「ローゼマインは魔力供給を終えた後に騎獣で神殿まで移動できるのか。其方、変なところで頑丈がんじょうだな。走り回っただけで死にかけるくせに、魔力供給では平気な顔をしているなんて」


ヴィルフリートがうにゅっと眉を寄せてそう呟いた。魔石の魔力を動かすだけでもへとへとになっているヴィルフリートには、魔力供給を終えた後に神殿へ移動するのが信じられないようだ。


「体力と魔力は別物ですから」


魔力が体内を動き回ることに慣れたということもあるだろうし、ちょくちょくと魔力を使っているので、体内に魔力が溜まりすぎることがないのだ。体内で魔力が膨れ上がっていた平民時代に比べれば、今はかなり生きやすい。






そして、実の日。予定通りにわたしが魔力供給を終えてから神殿に戻ると、七の鐘が鳴るくらいの夜遅い時間になっていた。


「おかえりなさいませ、ローゼマイン様」


ずらりと側仕えが勢揃いで出迎えてくれた。久し振りですごく懐かしい気がする。


「ただいま戻りました。皆、変わりはありませんか？」


部屋に戻るとすぐに準備されていたお風呂に入った。その後は、フランに淹れてもらったお茶を飲みながら、就寝前の報告会だ。最初に神殿長室を管理していたフランとザームの報告を聞く。フランとザームとモニカが神殿長室ではなく、神官長室に行って執務をしていること以外、特に変化はなかった。


「部屋の中の変化はございませんが、神殿の中は少しずつ変化しております」


「カンフェル様とフリターク様が最近神官長に重用されていることを知って、数人の青色神官が執務に興味を示すようになってまいりました」


元々中立の立場だった青色神官がカンフェルやフリタークの様子を見て、フェルディナンドに擦すり寄ってきているらしい。以前から中立だったので特に害はないであろう、というフェルディナンドの判断の下、彼等に対しても教育が始まったそうだ。今まで特に何も仕事らしい仕事をしていなかった青色神官達は初期のカンフェルとフリタークのような形相ぎょうそうになっていて、カンフェルとフリタークは自分達の通ってきた道を思い返し、生温かい目になっているらしい。


「神官長が生き生きしていらっしゃいます。それから、ローゼマイン様が心配していらっしゃった薬の服用回数は激減いたしました」


「仕事を少しずつ回す相手ができたからでしょうか。余裕が出てきたように感じられます」


フェルディナンドが薬に頼ることなく仕事をこなしている上に、順調に後進が育っているようだ。熱血教育を受けている青色神官は大変だろうが、よかった、よかった。


「ギル、フリッツ。工房の方はどうですか？」


フランとザームの報告を聞いた後は、ギルとフリッツからの報告を聞く。工房での印刷の進み具合がどうなっているのかが、わたしの一番の関心事だ。ギルが手にしている新しい絵本をじいっと見ながら尋ねると、わたしの視線に気付いたギルが笑いながら差し出してくれた。


「冬の眷属の絵本が仕上がりました」


絵本を受け取って、わたしはゆっくりと表紙を撫でた。冬の貴色である赤の花びらが散っていて、見た目も華やかだ。頬擦りするとインクの匂いが鼻を突く。とてもいい匂いで、うっとりしてしまう。


わたしは自分の部屋に置かれている全ての絵本をテーブルの上に並べてみた。最高神と五柱の大神の絵本とそれぞれの季節の眷属に関する絵本がずらりと並んだ。子供用の聖典絵本が完成した様を見て、知らず知らず、感嘆の溜息が漏れた。


「ハァ、全部揃った本というのは殊ことの外美しいですね。素晴らしいです。わたくしのグーテンベルク達に感謝を捧げ、神に祈りを捧げましょう。英知の女神メスティオノーラと芸術の女神キュントズィールに祈りを！」


ビシッと両手を上げて祈りを捧げていると、得意そうに黒に近い紫の瞳を輝かせ、ギルが「ローゼマイン様が喜んでくださって嬉しいです」と大きく頷いた。


「よくやってくれました、ギル。わたくしは働き者の側仕えがいて幸せです。さぁ、次は何を印刷しましょう？　この調子でどんどん本を増やさなくてはね。うふふん」


フランが呆れたように溜息を吐きながら、浮かれているわたしの肩を軽く叩く。


「ローゼマイン様、興奮しすぎです。抑えてください。ザームとフリッツが驚いていますよ」


本への愛がほんの少しほとばしっただけなのに、ザームとフリッツが顔を引きつらせ、わずかに引いているのが見えた。


「二人とも、これが本を前にしたローゼマイン様の普通の反応です。慣れてください」


フランがそう言っている前で、わたしは絵本を重ねて抱えると、丁寧に棚に並べた。少し離れたところから、自分の部屋に並ぶ本を見ているだけで満足の息が漏れる。


……はぁん、素敵。


図書室だけではなく、自分の部屋に本が増えていくというのが実に良い。少しずつ本が増えていくこの幸せをどう表現すればいいだろうか。


「世界中の皆とこの幸せを分かち合いたいですね」


「……星結びの儀式の後で、皆に売って、幸せを分かち合うのではありませんか？」


ギルが良いことを言った。わたしは目を輝かせてギルを見上げる。


「そう。皆にも幸せのお裾分けをするのです。でも、せっかくですから、もう少し本を増やしておきたいと思います。ギル、星結びの儀式までに騎士物語集は仕上がるかしら？」


わたしの問いかけにギルは、うーん、と首を捻ひねって、指を立てて何かを数えた後、残念そうに頭を振った。


「短編三つは終わりましたが、全てを印刷するには時間が足りないと思います」


「金属活字を組むのにも、校正にもとても時間がかかりますから、星結びの儀式までにあと二つ短編が仕上がるかどうか、というところでしょう」


フリッツもギルの意見に付け加えながら、途中までできている短編を取り出した。


「ローゼマイン様、騎士物語はどのように綴とじますか？　全部仕上がってから綴じるのか、短編一つ一つで綴じるのか、ご指示をいただきたく存じます」


フリッツに渡された騎士物語の短編三つをざっと流し読みしながら、わたしはどのように販売するか考える。どうせ表紙はそれぞれ購入者が好みに整えることができるようにするのだから、短編一つで綴じても問題ないだろう。それに、全ては買えなくても、短編一つなら買える者もいるかもしれない。


「短編一つで綴じていってちょうだい。できている分だけでも売り出します」


「かしこまりました」


「ローゼマイン様、ガリ版印刷は絵本の印刷が終わったので空いています。そちらで印刷できる物が何かありますか？」


どんどん印刷します、というギルの頼もしい言葉にわたしは机の引き出しから、「作りたいものリスト」を取り出した。


「文字が詰まった本は金属活字を使って凸版とっぱん印刷で印刷した方が、文字が整然としていて美しいですから、ガリ版印刷を使うならばイラストが多かったり、図を多用したりしている印刷物が良いでしょう。何が良いかしら？」


星結びの儀式の後に販売するならば、子供部屋で販売した冬と違って大人が満足できる本がある方が良いだろう。余裕ができたら印刷しようと思っていた楽譜やレシピ本の印刷に乗り出しても良いかもしれない。


「楽譜やレシピ集がガリ版印刷には向いていると思うのですけれど、明日、神官長に相談してから決めますね」


わたしが神殿にいられる時間はそれほど多くない。予定を全てこなそうと思ったら、かなり忙しくなりそうだ。三の鐘が鳴ったらフェルディナンドの部屋でお手伝いなので、その時に楽譜やレシピ集を作っても良いか尋ねておこう。予定を書字板に書き込んでフランにも告げると、わたしはもそもそとベッドに上がった。






土の日は城にいたならば休息日で一日中図書室に籠れる素敵な日だが、神殿にいると全く変わらぬ日常だ。三の鐘が鳴ると同時にわたしはフェルディナンドの部屋へ向かった。


「失礼いたします、神官長」


「あぁ、来たか。では、神官長の部屋で新しく仕事をするようになった青色神官の紹介をしよう」


フェルディナンドが書類から視線を上げてそう言うと、あまり見たことがない青色神官達が仕事の手を止めて跪く。彼等が新しく教育中の青色神官らしい。わたしと同じように木札が積み上げられ、計算器と格闘していたようだ。


青色神官の一通りの紹介が終わった後、フェルディナンドから城での生活についていくつか質問され、やっと本題に入ることができた。わたしは執務机に身を乗り出すようにして、これから作りたい本の相談を始める。


「神様に関する絵本が仕上がったので、今度はガリ版印刷で楽譜やレシピ本を印刷しようと思うのです。神官長が演奏会で弾いていた楽譜を印刷して販売してもよろしいですか？」


元になったのはわたしの鼻歌だが、フェシュピールで弾けるようにアレンジして楽譜に起こしたのはフェルディナンドとロジーナだ。わたしが許可を求めると、フェルディナンドは肩を竦めた。


「あれらは私の曲ではないから、妙な絵を付けるのでなければ君の好きにすれば良かろう」


「え？　でも、作曲者の欄に神官長の名前を入れるつもりなのです。わたくしでは楽譜がまだ書けませんし、フェシュピールで弾けるようにしたのは神官長ですよね？」


「私がしたのは編曲だ。作曲はしていないので、作曲者に名前を連ねることはできない」


フェルディナンドはそう言って作曲者になることを拒否した。ここで作曲者に自分の名前を入れるのは、わたしも抵抗がある。麗乃時代の記憶から知っていただけで、わたしが作曲したわけではないのだから。


「わたくしが作曲者のところに名前を載せても、自分で弾くことさえできないのですけれど」


「作曲と弾けるかどうかは別だ。表記は正しく行いなさい」


目立つことはフェルディナンドに丸投げしようと思っていたのに、阻止されてしまった。仕方がない。編曲者の欄にフェルディナンドとロジーナの名前を目立つように入れて、作曲者ではなく「原案　ローゼマイン」とわたしの名前は小さく入れておこう。


「ついでに、ローゼマイン厳選レシピ集も作りたいのですけれど、注意点はありますか？」


「レシピ集を作るのは良いが、販売は次の冬に行いなさい。全ての貴族が集まる場で販売した方が良い。星結びの儀式でも新しい料理を出して関心を引き、それとなくレシピ本の販売について情報と金額を噂として流しておくように。他の本と違ってレシピ集は高価だからな」


レシピ集に関しては、まだ値段の設定さえきっちりとは決めていない。ジルヴェスターが払ったお金とレシピ集の釣り合いを考えるのか、限定販売でプレミア感を出して金額をつり上げるのか、ベンノとも相談した方が良いかもしれない。


「では、楽譜とレシピ集の印刷に向けて準備します。楽譜はロジーナに書いてもらう予定ですけれど、よろしいですか？」


「あぁ。彼女ならば、問題なかろう」


ロジーナは字も美しいし、音楽にも造詣ぞうけいが深い。一緒に編曲していた時にロジーナが書く楽譜を見ているフェルディナンドはすぐに許可してくれた。


「君の話が終わりならば、仕事に取り掛かりなさい。計算仕事が溜まっているぞ」


久し振りに大量の木札を抱え、わたしは石板にガシガシ書き込んで計算をしていく。新入りの青色神官が目を見張って、「速すぎる」と呟いた。どうやら、新入り達はフェルディナンドが満足するスピードでの計算ができていないようだ。


「其方等はぼんやりするな。ただでさえ遅いのだから手を休めずに計算しなさい」


書類から視線を上げることなく飛んできたフェルディナンドの叱責しっせきに、ひっと息を呑んで青色神官達が計算器を動かし始める。まだまだ慣れていなくて、使えるようになるまでにはちょっと時間がかかりそうな手つきだった。






四の鐘が鳴ると昼食の時間だ。わたしは計算を終えて自室に戻ると、フェシュピールを弾いていたロジーナに足早に近付いた。


「ロジーナ、神官長の許可が下りました。楽譜の作成をお願いします」


フェシュピールを弾く手を止めて、ロジーナがパチパチと何度か目を瞬かせ、ゆるりと首を傾げた。相変わらず優雅ゆうがで見惚れるような動きだ。


「どの楽譜でしょう？」


「フェシュピールの演奏会で神官長が弾いていた曲、全てです。楽譜として売り出すので、丁寧に書いてください。曲名や編曲者は飾り文字のように美しくお願いいたします」


「かしこまりました。専属楽師として恥ずかしくないように丁寧に仕上げましょう」


音楽に関係することは基本的に何でも好きなロジーナは快く楽譜作成を請け負ってくれた。編曲者はフェルディナンドで、原案としてわたしの名前を小さく入れるように指示すると、ロジーナは少し考え込むように頬に手を当てて視線をさまよわせる。


「神官長が編曲した楽譜とは別に、わたくしが編曲した楽譜も作成してよろしいですか？」


わたしは諸手もろてを挙げてロジーナの提案を受け入れた。


「もちろんです。本が増えるのは大歓迎ですもの。楽譜が作成できたら、フリッツかギルに渡してくださいね。印刷するように言っておきます」


「ローゼマイン様、楽しいのはわかりますが、印刷のお話よりも先に昼食を終えてください」


印刷物が増えることが嬉しくて浮かれていると、フランから注意された。何だか麗乃時代の母親を彷彿とさせる物言いだ。本を読むことに没頭ぼっとうして食事を忘れるわたしに、母親はよくこんな感じの呆れた声を出していた。


わたしが「今行きます」と肩を竦めて着席すると、ニコラが料理を運んできてくれる。


「ローゼマイン様、今日はフーゴもいるので、いつもより手が込んでいますよ。エラに対抗してレストランで仕入れた新しいレシピを使っています。わたくしも下げ渡しが楽しみなんです」


嬉しそうに料理を並べていくニコラを見上げ、わたしはお願いすることを思い出した。


「ニコラ、今度ローゼマイン特選レシピ集を作ることになったのです」


「わぁ、レシピ集ですか？　皆においしいものが広がるなんて楽しみですね」


ぽふっと手を打って喜ぶニコラに、わたしはフーゴとエラとの橋渡し役をお願いする。本当はわたしが直接料理人と話ができれば簡単なのだが、領主の養女という立場では厨房に立ち入ることさえ容易ではない。


「フーゴやエラとも相談して進めてほしいのだけれど、まず、知っているレシピを書き出してください。それから、作りやすくて比較的馴染みがある料理と下拵したごしらえの過程が複雑でレシピを見てもわからない料理を分けてもらって良いかしら？　どのレシピを載せるか決めたら……」


「ローゼマイン様。先程も申し上げたように、印刷に関するお話は昼食後にお願いいたします」


コップに注ぐための水差しを抱えているフランの笑顔がひんやりし始めた。これはやばい。


「ごめんなさい。先にお食事をいただきます」


わたしは即座に謝ってカトラリーを手に取った。フランの怒りを察したニコラも「次の料理を準備してまいります」と言いながら、そそくさと厨房へと退散する。


季節のサラダをもしゃもしゃ口に入れていたわたしは、ハッと思い出した。


「モニカ、悪いけれど、工房へ行って本を綴じるための針と糸を借りて来てちょうだい」


「ローゼマイン様、印刷の話は……」


「い、印刷の話ではありません。製本の話、いえ、午後の予定とその準備の話ですからね」


わたしは慌ててフランに言い繕う。フランはフェルディナンドと同じようにこめかみを押さえた。フェルディナンドだったら「まったく君は」と言っているに違いない。相変わらずよく似た主従だ。わたしが城に行っている間、フェルディナンドの執務をずっと手伝っていたせいでフランは前よりフェルディナンドに似てきたのかもしれない。


モニカが部屋を出て行くのを見ながら、わたしは今度こそ黙って食事をした。昼食を終えたら、製本作業だ。わたしが冬からずっとこつこつ書いてきた母さんの物語集を綴じるのだ。ちなみに、表紙はわたしが描いた家族のイラストである。デフォルメしているので、こちらでの受けは悪いだろうけれど、写真がないのだから仕方がない。


……世界に一つの手作り絵本を完成させたら、ルッツに渡して家族に届けてもらうんだ。

            





プランタン商会との話し合い


今日はプランタン商会とお話し合いをすることになっている。三の鐘が鳴ると同時にわたしは完成させた母さんの物語集と家族への手紙を抱えて神殿長室を出た。


……うふふん、うふふん、ルッツと会える〜。


「お待たせいたしました」


わたしが孤児院長室に到着した時には、すでにベンノとマルクとルッツに加えて、オットーがニコラに淹れてもらったお茶を飲みながら一階で待っていた。型通りの長い挨拶を終えると、二階へ上がってさっさと隠し部屋に入る。


「わーい！　ルッツ、ルッツ、ルッツ、会いたかったよぉ。家族の皆はどうしてる？　元気？」


とぉっと勢いよく飛びつくと、ルッツは予想済みだったように「あぁ、はいはい」と軽く答えながら受け止めてくれる。ぽすぽすとわたしの頭を軽く叩きながらルッツはニッと笑った。


「領主様のお留守番をするから夏まで城から戻らないって、オレが言ったらギュンターおじさん達がすっげぇ心配していたぞ。お前が城で何かやらかさないだろうかって……」


「皆、ひどいっ！　わたし、真面目にお勤めしてたよ！」


自分の信頼のなさにガックリだ。最近、貴族周囲では聖女伝説が加速しているので、もしかしたら一番信頼がないのは自分の家族かもしれない。


「トゥーリのために頑張って本も作ってたのに……」


「本？」


「トゥーリにあげるの。この夏で十歳でしょ？　だから、お祝い。トゥーリに届けてくれる？」


ここでは七歳で洗礼式で見習いとして契約する。十歳は三年間の契約が切れる年で、別の工房と契約するのか、契約を更新するのか、はたまた才能を見出されてダプラ契約を行うのか、ある意味区切りの年になる。スカート丈も膝丈から脛くらいの長さに変わって、完全な子供扱いではなくなるのだ。麗乃時代ならば小学校を卒業して、中学生や高校生の扱いになる感じだろうか。未成年だが、完全な子供扱いではなくなるのである。


わたしは今回トゥーリの十歳のプレゼントとして、母さんの物語集を作ったのだ。


「あ、そうだ。トゥーリは十歳になったらコリンナさんの工房に移りたい、って前に言ってたけど、どうなりました？　コリンナさんの工房に入れそうですか？」


わたしがルッツに抱きついたままプランタン商会の皆を見回すと、ベンノがゆっくりと視線をオットーに向けながら口を開いた。


「それが今日の本題だ。お前の意見が欲しい」


「へ？」


ベンノとマルクに促され、わたしがルッツから離れて座ると、正面にベンノとオットーが座り、マルクとルッツがその後ろに立った。


「態度が崩れても良いから、お前が言え。ギルベルタ商会はもう俺の店じゃないからな」


ベンノに軽く肘で突かれたオットーがわたしを見て、ほんの少し視線を泳がせる。


「あ、呼び方はマインちゃんじゃまずいよな？　ローゼマイン様でいいのか？　うわぁ、なんか変な感じだ」


独り言のように呟いた後、オットーは一度息を吸い込んで口を開いた。


「春の終わりでトゥーリのダルア契約が終了することは知っているだろう？　夏までにトゥーリは次の働き口を決めなければならない。だから、俺がベンノに頼んでローゼマイン様を呼んでもらったんだ」


急ぎの案件はトゥーリのことだった。けれど、トゥーリに関することでわたしの意見が必要だという意味がわからない。


「一応トゥーリとギルベルタ商会は契約する方向で話が進んでいる。ギルベルタ商会にとって、トゥーリは重要な存在なんだ。裏事情を知っている者は少ないけど、領主の養女であるローゼマイン様との繋がりを持っているし、髪飾りを作る上で重要な職人になっているからね」


トゥーリは頑張って新しい花や編み方を考えているし、今のところ、わたしはトゥーリと母さんの髪飾りしか買っていない。領主の養女という上客を捕まえておくために、トゥーリとダプラ契約を交わしたいそうだ。


「今までコリンナは自分の関心事以外の仕事はベンノに任せておけばよかった。でも、ベンノがプランタン商会として独立してしまい、ベンノもマルクもルッツも……ローゼマイン様と関係が深い人が揃ってプランタン商会の所属となっただろう？」


「だから、トゥーリが必要なんですか？」


「まぁ、そうだね」


コリンナはギルベルタ商会とわたしの繋がりを必要としていて、トゥーリを欲しているのだそうだ。オットーの言葉を「ふぅん」と頷いて聞いているわたしにベンノが付け加える。


「髪飾りだけじゃない。騎士のために新しい衣装を考案しただろう？　あれでコリンナは何とかお前との繋がりを保っておきたいと考えたみたいだな」


「へぇ、そうなんですか……」


「お前、全く興味なさそうだな」


ルッツの言葉にわたしは大きく頷く。ものすごくどうでもいい話にしか聞こえない。


「トゥーリを店のために利用して泣かせたら絶対に許さないけど、トゥーリがコリンナさんの工房に入りたくて、コリンナさんもトゥーリに価値を感じているなら、何も問題ないでしょう？　わたしに一体何の相談があるって言うんですか？」


ダプラ契約したいならばすればいい。それだけの話だ。相談内容が全く見えてこなくて興味を持てないわたしに、オットーは困ったように笑った。


「もちろんトゥーリ本人もコリンナの工房に入ることを望んでいるから、その方向で動く予定なんだけれど、ダルア契約にするかダプラ契約にするかが難しいところなんだ」


ルッツのいざこざで多少は知っているけれど、ダプラとダルアの違いを未だにきちんと知っているとはいえないわたしは、ベンノに視線を向けて問いかける。

            





    
  
  




「ダルアとダプラでは待遇が違うんですよね？」


「あぁ、そうだ。基本的にダルアよりダプラの方が待遇は良いが、当然足枷あしかせもある」


三年ごとの契約を行うダルアは色々な店で修行することができる。様々なやり方を身に付けることができるし、人脈を広げることも可能だ。ただし、保障は少ない。腕が悪ければ次の更新は断られるし、次の仕事先を紹介してもらえない可能性もある。次の仕事先が見つからなかったら、いきなり生活に困るのだ。


それに比べて、ダプラは生活の面倒を見てもらえたり、次の仕事を探す必要がなかったり、優遇ゆうぐうされていることが多い。ただし、その店に一生縛られる。ザックやヨハンが言っていたように独立することもできないし、余所の店に移動することもできない。


ルッツやマルクはプランタン商会がギルベルタ商会から独立したので、共に移動したということで現在はプランタン商会のダプラになっている。けれど、もう別の店となってしまったので、これからギルベルタ商会に戻ることはできないそうだ。


「トゥーリがギルベルタ商会とダプラ契約を行う上で、一番の足枷となるのがお前だ」


「え!?　わたしの何がトゥーリの足を引っ張っているんですか!?」


邪魔をしている自覚がなかったわたしは両方の頬を押さえて、ひぃっと息を呑む。お世話になってばかりのトゥーリの足を引っ張っているなんて知らなかった。適当に話を聞いている場合ではない。血の気が引くのを感じながら身を乗り出して話を聞く姿勢になると、ルッツが笑いながら手を振った。


「あ〜、違う。足を引っ張っているわけじゃねぇよ。トゥーリはお前がどこかに移動した時、一緒に行きたいんだってさ」


ルッツは手をパタパタと振りながらそう言ったけれど、意味がよくわからない。わたしが「どういうこと？」と尋ねると、ルッツはベンノを一度見た後で小さく頷いて口を開いた。


「オレも旦那様もだけど、プランタン商会はお前がどこか別の街に移動した場合、付いていく覚悟ができている。プランタン商会が印刷業を行い、本を売り出すなら、本に対する思い入れが強いお前の側にいるのが一番だからな」


一番熱心な印刷の後援者はわたしに違いないので、プランタン商会は植物紙協会と印刷協会を広げるためにも、わたしと行動してくれるらしい。それは心強い。


「そういう話をしたら、わたしも一緒に連れて行って、ってトゥーリに言われたんだ」


ルッツもトゥーリも今まではギルベルタ商会のコリンナの工房に入ればそれでいいと思っていたらしい。ギルベルタ商会に入ってルッツやベンノに付いて行けば、トゥーリはわたしのいるところに移動できるはずだった。


けれど、印刷業を主とするプランタン商会と服飾を主とするギルベルタ商会は分かれてしまった。ここでギルベルタ商会のダプラになってしまうと、トゥーリはギルベルタ商会から抜けることはできなくなる。わたしを追いかけて移動することを決意しているプランタン商会と違って、エーレンフェストで商売をするギルベルタ商会が外に出ることはないのだ。


「ん〜？　それってトゥーリがダルア契約を望んでいるってことですか？　でも、わたしはエーレンフェストにいますよ？　領主が手放さないだろうって神官長は言っていました。次代への嫁入りが濃厚のうこうだそうです」


あくまでフェルディナンドがそれらしいことを言っていただけだが、聖女伝説が加速し、印刷業が広がれば、尚更わたしが他領に動くことはないと思う。


「それはあくまで現時点での領主の希望だろう？　エーレンフェストより強い領地はいくらでもある。政治的な力が働いて、強引に縁談がまとめられる可能性がないわけじゃない」


ベンノの言葉にわたしは「それはそうですけど」と小さく呟いた。よく考えてみれば、エーレンフェスト内の地理に関しては習ったけれど、まだエーレンフェストの外に関する知識はほとんどない。側近達から国中の貴族が集まる貴族院での順位が真ん中辺りと聞いただけだ。ベンノの心配が当たるかもしれない。


「お前がずっとエーレンフェストにいるなら、それでいいと思っている。だが……」


そう言いながら、ベンノの赤褐色の目がギラリと光って、じろりとわたしを睨んだ。


「俺が恐れているのは政治的な力より、お前の暴走だ。図書室を発見して本読みたさに突然神殿入りしたように、蔵書量でいきなり嫁入り先を変えるんじゃないか、不安で仕方がない」


「うぐぅっ……」


悪あしき前例を出されては反論できない。長いお付き合いをしてきたせいか、ベンノはわたしの行動をよく読んでいると思う。「そんなことしません」とは言えない。


「暴走されたら、お前がどこに行くかなんて、こちらには全く予想できないからな」


……あ〜、それはわたしにも予想できないね。


在宅仕事をしながら商品開発をするはずだったのに、洗礼式で図書室を見つけて暴走し、青色巫女見習いになった。予想外の展開で領主の養女と神殿長をしている現状を思い返せば、ベンノの心配は大袈裟おおげさとは言えない。えへっと笑って誤魔化すと、わたしを睨むベンノの目に更に力が籠った。


「笑い事じゃないぞ、この阿呆」


ベンノから視線を外して、わたしはオットーに向かって話しかけて話題を逸らす。


「えーと、つまり、ギルベルタ商会側としてはダプラ契約でトゥーリを縛っておきたい。トゥーリはわたしと行動できるように身軽にしておきたいってことですよね？」


「何か良い考えがあるかい？」


「……うーん、ダプラ契約をして、いざという時には『のれん分け』すればどうですか？」


「ノレンワケ？　何だい、それ？」


「ギルベルタ商会二号店を別の街に作ってダプラに任せるんです」


「独立するのではなく？」


「はい。独立じゃなくて、もう一つギルベルタ商会を作るんですから、当然ギルベルタ商会の人間は行き来できるし、情報の伝達も同じ店の中の扱いで行えます。そうすれば、トゥーリはダプラの立場で別の街のギルベルタ商会に移動できますよ」


説明してみたけれど、ベンノもマルクもオットーもよくわからないと言うように首を傾げている。ここではチェーン店なんて存在しないし、街の住人が余所に移ることは多くない。一つの店を盛り立てていったり、余所の店と結婚して縁続きになったりすることはあっても、歩いて行動できてしまう一つの街にいくつも同じ店を作る意味などない。そんな店が存在しないのだから、のれん分けが理解できなくても仕方がないと思う。


「まぁ、そんなに面倒なことを考えなくても、わたしはダルア契約で良いと思いますけど」


一応の妥協案を出したものの、わたしとしてはトゥーリの好きにすればいいと思っている。コリンナが憧れの針子だと言っていたから、工房に入りたいトゥーリを応援はするけれど、別にギルベルタ商会に縛られる必要はないのだ。


「トゥーリをダプラとして確保しておきたいのはギルベルタ商会の都合でしょ？　トゥーリがわたしに付いてきてくれるなら、わたしはトゥーリのための工房くらいすぐに用意できます。移動しやすいようにダルアでいてくれた方が個人的には嬉しいですよ」


他領の人と結婚でもしない限り、わたしがエーレンフェストから動くことはない。たとえ移動することになっても今現在貯めこんでいるお金と、マインの遺産として家族用に取ってあるお金を使えば、余所の市民権を買って工房や住居を準備することは可能だ。エーレンフェストにずっと住む場合もトゥーリの実力が伴う年齢になれば、領主の養女の後援で自分の工房を持たせることは難しくない。ダプラにならなくても後援は可能だ。


「……今の君にはトゥーリを独立させるだけのお金も権力もあるもんな」


ずっと旅商人で、貯めたお金も市民権とコリンナの結婚に注ぎ込んでしまったオットーの言葉には苦いものが混じっている。


「まぁ、エーレンフェストでずっと住むなら、待遇や周囲への体裁ていさいを考えると、コリンナさんの工房でダプラとして契約できる方がトゥーリのためになると思いますけどね」


わたしの言葉にオットーは何度か頷いた。


「一応ノレンワケって考え方があることをコリンナに伝えて、よく考えてみるよ」


「じゃあ、オレはトゥーリに伝えておくな。ノレンワケについても、いざとなったらお前が工房を準備するってことも」


ルッツにわたしが頷いて、話にひとまず区切りが付くと、ベンノは思考を切り替えるように軽く頭を振り、ぐっと身を乗り出した。


「じゃあ、トゥーリの話は終わりだ。……次はプランタン商会からのお願いだ。イルクナーにルッツを派遣できる環境が整った。ギーベ・イルクナーと話を付けてほしい」


「え？　貴族対応は大丈夫なんですか？」


確か以前は貴族との商売が増えたのに、対応できる人がいなくて、外にルッツを出す余裕がないと言っていたと思う。ベンノはガシガシと頭を掻きながら、「あ〜」と曖昧な声を出した。そんなベンノの後ろにずっと控えていたマルクがやんわりと深緑の目を細める。


「プランタン商会が独立した折に、各店から送り込まれてきたダルアはそれぞれの店の精鋭せいえいで、予想以上に貴族対応を難なくこなしています。おかげで、店には少し余裕ができました」


ベンノが抱え込んでいるパイを奪い、元の自分の店にも利益をもたらそうとするダルア達はマルクから見ても実に優秀らしい。


「プランタン商会の商品は正直なところ、まだそれほど多くない。貴族達が関心を持ってくれている今のうちに少しでも多くの新商品が必要だし、お前から情報を得て新商品を作るのはウチのダプラ見習いであるルッツであってほしいと思っている」


「新しい紙の研究なら、紙作りをしてきたオレが適任だからな」


ルッツは「お前が考える物はオレが作るって約束しただろ？」と言って、グッと胸を張る。


「確かに印刷機作りや絵本作りが一段落したところだから、新商品の開発を始めるタイミングとしては悪くないと思います。ギーベ・イルクナーと話ができるのは星結びの儀式の頃ですね」


「……予想以上に早いな。冬の社交界になると思っていたが」


「わたしが考えた衣装をブリギッテが着て、星結びの儀式でお披露目することを報告したのでギーベ・イルクナーもエーレンフェストに来るそうです。その時に話ができればプランタン商会をイルクナーに派遣して新しい紙の研究を行うことはできると思います」


イルクナーはわたしとの繋がりが欲しいようだったし、特産品が欲しいと言っていたし、新しい紙の開発には乗り気だった。身分上、わたしが声をかければ拒否はしないし、できない。権力を振りかざして無理やりさせることにならないように気を付けなければならないくらいだ。


「そうか。遠方の貴族と話ができるのは冬だと思っていたが、夏ならば早目に準備が必要だな」


「ただ、イルクナーは遠いですから、研究のために移動するとしばらくはエーレンフェストに戻ってこられなくなると思います。本当にマルクさんやルッツが移動してもプランタン商会は大丈夫なんですか？」


いくら各店からやってきたダルアが優秀とは言っても統率とうそつする人間がベンノだけでは大変ではないだろうか。わたしの心配を聞いたベンノは苦い笑いと共に頭を横に振った。


「マルクは店の統率のために残す。代わりに、ダルアの中から貴族対応ができるヤツをルッツに付けることになっている」


……そんな人、いたっけ？


マルクの代わりにイルクナーに行けるような人物が思い浮かばず、わたしは眉を寄せる。


「誰ですか？　わたしの騎獣でイルクナーに向かう予定ですけど、その方は大丈夫ですか？」


「問題ない。ある意味、お前のことを知っているし、お前とも一度だけ顔を合わせて話をしたことがあると言っていたぞ」


ベンノとマルクとルッツが揃ってげんなりとした表情になった。わたしが顔を合わせたことがある人物と言われて、更にわからなくなった。自慢にもならないが、平民時代のわたしは知り合いが少なかった。プランタン商会に関係があって、貴族の対応ができる顔見知りなどいないと思う。


「全然わかりません。どなたですか？」


「ダミアン……フリーダの兄だ」


商魂しょうこんたくましいオトマール商会は、ダミアンをプランタン商会のダルアとして送り込んできたらしい。何でもフリーダが「商人でしたら、ローゼマイン様の関係している新事業に積極的に関わらなくてどうするのですか」と兄を焚たきつけたそうだ。


「あぁ、確かフリーダの洗礼式で一度だけ。ギルド長のお宅でお世話になった時にフリーダの家族とは顔を合わせました。フリーダのお兄様は二人でしたが、どちらも顔はほとんど覚えていません。揃いも揃って強引で人の話を聞いていない一家だった記憶はありますね」


「あぁ、お前の認識は正しい。利に敏さとくて強引だ」


ベンノの表情から察するに、プランタン商会でもダルアとして色々と自分達の利益のために暗躍あんやくしているのではないだろうか。フリーダが祖父であるギルド長に一番似ていると言われているようだが、その兄のダミアンも相当強引だったと思う。


「ルッツ、大丈夫？　ダミアンにやり込められない？」


何だか一緒にイルクナーへと向かうルッツの方が心配になってきた。ルッツ一人だけでは、対抗できないのではないだろうか。ルッツも不安はあるのだろう。胸を張るわけではなく、「ハハッ」と乾いた笑みを浮かべて不安そうにベンノに視線を向けた。


「確かにルッツのことは心配だが、ダミアンを外すことはできない」


「どうしてですか？」


「貴族への対応はお手の物。利益を見据えて我慢することも知っている。何より、販売ではなく、新商品の開発を重視しての立候補だ。様子見をしたい大店やあのじじいのごり押しもあって断りようがない。じじいにはここ最近何だかんだと融通ゆうずうを利かせてもらっているからな」


ハァと面倒くさそうな息を吐いたベンノがガシガシと頭を掻く。


「イルクナーに植物紙協会を作るため、俺も責任者として契約のために最初は一緒に行くつもりだ。ルッツ達をイルクナーに置いて、お前がエーレンフェストへ戻る時に一緒に戻る。そうして色々なところで根回しして牽制けんせいしておくしかないな」


「ルッツのためにもきちんと牽制してあげてくださいね」






その後は、イルクナーで植物紙を作る上での利益に関する話し合いをした。利益関係は前もって決めておかなければ、ギーベとも交渉できない。お互いの利益やイルクナーに滞在中の生活に関して、条件や要望を聞いて書き留めていく。


「えーと、じゃあ、ダミアンとルッツがイルクナーに行くので間違いないですか？」


ベンノとの話し合いで決まったことについて、書字板を見ながら確認していると、ルッツがそろりと手を挙げた。


「あのさ、ローゼマイン工房からギルと作業に慣れた灰色神官を数人イルクナーへ寄越してほしいんだけど、いいか？　さすがにオレ一人で紙作りは無理だし、ダミアンと二人しかいなかったら息が詰まる。道具はこっちで準備するからさ」


「わたしが植物紙の研究をしたいから、という理由でイルクナーに向かうことになるんだもん。もちろんウチの工房からも人を出すよ。ギルとルッツに人選してもらう予定だから」


ルッツは「助かる」と心底ホッとしたように息を吐いた。


「ねぇ、ルッツ。新しい紙の研究をしたいのはわたしで、本来ならわたしが足を運んで自分の手で研究しなければならないことなんだよ。わたしの代わりに頑張ってくれるルッツやギルが困らないようにするから、要望があればきちんと言ってね」


「あぁ。でも、あんまり気にしなくていいぞ。オレ、イルクナーに行くのは楽しみだからな」


へへっ、と笑ったルッツの肩から強張りが取れたような気がして、わたしもホッとする。


「せっかくイルクナーに行くんだもん。新しい木材やエディルやスラーモ虫の代わりになる物が見つかればいいね」


「そうだな。新しい紙ができて商品が増えると良いな」


ルッツが商人らしい笑みを見せると、ベンノも「新商品は必要だからな」と頷いた。


「新商品ならできますよ。本をどんどん増やしますから。これから楽譜を刷る予定ですし、冬までにはローゼマイン特選レシピ集も作る予定です」


ふふん、と胸を張っていたわたしは、レシピ集の値段設定について相談しようと思っていたことを思い出した。


「あ、そうそう。レシピ集の値段をどうしようか思案中なんです。養父様やお父様に売った価格を考慮するか、限定販売にして養父様達に売った時より値段をつり上げるか……」


「そりゃ当然、限定販売だろう？」


ベンノが当たり前のことを聞くな、と言わんばかりに眉を上げ、マルクもベンノの後ろでニコリと笑いながら頷いた。


「フーゴが言っていたが、お前のレシピは手間がかかって面倒だから、ある程度の腕がないと再現は難しいんだってな。おまけに、他にはないレシピなんだぞ。高価で当然だ。安売りして広げるものじゃない」


プレミア感を付けまくってできるだけ高額で売れ、とベンノは目を光らせた。領主にも高額を支払わせたレシピが安いものでは、ありがたみが減るらしい。わたしの知識には高値を付けておいた方が良いそうだ。ここは商売に関する師匠の言い分を聞き入れておこうと思う。


「それにしてもレシピ集か。……イルゼの知らないレシピを少し入れれば、あのじじいには確実に売れるぞ。ガッツリ儲もうけてやれ」


「ベンノさん、今、すごく悪い顔になってますよ」

            





領主夫妻の帰還


プランタン商会との話し合いを終えて、城に戻って数日後のことだった。ヴィルフリートの部屋で午後の授業を受けている途中で、扉の外の護衛騎士に呼ばれたアンゲリカが一度部屋から出て行き、すぐに戻ってきてリヒャルダとオズヴァルトに何やら告げた。


「ヴィルフリート坊ちゃま、ローゼマイン姫様。アウブ・エーレンフェストがお戻りになるそうです。お出迎えに参りましょう」


リヒャルダの声は聞こえたけれど、わたしは「はーい……」と生返事をして本を読み続ける。


「父上と母上が戻ってくるのか!?」


ヴィルフリートの弾んだ声が聞こえた直後、わたしは怖い笑みを浮かべたリヒャルダに読んでいた歴史の本を取り上げられた。


「お勉強はお出迎えの後です。参りますよ、姫様」


わたしとヴィルフリートはリヒャルダに急かされて転移陣のある部屋へ向かう。見張りをしている騎士に扉を開けてもらい、中に入った。


わたし達が到着すると、間もなくカッと転移陣が光り始める。複雑な魔法陣が浮かび上がったかと思った次の瞬間には、カルステッドとジルヴェスターとフロレンツィアが転移陣の上にいた。すぐさまヴィルフリートが「おかえりなさいませ、父上、母上」と駆け寄っていく。


「ただいま戻りました、ヴィルフリート、ローゼマイン。二人とも、お役目はきちんと果たせたかしら？」


「もちろんです、母上。毎日きちんと魔力供給をしました。そうだな、ローゼマイン？」


「おかえりなさいませ、養父様、養母様。ヴィルフリート兄様は毎日慣れない魔力供給を頑張っていらっしゃいましたよ」


「そう。偉いわ、二人とも。母として誇りに思います」


ニコリと優しい微笑を浮かべながら、フロレンツィアが歩き出す。この後、文官達が順次帰還してくるため、転移陣の敷かれた部屋から早目に出た方が良いそうだ。母親に色々と報告したいヴィルフリートに場所を譲って、わたしは軽く肩を回しているカルステッドのところに移動する。


領主夫妻の護衛騎士として共に行動していたカルステッドに「おかえりなさいませ、お父様」と声をかければ、カルステッドは軽く目を見張った後、「元気そうで何よりだ、ローゼマイン」と柔らかく目を細めて、わたしを見下ろした。


「変わりはないか？」


カルステッドと会話していると、ジルヴェスターがぷすっといきなり頬を突いてきた。疲れ切っているのか、顔色があまり良くなくて目が死んでいる。


「な、何ですか、養父様？」


首を傾げたけれど、ジルヴェスターの表情は変わらない。死んだ魚のような目でぷすぷすと頬をしつこく突かれて、わたしは要求を悟った。


「ぷ、ぷひっ？」


「……其方のせいだ」


頬を突くのは止まったけれど、今度は一体何を要求されているのだろうか。全くわからない。目を瞬かせながらジルヴェスターを見上げていると、ピシッと人差し指で軽く額を弾かれた。


「いたっ！」


「神殿に関することで話がある。五の鐘が鳴ったら執務室に来い」


「……わかりました」


ジンジンと痛む額を撫でながら領主夫妻と別れ、わたしとヴィルフリートは授業の続きに戻った。五の鐘が鳴るまでは授業の続きだ。






本の続きを読んでいる間に五の鐘が鳴った。


「ローゼマインは父上とお話か。私は母上と弟妹とお茶の約束をしているのだ」


ヴィルフリートは久し振りに親が戻ってきたことが本当に嬉しいようで、鐘が鳴ると同時に勉強道具を片付け、弾むような足取りで本館の弟妹達が過ごしている部屋へ向かって駆け出す。


わたしはジルヴェスターとの約束があるので、本館にあるジルヴェスターの執務室にレッサーバスで向かう。最近ではレッサーバスを見慣れてきたのか、驚いた顔をする者は少ない。


「アウブ・エーレンフェスト、ローゼマイン様がいらっしゃいました」


「通せ」


わたしが部屋に入ると、執務室で持ち帰った書類などを整理している文官とお茶の準備をしている側仕えが見えた。わたしに席を勧めると、ジルヴェスターは護衛騎士であるカルステッド以外を人払いする。


「後で呼ぶまで、しばらく控えていろ。ここに残るのはカルステッドだけでよい」


「かしこまりました」


波が引くように仕事の手を止めた文官やお茶の支度したくしていた側仕え達が退室していった。


全員がいなくなって完全に足音も聞こえなくなると、ジルヴェスターはゆっくりと息を吐く。それと同時に、文官がいた時は多少領主らしい威厳いげんを出していた姿が完全になくなり、テーブルにでろんと顔を伏せてしまった。


「ローゼマインのせいだ」


身内だけに見せる姿なのだろうが、意味不明で対応と反応に困る。何がわたしのせいなのか、さっぱりわからない。わたしがカルステッドに助けを求めて視線を向けると、カルステッドは「色々と大変だったのだ」とジルヴェスターを擁護するように頷いた。


「あの、養父様。神殿に関係するお話とは何でしょうか？」


わたしが質問すると、顔だけをこちらに向けて、恨うらみがましい表情になったジルヴェスターが深緑の瞳でじっとりと見つめてきた。


「其方、叔父上が亡くなったことを姉上に知らせたそうだな」


「何のことをおっしゃっているのか、全くわかりません」


「心当たりがないと言うのか？」


……全然ないよ。


けれど、じろりとわたしを睨むジルヴェスターは、何やら確信を持っているようだ。わたしはジルヴェスターの言葉からわかるところを考えていく。


「えーと、養父様の叔父上はわかります。前神殿長で間違いないですよね？　でも、姉上がわかりません。お話だけは伺ったことがあります。確か養母様のお兄様、西のフレーベルタークの領主に嫁いだ方がいらっしゃいましたよね。その方ですか？」


「違う。それは二番目の姉上で、今回話をしているのは一番上の姉上だ」


ジルヴェスターはパタパタと手を振りながら、「エーレンフェストの南側、アーレンスバッハに嫁いだ姉上だ」と説明を加える。


「……知りませんよ、そんな方。養父様に何人の兄弟がいるのかも知りませんもの」


わたしの反応があまりにも鈍にぶいせいだろうか、ジルヴェスターはむくりと体を起こし、苛立たしそうにテーブルの上を指先でトトントトンと叩き始めた。


「新しい神殿長が知らせてくれた、と姉上がおっしゃった。冬に叔父上が亡くなったことを知らせた覚えがあるであろう？」


「周辺から問い合わせがあれば神殿長が亡くなったことはお知らせしていたので、いくつもあった問い合わせの一つでしょうね。どれがその方のかなんて……あ、もしかしたら、あの魔術具のお手紙でしょうか!?　奉納式の時にお返事を書いたら鳥になって飛んでいく、すごくビックリしたお手紙がありました」


魔術具の手紙があったことを思い出すと、「それだ！」とジルヴェスターがビシッとわたしを指差した。やっと話が通じた、と言わんばかりに顔を輝かせた直後、がっくりと肩を落とす。


「……そうか。其方は姉上を知らなかったのだな。姉上は叔父上にとても可愛がられていて、嫁いでからもずっと交流があったらしい。それなのに一年近くも死亡を知らされないのはひどい、と領主会議の間、散々詰なじられたのだ」


ジルヴェスターがげっそりと疲れているのは、その姉上にチクチクと嫌味を言われ続けてきたせいらしい。わたしはそこでハッとした。


「えーと、もしかして、養父様が生まれる前は次期領主と目されていた年の離れたお姉様ですか？　養父様が領主となることを恨んでいて、エーレンフェストにいると必ず争いが起こるだろうと危惧きぐした父親によって、他領へと嫁がされることになったのですよね？」


「そうだが、妙に詳しいな」


……前神殿長の秘密の想い人じゃなかったのか。言いふらさなくてよかった。


ひっそり想いを交わす純愛のお手紙ではなく、叔父に愚痴を述べる姪のお手紙だったらしい。


「前神殿長が大事に保管している手紙の中に、その方からのお手紙があったのです。他領に嫁いでからも交流があったなんて、とても仲が良かったのですね」


「姉上は母上によく似ていて、叔父上のお気に入りだったからな」


そんな前神殿長の死亡について、身内である領主ではなく神殿から連絡があるなんて、と姉からチクチク嫌味を言われたらしい。ジルヴェスターは領主だし、犯罪が絡んでいるので色々と事情はあったのだろうが、訃報ふほうを不精ぶしょうしていたのだ。仲が良かった身内からの嫌味の一つや二つは甘んじて受けるしかないだろう。


「そういうわけで、姉上が夏の終わりに叔父上の墓参りに来るそうだ。叔父上の死亡について知らせてくれた其方にも一言礼を言いたい、と言っていた」


「わかりました。わざわざお礼を言いに来てくれるなんて律儀りちぎな方ですね」


わたしがそう言うと、「全くわかっていないな」とジルヴェスターが頭を横に振った。


「其方が原因で叔父上が捕えられたことを知れば、あの姉上のことだ。グサグサと心を抉えぐるような嫌味を言うぞ。叔父上を捕えた詳細についてはなるべく黙っているつもりだが、姉上はエーレンフェストに自分の情報網が残っている。貴族達から知らされた場合は諦めて耐えろ」


「うぇ!?」


「期間限定なのが救いだ。姉上はしつこい。一つのことをいつまでも蒸むし返すのだ」


律儀な人ではなく、恨みがましくて面倒な人だったらしい。そんな面倒が自分の身に降りかかってくるとわかった瞬間、わたしはさぁっと血の気が引いていくのを感じた。わたしの顔色が悪くなると、逆に、ジルヴェスターは道連れにできる仲間を見つけたように顔色が良くなり、ニィッと人の悪い笑みを浮かべる。


「姉上が嫁いだアーレンスバッハは、エーレンフェストより上位の領地だ。機嫌を損ねると領地間の色々が面倒なことになる。くれぐれも気を付けろ」


……おおぅ、何だか面倒なことになってしまったようです。


わたしがガクンと肩を落として、「お話が終わりならば、失礼いたします」と立ち上がろうとしたら、座り直せ、とジルヴェスターが手を振った。


「まだ話は終わっていない。今年の星結びの儀式を機に、フェルディナンドを還俗げんぞくさせたいと思っている。それについて神殿長である其方の意見を聞きたい」


「……神官長を還俗させて取り上げるなんて、神殿を潰すおつもりですか？」


わたしが率直な意見を述べると、カルステッドが吹き出し、ジルヴェスターが頭を抱えた。


「そうではない。其方が一年間神殿長を務めたことで、直轄地の収穫が増えたことは知っているだろう？　領地全体に魔力が足りない今、領主の血族が領地のために動いている様子を見せるのは、民にとっても貴族にとっても意義は大きい」


聞こえの良い建前たてまえの言葉としか思えないが、「確かにそうですね」とわたしは頷いた。


「それに、母上が幽閉されて一年だ。もうフェルディナンドを神殿から戻しても文句を言う者はいない。一度還俗させた上で、其方と同じように領主命令として神官長の職に就かせ、神殿へ送り出そうと思う」


建前としては完璧だし、神官長として戻してくれるならば文句は言いにくい。けれど、わたしはフェルディナンドを還俗させようと言うジルヴェスターを軽く睨む。


「それって、フェルディナンド様をお城でもこき使いたいからという理由ではありませんよね？　今、神官長を取られるのは非常に困るのです。まだ後進が育っていないので」


領主の母が捕えられてもフェルディナンドを還俗させようという話は今まで聞いたことがなかった。フェルディナンドが神殿の仕事にかかりきりで、城に顔を出さなくなったから慌てて還俗させようと考えたように思える。フェルディナンドに城での仕事をしてほしいだけではないか、とわたしが邪推すると、ジルヴェスターは一瞬言葉に詰まった。


「……領主一族として動かせる成人が少ないので、その穴を埋めたいという理由も確かにある」


「養父様」


「だが、それ以上に、私はフェルディナンドをこのままの状態にしておきたくはないのだ」


目を伏せたジルヴェスターが「フェルディナンドが神殿にいる理由を知っているか？」と小さく尋ねた。フェルディナンド、エルヴィーラ、カルステッド、前神殿長など、それぞれが話していた中に細切れで入ってきた情報はある。けれど、詳しいことを話してくれる人はいなかった。


「色々な情報を繋ぎ合わせると、養父様のお母様の嫌がらせから逃れるために神殿に入ったみたいですけれど、詳しくは知りません」


「おおよそ間違いないな」


ジルヴェスターが苦い顔で頷くと、カルステッドが補足してくれた。


「昔からフェルディナンドには厳しい人だったが、先代領主が亡くなる少し前から、彼女の悪意はフェルディナンドが命の危険を感じるほどになった。フェルディナンドが先代の死を望み、死後には領主の座を狙っているのだ、という主張をしていたのだ」


被害妄想にもほどがあるだろう。幼い頃からずっと「領主の補佐をしろ」「役立たずは必要ない」と言われ続け、弱ったところを見せたらやられると薬漬けの生活を送ってきたフェルディナンドがそんなに面倒な立場を望むとは思えない。


「フェルディナンドは愛妾あいしょうの子で、正妻の子供ではないし、母上が養子縁組を拒否したため、領主にはなれない。正確には他の領主一族が全員死亡する事態にでもならなければ領主の座が回ってくることはない。そのくらいのこと、母上とてわかっているはずなのに迫害はくがいがどんどんひどくなっていく。父上が亡くなり、私が領主になっても母上は変わらなかった。二人を離すために私はフェルディナンドに神殿へ入って逃れるように言ったのだ」


領主の立場を継いだばかりで周囲が落ち着かない中、騒動を起こされるのを防ぎたかったそうだ。ジルヴェスターは自分が領主となって情勢が落ち着けば、母親の妙な勘繰かんぐりも勘気かんきも落ち着くと思っていた。けれど、母親は、ジルヴェスターがフェルディナンドを城に戻そうとすると猛反対したらしい。


「本当はフェルディナンドをこれほど長く神殿に置くつもりはなかった」


「……養父様の後悔はわかりました。けれど、今、フェルディナンド様は神殿で生き生きと後進の教育をしていますし、薬の服用も減りました。健康面を考えると向上しているので、あまり環境を変えないでほしいのです」


還俗したことを理由にお城でこき使われるようになれば元の木阿弥もくあみになってしまう。わたしがフェルディナンドの還俗を渋ると、カルステッドがクックッと笑いを漏らした。


「その物言いではどちらが保護者かわからんな」


「確かに。ローゼマインがフェルディナンドの保護者のようだ」


ジルヴェスターも口元を押さえて笑いながら、ちろりとわたしを見る。


「ローゼマイン、神殿における其方の後見人としても、フェルディナンドは還俗していた方が貴族社会で通りが良い。それに、フェルディナンドが領主の異母弟として神官長の職務に就けば、其方と同じように側近の護衛騎士や文官を付けて神殿へ出入りさせられる。神殿の仕事も多少は楽になるのではないか？」


フェルディナンドの側近はエックハルトとユストクスだ。わたしと違ってフェルディナンドは自ら神殿に入ったので、護衛騎士は付けられないとエックハルトが嘆いていた。


「一応還俗のお話はしてみますけれど、フェルディナンド様の意思を最優先してくださいね」


「……あぁ」


話を終えて、わたしは退室する。領主会議を終えて領主夫妻や同行していた者が戻ってきたことで文官達は忙しそうに動き回り、城の中は活気づいていた。領主夫妻が戻ってくれば、わたしはお役御免だ。魔力供給の役目は終了なので神殿に戻ることになる。戻ったらすぐに春の成人式があり、夏の洗礼式が行われるのだ。






次の日、神殿に戻ったわたしはフェルディナンドと面会した。もちろん、他の神官達を混乱させないように、フェルディナンドの隠し部屋に入ってお話をする。


フェルディナンドにはずいぶんと余裕ができているのか、隠し部屋の大きな机の上には変わった色合いの液体が入った瓶びんがあったり、研究成果をまとめた走り書きが散乱さんらんしていたり、趣味の魔術具研究が進んでいるように見えた。


いつも通り、わたしが書類を避よけて長椅子に座り、フェルディナンドは椅子を出して座る。一度視線を合わせると、フェルディナンドが促してきた。


「ジルヴェスターからの話とは何だ？」


「神官長を還俗させたいそうです」


わたしが領主との会話をかいつまんで話すと、フェルディナンドは「まだ気に病んでいたのか。面倒くさい」と溜息を吐いた。


「養父様の言った通り、利点は多いと思います」


「ジルヴェスターが敢あえて言わなかった欠点もあるが、な」


皮肉るように笑うと、フェルディナンドは少し眉を寄せてこめかみをトントンと叩く。貴族の立場に戻れるとなれば、大喜びで神殿から出るのが普通の反応だろうが、フェルディナンドは「面倒くさい」と言った。フェルディナンドの様子があまり還俗するのに積極的ではないように感じて、わたしはグッと拳を握る。


「……どうされますか？　還俗するのが嫌ならば、わたくし、養父様に進言しんげんいたしますけれど」


「いや、その必要はない。神官長としての立場が変わらないと確約が得られるならば君にとっての損もないであろうし、大した理由もなく領主の決定に異を唱えるのは止めておいた方が良い。それに、ジルヴェスターの言った通り、使える手足は多い方が良いかもしれぬ。……何より、私に付いていることでエックハルトやユストクスはつまらぬ悪意に晒さらされている。彼等の名誉のためにも還俗は有益であろう」


淡々たんたんと述べられる言葉にわたしは自分の眉が寄っていくのを止めることができなかった。わたしはむむっと一度唇を引き結び、フェルディナンドを睨む。フェルディナンドの言葉に出てくるのは全部他人の事情だ。わたしの損得やエックハルト達の立場はこの際どうでも良い。


「周囲の損得ではなくて、神官長自身がどう思っているのかを尋ねているのですけれど？」


わたしの言葉にフェルディナンドは虚を突かれたように軽く目を見張った。数回瞬きした後、ゆっくりと頭を横に振る。


「還俗しようがしまいが、どうせ執務の手伝いのために城へ駆り出されることに変わりはないであろう？　ならば、利点の多い方を選択するべきだ」


わたしとしては、「するべき」ではなく、「したい」という意見が欲しいのだが、これ以上の言葉がフェルディナンドから返ってくるとは思えない。「利点の多い方を選択する」というのがフェルディナンドの意見ならば、それを尊重そんちょうしよう。


「還俗するならば、星結びの儀式で貴族達が集まっている時に発表したいそうです。還俗して、領主命令で神官長として神殿に入り、その後は正式にわたくしの後見人になると伺いました」


ふむふむと聞いていたフェルディナンドが、後見人という言葉でちらりとわたしを見て、軽く眉を上げ、唇の端を皮肉っぽく上げた。


「……君の後見人か。還俗は早まったかもしれぬな」


「どういう意味ですか？　わたくしの後見人という立場は養父様が提示した利点を全て吹き飛ばすほどの欠点だということですか？」


ふんぬぅ、とわたしが睨むと、フェルディナンドは面白がるように金色の目を細めて、フンと鼻で笑った。


「そういう意味だ。君は次々と想定外の面倒事を持ち込むではないか。ジルヴェスターの補佐と君の後見人、どちらが楽か難しいところだ」


悔しいけれど、否定できる要素が一つもない。


……それにしても、わたしって、神官長にとっては養父様と同レベルの困ったちゃんだったのか。初めて知ったよ。いきなり人の頬を突いて「ぷひっ」と言わせるような人と同じレベルって、ちょっとショック。

            





神官長の還俗と衣装のお披露目


神殿に戻ってからは城での販売日に向けて印刷物を揃えたり、時間や場所について調整したり、ブリギッテの衣装の仕上がりを見たり、ハッセの様子を見に行ったり、めまぐるしい日々を過ごしていた。


星結びの儀式を目前に、神殿ではフェルディナンドの還俗の儀式が内々に行われ、星結びの儀式の終了後にはまた神官長として戻ってくることが伝えられた。ほんの数日のことだが、神官長室は閉め切られ、誰も入れない状態にされる。還俗した以上フェルディナンドは神殿にいられないので、一旦貴族街に戻ることになっていた。


「カンフェル、フリターク。其方達がしっかりと星結びの儀式を進めるように」


「かしこまりました」


「ローゼマイン、私が不在でも神殿長として儀式をこなすように。……去年と同じなので、特に問題はないだろうが、油断は禁物だ。わかったな？」


ものすごく不安そうに注意事項の数々を述べて、フェルディナンドは貴族街へ出発していった。今年の星結びの儀式はフェルディナンド抜きで行わなければならない。代理を任されたカンフェルとフリタークは今から緊張しているのがわかる。


「神々のお話は聖典をそのまま読んでも大丈夫です。それほど緊張しなくても良いですよ」


「いいえ、神殿長。儀式で神々の話をすることではなく、エグモント様を始めとする青色神官達が我々の言う通りに動いてくれないのではないかということが心配なのです」


前神殿長の腰巾着こしぎんちゃくだったエグモント達は、神殿にいる青色神官の中で比較的身分が上だ。少なくともカンフェルやフリタークよりは上になる。権力を笠かさに着られると、二人では対応が難しい。


「そういう時はわたくしに知らせてくださいませ。神殿長として対応いたしますから」


「まだ幼い神殿長にお願いするのは心苦しいのですが、その時はお願いいたします」


二人にわたしはニコリと微笑んで請け負った。権力を笠に着て、言うことを聞かない青色神官は権力でやり返せばいい。それでも聞かない時は魔力で威圧いあつすれば終了だ。大した手間ではない。






「今日の星結びの儀式を下町では星祭りというのでしょう？　フーゴから聞きました」


儀式用の衣装の着付けをするニコラの言葉にわたしは頷く。


「えぇ。神殿の儀式の後は街中でタウの実を投げ合うのです。そろそろ孤児院の子供達はタウの実拾いに出発した頃かしら？　今年はギュンターが同行してくれるそうですね？」


今日、ルッツは孤児達に同行できないと言っていた。できたばかりのプランタン商会が地域で認められるように、星祭りには力を入れなければならないらしい。数いるダルアや彼等が元いた店の者との交流をするようにベンノから言われているそうだ。商人の世界も大変である。


「フーゴは恋人と別れたため、今年もやはり星祭りに主役として参加することができなかったそうです。エラが教えてくれました。でも、フーゴは星祭りが終わったら貴族街への移動があり、城でも助っ人として厨房で働くことが決定していて大忙しなので、星祭りに参加できなかったことは全く悔しくないそうですよ」


ものすごく悔しそうな顔でそう言っていました、とニコラが笑いながら教えてくれた。昼食を終えるとすぐに貴族街へ出発なので、専属料理人の二人も今日は大忙しだ。


「ニコラは夕飯の支度をお願いね」


「任せてくださいませ。わたくしも上達したのですよ」






午前中は神殿で儀式を行い、午後には城へ移動して、また儀式だ。今年は儀式だけではなく、ブリギッテの衣装のデザインをしていて、その披露もするのでかなり多忙である。


「今頃、ブリギッテも大変でしょう」


専属も同乗させて、城へレッサーバスで移動する途中、ダームエルはそう言った。ブリギッテがいないので、助手席に座っているのはダームエルだ。ブリギッテは本日のお仕事は休みで、朝から全身を磨かれて、お披露目のための準備をしている。本来ならば騎士寮で着付けをするのだが、わたしがプロデュースする衣装を身にまとって出るため、本館の一室を使うのだ。


「神殿でお勤めのあるローゼマイン様の代わりに、ブリギッテにはエルヴィーラ様が付いているのですから、とても緊張しているのではないでしょうか。私の立場に置き換えるならば、騎士団長が付いているようなものですよ」


助手席のダームエルはまるで自分のことのように心配し、胃の辺りを押さえていた。そんなダームエルも星結びの儀式に参加しなければならないので、城に到着すると同時に騎士寮へ向かう。城に着いた後のわたしの護衛騎士は、未成年のコルネリウスとアンゲリカの二人だ。


「まずはローゼマイン様の御仕度ですね」


「去年と違って、城の流行を取り入れた髪型をロジーナがモニカやニコラに指導していたので、支度はほとんど必要ないと思うのですけれど、リヒャルダはどう判断するかしら？」


リヒャルダは厳しい瞳で神殿長姿のわたしを上から下、右から左、前後ろ、とあらゆる角度から見回して、少し腰元のひだを直した後、一つ頷いた。


「姫様の御仕度はこれでよろしいでしょう。では、ブリギッテが使っているお部屋へご案内いたします。もう準備はほとんど終わっていらっしゃいますよ」


リヒャルダの先導で、わたしが部屋に着いた時にはコリンナ他、数名の針子がブリギッテの周囲を色々と動き回っており、その様子をエルヴィーラがじっと見ていた。


「お母様、わたくしのお願いを聞いてくださってありがとう存じます。今日はブリギッテをよろしくお願いいたします」


「えぇ、新しい衣装のお披露目に関してはわたくしに任せて、ローゼマインは神殿長のお勤めを恙つつがなく終えるようになさい」


星結びの儀式でわたしは神殿長としての役目があるし、未成年なので儀式を終えるとすぐに撤収てっしゅうしなければならない。そのため、今日は儀式の後もエルヴィーラがブリギッテに付いて、衣装のお披露目をしてくれることになっている。仮縫いのお披露目で好評を得ているので、エルヴィーラは喜んで請け負ってくれた。付け加えるならば、今年もエックハルトとランプレヒトが相手を探す気がないので、やることがなくて不満だったらしい。更に付け加えるならば、「母上の興味を引き付けてくれて助かる」と二人のお兄様には感謝された。


「とても似合うわ、ブリギッテ」


「恐れ入ります、ローゼマイン様」


ピタリと体に沿って、胸から腰までのラインを綺麗に見せるアメリカンスリーブのドレスだ。淡いエメラルドグリーンの衣装がブリギッテの暗い色合いの赤い髪を引き立てて見せている。たくさんのひだでボリュームの増える腰の辺りに飾り付けられた花の飾りは髪の色にも似た赤。そして、髪に飾る花は真っ白で衣装と同じ色合いの葉っぱが揺れるようになっている。わたしが後援しているのが一目でわかるように、髪飾りはわたしの簪かんざしの飾りとお揃いである。


「衣装だけでも十分に注目を集めるでしょうけれど、考案したのがローゼマインですもの。出世欲の強い殿方も近付いてくると思いますよ」


気を付けなさい、とエルヴィーラが忠告すると、ブリギッテは諦めの混じった淡い微笑みを浮かべて首を横に振った。


「わたくしは一度婚約を解消した女です。次の縁談が見つかるとは考えていませんでした。ですから、ローゼマイン様の考えてくださった衣装でイルクナーにとって良い殿方が見つかれば、それ以上のことは望んでおりません」


……わたしは、イルクナーよりもブリギッテにとって良い殿方が見つかってほしいんだけど。


貴族間の婚約解消がどのような影響を与えるのか、まだよくわかっていないわたしにはブリギッテにかけられる言葉などない。


「イルクナーにとって良い殿方、ね。今はまだ難しいでしょう。ローゼマインとの繋がりが周知され、イルクナー自体に魅力がなければ……」


エルヴィーラは少し考えながらそう言った。イルクナーで新しく製紙業を始めることができれば、ブリギッテの結婚も有利に進めることができるそうだ。


……ブリギッテのためにもギーベとの交渉、頑張ろうっと。


「では、わたくし達はそろそろ大広間に参りましょう。ローゼマインは一度部屋に戻りなさい」


準備のできたブリギッテと連れだってエルヴィーラが部屋を出て行く。「壇上から見ていますね」とブリギッテに声をかけると、ブリギッテは少し恥ずかしそうに笑った。


パタリとドアが閉まると、片付けをしているコリンナにも声をかける。


「今日までお疲れ様でした、コリンナ。貴女達の努力でブリギッテはとても美しく仕上がりました。新しい衣装は間違いなく今夜の注目の的になると思います。ギルベルタ商会の名前も同時に広がることになるでしょう」


「ローゼマイン様のお引き立てに心より感謝いたします」


コリンナが跪き、それに倣って他の針子達も跪く。


「では、わたくしも予定があるので、先に失礼いたします。オティーリエ、後はよろしくね」


「かしこまりました、ローゼマイン様」






本館で騎獣を使えるわたしは、去年と違ってリヒャルダに急かされることもなく、予定通りの時間に大広間にたどり着いた。手早く騎獣を片付けて、リヒャルダに衣装の乱れがないか確認してもらい、大広間へ入場する。


「神殿長が到着いたしました」


体育館のように天井が高くて広い大広間の真ん中には金の縁取りがある黒のカーペットが敷かれている。わたしは去年と同じように注目を集めながら、真っ直ぐに壇上を目指した。歩みが遅いのは相変わらずだ。


「こちらだ、ローゼマイン」


壇上にはジルヴェスターとフロレンツィアとカルステッドがいた。領主夫妻の後ろには他にも護衛騎士が数人控えている。わたしが去年と同じようにジルヴェスターの隣の椅子に座ると、コルネリウスとアンゲリカがわたしの後ろに並び立った。


「其方、ずいぶんと思い切った衣装を作ったな。去年の女性騎士と同一人物とは思えんぞ」


ジルヴェスターが広間の一角で色々な人に取り囲まれているブリギッテを見下ろしながら、感心したような声を出した。ブリギッテは殿方だけではなく、新しい衣装に興味がある女性に取り囲まれているように見える。


「うふふん、わたくしの護衛騎士は美しいでしょう？」


「あぁ、あれならば、言い寄る男もいよう」


去年は酷評こくひょうを述べていたジルヴェスターが何の批判もなく頷いた。ブリギッテの豊満な曲線に目が釘付けになっている気がするけれど、指摘するのは止めておいてあげよう。下手なことを言って、これ以上フロレンツィアの中のジルヴェスターの株を下げるのはまずい気がする。


「だが、あれでは其方の後ろ盾を持っていると全身で宣伝しているようなものだ。出世欲に駆られた男が群がるぞ。気を付けるように言っておけ」


「お母様がすでに注意していました。でも、群がる男の中からイルクナーにとって良い縁談が見つかればいいのですって。一度婚約を解消されているので、ブリギッテは良縁を諦めている節があるのです。今回で良いお相手が見つかるといいのですけれど……」


わたしが少しばかり唇を尖らせると、ジルヴェスターは軽く眉を上げた。


「ふむ。何がしかの縁はあるだろうが、良縁と言えるかどうかはギーベ・イルクナーの手腕にもよるな。また外れを引かねば良いのだが」


「そこまではわたくしも責任持てませんね。ギーベ・イルクナーとブリギッテにとって良い選択をすればいいのです」


わたしはイルクナーという土地でどのような人物が求められているのかさえ知らないのだ。ブリギッテにとってどれが良縁になるのかはわからない。


「わたくしはブリギッテが美人で可愛いことが知られれば、それで満足です。ついでに、女性が流行の型を追うだけではなく、自分に似合う衣装を身にまとうことが当たり前になれば良いと思っております」


「其方は流行を作る以上のことを考えていたのか……」


ジルヴェスターは驚いたように目を見張ったけれど、そんな大層なことは考えていない。ただ、皆が似合う物を自由に着ればいいのに、と思っただけだ。


突如、談笑しているざわめきの中で、複数のご令嬢の黄色い悲鳴が上がった。何事かと思って視線を向けると、フェルディナンドが入場してきたのが見えた。フェルディナンドの姿を視界に収めようと群がるご令嬢だが、決してフェルディナンドの行く手を阻むようなことはしない。まるで予あらかじめ取り決めでもあるかのように、真ん中に敷かれている金の縁取りがある黒のカーペットには踏み込まないのだ。


「来たか、フェルディナンド」


誰にも邪魔されることなくフェルディナンドが壇上に上がってきて、ジルヴェスターとは反対側のわたしの隣に腰を下ろした。その後ろには嬉しそうな表情を隠しきれていないエックハルトが並び立つ。護衛騎士の仕事ができるのが新しい嫁を探すよりよほど嬉しいようだ。


「嬉しそうですね、エックハルト兄様」


「うむ。またこうしてフェルディナンド様にお仕えできる日が来るとは思っていなかったからな。ユストクスも喜んでいた」


「あぁ、これからはできる限り神殿に顔を出したいと言っていたな。興味を向ける視線が私を通り過ぎているような気がしたぞ、ローゼマイン」


意味ありげにフェルディナンドがわたしへ視線を向ける。


「……もしかして、ユストクスはわたくし目当てですか？」


「肯定してしまうと、ユストクスが幼女趣味のようでどうにも人聞きが悪いが、情報収集の趣味の上で、興味の対象であることは間違いなかろう」


人聞きが悪いと言いながら肯定されてしまった。ユストクスにとって、わたしの周囲は思いもよらぬものがたくさんあるのだそうだ。


「失言がないように気を付けなさい」


「はい。そういえば、還俗すれば結婚もできるのですよね？　フェルディナンド様はお相手探しをしなくてもいいのですか？」


壇上に座っていないで、ご令嬢の一人にでも声をかけてきた方がいいのではないか。わたしがそう尋ねると、フェルディナンドはちらりと視線を大広間へ向ける。


「無駄だ。ここには魔力の釣り合う女性がいない」


キッパリと言い切られてしまって、わたしは目を丸くした。魔力に差があると結婚相手にならないということはブリギッテとダームエルの関係で知っている。けれど、大広間にいる結婚適齢期のご令嬢全員が対象外だと言うのだろうか。


「えーと……お一人もいらっしゃらないのですか？」


「婚姻可能なエーレンフェストの女性と範囲を決めるならば、な」


「あれ？　でも、お付き合いしてきた女性はいらっしゃるのですよね？　長続きしなかったとお母様から聞いたことがあるような……」


エルヴィーラが握っているフェルディナンド様情報に間違いがあるとは思えない。情報源の大半がフェルディナンドの側にいるエックハルトなのだから。わたしがちらりとエックハルトに視線を向けると、フェルディナンドは情報源を嗅かぎ取ったようで少し嫌そうに顔をしかめた。


「其方等は何を話しているのだ、まったく。……貴族院にいた頃の話だ。共に学んでいた領主候補生の中には釣り合う女性もいた」


エーレンフェストにおいても人妻ならば魔力の釣り合う女性がいないわけではない、とフェルディナンドは言った。全くいないわけではないことに安堵すると同時に、疑問が浮かび上がってきて首を傾げる。


……魔力云々から考えると、その人妻って養母様じゃないですか？


どうやらエーレンフェストの上級貴族ではフェルディナンドの魔力量と合わないらしい。


「釣り合う女性が領主一族にしかいないというのは困りものですね」


わたしが完全に他人事として話をしていると、カルステッドがむむっと眉を寄せた。


「ならば、フェルディナンドがローゼマインを娶めとればよいのではないか？　ローゼマインが成長すれば魔力も釣り合うだろう？」


想定外のところからとんでもない爆弾発言をされて、フェルディナンドとわたしは揃って目を剥いた。


「この問題児の面倒を一生見ろと？　どういう嫌がらせだ、カルステッド？」


「フェルディナンド様のおっしゃる通りですよ。こんなお小言をずっと聞かされるなんて嫌がらせ以外の何物でもありません。フェルディナンド様の有能さをご存知のお父様は、フェルディナンド様と結婚したいと思うのですか？」


「ほぅほぅ、息はピッタリだな」


ニヤニヤと嫌な感じの笑みを浮かべるジルヴェスターに、頬が引きつるのを止められない。これは面白がって面倒事を引き起こそうとする時の顔だ。

            





    
  
  




「養父様……」


変なことを考えるのは止めてくださいね、と言おうとしたところをフェルディナンドに止められた。面白がらせるだけだ、とフェルディナンドに言われて納得する。ジルヴェスターを喜ばせるような反応をしてはならない。わたしが了承してコクリと頷くと、フェルディナンドはわたしの肩に手を置き、真剣な眼差しでわたしを見つめた。


「ローゼマイン、貴族院に行っている間が一番魔力の釣り合う相手の豊富な時期だ。その間に自分にとって最良の相手を探せ。この際、エーレンフェストから出ることになっても構わぬ。私が許可する。本性を隠して真剣に相手を探すのだ。良いな？」


「エーレンフェストより大きな図書館を持つ方を探す努力ならば致しましょう。でも、フェルディナンド様も努力してくださいませ。年齢から考えてもフェルディナンド様が先ですよ」


二人で話を進めていると、ジルヴェスターが慌てたように止めてきた。


「ちょっと待て、二人とも。勝手に領地の一大事を決めるな。フェルディナンドにそのような許可を出す権限はないぞ」


「何を言っている、ジルヴェスター。私はローゼマインの後見人になるのだぞ？」


「あら、養父様。後見人は親同然なのでしょう？」


二人揃ってニコリと微笑めばジルヴェスターが絶句した。これでもう余計なことを考えようとはしないだろう。ジルヴェスターに反撃できたことに満足しながら今年も頑張ってダームエルを探してみたが、やはり見つからない。今年こそは可愛い彼女が見つかったのだろうか。それとも、ブリギッテに見惚れているのだろうか。






七の鐘が鳴り響くと同時に、すっとジルヴェスターが立ち上がり、マントを翻ひるがえしながら一歩前に出る。


「これより星結びの儀式を始める。新郎新婦はこれへ！」


ずらりと新郎新婦が並び、ジルヴェスターのお話が始まった。その後は契約書に一組ずつサインをしていく。全ての契約が終われば、わたしが新郎新婦に祝福を与える。


「高く亭亭たる大空を司る　最高神は闇と光の夫婦神よ　我の祈りを聞き届け　新しき夫婦の誕生に御身が祝福を与え給え　御身に捧ぐは彼等の想い　祈りと感謝を捧げて聖なる御加護を賜らん」


指輪に魔力を込めながら最高神の夫婦神の祝福を祈っていると、指輪から金の光と黒の光が渦巻き、天井付近へ飛び出していった。金と黒が捻ねじれあい、重なり合い、弾ける。全てが小さな光の粒となって飛び散り、新郎新婦に降り注ぐと歓声が上がった。


……ふぅ、お仕事完了。


この後でフェルディナンドの還俗について発表があるらしいけれど、わたしは祝福を与えたらすぐさま退場だ。この後で起こったことに関しては、明日の午後に予定されているエルヴィーラとのお茶会で話を聞くしかない。






「お母様、ブリギッテの衣装は好評でしたか？」


わたしは自分が先に一口お茶とお菓子を口にし、エルヴィーラにも勧めながら昨夜の様子を問いかけた。エルヴィーラはゆっくりとお茶を口に運んだ後、うっとりと陶酔とうすいしたような表情で、ほぅ、と息を吐く。


「昨夜のブリギッテは……それはもう、素敵でしたよ」


夢見る少女のようなキラキラとした眼差しでエルヴィーラが語り始めたのは、新しい衣装の評価ではなく、ブリギッテを中心とした恋物語だった。去年までは似合わない衣装に身を包んでいたブリギッテが、今年は全ての注目を集めるほどに美しく、新しい衣装を身にまとった。衣装を考案したのは領主の養女。強大な後ろ盾を得たブリギッテの魅力に目が釘付けになった数多あまたの殿方の中、笑顔で近付いてきたのは元婚約者だったらしい。


彼は「もう一度、婚約しても良い。それが君の評判を一番傷つけない」と抜け抜けと言い放ち、ブリギッテに手を差し出した。そんな二人の間に割って入ったのはダームエルと数人の騎士仲間で、元婚約者からブリギッテの名誉を守ろうとダームエルが奮闘したそうだ。


「ダームエルはブリギッテの前に跪き、求婚するに相応しい魔力を身に付けるから一年待ってほしい……そう言ったのです。まるで騎士物語が目の前で演じられているようで、横で見ていたわたくしまで胸が高鳴りましたもの。あのような求愛をされてみたいものです」


……何それ!?　わたしも見たかった！

            





会食と販売会


星結びの儀式の二日後、今日の午後に本の販売会が行われる。儀式の折にも販売会について紹介されたようで、例年よりも貴族街に残っている貴族が多いらしい。そのため、この二日間でダームエルの求愛は城中に知られるものになり、あらゆる人からからかわれていた。


目の前で物語のような求愛を見た女性からは比較的好評だったが、男性からは、下級貴族であるダームエルが中級貴族のブリギッテに釣り合うほどの魔力を得るなんて無理だろう、と無謀むぼうな求愛を笑われているようだ。それでも、元婚約者からブリギッテの名誉を守った点は評価されている。「一年後が楽しみだな」とニヤニヤ笑いながら肩を叩かれている姿が時々見られた。


求愛されたブリギッテは「一年後の結果がどうであろうと、わたくしの名誉を守ってくださっただけで十分嬉しいです」と言っている。その場で自分を守るための言葉で、実現は無理だろうと考えているのがわかる表情だ。


「一年後……。ダームエル、間に合いますか？」


魔力が増える速度は人によって違う。ダームエルにはわたしの圧縮方法を教えたけれど、どのくらい役立つのか、ダームエルとブリギッテの魔力差がどのくらいなのか全くわからない。


「……わかりません。ですが、猶予ゆうよが得られただけでも良かったと思っています」


自分で期限を定めて、覚悟を決めたダームエルの顔は、いつものちょっとへたれた表情とは違って凛々りりしく見えた。






販売会がある今日は、昼食がてらギーベ・イルクナーとの面会が予定されている。ブリギッテに衣装を作ることになった時に、お礼のための時間を取ってほしいと言われていたのだ。渡りに船である。プランタン商会の紹介とイルクナー行きについての話もしたかったので、わたしは面会日を販売日と同じ日に指定した。


「フェルディナンド様、ギーベ・イルクナー。お待たせいたしました」


わたしが会食のための部屋に入ると、ギーベ・イルクナーとフェルディナンドが待っていた。フェルディナンドは正式にわたしの後見人となったため、わたしが貴族に言い負かされたり、妙なトラブルを起こしたりしないように、印刷業に関する話し合いには同席することになっている。


わたしの第一の保護者である養父のジルヴェスターは領主なので、わたしが関わる全ての会合には出られない。第二の保護者である実父のカルステッドは騎士団長で領主の護衛なので、やはりずっとわたしに付いていることができない。そのため、フェルディナンドに白羽しらはの矢が立ったそうだ。フェルディナンドはすでに「還俗するのではなかった」と後悔している。


……ご愁傷様しゅうしょうさまです。


貴族同士で交わされる長い挨拶を終えると、昼食が運ばれてくる。それをわたしが一口食べて見せると、フェルディナンドとギーベ・イルクナーもカトラリーを手に取った。一口食べて、ギーベ・イルクナーが嬉しそうに唇の端を上げる。


「冬の社交界でローゼマイン様の考案された料理を口にして、あまりのおいしさに驚きました。ブリギッテからは時折食事の自慢をされるので、今日の会食を心待ちにしていたのです」


職場のご飯がおいしいと家族に自慢していたらしいブリギッテは、暴露された恥ずかしさに頬を染めながら軽く兄を睨んだ。その視線を受けたギーベ・イルクナーがフッと嬉しそうに目元を緩めながら本題に入る。


「星結びの儀式で我が妹ブリギッテに新しい衣装を賜りましたこと、感謝の念に堪えません。ローゼマイン様のご厚意こういによって妹の名誉は回復され、求婚者も現れたようです」


ギーベ・イルクナーはちらりとダームエルに視線を移しながらそう言った。思い出し笑いに近い表情が微かに浮かんでいる。どうやら彼はバッチリその現場を見ていたようだ。護衛任務のためにわたしの背後に立っているダームエルを振り返って見上げると、わたしはギーベ・イルクナーに尋ねた。


「わたくしは祝福を終えてすぐに退場したので、残念ながら求婚の現場を見ていません。どのような状況でしたの？」


兄視点で見たブリギッテの状況は恋物語というよりも、勧善懲悪かんぜんちょうあくの物語のように聞こえた。エルヴィーラ視点とは違っていて面白い。そんな話を聞きながら、昼食を終える。


「お礼となるかどうかわかりませんが、ぜひイルクナーへお越しください。ローゼマイン様のために多種多様な木材を準備したいと存じます」


食後のお茶を飲みながら、ギーベ・イルクナーが提案してくれたことに、すぐさま飛びつこうとした途端、「待ちなさい」とフェルディナンドが軽く手を挙げて止めた。


「ローゼマイン、ギーベ・イルクナーとしては、領主の養女の後援がブリギッテにあることを元婚約者に見せつけ、これから先に面倒が起こらぬようにしたいのだ。それを踏まえた上で、返事をしなさい。何かあれば巻き込まれる可能性があるぞ」


フェルディナンドは静かにギーベ・イルクナーを見据える。わたしとしては衣装を考えた以上、ブリギッテを全面的にバックアップするつもりだ。ブリギッテを通してギーベ・イルクナーの後援をすることに抵抗はない。


「わたくしとしましてはブリギッテを傷つけるような殿方は苦手ですから、そちらとの縁を取り持ちたいとは思いません。イルクナーで植物紙の研究をさせていただくことはわたくしの利にも繋がりますし、それがイルクナーのためになるのでしたら構わないと考えています」


ギーベ・イルクナーはわたしの後援が欲しい。わたしはイルクナーの木材と研究場所が欲しい。お互いに得る物があるので心苦しさもなくプランタン商会を派遣できる。


「植物紙の研究、ですか？」


「えぇ、印刷するためには紙が必要ですもの。印刷業をエーレンフェストに広める前に植物紙の工房を作らなくてはなりません」


「……それをイルクナーにお任せいただけるのですか？」


ギーベ・イルクナーが信じられないと言わんばかりに目を瞬かせた。領主の養女が主導する新しい事業に初期から参加できるのだ。イルクナーは他の貴族にわたしの後援を明確に見せつけることができるだろう。同時に、わたしは心置きなく植物紙の研究ができる。


「イルクナーで新しい植物紙を研究する傍かたわら、植物紙の作り方をお教えするのは吝やぶさかではございません。同じように林業を産業とする周囲より一歩先んじることは可能でしょう」


「恐れ入ります」


わたしの後援が確実なものとわかり、ギーベ・イルクナーが表情を緩める。わたしもニコリと笑った。ただし、一歩を先んじるためにはそれなりの努力が必要になる。


「ギーベ・イルクナーには植物紙研究のために、わたくしの工房と植物紙を扱う商人であるプランタン商会の人間をしばらく預かっていただきます。生活の場は収穫祭や祈念式で神官が宿泊する離れがあるでしょう？　あちらを使えばすぐにでも始められると思うのです」


「すぐに、ですか？」


驚いているギーベ・イルクナーにわたしは満面の笑みを見せて大きく頷いた。


「わたくし、先日地理の授業で習ったのですけれど、イルクナーはエーレンフェストの中でも南にあるので、この辺りと違って冬でも川が凍らないのでしょう？　でしたら、製紙業を冬の手仕事にできるかもしれません」


「……それは、非常に助かります」


「植物紙を作った時の詳しい利益配分については、プランタン商会に説明させますね。おそらく運搬費が必要なので、わたくしの工房と全く同じ利益にはならないでしょうから。オティーリエ、販売会の部屋にプランタン商会が到着しているはずです。ベンノを呼んでちょうだい」


別室で販売会の準備をしているプランタン商会のベンノを呼ぶように頼むと、少し経ってベンノともう一人、見慣れない青年が一緒に入室してきた。


「火の神ライデンシャフトの威光いこう輝く良き日、神々のお導きによる出会いに祝福を賜らんことを。私はプランタン商会のベンノと申します。以後、お見知りおきを」


「プランタン商会に火の神ライデンシャフトの祝福を」


ギーベ・イルクナーの祝福が二人に届いた。挨拶が終わったので、わたしはベンノに呼び出した理由を説明する。ギーベ・イルクナーとの面会予定と呼び出しの可能性については前もって連絡していたのでベンノの顔に焦りはない。


……わたしも少しは成長するのだ。うふふん。


「ベンノ、新しい紙の研究についてギーベ・イルクナーとお話をしていたのです。プランタン商会はいつからイルクナーに向かうことができますか？」


「ローゼマイン様のお召があればいつなりと。紙作りに必要な道具と人員、どちらの準備も整っております」


相変わらずお仕事が早くて優秀ですこと、とプランタン商会を褒めながら、ギーベ・イルクナーに視線を向けると、ギーベ・イルクナーも顔を上げてわたしを見た。


「ローゼマイン様、こちらも離れを開放するだけでしたら、いつでも受け入れられます。ですが、滞在はどのくらいになるのでしょう？　収穫祭には神官が来るので、その際に泊まる離れが必要になりますし、冬支度の有無によっては受け入れ準備に大きな違いがございますが……」


「滞在期間はイルクナーの収穫祭までです。収穫祭には神官ではなくわたくしが赴いて神事を行いましょう。同時に研究結果を聞き、プランタン商会や工房の者を連れ帰ります」


そうすれば、何も問題ないはずだ。基本的には直轄地を回るわたしがイルクナーに向かえば、わたしがイルクナーに目をかけていることはわかるだろう。


「フェルディナンド様、収穫祭ではわたくしをイルクナーに向かわせてくださいませ」


「考慮しよう」


フェルディナンドはわたしの言動を止めることもなく、ゆっくりと頷いた。


「出発はわたくしの工房の準備が整ってからになりますね。詳しい日程については、ブリギッテを通じてオルドナンツで連絡いたします」


「かしこまりました。お待ちしております」


ギーベ・イルクナーの了承を得た後、ベンノが発言を求めた。


「フェルディナンド様、ローゼマイン様、ギーベ・イルクナー。プランタン商会からイルクナーに向かう商人を紹介させていただいてよろしいでしょうか」


「えぇ」


「彼はダミアン。エーレンフェストの商業ギルドでギルド長を務めるグスタフの孫にあたります。ローゼマイン様とは数年前に一度お会いしたことがあると伺っております」


ベンノの後ろに立っていたダミアンがすっと両手を交差させ、その場に跪く。淡い栗色の髪と琥珀こはくのような瞳。身長はベンノと同じくらいだ。成人して数年という容貌にもかかわらず、この場でも落ち着き払っている姿は貴族との交渉に慣れている豪商だと感じさせた。


こうして紹介されているのだから、フリーダの兄に違いないはずだけれど、わたしの記憶では十代前半くらいの少年っぽい印象しかない。こんなに大きくなかったし、大人ではなかった。


「グスタフとフリーダにお世話になった時に一度だけお会いいたしました。けれど、ずいぶんと印象が違いますね」


「一年で急に背が伸びたので、少し会わなかった方には別人のように見られます」


紹介が終わると、わたしは書字板を取り出してイルクナー滞在に関する要望を伝える。


「こちらが植物紙の作り方を教える代わりに、彼等の食事の準備はイルクナーにお任せいたします。灰色神官を毎日一名は食事の準備のお手伝いに出しましょう。イルクナーで作られた植物紙の販売や利益に関することはイルクナーでベンノと話し合ってくださる？」


その後は基本的にはプランタン商会とイルクナーの話だ。わたしはどちらにも不利益が出ないように調整したり、商人の言い分をそれとなく伝えたりするだけである。


「ローゼマイン、もう少ししたら五の鐘が鳴る。販売会の方に向かわねばならないぞ」


何を見て時間を判断しているのか、フェルディナンドから注意が飛んできた。


ベンノやダミアンを退室させ、ギーベ・イルクナーと挨拶を交わす。長ったらしい挨拶も要約すれば、「噂の中心となってしまった妹をよろしく」というものだった。






ギーベ・イルクナーとの挨拶を終えて販売会が行われる部屋に向かうと、そこには何人もの商人がいた。指示を出しているベンノとマルク以外は知らない顔ばかりだ。余所の店から送り込まれてきたダルアだろう。よく教育されているようで動きや物腰は申し分ないものだ。


……ルッツにもこういう面での教育がもっと必要かもね。


販売のための準備はほとんど終わっているらしく、台の上にはずらりと本が並べられている。最高神と五柱の大神の絵本と各季節の眷属の絵本に加えて、騎士物語の短編が五つ。楽譜が六曲分ある。ハッセの工房も含めて、孤児院の皆が頑張ってくれた成果だ。それに加えて、冬の手仕事で作られたカルタやトランプ、リバーシなども数多く準備されている。


「ローゼマイン様」


わたしに気付いたベンノが跪き、それに倣って商人達がザッと跪く。


「挨拶は先程受けたから必要なくてよ。それより、準備は良いかしら？　そろそろ皆様がいらっしゃいますけれど……」


「準備はほぼ整っております。ローゼマイン様がご覧になって、不足はございませんか？」


ベンノの言葉と共にザッと立ち上がった商人達が残りの準備のために動き始めた。その動きは滑らかで、見る見るうちに準備が整っていく。


「ベンノ、例の物の準備はできていますか？」


ちらりとベンノを見ながら確認すると、ベンノはニヤリと笑って「もちろんです」と答えた。






販売は五の鐘が鳴ってからと伝えてもらっていたけれど、それより前から挨拶のために貴族が訪れ始める。わたしはその対応に追われた。


「ローゼマイン様、わたくしの願いを聞き届けてくださってありがとう存じます。全ての季節の本が欲しかったのです」


冬の社交界の子供部屋で事前告知していたので、予習しておきたい学生とその親がこぞって眷属の絵本を買いにくる。わたしは椅子に座って挨拶を受けながら、商品を勧めていった。


「わたくしの護衛騎士によると、この絵本をよく読んで覚えておけば三年生の講義はとても楽になるそうです。お勉強、頑張ってくださいませ」


眷属の絵本を胸に抱いた少女が、フェシュピールを弾く男性のシルエットが描かれた表紙を指差して「こちらは何でしょう？」と尋ねる。


「フェシュピールの楽譜です。女性の絵が表紙になっている分はわたくしの楽師が編曲した子供向けの練習曲で、男性の絵が表紙になっている分はフェルディナンド様が演奏会で披露してくださった曲です。演奏会にいらした方には思い出の曲だと思いますよ」


ロジーナが書いていた楽譜は、わたしが弾いたり歌ったりしていた学校唱歌がアレンジされたものだった。領主会議が終わって神殿に戻った時にはすでに楽譜が印刷されていたのだ。


「まぁ、ローゼマイン様が作曲されましたの？」


「わたくしは作曲というほどのことはしておりません。何となく、その、口ずさんだ曲を楽師やフェルディナンド様が耳にしただけなのです」


少女は「それでもすごいですわ」と言いながら、子供用の練習曲の中でも難易度が高い物を手に取って購入していった。


「どうしてもトランプが欲しいとねだられてしまったのです。お茶会でもずいぶんと評価が高かったので一ついただきたく存じます」


中級貴族か、下級貴族の奥様は男の子にせっつかれるようにしてやってきた。冬には字の勉強のためにカルタを買ったけれど、トランプも欲しくて仕方がないらしい。


「計算の練習にもなりますし、順位とご褒美がつきますから皆が必死なのです。これがあれば次の冬には勝てるかしら？」


「一生懸命に練習して、お菓子をもらいます」


トランプを抱えて嬉しそうに笑った少年の次には、比較的お年を召した貴族がやってきて、「ほほぅ、これが印刷ですか？」と興味深そうにそれぞれの表紙を覗き込む。


「えぇ。これからエーレンフェストの大事な産業となる印刷物です。ぜひ、お手に取ってご覧くださいませ」


今回は冬の子供部屋と違って子供優先ではないので、印刷業に興味がある貴族やわたしとの交流を希望する貴族も集まっている。印刷がどのようなものかを知りたいと本をパラパラと捲っていた貴族には、字が詰まった騎士物語が売れた。


「まぁ、フェルディナンド様が演奏会で弾かれた楽譜ですって？　ぜひ、購入させてくださいませ。……ローゼマイン様、演奏会で販売された絵姿はございませんの？」


最後は小さな声でこっそりと問いかけてくるご令嬢に、「ありません」と答えながら、わたしはベンノに「例の物を」と指示してニコリと笑った。


「この騎士物語は虚構の作り話であり、登場する団体・人物などはすべて架空のものです。似て見えても別人なのです」


さっと薄い板で作られたファイルを取り出したマルクがわたしに手渡してくれる。わたしはそっとそのファイルをご令嬢の前で開いた。


薄い板と板の間には騎士物語の挿絵が綴じられている。本を並べても、表紙だけでは中のイラストが見えないので、騎士物語の特選イラスト集を作ったのだ。イラストの下にはタイトルを書いているので、好みのイラストから買いたい本を選べる優れものである。


バーンと看板のように張り出したり、騎士物語の奥にそれぞれのイラストを立て掛けたりすることも考えたけれど、フェルディナンドに禁止される恐れがあったので、なるべくこっそりと見られるようにしてみた。


「ローゼマイン様、この挿絵集をいただけませんか？」


「これは売り物ではございません」


ご令嬢は差し出されたイラストに目を輝かせながらじっくりと吟味ぎんみして、騎士物語を一つ購入していった。直後にファイルはマルクに返す。ご令嬢がすぐさま言いふらしたようで、騎士物語を買いに来る女性客がぐっと増え、皆がファイルを見たがった。


……うふふん、いい調子！　いい調子！


大量に売れた。一番売れたのはフェルディナンド編曲の楽譜だった。フェシュピール演奏会で演奏された曲はあの時限りの演奏で、しかも、全く知られていないオリジナル曲だったので楽譜を求めている貴婦人やご令嬢が予想以上に多かったのだ。練習して弾きながら演奏会の様子を思い返したい方や自分の楽師に弾かせて聴き入りたい方、女性を口説くのに使いたい男性まで様々な客層があったのが面白い。


そして、予想通り、騎士物語は男性よりも女性に売れた。一番人気は魔物を倒して、魔石を姫に捧げる騎士の物語だ。甘い笑みを浮かべて求婚する騎士のイラストが女性の心を鷲掴わしづかみにしたらしい。フェルディナンドがモデルかもしれないが、ヴィルマフィルターを通すと完全に別人である。フェルディナンドはあんなに甘くて優しい笑顔なんて浮かべない。もっと毒がある怖くて綺麗な笑顔なのだ。






「それにしても、絵の販売がないのが残念ですわね」


騎士物語も楽譜も全て買い込んだエルヴィーラは、それでも残念そうに溜息を漏らす。


「一番売れるので本当に残念なのですけれど、フェルディナンド様に禁止されましたもの」


「これほど望まれておりますのに、何とかならないかしら？」


エルヴィーラがちらりとわたしを見るけれど、できないものはできない。わたしは緩く首を振りながらハッとして顔を上げた。


「わたくしには絶対に無理なのです、お母様。……わたくしには」


最後を強調すると、エルヴィーラもハッとしたように目を輝かせて頬に手を当てる。


「あら、そうね。そうだわ。ローゼマインには、無理なのですよね？」


「そうです。困ったことに、わたくしは、禁止されているのです」


意図が通じたようだ。わたしがニコリと笑うと、エルヴィーラもニコリと笑う。


「ローゼマイン、アウブ・エーレンフェストは印刷業を広げたいとお考えなのですよね？」


「えぇ、お母様。二十年くらいかけて、印刷業を領地全体に広げてエーレンフェストの新しい産業としたいとお考えです」


「わたくしからお兄様であるギーベ・ハルデンツェルに可愛い娘の事業をお手伝いくださるように頼んでみましょう。冬には相談に乗ってくれるでしょう？」


「もちろんです」


領地内に印刷業を広げるのは領主の意向である。印刷所が増える分には全く問題がない。新しくできた印刷工房で仮にフェルディナンドのイラストが印刷されるようになっても、わたしには関係ないのだ。「早速絵師を見つけて育てなければ」と目を輝かせて、これからの計画を立て始めたエルヴィーラと視線を交わして、わたしは共犯者の笑みを浮かべた。

            





イルクナーへ行く


販売会が盛況に終わり、エルヴィーラが色々と画策かくさくし始めたのをこっそり応援しながら、わたしは神殿へ戻った。神殿に戻ったら、イルクナーへの移動部隊を編成しなければならない。孤児院長室の隠し部屋にルッツとギルを呼び出し、イルクナーへ向かう灰色神官の選定と生活用品等の準備をしてもらえるように頼む。


「ギル、服の準備にはくれぐれも気を付けてね。夏の分と秋の分が必要になるから。わたくしが迎えに行く収穫祭の頃は結構寒くなってるでしょ？」


「はい」


「ルッツ、ギルベルタ商会で灰色神官達がイルクナーで外を出歩くための服をいくつか準備してほしいの。それほど高価じゃなくていいけれど、工房で働く以外の時に着られる服が必要だと思う。多分、神殿と違って、ずるずるした服は着ていられないから」


「わかった。人を選んだ後に見繕みつくろってくる」


二人がそれぞれの書字板に書き込んでいくのを見ながら、他に必要な物を思い浮かべる。


「食器は必ず持って行ってちょうだい。一度にこれだけの人数が増えると足りないと思うし、灰色神官達はカトラリーのない食事はしたことがないから、なかった時にとても困ると思う」


下町の食堂で手づかみで食べたり、食器を共有することを知っているルッツと、貴族に仕えられるように教育されて、ある意味育ちが良い灰色神官は違うのだ。ハッセの孤児達が神殿での生活に戸惑とまどったように、イルクナーに行った灰色神官達は文化の違いに硬直すると思う。


「食器関係は旦那やダミアンにも準備するように言っておいた方がいいな。イルクナーにいるのは収穫祭までって聞いたけど、それっていつだよ？」


「……秋の素材採集の後になると思う。シュツェーリアの夜っていう月の色が紫に変わる日に採集をするから、その後」


去年の失敗の後、めそめそと愚痴を吐いてルッツに慰めてもらった。それを思い出したのか、ルッツが「あ〜……」と声を出してわたしを見下ろす。


「今年は失敗するなよ」


「うっ……。今年は神官長が付いていてくれるから大丈夫だよ」


フェルディナンドは今年のシュツェーリアの夜の前後数日間、騎士団長であるカルステッドをジルヴェスターから借りる予定だと言っていた。去年の状況を知っているフェルディナンドとエックハルトが布陣ふじんを決めるのだから大丈夫だと思う。


……その前に夏の素材採集があるんだけどね。


「それと、プランタン商会からの報告なんだけど、これからはダミアンが工房に出入りすることになる。さすがに紙の作り方も知らずにギーベ・イルクナーとの交渉はできないからな」


「ベンノさんが許可しているなら別にいいけど、職人達と同じように立ち入りは工房だけね。貴族区域に迷い込むようなことがないように、ダミアンにはきちんと言い聞かせておいて」


わたしの注意にルッツは「お前じゃあるまいし、貴族区域に入り込む奴なんて普通はいねぇよ」とじとっとした目でわたしを睨んだ。ダミアンはギルド長の孫で貴族対応も当たり前にこなす人材なので、プランタン商会側としては利益の流出に気を付けなければならないけれど、貴族相手にやって良いこと悪いことは弁わきまえているそうだ。


「あ、そうそう。イルクナーへの派遣前にギルド長がお前に挨拶したいって言っていたけど、時間はとれそうか？」


「出発の日に見送りに来るくらいならいいけど、わざわざ時間を取るのは難しいよ。イルクナーに行く前にしておくことも多いから。……それに、ギリギリの時期なのに無理難題をふっかけられそうなんだもん。ちょっと嫌」


すでに権力はギルド長よりわたしの方が上になっていることはわかっているけれど、強引な言動の印象が強い。未だに苦手意識が拭ぬぐえないのだが、すぐさまルッツのツッコミを食らった。


「いやいや、ギルド長よりお前等貴族の方が無理難題は多いからな」


……うぅ。仕事増やしてごめんなさい。仕事の前倒しがいっぱいでごめんなさい。


「まぁ、いいや。ギルド長には見送りは来ても大丈夫だって伝えておく」






ルッツとギルによってイルクナーへ出張する灰色神官が四人選出され、イルクナーに持ち込むための紙作りの道具が工房へ運び込まれるようになった。ダミアンが工房に出入りするようになったようだが、わたしは工房へ滅多に足を運ばないので顔を合わせることはない。


神殿長室では実家とやり取りするのが少し嬉しいらしいブリギッテがイルクナーに向けてオルドナンツを飛ばし、日程の調節が行われてイルクナーに行く日が決まった。






出発当日の朝。神殿の裏庭、下町から見れば神殿の前庭に当たる白い石畳には荷物が大量に積み上げられていた。工房から近くて、騎獣が出せる広い場所がそこだったのだ。


「おはようございます、ローゼマイン様」


「おはようございます。皆、揃っていますか？」


ぐるりと見回せば、荷物の積み込みを手伝うために出ている灰色神官達やプランタン商会の者に紛まぎれるようにフリーダとギルド長も来ているのが見えた。


「騎獣を出すので、少し下がってくださいませ」


わたしは荷物の量を見ながら大型バスサイズの騎獣を出す。すぐさまベンノの指示によって、次々と荷物が積み込まれ始めた。その様子をフリーダが唖然あぜんとした表情で見ている。


「……ローゼマイン様、これは一体何ですか？」


「わたくしの騎獣です。これでイルクナーに向かいます。可愛いでしょう？」


フリーダはわたしとレッサーバスを何度か見比べて、コテリと首を傾げた。


「騎獣……？　わたくしが知っている騎獣とはずいぶん違いますけれど」


不思議そうな顔をされることにはもう慣れた。むしろ、フリーダが騎獣に詳しそうな物言いをしたことに驚く。貴族街でなければ騎獣など滅多に見る物ではない。


皆が準備をしている間、わたしはフリーダから最近のイタリアンレストランの運営状況について報告を受け、プランタン商会の動向について第三者の立場からの言葉を聞く。販売会の様子もダミアンから聞いているようだ。


「ダミアンをプランタン商会に推薦すいせんしたのはフリーダなのですって？」


「えぇ、そうです。ローゼマイン様の興おこされた事業は領主様のお声がかりで始まったものですもの。成功率が高いのですから、参戦するのは当然でしょう？　お兄様のことをどんどん使ってくださいませ。きっとお役に立ちますから」


相変わらず強引で商魂たくましいフリーダに若干引き気味になっていると、ダミアンがするりとわたしとフリーダの間に割って入った。


「フリーダ、ローゼマイン様が許してくださっているとはいえ、あまり馴なれ馴れしくするものではないよ。もう洗礼前とは違うのだから」


「申し訳ございません。気を付けます」


ダミアンはわたしが引き気味になっていることを察したのかもしれない。領主の養女に対する姿勢ではないと注意しながら、さり気なくフリーダとわたしを引き離した。


「荷物が積み終わったら乗っていけ。今までに乗ったことがある奴は、初めての奴にシートベルトの付け方を教えてやってくれ」


プランタン商会からはベンノ、ルッツ、ダミアンの三人。わたしの側仕えや専属からはフラン、ギル、モニカ、フーゴの四人。護衛騎士のダームエルとブリギッテ。最後に、孤児院の灰色神官が四人。以上が今回移動するメンバーだ。


助手席には久し振りの里帰りが嬉しそうなブリギッテが乗っていて、騎獣で先導するのは心なしか緊張した顔のダームエルだ。彼女の実家に少しでも好印象を与えたいのだろうと思うと、ちょっと微笑ましいけれど、力を入れすぎて妙な失敗をしそうなので力を抜いて欲しい。


「では、いってまいります」


レッサーバスが飛び出すのをフリーダとギルド長があんぐりと口を開けて見送る中、わたしは軽く手を振って出発した。






途中で一度お昼の休憩を挟み、レッサーバスは飛んでいく。イルクナーはブリギッテから聞いたり、地理で勉強したりしたように森や山が多い土地だった。山から流れ出し、湖に繋がる川があり、その川に沿うようにして数軒ずつの家がぽつぽつと建っている。


上空から見える中で一番大きな集落の中に、白くて広い屋敷が見えた。イルクナーの夏の館だ。到着を待たれていたようで、何人もの住民が空を仰あおぎ見て手を振っている。


「ブリギッテを呼んでいるのではなくて？」


「……皆、家族のようなものですから」


ブリギッテがそう言いながら懐かしそうに目を細めてイルクナーを見下ろす。エーレンフェストと違って貴族の館と平民の住む場所が壁で仕切られているわけではなく、大きく手を振りながらブリギッテに呼びかける姿は民と貴族の関係がずいぶんと近いように感じた。


「ローゼマイン様達は戸惑われるかもしれません。その、イルクナーとエーレンフェストはずいぶん違いますので……。平民が馴れ馴れしく近付きすぎるように思われるかもしれませんが、皆、悪意はないのです」


住人達が不興を被こうむるのではないか、とハッセのあれこれを知っているブリギッテが不安そうに言うけれど、わたしは心配いらない、と首を横に振った。


「神官長がいれば眉をひそめたかもしれませんけれど、わたくしは神殿育ちで孤児院によく出入りしたり、下町にこっそりと出て商人や職人と会ったりしていたので、距離が近いことは特に気になりません。どの顔もブリギッテを慕したっているように見えますから」


小さな声で「ハッセの収穫祭でも平民と共に食事を摂ったでしょう？」と囁ささやくと、ブリギッテは何度か瞬きして、それから、それは嬉しそうに破顔はがんした。普段はキリッとした表情であまり感情や言葉を出さないブリギッテには珍しく、素の感情がそのまま出たような笑顔だ。正直、ダームエルに自慢したいくらい可愛い。






レッサーバスが降り立つと、周囲を十数名の住人達が取り囲んできた。ブリギッテによると、森や畑で働きながら、イルクナーの夏の館で下働きもしてくれている住人達だそうだ。


「おかえりなさいませ、ブリギッテ様」


「ようこそおいでくださいました、ローゼマイン様」


ブリギッテを取り囲む彼等の眼差しは温かく、慕わしそうな愛情に溢れていた。ブリギッテも勤務中にはあまり見せない素直な笑顔を浮かべて出迎えに答えている。


「ただいま戻りました。皆、こちらが領主様のご養女で、わたくしの主であるローゼマイン様です。粗相そそうのないように気を付けてくださいね」


ブリギッテの言葉に「嬢様の主の姫様ですか。それは気を付けなければなりませんな」と口を開いたおじさんを皮切りに、住民達は次々と口を開く。


「おやおや、あのお転婆てんばだったお嬢様がずいぶんとおしとやかになられて」


「想い人でもできたのかもしれんぞ」


「お作法より、ナイフを手に野山を駆け回る方がお好きだったお嬢様が、なんて立派に……」


皆の口から出てくるのはブリギッテの昔話ばかりだ。ブリギッテが慌てた様子で皆を止める。


「そこまでです！　お喋しゃべりは止めて、皆を案内してくださいませ。わたくしはローゼマイン様をお兄様のところにお連れいたします」


「はい、はい。では、参りましょうか」


カラカラと笑いながら、彼等が皆を離れへ案内して扉を開けてくれる。エーレンフェストの貴族と平民の距離感しか知らない他の皆は、血の気が引いたような顔になったり、どう対応して良いのかわからないような困惑した顔になったりしているのがわかった。


「あの、ローゼマイン様」


苦言を呈ていしようとする時のフランの顔に、わたしは軽く手を振った。


「フラン、ここはエーレンフェストと違うのです。危険がない限りはうるさく言う必要などありません。こういうものとして受け入れてください」


「ですが……」


「あまりひどいと感じた場合は、住民に直接言うのではなく、先にギーベ・イルクナーかブリギッテに苦言を呈してください。住民との関係がこじれると、しばらくここに残るプランタン商会や灰色神官達が居心地の悪い思いをすることになります」


わたしが住民達の態度を受け入れたことで、面倒は起こらないと判断したらしいベンノが指示を出し、プランタン商会や灰色神官達がレッサーバスから荷物を運び始めた。離れを整えなければ今夜の宿泊にも困るのだ。


実家に戻ってきたブリギッテはもちろん、貴族であるわたしとダームエルは夏の館で部屋が準備されている。モニカはわたしの部屋付きで、フランはダームエルに付くことになっているので夏の館だ。これから先プランタン商会と行動を共にするギルと、専属料理人のフーゴは異性のため、わたしの部屋には入れずに離れで寝泊まりすることになっている。


それぞれに荷物を運び込むのを見ながら、わたしはレッサーバスを片付け、ブリギッテの案内でイルクナーの館に足を踏み入れた。調度品はエーレンフェストにあるような職人が技術を競うような芸術的なものではなく、もっと素朴そぼくな感じのものが多くて手作りの温もりを感じる館だった。


「ローゼマイン様、イルクナーへようこそおいでくださいました」


「お招きありがとう存じます、ギーベ・イルクナー」


客に対応する応接室にはギーベ・イルクナーとその家族が揃って、わたし達の到着を待ってくれていた。ブリギッテの母親とギーベ・イルクナーの奥様とその息子の姿がある。


「火の神ライデンシャフトの威光輝く良き日、神々のお導きによる出会いに、祝福を祈ることをお許しください」


「許します」


家族の紹介と共に、ブリギッテの母親とギーベ・イルクナーの奥様からの挨拶を受けると、ギーベ・イルクナーが準備されたお茶を示した。


「側仕えが部屋を整える間、お茶はいかがでしょう？　お話したいことはたくさんございます」


わたしは護衛騎士としてわたしに付き従い、家族としての挨拶さえできないブリギッテと、それを当然とするギーベ・イルクナーと、ブリギッテに話しかけたくてうずうずしているのが一目でわかる他の家族を見比べる。


「ねぇ、ブリギッテ。わたくしの護衛騎士はダームエルに任せるので、ブリギッテは帰る日まで休暇扱いにいたしましょう」


弾かれたように顔をわたしへ向けたブリギッテは、何度か首を横に振った。


「わたくしはローゼマイン様に同行いたします」


「イルクナーをよく知るブリギッテの同行は嬉しいので、同行はお願いするつもりです。けれど、わたくしは色々と質問もしたいのです。護衛任務中はお話ができないでしょう？」


護衛騎士が護衛以外のことを優先するのは職務放棄に当たる。当然のことだが、真面目なブリギッテはお仕事中はあまり話をしてくれない。


「それに、せっかく実家にいるのですもの。家族にもブリギッテと接する時間をあげてください。……これは命令です。ブリギッテは着替えて、わたくしとお茶をなさい」


「かしこまりました」


仕方なさそうに笑ったブリギッテが一度わたしの前に跪き、手を交差させると、わたしの命令通りに着替えるため、その場を去っていった。わたし達のやり取りを見ていたギーベ・イルクナーが困惑したように眉を下げる。


「ローゼマイン様は不思議な方ですね。私が知る上級貴族とはずいぶんと違います」


「ギーベ・イルクナーもご存知の通り、わたくしは普通の上級貴族と違って、神殿育ちでございます。孤児院の子供達と交流したり、下町で商人や職人達と会ったりしていましたから、こちらの雰囲気はとても肌に合うのです」


景色も空気も良いし、住人の気質ものんびり穏やかに見えた。腹黒い人が多い城にいるよりも下町にいた時のように落ち着くのだ。


……図書室があるから城も捨てがたいけどね。


「お待たせいたしました」


素早く着替えを終えたブリギッテを交えてお茶を飲みながら、明日以降の予定について話し合う。そうするうちに部屋が整ったとモニカから知らせが入った。


「ローゼマイン様、お召替えをいたしましょう」


「えぇ。では、わたくしも一度失礼させていただきますね」


わたしが部屋に下がると、家族の会話もできるだろう。応接室を出てパタリと扉が閉まる。わたしが歩き出すと背後から「おかえりなさい、ブリギッテ」という声が響いてくる。その声に含まれる家族の愛情を感じて無性にわたしも帰りたくなった。下町の、あの家に。






わたしが貴族を訪問するための衣装から農村で歩き回れる衣装へ着替えると、フランとギルが入ってきた。二人の報告によると、ダームエルの部屋も整い、ギル達が使う離れの整理もほとんど終わったようだ。


「今日の寝場所は確保できました。今は川の場所から工房にする場所を決めて、道具の設置をしています」


「プランタン商会ができるだけ早く植物紙協会のことでギーベ・イルクナーと話をしたいそうです。ローゼマイン様にはどちらにとっても不利益がないように調整と立ち会いをお願いしたい、と申し入れがございました」


先日の城での話し合いの時に、イルクナーの中では物々交換が主なので、確実にお金を得るためには協会を設置した方が良いという話になったのだ。せっかく作った紙を適正価格で売買するためである。貴族との面会は時間がかかるので、早目に予約を取っておこうということだろう。わたしはすぐに面会予約について手紙を書き、フランに持って行ってもらうことにした。その間、ギルに先程のお茶の時に聞いた明日の予定を伝える。


「明日はこちらの住人で物知りな方に辺りを案内していただきます。紙の材料にできそうな木々があれば採集しておきたいので、森へ行く格好で籠かごやナイフも準備しておいてください」


「かしこまりました」


「それから、夕食はこの辺りで収穫された野菜や肉を鉄板で焼くお料理だそうです。歓迎会をしてくださるのですって。フーゴには食事の支度をお手伝いするように伝えてください」


いくつかの連絡事項を述べていると、戸惑いを隠せない顔でフランが戻ってきた。


「フラン、どうかしたの？」


「……ギーベ・イルクナーは今からお話を聞いてくださるそうです」


エーレンフェストで貴族としてのお付き合いをするならば、面会予約は相手に予定があることを考えて数日後の日時を予約して手紙のやり取りもする。けれど、どちらの予定もわかっている状態ならば数日待つ意味がない、とギーベ・イルクナーが言ったそうだ。わたしは話が早くて助かるわ、と思うくらいだけれど、わたしよりもどっぷりと貴族社会のやり方で育ってきているフランはどうしても田舎のやり方に馴染めないようだ。


「フラン、あまり考え込まないでちょうだい。ベンノもあまり長いこと店から離れるわけにはいかないから、用件がすぐに終わるのは助かるのです」


「それはそうかもしれませんが……」


ギルにベンノを呼んでくるように言って、わたしは難しい顔をしているフランと共にギーベ・イルクナーの執務室へ移動することにする。ベンノとダミアンも「今から？」と少しばかり面食らった顔をしていたが、二人は貴族の無茶振りに慣れているため、驚くだけでフランと違って戸惑いはほとんどない。


「ギーベ・イルクナー、お時間をいただけて嬉しく思います」


植物紙協会の代表はベンノなので、ベンノとギーベ・イルクナーの二人が話をしているのを、わたしは立会人という立場で見ているだけだ。ダミアンはこれからプランタン商会の代表としてイルクナーに滞在するので契約内容をしっかりと見ておきたいらしい。


城である程度の話が終わっていたので、契約はすぐに終了した。

            





イルクナーのブリギッテ


夕食は周囲の住人も交じっての、盛大なバーベキューだった。


「お口に合うとよろしいのですけれど」


「エーレンフェストとは気候が少し違うせいか、野菜の種類が少し違うように思います。珍しいものもありますし、素材が良くて新鮮なので、焼きたてに塩を振って食べるだけで十分においしくいただけますね」


わたしはモニカに給仕されながら、レズークと呼ばれているらしい野菜を口に入れる。見た目は桃っぽいが、味や食べ方はズッキーニだ。わたしはむぐむぐと口を動かしながら、周囲を見回した。貴族用の席は設けられているけれど、それ以外は切られて横に倒されている丸太に座っていたり、大きめの石に座っていたりとそれぞれが自由に座っているので、他の皆がどうしているのかわからない。プランタン商会や灰色神官達はどこだろうか。


……あ。


身分ごとに食べ、皆が平等に分けるのが常である灰色神官達が、神殿から持ってきた自分の皿を持ったまま固まっているのが見えた。手を出してよいのか、食べるにしてもどのくらい食べればよいのか判断できないようで困りきった顔になっている。


「ほらほら、どんどん食べて」


「は、はぁ……」


地元の人達は気遣って声をかけてくれるけれど、食事は平等に分け与えられる物で、自分で取って食べたことがない神官達は困惑の表情をするばかりだ。


「モニカ、ルッツを呼んで来てちょうだい」


「けれど、ローゼマイン様の給仕が……」


「今はお皿にたくさんありますから、急いで呼んでくれれば大丈夫です」


「かしこまりました」


モニカは駆け出すと、鉄板の前を陣取り、次々と肉や野菜を口に入れているルッツを呼びに行った。すぐに少しばかり不満顔のルッツがモニカに連れられてやってくる。


「ローゼマイン様、お呼びと伺いましたが……」


「悪いけれど、ギルや灰色神官達に食べ方を教えてあげてください。孤児院では分け与えられるばかりで自分から取って食べることがないため、どうしてよいかわからないみたいなのです」


「マジかよ!?……っと、失礼いたしました。仰おおせの通りにいたします」


兄弟間で食べ物戦争が激しい中を生き抜いてきたルッツには、目の前に食べて構わないご飯があるのに手を出さないことが理解できないのだろう。それでも、神殿の特異性を知っているので、呆れたように肩を竦めながら灰色神官達が固まっているところへ歩いていく。


「おい、ギル。早く食べないとなくなるぞ」


ルッツはそう言いながら、鉄板から野菜や肉をひょいひょいと取ってギルの皿に入れた。


「こうやって自分で取って食べていいからしっかり食えって。ローゼマイン様からのお言葉だ」


ギルは自分の皿を見て、わたしを見て、更に周囲を見回してから食べ始めた。その様子を見た灰色神官達はギルの皿に入ったのと同じ物を同じだけ皿に取って食べ始める。


……うーん。灰色神官達、ここで生きていけるかな？


収穫祭までやっていけるのか無性に心配になった。同時に、ダームエルの給仕をしているフランとわたしの給仕をしているモニカが一口も食べていないことに気付いた。ここでは身分ごとの食事がない。一緒に食べなければ二人の夕食はなくなってしまう。


「フランやモニカも食べていらっしゃい。皆と一緒に食べなければ、神殿と違って神の恵みはありませんよ？」


「しかし、側仕えが給仕しないわけには参りません」


ギーベ・イルクナーとその家族は特に給仕もなく、皿を持って行っては鉄板の前で焼いている住人に入れてもらっている。


「わたくしも自分で取りに……」


「なりません」


フランとモニカの二人にバッサリと切られて、わたしは肩を落とす。


「……モニカ、せめてフーゴに給仕をしている二人分の食事を取り分けてもらえるように、伝えてちょうだい」


「ですが、その間、ローゼマイン様の給仕はどうされるのですか？」


真顔でモニカに問い返されて、わたしは言葉に詰まった。自分の食事より、わたしへの給仕の方が大事らしい。お役目一番で可愛いけれど、困った側仕えである。


「わたくしが伝えて参ります、ローゼマイン様」


わたしの隣にいたブリギッテがすっと立ち上がると、空になったお皿を持って、鉄板の方へ向かう。話しかけてくる住人達と会話し、勧められるお酒をくぴっと飲んで、楽しそうに笑い合いながら、軽い足取りで鉄板のところまで歩いていく。住人の男達と一緒になって鉄板前で次々と肉や野菜を焼きながら、自分の口にも放り込んでいるフーゴにわたしの言葉を伝えてくれた。ついでに、自分のお皿に色々と入れてもらっているのが見える。


「彼女は本当にブリギッテ様でしょうか」


フランは神殿で見る護衛騎士の姿との違いにショックを受けたような表情で茫然ぼうぜんとしている。


「自分の家族と共にいるのですもの。わたくしは笑顔も増えて伸び伸びとして見えるブリギッテがいつもよりずっと素敵だと思います。けれど、エーレンフェストではきっと貴族の娘らしくないと言われる行動でしょうね」


そこで言葉を切って、わたしはフランと同じように驚いた表情で固まっているダームエルに声をかける。


「エーレンフェストの貴族街でずっと育ったダームエルは、今のブリギッテをどう思いますか？　やはり、貴族らしくないので失望しましたか？」


「私も初めて見るブリギッテの姿に驚いていますが、まぁ、その、可愛いと思いますよ」


頬を掻き、少し視線をずらしながら、ダームエルは最後だけ小さく早口で告げる。


「そうですか。では、そのようにブリギッテに伝えてあげましょう」


「止めてください！」


わたしの厚意は即座に拒否されてしまった。別にダームエルをいじめて楽しむ趣味はないので、わたしは快くダームエルの要求を呑んであげる。


「わかりました。秘密にして差し上げましょう」


「恐れ入ります」


ホッと胸を撫で下ろすダームエルを見ながら、わたしは周囲が全く見えていないダームエルに苦笑するしかなかった。


……わたしが言わなくても、ニヤニヤと楽しそうなご家族の口から伝わると思うんだけどね。






次の日はイルクナーの住民の中でも物知りじいさんと呼ばれている元気なおじいちゃんと一緒に野山の散策さんさくである。わたしは素材採集用の服を着て魔術具のナイフを持ち、騎獣に乗った完璧な採集スタイルだ。ブリギッテやダームエルは簡易の鎧を付けているけれど、いつもより軽装で山歩きができるようにしている。


「久し振りなので心が弾みます」


今日も休暇扱いのブリギッテだが、一緒に行動することになっている。山歩きをするのは騎士見習いとして寮に入るまではいつもしていたことらしい。


ベンノは離れで終えなければならない仕事をするらしい。ダミアンもその手伝いをするそうだ。二人以外の、ルッツやギルを始めとする灰色神官は、森へ行く時と同じように籠を背負ってナイフを持った採集スタイルになっている。


「ほぉほぉ、フォリンのような柔らかめで繊維せんいが細くて長い木が必要ですか……」


「そうです。おまけに、若い木が良いのですけれど、ご存知ですか？」


わたしは一人乗りのレッサーバスで山道を歩きながらおじいちゃんの話を聞いていた。先導するのはブリギッテで、その後ろにダームエル。わたしとおじいちゃんがいて、その後ろにルッツとギル、神官達がいる。


「リンファイやシッスイラ……。魔木まぼくになるが、ナンセーブやエイフォン辺りが適していると思いますが……」


「じいの見立てに間違いはございません、ローゼマイン様。では、今日はナンセーブとエイフォンを刈りましょう」


おじいちゃんはエーレンフェストにはない木々について色々と教えてくれた。知らない名前の木が多く、その中でも紙作りに向きそうな柔らかい木や若い木はすぐに思いつくだけで四種類もあるらしい。ルッツとギルが書字板に木の名称や見分け方などを必死に書き留めている。


「ナンセーブやエイフォンはこの季節に一番よく増える魔木ですから、今日もいくつか出くわすと思います。刈り方さえ知っていれば、地元の者でも簡単に刈れるのです」


鼻歌まじりに先頭を歩くブリギッテが食べられる茸や木の実、逆に毒があって食べられない物についても神官達に教えてくれる。普段と同じように食べられる物も収穫しながら歩いていると、おじいちゃんが不意に立ち止まり、目を細めて一点を指差した。


「ほれ、嬢様。ナンセーブがあそこに」


「木が歩いていますよ!?」


おじいちゃんが指差す先に大人の膝くらいの高さもないような低木が歩いていた。根を足のように動かしてのそのそと移動している。動きはゆっくりで、わたしが追いかけても追いつけそうな速さだが、そもそも木が動いているのがおかしい。自力で動けるならば植物ではなく、動物ではないのだろうか。


「種を植える木を探しているのです。ナンセーブは栄養豊富な大木に根を絡ませ、樹木の内部に種を植え付けます。そして、寄生きせい先の栄養を全て吸い取って、枯れた皮を破って新しく出てくるのです」


ブリギッテは「大木を枯らす寄生樹なのです」と言いながら、むんずとナンセーブをつかんだ。じたじたと動いている根をナイフでどんどんと切り落とし、ぴくぴくとしている根を麻袋に次々と放り込む。


「この根で栄養を吸収するので、ナンセーブを刈る時は根の回収を忘れないでください」


ブリギッテの注意に灰色神官達が頷いた。


「嬢様、向こうに枯れて倒れた大木が見える。ナンセーブもこの周辺に多くいるはず。お願いしてもよろしいか？」


「じいは座って休憩してください。刈ってきます」


ブリギッテが楽しそうに笑いながら、ナイフを握って駆け出した。


「わたくしもやります！　あのスピードならば、わたくしでもきっと刈れるはずですもの。行きます。誰が一番多く刈れるか、勝負です」


「ローゼマイン様!?」


わたしのやる気につられたように、ルッツやギルもナイフを構えて走り出した。わたしはレッサーバスで走る。ダームエルが驚いたように後ろを付いて来た。


「発見！」


もそもそと動く低木は木々の中でも意外と目立つ。わたしは騎獣から降りると、ナンセーブを「ていっ！」とつかみ上げた。ブリギッテは片手で持っていたが、わたしでは片手で持てない。しかも、持ち方にコツがあるのか、根が暴れるのでずっと持っていられない。


「あわわっ！」


ナイフを取ることもできず、ナンセーブを取り落としてしまった。わたしが落としたナンセーブをダームエルがむんずとつかむ。


「ダームエル、それはわたくしが見つけたナンセーブですよ！」


せっかくの獲物を横取りされた気分でわたしが睨むと、ダームエルはハァと溜息を吐いた。


「……私が持っていますから、ローゼマイン様は足を切り落としてください」


「任せてください」


魔術具のナイフに魔力を注ぎながら、ナンセーブの根を切り落とし、うごうごしている根を袋に入れていく。


「やったぁ！　わたくしにも刈れましたよ、ダームエル！」


「あちらにもいますから、行きましょう。あ、移動は騎獣でお願いします」


ダームエルと協力しつつ、ナンセーブを三本刈り取った時、妙な歌が聞こえてきた。別に船乗りを惑わせるセイレーンの美しい歌声というわけではなく、実に熱いソウルフルなロックっぽい歌というか、節の付いた叫び声だ。こんなところで誰かが歌の練習をしているのだろうか。


「……何でしょう？」


「さぁ、わからないところに近付くのは止めて、まずは、あのおじいさんに話を聞いた方がよろしいのではございませんか？」


しかし、段々歌声が大きくなってきている。ものすごく気になる。確認したくて仕方がない。歌声が大きくなったことでわかったけれど、歌声は一つではない。複数の声がするのだ。


「ダームエル、ちょっとだけ確認しに行きませんか？」


「ものすごく怪しいので絶対に駄目です」


ダームエルに睨まれて仕方なくわたしはおじいちゃんのところへ戻った。おじいちゃんの足元にはブリギッテが刈り取った十本のナンセーブが小さな山になっている。くぴくぴと水筒の水を飲んでいるブリギッテに山の中で歌が聞こえた話をすると、すぐに思い当たったようで「それがエイフォンという魔木です」と教えてくれた。


「うるさいだけで、大した害はないのですけれど」


一本だけならば、比較的静かに歌っているのだが、エイフォンが歌声の届く範囲内に複数生えていると、声量を競うようにどんどん大きな声になっていくのだそうだ。わけがわからない。


「複数の歌声が聞こえたのならば、できるだけ急いで刈った方が良いですね。本当にうるさいので」


刈り方を教えるために他の神官達が集合するのを待っていると、ここまで歌声が聞こえるようになってきた。声量が大きくなるのが早い。


「これはうるさそうですな、嬢様」


歌声のする方へ皆で向かう。わたしは一人だけ騎獣に乗って移動だ。それでも今までと違って、置いていかれるのではなく、皆と一緒に行動できるのが嬉しい。


……わたしのレッサーくん、ホントにすごい。






木々の間から大音量の歌声と共にわさわさと葉擦はずれの音が聞こえ始めた。風はそれほど吹いていない。運転中でなければ耳を押さえたい音量になってきた頃、音源にたどり着いた。


「……うわぁ、ノリノリ」


歌声と共に聞こえてきた葉擦れの音を起こしていたのは風ではなかった。エイフォンがヘッドバンギングのように枝をばっさばっさと動かしながら歌っていたのだ。わっさわっさと動きながら、歌っている木々を皆がぽかーんと見つめる。


「おっ、おっ、おっ、おっ……ああああああぁぁぁぁぁ！」


あまりの音量に思わずわたしは「ひゃん！」と叫んで耳を塞ふさいだ。灰色神官達も急いで耳を塞いでいるのが視界に映った。木の洞うろらしい穴からすごい音が響いてくる。リズミカルだから歌だと思っていたけれど、何となく節が付いているように聞こえるだけで特に歌詞もない。次の瞬間、別のエイフォンがそれに反応して、わっさわっさと動き出す。


「うぅぅ、うううぅぅぅ、おおおおおぉぉぉ！」


比較的近いところに複数のエイフォンが生息しているようで、あちらこちらから自己主張するように「うぉぅ、うぉぅ、いぇい！」と歌声が聞こえてきた。これはかなり迷惑だ。騒音というのは公害になり得る。エイフォンは害がない魔木というのは絶対に間違いだと思う。


「ローゼマイン様、これは紙の材料になりますか？」


そそそっと近づいてきたブリギッテの質問にわたしはブリギッテよりも大きなエイフォンを見上げて首を横にふるふると振った。


「大きい方は紙の材料にできないくらい成長していると思います。向こうの小さいものは材料になりそうです」


「では、大きい方は魔石を狙いましょう。ダームエルはあちらをお願いします。わたくしはこちらを刈りますから」


二人がすっとシュタープを取り出して、変形させる。トロンベ討伐とうばつの時に見たことがある斧おのと槍やりと鉾ほこが組み合わさったようなハルバードになった。あの時とは違って、闇の神の祝福がないので黒くはないけれど。


「炎の神ライデンシャフトが眷属　武勇の神アングリーフの御加護をブリギッテとダームエルに」


わたしが祈りを捧げると、指輪が青く光り出した。指輪の魔石から飛び出した光が二人の頭上に降り注ぐ。ぐっとハルバードを握り直したダームエルがエイフォンをキッと睨み、ブリギッテはアメジストの瞳で周囲を見回した。


「神官達、下がりなさい！」


騎士の戦う現場を見られる者は少ない。それは魔力の衝撃が周囲に影響するせいもある。魔力を持たない者が騎士の戦う現場にいるのは、非常に危険なのだ。


「わたくしが風の盾で皆を守ります。二人ともこちらのことは気にせずに戦ってください」


「お願いいたします、ローゼマイン様」


二人が頷くのを見て、わたしはすぐに自分の周囲に集まるようにギルやルッツに言った。


「守りを司る風の女神シュツェーリアよ　側に仕える眷属たる十二の女神よ　我の祈りを聞き届け　聖なる力を与え給え　害意持つものを近付けぬ　風の盾を我が手に」


キンと硬質な音を立てて、琥珀こはくのような色合いのドームがわたし達を包み込む。


「何だ、これは!?」


「……これはシュツェーリアの盾か？」


「フランから聞いたことはあったけど、見るのは初めてです」


おじいちゃんは自分にとって理解不能な事態に腰を抜かしてしまった。ルッツが驚いたように上を見上げ、ギルは目を輝かせて興奮している。数人の灰色神官がおじいちゃんを助け起こそうとしているのを、わたしは風の盾を維持しながら視界の端に映していた。


「ダームエル、魔石があるのは声を出す穴の中です！」


先に動いたのはエイフォンへの対応に慣れているブリギッテだった。「やぁっ！」と高い声を張り上げてハルバードを大きく振りかざすと、一番大きいエイフォンへと叩きつける。


魔力が爆発するような大きな爆裂音と共にエイフォンの洞が吹き飛んだ。切れ切れになった木の破片がエイフォンを中心に飛散し、土煙がぶわっと上がる。風の盾の中には飛んでこないけれど、皆が「うわっ！」「ひっ！」と悲鳴を上げ、頭や顔を守るように腕を上げた。


ダームエルもブリギッテに負けじとハルバードを構えて、わっさわっさと幹を揺すり、まだ大きな声を出しているエイフォンに向かって駆け出す。「はっ！」と気合の入った声を上げながらハルバードを叩きつけた。魔力差だろう。ブリギッテの時のような爆発は起こらず、幹を深く傷つけただけだった。


「くっ！」


悔しそうにその結果を睨みながら、ダームエルは二度三度とエイフォンを切りつける。三度目で木の幹の中にあった魔石が露出した。ダームエルはハルバードを持ち直すと、槍の部分でその魔石を突き、魔石を回収する。エイフォンの大音声がぐっと減った。


「今日は木こりを集めるのも時間がかかりますし、ダームエルがいたので手っ取り早く魔力をぶつけましたが、大きいエイフォンも普段は木こりが普通の斧で切り倒しているのです」


皆が耳に詰め物をして大音声に備えた上で、寄って集たかって切り倒すのだそうだ。

            





    
  
  




「小さいエイフォンは貴方達にも簡単に刈れます。行きましょう」


ブリギッテはそう言うと、ルッツやギルを始めとした灰色神官を連れて、エイフォンの採集に向かった。腰を抜かして座り込んでいるおじいちゃんと、わたしはお留守番である。わたしの護衛としてダームエルが戻ってきた。


「全然強くなりませんね。少しは魔力も増えているのですが……」


情けない、とダームエルが呟き、エイフォンから回収した小さな魔石を見下ろした。わたしは首を傾げつつ、「ダームエルは攻撃力を上げたいのですか？」と問いかける。


「当たり前ではありませんか！」


「わたくし、ダームエルは魔力を温存するために攻撃力を抑えているのだとばかり思っていました。意図して行っていたわけではなかったのですね」


意味がわからないというように眉を寄せているダームエルに教えてあげる。


「ダームエルは使う魔力を以前と同じ量に抑えているもの。魔力が増えても、攻撃力が上がらないのは当たり前でしょう？」


「……え？」


予想外のことを言われたようにダームエルが目を瞬かせた。本当にダームエルは気付いていなかったようだ。わたしは頬に手を当てて少し考えると、ダームエルに問題を出す。


「問題です。ダームエルには魔力が三十あります。毎回五ずつ使って攻撃するので六回攻撃できます。最近は三十五まで魔力が上がったので、七回攻撃できるように成長しましたが、ダームエルは攻撃力が上がらないと悩んでいます。さて、攻撃力を上げるにはどうすればよいでしょう？」


わたしが出した問題を聞いて、ハッとしたようにダームエルがわたしを見つめた。自分の手の魔石とわたしを交互に見比べる。


「ダームエルは魔力を抑えながら戦うことが身に染みついているのではなくて？　わたくしが見る限りでは一〜五を使い分けることには長けていても、一度に二十〜三十の魔力を使うことを知らないように見えます。攻撃力を上げたいのでしたら、今度からは一度の攻撃に多くの魔力を使うことを意識してみればどうかしら？」


下級貴族で魔力の少ないダームエルが戦う時は必ず魔力が多い者が一緒だ。強大な敵は魔力が多い者が倒し、ダームエルは周囲の小物を倒したり、時間稼ぎをしたり、補佐することになる。少しでも長時間戦えるように魔力消費を抑える癖がついているのだと思う。意識して大きな魔力を使えるようになれば、攻撃力は上がるはずだ。


「貴重な助言、ありがたく存じます」


情けなく眉を下げていたダームエルが、やる気に満ちた顔になって魔石を革袋に入れる。目標が定まったようで何よりだ。






「ローゼマイン様、たくさん取れました！」


ギルが大きく手を振りながら戻ってきた。神官達が背負っている籠がいっぱいになっている。


「これはブリギッテ様が教えてくれたデグルヴァの葉です。これを水につけておくと粘り気のある水になるそうです。エディルの代わりになるかもしれませんよ」


ルッツが籠の中にあるデグルヴァの葉っぱを見せてくれた。デグルヴァ以外にもエーレンフェストで見られない植物がたくさんある。


「わたくしは明日ベンノと共にエーレンフェストへ帰りますけれど、これだけ新しい材料があれば、明日からは紙作りの研究は十分にできそうですね」


大きな声で歯切れよく「はい！」と返事したギル達に笑顔で頷き返し、わたし達は山を下りる。おじいちゃんを連れたブリギッテを先頭に、おじいちゃんを支える手伝いをする灰色神官達が続き、ギルとルッツ、殿しんがりにわたしとダームエルだ。


「頑張ってね、ルッツ」


騎獣に乗ったまま、周囲のお喋りに掻き消されるくらいの小さな声でわたしはルッツに話しかける。ルッツはちらりとわたしを見て、ニッと笑った。


「お前こそ、へまするなよ。薬の材料は一年に一回しか採れないんだろ？　次は失敗しても慰めてやれないからな」


「うっ、次は神官長がいるから大丈夫だもん。収穫祭の後で迎えに来た時には全部採れたよって報告できるように頑張るね」


「オレも……お前が迎えに来た時、新しい紙ができたって報告できるように頑張る」






その夜はギーベ・イルクナーとその家族にフーゴのご飯を振る舞い、次の日の午前中には帰ることにした。帰るのは、わたし、ベンノ、フラン、モニカ、フーゴ、そして、護衛騎士の二人だ。それ以外はイルクナーで紙作りに励はげむことになる。


見送りには多くの住人が集まってくれた。代表して一番前に跪くギーベ・イルクナーにわたしは声をかける。


「イルクナーにはエーレンフェストにはない色々な木材があります。ここにしかない素材で新しい紙ができれば、この地の特産品となります。皆様もご協力をお願いいたしますね」


「かしこまりました」


真面目な護衛騎士の顔でわたしの後ろに立っているブリギッテを振り返る。


「ブリギッテ、家族に挨拶を。またしばらく離れるのですもの。挨拶は大事ですよ」


「お兄様、お母様……。皆、いってまいります」


「ブリギッテ、元気で。ローゼマイン様によく仕えなさい」


胸の前で手を交差させて跪く皆に見送られ、わたしはレッサーバスを発進させた。

            





ローエンベルクの山


わたしがイルクナーから戻った次の日。いつも通り三の鐘にフェルディナンドの部屋へお手伝いに向かうと、引継ぎを終えたらしいエックハルトがフェルディナンドの部屋にいた。ただし、扉の前に立って護衛をしているわたしの護衛騎士と違い、事務仕事のお手伝い要員にされているように見える。青色神官や側仕えが全く反応していないことから考えても、すでにこれが常の風景になっているようだ。


「神官長は護衛騎士が一人しかいないのに、エックハルト兄様に事務仕事をさせても良いのですか？」


「神官達の出入りが増えた今、君の場合は必ずすぐ近くに一人は護衛が必要だが、私は特に問題ない。……というのも、私は不意に攻撃を受けても自力である程度何とかできる。君は誰の攻撃を受けなくても勝手に倒れる。その差だ」


ぐうの音も出ない。確かにわたしは勝手に倒れる。様子を見ている者が必要になるだろう。ブリギッテが休みの日もダームエルに文官仕事をしてもらいたかったが、却下されてしまった。


「今日は昼前にユストクスも来るはずだ。素材に関する話をするので、それまでになるべく執務を終わらせるぞ」


「はい！」


わたしは数日間留守にしたことで溜まっていた計算仕事をこなしていく。生活環境が違うイルクナーでは精神的に色々と大変だったようで、「少し環境が変わるだけで、これほど疲れるとは思いませんでした」と力なく笑っていたフランは、神殿に戻って生気を取り戻していた。






フェルディナンドが言っていた通り、四の鐘が鳴るより早くユストクスが神殿へやってきた。楽しそうに目を輝かせ、面白いものを探すようにぐるりと周囲を見回しながらユストクスはフェルディナンドの執務机の前まで歩く。


「おはようございます、フェルディナンド様。そして、おかえりなさいませ、ローゼマイン姫様。イルクナーはいかがでした？　何か面白いことはございましたか？」


鼻歌でも歌っていそうな軽い足取りのユストクスが言うには、昼食も楽しみだし、わたしと話ができるのも楽しみだし、工房も見学するつもりだそうだ。


「突然そのようなことを言われても困ります。わたくし、今日は工房ではなく、孤児院に向かう予定ですから」


「では、孤児院を見学してもよろしいでしょうか？　ローゼマイン様が慈悲じひを施ほどこす孤児院には非常に興味がございます。確か孤児が全員読み書きできるのですよね？」


貴族相手ならば明確にわたしがお断りしているとわかるはずなのに、ユストクスは素知らぬ振りで予定を入れようとする。わたしがお嬢様らしく振る舞っていると、「まだ見たことがない孤児院も良いですね」とユストクスが勝手に付いてくることが決定しそうになったので、こちらも遠回しではなくハッキリと断ることにした。


「……孤児院や工房の見学は神官長がご一緒できる時にしてください。ユストクスは勝手に孤児院の中を歩き回りそうなので困ります」


「おや、見られると困るようなものがあるのですか？」


更に興味を引かれたようなユストクスをわたしはじとっと睨む。こんな強引で自分の興味に突っ走る貴族を孤児院に入れたら、ヴィルマの男嫌いが加速してしまうに違いない。


「灰色巫女の中には横暴な青色神官のせいで殿方が苦手な者もいるのです。女子棟に殿方は立ち入り禁止ですが、ユストクスはそれが守れるように見えないのでダメです」


「ふむ、なるほど……」


ユストクスは納得したかに見えたが、全く納得していなかった。


「つまり、女装すれば入れますか？」


目が本気だ。この人は本当に女装してでも女子棟に入るつもりだと確信が持てる。わたしはぶるぶると首を横に振った。両手を交差させて大きく×バツを作る。


「ユストクスの孤児院への立ち入りは一切禁止いたします！」


「なんと!?　それはあまりにもひどいではありませんか！」


どんなにユストクスが嘆いても、女装してでも女子棟に入ろうとするような変な人を孤児院に入れるわけにはいかない。孤児達にどんな悪影響があるかわからないし、孤児院をユストクスの妙な興味の餌食えじきにするわけにはいかない。孤児院長として、神殿長としてわたしが孤児達を守らなければ、と固く決意していると、フェルディナンドがこれ見よがしに溜息を吐いた。


「そのようなどうでもよい話は後にしなさい。まずは本題だ」


手を振ってフェルディナンドはわたし達の話を止めると、人払いをして側仕えを外に出す。神官達が静かに退室していき、残ったのは護衛騎士も含めて採集に赴く者ばかりだ。バサリと地図を広げたフェルディナンドは南の方にある山を指差した。


「今回はローエンベルクという山に向かう。夏の素材採集に最も適しているのは、五日後だ。明後日には採集のために出発する」


イルクナーからわたしが戻ってこなければ、フェルディナンドはイルクナーで合流するつもりだったらしい。


「神官長、今回の素材は何ですか？」


「リーズファルケの卵だ。リーズファルケは火の神ライデンシャフトの怒りを鎮しずめる鳥と言われている。その卵が今回の素材だ」


「え？　神様の怒りを鎮める鳥の卵を取ってくるって、リーズファルケは聖なる鳥ではないのですか？　おまけに、卵泥棒ですよね？　ものすごく罰当たりではないのですか？」


いくら何でもそれは……とわたしが呟くと、フェルディナンドが首を横に振った。


「安心しなさい。リーズファルケは別に聖なる鳥などではない。魔物の一種だ。それから、ライデンシャフトの怒りを鎮めるための対策はする」


そう言いながらフェルディナンドは不思議そうにわたしを見た。


「君は卵泥棒と言ったが、冬にはシュネティルムを殺して魔石を手に入れたであろう？　春のタルクロッシュにしろ、秋のザンツェやゴルツェにしろ、君の採集のために討伐した魔物は山ほどいるではないか。卵一つで今更何を言っている？」


「……それもそうですね」


魔物とはいえ、大量の殺生をしてきた今、卵泥棒くらいは何でもない気がしてきた。


「だが、ローエンベルクの魔物はなるべく殺さぬようにしなければライデンシャフトの怒りが爆発する。今回の採集で一番難しいのはそこだ」


「怒りを鎮めなければ、何か起こるのですか？」


「あぁ、ライデンシャフトの怒りが強くなると、山が火を噴きだすのだ」


……それって噴火って言いません？　ローエンベルクは火山ということですか？


しかし、噴火と魔物を殺さないようにすることに関連性が見出せず、わたしは首を傾げる。


「リーズファルケの卵はローエンベルクの魔力を蓄えて孵かえるので、卵がなくなると卵が吸収するはずだった魔力が余ることになる」


フェルディナンドの言葉にユストクスが頷きながら、更に説明を加えてくれる。


「魔力が余りすぎると、ライデンシャフトがお怒りになって火を噴きだすのです。私は一度卵を採集しすぎて、ライデンシャフトの怒りを爆発させかけたことがあるから間違いありません」


「はいっ!?」


聞き間違えたかと思ったが、そうではなかったようだ。フェルディナンドがこめかみを押さえて、深い溜息を吐いた。


「……あの時は大変だった」


「本当に。どうなることかと思いました」


フェルディナンドとエックハルトが揃って遠い目になった。かなり大変なことをユストクスはやらかしたらしい。情報収集に関しては優秀だが、色々な意味で危険な人物のようだ。


「まぁまぁ、それでも私の経験が役立っているではないですか」


「私は二度とあのような経験をしたくない。故に、対策は万全ばんぜんにするつもりだ」


すでに色々な騒動の処理を経験しているフェルディナンドに任せておけば問題ないだろう。


「全て神官長にお任せいたしますので、よろしくお願いいたします」






それから、二日後。昼食を終えるとすぐにわたし達は騎獣でローエンベルクへ出発することになった。同行するのは、フェルディナンド、エックハルト、ダームエル、ブリギッテだ。ユストクスも同行を望んでいたけれど、それは叶かなわなかった。フェルディナンドがすげなく却下し、城の文官に手を回して仕事を大量に押し付けたらしい。


「興味を引かれる物にふらふらと近付いて騒動を起こされるのは困る。ユストクスはローエンベルクですでに一度騒動を起こした前歴がある。何より今回は時間との勝負になるからな」


フェルディナンドは面倒くさそうな顔を隠そうともせずにそう言った。今回は近くに村もないため、移動のスピードを重視したいということで、側仕えさえ連れて行かず、騎士達の行軍に準じた行動を取ることになっている。食事は携帯食料、お風呂はなく洗浄の魔術で全てを済ませ、わたしの体調不良は薬で無理やり治すという強行軍だ。


せめて、一食だけでもまともな食事が欲しいとエラとフーゴに頼んで、わたしはお弁当を作ってもらった。お弁当を腐くさらせないようにしたいとフェルディナンドに相談したところ、魔術具の小さな氷室を貸してくれた。何故か、すでにフェルディナンドの分のお弁当が入っている氷室に自分のお弁当も入れて騎獣に乗せる。騎獣を小型化できるように、荷物はなるべく減らせと言っていたフェルディナンドに荷物を増やされてしまった。


……別にいいけど。いいんだけど、釈然しゃくぜんとしないよね？


「ローゼマイン様、くれぐれもお気を付けくださいませ。薬と寝台の準備を整えてお帰りをお待ちしております。どうぞお早いお帰りを」


フランの見送りの言葉からも、寝込むのは確実と思われているようだ。あまり薬を使わずに今回の採集を終えられれば良いと思う。


心配そうな側仕え達に見送られ、わたし達はローエンベルクへ出発した。先頭にエックハルトでわたしが続く。わたしの左右にダームエルとブリギッテがついて、フェルディナンドが最後だ。


ここ十日ほどは暑い。本当に夏らしい暑さで、陽射しに当たっているだけで溶けそうになってしまう。そんな中、騎獣で地上よりずっと太陽に近付くのだから、更に暑さが増したような気がして嫌になるのだけれど、そう感じるのはわたしだけだ。騎士の皆は魔術具の鎧を着ている。本人の魔力によるけれど、ほとんど寒さも熱さも感じないらしい。


……見るだけで暑くなるような全身鎧姿でわたしの体感温度を上げるくせに、本人達は全然暑くないなんてちょっとずるいと思うよ！　ふんぬぅ！






騎獣でただひたすらに南へ向かって空を駆ける。畑の多い直轄地の上を飛び越えると、森や丘が多いところへ景色が移り、次第に山が多く見え始めた。いくつも連なる山の中にひときわ高い山があるのがわかる。


……あれかな？


いくつかの山が連なる中で最も高い山がローエンベルクだとフェルディナンドは言っていた。


麓ふもとには青々とした背の高い樹林が広がり、中腹から上の方は噴火したことがあるせいか、丈の短い木や草が目立っている。山頂付近には植物の影はなく、ごつごつとした岩肌だけが見えていた。けれど、今のところ煙を吹いているような噴火の兆候ちょうこうは特にない。


羽の付いた狼のようなエックハルトの騎獣が地上に向かって降り始めた。わたしも同じようにレッサーバスの高度を下げていく。わたし達がローエンベルクの麓に着いたのは、夏の日暮れが近付く時間だった。


「明日の早朝から行動を開始する。できれば最も陽射しが高い時間に採集したいからな。それから、今回は全員が君の騎獣の中で眠ることにする。ブリギッテと二人で洗浄の魔術を使って身支度をした後、騎獣を広げるように。……春と同じことが起こったら困る」


最後がひどく苦々にがにがしい口調だった。どうやら採集の時に気を遣って女性だけを騎獣で寝かせたら、不思議な力にさらわれて手出しできなかったことが非常に屈辱くつじょくだったようだ。


そんなふうに今後の予定について話をしながら、わたしとフェルディナンドはお弁当、他の三人は携帯食料で夕食を終える。その後、わたしとブリギッテは洗浄の魔術で身を清めるためにレッサーバスの中に入った。


「では、ローゼマイン様。洗浄いたしますよ」


シュタープを取り出したブリギッテが何やら呟きながらシュタープを振った。タイミングがわからず、鼻を摘みそこなった状態でわたしは大きな水滴に包まれる。


「がぼがべっ!?」


……溺おぼれるっ!?


汚れが落ちるまでのたった数秒間のことなので死ぬことはない。わかっているけれど、それでも洗浄の魔術で死ぬかと思った。溺れている数秒間は結構長く感じるものだ。


「大丈夫ですか、ローゼマイン様!?　大変申し訳ございません」


「うぅ、大丈夫です。どこで息を止めればいいのかわからなかっただけですから」


ブリギッテが顔色を変えて謝っているけれど、すでに水気が完全に飛んでしまったので苦しさもないのだ。鼻の奥に「さっきまで苦しかったのはどこへ行ったの？」という感じの微妙な違和感が残っているだけで、全身はスッキリしている。


「ブリギッテが洗浄を終えたら、殿方にも声をかけるので急いでくださいませ」


急かせることでブリギッテの謝罪を強制終了させ、わたしは全員が乗れるくらいにレッサーバスを巨大化させた。ブリギッテが洗浄し終わったのを確認して、みょんと出入り口を開ければ男性三人が自分の荷物を抱えて入ってくる。


「ほぅ、これがローゼマインの騎獣か」


エックハルトが中を見回して座席を触り、「柔らかいな」と驚いた声を上げた。


「柔らかい場所で足を伸ばして寝られますから、それだけでも外で休むよりは疲れが取れると思います。……どうですか、神官長？　わたくしのレッサーくんはすごいでしょう？」


「すごいというよりは、非常識という感想しか思い浮かばぬな」


……レッサーくんの素敵さがわからないなんて、神官長の頭カチコッチン！


眉間に深い皺を刻みながら不気味そうにレッサーくんの中を見回しているフェルディナンドに内心で毒づく。効率を大事にするくせに、変なところで頭が固いのはどうかと思う。


「ローゼマイン、こちらを見ている必要はなかろう。明日は大変なのだ。皆の足をできるだけ引っ張らないように休息は大事にしなさい」


見張りの順番を決めている騎士達を見ていると、「さっさと寝なさい」と叱られた。リヒャルダよりフェルディナンドの方が何倍も怖いので、わたしはさっさと寝る。






太陽が昇り始めるかどうか、という時間。わたしはブリギッテに起こされた。のそのそと起き上がり、レッサーバスから出れば騎士達が携帯食料の準備をしている様子が見える。


「うっすら塩味ですね」


「粉末状にした雑穀ざっこくや野菜などを酒と塩に漬け、水分を飛ばして丸めて固めてあるからな」


「もうちょっとお塩を入れると、更に保存性と味が良くなるのではないですか？」


騎士団の携帯食料はピンポン玉くらいの茶色い塊かたまりで、お湯でふやかして食べる物だ。腐らないこと、栄養価が高いことが追求されているが、決しておいしくはない。


「悠長ゆうちょうにお湯を沸かすことができない状態では、水を飲みながらかじるだけでも空腹が満たされる。その時にこれ以上塩がきつすぎると食べにくいのだ。今回は君がお湯を入れすぎたのが悪い」






朝食を終えると、すぐに出発だ。騎獣に乗ってローエンベルクの中腹にある裂け目のような入り口へ移動する。裂け目といっても大人が余裕で入れるくらいの大きさがあった。


洞窟どうくつに入ると、大きく翼を広げなければならない騎獣には乗れないので、騎士達は徒歩で動くことになる。わたしはできるだけ騎獣を小型化して付いて行かなければならない。


「うぅ、くっさぁ〜……」


ローエンベルクが火山ということを知ってから覚悟はしていたけれど、すでに硫黄いおう臭がしている。顔を歪めているダームエルを見てもわかるように臭いがひどい。それも、これから入らなければならない裂け目の奥から臭ってきている。


「そのうち慣れる。諦めろ」


臭いが気にならなくなる薬もあるが、それを使うと魔獣の接近に気付きにくくなるため使えないらしい。フェルディナンドも嫌そうに顔を歪めていたが、先頭に立ってさっさと洞窟へ入った。続いてブリギッテ、わたし、ダームエル、エックハルトの順番で続いていく。皆がごつごつした岩に手をかけて、短い斜面をゆっくりと降りているところを、わたしはレッサーバスでひょいっと飛び降りた。


「勝手に先に降りるな。何がいるかわからないのだぞ、馬鹿者」


「ごめんなさい」


地上の明かりが届く場所はそれほど長くは続かない。すぐに光がなくて、足元が見にくくなる。それと同時に、空気の対流もなくなるようだ。斜面を下りた途端、急に周囲の湿度が上がってじっとり湿った空気になった。


「これから先は明かりがなくなる。これを使いなさい」


平らになったところに全員が降り立つと、フェルディナンドが腰に下げている薬入れを一つ取り出し、目薬のように自分の目に液体を入れた。それをエックハルトに手渡す。エックハルトも同じように目に入れた。ぐるりと全員に回った後、フェルディナンドが「ほら、ローゼマイン。目を開けろ」と言って、目薬を差し出される。


「わたくし、目薬は苦手なのです」


「ここを歩くためには必要な物だ。苦手も得手もない。エックハルト、押さえつけろ」


無理やり目をこじ開けられて、液体を注がれた。薬の中に何が入っているのか、目がジンジンすーすーする。鼻の奥がツーンとするような匂いがして、喉の奥が苦くなった。


「……うぇぇ、この目薬、苦いですよ。味の改善を要求します」


「目薬で何故味がするのだ？　馬鹿なことを言っていないで先に進むぞ」


……馬鹿じゃないよ！　ホントに味がするんだから！


怒ってはみたものの、目薬で味を感じる人と感じない人がいることは知っている。フェルディナンドは感じない人なのだ。わかり合えるはずがない。


目薬は暗い中でも視界を確保するための魔術具だったようで、ここを進むのに必要だというフェルディナンドの言葉は本当だった。視界が茶色いというか、暗いオレンジというか、夜中に豆電球を点つけているような感じだけれど、全く見えないわけではない。


しばらく進んでいると途中で泉があった。硫黄臭のする泉は温泉ではないだろうか。小休止をするというので、わたしは泉に近付いて手を突っ込んでみたくなった。


「泉に手を突っ込んでもいいですか？」


「勝手な行動をするな、この馬鹿者。泉の中に何か魔物がいたらどうする？　だいたい手を入れてどうするつもりだ？　汚れたならば洗浄の魔術を使うから騎士の誰かに言いなさい」


「……いえ、手を洗いたいわけではなくて、温かかったら、お風呂みたいに入りたくなるなぁ、と思っただけです」


……温泉だと思えば、普通は入ってみたくなるでしょう？


しかし、わたしの意見は鼻を鳴らして一蹴いっしゅうされた。


「このような臭い湯に入ってどうするつもりだ？　全身が臭くなるぞ。それに、リーズファルケの卵は最奥の泉にあるのだから嫌でも入れる。もう少し待ちなさい」


「え？　卵が温泉で温められているのですか？」


……それって、つまり、温泉卵？


わたしの脳内で今回のミッションが神の怒りを鎮める鳥の卵を盗んでくるのではなく、温泉卵を手に入れるというものに変わった。


「フェルディナンド様、リーズファルケの卵はもしかしておいしいのでしょうか？」


温泉卵の味を尋ねると、フェルディナンドは理解不能なものを見る目でわたしを見下ろした。


「は？　薬の素材だぞ。魔力を注いで魔石に変化させるのだ。食料ではない」


「そ、そうでしたね」


……むぅ、残念。ちょっと食べてみたかったな。






小休止は終了し、どんどんと奥に向かって進んでいく。それにつれて温度も湿度もどんどん上がっていく。梅雨時の部屋から、風呂場の脱衣場、そして、温泉の大浴場へ移っていくような感じで体感温度と湿度が変化していった。


「暑い、ですね」


「さもありなん」


二回目の小休止では全身鎧を着ていて暑さを感じないフェルディナンドに涼すずしい声でそう返された。レッサーバスで移動しているのに、わたしが一番へろへろになっている。


「氷室に入れてあるタオルを首に当てておきなさい」


「はひ……」


わたしは昨日の夜に準備した冷やしタオルで顔を拭ぬぐって首にかける。ひんやりとした感触に、のぼせたようになっていた頭が少ししゃっきりした。


この辺りでは完全に温泉になっているようで、泉から湯気が出ているのがわかる。先程泉に手を突っ込もうとして叱られたのが間違いではなかったようで、温泉の中には眠っている爬虫類はちゅうるいっぽい何かがいた。


「襲ってこなければ放置で良い。ここでは極力殺さないようにしなければならぬ」


「何故ですか？」


「ここにいる魔物は魔力をローエンベルク山から得ている。そのため、魔物を狩りすぎると山の魔力の消費量が減る。そうすると、山に魔力が溜まりすぎ、ライデンシャフトの怒りとして火が噴き出してしまうのだ」


ユストクスは卵を得る時に魔物も倒していたのだろう。そうでなければ、フェルディナンドがこれほど詳しく知っているはずがない。


「リーズファルケの卵も魔物と同じだ。ここの魔力と熱で孵る。だから、今回は卵とほぼ同じ大きさの火属性の魔石を一つ、それから、大きさは不揃いだが、火属性の魔石を複数準備している。どれもこれも魔力が空になっている物だ」


フェルディナンドが腰に付けられている革袋に視線を向けた。ごつごつとした膨らみからも、中に魔石が入っているのがわかる。


「魔力が空っぽの魔石が何の役に立つのですか？」


「魔力のなくなった魔石を属性の強い場所に置くと魔力が戻る。今回はその性質を利用して、卵を奪うのだ」


「卵を取る以上、同程度の魔力を吸収する物を準備しなければならないということですね？」


そういうことだ、と頷いてフェルディナンドが動き出す。出発するらしい。わたしは氷室の中に温くなったタオルを入れて、冷えたタオルと交換した。






それからまたしばらく歩き、息苦しいほどの暑さと湿度になった。硫黄臭には鼻が慣れたようだ。臭いとは思うけれど、それほど気にならなくなる。それでも暑さには慣れようがなかった。もうお風呂というよりはサウナだ。息をすると肺まで熱気が入ってきて息苦しい。


「あの奥だ。親鳥が出てくるまで待機する」


フェルディナンドが奥に暗い穴が開いているのを指差してそう言った。親鳥が餌えさを探しに飛び立った隙に卵を取ってこなければならないのでスピード勝負になるらしい。体力とスピードには全く自信がない上に、熱気で体力をすでに削られているわたしだが、大丈夫だろうか。


そんなことを考えながらしばらく待つ。待つだけでも体力をガリガリと削られていくような熱気の中、周囲の魔物達を刺激しないように静かに待った。


どれだけ待ったのか、自分ではよくわからない。わたしは長かったと思ったけれど、それほどの時間でもなかったのかもしれない。バサバサと翼が振るう音が奥から響いてきた。それが遠ざかっていくのを聞いていたフェルディナンドがすっくと立ち上がる。


「行くぞ」


奥の穴に向かって駆け出した瞬間、横の泉の水面がゆらりと揺れて、何かが飛び出してきた。目薬のせいでオレンジのように見える視界の中でも、まるで燃え上がっているように赤く見える。フェルディナンドと同じくらいの大きさの、オオサンショウウオとエリマキトカゲを足して二で割ったような魔物が、自分の卵を守ろうとするように行く手を阻んだ。


「あなたの卵は狙ってないから道を開けてほしいのですけれど！」


もちろん魔物相手に言葉が通じるはずもない。相手は完全に臨戦りんせん態勢になっている。多分今までの強敵に比べると、フェルディナンドやエックハルトにとっては倒してしまうのは容易たやすいに違いない。けれど、ここでは倒さない方が良いと言っていた。


「エックハルト、採取方法は覚えているな？　ダームエル、其方はリーズファルケの監視だ」


フェルディナンドがトカゲと睨み合ったまま、片手で素早く腰に付けていた革袋を取り外し、エックハルトに向かって放り投げる。


「私はこれを倒さぬように捕えておく。其方等は急いでリーズファルケの卵を取ってこい」


「はっ！」

            





リーズファルケの卵


フェルディナンドから受け取った革袋をエックハルトは腰のベルトに素早く結び付ける。魔石と魔石がぶつかり合う、少し高い音が耳に届いた。


「ローゼマイン、ダームエル。フェルディナンド様がアイデロートを捕えたら即座に動くぞ」


低く響いたエックハルトの言葉に皆がコクリと頷く。わたしはレッサーバスのハンドルをぎゅっときつく握りしめた。視線の先ではフェルディナンドがシュタープを取り出し、アイデロートに向けている。武器を向けられた瞬間、アイデロートがくわっと口を大きく開けて炎を吐き出した。


「ひゃっ!?」


アイデロートの口からぶわっと吐かれた炎は大道芸人が吐き出した炎のようで、それほど大きくもなければ、射程しゃてい距離も短かったけれど、威嚇いかくという意味では十分だった。わたしは思わず炎を避けようとして片腕を顔の位置に上げて、ぎゅっと目を瞑つぶる。


「ゲッティルト」


次の瞬間、キンと硬質な音が響き、「ぐげぇっ！」という魔物の悲鳴のような低い声が聞こえた。わたしが腕を下ろして目を開けた時には、アイデロートは数メートルほど吹き飛ばされ、急いで態勢を立て直していた。


どうやら炎で驚かせて、体当たりで攻撃するつもりだったようだが、フェルディナンドが盾を作り出す方が速かったらしい。フェルディナンドはシュツェーリアの盾を裏返すように使って、再度突進して来ようとしたアイデロートを捕えた。去年のシュツェーリアの夜にわたしがゴルツェを捕えた時と全く同じだ。ただし、わたしと違って魔力の扱いが上手くて慣れているらしいフェルディナンドは、徐々にシュツェーリアの盾を小さくしていく。


「行け！」


シュツェーリアの盾を維持するフェルディナンドの横を通り過ぎ、盾の中に閉じ込められて暴れるアイデロートの横を走り抜けて、わたし達は奥の泉を目指す。


「神官長、もう一匹来てます！」


バックミラーに映ったもう一匹のアイデロートを発見したわたしが後ろに向かって叫ぶと、「問題ない」という力強い言葉が返ってきた。






細い通路を駆け抜けると、少し開けた場所に出る。そこには今まで移動してきた洞窟とは全く違う光景が広がっていた。


周囲が目薬による暗いオレンジに染まる中、その泉だけが青白く、ほんのりと光っている。彩度さいどの高い青の水面からは白い湯気がゆらゆらと揺れながら立ち上り、その湯気で視界がうっすらと白く煙って、光景をより幻想的に見せていた。


コポコポ、コポコポ……と微かな音を立てて、地下からお湯が湧き出ているのがわかる。あちらこちらから湧き出ているのか、水面はずっと複雑に揺れていた。わたしがゆらゆらとしている水面を覗くと、見えるか見えないかというくらいにうっすらと卵の輪郭りんかくが見える。十個近くの卵が固まって置かれているようだ。


「あれがリーズファルケの卵だ」


泉を指差してそう言ったエックハルトの言葉に、同じ物を見ていたわたしもコクリと頷く。


「他の者の魔力を混ぜるわけにいかないので、ローゼマインが取ってこなければならない。それは他の素材と同じだ。わかるな？」


「……はい。でも、この中に入るのですか？　すごく熱そうなのですけれど」


温度計を持っていないので、何度とハッキリ調べることはできないけれど周囲の熱気だけで、普段入っているお風呂より熱いことくらいはすぐにわかる。


「このまま入れるわけがないだろう」


エックハルトは苦笑気味にそう言いながら手甲てっこうを外し、ダームエルに向かって投げると、代わりに魔力を遮断するための革の手袋をぎゅっとはめた。それから、先程フェルディナンドから預かっていた革袋を手にして、巾着きんちゃくのようになっている網をずるりと取り出す。網の中にはたくさんの魔石が詰まっていた。フェルディナンドが言っていた魔力が空っぽになっている魔石だろうか。一見した感じでは網に詰められて売られていたみかんに似ている。


エックハルトは巾着の紐部分を手首に引っかけ、革袋の中から拳よりも少し大きな魔石を一つ取り出すと、卵のある辺りを目がけて投げ込んだ。ボチャンと鈍い音がしたかと思うと、エックハルトは魔石の網を手首に引っかけたまま、鎧のまま泉に入り始めた。


「エックハルト兄様？」


「魔石が熱を吸収しているから、そろそろ入れるはずだ。来なさい、ローゼマイン」


わたしはエックハルトに言われるまま、泉にそっと指先を入れてみた。ちょっと熱いお風呂くらいの温度になっている。


……わぉ！　魔石、すごい。


「この泉の温度が下がるのは、魔石が魔力を吸収している間だけだ。魔力が満たされると、泉の温度はまた上がる」


わたしが服のまま温泉に入るのを躊躇っていると、エックハルトがグイッとわたしを抱き上げて温泉の中に入っていく。あっという間にわたしは足がつかない深さになり、エックハルトの腕にしがみついた。


……わぁお、いいお湯〜。


温度が程良い感じだけれど、はふぅと満足の息を吐くにはふわふわとお湯に揺れる服が邪魔だ。いっそ裸になって温泉に入りたいけれど、さすがにそんなことができる立場ではないし、魔石に魔力が満たされたら温度が上がるような温泉には悠長に浸つかっていられないだろう。残念すぎる。


足元に卵のある場所までくると、エックハルトの肩辺りの深さになっていた。


「ローゼマイン、同時に座る形で潜もぐるからすぐに卵を取るように」


「はい」


「大きく息を吸って……」


息を大きく吸った次の瞬間、エックハルトがしゃがむ動きに合わせて、わたしの体はドブンと勢いよく沈められた。そのままエックハルトの足元へ潜る。お湯が白っぽくやや濁にごり、ゆらゆらとして視界が悪い温泉の中、わたしは一番近くにあった卵を手に取った。ダチョウの卵くらいの大きさがあるのではないだろうか。わたしには両手でなければ持てない大きさの卵だ。妙なマーブルカラーで食べるには一瞬躊躇ちゅうちょしてしまう色をしている。食べる物ではないので全く問題ないけれど。


……よしっ！　採取完了。


振り返ってエックハルトに頷くと、エックハルトはわたしの脇をつかんでいた手に力を入れて、ぐわっと立ち上がる。浮かび上がる途中、お湯の中で何かが近付いて来るのが見えた。わたしが浮かび上がるのに付いてきているようだ。


ぷはっと水面の上に顔を出すと、小さい猿がぷふっと水面に顔を出し、人懐ひとなつっこい感じで目をくりくりさせて、すいすいと泳ぎながら近寄ってきた。


……子猿？


可愛いかもしれない、とほんのちょっと思った次の瞬間、キラリと目を光らせてリーズファルケの卵を目がけ、子猿がひゅっと前足を出してきた。


「ローゼマイン！」


エックハルトがグイッと引き寄せてくれたおかげで、猿の前足は届かず、卵は無事だった。


「それはバートアッフェという魔獣だ。ローゼマイン、今回は絶対に卵を盗とられるな！」


大して強くはないが、ここで殺してしまうわけにはいかないと、エックハルトは左腕にわたしを抱え、右手で温泉を掻き分けるようにして、即座に岸に向かって大股で歩き始める。


「バートアッフェは群れで行動する魔獣だ。一匹見つけたら、三十匹はいると思え！」


まるで麗乃時代のわたしの天敵の一つ、黒い悪魔のようではないか。エックハルトの言葉にバートアッフェに対する嫌悪感がいや増した。同時に、せっかくわたしの魔力で染めたリュエルの実を魔獣に盗られたことを思い出す。


……絶対に渡さない。これはわたしの温泉卵だもん。


わたしは卵をぎゅっと抱え直して、バートアッフェを睨みつけた。卵を取り損なったバートアッフェは顔を醜みにくく歪ませ、歯を剥き出しにしながら、わたしとエックハルトを追いかけて泳いでくる。わたしを威嚇してくるその顔には先程の可愛げなど欠片かけらもない。


「ふきーっ！　うきーっ！」


少しでも強く見せるつもりなのか、バートアッフェは先程と違ってバシバシと水面を叩くように泳ぎながら、卵を狙ってくる。全く諦める気のない敵にわたしは段々苛立ってきた。


「これはわたしのっ！」


バートアッフェは「うきーっ！」と威嚇しながら、またしても前足を伸ばしてくる。今度は卵ではなく、わたしに対して攻撃してきた。わたしは卵を守るために胸に抱えると、怒りに任せて「むきーっ！」とバートアッフェに力一杯魔力を叩きつけて威圧した。まさか反撃されると思っていなかったのか、魔力を叩きつけられたことに驚いたのか、バートアッフェが目を大きく見開く。硬直したその表情に、わたしは勝利を確信した。


……ふっふっふ、驚いたか？　わたしもやる時はやるのだよ。


わたしが勝ち誇ってバートアッフェを見ていると、バートアッフェは口から泡を吹いて、ぷこっと温泉に浮かんだ。


……しまった。やりすぎた!?


あわあわと周囲を見回すと、わたし達が入ってきた入り口とは対岸にある穴からたくさんのバートアッフェが歯を剥き出しにして泉に飛び込んでくるのが見えた。よくよく見てみると、温泉の中には複数の影があってこちらへ向かって泳いできている。


「エックハルト兄様！　バートアッフェがたくさん来ます！」


「予想はしていた」


「エックハルト様、リーズファルケが！」


リーズファルケの監視をしていたダームエルがそう叫んで上を指差した。はるか上の方にある穴から猛禽もうきん類のような形の、かなり大きな鳥が急降下してくるのが見える。体の大きさの割に太くて大きな足とぐるりと勾玉まがたまのように曲がった鋭い爪やくちばし、獲物を見つけた鋭い目をしているのがわかった。


フェルディナンドが捕えているアイデロートやたくさん向かってくるバートアッフェより、今飛んでくるリーズファルケが一番強そうだ。そんなリーズファルケが卵を抱えたわたしを敵だと認識している。真っ直ぐにこちらに向かって飛び込んでくる勢いからもそれがわかって、思わず息を呑んだ。

            





    
  
  




「くっ！」


エックハルトはぷこっと浮いているバートアッフェを空いている右手でむんずとひっつかむと、力一杯リーズファルケに向かって投げつける。


「がぼべっ！」


左腕で抱きかかえられていたわたしは反動で温泉に沈むことになったが、投げつけられたバートアッフェを回避したリーズファルケが一度様子を見るように舞い上がったので、よしとしよう。文句は言うまい。


……ものすごく鼻の奥が痛いけど、許すよ。


一度舞い上がったリーズファルケは、岸に上がったわたし達と、卵の真上辺りの水面に浮かび上がってきて「きーきー」とわめきながらジタバタともがいて撤退てったいを始めたバートアッフェを見比べるように旋回せんかいし、まさに今卵を狙っているバートアッフェに狙いを定めたように急降下し始めた。


「げほっ、ごほっ……」


岸に上がったエックハルトは、鼻から温泉を垂らしながら咳き込むわたしを騎獣の中に放り込むと、魔石の入った網や革手袋を次々と投げ入れていく。ダームエルに持たせていた手甲を付け直しながら「走れ！」と怒鳴り、エックハルト自身も走り出した。


いくら鼻の奥が痛くても悠長に鼻をかんでいる時間はないので、わたしは卵を自分の革袋に入れると、急いでハンドルをつかんだ。緊急事態なのでシートベルトも後回しだ。細い通路の警戒をしていたようで、先頭を走っているブリギッテの後ろに付いていくように指示された。






細い通路を抜けてフェルディナンドのところへ戻ると、フェルディナンドはシュツェーリアの盾を一度に数個発動させて、アイデロートを五匹ほど捕えていた。同じ盾の中に閉じ込められたアイデロートはお互いを敵と認識して攻撃しあっている。わたしがゴルツェを捕えていた時は逃げられないように必死だったのに、フェルディナンドは別々に五匹も取り押さえている現状で余裕綽々よゆうしゃくしゃくの顔をしている。


「首尾しゅびは？」


わたし達が戻ってきたのに気付いたフェルディナンドの問いかけに、先頭を走っていたブリギッテが「無事完了いたしました」と即座に答えた。後ろから駆けてきたエックハルトが更に現状の報告をする。


「奥の泉にリーズファルケが帰還。卵を狙ったバートアッフェに向かっているのを確認して撤退しましたが、ローゼマインが卵を盗んだことを認識されています。リーズファルケがこちらに向かってくる可能性があります」


奥の泉の現状を聞いたフェルディナンドがきつく眉を寄せて通路へ視線を向けた。


「ここで盾を展開している以上、魔力を嗅ぎつけてくる可能性は高そうだ。可及かきゅう的速すみやかに撤退した方が良いな。私はこの場でギリギリまでアイデロートを抑える。其方等は先に行け！」


「はっ！」


フェルディナンドの言葉に頷いたエックハルトが、今度は先頭になって出口を目指して走り出した。アイデロートを捕えているフェルディナンドが殿だ。来る時には小休止を数回取りながら歩いてきた道程みちのりを今度は休みなしに直ひた走る。わたしは騎獣に乗っているだけだからまだ良いが、自分の足で走らなければならない皆は大変だ。この狭い通路では騎獣を大きくして皆を乗せてあげることもできない。


「大丈夫ですか、ブリギッテ？　わたくしが乗せられるとよかったのですが」


「お気になさらないでくださいませ」


「余計な口をきくな。無駄に体力を消耗するぞ」


後ろからフェルディナンドの叱責が飛んできた。わたしはブリギッテと顔を見合わせて口を閉ざすと、ひたすら走った。


もう追いかけてくることはないだろう、とフェルディナンドが判断して足を止めたのは、出入り口に程近いところだった。わたしが鼻をかんで顔を拭いている間に、どうせ休憩するならば洞窟から出てから昼食を摂とろうという結論になったらしい。洗浄の魔術で目薬を洗い流し、出口を目指す。小休止もなく、駆け抜けた騎士達はさすがに荒い息を繰り返していた。






外に出たら、いきなり世界に色が戻った。明るくて眩しくて緑が広がる光景に、とても新鮮な空気が広がっている。夏らしい暑さはあるけれど、空気はカラッと乾いていて硫黄臭がしない。それだけで素晴らしいと思える。


洞窟を出たので、他の皆が騎獣を出して、野営した辺りへ移動した。少し遅い昼食のために皆がお湯を沸かしたり、携帯食料の準備をしたりしている間、わたしは一人だけ騎獣の中でぐってりとしていた。温泉から出て、碌に体を拭くことも着替えることもできないまま、逃亡を最優先にしていたため、あっという間に風邪を引いたようだ。頭がぼーっとする。心配するブリギッテに洗浄の魔術で体も服も整えてもらったけれど、妙な悪寒おかんは止まらない。首筋がぞわぞわして、全身に鳥肌が立つような感じがし始めた。


「ほら、ローゼマイン。食べなさい。食べなければ薬が飲めぬ」


朝と同じ携帯食料をフェルディナンドに差し出された。食欲がないので食べたくはなかったけれど、薬を飲まないと回復しない。仕方なく一口食べると、何故か朝よりもおいしい気がした。どろどろのお粥かゆっぽい感じなので、体調が悪い今はおいしく感じられるのだろうか。


「……この携帯食料、朝よりおいしいです。不思議」


「だから、朝は君が湯を入れすぎたと言っただろう？　我々の半分も食べないくせにお湯は同量入れていたではないか。味が薄くて当然だ」


「そういう意味だったのですか。同じだけ入れたはずなのに、神官長は何を言っているのかと思っていました。今回は適量をご存知の神官長が作ってくれたからおいしいんですね。ありがとう存じます」


わたしがへらっと笑ってお礼を言うと、フェルディナンドはハァ、と疲れたような息を吐き、自分の食事を食べ始めた。


「……ふ……ふぇ、ふぇくしゅん！」


「想定内だ。問題ない」


そう言って苦すぎる薬を取り出したフェルディナンドに無理やり飲まされた。「想定内でも問題はあるでしょう」と返す気力はもうない。疲れた。


誰の目から見ても明らかに熱が出ているとわかる状態になってしまったわたしは、皆が休憩できるように騎獣を大きくすると、運転席のシートを倒して横になった。「ローゼマイン様、これで少しは楽になりませんか？」と心配顔のブリギッテが氷室で冷やしていたタオルを額に載せてくれる。ブリギッテの優しさが身に染みた。不調は薬を飲んで無理やり立て直すフェルディナンドや、風邪を引いたら「軟弱な」とボニファティウスに追い回されていたらしいエックハルトには思いつかないだろう優しさに涙が出そうだ。


「エックハルト、革袋はどこだ？」


「申し訳ございません、フェルディナンド様。ここにございます」


騎獣の中に放り出されていた魔石の網を片付け、投げ入れられたままの革手袋をエックハルトに向かって「片付けろ」と投げつけていたフェルディナンドは、助手席に置かれているわたしの革ベルトに目を留めた。ベルトから採集袋を外して、わたしに差し出す。


「薬が効くまでは動けぬ。どうせならばリーズファルケの卵を抱えて寝ていなさい。君の魔力に満ちた騎獣の中ならば、染めるのにそれほど時間はかからないだろう」


病人相手にも効率を要求するフェルディナンドから、わたしは溜息混じりに採集袋を受け取ると、リーズファルケの卵を取り出して抱えた。


「神官長、後は秋のリュエルの実だけですね。今度こそ絶対に採ります」


去年の失敗を思い出してわたしがむぅっと顔をしかめていると、フェルディナンドも嫌そうに顔をしかめてわたしを睨んだ。


「当然ではないか。私は二度も失敗するつもりなどない。必ず採らせるから、今はおとなしく寝るように。君が回復しなければ、ここから動けぬ」


「はい。おやすみなさい」


リーズファルケの卵を抱えて、魔力を注ぎながら寝ていたら、熱が下がった時には卵は青い魔石になっていた。

            





手押しポンプ


夏の素材の採集も無事に終わって神殿に戻り、また寝込んで、やっと熱が下がった。朝食を終えて、本日の予定についてフランと話をしていると、フェルディナンドとわたしが共に数日間留守にした上に、わたしが寝込んでいたため仕事が積み上がっている、と言われた。


「数日の留守で仕事が溜まるのも困りますよね。カンフェルかフリタークが早く神官長の代わりをできるようになってくれると良いのですけれど……」


ハァ、とわたしが溜息を吐くと、護衛をしていたダームエルが苦笑しながら首を横に振った。


「ローゼマイン様、それはさすがに高望みが過ぎるかと……。フェルディナンド様の代わりは他の貴族でも簡単にできるものではございません」


「……そうですね。わたくしも神官長の代わりをするように、と言われれば困りますもの」


一人でフェルディナンドの代わりをすることが無理なのは明らかだけれど、せめて複数人で仕事を分担すれば神殿が何とか回るように鍛えておかなければならないと思う。フェルディナンドが還俗してしまった以上、神殿を離れる回数は今まで以上に増えるはずだ。






今日はプランタン商会からベンノとマルクがやってくるので、わたしは昼食を終えるとすぐにフランとモニカとニコラと一緒に孤児院長室へ移動した。プランタン商会を通せるように孤児院長室の隠し部屋の準備をしてもらうため、扉に手をかざして魔力を通そうとしたところで大変なことに気が付いてしまった。


……どうしよう!?　ギルがいない！


下町時代のわたしとベンノ達の関係を知っていて、態度を崩しても問題のない側仕えはギルとフランだけだ。だが、フランは隠し部屋に関してとても嫌な思い出があるようで、隠し部屋に近付くと顔が強張る。「どうしても付いてきてほしい」と言えば死を覚悟したような顔でわたしの要求を叶えてくれるだろうけれど、そんな強要はしたくない。


「ローゼマイン様、隠し部屋の準備をするのではないのですか？」


一旦向かおうとして足を止めたことで、フランが訝いぶかしげに問いかけてきた。わたしは一瞬言葉に詰まり、へらっと笑って誤魔化す。


「今日は……こちらでお話しようか、と」


「……ギルがいないのですから、私がお伴ともいたします」


「フランの気持ちは嬉しいですけれど、無理する必要はありません」


わたしが首を振ると、フランは少しばかり無理していることがわかる、平静を装った顔で「ローゼマイン様、お手数をおかけいたしますが、私の苦手克服こくふくにご協力ください」と言った。


「ローゼマイン様が領主の養女であるために努力しているのですから、筆頭側仕えである私がいつまでも同じ場所で足踏みしているわけにはまいりません。苦手な場所も克服したいのです」


何を言ってもやるのだとフランが意地を張るならば「しなくてよろしい」と即座に却下できるけれど、「協力してください」と頼まれると却下できない。


「では、協力しますけれど、気分が悪くなったらすぐに言うのですよ？　こちらでもお話をしようと思えばできるのですし、無理しても良いことなどありませんからね」


苦笑するように「かしこまりました」と頷くフランの後ろで、ニコラが「何だかいつもと反対ですね」とクスクス笑った。






わたしが隠し部屋の掃除の邪魔にならないように、二階のテーブルには書類とお茶が準備されている。側仕え達が掃除をしている間、わたしはお仕事をしなければならないようだ。


しかし、お茶を飲んでは少し振り返るようにして、わたしは隠し部屋の様子を窺っていた。最初にモニカが隠し部屋の扉を大きく開け放ち、中に入って掃除を始める。ニコラも同じように隠し部屋に入っていった。そんな二人に続いて扉の前にフランが立つ。やっぱり顔色は良くない。わたしがそわそわしながらフランの様子を窺っていると、視線を感じたのかフランがこちらを振り返った。目が合うと、フランは小さく笑みを浮かべる。


「大丈夫そうです、ローゼマイン様」


最初に隠し部屋に踏み入る時には青ざめた硬い表情をしていたけれど、一度入って出てきたフランは普通の顔になっていた。平然とした顔で掃除をしたり、お茶の準備をしたりと動いている。フランは感情を隠すのが上手いので、辛いのを必死に隠しているのではないか、とわたしは椅子から身を乗り出すようにして、掃除したりお菓子を運んだりするフランを見ていた。


すると、次にフランと目が合った時、今度は笑いを堪えるような顔をされてしまった。


「本当に大丈夫ですから」


……むぅ、本当は無理してるんじゃないかなぁ？


疑いの目でフランを見ているうちに、門で待機していたフリッツがベンノとマルクを連れてきた。貴族の挨拶を交わして隠し部屋へ入る。やっぱり心配でフランの様子を見ようと少し頭を動かした瞬間、「よそ見をしてはなりません」とフランに軽く肩を押さえられた。いつものフランの反応だ。


……うーん、本当に大丈夫みたい？


隠し部屋に入っても顔色を変えることなく、フランはベンノ達にお茶を出している。わたしもフランの淹れてくれたお茶を飲んだ。動揺や緊張は欠片もない、いつもの味だった。


「ザックからの伝言だが、井戸用ポンプの試作品ができたと言っていた。俺にはよくわからんが、お前が変則へんそく的な注文をした物だろう？」


「え？　試作品ですか？　設計図じゃなくて？」


わたしが目を瞬かせると、ベンノは顎に手を当てながらザックの言葉を思い出そうとするように視線をゆっくりと巡らせる。


「お前に言われた通りの原理を組み込んでみたものの、本当に水が汲めるのかわからなくて、試作品を作ったらしい。すでにザックのヴェルデ工房が使う井戸に設置して、何度か改良されていると聞いたぞ」


「もう試作品ができているなら広がるのも早いでしょうか？　手押しポンプの設計図は鍛冶協会に管理してもらって、鍛冶職人だったら誰にでも作れるようにしたいんですよ。一つの工房が独占するには利益が大きすぎるし、水汲みに苦労しているのは皆同じですからね。できるだけ早く下町に広げたいです」


ザックの手押しポンプはなるべく単純な設計にしてもらえるように頼んだ。ヨハンでなければ作れないような繊細な物が一部使われているけれど、できるだけ多くの人が短期間で作れるものでなければ普及しないからだ。


「また、お前は……利益を考えろ！」


「これでも一応考えてますよ。鍛冶協会に設計図の管理を任せますけど、手押しポンプを無料で広げるわけじゃないんです。一つ作る度に元々の提案をしたわたしと設計図を作ったザックにはお金が入ってくるように、そして、勝手に設計図を使われた場合は鍛冶協会が同じ金額を補償ほしょうするように契約魔術を結ぶつもりなんです」


「ふぅん、なるほどな。鍛冶協会に街のポンプを完全に監視させるのか」


決して無料で広げるわけではないことを告げると、ベンノが納得の声を出した。わたしとしては設計図の使用料を取ることで、後々普及させる予定の著作権という概念を受け入れやすくしたいと思っている。


……口にはしない野望もあるのだ。うふふん。


「そういうわけなので、ベンノさん。鍛冶協会との契約魔術、お願いしてもいいですか？　あ、もちろん契約魔術にかかる費用は払いますよ」


わたしが肝心要の契約魔術のお願いをすると、ベンノは不可解ふかかいそうな顔になった。それから、頭が痛いと言わんばかりに手を挙げて、わたしに向ける。


「ちょっと待て。無関係の俺がそんな大規模な契約魔術を取り仕切るのはおかしいだろう？」


「でも、契約魔術を使える知り合いってベンノさんくらいしかいませんけど」


わたし自身が結んだ契約魔術は全てベンノに仕切ってもらった。商売をする上での契約魔術を行うのはベンノ以外に頼めない。


「……俺じゃなく、お前の養父様に頼め」


「え？　養父様？」


「契約魔術を行ったら、どうせ領主様にも申請しなければならない。それに、新しい物は上から流行らせた方が良いんじゃなかったか？　後でお前が関わって作った物を平民から広げていたと知られればまずくはないか？」


「……あまり良くはなさそうですね」


エルヴィーラに怒られ、ジルヴェスターに「そんな面白そうな物を隠すつもりだったのか」と頬を突かれる未来図がくっきりと脳裏に思い浮かんだ。


「お前が主導するならば、商人が使う街だけの契約じゃなくて領地に広げられる貴族の契約魔術を使った方が良い。鍛冶協会への睨みも利く。それと、ザックや鍛冶協会の心証を良くするためにも、領主様に手押しポンプを一つ献上けんじょうしておいた方が話の通りは良いと思うぞ」


ベンノも植物紙ができた時は、契約魔術の報告と共に新商品として献上したらしい。


「それが商人のやり方なら従っておいた方が良いですね。じゃあ、ザックには領主に献上する手押しポンプを作るように言っておいてください。ついでに、謁見えっけんすることになれば鍛冶協会の会長にも契約のために城へ同行してもらうので、話を通しておいてくれると助かります。わたしは神官長にお願いして謁見の許可を取りますから」






ベンノから話を聞いたザックとヨハンが「領主様に献上するための手押しポンプだと!?」と泣きそうになりながらポンプを作り始めた頃、わたしはフェルディナンドに手押しポンプができたことを報告して、「聞いていないぞ」と隠し部屋でしこたま叱られていた。


「設計図ができた時点でお話する予定だったのですけれど、もう試作品ができていると言われたのです。水汲みを楽にするための道具ですから貴族には直接関係ないでしょうけれど、平民にはとても喜ばれると思います」


言い訳ついでに、ベンノと話をしていたような利益の取り方や契約魔術についても報告し、ジルヴェスターとの謁見の予約を取ってもらえるようにお願いする。


「早く広げるためには、商人用よりも貴族用の契約魔術で領地全体に広げた方が良いのではないか、とベンノに言われたので、養父様との謁見の予約をしてほしいのです。わたくしと後見人の神官長、設計者のザック、設計図を預かる鍛冶協会の会長の四人を予定しています」


「確かに少し聞くだけでも大規模になりそうだ。だが、領主に話を通す前に、その製品がどのような物か確認したい。まず、私に見せるように鍛冶協会には言っておきなさい」


「わかりました」






ベンノを通してフェルディナンドの要望を伝えてもらった結果、ヨハンの工房が使っている井戸に設置する予定だった試作品二号が神殿へ運び込まれることになった。取り付けつつ、ザックとヨハンが説明するらしい。


「では、こちらの井戸に取り付けていただきますね」


わたしの言葉に、連れてこられた何人かの鍛冶職人は、口をきくのも怖いと言わんばかりに黙々と神殿の井戸に手押しポンプを設置し始めた。わたしは、そぉっと職人組に入ろうとしているヨハンの腕をつかみ、設計図を持ったまま緊張で固まっているザックの手を取る。


「神官長、彼等がわたくしのグーテンベルクで、印刷に関わる道具の設計や製作を担ってくれている鍛冶職人です」


わたしが胸を張って二人を自慢すると、軽く目を見開いた状態で動揺と混乱が顔に出ている二人をフェルディナンドはとても気の毒そうな目で見下ろした。


「……ローゼマインに振り回され、これからも大変だろうが、励みなさい」


「は、はいっ！」


「設計図があると言ったな？　見せてくれ」


ガチガチに緊張しているザックが設計図を広げ、フェルディナンドに手押しポンプの原理を説明していく。なるべく丁寧な言葉を喋ろうとするあまり、ところどころ変だったり、噛んだりしながら頑張っている。それを横目で見ていた口下手なヨハンはこそこそと職人組に入って、黙々と取り付け作業を始めた。


「……ほぉ。これを動かすと、これが動いて弁が開くのか。何故こうなる？」


研究者肌のフェルディナンドは、新しい道具や今まで知らなかったらしい原理を前に、生き生きしている気がする。ザックの言葉がおかしいことなど気にも留めずに質問を繰り返しているが、質問されるザックの方はもういっぱいいっぱいの顔になっていた。


「えーと、シンクウ？　状態を作り出すことが必要で？……ローゼマイン様の説明を聞いて、それで私がっ……なるべく単純な作りになるように、と言われましてっ！……隙間を作らないため、この部品だけはヨハンの腕がいるのですが……原理についてはローゼマイン様にお願いします」


とうとうザックはわたしに丸投げしてきた。わたしもフェルディナンドの質問攻撃に耐えられるほどの知識はないのだけれど。


「ローゼマイン様、完成いたしました」


「では、呼び水を入れて。実際に動かしてみてください」


ヨハンが呼び水をザバッと入れてギッコギッコとハンドルを動かした。何度か動かすと、水口から桶おけに向かって水がドプドプと音を立てて流れ込む。


「ほぉ……」


「以前よりもずっと楽に水が汲めます。……せっかくだから、女の子に挑戦してもらいましょうか。モニカ、ポンプを動かしてみてちょうだい」


「は、はい。かしこまりました」


指名されたモニカが皆に注目されて緊張した面持ちでポンプの前に立ち、ハンドルに手を伸ばした。んっ！　と力を入れてハンドルを動かせば、すぐに水が出てくる。ドッと出てきた水に驚いたようにモニカがハンドルから手を離し、目を丸くして桶の水と自分の手とポンプを交互に見た。その後、取り付けた職人達に賞賛しょうさんの視線を向ける。


「こんなに簡単に水が出るなんて……すごいです。水汲みがとても楽にできます」


モニカの動きを見ていたフェルディナンドが、ふむ、と頷いた。


「なるほど。素晴らしい出来だ。これは確かに領主への報告が必要だな。謁見の予約はしておこう。領主に贈るに相応しい物を作るように」


お褒めの言葉よりも、フェルディナンドにプレッシャーをかけられたことが頭を占めたらしいザックとヨハンは真っ青になりながら何度も頷き、神殿から退出していった。

            





    
  
  








「謁見日が決まりました。当日は二の鐘が鳴った後、工房を開けてから神殿に来てもらってください。わたくしと神官長が一緒なので、緊張はするかもしれませんけれど、理不尽りふじんな文官に当たることはないです。安心してくださいって伝えてくださいね」


ベンノを通した伝言はきちんと伝わっていたようで、謁見日当日、緊張の面持ちでザックと鍛冶協会の会長のおじさんが晴れ着で神殿へやってきた。献上する手押しポンプの取り付け係の職人達も皆が強張った顔をしている。


「ポンプが大きいので馬車では運びにくいですね。わたくしの騎獣を使いましょうか？」


「……本来騎獣は荷物運びをするための物ではないのだが、君には何を言っても無駄だな。今回はアウブ・エーレンフェストへの献上品だから、まぁ、よかろう」


ちゃっかりとわたしの騎獣に荷物を載せるフェルディナンドには言われたくないことだ。とりあえず許可が出たので、わたしはレッサーバスを出し、手押しポンプを載せてもらう。職人達にもまとめて乗ってもらった。ものすごく不気味そうにレッサーバスを見回しながら、皆怖々という顔で乗っていく。


……貴族と同乗なんて怖いだろうけど、我慢してね。


フランが職人達にシートベルトの締め方を教えて回り、レッサーバスから降りた。


「いってらっしゃいませ、ローゼマイン様、神官長。お早いお帰りをお待ちしております」






ダームエルの騎獣が先導する形で領主の城へ出発する。今回は居住地に帰るわけではなく、公的な謁見をするためなので馬車が通る道を低空飛行で通り、正面玄関に到着した。


「アウブ・エーレンフェストへの謁見だ。それから、こちらが献上品となる。執務室から一番近い井戸に設置させるように」


入ってすぐの部屋にいる文官にフェルディナンドが声をかける。領主の異母弟であるフェルディナンドが手続きしてくれていたので、わたし達はすぐに待合室へ通された。そして、職人達は文官に誘導されて井戸にポンプを持っていく。


「謁見中、ザック達は静かに跪いていてくださいませ。受け答えはわたくしとフェルディナンド様が行いますから」


「かしこまりました」


ホッとしたようにザックと鍛冶協会の会長が胸を押さえた。大商人でもない職人が領主に目通りすることなどない。鍛冶職人の二人がガッチンガッチンに緊張しているのはわかるけれど、契約魔術のためには仕方がないのだ。領主を下町に呼びつけることなどできないのだから。


……しばらく耐えてね。


それほど長く待たされることもなく、わたし達は領主の執務室に通された。ジルヴェスターは領主らしい威厳のある顔で迎えてくれたけれど、新しい物好きの深緑の目は興味と好奇心に輝いている。きっと気のせいではない。


「献上品があると聞いたが？」


「はい。ローゼマインとその専属であるグーテンベルクが手押しポンプを献上したいそうです。ポンプは井戸の水汲みを楽にする道具で、今、城の井戸に取り付けています」


フェルディナンドも真面目で丁寧な態度で説明する。すでに申請していることなので、この言葉のやり取りはただの確認のようなものだ。


「できればこのポンプをエーレンフェストに広げたいと考えていますので、商人用の契約魔術ではなく、アウブ・エーレンフェストの契約魔術を使いたいと存じます」


「……いくら其方等の頼みとはいえ、まずは、実物を見てみないことには何とも言えぬな」


身内でも贔屓はできぬ、とちょっと難しい顔で偉そうなことを言っていても、「さぁ、早く見せろ」と目が雄弁に物語っている。


……わたしは別にいいんだけど、周囲はどう思うんだろうね。


本来は、領主を井戸のところへ向かわせるなんて本当に失礼なのだ。地階は平民の下働きが動く場所で、貴族が歩く場所ではない。下町の森へ出かけたことがあるジルヴェスターには関係のない話に思えるかもしれないが、領主の威厳や建前も放り出すことはできない大事なものだ。


わたしはちらりとフェルディナンドへ視線を向けた。フェルディナンドは「予想済みだ」という顔でほんの少し頷くと、口を開いた。


「実際にご覧いただければ、契約魔術が必要な理由をわかっていただけるでしょう。アウブ・エーレンフェストには大変失礼なことと存じますが、井戸までご足労そくろういただきたく存じます」


「ふむ、其方がそこまで言うならば、実際にこの目で判断するとしよう。案内せよ」


本当は嫌だが仕方がないという顔を作っているが、ジルヴェスターの足取りは軽い。護衛騎士や文官をぞろぞろと引き連れて、わたし達は城の井戸へ移動した。






「こちらでございます」


案内された井戸では職人達が取り付け作業を終えたようで、城の下働きの者達が驚きの声を上げながらポンプを使っているのが目に入った。わたし達の姿が見えると同時に下働きの者達は、蜘蛛くもの子を散らすように去っていき、職人達は少し下がって跪いていく。


ジルヴェスターは跪く職人達の前に立ち、ポンプを見た。


「……これか？」


「そうです。ザック、使い方を見せてちょうだい」


ザックが使ってみせるのをジルヴェスターが食い入るように見ていた。多分、自分でもやってみたくて仕方がないのだと思う。けれど、水汲みを領主にさせるわけにはいかない。使い勝手や商品価値を確認するために、ここに足を運んだだけでも十分な譲歩じょうほなのだ。それがわかっているのでジルヴェスターもうずうずと不満が入り混じった顔をしているけれど、「やりたい」とは口にしない。


「……其方等の言う通り、これを広げるならば契約魔術が必要だろう。このポンプとやらを領地内に広げられるように力を尽くせ」


ジルヴェスターの不満そうな顔が深く考えている難しい顔に見えるので、一見、思慮深しりょぶかい領主に思える。そんなジルヴェスターの言動にザックと鍛冶協会の会長は何やら感じ入ったような顔をしているけれど、完全に騙だまされていると思う。


ザック達が上手く騙されている間に契約魔術を終えた。わたしとジルヴェスターは魔力で書けるペンでサインすれば終了だが、ザックと鍛冶協会の会長は商人用の契約魔術に使うのと同じインクでサインし、血判けっぱんを押さなければならない。


ザックが血判を押した直後、契約書は金色の炎に包まれて消えていく。「うわっ!?」と叫んで、ぎょっと目を見開いたザックが慌てて自分の口元を押さえた。


「これで契約魔術は完了です。手押しポンプが広がり、皆が楽に水汲みできるようになれば良いですね」


設計者を明確にし、設計料を徴収する契約を結んだことで、以後、作られたポンプには設計者であるわたしとザックの名が刻み込まれることになった。

            





ゲオルギーネの来訪


三の鐘が鳴り、フェシュピールの練習を終えて、いつも通りにフェルディナンドのお手伝いへ向かう。神官長室に入った瞬間、フェルディナンドが非常に難しい顔でわたしを呼んだ。


「ローゼマイン」


「はい、何でしょう？」


わたしが首を傾げると、フェルディナンドは顎を動かして説教部屋を示した。怒られるようなことをした覚えはないけれど、この視線と無言で顎を動かす仕草からは、ひんやりとした怒り以外の感情が見えてこない。無条件に「わたくしが悪うございました」と謝りたくなる。むしろ、逃げたい。ギギッと音が出そうな硬い動きでフランを見上げて、視線で助けを求めてみるが、フランにはゆっくりと首を振って拒否された。


……のおおおぉぉぉっ！　誰か助けて。


皆にそっと視線を逸らされながら、わたしは泣く泣く説教部屋に入った。


説教部屋で向かい合って座ると同時に、フェルディナンドにじろりと金の瞳で睨まれる。これはかなりご機嫌斜めだ。ひぃっと息を呑みながら、わたしは姿勢を正した。


「さて、ローゼマイン。私は全く聞いていなかったが、夏の終わりにアーレンスバッハにいるジルヴェスターの姉が来るそうだな？」


「……あれ？　報告していませんでした？」


「聞いていない。重要なことだぞ」


「うぅ、申し訳ございません」


わたしは領主夫妻が戻ってきた時にジルヴェスターの執務室で話した内容をフェルディナンドに伝えた。前神殿長の死亡について神殿から返信してしまったことで、ジルヴェスターが領主会議でいびられたこと、墓参りのためにそのお姉さんがエーレンフェストに来るらしいこと。わたしが話をするにつれ、難しい顔をしていたフェルディナンドが、さらに難しい顔になっていく。


「待ちなさい。何故、彼女が領主会議にいたのだ？」


「何故って……上のお姉様はアーレンスバッハの領主に嫁いだのですよね？　エーレンフェストからはフロレンツィア様が領主会議にいらっしゃるのですから、当然アーレンスバッハからは養父様のお姉様がいらっしゃるのではありませんか？」


フェルディナンドの質問が理解できなくて、わたしはコテリと首を傾げる。フェルディナンドはゆるりと頭を横に振って否定した。


「彼女は第三夫人として嫁いだのだ。第一夫人が出席する領主会議に同行するのはおかしい。実際、去年はいなかったはずだ。だからこそ、領主会議の最中に起こった前神殿長に関する一切合財いっさいがっさいを彼女に伏せておくことができたのだからな」


領主の補佐をして、政治に関わるのは第一夫人のみと決められているらしい。第一夫人と仲が良ければ、第一夫人の補佐をすることはあっても、第二夫人以下は基本的に政治には関われない。船頭せんどう多くして船山ふねやまに上のぼるような状態を回避するためらしい。


「はぁ、そうなんですか……」


「全くわかっていないな？」


「全くではないです。わかっていることもあります」


第三夫人として嫁いでいったお姉さんが、今までアーレンスバッハの政治には関わることができない立場だったことはわかる。今年の領主会議に出席していたということで、第一夫人に繰り上がったこともわかる。


「けれど、それがわかったからといって情勢がどのように変わるのかがわかりません」


「それを全くわかっていないというのだ。政治に関わる第一夫人の実家からは良しにつけ、悪しきにつけ影響を受けやすい。近年のエーレンフェストではジルヴェスターのもう一人の姉が嫁ぎ、第一夫人であるフロレンツィアの実家がある西のフレーベルタークの影響が大きくなった。それは知っているであろう？」


「小聖杯を押し付けられていましたからね」


相手が兄と姉なので、フレーベルタークの領主夫妻にウチの領主夫妻は弱いと聞いている。


「だが、フレーベルタークはまだマシだ」


フレーベルタークは政変に巻き込まれて、領地内が大変な状態になっているので、こちらが少し手助けをしてあげている状態で、多少優位な関係を築けているそうだ。


「アーレンスバッハは違う。あちらは政変でうまく時流に乗った大領地だ。そこの第一夫人ともなれば、これから先はアーレンスバッハからの干渉かんしょうが増えるだろう。断り切れぬ圧力などフレーベルタークの比ではない」


先にある面倒事を見据えるような目でフェルディナンドが呟く。周囲の領地の力関係は多少わかったが、それによってエーレンフェスト自体がどう変わるのか、やっぱりわからない。


「養父様のお姉様は一体どういう方なのですか？　わたくしはお名前さえ存じませんけれど」


「名前はゲオルギーネ。ジルヴェスターが生まれる前はエーレンフェストの次期領主と目されていたらしい」


「存じています。前神殿長が保管されていた手紙にその辺りの事情が書かれていましたから」


「……私はその報告も受けておらぬが？」


ぴくぴくしているこめかみを押さえたフェルディナンドにじろりと睨まれ、わたしはしどろもどろになりながら「恋文だと思ったから、そっとしておきたかった」と言い訳する。


「この馬鹿者！　犯罪者相手に勝手な隠匿いんとくをするのではない！　共犯者にされたいのか!?」


「ごめんなさいっ！」


特大の雷を落とされた。恋文ならば、尚更、隠してはならないらしい。隠匿で共犯者に仕立て上げられる危険性について滔々とうとうとお説教され、わたしはしょぼんと肩を落とす。


「ハァ、まったく……。ジルヴェスターの母方の祖母がアーレンスバッハの領主の娘だったらしく、その縁でゲオルギーネは嫁入りしたと聞いている。……正直なところ、私もゲオルギーネについて詳しいことは知らぬ。私が城に入った時にはすでに嫁いでいたからな」


わたしが聞いたジルヴェスターの言葉によると、終わった話をいつまでも蒸し返し、ずっとチクチクと嫌味を言うような人らしい。兄弟間の争いを避けたいと心底思わされる相手だというのはわかったけれど、領主の座を継いだジルヴェスターに対してだけ、そういう態度なのか、皆に対してそういう態度なのかはわからない。


「一度だけ見かけたことはある。父上……先代領主の葬儀には出席していたはずだ。だが、私は遠目に見た程度で、挨拶さえ交わしたことはない」


「え？　どうしてですか？　挨拶くらいは……」


わたしはわけがわからなくて何度か瞬きした。他領の領主の妻で、故人の娘が葬儀にやってくるのだ。今回、領主の養女であるわたしでさえ挨拶させられるくらいなのだから、異母弟であるフェルディナンドも挨拶くらいはさせられたはずだ。


「私はジルヴェスターの母親に疎うとまれ、先代が亡くなる少し前に神殿に入っていたので、神殿関係者として葬儀に出席していた。親族として、その場にいたわけではない。当然のことながら、青色神官の一人が挨拶をするような相手ではなかった。それだけの話だ」


淡々とした言葉に、葬儀の場で親族の位置につくことも許されず、神殿関係者として遠目から父親を送るフェルディナンドの姿が脳裏に思い浮かんだ。胸が痛くなり、膝の上にあったわたしの手がグッと拳の形になる。


「それじゃあ、神官長は……父親の葬儀に親族として出られなかったってことじゃないですか」


「そうだが？」


「そうだが……じゃないですよ！」


何ということはないと言うように眉を上げたフェルディナンドに、わたしは思わず怒鳴った。


「家族との関係が薄い神官長が父上と呼ぶんだから、先代領主は間違いなく神官長にとって大事な家族でしょ？　その葬儀に家族として出席することもできないなんて、怒って泣く権利があるのに、どうしてそんな平然とした顔をしているんですか!?」


「……私に怒る権利があるとしても、何故君が怒る？　君には関係ないであろう？」


こめかみを押さえたフェルディナンドが「理解不能だ」と呟く。


「だって、そんなの、すごく悲しいし、寂しいじゃないですか。……いずれ、わたしもそうなるんだなって思ったら、わたしにだって怒って泣く権利くらい……」


家族であっても家族ではない今のわたしでは、下町の家族の葬儀に呼ばれることは当然ない。下手したら、亡くなったことを知らされない可能性もある。完全に蚊帳の外でわたしは自分の家族の冥福めいふくを祈ることさえできないかもしれないのだ。


「落ち着きなさい、ローゼマイン。……頼むから、今は泣くな。外聞が良くない」


「今、気にするところは外聞ですか!?　慰めるとか、そのまま気が済むまで泣かせるとか、ちょっとくらい優しさを見せてくださいよ！」


ガッと立ち上がって優しさを要求すると、フェルディナンドは「まったく、君は面倒くさい」と言いながら手を引いて、わたしを抱き上げた。そのまま自分の膝の上に座らせて、一度軽く抱き締めるとフンと鼻を鳴らした。


「これで良いのであろう？」


そんなに得意そうな顔で言われても困る。慰められている気が全くしない。


「良くないですよ。全く優しさの欠片が見当たりませんって」


「涙が止まったようなので、それで良い。降りなさい」


わたしの怒りの主張は軽く流された上に、すぐさま膝から下ろされる。その途端、溜息と共にふしゅると体中の力が抜けた。いくら怒ってもフェルディナンドには理解してもらえない。わたしは何とも言えない脱力感を覚えながら、もう一度長椅子に座り直す。


けれど、勢いを削がれたのは、わたしだけではなかったようだ。フェルディナンドからも説教部屋を示した時の怒りが消えていた。何の話をしていたのか思い出すようにこめかみを指先で叩いている。


「話が脱線しすぎだ。とりあえず、ジルヴェスターの言葉によると、彼女は相当面倒な人柄をしているそうなので、くれぐれも気を付けるように」


「どう気を付ければいいですか？」


「決して一人にならず、側仕えと護衛を連れ歩くこと。出席しろと言われた宴うたげ以外は出ず、なるべく神殿にいることを心掛けなさい。私も本人を知らぬ以上、的確な注意はできぬ」


家族に関する愚痴は受け止めてくれないけれど、貴族関係に関する注意事項には細かい。過保護だけれど、優しさが足りないフェルディナンドを見て、わたしはもう一度溜息を吐いた。


……神官長が恋人と長続きしないわけがわかった気がするよ。






夏が終わりに近付いたある日、貴族門が大きく開かれ、神殿前を通る馬車がいくつも連なって貴族街へ入っていった。冬の社交界が近付く秋の終わりにはよく見るけれど、夏の終わりには非常に珍しい光景だ。それが神殿長室から見えたことで、わたしはゲオルギーネの到着を知った。いつもの神殿長室でのお手伝いの時間に、わたしはフェルディナンドへ報告する。


「ゲオルギーネ様が到着されたようですよ」


「あぁ、知っている。先程ジルヴェスターからオルドナンツが届いた。二日後に歓迎の宴を催もよおすので、城へ集まるように、だそうだ。君も準備しなさい」


フェルディナンドが面倒くさそうにそう言いながら、側仕え達に不在時の仕事について指示を出している。わたしもフラン達に指示を出し、城へ向かう準備を始めた。






「さぁ、さぁ、姫様。衣装はどれに致しましょう？」


城に着くや否や、歓迎の宴の準備である。口では尋ねているけれど、すでにリヒャルダの心は決まっているようで視線は一つの衣装をじっと見ている。


「リヒャルダが選んでくれたのでしょう？　わたくし、他領の方をお迎えする歓迎の宴は初めてですもの。よくわからないので、リヒャルダが選んでください」


「かしこまりました。お任せくださいませ」


夏の終わりということで、夏の貴色の衣装に秋の貴色の小物が選ばれた。髪飾りはいつもの豪奢ごうしゃな花の飾りではなく、複雑に結われた髪に細かな刺繍がされた薄いヴェールを被せられる。


「アーレンスバッハの女性は公式の場において必ずヴェールを身に付けるのです。エーレンフェストにヴェールの習慣を持ち込んだのは、アーレンスバッハから嫁がれたジルヴェスター様のおばあ様でした。あの頃は皆がこぞって真似をして、ヴェールを付けるのがエーレンフェストで流行したのですよ」


リヒャルダが懐かしそうにそう言いながら、複雑に結った髪にピンを使って、ヴェールが落ちないように留めていく。


「ねぇ、リヒャルダ。ゲオルギーネ様がどのような方かご存じですか？」


ピンを留めていたリヒャルダの手が一瞬止まった。言葉を探すように視線が巡らされ、そっと息が吐かれる。


「……大変な努力家でございましたよ」


躊躇いがちに答えをくれたリヒャルダの声が少し沈んで聞こえたのは気のせいだろうか。






歓迎の宴が始まった。本日の料理はゲオルギーネにとって懐かしい故郷の料理と馴染みのあるアーレンスバッハの料理ということで、わたしが流したレシピは封印されているらしい。あまり仲が良いようには思えなかったので、ジルヴェスターが新しい料理を隠しているだけのような気もする。


広間に集っている貴族達の衣装は、リヒャルダが言ったようにアーレンスバッハ風と思われる物が多かった。大半の女性はヴェールを付けているし、男性はシャツやズボンの上から、マントではなく、薄くて大きな一枚布を巻き付けるようにしている。


わたしとフェルディナンドを含む領主一族の入場の後、本日の主役であるゲオルギーネが入場してきた。一目で高貴な貴婦人とわかる優雅な物腰で堂々と歩いてくる。薄いヴェールから透けて見える髪や目の色はジルヴェスターと似ているけれど、顔立ちはかなり違う。彫ほりが深くて、くっきりはっきりとした目鼻立ちをしている美人だ。


ジルヴェスターから執念深い性格だと聞いたせいだろうか。リヒャルダに言葉を濁されたせいだろうか。それとも、前神殿長のことで何か言われると身構えてしまうせいだろうか。ゲオルギーネが一歩、また一歩と近付いてくる度に緊張で胃が痛くなってきた。


「ヴィルフリート、ローゼマイン、アーレンスバッハの第一夫人に挨拶を」


ジルヴェスターに促され、わたしとヴィルフリートは二人で揃ってゲオルギーネの前に進み出た。ゲオルギーネが先代領主の娘であり、エーレンフェストより上位のアーレンスバッハの第一夫人なので、挨拶はこちらから行うことになるのだ。


「アウブ・エーレンフェストの子、ヴィルフリートと申します」


「アウブ・エーレンフェストの養女、ローゼマインと申します」


「火の神ライデンシャフトの威光輝く良き日、神々のお導きによる出会いに、祝福を祈ることをお許しください」


二人で並び、それぞれが名乗った後は声を揃えてゲオルギーネに挨拶する。今まで挨拶を受けるだけだったヴィルフリートは結構苦労して覚えたと言っていた。ゲオルギーネは「許します」と赤い唇をニッコリと吊り上げる。わたし達が指輪に魔力を少し籠め、祝福を終えて立ち上がると、ゲオルギーネはヴィルフリートに目を留めた。上から下まで眺めるように緑の瞳がゆっくりと上下する。


「まぁ、本当に、幼い頃のジルヴェスターによく似ていること」


「私は父上に似ているのですか？」


嬉しそうなヴィルフリートにゲオルギーネは笑って頷く。


「えぇ、とても。とてもよく似ていてよ」


ゲオルギーネはにこやかな笑顔で、とても優しそうな声を出しているのに、わたしの肌は何故かざわりと粟あわ立った。思わず手首を軽く擦こする。妙な感じがしたのはわたしだけだろうか。周囲を見回すと、苦い顔をしているように見えるのは、珍しく感情を全く表に出さない能面のような顔をしているジルヴェスターだけだった。他の皆は、なんとフェルディナンドでさえ、微笑ましそうにゲオルギーネとヴィルフリートを見ている。


「伯母上はおばあ様によく似ていて、とても美しくていらっしゃいますね」


ヴィルフリートは全く何も感じないのか、無邪気に笑顔で話し続けているが、ほんの一瞬、ゲオルギーネの眉がピクリと動いた気がした。


「あら、そうかしら？　お母様は貴方をとても可愛がっていたのね？」


「はい！」


ヴィルフリートが笑顔で元気良く返事をした直後、にこやかな笑顔で進み出たフロレンツィアがゲオルギーネからヴィルフリートを隠すように前に出る。


「わたくしにもご挨拶させてくださいませ、ゲオルギーネ様」


そう言ってフロレンツィアが跪いた。わずかに目を伏せたジルヴェスターがフロレンツィアの隣に立ち、ヴィルフリートとわたしに下がるように手を動かして指示する。わたし達は少し下がってその場を空けた。


ジルヴェスターもゲオルギーネも貴族としての笑みを浮かべているのに、二人の間にある空気は非常に緊張感に満ちている。少し離れたにもかかわらず、ピリピリとした空気を感じたわたしは思わずゴクリと唾を飲み込んだ。


一度ゲオルギーネと視線を合わせた後、ジルヴェスターはゆっくりと跪く。薄いヴェールの下、ゲオルギーネは緑の瞳を強く光らせながら、ジルヴェスターが自分の前に跪く様子をじっと見ていた。ジルヴェスターが両腕を胸の前で交差させ、上位の者へ対する態度を取ると、ゲオルギーネの唇はとても満足そうな笑みを形作った。


「時の女神ドレッファングーアの糸が交わり、こうして再びお目見えすることが叶い、嬉しく存じます」

            





    
  
  




再会を喜び、久し振りに訪れた故郷でゆっくりしてほしいと告げる領主夫妻の挨拶が終わると、ゲオルギーネは「貴女がお手紙を下さった神殿長かしら？」とわたしを手招きした。ドクンと心臓が跳ねあがり、ビクッとしながら進み出る。


「はい、わたくしです」


「知らせてくださって助かりましたわ」


そう言って優しく笑うゲオルギーネはとても上品で、ワンランク上の女性だと素直に賞賛できる美しさがあった。


「ジルヴェスターは昔から無精者でしたの。貴女が教えてくれなければ、わたくしはずっと知らずに過ごすことになったでしょう。養子縁組をしたと聞きましたが、あの子が養父では苦労しているのではなくて？　このように稚いとけない子供を神殿長の職に就けるだなんて。象徴として立つだけでもどれほど大変なことかわかっていないのですよ。本当に困ったこと」


身内同士の会話だから許容範囲なのだろうか。上品な笑顔でものすごくジルヴェスターが貶けなされている。ちょっとだけ頷きたくなるような部分はいくつかあったけれど、養女として守ってもらっている以上、とりあえずジルヴェスターをフォローした方が良いだろう。


「神殿長の職は確かに大変ですけれど、わたくしのことを考えてフェルディナンド様を後見人に付けてくださいました。養父様も色々と考えてくださっているのです」


「まぁ！　養い親となったにもかかわらず、他の者に養い子の後見をさせるなんて、わたくし、身内として本当に恥ずかしいわ。自分では何もせずに周囲に何もかもを任せるところが幼い頃から全く変わっていないではありませんか」


……ごめん、養父様。わたしのフォロー、全く役に立たなかったみたい。


「優秀な後見人を付けていただくことができたのかしら？　それとも……」


無能を押し付けられたのか、とは言葉にせずに、ゲオルギーネはわたしに憐あわれみの視線を向けてくる。彼女の脳内では豊富な魔力に目を付けられて無理やり養女にされた挙句あげく、無能な後見人を付けられて神殿長としてこき使われていることになっているようだ。視線と言葉の端々はしばしからそんな思惑おもわくが見てとれた。


「わたくしの後見人であるフェルディナンド様はとても優秀です、ゲオルギーネ様」


「……フェルディナンド、どこかで聞いた名前だけれど……」


そう言いながら、ゲオルギーネはジルヴェスターに視線を向ける。「わたくし、紹介されていなくてよ」という声が聞こえた気がした。能面のような感情を見せない顔をしたジルヴェスターがちらりとフェルディナンドを振り返り、慇懃いんぎんな態度でフェルディナンドを紹介する。


「姉上、こちらがフェルディナンド。異母弟です。姉上がアーレンスバッハへ嫁がれてから城に入ったので、面識はないと思われます」


紹介されたフェルディナンドはすっと流れるような動きでゲオルギーネの前に進み出た。それから一度視線を合わせて微笑む。


……何事!?


フェルディナンドがものすごい笑顔だった。今までに見たことがないくらいにこやかな笑顔でゲオルギーネの前に跪いて挨拶している。


「火の神ライデンシャフトの威光輝く良き日、神々のお導きによる出会いに、祝福を祈ることをお許しください」


許しを得て祝福を贈り、立ち上がったフェルディナンドは、わたしの後見人であることについてゲオルギーネから質問をいくつか受け、それに眩しいくらいにキラキラした笑顔で答えていた。何と言うか、普段の愛想笑いの三倍くらいは優しそうで爽さわやかに見える。正直、普段の仏頂面ぶっちょうづらと同一人物には見えない。ヴィルマが描く絵とそっくりだ。


……でも、おかしいな。すごくいい笑顔なのに、逆にすごく嫌そうに見えるんだけど。


ゲオルギーネは領主一族との挨拶を終えると、貴族達の挨拶を受けるために広間を歩き始めた。エーレンフェスト出身のため、知り合いは多いようだ。


「ゲオルギーネ様、お懐かしゅうございます」


「まぁ、グローリエではありませんか。本当に懐かしいこと。お元気そうで何よりですね」


「わたくし、ゲオルギーネ様の滞在中にお茶会を開く予定ですの。ぜひいらしてくださいませ」


「えぇ、ぜひ。楽しみにしているわ」


女性陣に囲まれていたかと思うと、男性にも声をかけられている。三十代より上の世代の貴族達にとってゲオルギーネは懐かしく、馴染みのある方らしい。


「ゲオルギーネ様、相変わらずお美しい……」


「あら、貴方は相変わらずお口が上手ですこと。ほほほ……」


数多の貴族達の中心で華やかな笑みを浮かべながら、人を捌さばき、会話を弾ませる社交術はさすが大領主の妻だと思わせる素晴らしさだった。

            





ディルクの魔力と従属契約


ゲオルギーネの歓迎式が終わると、わたしとフェルディナンドはさっさと城から神殿へ戻った。ヴィルフリートも他の貴族との接触を控えるため、基本的には北の離れに籠ることになっているらしい。わたしとしては図書室にも行けずに北の離れで籠っているよりは、神殿で通常業務を進める方が過ごしやすい。


……神殿にも図書室はあるからね。


ゲオルギーネがいると貴族街へ出入りする貴族が増える。貴族間で交わされる余計な情報に確信を持たせないためにハッセへ見回りに行けなかったり、神殿にプランタン商会やギルベルタ商会を招くことを禁じられたりという制限はあるけれど、わたしは神殿の日常を過ごせる方が気楽だ。






神殿に戻ると、ゲオルギーネの来訪など全く意識に上がらないくらいにいつも通りの日々が過ぎていく。三の鐘まで楽器の練習をして、その後は四の鐘までフェルディナンドの手伝いだ。


四の鐘が鳴って昼食のために神殿長室へ戻ると、少しばかり深刻しんこくな顔をしたフリッツが待っていた。基本的に工房にいて、昼間に神殿長室で見ることが少ないフリッツがいつもの穏やかな表情を曇らせている。よほどの用件のようだ。


「フリッツ、何かあったのかしら？」


「お待ちしておりました。ディルクのことで至急お耳に入れたいことがございます」


焦りが見えるフリッツの言葉にハッとした。そういえば、もう一年くらいディルクの魔力に関しては放置している。去年はタウの実でこっそりディルクの魔力を吸い取ったけれど、これから先、同じことが何度も起こるはずだ。ディルクの扱いがどうなるかということもフェルディナンドと話し合っておかなければならないだろう。ディルクの扱いにはビンデバルト伯爵はくしゃくと交わしていた従属契約が関係してくるので、あまり大っぴらには話ができない。それに、ディルクを助けるためでも、わたしが勝手に行動をすると、また怒られるに決まっている。


「フラン、神官長に面会依頼をお願いします」


「かしこまりました」


フランが急ぎであることを伝えると、フェルディナンドはなんと翌日の五の鐘に時間を取ってくれたらしい。


……普通は三日後くらいなのに、明日って……。うーん。もしかして、わたしの監視をしなきゃいけないから神官長も神殿から出られなくて暇なのかな？






そして、次の日。五の鐘が鳴ると、わたしはフランとフリッツとダームエルを連れて神殿長室を出た。廊下を歩いていると、エックハルトが神官長室から出てきて正面玄関へ速足で去っていくのが見えた。フェルディナンドに何か急用でも言い付けられたような動きだ。


……そういえば、最近は神官長室でエックハルト兄様を見てなかったな。何か別のお仕事でも言い付けられてるのかも？　人遣いの荒い主を持つと大変だね。


そんなことを考えながら歩いている内に神官長室の前に到着した。中に入れば、書類から目を離さないまま、「急ぎらしいが、何の用件だ？」とフェルディナンドが問いかけてくる。


「神官長、人払いをお願いいたします。護衛騎士はダームエル、側仕えはフランとフリッツを残して退室させていただけませんか？」


わたしが名を呼んだメンバーの顔を見回したフェルディナンドが「またしても、面倒事か」と小さく呟きながらパタパタと手を振る。それを見たフェルディナンドの側仕えが一斉に動き始めた。お茶の準備をしていた側仕えはフランに続きを譲り、書類を片付けていた側仕えは手を止めると、静かに退室していく。フリッツが全員出たのを確認して、ぴっちりと扉を閉めた。


「さて、ローゼマイン。何があった？」


フランのお茶を一口飲んだフェルディナンドの言葉に、わたしはフリッツへ視線を向ける。フリッツは一度コクリと頷いて口を開いた。


「ヴィルマから言付かったのですが、ディルクの魔力がここ最近急に増えているようです。対応をお願いしたいと言われております」


眉を寄せて「ディルク？」と呟いたフェルディナンドに、わたしはすぐさま説明を加える。


「ビンデバルト伯爵に従属契約を結ばれた身食いの赤子なのですけれど……」


「あぁ。そろそろ魔力が溜まる時期か」


ディルクのことは覚えていなくても身食いの赤子という言葉で、フェルディナンドはすぐに用件がわかったようだ。わたしは大きく頷いた。


「そうです。どうしましょう？　奉納させますか？　魔力の増えすぎは生死に関わるので、早く対処したいのです」


「ふむ、今は少しでも魔力がある方が良いからな」


フェルディナンドはスッと立ち上がって、魔力を通さない革手袋をはめると、戸棚から黒い魔石を持ってきた。それを革袋に入れて、わたしに向かって差しだす。


「洗礼式前の子供を孤児院から出すことはできぬ故、神具に直接奉納させることはできぬ。この魔石で魔力を吸収してくると良い。君がこの魔石に触れると君の魔力を吸い取るので、自分では触らぬように気を付けなさい。君の側仕えにさせるように。赤子の肌に触れさせれば、勝手に魔力を吸収してくれるはずだ」


「ありがとう存じます、神官長。フラン、これを」


わたしはフェルディナンドから魔石の入った革袋を預かると、すぐさまフランに差し出した。わたしが持って管理するよりフランに預けた方が確実だ。


「……それから、わたくしにとっての本題はこれからなのですけれど、ディルクの従属契約の破棄はどうなりましたか？」


わたしは革袋をフランに渡すと、フェルディナンドにディルクの扱いを尋ねた。もうビンデバルト伯爵が捕えられてから一年半が経とうとしている。さすがに、忙しくてそれどころではないという状況は終わっているはずだ。


フェルディナンドは「あぁ」と小さく言った後、難しい顔になった。こめかみを指先でトントンと叩きながら自分の思考に入っていく。


「今のところ特に手を付けていないが、どうしたものか。これまでは放置しておいても特に問題なかったのだが、これから先を考えると、主を君に変更しておいた方が良いのか？　だが、それはまた弱みを作ることにも繋がるか……」


「あの、神官長？　契約を破棄できたかどうかを伺っているのですけれど……」


ブツブツと独り言を言いながら、何やら考え込んでいるフェルディナンドに声をかけると、フェルディナンドは眉間に皺を刻んだ難しい顔のまま、わたしを見た。


「今までは契約を放置しておくのが最善だった」


「何故ですか？」


「すでに契約済みなので、他の貴族と契約させられる心配がないではないか。現状を維持していれば余計なことに気を回す必要がなかったのだ」


他領の犯罪者と繋がりがある赤子を他の貴族に取られる心配もなく、生活の面倒を見ることに煩わずらわされることもなく、孤児院に預けておける現状が一番楽だった、とフェルディナンドは過去形で言った。


「……何か状況が変わったのですか？」


わたしが尋ねると、フェルディナンドは無言で盗聴防止の魔術具を取り出した。手渡された魔術具を握るのを確認してから、フェルディナンドが口を開く。


「ゲオルギーネだ」


今エーレンフェストにいるけれど、ゲオルギーネが一体何だというのだろうか。ディルクとゲオルギーネが全く繋がらず、わたしは首を傾げた。


「彼女がアーレンスバッハの第一夫人となるのは、我々にとっては不本意、かつ、予想外だった。しばらくは第一夫人としての仕事に忙殺ぼうさつされるだろうが、多少余裕ができてエーレンフェストについて調べれば、ビンデバルト伯爵のことが明らかになる」


「ビンデバルト伯爵はアーレンスバッハの貴族なのですか？」


そういえば、エーレンフェストの南の方に影響力を持っている人だったな、とわたしは祈念式の時の襲撃を思い返してみた。


「あぁ、そうだ。前神殿長の訃報を知らなかったくらいだ。事件当時、第三夫人だったゲオルギーネはおそらく事件に関して詳しくは知らされていなかったのであろう。自領の貴族が他領で暴れたなどという醜聞しゅうぶんをアーレンスバッハの領主が積極的に広めて、エーレンフェストを優位にするとは思えぬからな。けれど、政治に関わる第一夫人として調べれば様々なことがわかる。彼女は知ることができる立場になった」


一応わかったような顔で頷いてみるが、正直なところ、全くわからない。ゲオルギーネにビンデバルト伯爵やディルクのことを知られたとして、何が変化するのだろうか。


「ハァ……。君が神殿長であり、孤児院長であることは周知の事実だ。ビンデバルト伯爵の契約を盾に、ディルクを寄越せと言われたり、孤児院を調べられたりするかもしれない」


「身食いの孤児を相手に、大きい領地の領主夫人がそんなことをしますか？」


わたしの見解を聞いたフェルディナンドは「君には情報収集能力が全くないな」とわたしを睨んだ。貴族との交流を制限されているのに、わたしの情報収集能力を責められても困る。


「ゲオルギーネが最も恨み、憎んでいるのは、彼女を廃してアウブの座に就いたジルヴェスターだ。前神殿長が持っていたあの手紙を読んでいる以上、君に知らないとは言わせぬ」


……ごめんなさい。当時はともかく、二十年くらい経ってそうな今でも恨んだり憎んだりすることだと思っていませんでした。


心の中で謝りつつ、わたしはできるだけ真面目な顔でフェルディナンドの話を聞く。


「そして、君はジルヴェスターが望んで養子縁組した養女だ。十分に攻撃対象に入る。付け加えるならば、君は、彼女が結婚後もこっそりと交流を持つほどに大事な身内だった前神殿長を死に追いやった原因の一つでもある。それをゲオルギーネは今回の来訪で知った」


「え!?　どうして神官長がそんなことを知っているのですか？」


わたしが勝手な行動をしないように監視するという名目で、同じように神殿に引き籠っていたフェルディナンドが何故滞在中のゲオルギーネの行動を知っているのか。目を白黒させるわたしに、フェルディナンドはフンと鼻を鳴らした。


「私にはエックハルトやユストクスが集めた情報が入ってくる。神殿に籠っている理由は君の監視もあるが、あの二人が私の世話に煩わされないためでもあるのだ」


エックハルトは実家でお母様から女性のお茶会の様子を聞いていて、ユストクスはあちこちに出入りして直接情報を拾ってきているらしい。夜中にジルヴェスターから呼び出されて愚痴を聞かされることもあると言いながら、フェルディナンドは更に詳細な情報を教えてくれる。


「アーレンスバッハと交流が多い派閥の者はジルヴェスターの母親が失脚しっきゃくして勢いを失った。だが、ゲオルギーネを通じて大領地の威光を得て、彼等は少しでも勢いを盛り返したいと考えているようだ。積極的にゲオルギーネと交流を持とうとしている。そのような背景を持って開かれたお茶会でダールドルフ子爵夫人が色々な噂をゲオルギーネに吹き込んだそうだ」


貴族の勢力関係もよくわからないままに聞いていたが、知らない名前が出てきた。


「神官長、ダールドルフ子爵夫人とはどちら様でしょう？」


「護衛の任務を果たせず、君に傷を付けてトロンベを増殖させた愚おろかな騎士の母親だ」


……え？　シキコーザの母親ってことだよね!?　ひいいぃぃっ！　保身のためには重要でも、そんな怖い情報を知りたくなかったよ！


平民出身の青色巫女見習いとわたしを蔑さげすんでいた、シキコーザの酷薄こくはくな目と、「目を抉えぐる」と言いながら突き付けられたナイフの切っ先を思い出し、背筋が震えた。


「息子の処刑後は領主との約束通り、表立って君に接触はしていない。その代わりに自分が知っていることを愚痴としてお茶会で述べているらしい。身内ばかりの内輪のお茶会でしか発言しないため、エルヴィーラ達にも把握が難しく、罪に問えないところが実に面倒ではある」


前神殿長や領主の母親にシキコーザの減刑を願い出ていたくらいだ。ダールドルフ子爵夫人がお母様や養母様と派閥が違うことは明白である。そんな彼女がゲオルギーネの来訪を喜び、お茶会を開催し、前神殿長の死の原因がわたしであることを知らせたというのだ。


「……怖いですね」


「呑気のんき極まりない君が多少なりとも危険であることを自覚できたならばよかろう。これから先、失脚した領主の母親に代わって大領地の第一夫人としてゲオルギーネが影響を与えれば、彼女のエーレンフェストにおける発言力は大きくなる。そんな中でビンデバルト伯爵と従属契約をしていた身食いはアーレンスバッハのものだと言われれば反論は難しい」


アーレンスバッハからの圧力、契約を交わしたビンデバルト伯爵の親族からの要請、ゲオルギーネに根回しされたエーレンフェストの貴族など、ディルクを奪おうと思えば簡単に奪える者はたくさんいるらしい。


「孤児を取り上げて、孤児院に関して君にとって不利なことをでっちあげるだけで、今まで作り上げてきた聖女伝説は地に落ちるかもしれぬ。少なくとも、私が相手の立場でやろうと思えばそう難しいことではない。何がどう動くか、今の時点では予想できぬ」


「でしたら、ビンデバルト伯爵との従属契約を破棄して、わたくしと契約し直しましょう。領主の養女が契約し直せば、他の貴族が取り上げるのは不可能ですよね？　神官長も最初はわたくしと契約すれば良いとおっしゃっていたではありませんか」


そうすれば表向きは手出ししにくいはずだ。誰がどこから手を出してくるかわからない状況よりは守りやすくなるだろう。ディルクをそのような危険な状態にしておきたくない。


「契約はできるし、した方がディルクを守るという点では楽だ。だが、君に近付こうと考える者、恨みを持っている者にとっては、ディルクの存在が君の弱みになり得る」


「ディルクはもうすでに身内みたいなものですから、とっくの昔に弱みになっています。守ることを前提に考えてください」


ディルクを助けたいと思ったわたしの祝福の光は、ディルクへ飛んでいったのだ。とっくに身内扱いになっている。わたしの言葉にフェルディナンドはぎゅっときつく目を瞑り、「どこまで身内を増やすつもりだ、この馬鹿者」と呪のろうような低い声で呟いた。


「守るために契約するのは簡単だが、当初と違って君の環境も変わっているではないか。君と契約してしまうと、あの赤子の保護者が君になる。保護者を持つ子は孤児院にいられぬ。君の下で育てることになるが、一体どこで育てるつもりだ？」


以前、ディルクはビンデバルト伯爵と契約したので、孤児院を出て神殿長室で育てられることになっていた。今は引き取り手の前神殿長が死亡し、契約主のビンデバルト伯爵も捕えられていてディルクを育てられる環境にいないので、育てる者がいない子として孤児院で預かっているのだ。当然のことだが、わたしが契約すれば、わたしが引き取らなければならない。


洗礼式も終えていない幼子を下働きとして城に入れることはできないし、実家という扱いになっているとはいえ、ディルクに関しては無関係のエルヴィーラに養育をお願いすることもできない。わたしに可能な方向性としては神殿長室で面倒を見ることだが、側仕えの負担が大きくなるだけだ、とフェルディナンドに指摘された。


「まさか、子育て用に側仕えを増やすつもりか？」


「う……。そういう面を考えるとギリギリまで孤児院に置いておきたいですね」


何より、わたしが引き取ることになれば、孤児院から出ることが許されていないデリアと引き離すことになる。ディルクを弟として大事にしているデリアと引き離すのはギリギリまで避けたい。せめて、男子棟と女子棟に分かれなければならない洗礼式までは。


「うーん、ディルクの所在に関しては現状維持で、契約をわたしに移すことはできませんか？」


「そのような都合の良い方法はない。……いや、待て。ないこともない」


「本当ですか!?　さすが神官長ですね！」


わたしが手を打って喜ぶと、フェルディナンドは非常に嫌そうに顔をしかめた。


「ジルヴェスターの真似をするのは少々気に食わないが、記載済みの契約書を持たせておいて、危険が迫り、いざとなった時に、血判を押すことで契約できるようにしておけば、ギリギリまで利用されるのを防ぎながら、孤児院で育てることができるのではないか？」


「……むぅ。なるほど」


そういえば、ジルヴェスターの契約用の魔術具には土壇場どたんばで助けられた。一年半ほど前のことが遠い過去の出来事のようだ。


「伯爵の契約は解除しておくので、従属契約の書類に君の名を署名して、ディルク周辺の信用できる者に持たせておきなさい」


「ありがとう存じます」


フェルディナンドが作ってくれた契約書にわたしはサインして折り畳む。ただの従属契約に、普段から身に付けておけるようにする魔術具を作ったりはしないようで、フェルディナンドに渡されたのは紙きれ一枚である。わたしが代筆してあるディルクの名前のところに血判を押せば、効力が発揮されるようになっているらしい。


「お世話になりました。ディルクの魔力に関してはこれからも神官長に相談して、魔石で時折吸収することにします」






話し合いを終えたわたしはフェルディナンドの部屋から出ると、早速孤児院へ向かった。話を持ち掛けてきたフリッツの表情を考えると、結構ひどい状況ではないかと思ったからだ。


「ヴィルマ」


孤児院に到着すると、わたしの姿を見つけたヴィルマが小走りに駆け寄ってくる。


「ローゼマイン様、足をお運びくださってありがとう存じます。最近、ディルクが泣き始めると、顔にぶつぶつが出るようになってきたのです。それで……」


「ヴィルマ、先程神官長と相談して参りました。大丈夫ですから、ディルクをこちらへ」


おろおろしながら訴えるヴィルマを制し、わたしはちらりとフランを振り返った。フランは黒い魔石が入った革袋を持って進み出てくる。


「かしこまりました。デリア、デリア！　ディルクをこちらへ連れてきてちょうだい」


ヴィルマの呼びかけに、奥の方からデリアの「はい」という返事が聞こえた。ディルクと手を繋いだデリアがこちらへやってくるのが見え始める。しばらく見ないうちにディルクはずいぶん大きくなっていた。いつ転んでもおかしくないくらい危なっかしいが、オムツでぐるぐるにされて重そうなお尻を振りながら、ちょこちょこと走れるようになっている。


……カミルもこれくらい大きくなっているのかな？


春の成人式で遠目には見たけれど、勝手に動き回らないようにトゥーリに後ろから抱きしめられて固定されていたので、わたしはカミルが歩くところは見ていない。


「……ディルクはずいぶん成長していますね」


「えぇ、毎日が驚きの連続です。本当に、驚かされてばかりで……」


くすりとヴィルマが笑い、ディルクを見て心配そうに瞳を曇らせる。


「ヴィルマ、心配しなくても大丈夫です。神官長にお話して魔力を吸収する魔石をお借りしてきました。これで、ディルクの魔力を吸い取れば症状は治まりますから」


ホッとしたように「恐れ入ります」と笑ったヴィルマのところへ、ディルクがよたよたと走ってしがみついた。褒めろ、と言わんばかりにくりくりとした目でヴィルマを見上げている。


「う〜、あ〜」


わたしはカミルを見ているような、ものすごく微笑ましい気分になった。その場に少ししゃがんでディルクを覗き込む。目が合った途端、ディルクは人見知りをするようにヴィルマからデリアにしがみつき、嫌々と首を振ってわたしから逃れた。抱っこするたびにカミルにも泣かれていたことを思い出す。ちょっとショックだ。


「ローゼマイン様、お久し振りです。ディルクのこと、お願いします」


デリアがしがみつくディルクを抱きしめるようにしながら、わたしの前に跪く。


わたしが頷いてフランに視線を向けると、フランは魔石を取り出してディルクの前にしゃがんだ。次の瞬間、ディルクはフランを怖がるようにデリアの後ろに隠れて、泣きべそをかき始めた。


「もー、ディルク。泣かないで。顔にぶつぶつが……」


そう言ってディルクをなだめていたデリアがフランの持っている黒い魔石を見て、さっと顔色を変えた。同時に、ディルクを守るようにきつく抱きしめる。前神殿長に無理やり魔力を吸い出された時の状況を思い出したのだと思う。デリアの行動は姉というより、小さなお母さんだ。


「大丈夫です、デリア。前神殿長のように根こそぎ奪おうと思わなければ、あのような危険な状態にはなりません。それよりも、魔力が溢れそうな今の状態の方が危険なのです。ディルクもフランを怖がっていますから、デリアに吸収してもらいましょう。デリアならばディルクの顔色を見ながら吸収できるでしょう？」


フランが差し出した黒い魔石を一瞬躊躇するように睨んだ後、デリアはそっと手に取った。そして、恐る恐るという表情でディルクの手に触れさせる。


魔力が流れているのだろう。ディルクは「あ〜」と声を出して不思議そうに目を瞬きながらデリアを見た。溜まった魔力が流れていく感触はよく知っている。すぅっと体が軽くなる感じがして結構気持ち良いのだ。ディルクも心地良いのか、ご機嫌にデリアへ手を伸ばしていた。


「……そろそろかしら？」


ディルクが少し嫌そうに顔を背そむけるようになってきた。それを機に、デリアはディルクから黒い魔石を離してフランに返す。


「ローゼマイン様、ありがとう存じます。これで安心しました」


デリアが嬉しそうに笑った。わたしはデリアに軽く頷いて応えた後、少し表情を引き締める。


「デリア、わたくしは先程ディルクの従属契約について、神官長と話をしました。そのことについてデリアとヴィルマの二人にも話をしたいのですけれど、よろしいかしら？」


デリアが目を見張って姿勢を正し、ヴィルマは真剣な眼差しになってコクリと頷く。


「ビンデバルト伯爵とディルクの従属契約は破棄されることが決定しました。これから先は、ただの身食いの子供として孤児院にいることになります」


「よかった、ディルク」


「ただし、ビンデバルト伯爵の関係者から何か言ってきたり、魔力目当てのエーレンフェストの貴族が手を出してきたりする可能性が全くないとは言い切れません」


デリアとヴィルマの顔が強張り、わたしを見た。デリアの手がディルクを守るように肩を抱き寄せる。その仕草がわたしを守ろうとした家族の手に酷似こくじしているように見えた。懐かしさと恋しさに胸の痛みを感じながら、わたしはディルクの従属契約書を二人に見えるように差し出す。


「これは、わたくしとディルクの従属契約書です。契約を交わしてしまえばディルクは孤児院にいられなくなります。けれど、ディルクの身を守るためには多少の役に立つでしょう。これをデリアに預けます」


「……ローゼマイン様、預けるというのはどういうことですか？」


契約するわけではなく、預けることが理解できないというようにヴィルマが目を瞬かせた。


「わたくしはデリアをディルクの姉だと思っています。ですから、ディルクが孤児院を出ることになっても守らなければならないような危険が及んだ時には、デリアが判断してディルクの血判をこの名前のところに押してください。それで契約は完了します。契約が完了すれば、デリアの代わりにわたくしが主としてディルクを守ると約束します」


驚いたようにデリアがまじまじとわたしを見た。契約書とディルクとわたしを見比べ、ゆっくりと頷く。その唇には懐かしそうな笑みが浮かんでいた。


「……ローゼマイン様はお約束を守ってくださると、あたしは知っています。もう疑ったり、甘言かんげんに乗ったりはしませんから」


以前とは違った信頼の籠ったデリアの水色の瞳が、真っ直ぐにわたしを見つめてくる。デリアが側仕えの頃にこれだけの信頼があれば孤児院にデリアを縛り付けるようなことにはならなかったのに、と少し残念に思う。それと同時に、これから先、デリアとは新しい関係を築くことができそうだと感じた。

            





ゲオルギーネ様の見送り


ジルヴェスターからのオルドナンツを受け取ったフェルディナンドが「見送りは明日だそうだ」と言って、お手伝い中のわたしを見る。わたしは思わず「やっとですか」と呟いた。何やらエルヴィーラ達とは別の派閥の貴族達が裏でごそごそとしているようなので、お客様に対して悪いとは思うけれど、早く帰ってほしいとしか思えなかった。それに、ギルベルタ商会やプランタン商会を呼び出すことも、ハッセに見回りに行くこともできない状況は予想外に長期間に感じたのだ。


「皆、明日はお客様のお見送りをするため、朝食を終えるとすぐに城へ行くことになります」


部屋に戻って側仕えや護衛騎士達に明日の予定変更について話をしていると、ブリギッテのところにオルドナンツが飛んできた。この時間ならばイルクナーからの連絡だろう。予想通り、ギーベ・イルクナーの声で同じ言葉が三度繰り返される。


「新しい紙ができたのですが、インクがどのように付くのかわからないそうです。城へ完成した紙を転移するので、近いうちに受け取っていただけますか？　インクの付着具合によって、量産するか否か考えたいと工房の者が言っています」


わたしは胸の前で指を組んで、ほぅ、と感嘆の溜息を吐いた。一月ひとつきと少しで新しい紙の配分を発見するとは思わなかった。ルッツもギルも頑張っているようだ。


「ローゼマイン様、どのようにお返事いたしましょう？」


ブリギッテが返信用のオルドナンツを作り出す。わたしはそれに向かって話しかけた。


「もう新しい紙ができたのですか？　さすがわたくしのグーテンベルクですね。明日、城に向かう用件がございますので、早速受け取ります」






三の鐘が鳴るよりずっと早い時間帯に城へ到着した。城に着くと、待ち構えていたリヒャルダに着替えさせられ、髪を結い直され、ヴェールを付けられる。お見送りに相応しい衣装に着替えた後は待合室で見送りまで待機だ。


待合室に到着すると、一度貴族街の自宅に戻っていたはずのフェルディナンドがすでに着替えて戻ってきていて、お仕事セットを広げていた。


「フェルディナンド様はこんな時にまでお仕事ですか？」


「まだ見送りに出るまでには時間がかなりある。ここでぼんやりしているよりは時間の有効活用であろう？」


エックハルトを助手のように使いながらフェルディナンドがそう言った。


「でしたら、わたくしもお仕事をしようかしら？　フェルディナンド様、わたくし宛に届いているお届け物を受け取りに行きたいのですけれど、どちらへ行けば良いのか教えてくださいませ。イルクナーで新しく作られた紙の確認は、わたくしの重要なお仕事でしょう？」


「私はイルクナーの報告を受けていないが？」


フェルディナンドに睨まれたので、わたしは大きく頷いた。


「報告が必要だと思うから筆頭側仕えのリヒャルダに頼むのではなく、フェルディナンド様にお願いしているのです。新しい素材を使った新しい紙ですよ？　一番に見たいでしょう？　わたくしは見たいです。それに、わたくしはフェルディナンド様の荷物をレッサーくんで運ぶお手伝いをしたのですから、フェルディナンド様もわたくしのお仕事を手伝ってくださいませ」


わたしが一生懸命に、正確には絶対に引かない意志を見せて頼み込むと、フェルディナンドは嫌そうな顔をして「これからも荷物運びを手伝うように」と言いながら立ち上がった。どうせ今までも「ついでにこれも運びなさい」の一言で荷物を載せられていたのだ。お安い御用である。


「ありがとう存じます、フェルディナンド様」


徴税のための倉庫とはまた別に、領地の各地の貴族から木札や書類などの荷物の届く場所が本館にはあるらしい。文官達が管理している部署の一つだそうだ。転移陣で送ってこられた物がいくつも並んで積み重ねられていて、文官達によって内容の確認がされて分類されていく。その様子は麗乃時代の運送業や郵便局を彷彿とさせた。


「フェルディナンド様が直接こちらへいらっしゃるなど、何かございましたか？」


わたし達に気付いた文官の一人が驚いたようにこちらへ向かってくる。どうやら普通は自分の文官に取りにこさせるもので、領主一族が直接足を運ぶ場所ではないらしい。


「イルクナーからローゼマイン宛の荷物が届いていないか？」


「文箱ふばこが届いております。中身をご確認ください」


フェルディナンドは慣れた様子で文箱を受け取ると、結び付けられた荷札の宛名を確認し、文箱を開けた。中に入っている新しくできた紙と手紙と小さな金属の札を取り出していく。


「ローゼマイン、この札に名前を書きなさい。君が受け取ったという印になる」


わたしは指で示された金属の札に、フェルディナンドから渡された魔力で書けるペンで受け取りのサインをした。フェルディナンドはさっと札を一瞥いちべつした後、文箱に入れて文官に返す。


「では、戻るぞ」


「はい。お世話になりました」


わたしは新しい紙と手紙を抱えて、一人用のレッサーバスに乗る。ほんの少し触っただけだが、新しい紙は硬くてつるつるとした素材だった。これにインクでうまく印刷ができれば、トランプを作るのにとても向いていると思う。


……ベンノさんからハイディに連絡を取ってもらわなきゃ。新素材、大喜びだろうな。






うふふん、ふふんと鼻歌混じりに待合室へ戻ると、わたしは早速手紙を読んだ。ルッツとギルからの手紙で、オルドナンツで聞いていた通り「新しい紙をハイディに届けてインクの研究をしてほしい」と書かれていた。灰色神官も含めて元気に紙作りをしているようだ。


わたしは新しい紙を小さく切ってみることにした。インクの付き方を調べるために、以前も紙に折り目を付けて小さく切っていったのだ。さて、この硬い紙は簡単に折れるだろうか。折れなかったり、変な線が付いたりするならば印を付けてカッターで切らなくてはならない。


最初は山折りにしてみたけれど、硬いからといって割れたり、変なひびが入ったりすることもなく普通に折れた。そこで山折りと谷折りを繰り返し、蛇腹じゃばら折りにしていく。


「あ、『ハリセン』みたいになった」


硬さがほど良い感じだ。わたしは端を持って、自分の手のひらにパシンパシンと当ててみる。かなりイイ音が鳴りそうだ。


「ローゼマイン、それは何だ？　一体何に使うのだ？」


再びお仕事セットを広げてエックハルトに手伝わせていたフェルディナンドが、わたしがハリセンを振っているのを見て、怪訝な顔をする。


「んふふ〜、こうして使うのです。とぉっ！」


訝しむフェルディナンドに向けてハリセンを振り上げた。不意打ちだったにもかかわらず、フェルディナンドは左肘を上げてハリセンの攻撃を防ぎ、右手ですぐさまわたしの手からハリセンを取り上げる。そのままわたしの頭をスパーンと叩いた。


「ひゃんっ！」


「ふむ、なるほど。こうして使うのか」


フェルディナンドはハリセンを持って手のひらにパシパシと打ち付けながら、してやったりと言わんばかりにニヤリと笑う。腹が立つくらいにご機嫌な笑顔だ。


「うぐぅ……。返してください」


ハリセンは「神殿に戻ったら返す」と言われて取り上げられ、「余計なことをせずに手伝え」と言われ、わたしは見送りの時間まで計算仕事に精を出すことになった。


だらりと長い袖が汚れないように、リヒャルダに頼んで持って来てもらった紐でたすき掛けをして、お手伝いをしているとヴィルフリートも待合室へ入ってくる。


「ローゼマイン、其方、何をしているのだ？」


「神殿と同じでフェルディナンド様のお手伝いです。ヴィルフリート兄様もしますか？」


「いや、私は伯母上への挨拶の練習をしなければならぬ。残念だが、そちらの手伝いは無理だ」


ヴィルフリートはオズヴァルトに指導されながら、貴族の別れの挨拶を練習させられている。「またいつか時の女神ドレッファングーアの紡ぐ糸が重なる日まで、神々の御加護と共に健すこやかに過ごされますように」という挨拶だ。簡単に言うと、「またいつかお会いできれば良いですね」という感じで、次の約束を今すぐにしようという気分ではない時に使う社交辞令の挨拶である。






しばらく経って、見送りに出るようにノルベルトが呼びに来たので、わたし達は正面玄関の前へ移動する。ゲオルギーネに騎獣を見られて騒がれると困るということで、わたしはフェルディナンドの指示によりエックハルトに抱き上げられて玄関近くまで運ばれた。


玄関に到着する頃にはフェルディナンドの顔が仏頂面から社交的な爽やか笑顔になっていた。その笑顔のままゲオルギーネに挨拶をする。


「またいつか時の女神ドレッファングーアの紡ぐ糸が重なる日まで、神々の御加護と共に健やかに過ごされますように」


わたしも恙なく挨拶を終えた。皆の挨拶が一通り終わったところで、何を思ったのか、ヴィルフリートが突然ゲオルギーネに向かって駆けだした。


「今回はほとんどお話できませんでしたから、次は伯母上とゆっくりお話したいです」


皆で「またいつか会えたらいいね」という雰囲気を作っていたのに、たった一言で完全にぶち壊しである。フロレンツィアの藍あい色の瞳が驚きに見開かれてヴィルフリートを見下ろした。ヴィルフリートの側近達が口元を押さえている。ついで、フェルディナンドから冷気が漂ってきている気がした。顔は爽やか笑顔のままなのに、隣に立っていると雰囲気がすごく怖い。


周囲の反応を見ているはずだが、ゲオルギーネは素知らぬ顔だ。嬉しそうな微笑みを浮かべてヴィルフリートと向き合う。少し身を屈めるようにしてヴィルフリートの顔を覗き込んだ。


「そう、ヴィルフリートはわたくしとお話がしたかったのですね？　では、また……来年の今頃、こちらに参りましょうか？」


「楽しみにしています！」


無邪気に喜ぶヴィルフリートに深緑の目を少し細めてニコリと微笑んだ後、ゲオルギーネはフロレンツィアに視線を移して優雅に首を傾げた。


「わたくしがヴィルフリートのお誘いを受けてもご迷惑ではないかしら？」


今までの挨拶の言葉を聞いていましたか？　と言いたくても、そんな本音をそのような公式の場で口にできるわけがない。ヴィルフリートの暴走を予測できなかったフロレンツィアの答えなど一つしかなかった。


「もちろん歓迎いたします」


来年もゲオルギーネがエーレンフェストへやってくることが確定してしまった。






完全に馬車が去ってしまうと、フェルディナンドは爽やかな作り笑顔をあっという間に消し去って、眉間にくっきりと皺を刻み込んだ。冷たい怒りに金色の目を光らせたフェルディナンドが、一人だけ満面の笑みで馬車を見送っていたヴィルフリートを見下ろす。


「やってしまえ、ローゼマイン」


そんな言葉と共にフェルディナンドに差し出されたのは、先程没収されたハリセンだった。


……なんでここに持って来てるんだろう？


ものすごく不思議だったが、疑問を口にするのも怖い。わたしはコクリと頷きながらハリセンを手に取る。ヴィルフリートの護衛騎士と側仕えに頭を抱えさせ、領主夫妻を驚かせ、フェルディナンドを怒らせたのだ。心置きなく突っ込ませてもらおう。


わたしはハリセンを大きく振りかぶり、ヴィルフリートの頭を目がけて振り下ろした。


「ヴィルフリート兄様のおバカ！　口にして良いことと悪いことがあります。少しは空気を読んでくださいませ！」


わたしの怒鳴り声と共に、スパーンと小気味良い音が響き、ヴィルフリートが目を丸くする。


「何をするのだ!?」


「それはこちらが言いたいことです。ゲオルギーネ様に来年の約束を取り付けるなんて、何を考えてあのような愚かな真似をしたのですか!?」


領主夫妻が頷いているのが視界の端に映った。


「なっ……伯母上と話がしたいと言っただけだぞ、私は！」


「それが悪いのです！　教えられた挨拶の言葉は何です？　どういう時に使う挨拶ですか？　その挨拶を選んだ領主夫妻がどのように考えていたと思いますか？」


ヴィルフリートは首を傾げているが、先程の待合室でオズヴァルトから教えられていたはずだ。


「ローゼマイン、中に入って話をした方が良いだろう。それから、興奮しすぎるな。倒れるぞ」


ハリセンを渡したのは誰ですか、と突っ込みたいのを呑み込んで、わたしは歩き出したフェルディナンドの後に続く。


先頭を歩くジルヴェスターが本館での中で正面玄関から一番近くにある小会議室に入った。皆がそれに続き、席に着くと、溜息と沈黙でその場が満たされた。皆に静かで冷ややかな視線を向けられたヴィルフリートは困ったように眉をハの字にしておずおずと口を開いた。


「……色々と考えてみたのですが、よくわかりません。私は伯母上とお話したいと思ったのですが、父上や母上はお話したくないということですか？」


その言葉に領主夫妻はもちろん、ヴィルフリートの側仕えも大きく息を吐いた。


「そうだ。余所の領主や第一夫人ともなれば、姉弟といえども城にはあまり入れぬ。どこでどのような情報を握られ、何をどのように利用されるか、身内だからこそわかりにくいからだ」


「今日のご挨拶は教えられたはずです。それ以外の勝手な行動を目上の方の前でしてはなりません。どのように利用されるのかわからない状況で隙を作ってはならないのです。……ヴィルフリートはもう少し勉強しなければ、貴族院に出せませんね」


貴族院にはエーレンフェストより大きい領地や上位の領地、それから、中央を支配する王族の子供もやってくる。エーレンフェストでは両親以外に頭を下げる必要がないヴィルフリートが礼を尽くし、跪かなければならない相手がいる。未来を心配する母親の注意を聞いても、ヴィルフリートには自分より目上の相手という存在がどうにもピンと来ないようだ。


「ヴィルフリートより目上の相手か……。ボニファティウスくらいしか思いつかぬな」


ジルヴェスターが腕を組んでそう言ったけれど、領主会議の期間中にお世話になっていたボニファティウスにはすでに敬意を払った態度が取れている。それでは意味がない。


「ヴィルフリート兄様は同じ領主一族で年上のフェルディナンド様のことを呼び捨てにしているでしょう？　目上に対する態度ではないと前々から思っていたのです」


ヴィルフリートはゲオルギーネを伯母上と呼んで礼を尽くそうとするのだから、フェルディナンドを叔父上と呼んで礼を尽くし、跪くことを覚えればいい、とわたしが提案すると、ヴィルフリートは信じられないと言わんばかりに目を見開いた。


「ローゼマイン、フェルディナンドは目上ではない。おばあ様は私にそうおっしゃった！」


「フェルディナンド様はすでに還俗されていますから、領主一族として身分上は同等の立場ですし、年上ですから目上の方ではありませんか」


「だが、おばあ様は……」


「ヴィルフリート兄様。貴方のおばあ様が犯罪者として幽閉されて一年半が経っているのに何をおっしゃっているのですか？」


ヴィルフリートが驚いたように目を見開き、オズヴァルトが慌てたようにわたしとヴィルフリートの間に割って入る。


「ローゼマイン様、それはヴィルフリート様がもう少し成長してから教えることに……」


「オズヴァルト、ヴィルフリート兄様に現実を見せなければならないのは、去年の秋に痛感したのではなかったのですか？」


オズヴァルトが何を言っているのか、咄嗟とっさには理解できない。周囲を見回せば、ジルヴェスターが「言ってしまったか」ときつく目を閉じたのが見えた。


わたしはオズヴァルトからジルヴェスターとフロレンツィアに視線を移した。貴族との付き合い方は、わたしがフェルディナンドに叩き込まれている最中なのに、跡取りがこの様でどうするつもりなのだろうか。頭と心が冷えていくのがわかる。


「前回はお披露を目前にして必要なことを大急ぎで叩き込みましたけれど、毎回同じやり方が通用するとは限りません。貴族院に入る直前にまた教育が足りず、同じことを繰り返すような愚かな真似……養父様と養母様はなさいませんよね？」


言葉が尖ってしまうのは勘弁かんべんしてほしい。わたしが家族と離れることになったのは、ヴィルフリートのおばあ様が偽造ぎぞう書類を出してビンデバルト伯爵を街に入れたからだ。フェルディナンドが神殿に入ることになったのは、命の危機を感じるくらい彼女が執拗しつように害しようとしたからだ。はっきり言って、わたしは会ったこともないヴィルフリートのおばあ様が嫌いだ。


「ヴィルフリート兄様が御自分のおばあ様を慕うのは別に構わないのですけれど、おばあ様がおっしゃったと理由だけでわたくしの後見人を蔑むのはどうかと思います。フェルディナンド様は領主一族ですから立場を弁えるのはヴィルフリート兄様ではありませんか」


わたしの言葉にジルヴェスターがゆっくりと頷いた。


「ローゼマインの言う通りだな。今まではフェルディナンドが異母弟とはいえ、神官だったから明らかに地位は低かった。だが、すでに還俗している。ヴィルフリート、其方はこれからはフェルディナンドに叔父として礼を尽くせ」


「父上、本気でそのようなことを!?」


抗議の声を上げたヴィルフリートに構わず、ジルヴェスターはオズヴァルトに視線を向けた。


「オズヴァルト、礼の尽くし方を一から教える必要があるぞ。ローゼマイン、どのようにヴィルフリートを教育していくのが適当だと思う？」


「そのようなことは両親やヴィルフリート兄様の側近達が考えることではありませんか。以前にも申し上げましたが、わたくしはやることがたくさんあるのです。またしても持ち上がったヴィルフリート兄様の教育計画に関わる時間はございません。ゲオルギーネ様がいらっしゃる時には制限されていたことをしなければなりませんもの」


教育環境が原因で廃嫡はいちゃくになるのは可哀想だったし、フロレンツィアの手元に戻してあげたかったので、前回は協力した。けれど、お披露目が無事に済んで両親の手元に教育権が戻ったのに、わたしの時間をこれ以上ヴィルフリートのために削る意義を見出せない。


……プランタン商会に連絡を取って、新しい紙をハイディに渡してもらわなきゃいけないし、ギルベルタ商会を呼んでトゥーリと髪飾りの受け渡しもしたいし、それに……。


わたしはゲオルギーネが来ていたためにできなかった用件を思い浮かべる。


「フェルディナンド様、わたくし、もうハッセに向かっても良いでしょう？」


ここは放置して神殿へ戻ろうという訴えは正確に通じたようだ。フェルディナンドが「構わぬ」と言いながら立ち上がった。






「それで、一体何のためにハッセへ向かうのだ？」


神殿へ戻った途端に問われて、わたしは神官長室へ向かって歩きながら用件を口にする。


「ハッセからお願いがあるということで、少し前に面会依頼の手紙が届いていたのです。面会の内容としては、ハッセの冬支度で孤児を買い取ってほしいというお願いでした。祈念式が行われず、去年よりも収穫量が落ちているので、本格的な冬支度が始まる前に現金を準備したいのでしょう」


ゲオルギーネの滞在中は保留にしてあった用件を伝えると、フェルディナンドが頷いた。


「その用件ならば私も同行しなければならぬな。日時は明後日の午後で指定しておきなさい」


「わかりました。それから、冬の間、ハッセに灰色神官を派遣してもよろしいですか？」


「一体何のためだ？」


「実は……送ってきた面会依頼の手紙が結構ひどい文面で、他の貴族が相手ならば無礼と叱られても仕方がないものだったのです」


字が汚いとか、貴族らしい言葉が使えていないというわけではない。「神々の御使いに果実の甘露かんろと季節で最も美しい花を供え、布を準備し、香を焚たいて信仰の心を示します」という飾られた綺麗な言葉が使われている。けれど、その意味は「酒と女と金品を準備しておきますから、こちらのお願いを聞いてください」なので、幼女だと知っているはずのわたしに向けて使うものではない。


「前神殿長の在位が長すぎたことで、手紙の結びとして使う貴族向けの決まり文句と思われている可能性が高いです。ハッセの人達は意味がわかっていないと思います。教えてあげた方が良いでしょう？　本当の意味を知っている町民がいないのではないでしょうか？」


「……なるほど。これほど堂々と、賄賂わいろを贈るので要求を聞き入れて欲しいとあれば、初めて受け取った者は目を剥くな」


フェルディナンドも頭が痛い事態のようで、こめかみをトントンと指先で軽く叩く。


「ですから、ハッセの冬の館へ灰色神官を二人か三人派遣しようと思うのです。表面的な理由としては冬の館の監視という名目にすれば何とかなりませんか？　そうですね、反抗心がないか、本当に反省しているか、確認するという感じで」


「今年の冬ならば誤魔化すことは可能であろう」


「でしたら、冬の間に町長になったリヒトを含めて、手紙の代筆をするような立場の人に書類の書き方や貴族特有の言い回しを教えたいと思っています」


「悪くはない。こちらとしてもそのような手紙を受け取りたくはないからな」


フェルディナンドの呆れたような眼差しと共にお許しが出た。わたしはグッと拳を握る。


……よかった。早速、ハッセに日時指定の返事を書かなきゃ。


わたしは神殿長室に戻ると、ハッセのリヒト宛に面会の日時を指定する手紙を、ハッセの小神殿には新しく孤児が入るので部屋の準備を整えておくように手紙を書く。


「モニカ、ヴィルマに連絡をお願いします。こちらの孤児院で余っている生活必需品を五組ほど、明後日の午後までに準備してもらいたいのです。ハッセの小神殿にも多少の余裕はあると思うのですけれど、足りなかった時に困りますから」


「かしこまりました。孤児院へ行ってまいります」


「フラン、ギルの代わりにプランタン商会と連絡を取ってもらいたいのですけれど、フリッツに頼んでも大丈夫かしら？」


少し考えたフランが「特に問題ないと思います」と答えた。


「では、明日の午後にプランタン商会を呼んでもらっても良いかしら？　イルクナーから届いた新しい紙を渡したいのです」






ゲオルギーネが帰ったことで、わたしの日常から制限がなくなった。ホッとして次々と後回しにしていた案件を片付けられるように指示を出していく。滞在中、碌に接触がなかったせいだろう。わたしの中でゲオルギーネの存在は、すでにうっすらとしたものになっていた。

            





エピローグ


日が落ちるのも日に日に早くなってきている。徴税官がやってきて収穫祭が行われる秋は、土地を任されたギーベにとって最も忙しい季節だ。アーレンスバッハからの客人であるゲオルギーネに会うため、貴族街へ集合していたギーベ達は急いでそれぞれの土地へ戻らなければならない。それはダールドルフ子爵も同じだ。近場であれば馬車を使って荷物と一緒に戻った方が良いのだが、急ぎであれば騎獣を使う方がよほど速い。


「グローリエ。すまないが、ギーベがいなければ片付かないことも多い。私は先に騎獣で戻るので、其方は馬車に乗って荷物と共にダールドルフへ戻ってくれないか？」


「わかりました。そういたしましょう」


夫にそう頼まれたダールドルフ子爵夫人グローリエはニコリと微笑む。できることならば、騎獣でさっさと帰りたかったけれど、荷物を運ぶ重要性も理解していた。


「助かる。イェレミアスにあまり長い間留守を任せるわけにもいかないからな。頼んだぞ」


イェレミアスの名前を耳にしてグローリエはわずかに目を伏せる。グローリエを目の敵かたきにしている前第一夫人の息子イェレミアスを廃し、我が子シキコーザを跡継ぎに据えようと考えていたグローリエの望みはシキコーザの処刑によって潰ついえた。胸をじくりと抉る不快感と息子を失った悔しさと絶望感を呑み込んで、グローリエは微笑んで見せる。


「えぇ、お任せくださいませ」


夫とその側近数名が騎獣で飛び立つのを見送ったグローリエは、冬の館を取り仕切る側仕えと下働きに荷造りを任せた。






たくさんの荷物を載せた馬車に乗り込み、グローリエはダールドルフへ戻っていく。ゴトゴト揺れる馬車の中でできることなど特にない。ぼんやりと窓から景色を見ていれば、これまでの様々なことが頭に思い浮かんでくる。本当に儘ままならない世の中が嫌になって仕方がない。


……わたくしは、せめて、シキコーザの敵を討ちたいと願っているだけなのですけれど、それさえも許されないなんて……。


◆


グローリエがダールドルフ子爵の第二夫人として嫁いで授かった息子シキコーザは、中級貴族を名乗れるだけの魔力がなかった。夫から家の下働きにするか、下級貴族へ養子に出すか、神殿に入れるか選択を迫られた時、グローリエはシキコーザを神殿へ入れる選択をした。当時の神殿長ベーゼヴァンスと親しくさせれば、領主の母ヴェローニカとの繋がりを作っていくことができると計算したからだ。ダールドルフへ魔力を優先して融通してもらえるようにベーゼヴァンスに頼めるくらいに親しい関係を作ることが重要だった。グローリエはヴェローニカと接触し、ベーゼヴァンスに融通を図るように息子にも働きかけた。ダールドルフにとってシキコーザを必要のない子にしないためにグローリエは必死だった。


……あの頃は大変でしたけれど、やり甲斐はあったのです。


グローリエの努力は実り、ヴェローニカとの繋がりを強化してダールドルフは潤うるおい、イェレミアスの母親が亡くなったことでグローリエは第一夫人に繰り上がった。それとほぼ同じ頃に政変の影響で特例によってシキコーザが貴族院への編入を許されたのだ。あり得ない幸運だった。青色神官だったシキコーザがダールドルフ子爵第一夫人の息子として貴族達に認められたのである。


……あとはイェレミアスを廃して、シキコーザを跡継ぎに据えるだけでしたのに……。


ヴェローニカと跡継ぎに関する約束を取り付けることに成功した矢先、平民の青色巫女見習いのせいでシキコーザは処刑された。グローリエの将来は混沌こんとんの女神に呑み込まれてしまったように、先が全く見えないものになってしまったのである。


何故その平民が処刑されるのではないのか。何故その平民のような薄汚い存在を貴族である我が子が護衛しなければならなかったのか。誰に訴えてもシキコーザの罪は覆くつがえらなかった。二度と関わらないことを条件に、殉職じゅんしょくという形でシキコーザの名誉と一族は守られたけれど、グローリエは未だに全く納得できていない。平民の巫女見習いと、平民の護衛のような薄汚い任務を与えたフェルディナンド、処分の決定をしたジルヴェスターに対する深い憎悪ばかりがグローリエの心に降り積もっていく。


夫からは二度と平民の巫女見習いに近付かぬように、と命じられて報復ほうふくの機会さえ奪われた。平民の巫女見習いを害してくれる自分以外の者を冬の社交界で探していたけれど、フェルディナンドの庇護ひご下に入った者へ積極的に手を下そうとしてくれる者はいなかった。ただ一人、フェルディナンドの存在を憎悪するヴェローニカを除いては。


それがフェルディナンドに対する嫌がらせの一環であっても、グローリエとしては巫女見習いを害することができるならばそれでよかった。それなのにグローリエの望みは叶わなかった。ビンデバルト伯爵を招き入れたヴェローニカが逆に失脚し、平民の巫女見習いだったはずの子供は、何故か騎士団長の娘として洗礼式を受けて、領主の養女になったのだ。


……何故あの平民の巫女見習いが騎士団長の娘として洗礼式を受けるのです!?　何故アウブの養女として領主一族に名を連ね、わたくしの上に立つのです!?


グローリエにとってはあまりにも許し難いことだ。貴族に対する冒涜ぼうとくだ。騎士団長も、アウブも、我が子を処刑するために手を組んでいたに違いないとグローリエは本気で思っている。


……アウブもフェルディナンド様に操られているのかもしれませんね。あの男は危険だと事あるごとにヴェローニカ様はおっしゃっていましたから。


神殿に入った後もフェルディナンドを危険視していたのはヴェローニカだけだったが、彼女は正しかったのだろうとグローリエにはわかる。


……アウブ・エーレンフェストがジルヴェスター様ではなく、ゲオルギーネ様であれば平民の巫女見習いを領主一族にするような愚行ぐこうを犯すことはしなかったでしょう。


先代領主がジルヴェスターを跡継ぎに選んだことが、グローリエには未だに悔しくてならない。


……アウブに相応しいのはゲオルギーネ様でしたのに。


美しく知謀に長たけていた。彼女がアウブになれば、間違いなくライゼガングを降せただろう。


今回ゲオルギーネが戻ったことで、同じ思いを抱いた貴族も多かったはずだ。エーレンフェストを離れて十年以上経っているというのに、彼女の信奉者はまだ多い。グローリエの知る限り、母親であるヴェローニカを捕えたことで自分の支持基盤を切り捨てたジルヴェスターを支持する貴族より、ゲオルギーネを支持する貴族の方がずっと多いのだ。


◆


馬車の中で苛立っていると、白い鳥がすぅっと馬車の中に入ってきた。オルドナンツより小さな鳥は手紙へと変化してグローリエの手元に落ちてくる。内容を他人に聞かせたくない時に使われることが多いその手紙を受け取り、グローリエは目を通した。


差出人はゲルラッハ子爵夫人ロイエーアで、エーレンフェストの将来を左右するくらいにとても大事な手紙がゲオルギーネから届いたという内容だった。その内容について話し合いたいので、ゲルラッハへ来てほしいという招待状だった。


その途端、苛立たしく波立っていたグローリエの心が静まっていく。お茶会でエーレンフェストの現状を嘆いた時には「わたくしはアーレンスバッハの第一夫人ですから、いくら貴女に協力したくともエーレンフェストへの過度な干渉は避けなければいけないのです」と寂しそうに微笑んでいたゲオルギーネに一体何の変化があったのだろうか。もしかしたら、貴族街ではアウブの手の者が潜んでいる可能性を考慮して、当たり障りのないことを述べていただけかもしれない。用心深いゲオルギーネの行動と考えると、とてもしっくりといく。


グローリエにとってゲオルギーネは心に決めた唯一の主だ。彼女から重要な知らせが届いたというならば、何を差し置いても手紙の内容を知るためにゲルラッハへ向かわなければならない。ダールドルフに戻ってしまえば、ゲルラッハを訪れるのは難しくなるだろう。馬車で一人だけ別行動をしている今は好都合だ。


「わたくし、少し気分が悪くなってしまったみたいです。馬車に酔ったのかしら？　今夜の宿で二、三日休めるように手配してちょうだい」


側仕えにそう命じ、グローリエは騎獣でゲルラッハへ抜け出す算段を付けた。






ゲルラッハの夏の館に騎獣で到着したグローリエは、側仕えに案内されて応接室へ向かった。そこには寛いで談笑している貴族達が十名ほどいる。皆、ゲオルギーネを主として戴いただく同志達だ。グローリエは招待主であるゲルラッハ子爵夫妻と再会の挨拶を交わす。


「グラオザム様、ロイエーア様。時の女神ドレッファングーアの糸は交わり、こうしてお目見えすることが叶いました。これほど早くに糸が交わるとは思ってもいませんでしたね」


「えぇ、グローリエ様。わたくしも何度もお話をしたゲオルギーネ様からこれほど早くにお手紙が届くとは考えていませんでしたもの」


ロイエーアが嬉しそうに華やいだ笑顔で席を勧めてくれた。どうやら検閲けんえつが入る境界門を通る前にゲオルギーネは手紙を送ったようだ。


「せっかくですから、ゲルラッハに寄っていただいて直接お話がしたかったのですけれど……」


貴族街と違ってゲルラッハであれば領主達の手の者がいるのかどうか、周囲を気にせずに気兼ねなく話ができたのに、とロイエーアが残念そうに溜息を吐く。グラオザムは妻の肩を軽く叩き、フッと笑った。


「アーレンスバッハの者達に知らせることなどできない内容だから仕方があるまい。ゲオルギーネ様は昔から慎重しんちょうでいらっしゃる」


二人の様子から考えても、とても良い知らせに違いない。夫婦で同じように感じられるゲルラッハ子爵夫妻を羨ましく感じながら、グローリエはゲオルギーネからどのような手紙が届いたのか問いかける。


「グラオザム様、ロイエーア様。ゲオルギーネ様のお知らせをお二人だけで分かち合わず、わたくし達にも喜びを分けてくださいませ」


「少々お待ちくださいませ。今、読みますから」


ロイエーアがそう言って、ゲオルギーネからの手紙を読み始めた。その場にいる皆が口を閉ざし、じっと静かにロイエーアの読み上げる手紙の内容に聞き入る。いくつかの装飾的な言葉を除けば、内容としては「エーレンフェストの礎へ至る道を見つけてしまったようなのですけれど、どうすればいいかしら？」というものだった。


「……どうすればいいのかだなんて、考えなくても答えは一つしかございません。ゲオルギーネ様がエーレンフェストの礎を手に入れられるようにすべきではありませんか！」


グローリエが皆を見回してそう言うと、しっかりとした頷きが返ってくる。ロイエーアがその様子を見て、嬉しそうに手紙を胸に抱きしめると微笑んだ。


「えぇ、ここにいる皆様はわたくしやグローリエ様と同じ気持ちでしょう。けれど、ゲオルギーネ様が嫁がれてから二十年近くの時間が経っています。ご不在の時間が長すぎました。いくらわたくし達が望んだところで他の貴族の賛同は得られず、本来ならばゲオルギーネ様が再びエーレンフェストに戻ることは叶わなかったでしょう」


ロイエーアの言葉に頷いたグラオザムが立ち上がり、「だが、今は違う」と力強く拳を握った。希望で燃えるギラギラとした熱い眼差しで皆を見回し、声を上げる。


「先代アウブがはるか高みへ上られ、ジルヴェスター様が盤石ばんじゃくの体制を築いているはずの現在、エーレンフェストの情勢は揺れている。それは何故か？　去年の春にヴェローニカ様が捕えられたからだ。今のジルヴェスター様の体制は盤石とは言えない。そんな中にゲオルギーネ様はエーレンフェストの礎に至る道を見つけられた。これは神々の御導きに違いあるまい！」


グラオザムの熱弁にグローリエは大きく心が動かされた。確かにジルヴェスターを溺愛できあいしていたヴェローニカが健在であれば、ゲオルギーネが戻ることはできなかっただろう。けれど、ヴェローニカが捕えられ、ジルヴェスターの足元が揺らいでいる今ならば勝機はある。そんな時に礎に至る道をゲオルギーネが発見したのだ。あまりにも素晴らしい偶然の巡り合わせではないか。「神々はゲオルギーネ様をアウブ・エーレンフェストにお望みなのだ」と皆の心に刻み込まれていく。


「ゲオルギーネ様は慎重な方です。確実な勝機が見えなければ動かれません。だからこそ、エーレンフェストにお戻りいただくことが可能であることを、我々の手で示さなければ。エーレンフェストを更に揺らすならば、今が最良の時です。幸いにも、ヴィルフリート様がお誘いくださったことで来年の夏の来訪が決まった、とお手紙にございます」


ロイエーアの言葉に皆が身を乗り出すようにして、いかにしてエーレンフェストを揺らせばゲオルギーネがその気になってくれるのか、と意見を出し合う。


「どの程度ジルヴェスター様の治世が安定しているのか。付け入る隙はあるのか。まず試すことが重要だろう。ジルヴェスター様の地盤の脆もろさを他の貴族に見せつけることができれば、中立派の貴族を説得しやすくなる。ゲオルギーネ様もお喜びになろう」


「現在の領主一族の素質、側近の能力、ジルヴェスター様の事態収拾力などを試しましょう。その結果を報告すれば、来年の夏にはゲオルギーネ様から何がしかお言葉をいただけるのでは？」


ゲオルギーネがエーレンフェストの礎を手に入れるべく動き出すのか、止めておいた方が良いと判断するのか、今の時点では何もわからない。ただ、ゲオルギーネがアウブとしてエーレンフェストに戻るのは容易ではない。アーレンスバッハの第一夫人という立場から解放され、エーレンフェストでゲオルギーネを支持する貴族を増やしておく必要がある。


「支持者を増やすためにはヴェローニカ派を取り込むことが最も簡単でしょう。……ヴィルフリート様を利用するのはいかがですか？　汚点を付けた上で救い出し、恩を売ることができれば、後々使い勝手が良いと思われます。ゲオルギーネ様のお孫様と娶めあわせて配偶者にすれば、領内の貴族を抑えるためにも役立ちますし、必要でなくなれば処分もしやすいのでは？」


ヴェローニカに可愛がられていたヴィルフリートを取り込めば、貴族達は意外と簡単に取り込めるかもしれない。


「ヴィルフリート様は利用価値がありそうですけれど、ローゼマイン……あの平民の子供はどうするのですか？　ゲオルギーネ様が必要とされるとは思えませんけれど」


グローリエにとってはヴィルフリートの扱いよりも、領主の養女であるローゼマインをどのように処理するのかが大きな関心事だ。いっそグローリエに引き渡してくれれば、気が済むまで嬲なぶることができるのに、と思わざるを得ない。そんなグローリエの荒れる心情を察したのか、少し落ち着けと言わんばかりにグラオザムが軽く手を振った。


「ライゼガング系の貴族の反抗を封じ、一族の希望として平民を擁しようとした愚かさを周知するためには、前神殿長ベーゼヴァンスの言葉が正しかったことを証明して彼の名誉を回復し、ローゼマインが平民であったことを公表する必要がある。それから先は貴族を騙した平民に相応しい扱いをすれば良いのではないか？」


「平民に相応しい扱いとおっしゃいますと？」


グローリエが尋ねると、グラオザムはゆっくりと顎を撫でながら灰色の目を光らせた。


「どこかに繋いで領主の養女になれるだけの潤沢じゅんたくな魔力を奪い続けるか、魔力の高い子を産む道具として神殿に籠めるか、アーレンスバッハの貴族に売り渡すか、身食い兵として育てるか……。いくらでも使い道はある。使えなくなった時点で魔石にすれば良いだけの話だ」


至極どうでも良さそうにグラオザムがそう言うと、ロイエーアは何か思い付いたように手を打った。


「ゲオルギーネ様によると、アーレンスバッハは政変の煽あおりを受けて魔力が足りず、苦労されていらっしゃるそうです。アーレンスバッハに引き渡すのはいかがですか？　ゲオルギーネ様がお戻りになる分の魔力を補充する意味も込めて……」


ゲオルギーネのような優秀な領主一族をエーレンフェストに戻すのだ。アーレンスバッハにも多少の補償が必要だろう。そう提案した妻に対してグラオザムが「ゲオルギーネ様の意見を伺う必要はあるが、それも悪くない」と頷く。


「だが、あの子供は神殿へ籠って出てこない。ヴェローニカ様が警戒し続けた最優秀のフェルディナンド様が守りに就いていて、親族ということになっているライゼガング系の貴族でさえ容易には近付けないそうだ」


「虚弱という情報さえどの程度正確なのかわからない状態ですものね。虚弱な振りをして情報を漏らさないように接触を控えている可能性もあります。今は情報が少なすぎますね」


貴族達の意見を聞きながら、グラオザムが腕を組んだ。何やら考えている時の顔で指先を軽く動かす。灰色の目がやる気に満ちているのは、ゲオルギーネのために動けるからだろう。


「ジルヴェスター様の側近からの情報によれば、貴族院で最優秀を取り続けたフェルディナンド様は非常に優秀らしい。私自身はあまり近くで接していないので、どの程度の優秀さなのか今の時点では測れぬが、気付かれた場合、我々の計画の邪魔をされる可能性は高い」


ゲオルギーネをエーレンフェストに迎えるということは、ジルヴェスターを廃するということだ。ジルヴェスターを支えているフェルディナンドとは敵対する可能性が高くなる。


「フェルディナンド様の妨害を封じるため、神殿から二人が離れられない時や神事で神殿を不在にしている時に動く方が良いのではないか？」


グラオザムがそう言うと、ロイエーアはゆっくりと首を傾げた。


「直近では収穫祭がございますね。青色神官が少ない今、ローゼマイン様とフェルディナンド様のお二人が収穫祭で神殿から離れるのは確実でしょう？」


「待て。その時期は我々もゲルラッハから動けぬではないか」


グラオザムが少しばかり嫌な顔をしてロイエーアを見る。ゲオルギーネのために自分で動きたくて仕方がない様子だ。相変わらずのグラオザムの様子に皆が少し苦笑した。


「グラオザム様、私はギーベではないので収穫祭の時期でも動けますよ。アウブ周辺の様子見を目的とした今回はそれほど大仰おおぎょうなことはしないでしょう？　ならば、貴族街の貴族だけで動く方が良いのでは？　ゲオルギーネ様との繋がりはできる限り薄く見せたいと思います」


ゲオルギーネの意志さえ確認できていない状態で、ジルヴェスター達を警戒させすぎるのも次を考えると良くない。できる限り偶然を装い、極力ゲオルギーネの存在に繋がらないようにした方が良い。その言葉に「ふむ、確かに」とグラオザムが頷いた。


「アウブの体面に傷をつけ、派閥を揺らし、付け入る隙があることを証明してゲオルギーネ様にお戻りの決意を固めていただくことが重要だ。かかった瞬間に命の危機があるような罠わなは必要ない。軽いけれど抜け出せないような罠をいくつも張る方を優先させねばならぬ」


グラオザムが愉たのしげに唇の端を上げる。きっと頭の中では様々な罠が張り巡らされているに違いない。こんなふうに生き生きとしているグラオザムをグローリエが見るのは久し振りだ。


「今回の狙いはヴィルフリート様かしら？　養女より実子を使って揺らがされる方がジルヴェスター様に衝撃が大きいでしょうし……」


ロイエーアがおっとりと首を傾げながらそう言うと、グラオザムがくつりと笑った。


「あの方は昔から自分より自分にとって大事な者を攻撃されることに殊更弱いからな」


次々と意見が出て計画が出来上がっていく。シキコーザの処刑を決めたジルヴェスターを罠にはめるのであれば、グローリエも参加したかったけれど、ギーベの第一夫人である以上、ダールドルフから出ることは難しい。


……あの平民を痛めつけるのは少しお預けかしらね？


残念ではあるけれど、完全に接触を禁じられて手出しできない状況からは一歩前進した。ジルヴェスターを廃することができれば平民の巫女見習いを守れる者はいなくなる。


……あぁ、早くわたくしの望みが叶う日がやってきますように。

            





    
  
  




「シャルロッテ、メルヒオール、わたくしはこれから本日の執務に向かいますから、乳母うばの言うことをよく聞いて、良い子で過ごすのですよ」


「はい、お母様。いってらっしゃいませ」


わたくしは毎朝子供達に声をかけ、一人ずつ抱きしめてから立ち上がると、名残なごり惜しい気持ちを抑えて部屋を出ます。可愛い子供達の笑顔を見る度に、ヴィルフリートには同じことをしてあげられなかった口惜しさが胸に湧きあがります。


……本当にあのお義母様は。


母乳をあげなければならないと言われている、生まれてから季節二つ分の時が過ぎた時点で、ヴィルフリートは取り上げられ、お義母様の手元で育てられました。本当に夕食後の抱擁ほうようしかできないまま、洗礼式を迎えたのです。






「それでも、まだ養育権が戻ってきただけ、よかったのですけれど……」


それもこれもローゼマインのおかげです。嫁いだ当初から「ジルヴェスターの妻はアーレンスバッハから選ぶはずでしたのに」と色々な面で厳しかったお義母様を退けてくれましたし、その後も次々と人々を熱狂させる流行を作ることで、お義母様失脚後の貴族女性の勢力図を上手く塗り替えることができました。何より、領主一族としての教育が全くできておらず、廃嫡の危険さえあったヴィルフリートを救ってくれたのです。ローゼマインはエーレンフェストの、というよりは、わたくしの聖女なのです。


我が子の教育さえきちんとできているとは言えないジルヴェスターが、カルステッドの娘を養女に迎えると聞いた時には耳を疑いましたけれど、ローゼマインと接すれば、その特異さはすぐにわかりました。


整った容姿と強大な魔力、末恐ろしいほどの頭の回転、新しい流行を生み出すための発想、それをいち早く作り上げてしまう行動力、他人に対する慈愛じあいの心。目を離すと、すぐにも死んでしまいそうな虚弱さ。領地のために確保し、保護しなければならないと判断したのは、ジルヴェスターとしては珍しく英断だったと思います。






本日はアーレンスバッハからの来客であるゲオルギーネ様と共にお茶をすることになっています。ジルヴェスターから「どうしても同席して欲しい」と頼まれました。けれど、正直なことを申し上げますと、あまり気は進みません。


……お義母様に似ているだけで、ただでさえ苦手意識があるのです。それに……。


「わたくし、歓迎の宴でヴィルフリートに向けられたゲオルギーネ様の笑顔がどうしても気になって落ち着かないのです」


「多分フロレンツィアは正しい。ヴィルフリートはもう姉上と会わせぬ方が良いと私も思う。最後の見送りだけで十分だ。……もちろん、ローゼマインも、な」


基本的に身内に甘く、あのやりたい放題だった前神殿長やお義母様を放置していたジルヴェスターにしてはゲオルギーネ様に対して警戒が強いことが気になります。


「ジルヴェスター、貴方はどうしてそこまでゲオルギーネ様を警戒するのです？」


「我が子に同じ思いをさせたくないからだ」


ジルヴェスターによると、跡継ぎとして育てられる締め付けのきつさに辟易している時に、跡継ぎの立場を奪った、と年の離れたゲオルギーネ様にひどく苛いじめられていたそうです。


「今となっては、それまでの生活の全てを否定された姉上の気持ちも多少はわかる。だが、洗礼式を終え、子供だけが過ごす北の離れに居を移した途端に始まり、姉上がアーレンスバッハに嫁がれるまでずっと続いたのだ」


ジルヴェスターはなるべく平静を装ってそう言いましたが、嫌がらせの数々はジルヴェスターの心に大きな傷を与える出来事で、まだ幼少期の傷を完全には消化できていないのでしょう。


……本当に、この方は。


お義母様の偏かたよった愛情を受けて育ち、本当に必要な時には救いの手が差し伸べられなかった大きな子供です。






「これを運んでくれ」


ジルヴェスターはお茶会の部屋に一つの木箱を運ぶよう側仕えに命じ、立ち上がりました。わたくしも一緒に立ち上がります。


「あの姉上に叔父上と母上の話もせねばならぬのか。……気が重いな」


「片方の事情しか知らないわたくしがご家族の問題に差し出口を挟むと余計に混乱するでしょう。これは貴方のお仕事ですよ。わたくしも同席いたしますから、しっかりなさって」


わたくしはジルヴェスターを少しでも元気づけるように頬に口付けると、ジルヴェスターに寄り添って、お茶会の部屋へ向かいました。


わたくしとジルヴェスターが並んで座り、向かいにゲオルギーネ様が座り、お茶会が始まります。アーレンスバッハに対してエーレンフェストの旨うまみを見せるなというジルヴェスターの言葉により、本日のお茶会のお菓子は昔ながらのお菓子、コルデの蜂蜜パイです。蜂蜜に漬けられていたコルデが間に挟まっているパイは、切ると形が崩れて美しくなくなります。これをいかに美しく切り分けて給仕するかが側仕えの腕の見せどころで、優雅に食べることが淑女にとっては必須技能です。ローゼマインは料理人に命じて一口で食べられる大きさに切ってから焼かせていますが、今日は昔ながらの形で出されています。


わたくしは指先に集中してカトラリーを扱ってサクリとパイを切り、ゲオルギーネ様に見せるように一口食べます。最近はローゼマインのレシピが続いていたので、何だか懐かしい気分になりました。


「ジルヴェスター、わたくしは叔父様のお墓参りに来たのですけれど、一体いつになったら案内してくださるのかしら？」


お茶を飲みながらゲオルギーネ様は眉をひそめ、ジルヴェスターに厳しい視線を向けられました。ジルヴェスターは一瞬だけわたくしに助けを求めるような視線を向けた後、グッと拳を握り、ゲオルギーネ様に向き直ります。


「叔父上は重罪人として処刑された。何十年も前に神殿に入った者とは関係などないと、実家に当たるグレッシェル伯爵家からも拒否されているので墓はない」


「処刑、ですって……？」


ゲオルギーネ様は神殿からの手紙で死亡を知ったということでしたが、詳しいことは知らなかったようです。領主会議の最中に、領主の不在を狙って親族が不祥事を起こしたという話はできないため、詳細はこちらも伏せたままだったのです。ゲオルギーネ様がきつく手を握りしめて、説明を求めるように強い瞳で睨み上げると、ジルヴェスターは一瞬顔を強張らせた後で奥歯を噛みしめます。それから一呼吸して厳しい領主の顔を作ると、口を開きました。


「公文書偽造だ。叔父上は領主の命に背き、領主の母を唆そそのかし、公文書を偽造し、他領の貴族を街に引き入れて騒動を起こした」


ジルヴェスターの拳が膝の上で小刻みに震えているのが見えます。わたくしが拳にそっと手を添えると、くるりと拳が反転しました。指を絡ませ、きつく握られます。


……ジルヴェスター、大丈夫ですよ。


わたくしが指先でジルヴェスターの手の甲を撫でるように動かしたり、軽く叩いたりしているうちに、少し力が抜けてくるのがわかります。


「領主会議で領主不在の最中に、領主の印を勝手に使う罪深さがアーレンスバッハの第一夫人である姉上にわからぬはずはない。……わかってもらえると思っている」


一度目を伏せたゲオルギーネ様がふっと細い息を吐き出し、ゆっくりと顔を上げます。


「どれほど悲しくても処刑は仕方がないことだと理解いたしました。……ジルヴェスター、叔父様の遺品はございませんの？」


「私が管理している分がいくつかある。どれでも好きな物を持ち帰ると良い」


「えぇ、そうさせてくださいませ」


ジルヴェスターが側仕えに運ばせていた木箱は、前神殿長の遺品が入った物だったようです。


「この箱は叔父上が神殿で大事に保管していた姉上の手紙だそうだ。先日、フェルディナンドが届けてくれた」


「まぁ、読まれてしまったのかしら？……恥ずかしいわ」


ゲオルギーネ様は小さく笑いながら、木箱の中から丁寧に手紙が納められた箱と豪奢な装飾がされたインク壺をそっと取り出されました。


「……叔父様、最後まで使っていてくださったのね」


小さな呟きから、嫁ぐ前にご自身が贈られた物ではないかと推測できました。懐かしそうに目を細めてインク壺を眺め、手紙の束に触れるゲオルギーネ様の姿はとても愛情深い女性に見えます。ジルヴェスターから聞いた話やヴィルフリートに向けられた笑顔が嘘であるように思えるほど、優しい笑顔でした。


前神殿長とわたくしは儀式の時にしか顔を合わせませんでしたし、貴族でもない神殿の者であるにもかかわらずお義母様と共に「嫁の心得」について滔々とお説教されましたので、あまり好ましくは思っておりませんでした。それに処刑後は実家からも無関係だとお墓を作ることさえ拒否された方でしたから、このように偲しのぶ方がいることに少しだけ安堵いたしました。


「叔父様はお母様を唆して罪を犯したのでしょう？　では、お母様はどうしていらっしゃるのかしら？　歓迎の宴にいらっしゃらなかったので、不思議には思っていたのですけれど、あの場で問いただすわけには参りませんでしたもの」


「母上は同じ罪で幽閉だ。今は森にある白の塔に……」


「お会いしたいわ」


ゲオルギーネ様の要望に、ジルヴェスターは顔色を変えて首を横に振りました。逃亡や殺害を防ぐため、領主に反逆した犯罪者に面会はさせられないことになっています。


「……領主に反逆した犯罪者だ。面会はさせられぬ」


「会ってお話がしたいと言っているわけではありません。お母様がどのような暮らしをしているのか、一目見るだけで良いのです。せめて、姿だけでも見て安心したいと思う子供の気持ちがわからないかしら？　逆ならば、同じことを言ったでしょう？」


ゲオルギーネ様は深緑の目でジルヴェスターを睨みました。


「わたくしとてアーレンスバッハの第一夫人です。いくら母親であったとしても、重罪人を逃がしたり減刑を願ったりはいたしません」


「……シュタープを封じる枷かせをはめるならば、見るだけは許可する……」


シュタープを封じる手枷は犯罪を起こした貴族に与えられる物で、シュタープを封じて魔術を完全に使えなくなるものです。犯罪者に与える物を付けるならば、というジルヴェスターの遠回りな拒否に、嫣然えんぜんとした笑みを浮かべてゲオルギーネ様はすっと形の良い手首を差し出されました。


「えぇ、よろしくてよ」


ジルヴェスターは苦い顔でゲオルギーネ様の手首に魔術具の手枷を付けました。お義母様に付けた時のことを思い出しているのかもしれません。






ゲオルギーネ様を森の奥にある白い塔に案内します。貴族の森にそびえる白い塔は領主への反逆を行った重罪人の貴族を封じておくための塔なのです。


白い塔に入り、一番奥の扉を開けました。格子こうしさえなければ、普通の貴人の部屋にしか見えないそこに、今のゲオルギーネ様と同じようにシュタープを封じる手枷をはめられたお義母様がいらっしゃいます。


扉の開く音に顔を上げ、立ち上がったお義母様が「ゲオルギーネ！」と駆け寄るように格子の前にやってきました。幽閉されていても領主の母です。扱いはひどいものではありません。髪も服も整えられています。


「貴女からもジルヴェスターに言ってちょうだい。わたくしをここから出すように。ジルヴェスターはフェルディナンドに操られているのです。助けてちょうだい、ゲオルギーネ」


必死に言い募つのるお義母様の言葉を静かに見つめるゲオルギーネ様は、ジルヴェスターとの約束通りに静かにその姿を見ただけで、本当にお義母様とは一言も言葉を交わすことなく、背を向けられました。


「……ジルヴェスター、もう十分です」


コクリと頷いたジルヴェスターが歩きだし、ゲオルギーネ様とわたくしも続きます。


「ゲオルギーネ！　ゲオルギーネ！」


そう何度も呼びかけるお義母様の声に、ゲオルギーネ様が足を止められ、一度振り返りました。わたくしと目が合うと、ゲオルギーネ様はニコリと笑います。


「お母様の姿を一目だけでも見られてよかったと思っています。無理を言ってごめんなさいね、フロレンツィア」


「いいえ、心配になるお気持ちはよくわかりますもの」


それから、ゆっくりとお義母様へ視線を向けたゲオルギーネ様が、それはそれは愉しそうに微笑みました。必死に名前を呼ぶお義母様に向けられるゲオルギーネ様の笑顔が、どうしても安心したという類たぐいのものには見えず、わたくしはうすら寒さを感じました。






「よく来てくださったわね、エルヴィーラ」


今日はローゼマインの母親役を任せられているエルヴィーラとのお茶会です。エルヴィーラには嫁いできた当初からとてもお世話になっています。隣の領地から嫁いできたばかりでエーレンフェストのことをよく知らないわたくしに詳しく教えてくださったり、わたくしをご自分の派閥に入れてくださったり、それとなくわたくしを庇かばったりしてくださったのです。


……ジルヴェスターよりエルヴィーラの方が頼りになるとは、ジルヴェスターには言えませんけれど。拗すねますからね。


お菓子やお茶の支度を終えた側仕えを下がらせ、念には念を入れて盗聴防止の魔術具をエルヴィーラに手渡しました。無言でお茶を飲み、お菓子を一つ摘み、エルヴィーラに差し出すと、彼女もコクリとお茶を一口飲みます。


「ゲオルギーネ様のことでしょう？」


エルヴィーラはカップをそっと置くと、小さな笑みを浮かべました。


「えぇ、そうです。エルヴィーラならば、色々とわたくしが知り得ない情報を聞かせてくださるから。いつまでも頼ってしまってごめんなさいね」


「よろしいのよ。わたくしの派閥はそのためにあるのですから。……それにしても、ゲオルギーネ様はずいぶんと精力的に動いていらっしゃるわね。昨日も旧ヴェローニカ様の派閥のお茶会にいらっしゃったそうよ」


エルヴィーラは呆れたような、感心したような溜息を吐いた後、小さく呟きました。ヴェローニカはお義母様の名前です。お義母様が失脚した後は勢いを失っていた派閥ですが、ゲオルギーネ様が戻っていらしたことで、にわかに活気付いているようです。


「あちらの派閥はアーレンスバッハと交流のある貴族が多いでしょう？　何とか誼よしみを結ぼうと必死のようです。ゲオルギーネ様もこちらでの影響を深めようと思えば、昔の友人方との顔繋ぎは必須でしょうし……」


お義母様が失脚されてから、アーレンスバッハとの繋がりはずいぶん薄くなっていました。第一夫人となったゲオルギーネ様は自分を後援してくれる実家との強い繋がりを求めているのかもしれません。


「昨日のお茶会でダールドルフ子爵夫人が、ずいぶんと色々なことをゲオルギーネ様に吹き込んだそうです。……ローゼマインが心配だわ」


「ダールドルフ子爵夫人？……確か、二年ほど前に騎士団の命令違反で処刑された騎士の母親ではなかったかしら？」


「えぇ、フェルディナンド様から当時青色巫女見習いだったローゼマインの護衛をするように、と命令を出されたにもかかわらず、シュタープで傷つけて魔物討伐の現場を混乱させた恥知らずの騎士の母親です」


彼女がローゼマインについて、ずいぶんと悪意に満ちた噂を流していたようです。下級貴族同士の繋がりからエルヴィーラに忠告が入ったそうです。


「ダールドルフ子爵夫人は、青色巫女見習いが平民だと言いふらしていた前神殿長ともずいぶん親しかったのでしょう？」


「ヴェローニカ様の派閥にいらっしゃったダールドルフ子爵夫人は、神殿入りすることになった息子のことを前神殿長によくよくお願いしていたようです。前神殿長はヴェローニカ様の唯一の同腹の弟でしたから」


エルヴィーラは困ったように眉を下げ、「それだけならば、命令違反した騎士が明らかに悪いので、それほど心配は必要ないのですけれど」と言った後、目を伏せます。


「ローゼマインはダールドルフ子爵夫人の息子だけではなく、前神殿長の死因にも深い関係があるでしょう？　平民だという噂はアウブ・エーレンフェストがしっかり否定してくださっているけれど、前神殿長の死に関しては隠しようがありませんもの。ゲオルギーネ様がどのように感じ、どのように判断するのか、わたくしには見当が付きません」


エルヴィーラの言葉に前神殿長の遺品を手にしていたゲオルギーネ様の姿を思い出し、一つ溜息を吐きました。行きどころのない感情がローゼマインに向けられる気がしてなりません。


「ねぇ、エルヴィーラ。わたくし、貴族院でゲオルギーネ様とご一緒した期間が少しはあるはずなのですけれど、エーレンフェストに関してはコンスタンツェお義姉様の印象しかありません。エルヴィーラから見て、ゲオルギーネ様はどのような方ですの？」


貴族院では領主候補生が集う催しがあったので、おそらく何度か顔を合わせているはずです。けれど、上級生と下級生で年が離れていたためか、貴族院に入った時にはお兄様と恋人同士になっていたコンスタンツェ様に可愛がられていたためか、わたくしにはゲオルギーネ様の印象がほとんどないのです。


「自尊心が高くて努力家でした。けれど、ヴェローニカ様のお血筋だからでしょうか、ゲオルギーネ様も敵意と悪意を持つ相手には本当に容赦ようしゃしない性格で、幼いジルヴェスター様を排斥はいせきするために執拗な嫌がらせをしていました」


領主の座を争って、兄弟間で排斥し合うのは珍しいことではありませんけれど、とエルヴィーラが肩を竦めました。


「性別を理由に幼いジルヴェスター様に次期領主の座を奪われ、それが原因で婚約は解消になり、アーレンスバッハに第三夫人として嫁がされたことはゲオルギーネ様にとってはさぞ屈辱だったでしょう。お気持ちはわかるのです。けれど、洗礼式を終えた直後の子供に向ける憎悪としては、とてもひどいものでした。カルステッド様が対応に困っておりましたもの」


「どちらかと言うと、領主は男性の方が望ましいですからね」


子供に豊富な魔力を与えるためには、母親の魔力量が大事になります。妊娠中はなるべく子に魔力を与えられるように、妊婦は魔力の使用を控えます。ですから、男性が領主となる場合は魔力量さえ釣り合えば妻になる女性が領主候補生でなくても認められることがありますが、女性が領主となる場合、夫は必ず領主候補生でなければなりません。


「外から見た習慣や事情と、ゲオルギーネ様の感情は別物ですからね。ジルヴェスター様によく似ていらっしゃるヴィルフリート様にも、我が身を守るためとはいえ前神殿長を陥れた形になったローゼマインにも、よく気を付けなければならないと思います」


弱点を見せたら、すぐさまそこを狙って噛み付いてくるような方ですから、とエルヴィーラが続けました。わたくしはその言葉にどうしてもお義母様を思い浮かべてしまいます。おそらくよく似た気性をしているのでしょう。


「……ゲオルギーネ様がアーレンスバッハの第一夫人として権力を振るえるようになったことを警戒するべきでしょうね」


「そうね。そうした方が良いと思います。第三夫人の間は一度としてこちらに戻らなかったのに、エーレンフェストを降くだす権力を持った途端の里帰りですから」


いくらアーレンスバッハが大領地とはいえ、政治に関われない立場の第三夫人と領主では、領主の方が立場は上なのです。第一夫人となり、ジルヴェスターを降す立場になったからこそ戻ってきたのでしょう、とエルヴィーラは言いました。ゲオルギーネ様と向かい合い、話をするだけで、拳を震わせていたジルヴェスターの姿が脳裏をよぎります。


「わたくしも強くならなくては……」






一週間ほどの滞在を終え、ゲオルギーネ様がアーレンスバッハに戻られる日となりました。見送りのためにローゼマインやヴィルフリートも共に並ぶ中、長い挨拶が入ります。


「世話をかけましたね」


「ゲオルギーネ様のお心が少しでも慰められたのでしたら、嬉しく存じます」


ずっと警戒し続けていたので、正直なところ少し安堵してしまいます。わたくしが緊張を緩めた一瞬の隙を突くように、ヴィルフリートが笑顔でゲオルギーネ様に駆け寄りました。


「今回はほとんどお話できませんでしたから、今度は伯母上とゆっくりお話したいです」


死角から飛び出され、わたくしが止める暇もない早業はやわざでした。ヴィルフリートの言葉に、ゲオルギーネ様の唇の端が吊り上がっていきます。


「そう、ヴィルフリートはわたくしとお話がしたかったのですね？　では、また……来年の今頃、こちらに参りましょうか？」


「楽しみにしています！」


……あぁ、余計なことを言うのではありません。


ヴィルフリートの頬をつねってしまいたいと思ってしまったのですけれど、この場でそのようなことはできません。ぎゅっと手を組んでどうにか笑顔を保っていると、ゲオルギーネ様はわたくしを見て、優雅に首を傾げました。


「ヴィルフリートのお誘いを受けてもご迷惑ではないかしら？」


実に迷惑です、などという本音をそのような公式の駆け引きの場で口にできるわけもありません。わたくしの答えなど、一つしか準備されていないのです。


「もちろん歓迎いたします」


……このバカ息子！


ゲオルギーネ様を乗せた馬車が見えなくなって、わたくしがくるりと振り返ると、先程までの華やかな笑顔を完全に消し去って眉間にくっきりと皺を刻み込んだフェルディナンドがヴィルフリートを見下ろしていました。何やら白い紙でできた扇おうぎのような物をローゼマインに手渡します。


「やってしまえ、ローゼマイン」


底冷えのするようなフェルディナンドの声にローゼマインはコクリと頷くと、ヴィルフリートに向かって、白い扇を振り下ろしました。


「ヴィルフリート兄様のおバカ！　口にして良いことと悪いことがあります。少しは空気を読んでくださいませ！」


スパーンと小気味よい音を響かせて怒鳴ったローゼマインを見て、わたくしは心の中で拍手いたしました。まさに、わたくしが言いたかったこと、そのままです。


……エーレンフェストの将来のためにも、ローゼマインとヴィルフリートを娶わせることを真剣に考えた方が良さそうですね。

            





    
  
  




星結びの儀式が終わり、神殿長として美しい祝福を行ったローゼマイン様がゆったりとした歩みで大広間を退出されました。大広間の扉が閉まると同時に、場の空気が成人ばかりの夜の雰囲気に変わります。すでにお相手が決まっている方々はそれぞれの両親への紹介や親族の顔合わせが始まり、これからお相手を決める者は同行している保護者達から紹介を受けたり、友人同士で固まって集団で紹介し合ったりして過ごします。保護者達から紹介を受けるのは家の跡継ぎが多く、それ以外の者達は友人達と過ごすことが比較的多いといえるでしょう。


わたくしはローゼマイン様が考案してくださった衣装のお披露目をするためにエルヴィーラ様がご一緒してくださっているので、友人達と気楽に騒ぐことはできません。衣装を見て、騒いでいた友人達に良縁があることを祈って送り出しました。


「皆様に縁結びの女神の祝福がありますように」


「ブリギッテにも縁結びの女神の祝福がありますように」






「静粛せいしゅくに！　本日は重要な知らせがある」


皆と離れると、アウブ・エーレンフェストの声が響き渡りました。壇上を見れば、アウブの隣にフェルディナンド様が並んでいらっしゃいます。ローゼマイン様から事前に聞かされていた通り、フェルディナンド様の還俗についてアウブからお話がありました。


貴族達が騒然となりました。アウブのお母様であるヴェローニカ様が執拗に排除を望み、神殿へ押し込めたフェルディナンド様の還俗です。それは、アウブがヴェローニカ様の意志を完全に無視することを意味します。ヴェローニカ様に疎まれていた者は喜んでシュタープを掲げて賛同の意を示しますが、ヴェローニカ様と共にあった者はシュタープを掲げつつも口元を引き結んで項垂うなだれています。


派閥の趨勢すうせいが大きく変わる一瞬を目にして息を呑んでいると、エルヴィーラ様がスッと一歩後ろに下がりました。わたくしの半歩後ろについたエルヴィーラ様が、囁くほどの小声で「ブリギッテ、背筋を伸ばして微笑みなさい」と注意します。


「フェルディナンド様の還俗と後見が発表されたことで、ヴェローニカ派の貴族は権力を失うことが確定しました。新たに自分達を引き立ててくれる上位の者を探さなければなりません。ローゼマインの後見を体現している貴女には権力目当てのヴェローニカ派の貴族達が寄ってきます。気圧けおされ、呑まれてはなりませんよ」


エルヴィーラ様の忠告を受けながら周囲を見回してみれば、想いを交わし合っている恋人達の楽しそうな語らいの姿の間から視線を感じました。新しい衣装に対して好意的だった親世代の貴族達の視線が、もっと冷たく利益を見据える目に変わっています。星結びの儀式が行われる前とは比べものにならないほど、わたくしが注目されているではありませんか。


唐突な変化に戸惑いを感じていると、「エルヴィーラ様」とわたくしではなく、エルヴィーラ様に対して呼びかける若い殿方の声が聞こえました。耳に覚えのある声に背筋がひやりとしてバッと振り返れば、エルヴィーラ様に挨拶をし始めた男の姿が目に入りました。


……ハスハイト!?


わたくしの元婚約者です。一見好青年に見える姿でにこやかに微笑んでいるけれど、全く目が笑っていないその顔は以前と全く変わっていません。ザッと肌が粟立あわだちました。


「エルヴィーラ様、時の女神によって紡がれた私とブリギッテ様の糸が交わったようです。最高神の御加護がある夜にどうか祝福を賜りますようお願い申し上げます」


わたくしの後見人として付き添っているエルヴィーラ様に、二人だけで話をする許可を得たいとハスハイトが申し出ています。エルヴィーラ様は衣装の関係でわたくしに付き添ってくださっていますが、わたくしの婚姻関係で口出しができるお立場ではありません。


「最高神の御座おわす夜には縁結びの女神も悪戯いたずらはなさいませんよ」


エルヴィーラ様はわたくしとハスハイトを見比べながら、自分の目が届く範囲内でならば、と条件を出して一歩後ろに下がりました。そのまま、わたくし達のやり取りをじっと見つめられる位置で待機してくださいます。エルヴィーラ様の目がある範囲内でハスハイトが強引な行動に出ることはできないでしょう。それだけで非常に心強く感じられました。


わたくしはゆっくりと周囲を見回します。物見高い貴族達がそれとなくこちらを見ています。貴族達の間を縫うようにして、お兄様がこちらに向かってくるのが見えました。


……お兄様は来ないでくださいませ。


急いで軽く手を挙げて、わたくしはお兄様を止めました。以前の婚約解消の結果からも明らかなように、ギーベであるお兄様がハスハイトに関わって何か対応を失敗した時にはイルクナー自体が不利益を被こうむることになります。ローゼマイン様の後ろ盾を得られそうな今、それだけは絶対に避けなければなりません。お兄様が心配そうな面持ちで足を止めたのを確認して、わたくしはハスハイトに向き直りました。


「ハスハイト様、わたくしに何の御用でしょうか？」


「星結びの夜に後見する保護者から許可を得たいと願い出た男に対してずいぶんと冷たい言葉ではないか、ブリギッテ？　以前、縁結びの女神が結んでくださった縁の結び目を故なく切られた時にも私の心は氷雪の神の攻撃を受けたように凍りついたものだが……」


ハスハイトは以前の婚約解消がわたくしの我儘で、理由さえ教えてくれなかったことでひどく傷ついたとわたくしを詰なじっています。けれど、わたくしが婚約を解消したのは、お兄様を廃してギーベ・イルクナーの座を手にしようとしたハスハイトやその親族との縁を切るためでした。ハスハイトは悲しそうに目を伏せて周囲の同情を引こうとしていますが、あまりにも厚かましい言葉にわたくしは怒りしか湧いてきません。


「ハスハイト様、貴方は……」


「ブリギッテ？」


反論するために唇を開いた瞬間、気遣うようなエルヴィーラ様の呼びかけを耳にして、わたくしはハッとしました。その場を見つめて静かに、けれど、威厳さえ漂わせて微笑むエルヴィーラ様の佇たたずまいを目にして「背筋を伸ばして微笑みなさい」という忠告が蘇ります。


……気圧されたり、呑まれたりしてはいけないのですよね。


ふっと冷静になれました。このように多くの貴族が集まる公の場で感情的になっては相手に隙を見せることになります。ギーベであるお兄様が足をすくわれて彼等に振り回されたという内情を晒さらせば、わたくしが婚約解消をすることで何とか守ったはずのイルクナーに食らいつこうとする貴族が増えるでしょう。胸の内に渦巻く怒りを見せないように、わたくしはエルヴィーラ様を真似て、ハスハイトに向かって微笑みました。


「ブリギッテ、貴女からどのような仕打ちを受けても私のラッフェルはまだ落ちてはいない。以前と同じように私は土の女神ゲドゥルリーヒを思っている」


ひどい仕打ちを受けた今でも愛している、と周囲の者には聞こえているかもしれませんが、ハスハイトの真意は「今でもイルクナーを狙っている」なのです。その後も、周囲の者達にはわからないように貴族らしい遠回しな言葉でハスハイトは嘲笑ちょうしょうします。ギーベの一族であるわたくしの婚約解消から貴族達が減って衰えたイルクナーを嘲笑あざわらい、婚約解消したわたくしをギーベの地位を手に入れる機会を手放した愚か者だと詰り、安易に騙されて振り回されたお兄様のことを馬鹿にします。


……ローゼマイン様の後ろ盾を得るのですから、いつまでも衰えたままではありません。


そう反論できればどれだけ胸がすくでしょう。けれど、ローゼマイン様から製紙業を行うように正式な要請があるのは数日後です。まだ他の貴族から見て、イルクナーがローゼマインの庇護を受けているわけではありません。新しい事業に関わるので口外法度はっとの情報です。


「どれほど痩やせ衰えたゲドゥルリーヒでも命の神エーヴィリーベの求めは変わらない。だが、エーヴィリーベ以外にゲドゥルリーヒを得たいと思う者はいない。其方にとっての水の女神であるローゼマイン様の御力も長く続くものではあるまい」


貴族が減って厳しい内情となったイルクナーに、自分に瑕疵かしが付くことを承知の上で婚約解消をしたわたくしに婿入りしたいと考える男はいないだろう、とハスハイトが貴族らしい作り笑いで真意を隠しながら侮辱ぶじょくします。確かにハスハイトが言う通り、護衛騎士である今はローゼマイン様の後ろ盾を持っていても、わたくしは結婚したら引退する女性騎士です。まだ仕え始めて一年ほどであることを考えても、引退した後もずっと領主一族と縁が続くと呑気に考えられる貴族は少ないでしょう。


ハスハイトはわたくしを伝手にしてローゼマイン様との繋がりを得ようとする周囲の貴族達への牽制を込めた現実を突きつけていますが、ローゼマイン様はそのように情の薄い方ではありません。神殿で孤児達の様子を気にかける様子や、神殿の側仕え達や平民の商人達に対する気遣いをわたくしは知っています。


「ブリギッテ、どうか今度こそ私のラッフェルを受け入れてほしい。私ならば傷ついた貴女の名誉を回復させることもできるのだから」


……そのような名誉などいりません。


強くそう思っても、感情に任せて返答することはできません。この場で醜聞ができてしまえば、ローゼマイン様に与えられた新しい衣装のお披露目をわたくしが潰すことになってしまいます。けれど、差し出されているハスハイトの手を貴族らしい美しさで断るためにどうすればいいのか良案が思い浮かびません。わたくしは唇を引き結び、グッと拳を握りました。


「おや、ハスハイト様は神学が不得手でしたか？」


おどけた様子でそう言いながら男性騎士達が数人、わたくしとハスハイトの間に割って入ってきました。「アンゲリカの成績を上げ隊」の活動時に騎士寮で面白がってゲヴィンネンの相手をしてくれたダームエルの友人達です。


「たとえ痩せ衰えたゲドゥルリーヒであっても求める者は数多く存在しますよ。水の女神だけではなく、火の神、風の女神、最高神も土の女神を心配し、求めているではありませんか」


「むしろ、ゲドゥルリーヒが痩せ衰えたからこそ気にかける神々が多いのでは？」


「ハスハイト様がそれほどブリギッテのことを案ずる必要はございません。彼女を魅力的に思う男は一人だけはないのですから。……ほら、行け。ダームエル」


ダームエルが彼等に押し出されるようにして一番前に出てきました。ダームエルが気まずそうに周囲を見回します。できるだけ感情を見せないように振る舞っていたつもりなのに、わたくしが嫌がっているのが周囲に伝わっているのでしょうか。内心の苛立ちや不満が漏れていたのであれば、非常に恥ずかしいことです。わたくしは思わず自分の頬を押さえました。


ハスハイトが割り込んできたダームエルを見て、面倒くさそうに息を吐き出しました。


「ブリギッテは中級貴族だ。下級貴族である其方等の出る幕ではない。ローゼマイン様の側近に取り立てられたということで少々思い上がっているのではあるまいな？　少しは身分を弁えよ」


それまでは困ったように視線をさまよわせていたダームエルが、ハスハイトの最後の言葉を耳にした途端、灰色の目に強い光を宿らせました。背筋を伸ばし、毅然きぜんとした態度でハスハイトに向き直ります。


「身分を弁えて引き下がった結果、私は罰を受けました。騎士は守るべき者がいる時に身分を理由に引き下がってはならないと厳重注意を受けた以上、私が引くことはできません」


そう言った後、ダームエルはくるりと振り返り、わたくしの前に跪いて手を差し出しました。


「天上の最上位におわす夫婦神のお導きにより、私は貴女に出会えました。ブリギッテには私の光の女神であってほしいと願っています」


ダームエルからの求婚の言葉に、わたくしは思わず目を瞬かせました。ダームエルからの求婚など、身分的にも魔力的にもあり得ません。ダームエルがわたくしにほのかな思いを寄せてくださっていることは承知しています。けれど、釣り合わないことがわからないダームエルではありません。実際、これまでに想いをあからさまにすることはありませんでした。


それなのに、何故よりにもよってこのような公の場で求婚するのでしょうか。正式に求婚されれば、釣り合いが取れない以上、わたくしには断ることしかできないのです。唖然としてダームエルを見下ろしていると、ダームエルがニコリと笑いました。

            





    
  
  




「……そう願ってはいますが、下級貴族である私を心許なく思われることも承知しています。一年後までにブリギッテに釣り合うように魔力を上げ、正式に求婚したいと考えているので、それまでどなたの求婚も受けずに待っていてくださいませんか？」


……あぁ、ダームエルはわたくしをこの場から助けるために……。


魔力が釣り合わないことをダームエルが自ら申し出て、一年の猶予を求めてくれたおかげで、わたくしにはダームエルの申し出を受け入れる余地が生まれました。ダームエルの申し出を断ることなく、ハスハイトの求婚を退けてこの場を終わらせることができます。


「大変申し訳ございません、ハスハイト様。痩せ衰えたゲドゥルリーヒを求めてくださる方が他にもいらっしゃったようです。残念ながら時の女神の紡ぐ糸が重なる日はないでしょうけれど、神々の御加護と共に健やかに過ごされますように」


わたくしはハスハイトに決別の挨拶をして、ダームエルの手に自分の手を重ねました。


「ダームエルの申し出をとても嬉しく思いました。一年後を心待ちにしています」


おぉ、と周囲がどよめきました。下級貴族のダームエルがギーベの妹であるわたくしと釣り合うほどまで魔力を伸ばせるとは、この場にいる誰も考えていないでしょう。それでも、ダームエルの申し出を受け入れることで、わたくしには求婚を受け入れる気があることを周知させることができましたし、ハスハイトの求婚を決して受け入れない理由があると推測できるはずです。


ダームエルがわたくしの手を取って立ち上がり、エルヴィーラ様の下へ向かいました。


「エルヴィーラ様、できればこのままギーベ・イルクナーにご挨拶したいと考えているのですが、よろしいでしょうか？」


「えぇ、もちろんよろしくてよ。ブリギッテが自分から殿方の求愛を受け入れてしまったのですもの。後見人としてのわたくしの役目は終わりました。ハスハイトの動向については、わたくしも留意りゅういしましょう。ギーベ・イルクナーによろしくお伝えくださいな」


エルヴィーラ様が満足そうな微笑みを浮かべました。ローゼマイン様の護衛騎士として、美しい立ち居振る舞いができたと認めていただけたようで、わたくしは安堵します。


「エルヴィーラ様、大変お世話になりました」


「気にしなくてもよろしくてよ。わたくし、来年を楽しみにしていますからね」


クスクスとエルヴィーラ様にからかうように笑われながらわたくしはダームエルに手を引かれ、周囲をダームエルの友人達に囲まれた状態でお兄様の下へ移動します。心配そうにこちらを見ていたお兄様が少し安堵しているのが離れていてもわかりました。


「ブリギッテ……」


「お兄様、勝手なことをしてしまって申し訳ございません」


ハスハイトを心配してくださったお兄様に近付かないでほしいと止めたこと、ダームエルの申し出を受け入れたこと、どちらも家長であるお兄様の意見を無視して行ったことです。


「構わない。私が飛び出すよりも良い結果に終わったようだから」


お兄様はわたくしの謝罪を受け入れた後、ダームエルに視線を移しました。


「この場を穏便おんびんに終わらせてくれたこと、それから、妹の名誉を守ってくれたことに感謝する」


「えぇ。本当に助かりました。ありがとう存じます、ダームエル」


お兄様とわたくしが感謝の言葉を述べると、ダームエルはハスハイトと向き合っていた者とは同一人物とは思えないほど狼狽うろたえた顔になり、視線をさまよわせ始めました。


「いや、私の力だけではありません。友人達の力添えがあったからこそ、私はあの場に出ることができたのです。……では、私はここで失礼します」


ダームエルは役目を終えたというようにくるりと踵きびすを返し、友人達のところへ向かいました。彼等に「カッコよかったぞ」と軽く小突かれるようにしてその場を去っていきます。


「ダームエルが下級貴族で残念だ……そう思わないか、ブリギッテ？」


「もう、お兄様ったら……。ダームエルは見兼ねて助けてくださっただけですよ」


物見高い貴族達は来年の求婚がどうなるのか、興味津々のようですけれど、本当に求婚できるほどダームエルの魔力が伸びることはないでしょう。






星結び以降、周囲の者達にからかわれることになりましたが、ダームエル自身は本当に求婚する気があるような素振りは全く見せませんでした。わたくしも特に本気では受け止めないまま、毎日を過ごしていました。イルクナーに戻るまでは……。






ローゼマイン様が製紙業を広げる最初の土地にイルクナーを選んでくださり、その護衛騎士としてわたくしもイルクナーに戻りました。短い滞在の間だけでも家族と共に過ごせるように、というローゼマイン様の配慮によってわたくしは護衛騎士の任務から外されたのです。


本日も紙の素材を探すために外出する際には護衛騎士として同行しましたが、館の中では客人を迎えたギーベの一家として過ごしていました。


ところが、深夜になってダームエルに付けていた下働きの一人が報告にやってきたのです。


「ブリギッテ様、ダームエル様がこのような時間に外出されましたが……」


すでに七の鐘が鳴ってしばらくの時間が経っています。幼いローゼマイン様はもちろん、基本的に朝が早いイルクナーの住民達は就寝している深夜です。ダームエルは外に出て一体何をするつもりなのでしょうか。自慢にはなりませんが、貴族の数も少ないイルクナーには夜に出かけられるような場所はありません。


ダームエルがイルクナーに対して何か事を起こすつもりであれば、騎士であるわたくしが事前に阻止しなければならないでしょう。わたくしは簡易鎧をまとい、バルコニーから外へ出ました。月と星の明かりしかない闇の神の支配下にあるイルクナーではほのかに魔力の光を放つダームエルの白い騎獣がよく見えます。わたくしも自分の騎獣を出して追いかけました。


「ダームエル」


「ブリギッテ、このような時間にどうしたのだ？　いくら故郷で馴染みがある土地とはいえ、女性が一人で外出するのは感心しないぞ」


イルクナーに何か起こるのでは、と少しばかりの緊張感を持ってダームエルを追いかけてきたわたくしは、あまりにも常識的でのんびりした言葉に体の力が抜けてしまいました。


「下働きの者から貴方が外出したと報告を受けたのです。一体何をするおつもりですか？」


「あぁ、すまない。それは心配をかけたな。実は、昼間のエイフォン討伐の後でローゼマイン様から戦い方について助言を受けたのだ。それで、少し訓練をしたくなったのだが……」


ダームエルは少しばかり決まり悪そうな顔でそう言いました。わたくしは騎士でもないローゼマイン様が戦い方の助言をしたことに驚いて目を見開きます。


「戦い方の助言ですって？」


「正確には魔力の使い方だな。私は下級騎士だから、他の騎士達の補佐を常にしている。他の騎士達が巨大な敵と戦えるように格下の相手をしたり、回復するまでの時間を稼いだりするのが役目だ。そのため、できるだけ長く戦えるように少ない魔力で戦う癖が身についている。だから、大きな魔力を一度に放出する戦い方について考えたことがなかった。だが、ローゼマイン様は他の戦い方も覚えた方が良い、と……そのようなことをおっしゃったのだ」


わたくしはこれまでのダームエルの戦い方から、少ない魔力で長く戦うことを目標にしていることに納得しました。中級騎士は敵に合わせて魔力を加減することを最初に求められます。


「一度に多くの魔力を放出する訓練を行うならば、最初にシュタープへ一気に魔力を溜める訓練から始めるのが良いですよ。中級騎士が騎士団で見習いの頃に教えられることです」






わたくしは森の中に降り立って、ダームエルの訓練に付き合いました。何だか以前よりもダームエルの魔力が伸びているような気がして、わたくしは首を傾げます。


「どうかしたかい？」


「ダームエルの魔力が少し伸びている気がしたのですけれど……」


わたくしの言葉にダームエルは少し躊躇いを見せ、視線をさまよわせました。誰もいない周囲を見回した後、恥ずかしそうに口を開きました。


「私は……魔力的な成長期が他人より遅かったようで……。今も伸びていると騎士団長よりお言葉をいただいている」


成長期を終えて成人を過ぎると、魔力の伸びはほぼ止まります。まさかダームエルの魔力がまだ伸びているとは思いませんでした。


……まだ魔力が伸びているということは、もしかして……？


わたくしの心の中に一つの疑問が浮かび上がってきます。


「一年後、ダームエルは魔力が釣り合うと本気で考えているのですか？」


星結びの夜、公の場で口にした申し出はハスハイトを退けるためだけではなく、本気の申し出だったのでしょうか。わたくしの言葉にダームエルは少しばかり情けない顔になりました。


「……ブリギッテが本気で受け取っていないことはわかっている。それに、本当に釣り合うまで魔力が伸びるかどうかは私にもまだわからない。だが、諦めたくないと思っている」


ゆっくりと息を吐いたダームエルの横顔に胸がざわめきました。クッと顔を上げたダームエルの灰色の瞳から目を逸らすことができません。


「だから、聞かせてほしい。仮に、魔力が釣り合えば、ブリギッテは私の求婚を受け入れてくれるのだろうか？　公の場で断られる前に心構えはしておきたい」


真剣な眼差しにわたくしは自分の胸が高鳴るのを感じました。同時に、頭の中で警鐘けいしょうが鳴り響きます。容易に男性を信用してはならない、と。


ハスハイトから受けた言葉の数々が頭の中を巡り始めました。


「イルクナーに碌な魅力がないのに、ギーベを目指せる地位にいてギーベを目指そうとしない其方と結婚したがるような男はいない」


「其方自身にどれだけの価値があると？　婿入りしたところで何の旨みもないではないか」


「見るべきものがない田舎のイルクナーへ婿に来たがる男などいるはずがなかろう」


かつて受けた言葉が脳裏に蘇り、イルクナーを守るために婚約解消をした後の周囲との関係が次々と思い浮かんできて、呼吸が苦しくなってきました。


「ブリギッテ？」


「……ダームエルは、イルクナーをどのように思いますか？」


イルクナーに婿入りする価値があるのかどうか。わたくしにとって、それは何よりも大事な質問です。どんなに小さな嘘や誤魔化しも受け入れられません。じっとダームエルを見つめて尋ねました。


ダームエルが「唐突な質問だな」と周囲を見回し、穏やかな目でフッと笑いました。


「とてもいいところだと思う。民が素朴で優しい。ギーベのお人柄だろうな。今は何もないと言われているが、これからはローゼマイン様の後ろ盾を得て、製紙業で発展していく。ハスハイトがさぞ悔しがるだろう。……それに、ここではブリギッテが伸び伸びしているのがよくわかるよ。貴族街にいる時より、ずっと……えぇと、あぁ、その、可愛らしいと思う」


暗い中でもダームエルが照れているのはよくわかりました。ダームエルの照れが伝わってきて、わたくしまで何だか恥ずかしくなってきます。


「コホン、私はブリギッテの質問に答えたが、ブリギッテはどうなのだ？　私の質問に答えてもらっていないが……」


イルクナーを田舎だと嘲笑わず、イルクナーにいるわたくしを肯定してくれました。本気で一年間魔力を伸ばそうとしてくれています。これ以上、何を望むことがあるでしょうか。


わたくしは高鳴る胸を片手で押さえ、ダームエルに向かってもう片方の手を差し出しました。


「わたくし、ダームエルの申し出をとても嬉しく思いました。ですから、一年後の星結びの夜を心待ちにしています。……今回は社交辞令ではありませんから」

            





    
  
  




カラーン、カラーン……。一の鐘が響き渡る。より遠くまで響かせるためなのだろうか、エーレンフェストの神殿で耳にしていた鐘よりも幾分音が高くて大きい。ギーベの館の鐘に呼応こおうするように農村の冬の館にある鐘も鳴り出して、近くと遠くで鐘の音が響くのがイルクナーにおける一日の始まりだ。


「おはよう、ルッツ。ダミアンは起きてるか？」


自宅の側仕えに起こしてもらうのが常だったダミアンは一の鐘で起きてくるとは限らない。オレが確認すると、ルッツは「ここ最近はダミアンも遅れずに起きてるじゃないか」と小さく笑った。


「慣れた頃に油断して失敗するんだよ。ローゼマイン様がそう言っていた」


「ギルが失敗した時に、そう慰めていらっしゃいましたね」


余計なことを言ったセリムを睨むと、オレ達は盥たらいを抱えて川へ向かった。ギーベの館から坂を下っていくと、それほど大きくはない川がある。そこで顔を洗ったり、水浴びをしたりして身支度を整えるのだ。夏とはいえ、夜が明ける前の川の水はかなり冷たい。ルッツには「夕方でいいじゃん」と不思議がられるが、毎朝身を清めて、自分の服を洗濯するのは神殿での習慣だ。


「よし、洗濯も終わったぞ。……ダミアン、それ、泡が残ってる。もっとよくすすげ」


身支度と洗濯が終わると、盥を桶おけに持ち替えて水汲みをする。離れの厨房にある水瓶みずがめを満たすのが朝一番の仕事なのは神殿と同じだ。ここに水を溜めておかなければ、手洗いの度に川へ行かなければならなくなる。


「おはよう、客人達。今日はいいフーシャが収穫できたからな。楽しみにしとけ」


オレ達と同じように水汲みをしているのは農作業をしている住人達だ。お互いに朝の挨拶を交わしながら水を運ぶ。


「じゃあ、食事当番にはジュールの実を探してもらえるように頼んでおくよ」


「おぅ。ジュールの実があればギーベも喜ぶだろう。よろしくな。……おいおい、そこの若いの。そんなへっぴり腰じゃ水瓶に着く前に半分以下に減ってるぞ」


よろよろと水を運んでいるダミアンを見て農民達が笑った。街では自宅に下働きが何人もいる貴族のような生活をしていたダミアンは、自分で料理、洗濯、掃除をしたことがないため、イルクナーの生活で一番苦労している。


当初のダミアンはお金を出してイルクナーでも下働きを雇うつもりだったが、「皆それぞれの仕事がある中で、紙作りを教えてもらわなきゃいけないことになって、こっちも大変なのに他人の世話なんてしてる暇はないよ」と住人達からお断りされてしまった。イルクナーでは物々交換が基本で、個人がお金を持つことがない生活をしているため、ダミアンの提示した給金が全く魅力的に感じられなかったのが大きな原因だと思う。


……ここ、店がないもんな。旅商人が来た時はギーベが買い付けて、ギーベの館に保管されるって聞いてビックリしたぜ。


お金に対する認識の違いのため、自分の下働きを雇うことができなかったダミアンは自分の生活を自分で整えるしかなくなったのである。最初の三日くらいは本当に何もできなくて、住人達を呆れさせていた。今も「へっぴり腰」と笑われているけれど、笑いが取れる分マシになった方だ。


「あと一回往復したら大丈夫そうだな。ノルト、もう一往復頑張ってくれよ。セリムとダミアンは皆の革袋に飲み水を汲んできてもらおうか」


生活用水は川の水を使うが、飲み水は館の裏側に引いてきた山の湧水だ。水なのに甘味があっておいしい。飲み水は革袋に入れて、工房にも持っていくことになっている。水汲み場は川より近いし、革袋に入れる水は運び方が雑でも零こぼれないので、ダミアンはホッとしたように全員分の革袋を持って、セリムと一緒に飲み水の調達へ向かった。


水汲みが終わったら朝食なので、他の者には朝食の準備を頼んだ方が良さそうだ。水瓶の中を見ながらそう判断して、オレは指示を出していく。


「フォルク、パンを切ってくれ。バルツとルッツはミルク入れを取ってきてくれるか？」


水瓶にダパッと水を流し込んでいたルッツが空になった桶を置いて、厨房へ走っていく。搾しぼられたばかりのミルクが厨房に届けられているはずだ。イルクナーの朝食には欠かせない。






「幾千幾万の命を我々の糧としてお恵み下さる高く亭亭たる大空を司る最高神、広く浩浩たる大地を司る五柱の大神、神々の御心に感謝と祈りを捧げ、この食事をいただきます」


オレの挨拶に続いて皆が祈りを捧げ、硬いパンを手に取った。朝食は夕食の残りで手早く終わらせる。別にオレ達のために朝食が準備されないわけではない。下働きの者達が農作業も行うため、客人がいない普段はギーベ達も同じように夕食の残りで手早く済ませているそうだ。


……ハァ、ローゼマイン様に下げ渡される神殿の食事が恋しくなるな。


十日くらいに一度まとめて焼かれているイルクナーのパンは、カチカチに硬くて水分でふやかさなければ食べられない。ミルクのありがたさに毎回祈りを捧げたくなる。


「ローゼマイン様のスープが恋しくなりますね」


ノルトの呟きに皆が頷いた。神殿でも、プランタン商会でも、オトマール商会でもローゼマイン様が考案したスープが出てくる。ここにいる皆が食べたいと頭に思い描くスープは一つだ。


「レシピの流出を止められてるから、勝手に作ることもできないもんな」


「スープは残念ですが、本館ではなく離れで食事を摂ることができるだけでもありがたいです」


フォルクの言葉にオレは何度も頷く。食事を運ぶのが大変なので、最初は本館で下働き達と一緒に食べるように言われていたのだが、ルッツが「神殿には下げ渡しの習慣があるけど、イルクナーの人達を巻き込めないから」と理由をつけて、離れで食べられるように交渉してくれたのだ。


交渉時に「ローゼマイン様の側仕えであるギルを最優先にして下げ渡さなければならない」とルッツに主張されたので、まるでオレが我儘を言っているように周囲の住人達には思われているはずだ。最初、オレはそれが不満だった。イルクナーに来てまで下げ渡しを強要するつもりはなかったし、森での採集では下げ渡しもなく皆と一緒に食べていることを知っているはずのルッツがどうしてそんなことを言うんだよ、と。でも、住人達と取り合いながら食事をするような事態を免まぬがれるため、と言われて納得した。今は慣れない習慣の中で食事をすることから逃れられて感謝しているくらいだ。


「今日の紙作りは白皮の処理だ。フォルクとバルツとセリムに皆への説明を任せる。白皮と灰を煮込んでいる間に、黒皮を剥はがす作業を教えてほしい」


「かしこまりました」


朝食を摂りながら、今日の分担について話をする。神殿の工房と違って、外で指示を出すのは年齢も重要らしい。未成年のオレやルッツの言葉は素直に聞き入れてくれないので、イルクナーの人達に作業を教えるのは灰色神官達の仕事になっている。オレは基本的に指示を出すだけで、その後はルッツと一緒にイルクナーの素材を使った新しい紙の開発をしている。糊のりの分量を変えて記録を取ることは、字が書けないイルクナーの人達にはできないのだ。


朝食を終えて洗い物をした後は、離れと工房を清める。神殿と違ってそんなに広くないので、すぐに終わる。その頃には二の鐘が近付いているので、食事当番は厨房へ集合だ。


「今日の食事当番はダミアンだったよな？　今日はいいフーシャが採れたらしい。ジュールの実を探してほしいそうだ。頑張れよ」


オレはダミアンを応援したが、ダミアンが嫌な顔になった。食事当番はダミアンが最も苦手としている仕事なのだ。


「イルクナーにはどうして店がないのだろうな？　食材なんてオトマール商会で買えばいいではないか……」


店がないイルクナーでは毎食の材料を分担して採ってくるのが、食事当番の重要な仕事だ。夏なので山に入れば山菜や果実が結構あるし、獣を狩れば肉も取れる。川で魚も思ったより簡単に釣れるし、エーレンフェスト近郊の川魚と違って臭くない。毎日の食材を周囲で比較的簡単に得られることが、大半を購入に頼っていたオレ達には驚きだ。


ちなみに、調理方法は適当に刻んで煮る。適当に刻んで塩焼きにするという感じなので、レシピの秘匿ひとくを命じられているオレ達は手伝いの途中で「あああぁぁぁ……」と叫びたくなるが、仕事自体はそれほど大変ではない。


「食事当番になる度に毎回、毎回うるさいぞ、ダミアン。イルクナーへ同行するって強引にねじ込んできたのはお前のじいさんと大店の旦那方なんだから、うだうだ文句を言ってないで体を動かせよ。動いていれば灰色神官達みたいにそのうち慣れるさ」


ルッツに籠かごやナイフを押し付けられ、「今日は一日だからな。紙や糊になりそうな素材も探すんだぞ」と送り出されたダミアンが肩を落としながら厨房へ向かった。またイルクナーの子供達にからかわれてぐったりして戻ってくるのだろうが、これも経験だ。


……まぁ、頑張るしかないよな。


オレ達も神殿とイルクナーの違いには驚いているが、森での採集や工房での紙作りは二年くらいしていることなので全くの未経験ではない分ダミアンよりはマシだ。






「来たよ！　今日は何をするんだっけ？」


三の鐘が鳴る頃にはカーヤが数人の住人達を連れて工房へやって来る。カーヤはギーベの館で働いている下働きの女性で、ギーベ・イルクナーがオレ達に付けてくれた世話係だ。世話係とはいっても、住民達との連絡役をしてくれたり、工房での改良点が出てきた時にギーベへ知らせてくれたりするくらいで生活の世話をしてくれるわけではない。


ダミアンが自分の下働きとして雇いたいと申し出た時に「貴族じゃあるまいし、何を気取ってんの？　大人なんだから自分のことくらい自分ですれば」と却下したのも彼女だ。一応住民達に下働きをするかどうか尋ねてくれた。結果は、散々だったけれど。


「今日は白皮の白さを出すために灰で煮込んでいきます。鐘一つ分くらいです。その間に、以前に行った黒皮の皮剥ぎを行う予定ですが、ナイフは持っていますか？」


フォルクとバルツが道具や灰を取りに行き、セリムがカーヤを入れて五人の住民達に説明を始めた。その様子を時々見ながら、オレはルッツやノルトと新しい紙の開発を進めていく。


「ルッツ、ノルト。どうだった？」


外に干していた紙を取ってきた二人が机の上に並べ始めた。エディルの実やスラーモ虫の代わりにデグルヴァという葉が使えるかどうか試していたのだが、結構形になってきた。できあがった紙を触ったり、インクで書いてみたりして出来を確認していく。


「フォリンとの配合はこれでいいと思う。リンファイにはもう少し入れた方が良さそうだ。シッスイラは……またダメか。デグルヴァとは完全に合わないな」


他の木々を素材にした時は紙になっているのに、シッスイラだけは固まらずに分離してしまうのだ。配合を変える以前に、素材を変える必要がある。オレがちょっとだけ黄色味を帯びた透明の塊を指先で突いていると、ノルトがバラバラになっているシッスイラとデグルヴァの塊をザッザッと掻き集めて片付けていく。


「デグルヴァと合わせるのは諦めて、シッスイラはエーレンフェストの街に戻ってからエディルやスラーモ虫で固まるか試してみた方がいいのではありませんか？」


「確かにエディルやスラーモ虫なら固まるかもしれないけど、できるだけイルクナーにある素材で紙を作れるようにしなきゃいけないってローゼマイン様がおっしゃっただろ？」


イルクナーに製紙工房を作る以上、この土地で得られる素材から作れなければ意味がない。他の土地から材料を購入できるほどの余裕はないのだと言われている。オレが唇を尖らせながらそう言うと、ルッツが腕を組んで「そうでもない」と言った。


「ダミアンと話していたんだけどさ、白皮まで加工すれば保存もできるし、一つの木箱に結構詰め込めるだろう？　エーレンフェストでの加工も楽になるから、イルクナーとエーレンフェストにおける交易の一商品にはなるんじゃないかって……」


「シッスイラを紙の原料としての商品にするってことか」


「あぁ。もちろんエディルやスラーモ虫みたいに他の素材で固められるのを確認してからになるけど、紙作りに向いた木が少ないところでも製紙業ができるようになる可能性もあるらしい」


デグルヴァが使えなくても他の物と組み合わせれば使えるならばシッスイラはイルクナーにとって商品になる。オレはそういう考え方をしたことがなかったので、目を丸くした。


「……へぇ。ダミアンも役に立つんだな。情けない姿しか見てなかったからビックリした」


「生活力は全くないけど、大店のお坊ちゃんだからな。商品に関する目は確かだし、価値を把握するのも早い。見習う点はあるさ」


ルッツは少しばかり悔しそうにそう言ってちらりと窓へ視線を向けた。


「じゃあ、ダミアンの意見を取り入れてシッスイラは皆が紙作りの手順を覚えるための教材にしておく。ノルトはリンファイとデグルヴァの配合をもう少し詰めてくれ。昨日の手順と同じで、少しずつ量を増やして、記録していってくれないか？」


ノルトが「かしこまりました」と立ち上がってデグルヴァの置かれた棚へ向かう。


「ギル、オレ達はトラオペルレを試してみようぜ。あのおじいさんが早くなっていた実があったって持ってきてくれただろ？」


ローゼマイン様がいらっしゃった時に一緒に山歩きをしたおじいさんがトラオペルレという夏の終わりから秋に採れる白い実を「食用にならないから好きに使え」と提供してくれたのだ。どうやら潰すとネバネバとした液が出てくるらしい。


「新しい素材は楽しみだよな。次はどんな紙になるかって考えると……」


「ちょうどいい配合を見つけるまでの道程を考えると、きついけどな」


そんな話をしながらルッツと一緒にトラオペルレの実を潰していく。ちょっと硬い実で潰すのに結構力が必要だ。オレ達より力があるノルトに手伝ってもらえばよかった。そんなことを思いながらガンガン潰す。潰すうちにどんどんとネバネバしてきた。


「こんなもんか……。すごい粘り気だな。ルッツ、布を取ってくれよ」


ルッツが広げた布にゆっくりと流し込んで濾こし、潰した小さい皮や実を取り除いた。一番作り慣れているフォリンを使って盥で船水ふなみずを作り、試作品用の小さい簀桁すけたで漉すいていく。最初はトラオペルレを少なめにして、大きめの匙さじでどんどん足していき、濃さの違う五種類の試作品を作る。その中から良さそうな配合の試作品を選んで、更に細かく配合を調べていくのが、いつものやり方だ。






紙床しとに五種類の試作品が並んだところで四の鐘が鳴った。昼食の時間だ。


「昼食は片付けてからだからな！」


鐘が鳴るのと同時にオレは大声で叫ぶ。イルクナーの住民達は作業を放り出すようにして工房を出ていこうとするので、声掛けが必須なのだ。


「もう毎日のことだから、そんなに大声を出さなくてもわかってるわよ」


カーヤは不満そうに頬を膨らませたけれど、ギーベから紙作りの流れをきちんと覚えるように命じられて毎日工房へ来ているカーヤと、作業の手が空いたので「とりあえず覚えるか」という気分で作業に来ている者達は違うのだ。


工房を飛び出そうとしていた者達にも片付けをさせてから工房の鍵を閉めると、オレ達はギーベの館へ向かう。実はイルクナーには鍵を閉める習慣もない。「盗人ぬすっとが入ったらどうするんだ!?」と思わずオレがカーヤに言ったら、「盗む人なんていないよ？　だいたい、盗んでどうするの？」と首を傾げられた。感覚が違いすぎて何も言葉を返せなかったけれど、オレ達はしっかり戸締とじまりをしようと思う。イルクナーの感覚に慣れたらエーレンフェストへ戻れなくなりそうだ。


「ギル、フォルクにこの荷物を頼んで、先に戻ってダミアンの手伝いをしてよろしいですか？」


心配そうなノルトの声に顔を上げると、遠くの方でダミアンがふらふらとしながら歩いているのが見えた。その手にあるのは皆の昼食だ。手元も足元も危なっかしい。落とすかもしれないというノルトの不安をすぐに理解したオレは許可を出して、ダミアンの手伝いに行ってもらう。


「なぁ、ルッツ。昼からも食事当番を続けさせて大丈夫か、ダミアン？」


今までは午前中だけで午後は別の者に当番を交代してもらっていた。今朝、ルッツは「今日は一日当番だ」と言っていたけれど、ダミアンの様子でもう半日食材集めをするのは無理ではないだろうか。オレの言葉にルッツは軽く眉を上げた。


「自分にとって有利に進めるのは商人の得意技だ。言動がヘロヘロでも、最近は顔つきがしっかりしてきてる。余力がある証拠だ。これ以上ダミアンを甘やかす必要なんてないさ」






塩味の野菜スープと硬いパン、それから、山で採集してきた新鮮な果実の昼食を終えると、ダミアンを再び食事当番に向かわせ、オレ達は工房へ戻った。


「おい、ギル。ちょっと見てみろよ。これ、乾くのが速すぎないか？」


ルッツに呼ばれてオレは紙床のところへ向かった。水分を切るために板へ置かれている紙が固まってきている。


「なぁ、ちょっと外へ出してみないか？　張り替えるんじゃなくて、紙床ごと。夕方まで外に置いて、どうなるのか見てみたい」


トラオペルレの固まるのが早いことに気付いて、ルッツと二人でトラオペルレを使った試作品を置いている紙床を外に出してみた。日に当たると紙の白さが増していき、みるみるうちに乾いていくのが目に見えてわかる。トラオペルレが多いほど乾いて固まるのが早いようだ。オレは思わずルッツと顔を見合わせた。


「これ、夕方まで放置するんじゃなくて、経過を見守った方が良くないか？」


「あぁ、目が離せないな。ちょっと放置したら全然違う物になってそうだ」


木札とインクを持ってきて、途中経過を記していく。太陽に当たることで乾燥が早くなって、水分が抜けて乾燥したところから表面がつるりとしてきた。日を反射して表面が光り始める。


「なぁ、ルッツ。この紙、何か縮んでないか？　最初のヤツと最後のヤツ、オレには大きさが違うように見えるんだけど」


五種類ある中でトラオペルレの量が多い物ほど早く固まって、少しずつ縮んでいる。今まで作ってきた紙は乾かす途中で触ると指の形に凹んでいたのだが、この紙は指の跡が付かない。すでに表面が固まっている。


「これがトラオペルレの特徴なら、ここの特産になるぞ。明日は別の木でも試してみようぜ」


オレとルッツは五の鐘が鳴るまでじっとトラオペルレの変化を見続けた。






五の鐘が鳴る頃にはトラオペルレを使った紙は完全に乾いているように見えた。


「なぁ、ルッツ。剥がしてみてもいいか？」


「表面があれだけ硬いんだ。フォリンの失敗作みたいに割れる可能性もある。それに、裏側はまだ乾いていない可能性もあるからな。丁寧にやれよ」


ルッツの注意を受けて、オレはトラオペルレを最も多く配合した紙を丁寧に紙床から剥がしていく。つるつるとしていて硬いけれど、パキンと割れることはなく、ペロンと剥がれた。


「……割れねぇな」


感心したような声を出しながら、ルッツは新しい紙を曲げたり折ったりしている。綺麗に折れるのに割れない。インクで書いてみると、トラオペルレの配合が最も多い試作品だけはインクを少し弾いたが、それ以外の試作品は字が書けた。滲にじみもない。不思議な感触だが、確かに紙だ。


「おい、ギル。なんか面白い紙になったけど、これって本に使えると思うか？」


ルッツがトラオペルレの紙をピラピラと動かせばペコペコと変な音がする。本に使えるかどうかなんて、今の時点ではわからない。オレは肩を竦めた。


「さぁ？　そういうことを考えるのはローゼマイン様にお任せすればいいさ。オレ達の仕事は新しい紙を作ること。どう使うか考えるのはローゼマイン様の役目じゃないか」


新しい紙を動かして変な音を出していたルッツが「それもそうか」と笑った。


「ギーベ・イルクナーに頼んで、できるだけ早くローゼマイン様に送ってもらおうぜ。どんなふうに使うのか考えてもらいたいし、どんなインクが使えるのかハイディにも研究してほしいからさ」


できたての紙を沈んでいく夕日に向かってかざせば、ローゼマイン様の「すごいよ、ギル」と喜ぶ声が聞こえる気がした。

            





    
  
  






あとがき






お久しぶりですね、香月美夜です。


この度は『本好きの下剋上　〜司書になるためには手段を選んでいられません〜　第三部　領主の養女Ⅳ』をお手に取っていただき、ありがとうございます。






今回は表紙にもなったようにブリギッテの新しい衣装が大きな割合を占めています。身分違いの恋に落ちたダームエル。魔力量という篩ふるいにかけられて、ブリギッテにとっては最初から対象外ですが、短編で少しは変化が……？


そして、新しい印刷機が完成しました。懐かしいギルベルタ商会の見習い服に着替えて、こっそりと工房で組版をしてみたローゼマイン。以前、私も印刷博物館で一筆箋いっぴつせんに名前を印刷する体験をしたことがあります。金属活字はとても小さいのにずっしりとした重みがあって、ステッキに活字を並べていくのが非常に楽しかったです。気になる方はぜひ行ってみてくださいませ。グーテンベルク気分に浸れることでしょう。


とうとうフェルディナンドが還俗しました。これからはエックハルトやユストクスも神殿に出入りするようになります。少しずつ仕事環境が改善される中、ゲオルギーネの来訪です。エーレンフェストのアウブになるために育てられてきた彼女には、未だに何人もの崇拝者がいます。彼等がゲオルギーネのためにこれからどのように動くのか。エピローグで狙いを定められたヴィルフリートの運命やいかに。次巻が第三部の最終巻です。






『本好きの下剋上』のドラマＣＤの詳細が決定しました。ローゼマインは沢城みゆき様、フェルディナンドは櫻井孝宏様です。私が希望を出したのですが、正直なところ本当に叶うと思っていませんでした。内容はこの巻と次巻のダイジェストです。この巻が出る頃には収録も終わっている予定です。気になる方はぜひＴＯブックスのオンラインストアでご予約ください。






今回の表紙は本の販売会をイメージしたローゼマインと、ブリギッテの衣装を作るコリンナとトゥーリです。女の子が何人もいると表紙が華やかな雰囲気になりますね。そう思うのは私だけでしょうか？　椎名優様、ありがとうございました。


最後に、この本をお手に取ってくださった皆様に最上級の感謝を捧げます。


第三部Ⅴは秋の初めになる予定です。そちらでまたお会いいたしましょう。






二〇一七年四月　香月美夜



            





    
  
  




    
  
  





    
  
  





    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




第三部　領主の養女Ⅴ



プロローグ


新しい孤児とグリム計画


ハッセと灰色神官


リュエルに再挑戦


ダームエルの成長


魔力圧縮の条件


イルクナーの収穫祭


初めての妹


ヴィルフリートの行い


ヴィルフリートの処分


ユレーヴェ作りと魔力圧縮


シャルロッテの洗礼式


囚われた姫君


救出


そして、その後


エピローグ






ローゼマインが不在の二年間


洗礼式の日のおじい様


お姉様の代わり


二つの結婚話


オレ達に休息はない


神殿の二年間






下級貴族の護衛騎士

	
困った男の調理法






あとがき


巻末おまけ　漫画：しいなゆう
「ゆるっとふわっと日常家族」









    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




プロローグ


「では、あちらでお話をいたしましょうか」


ローゼマインが扉へ視線を向ける。それは、貴族らしく取り繕つくろった会話が終わりを告げる合図だ。フランに案内され、ベンノとマルクは孤児院長室にある魔力で作られた隠し部屋へと入った。


ここでは「領主の養女ローゼマイン」ではなく「マイン」との会話になるので、同席する護衛騎士も神殿の側そば仕づかえも、彼女の平民時代を知っている者に限られる。そのため、ベンノが神殿へ連れていくのは、基本的にマルクとルッツだけだ。ダミアンも辛かろうじて平民時代を知っているが、ローゼマインが苦手意識を持っているようなので連れていくかどうかはベンノが慎重しんちょうに見定めている。他店から派遣されているダルア達からは、神殿の商談に同席させないことに不満が上がっているが、今のところは「城の販売会に同行させただろう？」とベンノは受け流している。


……城での商談が増えればダルア達の不満も解消されるんだろうが、建前とおべっかだらけの話し合いじゃ、肝心かんじんのアイツが妙な方向へ飛んでいくからな。


平民の中でも貧民の出身で、青色巫女見習いを経て、領主の養女になったローゼマインは色々な意味で常識がおかしい。飾らない言葉で対応できる場がなければ、どんなふうに暴走するのか、付き合いの長いベンノにもわからない。そのくせ、領主の養女になってしまったせいで、ちょっとした思いつきと発言であっても影響力は絶大だ。


「こちらへどうぞ、ベンノ様」


フランに勧められた椅子にベンノが座ると、マルクが背後に立った。フランが準備したお茶を貴族の作法通りに飲んでから話し合いは始まる。ギルがイルクナーへ行ってしまい、フランが隠し部屋へ入るようになると、少しずつ貴族の習慣が隠し部屋の中にも持ち込まれ始めた。


……だんだん変わっていくが、いつまでここが商談の場として機能するかな？


不意にベンノはそう感じた。少しでも早く貴族的な言い回しでローゼマインと意思疎通そつうできるようにならなければ大変なことになりそうだ。


「それで、今回の用件は何だ？　新しい紙ができたと聞いたが……」


茶器を置いてベンノが話を切り出すと、フランが光沢のある紙と手紙をテーブルに並べ始めた。取り繕った表情を消したローゼマインが、金色の瞳をキラキラに輝かせて得意そうに笑う。


「ベンノさん、これがイルクナーから届いた新しい紙です。インク工房のハイディに渡して、研究してもらってください。表面がつるつるとした素材なので、これに色インクが付着するかどうかを調べてほしいそうです」


「わかった」


ルッツ達をイルクナーへ送り出したものの、紙の作り方だけを教えれば十分だとベンノは思っていたし、まさかこれほど早く新しい種類の紙ができると思わなかった。新しい紙を手に取り、ベンノは指で表面を撫なでて唇の端を上げる。これにインクを付けることができれば色々な新商品ができそうだ。そんなことを考えていると、「わたしも研究したいんだけどな」と呟つぶやくローゼマインの声が耳に届いた。


「それぞれの領分があるからな。インクの研究は領主の養女の仕事じゃない。お前は倒れないように体調管理しながら、貴族社会で影響力を身に付けておけ。貴族同士のいざこざで印刷業が丸ごと潰つぶされないように、な」


ローゼマインは平気でひょいっと常識の垣根かきねを越えて騒動を起こすので、余計なことはしないように、それぞれの領分を侵さないように、ベンノは予あらかじめ釘くぎを刺しておく。釘を刺したところでローゼマインの暴走が止まったことは少ないのだが、何もしないよりはマシだ。


「貴族とのやり取りより紙を作る方が楽しいんですけど、始めてしまった以上、わたしが印刷業を守っていくしかありませんから頑張りますよ」


ぶーっと可愛かわいくない膨ふくれっ面つらをしているローゼマインだが、その立場が並々ならぬ努力で維持されていることをベンノは知っている。平民の商人として城に上がるだけでも言葉遣いや立ち居振る舞いを取り繕うのは大変なのに、貴族の側仕えが常に周囲を取り囲む中で貧民の娘が領主の養女として生活するのだ。ちょっとやそっとの努力でできることではない。


「あぁ、しっかり守ってくれ。……それにしても、結構硬いな。この紙はどう使うんだ？」


パタパタ振るとペコペコと音のする紙を丸めたり、透すかしたりしながらベンノが尋ねると、ローゼマインは「トランプにしたいですね。扱いがすごく楽になるので」と言った。今は薄い板で作っているおもちゃを紙で作りたいようだ。


……孤児院の冬の手仕事にするために毎年発注している板作りの仕事を、インゴ工房から取り上げることになるってことは考えてなさそうだな。


インゴに配慮しろと指摘する方が良いのか、ローゼマインにはそういう常識に捕われない自由な発想をさせる方が良いのか、ベンノは悩む。


「神官長はハリセンが気に入ったみたいですけど、そうパシパシ頭を叩たたかれたくないですよね。あ、ちょっと聞いてください、ベンノさん。ひどいんですよ、神官長ったら……」


ローゼマインは、イルクナーから届いたばかりのこの紙を使って神官長と何をしていたのか、神官長がいかにひどいのか一生懸命に話し始めた。


……く、くだらねぇ。


ガクッとベンノの体から力が抜けた。背後でマルクが苦笑しているのが伝わってきて、ベンノは本気で悩んでいるのが馬鹿馬鹿しくなった。


……どうせローゼマインは次々と妙な物を欲しがるんだ。一つくらい仕事がなくなっても、インゴだってすぐには困らないだろう。


仕事がなくなったインゴから何か言ってくるまで放置しておけばいいという結論に達したベンノは、「その紙の値段はどうするつもりだ？」とローゼマインの熱弁を打ち切った。話題を変えられたことに不満な様子は見せず、彼女は少し考え込む。


「インクの研究をしてから値段を考えた方が良いと思います。使えなかったら意味がないので」


「……確かにインク工房での研究が先だな」


ベンノがそう言いながら新しい紙とルッツからの手紙をまとめてマルクに渡していると、ローゼマインは書字板を取り出した。今日、話し合わなければならないことが書かれているようで、ふんふん、と軽く頷うなずきながら書字板に視線を落とす。


「ハッセに取り付けるポンプはどうなりましたか？」


「ヨハンの工房の井戸に付けるはずだった試作品を小神殿へ回すことになった。ウチの工房のポンプがまた遠のいたって、ヨハンが嘆なげいていたぞ」


神殿の井戸に取られ、城への献上品を作らされ、また小神殿に取られるのか……とヨハンが肩を落としていたことを告げると、ローゼマインは頬ほほに手を当てて首を傾かしげた。


「部品が作れる職人を、ヨハンが早く育てなきゃどうしようもありませんよね？」


ポンプの一部の部品は細かすぎてヨハンにしか今のところは作れない。設計図はあるが、全ての部品を作れる職人がいないのが現状だ。


「すぐに作れるヤツが出てくるさ。お前がヨハンとザックという成人したての若手を贔屓ひいきにして育てているということで、若者達が自分の技術を伸ばそうと頑張っているらしいからな」


「へぇ、そうなんですか」


「あぁ、鍛冶かじ協会の会長がそう言っていた。あと、ザックがするっと口を滑すべらせたみたいで、お前がザックとヨハンに工房を与えようとした話も鍛冶職人の間で出回っているらしい。自分の工房が欲しくて、腕に自信のある者がしのぎを削ってるそうだ」


領主の養女からの注文が一気に増えたり、ポンプの設計図が公開されたりしていることで鍛冶職人が張り切っている。下町のそんな現状をベンノが教えると、ローゼマインは金色の瞳を輝かせて嬉うれしそうに破顔した。


「ヨハン並みに正確で細かい技術や、ザック並みの発想力を持つ職人ならば、グーテンベルクとしてわたくしは何人でも歓迎いたします。ぜひ紹介してくださいませ」


ベンノはひくっと頬を引きつらせた。育った若手をローゼマインが次々とグーテンベルクに取り立てて、職人達の常識をめちゃくちゃにする未来が見える。下町の平穏のためには現状をできるだけ維持してほしい。そう思ったけれど、ベンノの口から出た返答にローゼマインを諫いさめる言葉はなかった。


「……わかった。一応鍛冶協会の会長には伝えておこう」


製紙業や印刷業を広げることになれば、グーテンベルク達の負担が非常に大きくなることも目に見えている。であれば、グーテンベルクを増やして一人当たりの負担を軽減したいという計算が咄嗟とっさに働いたのだ。ローゼマインの考えることは利益が大きいが、非常に面倒が多い。若手の職人が望んで彼女の無茶振むちゃぶりに振り回されてくれるならば、ベンノにとっても利益はある。


……別に俺達だけが苦労しなきゃいけないわけじゃないからな。


「あぁ、そうだ。今日は工房の様子を見てから戻ってもいいか？　事務的な報告は上がってくるが、ルッツとギルがいないせいで細かい連絡がなかなか行き届かないようだ」


ここ最近は「工房の灰色神官からこういう改良について相談がありました」「灰色神官がこんなことを言っていたけれど商品になりませんか？」などの、仕事中にたまたま拾った情報が全く入ってこなくなった。ルッツやギルを始めとした工房の精鋭せいえい達をイルクナーに派遣したことで工房内にどのような変化があったのか、グーテンベルク達を派遣することに対して不満点などはないのか、ベンノは一応自分の目で確認しておきたいと思っている。


「雑談のような情報はベンノさんが工房へ行っても得られるものではないと思いますけれど、工房の状況を確認するのは構いません。フラン、フリッツに連絡しておいてくださいませ」


「かしこまりました」


フランが一度隠し部屋を出ていくと、話し合わなければならない話題が一通り終わったせいか、沈黙が落ちた。ローゼマインが話題を探すように視線を動かし、「あ」と手を打つ。


「そういえば、ベンノさん。トゥーリはどうしてますか？　元気にお仕事してますか？　十歳を過ぎたら毎日お仕事に行くでしょ？　孤児院に来られる機会がほとんどないんです」


ローゼマインが肩を落としてトゥーリの様子を尋ねてきた。今はルッツがイルクナーに長期出張中でいないため、下町の家族に手紙も届けてもらえず近況を聞けないことも、寂しさに輪をかけているらしい。


「書いたものの、届けられない手紙を抱えてしょんぼりへにょんな毎日なんですよ。ベンノさん経由でトゥーリに手紙を渡すのは無理ですか？」


「一応プランタン商会とギルベルタ商会は別物だということになったからな……」


今プランタン商会は引っ越しの真っ最中だ。他店からやってきたダルア達の手前、完全に引っ越しを終えてしまうまで接触を控えた方が良いと考えて、ギルベルタ商会への出入りはできるだけ慎んでいる。ベンノやマルクがトゥーリに手紙を渡すのは目立ちすぎるだろう。


「コリンナを通じて渡せなくはないが、あまり人目に触れるのは止やめた方が良い」


この隠し部屋で受け取ったルッツがそのまま下町の家に届けるのであれば、問題はない。だが、ベンノからコリンナへ、更にコリンナからトゥーリに渡すことになれば、手紙が他人の目に触れる機会はぐんと増える。


「特に、コリンナからトゥーリに渡すのは目立つ。貧民から取り立てられて新しくダプラ見習いになったトゥーリが何をもらったのか、手紙に何が書かれているのか、注目の的になるだろう。自分から情報を垂れ流すような真似はするな」


「……ですよね。収穫祭まで我慢か。寂しいな」


ハァと溜息ためいき一つでローゼマインは家族への思慕しぼを封じ込める。どれだけ家族を思っているのか知っているベンノとしては、その大人びた割り切りの良さが少々不憫ふびんに思え、ガシガシと頭を掻かきながら何か家族に繋つながる話題がないか考える。


「あぁ、そうだ。ローゼマイン、今年の収穫祭はどうなんだ？　神官の移動はあるのか？　馬車は準備した方が良いのか？」


「いります。神官の移動はエーレンフェストからハッセ、ハッセからエーレンフェストの両方がありますから、ぜひお願いします」


ベンノが背後を振り返ると、マルクがすぐさま書字板に書き留めていくのが見えた。マルクは少し意味あり気にベンノを見た後、ローゼマインへ目を向ける。


「ローゼマイン様、馬車や食料の手配はこちらでいたします。ですから、また門に向けて、護衛依頼の手紙をお願いしてもよろしいでしょうか？」


「任せてください」


ギュンターと会える数少ない機会を、思い出したのだろう。「早速門に向けて手紙を書かなきゃ……」と言っているローゼマインの声にちょっと元気が出た。


「それから、孤児院の冬支度は去年同様、ギルベルタ商会と合同でやってくれ。あっちにもローゼマイン工房との繋がりを残しておきたいからな」


「わかりました。あ、繋がりを残すなら、灰色神官達の中古服を買いに行く時の案内役はトゥーリにお願いできませんか？　お給料代わりに服を買ってあげる、と言っておいてください。そうやって買いに行かせないと、ちょっとくらい服が小さくなってもトゥーリは平気で着るでしょ？　絶対にコリンナさんの工房では浮くと思うんですよ」


その予想は正しい。コリンナの工房に所属している針子はりこは裕福な家の者が多い。大店おおだなであるギルベルタ商会に繋がりのある人材でなければ雇わないので、どうしても富裕層が集まる。そんな中に一人だけ貧民層出身のトゥーリが領主の養女の髪飾り職人として取り立てられたのだ。ルッツと同じで、すぐに馴染なじむのは難しいようだとベンノはコリンナから聞いている。


「でも、トゥーリにはルッツという先達せんだつがいるし、自作リンシャンで身綺麗みぎれいにすることを覚えたし、可愛いし、素直で性格は良いし、髪飾りできっちりと売り上げには貢献しているから、服を揃そろえれば問題ないんじゃないかな、と思っています。その辺り、コリンナさんやオットーさんにも気を付けてもらえるように言ってください」


ルッツがギルベルタ商会に馴染めたのも、プランタン商会を引っ張っていくダプラ見習いでいられるのもローゼマインの気配りがあるからだ。これから先もこの繋がりが切れることはないと確信を持てる言葉が、ベンノには色々な意味で嬉しい。


「わかった。言っておくが、お前は本当にトゥーリが好きだな」


「トゥーリはわたしの天使なので当然ですよ」


ローゼマインが得意そうにそう言って胸を張った時、工房見学の手はずを整えたフランがフリッツを連れて戻ってきた。






フリッツに案内されて工房へ入ると、ベンノとマルクはぐるりと周囲を見回した。ざっと見た感じでは、灰色神官達が働いている様子は何の問題もなさそうだ。


「ベンノ様。突然のお越しですが、何かございましたか？」


「工房の様子を見に来ただけだ。夏の販売は好調だった。おそらく冬の終わりの販売会でも新しい本はたくさん売れると予想できる。ルッツ達がイルクナーへ行ったが、問題がないかどうか気になったんだ」


「報告している通りです。工房で大きな問題は起こっていません」


フリッツの態度が少し硬いことに気付いたマルクが、できるだけ穏やかな笑みを浮かべて「大きな問題が起こっているとは我々も考えていません」と同意した。ベンノも相手の警戒けいかい心が薄れるように商売向けの笑みを向ける。


「今まではルッツが仕事中に耳にした問題点なんかをよく話してくれていたが、イルクナーへ行ってからはそういう話がなくなったので、少し気になっただけだ。小さな問題で構わない。何かないか？　精鋭が何人もいなくなったのに、改善するべき点が全くないとも思えなくて、な」


マルクとベンノの言葉に、フリッツがハッとしたように軽く茶色の目を見張った。


「ルッツの提案で少しずつ工房が改善されることが何度もありましたが、ベンノ様とそのようなやり取りがあったのですね。ギル達が移動した当初は色々と不都合もあったのですが、ある程度の慣れとこちらで細かな改善をしてきました。以後は、細かな改善についても報告いたしましょう」


ルッツからの報告によると、フリッツは工房の土台が揺らがないように押さえてくれている存在で、ルッツとギルが対立した時には仲裁役を務めていると聞いている。短いやり取りですぐにこちらの要求を察する鋭さは素晴らしい。ローゼマインの側仕えでなければ自分の店に引き抜きたいものだと考えながら、ベンノはフリッツにこの先の展望を伝える。


「イルクナーの長期出張が成功したら、エーレンフェスト中に製紙業や印刷業を広げていくことになるだろう。そうなれば、ルッツとギルは今と同じように各地へ派遣されるはずだ」


この状態が日常になってもおかしくないので、何か不都合や変更しておいた方が良い点があれば早めに伝えてほしいとベンノが言うと、少し考えたフリッツがニコリと微笑ほほえんだ。


「ローゼマイン様が神殿長であり、孤児院長でいらっしゃる間は心配ございません。我々の要求を汲くみ取ってくださる方ですから」


その言葉に今度はベンノがハッとした。プランタン商会が考えておかなければならないのは、灰色神官達の長期出張よりもローゼマインが神殿長ではなくなり、今のように神殿の隠し部屋での意思疎通ができなくなった時だと指摘された気がしたのだ。


「フリッツ、単刀直入に尋ねる。ローゼマイン様が神殿長を辞めるという噂うわさでもあるのか？」


工房中がざわっとした。注目を集めたフリッツがベンノを咎とがめるように少し睨にらむ。


「そのような噂はございません。ただ、成人したら領主の養女として星結びを行うことになるのでローゼマイン様は神殿長を退しりぞくことになります。それくらいは神殿関係者ならばわかっていることです。神殿にいる者は結婚できませんから」


明確な期限を示されてゴクリと息を呑のんだベンノと違い、灰色神官達はフリッツの言葉に「そういうことか」と同意するように頷き、それぞれの作業へ戻っていく。工房の日常が戻るのを確認した後、フリッツは出入り口を指さしてここから出るようにベンノとマルクに指示を出した。ベンノは近くにいた灰色神官見習いに激励の言葉をかけながら外へ出る。






「フリッツ、ローゼマイン様の成人までは本当に安泰あんたいなのか？」


「成人までは神殿長を務める予定だとフランから聞いています。ですが、いつまでも今までのようにローゼマイン様を介したやり取りができるわけではありません。成人を迎えるより先に、隠し部屋に異性を入れることを咎められ、使用が禁じられるでしょう。隠し部屋は貴族にとって非常に個人的なお部屋ですから」


フリッツの言葉から、本来は将来の伴侶はんりょでもなければ入れない場所なのだとベンノは判断した。それが貴族の常識ならば、平民の商人や灰色神官達を入れられるわけがない。今はローゼマインが貴族になったばかりで貴族としての常識が足りない点、精神的な安定のために平民との繋がりを必要としている点、ローゼマインの容貌ようぼうが幼い点などから後見人である神官長が許容しているだけだ。いつ隠し部屋の使用を禁じられてもおかしくない。


「……隠し部屋が許容されるのはいつまでだと神殿側では予想している？」


「はっきりとした期限は申し上げられません。ですが、貴族院へ行く十歳頃には禁じられるのではないでしょうか？　どれだけ長く許容されても、婚約者が定められるまでだと思われます」


十歳になるまで、ということはあとは二年くらいだろうか。何となく隠し部屋が使えなくなるのではないかと思っていたが、予想以上に時間がなかった。焦あせりを感じているベンノを見つめ、フリッツが同情するような笑みを浮かべて口を開く。


「私も少々焦りは感じているのです。私やギル達側仕えは、たとえローゼマイン様が神殿からいなくなっても、孤児達が飢うえないように自活するお金を得る場として工房を運営することを命じられています。けれど、ギルにはローゼマイン様が神殿を退く日を思い描くことは難しいでしょう。ならば、己の主が神殿を退いた経験を持つ私が、来たる日に備えなければなりません」


ローゼマインの介在がなくても、ギルがいなくても、プランタン商会と連絡を密に取れるようになることが必要だとフリッツが言った。焦りを感じていると言いながらも、フリッツの態度からはそれを全く感じさせない。穏やかな笑みの中にある芯しんの強さを感じてベンノは目を瞬またたく。今まで何度か報告を受けたり、仕事の話をしたりしていたはずなのに、初めてフリッツと会話をした気がしたのだ。

            





    
  
  




「これからはできるだけプランタン商会へ向かう頻度ひんどを増やすつもりです。ベンノ様、よろしくお願いします」


「こちらこそ、よろしく頼む」


ギルやルッツが長期出張でいなくなるのが常になるならば、フリッツとの関係も強化していかなければならない。視線を交わし、握手する。






工房を出たベンノとマルクは馬車に乗り込んだ。神殿長のお抱え商人として神殿に来る時は、馬車を使わなければならないのが少々面倒だが、仕方ない。扉が閉まり、ガタゴトと動き出した馬車の中でベンノは大きく息を吐き出した。


「マルク、約二年間だ。冬支度をするように、隠し部屋での話し合いができなくなる時を見据みすえて準備が必要になる。何とかなると思うか？……特にローゼマインが心配なんだが」


ベンノはルッツの手紙を手に取った。ルッツがいないだけで下町の家族との手紙のやり取りが難しくなり、しょげていたローゼマインの姿が脳裏のうりに蘇よみがえる。隠し部屋での話し合いを禁じられるようになれば、トゥーリ達との接点は更に減るだろう。それはローゼマインにとってかなり精神的な負担になるのではないだろうか。


「その心配は我々が手を出せる範囲を超えていますよ、旦那様。我々がローゼマイン様のためにできることは、専属の職人として髪飾りのやり取りができるようにトゥーリを鍛きたえ、ルッツを城に上げられるように教育し、ハッセへの移動をギュンターに任せる現状を維持することです。フリッツから得た大事な助言を最大限に活いかして対応していくしかありません」


今までと同じだとマルクがフッと笑う。具体的に示されてベンノは少しだけ気が楽になった。


「確かに、いくら考え込んでもどうにもならんだろうな。どれだけ準備しているつもりでも、アイツは簡単に予想を超えてくるんだ」


ベンノがクッと笑った時、馬車がプランタン商会の前に到着した。御者が扉を開けてくれる。馬車を降りれば、夏の終わりと秋の訪れを感じさせる涼しい風が吹き抜けていった。

            





新しい孤児とグリム計画


本日は午後からハッセの町長であるリヒトと面会の約束をしているので、昼食を終えたら出発だ。同行するのは、わたしの護衛騎士二人と側仕えのフランとモニカ、フェルディナンドの護衛騎士としてエックハルト、更に、文官代表ユストクスである。


「姫様の騎獣に乗れるのを楽しみにしておりました」


「残念ですけれど、ユストクスは乗せられません」


「え!?　何故なぜですか!?」


断られるとは、まさか思っていなかったのだろうか。ショックを受けているユストクスの顔にこちらが驚く。前回、ユストクスを乗せた時の面倒さをわたしは忘れていない。


「ユストクスはずっと話しかけてくるので、すごく邪魔なのですよ」


「姫様、少々お言葉がきついと思われますが……」


「柔らかく言ったら強引に物事を進めようとするでしょう？　わたくしも学習したのです」


ユストクスが傷ついた顔をしたけれど、ビシッと言っても聞いていないのは誰だろうか。


「ローゼマインに断られた以上、諦あきらめて自分の騎獣で行け、ユストクス」


「あぁ、私の楽しみが……」


フェルディナンドの言葉にもまだ未練がましく、ユストクスはレッサーバスを見る。フェルディナンドは馬鹿馬鹿しいと呟いて、さっさと自分の騎獣を出した。


「ユストクス、騎獣を出すか、貴族街へ戻るか、好きな方を選べ。さぁ、ローゼマイン。準備が整ったら出発するぞ」






騎獣を使えばハッセは近い。連絡していたので町長であるリヒトを始め、周囲の農村の村長が玄関前で跪ひざまずいて待っていた。収穫が始まる秋の直前は忙しいのにご苦労様である。


長い挨拶を終えて中に入ると、応接室の中には仄ほのかに香が焚たかれて、花が飾られ、搾しぼりたての果汁がきちんと準備されていた。フランが毒味を終えた果汁をコクリと飲んで、わたしは隣で同じように果汁を飲んでいるフェルディナンドを見上げる。


……やっぱり「神々の御使いに果実の甘露かんろと季節で最も美しい花を供え、布を準備し、香を焚いて信仰の心を示します」って結び文句がどういう意味なのか、理解できてないよね。


「リヒト、今年の収穫はいかがですか？　神事を行えなかった影響は大きいですか？」


「はい。予想していた通り、厳しいです。次の春には祈念式きねんしきができれば良いのですが……」


肩を落とすリヒトと同じように村長達も項垂うなだれた。丹精たんせいを籠こめて畑の世話をしても、祝福がない土地ではどうしても作物が育ちにくい。祈念式ができなかったのだから仕方がない。


「わたくし、今日は神殿の決定をお知らせに来たのです。領主への反抗心がないか、春に祈念式を行うに相応ふさわしく本当に反省しているかを確認するため、今年の冬は灰色神官を二人、ハッセに滞在させることになりました」


弾はじかれたようにバッとリヒトが顔を上げた。まだ信用されていないのか、という感情が顔に出ている。町で一丸となって努力しているのだから、その感情はわかるけれど、貴族相手に感情を出さないようにする練習も必要かもしれない。


「確認も確かに必要なのですけれど、わたくしの真の目的は別にあります」


「真の目的、ですか？」


目を瞬かせるリヒトと視線を合わせながら、わたしはなるべく重々しく見えるように頷いた。


「えぇ。冬の館に滞在する間、ハッセの者に正しい貴族への対応や書類の書き方を教えるのが目的です。前神殿長の在位が長かったため、ずいぶんと対応方法に誤りがあるようですから」


「そうなのですか？　一体どのような？」


自分達が間違えていることには気付いていなかったようで、戸惑とまどったようにリヒトの瞳が揺れる。前町長が「はるか高みに続く階段を上っていった」という言葉が死亡を表すことを知らずに、尊大な態度を取り続けたことを思い出したのかもしれない。


「わたくしが毎回いただくお手紙の結び文句ですが、意味を理解していないでしょう？」


リヒトは「意味、ですか？」と言いながら、不安そうにわたし達を交互に見る。フェルディナンドがゆっくりと部屋の花に視線を移した。リヒトもつられたように視線を向ける。


「其方そなたが出す手紙の結び文句は貴族の間で、神官が訪れる時には酒と女と金品を準備しておくので、頼み事を聞き入れてください、という意味で使われる」


「なっ!?　そ、そのような意味だとは思わず……」


意味を知って血の気が引いたらしいリヒトが真っ青になって弁解しようとする。それはそうだろう。ずっと手紙の結びに使ってきた言葉がそんな意味だと知れば動転するのは当然だ。またしても無礼なことをしてしまったのか、と村長達も目を見開いて顔色を変えた。やっと罰が終わろうとしている時に再び新しい罪が重なる恐怖に震えている。そんな周囲の反応を見て、フェルディナンドが溜息混じりに緩く手を振った。


「上に立つ者が代替わりするうちに本来の意味が見失われることは珍しくない。酒も女も準備されていない部屋を見れば、意味を理解していないことは明らかだ。今回は特に罰するつもりはない。だが、初めて手紙を受け取った貴族がどのように受け止めるか、わかるであろう？」


「わかります。大変申し訳ございません」


リヒトはザッと跪き、首こうべを垂れた。村長達もそれに続く。


「冬の間に灰色神官を派遣するので学んでほしいと考えています。貴族特有の言い回しを知らなければ、これから先もまた同じような事態に陥おちいるでしょう。わたくしはハッセにこれ以上不幸な行き違いが起こってほしくないのです」


「神殿長のお心配りに深く感謝し、灰色神官から教えを乞こいたいと存じます」


リヒトと村長達が感動の目でわたしを見てくる。慈悲じひ深い聖女様扱いされているようだが、わたしは別に聖女ではない。なので、皆が感動している今のうちに、灰色神官達の待遇たいぐうについてきちんと約束させておきたいと思う。


「派遣される灰色神官はわたくしの代理です。灰色神官を孤児と蔑さげすみ、嘲あざけるようなことがあった場合、灰色神官は即座に小神殿へ戻らせます。忠誠心の確認も、貴族の言い回しに関する教育もハッセのためだという周知の徹底をお願いいたしますね」


これだけ脅しておけば、派遣する灰色神官が表立って嫌な思いをすることはないだろう。


「冬の間に何の問題も起こらなければ、春の祈念式を行うことができると思います。あと少し、気を抜かないで頑張ってくださいませ」


「恐れ入ります」


リヒトが肩の力を抜き、冬の館に集まっている村長達も少しばかり緊張を解いた。


「では、リヒト達の用件を伺うかがいましょう」


「手紙で依頼した通り、孤児を数人、買い取っていただきたいのです。正直な話、冬を越すのが厳しい状態ですが、領主様の罰を受けているため、他では買い取ってもらえません」


領主の罰が続行中のハッセに近付く者は少ないらしい。孤児を売ろうにも買い叩かれることは容易に想像できる。買い取られる孤児は可哀想かわいそうだけれど、わたしが自分のした事の後始末の一環いっかんとして買い取ることは構わない。


「孤児を買い取ることは構いません。けれど、神殿の孤児院に入ってしまうと、それから先は神官や巫女みことして扱うことになります。二度とハッセの町民には戻れません。ですから、幼い子供の方が良いでしょうね」


一度神殿に入ると出るのは難しい。特に、ハッセの子供ならば今のまま町長の館の孤児院で成人すれば土地がもらえる。けれど、神殿に入れば、ずっと神官や巫女として貴族の思うままに動かされることになるのだ。


「幼い子供でよろしいのですか？」


リヒトが目を丸くした。ある程度成長していなければ労働力として使えないので、孤児を売る時に幼い者はあまり選ばれない。どう考えても高値はつかないからだ。


「もうじき成人で、土地をもらって独立できる者の将来を潰すのは可哀想ですし、幼い方が何を教えても吸収が早いので神殿のやり方に馴染みやすいようです。去年買い取ったノーラは成人が近かったためか、神殿の生活に馴染むのにとても苦労していると聞いています」


「そうですか……」


十歳以下の孤児達が連れて来られた。襤褸ぼろを着ているけれど、以前と違って体罰等はないようだ。傷だらけの子供は見当たらないし、全員きちんと清められていた。あまりひどい扱いをされていないことに安堵あんどの息を吐き、わたしはリヒトを見る。


「何人引き取れば良いですか？」


「できれば、四人ほど、お願いできますか？」


洗礼前後の子供を四人買い取ることで合意し、文官であるユストクスが書類を作って、未成年であるわたしの代理としてフェルディナンドが決済する。その間、わたしは小神殿への移動が決まって不安そうな子供達に微笑みかける。


「大丈夫です。ノーラ達がいるので全く知らない顔ばかりではありませんから」






わたしはレッサーバスで小神殿に新しい孤児達を連れて行った。ノーラ達が出迎えてくれて、新入りの孤児達を歓迎してくれる。前もって連絡してあったので、服や寝床なども色々と準備されているようだ。知っている顔を見て、子供達の顔から強張こわばりが薄れたことにそっと胸を撫で下ろす。


「皆、新しい仲間です。収穫祭までここで過ごすことで神殿の生活に慣れてもらいます。皆はここで冬を過ごすことになりますが、この子達は幼いので収穫祭後にエーレンフェストへ移動させます。ノーラ達は自分達が慣れなかった時代を思い出して助言してあげてくださいね」


「かしこまりました」


こうしてハッセの孤児院に新しい孤児が増えた。






夏の成人式と秋の洗礼式を終えれば、収穫祭と冬支度で忙しい季節になる。その中で、わたしはハッセに向かわせる灰色神官の選抜をしなければならない。リヒト達に貴族の作法を教える者を二人、それから、小神殿の交代要員を四人だ。選抜といっても、わたしは孤児院にいる者全員の性格や働きを詳しく知らないので、彼等らの普段をよく知る人物に丸投げするのだ。孤児院を管理しているヴィルマと工房を管理しているフリッツである。


「モニカ、先触れを。昼食後は工房と孤児院に参ります」


「かしこまりました」


ヴィルマに会えるのが嬉しいモニカが普段より軽い足取りで出て行くのを見送ると、わたしはブリギッテに視線を向けた。これは良い機会かもしれない。


「ねぇ、ブリギッテ。わたくしは午後から工房と孤児院に向かうのですけれど、護衛をしていただいてよろしいかしら？」


わたしは今まで商売上の損得勘定そんとくかんじょうと貴族の柵しがらみを考慮し、余計な情報を渡さないように工房へ連れていく護衛騎士はダームエルだけだった。けれど、イルクナーが製紙工房を作り、これから先に印刷業を取り入れるならばブリギッテに隠しておく必要はない。


「イルクナーにも工房を作ったので、もう隠す必要はありませんし、ギーベ・イルクナーの妹であるブリギッテには見ておいてもらった方が良いと思うのです」


わたしの言葉にブリギッテは目を丸くした後、嬉しそうに顔を綻ほころばせて跪いた。


「お心遣い恐れ入ります、ローゼマイン様。ぜひ、御伴おともさせてくださいませ」






昼食後、わたしはブリギッテを同伴して工房へ向かった。平民が働く地階へ赴おもむくなんて貴族は嫌がるものだが、イルクナーでの生活を見た限りではブリギッテには嫌悪感などないだろう。


「お待ちしておりました、ローゼマイン様」


工房に入ると、皆がその場に跪いて待っていた。わたしの側仕えであるフリッツが代表して挨拶をする。貴族に向けた挨拶で、わたしはそれを受けて頷いた。


「フリッツ、皆に作業を続けさせてちょうだい。どのような働きをしているのか、ブリギッテに見てもらうつもりなのです。今、ギルやルッツがイルクナーに行っているでしょう？　ブリギッテはそちらのお嬢様なのです」


「かしこまりました。皆、作業を続けてください」


フリッツの言葉に皆が一斉に動き始めた。紙を漉すく者がいて、印刷機を動かしている者がいる。ドン！　バン！　と印刷機の圧縮盤が大きな音を立てる合間に、カチャカチャと金属活字を組んでいる音が耳に心地よく響いてくる。


「フリッツ、仕事に区切りが付いたら孤児院へ一緒に来てほしいのですけど……」


「ローゼマイン様がいらっしゃるので、すでに区切りを付けています。ブリギッテ様の見学を終えたら、いつでも移動できますよ」


フリッツが穏やかに目を細めて言った。さすがわたしの側仕えは優秀である。フリッツは工房の中の幼い孤児にヴィルマへの先触れを頼み、数人の灰色神官に指示を出し始めた。


「ブリギッテ、こちらで紙を作っています。あちらは印刷です。新しい種類の紙もできているようですし、イルクナーで印刷もできるようになれば良いですね」


わたしの説明を受けたブリギッテが、簀桁すけたを振って紙作りをしている様子を興味深そうに見つめて「イルクナーで新しい紙ができているのですね……」と微笑んだ。


少しの間、工房を見た後は作業の邪魔にならないように早めに退出することになっている。


「そろそろ孤児院へ行きましょう、ブリギッテ」


名残なごり惜しそうなブリギッテにわたしが声をかけると、皆が一度仕事の手を止め、見送るために跪いた。わたしは工房の中をくるりと見回して声をかける。


「皆の働きが見られて嬉しく思います。これからも励はげんでくださいね」






フリッツに先導されて女子棟の地階から孤児院へ向かえば、灰色巫女見習い達がスープを作っていた手を止め、端へ寄って跪く。彼女達が全く驚きの顔を見せていないのは、先触れの子供から連絡があったからだろう。


「貴女あなた達の働きで孤児院の皆が温かいスープを食べられるのです。大人数の食事を作るのは大変でしょうけれど、頑張ってくださいね」


のろのろしていてスープが焦げ付いたら大変なので、わたしは激励の声をかけたら、さっさと通り過ぎる。階段を上がって食堂に入ると、ヴィルマが跪いて待っていた。


「お話があると、モニカから聞いています」


わたしは勧められた食堂の椅子に座り、ヴィルマとフリッツを見上げると、二人に人員の選抜をお願いする。


「ハッセの冬の館に向かわせる灰色神官を二人。それから、小神殿の交代要員を四人、選んでください。冬の館に派遣する者には手紙の書き方や書類作成における貴族の言い回しについて町長達に教えてもらうことになります。側仕えの経験があり、人に教えることが上手な人で、協力し合える程度に仲の良い二人を選んでください」


冬の間ずっと、見知らぬ場所、見知らぬ常識の中に放り込まれることになるのだ。ただでさえ大変なのに、そりが合わない二人を派遣すると更に大変なことになるだろう。


「小神殿へ移動する者は男女各二人ずつでお願いします。見習いが入っていても構いません。ノーラ達とうまくやっていけそうな人から選んでくれると助かります」


「かしこまりました」






用件を終えたわたしは神殿長室でニコラが淹いれてくれたお茶を飲みながら、ブリギッテに声をかけた。


「ブリギッテは工房を見学してどう思いました？」


「あのように紙が作られるとは思いませんでしたから、とても驚きました」


「……他に何か思いませんでしたか？　工房で働く灰色神官を見て、感じたことは？」


わたしの言葉に、ブリギッテは真面目まじめな顔になって頬に手を当てる。


「少しの会話もなく、とてもよく働いていると思いました」


「そうですね、工房の皆はとてもよく働いてくれます。けれど、わたくしがブリギッテに見てほしかったのは、それだけではないのです」


わたしは表情を引き締めてブリギッテに向き直った。


「収穫祭でわたくしがプランタン商会の面々を回収するためにイルクナーに向かうことが決まっていることは、すでに知っていますよね？　その際、神官長も同行することが決まりました。わたくしの後見人ですので、初めて貴族の土地に作った工房とその成果を確認したいそうです」


「それはとても光栄ですね」


ブリギッテはニコリと微笑む。領主の養女であるわたしが後ろ盾だてとなり、イルクナーは他の貴族達に先駆けて製紙業を行うことになった。そこに領主の異母弟であるフェルディナンドまでが視察にやってくるのだ。貴族視点で考えるならば光栄だろう。


「ですから、神官長の視察をギーベ・イルクナーに伝え、早急に領民を教育してください」


「……領民を教育、でございますか？」


ブリギッテが予想外のことを言われたように首を傾げた。


「そうです。ブリギッテ、イルクナーの者はギーベ達貴族との距離がとても近いですよね？　わたくしは和気藹々わきあいあいとしたイルクナーが好きですけれど、恐らく神官長はそうではありません」


「イルクナーは他の貴族が訪れない、本当に田舎の土地です。少し馴れ馴れしく感じるかもしれませんが、悪意もなく……」


「悪意の有無は関係ないでしょう？　貴族に対する礼儀を知らないことが、一つの町を滅ぼす理由となってしまうのですから。……わたくしはハッセの一件でそう学びましたが、違いますか？」


ハッセで起こったことを、わたしの護衛騎士として一緒に見てきたブリギッテが一瞬で青ざめた。


貴族街が近くて頻繁ひんぱんに貴族が訪れる場所は大変ですね、くらいの感覚で今までは見ていたのかもしれないが、貴族が訪れるようになればイルクナーも同じだ。知らなかったでは済まされない。


「今までは貴族が訪れないので、それでよかったのでしょうけれど、これからは違います。イルクナーは他に先駆けて製紙業を始めたのですから、どのように工房を運営しているのか、利益が出ているのか、興味を持った他のギーベを始めとした貴族が視察に訪れるようになるでしょう。その時に平民が近付きすぎたり、礼儀を知らぬ振る舞いをしたりすればどうなりますか？」


「そんな、皆を教育だなんて、どうすれば……」


いきなり態度を変えるのは難しい。収穫祭までに多くの領民に教えるのも大変だろう。けれど、領民を守りたいならばやるしかない。


「イルクナーは後ろ盾を欲して製紙業を始めました。もう後戻りはできません。貴族の怒りを買うようなことをしないように領民を教育しなければならないのです。それが領民を守ることに繋がります」


血の気を失った顔で立ち尽くすブリギッテの手を、わたしはそっと取った。


「わたくしの工房の者は貴族に対する礼を皆が知っていたでしょう？　ハッセでの出来事をギーベに伝えて灰色神官に教えを乞い、せめて、夏の館で働く者や間近に接する者だけでも教育をお願いします。わたくし、イルクナーでハッセと同じことが起こるのは嫌です」


長閑のどかなイルクナーを思いながらそう言うと、ブリギッテは泣きそうな顔で頷いた。


「ローゼマイン様、貴重な助言をありがとう存じます。今夜にでも兄に相談いたします」






護衛中のブリギッテが真面目な顔の中に深刻さを潜ひそませるようになった一方、わたしは孤児院での選抜を終え、様々な準備をプランタン商会に頼んだ。何度か収穫祭やリュエルの実の採集に関する話し合いが持たれ、日々が驚くほどの速さで過ぎていく。






収穫祭が間近になった。


選抜された灰色神官達が移動の準備をしているとフリッツから報告が入り、わたしは彼等を激励するために孤児院へ向かう。大きめの木箱を抱えたフランとザーム、それほど大きくはない木箱を持ったモニカが一緒だ。


孤児院の食堂にはハッセに移動することになった灰色神官達が揃っていた。ヴィルマがそれぞれを紹介してくれ、挨拶を終える。


まず、わたしはハッセの小神殿へと移動する神官二人と巫女見習い二人に声をかけた。


「小神殿にも印刷機が入った、とインゴから連絡がありました。今ハッセにいる者だけでは人数が少なすぎますし、印刷の仕方もわからないでしょう。貴方達の働きに期待しています」


印刷のための人員増加だ。ぜひ頑張ってほしい。「はい」と歯切れ良く返事する四人を見回して一つ頷くと、わたしはフランに視線を向けた。フランは自分が抱えていた木箱を開けて、中身を一人一人に配っていく。前回と同じ餞別せんべつの書字板だ。


「これはハッセで頑張ることになる貴方達へ、わたくしからの贈り物です。書字板はわたくしの側仕えが使っているので使い方は知っているでしょう？　皆の物ではなく、それぞれ個人の物ですから、記名を忘れないように気を付けてくださいね」


「恐れ入ります」


書字板を渡された神官が嬉しそうに目を細め、巫女見習いが顔を綻ばせる。それを見た後、わたしはハッセの冬の館に向かう神官二人に向き直った。


「アヒム、エゴン。貴方達にもこの書字板を渡します。神殿ではなく、冬の館という別の世界で過ごす貴方達が最も大変でしょうけれど、二人ならばやり遂げてくれると信じています」


「ローゼマイン様……」


「二人の仕事は二つあります。まず、こちらの内容を町長達に教えることです」


わたしはそう言って、ザームが運んできた木箱を示した。中にはハッセで教えてあげてほしいことが書かれた木札が詰まっている。木札には貴族ならば知っていて当然の手紙の書き方やよく使う言い回しの数々が書かれているのだ。ちなみに、これはフランが平民だったわたしのために準備してくれた大事な物で、平民に本が買える程度まで値段を下げることができるようになれば、まとめて教養本として出版したいと思っている。


「冬の館では何事も起こらないと信じておりますが、灰色神官は孤児なので蔑まれたり、軽視されたりするかもしれません。我慢強い貴方達が耐えられないと思った場合は、すぐに小神殿に避難してください。構いません。ハッセの町長達にはわたくしからそう伝えています」


それから、モニカに視線を向ける。モニカが持ってきたもう一つの木箱の中にはトランプ、カルタ、絵本などの娯楽ごらく用品が入っている。


「冬の館は娯楽が少ないでしょうし、子供達に絵本を読んであげたり、大人にトランプを教えてあげたりすれば、良い交流が持てるでしょう？……ただし、本は高価な物になるので、必ず貴方達が読んであげるだけにしてください。何かあってもハッセには弁償べんしょうできませんから」


「かしこまりました」


孤児院では物を丁寧に扱うことが徹底されているので、まだ破損は全くないけれど、ハッセではあっという間に破損するだろう。貴族でも買うのを躊躇ためらうくらい高価な本だ。適当に扱われては困る。板で作るカルタやトランプはそう簡単に壊れないだろうけれど、本はすぐに破れると思う。粗雑そざつに扱われたら、前町長の無礼よりわたしは怒る。間違いない。


わたしはモニカに目配せして、箱の中から失敗作の紙を束ねて綴つづったノートとインクを出してもらった。真っ白の紙が束ねられた冊子とインクをアヒムとエゴンに手渡す。


「二つ目のお仕事です。ハッセの皆からお話を聞き取ってきてください」


「お話ですか？」


「えぇ。貴族には騎士物語があり、神殿には神の物語があるように、平民には平民だけが知っているお話があるはずです。農村で伝えられている物語や旅人から聞いたお話があるかもしれません。いずれ、わたくしの本の題材になるので、ぜひ聞いて、書き留めてきてください。どちらかというと、こちらの方が大事なお仕事です」


わたしを聖女と崇あがめ、慈悲深いと称賛しょうさんしているリヒト達にもフェルディナンドにも伝えていない真の目的。それは平民の間に伝わるお話集めだ。その名もグリム計画。口伝くでんとして存在している各地のお話を集めるのだ。


まず、ハッセを皮切りに、成果があれば貴族への言い回しを教えるという名目で灰色神官を各地の冬の館に派遣する。次に、貴族が治める土地のお話を印刷工房が広がる過程で収集していく。一つのお話でいくら、と値段を決めれば、工房で働く者がお話収集をしてくれるだろう。最終的にはエーレンフェスト以外の領地のお話も集めたい。わたしの野望は大きく果てしないのだ。


……うまくいけばいいなぁ。グリム計画。うふふん。


ついでに、平民の識字率が向上すればいいと思っている。ただ、本がまだまだ平民のお金で買えるような物ではないのがネックだ。


読書の楽しみを知ったのに本がない、なんてことになったら、わたしのように発狂する人も出てくるに違いない。そんなことになったら可哀想だ。早く冬の館文庫ができるくらいまで値段を下げられるようになればいいと心底思う。






そうこうしているうちに、収穫祭に先駆けてプランタン商会の馬車がハッセに向かう日がやってきた。小神殿へ移動する者が生活用品を馬車に積み込み、孤児院の者がそれを手伝っている。冬の館に行く者はわたしと一緒にハッセの収穫祭に乗り込むので別行動だ。


「戻ってくる時も同数の者が乗ります。けれど、ハッセの孤児で洗礼前の幼子なので、その点だけ注意してくださいませ」


「かしこまりました。……おや、兵士達が到着したようですね」


荷物を載せ、灰色神官達が馬車に乗り込んで準備をしているところに、プランタン商会の馬車を迎えに兵士達がやってきた。先頭にいるのは父さんだ。久し振りに見る元気そうな姿にわたしが笑顔を見せると、目が合った父さんも嬉しそうにニッと笑い、わたしの前に跪く。


「よく来てくれましたね、ギュンター。今回もまた世話をかけます」


「神殿長のお召めしがあれば、すぐに馳はせ参じます」


かっちりとかしこまった父さんの言葉に、他の兵士達が元気よく続いた。


「俺も士長より速く馳せ……飛んできます」


「オレも来ます。呼んでください」


「お前ら、黙れ。無礼だぞ」


父さんが一睨みで黙らせるのを見て、わたしは小さく笑う。


「今回も頼もしい方々が一緒ですね。おかげで、安心して灰色神官達を送り出せます」


「お任せください。後日、小神殿でお会いできるのを心待ちにしております」


ほんの一時の会話を交わし、わたしは馬車をハッセへ送り出した。


プランタン商会を送り出すと、次は自分の出発準備である。今年は収穫祭に本をいくつか持って行く予定だ。息抜き用の本がないと、あの祭りの熱狂が長々と続くことに耐えられない。






「姫様、今年もよろしくお願いします」


「ユストクス、こちらこそよろしくお願いします」


徴税官はユストクス、護衛騎士はエックハルトとブリギッテである。フェルディナンドの指示によりエックハルトとダームエルが交代させられた。ダームエルとブリギッテではユストクスの暴走が止められないからだそうだ。


「エックハルト、くれぐれも皆を頼んだぞ。ドールヴァンで落ち合おう」


フェルディナンドに「はっ！」と短く返事したエックハルトがダームエルに視線を向ける。


「……ダームエル、ドールヴァンまでフェルディナンド様の護衛を任せる」


「かしこまりました」


長々としたフェルディナンドの注意事項を聞いた後、わたしはすでに準備できているレッサーバスに乗り込んだ。レッサーバスには冬の館に滞在するアヒムとエゴンの他に、神殿の側仕えであるフラン、モニカ、ニコラ、専属料理人のフーゴと専属楽師のロジーナが乗っている。


エラは今回留守番だ。長旅なので体力があるフーゴを連れて行くことにしたのだ。エラは神殿で留守番をする側仕えや孤児院向けの食事を作ってくれることになっている。側仕えでは工房管理のフリッツと、フェルディナンドから全体的な神殿管理を任されてしまったザームが留守番組になっている。留守番と同行、どちらが大変だろうか。


「では、神官長。行ってまいります。ドールヴァンで集合ですね」


「くれぐれも問題を起こさぬように」


「わかっています」


本当にわかっていれば良いのだが、とこめかみを押さえるフェルディナンドからそっと目を逸そらし、わたしはレッサーバスのハンドルをぎゅっと握った。魔力を流し込み、アクセルを踏んで、ぶわっと空へ駆け出す。


収穫祭という長旅の始まりだった。

            





ハッセと灰色神官


「では、こちらでお部屋やお食事の準備をお願いいたしますね」


ハッセまでの空の旅は短い。わたしは先に小神殿へ降り立ち、フラン以外の側仕えと専属達を降ろした。小神殿用の荷物を降ろし終えると、すぐに冬の館へ向かう。


冬の館の上空で、わたしは眉まゆを寄せた。


……あれ？　誰もいない？　日付、間違えたかな？


去年は運動場のような広場に祭りの準備がされ、大騒ぎしている人々が大勢ひしめき合ってわたし達の到着を待っていたけれど、今年は祭りも準備も人の気配もない。事前に「この日に行きますよ」という書簡を出しているのだが、日付を書き間違えたか、読み間違えたか。


わたしの前を駆けていたブリギッテがすっと下を指差し、騎獣を降下させ始めた。冬の館の正面玄関に数人の人影が見える。よく目を凝こらすと、リヒトや各農村の町長が跪いていた。


「神殿長、ようこそおいでくださいました」


わたしが挨拶を受けている間に、フランとアヒムとエゴンが荷物の詰まった木箱を騎獣から降ろし、積み上げていく。二人の生活必需品と教育用の木札箱と娯楽用品で意外と荷物は多い。


全て降ろし終わると、わたしは騎獣を片付けてリヒトに問いかけた。


「リヒト、収穫祭の準備がされていないようですけれど？」


「……さすがにハッセは領主様より睨まれている状態ですから、大規模に行うのは自粛じしゅくいたしました。神殿長や文官の方々には徴税と儀式のみ行っていただければ、と……」


リヒトの説明によると、近隣の者や通り過ぎていく商人の視線もあり、普段通りのお祭りがどうにもしにくい状態だったそうだ。それでも、洗礼式や成人式、結婚式を行わないわけにはいかないので、冬の館にある広間でひっそりと行うことにしたらしい。


「……そうですか」


一年間祝福もなく耐えてきて、年に一度の楽しみであるお祭りもなく、神殿長代理である灰色神官の監視下に置かれる住民の感情を考えて、わたしは不安になってきた。


……そんなに不満が溜まった状態の冬の館に二人を入れて大丈夫かな？


何となく視線をアヒムとエゴンの二人に向けると、フランが一歩前に進み出て、リヒト達に二人を紹介していた。


「こちらが冬の間、滞在することになる神殿長代理の灰色神官のアヒムとエゴンです」


アヒムとエゴンが手を胸の前で交差させ、軽く腰を落とす。二人を見たリヒト達の顔に緊張が走った。灰色神官とはいえ、わたしの代理で教師役である。ハッセの行く先を左右するとわかっている相手がどのような人物なのか、と警戒しているのだろう。


「リヒト、二人の部屋に案内してください。この通り、荷物を置かねばなりませんし、二人がどのようなところに滞在するのか、わたくしも見ておきたいのです」


「かしこまりました。こちらへどうぞ」


リヒトの指示を受けた村長の一人が、先触れのように駆け出して行った。わたしはリヒトの先導に従って冬の館に入り、アヒムとエゴンが使用する部屋へ歩き始めた。木箱を持った側仕えと護衛騎士とユストクスが後ろを付いて来る。


中に入れば、がやがやとした騒がしさやはしゃぐ子供の声が静まっていくのがわかった。


……静かにはなったけど、あちらこちらから視線を感じるよ。


ギシギシと音を立てる階段を上がり、居住区へと入っていくと、ドアの影や曲がり角からこちらの様子を窺うかがっている子供達の顔が見えた。目が合ったので笑ってみたが、驚いたような顔をされたり、ぴゃっと隠れられたりする。ものすごく怖いものとして認識されているようだ。


……貴族は怖いものとして認識した方が良いから、間違ってはいないんだろうけど、度胸試し的な男の子の近付き方を見ると不安で仕方ないよ。


時折ドアが開けられていたり、隙間があったりして中が見える部屋がある。基本的に家族単位で一部屋を使用しているようで、部屋の大きさも様々だった。教室くらいの大きさの部屋で藁わらを布団に十数人が生活している部屋もあれば、広くはないけれどベッドがある部屋もあった。雰囲気は下町のわたしの家に似ていると思う。それも昔の、掃除が徹底される前の家に。


「こちらがお二人の部屋になります。私の執務室から一番近い部屋を準備しました。……住民との接触を減らそうと思えば減らせるように」


リヒトが案内してくれたのは、二人部屋だった。ベッドが二つ準備されていることから考えても、比較的上等な部屋を準備してくれていると思う。


フランとアヒムとエゴンは木箱を降ろすと、三人揃って部屋を見回して苦い顔になった。


「恐れ入りますが、部屋を整えたいので掃除道具と井戸の場所を教えていただけますか？」


毎日清められている神殿や孤児院しか知らない者には耐えられないだろう。わたしも下町のあの部屋で、元気になって最初にしたのは掃除だった。村長の一人が目を白黒させながら、掃除道具の在処ありかを女性に聞きに行くのを見て、わたしは小さく息を吐く。


「アヒム、エゴン。この部屋の中を自分達が少しでも過ごしやすいようにするのは構いません。けれど、自分達の部屋の外に関しては、神殿のやり方を強要しないようにね。ここは神殿ではないのですから」


「かしこまりました」


村長の一人が持ってきた掃除道具を見て、三人が揃って何か言いたげに口を開き、諦めたように口を閉ざした。掃除道具も生活必需品として支給した方が良いかもしれない。


「アヒム、エゴン。明日には小神殿から掃除道具一式を運ばせましょう。他に必要な物があれば、フランに伝えておいてちょうだい」


「ローゼマイン様のお心遣いに感謝いたします」


今夜一晩は我慢して、明日は二人で朝から大掃除することが決定したようだ。掃除道具の他には身を清めるための盥たらいも必要かもしれない、洗濯に必要な道具はここにあるのだろうか、と真剣な顔で話し合っているのが少し面白い。


「リヒト、儀式の準備はできていて？」


「はい、ローゼマイン様。広間の方にお越しください」






冬の館の広間は城の大広間と違って天井は高くないし、宴会がよく行われる場所なのか、何かの汁や油の染みが壁や床に模様を描いていた。ちょっと変な匂いがして全体的に汚れている。


……多分、これでも必死で掃除したんだろうな。


祭りは外で行われるのが通常なので、神官や徴税官が冬の館の屋内に入るなんて想定外だったに違いない。わたしは我慢できるが、エックハルトの顔が険しい。


広間には舞台が設置されていたので、去年の収穫祭と同じようにわたしと徴税官のユストクス、護衛騎士の二人、儀式の補佐を行うフランが壇上に立った。


屋内で行われたとはいえ、儀式自体には大きな違いはない。洗礼式を迎える子供を舞台に上げ、神々のお話を絵本で説き、祝福を行う。成人式と結婚式も同様である。ただ、節目を迎えたはずの皆の顔色は悪く、広間の雰囲気がずっしりと重い。


「ハッセの者はこの一年、祝福がない中でよく働いてくれたと思います。領主は本当に叛意はんいがないか冬の館をよく見るように、と仰おおせになり、灰色神官を二人、派遣することにしました。アヒムとエゴンの二人です。彼等は監視役であり、同時に、貴方達の教師でもあります」


全ての儀式を終えたわたしは、冬の館に派遣したアヒムとエゴンを舞台に上げて紹介し始めた。「教師」という言葉に、広間がざわりとしたのがわかる。


「先日、ハッセとの書類でのやり取りに大変な不備がございました。他の貴族宛てならば、怒りを買ってもおかしくない言葉があったのです。前町長の失敗も貴族との付き合い方を知らないことが原因でしたが、ハッセはまた悪気なく同じ過ちを犯そうとしていたのです」


また貴族の怒りを買うのか、という驚きと、町長は何をしているんだ、という怒りに満ちた声が上がるのを、わたしは「その失敗に処罰しょばつはありません」と少し手を動かして抑える。


「これから同じ失敗を繰り返さないように、わたくしは監視を逆手に取り、貴族とのやり取りをよく知る灰色神官に命じて町長達の教育を行うことにしました。アヒムとエゴンを通じて町長達が真面目に学べば、これから先の失敗はないと信じています」


罰もなく、教育の機会が与えられたということで住民達の怒りは引いていく。安心したところでぐっさりと強く釘を刺しておかねばならない。


「監視兼教師役の灰色神官は孤児ですが、神殿長であるわたくしの代理です。あまりに不快なことがあれば小神殿へ移動します。罰がもうすぐ終わろうとしている時期に、ハッセの民がそのような愚おろかなことはしないと信じていますが、二人への言動は気を付けてくださいませ」


広間に集う人々の顔に「本当にこの罰は終わるのか」「いつまで続くのか」というような暗い表情と感情が満ちているのが舞台の上から見ただけでもよくわかった。


……一年間、祝福もないままにずっと頑張ってきたんだもん。少しは楽しみもあった方が良いんじゃないかな。


わたしは唇を尖とがらせるようにして考えながら、舞台の中央から、エックハルト達が待機している舞台の端に戻る。


「エックハルト、ユストクス」


「何でしょう、ローゼマイン様」


「ボルフェの許可を出しても良いかしら？　自粛しすぎては精神的に良くないと思うのです」


わたしの提案に「勝手なことをすれば、フェルディナンド様に叱しかられるぞ」とエックハルトは嫌な顔をしたけれど、ユストクスは「息抜きは大事ですし、姫様の許しがあったと伝わることで住民の感情も大きく変わります。私は良いと思いますよ」と面白がるように笑った。普通の貴族は平民の感情など気にしない、と言いながら。


ユストクスの意見を採用したわたしは、アヒムとエゴンを連れてリヒトのところへ向かった。


「リヒト、祭りの自粛は結構ですけれど、ある程度発散させておかなければ、閉じこもることになる冬の生活が大変になるのではございませんか？」


声を潜めて尋ねると、リヒトは少し視線を巡らせて「そうかもしれません」と肯定する。


「わたくしは会議室でリヒトからお話を伺います。外でハッセの者が騒いでも、きっと気付きませんね。目に触れなければ咎めようがないと思いませんか？」


どのような意味で取れば良いのか困っているリヒトを見て、わたしはアヒムに視線を向けた。


「アヒム、早速お仕事ですよ。リヒトにわたくしの言葉の意味を教えて差し上げて」


不思議そうに目を瞬いた後、アヒムは「通じないのですか」と呟いた。エゴンも驚いたように目を軽く見張っている。


「ハッセの方々はすでに色々と間違えているので、解釈に自信がないだけでしょう。全くわかっていないわけではないはずです」


「そうなのですか。リヒト町長、ローゼマイン様は会議室でお話をする間、外で騒ぐ分は目溢めこぼしするとおっしゃられています」


「ボルフェの許可をいただいたと解釈して結構です」


アヒムとエゴンの言葉に、リヒトが嬉しそうに顔を綻ばせた。


「恐れ入ります。血の気が多い若者がたくさんいるので、喜ぶでしょう」


村長の一人にボルフェ大会の仕切りを任せ、リヒトはわたし達を会議室へ案内するために広間を後にする。わたし達が広間を出た直後、大きな声が背後から響いてきた。


「神殿長のお許しが出たぞ！　ボルフェの準備だ！」


「おおおぉぉぉ！　よっしゃああぁぁ！」


抑圧よくあつされていた不満と感情が一気に爆発したような荒々しい雄叫おたけびだった。ビクッとしたように、アヒムとエゴンが肩を震わせて振り返り、広間の方を見る。建物が揺れそうになるほどの雄叫びなど神殿で聞くことはないので心底驚いたのだろう。


二人のこれからの生活が少しでも平穏になるように、ハッセの住民には外で存分に運動し、不満を発散してきてほしいものである。






会議室では、今年の収穫量と税、わたしに対する寄贈きぞう分についての話が行われた。周辺に比べて収穫量が少なかったものの、祝福がない割にはかなり頑張った収穫量だったようだ。


去年と同じように、明日の朝、ユストクスがエーレンフェストの城に送ることになり、わたしへの寄贈分の一部は神官二人の冬支度分とすること、残りはハッセの小神殿の冬支度の材料として城ではなく小神殿へ運ぶことに決まった。


会議中に外でのボルフェ大会が終わったようだ。わいわいがやがやとした声と空気が伝わってくる。声が明るく、少し楽しそうに弾んでいるように聞こえるので、ボルフェを許可した甲斐かいはあったと思う。


この後は広間で夕食らしい。イルクナーで常識の違いに固まっていた灰色神官達を見ているので、わたしはアヒムとエゴンに助言できるように共に食事を摂とることにした。


住民達は、二つの木箱の上に板を渡した低いテーブルの上に料理が並ぶと、藁をバサッと置いた上に腰を下ろして好き勝手に食事を始める。料理の側に肉を切るためのナイフは置かれているが、それ以外のカトラリーは木のしゃもじのようなスプーンだけで、スープのような汁物を食べる時以外は手づかみで食べているのがほとんどだ。


予想通り、アヒムとエゴンは見知らぬ世界に衝撃を受けて固まっている。二人はエックハルトとユストクスの給仕をしていたのだが、驚きに口が開き、手が止まっていた。そんな二人の様子に注意さえしないエックハルトも同じように衝撃を受けているようだ。今までは広場の舞台の上と舞台から遠く離れた場所、しかも、日が落ち始めて暗くなる時間に食事が出てきていたので、住民達の食事風景を間近で見たことはなかったようだ。ハッセの孤児達の食事風景を初めて見た神官長のような厳しい顔になっている。


「不快でしたら視界に入れないようにした方が良いですよ。彼等にはこれが普通ですから」


わたしがそう言うと、「視界に入れないことはできますが、音は防げませんね」とフランがわたしの給仕をしながら仕方なさそうに首を横に振った。フランはイルクナーに同行したり、ノーラ達の食事風景も見たりしていたため、比較的普通の顔をしている。


「あの、ローゼマイン様。我々はこれからどこで食事をすればよいのでしょうか？」


不安そうな顔でアヒムとエゴンが尋ねてきた。わたし達は貴族席としてテーブルと椅子が準備されているけれど、灰色神官の席は住民達と同じで良いと考えられているようだ。


「今日は神殿と同じように、わたくし達の後で、このテーブルを使って下げ渡しを食べなさい。こちらの習慣にいきなり慣れるのは難しいでしょうから、部屋で食事が摂れるようにテーブルと椅子の準備をリヒトに頼んでおきます。少しは安心して食事ができるでしょう」


「恐れ入ります、ローゼマイン様」


ホッとしたようにアヒムとエゴンが胸を撫で下ろした。この様子では、グリム計画のためとはいえ、灰色神官をあちらこちらの冬の館に派遣するのは難しいかもしれない。神殿しか知らない灰色神官の生活環境を整えることはなかなか大変そうだ。






アヒムとエゴンに下げ渡せるように、かなり控えめに食べたわたしの食事が終わる頃には、ハッセの人々も酒が入って口が滑るようになってきていた。気が大きくなっているのか、わたし達が舞台の上にいるから視界に入っていないのか、ちょっとした不満が出始める。


「この間、神殿に売られた孤児を見かけたが、俺達より神殿へ行った孤児の方が良い物を食べているようだったぞ。ずいぶんと顔色が良くなって肥えていた」


「はぁ、羨うらやましいもんだね。お腹なかいっぱい食べられるならアタシも孤児院に行きたいよ」


そんな言葉を聞いてフランがむっとしたように眉を震わせる。逆に、わたしは期待に目を輝かせて手を胸の前で組んだ。ハッセに四人移動させたけれど、まだまだ印刷のための労力は欲しい。作った本が貴族向けによく売れたので、今は懐ふところも温かい。孤児扱いされれば、完全に差別される対象となるので孤児院に入りたがる奇特きとくな人はいないけれど、進んで孤児院に入りたい人がいるならば嬉しい。わたしは張り切って勧誘しようと、舞台の上から声をかけた。


「ぜひ孤児院へいらしてくださいませ。歓迎いたしますよ。実は印刷機が増えたので、労力を増やしたいと思っていたところなのです」


まさか神殿長から返事があると思っていなかったのか、その場で話していた人達は「へ？」と間抜けな声を出した。一瞬で酔いが覚めたような顔になり、だんだんと顔色が悪くなっていくが、それに構わず、わたしは孤児院の良いところを一生懸命にアピールすることにした。


「孤児院に入ると三食が与えられますし、寝床と服も支給されます。教育は徹底して行われるので、言葉遣いも立ち居振る舞いもずいぶん洗練されると思います。洗礼式を終えた年頃の子供ならば、数年あれば貴族に仕えられるようになりますね。孤児院育ちで洗礼式を迎える子供達の識字率はなんと十割！　誰でも字が書けて、簡単な計算くらいはできるのです。文字や計算を覚えるための教材として、絵本やカルタ、トランプも完備しております」


これだけだと孤児院がとても良い環境のように思えるが、欠点もある。それを隠して勧誘するつもりはない。わたしは誠実に事実を教えて、その上で、孤児院に来てほしいのだ。


「もちろん欠点もございますよ。孤児院に入ると、世間からは孤児と蔑まれます。それに神官や巫女は常に貴族の動向を気にかけ、貴族の指示の下で生活しなければなりません。農村の生活とは全く違うようで、最初に入ったハッセの孤児達は今でも常識の違いに苦労しています」


「え、と……。あの、神殿長……？」


戸惑っている彼等に、わたしは伝え忘れがないか考える。


「あとは……そうですね。神殿の孤児院では成人しても畑をもらえることもなく、結婚も許されず、土の日も休みはなく、毎日が貴族である青色神官のためにあります。突然、見知らぬ貴族に売られることも珍しくはありませんし、それに関して孤児達に拒否権はございません」


わたしが言葉を重ねるごとに、戸惑いから恐怖へ顔色が変わっていく。


「今はわたくしが孤児院長を兼ねているので、お腹がある程度満たせるように食べ物も準備されています。でも、わたくしが孤児院長に就く前はひどい状態でしたから、神殿長が代わればその先の生活はどうなるかわかりません。孤児院はそのようなところですから、入りたいと希望する者がほとんどいないのです。希望者は心から歓迎いたしますよ！」


さぁ、カモン！　と言わんばかりに手を広げて大歓迎を表現してみた。それなのに、嘘うそなど全く述べていない誠実この上ないわたしのお誘いは、その場の皆に全力でお断りされた。


「い、いや、俺はハッセで土地をもらっているから。な？」


「おぅ、俺は来年結婚することになったからな。アイツを泣かせるわけにはいかねぇんだ」


「あ、あぁ、何だかんだ言っても住み慣れた土地が一番だよ」


住み慣れたハッセを離れるつもりはないという気持ちはわかる。わたしも下町を離れるつもりなんてなかった。どんなに不便で貧しくても離れられないことはある。


「故郷を離れたくない気持ちはわたくしにも理解できます。孤児院にいらしていただけないのは少し残念ですけれど、仕方ありませんね」


わたしが残念だと引き下がると、その場にいた皆は顔を見合わせて明らかにホッとした顔になり、気を取り直すように杯さかずきを手に取った。






貴族達が顔をしかめる宴会風景は、わたしにとって下町の生活を思い出させる光景だ。


……なんか今、すごく父さんに会いたいな。


わたしはぎゅっと服の袖をつかんだ。小神殿へ行けば父さんに会える。わたしはリヒトのところへ向かい、暇乞いとまごいの挨拶をすることにした。


「リヒト、わたくしはそろそろ小神殿へ下がります」


「本日はありがとうございました。ボルフェの許可をいただけたおかげで皆が楽しそうです」


冬の館をまとめていかなければならないリヒトの顔には安堵の色がある。


「わたくしも雰囲気が良くなって安心しました。そうそう、アヒムとエゴンはわたくしからの仕事で書き物をするので、テーブルと椅子が必要です。二人の部屋に準備してください」


「かしこまりました」


「それから、ハッセの民が貴族のやり方を知らないように、神殿という閉ざされた場所で育った灰色神官は外のやり方を知りません。食事の仕方一つ、掃除の仕方一つ取っても全く違います。なるべく、目を配ってください」


暇を告げて外に出ると、エックハルトが自分の主に対するようにわたしの前に跪く。


「小神殿への護衛はブリギッテに任せます。私とユストクスは慣例通りにこちらへ滞在するので、ローゼマイン様は明日の朝は寄贈分の移動のため、こちらにいらしてください」


エックハルトとユストクスを残し、フランとブリギッテを連れて小神殿に戻った。






小神殿でも食事会が盛り上がっていた。食堂の騒ぎを耳にしながら自室へ向かう。フランはわたしの世話をモニカとニコラに任せて食事に行った。どうやら小神殿で食べるため、あちらで食べるのは我慢していたようだ。


わたしは白い紙を綴って作ったノートとペンを持って部屋から出ると、食堂へ行ってモニカに兵士達のテーブルの近くまで椅子を持ってきてもらった。


「ギュンター、わたくし、今、本を作るためにお話を集めております。下町ではどのようなお話を聞いて育つのか、伺ってもよろしいかしら？」


母さんのお話は寝る前にいくつも聞いたけれど、父さんのお話はあまり聞いたことがない。


「……お話、ですか。そういえば、幼い頃に母親から聞かされた話がありました」


しばらく考え込んでいた父さんが顔を上げた。


「あるところにとても仲の良い姉弟がいた。姉弟の名前はトゥーリとマインとカミル……」


そんな出だしから始まったのは、トゥーリとカミルという姉弟が、森の魔物にさらわれたマインを助けに行く話だった。


「……そして、マインは家族の元に帰ることができ、姉弟仲良くずっと一緒に暮らしたそうだ」


「なんて良いお話でしょう」


わたしが感動に目を潤うるませ、鼻をグスグス言わせながら父さんのお話を書き留めると、他の兵士も先を争うようにして自分の知っているお話を教えてくれる。知らないお話ばかりだし、貴族達の回りくどいお話と違ってわかりやすい。パッと情景が浮かぶ。


全部で三つのお話を書き留める頃には七の鐘が鳴り始めた。わたしは満足して席を立つ。


「おやすみなさい、皆様」


「おやすみなさい、神殿長。良い夢を……」






その日、わたしは夢を見た。マインに戻ったわたしが下町の家に帰って、家族と一緒に笑い合う、とても幸せな夢だった。

            





リュエルに再挑戦


夢が幸せすぎて、目覚めた後がとても寂しい気分になってしまった。


朝食後、ハッセの見習いや巫女達に小神殿の清めを任せると、フランと小神殿の成人している神官には冬の館に届けなければならない掃除道具や盥や石鹸せっけんなどの生活用品をレッサーバスに積み込んでもらう。同時に、馬車にはフラン以外の自分の側仕えと専属と荷物を載せ、ハッセの冬の館へ送り出す。去年と同様にエックハルトやユストクスの側仕え達の馬車と合流して、次の冬の館へ向かうことになっているのだ。


プランタン商会の馬車にはハッセから神殿の孤児院へ移動する幼い孤児達が乗っている。護衛の兵士に心付けを渡して送り出す。それだけでほんの一時の父さんとの触れ合いは終わりだ。


父さん達を見送ってから、レッサーバスでわたし達も冬の館に出発した。






「アヒム、エゴン。これで大丈夫かしら？　足りなければ小神殿へ取りに行ってくださいね」


「恐れ入ります、ローゼマイン様」


生活用品を渡すと、二人は「これで清めが捗はかどります」と大きく頷いて喜んだ。二人はこれから自室の掃除に精を出すらしい。気が済むまで掃除すると良いと思う。できれば、それを見たハッセの人達も少し掃除に関心を持ってくれると嬉しい。


「リヒト、昨日話していた通り、こちらが二人の分の食料です。冬支度の一部として管理をお願いいたします」


「かしこまりました」


寄贈分の一部をアヒムとエゴンの冬支度用としてリヒトに預け、残りはレッサーバスに積んでもらう。こちらは小神殿の冬支度に使うことになっているのだ。


「では、ユストクス、エックハルト。わたくしは先に小神殿へ戻りますね」


城への徴税分を転移させているユストクスと仕事ぶりを監視しているエックハルトに声をかけた後、わたしはハッセの小神殿へと荷物を運んだ。






……ふぅ、朝から重労働したよ。


レッサーバスを動かしただけだが、もう疲れた。わたしは小神殿の自室でフランに淹れてもらったお茶を飲みながら、護衛騎士のブリギッテと共にしばし休憩きゅうけいだ。


「ハッセの冬支度が少し心配でしたが、ノーラ達は手順を知っているようですし、孤児院の者達も三度目の冬支度になるので、多少慣れてきたようですね。滞とどこおりなく進んでいます」


フランからの報告にわたしは頷いた。今、小神殿の神官達は運び込まれたばかりの寄贈分を食料庫に運び込んだり、加工の下準備をしたりと忙しく動き回っているらしい。わたしが部屋から出ると、彼等は思うままに動けなくなるので、おとなしく引っ込んでいるのが一番だ。


「ねぇ、フラン。エックハルト兄様達が到着するまで本を読んでいても良いかしら？」


「……大変申し訳ございません。ローゼマイン様が準備された暇潰しのための本は荷物として、馬車と共に出発してしまいました」


「そんなっ！」


城の図書室の本を書き写した物や次回作に使うつもりだった騎士物語が、先に出発していたなんて計算外である。嘆くわたしに「暇潰し用の本は嵩張かさばるので、儀式の間ずっと持っていることはできません」と至極しごく真面目な顔で言いながら、フランは聖典絵本を出してくれた。


「儀式の折に子供達に読み聞かせる絵本だけですが、こちらでよろしければご覧ください」


「嬉しいです！　ありがとう存じます、フラン」


パラリと絵本をめくり、文字を目で追った。それだけでとても心が安らぐ。楽に呼吸ができるというか、生きていると実感するのだ。読書は本当に人生に必須だと主張したい。


わたしがホッとする幸せな一時を過ごしていると、エックハルトとユストクスが到着した。


「一体何のために姫様はこの本を作ろうと思ったのですか？」


ユストクスがわたしの聖典絵本を覗のぞき込みながら問いかけてきた。言葉はわかるけれど、意味がわからない。


「わたくしが本を作るのは、本を読むためです。それ以外に理由などございませんけれど？」


「いえ、そうではなく、何故、聖典絵本だったのですか？」


何故と問われても、麗乃うらの時代のお話だけではなく、平民時代の母さんのお話も含めて、わたしが知っているお話が購入層の常識にそぐわなかったからです、とは言えない。


「聖典以外の本を読んだことがなかったからでしょう。新しい本を読むと、新しい絵本が作れるような気がいたしますから、わたくし、本の贈り物でしたら大喜びで受け取りますよ」


リヒャルダの息子なのでユストクスは上級貴族である。情報集めの好きなユストクスならば、面白い本をたくさん持っていそうだ。わたしが期待に満ちた目で見上げると、ユストクスはリヒャルダによく似た難しい顔になって、わたしと視線を合わせた。


「姫様、それは決して人前で口に出してはなりません。野心のある貴族を呼び寄せます」


……本が手に入るなら、わたしは賄賂わいろでも喜んで受け取るけど、後で神官長に思い切り怒られるんだろうな。


大喜びで本に飛びついた直後にハリセンでスパーンと叩かれる自分の姿が容易に思い浮かんだ。






フーゴが昼食用に焼いていたパンと灰色巫女達が作ってくれたスープで昼食を終えると、わたし達は次の冬の館へ騎獣で出発した。


ハッセと違って祈念式の祝福効果で豊作だった直轄地ちょっかつちの人々は、あちらの冬の館でもこちらの冬の館でも、こちらが及び腰になるほど熱狂的に歓迎してくれた。町長や村長達から「次の春にもぜひ……」とお願いされ、「神殿長の間はわたくしが参ります」と愛想笑いで返事をする。その繰り返しだ。わたしは祭りの熱気に晒さらされて体調を崩し、薬で体調を立て直しては祭りの興奮に巻き込まれてまた体調を崩す、というのを繰り返しながら旅程をこなした。






結局、フェルディナンドとの待ち合わせの場所であるドールヴァンの冬の館にたどり着いたのは、シュツェーリアの夜の前日だった。体調を考慮して余裕を持たせた旅路だったはずなので、ギリギリと言ってもいいだろう。


事前にエックハルトがフェルディナンドとオルドナンツのやり取りした結果、先に到着したフェルディナンドがドールヴァンの収穫祭をこなしてくれたらしい。祭りの熱狂はすでになく、穏やかな日常が流れているそうだ。


「遅かったな、ローゼマイン。間に合わないのではないか、と気が気ではなかったぞ」


「ご心配おかけいたしました、神官長。それから、先に収穫祭を行ってくださってありがとう存じます。お祭りが終わっていて助かりました、本当に……」


シュツェーリアの夜までにドールヴァンへ到着できるのか危惧きぐしていたのは、こちらも同じだ。無事に到着して良かった、とわたしが安堵の息を吐いていると、フェルディナンドが難しい顔でわたしの顔を覗き込み、ぺたぺたと額や首筋に触れ始めた。


「冷たいですっ！」


「君の体温が上昇しているせいだ。脈も速いな。……フラン、薬は足りているか？」


「出発前に準備していたうち、半数ほどを使ってしまいました」


淀よどみないフランの返事にフェルディナンドはすいっと視線を部屋の中の木箱に向ける。


「あちらに予備を準備している。残りの道程のために足しておきなさい。ローゼマインは今日はもう薬を飲んで寝るように。明日には採集だ」


フランがホッとしたように薬を補充ほじゅうし始める中、わたしはフェルディナンドに退場を命じられた。すごすごと準備されていた部屋に入る。モニカとニコラに着替えをさせてもらい、フランに手渡された薬を飲んで、さっさと寝た。わたしのための素材採集にカルステッドがエーレンフェストからわざわざ来てくれるのに、体調不良でまた来年というわけにはいかない。


……ルッツとも約束したし、今年は絶対に採るもん。






すっきり爽快そうかいで目覚めた朝、わたしの護衛騎士はエックハルトからダームエルに戻っていた。


久し振りに会ったダームエルは何だかげっそりとしているように見え、主がわたしに戻ったことに安堵しているようだった。もしかしたら課題を与えられてしごかれたかな？　と、勝手な想像に小さく笑いながら、わたしは朝食を終える。


「ローゼマイン、夕刻には仮眠を取ることになっているので、午前中に頭を使った方がよく眠れるであろう。私の部屋に来なさい。収穫祭の報告書を書いてもらう」


今日は体調不良を理由にゴロゴロしながら読書をしようと思っていたのに、午前中がフェルディナンドと書類仕事では神殿の生活と変わらないではないか。


「嫌そうな顔をしているが、これは君のためだ。報告書を先に仕上げておけば、それだけ早くユレーヴェを作製できる。いくら素材を集めても、領主への収穫祭の報告をしなければ、薬作りには取り掛かれないからな」


わたしの専属医であり、薬剤師でもあるフェルディナンドにそんなじんわりとした脅しをかけられれば、「読書がしたいです」とは言えない。自分の健康のために頑張るしかない。


……できるだけ早くユレーヴェを作って、元気になったら倒れるまで本を読んでやるんだから！


木箱に入った本を何度か振り返り、後ろ髪を引かれる思いでフェルディナンドの部屋へ行くと、フェルディナンド本人だけではなく、彼が収穫祭に同行している側仕え達もいつも通りに仕事をしていた。エックハルトも同じだ。ちなみに、ユストクスとフェルディナンドの徴税官もそれぞれの部屋で報告書の作成をしているらしい。


時間を無駄にしない仕事人間、フェルディナンド。皆を巻き込んで今日も絶好調である。






カリカリコツコツと静かに書類作成をしていると、バサバサと羽音を立ててオルドナンツが飛びこんできた。部屋をくるりと一周するように飛んだ後、フェルディナンドの机の上に降り立って、カルステッドの声で喋しゃべりだす。


「もうじき到着するので、昼食の準備を頼む」


フェルディナンドは「了解」とオルドナンツを飛ばしながら、窓を見て溜息を吐いた。何を見つけたのだろうか、とわたしも窓に目を向ける。まだ小さいけれど、窓の向こうに騎士団長を表すグリフォンのような騎獣が飛んでいるのが見えた。カルステッドの到着は本当にすぐだ。


「作業は終わりだ。片付けて出迎え準備を」


フェルディナンドの一言で皆が一斉に仕事道具を片付け始めた。フェルディナンドの側仕え達が出迎えのために玄関口へ向かい、わたしの側仕えがお茶やお菓子の準備を整えていく。慌ただしくて、優雅ゆうがさや余裕の欠片かけらもない。それでも、体裁を整えることができる側仕え達は実に優秀だ。カルステッドが案内されて入ってきた時には、出迎え準備は完了していた。


「ローゼマイン、元気そうだな」


「神官長のお薬をいただきましたから」


昨日はへろへろだった、と明確に言わなくても通じたようだ。カルステッドは言葉を探すように視線をさまよわせた後、「採集に行けるように回復しているならば良い」と言葉を絞り出す。


「カルステッド、あちらの様子はどうだ？」


フェルディナンドが席を勧めながら、世間話や挨拶の一環のような口ぶりで問いかけた。いつもならば、「特に何事もなく」「平穏無事だ」という言葉が返ってくるのだが、カルステッドはわずかに考えるような素振りを見せて、部屋を見回した。


「フェルディナンドとローゼマインに知らせておくように、と頼まれたからな。ローゼマインもこちらで聞け。護衛騎士以外は席を外してくれ」


側仕えを全員退室させると、カルステッドは範囲を指定するタイプの盗聴防止の魔術具を取り出して作動させる。フェルディナンドが深呼吸するようにゆっくりと息を吐いた。


「カルステッド、一体何があった？」


「何があったというわけではないが、少々不穏な動きがある」


皆の表情が一気に引き締まる。今は何もなくても、不穏などという単語が飛び出せば警戒するのは当然だろう。カルステッドは皆の顔を見回し、「これはエルヴィーラからの情報だ」と前置きをしながら話し始めた。


「フェルディナンドには伝えたと思うが、旧ヴェローニカ派がゲオルギーネ様の来訪以来、ゲオルギーネ派として復活の兆きざしを見せている」


「あぁ、聞いた。だが、彼女はアーレンスバッハの第一夫人ではないか。エーレンフェストの派閥の旗頭はたがしらを担になうことなどできまい」


元々先代領主の時代から第一夫人として長く君臨し、フロレンツィアが嫁とついできてからも跡継ぎを養育して抱え込むことで、ずっとヴェローニカ派が最大派閥だった。ジルヴェスターへ代替わりしたことで、多少フロレンツィアとエルヴィーラの派閥も人が増え、力を蓄たくわえつつはあったけれど、主流はヴェローニカ派だったそうだ。しかし、領主の母親という立場を悪用して罪を犯したヴェローニカは幽閉ゆうへいされて失脚してしまった。そのため、ヴェローニカ派の中でも中立寄りだった者は、あっという間にフロレンツィア派に寝返ったそうだ。


「だからこそ、旧ヴェローニカ派は旗頭にヴィルフリート様を据えるつもりのようだ」


「ヴィルフリートを？　女性の派閥には関係が薄いのではないか？」


「お茶会に招くというのではなく、派閥としてまとまるために名前が必要なだけだろう。ヴィルフリート様はヴェローニカ様に育てられていた。そして、ゲオルギーネ様と距離を置こうとする領主の意向に逆らい、エーレンフェストを訪れるように頼んでいたからな。旧ヴェローニカ派にもゲオルギーネ派にも派閥を立て直すためには絶好の旗頭だと考えられているようだ」


わたしはカルステッドの言葉に、ゲオルギーネとの別れの挨拶を思い出す。


「……でも、ヴィルフリート兄様は別に養父様とうさまの意向に逆らったつもりはありませんよね？　ただ、周りが見えていなかっただけで」


「あぁ、実際には何も考えていなかった。だが……周囲からどう見えるかが大事なのだ」


カルステッドの言葉に、フェルディナンドは「面倒なことになりそうだ」とこめかみを指先で叩く。きつく目を細めて何やら色々と考え始めたけれど、何を考えているのかわからない。カルステッドはそんなフェルディナンドに次々と情報を流していく。


「ヴィルフリート様はゲオルギーネ様と親密であり、次期領主という線が濃厚であることから考えても、次の旗頭に相応しいという話があちらこちらで囁ささやかれているそうだ」


女性のお茶会で話題になったことが、下級貴族同士の繋がりであちらこちらへ流れているらしい。少しでも有利な陣営につかなければならない下級貴族は中立が多く、だからこそ、情報は飛び交いやすいそうだ。


「フロレンツィア様とローゼマインを中心に据え、ヴィルフリートの養育権が祖母から母に戻ったことで、やっと領主一家がうまくまとまりかけていたのに、また派閥争いが大きくなり始めた、というわけか」


フェルディナンドがぐっと眉を寄せる。どうやら領主の第一夫人であるフロレンツィアを中心に最大派閥をまとめようと暗躍あんやくしていたエルヴィーラの苦労が水の泡らしい。初めて知ったが、エルヴィーラはフェルディナンドの情報を集めて喜んでいるだけではなかったようだ。


「表立ってはまだ何も起こっておらぬ。狩猟しゅりょう大会でも噂や情報が流れただけだ。ゲオルギーネ様がこちらにいらっしゃらず、ヴィルフリート様も側近の管理下にあるからな。何もなければこのまま薄れていく程度の話だろう。ただ、ゲオルギーネ様が来年の夏にもいらっしゃるため、完全には沈静化ちんせいかしそうにない。活発になる貴族の動きに関して警戒はしておいた方が良いだろう」


「はい、お父様！　質問です。警戒とは何をすれば良いですか？」


わたしがビシッと手を挙げて質問すると、カルステッドとフェルディナンドとエックハルトとユストクスから一斉に答えが返ってきた。


「何をするにもフェルディナンドに話を通せばいい」


「とにかく、勝手な真似はするな」


「見知らぬ者に近付かぬようにしなさい」


「本を賄賂にされても受け取ってはなりません」


一斉射撃を受けたような注意事項の数々に、わたしは「……はぁい」と力なく答える。


……ホントに信用ないな、わたし。






昼食を終えると、リュエルの実を確実に採集するための作戦会議となった。去年のシュツェーリアの夜を経験しているので、今回は対処法がわかっている。騎士団長であるカルステッドとフェルディナンドとエックハルトという最強の布陣で挑めばそう大変ではないらしい。


「数は多いが、雑魚ざこばかりだからな。広い範囲を一度に狩れる武器が良いかもしれぬ」


「リュエルの花が散るまで魔物が出現しなかったので、出発時間を遅らせてはいかがですか？」


「出発時間を遅らせるのは良いですね。あと、ローゼマイン様の仮眠は去年より少し長くした方が良いかもしれません。去年は戦闘中に眠気覚ましが必要でしたから」


「待ってくださいませ、ユストクス！　あれは、ゴルツェを押さえこむのが長引いたからです！　採集だけならば去年と同じくらいの仮眠で問題ありません」


皆が色々と意見を出しながら行動を決めていく。リュエルの木を中心に、騎士の配置と対応する範囲が決められた。ユストクスは騎獣に乗って、去年のように枝を渡ってやってくる魔獣を退治するための戦闘要員にされている。


「ユストクスは文官なのに戦えるのですか？」


「素材採集には必須ですから、多少の心得はあります。自衛くらいは何とか……」


「リュエルは去年大量に採取したから、今年は戦闘要員に含めても問題あるまい」


採集したことがない素材を前にすると、ユストクスの視線が素材にしか向かなくなるので当てにならないが、持っている素材には興味が薄いので戦闘要員に入れても問題ないそうだ。


出発時間やある程度の配置、魔獣の種類の把握はあくなどが決まると、わたしは夕方から仮眠タイムだった。フェルディナンドが午前中にこき使ってくれたおかげでとてもよく眠れたような気がする。でも、感謝はしない。






紫の月が光るシュツェーリアの夜、わたし達は打ち合わせ通りの時間に出発して、去年と同じようにリュエルの木がある場所へ騎獣を走らせた。


わたし達が到着した時には月はほとんど真上の位置に来ていて、リュエルにはすでに蕾つぼみが大きく膨らんでいた。葉が茂っておらず、つるりとして金属めいた質感の木の枝に白木蓮はくもくれんのような花が数十、枝の上に立つように咲き、強い芳香ほうこうをまき散らしている。


「散り始めるのもすぐだろう。今のうちに少し邪魔な物を切っておくとしよう」


フェルディナンドがシュタープを取り出し、「リーズィッヒェル」と唱えると、光る大きな鎌になった。まるで死神のようで、とてもよくお似合いである。ここでは死神のイメージが通じないだろうし、通じたら通じたで怒られそうなので口が裂けても言わないけれど。


「はっ！」


フェルディナンドはその鎌を上空に放り上げ、リュエルの木の周辺の木々の枝を打ち払い始めた。その様子を見たカルステッドが「なるほど。枝を払っておけばリュエルに飛び移れる魔獣は減るな」と呟くと、シュタープを大鎌に変えて周囲の枝を払っていく。カルステッドの言葉を聞いて、わたしはその場でフェルディナンドに土下座どげざしたくなった。


……神官長のこと、死神みたいとか思ってすみませんでした。マジ助かります。


「そういえばユストクスが去年採集したリュエルの花は何かの素材になったのですか？」


「私は集めるのが趣味なので、そういうことはフェルディナンド様にお聞きください」


ユストクスは自分の手元に一つあれば十分で、それ以上の同じ素材はフェルディナンドに渡しているらしい。今までに世話をかけたお詫びとこれからもよろしくという迷惑料だそうだ。


ユストクスは一体今までにどれだけ迷惑をかけてきたんだろう、と首を傾げた直後、わたしはハッとした。


……も、もしかして、わたしも神官長に迷惑料を払わなきゃいけないんじゃ？


フェルディナンドが欲しがりそうなものがすぐに思い当たらず、いっそ魔力払いでいいかしら？　と悩んでいるうちに、リュエルの花が散り始めた。


去年と同じように、花弁はなびらが一枚一枚剥はがされていくようにひらり、また、ひらりと落ちては、風に揺られて舞った。桜の花弁と違って、白木蓮ように大きな花弁だ。白い鳥の羽が風に遊ばれているように揺れて、くるりくるりと回りながら落ちていく。花弁が地面に落ちた瞬間、土と同化するように消えていく様子が何とも儚はかなくて、美しい。


「ローゼマイン、今のうちに祝福を」


フェルディナンドに言われるまま、わたしは武勇の神アングリーフに祈りを捧ささげ、皆に祝福を贈る。その後は、リュエルの実を確実に採集できるように、騎獣でリュエルの実のすぐ近くに上がり、実ができるまで待機だ。わたしは皆の様子を騎獣から見下ろした。


「……来るぞ」


リュエルの木を取り巻くように五人の騎士がそれぞれの武器を構えている。皆バラバラなところが面白い。エックハルトは槍やり、ブリギッテは去年と同じ薙刀なぎなたのような物。ダームエルは使い慣れている剣、カルステッドはさっき枝を払っていた大鎌のままだ。だが、フェルディナンドが何を持っているのか、ここからでは見えない。少なくとも大鎌ではない。


……何だろう？


そう思っている間にも、遠くの方からガサガサと草を踏み分けるような音が近付いてくる。それも一匹や二匹の足音ではない。数十匹はいる。今見えるだけではなく、後から後から匂いに惹ひかれたように増えてくることを、わたしはもう知っていた。


ダームエルの膝の高さにも満たない大きさの、猫っぽいザンツェやリスっぽいアイフィントという魔獣が、暗闇の中、目を不気味に赤く光らせて藪やぶから飛び出してくる。


「一匹一匹は強くない。なるべく確実に仕留めるように」


「長い戦いになる。魔力の配分には気を付けろ、ダームエル」


「はっ！」


カルステッドとフェルディナンドに挟まれたダームエルはぐっと剣を握り直した。

            





ダームエルの成長


わたしはリュエルの実が大きくなるまでの間、騎獣の中から皆の戦いぶりを眺めていた。


リュエルの木を囲むように配置されている騎士達だが、フェルディナンドとカルステッドがフォローに入れる位置にダームエルがいる。ダームエルが任されている範囲は皆の中で一番狭いけれど、守れなければ意味がないので当然の配置だろう。


四方八方から小さい魔獣が出てくる。季節の素材を収穫するために、様々なところへ赴き、魔物達と戦ってきたので、わたしも多少魔物の強さがわかるようになってきた。今、ここへ向かってくるザンツェ、ザンツェよりちょっと大きいフェルツェ、アイフィントなどの魔獣は強くない。数が多くてきりがないだけだ。去年は騎士の数が少なかったため、その数が脅威きょういだったが、魔力が豊富なフェルディナンドやカルステッドがいれば楽勝そうだ。


「行くぞっ！」


一番槍はエックハルトだった。ダダッと数歩駆け出すと、腰を落として勢いよく槍を突き出す。シュッと空気を打ち抜くような鋭い音と共に、穂先が紫の月を照り返して閃ひらめいた。次の瞬間、魔石を貫かれた魔獣が溶けるように姿を消していく。たった一撃。それだけで、数匹の魔獣が消えた。


「やっ！」


そのままエックハルトは槍を大きく動かして、周囲の魔獣を薙ぎ倒す。槍で強打されたり、穂先で切り裂かれたりした魔獣が弱って倒れていった。それを見た周囲の魔獣は、エックハルトではなく弱った魔獣に群がり、食らいつく。魔石を食らって少しでも力を得ようとするのだ。


エックハルトは青い瞳でその群れを睨むと、槍をつかみ直し、何度も群れに向かって突き刺していく。高速で動く槍は、空気を打ちぬくような音と共に次々と魔獣を仕留めていった。


……ほおぉぉ、エックハルト兄様、カッコいい。わたしの父さんの次の次の……次くらいにはカッコいいよ。


わたしはエックハルトの攻撃を見下ろしながら、はふぅ、と溜息を吐いた。普段はフェルディナンドのお手伝いをしている姿ばかりを見ているので、こういう騎士の戦いをしている姿を見ると、正直、とてもカッコいいと思う。


心の中でエックハルトの雄姿ゆうしを褒ほめ称たたえていると、「たぁっ！」とブリギッテの高い声が聞こえてきた。わたしは少しだけ騎獣の位置を変えて、ブリギッテに視線を向ける。


「やああぁぁぁっ！」


気合いの入った声と共にブリギッテが地面を踏みしめて薙刀に似た武器を大きく振るった。ブンと空気を薙ぐ音がして、刃が当たる範囲にいた魔獣が一度に形を崩して消えていく。


「次っ！」


屠ほふった魔獣が消える様子さえ確認せずに、ブリギッテのアメジストの瞳は次の獲物に焦点しょうてんを定めていた。腰を落としたままの体勢でスカート部分を翻ひるがえしながら、くるりと振り返るように体をひねる。腰のひねりを生かしたブリギッテの動きに、まるで武器が遅れまいと後を追うように付いていく。長くて少しばかり反った刃がブリギッテの体の正面を通り過ぎる頃には魔獣がまた何匹も消えていた。ブリギッテが武器を一閃いっせんさせる度に、長めの刃が翻り、駆け寄ってくる魔獣達を一気に薙いで切り裂いていく。止まることなく武器を振るうブリギッテの姿は生き生きしていて、同時に、颯爽さっそうたる美しさがあった。


……ハァ、素敵。うぅ、わたしも強くなりたいなぁ。


ブリギッテのようになるのは無理だとわかっているが、あんな感じのキリッとしたカッコよさが欲しい。素敵で頼れるお姉さんを目指すのだ。

            





    
  
  




……そういえば、お父様ってどんな風に戦うんだろう？


カルステッドの戦いぶりは青色巫女見習いだった頃の祈念式の途中で襲撃を受けた時や、冬の主であるシュネティルムとの戦いで見た。けれど、どちらも遠目であったし、祈念式の襲撃では大技の一発だけで終了した。シュネティルムの戦いは戦う騎士の数が多かったのと、遠すぎて判別できなかったので、わたしはどのような戦い方をするのか知らない。わたしは少しばかりわくわくしながら、カルステッドを探す。


カルステッドは自分の身長よりも大きな鎌を無造作に振っているように見えた。それというのも、あまり力が入っているように見えないのだ。その辺りを歩きながら草刈りでもするように、軽々と大鎌を振って次々と魔獣を狩っている。


……おおおぉぉぉ、お父様、強い！　さすが騎士団長！


それほど力が入っているようには見えないのに、大きな鎌の動きは驚くほど速くてブォン！　ブォン！　と空気を切り裂く音がずいぶんと大きく聞こえてくる。カルステッドの一振りで鎌の露つゆと消えていく魔獣の数は、エックハルトやブリギッテとは比べ物にならない。一度に十匹以上消えているのではないだろうか。任されている範囲は広いのに、カルステッドの前には魔獣が少ないように見えるのは、気のせいではないと思う。


……わたしの採集のためにわざわざエーレンフェストから来てくれるんだもん。父さんの次にカッコいいのは、お父様で決定でしょ！


パシパシと自分の膝を叩きながら、わたしがカルステッドを称賛していると、突然、ドォン！　と爆発音が響いた。


「きゃうっ!?」


それほど大きくはない爆発音だったが、不意打ちだったので、わたしはびくぅっと体を竦すくませて思わず耳を押さえた。何が起こったのか、とわたしはきょろきょろとしながら音源を探す。


……神官長だ。


フェルディナンドに任されていた範囲の魔獣が広範囲で完全に消失していた。ぽっかりとそこだけ魔獣のいない空白地帯がある。間違いない。さっきの爆発音はフェルディナンドの仕業しわざだ。一体何をすればそんなにぽっかりと空白地帯ができるのだろうか。不可解すぎて、わたしはフェルディナンドの動きを注視した。


空白地帯となったところに別の魔獣達が駆け寄ってくる。涼すずしい顔で立っているフェルディナンドを見ているだけで、魔獣達に「今すぐ回れ右して全力で逃げて！」と言いたくなってしまうのは、わたしだけだろうか。


駆け寄ってくる魔獣達を静かに見据えていたフェルディナンドが何かを投げた。ほんの一瞬だけ空中できらりと光って、何かがバッと大きく広がるのが見えた。次の瞬間には空気に掻き消えてしまったように目には映らなくなる。


……網？


わたしには網のように見えたそれは、消えたわけではなく、魔獣達の上に落ちたようだ。広範囲の魔獣達がもがき、絡からまり合い始めた。見えない網に囚とらわれた魔獣達を見据えながら、フェルディナンドは跪くように腰を落とし、ピタリと手のひらを地面に付ける。


「消えろ」


静かな言葉と同時に、網目状に魔力が流れていく様子が見えた。魔力の光で網の形が浮かび上がったと思うと、先程と同じようなドォン！　という爆発音が響き、網の中の魔獣がフェルディナンドの言葉通りに消え失うせた。


……怖い。マジで怖いです。


圧倒的な魔力を誇るフェルディナンドだからこそ可能な攻撃だと思う。あれだけの広範囲に一気に魔力を流すためには、魔力量はもちろん、魔力の扱いに長けていないと難しいはずだ。


桁けた違いの強さに感嘆を通り越して恐怖を感じたわたしは、フェルディナンドから少しだけ視線をずらし、カルステッドとフェルディナンドの間で戦っているダームエルに焦点を当てた。


ダームエルは他の皆に比べると、かなり地味な戦いをしていた。自分が構えている剣で一匹一匹を確実に仕留めているだけだ。何の派手さもない。けれど、去年と違って確実に成長している。魔力を惜しんで腕力と体力頼みで魔獣を倒し、息切れしていることもなければ、不安そうに周囲を見回すこともない。真っ直すぐに前を見据えて戦っていた。


わたしの助言を素直に取り込んで必死に訓練していたようで、魔力の扱いに緩急かんきゅうが付けられるようになっている。少し成長しているフェルツェのような魔獣には少し大きめの魔力を使って、小物には小物に向けた魔力を使うことができているように見えた。


「ダームエル、そろそろ一度下がって、薬を使え」


「いいえ、カルステッド様。まだ大丈夫です」


ダームエルは首を横に振ると、剣でザンツェを切りつけた。両脇に強い二人がいるせいもあるだろう。けれど、去年と違って闇雲やみくもに武器を振るうのではなく、確実に仕留めている。


「無理をするな、ダームエル」


「本当に平気です」


ダームエルは魔獣から目を離さず、静かにそう言って剣を振るう。


しばらく剣を振るった後、ダームエルは自分から「下がります」と声をかけた。そして、カルステッドとフェルディナンドに後を任せ、リュエルの木にもたれかかるようにして回復薬を飲む。薬が効くまでの間がダームエルのほんの少しの休憩時間だ。


「ダームエル、すごく強くなってるよ」


わたしが騎獣から身を乗り出すようにして声をかけると、ダームエルは驚いたようにこちらを見上げ、目が合うと「恐れ入ります」と言って小さく笑った。


それから、ダームエルは一度目を閉じた。自分の中の魔力を確認するように、ゆっくりと息を吐いているのがわかる。次にクッと顔を上げたダームエルは灰色の瞳を魔獣に向けると、またシュタープを変形させた剣を握って、戦いの中へと身を投じていった。自分の限界が伸びていることに自信を持ったようで、先程よりも余裕を持って戦っているように見える。


……ものすごく真面目に訓練したんだろうな。


ずっと強くなりたいと願っていたダームエルの姿を知っているわたしは、努力の成果を目まの当たりにして、自分のことのように嬉しくなった。最近の成長ぶりを見ていると、本当に恋の力って偉大だなぁ、と思ってしまう。他人の恋愛事情にちょっとニヤニヤしつつ、ダームエルの成長ぶりを噛かみしめていると、ユストクスが声を上げた。


「姫様、そろそろ頃合いです。リュエルの実に魔力を注いでください！」


わたしは大きく息を吸い込んで騎獣から身を乗り出すと、紫水晶のように見えるリュエルの実に手を伸ばした。リュエルの実をわたしの魔力に染めるのは大変だ。生き物は皆、自分以外の魔力を受け入れたくないという本能が働くようで、魔力で染めるにも抵抗が激しいのだ。硬くてつるりとしたリュエルの実を手のひらにぐっと握りこんで、わたしはリュエルの抵抗を叩き潰すような勢いで、一気に魔力を流し込んだ。去年よりも抵抗が少なく感じるのは、わたし自身も少しは成長しているからだろうか。


じっと手の内のリュエルの実を睨みつけながら、わたしはどんどんと魔力を流し込み、リュエルの抵抗を押し流していく。透き通った紫色のリュエルの実が、淡い黄色へと変わり始めるのも早い。去年はわたしの魔力が押し戻されるような感覚があったのだけれど、今年はそのような感覚もなく、どんどんと流れ込んでいった。


「ユストクス、これで大丈夫ですか？」


わたしが周囲を見回すと、ユストクスはリュエルに向かって飛び移ろうとしていたアイフィントを切り捨てているところだった。敵を排除したユストクスが警戒しながらこちらへやってくる。


「……早いですね、姫様。大丈夫です。採集したら、すぐに革袋に入れてください」


完全に色が変わったリュエルの実を左手でつかんだまま、わたしは右手で魔術具のナイフを手に取り、枝を切った。必要ない部分の枝を手早く切り落とし、リュエルの実をすぐさま革袋に入れる。魔力を遮断しゃだんする革袋なので、もう魔獣に奪われるようなことはないはずだ。


「姫様の採集が終わりました！」


ユストクスの声にカルステッドが大きく頷いた。


「では、撤収するぞ！」


「まだです！　もうちょっと待ってください。ダームエルにもリュエルを！」


ドォン！　周囲の魔獣を消したフェルディナンドがわたしを見上げた。


「何を考えている、ローゼマイン!?」


「夏に求婚しようと思うのならば、それなりの魔石が必要ではないですか。わたくしの護衛をしていたら魔石を取りに行けないのですから、ここで採集すればよいのです」


わたくしも騎士物語を読む中で学習したのですよ、と胸を張ると、保護者達に生温かい目で見られた。何となく「物語と現実の区別がついていない子供」に向けるような視線に思えて、わたしは目を瞬く。


「……もしかして、違うのですか？」


「間違いではないが……」


フェルディナンドが気遣きづかわしげにちらりとブリギッテの方を見る。その視線でわかった。本来はこっそり準備する物で、求婚する相手がいる前でやることではないに違いない。


……ああぁぁぁ、気を回したつもりだったのに、わたし、大失敗!?


ひいぃぃ、と、わたしが頭を抱えていると、魔獣をさくさく狩りながらカルステッドが「取っておけ、ダームエル」と言った。


「これ以上の品質の魔石はそうそう手に入らんぞ。求婚には申し分ない」


ニヤニヤと笑いながらカルステッドは魔物退治を続行する。「あの続きをエルヴィーラが楽しみにしているからな」と聞こえたのは、気のせいだと思っておこう。


騎士団長であるカルステッドが許可を出したことが決定打となったようで、「手早く済ませろ」とエックハルトとフェルディナンドもダームエルの採集の後押しをした。


わたしはブリギッテの様子を窺うが、頑かたくなにこちらを見ようとせず、黙々と魔獣を狩り続けていた。遠目で暗いのではっきりとは見えないけれど、ちょっと耳が赤いような気がする。


……ごめんね、ブリギッテ。恥ずかしい思いをさせて、ホントにごめんね。


採集が許されたダームエルは騎獣でリュエルの実に近付くと、「メッサー」と唱えて、シュタープをナイフに変えた。自分の魔力に染まった高品質の魔石を必要とするわたしと違って、ダームエルが必要な魔石は求婚に使う物だ。今この場で自分の魔力の色に染める必要はない。


ダームエルは手早く枝を切り落とし、手近にあったリュエルの実を二つ採集する。求婚用と自分用だろう。嬉しそうに灰色の目を細め、丁寧な手つきで自分の革袋の中へ入れている。


「これほど質の良い魔石を持つのは初めてです。後で時間をかけてゆっくり魔力で染めます」






ドールヴァンの冬の館に戻ったわたしは、全ての素材を集め終わった達成感と満足感を胸にぐっすりと眠った。


翌朝、わたしは弾むような足取りでフェルディナンドの部屋を目指していた。朝食後、部屋に来るように、と呼び出しを受けたのだ。昨日もしていたお仕事の続きだろう。早く薬の作製を始められるように、わたしは全力でお手伝いに取り組むつもりだ。


……元気になれる。健康になれる。わたし、普通の女の子になれるんだ。うふふん、ふふん。


ダームエルは先にフェルディナンドのところへ行っているということだったので、わたしはブリギッテとフランと共に意気揚々いきようようとフェルディナンドの部屋へ向かい、部屋の外で待っていたフェルディナンドの側仕えにドアを開けてもらって入室した。


「神官長、おはようございます！　今日のお手伝いは何ですか？」


明るい挨拶が完全に浮いていた。部屋の中にはピリピリしたような真剣な空気が満ちていて、わたしは慌てて口を閉ざす。フェルディナンドの部屋では誰も仕事をしていない。そもそも、ドアの前に待機させられていた側仕え以外は全員人払いをされているようで、仕事をしている人が部屋にいない。難しい顔をしたカルステッドとフェルディナンドとエックハルトがいて、情けない顔をしたダームエルが助けを求めるように「ローゼマイン様」と呟いている。


……ちょっと、ダームエル。何したの？


「ブリギッテ、フラン。下がれ」


素早く部屋から出て行くブリギッテとフランに縋すがりたい気持ちになりながら、わたしはわけがわからなくて瞬きを繰り返す。そんなわたしをフェルディナンドがじろりと睨んだ。


「呼び出された原因はわかっているであろう、ローゼマイン？　君はダームエルに何をした？」


特に何かをした覚えはない。この三人に怒られていそうなダームエルの主ということで、とばっちりで叱られるということだろうか。わたしは自分の行いを必死で思い出す。


「……え、と……ダームエルにしたこと、ですか？　昨夜、リュエルの採集を勧めたことでしょうか？　それとも、この間護衛の任務中にこっそりお菓子をあげたことですか？　でも、あれはブリギッテにもあげましたし……」


「違う！　全く違う。ダームエルの魔力が不自然に上がっているのは君の仕業ではないか、と言っているのだ」


「魔力が成長しているのはダームエルの努力です。……確かに、ちょっとだけお節介せっかいというか、助言はしましたけれど、本人の努力や訓練なしに成長はしませんよ」


どうやらダームエルの成長に関するお話だったようだ。怒られるのかと思った、と胸を撫で下ろしていると、カルステッドが険しい顔でわたしを見下ろした。


「一体どのような助言をしたのだ、ローゼマイン？　いくら何でも成長の仕方がおかしい。成長期をほとんど終えている下級貴族のダームエルの魔力があれほど伸びるはずがないのだ」


「ダームエルがアンゲリカに兵法を理解させるためにゲヴィンネンを使って、目で見えるように工夫したのと同じように、わたくしの魔力の圧縮の仕方を教えただけです」


眉を寄せるカルステッドとエックハルトと違い、フェルディナンドは眉を吊り上げた。


「君の魔力の圧縮の仕方だと？　私は聞いていないが？」


「え？　聞いていないとおっしゃられても、神官長にわたくしの魔力の圧縮方法を質問されたことはなかったと思うのですけれど……。それに、自己流ですから正しいかどうかは存じません。たまたまダームエルができただけかもしれませんから」


わたしが首を傾げると、ダームエルはゆっくりと首を横に振って、わたしの意見を否定した。


「ローゼマイン様の魔力の圧縮方法を伺えば、成長期の者は飛躍的に伸びると思います。せっかく伸ばした自分の魔力がまた平均以下に埋もれることを懸念けねんして、報告できませんでした。申し訳ございません」


どれだけ努力して伸ばしても他にやり方を覚えた者が同じように伸ばせば、平均的に魔力が上がり、ダームエルはまた落ちていくことになる。


「飛躍的な魔力の増幅ができるなど、個人、もしくは一族の秘法でもおかしくないからな。隠したくなるダームエルの気持ちはわかる」


エックハルトが言うように隠していたことが叱られるようなことではないのならば、一体何の話だろうか。薄い金色の瞳で静かにわたしを見ているフェルディナンドに視線を向ける。


「ローゼマイン、君はダームエルと違って、周囲に秘匿ひとくするつもりはなかったのであろう？　ならば、その方法を魔力不足のエーレンフェストに広げようと、何故考えなかった？」


「何故とおっしゃられても……」


確かにエーレンフェストが魔力不足なのだから、皆の魔力を上げることを考えるのが当然の流れなのかもしれない。でも、わたしは本を広げることは考えても、魔力の増やし方を広げることは全く考えなかった。


「魔力の圧縮は、わたくしにとって常に生死の境目で生きるために行ってきたことです。魔術具を持っている貴族に教えるようなことではないと思っていましたし、これが危険な方法であれば死ぬ人が出るかもしれないではありませんか。そんな危険なこと、広げられません」


わたしの言葉にカルステッドは納得を示し、フェルディナンドは「ならば、何故ダームエルに教えた？」と不可解そうにこめかみを押さえた。


「ダームエルはわたくしの素性すじょうを知っていて、生死の危険がある中で行ったことだという意味と重みがわかる相手ですから」


ここにいるのは、わたしの素性を知る人ばかりだ。皆が揃って難しい顔になった。


「なるほど。君の考えはわかった。広げる気がないことも。……だが、敢あえて頼みたい。君の魔力の圧縮方法をエーレンフェストの他の貴族にも教えてほしい。魔力不足は早急に解決せねばならない課題だ。これから先のエーレンフェストを担う子等の魔力が増えるならば、それに越したことはない」


フェルディナンドの顔に焦りのようなものが見えている気がする。ここ二年ほど、わたしが祈念式で祝福を行うようになってから、魔力は満たされ、収穫量は増えているはずだ。手伝ってくれる青色神官の魔力量を増やすことを考えるならばまだわかる。けれど、貴族の魔力を、早急に増やさなければならない理由がわからない。


「ずいぶん性急そうに見えますけれど、何か理由があるのですか？」


「理由というほどではない。ゲオルギーネがアーレンスバッハの第一夫人という立場を使って、何か仕掛けてきた時のための準備の一環だ。貴族の魔力の底上げができるならばありがたい」


フェルディナンドが準備の一環というのだから、協力した方が良いとは思う。でも、魔力の圧縮方法に関しては不安要素もたくさんあるのだ。あまりほいほい教えたいものではない。


「領地のためならば教える分には構いません。ただし、条件は付けさせていただきます」

            





魔力圧縮の条件


息を呑んだカルステッドとエックハルトと違って、フェルディナンドは「聞こうか」と興味深そうに口元を歪ゆがめながら先を促うながした。


「まず、教える対象を貴族院で魔力の圧縮を習った者に限らせていただきます。自力で圧縮できない者に教えるつもりは毛頭ございません。生死に関わるのですから」


フェルディナンドはゆっくりと頷いた。カルステッドとエックハルトも「当然だな」と頷く。ダームエルだけは所在なさそうに立ちながら、むしろ、自分の扱いがどうなるのか気になっているような顔をしていた。


「それから、わたくしが属する派閥の者に限らせていただきます。わたくしは自分に敵対する者の魔力増幅の手助けなどするつもりはございません」


元々わたしは平民なのに魔力量だけで青色巫女見習いとして優遇ゆうぐうされ、領主の養女となったのだ。魔力量に対して多少の優位性は保っておきたいし、敵対する可能性がある者の魔力を伸ばすようなことは、いくら考えなしだとか無防備と言われているわたしでもやりたくない。


「フロレンツィア派に属する者に限る、と対象を決めておけばゲオルギーネ派を切り崩す一助となるでしょう？　それに、そうしておけばヴィルフリート兄様を次期領主にしたい養父様は、何が何でもヴィルフリート兄様をフロレンツィア派だと周知させると思うのです」


ゲオルギーネ派がいくらヴィルフリートを引きこもうとしても、本人と領主が否定してフロレンツィア派であることを表明すれば、不穏な噂も次第に鎮静ちんせい化していくと思う。今はヴィルフリートの教育が足りていないことが原因で、どのように転ぶのかわからないことが不安要素になっているから、親にしっかりと繋ぎとめてもらえば良い。


「それでは対象者を選ぶのが君にならないか？　君に任せるのはどうにも不安で仕方がない」


「その不安は貴族の繋がりには詳しくないわたくしも同じです」


貴族の誰と誰がどこでどんな繋がりがあるかなんて、ほとんど把握できていない。やっと親戚回りの貴族の名前と、前神殿長の手紙の繋がりから作成したブラックリストを覚えたくらいだ。けれど、その親戚やブラックリストの貴族達も一枚岩ではないし、受けられる利益によって意見が翻りそうなので、貴族を信用できるかどうかなんて、わたしに任されても困るのだ。


「ですから、対象者となるためには六人の許可を必要とすることにします。まず、エーレンフェストの最高権力者である領主夫妻、私情を挟まず公正に判断ができて情報が豊富なフェルディナンド様、戦力の要である騎士団長のお父様、フロレンツィア派の実質的な指導者であるお母様、最後に知識提供者のわたくし……全員の許可が必要であることにします」


今わたしが挙げたメンバーは基本的にわたしの保護者だ。全員が許可を出せる者ならば、わたしの敵に回る可能性は著いちじるしく低くなると思う。わたしなりの保身だ。


「ほぉ？　想定外に人数が多いようだが、領主夫妻だけでは不足なのか？」


面白がるようにフェルディナンドが唇の端を上げた。


「魔力圧縮が貴族にとって有益な情報であれば、ヴィルフリート兄様がどこの派閥に引っ張られていても養父様は親の情を優先して知識を与えそうですし、フロレンツィア様も親の情に訴えかけられると心が揺らぐのではないかと思うのです」


わたしの言葉にカルステッドがものすごく困った顔になって、言いにくそうに口を開く。


「ローゼマイン、其方……領主夫妻は信用できないのか？」


「信用はしていますよ。ただ、わたくしは親の情というものが、何をおいても子を優先するものだと思っているのです。わたくし……わたしは父さんと母さんにそうしてもらったから」


わたしの両親と対面したことがあるからだろう。フェルディナンドはわたしにとっての親の情をすぐに理解したようで、懐かしがるような、苦いような複雑な表情を浮かべた。


「あれを基準に親の情を考えるのか。……貴族社会では通用せぬぞ」


「親の情についての考え方は人それぞれですから、通用するかどうかはどうでもいいです」


わたしが知っている親の情が、惜しみなく本を与えてくれた麗乃時代の親と、子を守るためならば貴族相手でも立ち向かってくれる平民時代の親なのだ。


「それから、いくら対象者を厳選したところで、他の領地に圧縮方法が広がれば意味がないでしょう？　契約魔術で他者に教えることができないように縛しばりたいと考えているのですが、エーレンフェストだけではなく、他領にも影響を及ぼす規模の契約魔術はございますか？」


「……ある。恐ろしく高価だがな」


大金貨を端金はしたがねと言い切るフェルディナンドにそう言わせるなんて、一体どれだけ高価なのだろうか。具体的な値段は聞きたくない。けれど、その契約魔術がなければ、エーレンフェストの魔力だけを上げるのは無理だろう。


「お金と圧縮法、どちらが大事ですか？　わたくしはエーレンフェストの秘伝とするつもりなので、契約魔術に関するお金を出すことが難しいならば、諦めた方が良いと思います」


「問題ない。エーレンフェストの予算を割さく価値がある」


フェルディナンドは金策を考えるような難しい顔をしながらも、ゆっくりと頷いた。


「神官長、その契約魔術で、親子、兄弟間でも教えることができないように縛れますか？」


「個人との契約になるので当然できるが、何故だ？」


「勝手に広げられると困るというのが一番の理由です。いつだったかフェルディナンド様がおっしゃったではありませんか。魔力圧縮はとても危険なことで、貴族院でも教師が複数付いて教える、と。危険がないように対応していても事故が起こることもあるのだ、と……」


自己流での魔力圧縮に成功している子供は珍しく、「君は何故生きている？」と言われたことを、わたしはまだ忘れていない。そんな危険な方法を何の規制もなく広げたくない。


「神殿の青色巫女見習いから領主の養女になったわたくしの圧縮方法です。神殿に入れるかどうかを悩むくらいの魔力を持つ幼い子供に魔力の圧縮方法を押し付け、魔力を伸ばせないかと試みる親が出てくる可能性があります。魔力を増やすことができれば、神殿入りを防げるかもしれないと、幼い子供に無茶をさせる親が出てくることは防ぎたいです」


貴族社会では、家の格に比べて魔力の少ない子供は格の低い他家へ養子に出されたり、神殿に入れられたりする。それを防ぎたい親が無理に魔力圧縮をさせるようなことになれば、洗礼式前の子供の死亡が激増する可能性がある。


「……洗礼式前の子供に少々無茶をさせたところで人として数えられておらぬ」


「数えるか数えないかは施政しせい者側の都合で、いくら洗礼前の子供が人として数えられていないと言われても存在して生きています。それなのに、数えないから危険な方法を強要しても構わないとはどうしても思えません。わたくしは嫌です。これは絶対に譲れません」


わたしが主張すると、フェルディナンドが眉間に皺しわを刻んで一度目を伏せる。再び上げられた薄い金色の目は、誤魔化ごまかしや甘さを許さないというように厳しかった。


「君の選択の結果、貴族になれたかもしれない子供が神殿に入ることになっても、か？」


普段よりやや低い声、鋭するどく射るような目を、わたしは真っ直ぐに見返した。


「十人が死んで一人が貴族になれる状況より、十一人が青色神官になる今の状況を、わたくしは選びます」


神殿に入るのと貴族として生活するのでは雲泥うんでいの差がある。知っていても譲れない。フェルディナンドはわたしを見ていた視線の強さを弱めると、「ふむ」と顎あごに手を当てた。


「相変わらず君の望むものは君に何の利点もないようで理解できないが、要求はわかった。対象者を君の条件通りに絞ろう。君の圧縮法に関しては個人の契約魔術で縛り、親子間や兄弟間でも知識の共有はさせない。他に条件は？」


「教える際に料金を取ります。貴重な知識だそうですから当然ですよね？」


「……む。それは私も考えたが、それでは下級貴族の底上げができないのではないか？」


フェルディナンドがこめかみをトントンと軽く叩きながら、「どのくらいの値段が適当か……」と呟くと、視界の端でダームエルが青くなったのがわかった。


「魔力の底上げが目的ならば下級貴族は安価に、位が上がるほど高価に値段を設定すればどうですか？　上級貴族は元々魔力があるのですから、自分の努力で何とかなります。その知識に対して価値を感じる者だけが手に入れれば良いのです」


ダームエルの顔色が戻ったかと思うと、今度はカルステッドが青ざめた。指を折り、頭を抱えている。もしかしたら家族割引が必要かもしれない。


「君の条件を呑もう。……それで、ローゼマイン。魔力圧縮はどのようにするのだ？」


ニィッと唇の端を吊り上げながらフェルディナンドが問いかけてくる。わたしはニコリと笑って首を横に振った。


「それは契約魔術と料金が準備できてからですよ、神官長」


「少しは用心深くなっているようだな」


「そのように何か企たくらんでいるような悪人顔で言われれば、誰だって気付きます」


わたしがそう言うと、フェルディナンドはフンと鼻を鳴らしながらダームエルに視線を向けた。アレの扱いをどうするつもりだ、と無言で問われているのがわかって、わたしは判決を待つ被告人のような顔をしているダームエルへ向き直った。


「ダームエルはわたくしが勝手に教えたので、お金は必要ありません。けれど、他の皆と同じように契約魔術で口外できないようにはしていただきます。よろしいですか？」


「もちろんです」


お金を払えと言われなくて良かった、と安堵したダームエルの顔が雄弁ゆうべんに物語っていた。






「フェルディナンド様とあれだけ気さくに話ができるならば、心配はなさそうだ」


魔力圧縮に関する話を終えたカルステッドは安心したようにそう言うと、騎獣を駆ってエーレンフェストへ帰っていった。


……あれが気さくな関係に見えるだなんて、よほど貴族社会が殺伐さつばつとしているのか、神官長周辺が殺伐としているのか、どっちだろう？　考えたくないよ。


カルステッドを見送ったわたし達は一日休憩だ。その次の日、イルクナーに向かって出発することになっている。ドールヴァンからイルクナーは比較的近いのだ。


「ローゼマイン、イルクナーへは私が同行するのでこちらの徴税官を使う。ユストクスは先にエーレンフェストへ戻す。良いな？」


「構いません」


フェルディナンドはカルステッドが言っていた不穏な雰囲気について、ユストクスに情報収集を頼むつもりなのだろう。ゲオルギーネ派に関する情報収集に加えて、魔力圧縮に関する準備など、色々と手を回しておくことがあるに違いない。元々ユストクスはフェルディナンドに忠誠を誓う側近だし、こういう機会にうまく使わなければ宝の持ち腐れになってしまう。


「ローゼマイン、今日私はやることが多くて忙しい。君に冬の館をうろつかれ、問題を起こされても困る。今日は一日部屋でこれを読んで過ごすように」


「かしこまりました！　一日お部屋から出ません！」


……いやっふう！　一日読書だ！


わたしはフェルディナンドに手渡された紙の綴りを大事に胸に抱えると、うきうきとした気分で部屋に戻った。フランが引いてくれた椅子に座ってドキドキしながら綴りを開く。


紙の綴りはゲオルギーネ派のリストだった。ゲオルギーネ派のお茶会に出ている貴婦人の名前が書き連ねられ、他の派閥とも仲が良くて中立に近い下級貴族には注釈ちゅうしゃくまで入っていた。更にページをめくると、リストにある貴婦人の血縁について書かれている。


最後のページには、「フェルディナンド様のお役に立つことがあれば幸いです」という文章に加えて、「ローゼマインをよろしくお願いいたします」という一文があった。


「……お母様」


不穏な雰囲気を回避できるように、危険が迫っていることを知らせるために書き綴ってカルステッドに持たせてくれたようだ。そこにある親の情を感じて、じわりと目の奥が熱くなる。


……ちゃんと読んで覚えなきゃ……。


わたしはじっくりとリストに目を通していく。やはり前神殿長と仲良くしていたブラックリストに入っている人が多く、半分以上が名前を知っている人だった。そして、貴族の親戚関係の複雑さに頭を抱えたくなった。

            





イルクナーの収穫祭


うーん、と頭を悩ませながらリストとにらめっこしていると、バサバサとオルドナンツの羽音がした。すぅっと部屋に入ってきたオルドナンツがブリギッテの腕に降りる。


「明日の夕刻に到着だな？　了解した。料理のメニューに関しても彼等と相談して決める。収穫祭は明後日に行う予定だとローゼマイン様にお伝えしてくれないか？　それから、例の件をローゼマイン様にしっかり確認してほしい。頼んだぞ」


ギーベ・イルクナーの声で三回同じ言葉が繰り返され、黄色の魔石に戻った。ブリギッテはわたしを見ながら「申し訳ございません、ローゼマイン様」と眉を下げた。


「先程、兄に明日の予定を知らせたのですが、勤務時間中に返事が来ると思わず……」


「ギーベとの連絡は業務の一環なので構いませんが、イルクナーの様子はいかがですか？」


無事に採集が終わった今、次の心配事はイルクナーだ。フェルディナンドが赴くことになり、慌てて教育することになったけれど、明日は大丈夫だろうか。


「少し形になってきたようです。灰色神官達が非常に頑張ってくれているそうです」


「そう、よかった。……ごめんなさいね。わたくし、神官長に指摘されるまで気付かなくて」


わたしが安堵の息を漏らしながら謝ると、ブリギッテは不思議そうな顔をした。


「ローゼマイン様？」


「わたくしはイルクナーの距離感の近い雰囲気が好きでしたから、イルクナーに関しては今後もわたくしが対応すれば特に問題ないと思っていたのです。まさか神官長が赴くことになるとは思っていませんでしたし、他の貴族が視察に行くようになるとは考えていなかったのです」


この先、製紙業や印刷業が広がるにしてもギーベ達と話をする場所は城だ。ならば、視察や見学は遠方のイルクナーでなくても、神殿のローゼマイン工房で事足りると思っていた。


けれど、貴族視点で考えると、神殿は見学に値しないらしい。フェルディナンドに「神殿に来たがる貴族などいるわけがなかろう」とか「人件費や予算の流れが特殊すぎて、領主一族が経営する神殿の工房ではギーベの参考にならぬ」と指摘され、わたしは血の気が引いたのだ。


「お気になさらないでくださいませ。本当はローゼマイン様やフェルディナンド様に指摘されるまでもなく、わたくし達が理解していなければならなかったのです」


その後、ブリギッテは少し躊躇う素振りを見せた後、口を開いた。


「ローゼマイン様、お伺いしたいことがございますが、少しお時間よろしいでしょうか？」


「今日は一日お部屋で待機を命じられていますから、わたくしは構いませんけれど、ブリギッテの方から話があるのは珍しいですね」


ブリギッテはダームエルに一時護衛任務から離れることを告げ、わたしに向き直った。多分、先程のオルドナンツが言っていた「例の件」に関する話だろう。一体何だろうか、とわたしは背筋を伸ばしてブリギッテを見る。尋ねて良いのか悪いのかというようにアメジストの瞳に逡巡しゅんじゅんを浮かべた後、ブリギッテは目を伏せた。


「……ローゼマイン様、灰色神官は結婚が許されていないと、ハッセでおっしゃいましたが、それは事実でしょうか？」


「えぇ、事実です。灰色神官に結婚は許されていません」


やはり、と呟いたブリギッテが明らかにがっかりとした顔になる。けれど、灰色神官に結婚が許されていないことで、ここまでブリギッテが落ち込む理由がわからない。


……どうして灰色神官が結婚できないことでブリギッテが落ち込むの？　あれ？　もしかして、ブリギッテ……ちょっと、ダームエル！　意外すぎるところに伏兵ふくへいが！


「ブリギッテ、あの、まさか、灰色神官に想い人でもいるのですか？」


わたしが恐る恐る尋ねると、ダームエルとブリギッテが揃って「えっ!?」と大きく目を見開いた。ダームエルの驚愕きょうがくの表情に気付いたブリギッテが急いでふるふると首を横に振る。


「わたくしではございません！　違います！　何をおっしゃるのですか、ローゼマイン様!?」


全力で否定するブリギッテに、わたしとダームエルは揃って安堵の息を吐いた。


「灰色神官が結婚できないことに落ち込んで見えたので、もしかしたら、と思ったのです」


「身分と魔力量を考えても灰色神官はあり得ません。イルクナーの民の話です」


ブリギッテはわたしを軽く睨んだ後、「やはり結婚はできませんか」と残念そうに息を吐く。イルクナーの民と貴族の関係が未いまだ近いことに安堵と少しの不安を抱きつつ、わたしは灰色神官に関する扱いを思い返した。


「絶対に不可能なわけではありません。ギーベ・イルクナーがその灰色神官を購入すれば、その者は神殿の管轄から外れますから、主であるギーベの許可で婚姻は可能になります」


わたしは人の売り買いなんて未だに馴染めないけれど、灰色神官が貴族に買われていくこと自体は普通のことだ。灰色神官や灰色巫女は下働きや事務をこなす者として、貴族に買われていく。買い取られた先で幸せな結婚ができるならば、わたしは喜んで灰色神官を送り出すし、今まで働いてくれたお給料と結婚祝いを与えるくらいは神殿長権限でするつもりだ。


「ローゼマイン様、お兄様にお知らせしても良いですか？　その、彼を買い取ることができて冬にイルクナーに残るのでしたら、結婚式に二人を参加させた方が良いのです」


「……先に神官長に伺ってみます。わたくし、勝手なことをしてはならないのです」


フランを通してフェルディナンドに面会をお願いしたら、「部屋で一日読書をしろと言ったはずだ」とフランを介してお説教された。仕方がないので、「イルクナーに到着する前にお返事を出したいので、わたくしの勝手にしても良いですか？」とフランに言付ける。






苦い苦い顔のフェルディナンドに昼からの面会を許され、わたしが灰色神官の結婚について話をすると、フェルディナンドの回答もわたしと同じだった。


「ギーベ・イルクナーが買い取れば何の問題もない。だが、収穫祭で結婚させるならば、早急に準備が必要になる。こちらで書類を……いや、この後、君が作れ。登録証だけは準備しておく」


手早く話を終えると、フェルディナンドはさっさと出て行けと言わんばかりに手を振った。


わたしは部屋に戻り、フランに教えられながら灰色神官の買い取りに関する書類を作る。今まではフェルディナンドがしていた灰色神官の売買に初めて関わる憂鬱ゆううつな気持ちと、結婚が決まって幸せになれるならお祝いしなきゃという気持ちが入り混じる。


「フラン、結婚のお祝いはどうすればいいかしら？」


「存じません。私が知る限り、灰色神官で結婚した者はおりませんから」


フランは素っ気なくそう言った後、「申し訳ありません」と静かに目を伏せる。そこに複雑な感情を見つけて、わたしは頬に手を当てた。


「……フランは、結婚したいと思いますか？」


「いいえ。今の生活に満足しておりますから。……それに、結婚というものがどのようなものか存じません。仮に結婚しなければならない事態になれば、私は非常に困ると思います」


神殿の中しか知らないフランの言葉に、わたしは不意に心配になった。


「イルクナーの民は結婚したいようだけれど、灰色神官自身はそれを望んでいるのかしら？」


「ギーベが望めば灰色神官は売られるのが当然ですから、考慮には値しません」


フランの顔は「相変わらず甘いですね」と言っている。確かに貴族が望めば灰色神官は売られるのが当然だ。それでも、できるだけ幸せになってほしいし、ギーベ・イルクナーに利用されているのでなければ良い、と考えずにはいられない。






様々な不安を抱え、わたし達はイルクナーに到着した。前回の訪問と違って、ブリギッテに大きく手を振って出迎えることもなく、到着した時に群がってくることもない。ギーベ・イルクナーを先頭に皆が跪いて出迎えてくれた。たどたどしいところが残る部分もあるけれど、「まぁ、田舎だし仕方ないよね」で済むレベルにはなっている。灰色神官達が住民達を必死に教育したことと、イルクナーの住人達が必死に努力したことが一目でわかった。


「長旅でお疲れでしょう。お話は夕食の後にして、まずはごゆっくりとお寛くつろぎください」


貴族同士で交わす長い挨拶を終えると、ギーベ・イルクナーはそう言った。


馬車で先に到着していた側仕え達が部屋の準備をしてくれているということで、わたしとフェルディナンドはそれぞれの部屋へ案内された。


「わたくし、着替えたら離れに行きます。フラン、灰色神官を全員集めておいてちょうだい」


フランにそうお願いすると、わたしはモニカとニコラの手を借りて急いで着替えた。夕食に参加できる格好になったわたしは、モニカに留守を頼み、ニコラとすぐさま離れへ向かう。


……ギーベとお話する前に確認しなきゃ。孤児院長のわたしが、灰色神官の特殊な状況をもっとよく理解していなきゃいけなかったのに……。


ギーベやイルクナーの民に灰色神官が結婚を強要されている可能性があることを、わたしは全く考えていなかった。ヴィルマのこともあって、灰色巫女が花捧げを強要されないように心を砕いてきたけれど、男性である灰色神官については思い浮かばなかったのだ。フランから結婚に関する意見を聞くまで、灰色神官達が結婚自体を理解できないことにも気付かなかったわたしの胸には、何とも言えない焦燥しょうそう感が渦巻いていた。






「ローゼマイン様、こちらです」


離れに入ると、青色神官が使う一室の扉の前にフランが立っていた。丁寧な動作で開けてくれた扉の先には、ギルと四人の灰色神官達が跪いている様子が見える。


「ギル、ノルト、セリム、フォルク、バルツ。久し振りですね。とてもよく頑張ってくれました。ギーベ・イルクナーとブリギッテを通して皆の頑張りは伝わっています」


「光栄に存じます」


準備されていた椅子に座り、わたしは跪く灰色神官達をくるりと見回す。


「時間がないので本題に入りますね。……わたくしは昨日ギーベ・イルクナーのオルドナンツで灰色神官とイルクナーの住人が婚姻を望んでいると伺いました。本当に望んでいるならば、方法はあります。望んでいるのはどなたかしら？」


皆の視線が一人に集中した。注目を受けたフォルクが真っ青になって項垂れる。


「フォルク、貴方が結婚を望んでいるのですか？」


「申し訳ございません、ローゼマイン様」


「謝ることではありません。フランは、結婚自体がどのようなものかわからないので強要されれば非常に困ると言いました。灰色神官は立場が弱くて強要されれば受け入れることに慣れすぎています。ですから、先にわたくしはフォルクの意思を確認したいのです。ギーベ・イルクナーやそのお相手に結婚を強要されているわけではありませんね？」


ハッとしたように顔を上げたフォルクが「そのようなことはございません」と首を横に振った。わたしが予想した最悪の事態ではなかったようでホッと安堵の息を吐く。


「では、貴方自身が結婚を望んでいるのですか？　神殿を出てイルクナーで一生を過ごす覚悟がありますか？　一つの季節だけのお客様ではなく一生を過ごすことになれば、習慣や考え方で様々な食い違いも出るでしょう。主従関係ではなく、夫婦関係を築いていくことに戸惑うことはとても多いと思います。それでも、ここに残りたいと思うのですか？」


しばらくの沈黙の後、フォルクがゆっくりと口を開いて、絞り出すように呟いた。


「……不安は多いです。フランと同じように、私にも結婚がどのようなものかわかりません。ですが……それでも、彼女と共にありたいと思いました」


「誰かに強要された関係ではないようで安心しました。灰色神官のままでは結婚できないので、ギーベ・イルクナーとフォルクの売買契約を進めます。よろしいですね？」


「お願いいたします」


灰色神官の内の誰が結婚したいと思っているのか、本当に本人の意思なのか、確認できたことに胸を撫で下ろして、わたしは肩の力を抜いた。


「夕食後にギーベとの話し合いがあるので、わたくしは急いで部屋へ戻りますね。工房に関する成果などの報告は明日以降にゆっくりと聞かせてください」






離れを出て、できるだけ急ぎ足で自室へ戻る。灰色神官の気持ちだけ確認したら何食わぬ顔で部屋に戻っていようと思っていたが、そうは問屋が卸おろさない。


「ローゼマイン様！　神官長がお呼びです」


夏の館の方からモニカが駆けてきた。急ぎの話がある、とフェルディナンドの側仕えが来たらしい。フェルディナンドに不在がバレたことに、すぅっと血の気が引いていく。


「……ねぇ、フラン。神官長に叱られるかしら？」


「薬で無理に体調を整えている状況で勝手をしたことに関しては、おそらく……」


わたしはフランに抱き上げてもらい、急いでフェルディナンドの部屋へ向かう。予想通り、入室するなり鋭い目で睨まれた。


「いつ体調を崩すかわからない状況でどこをふらふらしていた、ローゼマイン？」


「急ぎの話がございまして、離れに行っていました。灰色神官に聞きたいことがあったのです」


「……こちらも急ぎだ。ギーベ・イルクナーとの売買契約の前にこちらの記入をしなさい」


渡された紙は、フランに言われてわたしが作った契約書をフェルディナンドがところどころ手直しした物だった。フォルクにできることの項目が書き足されていて、工房の仕事に関する技能を書くように言われた。


「製紙業に関する知識があり、それを教えることが可能。印刷業に関する知識があり、印刷の経験がある。それから……」


わたしは思い当たるまま、フォルクにできることを書き連ねていく。できあがった書類を見たフェルディナンドは苦い顔で眉間に深い皺を刻み、書き込まれた項目を数えていく。


「ローゼマイン、ギーベ・イルクナーと金額の話はしたか？」


「いいえ、ブリギッテを介したオルドナンツですから、それほど深いお話はしておりません。本日、話をすれば良いかと思いまして……」


何でも「どうしても別れたくない」と住民から相談されたのが数日前のことで、ギーベ・イルクナーにとっても寝耳に水の話であったらしい。わたしに至っては離れに行くまで灰色神官の誰が望まれているのか知らなかったくらいだ。


オルドナンツによると、一応お金は準備してあるという話だったし、灰色神官の売買に関わったことがないわたしには詳しい値段がわからなかったので流しておいた。


「灰色神官の金額は平均すると小金貨五枚くらいだが、個人の力量によりまちまちだ。こちらの表で、その者の能力を金額に換算するのだが……ずいぶん高価になるぞ」


「フォルクは元側仕えで教育もされていますし、製紙業と印刷業の知識も深く、数人で余所よそに出して成果を上げられる精鋭の一人ですもの。高価に決まっているではありませんか」


何でもできるウチの優秀な灰色神官が安いわけがない。高価で当然だし、安売りして余所の貴族にどんどん買われていくと神殿の工房を支えられる者がいなくなる。その方がよほど問題だ。


「わかっているならば良い。情につられて値引きしないように。それから、神官の売買契約は神官長の職務だ。今回、君は承認するだけで基本的に口を出してはならぬ」


「ディルクの売買に関しては前神殿長が勝手に契約を行っていた記憶があるのですが……」


わたしの指摘にフェルディナンドが嫌そうに顔をしかめた。


「だから、注意したのだ。神殿長は神官長の上司に当たるので契約ができないわけではない。ただ、本来は神官長の仕事だ。前神殿長も事後承諾しょうだくとはいえ、私に契約書を見せに来ていた。君はお飾りと思われていても神殿長で私の上司になるので、契約途中に思いつきで口出しをされるのは困る。フォルクの契約について何か意見があれば、今のうちに言っておきなさい」


「フォルク本人の気持ちも確認いたしましたから、特にはございません」






フェルディナンドとの打ち合わせ後、わたしはギーベ・イルクナーとの夕食に臨んだ。住民の皆で囲むバーベキューではなく、貴族の館で出る食事だ。スープだけはフーゴが作ったらしいが、イルクナーの特産をたっぷり使った料理だった。フェルディナンドも満足したようで、ギーベ・イルクナーは緊張から解放されたように表情を緩める。


「今日のスープは格別です。さすが、ローゼマイン様の専属料理人ですね」


「お褒めに与あずかり嬉しく存じます。料理人にも伝えておきます」


食事が終わればギーベの執務室へ移動し、売買契約だ。


神殿の側仕えを伴って部屋に入ると、当事者であるフォルクと、そのお相手と思われる誠実そうな若い女性が寄り添うように立っていた。二人の様子を見て、ギーベ・イルクナーがブリギッテによく似た色合いの柔らかな微笑みを浮かべる。明らかに祝福の感情が透けて見えていることに、わたしはそっと胸を撫で下ろした。フォルクの気持ちがどうであれ、ギーベ・イルクナーに利用されているのではないか、という不安は無用の心配だったようだ。


「では、神殿長。フォルクの売買契約ですが……」


席について話を切り出したギーベ・イルクナーにわたしは「神官の異動は神官長の職務なのです」と説明しつつ、隣に座るフェルディナンドへ視線を移した。側仕えから書類を受け取ったフェルディナンドがテーブルに広げ、ギーベ・イルクナーに差し出す。


「確認してほしい。これがフォルクの売買契約書だ」


さっと目を通したギーベ・イルクナーは、目を剥むいて愕然とした顔になった。何度も契約書とわたしやフェルディナンドを見比べ、フォルクと女性を見つめた後、きつく目を閉じる。


「……これほど、高価なのですか？　父が生前に購入した灰色神官はこのような値段ではありませんでした。確か、小金貨一枚で……」


「それは下働きしかできぬ灰色神官見習いの値段だ。どれだけの技能があるかで、灰色神官の値段が決まる。フォルクは元青色神官の側仕えで、貴族に仕えるための教育もされている。それに、ローゼマインの指揮する製紙業と印刷業にも通じている。高価に決まっているではないか」


フォルクと彼女が顔を強張らせて、縋るような視線をギーベ・イルクナーに向けた。二人の視線を受けたギーベは契約書を見つめて、非常に困った顔になって俯うつむく。


「予想以上の値段で、とても……購入できそうにございません」


ギーベ・イルクナーの言葉に、「そんな……」という女性の小さな呟きが聞こえた。


「いくらを想定していらっしゃったのですか？」


父親が買ったという灰色神官の値段を元に、フォルクを小金貨数枚だと想定していたならば手が出ないと思う。フォルクは大金貨二枚と小金貨二枚だ。


「……有能なので、高価だとは思っておりましたが、小金貨五枚から六枚くらいだろう、と」


「印刷業に関わっていなければ、そのくらいの値段だったが、フォルクの場合、その付加価値が大事だからな」


フェルディナンドが腕を組んでそう言った。フォルクが購入されれば、印刷業や製紙業に関する知識がその主に流れることになる。付加価値を考えると、とても値引きはできない。


「……ローゼマイン様」


フェルディナンドよりは与くみしやすいと考えたのか、ギーベ・イルクナーがわたしを見た。残念だが、値段交渉に関してはベンノに揉もまれている分、わたしの方が厳しいと思う。


もちろん、恋を叶かなえてあげたい気持ちはある。たくさんの不安を抱えつつ、それでも共にありたい、と願ったフォルクを応援してあげたい。けれど、ここで負けてしまうと、他の貴族にも値引き交渉をされる可能性が高まる。イルクナーだけを贔屓するのかと言われたり、偽装結婚が起こったりすることも考えられる。「値引きする時はここで負けても本当に良いのか、先までよく見ておけ」とベンノに教えられているわたしとしては首を横に振るしかない。


「今回の交渉は決裂ですね。いくら何でも小金貨六枚にはできませんもの」


わたしの回答にギーベ・イルクナーは絶望した顔で寄り添う二人に視線を向けた。


「ですが、ローゼマイン様。フォルクとカーヤは愛し合っていて、それで……」


「ギーベ・イルクナー、何を勘違いしているのか知らぬが、灰色神官に結婚は許されてない。買い取ることができぬ以上、其方が口出しすることではない。この話は終わりだ」


「……申し訳、ございませんでした」


苦いものを呑み込んだ顔で、ギーベ・イルクナーはフェルディナンドに跪いた。同時に堪こらえ切れなかったらしい嗚咽おえつがカーヤの口から漏れる。


どうにも心が痛くて気まずい雰囲気に、わたしは思わず「神官長……」とフェルディナンドの袖をつかむ。嫌そうな顔でフェルディナンドがフンと鼻を鳴らした。


「何とかしなければならないのは私ではなかろう。金銭が不足した場合、君ならばどうする？」


わたしは「稼ぎます」と即答してポンと手を打った。欲しい物のために稼ぐのは当然だ。ならば、フォルクを他の人に売らずに確保しておけるように、売約済みという形にすればどうだろうか。


「ギーベ・イルクナー、フォルクの優先権を与えるので一年くらいで稼げばいかがですか？」


わたしが提案すると、ギーベ・イルクナーが「一年で稼げるような金額ではございません」と言いながら絶望したようにがっくりと項垂れた。


「必要な金額を準備すれば良いだけの話だ。戻るぞ、ローゼマイン」


ガタリと立ち上がってフェルディナンドが退室するのに合わせて、わたしも一緒に退室する。ちらりと振り返ると、頭を抱えたギーベ・イルクナーと泣き崩れるカーヤの姿が見えた。フォルクも今にも泣きそうに顔を歪めている。


……一年間、必死に頑張れば何とかなる金額だと思うんだけどね。


今までと違ってイルクナーでは新しい紙が発明されたところだ。その紙の特性に相応しい使い方を見つけて売り込めば、それほど難しい金額ではないと思う。実際、わたしとルッツも初期の紙作りで荒稼ぎした。他の誰も真似できないうちに稼ぐべきだろう。チャンスは今しかない。


「もしかすると、ギーベ・イルクナーは御商売が下手なのでしょうか？」


「私には交渉事自体に弱いように思える」


「……それは貴族として致命的ではないですか？」


根回しと交渉が貴族の本領だ。それをわたしに叩き込んできたフェルディナンドは「その通りだ」と頷く。その後、何とも複雑な顔で「君の商売感覚は貴族としてかなり異端いたんだが……」とこめかみを押さえながら、わたしを見下ろした。


「稼ぎ方についての助言くらいならば構わぬ。君もベンノに育ててもらったのであろう？」


……えぇ!?　神官長が情けをかけるなんて珍しい。


驚きたっぷりにわたしがフェルディナンドを見上げると、「全部顔に出ている」と睨まれ、ビシッと額を弾かれた。


……あうちっ！






次の日は収穫祭だ。午前中はイルクナーの住人が総出で準備をして、午後から祭りが始まる。いつもわたしが到着した時には収穫祭の準備が整えられているので、準備段階のバタバタとした熱気を感じることはない。盛り上がる興奮がこちらに伝わってくるのが、お祭りの雰囲気らしくて心が弾む。今日のブリギッテはお休みにしてある。フェルディナンドがいるので程々にではあるけれど、久し振りの故郷の収穫祭を堪能たんのうしてほしいものだ。


そんな騒ぎの中、わたしはフランとダームエルを連れて離れへ向かっていた。イルクナーの収穫祭はフェルディナンドが連れてきた徴税官を使うため、洗礼式などの儀式も彼が執とり行うことになっている。ユストクスがすでに帰ってしまったわたしは今回ただのお客様なのだ。


離れに準備されていた一室に入ると、そこにはギルとルッツとダミアンが、それぞれ報告するための木札や書字板を抱えて待っていた。


「ギル、元気そうで良かったわ。ルッツ、お疲れ様でした。それから、ダミアンも長期間ありがとう存じます。では、どのような紙ができたのか教えてくださいませ」


わたしが三人を労ねぎらってイルクナーでの成果を尋ねると、ギルが一番に前に進み出た。


「結論から言うと、三種類の新しい紙ができました。リンファイと魔木のナンセーブとエイフォンから紙ができています。シッスイラはこちらで取れるデグルヴァという糊のりと相性が悪いようなので白皮をエーレンフェストに持ち帰り、スラーモ虫やエディルで試す予定です」


「新しい紙が三種類もできたのですか？　素晴らしいですね」


わたしが褒めるとギルが嬉しそうに笑った。


「トロンベ紙が火に強いという特性があるように、魔木からできたナンセーブ紙とエイフォン紙にも何か特性があるかもしれませんが、まだ発見できていません」


「その辺りは使いながら、探してみるしかありませんね。ありがとう、ギル」


ギルの報告の後は、ルッツがトラオペルレという木の実について報告してくれた。


「トラオペルレはこの白い木の実です。イルクナーでは秋の初めによく採れるけれど、苦みが強すぎて食用にはできません。これを潰した液でツルツルした硬い紙が作れるので、これを購入してエーレンフェストに持ち帰り、他の木との相性も試してみたいと思います」


糊としてトラオペルレを使えば、基本的に硬くてつるんとした紙になるそうだ。


「トラオペルレを使った紙がイルクナーの特産になりそうですね」


連れてきた時に比べてずいぶん日焼けしたダミアンとは値段の話をした。プランタン商会がぼったくりすぎないように気を付けながら、他の紙との兼ね合いも考えつつ値段を決定する。


「では、これで契約書を作成して参ります」


契約書を作るためにダミアンが退室していった。ギルとルッツが残され、わたしはフランとダームエルが立っている部屋の中をくるりと見回し、フフッと笑う。


「フラン、扉の外で見張っていてもらっても良いかしら？」


「……声が大きくならないように、お気を付けください」


仕方なさそうに溜息を吐いたフランが退室し、扉が閉まる。


「誰もぎゅーってしてくれないし、家族に手紙も届けられないし、寂しかったんだよ」


わたしはルッツに飛びついた。やれやれという顔を隠しもせずにルッツがわたしを抱き留めてくれる。自分が癒やしてもらった後、わたしは「ギルもルッツもすごいよ、よく頑張ったね」とギルの頭を撫で回して褒めまくった。


「……で、お前の素材採集はどうだったんだ？」


「うふふん。薬の材料は全部揃ったよ」


わたしが胸を張って、「頑張ったでしょ？」と言うと、後ろの方でぼそりと「頑張ったのは護衛騎士ですけれど」というダームエルの呟きが入り、ルッツとギルが笑い出した。むっと膨れて見せて「わたしだって頑張ったのに」と言ってみるけれど、皆が笑っているのでつられて笑ってしまう。


「ルッツ、ルッツ。これでやっと普通の女の子になれるんだよ、わたし」


走って倒れたり、興奮して意識を失ったりしないで普通に活動できるようになるのだ。そんなわたしの喜びの声にルッツは懐疑的な顔になった。眉を寄せて腕を組んで「うーん」と唸うなる。


「……薬ができたら、元気にはなれるだろうけどさ、普通の女の子は無理じゃないか？」


「ルッツ、それってどういう意味？」


「元気になると、誰にも止められなくて、余計に変なところが目立ちそうだってことだ」


わたしは思わず「ひどい！」と反論したが、ギルとダームエルは「確かに」と呟いてルッツに賛同している。そんな他愛ないやりとりを交わして一息吐くと、ルッツがわたしを見た。


「なぁ、フォルクがすごく落ち込んでいたんだけど、ダメだったのか？」


「……うん。交渉決裂。フォルクを買い取るだけのお金がギーベ・イルクナーには準備できなかったの。色々なことができるから高いけど、先を考えると安売りはできないでしょ？」


プランタン商会で揉まれて、もうとっくにわたし以上の商人になっているルッツは翡翠ひすいの目を厳しくして頭の中で計算器を弾き始める。


「元側仕えで、印刷関係の知識を持っているだけでも、かなり高価になるよな？……これから広げていく印刷業の知識だから下げられるようなことじゃないし……。まぁ、仕方ないか」


「わたしは優先権を付けて一年待つって言ったんだけどね。これだけの新しい紙ができたんだから、一年間必死に紙を作って売れば大金貨二枚くらいなら稼げると思わない？」


わたしの言葉にルッツが「一年あれば何とかなるだろうな。……ただし、フォルクがイルクナーで活動する必要があるけどさ」と肩を竦すくめた。


「ローゼマイン様、フォルクに教えてやってもいいですか？　その、稼ぎ方とか、無理な金額じゃないとか、そういうこと……。カーヤと結婚できそうだって昨日はあんなに喜んでたのに、今朝には一転して、死にそうな顔をしていたんです」


あんなフォルクを見ているのは辛つらい、とギルが呟く。わたしは大きく頷いた。


「もちろんいいよ。わたしからは直接声をかける機会がほとんどないから、どうしようかと思っていたんだもん。フォルクとギルからギーベに話を通してもらって、ギーベ・イルクナーに頼まれてフォルクを貸し出すという形が取れれば、こちらとしては一番助かるかな？」


「言ってみます」






収穫祭が始まった。工房を任せているために神殿で留守番係をすることが多いギルや、プランタン商会としてハッセまで行っても小神殿で過ごすルッツ、エーレンフェストから出ることがない灰色神官やダミアンは収穫祭を見るのが初めてで、目を輝かせて祭りに見入っている。


「まとめて全部の式をするというのが面白いです」


「エーレンフェストでは人数が多すぎて無理ですものね」


わたしは今日舞台上ではなく、プランタン商会や灰色神官達と一緒のお客様席に座っている。舞台には堂々とした態度のフェルディナンドがいて、朗々ろうろうとした声で祝福を与えている。その様子を眺めながら、わたしもこんな感じに見えているのかな、と思う。


……台もあるし、姿が見えないということはないと思いたいけど。


儀式を終えた後はボルフェ大会が始まる。初めて見たルッツとダミアンは大興奮して応援しているけれど、神殿育ちの灰色神官達はルール無用に見える乱暴さに真っ青だ。


温度差に苦笑していると、物言いたげなフォルクの姿が視界に入った。わたしは少し周囲を見回し、皆がボルフェに集中して大騒ぎしている喧騒けんそうを確認した上で手招きして呼び寄せる。


「フォルク、交渉が決裂したことは可哀想だと思うけれど、これは譲れないのです。他の灰色神官と貴族の契約を考えると、安易に値段を下げることはできません」


ゆっくりとフォルクは頷いた。一度奥歯を噛みしめるように力を入れ、わたしを見る。


「ローゼマイン様、ギルからお話を伺いました。……ローゼマイン様は本当に一年間でお金を貯ためることはできるとお考えですか？」


「もちろん努力は必要だと思いますけれど、三種類も新しい紙を作れるようになったイルクナーでカーヤと協力し合えば、それほど難しいことではないと思っています。わたくしは現にルッツと植物紙を作り始めた頃、およそ半年でその金額を稼ぎましたから」


フォルクが弾かれたように顔を上げた。利益計算をしていたギルやルッツと違って、工房で言われるままに働いてきたフォルクは植物紙や絵本の正確な利益も知らないのだろう。


「これまで貴方が働いたお金を使えば、ギーベ・イルクナーに貴方を貸し出すことは可能です。ここは冬でも川が凍らないそうですし、こちらで一年間頑張ってみてはいかがですか？」


「ローゼマイン様……」


「本音を言うと、わたくしはまだ灰色神官の結婚が心配でなりません。価値観を擦すり合わせて一緒に生活していくのは、同じ場所で住む同じ階級同士でも難しいのです。イルクナーの住民と神殿の灰色神官では、常識、生活習慣、価値観など、考え方の全てが違うでしょう？」


思い当たることは多いようでフォルクが少し目を伏せた。それから、ゆっくりと視線を人混みの一角へ向ける。おそらく視線の先にはわたしには見分けられない彼女がいるに違いない。


「一年間、二人で新しい紙作りに励み、お金を貯めながらイルクナーでの生活に慣れてください。灰色神官ではない生き方を見つめ、様々な家族や夫婦のあり方を見て、分かり合う努力をしてほしいと思います。わたくしはフォルクだけが譲るのではなく、カーヤにばかり負担をかけるのでもなく、苦楽を共にし、お互いを大事にできる関係を築けることを祈っています」






収穫祭の後、ギーベ・イルクナーとプランタン商会の契約が行われ、わたしはその契約を元に商売に関する助言を少しして、一年間フォルクを貸し出すことについて話し合った。


全ての話し合いを終えたわたしがイルクナーに連れてきた皆を乗せてエーレンフェストへの帰途につく時、フォルクとカーヤは寄り添って静かに跪き、最後まで首を垂れていた。

            





初めての妹


エーレンフェストに戻ってきたわたしは、各地の収穫祭から戻ってくる青色神官達が持ち帰る小聖杯を回収し、今年の収穫量や各地の様子について報告を受けた。その青色神官の報告をまとめ、領主に報告するために城へ行かなければならない。


……これが終わったらユレーヴェを作ってもらえるんだもん。頑張るぞ！






城に着くとフェルディナンドと一旦別れ、リヒャルダと北の離れにある自室へ向かう。


「今日は、アウブ・エーレンフェストへの報告の後、シャルロッテ姫様のご挨拶がございます」


「……シャルロッテ姫？　ヴィルフリート兄様の妹姫で間違いないかしら？」


「えぇ。この冬が洗礼式ですから、今はお部屋を整えて様々な準備をしていらっしゃいます」


そういえば、わたしも洗礼式の日から部屋を使えるように、エルヴィーラが主導で部屋を整えてくれたはずだ。わたしの場合は貴族としての教育を叩き込まれていて、とてもお部屋作りに参加できるような状況ではなかったけれど、シャルロッテは自分の部屋を作るために人を動かし采配さいはいを振るう練習をしているらしい。


……なんか……話を聞くだけで、ヴィルフリート兄様より優秀そうなんだけど。


そんなことを考えながら北の離れに入り、階段を上がる。隣の部屋の扉が大きく開かれて、家具が運び込まれているのが見えた。部屋の様子を見ているのは、わたしと同じくらいか、幾分背が低い女の子だ。わたし達が階段を上がってきたことに気付いたようで、くるりと振り返った。くるくるとした銀に近い金髪が揺れ、等身大のお人形かと見紛みまがうばかりの愛らしい顔立ちの中、生き生きとした光をたたえた藍あい色の瞳がパチパチと瞬きする。わたしと目が合うと、シャルロッテは嬉しそうに笑って自分の側近とこちらへ歩いてきた。


「ローゼマインお姉様！」


……おおぅ、お姉様って言われたよ！


可愛い笑顔の「お姉様」という呼びかけにズキュンと胸を打ち抜かれて、わたしは感動に打ち震える。その響きだけで十分だった。わたしがシャルロッテの姉になるために他に必要なものなどない。


「わたくし、まだ洗礼式を終えていないので、本当に祝福を祈ることはできないのですけれど、ご挨拶させていただいてもよろしいですか？」


「えぇ、もちろんです」


少し見上げるように祈り言葉の確認をしたシャルロッテがその場に跪き、首を垂れる。


「風の女神シュツェーリアの守る実りの日、神々のお導きによる出会いに、祝福を祈ることをお許しくださいませ」


「許します」


「ローゼマインお姉様に風の女神シュツェーリアの祝福を。……アウブ・エーレンフェストの娘、シャルロッテと申します。以後、よろしくお願いいたします」


シャルロッテは祝福のやり取りができないものの、きっちりと祈り言葉を間違わずに言えた。この初めての挨拶が緊張するのはよくわかる。わたしが初めて挨拶をした相手はエルヴィーラだったけれど、間違わずに言えるかどうか心臓がバクバク言っていた。跪いたままのシャルロッテに、わたしは初めての挨拶でエルヴィーラが声をかけてくれた時のことを思い出す。


「歓迎いたします、シャルロッテ。わたくしは貴女の姉です」


わたしの言葉にシャルロッテがホッとしたような笑みを浮かべて顔を上げた。わたしもつられて「とても上手に挨拶できていてよ」とニコリと笑う。


「ありがとう存じます。わたくしの兄弟は殿方ばかりですから、お姉様が欲しいと思っていたので嬉しいです」


「わたくしも……わたくしも妹が欲しいと思っていたのです」

            





    
  
  




「これから、仲良くしてくださいまし」


……シャルロッテ、マジ可愛い。トゥーリ以来のわたしの天使になるかもしれない。


ハァ、とわたしが感動の溜息を吐いていると、シャルロッテがわずかに首を傾げた。


「ローゼマインお姉様は神殿長なのですよね？　わたくしの洗礼式はお姉様が祝福を授けてくださるのですか？」


期待に満ちた藍色の目から察するに、これはおねだりだ。


……祝！　初めてのおねだり！　これはぜひとも叶えてあげたい。そう、姉として！


「可愛い妹のためですもの。フェルディナンド様が良いとおっしゃってくださったら、わたくしが祝福を与えましょう。……姉として」


「楽しみにしておりますね」


輝く笑顔のシャルロッテにわたしが大きく頷いていると、リヒャルダが一歩前へ出た。


「姫様、そろそろ報告に向かわなければなりませんよ。戻られてから、お茶会をなさればいかがです？　シャルロッテ姫様もお菓子は大好きでしょうから」


妹とお茶会という素敵な響きにわたしがシャルロッテの様子を窺うと、お菓子を前にしたヴィルフリートと同じ笑顔でわたしを見ていた。シャルロッテの方が可愛く見えるけれど。


「では、報告を済ませた五の鐘の頃、お茶会にいたしましょう。オティーリエ、エラにお菓子の準備をするようにお願いしてちょうだい」


「かしこまりました」






シャルロッテとお茶の約束をしたわたしは、自室に入って急いで着替えた。リヒャルダに急せかされて領主の執務室までは騎獣をやや速めに動かす。執務室にはフェルディナンドも到着していて、文官達も準備万端だった。ジルヴェスターが背筋を伸ばし、わたしを見る。


「では、報告を聞こうか」


「シャルロッテはとても可愛らしいと思いました」


本日一番に報告しなければならないと思ったことが口を突いて出ると、ジルヴェスターは「うむ、確かに」と大きく頷いて同意してくれた。


「わたくし、シャルロッテの洗礼式を行う約束をしたのです」


「君がしなければならないのは、収穫祭の報告だ、馬鹿者！」


フェルディナンドから突っ込まれ、わたしは真面目に収穫祭の報告を始める。ハッセを除く直轄地の収穫量は去年よりも増加していて、わたしが祈念式で全て回った効果が認められた。


「次の春も其方に頼むのが一番だな」


正直全部を回るのは体力的にかなり厳しいのだが、次の春には健康な体になっているはずなので問題ないだろう。わたしは軽く頷いて、了承りょうしょうの意思を示した。


「カルステッドとフェルディナンドとローゼマインを残して、人払いを」


報告を終えたらさっさと自室に戻るつもりだったのに、まだお話が続くことに気付いてガックリと項垂れる。保護者達に囲まれたお話より、可愛い妹とのお茶会がしたい。


文官や側仕えが出て行った後、ジルヴェスターが首をゴリゴリと言わせながら回し、公私で分けるならば、「私」の態度になった。


「あ〜、ローゼマイン。二人から聞いた魔力の圧縮方法のことだが、もしかすると大人でも効果があるのではないか？　魔力の器の成長が止まった後でも、圧縮の方法によっては中に入れられる魔力の量を増やせるということであろう？」


「……わたくしは大人でないので存じません。養父様の言い分には一理あると思いますから、実験してみると良いのではございませんか？」


わたしがそう言うと、ジルヴェスターは目を輝かせて身を乗り出した。自分でやる気満々だ。


「よし、其方の条件通りに魔力圧縮を学んだ者、フロレンツィア派の者、六人の承認が得られる者という基準で選ぶのだが、最初は其方の保護者や家族から行ってはどうか？」


具体的には領主夫妻、フェルディナンド、カルステッドの一家が対象らしい。その後、護衛騎士や側仕えにも枠を広げていくそうだ。決定事項のように語られることから考えても、すでにジルヴェスターの脳内では青写真が描かれていたように思える。


「大人にも効果がある場合は少し料金を見直した方が良いかもしれませんね」


わたしの中では魔力圧縮を子供の教育費として考えていたが、大人も使えることがわかれば利用者は増えるはずだ。そうなると家計への負担が厳しくなる。余計な恨みは買いたくない。皆が何とか利用できて、それなりに価値があることを知らしめる適正価格が必要だ。


「同じ一家の二人目からは半額にすればどうでしょう？　いくら上級貴族とはいえ、大人も含めた五人分は大変でしょう、お父様？」


カルステッドが「それは助かるな」としみじみとした口調で言いながら髭ひげを撫でる。今回の参加者で一番多いのはカルステッド一家だ。


「ローゼマイン、魔力を伸ばせるかどうかは貴族にとって重要なことだ。冬の社交界でそれとなく魔力圧縮についての話を流したいので、なるべく早めに試してみたいのだが……」


身を乗り出しているのはジルヴェスターだけではなく、心なしかカルステッドもフェルディナンドもうずうずしているように見える。「さぁ、早く」とジルヴェスターの目が言っているけれど、全員を集めて契約魔術の準備をするとなると、結構時間がかかるのは目に見えている。


「今日はわたくし、シャルロッテとお茶会の約束をいたしました。皆を集めて、契約魔術の準備をするのは時間がかかるでしょう？　また後日にしてくださいませ」


「んなっ!?　ローゼマイン、其方、養父である私よりシャルロッテを優先するのか!?」


「シャルロッテの方が可愛いですから」


わたしがキッパリと答えると、ジルヴェスターは「確かに、私はカッコいいが、可愛さではシャルロッテに負けているからな」と頭を抱えて呻うめいた。カッコいいかな？　と頭の中を疑問符が飛び交ったけれど、それに関しては黙っておく。


「それに、わたくしにとっては魔力圧縮を広げるより自分のお薬作りの方が大事ですから、ユレーヴェができてからお教えいたしますね」


せっかく素材を集めたのに「報告が終わってからだ」とフェルディナンドに言われて、まだ作ってもらってないのだ。他人の魔力圧縮よりも自分の健康優先である。


わたしの主張に、フェルディナンドがわずかに目を細めた。


「ローゼマイン、薬を作るのは良いが、薬を使うのは後にしなさい」


「何故ですか？」


「ユレーヴェを使うと、十日から一月ひとつきほど……場合によっては、季節一つ分くらい眠ることになる。シャルロッテの洗礼式に出るならば、今は止めておいた方が良い」


なんと、わたしの魔力の塊かたまりはかなり昔にできているので溶かすにも時間がかかるらしい。


「それに冬の洗礼式を君が行うと言ったが、本気で実行するならば覚えなければならないことが大量にある。下町の洗礼式と違って、魔力の登録、祝福、その後のお披露目ひろめの流れまで覚えなくてはならぬ。いくら健康になりたくてもとても薬を使うような余裕はないぞ」


「体力的な余裕が欲しいから健康になる薬を作りたいのに、何ということでしょう」


だが、いきなり約束を破るような姉を信頼してもらえるはずがない。薬を使うのを後回しにしてでも、わたしとしてはシャルロッテの洗礼式に出席したいのだ。


「仕方ありません。薬を使うのはシャルロッテの洗礼式の後にします」


「いや、洗礼式の後はそのまま冬の社交界が始まり、奉納式があるであろう？……他の貴族の目を誤魔化そうと思えば、祈念式を終えてからの方が良いかもしれぬな」


「ちょっと待ってください。わたくしの健康が遠ざかったような気がするのですけれど！」


早く健康になりたいのに、とわたしが主張すると、フェルディナンドは「使う時期は慎重に見極めるべきだ」と言った。自分の負担を少しでも減らしたい、というフェルディナンドの無言の圧力が圧のし掛かかってきている気がする。シャルロッテのためならばともかく、フェルディナンドのために春まで健康を我慢するつもりはない。


「うぅ……。そのように勝手な都合を押しつけて後回しにされるのでしたら、わたくし、自分が健康になるまでは魔力圧縮の方法を教えませんから！　わたくしは普通の女の子になるのです」


指先でこめかみをトントンと軽く叩きながら難しい顔をしていたフェルディナンドが、ハッとしたようにわたしを見た。


「ローゼマイン、冬の洗礼式は神殿長として出席するのではなく、姉として出席すればどうだ？　そうすれば洗礼式までに覚えなければならないことはほとんどなくなる」


「それではダメです！　わたくし、姉としてシャルロッテの洗礼式で祝福をするのです。覚えることが多いくらい何でもありません。今までだって散々覚えてきたのですもの」


初めての妹のおねだりを叶えるのだ。トゥーリはいつもわたしのおねだりを聞いてくれた。わたしもトゥーリのようないいお姉様を目指すつもりだ。


「ふむ……。なるほど。君は初めてできる妹に、姉として良いところを見せたいのだな？」


軽くこめかみを叩きながらそう言ったフェルディナンドにわたしは大きく頷いた。その通りだ。わたしはシャルロッテに良いところを見せて、尊敬される姉になりたい。


「……ならば、洗礼式で祝福を授けるだけでなく、奉納式や祈念式で領主の養女として領地へ貢献している姿を妹に見せれば、さらに尊敬されるのではないか？　実に、領主一族の姉として相応しい行いだと思わないか？」


「思います！」


わたしがグッと拳を握って同意すると、フェルディナンドは我が意を得たりと言わんばかりのしたり顔で「では、祈念式まで頑張りなさい」と頷いた。


「はい！……ん？　あれ？」


わたしが引っ掛かりを覚えて首を傾げると、ジルヴェスターがくいっと扉を指差した。


「ローゼマイン、お茶会の約束は大丈夫なのか？　もう行っても良いぞ」


「良いのですか？」


「あぁ、シャルロッテを可愛がってやってくれ」


ジルヴェスターに頼まれたわたしは「もちろんです」と胸を叩いて請け負うと、退室の挨拶をした。ジルヴェスターの執務室を出て、わたしは鼻歌まじりに部屋に戻る。


……シャルロッテとお茶会だよ。うふふん、ふふん。






五の鐘が鳴る前にはお茶会の準備がすっかり整い、エラのお菓子もバッチリ準備できていた。今日は季節の果物をたっぷり使ったパイである。


「お姉様、お招きありがとう存じます」


「いらしてくださって嬉しいわ、シャルロッテ」


家族以外とお茶会をするのが初めて、とシャルロッテは少し緊張した面持ちで椅子に座る。わたしも初めての妹とのお茶会で、実はちょっと緊張している。


「お兄様がいつもお姉様を褒めていらっしゃるから、わたくし、本当にお会いできるのを楽しみにしていたのです」


ヴィルフリートが聖典絵本を読んでくれたことや、何度勝負しても勝てないカルタやトランプのことを話してくれる。その合間合間にわたしへの賞賛が混じるのだ。この感動をどう表現すればいいだろうか。今まで身内には役立たず呼ばわりされることが多かったわたしが、妹の賞賛を受けているのである。嬉しくて恥ずかしくてゴロゴロ転げ回って喜びたい。


……ヴィルフリート兄様に感謝だよ！　おかげで、わたし、可愛い妹から絶賛されてる！


「あの絵本もカルタも、それにお母様の髪飾りもお姉様が作られたのでしょう？　本当のお花のようで、とても綺麗でした」


「考えたのはわたくしですけれど作るのは職人ですわ。シャルロッテにも紹介しましょうか？」


フロレンツィア派には今わたしと同じ髪飾りが流行している。ブリギッテが星結びの儀式で使った宣伝効果が高かったようで、髪飾りだけではなく、ドレスの飾りとしても利用されるようになったのだ。多分、髪飾りを作れるトゥーリや母さんはてんてこ舞いだと思う。


「よろしいのですか？　わたくしの洗礼式に間に合うかしら？」


「……洗礼式は難しいかもしれませんね。わたくしが持っている中で、衣装に合うものがあれば、貸してあげましょう。リヒャルダ、冬の貴色きしょくを使った髪飾りを持ってきてください」


「少々お待ちくださいませ、姫様」


リヒャルダが持って来てくれた髪飾りをシャルロッテの髪に当てて、シャルロッテの側仕えも含めてどれが良いか選んでいると、扉の外で護衛をしていたダームエルが入ってきた。


「ローゼマイン様、ヴィルフリート様が入室の許可を求めています。シャルロッテ様に……」


わたしに許可を求めている最中に、ダームエルの後ろからヴィルフリートが入ってきた。許可を得ていないヴィルフリートの側仕えと護衛騎士がドアの前で手を伸ばしてヴィルフリートに戻るように声をかけているが、聞いていないようだ。


「シャルロッテがここにいると聞いたが……」


「ヴィルフリート兄様、返事も待たずに入室してくるのはお行儀が悪いですよ」


わたしが眉を寄せて一度退室するように言うと、ヴィルフリートはキッと眉を吊り上げた。


「黙れ！　シャルロッテ、今すぐこの部屋を出るのだ。ローゼマインに騙だまされてはならぬ！」


……はい？


いきなり何を言い出したのか理解できない。一体何を言い出したのか、と皆がぽかーんと目を見張り、口を軽く開ける中、シャルロッテが目を瞬きながら首を傾げた。


「お兄様、突然何をおっしゃるのですか？　いつもお姉様を褒めていらっしゃったではございませんか」


その声にわたしもハッとして、ヴィルフリートを見返した。妹の前でこのような言いがかりを付けられて、甘んじて受けるわけにはいかない。わたしは尊敬されるお姉様になるのだ。


「ヴィルフリート兄様、一体わたくしがどなたを騙したと言うのですか？　言いがかりはお止めくださいまし」


「しらばっくれるな！」


ダダッと駆けだしたヴィルフリートにダームエルが「ヴィルフリート様!?」と驚きの声を上げる。ランプレヒトが「いけません、ヴィルフリート様」と部屋に入ろうとするのと、わたしの背後で護衛していたアンゲリカがスッと動くのはほぼ同時だった。アンゲリカはヴィルフリートの腕をひっつかんで引き倒し、押さえこむ。ダン！　と大きな音がして、ヴィルフリートが床に押さえられた。


「いたっ！　何をする、アンゲリカ!?」


「入室の許可も得ず、ローゼマイン様に近付かないでいただきたく存じます」


「其方、誰の許可を得てこのような……放せ！」


「我々はローゼマイン様の護衛騎士ですから、入室許可も得ていない不審人物を捕えるのは当然のことです」


ダームエルが緊迫した表情でそう言って、ヴィルフリートを押さえこんだまま動かないアンゲリカの近くで警戒態勢を取る。ランプレヒトがアンゲリカとヴィルフリートを交互に見て、助けを求めるようにわたしへ視線を向けた。護衛騎士としてアンゲリカの行動は間違っていないけれど、ヴィルフリートを拘束こうそくから解放してほしい。そんな声が聞こえる気がした。


わたしが「アンゲリカ、もういいわ」と口を開きかけた時、アンゲリカを睨み上げていたヴィルフリートがじたばたともがきながら大きな声で叫んだ。


「不審人物はローゼマインではないか。私はおばあ様から聞いたのだ。ローゼマインとフェルディナンドに陥おとしいれられたのだと！　二人は悪者なのだ！」


……ヴィルフリート兄様のおばあ様って、養父様の母親で前神殿長のお姉さんだよね？


彼女は重大な罪を犯したので、協力者の接触や逃亡を防ぐために領主の許可なく入れない場所に幽閉されているはずだ。ゲオルギーネに別れの挨拶をした時には犯罪者として捕えられていることさえ知らされていなかったヴィルフリートに面会の許可が下りたのだろうか。


「ヴィルフリート兄様、いつ、どこで、おばあ様とお話をする機会がございましたの？」


わたしの言葉に周囲の護衛騎士と側仕えが一斉に顔色を変えた。リヒャルダが「ひいっ」と顔を強張らせて息を呑み、ランプレヒトが駆け込んできて、アンゲリカを突き飛ばすような勢いで、ヴィルフリートに唾つばが飛ぶのも構っていられないような形相で問い詰め始める。


「ヴィルフリート様、いつですか!?　いつヴェローニカ様とお話されたのです!?」


「どのようにしてヴェローニカ様とお会いしたのです!?」


側近達の慌てぶりから考えても、ヴィルフリートが幽閉されているヴェローニカとの面会が許可されたものではなく、あり得ないことのようだ。これはここでヴィルフリートを問い詰めて終わりにして良い話ではないだろう。


「リヒャルダ、アウブ・エーレンフェストに報告をお願い。……事を荒立てないように、伴を厳選して、こちらに来ていただく方が良いと思います」


「かしこまりました、姫様」

            





ヴィルフリートの行い


リヒャルダが早足で部屋を出て行く。その顔色さえ悪い。ヴィルフリートがとんでもないことをしてしまったことがわかった。重い沈黙が部屋に満ち、誰もが眉を寄せて俯きがちになっている。その沈黙を破ったのはアンゲリカに取り押さえられていたヴィルフリートだ。


「ランプレヒト、其方は私の護衛だろう!?　一体何をしている!?　助けろ！」


指名を受けたランプレヒトは悔しそうに奥歯を噛みしめ、ゆっくりと首を横に振った。


「ヴィルフリート様、貴方は去年の秋以来、我々の目を盗んで抜け出すこともなく、お勉強や剣のお稽古けいこに真面目に励んでまいりました。次期領主として相応しくあろうと努力するお姿を、私は本当に誇りに思っていたのです。それなのに、何故このような……」


ランプレヒトの言葉はヴィルフリートに仕える者達を代表した言葉だったようだ。誰もがランプレヒトと同じような歯痒はがゆくて、悔しくて、無念で仕方がないような顔をしている。


「一体いつ、そして、何故、そのようなことをしたのですか？　それがわからぬうちは、ヴィルフリート様の拘束を解くことはできません」


「なっ!?　私がおばあ様と会ったことはそれほどのことなのか、ランプレヒト？」


信じられない言葉を聞いたように、ヴィルフリートは大きく目を見開いた。自由にならない体勢のまま、視線だけを巡らせて自分の側近を見つめる。側近達は沈痛な面持ちで頷いた。


「……はい」






リヒャルダを先頭に、ジルヴェスター、カルステッド、フェルディナンド、エックハルトが揃ってやってきた。どの顔も感情を見せない無表情だ。ジルヴェスターは扉のところでアンゲリカに押さえられているヴィルフリートと、蒼白そうはくになっているヴィルフリートの側近達を見比べる。それから、お茶会どころではなくなったわたしとシャルロッテを見て、一度目を伏せた。


「何が起こったのか、報告を。ローゼマイン、悪いが、このまま部屋を使わせてもらうぞ。オズヴァルト、ヴィルフリートの側近を全員呼び出せ。……そして、エックハルト、この場にいるローゼマインとシャルロッテの側仕えをヴィルフリートの部屋へ連れて行き、話し合いが終わるまでそこから出さぬように。あぁ、リヒャルダは残せ」


エックハルトの指示で側仕え達が粛々とした態度で部屋を出ていく。そんな中、わたしの護衛騎士だけは部屋を守るために残された。部屋の外にダームエルとブリギッテが立ち、部屋の内側にはコルネリウスとヴィルフリートを押さえたままのアンゲリカがいる。


ジルヴェスターの顔付きが厳しくて空気が重い上に、側仕えを外に出されたシャルロッテは、一人取り残されてひどく不安そうだ。わたしが手招きをすると、小さく頷いて寄ってくる。


リヒャルダは一人でてきぱきと準備をして、保護者達とわたし達が話し合いをするための席を整えていく。楽しいお茶会の席が真剣な話し合いの場へ作り変えられていくのを見て、わたしはそっと溜息を吐いた。せっかくのお茶会だったのに残念だ。


「失礼いたします」


リヒャルダの準備が整う頃、おそらく別の仕事をしていたらしいフロレンツィアが到着した。アンゲリカに押さえられたヴィルフリートを見た後、ジルヴェスターを見つめている。


「ローゼマイン姫様はこちら、シャルロッテ姫様はこちらへお座りくださいませ」


リヒャルダがわたし達を丸テーブルに誘導する。フェルディナンド、ジルヴェスター、フロレンツィアの順で座っているのだが、わたしはフェルディナンドの隣、シャルロッテはフロレンツィアの隣に座らされた。そして、わたしとシャルロッテから少し距離を置いたところに椅子が一つ。ヴィルフリートの席だと思われるその場所に座る者はまだいない。


「緊急の呼び出しにより参上いたしました」


「オズヴァルトに呼び出されたのですが、こちらで間違いないでしょうか？」


ヴィルフリートの側近が部屋に入ってきた。誰も彼も床に押さえつけられている主の姿にぎょっと目を見開き、領主夫妻の姿にグッと息を呑みながら、テーブルから少し離れたところに跪いていく。一人増える度に空気が深刻さを増して重くなっていくのがわかる。


オズヴァルトの「全員揃いました」という声に、じっとヴィルフリートを見ていたジルヴェスターはわたしの方を向いた。


「ローゼマイン、ヴィルフリートを解放してくれないか？　話をしたい」


わたしがヴィルフリートの解放を命じると、アンゲリカは小さく頷いてすぐに解放し、そのまま扉の前へ移動して護衛任務に就いた。


「ヴィルフリート、そこに座れ」


ジルヴェスターの言葉にゆっくりと起き上がっていたヴィルフリートが小さく頷き、リヒャルダが引いた椅子に不満そうな顔で座る。


ほんの数秒をじりじりとした心境と重い沈黙が支配した。膝の上に置いていた手をグッと握った時、隣に座るフェルディナンドが口を開いた。


「物事にはそれぞれの見方がある。全てを詳つまびらかにし、その上で判断せねばならぬ。嘘偽りを述べることは罪だと心得よ」


ジルヴェスターがずらりと並ぶヴィルフリートの側仕えと護衛騎士をゆっくりと見回す。最後に、整列する側近達の先頭に跪いている筆頭側仕えのオズヴァルトに視線を止めた。


「オズヴァルト、私はここしばらくヴィルフリートが抜けだしたという報告を受けていなかったのだが、いつヴィルフリートの姿を見失ったのか、聞こうか？」


「……我々が業務についている状態でヴィルフリート様を見失ったことはございません。この一年、ヴィルフリート様は非常に真面目に真摯しんしな態度で課題に取り組んでまいりました。その報告に偽りなどございません」


オズヴァルトが顔を上げ、真っ直ぐにジルヴェスターを見ながらそう答えると、オズヴァルトに賛同するようにヴィルフリートの側仕え達が頷いた。


「むしろ、私が伺いたいです。ヴィルフリート様がどのように我々の目を欺あざむいたのか」


「私は欺いてなどいないぞ、オズヴァルト！」


カッとしたようにヴィルフリートが叫ぶと、少し眉を寄せたジルヴェスターが側仕え達からヴィルフリートへ視線を向けた。


「……欺いてなどいない、悪いことなどしていない、そう思うのならば自分の行いを正直に言えるはずだ。ヴィルフリート、其方はいつ母上に会ったのだ？」


「狩猟大会の時です、父上」


はきはきとヴィルフリートが答えた瞬間、皆の顔色が変わったけれど、わたしには理解できない。何故、皆が顔色を変えたのか。


「あの、狩猟大会とは何でしょう？　わたくしは存じませんけれど……」


わたしが首を傾げると、フェルディナンドが答えてくれた。


「ローゼマインは神殿長として収穫祭で各地を巡るから知らぬであろう。その名の通り、城の森で狩猟を行うのだ。冬の社交界を前に大規模に行われる。獲物は冬の食料にもなり、その狩った獲物の数で褒賞ほうしょうが出るので、貴族街にいる騎士が最も張り切る行事だ」


各地の収穫祭の時期に行われ、城の備蓄びちくを増やすための冬支度のイベントらしい。騎士達と文官や側仕えの中でも希望者は狩りへ回り、その腕を競いつつ獲物を狩る。騎士以外の女性と子供は応援しながら、外でお茶会を行うという優雅な催もよおしだそうだ。青色神官に扮ふんしていたジルヴェスターが「おべっかばかりでつまらない」と言っていた狩りのことかもしれない。


「狩猟大会ではフロレンツィアと共に居たのではないのか？」


「途中までは一緒にいましたが、冬に知り合った学友に誘われて、一緒に子供向けのゲームをして遊んでいました」


「その時はオズヴァルトが共に居たはずです。わたくしは目を離さぬように言いましたから」


フロレンツィアがオズヴァルトを真っ直ぐに見据えた。オズヴァルトは交代の者が来るまでヴィルフリートと共に学友の面倒を見ていたようだ。


「私が付いていた時は特に変わったことはなく、リンハルトに交代いたしました」


ヴィルフリートと学友達がふざけあって走り回る後を必死に追っていたリンハルトはふざける男の子達に足を引っかけられ、負傷したらしい。手当てする間、学友達の側仕えが交代の時間までヴィルフリートの面倒を見てくれることになったそうだ。


「リンハルトが手当てに行った後、私達はかくれんぼをしました。大人に見つからないように、お茶会の広場を通り抜けるのです。見つからないようにテーブルの下に隠れながら、通り抜けていたのですが、その時に様々な貴族の話を聞いたのです。ローゼマインとフェルディナンドのせいで、おばあ様や大叔父上が捕えられたのだ、と」


「誰が言っていたのだ？」


「その場にいた皆です。男も女も、皆がそんな話をしていました」


ずっと手を動かし、発言を書き留めているフェルディナンドが「旧ヴェローニカ派の集まる場に迷い込んだというよりは、その子供に連れ出されたようだな」と小さく呟いた。子供の後ろには必ず親の存在がある、とリヒャルダに注意されたことを思い出し、わたしは少し目を伏せた。


子供同士の鬼ごっこやかくれんぼで、そのような陰謀を考えなくてはならないなんて信じられない。わたしがヴィルフリートでも特に疑問も持たず、一緒に遊んでいただろう。たまたまその場に集う大人が旧ヴェローニカ派だとは思わず、これだけの人数が言うのだからそうなのだろう、と信じてしまったに違いない。


……わたしがあそこに座っていてもおかしくなかったかも。


神殿にいる時間が長く、城での行事や交遊関係がないので、わたしは今まで失敗をしていないだけだ。真剣に貴族関係を覚えなければ、ヴィルフリートと同じ失敗をするに違いない。


「ヴィルフリート、私は説明したはずだ。他領の貴族を街に入れることを禁じたにもかかわらず、叔父上が母上を唆そそのかし、母上が領主の印を勝手に使い、他領の貴族を街に招き入れたのだ、と。領主の印を勝手に使用したことによる公文書偽造と、領主の命に背いた他領貴族の引きいれで、母上は罪に問われたのだ、と。聞いていなかったのか？」


ジルヴェスターは難しい顔になってヴィルフリートを見つめる。父親の言葉ではなく、余所の貴族の言葉を信用したのか、と問われたヴィルフリートはふるふると頭を横に振った。


「私はテーブルの下から飛び出して、父上からそのように聞いた、と言いました。そうしたら……おばあ様が罪を犯したこと自体は父上の言う通りですが、罪を犯すようなことになったのはローゼマインが原因で、裏で糸を引いているのはフェルディナンドだと言われたのです。二人はエーレンフェストを我が物にするつもりなのだ、と……」


何人もの知らない大人から畳み込まれれば、ヴィルフリートが不安になるのはわかる気がした。ジルヴェスターの言葉が全否定されていれば反抗しただろう。だが、その言葉は肯定した上で、別の情報を付け加えられているのだ。すんなりと相手の話が脳に入ってきたに違いない。


しかも、その付け加えられた情報も完全には間違っていない。ヴェローニカはわたしをビンデバルト伯爵に売り飛ばすために罪を犯したのだから、原因がわたしだと言えなくはないし、フェルディナンドは前神殿長を排除するために証拠集めに奔走ほんそうしていた。一つ罪を犯しただけのつもりが、本人の記憶にも残っていないような小さな罪まで罪状が明らかにされていれば、陰謀いんぼうが張り巡らされていたように見えたと思う。


「そうしたら、その場にいた誰かが、おばあ様に直接伺うことができれば、どちらの言い分が正しいかわかるのではないですか、と言ったのです」


ジルヴェスターがきつく目を閉じた。巧たくみな誘導だと思う。ヴィルフリートは祖母によって養育されてきたと聞いている。接する時間が少なかった母親よりも養育してきた祖母の方が、ヴィルフリートにとっては身近で大事な存在なのではないだろうか。無条件に信頼する家族が祖母ならば、その言葉を信用するのは当然だ。


「別の男が、おばあ様が捕えられている場所は白い塔だと言いました。私がその塔がどこにあるのか問いかけたら、せめて、場所だけでも確認してみますか？　と一人の女性が言って、場所を教えてくれました。私達は探検のつもりで塔のところへ行ったのです」


探検だ、本当に塔があるか確認するだけだ、そう言い合いながらヴィルフリートが学友達と教えられた通りに進めば、本当に塔があったらしい。その塔の前には一人の男がいて、「ここの扉は領主か、その子でなければ開けることはできない」と言われたそうだ。


他の者が扉を開けようとしても開けられない姿を見ていたヴィルフリートだったが、「ヴィルフリート様……」と期待を込めた眼差しで促され、興味半分に扉を開けてみたらしい。


「他の者が扉に手をかけても開かなかったのに、私が手をかけると本当に開いたのです」


「そうだろうな。……それで入ってしまったのか？　他の誰が共に入ったのだ？」


ジルヴェスターが力なく問いかける。ただの確認だった。そのままヴィルフリートが入ったことは誰にでもわかる。そうでなければ「おばあ様から聞いた」という言葉が成り立たない。


「他の者では扉が開かなかったのと同じように塔に他の者は入れないと言われたので、私だけです。塔の中には本当におばあ様がいらっしゃって、私に真実を教えてくれました」


そう言って、ヴィルフリートがわたしとフェルディナンドをキッと睨んだ。


「おばあ様があのようなところに閉じ込められて辛い思いをしているのは、全部ローゼマインとフェルディナンドのせいなのです」


ヴェローニカを弁護し、わたしとフェルディナンドを糾弾きゅうだんするヴィルフリートの姿に、フロレンツィアが堪こらえ切れない痛みを感じたような表情を見せてきつく目を瞑つむる。


「父上、お願いします。おばあ様を……」


「言うな！　その先は言ってはならぬ！　私の裁決に異議を唱えるのは、領主への反逆に他ならない」


バン！　と大きな音を立ててテーブルを叩き、ジルヴェスターが言葉を遮さえぎった。突然乱暴に言葉を遮られたことにヴィルフリートは目を丸くした。


「……父上？」


「ヴィルフリート、母上の罪を明らかにし、その罪状に見合った裁決を下したのは私だ。ローゼマインでもフェルディナンドでもない。アウブ・エーレンフェストだ」


わたしとフェルディナンドが悪い、と祖母の言葉を連ねていたヴィルフリートが、驚いたように目を見張った。まるで罪を犯して祖母が捕えられたことを知っていても、裁決を下したのが父親だと理解していなかったような顔だ。もしくは、悪いのがわたしとフェルディナンドだと聞いて、祖母を捕えたのもわたし達だと記憶が塗り替えられたのかもしれない。


「其方は反領主派と呼ばれ、私や母であるフロレンツィアと対立したいのか？」


厳しい表情で問われた言葉にヴィルフリートは慌てた様子でぶるぶると頭を振った。


「私は父上や母上に反抗しようなどと考えてはおりません！」


「だが、母上を擁護ようごし、私に異議を申し立てれば、周囲からはそう見られるのだ。迂闊うかつなことを言ってはならぬ。……そう何度も言ったはずだ」


「……迂闊なこと……」


悔しそうにヴィルフリートが歯を食いしばって、わたしとフェルディナンドを睨んだ。


フロレンツィアがカタリと立ち上がり、ヴィルフリートのところへ進むと、悲しげに微笑みながら、そっとヴィルフリートの頬を撫でた。


「ヴィルフリート、貴方はおばあ様であるヴェローニカ様の真実を知りました。けれど、真実は一つではありません。フェルディナンドが初めに言った通り、人には皆、それぞれの見方や真実があるのです。わたくしが知る真実では、ローゼマインはヴェローニカ様の被害者です。むしろ、陰謀を巡らせ、領地に混乱をもたらしたのがヴェローニカ様なのですよ」

            





    
  
  




「何を言い出すのですか、母上!?」


信じられないとヴィルフリートが目を見開いて、母親の言葉を振り払うように何度も首を振る。そんな息子を抱きしめて、フロレンツィアが声を震わせた。


「わたくしは生まれてすぐの貴方をヴェローニカ様に取り上げられました。こうして撫でることも、抱きしめることも許してくださいませんでした。そればかりか、貴方にまでこれほど大きな罪を犯させてしまいました。それがわたくしにとっての真実なのです」


ぴたりとヴィルフリートの動きが止まった。不思議そうに目を瞬きながら、今にも泣きそうな顔をしているフロレンツィアを見上げる。


「……私が、罪を犯したのですか？」


ヴィルフリートの問いに「あぁ、そうだ」と肯定の答えが返った。


「あれは領主一族の中でも深刻な罪を犯した者を幽閉しておくための塔で、アウブである私の許可なく立ち入った者は、領主への反乱や罪人の逃亡幇助ほうじょに問われるのだ」


「なっ!?　そのようなことは、あの場にいた誰も……」


事の重大さを知ったヴィルフリートが真っ青になっていく。わたしも血の気が引いた。ヴェローニカがそんな御大層なところに幽閉されているとは思わなかった。せいぜい離宮のような場所かと思っていたし、顔を合わして話をするだけでそれほど重罪になると思わなかった。


「これは塔へと連れ出した者達の陰謀なのかもしれません。ですが、罪を犯したのは貴方なのです。噂を吹き込んだり、塔の存在を教えたりした貴族達は罪らしい罪を犯していません」


お茶会で噂話をしていただけ。尋ねられたから答えただけ。一緒に遊んで森を探検しただけ。本当に塔があったので扉を開けることができるかどうか試してみようと声をかけただけだ。開けても入らずに終われば、何も起こらなかった。彼等はヴィルフリートを無理やり引っ張っていったのでもなければ、塔の中に押し込んだわけでもなく、一歩も塔に立ち入っていない。


「あの場にいた者で罪に問えるのはヴィルフリート、ただ一人だけです。領主によって幽閉されていた重罪人の逃亡幇助に問われれば廃嫡はいちゃくどころの処罰では収まらないでしょう。……わたくしはまた貴方から引き離されてしまうのですね」


やっと我が手に戻ったと思ったのに、と呟いたフロレンツィアの目から涙が零こぼれる。思わずわたしはジルヴェスターを見た。何とか救う道がないものか、と必死に考えを巡らせているようだが、自白までしているヴィルフリートの罪は明らかで、庇かばうのは難しいという顔だ。


「まったく……。面倒なことになったな。だから、廃嫡にしておけと言ったではないか」


淡々と廃嫡を口にするフェルディナンドに、ヴィルフリートがびくりと震える。


「そんな、だって……ローゼマインが陰謀を……」


フェルディナンドは何やらガシガシと書き続けていた手を止めて顔を上げた。


「真実は人の数だけ存在する。ローゼマイン、君の真実をヴィルフリートに教えてやれ。ヴィルフリートの祖母のために失ったものがあるだろう？」


フェルディナンドの声にハッとしたように、ヴィルフリートはわたしを見る。


「ローゼマインの、真実？……違う。ローゼマインは陰謀を……」


「それはわたくしの真実ではありません、ヴィルフリート兄様」


フェルディナンドが何を考えているのかわからないまま、わたしは設定として準備されている話をする。神殿で隠されて育てられていたこと。前神殿長が平民と勘違いして、貴族にそれを流布るふしたこと。前神殿長が自分の姉であるヴェローニカに頼んで他領の貴族を引きいれたことで売られかけたこと。わたしを守ろうとした護衛や側仕えが負傷したこと。魔力を目当てにやってくる他領の貴族から守るために領主が養女にしてくれたこと。


祖母が罪を犯したことを知っていても、それがわたしとどのような関わりがあるのか知らなかったらしいヴィルフリートは愕然とした顔になった。


「そ、それで、ローゼマインは一体何を失ったのだ？」


家族、と心の中で答えながら、わたしはそっと目を伏せた。


「……わたくしが失ったのは自由です、ヴィルフリート兄様。それまでわたくしは下町の者と本作りをしていました。けれど、下町に降りることも、下町の者と親しく接することも禁止されました。そして、領主の養女として恥ずかしくないように厳しい教育を受けることになりました。わたくしが洗礼式を終えた直後に神殿長の職に就いたのは、魔力的な穴を埋めるためです。それがどれだけ大変な仕事なのか、ヴィルフリート兄様はご存知でしょう？」


「そんな……おばあ様の言っていたことと違う……」


ヴィルフリートが唇を噛んで俯く。素直なのだ、本当に。わたしの陰謀だ、と口では言っているくせに、わたしの言葉を素直に聞き入れている。そんな様子を寂しそうに見ながら、フロレンツィアはヴィルフリートの髪を優しく手で梳すいて語り掛ける。


「ヴィルフリート、ヴェローニカ様が罪を犯したことで、ローゼマインは大変な目に遭あいました。それでも、ヴェローニカ様のせいだとは言わなかったでしょう？　貴方が廃嫡の危機に陥った時には精一杯助力してくれたでしょう？　それは貴方の真実にはなりませんか？」


ハッとしたようにヴィルフリートがわたしを見た。見る見るうちに顔が赤くなっていく。


「すまぬ、ローゼマイン。私は、その、恩知らずだ。其方に色々と尽くしてもらったのに……」


「よろしいのですよ。わたくしにとって、ヴェローニカ様は前神殿長の望むままに罪を犯した困った方です。お顔も知りませんし、お名前さえ、つい最近知った方ですけれど、ヴィルフリート兄様にとっては大事な家族ですもの。わたくしより信用するのは当然です」


わたしもヴィルフリートとトゥーリならば、間違いなくトゥーリを信用する。多分、何を言われても頑なに家族を擁護すると思う。ヴィルフリートのように素直に相手の言葉を聞き入れることなんてできないだろう。その素直さはすごいと思う。


「だが、其方はその話を信じてローゼマインを侮辱ぶじょくし、禁じられている塔に入った。処分を受ける覚悟はあるのだろうな？」


突き放すようなフェルディナンドの言葉にヴィルフリートが「処分……」と呟く。


「廃嫡にして神殿に入れるか、祖母と同じく塔に幽閉するのが妥当であろう」


フロレンツィアも似た内容を口にしたけれど、息子の先を案じて出た言葉と違って、フェルディナンドの感情を排した声はひどく冷たく聞こえた。


「養父様、ヴィルフリート兄様は罪に問われるのですか？　明らかに誘導された結果ですし、塔には踏み込んだものの、まだ何もしていませんけれど……」


ジルヴェスターは口を開かずに、フェルディナンドの方をちらりと見た。できることならば罪に問いたくはないが、指摘されれば問わずにおけるはずがない。フェルディナンドを説得できなければどうしようもないという顔だ。わたしはフェルディナンドに向き直る。


「ヴィルフリート兄様は唆されただけです！　それに、わたしもヴィルフリート兄様の立場ならば同じことをしたかもしれません。だって、ヴィルフリート兄様にとってヴェローニカ様は大事なおばあ様……家族なのですから」


言葉の最後が段々と小さくなっていった。同じことをしそうだから、という理由で庇うことが馬鹿なことだとはわかっている。でも、どうにも責める気分になれないのだ。自覚があるが、わたしは家族への思いを出されると弱い。


フェルディナンドは眉間に皺をくっきりと刻んでものすごく嫌そうに顔をしかめ、「本当に君は甘いな」と呟きながら、ヴィルフリートへ視線を向けた。


「ヴィルフリート、其方は今、三つの真実を知ったことになる。祖母にあたる先代領主夫人に教えられた真実と、父親であるアウブ・エーレンフェストから聞かされた真実と、ローゼマインから見た真実だ。全てを聞いた其方が何を思い、何を考えたのか、聞きたい」


フェルディナンドの視線を受けたヴィルフリートは自分の考えをまとめようと、やや俯いて顎に手を当てる。しばらく考え込んでいたヴィルフリートがゆっくりと顔を上げ、真っ直ぐにフェルディナンドを見た。

            





ヴィルフリートの処分


「……私は、おばあ様の真実だけが他の者の真実と合わないことを不思議に思った。皆が本当のことを言っているならば、おばあ様の言葉が一番おかしいではないか。私はおばあ様が好きだが、正しいか、間違っているかで考えるとおばあ様が間違っていると思う」


堂々とそう言い切ったヴィルフリートを静かに見ながら、フェルディナンドは先を促す。


「ふむ。……それで？」


「……其方に謝らねばならぬ。色々言ってすまなかった、フェルディナンド」


素直に謝るヴィルフリートに、わずかにフェルディナンドが目を見張った。その後、眉間に力を入れてヴィルフリートを検分するようにじっくりと見つめる。


「あ、謝ったのに、そのように怒らなくても良いだろう……」


更に厳しい目で見られるようになったヴィルフリートが顔を引きつらせ、泣きそうになった。


「大丈夫です、ヴィルフリート兄様」


「何が大丈夫なのだ!?」


凍りつくような視線に晒されているヴィルフリートが悲鳴のような声を上げたので、わたしは胸を張って説明してあげる。わかりにくいけれど、別に怒っているわけではない。


「謝罪した後の方が、フェルディナンド様のお顔が険しくなっているように見えますけれど、これはフェルディナンド様が身を入れて話を聞く気になったからです。ヴィルフリート兄様のお言葉はきちんと届いておりますから、このまま頑張ってくださいませ」


「……そ、そうなのか？」


ヴィルフリートはわたし、フェルディナンド、自分の隣で手を握って支えようとしているフロレンツィアを心配そうに交互に見やる。


「ローゼマイン、余計なことを言うな」


「余計なことではございません。必要なことです。フェルディナンド様も謝罪を受けたのですから、怖い顔をする前に、許す、と一言おっしゃれば良いのですよ」


フンと鼻を鳴らしたフェルディナンドが「まだ許すつもりがないから何も言わなかっただけだ」などと可愛げのないことを言いながら、ヴィルフリートに視線を向けた。


「お茶会にいた貴族達をどのように思ったのか聞かせてもらおうか」


「あの貴族達は……親切そうに私に教えてくれたが、犯罪を勧めたのだから、親切でも何でもなかった。オズヴァルトが言っていた、笑顔で近付く者が自分の味方だとは限らない、というのはこういうことか、とわかった」


言われただけでは理解できなかったことが実体験を通して、身に染みて理解できたのだろう。オズヴァルトが悔しそうに顔を歪めた。もう少し早く理解していれば、そんな言葉が聞こえる気がする。フェルディナンドはヴィルフリートの大事な気付きに、一つ頷いた。


「だからこそ、知らぬ貴族とは口をきくなと教えられるし、迂闊なことを言うなと叩き込まれる。危険を少しでも排除するために、其方等に面会できる貴族は筆頭側仕えが選別するのだ」


「禁止されることには意味があるのか……」


領主の子は「あれをするな」「これをしてはいけない」と禁止事項が山のようにある。それを教えられ、何度も言い聞かされたとしても、意味を理解していなければ守れるはずがない。


「何の意味もなく禁止されるわけではない。教育として叩き込まれることにも意味がある」


「……それは文字や計算やフェシュピールの練習で知っている」


「そうか。他に思ったこと、考えたことはあるか？」


「おばあ様が犯した罪も、見る者が変われば全く違う。様々な意見を聞くのは大事だと思う」


ヴィルフリートの意見を聞いたフェルディナンドが、眉間に深い皺を刻み込んで考え込む。


わたしはグッと拳を握った。何とか救う方向へ持って行きたい。確かに驚くほど迂闊なことをしてしまったし、罪を犯してしまったわけだが、ヴィルフリートはきちんと成長している。今まで教育が全く足りていなかっただけで、できない子ではないのだ。今回もきちんと大事なことに気付いた。わたしも色々な意味で勉強になった。


「今回は廃嫡にして神殿に入れるか、祖母と同じく塔に幽閉するのが本来の処分だろう。……だが、少し難しい」


「どう、難しいのだ？」


ジルヴェスターもフェルディナンドと同じように眉を寄せる。


「敵の狙いがわからぬ。真実が人によって違うのと同様に、一つのことに複数の者が加担している場合、それぞれの狙いが同じだとは限らぬが、今回は多くの人間が関わりすぎている」


フェルディナンドが自分の書いた手元の紙を見ながら苦い声を出した。


「あの塔は扉さえ開けば、他の者も入れるのだ。扉を開けられる者が誰なのか知っていて、塔の場所を知っている者ならば、扉さえ開けば中に入ることができることもわかっているはずだ。それなのに、先代領主夫人を助け出すでもなかった」


「誰でも入れるのか!?」


我々には入れない、と言われて納得していたらしいヴィルフリートが驚きの声を上げた。


「其方がいたのだ。入れる。罪を犯したくないから入らなかったというのが一番考えられる理由だが、情報提供した者が先代領主夫人を助け出すつもりなどなかったから、他の者は入れないと塔の情報として教えたということも考えられる」


貴族の考えることが複雑怪奇で、わたしには理解できない。


「そ、そうなのですか……。えーと、では、扉を開けられるのはどなたでしょう？」


とりあえず情報を整理したいと思ったわたしに答えてくれたのはジルヴェスターだった。


「あの塔の扉を開くことができるのは、礎いしずえの魔術に関わることができる者のみ。つまり、フロレンツィアとボニファティウスとフェルディナンドと私。それに、ヴィルフリートとローゼマインだけだ」


「問題は、どうやってあの塔のことを知り得たのかということだ。扉には結界があるため番人など置いておらぬし、周囲の木々に隠れがちな塔の存在やその使い方を知る者は限られている」


「それなのに、お茶会で話題に出せた人物がいるということですか。じゃあ、その線から罠わなにはめた人物を特定できますよね？　塔の前にいた男はおじい様ですか？」


フェルディナンドの言葉にわたしが首を傾げていると、ヴィルフリートがむっとしたように眉を吊り上げた。


「ボニファティウス様ならば私にもわかる。見知った顔ならば名指しで報告したぞ」


「だいたい、ボニファティウスは、若い者には負けぬと私に張り合って狩猟大会で大暴れしていた。塔の前でおとなしく子供の相手をしていたら、誰もが不審に思うはずだ」


……おじい様が養父様に張り合って狩猟大会で大暴れ？


あまり接点のないボニファティウスについて考えている間に、フェルディナンドがトントンとこめかみを叩きながら自分の意見を口にする。


「旧ヴェローニカ派はヴィルフリートを派閥の旗頭にしたいのだろうと私は考えていた。それならば、可愛がってくれていた祖母の現状を吹き込んで、両親やローゼマインとの間にひびを入れることは心理戦としては有効な手段だ。実際、半分ほどはうまくいっていた」


フロレンツィア派の中心人物であるわたしとヴィルフリートの間に溝みぞを作ることで、実子と養女のどちらに付くか、どのように動くかを迫れば親子の溝も作れただろう。


「だが、このままでは旗頭どころか廃嫡か処刑だ。領主派と反領主派を作りたいのかもしれないが、廃嫡や処刑をされれば派閥などできるはずもない。そう考えると、塔に入れるのは明らかにいきすぎで、旗頭というよりはヴィルフリートの排除が目的にも思える」


「それはおかしいだろう。ヴィルフリートの排除が目的ならば、連れ出した時点で消すのが一番ではないか」


ジルヴェスターが眉を吊り上げて指摘し、自分の身に迫っていた危険を突きつけられたヴィルフリートが体を震わせた。目的が派閥作りからヴィルフリートの排除という危険度の大きいものになってぞっとする。フェルディナンドはジルヴェスターの意見に同意して頷く。


「そうだ。確実を期するならば、あの時が最大の機会だった。それを逃している」


「つまり、ヴィルフリート兄様の排除が目的というわけでもないということですよね？」


「むしろ、どうなっても良いように見える。……他には、ヴィルフリートの教育の遅さを知らなかった貴族がヴィルフリートの性格や行動を読み違えたということも考えられる。だが、そのような不確実なことを計画に入れることが、まず間違っている」


あれだけの人数を動員しているのだから、それほど不確実な計画を立てるはずがないそうだ。難しい顔でフェルディナンドがコンコンとテーブルの上の紙をペン先で叩く。


「……正直な話、ヴィルフリートが目的ではないのかもしれぬ。ヴィルフリートを陥れることは前座で、その後に本命の計画が動き出すのではないかと深読みすれば、誰がどのように狙われているのか、更にわからなくなる」


「うーむ……。一体狙いは何なのだ？」


考え込むジルヴェスターを見た後、一瞬だけこちらを見たフェルディナンドの視線に、「狙われているのは君かもしれない」と言われた気がした。わたしは何とも言えない悪意に満ちたあれこれを聞いて、ハァと大きく溜息を吐く。


「……完全に嫌がらせですよね」


「嫌がらせ？」


「そうです。ヴィルフリート兄様にはおばあ様の現状を見せて家族関係にひびを入れ、両親である領主夫妻には罪を犯した息子への処遇で悩ませる。どのように処分しても貴族の不満は出てくるでしょう？　それに、関わった貴族を一斉に処分できるほどの魔力的な余裕はないし、かと言って、処分せずに残しておくのも危険。どう転んでもエーレンフェストのためにはならない、外部からの嫌がらせとしか思えません」


わたしの言葉に、ジルヴェスターが目を丸くした。


「……貴族の対立ばかりを考えていたから、外部からの嫌がらせは考えていなかったぞ。なるほど。ローゼマイン、其方、意外と賢いな」


「意外と、とは何ですか、養父様!?」


わたしが噛みつくように怒鳴ると、ジルヴェスターは「では、賢いローゼマインに質問だ」と言いながら、存外に真面目な顔つきでわたしを見た。


「外部からの嫌がらせと仮定しよう。その外部は私に強い憎悪ぞうおを抱いているとして、何をすれば彼等が一番嫌がると思う？」


「それは現状維持でしょう。引っ掻き回したいのに、引っ掻き回せずに終わるのが一番嫌ではないのですか？」


嫌がらせしたはずが、雨降って地固まるをされると一番嫌なのではないだろうか。わたしの答えに、ジルヴェスターは顔をしかめた。


「現状維持か……。だが、ヴィルフリートが明らかに罪を犯した状態で現状維持などできぬぞ」


「……でも、これだけ本人が犯罪事実をハッキリと認め、それを証拠としているのだから処分はいつでもできるではありませんか。処分より唆した相手やその目的に関する情報を集めるのが先ですよ。問題の先送り、いえ、情報が出揃うまでは現状を維持すればいかがですか？」


ジルヴェスターは心が動いたようだが、フェルディナンドはスパッと却下きゃっかする。


「駄目だ。そのような対応では領主の権威に傷がつく。相手の狙い通りだ」


「領主の権威に傷をつけることが目的ならば、どのように処分しても、処分しなくても落ちますよ。相手の狙いがエーレンフェストの魔力を削そぐことならば、ヴィルフリート兄様を排除したり、今回のことに関わった貴族を処分したりすることで相手を喜ばせる結果になりますよね？　まずは現状維持で情報収集して、処分した方が良いのかどうかはそれから考えましょう」


わたしがそう提案したけれど、フェルディナンドは頑なに首を横に振る。


「全く何の咎めも無いわけにはいかぬ。ヴィルフリートへの処分は絶対に必要だ」


「では、処罰するように見せかけて、実際は現状維持するとか……」


「お姉様には妙案があるのですか？　お兄様を助けてくださるのですか？」


それまで泣きそうな顔でじっと座って大人のやり取りを聞いていたシャルロッテが期待に輝く目でわたしを見た。ヴィルフリートを助けてほしい、と祈っているのがわかる。


……どうしよう？　シャルロッテに良いところを見せたい。いいカッコしたいけど、妙案なんてないよ！　おおぅ、おおぅ！


心の中でのたうち回りながら、わたしは必死に頭を回転させた。考えなしと言われる脳みそをフル回転させて、犯罪人の扱いをわたしが知る限り思い出す。


「相手の特定と狙いがどこにあるのかを知るのが先なら、記憶を覗く魔術具を使いましょう」


人数が多くて、全ての顔を覚えていない。噂を聞くために自分から近付いて行ったため相手が名乗っておらず、名前がわからない。そうヴィルフリートは言っていたが、記憶を覗けば、相手を確定することは容易いはずだ。


「唆されたとはいえ、今のヴィルフリート兄様は重大な犯罪者ですよね？　重大な犯罪者に対して使う魔術具を、敵を特定するために使うのです。そうすれば、ヴィルフリート兄様に処罰を下した印象を回りに与えることができますし、ヴィルフリート兄様を唆した相手を特定できます。その上で現状維持しておけば、こちらに考えがあって、敢えて泳がせているように見せることができるのではないでしょうか？」


精一杯の提案をフェルディナンドはこめかみを指先で軽く叩きながら吟味ぎんみしていく。フェルディナンドの厳しい視線とシャルロッテの期待に満ちた視線を受けながら。わたしは続けた。


「恥ずかしい記憶まで全て見られるのですから、ヴィルフリート兄様への罰になりますし、養父様が覗けば今までの生活の何がいけなかったのか認識できると思います」


「確かにあれを使えば、少なくとも領地内の危険な貴族が完全に特定できる。ヴィルフリートの記憶を元に、特定された貴族に処罰を与え、ヴィルフリートを次期領主から外す。これでどうだ？　ジルヴェスター」


ヴィルフリートを次期領主と決めてしまうから狙われるのだ、とフェルディナンドがフンと鼻を鳴らす。ジルヴェスターは安堵の笑みを唇に乗せながらヴィルフリートを見た。


「ヴィルフリート、其方を重大な罪を犯した者として扱い、魔術具を使い、記憶を探る。同時に、次期領主の内定を取り消す。これを今回の処分とする。以後、迂闊な行動は取らないように。特に、側仕えや護衛騎士を側から決して離すな」


「はい」


神妙な顔でヴィルフリートが頷き、重すぎない処分が決まったことで、部屋の空気が緩まった。「よかった……」とシャルロッテが胸元を押さえ、フロレンツィアが「本当に……」と目元の涙をそっと拭ぬぐってヴィルフリートを抱きしめる。


「貴方がまだわたくしの手元に残ってくれるだけで、わたくしは本当に嬉しいのです。ローゼマイン、ありがとう存じます」


わたしがニコリと笑ってフロレンツィアに答えると、フロレンツィアの腕の中でヴィルフリートが少し恥ずかしそうに身動みじろぎし、「ローゼマイン」とわたしを呼んだ。


「わたしはおばあ様が好きだが、おばあ様が間違っていたと、今はよくわかった。……其方を疑って悪かった。すまぬ」


「もういいのですよ、ヴィルフリート兄様」


シャルロッテが椅子から飛び降りて、わたしのところへと駆け寄ってきた。


「お姉様、すごいです！　わたくし、お姉様を尊敬いたします！」


「シャルロッテの一言で全てが報むくわれた気がいたします」


……わたし、やったよ！　尊敬されるお姉様になれたよ！


わたしとシャルロッテが手を取り合って喜んでいると、ジルヴェスターとカルステッドが「よくやった」と今回の提案を褒めてくれた。


フロレンツィアの腕の中から抜け出したヴィルフリートが自分の側仕え達に「これからも頼む」と声をかけているのが見える。ランプレヒトが大きく頷いていた。


その様子を見ていたフェルディナンドが立ち上がり、ヴィルフリートの方へと数歩歩を進める。何を言われるのか、とわずかに身構えるヴィルフリートに声をかけた。


「ヴィルフリート、其方には領主の子として消しがたい汚点おてんが残ったことになる。だが、腐らずにこのまま努力することができれば伸びるだろう。其方の素直さは得難い美点だ」


最初、何を言われたのか理解できないように、ポカンと口を開けてフェルディナンドを見上げていたヴィルフリートの顔が、だんだんと嬉しいような、困ったような顔に変わっていく。


「……努力、します」


そう言ってヴィルフリートがその場に跪いた。


「私に与えられた機会を無駄にしないよう、努力します。……フェルディ、いえ、叔父上」


ヴィルフリートに対して何を言うでもなくそのまま退室していったフェルディナンドだが、いつもよりちょっとだけ早足だったことが、わたしにはわかった。

            





ユレーヴェ作りと魔力圧縮


ヴィルフリートの話し合いが終わって数日後、神殿に戻っていたわたしはフェルディナンドに「ユストクスからの情報がもたらされた」と呼び出された。ルッツ達と一緒に新しい髪飾りを持ってきてくれたトゥーリと久し振りに会って、家族の手紙をもらって浮かれていたわたしは、隠し部屋に入って早々に「何の情報ですか？」と尋ねて叱られた。


「我々が集めている情報が何だったのか覚えていないのか？　たった数日前のことだぞ」


「たった数日前のことでも、終わったことをいつまでも考えていられませんよ」


試験が終われば特に興味もない試験範囲のことなんて数日間で急速に薄れていく。麗乃時代はそうだった。短期記憶というやつだ。だいたい、わたしには新しい紙の使い方とか、新しいインクとか、トゥーリの手紙とか、次のカミルのおもちゃとか、他に考えることがたくさんあるのだ。いつまでも終わったことに構っていられない。


「終わったことではない。あれは様子見のようなもので、むしろ、これから始まることだ」


思いも寄らなかった言葉に「えぇっ!?」とわたしはのけぞった。あれが様子見ならば、次は一体何が来るのだろうか。貴族達の思考や行動は全く予想がつかない。


「方々の情報を統合して考えた結果、様子を探られているのではないか、という結論に達した」


「だから、様子見ですか？」


「あぁ、そうだ。ヴィルフリートが誰の意見を最も聞き入れるのか、罪を犯した我が子をジルヴェスターがいかに扱うのか、その際の周囲の反応がどうなるのか、エーレンフェスト内の貴族達がどのように動くのか……試されていると思われる」


ヴィルフリートのような子供を使った嫌がらせで様子見。ずいぶんと性格の悪い計画だ。


「そのまどろっこしいことをする相手は、特定できたのですか？」


「幽閉された場所を知っていて、開け方を知っている者。先代領主夫人を助け出すことを目的とするわけではなく、標的がヴィルフリートだったこと。廃嫡、処刑、不和、どれがエーレンフェストに起こっても構わないような計画の立て方。……派閥の名を冠する者しかおらぬ」


どうやらフェルディナンドの中で敵は確定してしまったらしい。薄い金色の目が真剣な光を帯びて、わたしを見る。


「なるべく早くエーレンフェストの守りを固めたい。ローゼマイン、できる限り早めに魔力の圧縮方法を教えてほしいのだが、良いか？」


「以前にも言ったように、お薬を作ってからです。皆が戦力を整えても、わたくしが虚弱きょじゃくなままならば、わたくしだけが危険ではありませんか。魔力圧縮よりわたくしの健康が先です」


わたしが同じように見返すと、フェルディナンドは仕方がなさそうに立ち上がった。


「わかった。明日の午前の執務時間を調合に当てよう」


……明日って、ずいぶん急なんだけど？






次の日の三の鐘から四の鐘までの間、お薬作りをすることになった。普段ならば三日くらい余裕を見て予定を立てるフェルディナンドが、翌日の午前中に執務時間を潰して薬作りだ。それだけ危険が迫っているということだろうか。隠し部屋に通されたわたしは、材料を取り出したり、機材の確認をしたりして何やらごそごそとしている背中に問いかけた。


「神官長、もしかして魔力の圧縮はかなり急がなければならないのですか？」


わたしの質問に、フェルディナンドは驚いたように振り返って「今頃何を言っている？」と苦虫を噛み潰したような顔になった。


「……ローゼマイン、君の魔力圧縮で効果が出るまでにどのくらいかかる？」


「知りません。わたしは生きるために無意識で圧縮してきましたから。……ダームエルには春の終わりに教えましたけど、元々ちょっと魔力が伸びていたみたいです。完全に成長が止まった大人に使うのは初めてなので、本当に効果があるのかどうかさえ全くわかりません」


わたしの答えにフェルディナンドは「さもありなん」と呟いた。


「我々が試してみて魔力が増えれば、同じ派閥の者にも挑戦させる。それから、魔力目当てに派閥に入る者にも教えていくことになるが、エーレンフェストの魔力の底上げをする、と考えれば一体どれだけの年月がかかる？　できることならばゲオルギーネが訪れる来年の夏までに、せめて、我々だけでも魔力を増幅させておきたいのだ」


少しずつ魔力が伸びていたダームエルは半年ほどかかって周囲にもわかる程度に魔力が伸びた。成長が止まっている大人でも魔力が伸びるか、どのくらいの期間がかかるのか、ゲオルギーネが再びやってくる来年の夏までに実験して結果を得たいとなれば本当に時間がない。


「……急務ですね」


再びゲオルギーネがやってくるまで、と言われれば、わたしもフェルディナンドの焦りがわかるような気がした。様子見であれだけ騒動の種をまいてくれる人だ。本腰を入れられたらどうなるかわからない。


「そのため、できることならばユレーヴェ作りは後回しにしたい」


フェルディナンドにそう言われ、わたしは慌ててブルブルと頭を振った。ここで譲ると、どんどん後回しにされてしまうのが目に見えている。わたしは早く健康になりたい。


「嫌ですっ！　ダメですっ！　それって、つまり、ユレーヴェ作りがゲオルギーネ様の後に回るってことですよね？　最初は素材を集めたらって言っていたのに、シャルロッテの洗礼式の後、いや、奉納式や祈念式が終わってからって言われて、今度はゲオルギーネ様の後だなんて、どこまで後回しにするつもりですか。急いで薬作りを終わらせて、それから魔力圧縮です」


「強情な……」


我儘わがままはお互い様だ。どれほど我儘だと思われようとも、これは譲れない。


「何か起こる前に神官長が魔力を圧縮したいのと同じように、わたくしも健康を手に入れたいです。今のままでは何かあっても走ることさえできないではありませんか！」


他人の魔力増幅より自分の健康だ。「誰が狙われるのかわからない」と言ったのはフェルディナンドである。底上げというならば、わたしの体力が最優先に決まっている。


「……なるほど。確かにそうだな」


必死の主張が通じたようで、フェルディナンドは一つ頷くと木箱を抱えて隠し部屋を出る。


「薬を調合する場所が必要なので、まずは君の神殿長室に隠し部屋を作る」


「え？　ここで良いではありませんか」


わたしが素材と機材の溢あふれる部屋を見回すと、フェルディナンドも同じように見回した。


「……作業するには狭すぎるではないか」


実験道具のような機材と素材がたくさん、その上、資料や自分でまとめた実験結果などの大量の紙と木札。ここは物が多すぎる。おまけに、ここは孤児院長室の隠し部屋と違って一定の魔力がなければ入れないので、掃除をする側仕えが入れない。実験が大詰めの時や新素材が見つかってフェルディナンドがあれこれ考えている時は、部屋の状態がひどいことになるのだ。


「君が薬を飲んで眠る場所が必要になるので、どうせ隠し部屋は作らねばならぬ。ついでに、調合ができるように大きな部屋にするくらい大した手間ではないのだから、さっさとしなさい」


ユレーヴェを使えば昏睡こんすい状態に陥ることがわかっているので、危険を避けるためにも入室できる者を制限した隠し部屋が必要になるらしい。


「どのくらいの広さが必要ですか？」


「神殿長室くらいの大きさがあれば十分だ。魔力の登録は君と私でする。君が眠っている間、誰も入れないようでは困るからな」


フェルディナンドに言われるまま、神殿長室に隠し部屋を作ることになった。孤児院長室や小神殿でも作ったことがあるので、それほどの緊張はない。神殿長室にある隠し部屋へ続く扉の魔石に、魔術具の指輪をはめている左手を当てて魔力を流し込んでいく。


わたしの魔力を得て、扉に青白い光を放つ魔法陣が浮かび上がった。魔力登録のために自分の魔力を流し込むと、青白い魔法陣の上を赤い光が走り始める。同時に、扉の魔石を押さえた自分の手首の辺りに赤い光が走り、複雑な模様と文字を描いていく。


……このファンタジーっぽいの、何回見てもいいなぁ。ドキドキする。


高揚こうようした気分で魔法陣を走る魔力を見つめていると、フェルディナンドがわたしの手に自分の手を重ねて魔力を流し込み始める。そういえば一緒に魔力を登録すると言っていた。流れる魔力が多くなったせいか、魔法陣を走る赤の光が強くなっていく。


……そういえば、一緒に登録ってどうするんだろう？


わたしが首を傾げていると、わたしの背後にいるフェルディナンドがシュタープを右手に握り、「スティロ」と唱えた。ペンに変化したシュタープで魔法陣に触れると、赤い光で書かれた文字が消えたり増えたりしながら踊るようにして動き始める。魔法陣から飛び出した文字が弾けるように消え、シュタープの先で書かれた文字や図形と入れ替わって、魔法陣がどんどんと書き換えられていく。シュタープで文字を自在に操り、魔法陣を書き換えていく光景は、不思議で、綺麗で、自分でもやってみたくなる魅力にあふれていた。


「神官長、この文字がふよふよくるくるってするの、すごくカッコいいです。わたくしにも魔法陣の書き方を教えてください」


「それは君がシュタープを手に入れてからの話だ」


「あぅ」


わたしがカッコよく魔法陣を書けるようになるのは、まだまだ先のことらしい。ガックリと肩を落とすのと、隠し部屋が完成するのはほぼ同時だった。


「これで良かろう」


隠し部屋ができると、フェルディナンドは魔石が付いているブローチを側仕えに付けさせた。神殿長室の隠し部屋に入る許可を得ていることを示す識別の魔術具だそうだ。その側仕え達を動員して、自分の隠し部屋から素材の詰まった木箱をどんどんと運び込ませていく。


「その箱はそちらの隅に並べていってくれ」


フェルディナンドは側仕えに指示を出しつつ、大きな布を部屋の真ん中に広げ始めた。一見すると、収穫祭の時に徴税官が使う転移用の魔法陣に見える。


「神官長、これは転移用の魔法陣ですか？　徴税の時の物に似ていますけれど」


「あぁ、似たようなものだ。少し下がっていなさい」


フェルディナンドはわたしを下がらせて、魔力を流し始めた。徴税用の魔法陣は大量の物を置いてそれを一気に城へ運ぶための転移陣だったが、これは逆に別の場所にある物を取り出すための魔法陣だったらしい。魔法陣に手を突っ込むようにして色々と物を取り出し始める。


……うはぁ、イギリスのお話の某乳母みたい。


魔法陣から白い石造りの風呂になりそうなくらいの大きな箱やわたしが入れそうな大きな鍋、櫂かいのような長い金属っぽい棒、大きなテーブル、木箱がいくつも取り出されていく。ちなみに、取り出された物を運ぶのは側仕え達だ。


「……わたくしの隠し部屋なのに、何だか神官長の第二の工房のようになってきましたね」


「私の工房ではなく、むしろ、君の工房だ。どうせ貴族院に入れば必要になるのだから、今から持っていても特に問題なかろう」


わたしの工房と言われただけでテンションが上がった。本棚を置いて資料をたくさん置けるようにしようか、それともいっそ集密書庫のようにしてみようか、と夢が広がっていく。


「ローゼマイン、ぼんやりしていないで調合鍋に君が集めた季節の素材を入れていきなさい」


わたしが夢の工房を思い描いていると、大きな鍋を指差してフェルディナンドが指示を出す。鍋に素材を入れて魔力で練り合わせていくのだそうだ。


「大きい鍋ですね。わたくしが入れそうです」


「なんだ、煮込んでほしいのか？」


フェルディナンドの目が本気に見える。わたしは慌てて首を横に振った。


「わたくしは煮ても焼いても食べられません！」


「腹を壊しそうなので食べる気は毛頭ない。……良い魔力が取れそうだと思っただけだ」


「余計に怖いですよっ！」


フェルディナンドを警戒しながら、わたしは帯の上から付けられている飾り紐ひもを外した。袖が邪魔にならないようにたすき掛けにして、高さを調節するための木箱の上に立つ。目の前には大きな鍋、手には舟をこぐ櫂のようなへら。三角巾があれば、完璧に給食のおばちゃんだ。


「君が採集した魔石を一つずつ、春の素材から季節順に入れていくのだ。一つ目が溶けだしたら、次を入れていくように」


わたしはフェルディナンドに言われた通り、ライレーネの蜜みつを変化させた緑の魔石を鍋に入れて、長くて大きな櫂でぐるぐる混まぜていく。櫂に魔力が吸い取られていくのがわかった。


「神官長、お薬の調合って、もしかして結構魔力が必要になりませんか？」


「品質にこだわれば、必要になる。後は量にもよる」


フェルディナンドはテーブルの上で天秤を使って、魔石以外の素材の分量を量りながら簡潔に答えた。その横顔が邪魔をするな、と言っているのがわかる。素材を量る真剣な目は珍しく生き生きとしている。実験が楽しくて仕方がないらしい。完全に趣味の世界に入っている顔だ。


逆に、わたしはすぐに調合に飽きてきた。箱の上に立ってぐるぐる混ぜるだけだ。つまらない。魔石が鍋の中でカランコロンカチャンと音を立てているが、全く何の変化もない。


……これ、いつまで続けるんだろう？


そう思っていたら突然魔石がどろりと形を崩し始めた。鍋の底にくっつくように、でろんと形を変えていく。


「うわわっ！　神官長、魔石がどろりとしてきました！」


「次を入れて、そのまま混ぜ続けなさい」


わたしはリーズファルケの卵を変化させた青い魔石を鍋に入れ、混ぜ続ける。溶けた緑の魔石があるため、青の魔石を混ぜても音が鳴らない。その代わり、櫂を動かすのが重くなった。


ぐるぐるぐるぐる……。ぐるぐるぐるぐる……。


緑の魔石が溶けているためだろうか、青の魔石は溶け始めるのが早かった。形が崩れ始めたのを見て、リュエルの実を入れて混ぜ、最後にシュネティルムの魔石を入れる。


ぐるぐるぐるぐる……。ぐるぐるぐるぐる……。


「神官長、腕がだるいです」


「少しでも早く、と急ぎでユレーヴェ作製を望んだのは君だ。我慢しなさい」


わたしの訴えをあっさりと流しながら調合鍋の中を覗き込み、フェルディナンドは次々と見たことがない素材を入れていく。混ざりやすいように小さく切られた素材を鍋に入れるところは、何となく料理に似ている。几帳面きちょうめんにきっちりと刻まれた素材の数々を見ていると、フェルディナンドはもしかしたら料理人に向いているのではないだろうか。


ぐるぐるぐるぐる……。ぐるぐるぐるぐる……。


「神官長、ちょっと休憩したいです」


フェルディナンドが「必要ない」とすげなく却下し、木箱から小さな壺つぼを取り出した。その壺から黒い液体がたらりと鍋に垂らされていく。四色のマーブルに黒い物を入れられたことにわたしはぎょっとしたけれど、鍋の中の色は全く変わらない。どうして変わらないんだろう、と覗き込んでいると、今度は鍋の中の分量が一気に増え始めた。


「うひゃあっ!?　零れる!?」


「零れるような量を入れるわけがなかろう。いちいち驚かないように」


「鍋の底に少しだった薬が、瞬く間に鍋の八分目を超えれば誰だって驚きますよ！　わたくし、こんなに飲めません！」


少し余った分は常備薬として置いておこうと思っていたが、こんなにいらない。わたしが調合鍋を指差して言うと、フェルディナンドが軽く肩を竦めた。


「杯の半分ほどは飲むが、どちらかというとユレーヴェは飲むのではない。浸つかるのだ」


そう言いながらフェルディナンドは白い石でできた四角い箱を指差した。できたユレーヴェをあの箱に入れて、わたしはあの中で眠ることになるらしい。予想外だ。今までの薬は全部飲んでいたし、常備薬としてフェルディナンドは腰に下げているらしいし、飲む物だとばかり思っていた。


「……溺おぼれませんか？」


「ユレーヴェで溺死できししたという話は聞いたことがない。案ずるな。それよりも手が止まっている。最後の仕上げだ。きちんと混ぜろ」


わたしがぐるぐる混ぜる鍋の中に、フェルディナンドが何かの薬をほんの一滴。ポトンと落とした。その瞬間、薬の表面がカッと眩まぶしく光って薄い青の薬になった。


「完成だ。これで、いつでも使える」


フェルディナンドはそう言いながら調合鍋に蓋ふたをして、その蓋の上から魔法陣の付いた布を被かぶせた。品質が落ちたり傷んだりするのを防ぐための物らしい。フェルディナンドの不思議道具には便利用品がたくさんありそうだ。今度一覧表を見せてほしいものである。


「神官長、これを使ったらどのくらいで目覚めるのですか？」


「一月ひとつきから季節一つ分といったところか。正直なところ、見当が付かない。だが、少々長引いても問題ないようにやるべきことは予め片付けておけばよかろう」


「やるべきこと……家族に手紙を書いたり側仕えに指示を出しておいたり……ですか？」


「あぁ、そうだ。君が眠っている間、印刷業に関する業務は後見人である私が受け持つことになる。なるべく面倒事は持ち込まないように、とベンノに連絡しておきなさい」


季節一つ分も眠ってしまうことになればウチの家族が驚くに違いない。ユレーヴェを使うことになった時のためにルッツに渡してもらう手紙を準備しておかなくてはならない。


孤児院はヴィルマに任せておけば大丈夫だし、側仕えの業務もフランとザームがいれば平気だと思う。工房が一番心配だけれど、わたしがいなければ業務が拡大することはないと思うので、印刷するためのお話だけ準備しておけばギルとフリッツが回してくれるはずだ。ユレーヴェを使う予定の春までに根回ししておくことを指折り数えて確認していると、フェルディナンドから苛立たしそうに睨まれた。


「約束通りユレーヴェも作製したので、これ以上の我儘は聞かぬ。明日は城へ行くぞ」


「契約書の準備はできているのですか？」


「行き当たりばったりの君と同じに考えるのではない」






フェルディナンドに急かされて、次の日の午後に魔力圧縮の方法を教えることになった。関係者以外は人払いされた領主の執務室には、わたしがお願いしてあった通り、木箱と数枚のマントと革袋とアイロンが準備されている。部屋にいるのは、わたし、フェルディナンド、領主夫妻、カルステッド一家、最後に契約魔術にサインしなければならないダームエルの十人だ。


「では、こちらの契約書にサインをお願いします」


わたしの敵に回らないこと、魔力圧縮の方法は他の誰にも教えないことなどの条件が書かれた契約魔術の書類に皆が順番にサインをして、わたしはお金を回収していく。


上級貴族は大金貨二枚で、同じ家族の二人目からは半額だ。この先、中級貴族は小金貨八枚、下級貴族は小金貨二枚を払ってもらう予定になっている。その半額を契約魔術のためのお金として、エーレンフェストに納めることにしたらジルヴェスターには泣いて喜ばれた。今回お金は免除されているダームエルにも他の皆と同じように他言できないように書類にサインしてもらい、契約魔術が終わってから説明を始める。


「では、ダームエルに助手をしていただきましょう」


わたしは、ダームエルに教えた時と同じように魔力圧縮のやり方を見せた。木箱にバサッと広げたマントを突っ込み、それをぎゅうぎゅうと押し込むのが貴族院での圧縮方法だと言い、なるべく魔力を多く詰めるためにはマントを丁寧に畳むように魔力を圧縮すると良いと教えながら、ダームエルと一緒にマントを畳んで木箱に入れていく。


「なるほど。確かに目で見るとずいぶんとわかりやすいし、魔力が圧縮しやすいな」


目を閉じたジルヴェスターが自分の中の魔力を動かしていく。


「養父様、成長期を過ぎた大人でも魔力が増やせそうですか？」


ジルヴェスターは「できそうだ」と楽しそうに言った。ジルヴェスターは自分でマントを畳んだことなどない人なので、目で見て、畳むという行為をイメージできるようになると、予想以上に余裕ができたらしい。カルステッドもエルヴィーラも目を閉じて集中しているのがわかった。


「急に圧縮すると、魔力に酔って気分が悪くなるようです。無理はしないでくださいね」


少し圧縮して魔力を増やし、増えた分をまた圧縮していく。その積み重ねで魔力を増やしていくのだが、いきなり体内の魔力濃度を上げると魔力酔いするとダームエルが言っていた。わたしは常に気持ちが悪くて倒れていたので、どれが魔力酔いかわからないけれど、魔力を圧縮することはあまり体に良いことではないようだ。夏までに増やしたいダームエルは結構無理をしているようだけれど、少しずつ魔力濃度を上げ、体を慣らすことが大事らしい。


「これならば私でもまだ増やせそうだな」


「すごい、すごい。結構余裕があったみたいだ」


「これでどんどん増やして、ランプレヒト兄上やエックハルト兄上より強くなるんだ」


エックハルト、ランプレヒト、コルネリウスが驚きの声を上げながら魔力を扱っている。皆、側仕えが付いている上級貴族のおぼっちゃまなので、マントを畳むこともあまりないのだろう。ぎゅうぎゅうに押し込むイメージしかしていなかったならば、結構余裕ができるはずだ。


皆が新しい魔力圧縮に驚きの声を上げる中、フェルディナンドだけは難しい顔で「残念ながら、私はあまり効果がなさそうだ」と首を横に振った。すでに同じようなイメージで圧縮していたらしい。さすが几帳面で真面目なフェルディナンドである。どのようにすれば少しでも魔力が増えるのか、貴族院時代に色々と挑戦していたそうだ。


「では、フェルディナンド様はもう一段階先に進みましょう」


その先があるとは思っていなかったらしいフェルディナンドにニコリと笑い、わたしは畳まれたマントを数枚、革袋に入れた。その上に乗って体重をかけ、ぎゅぎゅっと革袋を押し潰す。最初に比べて体積が半分以下になった革袋を見て、フェルディナンドが目を丸くした。


「どうですか、フェルディナンド様？　これがローゼマイン式圧縮方法です」


「ふむ。やってみよう」


フェルディナンドは目を閉じると魔力圧縮に取り組み始めた。


しばらくの間、眉間に皺を寄せて脂汗が浮くほどに集中していたが、突然腰に下げている薬入れを取ってぐっと呷あおる。薬を飲み終わると、また目を閉じて集中し始めた。


「フェルディナンド様、何を飲んだのですか？」


「魔力を回復させる薬だ。増やさねば圧縮できぬであろう？」


当たり前のことのように言われて、わたしはひくっと頬を引きつらせた。


「それってものすごく体に悪いですよね!?　わたくし、先程いきなり魔力を圧縮しすぎると体に負担がかかると言いましたよね？　危険なことは止めてください！　危険を減らすために色々と条件を付けて契約魔術まで結んでいるのに何をしているんですか!?」


自然に増えるのを待っていたダームエルでも魔力酔いを起こしたと言っていたのに、薬で魔力を増やすとは何事だ。わたしが怒っているのに、フェルディナンドは「危険だと思えば止める。大丈夫だ」とパタパタ手を振って流した。そして、また集中し始める。


皆が魔力圧縮に夢中であまりにも暇なので、わたしは革袋で圧縮してくしゃくしゃになったマントにアイロンをかけ始めた。三枚目をかけ終わる頃に、フェルディナンドが目を開けた。ゆっくりと息を吐いて何とも複雑な顔でわたしを見る。


「……ローゼマイン、君はかなり頑丈がんじょうだな。精神的に」


「どういう意味ですか？」


「君ほど圧縮するのは、なかなか骨が折れる」


そう言いながら億劫おっくうそうに髪を掻き上げたが、その顔色があまり良くないように見える。むむっと眉を寄せるわたしの前で、フェルディナンドはこめかみをトントンと軽く叩いた。


「これは私個人の考察になるが、どれだけ圧縮できるかは精神力に大きく左右される。これは今まで通りだ。新しい圧縮法を知っても精神力がなければ意味がない。それから、体内の魔力の濃度が一気に変わるため、少しずつ濃度を上げるのが良いと思う。ローゼマイン式でいきなり倍以上の濃度にするとかなり気分が悪いぞ。慣れるまでに非常に時間がかかりそうだ」


真面目な顔でそう言ったフェルディナンドに、思わずわたしは眉を吊り上げた。


「ほとんどわたしが先に言ったことじゃないですか！　人の話を聞いていないのですか!?　フェルディナンド様、貴方、実は馬鹿ですか!?」


……誰か、ハリセン、プリーズ！


明確な結果が出るのは先の話になるだろうが、こうして首脳陣による魔力圧縮が始まった。

            





シャルロッテの洗礼式


わたしはでろんでろんに疲れていた。例年通りの孤児院と自分の部屋の冬支度、冬の手仕事と印刷の手配があるのに、それに加えて、フェルディナンドから冬の社交界での対応を叩き込まれ、ヴィルフリートを除く領主一族の護衛騎士達と騎士団の一部に魔力圧縮の方法を教え、シャルロッテのおねだりに応えるべく、日夜お勉強に励んでいるからだ。魔力を登録するためのメダルの管理と神話を語る部分はフェルディナンドにお願いすることになったが、下町の洗礼式よりもやることがたくさんある。しかも、全ての貴族が集まる冬の社交界の洗礼式だ。失敗してはならないという緊張感が毎日高まっていく。


……でも、わたしがしなきゃいけないことは概おおむね覚えたよ。わたし、ものすごく頑張った。


もう頭がぐらんぐらんしているけれど、シャルロッテにこの努力を見せるつもりはない。


……だって、さらっとこなしたように見せて「お姉様、すごい！」って言われたいんだもん。






半分死にかけのような有様で秋の終わりを迎え、冬が訪れる。雪がちらつく中、下町の冬の洗礼式が行われた。そこで、この世界には本当に神様がいるのかもしれない、とわたしは真剣に思った。神様はわたしにものすごく頑張ったご褒美をくださったのである。なんと、この寒い季節に扉のところまで家族が来てくれたのだ。心配そうに家族が顔を覗かせる中、もこもこに着込んだカミルがちょこちょこよたよたと危なっかしく走っている。


……ちょ、ちょっと、皆、見て！　ウチの弟、マジ可愛い。誘拐ゆうかいを本気で心配するレベルで可愛い。だって、わたし、さらってしまいたい。なに、あのお尻！　神に感謝を！


一目で疲れが吹き飛んだ。しかも、カミルがわたしに向かって手を振ってくれた。トゥーリが言ったからだけど、そんなことは関係ない。わたしにバイバイと手を振ってくれたのだ。


……あぁ、もう！　どうしよう!?　興奮しすぎて、わたし、礼拝室から部屋まで自力で戻れないかもしれない！


わたしが壇上で興奮と感動に打ち震えているうちに、無情にも灰色神官によって扉は閉められてしまった。でも、目を閉じればカミルの愛らしい姿が焼き付いている。


「ローゼマイン、ぼんやりしていないで、部屋に戻りなさい」


「……あ、神官長。ちょっと興奮しすぎて頭がくらくらしているので休憩させてください」


聖典を置くための祭壇に寄り掛かると、白い石造りの祭壇がひやりと冷たくて気持ち良い。ひんやりした祭壇で頭を冷やしながら目を閉じて、わたしはカミルの可愛い姿を反芻はんすうする。


「興奮しすぎて動けない？　君は本当に馬鹿なのか？」


魔力の圧縮をしすぎて二日酔いのような顔をしているフェルディナンドに言われたくないけれど、動けないものは動けない。


「休むならば部屋で薬を飲んで休みなさい。シャルロッテの洗礼式までに回復できぬぞ」


「それは困りますね」


わたしが目を開けると、そこには怖い顔のフェルディナンドがいた。驚きに仰のけ反ぞろうとしたわたしを無言で抱き上げて壇を下りると、下で心配そうに待っていたフランに渡す。


「フラン、これを城へ向かうまでに回復させておけ」


「かしこまりました」


真面目な顔で頷いたフランがわたしを抱き上げたまま歩きだした。部屋に戻るとすぐに薬を飲まされ、洗礼式の注意事項を書いた木札と一緒にベッドに放り込まれる。


「読み物もございますので、城に向かうまでは寝台でごゆるりとお過ごしください」


「……はひ」


ひんやりとした笑顔のフランには逆らえない。わたしは寝台で木札を握った。






洗礼式の練習と冬の間の指示を出す以外、何もさせてもらえないまま、城への移動日がやってきた。今年は移動した次の日が洗礼式である。フランによると、城にいるよりも神殿にいる方がゆっくりできるだろうというフェルディナンドの配慮はいりょらしい。おかげで万全の体調でシャルロッテの洗礼式に臨めそうだ。


わたしは朝早くからリヒャルダとオティーリエによって、神殿長の儀式服に着替えさせられた。トゥーリの新作の髪飾りを付けたら部屋を出る。


洗礼式のシャルロッテより早く大広間に入場するので、わたしは去年よりも早い時間に待合室へ連れていかれた。護衛騎士は貴族院のマントとブローチを付けたコルネリウスである。


待合室の窓からは本館の正面玄関が見え、次々と馬車が到着しているのが目に映った。家族連れの貴族が降りてきて、次の馬車からはその側仕えらしい人達が降りてくる。楽師らしく楽器を持った者の姿もあった。


「……すごい人数ですね」


「始まりの日と終わりの日はエーレンフェストの貴族が全て集まりますから混雑も当然です」


同じように窓の外を見ていたコルネリウスが小さく笑った。その間にも空からは騎獣が次々と到着していて、正面玄関はかなり混み合っている。大広間も大人数が集っているだろう。


「もう来ていたのか、ローゼマイン」


儀式用の衣装を着たフェルディナンドが入室してきた。しばらくすると文官の一人がわたし達を呼びに来た。大広間に入場する時間だそうだ。


わたしはフェルディナンドと一緒に入場した。中の配置は去年と同じだ。舞台の中央には祭壇があり、舞台に向かって左側には領主夫妻とその側近達がいる。右側にはフェシュピールを持った楽師達や、洗礼式を受ける子供の家族が魔術具の指輪を持って立っていた。


わたしが三、四歩くらい歩くとフェルディナンドが一歩足を動かす感じで大広間の中央を進んでいく。舞台に上がって、準備されていた椅子に座ると「遅い」と小声で文句を言われたが、今更そんなことを言われても困る。


わたし達の到着と共に、領主であるジルヴェスターが舞台へ上がってきた。


「今年もまた土の女神ゲドゥルリーヒは命の神エーヴィリーベに隠された。皆が共に春の訪れを祈らねばならぬ」


領主による社交界の開催が告げられると、貴族達はシュタープを光らせて上げ、春の女神の少しでも早い回復を祈る。


その後は、秋の狩猟大会で起こった事件のあらましとその処分について述べられた。ヴィルフリートが次期領主の内定から外され、記憶を探られたことが告げられ、同時に、その記憶から探り出した貴族にも処分が与えられた。元々グレーゾーンのことしかしていないので、それほどの罰が与えられるわけではない。ちょっとした左遷させんであったり、減俸げんぽうや罰金であったりと処分自体は軽微けいびなものだったが、この先、重用されることはないことが社交界で大々的に知らされたことになる。それが彼等にとって最大の処罰だ。






細々とした連絡事項が終わると、いよいよ洗礼式とお披露目の始まりだ。領主が舞台から下りていき、神殿長であるわたしは入れ替わるように舞台の中央に準備されている踏み台の上に、裾すそを踏まないように気を付けて上がる。フェルディナンドがわたしの隣に立って口を開いた。


「新たなるエーレンフェストの子を迎えよ」


大広間に響いた声に楽師が一斉に音楽を奏で始め、扉がゆっくりと開かれていく。扉の前に整列させられていた子供達が足を動かし始めた。領主の娘であるシャルロッテは先頭だ。たくさんの人に出迎えられた大広間の中央を、緊張した面持ちで歩いてくるのがよく見えた。


シャルロッテの衣装は洗礼式らしく、白のふわふわもこもことした温かそうな衣装に冬の貴色である赤の飾りや刺繍ししゅうが彩りを添えている。毛糸で編まれた赤い襟えりが付けられていて、それがくるくるとした銀に近い金髪を引き立てていた。わたしが貸した赤い花の髪飾りが淡い色合いの髪によく映えている。不安そうに揺れていた藍色の瞳がわたしを見て、小さく笑った。


……頑張れ、シャルロッテ。わたしも頑張るからね。


子供達が舞台の前で一度足を止めると、わたしはシャルロッテと目を合わせたまま「舞台に上がってくるように」と手を動かして指示する。子供達は舞台に上がって、横一列に並んだ。


今年洗礼式を迎えた子供は十一人、そのうち五人の洗礼式が始まった。洗礼式の流れは去年とほぼ同じだ。わたしが神殿長として儀式を行う方の立場にいること以外、大きな違いはない。フェルディナンドが良く響く声で神話を語った後、わたしはそれぞれ子供の名前を呼ぶ。下級貴族の子から始めて、最後がシャルロッテだ。


「シャルロッテ」


わたしの声に呼ばれたシャルロッテが嬉しそうな笑顔で近付いてきた。わたしは魔力を通さない薄い革で包むようにして、魔力検査の魔術具を差し出した。


シャルロッテは魔術具の棒を手に取って光らせる。拍手が沸わき起こり、わたしはメダルを取り出して、魔術具を印鑑のように押させると、シャルロッテの魔力をメダルに登録した。


「光、水、火、風、土の五神の御加護ごかごがございます。神々の御加護に相応しい行いを心掛けることで、より多くの祝福が受けられるでしょう」


メダルへの魔力登録を終えると、すぐさまフェルディナンドが管理するための箱に入れる。


それと同時に、魔術具の指輪を持ったジルヴェスターが舞台へ上がってきた。シャルロッテの手に魔力を放出するための指輪を贈り、愛いとしい娘の成長を前に優しく微笑む。


「我が娘として神と皆に認められたシャルロッテに指輪を贈ろう。おめでとう、シャルロッテ」


「ありがとう存じます、お父様」


嬉しそうにシャルロッテが自分の左手の中指にはまった赤い魔石の指輪を撫でる。ジルヴェスターが顔を上げた。先に進めるように、という視線に頷いて、わたしは祝福を贈る。


「シャルロッテに土の女神ゲドゥルリーヒの祝福を」


わたしの祝福で赤い光がシャルロッテに飛んでいく。実は洗礼式の練習の中で、この祝福の練習が一番苦労した。程良い量の調節がわたしにはひどく難しい。フェルディナンドによると、わたしの祝福は感情によってかなり左右されるそうだ。無意識に行うと、知らない他の貴族とシャルロッテで祝福が大きく変わってしまうらしい。洗礼式で祝福を与える神殿長がそんな贔屓をするわけにもいかないので、祝福の制御をかなり練習させられたのだ。


練習の甲斐あって、他とそれほど変わらぬ祝福を与えることができた。わたしが内心ホッとしていると、祝福を受けたシャルロッテが今度は指輪に魔力を込めていく。


ぽわんとした赤い光が「恐れ入ります」という声と共にわたしのところに飛んできた。その祝福返しで貴族達からは拍手が起こり、シャルロッテの洗礼式は終わりだ。


「では、神に祈りを捧げ、音楽の奉納ほうのうをいたしましょう」


全員分の洗礼式が終わった後はお披露目になる。今年一年で洗礼式を迎えた貴族の子が貴族としての仲間入りをしたことを喜び、これから先の神の加護を願って、フェシュピールを弾き、歌い、音楽を奉納するのだ。舞台の中央に椅子が設置され、去年と同じように下級貴族の子から順番に音楽の奉納が始まった。


わたしが子供の名を呼べば、その子が緊張した面持ちで中央の椅子に座る。楽師がフェシュピールを持って上がってきて、小さな励ましの言葉と共に渡していた。


演奏が終わったら「よく頑張りましたね。神々もお喜びでしょう」と声をかけ、次の子供を指名しなければならない。名前と順番を間違えないように冷や冷やしながら進めていく。


「シャルロッテ」


領主の娘であるシャルロッテは最後だ。名を呼ばれたシャルロッテが舞台中央の椅子に座ると、楽師から手渡されたフェシュピールを構えた。


……おぉ、上手、上手。さすがわたしの妹！


練習をさぼっていて付け焼刃やきばだったヴィルフリートと違って、シャルロッテは領主の子として真面目に練習してきたようだ。とても上手に弾いている。わたしも姉として負けないように練習しなくてはならないだろう。


「とても上手に弾けましたね。神々もお喜びでしょう」


「恐れ入ります」


シャルロッテが舞台から下りたことでお披露目は終了だ。フェルディナンドが締めの言葉を述べて、わたしはフェルディナンドと一緒に大広間を退出する。






「授与式の間に着替えねばなりませんよ、姫様、フェルディナンド坊ちゃま」


わたし達は神殿長や神官長の職務を終えたら、今度は貴族として社交場に顔を出さなければならない。授与式の間に大急ぎで着替えだ。授与式は領主が貴族院に向かう新入生にマントやブローチを渡す式なので、わたし達には関係がない。授与式の後に貴族院への出発予定などが述べられるので、今わたしに付いている護衛はダームエルとブリギッテだ。


「皆、急いでくださいまし！」


前を早足で進むリヒャルダに叱責しっせきされ、ダームエルとブリギッテが小走りになる。皆に置いていかれないようにわたしはレッサーバスのスピードを上げた。


部屋に戻ると、オティーリエがすでに着替えを準備していた。リヒャルダと二人がかりで神殿長の衣装が剥ぎ取られていき、冬の貴色である赤を基調とした衣装に着替えさせられる。


「さぁさぁ、姫様。お急ぎになって」


髪の乱れが直され、髪飾りが挿し直されると同時に、リヒャルダに追い立てられるようにして、わたしは部屋を飛び出した。騎獣に乗って昼食の準備がされている食堂へ向かう。


「ご立派に神殿長としてのお役目を務められましたよ。シャルロッテ姫様も大層お喜びでしょう」


そんなリヒャルダの言葉に、へにゃっと頬を緩めながら食堂に入ると、授与式はすでに終わっていたようで、皆がわたしの到着を待っていた。


「お待たせいたしました」


「よろしいのですよ、ローゼマイン。今日の洗礼式ではローゼマインの祝福が欲しい、とシャルロッテが我儘を言ったそうですね。大変だったでしょう？」


わたしが席に着くと、フロレンツィアが優しい笑みと共に労ってくれる。


「いいえ、養母様。可愛い妹の頼みですもの」


ニコリと笑って首を横に振るが、確かに大変だった。半分死にかけたくらい大変だった。それでも頑張ったのは、可愛い妹の尊敬と褒め言葉を勝ち取るためだ。


「お姉様の神殿長姿はご立派で、とても素敵でした。わたくしもお姉様のようになりたいです」


シャルロッテがキラキラと尊敬に輝く藍色の瞳でわたしを見る。


……そう、これが欲しかった。わたしの努力は報われたよ！






昼食を終えると、大広間に戻って社交だ。大人達と挨拶を交わすことになる。去年はわたしがお披露目で大規模な祝福騒動を起こしたため、授与式と昼食の順番が入れ替わったり、貴族達の挨拶を受ける前にささっと退場したりして社交を逃れたが、今年は違う。領主の子として三人一緒に行動して貴族達に挨拶し、ヴィルフリートが起こした騒動でも関係性に溝など生まれなかったことを貴族達にアピールしなければならないのだ。


大広間で談笑する貴族達を見回しながら、わたしはそっと胃を押さえる。別にお昼を食べすぎたわけではない。これからのやりとりを考えると、胃がしくしくするだけだ。


……この中の一体どれだけが敵なんだろう？　お母様のリストに載っていた名前だけで全員というわけではないだろうし、隠れている敵が一番怖いよね。


エルヴィーラから届いたリストの貴族の名前は全員覚えたけれど、顔と一致しない。一応ヴィルフリートとシャルロッテにも旧ヴェローニカ派で、気を付けた方が良い人物リストとして回しておいたが、時間が短かったので覚えられたかどうかわからない。


「ローゼマイン様、ヴィルフリート様、シャルロッテ様。ごきげんよう」


最初はフロレンツィア派の方々と挨拶したり、談笑したりしていたので、それほど胃が痛いことはなかった。これから女性の世界に入っていかなければならないシャルロッテを姉としてちゃんと紹介しなければ、と張り切っていたせいもある。


しかし、フロレンツィア派との挨拶を終え、狩猟大会でヴィルフリートが起こした不祥事ふしょうじについて探りを入れてくる貴族との会話になると、どうしても胃が痛くなってしまう。


貴族がにこやかに笑いながらヴィルフリートに近付いて来た。わたしは割って入るようにしてヴィルフリートとシャルロッテを背後に庇い、正式な挨拶を交わす。ブラックリスト入りしていた貴族だと理解しながら、にこやかな笑顔は絶やさない。


貴族から「白い塔へと柔らかな布が流れたのではないか、と案じておりましたが……」と言われれば、フェルディナンドに叩き込まれた通り「風の女神シュツェーリアが獅子ししの下から飛び出さぬようお守りくださいました。ねぇ、ヴィルフリート兄様」と笑って答える。「おやおや、そうでしたか」と去っていくが、こんなやりとりがずっと続くのかと思うと、ぞっとする。


「ローゼマイン、さっきの貴族は何を言っていたのだ？」


笑って同意していたヴィルフリートが、わたしにこっそりと小声で問いかけてきた。護衛騎士に周囲を囲まれているのを確認しながら、わたしも小声で答える。


「白い塔のヴェローニカ様とお会いしたことで、旧ヴェローニカ派にヴィルフリート兄様が入ったと思っていたのですが、と言われたのですよ」


「お姉様は何と答えたのですか？」


「アウブ・エーレンフェストから離れるわけがないでしょう、と」


理解不能と言わんばかりにヴィルフリートが首を傾げた。


「……難しいな。何故ローゼマインはそのような言い回しを知っている？」


「今日のためにフェルディナンド様から叩き込まれました」


フェルディナンドに矢面やおもてに立て、と言われた。いまいち意味がわかっていないヴィルフリートと洗礼式を終えたばかりで貴族とまだ接したことがないシャルロッテに対応を任せるな、と言われ、今回のことで使われそうな貴族の嫌味や皮肉の表現を叩き込まれたのである。


「私が不甲斐ないためにすまぬ」


「あの、お姉様。わたくしのお願いのせいで本当に大変だったのではございませんか？」


「神殿長としていずれは覚えなければならないことですから、シャルロッテが気にすることではありませんよ」






側仕えや護衛騎士に周りを固められているとはいえ、胃がキリキリする時間を終え、大広間に並ぶ料理の数々に舌鼓したつづみを打っていたが、七の鐘が鳴った。


「この後は大人の時間です。わたくし達はそろそろお暇いとまいたしましょう」


「うむ、そうだな。父上、母上。お先に失礼します」


「今日はよくやった。其方等へシュラートラウムの祝福と共に良き眠りが訪れるように」


領主夫妻と就寝の挨拶を交わし、その近くにいた者達にも同じように挨拶をしながら大広間の扉を目指す。わたしはちょうど姿を現したボニファティウスに声をかけた。


「ボニファティウス様、ごきげんよう」


「あぁ、シュラートラウムの祝福と共に良き眠りが訪れるように」


「恐れ入ります」


わたし達三人は見知った者に挨拶をしながら、それぞれ側仕えを一人と護衛騎士を四人連れて大広間を出た。貴族達の視線がなくなっただけで心も体も軽くなったような気がする。


「無事に終わって良かったですね。これでしばらくは大人と会う機会は減りますし……」


「うむ。明日は子供部屋でカルタだな。一年の練習の成果を見せてやろう」


「わたくしも練習しましたし、他の皆も練習していましてよ、お兄様」


子供部屋でどのようなことをするのかをシャルロッテに話しながら本館の表から裏へ回る。北の離れまでもう少しというところで、わずかに窓が動いた気がした。


「あら？」


「どうかなさいましたか、ローゼマイン様？」


「あそこの窓が少し動いた気がしたのです。ダームエル、見てきてもらえるかしら？」


「かしこまりました」


わたしはシャルロッテに「気のせいです、きっと」と言って進み続けたが、ダームエルは確認のためにわたしが指差した窓を確認に向かう。


ダームエルの「鍵が……」という呟きと共に窓が大きく開けられて、全身を黒の布で覆おおったような黒ずくめが十人くらい武器を手に飛び込んできた。


「きゃっ！」


「何奴なにやつっ!?」


主を守るためにザッと動いた護衛騎士達が一斉にシュタープを変化させて構えながら、飛び込んできた襲撃者達を封じ込めて取り囲むような陣形を取る。襲撃者と護衛騎士が睨み合うことで、わたしとシャルロッテは北の離れ側、ヴィルフリートは本館側に分断された。


「ここは我々にお任せを……半数は主につけ！」


ヴィルフリートの護衛騎士が二人、シャルロッテの護衛騎士が二人、そして、わたしの護衛騎士であるダームエルとブリギッテが武器を手に襲撃者達に切りかかり、混戦が始まった。


「ヴィルフリート兄様！　本館へ戻って助けを呼んでください。ランプレヒト、急いで！」


わたしが叫ぶと、オズヴァルトがヴィルフリートを抱えて、本館に向かって走り始めた。二人を守るためにランプレヒトともう一人の護衛騎士が武器を手に駆けていく。


「お姉様、わたくし達は北の離れに急ぎましょう。あそこは結界がございます！」


慌てて振り返ると、護衛騎士二人を連れたシャルロッテの姿が北の離れに向かって走り出していた。おそらく危険時の対応として「北の離れに逃げ込むように」と教えられているのだと思う。けれど、今は他に襲撃があっても対応できる騎士の数が少ない。手が空いている騎士がいない現状に冷たい汗が伝う。わたしはシートベルトを外し、騎獣から身を乗り出して叫んだ。


「シャルロッテ、待って！　危ないですっ！」


北の離れに繋がる回廊へシャルロッテが差し掛かる寸前、三人の黒ずくめが窓から飛び込んできた。シャルロッテに付いていた二人の護衛騎士が咄嗟に対応する。けれど、黒ずくめの一人が立ち竦むシャルロッテを抱えて、窓から飛び出した。


「シャルロッテ！」


「きゃあああぁぁぁ！」


その途端、バサリと空を叩く大きな羽の音が響き、冬の暗い夜空に天馬の姿が浮かび上がる。思わず息を呑んだ。まさかここで騎獣が出てくると思わなかった。敵は貴族だ。


シャルロッテを抱えた黒ずくめが操る騎獣は、大きく翼を広げて空を駆け始めた。

            





囚われた姫君


大きく開かれた窓の向こうの夜空に、羽ばたく天馬とシャルロッテの白い衣装が浮かび上がっている。段々と小さくなっていくその姿にわたしは大きく目を見開いた。一瞬で全身が怒りに染まり、魔力が全身に漲みなぎっていく。体が沸騰ふっとうするほど熱いのに、頭の芯が冷え切っているようなこの感覚には覚えがあった。


「わたくしの可愛い妹を……。許しません！」


威圧いあつができれば簡単だったけれど、敵が遠すぎるし、視線が合わないため効かない。わたしは怒りに身を任せたまま、すぐさまシャルロッテを取り戻すべく、座席に座り直して、ハンドルをきつくつかんだ。そのまま叩きつけるような勢いでハンドルに魔力をどっと流し込む。


……許すまじ！　誰が許してもわたしが許さない！


「待て、主あるじの主！」


「ローゼマイン様、わたくしもお伴いたします！　失礼します！」


魔剣シュティンルークから響いたフェルディナンドの声に思わずビクッとなった次の瞬間、アンゲリカの声と共に天井の上に衝撃があり、一人乗りのレッサーバスがぐらんと揺れた。直後、にゅっと出てきた手が両方の窓の辺りをつかんだことで、アンゲリカがレッサーバスの上に飛び乗ったことがわかった。予想外のアンゲリカの行動にわたしは思わず目を丸くする。


「アンゲリカ、危ないですよ!?」


「騎獣を出す魔力が惜しいので、このまま行きます！　お早く！」


「早くしろ！　逃げられるぞ！」


アンゲリカに鋭い声で促され、シュティンルークから出てくるフェルディナンドの声に追い立てられたわたしは、反射的にアクセルを最大限まで踏み込んだ。レッサーバスが勢いよく走り出し、窓を目がけて猛ダッシュする。


「無茶をするな、二人とも！」


わたし達を追いかけて駆けてくるコルネリウスの叫びが背後から聞こえたが、もう遅い。怒りに駆られたわたしの魔力を大量に叩きこまれているレッサーバスは、シャルロッテを救うため、小さくなっていく白い騎獣を目がけて夜空へ飛び出した。


冬の澄すみ切った夜空の中を、レッサーバスは天井にアンゲリカを貼り付けた状態で直走ひたはしる。明るく光る月のおかげで、目標である騎獣とシャルロッテが白く浮かび上がっていた。


「シャルロッテを返しなさい！」


「お姉様!?」


黒ずくめの腕の中、わたしのレッサーバスを視認したシャルロッテがわたしに向かって精一杯に手を伸ばした。シャルロッテの顔が恐怖に強張り、藍色の目は涙に濡れて赤くなっている。


……可愛いシャルロッテを泣かせるなんて絶対に許さない。


伸ばされているあの手を取るのだ。妹は絶対に救い出す。わたしはキッと誘拐犯を睨みながら、どんどんと魔力を流していく。


シャルロッテをさらった黒ずくめの誘拐犯は、助けを求めるシャルロッテを馬鹿にするように目を細めた状態で後ろを振り返り、ぎょっとしたように目を見開いた。


「そ、空を飛べるだと!?　翼もないグリュンもどきが、何故!?」


驚愕しているとわかる慌てた声は男のものだった。目の部分しか見えないが、余裕と嘲笑ちょうしょうがあった誘拐時と違って、今は驚きと焦りが見えている。どうやらこの男は、わたしのレッサーバスが普通の騎獣と同じように空を飛べることを知らなかったらしい。城で移動用に使われているところしか見たことがないか、城の文官から話を聞いただけなのかわからないけれど、北の離れに付いている領主一族の側近達とはあまり繋がりがないようだ。


「絶対に許しませんからねっ！」


仰天ぎょうてんした声を上げている男のところへ、わたしは怒りの感情に任せてレッサーバスで突っ込んでいく。少しでも速く逃げようと騎獣のスピードを上げる男を追って、わたしも更にレッサーバスのスピードを上げた。見る見るうちに距離が縮まっていく。


「お姉様、助けてっ！」


振り返ってはわたしの位置を確認する男の目が、焦燥感と狼狽ろうばいと恐怖に満ちているのが確認できるようになってきた。何度も何度も振り返っては、追いかけるわたしとわたしに助けを求めるシャルロッテを見比べる。


男は舌打ちして一度シャルロッテを抱き直すと、勢いよく空中へ投げ出した。そのままシャルロッテとは反対方向へ勢いよく逃げていく。


何もない空中へ投げ出された白い衣装がふわりと揺れて、シャルロッテの藍色の瞳が驚きに大きく見開かれた。何度か空中に投げ出されたことがあるわたしは、あの浮遊ふゆう感と頼りなさと恐怖を知っている。わたしは即座に投げ出されたシャルロッテへとハンドルを切った。


「シャルロッテ！」


救出が最優先だ。黒ずくめには逃げられるかもしれないが、それはどうでも良い。捕まえるのは騎士の仕事だ。シャルロッテに向かって全力で駆けだした途端、魔剣シュティンルークの指摘が上から響いてきた。


「ならぬ、主の主！　このままでは姫にぶつかるぞ！」


「へわっ!?」


シャルロッテをはねてしまう、と指摘されて、わたしは慌てて急ブレーキをかけた。ダン！　と力一杯にブレーキを踏めば、レッサーバスは毛を逆立てるようにして足を止める。ガクンという衝撃と共にレッサーバスが前のめりになった。次の瞬間、レッサーバスの天井にいたアンゲリカが、ぴゅーん、と勢いよく吹っ飛んでいく。


「わぁっ!?　アンゲリカ!?」


「身体強化中につき、心配無用です！」


アンゲリカは空中でくるりと体勢を変えながら、勢いよくシャルロッテへと突っ込んでいき、空中でシャルロッテを抱き留める。シャルロッテの手がアンゲリカの背中に回され、必死につかまったのがわかった。アンゲリカの声が心なしか誇らしげに夜空に響く。


「姫を救出！」


騎獣でシャルロッテをはねずに済んだ安堵、無事にシャルロッテを助け出せた喜び、アンゲリカの見事な動きに対する感動など、色々なものが混ざってわたしの胸から湧わき出してきた。


「アンゲリカ！　素晴らしいです！」


わたしが両手を上げて称賛する前で、アンゲリカはシャルロッテを抱きしめたまま、放物線を描きながら二人で共に落ちていく。


「このままでは姫と共に落ちる。どうする、主？」


「困る！」


シュティンルークの声とアンゲリカの声が響いた。先程の喜びと感動はどこへやら。わたしは一瞬で真っ青になった。


「無策ですか、アンゲリカ!?」


落下中のアンゲリカから「はい！」というはきはきとした返事が来た。アンゲリカはシャルロッテの身柄を助け出すということしか考えていなかったらしい。


「え？　ちょっ……誰かっ！」


わたしが窓から身を乗り出すようにして落下先を確認し、アンゲリカとシャルロッテが落ちていく方へ騎獣を動かそうとした時、わたしの下方を勢いよく狼おおかみっぽい騎獣がとてつもない速さで駆け抜けていくのが見えた。


「間に合わせます！」


騎獣を出してわたし達を追いかけてきていたらしいコルネリウスが、そんな声を残して、落ちていくアンゲリカとシャルロッテに向かって突っ込んでいく。


「コルネリウス兄様！　頑張って！」


わたしが手に汗を握りながら見つめる先で、全速力を出したコルネリウスの騎獣は、すぐに落ちていく二人に追いついた。落下する二人に並走するように近付き、アンゲリカのマントをつかんで引っ張る。そのまま二人を自分の後ろに座らせるように誘導して確保した。


「きゃー！　コルネリウス兄様、カッコいい！」


急激な方向転換をすると体に負担がかかるためだろう、コルネリウスは二人を捕まえた後も下に向かって駆けながら、次第に横方向へと方向を変えていく。大きな曲線を描きながら少し上に向かって駆けだし、こちらへと向かってくる。騎獣の安定感のある動きと三人が騎獣にいる様子を確認して、わたしはやっと皆の無事に確信が持てた。


「すごい、すごい！　やったー！」


手を叩いて大喜びしていると、くんっとレッサーバスが勝手に動いた。ハンドルも握っていないし、アクセルも踏んでいない状態なのに、突然レッサーバスが傾いて体が斜めになる。


「へ？」


レッサーバスがまるで何かに引っ張られ始めた。何が起こったのかわからないまま、わたしはドスンと尻餅しりもちをつくような形で座席に座った。目を白黒させながらも、何とかレッサーバスの体勢を整えようとハンドルをつかんでアクセルを踏み込む。


「あれ？　あれれ？　何これ!?」


アクセルを踏み込めば、最初はレッサーバスの足がわちゃわちゃと動いていたけれど、まるで何かが絡まったようにすぐに足が動かなくなった。その場で静止していることもできず、斜め下へと引きずられていく。


「わわわっ!?　落ちる！　ひゃああああぁぁぁぁっ！」


「ローゼマイン！」


こちらへ向かっていたコルネリウスが落下していくレッサーバスに目を見開いて叫んだ。コルネリウスの騎獣に同乗していたシャルロッテやアンゲリカの悲鳴のような声も聞こえる中、城の周囲にある森へ向かってレッサーバスが落ちていく。


悲鳴を上げながらハンドルをつかんでいたわたしは、森に突っ込む寸前、月の光でレッサーバスが細い光の網に絡めとられているのを見つけた。レッサーバスの故障や不調ではなく、悪意の網に囚われていることを知った途端、ザッと全身に鳥肌が立つ。狼狽うろたえながらババッと周囲を見回すと、魔力でできた網を木々の陰で引いている存在があることに気付いた。誘拐犯達の仲間だ。黒ずくめで姿は見えないけれど、かすかな光の網をつかむ黒い手だけが見えている。


逃げなきゃ、と思った時には今まで以上に強い力でグンと引かれて、わたしはレッサーバスごと地面に落ちていた。ガンガンと周囲の木々にぶつかりながら落下していき、ドン！　という大きな音と共に地面に叩きつけられる。


「いたぁ……」


衝撃は予想以上に小さかったけれど、車内で体が浮いてあちらこちらを打った。やっぱりシートベルトは必須だ。エアバッグの導入も検討した方がいいかもしれない。痛みから目を逸らすためにそんなことを考えながら、わたしは横転した一人用のレッサーバスの中で「よっこらしょっ」と掛け声を付けて起き上がった。自動的に窓から上半身が出る。


「ひゃっ!?」


立ち上がった瞬間、光の帯がわたしにぐるぐると巻きついてきた。光の帯が飛び出してきた先には、目の部分だけが出ている黒ずくめがシュタープを握っている。フェルディナンドのシュタープから出た光の帯で前神殿長がぐるぐる巻きにされた場面とシュネティルムとの戦いの時に一本釣りされた思い出が頭を過よぎった。次の瞬間、わたしは黒ずくめに一本釣りされてしまった。ぐんと強く引かれて、黒ずくめに向かって勢いよく、空中を飛んでいく。他人の魔力でできた光の帯で巻かれたせいか、わたしの集中力が切れて魔力供給が途切れたのか、レッサーバスが魔石へ戻るのが視界の隅に映った。


「あぅっ！」


わたしを一本釣りした黒ずくめは、フェルディナンドと違って受け止めてくれるはずもなく、わたしの体は地面に叩きつけられた。そのままザザッと滑る。


「やっと捕まえたぞ。青色巫女見習いが領主の養女になるとは、本当に手こずらせてくれたな。だが、其方がいれば、あの方もきっとお喜びになる」


シュタープを握った黒ずくめが地面に転がるわたしを見て、酷薄こくはくな灰色の目をうっそりと細めた。目の部分しか見えないけれど、それでもわかる。この男はわたしをモノのようにしか見ていないし、わたしの意思など全く認めていない。完全に平民を見る貴族の目だった。


見慣れていたけれど、ここ一年ほどは全く見なかった視線だ。わたしは今までに経験してきた貴族関係の数々の危険な場面を思い出す。前神殿長、シキコーザ、ビンデバルト伯爵……こういう視線には碌ろくな思い出がない。ぞっとして身震いしながらわたしは指輪に魔力を込めた。


「風の女神シュツェーリアよ　側に仕え……けふっ!?」


詠唱を唱え始めた途端にぐっとお腹を踏みつけられ、詠唱を中断させられる。わたしはお腹の痛みと重みに何とか身を捩よじって逃れようとするが、男はさらに体重をかけてくる。


「あぁ、そういえば、エーレンフェストの聖女は祝福が使えるのでしたか？」


嘲笑うようにそう言いながら、男は懐へ手を入れて薬入れを取り出した。カチンと音を立てて薬入れの蓋が開く。どこからどう見ても有害な薬が入っているとしか思えない。


「祝福よりもこれを飲め」


わたしは必死にもがいてみるが、大人の男に押さえつけられた状態では芋虫いもむしほども動けない。ガッとわたしの顎をつかんだ男がわたしの口に薬を流し込んだ。苦い液体がわたしの口の中に広がっていこうとする。舌で流れ込むのを防ぎ、何とか飲み込まずに薬を吐き出そうと奮闘するが、わたしの小さな抵抗に気付いた男に鼻をきつく摘つままれた。


息苦しくなって体が酸素を求めた瞬間、喉の奥に薬は流れ込んでいった。酸素を求めたにもかかわらず、流れ込んできたのが薬だったせいか、気管に液体が入った。


「げほっ！　ごほっ！……」


男は短く「黙れ」と言いながら、激しくむせるわたしの口を押さえて周囲の様子を探るように視線を巡らせた。押さえこまれている間に、液体が流れたところからだんだんと感覚がなくなっていく。まるで歯医者で麻酔ますいをかけられた時のように唇や舌が動かなくなり、感覚がぼんやりしていくのがわかる。わたしは恐怖に駆られながら、足や手の動かせる部分を必死に動かした。


「ローゼマイン！　ローゼマイン！」


わたしを探して森へと駆け下りてきたらしいコルネリウスの声が少し遠くで響く。「コルネリウス兄様、助けて」と叫ぼうとしたけれど、わたしはいつの間にか口を動かすことも声を出すこともできなくなっていた。先程の薬のせいだろう。口が自由に動かなくなって、ひゅーひゅーという呼吸音以外の声が出せない。助けを呼ぶことも、祈りを捧げて風の盾を使うこともできなくなった恐怖に血の気が引いていく。先程までは自由に動いていた手足さえどんどん重くなっていって、自分の意思に反するように動かなくなってきた。


「薬が効いてきたな」


ニヤリと目を細めた男に光の帯が解かれても、もうわたしの体は全身が痺しびれていて動かない。この近距離に男の顔があるのだから、せめて、威圧だけでも発動できればよかったが、怒りよりも恐怖が先に立っているせいか、うまく体の中の魔力が動かない。


……怖い。


黒ずくめの男は少し離れたところで馬と共に待っていた二人に「そこの馬で馬車に運んでおけ」と命じると、闇にまぎれるように木々の間へ姿を消した。


命じられた二人はどこかの下働きのような格好の男達だ。黒ずくめではない男達の登場にわたしは二人の特徴を少しでも覚えようと必死に視線を動かす。けれど、二人の男によってわたしは荷物のように全身を布で包まれていき、わたしの視界は生成きなりの布だけになった。


……怖い。


グイッと持ち上げられた浮遊感の直後、どこかに固定されるような感触がした。多分馬に乗せられたのだろう。次の瞬間、馬が嘶いななきと共に走り出した。ガクンガクンと全身が揺れ、お腹の辺りに衝撃がドコンドコンとやってくる。けれど、先程の薬で感覚が鈍くなっているのか、わたしのお腹に伝わってくるのは痛みではなく、妙な違和感だけだ。自分の感覚がおかしいことに恐怖だけはやおら増していく。


……怖い。


「ローゼマイン！」


馬の嘶きや足音に気付いたのか、コルネリウスの声がこちらへ向いたのがわかった。けれど、この木々の多い場所では羽を大きく広げる騎獣は使いにくいだろう。焦りを含んだコルネリウスの声が段々遠くなる。


……助けて！　護衛騎士の皆、神官長、お父様、養父様、父さん、ルッツ……。


次々と顔が浮かんでは消えていく。わたしは声にならない声で必死に助けを呼んだ。


……誰か助けて！

            





救出


馬が走って移動していた。ガックガックと揺れるたびに、わたしのお腹に鈍い衝撃がくる。わたしは布に包まれたままなので、周囲の様子が全く見えない。ただ揺られて、どこかに運ばれていくのがわかるだけだ。


……あれ？　瞼まぶたが動かなくなってる？


目が開いたり閉じたりするのが揺れの衝撃によるもので、自力では瞬きさえできなくなってきたことに気付いた。自分で動かせる部分がもう残っていないことに首筋がひやりとする。全ての感覚がなくなり、このまま死ぬのではないだろうか、という考えがふっと浮かんだ。今の状況ではその可能性が高い気がして、わたしはその恐ろしい考えを必死で振り払う。


……いやいや、あの黒ずくめは「馬車に運べ」とか「あの方が喜ぶ」とか言っていたから、わたしが死ぬような薬を飲ませたわけじゃないよね？


敵の言葉に縋るのも変だが、こうしてゆっくりと死に近付いているような感覚の中では、溺れる者が藁をもつかむように敵の言葉さえ拠より所にしたくなる。わたしが抵抗できないようにしただけで殺すつもりはないはずだ。わたしを物扱いするような冷たい目だったが、殺意を持っている目ではなかった。殺すつもりならば、あの場で殺すのが一番確実だった。大丈夫、大丈夫、と自分に言い聞かせて、ほんの少しの安寧を得ていたところに、もう一つ、嫌な予感が浮かんでくる。


……他の人にはセーフだけど、わたしには致死量ってことはないよね？


わたしは「ありそう」という答えが浮かんできた最悪の予想を必死に振り払う。まだお城の敷地内だ。ヴィルフリート達が襲撃を報告していれば、そろそろ救援が来るに決まっている。


……襲撃があった北の離れの方へ行って、シャルロッテの誘拐騒ぎについて話を聞いて、それから、こっち……。


わたしは救援の動きを予測して冷や汗が吹き出すのを感じた。果たして、救援がわたしのところまでくるだろうか。森のように木々が生い茂った中を走る馬に気付いてくれるだろうか。息が止まるくらい薬が回るまでに間に合うだろうか。


……神官長なら間に合うかも。


たとえ毒薬を飲まされていても、薬に詳しいマッドサイエンティストなフェルディナンドならば何とかしてくれるはずだ。わたしはフェルディナンドの万能さを信じている。


……神官長、助けて！






突然爆音が響いた。


今まで規則正しい足音を立てて走っていた馬が近くで起こった爆音に驚き、悲鳴のような嘶きを上げながら、勢いよく後ろ足で立ち上がる。荷物のように縛りつけられていたわたしは少し体が跳ねて傾いただけだったが、騎乗していた男は、爆音にも突然棹立さおだちになった馬にも驚いたようで、「うわああぁっ！」と悲鳴を上げた。


その声で更に恐怖に駆られたのだろうか、馬が暴れてめちゃくちゃに走り出した。隣を走っていたもう一頭の馬も暴走したようで、駆けていく足音が別方向へ離れていく。


「落ち着けっ！　止まれっ！」


爆発音により驚いた馬が暴れて走るせいで揺れがひどくなり、馬が御せなくなった男の上ずった声が聞こえるけれど、わたしの目に映る景色は生成りの布のままで変わりはない。ただ、それまでは馬の足音しかしないくらい静かだった夜の森が、にわかに騒がしくなった。周囲の鳥や獣が驚きの鳴き声を上げて逃げ惑う音が聞こえてくる。


「私の唯一の孫娘をさらった愚か者は、お前かああぁぁぁっ！」


布にぐるぐる巻きにされているにもかかわらず、体中が震えるほどの大音声だいおんじょうが響いてきた。耳に飛び込んでくる空気がビリビリ震えているようで、全ての感覚がおかしいはずのわたしの心臓が縮み上がる。同時に、その大音声と内容で、わたしは救援に来てくれた人の正体を知った。


……お、おじい様!?


深い怒りを感じさせる、先程の爆発音よりも大きなボニファティウスの怒鳴り声に、馬が再び棹立ちになって、そのまま動かなくなった。


……え？　馬が立ったまま止まった？


その後、馬がゆっくりと倒れていく。横転という倒れ方を感じて、わたしは真っ青になった。倒れ方によっては縛り付けられているわたしが馬の下敷きになってしまう。


……え？　ちょっ……待って！


ひいいぃぃっ！　と悲鳴にならない悲鳴を上げていると、わたしを馬に縛り付けてあった縛いましめがブツッと切られて、素早く誰かに持ち上げられる感触がした。


「ローゼマイン、入っているか？」


わたしが包まれている布を持ち上げて無造作に振りながら、安否確認の声をかけてくれるのは間違いなくボニファティウスだ。だが、全身が動かなくなっているわたしには返事もできないし、文句を言うこともできない。


……おじい様、上下逆！　感覚はないけど、頭に血が上っちゃう！　やめて！　振らないで！


「振っても返事がない！　まさか、死んでいるのではないか!?　ローゼマイン、今すぐ出してやるからな！」


そんな声がしたかと思うと、上下逆に振られていた体の位置が横向きになった。だが、ホッとしたのも束つかの間のことだった。ボニファティウスが布の端を持って、「ふん！」と気合いの入った声を上げる。バサッと振って布を剥がそうとする動きを感じて、わたしは心の中で必死にストップをかけた。おじい様の全力で布をブンと振られれば、わたしなど飛んで行ってしまうに違いない。


……待って、待って、止めて！　誰か、おじい様を止めて！　わたし、死んじゃう！


声にならないストップが届くはずもなく、わたしを手っ取り早く布から出すことを考えたボニファティウスがグッと布をつかんでバッと振った。


直後、布の動きに合わせてぐるぐるぐるん！　と高速で体が回って布から飛び出し、予想していた通り、勢いよく空中に投げ出された。高速で横回転しながら、わたしは飛んでいく。


……ひゃああああぁぁぁぁ！


「うわああぁぁっ！　ローゼマインが飛んでいったぁ!?」


慌てふためくボニファティウスの叫ぶ声が聞こえ、別の誰かがガシッとわたしを捕まえてくれた。


「ボニファティウス様！　ローゼマインが死にかねないので近付くな、とカルステッドに言われていたのではありませんか？……まったく。心配なのはわかりますが、あれでは元気な者でも死にかねません。大丈夫か、ローゼマイン？」


……神官長はわたしの命の恩人です。


フェルディナンドは軽くわたしの頬を叩いて意識の有無を確認しているが、ボニファティウスの後では、その扱いでもこの上なく優しくて丁寧に思える。ボニファティウスを遠ざけていたというカルステッドにも感謝したい気持ちでいっぱいだ。


「……フェルディナンド、死んでおらぬよな？」


怒鳴られて、少ししょぼんとしたようなボニファティウスの声が聞こえた。


「全く反応がないので、無事とは言い切れませんが、脈はあります」


フェルディナンドはてきぱきとわたしの容体を調べていく。体温や脈を測った後、フェルディナンドがかなり顔を近付けてきたようで、口元に吐息を感じた。


「薬の臭いがする。……まずい」


その呟きで、周囲に緊張が走ったのがわかった。ガサガサと音がして、紙片のような物がわたしの口に突っ込まれる。その後、フェルディナンドが「よりにもよって、あれを使ったか」と怒りをにじませた低い声で呟いた。


「どうした、フェルディナンド？」


「至急解毒げどくしなければ、このままではローゼマインが死ぬ」


「なっ!?」


ボニファティウスとわたしの心の叫びがぴったり合った。もしかしたらこのままでは死ぬのではないかと思っていたが、フェルディナンドに断言されると、確実な未来としか思えない。


カチャカチャと金属音が響いた直後、薬の臭いが鼻に飛び込んでくる。フェルディナンドが腰に下げてある薬入れの一つを取り出したのかなと見当をつけていると、いきなりガッと口をこじ開けられて、薬を染み込ませた布を突っ込まれた。正確には人差し指に薬を染み込ませた布を巻いて、わたしの口の中に突っ込んだようだ。まるで歯磨きでもさせるように、口の中に薬を塗りたくる。


……あががががが！


わたしの口に布を突っ込んだまま、フェルディナンドは自分の指だけを抜いた。


「これは薬の効果を弱めて抑えるための薬で、ただの時間稼ぎです。工房に行かねば解毒薬はありません。今すぐに神殿へ戻って工房で治療と療養を行います」


「なっ!?　神殿だと!?　そのようなところでローゼマインの治療など……」


貴族にとって神殿は好んで足を向けるようなところではない。だからこそ、ボニファティウスも神殿での治療に難色を示すのだろう。しかし、わたしにとっては、城よりも気を許せる側仕え達がいて、フェルディナンドの工房も、作ったユレーヴェもある安心できる場所だ。


「ローゼマインの虚弱さと投薬できる適量を一番知っているのは私です。何より余計な貴族が寄ってこないという点だけでも城より優れています。こうしている時間が惜しいので失礼します」


フェルディナンドはそう言いながら、再びわたしの体を布で包んだ。顔に空気が当たっているので、物のように包まれたわけではないらしい。そして、わたしの体を抱き上げる。フェルディナンドが頭の位置を整えてくれたことで少し呼吸が楽になってホッとした。


「フェルディナンド、待て！　ローゼマインは我が家で面倒を見る」


「今ローゼマインを救えるのは私だけだ！　邪魔をするな！」


丁寧な態度をかなぐり捨てて、フェルディナンドがボニファティウスに怒鳴った。そこに含まれる怒りにわたしは肝きもを冷やす。ここで二人の言い争いが始まってしまったら、わたしは確実に死ぬだろう。わたしを抱き上げているフェルディナンドの腕に力が籠った。


「おじい様、ローゼマインはフェルディナンド様に任せてください。フェルディナンド様、これを！　ローゼマインの魔石です」

            





    
  
  




コルネリウスの声だ。どうやら騎獣用の魔石をコルネリウスが拾ってくれたらしい。腰の金具に片付けてくれるのがわかる。お礼を言おうとしたけれど、やはり口は動かない。


「ローゼマイン、守れなくてすまない」


コルネリウスがわたしの頬を撫でた。シャルロッテとアンゲリカを助けてくれただけで十分だが、その声は暗い。「気にしないでください」と言いたくても声が出ないことがもどかしい。


「コルネリウス、すまないと思うのならば、ローゼマインを害した者を捕まえろ。相手は貴族だったはずだ。そこでボニファティウス様に潰されたのはただの下働きで貴族ではない」


フェルディナンドの声がひやりとしていてものすごく怒っていることがひしひしと伝わってくる。わたしはビクリとしたが、やるべき事を示されたコルネリウスがハッと息を呑んだ。


「……おじい様、私が耳にした馬の足音は二頭分でした。もう一人、森のどこかにいます」


「ボニファティウス様、ローゼマインをこのような目に遭わせた犯人を情報が取れる状態で捕えてください。くれぐれもそこの男のように頭を潰してしまわぬようにお願いします。記憶を探ることさえできなくなりますから」


フェルディナンドの言葉に、わたしは今自分が目を開けられる状態でなくて良かった、と心から思った。ボニファティウスによって頭を潰された男なんて見たくない。


「わかった。フェルディナンド、私の孫娘を頼む。行くぞ、コルネリウス！」


「はい、おじい様」


ボニファティウスは即座に「犯人を捕えてくる」と駆け出して行く。「祖父の暴走は孫が止めろ」とフェルディナンドに言われたコルネリウスも急いで後を追っていく。


「君は私が絶対に助ける。だから、最後まで薬に抗あらがえ」


抱き直されたかな、と感じた直後、羽がバサリと動いた音がした。フェルディナンドの騎獣が動き出した音だ。口に突っ込まれたままの布の動きから、恐ろしいほどのスピードで神殿に向かって駆けているのがわかる。おそらく他の誰も付いていくことができないようなスピードで、フェルディナンドは神殿へ戻った。






カツンと足音が響いた。フェルディナンドが大股の早足で歩き始め、ふわりと全体的に漂っている香の匂いに、わたしは神殿へ戻ってきたことを実感する。すでに七の鐘が鳴り終わっている時間だ。神殿の中には人の気配がほとんどなく、しーんと静まりかえっている。その中をフェルディナンドの足音だけがカツカツと響いていた。


「通せ」


フェルディナンドの声に誰かがヒッと息を呑む声がした。慌てたように扉が開いていく音がする。「フラン」とフェルディナンドが呼びかけたことで神殿長室に着いたことがわかった。


「神官長、一体どうされ……ローゼマイン様!?」


フランが不寝番ふしんばんとして部屋にいたようで、驚いたような声が上がった。フェルディナンドはフランにわたしの身柄を預けながら襲撃について簡単に説明する。


「毒を受けたため、今から解毒を行う。工房から薬を取ってくるので服を白の物に着替えさせておけ。口に入れてあるハンカチは取らぬように。毒の進行を抑える薬を含ませている」


「かしこまりました」


フランはわたしを抱き上げたまま、片手で側仕えを呼ぶためのベルを鳴らした。すぐにバタバタと複数の足音がして側仕えが集まってくる。


「ニコラ、モニカ。すぐにローゼマイン様を白の服に着替えさせてください。ザーム、フリッツ、ギル。部屋の明かりや温度を整えてください」


「はい！」


全身に全く力の入らないわたしを着替えさせるのは、ニコラとモニカだけでは不可能で、フランがわたしを支えたまま、背中のボタンが外されていき、髪飾りが外されていく。


「ローゼマイン様、しっかりしてください」


「フラン、ローゼマイン様は大丈夫ですか？」


わたしが全く反応を示さないことが不安なようで、ニコラとモニカがフランに問いかける。


「神官長がいらっしゃいます」


そう答えるフランの声も硬く、わたしを支える手が微かすかに震えているのがわかった。


「入るぞ」


そう宣言して、側仕えが返事を返すよりも早くフェルディナンドが入ってくる。コンコンとテーブルに何やら物を置いていく音がした。意識がないとはいえ、部屋の主が着替え中であるのに、フェルディナンドが全く頓着とんちゃくしていない。その性急さが命の危険性を示しているようで、恐怖に鼓動が速くなった気がした。


「あぁ、もうその肌着のままで良い。寒くないように布で包んでおけ。時間が惜しい。どうせ解毒を終えたらユレーヴェを使うからな」


フェルディナンドの言葉通り、寒くないように布で包まれたかと思うと、「こちらに貸せ、フラン」という声が聞こえてきた。


椅子に座るフェルディナンドに渡されたようで、口のハンカチを引っ張り出され、代わりに細長い棒を突っ込まれた。スポイトのようなものだろうか。少しずつ薬が口の中に入ってくる。でも、何の味もしない。


……薬に味がないのか、わたしに味覚がないのか、どっちだろう？


薬を流し込み終わったフェルディナンドがわたしの脈を取って、ふぅと軽く息を吐いた。


「おそらく間に合ったと思う。……フラン、薬が効いてくるまで、この体勢を崩さないように抱いて支えていろ。舌の位置によっては呼吸ができなくなるので注意するように」


「わかりました」


再びフランがわたしの体を受け取り、頭の位置や体の位置に気を付けながら支えてくれる。


「私はユレーヴェの支度をしてくる」


そんな声と共にフェルディナンドの足音が遠ざかっていくのがわかる。でろん、とわたしがフランにもたれかかっていると、何人もの気配が近付いてきた。


「フラン、ローゼマイン様は大丈夫ですか？」


「大丈夫に決まっています。神官長は間に合った、とおっしゃいました」


フェルディナンドを信頼しているフランの声は幾分柔らかい。そして、フランが確信を持っているように請け負ったことで、周囲の雰囲気からも悲愴ひそうさが少し薄れていく。


「本を読んであげます。だから、元気になってください、ローゼマイン様」


そう言ってギルが絵本の音読を始めた。心が温かくなって和なごんでいるうちにフェルディナンドの薬が効いてきたようだ。わたしの唇が少しだけ動いたらしい。


「あ！　ローゼマイン様が笑ってますよ、ギル。聞こえていらっしゃるみたい」


ニコラの嬉しそうな声に、ギルの音読が少し大きくなった。安心したような吐息が聞こえた後、ニコラとモニカが髪飾りや衣装の片付けを始める音がする。


一冊の絵本をギルが読み終わる頃には口元が少し動き、瞼に少し力が入るようになってきた。何度か力を入れて、やっと目が開けられる。


「ローゼマイン様！」


よかった、とわたしを取り囲んで喜ぶ側仕え達の顔が見えた。唇がなかなか動かなかったけれど、わたしは何とか声を出そうとしてみる。


「……しんぱい、かけ……」


「無理をせずに薬が効くまでおとなしくしていてください」


寄って集たかって心配してくれる側仕え達の存在が嬉しい。殺伐としていた環境が遠ざかったことを実感してホッとするうちに、少しずつ動く箇所が増えてくる。


「……少し、声が出るようになってきました」


「まだ体は動かないようですから、もうしばらくこのままでいてください」


わたしはフランにもたれかかったまま、「はい」と返事をする。下手に頷いたら、頭がガクンと落ちて自力で顔が上げられない危険性があるのだ。


「ねぇ、フラン。わたくし、これからユレーヴェを使うのでしょう？」


「神官長がそうおっしゃいましたから、そうなるでしょう」


ユレーヴェを使うと、しばらく意識を失うことになる、とフェルディナンドに聞かされている。ならば、ユレーヴェを使う前に指示だけは出しておいた方が良いだろう。


「では、準備している手紙を下町の皆に届けてください。それから、城に置いてきたわたしの専属達も神殿に戻してもらえるように神官長に頼んでください。……神殿に関しては、わたくしが城へ向かった時の長期不在と同じです。わたくしの側仕えは優秀ですから、ユレーヴェを使っている間も滞りないと思いますけれど、よろしくお願いしますね」


「お任せくださいませ」


いくつかの注意事項と共に後のことを頼むと、わたしは隠し部屋へ向かうことにする。


「フラン、隠し部屋へ参ります。悪いけれど、運んでもらって良いかしら？　わたくしと一緒ならば、入れるはずです」


フランに抱き上げてもらって、わたしはまだ自分の自由にはならない震える手を伸ばし、隠し部屋の扉の魔石に触れる。少しずつ魔力が流れていくのがわかるけれど、いつもの状態ではない。解毒薬で体は少しずつ動くようになってきているのに、体内の魔力があまり動かないのだ。勝手な自己判断かもしれないが、良い状態だとは思えない。


「神官長、ローゼマイン様がお目覚めになりました」


何とか隠し扉を開くと、フェルディナンドは白い水差しでお風呂だか棺桶だかわからないような白い箱の中をユレーヴェで満たしていた。


「神官長、体が動くのに魔力があまり動きません。固まってきているみたいです」


「すぐにユレーヴェを飲みなさい」


顔色を変えたフェルディナンドが杯にユレーヴェを注ぎ、フランに渡した。わたしはまだ完全に自由にならない手でそっと杯に手を添えながら、フランに支えてもらってユレーヴェを飲んでいく。少し甘いと感じることで味覚が戻ってきていることがわかった。


わたしがユレーヴェを飲んでいる間にも、フェルディナンドはずっと白い水差しからユレーヴェを注ぎ続けている。それほど大きくはない水差しからずっとユレーヴェが出てきていて、代わりに鍋には触れてもないのに鍋の中身が減っているように感じた。


「まるで繋がっているみたいですね」


「まるで、ではなく、繋がっている。……これくらいか」


そう言ったフェルディナンドが水差しをコトリと置いた。そして、わたしを抱き上げてユレーヴェで満たされた白い箱の中へ座らせる。白い箱の中には魔法陣が敷かれていて、わたしが座った瞬間、わたしの体には魔力の線が赤く浮かび上がった。


「魔法陣には問題なさそうだな。……ただ、君の魔力は……」


低く呟きながら、フェルディナンドはわたしの腕や首筋の流れを注視する。いくつか検査しているうちにどんどんと瞼が重くなってくる。


「……何だか眠いです、神官長」


「あぁ、薬が効いてきたのだろう。このままここで眠ると良い。おやすみ、ローゼマイン」


「おやすみなさい、神官長。後のことはお願いします」


「あぁ、君の眠りを妨さまたげる者は、私が排除する。安心して眠りなさい」


フェルディナンドの大きな手がわたしの目元を覆う。視界が暗くなると、意識がすぅっと落ちていった。ゆっくりと自分の体がユレーヴェに浸けられていく。ゆらゆらと揺れる液体に全身が浸かる感覚は何故かひどく懐かしくて、ひどく安心できるものだった。

            





そして、その後


ふわりふわりとした柔らかな桃色の世界にわたしはいた。足元がふよんとする柔らかい世界なのに、どこかに行こうとすると何故か硬い山がたくさんあって、通りたいのに通れない道ばかりだ。


……どうするよ、これ？


むーん、と考え込んでいると、パッと手に白いじょうろが出てきた。じょうろを傾けると、ちょろちょろと液体が出てくる。よくよく見てみると、じょうろの液体で硬い山が少し崩れている。わたしはちょろちょろと水をかけて氷砂糖を少しずつ溶かしていくように、じょうろを片手にせっせと硬い山を溶かし始めた。本当に硬いところはカチンカチンで全く溶けないけれど、気長に水をかけていると、だんだん溶けてくる。ついでに、足でゲシゲシと蹴ってみると割れて砕けた。


……ん。通れるようになったね。


ちょっと溶けてない部分はあるけれど、通れるから、まぁ、いいか、と考えて、わたしは次の山に取り掛かる。そんな感じで、わたしは硬い山を次々と崩していった。


時々、じょうろの液体が出なくなることもあるけれど、すぐに補充される。わたしは山を崩すことだけを考えて、ひたすらじょうろから液体を流し続けた。


……じょうろ一つで、わたし、マジ頑張った。誰か褒めて。






ものすごく頑張った達成感を胸に、わたしはゆっくりと瞼を上げる。揺らぐ視界の中に人影が見えた。すると、その後、大きな手のひらがザボッと勢いよく入ってくる。わたしの頭はその手に持ち上げられ、半ば無理やり上半身を起こされた。


「うぇほっ！　げほ、げほ、ごほっ！」


座った状態まで体を起こされた途端、鼻からも口からも空気が入ってきた。予想外の事態にわたしは驚きに目を白黒させながら咳せきこむ。


……空気に溺れる！


わたしが口をはくはくさせていると、背中を一度バンと強く叩かれた。「げふっ！」と胸の奥に詰まっていたような液体が口から飛び出し、呼吸は楽になったけれど、背中がジンジンしている。わたしは涙目で背中を叩いた人物を睨み上げた。


「……痛いです、神官長」


一番に視界に映った人影は、フェルディナンドだったようだ。神殿長室の隠し部屋の中で、わたしはユレーヴェで満たされた白い箱の中に座り込んでいる。目の前には眉間に皺を刻んだフェルディナンド。寝る前とほとんど変わらない光景だった。


「やっと目覚めたか。いくら何でも眠りすぎだ」


そう言ったフェルディナンドが額に触れたり、首筋の脈を測ったり、いくつかのチェックをした後、「特に問題はなさそうだな」とゆっくりと息を吐いた。わたしは何度か目を瞬きながら、にぎにぎと指を動かしてみる。上手く力が入らない。


「わたくし、本当に健康になったんでしょうか？」


眠りにつく前と違って、魔力は思うままに動くようになっているけれど、体はあまり健康になっている気がしない。眠りについていたせいで筋力が落ちているのだろうか。わたしがユレーヴェに浸かったままの手をもそもそと動かしていると、フェルディナンドは実に言いにくそうな顔で口を開いた。


「あ〜、ローゼマイン。非常に残念な知らせがある」


「何ですか？」


「君の魔力のことだが……完全には溶けていない」


わたしの時間がピタリと止まった気がした。一年以上かけて素材を集め、ユレーヴェを作ったあれこれの苦労が思い浮かび、わたしは信じられない思いでフェルディナンドを見上げる。


「ええええぇぇぇぇ!?　ちょっと待ってください。なんでですか？　どうして溶けてないんですか!?　もしかして、ちょっとくらいはいいかなって、じょうろを使う時に、手を抜いたのが悪かったんですか!?」


「私は手など抜いていない」


むっとしたようにフェルディナンドに言われて、わたしは慌てて首を振ろうとしたが、それができなくて、頭が前に傾いていく。フェルディナンドが手を伸ばして、額を押さえてくれなかったら、またユレーヴェにボチャンと沈むところだった。


「神官長じゃなくて、わたくしの夢の話です。……うぁ、頭がくらくらする」


フェルディナンドはこめかみを押さえて、深い深い溜息を吐いた。「君は起きれば起きたで頭が痛いな」と呟きながら睨まれて、うっ、とわたしは言葉に詰まる。


「……まぁ、夢の話は置いておいて。どうして魔力が溶けていないんですか？」


「端的に言うならば、固まりすぎた。君が毒を受けて固まった魔力を溶かすことにもユレーヴェが必要で、元々の魔力を完全に溶かすには足りなかった」


フェルディナンドはトントンとこめかみを叩きながら説明を加えてくれる。


「元々君の中で固まっていた魔力を十としよう。私は余裕を見て十五を溶かせる品質のユレーヴェを作った。だが、君の魔力の固まりは直前になって二十になってしまった。十五を溶かせるユレーヴェでは品質が足りなかった。……そういうことだ」


「最初よりはマシになっているんですか？」


わたしは自分の腕の上に浮かぶ魔力の線を見下ろす。赤い線に変化があったのかどうかさえ、わたしにはわからない。フェルディナンドはわたしを見下ろしながら、一つ頷いた。


「そうだな。完全に溶けてはいないが、かなり良くはなっている」


「少しでも良くなっているなら、まぁ、いいや。死にかけていたわけだし……」


ひとまず一歩前進と考えたわたしは、ゆっくりと首を動かして辺りを見回す。自分が入っている白い箱のすぐ近くに木箱が置かれていて、その上に本が五冊積まれているのが目に入った。ローゼマイン工房で作るタイプの和綴わとじ本だが、全く見覚えがない物だ。


「神官長、これは何ですか？」


「ギルといったか？　君の側仕えが持ってきた本だ。本を積み上げておけば君が早く起きるのではないか、と言って、新しい物ができる度に献上してきたので積み上げておいた」


なんと、印刷された本をギルに頼み込まれて積み重ねていたらしい。


「わぁい、新しい本だ」


喜び勇んで手を伸ばそうとした瞬間、自分の手がユレーヴェの薬液まみれであることに気が付いた。この馬鹿者、と言いたげにフェルディナンドがわたしを睨む。


「その手で触れたら、汚れるぞ」


「……ですよね？」


「目覚めの兆候が見えたので、風呂の準備はさせている。もう少し待ちなさい」


「はぁい。……って、あれ？」


見たことがない本が五冊できるほど、わたしは眠っていたようだ。そのことに気付いて、何度か目を瞬いた。


「ところで、神官長。……わたくし、どのくらい眠っていたのですか？」


「約二年だ」


「……はい？」


聞き捨てならない言葉にわたしは目を剥いた。


「記録更新だな。まぁ、貴族院の入学に間に合ってよかった」


「ち、ちょっと待ってください。わたくし、今、何歳ですか？」


「十歳の秋、収穫祭が終わったところだ。冬には貴族院に入ることになる」


フェルディナンドの言葉に、わたしは軽くパニックに陥る。わたしがユレーヴェに浸かったのは八歳の冬だったが、今は十歳の秋だと言う。どうやら、わたし、九歳をまるまるスキップしてしまったらしい。


「そ、そんな！　わたくしの九歳は一体どこへ!?」


のおぉぉ、と頭を抱えると、フェルディナンドは軽く肩を竦めた。


「君の場合は七歳を二回経験したのだから、釣り合いは取れているだろう？」


七歳を留年したのも予想外だったが、九歳を飛び級する予定なんて全くなかった。


「全然取れてないですよっ！……それに、十歳と言われても、全く変わっていないような気がするのですけれど」


わたしの目に映る自分の手の大きさには何の変化もない気がする。これで二年の歳月が経ったなんてとても信じられない。


「ユレーヴェに浸かっている間は魔力を溶かす以外の生命活動が著しく低下する。半分ほど死んでいたようなものだ。……残念ながら成長しない」


そっと視線を逸らしながら、フェルディナンドがそう言った。


「ええぇぇっ!?　健康になるって言ったのに！　神官長の嘘つきっ！」


……前よりちょっとだけ健康にはなったけど、どうやらわたし、九歳をなくした上に、成長していないままで貴族院に行くことになったようです。

            





エピローグ


ここ数日の間、ローゼマインはユレーヴェの青い薬液に沈んだまま、時折瞼が開いては、焦点の合わぬ目がすぐに閉じてしまうという状態を繰り返していた。観察していたフェルディナンドには目覚めが近いとわかったが、ユレーヴェに沈んだままの彼女の体はまだ浮かび上がってこない。


収穫祭の間もフェルディナンドは夜中に騎獣を駆って何度も戻ってきたのだが、腹立たしいほどに進展が遅かった。そんなローゼマインだったが、やっと緩慢かんまんな瞬きの後で目の焦点が合い、これ以上の治療は無理だというように体がゆっくりと浮かび上がってきたのだ。


フェルディナンドは安堵の息と共にユレーヴェに手を入れて、ローゼマインを助け起こし、上手く呼吸できていない彼女の背中を叩いてやる。口や気管に入っていたユレーヴェが飛び出したことで呼吸が楽になったようだ。ローゼマインはゲホゲホと咳き込んでいるが、呼吸時の異音はなくなった。


「痛いです、神官長」


じとっと恨みがましい目でローゼマインに睨まれて文句を言われたが、フェルディナンドにはそのような目で見られなければならない理由がわからない。目覚めてから文句ばかり言っているローゼマインはこちらの苦労も知らず、あまりにも恩知らずではなかろうかと思う。


「風呂が終わったら呼びなさい。君が眠っていた期間のことについて話をする。質問があれば、その時にしなさい」






ローゼマインを彼女の側仕え達に任せてフェルディナンドが神官長室へ戻ると、フェルディナンドの側仕えが嬉しそうに表情を綻ばせた。


「神殿長はお目覚めになったのですね。こちらの小さな手形は神殿長の物でしょう？」


指摘された場所にはべったりと小さな手形が付いている。ローゼマインがつかんだ部分だ。ユレーヴェに手を入れてローゼマインを起こしたり、抱き上げて運んだりしたので、フェルディナンドの神官服はひどい有様になっていた。


「神官長、お召替えをいたしましょう」


「あぁ、頼む」


「いつ神殿長が目覚めるのか、と皆が気を揉もんでいたので安心いたしました」


着替えを持ってきた側仕えもまた表情を緩めて珍しく軽口を叩いている。皆がローゼマインの目覚めを待っていたのだ。


……ローゼマインが目覚めたら、アレに煩わずらわされることもないからな。


フェルディナンドは溜息混じりに執務机の一角にいくつも溜まっている黄色の魔石へ視線を向けた。「ローゼマインはいつ目覚めるのだ、フェルディナンド!?」とボニファティウスの声で叫ぶだけのオルドナンツが、この半年は本当に多くて神官長室の者は心底うんざりしていたのである。


……まったく……。なかなか溶けぬローゼマインの魔力に苛立っていたのは、私とて同じだ。いつ目覚めるのか尋ねたいのはこちらだ、と何度怒鳴りたくなったことか。


「神官長、神殿長がようやく目覚められたのです。今日はゆっくりと過ごせそうですね」


「いや、まだだ。ローゼマインが身支度を終えたら、この二年間の説明をするために神殿長室に向かうことになっている。あちらの側仕えが来たら通せ」


「かしこまりました」


着替えを終えたフェルディナンドは執務机へ向かい、机の一角に溜まっている黄色い魔石を次々とシュタープで軽く叩いて魔力を注ぎこんでいった。一斉に二十近くの魔石全てをオルドナンツに変化させると、周囲は白い鳥だらけになった。それに向かって彼は告げる。


「ローゼマインが目覚めた。体調に問題がなければ三日後の三の鐘の頃に城へ連れて行く。まだ本調子ではないため、先走って神殿には来ないように」


フェルディナンドがシュタープを振れば、オルドナンツが一斉に飛び立って行った。ちなみに、二十羽ほどいたオルドナンツの半分以上がボニファティウスへの返信だ。一羽のオルドナンツが三度同じ伝言を繰り返すのだから、同じ伝言を三十〜四十回も聞かされる彼の姿を思い浮かべて、フェルディナンドは少しばかり溜飲りゅういんを下げた。ここ数カ月の間、毎日のようにローゼマインが目覚めたか尋ねるオルドナンツを飛ばしてきたことに対する、ちょっとした報復だ。


だが、フェルディナンドの溜飲が下がっていたのは、ほんの少しのことだった。ローゼマインが貴族院に向かうまでに覚えておかなければならない項目をまとめた資料を取り出していると、すぐに喜色に満ちた雄叫びを携えたオルドナンツが戻ってきたのである。


「うおおおおおおぉぉぉ！　ローゼマイン！　目覚めたか！」


神殿中に響きそうな声を三回も聞かされたフェルディナンドはこめかみを押さえるしかなかった。ローゼマインが寝ていても、起きていてもボニファティウスは面倒くさい。もうこれ以上相手にする気にもなれなかったフェルディナンドは、黄色の魔石に戻ったオルドナンツを放置して資料の確認を続けた。


……本当に大丈夫だろうか。


ローゼマインが無事に目覚めてよかったという大きな安堵と共に、不安もフェルディナンドにはある。ユレーヴェに浸かっていた以上、当たり前のことだが、ローゼマインには全く変化がない。意識や記憶はもちろん、姿も二年前で止まっている。


先程、ユレーヴェから取り出したローゼマインをフランに渡そうとした時のことをフェルディナンドは思い出す。風呂の準備を整えて主の目覚めを今や遅しと待ちわびていた側仕え達が駆け寄ってきたのだが、ローゼマインは成長している自分の側仕えに驚いて目を見開いていた。成人していたフランはそれほど変化が大きくないが、見習いだった側仕え達が全員成人しているのだ。ローゼマインは、喜びに駆け寄ってきた側仕え達の姿に、表情を強張らせてフェルディナンドを見上げ、ひどく不安そうな顔で彼の袖口をつかんでいた。ローゼマインが周囲の進歩と自分の在り様に折り合いをつけていかなければならないのは、これからだ。


……だが、何にせよ、冬の社交界が始まる前にローゼマインが目覚めてよかった。


貴族院に間に合うかと懸念していたが、何とかなりそうだ。一年、入学を遅らせることもできないわけではないが、貴族社会における周囲の視線や余計な噂は相当な負担になる。


……ただでさえ、ローゼマインには他領の貴族の噂になりそうな弱みが多いからな。






ローゼマインが貴族院へ入るために必要な教育項目を整理しているフェルディナンドに、側仕えが声をかけてきた。


「神官長、神殿長の準備が整ったそうです」

            





    
  
  




洗礼式の日のおじい様


私は今、猛烈に感動している。孫娘のローゼマインが優秀で可愛すぎるのだ。大勢の貴族が見つめる中、あのちっこい虚弱な体で神殿長として洗礼式とお披露目をやり遂げた。今はジルヴェスターの子供を背に庇うようにして立派に対応している。


……素晴らしいぞ、ローゼマイン！　さすが私の孫娘！　それにしても、腹立たしい。私のローゼマインにヴィルフリートへの文句など言うでない！


カルステッドとエルヴィーラから「父上がローゼマインに触れると死にそうなので近付かないでください」とか「ローゼマインはシャルロッテ様の良いお姉様になろうと努力しているので手出しは厳禁ですよ」と釘を刺されていなければ、あのような嫌みな中級貴族など、祖父として私が一喝いっかつし、黙らせて蹴散らしてやったのに。


そういえば、いつだったかエルヴィーラが「ボニファティウス様のように力任せに相手を黙らせればよい、とローゼマインが覚えてしまっては大変です。あの子にはそれだけの魔力があるのですから」と言っていた。力があるならば使えば良いのに面倒なことだ。ちなみに、「父上はそのような考え方ですから、領主から外されたのでしょう」とカルステッドに言われたが、私は領主という面倒な立場を回避しただけだ。決して実力不足ではない。


……それにしても、雪玉をいくつか当てられただけで卒倒するくらい体力も腕力もないのに、魔力だけは余裕でエーレンフェストを支えられるくらいにあるとは……。


去年の冬、私を含めた大勢の騎士達によって危険がないように見守られている中、子供達が雪玉を投げ合っているのは微笑ましい情景だった。だが、それはせこせこと雪玉を作るローゼマインが狙われるまでの話だ。ポスポスと雪玉を当てられたローゼマインが突然意識を失った時には、雪玉を投げていたヴィルフリートとその学友達はもちろん、周囲で見守っていた騎士団一同が真っ青になった。あのひ弱さを見て以来、怖くて私はローゼマインに触れていない。


……あのような小さな雪玉で倒れるのだぞ？　私が触ったらカルステッドの言う通り、死んでしまうかもしれぬではないか。






七の鐘と共に、領主夫妻や近しい者に挨拶をしながら大広間を去っていく。それを機に、私も子供達が通る辺りへ場所を移した。


……何のために？　もちろん、ローゼマインと挨拶するために決まっている。


「ボニファティウス様、ごきげんよう」


「あぁ、シュラートラウムの祝福と共に良き眠りが訪れるように」


……うむ。やはり私の孫娘が一番愛らしい。公の場では「おじい様」と呼んでもらえないのが非常に面白くないが、な。


私がローゼマインに「おじい様」と呼んでもらえたのは、洗礼式で初めて会った時と春の領主会議中に魔力供給を手伝っている間だけだった。魔力供給後、ヴィルフリートは礼を言う元気も残っていなかったが、ローゼマインは「おじい様、いつもありがとう存じます」といつも笑顔で礼の言葉を欠かさなかったのだ。あれは他の者に邪魔をされない貴重なローゼマインとの触れ合いだったと、今になって実感する。


……あぁ、早く次の領主会議になれ。ついでに、ちょっと会議が長引けばよいのだが。


私がそんな思い出に浸っていると、先程退出していったはずのヴィルフリートが側仕えに抱えられて大広間に駆けこんできた。私の孫で、ヴィルフリートの護衛騎士に就いているランプレヒトも一緒だ。その慌ただしさに危険なものを感じて、私は身体強化で視力を強化しながら即座に周囲を見回した。その反応を見る限りでは、何が起こっているのか知っているような者は見当たらない。


「北の離れに程近い場所で襲撃を受けました！　ただいま護衛騎士が交戦中。その内一人はシュタープを所持。シャルロッテ様とローゼマイン様は北の離れ側に分断されています。至急救援を！」


「騎士団一〜四班は救援に！　残りは大広間を閉鎖せよ！　ここにおらぬ貴族には疑いがかかると思え！」


騎士団長であるカルステッドが命じると、騎士が一気に大広間を封鎖するために動き始めた。


「カルステッド、私はローゼマインの救援に行くからなっ！」


私は先々代の領主の子で、騎士団に所属していた。そのため、引退した今でも領主を補佐する仕事が回ってくることがある。今まではなるべく回避したいと思っていたが、ここ最近は補佐も進んで引き受けている。それもこれも、ローゼマインの危機に動くためだ。


……「おじい様、ありがとう。大好き」と言ってもらう立場は誰にも譲らぬ。


カルステッドの焦った「父上っ!?」という制止に、ジルヴェスターの叫ぶ声が重なる。


「フェルディナンド、行け！　ボニファティウスのやりすぎを止めろ！」


「また無茶を……」


背後のやりとりを無視した私は、騎士により閉じられつつある大広間の扉をすり抜けると、北の離れに向かって直走った。魔力による身体強化で足を強化して、駆けつけようとしている騎士達を次々と追い抜いていく。


……六十歳といえど、若者にはまだまだ負けぬ！　一番乗りは私だぁ！


本館の大広間から北の離れまでは結構距離がある。ローゼマインのような騎獣があれば速いのだが、と思いながら、私は身体強化を使った全力で駆け抜けた。


「ローゼマイン！　どこだ!?」


数回角を曲がったところで、黒ずくめの敵と騎士達が交戦しているのが見えた。私はグッと視力を強化する。だが、周辺にはローゼマインもシャルロッテの姿も見えない。残りの護衛騎士が北の離れに誘導したのだろうが、無事を確認するまで戻るつもりはない。


「ローゼマインは無事かあぁっ!?」


私はそう叫びながら黒ずくめに背後から飛びかかり、身体強化した腕を振り上げて一人を叩き潰す。次の瞬間、地に落ちた黒ずくめがボンと鈍い音を立てて爆発した。


「うわっ!?　なんだ!?　勝手に自爆しおった」


黒ずくめの血や体液や内臓が切れ切れになった黒い布と共に辺りに飛び散り、応戦していた騎士達が黒ずくめを中心に起こった爆風に飛ばされた。突然濃い血の臭いに晒され、飛び散った肉片を顔で受けた騎士がえずく。視界の端にそれが見え、私は即座に叱咤しったした。


「気を抜くな！　馬鹿者が！」


私の怒声でびりっとした緊張感が戻り、騎士達は体勢を立て直したが、その後は連鎖的に、そして、順番に交戦していた黒ずくめが爆発し始める。これまで敵を叩き潰したり、武器で切り捨てたりしたことは私にも経験がある。だが、自分が何もしていないにもかかわらず、敵が勝手に自爆していく様子は見たことがない。


「何が起こっている？……よくわからぬが、敵が勝手に消える分には問題なかろう。そこの者、ローゼマインは無事か？」


「……わかりません。シャルロッテ様がさらわれ、ローゼマイン様が騎獣で追いかけていったところまでは確認しております」


「この役立たずが！」


その場にいた護衛騎士達を一喝して、私は大きく開かれた窓へ駆けだした。敵が勝手に死滅したならば、この場に長居は不要だ。私の役目は敵の掃討や犯人を定めるための証拠集めではない。ローゼマインの救助なのだ。


私が窓へ駆け寄るのと、真っ青になったシャルロッテを抱えたローゼマインの護衛騎士アンゲリカが戻ってくるのは同時だった。


「おぉ、無事でしたか、シャルロッテ姫。……ローゼマインはどちらに？」


「お姉様は何者かにさらわれました。わたくしを助けようと、ご自分の護衛騎士を使って……」


涙ながらのシャルロッテの言葉に私はカッと目を見開いて、護衛騎士であるアンゲリカを見た。アンゲリカはすぐに自分が知っている状況の説明を始める。


「今、コルネリウスが追っています。わたくしも姫をここに届けたら、追いかけるつもりなのです。ボニファティウス様、姫をよろしくお願いいたします」


そう言ってアンゲリカはシャルロッテを渡そうとしたが、私はそれを無視した。強化した私の目にはかなり遠い場所だが、コルネリウスが森へ降りていくのが見えている。


「ローゼマインは私の孫娘だ。私が行く！」


アンゲリカとシャルロッテを押し退のけるようにして窓から冬の夜空へ飛び出し、私は騎獣を出現させて飛び乗った。翼を動かすと大きな羽音を立てるので、あまり動かさぬように滑空かっくうしながら周囲の音を探る。私がじっと集中して音を拾っていると、コルネリウスが降りていく場所よりも更に先、下働きの者が働く場所を隠すように広がっている森の中を、正面玄関側に向かって走る馬の足音が聞こえてきた。


……あれか！


私がカッと目を見開くと同時に、騎獣がバサリと羽音を立てて空を叩く。魔力を大量に注ぎ込んだ騎獣の全速力で、目的の場所へ冷たい夜空を駆けだした。騎獣で突っ込みながら、これ以上誘拐犯を逃がさぬように怒りに満ちた魔力をシュタープに注ぎ込む。すぐさまシュタープの先にはバチバチと白い火花が散る魔力が集まり始めた。


魔力の集まりが自分の顔よりも大きくなった時には、強化などしなくても馬の走っていく様子が見えるところまで近付いていた。私はシュタープをブンと大きく振り下ろし、魔力の集まりを馬の進路方向に向かって力一杯打ち込んだ。


魔力の集まりがシュンと白い光の長い尾を引きながら森の中へ飛び込んでいく。直後、大きな爆発音が起こった。木々が消し飛び、鳥や小動物の悲鳴のような鳴き声と逃げ出す物音で森が騒然となる。突然の爆音に驚き、恐怖に駆られたのであろう。馬が大暴れして暴走を始めた。


「私の唯一の孫娘をさらった愚か者は、お前かああぁぁぁっ！」


めちゃくちゃに走る馬に向かって、私は馬を張り倒すような勢いで魔力を放出しながら騎獣から飛び降りる。正面から私の威圧を受けた馬が棹立ちになって、泡を吹いて止まった。同時に、手綱たづなを握っていた男が馬から放り出される。


私は怒りに任せて男を叩き潰すと、すぐさまローゼマインを探した。棹立ちになった馬に括くくりつけられた布の塊が見える。すぐさま紐を切って布の塊を救出すると、こちらに向かって倒れてくる馬を身体強化した足で反対側に蹴り飛ばした。


「ローゼマイン、入っているか？」


布の包みは本当に子供が入っているのかと疑うほどに軽い。私がちょっと振ってみたら、布の形がぐにゃりと崩れて人の形になった。


「振っても返事がない！　まさか、死んでいるのではないか!?　ローゼマイン、今すぐ出してやるからな！」


いくら耳を澄ませてもローゼマインからは何の返事もない。血の気が引いた私は、急いで布からローゼマインを取り出そうと布の端をつかみ、「ふん！」と気合いを入れて力一杯引っ張って振った。重みがある方がぐるぐると回り、布が大きく広がっていく。


あ、と私が思った時にはもう遅かった。布が剥がれ、空中へ飛び出したローゼマインが高速で横回転しながら、思わぬ方向に飛んでいく。私が咄嗟に手を伸ばしても届かない。


「うわああぁぁっ！　ローゼマインが飛んでいったああぁぁっ!?」


直後、私を追ってきていたフェルディナンドが、木々にぶつかる寸前にローゼマインを捕まえたので事なきを得たが、私は本当に口から心臓が飛び出すかと思った。






その後、ローゼマインが妙な薬を飲まされていることと、彼女にとっては致死毒であることを確認したフェルディナンドが治療のために神殿へさらって行った。正直に言えば、私は神殿になど可愛い孫娘を預けたくはない。付け加えるならば、後見人とはいえ余所の男に孫娘を預けること自体が不愉快ふゆかいだ。


しかし、私が自分の屋敷に連れ帰ったところでローゼマインに与える薬の量もわからないし、慌ただしい城ですぐさま治療が始められるかどうかもわからない。おまけに、息子であるカルステッドの忠告通り、不用意に私がローゼマインに触れば死んでしまうかもしれない。


……さっきも危なかったからな。


飛んでいったローゼマインの姿を思い出して、私は額の汗を拭う。それならば、コルネリウスと共にもう一頭の馬を追跡し、犯人を突き止める方がローゼマインのためになるはずだ。






「行くぞ、コルネリウス」


「はい、おじい様」


もう一頭の馬も興奮して暴れていたため、発見は容易ですぐに犯人を捕獲ほかくできた。だが、ここでも手綱を握っていたのは下働きの男で、シュタープを使う貴族ではない。魔力の網にローゼマインが捕えられたところをコルネリウスが見ている以上、犯人には貴族がいるはずだ。


「お前に命令をしたのは誰だ？」


「存じません。黒の装束しょうぞくに身を包んでいらっしゃる貴族の方でした。ただ言われた通りのことをすればよい、と命じられただけでございます」


他に人の気配はないか、周囲の気配を探ってみたが、特にはいないように思える。とりあえず、この男を連れて行くしかない。


男を縛っていると、救援要請の赤い光が森の中に立ち上った。私はコルネリウスと顔を見合わせ、すぐさま捕えた下働きの男を抱えると、救援要請のロートが上がる森の奥へ急いで騎獣で駆けつける。赤い光の先では、アンゲリカが一人の黒ずくめの貴族を捕獲していた。


「ボニファティウス様、わたくしでは運べないので手伝っていただけませんか？」


「任せておけ。でかしたぞ、アンゲリカ。……さて、私の孫娘に手を出した愚か者はどこのどいつだ？」


私は誘拐犯の顔を覆う黒の布を力任せに引きちぎった。どこかの肉も一緒につかんでしまったようで、「痛っ！」と軟弱なんじゃくな悲鳴が上がる。布をむしられたそこには、眉を情けなく下げて、私を見上げている見知った顔があった。


「ジョイソターク子爵、其方……」


「ボニファティウス様、私はっ！」


「黙れ！」


ジョイソターク子爵はカルステッドの第三夫人だったローゼマリーの親族だ。端の端とはいえ、我が一族に連なる者の縁者の顔が出てきたことに、一瞬で血が頭に上っていく。怒りと勢いで殴り殺してしまわぬようにシュタープを握りしめて突きつけると、ギリッときつく奥歯を噛んで、ガクガクと震えている男を見下ろした。


「申し開きはアウブ・エーレンフェストの御前でせよ。……私は今すぐにでも其方を捻ひねり潰したくて仕方がないのを必死に堪えているのだ。余計な口を開くな」


シュタープで捕縛ほばくし、下働きの男とひとまとめで引きずるようにして、私はジョイソターク子爵を連れて城に戻った。


「コルネリウス、アウブ・エーレンフェストに報告を。私はこの愚か者を逃がさぬようにしておく。アンゲリカはこちらに同行せよ。さすがに私が一人で行動するわけにはいかぬからな」


「かしこまりました」






私は罪を犯した貴族を捕えるための牢ろうにジョイソターク子爵を放り込んだ。そして、シュタープを封じるための犯罪者につける手枷てかせをはめ、一通りの申し開きを聞いた後、猿轡さるぐつわを噛ませ、逃げられぬように処理をしていく。


「アンゲリカ、このままアウブ・エーレンフェストの呼び出しがあるまで待機だ」


私がドカッと椅子に座ると、アンゲリカが捕えた男達と自分の手を見比べて肩を落とした。


「ボニファティウス様はお強いですね。わたくしは身体強化を使って尚なお、目の前でローゼマイン様をさらわれてしまいました」


「……其方はシャルロッテ姫を助けておったのだろう？　話を聞く限りではコルネリウスの制止を聞かずに飛び出したローゼマインが一番悪い。自分の身も守れぬ者が無茶をしすぎだ。其方の身体強化がなければシャルロッテ姫が死んでいた可能性は高い。其方はよくやった方だ」


アンゲリカは中級貴族の割になかなか強く、身体強化の魔術を比較的良く使いこなしている。まだ全身に魔力を行き渡らせなければ強化できないので魔力の無駄は多い。だが、その年齢にしては良くできている方だ。私が褒めるとアンゲリカは表情を曇らせる。


「本当にそうでしょうか？　わたくしは身体強化に魔力を注ぎ込む分、他への魔力が残らないのです。それに、少し残っていても同時に複数のことができません。今回もわたくしが身体強化を使いながら騎獣を出すことができていれば、一人でシャルロッテ様を助け出すことができました。そうしたらコルネリウスはローゼマイン様を守ることができたと思います」


アンゲリカは悔しそうに青い目を伏せて唇を一度引き結んだ。


「できるはずのことができなかったならば、反省は必要だ。だが、最初からできないことに関して嘆いても仕方がなかろう。どう考えたところで、できるはずがないのだからな」


私は領主一族なので他の者より魔力が豊富だ。また、身体強化を長年使っているので部分的な強化もお手の物だし、呼吸をするように強化したい部分だけを強化することもできる。だが、身体強化は難しい。慣れれば少ない魔力量で効率良く強化できるが、慣れるまでは魔力を大量に必要とする。使いこなせるようになるまでが大変なので、中級貴族はもちろん、上級貴族でも身体強化をしようとする者はなかなかいない。


「できぬことはできるように努力すれば良い。身体強化の上達のためには、魔力の量を増やすのが一番の近道になるのだが、こればかりは難しいな……」


アンゲリカは中級貴族の割に魔力は多い方だが、これ以上増やすのは難しいはずだ。うむむ、と私が唸ると、アンゲリカはゆっくりと首を横に振った。


「今、わたくしはローゼマイン式圧縮方法で魔力を増やしている最中なのです。……まだ全然足りていないのですけれど、もっと増やします」


「ローゼマイン式圧縮方法だと!?　何だ、それは!?」


私が目を剥くと、アンゲリカが説明してくれた。ローゼマインが考えた魔力の圧縮方法で、冬の社交界が始まる少し前にヴィルフリートを除く領主一族の護衛騎士と騎士団の一部に教えられたらしい。ヴィルフリートの護衛騎士は一連の騒動から日が経っておらず、まだ要観察だと判断されたそうだ。


「私はそのような圧縮方法があるなど聞いていないぞ」


「……ボニファティウス様はこれ以上増やす必要などないと思いますけれど？」


「やかましい。ローゼマインが考えたことは他人が知る前に、祖父である私が知っておかねばならぬ。その圧縮方法はどのようなものだ？」


私が尋ねると、アンゲリカは頬に手を当ててコテリと首を傾げた。


「教えられないように契約魔術で縛られているので、領主夫妻に申請を出して、ローゼマイン様に直接教えてもらうしかありません。教えられるのはローゼマイン様だけなのです」


ローゼマインと会う理由ができたことに歓喜した私は、髭を撫でながら自分の脳内の予定表に「ローゼマインに魔力の圧縮方法を教えてもらう」と刻み込む。


「よし、アンゲリカ。其方の魔力が増えるのであれば、私が其方を鍛えてやろう。ローゼマインの護衛騎士として十分な働きができるよう、協力を惜しまぬ」


「嬉しいです、ボニファティウス様。ぜひ、よろしくお願いいたします」


やる気に満ちたアンゲリカの青い瞳が期待で輝いた。二人でガシッと固い握手を交わす。こうして、私はアンゲリカという新しい弟子を得たのである。






「アンゲリカは全身の強化ができるのだから、今度から部分強化の訓練をしてみればどうだ？　一部に魔力を集中し、魔力の無駄遣いを削ることが大事だ」


「ふむ。主が魔力を節約できれば私も助かるが、何かコツがあるのか？」


私がアンゲリカに身体強化について教え始めると、何故かアンゲリカではなく魔剣がフェルディナンドの声で返事をした。私は思わずまじまじと魔剣を見つめる。


「何だ、これは？」


「シュティンルークです。ローゼマイン様に魔力をいただいた結果、喋るようになりました」


なんとアンゲリカはローゼマインから魔力を与えられた喋る魔剣を所持しているらしい。しかも、周囲の声を拾って記憶しておいてくれるそうだ。


「アンゲリカ、その魔剣を私に……」


「差し上げることはできません。シュティンルークはローゼマイン様がわたくしのために魔力を注いでくださった大事な魔剣です。主であるローゼマイン様からいただいたものを他人に渡せると、ボニファティウス様はお思いですか？」


「……そうだな。すまぬ」


ローゼマインからもらった物を他人に渡すなどできるはずがない。その気持ちはよくわかる。


……だが、私もローゼマインからの贈り物が欲しい。せっかくなので、私も魔剣を育てて、ローゼマインに魔力を注いでもらうというのはどうだろうか。フェルディナンドではなく、ローゼマインの声で喋ってほしいものだが……。






私が魔剣作りに関して真剣に考えていると、「おじい様、尋問の場が整ったようです」とコルネリウスが呼びに来た。


「先に報告を。あちらの状況はどうなっている？」


「はっ！　犯人捕獲の連絡が伝わったため、アウブの命により大広間で現場不在証明がされた貴族達は帰宅しました。不審な動きをする者がいないかどうかを騎士団に見張られながら馬車に乗り、速やかに帰ったそうです。大広間にいなかった貴族──ほとんどが領主一族に仕える側仕えだったようですが、彼等に対する尋問が行われました。領主夫妻の寝室を整えている側仕えや領主の子の面倒を見ている側仕えばかりなので、すぐに現場不在証明ができたようです。先程、神殿からフェルディナンド様もお戻りになられました」


コルネリウスの報告を聞き、私は立ち上がった。


「アンゲリカ、なるべく腕の部分だけに身体強化を使ってこれを持て。では、行くぞ」


きつく縛り上げている下働きの男の綱を手渡すと、アンゲリカは「はい、お師匠様！」と大きく頷いて綱を受け取った。アンゲリカは腕の部分だけを強化しようとしているが、まだまだ全体に魔力が流れている。それでも心持ち腕の部分だけが魔力を多く帯びているので、多少は部分強化に成功しているようだと私は判断する。


「……お師匠様、とは？」


コルネリウスが私達を見比べると、グッと綱を握ったアンゲリカは誇らしそうに胸を張った。


「わたくし、ボニファティウス様の弟子として鍛えていただけることになったのです」


「なんて物好きな……。信じられない。正気か、アンゲリカ？」


恐れおののいているコルネリウスを私は一喝する。


「私が鍛えてやろうとしたら、すぐに逃げ出そうとする軟弱者が何を言うか！」


一瞬怯ひるんだコルネリウスが黒い目でじっと私を見返した。


「お言葉ですが、私は逃げ出したことなどありません。だいたい、おじい様が逃がしてくださったことがありますか？」


「ふん！　逃がすわけがなかろう。……そうだ、コルネリウス。其方も鍛えてやろう。ローゼマインを守るに相応しい力がない護衛騎士など必要ないからな」


私としては自分でローゼマインを守ってやりたいが、私は一応先々代領主の子で領主一族である。残念ながらローゼマインの護衛騎士になることはできない。ローゼマインを守るためには、護衛騎士を鍛えるくらいしか私にできることはないのだ。


「おじい様、ローゼマインの護衛騎士ということはダームエルやブリギッテも同様ですか？」


「うむ、同様だ。強い護衛騎士が増える分には問題なかろう」


私は少し考えてみたが、今回のようにシャルロッテがさらわれて、ローゼマインの護衛騎士が救いに行くようなことになっては、やはりローゼマインの警護が手薄になってしまう。それでは意味がない。


……いっそのこと、領主一族の護衛騎士は全員鍛え直すか？


どのようにして護衛騎士を鍛えるか考えながら、私は領主の執務室へ向かう。階段を上がっていると、私が引きずっている犯罪者がゴゴンと段差にぶつかるたびに呻き声を上げた。うるさいが、無視だ。私は護衛騎士を鍛える計画を立てねばならぬ。


……ローゼマイン、私は領主一族の護衛騎士を強くするために精一杯頑張るからな。






「ボニファティウス様がいらっしゃいました」


扉を守る騎士達が声を上げながらゆっくりと扉を開けていく。コルネリウスを先頭に、私がジョイソターク子爵を、アンゲリカが下働きの男を引っ張って入室した。


領主の執務室に並ぶのはエーレンフェストの首脳陣だ。領主夫妻、フェルディナンド、ローゼマインの両親である騎士団長夫妻が正面の壁を背にするように並んでいる。右側には騎士団の役付きが五名と、領主一族の護衛騎士から代表が一名ずつ。左側には城の側仕えを統率するノルベルト、リヒャルダといった領主一族の筆頭側仕えや領主夫妻の文官達が揃っている。


私は居並ぶ者を見回し、皆の視線が引きずってこられたジョイソターク子爵に向いていることを認めながら、ジルヴェスターに一つ頷いた。


「アウブ・エーレンフェストのお召に従い、参上いたしました」


「ボニファティウス、ご苦労だった」


ジルヴェスターの労いを耳にしながら、私はフェルディナンドへ視線を向ける。


「これを尋問する前に聞かせていただきたい。……フェルディナンド、ローゼマインは？」


「命に別状はありません。ですが、詳しいお話は人払いをしてからが良いかと……犯罪者に余計な情報を与える必要もありません」


ジョイソターク子爵のことを言っているように聞こえるが、フェルディナンドの視線はこの場にいる者の中に今回の事件と通じている者がいる可能性があると言っている。それを察した私はローゼマインの容体を尋ねることを後回しにするしかなかった。


「では、ボニファティウス。其方が大広間を飛び出してからの話を聞こうか」


アウブ・エーレンフェストの言葉で尋問は開始される。私は大広間を出てから先の出来事を語った。身体強化によって一番乗りで交戦している現場に到着したこと、殴ったら敵が爆散したこと、ローゼマインを救い出したこと、下働きの男を捕えたこと、ロートを発見した先でアンゲリカがジョイソターク子爵を捕えていたことを述べていく。


「下働きの男は、黒ずくめの貴族の男に命令されただけのようです。馬で荷物を運び、最も下働き達の仕事場に近い位置にある紋章のない馬車に乗せるように言われただけだそうです」


「アウブ、ボニファティウス様のおっしゃる通り、確かにその位置に馬車がございました」


貴族達を帰宅させるために見張っていた騎士団からの情報によると、下働きの男が指示された位置に紋章のない馬車があったと言う。紋章のない馬車は、側仕えや下働きを乗せるための馬車だ。紋章は付いていなくても、下働きの者達の間では自分達の馬車がわかるように印が入れられている。ただ、その印は主でもない貴族では見てもわからない。


「大広間にいた全ての貴族が帰った後も、ジョイソターク子爵の紋章が付いた馬車と紋章なしの馬車が三台残っておりました。おそらく従者や側仕えと共に黒ずくめを連れ込んだのだと思われます。ジョイソターク子爵の馬車で間違いないでしょう」


「……ですが、ジョイソターク子爵の紋章が付いた馬車から一台だけ、ずいぶんと離れていました。仮にローゼマイン様をさらうことに成功しても、周囲には奇異に映ったでしょう」


役職付きの騎士達がそれぞれの意見を述べ始める。どの意見もジョイソターク子爵が犯人であることを前提とした証言ばかりだ。大広間にいた貴族で不在だったのがジョイソターク子爵なので無理もない。だが、猿轡を噛まされたままのジョイソターク子爵は涙さえ浮かべて必死にブルブルと首を横に振って彼等の意見を否定している。誘拐犯には違いないだろうが、その必死さが私には少し気になった。ちらりとジルヴェスターに視線を送ると、彼も同じような不可解さを感じているようで、手を振って騎士達の言葉を止める。


「待て。ジョイソターク子爵の意見も聞きたい」


猿轡を取られるや否や、ジョイソターク子爵が悲鳴のような声を上げた。


「アウブ・エーレンフェスト、私の馬車は紋章付きが一台と紋章なしが二台でございます。その離れた場所にあったという一台は存じません。それに、私はローゼマイン様をさらってなどいません。私がさらったのはシャルロッテ様ではございませんか」


ローゼマインの誘拐には全く関与していない、とジョイソターク子爵が言い募つのった。その分、自分のしでかしたことに関してはべらべらと喋っている。


「アンゲリカ、どうだ？」


「はい、確かにジョイソターク子爵がさらったのはシャルロッテ様でございます。シャルロッテ様を放り出して逃げ出した先は東。ローゼマイン様が助け出された南からは距離がありました。両方の犯人と考えるには少し無理があると思われます」


アンゲリカの言葉に周囲がざわめき、ジルヴェスターはすっと表情を厳しくする。


「では、他にも貴族の中に犯人がいるということか？」


「……落下するシャルロッテ様をお助けする間に、東の森に飛び込んでから南に向かって急旋回せんかいし、ローゼマイン様の騎獣を魔力の網で捕えて、薬を飲ませた後、下働きの男に渡し、すぐにまた東の遠く離れた管理小屋に逃げ出すことができれば、一人だけでも可能かもしれません」


アンゲリカは真面目な顔で言っているが、それが普通の人間には無理だということは誰もがわかることだ。私もジョイソターク子爵の捕獲現場を思い返す。確かにコルネリウスが騎獣で降りていった場所から離れていた。森の中では羽を広げる騎獣を使うのが難しい以上、馬を準備していてもジョイソターク子爵には両方の誘拐を成功させることは不可能だ。


私ならば身体強化を使って全力で走ればギリギリ間に合うかもしれない。だが、ジョイソターク子爵には無理だ。それだけの身体強化ができて魔力が豊富にあれば、アンゲリカに捕えられるはずがない。


「ジョイソターク子爵、共犯者は誰だ？」


トントンと軽く指先で机を叩いたジルヴェスターが、アンゲリカからジョイソターク子爵へ視線を移した。睨まれた子爵は「共犯者などいません」とはっきり言った。


「計画が他人の口から漏れることを考えれば、自分一人の力で行うのが確実でございます」


どう考えても、誰かに誘導されて踊らされているようにしか思えない。大それた計画を考えて実行するには、ジョイソターク子爵はあまりにも力不足だ。


「では、ジョイソターク子爵。其方の行いを子細に述べよ」


そこから始まった子爵の言い分は、ひどく頭の痛いものだった。あまりにも愚かすぎて、頭を使うことが得意ではない私でも声が出せない程だ。何かする時には綿密な計画を立てるフェルディナンドなど、こめかみを押さえたまま動けなくなっている。


簡単に述べると、ジョイソターク子爵は領主の子供の内の誰かを誘拐して、狩猟大会の折に発見した管理小屋に隠す予定だったそうだ。ヴィルフリートかシャルロッテの場合は、ローゼマインにその場所の情報を教えたり、一緒に救出したりすることでローゼマインの心証を良くしようと考えたらしい。ローゼマインをさらった場合は、自分が一番に助けに行って恩を売るつもりだったそうだ。私は呆れてしまった。


……今でも警戒されて近付けていないのに、どのようにして情報を流すつもりだ？　おまけに、ローゼマインを一番に助けに行くのは私に決まっている。考えなしめ。


身食いの黒ずくめを従者として馬車に隠して連れ込み、護衛騎士の足止めをする。自分が逃げ切った後は、爆発させて証拠隠滅を図れば連れてきた馬車には紋章も付いていないのでバレるはずがないと考えたらしい。あまりにも穴だらけで行き当たりばったりの計画だった。


おまけに、普段は貴族街にいないこの愚か者は、ローゼマインの騎獣が空を飛べることを知らず、騎獣で追いかけられると考えていなかったらしい。絶対に捕まるわけにはいかなかったので、シャルロッテを放り出して逃げたが、逃げ切ったと思ったところをアンゲリカに捕えられたのが、更に予想外だったそうだ。まさか洗礼式で会ったばかりの義理の妹を助けるために、騎獣で飛び出すほどの愛情をローゼマインが持っているとは思わなかったらしい。


計画の根本がひっくり返ったと言っている姿に頭が痛くなった。あまりに無計画過ぎる。これだけの愚か者が派手に動いてくれれば、ローゼマインをかどわかそうとした者も、ずいぶんと楽に動けたであろう。


ジョイソターク子爵の言い分に、エルヴィーラが呆あきれ果てたような溜息を吐いた。


「ローゼマイン様は孤児にさえ心を砕くエーレンフェストの聖女でしてよ。親族を自称するというのに、ご存知ないのかしら？」


「ローゼマイン様は私の妹だったローゼマリーの娘で、私の姪めいで……」


「思い違いをしていてよ、ジョイソターク子爵」


エルヴィーラが冷ややかな笑みを浮かべて、ピシリと言葉を遮った。そして、静かに漆黒の瞳でジョイソターク子爵を見つめる。


「貴方は親族ではございません。ローゼマイン様はわたくしの娘です。洗礼式でわたくしが母親として対応しましたし、ローゼマイン様もわたくしを母として慕したってくれています」


貴族の子として認められるのは洗礼式の時だ。その時に対応する者で父親と母親がはっきりと決まる。愛人の子が優秀なため、第一夫人の子として洗礼式を受けるということも珍しくはない。その場合は生なさぬ仲なので、一般的には良好な関係が結べることが珍しい。


「本当にローゼマイン様と貴方に何の関係も生まれていなくてよかったこと。さらわれ、毒まで飲まされたというのに、これ以上、自称親戚のことで煩わされてはローゼマイン様が可哀想ですもの。全く良い影響など与えない自称親族など必要ございません。ジョイソターク子爵にもわたくしの親心は理解できるでしょう？」


くすりと笑いながらエルヴィーラは、ジョイソターク子爵の血縁者をローゼマインの周辺から徹底的に退けると宣言した。晴れ晴れとして見える表情に、ずいぶんと鬱屈うっくつした感情が溜まっていたことが知れる。元々エルヴィーラは第三夫人のことで色々と煩わされていた。大義名分を得た以上、本当に容赦ようしゃなく排除するだろう。カルステッドの留守中に何度か相談を受けたことがある私は確信する。もちろん、私も可愛い孫娘を危険に晒した者に対して容赦するつもりはない。捻り潰すのを我慢していたくらいだ。さっさと処分してしまいたい。


「領主の養女であるローゼマイン様に毒を盛った以上、極刑は決定でしょう？」


「エルヴィーラ様、私は毒など盛っておりません！　何故そのような、ローゼマイン様に危害を加えるようなことをするとお思いですか!?　私の姪ですよ!?」


「姪ではございません。それに、ローゼマイン様に危害を加えていなくても、貴方は領主の館を襲撃し、シャルロッテ様に危害を加えたではありませんか」


エルヴィーラの言葉に子爵はガックリと項垂れた。明らかに罪を犯しているので彼を処分するのは問題ない。だが、陰で彼を踊らせ、ローゼマインに危害を加えた貴族がわからない。


「……カルステッド様、閉ざした大広間の貴族は全員確認できたのでしょう？」


エルヴィーラが夫であり、騎士団長であるカルステッドを見上げた。大広間の騎士団を統率していたのだろう。カルステッドは重々しく頷く。


「あぁ、お手水ちょうずから戻った者も含めて、全て確認済みだ。外に出ていた貴族はおらぬ」


大広間にいた貴族達の現場不在証明は騎士団が行ったことなので、並んでいた騎士達の数人がカルステッドの言葉に同意して頷いた。嘘を見逃さぬという強い目で、ジルヴェスターがジョイソターク子爵を見据える。


「ジョイソターク子爵、共犯者や協力者の類はおらぬのだな？」


「……はい」


こめかみを押さえたまま、じっと話を聞いていたフェルディナンドがゆっくりと口を開いた。


「私が気になったのは北の館近くを襲撃した私兵だ。あれは本当に其方の私兵か？」


「フェルディナンド様、私の発言をお許しください」


意を決したように顔を上げたのは、ローゼマインの護衛騎士のダームエルだ。下級騎士がこのような場で発言の許可を求めることは珍しいが、フェルディナンドはすぐに許可を出した。


「あれはビンデバルト伯爵の私兵でした。間違いありません。私は戦闘中に指輪を確認しました。私一人の証言では信用されないかもしれませんが、神殿でも同じ指輪を見たのです」


ビンデバルト伯爵とは、ヴェローニカの偽造書類を使って領主の許しなく街に入り、領主の養女が内定していたローゼマインと領主の異母弟であるフェルディナンドに攻撃を仕掛けたことで罪に問われたアーレンスバッハの貴族の名だ。ざわりと周囲がざわめいた。


「ビンデバルト伯爵だと？　適当なことを……」


「適当ではないだろう。ダームエルはローゼマインの洗礼式前から護衛騎士として側にいた。ビンデバルト伯爵が捕われた時もその場にいたのだ」


カルステッドがダームエルの後押しをし、フェルディナンドが頷いた。


「誰か、指輪の存在に気付いた者はおらぬか？」


戦っていた護衛騎士の中には黒ずくめが指輪をしていることに気付いた者もいたが、紋章までは認識しておらず、証拠集めをさせられた騎士達によると、爆散してしまった黒ずくめには指輪のような証拠などはなかったらしい。戦いの最中に指輪の紋章を確認できた者が下級騎士一人では証言や証拠としては弱いが、フェルディナンドにとってはそれで十分だったようだ。


「ジョイソターク子爵、あれはどこから手に入れた？　何故其方が所有している？　従属の指輪を付けている以上、あの私兵はビンデバルト伯爵の所有物のはずだ」


「わ、私は存じません。以前、なくしても惜しくない私兵としてゲルラッハ子爵にお譲りいただいただけで……そのような、他領の犯罪者と関係のある者だったなど、私は……」


愕然とした顔で目を見開いているジョイソターク子爵は本当に操り人形だったのだろう。これ以上の有益な情報が欲しければ、記憶を覗く以外に方法はないと思われる。


「……其方はもう良い。領主一族に手を出した以上、極刑は免れぬ」


ジルヴェスターが軽く手を振って、ジョイソターク子爵を連れ出すように指示した。即座に騎士団の二人が動いて連れ出していく。


「明日はギーベ・ゲルラッハを呼び出せ」


「はっ！」


ゲルラッハ子爵は、私の妻の実家であるライゼガング伯爵領と隣り合ったところに領地があり、昔から軋轢あつれきがひどいと聞いたことがある。他にも何か有益な情報がなかったか、私は記憶を探った。


……そういえば、ゲルラッハ子爵の妻が茶会にゲオルギーネを招いた、と言っていたな。






次の日はゲルラッハ子爵が呼び出され、問いただされることになった。ただ、昨夜と違い、この場にいる者は少ない。領主夫妻、フェルディナンド、私、カルステッド、騎士団の役付きが五名だけだ。


「さて、ギーベ・ゲルラッハ。其方に聞きたいことがある」


「何でしょう？」


裕福さを見せつけるような、と言えば聞こえは良いが、鍛えることがないらしい少しばかりたるんだゲルラッハ子爵の腹がわずかに揺れたのがわかった。


……上背はそこそこあるのだから、少しは鍛えればよいだろう、まったく。まだ若いのにみっともない。私の腹筋を見習え。


私が自分の腹を押さえて文官の鍛錬の必要性について考えている間も、ジルヴェスターに質問された子爵は、何故呼び出されたのか全くわからないという顔をしている。


「何故其方がビンデバルト伯爵の私兵を所有していた？」


「ビンデバルト伯爵の私兵、でございますか？　私は所有していたことなどございませんが？」


「昨夜、北の離れに近いところで襲撃があったことは其方も知っているだろう？　その際に使われた私兵がビンデバルト伯爵のものだったのだ」


「それが一体私とどのような関係があるとおっしゃるのでしょう？」


全くわからぬ、と言うようにおっとりとした穏やかな笑みでゲルラッハ子爵が腕を組む。完全に知らぬ存ぜぬを貫くつもりのようだ。ジルヴェスターもやんわりとした笑みを浮かべた。


「襲撃犯は捕えたのだが、私兵をゲルラッハ子爵から譲ってもらった、と言ったのでな。参考までに話を聞かねばならぬ。其方はビンデバルト伯爵と交流が深かったようだが？」


「……ほほぅ、昨夜、そのようなことがございましたか」


ゲルラッハ子爵が灰色の目をわざとらしく瞬かせ、「私も困っていたのですよ」と言いながら同情を求めるように周囲を見回して肩を竦めた。


「ビンデバルト伯爵と交流があったことも、私兵を預けられていたことも事実です。ですが、私が私兵を所有していたことはございません」


「ふむ、続けろ」


ジルヴェスターが手を振ると、子爵は「御意ぎょい」と答えて私兵について話し出す。


「私兵に関しては、いくら許可を得たとはいえ、他領の貴族がエーレンフェストの街へ向かうのに私兵を大量に連れて行くわけにはいかない、とおっしゃった伯爵からお預かりしていたのです。ですが、当人は罪を犯して捕まり、引き取りにいらっしゃらない。伯爵の関係者もアーレンスバッハ側で何らかの処分があったのでしょう、連絡が付かなくなってしまいました」


「それで？」


「私兵の面倒を見るだけでも無駄な金がかかるのに、当人が死ぬまでは契約解除も勝手にはできません。ですから、契約解除ができなくても良ければ従者にどうか、とずいぶん前にジョイソターク子爵にお譲りしたのです。まさか城内で騒ぎを起こすために使われるなど、私は露ほども考えておりませんでした」


……あぁ、この男が犯人だ。


何の脈絡もなく私はそう思った。何がどうとは言えない。ただ、はっきりと私の勘がそう告げている。穏やかに見える笑みの中の目が、濁った笑みを浮かべているのがわかって、非常に不愉快極まりない。いっそのこと、この場で叩き潰してしまえばすっきりするだろうが、勘だけで動いてはならないと昔から言われている。貴族社会に通用するだけの建前が必要なのだ。


「ビンデバルト伯爵の私兵をジョイソターク子爵にお譲りしたのは私ですが、今回の件に私は無関係です。騎士団が確認してくださった通り、私は大広間にいましたし、そのような大それた計画があることも、実行されることも存知ませんでした」


本人が自信たっぷりに言う通り、ゲルラッハ子爵は大広間にいたことが確認されている。黒ずくめを譲ったことで混乱をもたらしたことは間違いないが、直接領主の子に危害を加えることはできなかった。そう言葉を重ねている。


こちらを見て「まだ、何か？」と灰色の目を細めたゲルラッハ子爵が私には腹立たしくてならない。おそらく皆がゲルラッハ子爵には嫌な雰囲気を感じているが、現場不在証明は騎士達によってなされているため、この場でこれ以上の言及はできない。


……どうすれば犯行に及べる？


ゲルラッハ子爵を犯人だと断定した上で、ローゼマインを捕えて薬を飲ませ、大広間で現場不在証明ができる方法がないか、必死に考える。本来、こういう頭を使う仕事は私のものではない。だが、何らかのやり方があったはずだ。


……私が身体強化を使えないならばどうする？


騎士団が大広間を封鎖して現場不在証明を行ったという言葉とローゼマインを助け出した場所、コルネリウスが騎獣で降りていった場所を思い返し、むむっと唸りながら腕を組んだ。私が考え込む間も尋問は続く。


「ギーベ・ゲルラッハ、ビンデバルト伯爵の私兵を譲ったのはジョイソターク子爵だけか？」


フェルディナンドの質問にゲルラッハ子爵は「えぇ、そうです」とすぐさま頷いた。フェルディナンドは眉間の皺を深くして、更に言葉を重ねる。


「其方自身も、私兵をもう抱えていないのだな？」


「……もちろん。ビンデバルト伯爵の私兵は、もう手元には残っておりません」


濁って見える灰色の目が嫌な光を帯びて、口元の笑みも深くなる。それに対してフェルディナンドは薄らと微笑んだ。


「もう良い。下がれ」


ジルヴェスターがクッと顎を上げて退室を促すと、ゲルラッハ子爵は慇懃いんぎんに礼をして、退室していく。完全に扉が閉まるのを待って、私はジルヴェスターに呼びかけた。


「アウブ・エーレンフェスト」


呼びかけながら私は視線を上げて、ジルヴェスターの背後にあるタペストリーを見上げた。この奥には魔力供給の間がある。領主一族以外には話せない話がある、という意味だ。視線の意味に気付いたジルヴェスターが小さく頷いて立ち上がった。


「カルステッド、この場を守れ。二人で魔力供給の間に入る。他の者は待機だ」






カルステッド達にその場を任せ、私とジルヴェスターは二人で魔力供給の間へ入った。真っ白な空間に神々の貴色の魔石がくるくると回っている。そこに入った途端、ジルヴェスターから執務室で見せていた領主の顔が剥がれ、疲れ切った素顔が出てくる。私も同様に取り繕った顔を止めて、一度肩の力を抜いた。


「一体何だ、伯父上？」


「ジルヴェスター。其方、大広間を封鎖したと言ったな？　それは本当に全てか？」


先程のゲルラッハ子爵の態度を思い出したのか、歯痒そうな表情でジルヴェスターが頷く。


「あぁ、騎士団により完全に封鎖したが……どういう意味だ？」


ジルヴェスターが眉間に深く皺を刻んだ。疑われる不快さと何を思いついたのかという期待が綯ない交ぜになった深緑の目が、私に向けられる。


「下働きの動く通路や次期領主となる者に教えられる抜け道まで含めて、全てか？」


その言及に、ジルヴェスターは驚いたように軽く目を見張って、大広間でのやり取りを思い出すようにわずかに俯いた。


「下働きの通路は封鎖したはずだ。だが、抜け道までは……」


基本的に領主だけが知っている抜け道で、騎士団にさえ知らされることはない非常用の抜け道だ。騎士団が大広間を完全に封鎖するとは言っても、抜け道の存在を知らせるようなことはしないはずなので、抜け道の出入り口を見張っていた騎士がいるとは思えない。


「私がローゼマインを発見したのは下働きの使う森の辺りだった。だが、コルネリウスが騎獣で駆け下りていったり、ローゼマインの騎獣の魔石を発見したりした場所はもっと離れていた。下働きの男達が、ゲルラッハ子爵からローゼマインを受け取って馬で移動したことを考えると、ゲルラッハ子爵はコルネリウスが降り立った辺りにいたはずだ」


コルネリウスの騎獣が降りていった場所の説明をすると、ジルヴェスターが呆然ぼうぜんとした顔になった。考えられない、と言いたげな顔に、私は更に付け加える。


「かなり昔の記憶だから定かではないが、私が父上から聞いた限りでは、あの近くに大広間と繋がる抜け道が一つあったはずだ。違うか？」


「そうだ。確かに抜け道はある。だが、あれは領主にしか知らされぬものではないのか？」


ジルヴェスターは苦々しそうな顔で抜け道の存在を肯定した。何故知っている、と視線で問われた私は肩を竦める。


「其方の父と私は年が少し離れていただろう？　私も領主教育を一通り受けたのだ」


私の弟であり、領主となったジルヴェスターの父親が幼い時分、先代領主である私の父上が危篤きとくの状態になったことがある。父上は何とか持ち直したが、その時に「弟が成人するまで中継ぎくらいはできなくてどうする」と私は領主教育を一通り受けたのだ。


「抜け道の存在がゲオルギーネから子爵に漏れた可能性はないか？……ただの勘だが」


「まさか!?……姉上は抜け道の在処を知っているのか？　私のせいで領主になれぬ、とあれほど騒いでいたのだぞ？」


予想外と言いたげな顔から、私はジルヴェスターの認識と周囲の認識に少しずれがあることを知った。ジルヴェスターにとっては、領主になれずに他領に嫁がされた姉なのだろうが、ゲオルギーネが生まれたころから知っている者にとって、彼女は領主となるべく教育された娘だ。彼女が領主の地位に固執こしつしたため、ジルヴェスターとどう考えても上手くやっていけぬ、と先代の領主夫妻から判断されて、彼女はアーレンスバッハへ嫁がされた。


けれど、本来は今の私と同じように、ジルヴェスターの補佐をしてエーレンフェストを支えていくことを希望されていたのだ。ゲオルギーネがジルヴェスターの補佐をしてくれるだろう、と先代の領主夫妻が甘い期待を抱いたのは、領主教育を受けた私が領主の地位に固執しなかったせいではないか、と思っている。


「ジルヴェスター、其方は北の離れに移ってからの、ほんの数年間のゲオルギーネしか知らぬであろう。だが、ゲオルギーネは其方が洗礼式を迎えて北の離れに移る時期まで……。成人近くまで領主教育を受けていた。其方が知っていることは知っていると思っておいた方が良いぞ」


きつく目を瞑ったジルヴェスターがゆっくりと頷いた。


「姉上が関わっているという証拠はあるのか？　ギーベ・ゲルラッハが犯人だという証拠は？　何かあるのならば、それで……」


「だから、全部勘だ。勘だが、あれが犯人に違いない。フェルディナンドにそれとなく相談して証拠を上げるなり、罠にかけるなりするがいい。証拠集めは私の役目ではない。そういう細かい仕事は向かぬ。私が得意なのは敵を見定めて、叩き潰すだけだ。許可が出るならば、すぐにでも潰してやる」


「ちょっと待て。さすがにそれは困る。だが、伯父上の野生の勘は、無視できない鋭さがあるからな。ゲルラッハ子爵を犯人だと仮定してフェルディナンドに調べさせよう。余計な仕事を増やすな、と怒られるだろうが……」


私の言葉を聞いたジルヴェスターが難しい顔で顎を撫でて、思案し始める。


「うむ。頭を使う作業はフェルディナンドに任せた方が良かろう。私はもちろん、其方向きの案件でもないからな」


ジルヴェスターが動くと相手に丸わかりになってしまう。こういう仕事はフェルディナンドとその子飼いの文官に任せておくのが一番だ。


「だが、これでゲオルギーネの来訪は問題なく断れるであろう？　招待したヴィルフリートの失態と処分、それに加えて、アーレンスバッハの貴族が所有する私兵が城内で暴れたのだ。警戒のためにも来訪は拒否できよう。数年は時間が稼げるのではないか？」


「伯父上の言う通り、姉上の来訪を拒否して時間を稼ぎつつ、エーレンフェストを立て直さねばならぬな」


領主一族の周囲に何度も危険が及んでいることを理由に、アーレンスバッハの貴族の往来を禁止して先代派の権力を削りつつ、自分の側近や派閥を育てていかねばならない。


「領主の役目だ。しっかりやれ。私はエーレンフェストのためにも領主一族の護衛騎士を叩き直し、騎士団の強化をしてやろう」


「よろしくお願いします、伯父上」


先を見据えたジルヴェスターの目がきらりと光った。






ちなみに、やる気満々で魔力供給の間を出た私は、フェルディナンドから毒薬のせいでローゼマインが一年以上目覚めないと言われて、ゲルラッハ子爵を追いかけて叩き潰してやろうかと思った。


「孫娘との触れ合いを延期させられた恨みを込めて、一撃くらいは許されるだろう？」


真剣な眼差しでそう言った私に、ジルヴェスターが眦まなじりを吊り上げる。


「許してほしかったら、勘ではなく証拠を持って来るんだ！　それまでは駄目だ！」


……私の勘では絶対にあれが犯人なのだが、現実は儘ままならぬものだな。






だが、実際には一年ではなく、二年近くもローゼマインは目覚めなかった。様子を見に行きたくても神殿への出入りを禁じられた私は、何度もフェルディナンドに確認のオルドナンツを送り、心配と不安を領主一族の護衛騎士達を鍛えることで昇華していた。

            





お姉様の代わり


今朝、朝食を終えてすぐくらいの時間に、お父様とお母様、それから、フェルディナンド叔父様が護衛騎士を連れて、北の離れへやってきました。わたくしもお兄様の部屋に呼ばれ、昨夜の襲撃についての顛末てんまつを聞かされました。襲撃犯が一人捕まったけれど、複数の貴族が絡んでいる可能性が高いこと。毒を受けて瀕死ひんしの状態に陥ったお姉様が固まった魔力を溶かすためにユレーヴェという薬に浸かっていて、一年以上は目覚めないことを聞かされました。


……わたくしを助けるためにご自分の護衛騎士を使ってくださったせいで、お姉様が。


わたくしが泣いていると、叔父様は厳しい顔で「無駄な体力を使うな」とおっしゃいました。


「泣くより先に償つぐなうことを考えなさい。嘆くのはいつでもできる。正直なところ、泣くのは時間の無駄なので、できる限りローゼマインの穴埋めをする努力をしてほしい」


お父様が「厳しすぎるぞ、フェルディナンド」と注意する隣で、お母様は「自分のためにシャルロッテが泣くことをローゼマインは決して喜ばないと思いますよ」とおっしゃいます。


わたくしが涙を拭いて顔を上げると、叔父様は「ヴィルフリートとシャルロッテの二人には、ローゼマインの代わりに子供部屋の統率を頼みたい」とおっしゃいました。


……泣くよりも償いを、とおっしゃるならば、わたくしは精一杯お姉様の代わりを務めます。


「春の祈念式については、魔力の扱いに慣れておらぬシャルロッテには無理なので、春の領主会議で留守を預かったヴィルフリートに頼みたいのだが……」


償いを決意した直後、叔父様はわたくしを祈念式から外しました。冗談ではありません。いきなり償いの場を取り上げられてしまったら、わたくしはどうすればよいのでしょう。


「叔父様、無理ではございません。魔力の扱いに慣れれば良いならば、お兄様が領主会議の間に練習したように、わたくしも冬の間に練習いたします。わたくしとて領主の娘ですもの。わたくしのせいで毒を受けたお姉様の代わりにできるだけのことをさせてくださいませ」


課題から逃げ出してばかりいるお兄様よりわたくしの方が優秀だ、と今までの先生は口を揃えておっしゃいました。わたくしが努力すれば、きっとお姉様の代わりになれるはずです。


「シャルロッテ、魔力を扱うのは難しい。慣れぬうちは辛いし、厳しいぞ。それでも、やりたいと望むならばやってみなさい。魔力を扱う練習も、ローゼマインが今までなしてきたことをその目で見ることも、其方の良い糧かてになると思う」


「はい、お父様」


「祈念式には私も行くぞ。ローゼマインに助けられてばかりではいられぬからな」


お兄様もグッと拳を握って叔父様に宣言します。それはわたくしが知っている、優しいけれど怠惰たいだなお兄様の姿ではありません。わたくしはお兄様を凝視ぎょうししてしまいました。


「では、二人とも。冬の間に礎の魔術に魔力を注ぐことで魔力を扱う練習をし、春の祈念式に備えるように。二人の補助はボニファティウス様と領主夫妻が当たることになっている」


「フェルディナンド……」


苦い顔をするお父様に、叔父様はフッと笑みを見せて、慇懃に礼をしました。


「二人に関する祈念式の手配も頼みます、アウブ・エーレンフェスト」


お父様に祈念式の手配と魔力の練習について頼むと、叔父様はわたくしとお兄様にお手紙を差し出しました。


「これはローゼマインが書き残していた手紙だ。子供部屋に関しての予定や計画が書かれている。ローゼマインがやっていた通りには無理でも、ある程度子供部屋の統率をするように」


「はい！」


そんなわけで、まずは冬の子供部屋の統率です。わたくしはお姉様から託された手紙を胸に、お兄様と一緒に子供部屋へ向かいます。手紙に書かれている内容を、お兄様と二人で協力して行わなければなりません。叔父様によると、「ローゼマインの筆頭側仕えと護衛騎士は子供部屋に差し向けるが、専属は神殿に戻すように言われている。自分達の専属を上手く使い、周囲の者に話を聞きながら行いなさい」だそうです。


……お姉様と同じようにとは行かないと思うが、と叔父様はおっしゃいましたけれど、わたくしと同じ年のお姉様にできたのですもの。わたくしもきっと上手くやってみせます。


「ごきげんよう、皆様」


なるべく多くの人に助力を乞うように、と言われていたので、わたくしはモーリッツ先生を始め、お姉様の護衛騎士や側仕えも呼んで手紙を見せました。手紙には貴族院の学生に他領の情報を集めること、講義内容をまとめた参考書の作成を行うことを頼む文面が書かれています。情報の有益さや講義内容の詳しさによって、報酬を出すということになっていました。


「報酬とは何でしょう？」


「お金です。ただ、ローゼマイン様のお金はどこから出るのかわかりません。シャルロッテ様やヴィルフリート様の予算はどのようになっていますか？　筆頭側仕えですか？　それとも、アウブ・エーレンフェストにお話をすればよいのですか？」


わたくしがお姉様の護衛騎士見習いに自分の予算について話をしようとしましたが、もう一人の護衛騎士が軽く手を挙げました。


「コルネリウス、城と神殿を行き来するローゼマイン様の予算は、後見人のフェルディナンド様がまとめて管理されているはずだ。情報の有益性はローゼマイン様が決めることだから、ひとまずそれほど高くはない値段で一律に払っておいて、有益だった場合は、後日ローゼマイン様から上乗せするという形を取ればよいのではないか？」


「なるほど。では、ダームエルとブリギッテに情報の管理と報酬の支払いを頼む。私は貴族院で情報を集めたり、参考書を作ったりするように学生達に働きかけていくから」


ささっとお姉様の護衛騎士達の間で分担が決まってしまいました。ただ、わたくしを助ける時に見事な動きを見せたアンゲリカは、何故か皆から一歩引いた位置にいます。


「貴族院での活動に関しては、ヴィルフリート様やシャルロッテ様の側近にもご協力いただいてよろしいでしょうか？」


「えぇ、もちろんです。貴族院ではよろしくお願いしますね、エルネスタ」


「お任せくださいませ、シャルロッテ様」


コルネリウスの要請に、わたくしの護衛騎士見習いだけではなく、お兄様の護衛騎士見習いも頷いてくださいました。


「シャルロッテ姫様、コルネリウス達にお任せしておけば、貴族院に関しては大丈夫でしょう。子供部屋に関してローゼマイン姫様はどのような指示を出していらっしゃるのでしょう？」


お姉様の筆頭側仕えのリヒャルダがそう尋ねました。リヒャルダは以前、お父様の筆頭側仕えをしていたので、わたくしもよく知っています。安心してリヒャルダに手紙を見せました。


今年は絵本が増えているので個々の力量に応じた書き取りを続けること、算数については掛け算や割り算の桁を増やすこと、そして、去年貸し出した絵本や玩具の回収と今年もお話と引き換えに貸し出すことができると伝えてほしい、と書かれています。


「モーリッツ先生、お姉様が行っていたことを今年もできるでしょうか？」


わたくしが問いかけると、先生はゆっくりと頷いてくださいました。


「……やりましょう。去年のローゼマイン様は実に上手く子供達を動かし、様々な方法でやる気を引き出しておられました。私も教師としてこちらにいるのです。去年のローゼマイン様を参考に、この冬を乗り切りましょう」


「うむ、私もローゼマインの代わりに頑張るぞ」


去年の子供部屋を経験しているお兄様が張り切って拳を握りました。首を傾げるようにして考え込んでいたリヒャルダが、話し合いを遮るようにスッと手を挙げます。


「やる気になっているところ申し訳ありませんけれど、今日はシャルロッテ姫様へのご挨拶と、ローゼマイン様がしばらくいらっしゃらないという説明と、今年の子供部屋での進め方を述べるだけで済ませた方が良いですよ」


「まぁ、どうしてかしら？　わたくしもお手紙の通りにできますわ」


「何事にも準備が必要なのです。ローゼマイン姫様はゲームに勝った子供達に配る賞品としてお菓子を準備していらっしゃいましたが、専属に頼んでいらっしゃいますか？」


そのような準備に関しては全く予定にありませんでした。ポカンとするわたくしにリヒャルダはお姉様がしていたことを思い出すように視線を少し上げます。


「姫様はフェシュピールの練習に関する専属楽師の分担、子供達の実力に合わせた書き取りの本の選出、カルタやトランプのゲームでの組分け、賞品となるお菓子の準備などを予めしておりました。去年の子供部屋の様子を知らないシャルロッテ姫様には難しいと思われます。今日一日は皆に担当を割り振って、準備にあてた方がよろしいですよ」


リヒャルダが述べた事前準備は、どれもこれも手紙には書かれていない事柄でした。


「準備と言われてもどうすれば良いのかわからぬぞ。リヒャルダは知っているのか？」


「えぇ、存じておりますよ、ヴィルフリート坊ちゃま」


リヒャルダの采配によって、モーリッツ先生は子供達の実力を測る試験作成、専属楽師達は授業の分担について、それぞれの準備を始めました。お兄様の護衛騎士は子供達の鍛錬のために騎士団との交渉に出されます。


わたくしは皆が慌ただしく動き出すのを見ながら、子供達から初対面の挨拶を受けました。秋の狩猟大会でお兄様をはめた子供達の名前は予め教えられているので、その顔をよく覚えておかなくてはなりません。彼等とどのように付き合うか、それもこの冬の課題なのです。


「シャルロッテ様、ローゼマイン様が長いお休みにつかれたというお話でしたが、どのくらい長くなるのでしょう？」


最後に挨拶を終えた下級貴族のフィリーネが周囲を気にしながら、小さな声で問いかけてきました。フィリーネの若葉のような瞳は、お姉様への心配に揺れています。


「ごめんなさいね。わたくしも詳しくは存じませんの」


「ローゼマイン様は去年の子供部屋でお母様のお話を本にしてくださるとおっしゃいました。わたくし、今年はローゼマイン様にお話するだけではなく、頑張って自分でも書いてきたので、ご覧になってほしかったのですけれど……」


フィリーネはそう言って、悲しげに目を伏せました。わたくしでは本を作ってあげることはできません。初日からいきなりの挫折ざせつです。次期領主予定のお兄様より優秀と言われてきて、領主の子に相応しい努力をしていると褒められていたわたくしの自信にピキリとひびが入りました。






次の日から、わたくし達の挑戦が始まりました。急いで作成した試験を元にモーリッツ先生が一人一人の実力を測っていきます。その間、ヴィルフリート兄様の記憶を元にゲームの組分けをして、カルタやトランプをすることになりました。


……今日はお菓子の準備もできていますもの。


わたくしは洗礼式を終えたばかりの子が集まるグループを任されました。ここで勝って、去年のお姉様のように越えられない壁となるのです。


けれど、わたくしのそんな決意はあっという間に散ってしまいました。兄弟間でカルタやトランプの練習をしていた子達はとても強くて、たまに持って来てくださるお兄様としか練習したことがないわたくしは、完敗してしまったのです。


とても悔しいですが、このまま項垂れているわけにはまいりません。再戦しようとしたところで、わたくしはダームエルという護衛騎士にそっと声をかけられました。教材回収のために、お姉様の手紙を見せてほしいというのです。


「教材の回収、とは何かしら？」


「ローゼマイン様は自分で買えない下級貴族達のために、お話と引き替えに、教材を貸し出していたのです。……あぁ、やはり貸し出し表も入っていますね」


何が書かれているのかよくわからなかった名前の一覧表は、貸し出した教材と受け取ったお話が控えられたものだったようです。ダームエルに「シャルロッテ様から皆にお声をかけていただけますか？」と促され、わたくしは下級貴族達に教材を返却するように声をかけました。


借りていた教材を持って、下級貴族達がやってきます。それをブリギッテという護衛騎士が木箱に丁寧に入れていき、ダームエルが一覧表に返却の印を入れていきます。二人の息の合った動きを何となく見ていると、お兄様達の方でもカルタに決着がつきました。


「では、勝った方にお菓子を配りますね」


「やった！　楽しみにしていたのです！」


わたくしは準備していたお菓子を勝った子達に配っていきました。受け取った子達が大喜びでお菓子を食べると、揃って一瞬微妙な顔になり、取り繕ったような笑顔で「おいしいです」と言います。不可解な反応にわたくしが首を傾げていると、お兄様が「あ」と小さな声を上げました。


「……皆、すまぬ。今年はローゼマインが治療中のため、ローゼマインの専属料理人がおらぬのだ。去年と同じ菓子にはならぬ」


わたくしはお姉様との初めてのお茶会で出てきたお菓子を思い出し、納得いたしました。初めて食べるお菓子ばかりで、とてもおいしいものだったのです。わたくしの専属料理人には作れません。少しばかり俯いてしまったわたくしの手をフィリーネがそっと取ってくれました。


「ご褒美があるだけでも十分です。シャルロッテ様がそのように落ち込むことではありません。わたくしはあまり家でお菓子を食べることがないので、ご褒美のお菓子がとても嬉しいです」


「そうだ、シャルロッテ。私の専属料理人が作ったところで同じようなお菓子しか作れぬ。あれはローゼマインが考えたお菓子だからローゼマインが特別なのだ」


ローゼマインの側仕えがそう言っていた、とお兄様が教えてくれました。お姉様は絵本だけでなく、お菓子まで作っていたようです。

            





    
  
  




……わたくし、本当にお姉様の代わりが務まるでしょうか。






全く上手くできた手応えがないまま夕食を終えて、初めての魔術特訓です。わたくしはお父様の執務室で魔力の登録をし、魔力供給の間へ初めて入りました。


大がかりな魔術具がある不思議な部屋で、魔力の供給を行います。魔力供給とはいっても、自分の魔力ではなく、魔石に蓄えられている魔力を注ぐというものです。お兄様の補佐をボニファティウス様が、わたくしの補佐をお母様が担当してくださいます。


「こうして魔石の上に手を置いて、魔力を奥に奥に流していくように流し込んでいくのです」


お母様がそう説明し、わたくしの手の甲に手を重ねてくださいました。今度こそ上手くやりたい、とわたくしは魔石に置く手に力を込めます。


「我は世界を創り給たまいし神々に祈りと感謝を捧げる者なり」


お父様のお祈りと共に、手のひらに当てている魔石から魔力が逆流して来るような感じがしました。自分の物ではない魔力が入ってこようとする気持ち悪さに、わたくしは慌てて反対側に流れていくように魔力を押し込んでいきます。勢いに抗って押し込むのは非常に力が必要で、集中しているつもりでも、段々と頭がぼんやりしてくる感じがしました。


「そこまでだ」


お父様の声がして、お母様はわたくしの手から魔石を取り上げました。必死に抗ってきた圧力が一気になくなったことで、どっと疲れが押し寄せてきます。体中にものすごく負担がかかっていたようで、思わずその場に座り込んでしまいました。とても動く元気などありません。


口をきくのも億劫なわたくしと違って、お兄様は「やっぱり疲れるな」と言いながら立ち上がりました。


「……お兄様はお元気ですね」


「初めて魔力供給をしたヴィルフリートも、今のシャルロッテと同じような状態だったぞ」


フッとお父様が笑いながらそう言い、お兄様も「うむ」と大きく頷きました。


「春に毎日供給したから多少慣れたのだと思う。魔石ではなく自分の魔力を供給しているローゼマインは、奉納式でいつもしていることだと言って、何でもない顔をしていたぞ。走ったら倒れるのに、魔力供給は全く平気だったのだ」


だんだんと慣れてくる、とお兄様に慰なぐさめられましたが、わたくしはその言葉に思わず涙があふれてきました。


「どうした、シャルロッテ!?　泣くほど大変だったのか!?」


「違います。まさか自分がここまで何もできないとは思わなかったのです。お姉様の代わりが、わたくしには全然できません」


自分の中ではもっと上手くやれるはずでした。わたくしのせいで眠りについてしまったのですから、せめて償いとしてお姉様の代わりを立派に務めて、お姉様が目覚めた時に恥ずかしくない自分でいたいと思ったのです。けれど、全く上手くできません。


「シャルロッテ、ローゼマインと自分を比べるな。ローゼマインは豊富な魔力と他に類を見ない知識で領主の養女に迎えられることになったエーレンフェストの聖女だ。全く同じことをする必要はない。できる限り頑張れば良いのだ。其方はよくやっている」


お父様にはそう慰められましたが、それでも悔しいのです。たった一歳しか違わないのに、これほどに差があると思いませんでした。わたくしは自分がしてしまったことの償いである、お姉様の代わりも満足にできないのです。挫折感だけで終わった一日でした。






学生達が貴族院へ行ってしまうと、本格的に子供達だけの勉強が始まります。その間も様々な問題が起こりました。書き取りや計算の授業時間の区切り、フェシュピールの練習に関する専属楽師の分担と交代、実力に合わせたカルタやトランプのゲームでの組分け、賞品となるお菓子の準備、勝てない壁として君臨してやる気を煽あおる先導役、子供達から持ち込まれたお話の管理など。一つ一つに躓つまずいては去年のお姉様がどうしていたのか周囲の意見を聞き、わたくしとお兄様は子供部屋の統率に奮闘しました。


「……お姉様は本当にこれを一人で行っていたのですか？」


わたくしの呆れ混じりの呟きに、モーリッツ先生も溜息を吐いて肩を竦めました。


「授業が始まる前にローゼマイン様から色々と提案されたのは覚えておりますが、一日にこれだけ細々としたことを行っていたとは思いませんでした。ローゼマイン様は時折ゲームに交じる以外はいつも本を読んでいるか、お話を書き留めているような印象でしたから」


お姉様は書き取りの時間に絵本にするお話を書きながら、子供達の顔を見て、「そろそろ計算をいたしましょう」と声をかけてくれていたそうです。その重要性を今更知ったとモーリッツ先生が苦い笑いを浮かべました。一対一で向かい合って教えている時はともかく、大人数を相手にすると時間感覚が狂うそうです。


そんな感じで子供部屋の統率も未だ満足にできていないわたくしとお兄様に、叔父様から新しい課題が増えました。祈念式のために覚えなければならないこととして、大量の木札が届けられたのです。最低限の挨拶と祈りの言葉が木札三枚分、できるならば覚えておいた方が良いことが木札五枚分、お姉様と同じように完璧にこなしたいならば木札十枚分です。


「ローゼマインは全て覚えたらしい。神殿の側仕えが言っていた。……私はとりあえず三枚分だ。その代わり、これは完璧に覚える」


お姉様の代わりをするのですから十枚分、と言いたいところでしたが、お姉様と同じことができる自信などありません。すでにわたくしの自信など粉々になっています。わたくしもお兄様と同じように三枚分の木札を手に取りました。


「……お姉様はすごいですね」


ずらずらと並ぶ祈りの言葉を見ながらわたくしがぐったりとした気分でそう呟くと、お兄様は「うむ」と笑って答えます。


「ローゼマインはすごい。だから、私はローゼマインが寝ている間に少しでも追いつくのだ」


お姉様を目標に掲げて努力しているお兄様もすごいとわたくしは素直に思いました。お姉様は特別だから何をしても届きそうもない、と思っていたわたくしの暗い心に真っ直ぐな光が入ってくるような感じです。


「お姉様にも、お兄様にも、わたくしだって追いつきますから」


二人で争うようにして祈りの言葉を覚え、お姉様と全く同じようにとはいかなくても、子供部屋の統率が少しずつ形になってきた頃にはもう春が近付いていました。


……なんて時間が過ぎるのが早いのでしょう。


忙しい冬もそろそろ終わり、と安堵の息を吐いているところに、フィリーネがやってきました。「シャルロッテ様、今年も教材の販売や貸し出しをしていただけるのでしょうか？」と問われたのです。去年は冬の終わりにプランタン商会の教材の販売があったことを指摘され、何も考えていなかったわたくしは真っ青になりました。


……そういえば、お姉様のお手紙に書かれていました！　どうしましょう!?


おろおろとするわたくしを助けてくれたのは、ダームエルでした。この護衛騎士は文官かしら、と思うほどに物事の準備や段取りに長たけている方です。泣きそうになりながらわたくしが相談すると、ダームエルはすぐさま神殿にいる叔父様にオルドナンツで話を通し、お父様から子供部屋での販売許可を取り、冬の終わりにプランタン商会を呼んでくださいました。


「助かりました、ダームエル」


「このくらいローゼマイン様の無茶振りに比べたら何でもないです」


ダームエルから穏やかな笑みでそう返されて、わたくしは思ったのです。普通ではない特別なお姉様に仕えるのは、騎士でも文官仕事ができなければ務まらないくらい大変なことなのだ、と。


……わたくしにはお姉様と同じなんて無理ですね。お姉様は特別なのです。






わたくしが自分で折り合いを付けた頃には春になっていて、祈念式のため、わたくしとお兄様は初めてエーレンフェストの街から出て直轄地を回ることになりました。半月ほどかけて回るため、移動のためには馬車を三台は準備しなければならず、荷物の準備も非常に大変です。


神事に関することは城の側仕えではわからないので、お兄様には叔父様の、わたくしにはフランというお姉様の神殿の側仕えが付けられることになりました。


「よろしくお願いいたします、シャルロッテ様」


「こちらこそどうぞよろしくね、フラン。お姉様のことを聞かせてくださる？」


「私に答えられることでしたら……」


馬車に揺られ、最初はハッセという町に向かいます。その道中、わたくしはフランからハッセとお姉様の関係について説明されました。知らずに領主への反逆を行ってしまったハッセの民を救うために叔父様に交渉したり、ハッセの教育をしたり、お姉様は聖女と呼ばれるに相応しい行いをしていたそうです。


「ローゼマイン様は人が死ぬことを殊ことの外ほかお厭いといになります。誰かが死なずにすむ方法ばかりを模索して、ご自分が大変な目に遭っているような気がいたします」


だからこそ、私のような灰色神官や孤児達でさえ大事にしてくださるのです、とフランは誇らしげに口元を緩めました。わたくしは自分の側仕えや護衛騎士にこれほど慕われているか、少し心配になりました。下にいる者を上手く使うことができるのが良い主だと教えられてきましたが、お姉様のように慕われる主でありたいと初めて思ったのです。


「では、フラン。お姉様がお好きな物は何ですか？　わたくし、お姉様が目を覚ました時に、助けてくださったお礼に贈り物をしたいのです」


「ローゼマイン様がお好きな物は本です。それ以外の物は思い浮かびません。神殿の側仕えは皆、ローゼマイン様がどれほど本をお好きなのか存じ上げているので、ローゼマイン様のために一冊でも多く新しい本を作ろうと努力しているのですよ」






わたくし達がハッセに着くと、町の者から熱狂的な歓迎を受けました。一年を耐え忍んだハッセにとって、この祈念式は領主の許しを得られる特別な祈念式だそうです。


祈念式のための舞台がすでに設しつらえられていて、神具の聖杯を持ったフランが先に舞台へ行って神具の設置や町民への説明をしてくれることになりました。わたくしはその間に馬車の中で儀式服へ着替えさせられます。神殿長の白の衣装に春の髪飾り、どちらもお姉様の物です。ちなみに、お兄様はお姉様が昔作った青い儀式服の丈だけを少しお直しして持って行きました。本来は未成年が神事を行うことはないらしく、子供用の儀式服がお姉様の分しかなかったので仕方がありません。


「お待たせいたしました」


「シャルロッテ様、裾が汚れますので失礼いたします」


馬車から降りようとしたところでフランに抱きかかえられて、わたくしは舞台へ向かうことになりました。このように運ばれることは城ではないので驚きに目を見張ると、フランは少しばかりバツが悪そうな笑みを見せます。


「ローゼマイン様の歩みは非常にゆったりとして、よく裾を踏んで転びそうになっていらっしゃるので、農村ではこうして運んでおります。シャルロッテ様には慣れなくて不快と存じますが、地面がぬかるんでおりますので、ご寛恕かんじょください」


フランと共に舞台に上がり、わたくしは神具の設置された台の上へ下ろされました。正面にはお披露目の時に集まっていた貴族達よりも多くの人数がいて、痛いほど見つめられています。熱を孕はらんだ強い視線は、思わずこの場から逃げ出してしまいたくなるほどに強いものでした。


洗礼式のお披露目の時よりも、よほど緊張が強くなっていくのが自分でもわかります。あの時は入場したらお姉様が笑いかけてくれ、フェシュピールを演奏する時には声をかけてくれて、緊張が少し解ほぐれたのです。たった季節一つ分前のことなのに、ずっとずっと前のことのような気がしました。


……失敗してしまったらどうしましょう。お姉様と同じにできなかったら、きっとがっかりされてしまいます。


わたくしが不安で強張る中、祝福を受ける村長達が大きな入れ物を持って舞台に上がってきます。足音と共に皆の期待の眼差しが近付いてくるようで、喉がカラカラに干上がっていく気がいたしました。緊張で自分の中がいっぱいになった時、フランがそっとわたくしの目の前に一つの魔石を差し出しました。


「シャルロッテ様、こちらが今回の祝福に使う魔石です。……ローゼマイン様の魔力が籠った物だそうです」


薄い黄色に染まった魔石を、わたくしはまじまじと見つめます。


「ずっとハッセを心配していたローゼマイン様の魔力をハッセの民に届けてください。シャルロッテ様にしかできないことです。この日のためにたくさん練習されたのでしょう？　お祈りと共にローゼマイン様の魔力を捧げてください」


……ハッセにお姉様の魔力を届ける。


それはお姉様の代わりをすると宣言したわたくしが、絶対に行わなくてはならないことでした。深く息を吸いながら、わたくしはお姉様の魔力が籠った魔石を神具の魔石に触れさせます。そして、ゆっくりと口を開きました。


「癒やしと変化をもたらす水の女神フリュートレーネよ　側に仕える眷属けんぞくたる十二の女神よ　命の神エーヴィリーベより解放されし御身が妹　土の女神ゲドゥルリーヒに新たな命を育む力を与え給え」


聖杯に魔力が流れ込んでいくように、わたくしはどんどんと魔石の魔力を押し込んでいきます。すると、突然聖杯がカッと金色の光を放ちました。広場の民衆からはどよめきの声が上がりましたが、わたくしは目を伏せたまま最後までお祈りを続けます。


「御身に捧ぐは命喜ぶ歓喜の歌　祈りと感謝を捧げて清らかなる御加護を賜たまわらん　広く浩浩こうこうたる大地に在る万物を御身が貴色で満たし給え」


わたくしがお祈りを終えると、フランがそっと聖杯を傾けていきました。聖杯から緑に光る液体が流れ出し、順番に並んでいる村長の入れ物へ注がれていきます。


魔力の扱いに少し慣れてきたとはいえ、これだけの人数に見つめられながら初めての神事を行うのは相当に負担だったようで、わたくしは恥ずかしくも台の上で座り込んだまま動けなくなってしまいました。


「大変素晴らしい出来でした、シャルロッテ様。こちらをどうぞ。神官長からの労いのお気持ちが籠った疲労回復のためのお薬です」


「助かります」


フランに笑顔で差し出された薬を受け取り、わたくしはそれを飲もうとしました。蓋を開けただけでわかる異臭に、嫌がらせをされているのではないかと思わずフランを見つめます。


「……フラン、ひどい臭いがするのですが、これは本当に飲むためのお薬ですか？」


「ローゼマイン様も初めての時は同じようなことをおっしゃいました。けれど、飲み薬で間違いございません。神官長もローゼマイン様も早急に体調を立て直さなければならない時にお使いになる薬です。臭いも味もひどいですが、よく効くそうです」


泣きそうになりながら、わたくしはその薬を飲みました。吐き出すこともできずに必死で飲みこみましたが、舌が痺れたようにジンジンとして、涙が止まらなくなるくらいひどい味です。すぐに疲労回復して動けるようになりましたけれど、もう二度と飲みたくありません。


「ローゼマイン様はこの薬で魔力と体力を回復しては神事を行い、魔力と体力が尽きたら薬で回復して次の場所で神事という形で祈念式や収穫祭を行っています。シャルロッテ様も必要になれば、ご遠慮なさらずいつでもお声をかけてください。神官長からたくさん預かっております。先は長いですからね」


……このような薬を飲みながら、神事を繰り返し、エーレンフェストのために魔力を注いで回るだなんて、ローゼマインお姉様は聖女というより、もはや、女神ではないでしょうか。


もう驚きとか、呆れとか、憧れとか、嫉妬しっととか、全部突き抜けてしまい、わたくしはお姉様を信仰したい気分になりました。

            





二つの結婚話


私がイルクナー子爵の地位を継いでから、早くも三年の月日が経った。父上が亡くなり、ギーベとなってからは激動だったといえよう。ブリギッテの婚約者だったハスハイトとその親族から命を狙われ、怒った妹が婚約を解消し、それから続く嫌がらせに家族一丸となって対処してきた。イルクナーから貴族達が引き抜かれて去っていき、貴族院を卒業する妹には新しい相手が見つからず、卒業式で私がエスコートすることになったのは苦い記憶だ。


卒業後、ブリギッテは騎士として寮に入ることで新しい繋がりを得て、イルクナーに降りかかる嫌がらせを少しでも減らそうとしていた。神殿や下町に赴くことにも同意して、領主の養女であるローゼマイン様の護衛騎士の地位を獲得したのはそのためである。私はブリギッテの体面を考えて止めたが、ブリギッテは「必ずイルクナーの役に立つから」と言い張った。実際、妹が護衛騎士になってからはイルクナーに対する嫌がらせが激減し、我々は少し息が吐けるようになった。


このままローゼマイン様の庇護ひご下に入ろう。そう望んでいたイルクナーは、ローゼマイン様が主導する製紙業を他の貴族達に先駆けて行うことになった。これ以上ない機会と私は飛びついたが、始まってみると本当に大変なことの連続だった。


エーレンフェストからの客人が滞在することで、イルクナーに足りないものを次々と突きつけられる。また、フェルディナンド様達のような上位の貴族が訪れることで、私の貴族としての覚悟や気概きがい、民に対する姿勢を問われ続けることになった。これほどの変化と負担を民に強要する必要があったのだろうか、と後悔したこともある。だが、もう止まることはできない。イルクナーはこのまま製紙業をしながら、発展できるように進まなければならないのだ。






「旦那様、できました！　枚数を確認してください！」


夏の半ばのある午後、カーヤが満面に笑みを湛たたえて執務室に飛び込んできた。その後ろからきっちりと礼をして入ってきたフォルクが、カーヤの態度を咎める。


「カーヤ、ギーベ・イルクナーに失礼が過ぎます」


「ご、ごめんなさい。ちょっと浮かれてしまったのです」


カーヤは謝ると、一度部屋を出て、入室からやり直す。これは去年イルクナーに滞在していた灰色神官達が、館で働く者達に教育していた時の名残だ。


ローゼマイン様が治療のためにユレーヴェを使って眠りについたことで、フェルディナンド様は製紙業や印刷業に興味を持つ貴族の申し出を退けているらしい。けれど、これから先、イルクナーには工房を視察する貴族が訪れるだろうと言われている。礼儀作法は館で働く者には必須となったのだ。


「フォルク、できたのかい？」


「はい、ギーベ・イルクナー。目標枚数の紙が作製できました」


穏やかだが、冷静であまり感情を見せないフォルクが嬉しそうに顔を綻ばせ、できあがった紙を丁寧に差し出した。


私はそれを受け取り、種類ごとに枚数を数えていく。正直なところ、本当にできるとは思わなかった。けれど、ローゼマイン様を信じて、ただひたすらに冬の冷たい水で手を真っ赤に腫はらしながら紙を作っていたフォルクとカーヤ二人の努力が、実を結んだようだ。やりきった達成感に晴れやかな笑みを見せている二人が、私にはとても眩しく見えた。


「あぁ、確かにある。私は星結びの儀式に参加するため貴族街に向かわなければならないので、その時、プランタン商会に紙を売って、代わりに、フォルクの売買契約を成立させてくるよ」


「ギーベ・イルクナー。もし、できればで結構ですが、機会があれば、神官長にローゼマイン様のご様子を伺ってきていただけると嬉しく思います」


「あぁ、尋ねてこよう」


私はオルドナンツでブリギッテを通してフェルディナンド様に面会予約を取ると、星結びの儀式のために騎獣で貴族街へ向かう。今回、星結びの儀式に出席するのは私だけなので、騎獣で十分だ。イルクナーから貴族街までは距離があるため、あまり馬車で移動したくない。


貴族としては褒められたことではないが、騎獣に紙の入った木箱をいくつも括りつけて貴族街まで駆けると、冬の館に常駐している筆頭側仕えが驚いた顔で出迎えに飛び出してきた。


「旦那様、お早いお着きでしたね」


「今回は一人だからね。身軽だよ」


「……とても身軽と言えるような荷物の量ではないようですが」


側仕えに睨まれた私は、下働きの者達が荷物を運んでいる方へ視線を移す。


「この荷物は箱のまま執務室に運んでくれないか？　イルクナーの大事な商品なんだ」


「かしこまりました。ですが、旦那様、貴族街へいらっしゃった時はもう少し貴族らしい威厳をお願いいたします」


「あぁ、善処しよう」






面会予約の当日、私は馬車に大事な商品である紙を載せて神殿に出発した。側仕え達は「神殿で商談」と聞いただけで嫌な顔をしたが、私は神殿の様子をフォルクやブリギッテから聞いていたので、特に思うことはない。今から行動すればフェルディナンド様が指定した時間にちょうど良いだろう、と考えて移動したのだが、私の到着が一番遅かったらしい。神殿の神官長室にはプランタン商会のベンノとダミアン、ローゼマイン様の筆頭側仕えとギル、神官長であるフェルディナンド様が揃っていた。


「ようこそ、ギーベ・イルクナー」


フェルディナンド様の立ち合いの下、私はイルクナーにおける紙作りの成果の発表と売買を行った。ほぼ書類上だけのものだが、植物紙協会を作り、予め紙の値段の取り決めをしていたことで、商人から値下げ交渉をされることもなく、呆気ないほど簡単に紙の売買が終わる。


「ギーベ・イルクナー、良質の紙の取引ができて大変嬉しく存じます。これからもどうぞよろしくお願いいたします」


「あぁ、こちらこそよろしく」


ベンノから契約魔術で紙の値段を決めたいと申し出があった時には、「紙の値段くらいで大袈裟おおげさな。金の無駄遣いだ」と思っていたが、これほどすんなりと商人との交渉が終わるのならば、事前に決めておく方が良いのかもしれない。売買と商人に関する認識が少し変わった。


売買を終えたプランタン商会が退室していくと、今度はフォルクの売買契約だ。プランタン商会に売った紙の金額が、フォルクの売買に足る金額であることをフェルディナンド様に確認してもらい、書類に署名する。


「ふむ、これで契約は成立だ。……それにしても、ローゼマインの予想より早かったな」


「はい、フォルクは真面目に実直に、……必ず貯められるというローゼマイン様のお言葉を信じて一心に紙を作っておりましたから」


「そうか。フォルクはイルクナーの生活に馴染めたのか？」


灰色神官が新しい環境に馴染めたかどうかを、フェルディナンド様が気にするとは、失礼な話、全く思っていなくて私は思わず目を瞬いた。その視線に気付いたのか、フェルディナンド様はフンと小さく鼻を鳴らした。


「イルクナーを出る時にローゼマインや側仕え達、同行していた灰色神官達までが気にしていたのだ。フォルク一人を置いていくことになるから心配でならない、と。私個人としては、フォルクが自分で選んだ道なのだから放っておけ、と思うのだが……」


皮肉気に口元を歪めながら、フェルディナンド様は傍かたわらに立っているローゼマイン様の側仕え達にちらりと視線を向けた。イルクナーで共に紙作りをしていたギルがそこに並んでいる。確かにフォルクのことが気になって仕方がないのだろうと思う。紫の目が答えを求めて私を見ていた。


「フォルクは生活習慣の違いに戸惑いながら頑張っています。彼自身もイルクナーの風習に馴染もうとしていますが、館の中に神殿のやり方を取り入れたこともありますから、良い影響を与え合っているのではないか、と私自身は考えております」


フェルディナンド様に向けて話しながら、視界の端で安堵しているギルの姿を捕える。フォルクの様子を知ることができたギルは、安心したように表情を和らげた。その様子にフッと口元が緩む。同時に、フォルクもまたこちらのことを心配していたことを思い出した。


「……フェルディナンド様、こちらからも一つお伺いしたいのですが、まだローゼマイン様はお目覚めになりませんか？」


「あぁ、まだまだだ。あと一年近くかかると思っているが、どうした？」


契約書を側仕えに渡し、片付けさせていたフェルディナンド様が振り返った。鋭い金色の瞳に見据えられ、私は急いでフォルクが気にしていたことを伝える。


「それに、あの二人は婚姻時にローゼマイン様の祝福を受けたいだろうと思いまして……」


「ローゼマインが目覚めるまで待つならば、それでも良いのではないか？　当人たちの好きにすれば良い。もう灰色神官ではなくなったフォルクに、こちらからは何の強制もせぬ」


フェルディナンド様の言葉を伝えればフォルクはいつまででもローゼマイン様の目覚めを待ちそうだが、カーヤはもう待てないだろう。


プランタン商会が帰ってすぐに、私は屋敷の一室、独身の下働きが過ごす部屋をフォルクに与えた。フォルク一人が離れを使うのは非効率的だったし、ローゼマイン様からフォルクにはなるべく他の者と同じ生活をさせるように言われていたからだ。すると、何人もいた客人の一人ならば、それほど目立たなかったフォルクが嫌でも目立つようになった。


フォルクは物腰穏やかで、下手すると山林の多い土地を駆け回らなければならないギーベである私よりも優雅で上品に見える。それでいて、貴族に仕えることに慣れているので謙虚で控えめだ。


イルクナーの他の男達とは全く違うフォルクへ周囲の独身女性の目が向き始めるまで、それほど時間はかからなかった。あの手この手で群がろうとする女性達に焦ったカーヤは、早く名実ともに夫婦になりたくて仕方がないようだ。


「おそらく、この秋には結婚することになるでしょう。彼女の方が待てないようなので」


「製紙業がどのようになっているのかも知りたいので、秋には私がイルクナーに向かうつもりだ。星結びの様子と二人のことはローゼマインに伝えよう」


「恐れ入ります」


私が胸の前で手を交差させ礼をすると、フェルディナンド様はほんの一瞬言うべきか言わざるべきか悩むような素振りを見せた後、口を開いた。


「ギーベ・イルクナー、これは余計なお節介だとは思うが、其方は実直すぎる。人柄としては好ましいが、貴族社会では簡単に足をすくわれるだろう。気が進まなくとも、貴族のやり方をもう少し学んだ方が良いのではないか？」


眉間に皺を刻んだフェルディナンド様の表情は不快に感じているように見えるが、口調はどちらかといえば穏やかだった。私がギーベとなった今、そのような忠告をしてくれる者は周囲にいない。これは紛まぎれもなく貴重な忠告だった。


「有難いお言葉、肝に銘めいじます」






フォルクの契約で残った少しのお金と契約済みの控えを持って、私は冬の館へ戻る。これでフォルクは名実ともにイルクナーの住人になった。このまま製紙工房の経営を行いながら、館の教育係として生活していくことになるだろう。


……私に助言してくれる係にしても良いかもしれぬ。


貴族街にいる時ならばともかく、イルクナーにいるとどうしても気が抜けてしまう。フォルクに指摘してもらった方が良いかもしれない。


「お兄様、おかえりなさいませ」


「あぁ、ブリギッテ。こちらに帰っていたのか。今日の訓練は休みかい？」


館に戻ると、普段は騎士寮で生活しているブリギッテが寛いでいた。ここ最近、領主一族の護衛騎士は順番にボニファティウス様にしごかれているそうだ。領主の伯父であり、元騎士団長のボニファティウス様の鍛錬は非常に厳しいという話で、「鍛錬で疲れ果てている時に襲撃を受けたら全滅しますよ」とブリギッテが愚痴ぐちをこぼしていたことがある。


「えぇ。午前中はエルヴィーラ様のお茶会にお招きを受けていたので、それほどゆっくり過ごせたわけでもないのですけれど。……わたくしのことより、首尾しゅびはいかがでしたの？」


「ローゼマイン様のおっしゃったとおり、目標金額が貯まったよ。先程フォルクの売買契約も恙つつがなく終わったところだ」


「よかった。これでカーヤはフォルクと幸せになれますね。何か贈り物をしようかしら？」


私はブリギッテの正面にある椅子に座りながら、契約書の控えを見せた。さっと契約書を手に取ったブリギッテは、契約成立を我が事のように喜び、贈り物について思案し始める。幼い頃から共に遊んだカーヤが幸せをつかんだことを、祝う姿が微笑ましい。


「カーヤのことは喜ばしいが、私が気になっているのは、ブリギッテの星結びの儀式だ」


去年、ローゼマイン様が考案された衣装を身にまとい、星結びの儀式に出席したブリギッテはハスハイトに言い寄られていた。ローゼマイン様の後援が欲しいようで、「ブリギッテの名誉のためには復縁した方が良い」とか「一度婚約破棄された女に言い寄る男などいない」としつこく言っていた。実際に、言い寄る男がいなかったため、ブリギッテは唇を噛みしめて、それでも、ハスハイトの手を取ろうとはせずに衆人の視線に晒されていた。


そこを救ってくれたのが、ブリギッテの同僚であるダームエルだ。友人の騎士達と共にブリギッテを庇い、求婚するという形を取って名誉を守ってくれたのである。魔力差が大きい二人だが、今年の星結びの儀式までに魔力を増やして、もう一度求婚すると去年の星結びの儀式でダームエルは宣言し、その場を収めていた。


あれから一年。今年の星結びの儀式はもうじきだ。その結末を見届けるために私は来た。


「ブリギッテがどうするつもりか聞かせてほしいのだが、いいかい？」


「……どうするとおっしゃられても」


手近にあったクッションを抱きしめるようにして抱えたブリギッテが、一度顔を伏せた後、甘えるように上目遣いで私を見た。


「お兄様はダームエルをどのように思いますか？」


どうやらブリギッテはダームエルに好意を持っているようだ。去年の星結びの儀式では「わたくしの名誉を守ってくれただけです」と本気にしていなかったようだけれど、一年の間に色々と変化があったらしい。諦めていた結婚に対して前向きになっているならば喜ばしいことだ。


私はイルクナーに滞在中のダームエルの言動を思い返す。ブリギッテを大事にしてくれそうだし、お人好しで損をしそうな性格に見えた。イルクナーを田舎だと毛嫌いすることもなかったし、ローゼマイン様の信頼も厚いようで気の置けない相手として遇していた。


「人柄には問題ないと思ったよ。ただ、魔力の問題はどうなんだ？　ダームエルは一年で魔力を伸ばすと言っていたが、結婚できるかどうか、かなり微妙なところではないか？」


下級貴族のダームエルと中級貴族のブリギッテでは、去年の時点では子をなすのにギリギリというくらい魔力差があった。結婚できなくはないけれど、子供のことを考えるならばもう少しマシな相手と結婚してほしいと親族なら思うし、魔力差と身分差を考えれば、第三者からはあり得ないと言われるくらいだ。実際にそう思われていたからこそ、ダームエルの求婚はブリギッテの名誉を守るためのもの以上には周囲に受け取られておらず、からかいの対象となっていた。下級貴族なので魔力を伸ばすにしても、たかが知れている。


「ダームエルの魔力は一年で変わったのかい？」


「はい。ダームエルは本当に一年で魔力が伸びて、今はまだわたくしの方が上ですけれど、ある程度釣り合うくらいになっています」


少しばかり恥ずかしそうにブリギッテが答えた。完全に結婚相手としてダームエルを想定している顔になっている。まさか下級貴族がそこまで魔力を伸ばしてくるとは思わなかった。私はわずかに目を見張った。


「もしかして、彼は元々魔力の成長が遅い方だったのかい？」


貴族院を卒業するまでに相手を探すことが多いので、魔力の成長が遅い者は相手を探すのに苦労すると聞いている。ダームエルはこれから先もまだ伸びる可能性があるかもしれない。


「この一年は魔力の伸びが目に見えるくらいですから、成長が遅かったということもあるかもしれません。けれど、一番大きかったのはローゼマイン様が効率的な魔力の圧縮方法について教えてくださったことでしょう。……成人後でも魔力が伸びるのです。人によるそうですが」


「冬に魔力を増やすための新しい圧縮方法があると噂が流れていたのは、本当だったのか」


冬の社交界でどこからともなくその噂が流れていた。出所は不明だったが、魔力の増加方法は貴族ならば誰しも興味があるので、どのようにすれば良いのか、盛り上がっていたのだ。


「今のところは領主夫妻、騎士団長一家、フェルディナンド様、それから、ヴィルフリート様を除く領主一族の護衛騎士と騎士団の一部、ユストクス様しか教えられていません。ローゼマイン様がお目覚めになれば少しずつ信用できる者に広げていくようですよ。ダームエルが、その、わたくしとの結婚のため、ローゼマイン様に教えを乞うたのが発端ほったんだったのですって」


ローゼマイン様から誰よりも先に魔力の圧縮方法を教えられるほど信頼されているならば、ダームエルとブリギッテの婚姻は間違いなくイルクナーのためになる。フォルクに向けた餞はなむけの言葉から考えても、ローゼマイン様は情が深い方だ。ならば、二人の結婚後、ブリギッテが護衛騎士を辞めたとしても、すぐに関係がなくなることはないだろう。急激に変わり始めたイルクナーには、まだまだローゼマイン様の後ろ盾が必要だ。


「魔力の問題がないならば、後はブリギッテの選択次第だ。去年の時点で言っていたように、イルクナーに害がなく、自分が幸せになれると思うならば、それで私は十分だと思っている。私は兄として、ギーベ・イルクナーとして、ダームエルとの結婚に賛成するよ」


私の言葉にブリギッテはアメジストのような目を輝かせ、大輪の花が開くような柔らかで嬉しそうな笑みを浮かべた。


「お兄様にそう言っていただけて嬉しいです。……そういえば、本日、エルヴィーラ様のお茶会でも同じようなことを聞かれました。ダームエルの求婚を受け入れるのかどうか、と」


小規模のお茶会とはいえ、領主夫人までいらっしゃるお茶会で根掘り葉掘り聞かれて、非常に居心地が悪くて恥ずかしい思いをしたのだ、とブリギッテは唇を尖らせる。それでも、嬉しそうに笑っているのだから、満更でもなかったのだろう。


「何と答えたんだい？」


「わたくしは、ダームエルの求婚を受け入れて、イルクナーに戻りたいと答えました」


ブリギッテの言葉に、私は目を瞬いた。それは、私にとって予想外な言葉だった。


「ブリギッテはイルクナーに戻るのかい？」


「何ですか、お兄様？　わたくしが戻るのはご不満ですか？　結婚するとなれば、女に期待されるのは子を産み育てることではありませんか。わたくしは子を育てるならば、イルクナーで育てたいと思っております」


二人とも跡取りではないので、貴族街で生活するためには家の購入から始めなければならない。庭の狭い窮屈きゅうくつな家に住み、生活した経験のない貴族街で子育てをしながら、下級貴族として社交に励むのではなく、土地だけは広大なイルクナーで家を持ち、子供達は野山を走り回って育つような、自分が育ったのと同じような環境を準備してあげたい、とブリギッテは語る。


「ダームエルはそれに対して何と？」


「え？……ダームエルは土地を持つ貴族ではありませんから、住む場所にはこだわらないと思います。イルクナーを良いところだと言ってくださいましたし、エルヴィーラ様もわたくしの故郷への思いに賛同してくださって、ダームエルの愛情を試すと良いとおっしゃいました」


「なるほど……」


ブリギッテはどこまでも真っ直ぐだ。自分が婚約を解消したことでイルクナーが窮地に立たされたのを知って、下町に下りることもある神殿勤めのローゼマイン様の護衛騎士に志願した。有力者の後ろ盾を少しでも得られるように必死だった。だが、郷土愛に溢れるその行動は、騎士のものではない。郷土を守り、その地に住む民を守り、より良くしていきたいと願う土地持ちの貴族の考え方だ。領主一族の護衛騎士を務めても、ブリギッテの根底は変わっていない。


……ただひたすら主に仕える護衛騎士ではない。


私はゆっくりと息を吐いた。郷土愛に賛同し、イルクナーに戻ることを許したエルヴィーラ様は、ブリギッテをローゼマイン様の護衛騎士としては失格だ、と判断したのではないかと思う。そのうえで、ブリギッテを使ってダームエルも試すつもりなのだ。ダームエルが試されているのは、ブリギッテへの愛ではなく、ローゼマイン様への忠誠心に違いない。


もし、ダームエルが領主一族の護衛騎士でなければ、イルクナーに婿むことしてやってきただろう。ギーベ・イルクナーの妹と縁付けるのは、下級貴族にとってはまたとない機会だ。だが、ダームエルは貴族街で育った騎士で、ローゼマイン様に失態の取り成しをされた上に引き立ててもらっている護衛騎士だ。結婚を機にイルクナーへ行くというのは恐らく考えていない。考えられない選択だと思う。


「……ブリギッテ、仮にダームエルがイルクナーには来られないと言えば、どうするつもりだ？　ブリギッテが貴族街に残って結婚するという考えはあるのかい？」


軽く目を見張った後、少し考えたブリギッテはゆっくりと首を横に振った。


「ありません。結婚後に護衛騎士を退いて貴族街で生活してもイルクナーの役には立てませんし、下級貴族の生活は全く想像がつきません。わたくしはローゼマイン様に指摘され、イルクナーに足りないものを知りました。余所から見た故郷の姿が見えました。それを今後に生かしていきたいと思っています。イルクナーの良さを残して、発展させていきたいのです」


イルクナーのためならば意に沿わぬ結婚でもするし、神殿にも下町にも赴く。ずっとイルクナーで過ごすために、自分より身分が低くて跡継ぎでもなく、婿に来てくれそうな下級貴族のダームエルを選んでいるところまで、土地持ちの貴族の娘としては完璧だ。


「ブリギッテがイルクナーを思う気持ちはよくわかった。……だが、ブリギッテに譲れないものがあるなら、ダームエルがブリギッテと共に歩む道よりも、護衛騎士としての道を選んだとしても恨んだり、憎んだりしてはいけないよ」


「お兄様、どういう意味ですか？」


気色けしきばんだブリギッテがクッションを放り出すようにして立ち上がった。私はブリギッテを見上げながら、諭さとすようになるべく静かに落ち着いて語り掛ける。


「ダームエルは我々のような土地持ちの貴族とは違う。貴族街で育ち、失態を取り成され、ローゼマイン様に引き立てられた護衛騎士だ。領主一族であるローゼマイン様から離れることはできない、と私は思う。……彼がイルクナーに来てくれるならば、もちろん歓迎するけれどね」


ブリギッテは衝撃を受けたように座り直し、もう一度クッションを抱え込んだ。泣きそうな顔で考え込んでいる姿を見て、私は立ち上がる。この後どうするのかを考えるのはブリギッテだ。たとえ兄であっても私が口を出すことではない。






そして、星結びの儀式の夜。ブリギッテは去年と同じ衣装で会場にいた。今年はブリギッテの衣装を参考にした女性や、ローゼマイン様の髪飾りによく似た花の飾りで衣装を飾っている女性、あまり目にしたことがない衣装を身に付けている女性もいた。いつでも流行の似たような衣装ばかりになる星結びの儀式では珍しい雰囲気だ。


似たような衣装を着ている者が何人もいたので、ブリギッテは去年ほど衣装に関しての注目はされていない。今年、ブリギッテが注目されているのは、ダームエルの求婚の行方がどうなるか、だろう。恋愛関係の噂話が好きなご婦人方が二人の動向を非常に気にしているのがわかる。ダームエルの方は「どうやって魔力を伸ばしたんだ」と騎士仲間や同じ年頃の友人達に肩を叩かれたり、「羨ましいぞ」と軽く小突かれたりしているのが見えた。


フェルディナンド様が星結びの儀式を執り行った後は、未婚の者達が結婚相手を探す場となる。今年も若い者達はそれぞれ相手を探そうと躍起やっきになっていた。躍起になっているとは言っても、相手がいない者に群がられる者はほんの一部だ。それ以外は仕事場ですでに目を付けていた相手と距離を縮めようと奮闘していたり、来年に向けて親族へ紹介したりしている。


「ブリギッテ」


大勢が一年間の進展に注目する中で、ダームエルは一大決心をしたことが一目でわかる緊張した顔でブリギッテの前に跪き、飛び切り上等な紫の魔石を捧げた。


「天上の最上位におわす夫婦神のお導きにより、私は貴女に出会えました」


そんな決まり文句から始まった求婚は、「貴女が側にいてくれたら、私はどこまでも成長できる気がいたします。私の光の女神であってください」と結ばれた。周囲が固唾かたずを呑んで見守る中、ブリギッテは嬉しそうに顔を綻ばせた後、きゅっと唇を引き結ぶ。


「ダームエル、わたくしの光はイルクナーでのみ、輝くようです。……貴方はわたくしと一緒にイルクナーへ来てくださいますか？」


ブリギッテの言葉にダームエルは大きく目を見開いた。戸惑うように揺れ、信じられないというようにブリギッテを見上げる。


魔石を捧げたままで驚きに固まっているダームエルと、静かにダームエルの答えを待つブリギッテ、二人とも時の女神ドレッファングーアの悪戯にでもあったかのように動かない。


ほんの数秒、だが、ひどく長く感じられた沈黙の後、静かに見下ろすブリギッテの瞳に、譲れない一線を見つけたダームエルの灰色の瞳が、ぎゅっときつく閉じられた。苦しげに眉を寄せ、唇が引き結ばれる。苦渋に満ちた表情で俯いたダームエルは、ゆっくりと首を横に振った。


「……イルクナーには行けません。私は、ローゼマイン様の護衛騎士です」


「そう、ですか」


小さく呟いたブリギッテのアメジストのような瞳から落ちた涙が、よく似た色合いの魔石にポツリと落ちた。






「想い合っていても儘ならぬ恋もまた美しいこと」


背後で、ほぉ、と感嘆の溜息が漏れ、私は思わず振り返った。


「エルヴィーラ様……」


ローゼマイン様とよく似た花の髪飾りを付け、悠然ゆうぜんとした佇たたずまいで微笑んでいる貴婦人の姿に、私は一歩後ろに下がる。その場に跪こうとすると、エルヴィーラ様がすっと手を出して、それを止めた。エルヴィーラ様は頬に手を当てて少しばかり首を傾げながら、漆黒の目を細め、ニコリと笑う。敵を見定めようとする貴族の目に気付いて、私は背筋を伸ばした。


「ギーベ・イルクナー、わたくしはローゼマインが願っていたように、ブリギッテの幸せを心から願っておりますのよ。イルクナーへ戻り、故郷の発展に尽くしたいという優しい心映えには本当に感動いたしました。わたくし、ブリギッテの幸せのためにも、心を尽くしてイルクナーのためになる良縁を探して差し上げます」


ダームエルとの貴族街での生活よりイルクナーを選んだブリギッテに、上級貴族であるエルヴィーラ様の申し出を断るという選択肢はない。ローゼマイン様の後ろ盾が必要なイルクナーにとっても、ローゼマイン様の母親であるエルヴィーラ様との良好な関係は必要だ。ギーベ・イルクナーである私の答えは一つだった。


「勿体もったい無ないお言葉に存じます。我が妹のために良縁を探してくださるとのこと、どうぞよろしくお願いいたします」

            





オレ達に休息はない


雪がぱらつき始めたある日の工房からの帰り、オレはどんよりと暗い表情のギルに呼び止められて「必ず事情を知らないヤツがいないところで読んでくれよ」と手紙を渡された。


何の事情かなんて、いちいち説明されなくてもわかる。ギルがそうやって濁す時はマインに関することだけだ。だから、いつも手紙を預かった時は、家に帰るよりも先にマインの家へ寄ることにしている。今日もオレは手紙が入っているバッグを気にしながら、階段を駆け上がってマインの家の玄関の前に立った。


「こんばんは。ルッツだけど、皆いる？」


「いるよ。……あ、もしかして？」


戸口へ出てきたトゥーリに、オレは頷きながらバッグの中から手紙を出して見せる。トゥーリが嬉しそうに青い瞳を輝かせ、三つ編みを揺らして後ろを振り返った。


「お手紙が来たよ！」


弾んだトゥーリの声が響くと、すぐに寝室から飛び出してきたのはギュンターおじさんだ。夜勤のための仮眠中で寝入りばなだったのだろう、やや寝ぼけた顔に寝間着姿である。エーファおばさんもすぐさま手を拭いて台所仕事を切り上げた。


皆が台所のテーブルに顔をつき合わせるようにして手紙を待ち望んでいるのを見て、カミルが「カミュもうえ〜」と言って、自分も抱き上げろ、と要求する。エーファおばさんがカミルを抱き上げると、オレは皆が揃ったテーブルの上にマインの手紙を広げて置いた。


オレに向けられた手紙には「元気になるために薬を使うから、季節一つ分くらいは寝込むと思う。その間、工房やグーテンベルク達のことはよろしくね」というマインらしい軽い口調で書かれていた。他には細々とグーテンベルクへの指示が並んでいる。


家族宛ての手紙には「わたし、お薬を作ったから元気になるよ。普通の女の子になるからね。しばらく寝込むけど心配しないで」と書かれていて、家族一人一人に対する言葉が並んでいた。


「やっと元気になれるのか」


「マインが元気になるなんて、まだ信じられないわ」


「ルッツ、他にも手紙が入ってるよ？　フランって書いてある。字は読めるけど、意味がよくわからない手紙だね」


フランからの手紙には貴族向けの言い回しが多く含まれているので、トゥーリが読むにはちょっと難しい。オレは店でも練習させられているし、このあいだイルクナーでも習ったので少し読めるようになっている。オレはフランの手紙を手に取って、目を通し始めた。


「……マジかよ」


「どうしたの、ルッツ？」


首を傾げるトゥーリの向こうでは、オレの強張った顔に気付いたギュンターおじさんが「マインに何があった!?」と気色ばんでガタッと立ち上がった。


「……城で何者かに襲撃され、毒を飲まされたらしい。神官長の見立てでは、命は助かったけど、薬を使う期間が一年以上に伸びる……って」


旦那様にもそのことを伝えてほしい、と書かれているが、それは今関係のないことだ。オレが口を噤つぐむと、ギュンターおじさんがフランの手紙を奪い取り、自分の目で確かめたいというように目を通す。けれど、トゥーリと一緒で理解できなかったらしい。きつく眉を寄せて、手紙をテーブルに放り出す。きつく拳を握ったギュンターおじさんが拳を何度か額に当て、行き場のない怒りを吐きだすようにゆっくりと息を吐いた。


「眠る時間が伸びるだけで、命に別状はない……それだけが救いか」


「マイン、本当に大丈夫なの？」


「マインは強い子だもの。大丈夫。……きっと大丈夫よ。……いつだって死ぬんじゃないかって思いながら看病していたけど、マインはちゃんと目覚めてくれていたじゃない。今回も大丈夫よ。……そう、信じて待つしかないわ」


大丈夫、としきりに繰り返すエーファおばさんの笑顔も強張っている。見舞いに行くこともできない。大っぴらに容体を尋ねることもできない。そんな状態では不安で仕方がないだろう。

            





    
  
  




どんよりと暗い雰囲気の家族をカミルは事情がわからないなりに、不安そうに見上げている。オレと目が合うと、こっちに向かって手を伸ばしてきた。


「ルッツ、ルッツ。おもちゃ……」


「しばらく新しいのはないぞ、カミル。お前のために作ってくれていた姉ちゃんが病気で寝込んでいるからな」


オレはポンポンと軽くカミルの頭を叩き、自分宛ての手紙を畳んでカバンの中に入れる。これは明日旦那様に見せなければならないだろう。


「また、ギルに様子を聞くよ。オレ、それだけしかできないけど……」


「ルッツはいつもよくやってくれてるわ。もう遅くなったから帰りなさい。これ、お裾分けよ」


エーファおばさんからお礼代わりの豚の腸詰ちょうづめを一つもらって、オレはマインの家を出た。階段を駆け下りて、井戸の広場を通り、また階段を上がってウチへ帰る。


「おかえり、ルッツ。遅かったじゃないか」


「ただいま。届け物があってマインの家に行ってた。これ、エーファおばさんから」


オレがもらったばかりの腸詰を渡すと、母さんは嬉しそうに受け取りながら小さく笑った。


「マインが死んでもう二年近くなるのに、ルッツにとってはまだマインの家なんだと思ったら、何だか変な感じがするねぇ」


「……すぐには直らないんだ。仕方ないだろ？　オレ、腹が減ってるんだ。何も残ってないなら、その腸詰茹ゆでてくれよ」


「残ってるから、さっさと荷物を置いといで」


オレが不貞腐ふてくされながら荷物を置きに寝室へ向かうと、背後に母さんの笑う声が聞こえた。未だに咄嗟に口を突いて出るのは「マインの家」なんだから仕方がないじゃないか。


どんどんと体が大きくなってきた男四人が寝なければならない寝室は、狭くて仕方がない。ザシャが早々に結婚を決めたので、冬が終わったら新居を整え始めることを考えると、来年の夏までにはこの寝室も少しは広くなるはずだ。


……オレも金はあるから、今すぐに出ようと思えば出られるんだけど。


自力で部屋を借りて、家事を下働きに任せるくらいの貯金はある。狭い部屋が本当に不満ならば、もっと広い部屋を借りて家族ごと引っ越すことだって可能だ。だが、今それをすると、トゥーリ達に手紙を届けるのが大変になるし、どうせオレはダプラ契約をしているので十歳になったら旦那様の家に住処を移すことになる。だから、十歳の夏までは今まで通り家族といたいと思うのだ。望まない状況に引き裂かれたマインを見たせいで、特にそう思うようになった。


バッグを置いて、夕食の並んだテーブルへ向かうと、ラルフが不機嫌そうな顔でこちらを睨んできた。夕飯は終わっているのに珍しくテーブルに残っているのは、オレに文句を言うためらしい。何の文句を言われるかなんてわかりきっている。


「ルッツ。お前、またトゥーリのところに行ってたのか？」


「工房から届け物があったからな」


特に何でもないことのように答えながら、オレはスープの入った皿を引き寄せて食べ始める。最近はこうしてトゥーリ関係の文句を言われることが多いのだ。オレがさらっと流して食事を始めると、ラルフは何か言いたげだが呑み込んでいるような顔で、イライラとテーブルの端を指先で叩き始めた。正直、食事の邪魔だ。こっちまでイライラしてくる。


「……あのさ、ラルフ。そんなに気になるならトゥーリを直接誘えばいいだろ？」


「それができたら苦労しねぇよ！」


トゥーリは十歳になってギルベルタ商会のダプラ見習いとして契約した。この界隈かいわいではあり得ないくらいの出世をしている有望株なのだ。つまり、トゥーリはこの周辺では並ぶ者がないくらいの美人だということになる。十歳を超えて、少しずつ将来を見据えるようになってきた周囲には、トゥーリに目を付けている男も多い。ラルフもその一人だ。


「土の日に一緒に森へ行こうぜって誘っても、トゥーリに断られる方が多いんだよ」


どんどんと裁縫の腕を上げていて、身綺麗にしていて、働き者のトゥーリにラルフは完全に惚ほれ込んでいる。近所の幼馴染という強みを生かして近付きたいのだろうが、二人とも十歳になったので、土の日以外毎日仕事があって、会うことも儘ならないそうだ。


「……そりゃ、森に行く暇なんてないだろ」


「なんでさ？」


まず、マインの家は病弱なマインがいなくなって、薬代がかからなくなった。そして、トゥーリはギルベルタ商会のダプラになったし、領主の養女の髪飾りを特別注文で受けている。森にわざわざ採集に行かなければならない経済状況ではなくなっている。マインにとって思い出の家を出たくないし、生活環境をあまり変えたくないから、引っ越しをしていないだけで、今はもうちょっといい部屋に住めるはずだ。だが、そんな他人の家の経済状況に関してはどうでもいい。


「トゥーリは一流の針子になるために、脇目もふらず努力している。仕事がない日にもギルベルタ商会へ行って、コリンナ様に色々教えてもらっているらしいから、すっげぇ忙しんだよ」


「あああぁぁ、仕事柄しょうがないってわかってるけど、オレよりお前の方がトゥーリのことに詳しいのがむかつくぞ！」


「何だよ、じゃあ、トゥーリの話をするの止めりゃいいのか？」


「……いや、知ってることは洗いざらい喋れ」


むすっとしているラルフに、オレは最近のトゥーリについて知っていることを話す。そうはいっても、勤め先が違うので話せることは多くない。


「あ……。ラルフが本気で誘いたいなら、もうあんまり残されてる時間はないかも？」


「どういうことだよ!?」


「だって、トゥーリはダプラ見習いじゃないか。夏にギルベルタ商会とプランタン商会が分かれて、引っ越し中だから今は家から通ってるけど、春には住まいも北に移るぜ」


プランタン商会は独立する際、ギルベルタ商会と距離は近いけれど、別の場所に店を移した。日常業務をしながら少しずつ引っ越しを進めていて、最近、旦那様とマルクさんはようやくプランタン商会の二階で生活ができるようになったし、冬が越せるように冬支度を終えた。


まだ残っている荷物を綺麗に片づけたら、今度は三階に住んでいたコリンナ様達が二階へ移動する。雪に閉じ込められる冬の間に、三階から二階へ住まいを移す予定らしい。ギルベルタ商会の引っ越しが落ち着いた春になれば、トゥーリもダプラ見習いとして部屋を与えられるのだ。


「ちょっと待ってくれよ、トゥーリ！」


嘆くラルフを見ながらオレは夕飯の続きを食べる。恋する男は本当に面倒くさい。


……なんだかんだ言っても兄貴だからラルフを応援してやりたいとは思うけど、領主の養女のお抱えを目指しているトゥーリがこの辺の男と結婚するとも思えないんだよなぁ。






次の日、オレはプランタン商会へ仕事に向かった。


「おはようございます、マルクさん。神殿長に関することでお話があるので、旦那様とお話する時間が欲しいのですが……」


オレの要望に頷き、マルクさんはすぐに旦那様に話を通して、執務室にオレを呼んでくれた。マルクさんの迅速で丁寧な仕事ぶりには感心する。何とか真似ようと思っているけれど、まだまだオレには難しい。旦那様とマルクさん以外は人払いをして、オレはマインが一年以上眠ったままになることを報告した。


「命に別状はないんだな？」


「はい。フランの手紙によると、神官長の見立てでは一年以上は目覚めないだろう、と書かれていました。これがその手紙です」


旦那様とマルクさんが手紙を見て、「なるほど」と呟く。


「それでは、しばらくは新しい事業が始まることはありませんね」


「あぁ、ちょうど良い」


マルクさんの言葉に旦那様は少し肩の力を抜いた。一年以上も眠る状態になるのに、「ちょうど良い」と言われたことにオレは思わず顔をしかめる。そんな言い方はないだろうと思っていたら、旦那様に「感情が顔に出すぎだ」と言われ、眉間をグッと押された。


「お前も知っているように、ローゼマインは性急に物事を進めすぎる。新しいことが大量に芽吹いているのだから、それを定着させるための期間も必要だ。起きたらまた暴走が始まるから、今のうちにこれまでの仕事を定着させろ」


どんどんと事業を拡大していくのかと思えば、そうではないらしい。


「イルクナーの素材の研究や新しいインクの開発、手押しポンプの普及、本の種類を増やすんだ。新しい事業を始めるのではなく、今までの仕事に深みを出す方向へ力を費やすようにグーテンベルク達にも連絡しておいてくれ。ダルア達には俺から伝えるからな」


オレは大きく頷くと、グーテンベルク達に向けて招待状を出す。入ったばかりのダルア見習いをグーテンベルクの遣いに出し、招待状を届けてもらった。






「おい、ヨハン。プランタン商会って、ここでいいのか？」


「うん、ここだ。すみません。ルッツに取り次いでください。え？　どちら様って、ヨハンです。あ、その……グーテンベルクの」


グーテンベルクに招集をかけた当日、聞き慣れた声が部屋の外から聞こえて、オレは出迎えるために慌てて部屋を出た。


「ヨハン、ザック。雪の中、ご足労ありがとうございます。どうぞこちらへ」


指定された日時にやってきたグーテンベルク達をプランタン商会の会議室に入れる。鍛冶職人のヨハンとザック、木工工房の親方のインゴ、インク職人のハイディとヨゼフ、ローゼマイン工房代表のギルとフリッツ、最後にプランタン商会からオレ達三人。こうしてずらりと並ぶと、意外とグーテンベルクの人数が多いことに驚いてしまう。マインと二人だけでごそごそと紙を作っていた頃がひどく遠くて懐かしい。


……何だか無性にカルフェバターが食いたくなってきたな。


寒い季節に食べると格別だった味を思い出しながら、オレはザックとヨハンに席を勧めて、自分も席に着いた。


「グーテンベルクに知らせておかなければならないことがある。ローゼマイン様のことだ」


旦那様からローゼマインが長期の療養に入ったことが知らされ、オレはその後でマインから預かった手紙の内容を読み上げる。


「……つまり、印刷は今まで通りに行い、インクは新しい紙に合う物を開発してほしいそうだ。それから、インゴには以前に話してあった本棚の作製を、ヨハンとザックは金属活字の増量と手押しポンプの普及を頼まれている」


貴族らしく遠回りに書かれた手紙の意味を説明した途端、ハイディが拳を握って高く突き上げて立ち上がる。


「新しいインクの研究だぁ！　やったー！　お嬢様、大好き！」


「周りを見ろ。空気を読め。落ち着け、ハイディ！」


新しい紙とインクの研究を一手に引き受けることになって、目を輝かせるハイディと、彼女を落ち着かせようとする夫のヨゼフ。ハイディを押さえながら、ヨゼフがちらりと気遣わしげに視線を向ける先には、茫然ぼうぜんとした顔で目を見張って止まっているヨハンの姿があった。


「……なぁ、ルッツ。手押しポンプに金属活字って、もしかして、忙しいのはオレばっかりじゃないか？　ザックは何をするんだよ!?」


そんなことを言われても、細かい物を作るのはヨハンと決まっている。マインが注文した物は確かにヨハンが担当する物ばかりだ。仕事量が不公平かな、とオレが思っていたら、ザックは嫌そうに顔をしかめ、耳をほじりながらヨハンを見た。


「あのさ、オレはバネを使ったベッドを考えなきゃいけないし、馬車の揺れを少なくするようにも頼まれてる。設計することがいっぱいだし、そもそもオレのパトロンはローゼマイン様だけじゃないんだ。他の依頼もある。ヨハンはローゼマイン様以外のパトロンがいないんだから、言われたことをしっかりやればいいだろ？　嫌なら客を増やせよ」


マインのように細かい注文をする者でなければ、ヨハンの真価は理解できないのだから、ヨハンは諦めて細かい部品を作るしかないだろう。


「そんなに同じ部品を作るのが嫌なら、ヨハンは自分と同じことができるように後進を育てたらどうだ？　ローゼマイン様が起きたら、また新しい依頼がガンガン来るぞ」


ザックの言葉にヨハンはザッと青ざめて身震いしながら、「いやいや、さすがにそれはない」と自分に言い聞かせている。でも、オレはザックの意見に賛成だ。マインは「起きたら、わたし、健康になってるんだよ」と言っていた。今までと違って体調で止まらないマインが、暴走したままになってしまうのだ。


……うわぁ、ちょっと考えただけで頭が痛いな。


先の予想にオレが頭を抱えていると、旦那様がインゴに視線を向けた。


「インゴの本棚とは何だ？　また何か新しい物か？」


「おぅ、突飛な本棚だ。棚が動く移動式の本棚だってさ。他にも集密書庫だったか？　本棚の原案だけはいくつか持ち込まれているからな。他の依頼を受けながら、これをまず完成させるさ。ちょこちょこと金属部品があるから、それはヨハンに依頼することになるだろうが……その、何だ。頼むな」


インゴは気の毒そうにヨハンを見ながら頼む。どんどんヨハンの顔色が悪くなっていく。


「え？　それって、まさか……オレの仕事が増えたってことか？」


「よかったじゃないか、ヨハン。金属活字とは違う仕事ができて」


「新しいお仕事って楽しいよね？　皆で頑張ろうねぇ！」


ザックとハイディの激励を受けて、「嫌だあぁぁ！」と涙目で叫ぶヨハンを皆で笑いながら、グーテンベルクの集いは旦那様によって締めくくられる。

            





    
  
  




「そういう感じでローゼマイン様がお目覚めになるまで各々おのおのの仕事に取り掛かってくれ。ローゼマイン様のお金は神官長が預かっているそうだ。こちらでも立て替えておく覚悟はあるので、今まで通りに活動してほしい」


「はいっ！」






去年より吹雪が長引いた冬が終わり、春も半ばを過ぎた頃、オレはギルから相談を受けた。マインが準備していた印刷用のお話がもうほとんど残っていないらしい。


「フランにも一応相談したんだ。そうしたら、冬の城で貴族の子供達から聞き取った話を神官長が渡してくれたんだけど、全部子供の喋り言葉で書かれていて読みにくいんだよ。ローゼマイン様はあれを本で読める文章に直していたみたいで、オレ、どうしたらいいかなって……」


印刷するための話がなければ、印刷はできない。ギルの悩みにオレも、うーん、と考え込む。貴族達に売れる絵本はウチの主力商品だ。貴族に売れるという触れ込みで、豪商達にも売れ始めているのだ。ここで印刷が止まるのは困る。


「……確かトゥーリが手書きの本をもらっていたはずだ。それを借りられないか、聞いてみる」


「ん。頼む。いっぱい本を作ったら、ローゼマイン様は読みたくて早く起きてくるかもしれないからな。できるだけいっぱい印刷を頑張ろうと思ってさ」


「確かに。本を積み上げていたら、飛び起きそうだ」


ギルとそんな話をした後、オレはギルベルタ商会で生活することになったトゥーリのところへ行って、トゥーリに本を貸してもらえないか聞いてみた。


「ギル達は丁寧に扱ってくれそうだから貸すのはいいんだけど……これはマインが家族のために書いてくれたものだから、商売向きじゃないと思うよ？」


トゥーリが出してくれたのは、「母さんの物語集」だった。マインが粘土板に書いていた頃から溜めていたお話が全部書かれているものだった。パラリパラリとめくっていくと、森へ行く途中で聞いたことがあるお話がいくつもあって、何だかあの頃に帰りたくて泣きたくなる。


「トゥーリの言う通り、今までの絵本と違いすぎるけど、一応借りていいか？」


「いいけど、わたしのお願いも聞いてくれる？」


トゥーリがそんなふうに交換条件を出してくるのは珍しい。オレが目を瞬くと、トゥーリは決意を込めた青の瞳をクッと上げた。


「わたしね、行儀作法を覚えたいの。ルッツはイルクナーで灰色神官に教えてもらって、すごく動きが良くなったし、貴族向けの難しい言い回しのお手紙も読めるようになってるよね？　わたし、行儀作法を覚えたら貴族の館へ連れて行ってくれるってコリンナ様に言われたんだけど、どうやって覚えたらいいのかわからないの。この本を貸す代わりに、わたしに行儀作法を教えてくれる灰色神官を紹介してほしい」


オレはイルクナーの館で働く人達と一緒に灰色神官達の教育を受けた。自分ではあまり実感がなかったが、旦那様もマルクさんも褒めてくれたし、トゥーリがすぐにわかるくらいには動きが洗練されたらしい。同じ貧民街出身のトゥーリが焦る気持ちは理解できる。


マインが神殿に入って工房を始める前は、灰色神官や灰色巫女は孤児だ、とオレもトゥーリもどこか見下していたところがあった。「図書室に入れるだけで尊敬するよ」と言っていたマインを除いて、下町の人間は多分同じような考えだったと思う。けれど、深く知ってみれば、彼等は自分達が生きるために貴族の前に出されても恥ずかしくないだけの行儀作法を身に付け、教養がある者だった。オレ達がお金を出しても手に入れたい知識を持っている相手だ。


「わかった。ギルやフリッツに話を通してみる」


印刷をしている孤児院のローゼマイン工房は、ギルベルタ商会からプランタン商会の管轄になった。そのため、神殿長であるマインの招待がなければ服飾関係のギルベルタ商会のダプラ見習いであるトゥーリは出入りできなくなった。先に神殿へ話を通しておかなくてはならない。


オレは工房へ行った時に、トゥーリから借りた本を渡しながらギルに頼んでみた。


「だからさ、トゥーリの行儀作法に関して何とかならないか？　頼む、ギル」


「うーん、トゥーリが覚えたいんだったら、灰色神官よりは灰色巫女に教えてもらった方が良いかもな。トゥーリには今まで世話になってるし、ヴィルマとフランに尋ねてみるよ」


今までにトゥーリは孤児院の子供達のために裁縫や料理を教えたり、森へ連れて行ったりして骨を折っている。冬の神殿教室にも何度も顔を出していることで、孤児院にも馴染みがある。だから、その恩返しという形で行儀作法を教えるのは構わない、とフランとヴィルマから許可が出た。ただし、出入りを許されているオレがトゥーリを連れてくることが条件らしい。


トゥーリと一緒に行かなければならないのだから、オレもついでに教えてもらうつもりだ。イルクナーで色々と教えてもらったとはいえ、側仕えをしているギルとは結構差ができている。オレももっと頑張らなければならない。


「旦那様。そういうわけで、オレ、土の日は行儀作法の勉強のために孤児院に行きます」


「ルッツとトゥーリだけか？　他にも入れないか？」


旦那様はプランタン商会やギルベルタ商会のダルアにも行儀作法を叩き込みたいと考えているようだが、許可を出してくれるマインが寝ている以上、他の人間をねじ込むことはできない。


「さすがに無理だと思います。トゥーリはずっと孤児院のために色々してきたから、フランとヴィルマが許可してくれただけだから」


「さすがにこんな時は、あの暴走娘が起きていれば、と思うな」


苦笑していた旦那様が表情を引き締めた。


「ルッツ、しっかり習ってこい。いつ断ち切られてもおかしくないとはいえ、お前達は領主の養女と繋がりを持っている。その貴重な繋がりを精一杯活かせるように努力を怠おこたるな」


「はい！」


「それから、これはローゼマインに以前言われたことだが……」






旦那様からいくつかの注意事項と共に買い出しの許可が出たので、オレはコリンナ様の工房へ向かった。工房で旦那様からの招待状を見せて、トゥーリを呼び出す。


「トゥーリ、許可が出た。行儀作法を教えてくれるって」


「ありがとう、ルッツ。頑張って覚えなきゃ！」


トゥーリがやる気に満ちた目でグッと拳を握った。トゥーリは以前にマインから少し物の扱いを教えてもらっただけで、きちんとした教育を受けていない。コリンナ様が教える行儀作法は工房で浮かないようにするためで、行儀作法より針仕事に関することが大半を占めるそうだ。


「じゃあ、買い出しに行くぞ。中古でいいから袖が長い服を買ってこいってさ。立ち居振る舞いの練習には必要なんだって」


「えぇっ!?　そんな余分なお金、わたし、持ってないよ!?」


ギルベルタ商会に所属したことでトゥーリもギルドカードを持っているし、ダプラ契約をして領主の養女に贈る髪飾りを一手に引き受けているのだから、給料は同年代よりかなり高い。それでも、袖口がひらひらしたお嬢様用の衣装をポンと買える程のお金は持っていないらしい。オレは自分のギルドカードを見た。金はある。忙しくて使う暇がないから貯まる一方だ。


「今日はオレが買ってやるよ」


「悪いよ、そんなの」


「気にしなくていい。マインが起きたら、マイン貯金の中から返してもらうから心配するな」


予想通り固辞しようとするトゥーリにオレはひらひらと手を振った。


「……マイン貯金？」


「今まで服を買っていたのと同じさ。死ぬまでのマインが貯めていた、家族のために使うお金だ。トゥーリがきちんとした教育を受けて、自力でローゼマイン様と会える実力を付ける方が大事だろ？　今回の教材に使ってもマインは文句言わねぇよ」


「教材って……。紙と違って袖が長い服は高いでしょ？　そんなの、無駄遣いだよ」


説明しても首を横に振るトゥーリをオレは睨んだ。無駄遣いでも何でもない。


「袖がないと感覚がつかめないんだから、これは必要経費だ。無駄遣いって感じるなら、最初から行儀作法を覚えるのを諦めた方が良い。今回は運良く孤児院で教えてもらえるけど、本来は大金をはたいて、行儀作法を教えてくれる先生を招かなきゃダメなことなんだぜ？」


貴族に通用する行儀作法のために、豪商が払う金額を示すとトゥーリが項垂れた。


「……そうだね。ルッツにお願いしておく」


トゥーリと一緒に練習用のひらひら服を買いに行き、ついでに工房に着ていける普段着も数着積み重ねた。女物の服が積み重なった情景にトゥーリが悲鳴を上げる。


「ルッツ、こんなにいらないよ！」


「コリンナ様の工房やプランタン商会は金持ちの見習いが多いから、オレやトゥーリは浮いているんじゃないかってマインが心配して、いつも服を買う時期や枚数を指定していたんだってさ。マインがいなくなったんだから、自分で気を付けて服を買えって旦那様に注意されたんだ。……だから、こっちはオレの分」


オレは自分の服も積み重ねた。オレも旦那様に指摘されなかったら、服装には全く構わないから、本当に気を付けなければならない。「知らなかったよ」とトゥーリが呟きながら、積み上がった服を見つめる。そして、嬉しそうに口元を緩ませ、目を潤ませて服に手を伸ばした。


「……側仕え達の服を買うお手伝いをしたお給料代わりって言われてたけど、マインがわたし達のことを考えて指示を出してくれてたんだね。そんなの、ちゃんと言ってくれなきゃわからないじゃない。マインはもうあっちが忙しくて、こっちのことなんて忘れちゃってるんじゃないかって思ってたのに……。わたし、バカみたい」


「トゥーリ達は直接話ができないから、わからないかもしれないけど、お前ら、どっちもお互いのこと好きすぎ。ウチもそんなに悪くないけどさ、ウチの兄弟とは大違いだよ」






こうして、仕事が休みになる土の日に、オレとトゥーリは孤児院で行儀作法を教えてもらうことになった。孤児院でオレはフリッツに、トゥーリはヴィルマに。毎週トゥーリが休みのたびに一緒に出掛けることになるので、ラルフがじっとりとした目で見てくるようになった。何を言っても無駄っぽい。仕方がないのでラルフのためにちょっとトゥーリに探りを入れてみる。


「なぁ、トゥーリはそろそろ恋愛とか考えないのか？　周りには増えてきただろ？」


「周りはそうだけど、正直、わたしはそれどころじゃないんだよね。マインに追いつこうと思ったらホントに忙しいんだから恋愛なんかで邪魔しないでよって、気分になるの」


色めき立ってくるお年頃なのはわかっているが、自分には全く関係がないというか、むしろ、巻き込んでくれるなという気分らしい。


「あ〜、その気持ちはわかるな。こっちはそれどころじゃないんだよって……」


イルクナーで領民の女子達に取り囲まれ、邪険じゃけんにすることもできず、トゥーリと同じようなことを思っていたオレは心の中でラルフに謝った。


……悪い、ラルフ。今のトゥーリに恋愛は無理っぽい。






マインが眠ってそろそろ一年かというくらいの秋の終わり、旦那様が血の気の引いた顔でグーテンベルクを全員集合させた。冬支度の最中なんだけど、と不満顔をしていたグーテンベルクも、旦那様の顔色を見て背筋を伸ばす。


「ローゼマイン様の母親に当たるエルヴィーラ様が、ご自分の印刷工房が欲しいとおっしゃっている。ご実家のあるハルデンツェルで大々的に事業を行うらしい。植物紙工房を作り、お抱えのインク工房を作り、印刷工房を作ると神官長から話があった。ローゼマイン様の代わりに印刷事業を広げるのが母親の務め、だそうだ」


「えーと、それって……どういうこと？」


ハイディがよくわからないというように首を傾げた。


「次の春から秋にかけて、グーテンベルク全員の大移動が行われる。長期間抜けても工房や店が回るように冬の間に各自準備をしておけ。それぞれの協会にも話を通しておくんだ。商業ギルドは俺が受け持つ」


グーテンベルク全員が駆り出されるという予想外の大事業に、全員顔色が変わった。


「いくら何でも突然すぎるぞ!?」


「ハルデンツェルに行ったとしても協力してくれる工房がないと活動できないこと、冬は川が凍って紙作りができないことを理由に、これでも春まで引き延ばすことには成功したんだ」


当初は今すぐにでも、と言われたが、印刷したい物をローゼマイン工房で先に印刷することと引き換えに旦那様は何とか猶予をもぎ取ったらしい。さすがウチの旦那様だ。


「エルヴィーラ様は生粋きっすいの上級貴族だ。神殿育ちのローゼマイン様と違って、平民の事情など考慮してくれんからな。あの方を止められるローゼマイン様はお休み中だ。春になったらいつでも出られるように準備を怠るなよ」


マインが眠ったら、その家族が暴走し始めた。それも、オレ達には止めようがない上級貴族が相手だ。グーテンベルクに休息なんてなかったらしい。真っ青になったグーテンベルク達は一斉に会議室を飛び出した。

            





神殿の二年間


今、ローゼマイン様は薄い青の薬の中に静かに横たわりました。体には赤い線が浮かび上がっています。神官長が薬液から手を抜いたため、ゆらゆらとローゼマイン様の長い髪が揺れました。


神官長は手を拭いながら立ち上がると、汚れたタオルを私に預けて扉を開けます。私一人ではこの工房に出入りできないので、急いで神官長と共に工房を出ました。神官長が一度ローゼマイン様の眠る箱をちらりと見た後、丁寧に扉を閉めます。


「これでこの中に入れる者は私以外いなくなった。ローゼマインは安全だ」


襲撃犯が神殿へやって来ても隠し部屋へ入ることはできません。その状況を確認し、神官長はいつも通りの執務を行う顔で私を振り返りました。


「フラン、ローゼマインの覚書なり、手紙なりがあれば出してくれ。この冬にローゼマインが行う予定だったことがあれば把握しておきたい」


「かしこまりました」


私はすぐにローゼマイン様の執務机から、各人に向けた手紙とこれから先に行うことの覚書を取り出します。ローゼマイン様は忘れないように、と常に書字板に書かれた予定を紙に書き写して残すので、これから先に行おうと思っていたことはすぐにわかるのです。失敗作の紙とはいえ、覚書に高価な紙を使うという贅沢ぜいたくな使い方に、当初は驚いていましたが、もう慣れました。ローゼマイン様は木札ではなく、紙に書くのが一番しっくりくるのだそうです。


私がローゼマイン様の手紙を貴族関係者と神殿関係者と下町関係者に分けていると、オルドナンツが飛びこんできました。犯人を捕えたことを伝えて、黄色の魔石に戻ります。神官長は「これから城に戻る」とオルドナンツを返します。


「フラン、私は城での処理があるため、奉納式までこちらへ戻らぬ。神殿の中のことは私の側仕えと其方等に頼む。青色神官達を使って奉納式の準備を終えておくように」


すぐさま神官長は私が差し出した貴族関係者への手紙と覚書を手に取り、急ぎ足で退室して行きました。






神官長が退室すると、自室へ下がったはずの他の側仕え達が神殿長室へ入ってきました。


「フラン、神官長はどのようにおっしゃったのですか？　ローゼマイン様はご無事ですか？」


モニカが不安そうに見上げて来ました。ニコラもギルも私の言葉をじっと待っています。ローゼマイン様が性急に工房へ入ったことが不安で仕方がないようです。


「一年以上は眠ることになるだろう、とのことです。受けた毒が思いのほか、ローゼマイン様にはご負担だったようです」


「そんな……」


皆が泣きそうな顔をしていますが、ローゼマイン様が目覚めるのはずっと先のことです。


「詳しいお話は明日します。今日はもう遅いですから、お休みなさい」


まだ受け入れられずにいる見習い達を各自の部屋に戻らせます。それから、本日の寝ずの番である私は部屋を整え、ローゼマイン様の下町のご家族とプランタン商会に説明できる立場であるルッツに向けて手紙を書きました。






次の日は、説明に明け暮れる一日でした。気になって眠れなかったのか朝早くに起きてきた見習い達に、説明のための手紙を渡し、私は一度休みます。


四の鐘が鳴って、私が昼食の席に着くと、皆が一斉に説明を求めてきました。正直なところ、神官長から詳しい説明を受けているわけではないので、執拗しつように尋ねられても私もそれほど詳しくありません。


「ローゼマイン様が当初おっしゃったように、城へ行って神殿を不在にする時と変わらないと考えてください。不在期間が延びただけだ、と思って生活していくしかありません。目覚めたローゼマイン様が困らないように、今まで通りの生活をしてください」


昼食を終えた後、私とザームはローゼマイン様の仕事に関する資料をまとめて、神官長の部屋へ移す作業に入りました。神殿長が不在の間の仕事は、神官長がこなすことになります。


「このままでは神官長まで倒れてしまうのではないでしょうか？」


書類の量を見て、私が神官長の心配をしていると、ザームが少し考えた後、大丈夫でしょう、と言いました。


「ローゼマイン様の意見を取り入れて、他の青色神官達を教育していたので何とかなると思います。何もしていなかったらどうなっていたか……。その一点だけでも私はローゼマイン様を称えることができますよ。神に祈りを！」


ザームは以前フリッツと同じ主に仕えていたことがあるので、神官長の優秀さと仕事のしやすい環境をとても気に入っていました。そんな神官長の補助ができるローゼマイン様の優秀さを青色巫女見習いの頃から褒め称えていたのです。


神官長の側仕えの中から誰かローゼマイン様のところへ移動させる、と話が出た時に、ザームは真っ先に立候補したと聞いています。神殿長室の方がご飯の質も良いし、一人一人に任される仕事の量も多くてやり甲斐があるし、ローゼマイン様が多くの仕事を受け持つことができるようになれば、結果的に神官長が助かるからだと言っていました。


「では、運んでしまいましょう。神官長の側仕え達にも説明が必要でしょう」


私とザームは神殿長室の資料の入った木箱を神官長室に運び込みました。


「フラン、ザーム。待っていました。こちらの棚を空けてあります」


神官長はこちらでも指示を出していたようで、私達が持ち込んた資料を整頓せいとんする場所がすでに空けられていました。皆で協力しながら、資料を整え、昨夜の出来事についての情報をやり取りします。なるべく神官長の仕事を減らし、青色神官達に回せそうな仕事を選別して、どんどん回していこうということで側仕え一同の意見が一致しました。


「ザーム、カンフェル様やフリターク様への説明をお願いしてよろしいですか？　私は孤児院と工房に行ってきます」


資料の整理を終えた後、青色神官達への説明をザームと神官長の側仕え達に任せると、私は孤児院へ向かいました。


「フラン、ローゼマイン様が長いお休みにつかれたとモニカから聞いたのですけれど、孤児院はどうなってしまうのでしょう？」


ヴィルマが青ざめた顔で詳細を求めてきました。ローゼマイン様が孤児院長になってから生活が劇的に変わったことを知っている孤児院の者は、ローゼマイン様の不在を極端に恐れています。生活がまた以前に戻る可能性があると考えれば当然のことかもしれません。


「大丈夫です。ローゼマイン様がお休みになられている間、権限は神官長に移りますが、基本的に今まで通りで、私が代わりに運営するように言われています。予算に関してローゼマイン様のカードは使えませんが、城から出ている神殿長への補助金や領主の子に渡される生活費としての予算を神官長が管理しているので、それほどの問題になることはありません。それに、冬支度も終わっているので、春までは無駄遣いしない限り問題なく過ごせるはずです」


「……そうですね」


納得したヴィルマと共に、不安がる孤児院の子供達には「今まで通りに工房で働いていればお金が無くなることはありません」と言い聞かせます。これは誰にも言っていませんが、ローゼマイン様が鍵のかかる書箱の中に貯めている「タンスチョキン」というお金もあるので、最悪の事態に陥ることはないでしょう。


「ヴィルマ、管理をする者があまり狼狽えた姿を見せるものではありません。毅然きぜんとしていてください。ローゼマイン様は大丈夫です」


「申し訳ありませんでした」


「では、ローゼマイン様から預かっている冬の課題をここで発表します」


ローゼマイン様から孤児院に向けて出された去年の課題は、「全員が基本文字と一桁の計算を覚えよう」でした。全員が達成したご褒美に小さなハンバーグが食事に出てきたことを思い出したのか、子供達の目から不安が消えて真剣なものになりました。


「今年の課題は、十歳までに全員が側仕えとしての基本知識を身に付けよう、とのことです。側仕え経験のある灰色神官達に教師役をお願いします」


ローゼマイン様はイルクナーでフォルクの売買契約に関わり、灰色神官達の価値を高めようと考えられたようです。下働きとして売られるより、側仕えの技量を持つ者の方が高く売れます。そして、できる仕事内容によって、その先の扱われ方も変わってくるのです。


「デリア、ローゼマイン様はディルクのことも心配していました。異常が現れた時はできるだけ早目に連絡してください。神官長もお忙しいので、対応が遅れる可能性があります」


「わかりました」


孤児院での説明を終えた私は工房に向かいましたが、ギルが「本をたくさん作れば、ローゼマイン様が読みたがって早く起きるかもしれない」と張り切って印刷をしているようなので、特に問題はなさそうです。ルッツ達に渡してもらうための手紙を渡しただけで終了しました。


次の日にはローゼマイン様の専属が城から戻されてきました。専属料理人によるレシピの流出等はもちろん、守ってくれる主なしで城に残ると、権力による無理強いや引き抜きなどが起こる可能性もあります。特にロジーナとエラは若い女性ですから、ローゼマイン様は絶対に城に残さないように、とお願いしていました。戻ってきた専属達にも一年以上ローゼマイン様が戻られないことを告げ、託されている仕事内容を告げていきます。


「エラとフーゴは今まで通りに、側仕え分と孤児院分の料理をお願いします。それから、ローゼマイン様は、料理の好きなニコラを料理の道に進ませてあげたいそうです。助手としての指導をお願いします。後は、忙しさであまり進んでいないレシピ本の作製に力を入れるように、とのことです。更に余裕があれば、そろそろ自分達で新しいレシピを作ってみてはどうかともおっしゃいました」


「かしこまりました」


ニコラは嬉しそうに笑いながら、厨房でしなければならないことを書字板に書き込んでいきます。エラとフーゴは文字が読めないので、書くことに関してはニコラが一手に引き受けることになりますが、これもレシピ本の作製がなかなか進まない理由でしょう。


「ロジーナは孤児院の子供達に音楽を教えてください。ローゼマイン様は自分にはわからなくても、ロジーナには子供達の音楽の才能がわかるかもしれない、とおっしゃいました。楽師としての才能が開花すれば、その子の将来がまた変わってくるだろうと考えられたようです」


「クリスティーネ様がわたくし達に教えてくださったようなことを教えれば良いのですね？　わかりました。やってみましょう」


少しでも孤児達の価値を上げ、待遇の良い職場が見つかるようにしたいというローゼマイン様の言葉を伝えると、専属楽師として買い上げられたロジーナは、柔らかく表情を緩めて頷きました。






ローゼマイン様がいらっしゃらない神殿での生活が始まりました。ニコラは側仕えをしながら、料理の助手をし、ギルとフリッツは今まで通りに工房と冬籠り中の孤児院で活動しています。私とザームとモニカは食事と睡眠以外は基本的に神官長の部屋で執務をする毎日です。


「儀式の間の準備が終わりました」


「薪の準備もできていますか？　カンフェル様、奉納式の順番は決まりましたか？」


「フリターク様、他の青色神官達へ伝えてくださいませ」


去年と同じように、神官長が戻られるまでに奉納式の準備を終えることができました。カンフェル様とフリターク様も準備を任されるのが二年目ですので、少し手慣れて参りました。他の青色神官達も協力してくださる方が増えています。


「準備はできているか？」


神官長が奉納式の二日前に戻られ、確認をしていきます。そして、問題なく整っていることを確認すると、青色神官達に労いの言葉をかけました。


「ご苦労だったな。では、奉納式の当日までゆるりと過ごすが良い」


青色神官達を退室させると、神官長はご自分の隠し部屋から魔石の袋を持ち出し、ローゼマイン様のいらっしゃる隠し部屋の工房へ向かいました。


「フラン、来なさい」


私は神官長と共に工房に入ると、あの日と全く変わらぬ状態でローゼマイン様が眠っていらっしゃいました。ただ、前よりもずっと薬液の青が濃くなっていて、ローゼマイン様の白い肌に浮き出ている赤い線が光っているように見えます。


「……放置しすぎたか」


神官長が眉を寄せて面倒くさそうにそう言いながら、私に魔石を中に入れるように言いました。私は色をなくしている透明の魔石や黒の魔石を次々と薬液に入れていきます。魔石が魔力を吸い取っていくと同時に、薬液の色が少しずつ薄まっていくのがわかりました。


「圧縮しすぎだ、あの馬鹿者。魔石が全く足りないではないか。奉納式の時期で助かったな」


ローゼマイン様の手を取って、その赤い線を睨むように見つめていた神官長が溜息を吐きます。予想以上に時間がかかりそうだ、という呟きが耳に入りました。


神官長がローゼマイン様の経過について何やら書かれている間、私はローゼマイン様の魔力で満たされた魔石を取り出しては丁寧に拭って袋に詰め直していきます。


「今日はこのくらいでよかろう」


それからは奉納式の後、青色神官達が使って空になった魔石をローゼマイン様の薬液に入れて魔力を補充するという仕事も加わりました。ローゼマイン様の魔力があったおかげで、奉納式を恙なく終えることができました。


奉納式の後も祈念式に向けて魔力を溜めるということで、私は神官長と共に工房へ入ります。ローゼマイン様のお姿を確認できて少しばかり安心するのですが、全く変化が見られないことにじりじりとした焦りも感じます。


……早く起きてくださいませ、ローゼマイン様。


奉納式が終わると、神官長は溜まっていた書類仕事に取り掛かりました。仕事量が一気に増えたにもかかわらず、ダームエル様やエックハルト様まで騎士団の鍛錬に取られたことで、またもや薬漬けの生活が始まったようです。薬入れに手を伸ばす神官長の姿をよく見るようになった、と側仕え達が零していました。今までの神官長の仕事、城での仕事、それに加えて、ローゼマイン様が担当していた神殿長の仕事、孤児院、工房、プランタン商会とのやり取りが神官長に圧し掛かっているのです。青色神官が少しずつ育っているとはいえ、青色神官にはプランタン商会関係の仕事や孤児院の管理は任せられません。


「冬の間はプランタン商会の者が来ることもほとんどありませんし、孤児院も基本的に冬籠りをしているだけなので問題はないと思われます」


「あぁ、工房や孤児院に関しては管理者もいるし、そちらである程度こなしてほしい」


しかし、春になり、冬の手仕事の精算や紙作りが始まると、お金のやりとりが出てくるので嫌でも仕事が増えますし、後回しにすることもできません。神殿の仕事だけではなく、城からの仕事も回されているらしい神官長は、薬を片手に苦々しい顔で呟きました。


「気は進まないが、あれを呼ぶか……」


神官長がオルドナンツを飛ばして少しすると、高速で神殿に向かって駆けてくる騎獣が見えました。その数分後には、下町に対する忌避感が少なくてローゼマイン様の事情に通じているユストクス様が目を輝かせて、神官長の前に跪いていました。


「フェルディナンド様のお召に従い参上いたしました。工房の管理と商人とのやり取りならば、任せてください」


「フリッツ、ユストクスを工房に案内して、プランタン商会との金銭的なやり取りについての説明をしてほしい。ユストクス、忙しいのだから問題は起こさぬように。わかったな？」


「かしこまりました。さぁ、案内せよ。フリッツ」


「フリッツ、何かあれば私に報告しなさい。即刻ユストクスを叩き出すからな」


ユストクス様はうきうきとしたご様子を隠そうともせずに、フリッツを引きずるようにして退室していきます。ものすごく不安で仕方がありません。本当に大丈夫でしょうか。


「……神官長」


「心配はいらぬ、フラン。ユストクスは情報を集めるのが好きなだけで、誰彼構わず喋る者ではない。それに、私の側近だ。ああ見えても優秀だ」


神官長のお言葉通り、ユストクス様はすぐに工房に馴染んでしまったようです。高圧的な態度を取られる方ではないということもあるでしょうが、人と人の間に入っていくのがとても上手いとフリッツが言っていました。






ユストクス様が工房へと訪れるようになって何度目かの頃、これまでの工房の流れを知りたいとおっしゃられたユストクス様のために神殿長室で資料を出していた私は、間を持たせるために何となくユストクス様から見た工房について質問してみました。


「ユストクス様、工房の様子はいかがですか？」


「とても新鮮な経験です。面白い。さすがローゼマイン姫様です。面白い腹心を育てていらっしゃる。初めて工房を訪れた時に、私は紙漉すきをさせてもらったのですが……」


貴族が自分の体を使って労働することはありません。紙漉きを望むユストクス様に工房の者が戸惑う姿が脳裏に浮かびます。連れていったフリッツも大変だったでしょう。私がフリッツに同情した直後、ユストクス様の口から信じられない言葉が出てきました。


「板に張られたばかりの紙をぺたっと触った途端、プランタン商会のダプラに、何をしているんだ、この馬鹿！　と怒鳴られました」


……ルッツ、貴方は何をしているのですか!?　フリッツ、貴方は何をしていたのですか!?


私の血の気は引いていくのですが、ユストクス様は実に楽しそうに先を続けます。怒鳴りつけた直後、ルッツもまずいと思ったようで、工房には沈黙が降りました。すると、今度はルッツを庇うようにフリッツが出てきて、ユストクス様はがっつりとお説教されたそうです。


まるでフェルディナンド様のような冷ややかな笑顔で、「紙作りに必要な時間と工程を説明されて、尚、時間と利益の損失についてわからないような無能が神官長から紹介されると思いませんでした。忙しさのあまり、神官長の目が曇ってしまったのでしょうか」とか「商品を駄目にするような管理者はローゼマイン様の代わりになりませんから、即刻神官長に報告して叩き出していただきます。ここの重要性を理解できない者は必要ないのですよ」とにこやかに言われた、とユストクス様がおっしゃいました。


「……そ、それでユストクス様はどうされたのですか？」


「さすがに、仕事に忙殺ぼうさつされているフェルディナンド様から呼ばれたというのに、無能扱いされて初日から叩き出されるのは非常に困るので、今回の損失については金銭で埋めることで合意し、事なきを得ました。いや、危ないところでした。今は優秀さを見せつけることで、名誉挽回めいよばんかいしているところです。出自も何も関係なくフェルディナンド様に対して、薬の飲みすぎは健康に悪い、と叱り飛ばすローゼマイン様の腹心だけある、と感心いたしました」


……多分、普通の貴族はそのような感想を抱きはしないのでしょうが、私は何も言いません。事なきを得た、と当人が考えているのですから良いでしょう。もう終わったことです。


神官長のお心に波風を立てる必要もないので、私もフリッツ同様、工房での一騒動については口を噤むことに致しました。


ユストクス様もお忙しいのか、神殿に出入りする日はそれほど多くありません。ただ、神官長の言葉通り、優秀であるというのは間違いないようで、一度やってくると数日分の仕事を片付けてしまわれます。そして、工房の分と、神官長に任せられた別件の仕事についても報告をし、新しい任務を押し付けられて貴族街へ帰っていくのです。その言葉の端々から、ローゼマイン様を害した犯人の証拠集めをしているように感じられました。






春の半ばが近付き、祈念式の準備が始められました。今年の祈念式はローゼマイン様の代わりに領主様のお子様方が魔石を手に直轄地を回るのだそうです。ローゼマイン様や神官長同様、領主様から神殿への派遣という形をとって、直轄地を三人で手分けして回ることで神官長の旅程を短くします。使えるものを使わなければ、どうしようもない神官長の仕事量に涙が出そうになりました。


ローゼマイン様の側仕えの中では、私が一番儀式のことに詳しいため、シャルロッテ様に教える係として同行いたします。必要な物を準備する過程で神官長は言いました。


「フラン、新しい聖女伝説を作れ。ローゼマインが自分達を庇って毒を受けて眠ってしまったため、聖女に守られた領主の子が、代わりに祝福を捧げたいと申し出た。そういうふうに子供達の美談として周囲には言いふらしておくのだ。ローゼマインと同様に慈悲深く、素晴らしい心映えだと周囲に褒められて認められれば、来年もあの二人を使えるからな」


ローゼマイン様に渡すのと同じ、味が改良された疲労回復薬を大量に準備しながら、神官長が来年を見据えた根回しをするように言います。年端もいかない領主の子を利用することに躊躇いを感じていると、神官長がフンと鼻を鳴らしました。


「ヴィルフリートとシャルロッテには気分よく祈念式を終えてもらい、収穫祭でもローゼマインの代わりに奉納される物をもらって来てもらえなければ、孤児院の冬支度に困るぞ」


神官長の指摘に、私は聖女シャルロッテ伝説を作り上げることに賛成しました。私もこの数年で生活を支えるお金の大切さがわかってきたのです。神殿や孤児院の生活を支えるためにも、この祈念式は絶対に成功させなければなりません。


本来、未成年の見習いは儀式を行わないため、子供用の儀式服はローゼマイン様がお持ちの分しかありません。全くお直しなしで使える白い衣装をシャルロッテ様に、ローゼマイン様より少し背が大きくて丈のお直しが必要なヴィルフリート様には青の衣装を使っていただきます。ギルベルタ商会のコリンナが成長しても着られるように、と作ってくださっていたので、お直しはそれほど時間もかからず、すぐにできました。


プランタン商会に要請していつも通りに馬車を出してもらい、ハッセの冬の館で過ごしているアヒムとエゴンの二人を迎えに行けるように準備します。神官長からの要請で、護衛の兵士も付けていただきました。今回は貴族の襲撃を警戒して、普段の倍ほどの護衛騎士も一緒だそうです。


まだ貴族院に入っていらっしゃらないシャルロッテ様は騎獣をお持ちではないので、久し振りの馬車の旅となりました。シャルロッテ様はローゼマイン様をとても慕っていらっしゃるご様子で、神殿での様子を聞いてとても喜んでいらっしゃいました。私も城でのローゼマイン様の様子を聞くことができて非常に有意義でした。


リヒトは最初シャルロッテ様のお姿を見て、許しが得られなかったのかと勘違いしていましたが、私が姉の代わりに祝福を届けたいと頑張る健気けなげな聖女シャルロッテ伝説を伝えると、感動の涙を浮かべて歓迎してくれます。初めての儀式に緊張していらっしゃるご様子のシャルロッテ様でしたが、ローゼマイン様の魔力の籠った魔石を手にして、立派に儀式をやり遂げられました。


アヒムとエゴンを引き取って小神殿へ移動し、こちらの生活に不足がないか確認をすると、エーレンフェストに戻る兵士達へ労いのお金をシャルロッテ様に渡していただきます。


「フラン、神殿長のご様子はいかがでしょうか？」


お金を受け取ったギュンターがひどく複雑な顔で私を見ました。


「お体への負担が神官長の予想以上に大きかったようで、長引くことになりそうです」


「そうですか……」


この道中、シャルロッテ様はローゼマイン様と違って薬を使う回数が非常に少なく、持って行った薬の大半を使わないまま祈念式が終わりました。大半を使わなければ乗り切れないローゼマイン様の虚弱さに、私は溜息が零れるのを止められませんでした。






祈念式から戻ると、ギルから相談を受けました。この先印刷する話をどうしよう、と言われたのです。去年は確かローゼマイン様が城で子供達からお話を集めていたはずです。神官長に相談した結果、冬の子供部屋で集めた話を渡してくれました。それをギルに渡したのですが、ギルは困ったように頭を掻いて、首を横に振りました。


「これでは印刷できません。子供の話し言葉で書かれているので、読み物の形に書き直さなければならないのですが……誰かできますか？」


「今はとてもそのような余裕はありませんね」


……それにしても、ローゼマイン様は神官長の手伝いをして、たくさんの儀式について覚え、城へ行って貴族令嬢としての務めを果たし、その合間に原稿を作っていたのですよね？


ローゼマイン様の本作りに対する執念しゅうねんというか、本に対する愛情に今更ながら驚かされます。


それから数日後、ギルを通して、トゥーリが行儀作法を教えてほしいと申し込んできました。受講料はローゼマイン様が家族のために書いた物語集だそうです。すでに読み物として完成されている文章なので、騎士物語集が終わった後、ギルはこれを印刷したいと言っています。


トゥーリはローゼマイン様の実の姉で、孤児院の者はずっとお世話になっていました。彼女に行儀作法を教えることで恩返しができるならば構わないと神官長からも許可が出ました。クリスティーネ様の側仕えとして教養を叩き込まれているヴィルマとロジーナ以上の適任者はいないので、二人にトゥーリの教育を頼みます。ルッツも一緒に練習するようです。


私は少し様子を見に行きましたが、神殿にやってきたばかりの頃、長い袖に色々な物を引っかけて失敗していたローゼマイン様の姿を思い出し、少し懐かしい気持ちになりました。


ヴィルマによると、トゥーリはディルクに関する子育ての相談にも乗ってくれたようです。出産を経験している灰色巫女がいなくなった今の孤児院には、幼い子供を養育した経験のある者がいません。ローゼマイン様から多少の助言はありますが、ヴィルマやデリアは何もかもが手探りのため、同じ年の弟がいるトゥーリの助言は非常にありがたいそうです。






春の終わりにニコラが成人しました。ロジーナの時と同じように、ちょっとしたお祝いをしましたが、ニコラは「ローゼマイン様に新しいレシピを教えてもらおうと思っていたのに」と嘆いていました。嘆くとはいっても、ローゼマイン様が起きたら教えていただきましょう、とエラのお菓子を差し出したらすぐに笑顔が戻る程度の嘆きです。


ニコラの成人式とほぼ同じ頃、イタリアンレストランから新しいレシピの問い合わせが来ました。ローゼマイン様はまだ一年ほど目覚めないので、自分達で考えてください、と返事をした結果、何故かフーゴとイルゼが自作の創作料理について情報交換することになったようです。料理人の自尊心にかけて負けられない、と厨房の者達が盛り上がっています。ローゼマイン様の専属として恥ずかしくない料理を作るそうです。






夏の半ば、星結びの儀式を終えてしばらくすると、ローゼマイン様の護衛騎士をしていたブリギッテ様が故郷に戻られることになりました。ご結婚準備のためだそうです。ダームエル様が非常に落ち込んでいたので、どうやらこの二人はうまくいかなかったようです。神官長が「二人の階級や状況を考えると難しいだろう」とおっしゃっていたので、仕方がないことだったと思います。私には結婚というものがよくわからないのですが、上の空になっているダームエル様が結婚だけではなく、仕事でも失敗しないように神々に祈っておきましょう。


どんよりとしているダームエル様の横を通って、フーゴとエラがやってきました。


「大事な話とは何でしょう？」


私が尋ねると、二人は一度顔を見合わせて笑いました。そして、こちらに向いて幸せそのものの笑顔で口を開きます。


「お互いの親から許可が出ました。俺達、結婚します」


視界の端でダームエル様が耳を塞ぎました。今は聞きたくない話題のようです。


「それで、結婚後のことについて相談したいと思いまして……」


「相談と言われましても、突然すぎて私には対処できません。神官長にお伺いを立てるので、しばらくお待ちください」


……こういう場合はどうすれば良いのでしょう？


神殿においては結婚という単語が出てくることさえないので、相談されても私は戸惑うしかありません。ひとまず神官長に相談したところ、神官長はひどく面倒くさそうな顔になって、パタパタと手を振りました。


「彼等はローゼマインの専属だ。私が勝手に許可を出したり、動かしたりして良い対象ではない。ローゼマインが起きるまでは結婚は許可できぬ。結婚後仕事を辞めるエラの後進でも育てて待っていろ、と伝えなさい」

            





    
  
  




私が神官長の言葉を二人に伝えると、エラに「結婚しても専属を辞めるつもりなんて、これっぽっちもないんだけど！」と怒鳴られました。


「え？　辞めないのですか？　子をなすのに仕事はできないのですよね？」


「生む時とその後は少し休むけど、結婚直後から仕事を辞めていたら生活できないでしょ!?」


「……下町ではそうなのですか？　結婚したら女性は仕事を辞めるものだ、と神官長がおっしゃいましたし、神官達は結婚を禁じられているので、正直な話、よくわからないのです」


エラが述べる結婚生活は、私が神官長から伺った結婚とはずいぶん違いました。神官長にも平民の事情はわからなかったようです。


「お貴族様と平民は違いますよ。わたしは結婚してからも仕事は続けるつもりですけど、前例がないんじゃ、確かにローゼマイン様が起きないとどうしようもないですね。待ちましょうか」


エラは割とあっさり待機を決めてくれましたが、フーゴはすぐに気持ちを切り替えられなかったようです。


「ちょっと待てよ、エラ。そんなに簡単に諦めるな！」


「え？　別に諦めてないよ。待つしかないって言ってるだけじゃない」


「待つってことはあれだろ？　次の星祭りでも俺は主役になれないってことだろ!?」


「どうでしょう？　全てはローゼマイン様次第ですね」


私の言葉にフーゴがギラリとした目をこちらに向けました。


「くっ！　恋人ができても俺は結婚できねぇ運命なのか!?　どうなんだ、フラン!?」


嘆くフーゴに肩をつかまれてガクガクと揺さぶられましたが、そのようなこと、私が知るわけがないでしょう。


夏の終わり、新しいインクが完成したということで、ローゼマイン工房では新しい紙に新しいインクでトランプ作りが始まりました。つるりとした硬い素材の紙で、今までの木で作られたトランプとは全く違うものに見えます。インクも多色あって、印ごとに色が変えられていて、見た目もとても美しいです。






収穫祭が近付いてきたある秋の日のこと、エグモント様が一人の灰色巫女を連れて、突然神殿長室へやってきました。連れられている灰色巫女が青ざめているのが見えて、私は不穏な雰囲気に少しばかり身構えます。


「エグモント様、こちらでは面会予約をいただいていないのですが……」


「神殿長が不在で、灰色神官しかいない神殿長室に何の予約が必要なのだ？」


平然とした顔でそう言われ、私はザームを見ました。すっとザームが厨房の方へ姿を消します。厨房の方から部屋を出て、神官長に知らせてくれるでしょう。私は神官長が戻るまで時間稼ぎをしなければなりません。


「大変申し訳ございません。今まで面会予約もない青色神官を迎えたことがございませんでした。初めての出来事に少々動揺してしまったようです。大変お急ぎのご用件ではないか、と推測できるのですが、一体どのようなご用件でしょう？」


「リリーを孤児院へ返して新しい側仕えを入れる。灰色巫女をここに連れてくるんだ」


私は即座にモニカに目配せしました。モニカは即座に身を翻し、退室していきます。孤児院のヴィルマに連絡してくれることでしょう。


「エグモント様、大変申し訳ございませんが、面会予約もなく、突然そのようなことを申し出られてもすぐには対応いたしかねます」


「何だと？」


「灰色巫女も孤児院長であるローゼマイン様からそれぞれに課せられた仕事があるので、呼びに回って集めるのも時間がかかりますし、神殿の清めをしている巫女の身なりは青色神官の前に出られるほど清らかとは言えません」


よく理解できないという顔で、エグモント様は腕を組まれました。身なりを整えた灰色巫女しか知らないのでしょう。


「エグモント様の側仕えに召し上げられるのでしたら、灰色巫女達も仕事中に呼び集められた状態ではなく、少しでも美しく見えるように身を清める必要があるのです。本日は、お話を伺うだけで、灰色巫女を交換するのは予約をいただいてからの方がエグモント様にとっても望ましいのではないでしょうか？」


美しくないものは視界に入れたくないのが青色神官ですから、エグモント様は不満そうな顔をしながらも一応納得してくださいました。


「では、エグモント様にお伺いさせていただきたいのですが、リリーを返すのは何故でしょう？　どのようなところがご不満だったのか、お聞かせください」


灰色巫女が孤児院に戻される理由など一つしかないことをわかっていながら、私は書類に記入するふりをして尋ねました。エグモント様はリリーを不愉快そうに見下ろします。


「孕んだからだ。毎日、毎日気持ちが悪いと暗い顔をしたり、突然吐きだしたりするのだ。側仕えのくせに全く役に立たぬ」


「なるほど。側仕えなのに、仕事ができないようでは困りますね」


こちらが肯定したことで、エグモント様の口調が少しだけ和らぎました。


「そうだ。すぐにでも交換しなければならぬ」


「ですが、側仕えの交換ということでしたら、神殿長ではなく神官長の管轄となります。神官長に面会予約をしてください」


「何だと!?　神殿長に言えば十分だろう!?」


エグモント様は前神殿長と懇意こんいにしていた青色神官なので、今までは全て神殿長に話を通して、やりたいようにやってきたのでしょう。ですが、今は違います。なるべく前神殿長が支配していた時期より前の状態に戻そうと神官長が頑張っているのです。


「神官や巫女の異動に関しては神官長の業務です。以前はその辺りの境界が曖昧あいまいだったのかもしれませんが、今はそうではありません」


「其方、灰色神官の分際で生意気だぞ！」


エグモント様が手を伸ばしてきた瞬間、チリンと小さなベルの音が響きました。神官長のベルの音に内心安堵の息を吐きます。ザームが神官長を先導して入ってきました。


「エグモント様、実はこれから神官長と面会の予定が入っているのです。時間をお譲りいたしますから、先に神官長にご相談されるのはいかがでしょう？」


「くっ……」


灰色神官相手ならばいざ知らず、神官長相手にそのような不作法はできるはずがございません。神殿内で前神殿長派だった者は今でも神官長に非協力的であるため、少しずつ予算を削られ、肩身の狭い思いをしているのですから。


「フラン、私が面会予約をしていたはずだが、何故エグモントがここにいる？」


入室してきた神官長は不快そうにエグモント様を見ました。私は正直に答えます。


「エグモント様が突然いらっしゃったのです。緊急に灰色巫女を入れ替えたいそうです」


「ふむ、神官達の異動に関することは私の仕事だ。エグモント、神殿長室ではなく、私に面会予約を取るように。それから、今日のところは退室しなさい。面会予約をしたのは私だ」


エグモント様はリリーを引きずるようにして出て行き、結局、エグモント様は神官長に向けて面会予約を取ることになりました。


ザームがきっちりと閉めた扉を見た後、私は神官長の前に跪きます。


「このようなことにご足労いただきまして、誠に申し訳ございません、神官長」


「いや、良い。ローゼマインがいない以上、このような事態が起こることは想定していたからな。……だが、灰色巫女の入れ替えか。ローゼマインの意を汲んでおかねば、後でうるさいであろうな。まったく面倒な……」


神官長がそう言いながら、私にローゼマイン様の意向を教えてくださいました。側仕えを希望する灰色巫女を出すのは構わないけれど、嫌がる者は自分が召し上げてでも絶対に出さない、と神官長に主張したそうです。


……本当にローゼマイン様は孤児院の者に甘いですね。


それがローゼマイン様らしくて嬉しくもあり、同時に、ローゼマイン様が神殿長でなくなった時にどのようになるのか、不安でもあります。


「フラン、新しい側仕えを必要としているエグモントは、すぐに面会予約を申請してくるだろう。私は三日後の五の鐘に面会を行うつもりだ。その折、ローゼマインの意を汲んだ上で、其方が孤児院から灰色巫女を連れてくるように」


「かしこまりました」


私は神官長が退室するのを見送ると、部屋の留守をザームに任せ、真っ直ぐに孤児院へ向かいました。誰かが新しくエグモント様の側仕えとして召し上げられることは確実です。三日後までに準備が必要でしょう。


「フラン、どうなったのですか？」


私が孤児院へ入ると、ぎゅっと胸の前で手を握って、震えているヴィルマが出てきました。気遣わしげなモニカが隣に付き添っています。


「リリーに子ができたようです。三日後、エグモント様の新しい側仕えの選定があります」


「三日後、ですか……」


「ヴィルマ、神官長はローゼマイン様のご意思を汲んでも良いとおっしゃいました。ですから、ヴィルマが考えているほど、ひどいことにはなりません」


ヴィルマは男性恐怖症で孤児院から出たくないと考えていますし、すでにローゼマイン様の側仕えとなっているのでこれ以上を望むことはないでしょう。けれど、孤児院に残る灰色神官や灰色巫女にとって、青色神官の側仕えに召し上げられることは出世です。主がエグモント様とはいえ、側仕えになる事を望む者はいるのです。


ロジーナやニコラが成人したように、孤児院でも成人した灰色巫女が増えましたが、今この場にいる灰色巫女は二十名もいません。並んだ灰色巫女の中には、絶対に行きたくないと主張するように自分の前できつく手を握っている者もいますし、悩む素振りを見せている者もいます。もちろん、昔のデリアのように出世欲で目を輝かせている者もいました。


「この中にエグモント様の側仕えになりたいと希望する灰色巫女はいますか？」


四人の灰色巫女が勢いよく手を挙げました。周囲を見回し、手を挙げるかどうかもぞもぞと動かしている灰色巫女の存在はすっぱりと無視して、私は「では、この四人を三日後の選定の場に連れて行きます」と宣言しました。


「……フラン、全員でなくてよろしいのですか？」


年頃の灰色巫女が全員選定のために連れていかれると思っていたらしいヴィルマは驚いたように何度も瞬きしました。


「なるべく希望の道を見つけてあげたいというのがローゼマイン様のご意思ですから。行きたい者を優先します」


三日後の五の鐘が鳴ると同時に、私は側仕えを希望した四名を連れて、神官長の部屋へ向かいました。エグモント様は並んだ灰色巫女を見て、むっと顔をしかめます。


「たった四人か？」


「……前神殿長によって、ずいぶんと多くの巫女が処分されましたから。エグモント様はご存知なかったのでしょうか？」


「いや、知っていた。……だが、まぁ、質は良い」


前神殿長によって外見だけを考慮して残されていた灰色巫女ばかりですから、観賞に堪える外見をしているのは当然です。じろじろと下卑げびた目で灰色巫女達を見比べて、エグモント様は一人の灰色巫女を指差しました。


「よし、お前だ」


一人が指名されると、その者だけを残して、私は残りの三人と孤児院に戻されることになったリリーを連れてすぐに退室しました。後の契約については神官長が行うことになっています。詳しい契約内容は存じませんが、青色神官の側仕えとなる者は、青色神官から貴族へと情報が漏れるのを防ぐため、ローゼマイン様の料理の作り方、工房に関すること、ローゼマイン様の個人事情等を漏らさないように契約魔術で縛るそうです。


「おかえりなさい、リリー。体調が悪い中で仕事をするのは大変だったでしょう？　孤児院でゆっくりと休むと良いわ」


ヴィルマの出迎えに、リリーが突然ボロボロと涙を零し始めました。ヴィルマが優しく背中を撫でると、リリーは泣きながら自分の体が自分でも知らないように変わっていくのが怖くて仕方がないのに「邪魔だ。不要だ」と主から罵ののしられて、とても辛かったのだ、と訴えます。


私はその場をヴィルマに任せ、孤児院を出ました。とりあえず、ローゼマイン様が望んだ通り、側仕えになりたい者が側仕えとなり、辛かったものが側仕えを辞めることができたので、これでよかったのでしょう。






さて、こうして妊婦が孤児院に戻されたわけですが、妊婦をどのように扱えば良いのかわかりません。リリーは「自分の体が自分でも知らないように変わっていく」と言いましたが、本人にも傍で見ている我々にもどのように変化していくものなのかわからないのです。


私が神官長に質問したところ、神官長の答えは「月日が経てば勝手に生まれてくるだろう」というものでした。神官長がそう言うならば、そういうものなのだろう、と孤児院全体がのんびりと構えているところに行儀作法を習うためにトゥーリとルッツがやってきました。


「放っておけば勝手に生まれる!?　そんなわけないよ！　お産は大変だよ!?　お貴族様のお産は簡単で楽なの!?」


「何の準備もなくできることじゃねぇよ！　何人もで助け合って赤ん坊を取り上げるんだぜ？」


自分の母親のお産に立ち会ったことがあるトゥーリと、ご近所で出産があれば準備に駆り出されるルッツの言葉にざっと血の気が引きました。そういえば結婚でも平民と貴族では認識や習慣が違ったのです。出産でも常識が違う可能性があります。魔力や魔術具がない孤児院では、おそらく平民のお産の方が近いでしょう。


神官長のお言葉が当てにならない以上、外部の力に縋るしかありません。ただ、助け合おうにも孤児院に出産を経験している者はいませんし、孤児が蔑まれているこの現状でお産の手伝いのために孤児院に来てくれるような奇特な者はいません。


……こういう時にローゼマイン様がいらっしゃったら。


そう思わずにはいられませんでした。ローゼマイン様ならば、弟の出産を間近で見ていますし、下町の関係者に声をかけて人を集めることも簡単にできたでしょう。


「わたしの母さんなら来てくれると思うけど、お手伝いが一人だけじゃどうしようもないもの」


「とりあえず旦那様に聞いてやるよ。コリンナ様が出産したんだから、必要な物だって知っているはずだ」


ルッツの言葉を聞いたベンノ様は「勝手に生まれたら苦労しないぞ！　全くお産に関する知識がない神殿孤児院での出産は危険すぎる！　妊婦が死ぬぞ」とおっしゃったそうです。子を産むのがそこまで大変だとは思わず、皆が真っ青になりました。


何か良い方法がないか、二人がベンノ様達と考えてくださったようです。ルッツは「とりあえず、収穫祭を機に、リリーをハッセに移動させろ」と言いました。ハッセの小神殿ならば、まだ住民との距離が近いため、神殿長の名前で一筆書いて一緒に冬を過ごしたアヒムとエゴンが頼めば、手伝いをしてくれる女性の数人くらいは見つかるかもしれない。それにハッセ出身の孤児ならば、ここの灰色巫女よりお産に詳しいはずだ、とベンノ様がおっしゃったそうです。


……さすがベンノ様。お忙しい中の助言、ありがとうございます。


ベンノ様の適切な助言に従い、我々はリリーをハッセに移動させられるように準備を始めました。出産に必要な道具もプランタン商会の方々から聞いて揃えていきます。






秋の収穫祭を前に、私はリリーの出産に協力をしてもらえるようにリヒトへお願いの手紙を書きました。そして、リリーとアヒムとエゴンの三人を乗せた馬車も、収穫祭に向かう馬車と一緒にハッセへ向かいます。


シャルロッテ様からリヒトに手紙を渡してもらうことで、出産の手伝いの協力に関しては快諾していただけました。小神殿にいるノーラはやはりお産に立ち会ったことがあるようで、必要な物を確認したり、リリーの体調から出産予定の頃を調べたりと大活躍です。


「多分、お産は春の終わりくらいになると思います。ですから、祈念式の時にもう少し巫女を連れてきてください。殿方はお産をする部屋には入れないので、あまり必要ありません」


……なるほど、お産の場に男が立ち入れないのであれば、トゥーリとルッツで知っていることに違いがあるはずです。


こうして、ハッセにリリー達を置いて、私は収穫祭の続きに出発しました。収穫祭では無事にヴィルフリート様とシャルロッテ様のご協力をいただけたことで、孤児院の冬支度に必要な物資が集まりました。






ギルを通して冬支度の依頼をし、去年同様にギルベルタ商会との協力で豚肉加工が行われ、神殿でも次々と冬支度をしている秋も終わりに近付いてきたある日のことです。プランタン商会のベンノ様が呼び出され、印刷業を広げることについて、神官長とお話をすることになりました。何でも、ローゼマイン様のお母様であるエルヴィーラ様がご実家のある土地に工房を作りたいとおっしゃっているようです。


「いくら何でも今からすぐには無理でございます。冬には川が凍るような土地に、これから突然向かったところで紙一枚作ることさえできません。できることがないにもかかわらず、雪と氷に閉じ込められてハルデンツェルから出られなくなる我々の食料や生活はどなたが補償してくださるのですか？」


「生活の保障はギーベ・ハルデンツェルが行うだろうが、できることがないというのは困るな」


考え込む神官長にベンノ様はものすごく困った顔で、すぐには無理だと必死に訴えます。この場にもローゼマイン様がいらっしゃったら、ベンノ様はもう少し気が楽だったでしょう。


「どの工房に関しても準備が必要ですし、商業ギルドとも足並みを揃えなければ売り出すことができません。貴族の権威で無理を通しても禍根が残り、後々面倒なことになります。貴族には貴族の、商人には商人の、職人には職人の決まり事があります。神官長はもちろん、エルヴィーラ様ならば、根回し、事前準備の必要性と重要さをご理解いただけると存じます」


「では、どのような準備が必要か、冬の洗礼式までに一覧表にして提出しなさい。これだけの準備が終わっていなければ、指導に取り掛かることはできない、と示せる物が必要だ」


神官長室を出て正面玄関へ向かうベンノ様が頭を抱えていらっしゃいました。


印刷工房の責任者である神官長が立ち合う中、エルヴィーラ様とベンノ様の間で、商談が行われました。冬の社交界で売り出すためにどうしても印刷したい物があるので、自分の印刷工房が必要で、今すぐに工房を作ってほしい、とエルヴィーラ様はおっしゃいます。


「では、ローゼマイン工房でその印刷を引き受けましょう」


冬支度を放り出して、工房を必死で動かさなければならなくなりましたが、一応ベンノ様の言い分が通り、ハルデンツェルの印刷工房までには少しの猶予が得られました。


「すまないが、頼まれてくれないか」


ベンノ様は工房まで足を運んで灰色神官達に直接頼みました。こちらもプランタン商会にはお世話になっているので、できるだけのことはしようと皆が頷きます。さっとベンノ様が差し出したエルヴィーラ様の原稿を見て、その厚みにギルとルッツが難しい顔になりました。


「この枚数を金属活字で組むには時間がかかりすぎるぞ。文字数の整理もできていないからな」


「今回はガリ版印刷にした方が良いだろ」


頷き合った二人が、ロウ原紙と道具を抱えて孤児院へ駆け出すと、ガリ版印刷と聞いた者達が準備を始めます。連携の取れた工房の様子を見て、ホッとしたように息を吐いているベンノ様に、フリッツが近付いていきます。


「ベンノ様、我々は精一杯協力いたします。ですが、冬支度をどうすれば良いのでしょう？　森に行けなくなってしまった分、足りない物がたくさんあるのです」


「とりあえず特急料金でぼったくっておいた。冬支度の大半は金で解決するしかないな」


「では、必要な物を一覧にまとめますので、お願いできますか？」


「あぁ、こちらが無理を言って仕事をねじ込んだんだ。それくらいはさせてもらう」


ベンノ様が冬支度に関して請け負ってくださったことで、工房は冬の社交界が始まるギリギリまで作業できることになりました。


「恐れ入ります。でしたら、もうベンノ様はお店に戻られてもよろしいですよ。ベンノ様が手配しなければならないのは、こちらだけではないでしょう？」


ベンノ様が「助かる、フリッツ」と身を翻して工房から出て行きました。


「フラン、ご覧のとおりです。孤児院の冬支度は神殿長室にお願いいたします」


フリッツから工房関係の冬支度の一覧表を押し付けられた私は、孤児院へ足を運びました。こちらの冬支度の一覧表も必要です。


孤児院の食堂では、ギルとルッツがテーブルに道具を並べていくのが見えました。


「字の綺麗なロジーナに字の部分を、ヴィルマに絵の部分のガリ切りをお願いできますか？」


「他にも字が綺麗な者がいればガリ切りをお願いしてください。……ページによって少々字が違っても問題ないでしょう」


切羽詰まった二人が事情を話すと、ロジーナが一つ息を吐いて原稿を手に取りました。


「わたくしは音楽を教えるために孤児院に来ているのですけれど、仕方ありませんね。……あら？　こちらの手跡はとても優美ですね。このままガリ切りしても問題ないでしょう」


「よし、それならガリ切りの人数が増やせます。この手跡の通りにガリ切りしてください」


ルッツとギルが忙しそうに皆に声をかけて回る中、私はヴィルマに声をかけて冬支度の一覧表を出してもらいました。すでに終わっていること、これからしなければならないことが一目でわかるように、ローゼマイン様が最初の年に準備した物です。


「フリッツに頼まれて、私が孤児院の冬支度も併せて請け負うことになりました。ヴィルマは工房の仕事に力を入れてください」


「フラン、ありがとう存じます」


私はザームとモニカと手分けしてプランタン商会に頼む物をまとめていきました。神殿長室、孤児院、工房関係など、冬支度として準備する物はかなり多いのです。収穫祭で受け取って、加工が必要な食品に関しては厨房のフーゴとエラとニコラの三人に任せます。皆が自分達の手に余る仕事量を抱えて奔走しました。


神官長のお手伝いをする余裕もないほど、一丸となって取り組んだ結果、冬の社交界が始まる寸前に、エルヴィーラ様から依頼されていた印刷物は仕上がったのです。できた！　と喜びに満ちた工房で、私は作り上げられた本をパラリと開きました。


「……あの、ベンノ様。私が見たところ、神官長の絵が付いているように見えるのですが、本当にこれは神官長の許可が出ているのですか？」


ローゼマイン様が「神官長に叱られて禁止された」とぐちぐち言っていた様子を知っている私が首を傾げると、ベンノ様はやつれて少々人相の悪くなった顔で私を睨みました。


「印刷しろと神官長から命令が出ていて、エルヴィーラ様から原稿を預かった。それ以上に何が必要だ？　余計なことを言って全部没にされたら、その損害は誰が払ってくれる？　あぁ？」


ギラリと光る赤褐色の目に睨まれて、私は口を噤みました。寝不足で苛立っているベンノ様にこれ以上口をきく気にはなれませんでした。それに、ベンノ様のおっしゃる通り、「エルヴィーラの気が済むように印刷してやれ」と投げやりにおっしゃったのは神官長です。


……一体冬の社交界はどうなるのでしょう？






そろそろ一年ですが、「ローゼマイン様の目覚めは更に先のことになりそうだ」と神官長がおっしゃいました。私にはよく理解できなかったのですが、魔力が圧縮されすぎていて、溶かすにも非常に時間がかかっているようなのです。


神官長はぶつぶつと文句を言いながら、魔石を取り換えるように私に言って、ローゼマイン様の様子を見ていきます。「これだけの魔力を溜めこんで、どうして生きていられたんだ、ローゼマインは」という呟きに、私はローゼマイン様がいらっしゃることは神の意思ではないかと思いながら、台の上にできあがった本を積み上げました。


冬の社交界が始まり、神官長が不在となると、我々はまた奉納式の準備を始めなければなりません。指導する者がいなくても準備することにはもう慣れたもので、誰もが手順よく仕事をこなしていきます。去年と違い、奉納式までの間に一度神官長が戻ってきて、ローゼマイン様の様子を窺った後、また城へ戻っていきました。ローゼマイン様の魔力が籠った魔石で今年も奉納式を終えます。


冬の印刷はトゥーリの助言により、礼儀作法や貴族特有の言い回しについてまとめた本を作ることになりました。貴族に売れなくても、豪商や町や村の有力者には売れるだろうとベンノ様が判断したからです。






ローゼマイン様には大きな変化はないまま、春になりました。エルヴィーラ様の要請がいつあるかわからない、とプランタン商会が忙しく動き回っている中、ベンノ様は祈念式の打ち合わせに来てくださいました。


話し合いは孤児院長室で行われ、リリーのお産のために孤児院から連れて行く灰色巫女を三名とヴィルマが一緒に話を聞くことになっています。プランタン商会は男ばかりなので、行儀作法で馴染みのあるトゥーリが話し合いに同席してくれました。少しは灰色巫女達が意見を言いやすいだろう、というベンノ様の配慮です。


「おそらく祈念式の頃には、私もルッツもハルデンツェルへ行っていると思います。こちらと話がしやすいように、今回はマルクを留守番に置いておくので、祈念式当日のやりとりはマルクとしてください。ギルベルタ商会にはトゥーリもいるから安心か、と思います」


ベンノ様の言葉にトゥーリがニコリと笑って頷きました。行儀作法を習っている成果は着実に出ているようで、座り方一つとってもずいぶんと姿勢が良くなっています。


「祈念式でお産の手伝いに連れて行く巫女はここにいる四人でよろしいですか？」


「いえ、違います。わたくしは……」


ヴィルマが慌てたように首を横に振ると、ベンノ様が軽く眉を上げました。


「貴女が孤児院の管理者でローゼマイン様の側仕えではないのですか？　先程、そのように自己紹介されたでしょう？　ならば、孤児院の管理は他に任せ、お産を手伝ってきた方が良いと思われます。やってみなければわからないことは多いですから」


「それは、確かにそうなのですが……」


ヴィルマが言い淀み、ふるふると首を横に振りながら、私に助けを求めるように視線を向けて来ました。おそらく、ベンノ様とお話するのも怖くて仕方がないのでしょう。私はベンノ様にヴィルマの事情を説明しました。


「青色神官に無理強じいされそうになって以来、男が怖くて外に出られない、と。……甘えるな」


穏やかだったベンノ様の顔が怒りをにじませた顔になり、声のトーンがグッと下がりました。


「え？」


「お前が孤児院の管理者なんだろう？　だったら、これから先、何度同じような妊婦が出るかもわからないんだぞ。お産について上に立つ者が知らなくてどうする!?　毎回ハッセに頼れると思うな。次は自分達で何とかできるように教えてもらってくるということを頭に刻み込め」


ベンノ様の怒りに晒されたヴィルマはぽろぽろと涙を流しながら、頭を振ります。


「……ですが、わたくしは」


「ローゼマイン様がいなくて、協力してくれる者に全く当てがなくて、こっちに助けを求めてくるから、くそ忙しい時にこっちも助けてやっているんだ。それなのに、助けを求めるお前が、やりたくない、と孤児院に籠る気か!?」


「そ、そんなつもりでは……」


まさかそんな強い言葉を投げつけられるとは思っていなかったのだろう、ヴィルマが驚いたように目を見張ります。けれど、ベンノ様はそんなヴィルマを真っ直ぐに見据えたまま、怒鳴りました。


「だったら、どういうつもりで、他人任せにして自分はのうのうと閉じこもっているんだ!?　孤児院の管理はお前の仕事だ！　仕事しろ！　やる気のないヤツを手助けする余裕なんぞこっちにはない。お前が行かないなら馬車は出さん！　たった半日で着くんだ。歩いて行け！」


「ベンノ様!?」


ローゼマイン様が世間を知らない灰色神官達が危険な目に遭わないように、とお金を出し、護衛を雇い、馬車を準備しているけれど、普通の平民は半日の距離ならば歩いて移動するのだ、とベンノ様はおっしゃいました。


「やる気と根性のないヤツに俺の時間を割く気はない。プランタン商会はハルデンツェルに向かう準備があるから失礼する」


「待ってください！　行きます。行きますから……ご協力、お願いいたします」


ヴィルマは泣きながらそう訴え、ベンノ様は難しい顔で眉を寄せたまま、座り直しました。祈念式のために準備する物をお互いに話し合い、その場は解散します。


ベンノ様が退室した後、その場に崩れるようにして泣き伏すヴィルマを、私は少しばかり冷めた目で見下ろしました。


「……意に染まぬ行為を強いられる恐怖は理解できますが、ヴィルマは何事もなく助け出されたではありませんか。助け出されることがなく、無理強いを続けられる者もいます。それでも、生きて、少しずつ克服していくしかないのです」


「フラン？」


「今、子を産もうとしているリリーは子を望んでいましたか？　そうでなくても、恐怖と戦いながら出産に臨もうとしています」


ハッとしたようにヴィルマが顔を上げました。私は見下ろしたまま、静かに言います。


「ローゼマイン様に守られて何年が経ちましたか？　ヴィルマの言葉で、ロジーナは努力して苦手だった書類仕事を克服しました。ローゼマイン様も努力して教養を身に付けました。二人に助言したヴィルマこそ、そろそろ苦手を克服した方が良いと思います」






ギーベ・ハルデンツェルが自分の領地へ戻る時期に合わせて、グーテンベルクの移動が行われました。グーテンベルク達と一緒にギルと数人の灰色神官達がハルデンツェルに向かいます。


それから、あまり時をおかず、祈念式に出発する日がやってきました。やつれたヴィルマを心配したトゥーリが見送りに来てくれ、一生懸命に励ましているのが見えます。


「ヴィルマ、大丈夫です。一緒にハッセへ向かう兵士はわたくし達の父ですもの」


「わたくし達？……あ」


トゥーリとローゼマイン様の関係性を思い出したらしいヴィルマが、トゥーリと心配そうに見守るギュンターを見比べます。


「ローゼマイン様の大事な側仕えに乱暴したり、からかったりするような者は同行者に入れておりません。ですから、ご安心ください」


「ありがとう存じます」


トゥーリの励ましとギュンターの配慮によって、ヴィルマは震える足を踏み出し、馬車に乗り込みました。






夏を目前に控えた春の終わり、「リリーの子供が生まれました」とヴィルマから便りが届きました。私は夏の初めの気候が良い時期に、マルク様に要請して迎えの馬車を差し向けます。


ハッセの小神殿から戻ってきたのは、ヴィルマと手伝いに行った灰色巫女達、それから、母となったリリーと新しい赤子。外での生活を経験したヴィルマは、表情が明るくなり、瞳に強さが見え、ずいぶんとたくましくなったように見えました。


ディルクの時と同じように、皆で交代しながら赤子の世話をする生活が孤児院では始まったそうです。ヴィルマとリリーがいつも疲れた顔をしているようになりました。






夏の終わり、モニカが成人してもローゼマイン様は起きません。ですが、収穫祭が近付く秋の半ば、ローゼマイン様の様子を確認していた神官長が少しだけ口元を綻ばせました。


「ふむ。指先は動くようになってきたな。七、八割方治療は終わっている。後は目覚めるのを待つだけだ」


「そうですか」


待ちわびた目覚めの兆候が出てきていることに、私は安堵しました。どうやらすぐに目覚めるということはなさそうですが、あまりにも変化のない時間が長かったため、ほんの少しでも目覚めの兆候が見えたことがとても嬉しく思えたのです。


「まったく……。どれだけ私の手を煩わせたら気が済むのか」


いつも通りの面倒くさそうな声音でフェルディナンド様はそうおっしゃいます。けれど、その薄い金色の目はひどく心配そうにも、安堵しているようにも見えました。


収穫祭の間も神官長は二、三日に一度、夜中に騎獣を飛ばしてローゼマイン様の様子を見るために神殿へ戻られます。


「神官長はよほどローゼマイン様が大事なのでしょう」


神官長が騎獣で駆けていくのを見送った後、ザームが苦笑気味にそう言いました。


「……大事だと思います。神官長の仕事を減らそうとした方はローゼマイン様だけでしたから。薬漬けは体に悪い、と真剣に神官長の健康を心配して、領主様に直談判じかだんぱんしてくれるような上司は、ローゼマイン様の他にいないでしょう」


私の言葉にザームが今の神官長の仕事量と生活に頭を押さえます。ハァと溜息を吐いて、ローゼマイン様が眠る隠し部屋の扉へ視線を移しました。


「神官長の健康のためにも、早くローゼマイン様に起きていただきたいものですね」


「……起きれば起きたで、神官長にとっては頭の痛い日々が始まるのでしょうけれど」






ローゼマインが目覚めたので風呂の準備をするように、と神官長から声がかかるのは、収穫祭を終えて数日後のことでした。

            





    
  
  




「其方は私の弟だから、今回のことは我が家の進退にも関わる。それはわかっているだろう？　話を聞かせてもらうよ、ダームエル。何故其方からブリギッテ様に求婚しておきながら、身勝手にも断るような状況になったのだ？」


星結びの夜、ブリギッテへの求婚が成就しなかった私は、家長である兄上にその場から連れ出されて実家へ連れ戻された。そして、今、人払いがされてシンとした執務室で、兄上とその妻と向き合って座っている。兄上の妻のユリアーネがとても刺々とげとげしい緑の目で私を見た。


「一年も時間があったのですから、ダームエル様から断るのではなく、中級貴族であるブリギッテ様からお断りできるように根回ししておくべきではありませんか。公衆の面前で求婚しておきながら貴方から結婚を断るなんて、ブリギッテ様は大変傷ついたでしょう。一体何のためにハスハイト様を遠ざけたのです？　彼女の名誉を守るためではなかったのですか？」


私の求婚はブリギッテを救ったように見せかけて更に傷つけるものだった、と詰なじられ、私はグッと一度奥歯を噛み締める。傷つけるつもりなど全くなかった。求婚すれば受け入れてもらえると思っていたのだ。まさか公衆の面前で突然条件をつけられるとは考えていなかった。


「魔力量が釣り合えば求婚を受けてくださるという話だったのです。……あの場で突然条件をつけられるとは考えていませんでした」


ブリギッテの言葉に思わず目を見張った時、私からはエルヴィーラ様が見えた。静かに微笑みながら私の反応をじっと観察している漆黒の目を見た瞬間、「ダームエルはローゼマインについて色々とご存じなのでしょう？」という声が脳裏に蘇ったのだ。ローゼマイン様の洗礼式前、護衛騎士に就任するか否かを問うために騎士団長夫妻から呼び出された時にそう問われた。


同時に、騎士団長やフェルディナンド様から「ローゼマインの様々な事情に通じた其方が護衛騎士を外れる意味をよく考えるように」と言われていることが頭を過った。ローゼマイン様の温情に救われて護衛騎士に取り立てられた私は、護衛騎士を辞めることができない。様々な秘密を知った上で忠誠を尽くすからこそ、下級貴族である私が重用されているのだ。逆を返せば、様々な秘密を知っている私をローゼマイン様の保護者達が手放すはずがない。


「イルクナーへ来てほしいと突然言われて驚いたのは私なのです」


「は？……何を言っている？　其方はイルクナーへ婿入りするのではなく、ブリギッテ様に嫁に来てもらうつもりだったのか？」


兄上の驚きが籠った声を不思議に思いながら、私はゆっくりと頷いた。


「私もブリギッテもローゼマイン様の護衛騎士です。貴族街を離れてイルクナーへ向かうなど、普通は考えないでしょう？」


私は護衛騎士を辞めて貴族街を離れることができない。そして、ブリギッテはイルクナーにいられないから寮で生活している。だから、結婚後は貴族街で暮らすものだと思っていた。


「いや、どう考えても普通ではない。其方はローゼマイン様に取り立てられてはいるものの、できれば早く辞めた方が良いと周囲から言われている下級騎士で、ブリギッテ様はギーベ・イルクナーの妹君だ。普通に考えれば其方が婿入りするものではないか？　下級貴族から中級貴族に上がれる唯一の機会を無駄にするなど、何を考えているのだ？」


兄上の言葉で自分の意識が普通の下級貴族と違うことを知った。他の下級貴族は情勢に合わせて派閥を変えることも多い。私のように口に出せない事情で職を辞められない方が特殊だ。


「……周囲から見ると、私の求婚はイルクナーへの婿入りが前提だったのですか？」


「当然ではないか。ブリギッテ様を我が家にお迎えするなど、できるわけがないだろう？」


それ以外の回答などないというように兄上が言い切ると、ユリアーネはひどく不可解そうな顔で問いかけてきた。


「もしかしてダームエル様は中級貴族であるブリギッテ様に、婚姻で階級を下級貴族に下げてもらうおつもりだったのですか？　その場合は結婚後、一体どのようにして貴族街で生活するおつもりだったのでしょう？」


私は少し首を傾げつつ、一般的な下級貴族の結婚を口にした。トロンベ討伐の一件で婚約解消となって無駄になってしまったが、結婚準備自体は途中まで一度したことがある。


「所帯を持つと寮にはいられなくなるので、以前の婚約時と同様に貴族街で家を借りて生活をするつもりでした。神殿と城を行き来する護衛騎士の仕事にさほど影響しないはずです。側仕えを一人付けることはできそうなので、ブリギッテにとっても寮の生活と大して変わらないでしょう」


その途端、兄上とユリアーネの二人が揃って「信じられない」と額を押さえた。


「其方の以前の婚約者は下級貴族だったではないか。其方は中級貴族でギーベの妹であるブリギッテ様に本気でそのような生活をさせるつもりだったのか？」


「階級が異なれば結婚や出産で不安があってもブリギッテ様は実家を頼ることが難しくなるでしょう。それに、寮で生活をしている今と同じような生活にはなりませんよ」


私は目を瞬いた。一度婚約期間中に結婚準備を進めていたせいか、二人からそれほど強く否定されると思わなかったのだ。


「護衛騎士として中級貴族や上級貴族の方々と親しくされているせいか、ダームエル様は婚姻によって下級貴族に降りるということを少し軽く考えすぎではございませんか？」


ユリアーネがそっと息を吐いて、結婚後の女性の生活について教えてくれた。結婚前と同じように社交がメインになるけれど、それは婚家の基準で行わなければならない。


「婚姻によって階級が変わるのですから、ブリギッテ様は貴族街で下級貴族として生きていくことになります。それまで対等であった友人達と同じお付き合いはできなくなりますし、里帰りをした時は家族や親族に対してへりくだった態度で接することを求められるのですよ」


「ダームエル、其方が平民の富豪に婿入りするようなものだ。ギーベの一族という土地持ちの中級貴族が下級貴族の跡継ぎでもない男の妻になるのは、そのくらいの違いがある」


兄上から具体的な例を出されて、私は自分の身に置き換えて考えてみた。事前に連絡をすれば面会することはできる。だが、自分が平民になってしまえば、実家とはいえ簡単に行き来することはできなくなるし、貴族として振る舞うことは許されない。


今は気安く接している友人達との立場の違いがどのような形になるのかは、ローゼマイン様と下町の者達とのやり取りを思い出せば想像がつく。ローゼマイン様の場合は家族より立場が上がったが、ブリギッテは下がるのだ。私は独身で跡継ぎでもないため、親戚付き合いは兄上に任せていたので、そこまで深く結婚後のブリギッテの生活について考えていなかった。


「確かに私の考えが足りませんでしたが、ブリギッテはハスハイト様と婚約解消をしたことでイルクナーにいることが辛くなり、後ろ盾を欲して護衛騎士になったのです。貴族街でローゼマイン様との繋がりを強化していくことがイルクナーのためだと、本人が言っていました。だから、私は結婚後にイルクナーへ戻ることを希望していると思わなかったのです」


貴族街で生活し、護衛騎士を続ける私を通してローゼマイン様の後援を受け続けることがブリギッテの幸せだと思っていた。膝の上で握った拳が小さく震える。


「ならば、ブリギッテ様が護衛騎士となったことでローゼマイン様の後援を得てイルクナーの発展が約束されたのだから、居辛さは解消されたはずだ。婿を取ってギーベの一族を増やし、少しでもイルクナーを支えたいと考えるのは当然ではないか」


兄上によると、ハスハイト様との婚約解消によってギーベ・イルクナーに仕えていた下級貴族が引き抜かれ、イルクナーには貴族が今はほとんどいない状況だそうだ。ギーベの一族と、残った数少ない貴族達で一丸となってイルクナーを守っているため、一人でも多くの貴族が必要で、結婚によってブリギッテとその婿が増えることをイルクナーでは望まれているらしい。


「ローゼマイン様の護衛騎士で派閥に問題がなく、跡継ぎでもないからこそ下級貴族である其方の求婚がギーベ・イルクナーに認められたのだろう。元々ハスハイト様も婿入りの予定だったようだし、あちらは婿入りを前提に考えていたはずだ」


「……兄上はずいぶんとイルクナーに詳しいですね」


「其方が婚姻するならば、我が家も無関係でいられない。家長として相手を調べるのは当然ではないか。むしろ、求婚までしている其方が何故初めて聞いたような顔をしているのだ？　求婚から一年も時間があったというのにイルクナーの事情を知らぬわけではないだろうな？」


私は知らなかった。ハスハイト様との婚約が婿入りを前提にしていたことも、ブリギッテの婚約解消後のイルクナーの窮状も、どれだけ貴族が足りていないのかも……。


「ローゼマイン様達と共にイルクナーを訪れた時、貴族が非常に少ないとは思いましたが、私はその背景も、ブリギッテがイルクナーに戻りたがっていることも知りませんでした」


そう言っている途中で私は思い出した。イルクナーに滞在中、ブリギッテから「イルクナーをどう思うのか」と問われたことを。


……もしかしたら、あの質問は婿入りを前提にした問いかけだったのか？


私がイルクナーに対して肯定的な返答をしたら、ブリギッテはとても嬉しそうに笑って手を差し出し、「社交辞令ではない」と求婚を受け入れてくれる言葉をくれた。心が通った幸せに全身を震わせていたあの瞬間、すでに私達はすれ違っていたのだろうか。背筋が凍るような自分の予想を信じたくなくて、私は頭を振って否定する。


「私はローゼマイン様の温情で護衛騎士に取り立てられた下級貴族です。主の許可なく護衛騎士を辞めることも、貴族街から出ることも許されていません。ずっと一緒に働いていたのだから、それはブリギッテもわかっていたはずです」


自分に言い聞かせるため、口にした言葉を聞いた兄上がハッとしたように目を見張った。


「あぁ……。其方は普通の下級貴族と同じようには考えられない立場か。だが、わかっていたはず、という態度は少々傲慢ごうまんだぞ。私は家族であり、其方が護衛騎士になった経緯を知っていても思い至らなかった。誰しも自分の尺度で物事を測るものだ」


ブリギッテはブリギッテの都合で、私は私の都合で考えていて、お互いに確認したわけではない。私の様子をじっと見ていた兄上が仕方なさそうな顔で苦い笑みを浮かべた。


「ダームエル、其方は確かに皆の予想を超えて努力した。下級貴族が中級貴族に求婚できるまで魔力を増やしたのだ。ローゼマイン様に魔力圧縮の方法を教えていただいたからだと言っていたが、実際に増やすのは簡単なことではない。その努力は我が弟ながら素晴らしいと思う。……だが、其方等が結婚するためにはそれだけでは足りなかった」


ギリと胸が締め付けられた。奥歯を噛み締めて俯く。手が届くと思ってしまったからこそ、自分が「足りなかった」ことを認めたくない。


「魔力は結婚を考える上での最低条件だ。たとえ下級貴族同士であっても魔力量と気持ちだけで結婚を決めることはできない。……其方は一年も猶予をもらっていたにもかかわらず、お互いに結婚する上で譲れない線の見極めができていなかった」


兄上の言葉が胸に次々と刺さっていく。この一年間、私は必死に努力して魔力量を増やした。そうすれば求婚を受けてもらえるのだと信じて、ただ魔力量を増やしていた。けれど、魔力量しか考えていなかった私には結婚生活についての思慮が足りなかった。


「結婚と恋愛は違う。結婚を見据えるならば、恋を実らせることが重要なのではない。その先に生活していけるかどうかが重要なのだ。其方とブリギッテ様ではお互いの望む将来がかけ離れすぎている。ただでさえ身分が違えば上手く生活を合わせるのは難しいのに、お互いに理解がない状態では不可能だと言わざるを得ない」


結婚後にどこでどのように生活をするのか。お互いにどのような事情を抱えているのか。そんな根本的なことさえ、私はブリギッテと話し合えていない。


兄上の言葉が途切れると、シンとした沈黙が落ちた。


……どうすればよかったのだ？


前もって話し合っておけば私がブリギッテと結ばれることはできたのだろうか。何をどのように話し合えばよかったのか。必死に頭を働かせて考える。


……せめて、ローゼマイン様が眠りについていなければ……。


色々と応援してくれていたのだ。何かが変わったかもしれない。きっと一緒に悩んでくれただろう。騎士団長やフェルディナンド様にも掛け合ってくれるかもしれない。


……だが、魔力圧縮について教えてもらった上に、更に助力を乞うのか？


兄上もブリギッテも知らないが、私は知っている。下町の関係者を守るために平民から領主の養女になったローゼマイン様は、最終的には保護者達の意向に逆らえないのだ。私が不用意にお願いすれば、幼い彼女が胸を痛める結果になる。


……護衛騎士が主を悩ませてどうするのだ。






私は何度も何度も自問自答を繰り返し、最終的には「無理だ」という結論に達して深い溜息を吐く。ゆっくりと顔を上げると、いつの間にかユリアーネの姿はなく、兄上だけが酒を飲みながら私を見ていた。


「自分の納得できる答えは出たかい、ダームエル？」


穏やかな目でそう言いながら、兄上は酒器を手に取って私の分の酒を注いでくれる。杯を手に取って、私はそっと口をつけた。ゴクリと飲めば、喉がヒリと焼け付くような感覚がする。


「どうやら私には縁結びの女神の祝福がなかったようです。……いくら考えてみても、護衛騎士を辞められない私と、イルクナーに尽くしたいブリギッテの交わる姿が見えませんでした」


「そうか……。ならば、ブリギッテ様にはよくよくお詫びしておくように。其方等の事情はともかく、公衆の面前で下級貴族が中級貴族に求婚しておきながら身勝手にもお断りしたのだからな。私は兄としてギーベ・イルクナーに其方の失礼を詫びよう」


兄上は肩の荷が下りたような顔でふっと息を吐いた。


「正直なことを言えば、私はブリギッテ様が求婚を受け入れる前に婿入りの件に関して確認してくれて助かったと思っている。お互いのすれ違いに気付かないまま求婚が成立し、後から事情が明らかになるよりはまだ傷は浅い」


婚約が成立してしまうと、二人だけの問題ではなくなり、家同士も深く関わってくる。ギーベ・イルクナーの一族と揉めることは、家長である兄上にとって最も避けたいことだろう。


……私は周囲を見ることもできていなかったのだな。


結婚は自分達だけの問題ではない。膨れ上がった想いだけが先走って、そんな当然のことにも注意を払えなかった。






翌日、私はブリギッテと神殿で顔を合わせた。どうしようもなく気まずいが、貴族ばかりが多くいる騎士の訓練場で話をするよりはよほどマシだ。


「すまない、ブリギッテ。私は……イルクナーに戻れないという言葉を真に受けて、イルクナーの事情や本当は戻りたいと考えていることさえ知ろうとしなかった」


「いいえ、わたくしも直前にお兄様から指摘されるまでダームエルが貴族街を離れられない可能性があることに思い至らなかったのです」


もっと早くに気付いていれば、とブリギッテが寂しそうに微笑んだ。二人とも周囲に指摘されるまで気付いていなかったのだ。兄上に言われた通り、婚約が成立してしまった後で気付くということにならなくてよかった、と乾いた笑いが漏れる。


「ダームエルは……本当にここから出られないのですね？」


そう言ったアメジストの瞳は、まだ諦めきれない一縷いちるの望みを持っているように見えた。「できることならば応じたい」と思う心とは裏腹に、私の頭は「何度考えても無理だっただろう」と冷静な判断を下す。


「ブリギッテはどうしてもイルクナーへ戻るのかい？」


質問に対して質問で返すのは少しだけ卑怯ひきょうかもしれない。でも、心が叫んでいるのだ。「まだ諦めきれない。ブリギッテが来てくれれば成就するのに……」と。


視線が絡み合う。


お互いに離れ難い想いを抱いているのがわかった。


しばらくの沈黙の後、ブリギッテはゆっくりと呼吸しながら目を伏せる。次に私を見た目にはキッパリとした決別の光があった。


「わたくしはギーベ・イルクナーの一族です。護衛騎士になったのも故郷のためでした。下級貴族となって貴族街で生きていくことはできません。イルクナーにとっての良縁を望みます」


縁結びの女神が持つ糸がプッツリと切れてしまったことを嫌でも悟った。身体中の力が抜けるような感覚の中、私は何とか笑って見せる。


「……その、私が言うのも何だが……当てはあるのか？」


「お兄様にエルヴィーラ様からお話があって、派閥の方を紹介してくださることになりました。わたくしが二十歳になる前に婚姻することを考えると急ぐ必要があるので、護衛騎士も辞めるように、と言われました。……ですから、神殿や訓練でわたくしと顔を合わせて気まずい思いをすることはなくなりますよ」


ブリギッテは寂しそうに微笑んで背を向けた。


「お互い、縁結びの女神リーベスクヒルフェの糸が繋がる相手と巡りあえるといいですね」






ブリギッテと決別した翌日は、領主一族の護衛騎士の訓練日だ。下級貴族である私が中級貴族との婚姻を断ったことで一体どのように周囲から悪あし様ざまに言われるのか、考えただけで胃の辺りが痛くなってくる。腹を押さえながら訓練に向かうと、気遣うような微笑みを浮かべた騎士団長とやる気に満ちた顔のボニファティウス様が私を待っていた。


「見上げた忠義心であったぞ、ダームエル！」


「お、恐れ入ります……」


どのように扱われるのかと考えて戦々恐々としていたが、婚姻よりも忠誠心を取ったと上層部からは評価されたらしい。騎士団長は色々と察した顔で頷いていたし、ボニファティウス様はご機嫌だ。訓練場が針の筵むしろという雰囲気ではなかったことに少しだけ安堵する。


「私は感動した。其方の忠義に見合うように更に訓練だ！　行くぞ、ダームエル！」


……できるだけ手加減をお願いします。






もちろんボニファティウス様に「手加減」という言葉など存在しない。失恋と訓練によって身も心もズタボロになる毎日がローゼマイン様の目覚めまで続いた。

            





    
  
  




ハァ、と重い溜息が聞こえた。


……もういい加減、鬱陶しいなぁ。


わたしがむっと眉を寄せると、ニコラが「あの、エラ……」と小さく声をかけてくる。


「大丈夫だよ。ニコラはここにあるフーシャを洗ってくれる？」


ここ数日、厨房には重い空気が満ちていて、すごく居心地が悪い。わたしはニコラに指示を出すと、元凶げんきょうへ視線を向けた。どんよりとした目で鍋をかき回すフーゴさんから嫌な空気が出ているのが見えるようだ。


……そりゃ抜け殻みたいになるのもわからないわけじゃないけど……。






今の状況はオトマール商会からイタリアンレストランのメニューをどうするのかと質問を受けたことから始まった。余所からの客が増える夏は、去年と違うメニューを一つは増やしたいらしい。これまではベンノさんを通してローゼマイン様に相談していたけれど、ローゼマイン様は一年くらい目覚めない。フランは「自分達で考えてください」とすげなく断ったそうだ。


新しいメニューを考えるように、と言われたけれど、イタリアンレストランの料理人であるトッドさんは良い案が浮かばなかったらしい。フーゴさんは下町の家に帰った時にトッドさんから「フーゴはローゼマイン様のレシピを何か知っているだろう？」と泣きつかれたそうだ。


以前一緒に働いていた仲間に頼られては断り切れず、フーゴさんは新しいレシピを考え始めたわけだが、その間、トッドさんに任せているだけではダメだと判断したオトマール商会は商業ギルドのお抱え料理人であるイルゼさんに依頼して新しいレシピを考えていたようだ。


フーゴさんが新しいレシピをトッドさんに教えるためにイタリアンレストランへ向かった時にイルゼさんとの間でどんな衝突があったのか、わたしにはわからない。でも、フーゴさんが神殿の厨房へ戻ってきた時にはイルゼさんとオリジナルメニューで料理対決をすることになっていた。おいしかった方をメニューに採用する、と。


ローゼマイン様は変わった料理が好きなので、契約魔術で縛られているメニューを除外しても、専属料理人であるフーゴさんとわたしには色々なレシピがあった。だから、ローゼマイン様から評価の高かったオリジナルメニューを選んで勝負に挑んだのである。


でも、結果としてはイルゼさんに負けた。






それから数日間、フーゴさんはずっとこの状態なのだ。料理をしている仕事中だというのに肩が落ちていて、背中が丸くなっていて、目に生気がない。仕事中なのに全然カッコ良くない。


ハァ……と重い溜息がまたフーゴさんの口から漏れた。この溜息も何度目だろうか。負けた次の日は何とか慰めようと色々気を遣っていたけれど、段々面倒くさくなってきた。


……たった一回負けたからってうじうじと！　次で巻き返せばいいでしょ！


わたしが鼻息を荒くしながらフーシャをダンダンと切っていく横で、全部のフーシャを洗い終わったニコラがフーゴさんに気遣うような視線を向ける。その視線に気付いたらしいフーゴさんが慰めの言葉を要求するように暗い目でニコラに向かって力なく笑った。


その笑顔を見た瞬間、イラッとしてわたしの中で何かが切れた。わたしは包丁を置くと、フーゴさんにツカツカと近付いていって、パシッとフーゴさんの腕を叩く。


「イルゼさんに負けたのが悔しいのはわかりますけど、いつまでもうじうじしないでくれませんか？　辛気しんきくさくて鬱陶しいです」


「なっ!?　ひ、ひでぇ言い草じゃねぇか」


慰めを期待したところに叱咤されたフーゴさんが目を剥いて嫌な顔をした。でも、ここ数日間カッコ悪い姿ばかり見せられ、ニコラにデレデレする顔を見せられて、めちゃくちゃ嫌な顔をしたいのはわたしの方だ。


「今度こそイルゼさんに勝つって奮起するなら、わたしだって精一杯応援しますよ。でも、何日もうじうじされたら厨房の雰囲気が悪いままだし、せっかく作る料理がまずくなります。立ち直るまでしばらくお仕事を休んでください。今のフーゴさんはハッキリ言って邪魔です」


じとっと睨みながらそう言うと、フーゴさんは口をへの字にしてわたしを睨んだ。それから、助けを求めるように「エラのヤツ、ちょっと言い過ぎじゃねぇか？」とわたしの剣幕けんまくに目を丸くしているニコラに同意を求める。


……ニコラの優しさにつけ込もうとしてもダメですよ。


わたしはニヒッと笑いながらニコラの隣に戻ると、包丁を再び手に取ってフーシャを刻み、水を張ったボウルにボトボトと放り込んでいく。


「ローゼマイン様はまだ一年はお目覚めにならないってフランが言ってたみたいだし、孤児院用のお料理ならわたし達二人だけでもできるからフーゴさんが休んでも心配いりませんよ。ねぇ、ニコラ？　フーゴさんの体調が良くなるまで休んでもらった方がいいと思わない？　こんなにどんよりとした空気の中じゃせっかくの料理がおいしくなくなっちゃう」


ニコラは人差し指を顎に当てると、ぐにゅっと眉を寄せて少し考えこんだ。


「うーん、そうですね。お料理がおいしくなくなるのは困りますから、フーゴさんが下町へ帰れるようにわたしからフランに頼みましょう」


「あ、いや、ニコラ。ちょっと待て！　大丈夫だ。もう何ともない。フランへの報告も、お願いもいらないからな」


「……そうですか？」


きょとんとするニコラにフーゴさんが真っ青な顔で何度も頷き、「ほら、料理の再開だ！　美味うまいものを作るぞ！」とわざとらしく腕まくりをする。おいしい料理へニコラの気を必死に逸らそうとしている姿を見て、わたしはぷぷっと笑った。


神殿育ちのニコラは下町の常識からかなりずれている。神殿長室を取り仕切っているフランに「料理がおいしくなくなるのでフーゴを休ませたい」なんて申し出たら、フーゴさんは専属料理人として失格扱いになるはずだ。料理ができない料理人なんて雇っておく意味がない。でも、ニコラはそういうことをあまり考えない。生まれ育った環境のせいだろう。思いつかないようで、重視するのは「おいしい料理で幸せ気分になりたい」ということだけだ。


「ニコラは鍋を頼む。エラはフーシャを刻み終わったら、こっちの手伝いだ」


空元気なのか、わたしに対する怒りもあるのか、眉を吊り上げたフーゴさんは辛気くささを撥はね飛ばしてカルフェ芋とナイフを手に取った。どうやらニコラの気を逸らすため、そして、完全復活を示すために一品増やすつもりのようだ。


わたしは水瓶から水を汲んで水場でザパザパと包丁を洗うと、フーゴさんと同じようにナイフを持って厨房の隅にある椅子にドスッと腰を下ろした。麻袋の中にぎゅうぎゅうに詰め込まれているカルフェ芋を一つ手に取って、スルスルと皮を剥いていく。


「くそ、エラ。覚えてろよ」


ニコラの様子を窺いながら悔しそうな小声でそう言ったフーゴさんにわたしは大きく頷いた。


「任せてください。ちゃんと覚えておきますよ。イルゼさんに負けてうじうじして、ニコラに慰めてもらおうとデレデレして失敗したフーゴさんのこと」


「待て！　やっぱり忘れろ」


「嫌ですよ〜だ」


……好きな人のことは些細ささいなことでも覚えていたいからね。


フフンと笑いながら、わたしはカルフェ芋の皮を剥いていく。むくれた顔で手早く皮を剥いていくフーゴさんからはもうどんよりとした空気は漂ってこない。暗かった目に光が戻って、ちょっとだけ背筋が伸びて、少しカッコ良さが戻った。


……やっぱり料理中のフーゴさんはこうでなくちゃ。


フンフンとわたしが鼻歌混じりに芋の皮むきをしていると、フーゴさんが「ずいぶんご機嫌だな」と不機嫌そうに呟く。不機嫌というよりは、ばつの悪そうな顔という方が正しいだろうか。自分が面倒くさい空気を出していたことを自覚していて誤魔化そうとしているようにも見える。それがちょっと可愛く思えるなんて、わたしは結構男の趣味が悪いのかもしれない。






わたしは剥き終わったカルフェ芋を台の上のボウルにゴロンと入れて、次の芋を手に取りながらフーゴさんに笑いかける。


「そんなに落ち込まなくても、また夏の終わりから秋の初めにイタリアンレストランでメニュー対決するんでしょ？　だったら、その時にイルゼさんに勝てば良いじゃないですか。秋のメニューだったら、やっぱり茸きのこをうまく使いたいですね。バターでじっくり炒めるのもいいですし、お酢を使ってさっぱり……」


「……エラは、俺がイルゼに勝てると思うのか？」


自信なさそうな顔でわたしを見たフーゴさんに、わたしは「勝てますよ」と間髪かんはつ入れずに答えながらどんどんとナイフを動かす。フーゴさんは信じられないものを見るようにわたしを見て目を丸くしているけれど、そんなに自信を持てない理由がわからない。


「だって、この間の敗因はフーゴさんがローゼマイン様の専属料理人として優秀だったからですもの。別に腕が悪くて負けたわけじゃないんだから勝ち目は十分にあると思いますよ」


「お前、あれだけイルゼに酷評されて、よくそんな脳天気なことを……」


イルゼさんに「メニューは斬新だけど、ちょっと塩を入れすぎて全体的な味のバランスが崩れてる」とか「リシャかピツェを入れた方が味が引き締まって深みが出る」とか細かいところでダメ出しされたことを思い出しているのか、フーゴさんの頭がまた下がっていく。


「はい、そこまで」


わたしは剥けたカルフェ芋をフーゴさんの顔の前にグッと突き出して、それ以上頭が下がるのを食い止めた。フーゴさんが嫌な顔をしたので、わたしも同じように嫌な顔をしておく。せっかく浮上させたのに、また沈まれては面倒だ。


「ローゼマイン様の好むメニュー対決ならフーゴさんが圧勝でしたよ。でも、イルゼさんとの料理対決はイタリアンレストランのメニュー対決でしょ？　ローゼマイン様個人に合わせた味じゃダメなんです、多分。……ほら、ローゼマイン様の好みってちょっと塩味が濃いめだから」


あのメニュー対決はローゼマイン様の好みに偏かたよりすぎたのが敗因だった。専属料理人は自分の雇い主が好む味付けに少しずつ変化させたり、苦手な食材を使わないようにしたりしながら料理を作るのが仕事だ。万人向けではなく、雇い主向けの料理でなければならない。


「トッドさんに頼まれたのが、ローゼマイン様の新しいレシピだったから、フーゴさんはそれを勝負の場に持っていったでしょ？　だから、負けたんですよ」


「あ〜。美味いかどうか決めるのは大店の旦那様達だもんな。だから、従来の貴族料理にコンソメを取り入れて風味を豊かにしたイルゼの料理の方が受け入れられたのか……」


イタリアンレストランのメニューはそこまで変わった料理でなくても良いのだ。ちょっと変わっているけれど一般的に受け入れられる味で、使用する食材や調味料が予算や仕入れられる量に合うかどうかが大事なのである。


「ローゼマイン様の好む味じゃなくて万人向けの味が必要で、神殿や城の厨房と違って氷室ひむろが使えないってところも敗因だったかもしれねぇな。夏用のレシピの大半が使えなかった」


「そうですね。ローゼマイン様の夏のレシピって氷室を使う物が多いですから」


虚弱で暑さにも弱くて、すぐに食欲をなくすので、ローゼマイン様の夏のレシピはあっさりとした物やひんやりとしていて食べやすい物が多い。けれど、それらはどう考えても魔術具の氷室が使えないイタリアンレストラン向きではない。


「ちょっと俺の意識がお貴族様寄りになりすぎてたな。下町で作るってことを一番に考える必要があった。……夏の終わりから秋のレシピならもうちょっと使える物が増えるか？」


自分の敗因を真っ正面から見つめ始めたフーゴさんの顔は、わたしが無理矢理上げなくても自然と上がってきている。やる気が出たようにニヤッと唇の端が上がっているのを見て、わたしも唇の端が上がっていく。


……うん、いい顔！


一番好きなフーゴさんの表情が戻ったのを確認して満足したわたしは、ふふっと笑って次の芋を手に取って剥き始めた。


「ちょっと、フーゴさん。手が止まってますよ。ほら、剥いて、剥いて」


ナイフを持ってぼーっとしていることに気付いて注意すると、フーゴさんはハッとしたように皮剥きを再開した。でも、何だか手付きに迷いがあるのか、本調子の時と違ってわたしよりも皮剥きが遅い。チラチラとわたしの方を見ている視線が何だか気になる。


「フーゴさんはまだ何か悩んでるんですか？　次の対決のメニューは別に今日考えなくても良いと思いますよ。まだまだ時間がありますから」


「お、おぉ……。そうだな。メニューはそのうちで……」


わたしを見ているのに、何だか生返事に近い声が返ってきた。結構大きな考え事のようだ。


……今度は何だろう？　本当に手が焼ける困った人だよね。


フーゴさんが悩まなければならないようなことが他にあっただろうか。全く思いつかない。わたしは唇を尖らせて、うーんと考えながらカルフェ芋の皮を剥き続ける。


「あのさ、エラ……」


「何ですか？」


相談事かとわたしが少し身を乗り出せば、フーゴさんはまるで夕食のメニューの相談でもするようにさらっとした口調でこう言った。


「俺と結婚しないか？」


あまりにも突然すぎて頭が真っ白になった。聞き間違いではないだろうか。脈絡がなさすぎて、言われたことが信じられなくて、わたしは目を瞬きながらフーゴさんを凝視する。


「あ〜、いや、その……そうやって励ましてくれるエラがいてくれたらって思って……」


口元を押さえたフーゴさんが「失敗したな」と小さく呻いた。目元が赤くなり、段々とその赤みがフーゴさんの顔全体に広がっていく。


「エラが嫌ならそう言ってくれて良いからな。俺は言われ慣れてる」


わたしが手に持っていた芋を取り上げて手早く剥き終わると、フーゴさんはたくさんの芋が入ったボウルをガッと持ち上げる。まるで逃げるように調理台へ去って行くフーゴさんを捕まえようとして、わたしは思わず手を伸ばした。


「嫌ってわけじゃなくて、嬉しいですよ。わたしもフーゴさんのこと、好きですし……。嬉しいんですけど、せめて、ニコラがいないところにしませんか？」


神殿育ちのニコラは空気を察してその場を空けてくれるわけではなく、何も知らない子供が周囲の大人の言動に興味を持ってじっと見てくるような目でこちらの様子を窺っている。さすがにこの場でそういう話をするのは耐えられない。


「そ、そっか。そうだな。……じゃ、帰りに改めて。うん」






そうして、下町の家への帰り道で再び求婚され、わたしの恋は実ることになったわけだが、それから先もフーゴは相変わらず困った男だった。


「ローゼマイン様の目覚めを待つってことはあれだろ？　次の星祭りでも俺は主役になれないってことだろ!?」


フランに結婚の許可を取りに行ったものの、ローゼマイン様が目覚めてからでなければ対応できないと言われたのだ。星祭りを心待ちにしているフーゴがガーガー吠えている。


わたしはフーゴの腕を取ってポンポンと宥なだめるように軽く叩きつつ、歩き始めた。包丁だこのある指に自分の指を絡めると、途端にフーゴが口を閉ざした。


「ねぇ、フーゴ。ローゼマイン様が目覚めてからの星祭りより、間近に迫ったメニュー対決の方を考えようよ。今度こそイルゼさんに勝つんでしょ？」


「おぅ、任せとけ。エラはデザートを考えてくれよ。ラッフェルを使ったヤツ」


やる気に満ちた茶色の瞳が嬉しそうにわたしを見下ろしている。その目を見て、今度は勝てるな、とわたしは確信を持った。

            





    
  
  






あとがき






お久しぶりですね、香月美夜です。


この度は『本好きの下剋上　〜司書になるためには手段を選んでいられません〜　第三部　領主の養女Ⅴ』をお手に取っていただき、ありがとうございます。これで第三部は終了です。






今回はお父様や神官長の協力もあり、リュエルの実を採集するリベンジに成功。ユレーヴェ作りの材料が揃いました。でも、やっと健康になれると喜んだのも束の間のことでした。


ローゼマインが収穫祭で直轄地を回っている間に行われた狩猟大会で貴族達の罠にはめられていたヴィルフリート。何とか救う手立てがないか、ローゼマインは必死に頭を働かせます。何とか表面的には現状維持に見せかけられたものの、裏では……。


そんな中、ヴィルフリートの妹シャルロッテが初登場。初めてできた妹に良いところを見せたくて張り切るローゼマインでしたが、そのせいで襲われ、約二年間に渡る長い眠りにつくことになってしまいました。


短編集はローゼマインが眠りについた期間の出来事です。城で、神殿で、下町で、様々な変化が起きました。書き下ろし短編はダームエル視点と、エラ視点で恋の結末です。






第三部の完結に合わせて、公式サイトで第二回人気キャラランキングを行うことになりました。前回の三位は関係者にとって意外だったダームエル。今回も意外なキャラが上位に入ってくることになるのでしょうか。楽しみです。


また、ＴＯブックスのオンラインストアで『本好きの下剋上』のドラマＣＤが同日発売されました。書籍を読んで、ドラマＣＤを聴いて、また読み直してみてくださいませ。声優さん達の素敵な声が頭の中で再生されますよ。公式ＨＰでサンプルボイスを公開中です。


http://www.tobooks.jp/booklove/






表紙はさらわれたローゼマインとシャルロッテの二人、そんな二人を救い出すおじい様とアンゲリカです。カラーイラストにもおじい様がバーンといて、今回はおじい様祭りですね。シャルロッテの可愛さにキュンとしました。椎名優様、ありがとうございます。


最後に、この本をお手に取ってくださった皆様に最上級の感謝を捧げます。


第四部Ⅰは冬の初めになる予定です。そちらでまたお会いいたしましょう。






二〇一七年七月　香月美夜
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームぺージ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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